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原草全国 サミット・シンポジウム in 東伊豆

命的には窪地ができ、湿原ができ、それが消えていく段

階である中の現在、一断面を見ていることになりますの

で、人工的に何をしていくのかという事については、今

の時代に生きている私たちでしっかりと決めればいい

のではないかと思います。

　ただ、内山さんが先ほどおっしゃいましたけれども、

湿原という生態系が何も触れずに保存するということ

ができないものなので、例えば広いまま残そうとするの

であれば、三瓶山の姫逃池というところでは、毎年水草

をしっかり取るという作業をしています。そういうやり方

もありますので、その部分は地元に近い専門家の方な

どと一緒に、管理を考えていけばよろしいのではないか

と思います。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございます。

　ご質問へのご回答は以上でよろしいでしょうか。

○教育委員会事務局長（梅原　巧）　ありがとうござい

ました。

○稲取地区特別財産運営委員長（山田賢一）　財産区

の山田です。

　内山さんの話を今まで聞いてきまして、細野高原の一

番古い写真をお出しいただけますでしょうか。

　この下の方に見えるのがゴルフ場ですけれども、また

ずっと上のこちらの方、河津との境界以外のところにつ

いて、私たちが学生だった昭和47年以前にはすべて

入谷区で山焼きを行っていました。真ん中に熊口の水

源がありますが、こちらの方はゴルフ場で、ここからバイ

オパーク、ゴルフ場まで草原でした。さらにもっと上の

方、そこら辺までが草原でした。40年代後半、50年代

に高山通りということで植林をしまして、現在あまりいい

山だとは言えませんが、ほとんど植林されています。

　現在は、昔から比べれば３分の１ぐらいの広さです。

そういう意味で、先輩の皆さんがそれだけ頑張って、こ

の３倍、４倍の広さを管理してきたので、私たちも管理

していかなければという気持ちがありますが、どのよう

に維持していくのか、その部分で悩んでいます。

　今年、財産区の役員の皆さんと相談して、この部分は

急傾斜地で山焼きをすると岩が落ちてくる為、来年の山

焼きからやめることになりました。放棄という形になりま

すが、管理する人の安全の為です。

　また、これも内山さんがおっしゃっていたことですが、

ここが熊口水源ですけれども、ここからここまでの部分

は大体40～50ヘクタールになります。役員の皆様と現

在考えていることが、ここから上については水源地とな

りますので手は入れないですが、こちら側の部分を将来

的に、先ほどの体験学習や観光のためのイベントなど、

自然を保護しながら利用していただくことはできるかど

うか、その部分についてご意見をいただきたいと思いま

す。以上です。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

　この山の上の部分は保全を継続していくべき場所だ

というふうに、先ほど内山さんもおっしゃっていました

ので、この辺りの草原を保全していくために、利用する

方向にもっていければ良いのではないかと思いました。

○実行委員（内山義政）　特に保全すべきということで、

企業などどなたかに利用していただければという提案

であると思いますが、少しこれまでの話をまとめながら

になりますけれども、例えば観光利用、ちょっとした休憩

所や東屋を設けるとしても、茅葺きの使用やそれを体験

してもらうといった中で、防火線も含めた草刈り作業と

いうものにも触れていただき、現在、ベテランの方だけ

で頑張って維持している防火線の管理を、将来的には、

少しでも若い世代が山焼きに入っていけるようにする

ためのフィールドとして使用していくことができればい

いのではないかと私個人として受け止めましたが、会

場の皆さんはいかがでしょうか。

○ネイチャーガイドクラブ（富永眞弘）　下側を利用

する案が出ていますけれども、湿原は現在４つあり、３

つはそのエリアに入っていますので、特に芝原湿原の

水源というのがかなり上のほうに延びてきています。

その部分が荒らされないよう、注意していただきたいと

思います。

○実行委員（内山義政）　そうしたピンポイントに保全

すべき場所というのは、ネイチャーガイドクラブの皆様

やジオガイドの皆様など、地元で見てきた人にしか分

からない場所もありますので、情報共有を行っていく必

要があるのではないかと思います。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　皆様、ありがとうご

ざいます。

　茅葺きや環境教育としての利用、観光資源、あるいは

保全や利用の方法について、様々なことをお話しいた

だきました。

○司会　それでは、ただいまより東伊豆会場の分科会

のほうを始めさせていただきます。

　ここからの分科会の進行については、地域おこし協

力隊の藤田翔さんと実行委員の内山義政さんにお願

いをします。また、パネラーとして入谷区町内会長の鈴

木豊美様に御協力をいただきます。

　それでは、どうぞよろしくお願いいたします。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　地域おこし協力隊

の藤田と申します。本日はよろしくお願いいたします。

　最初に、ご存知の方もいらっしゃると思いますが、簡

単に自己紹介をさせていただきます。

　地域おこし協力隊の藤田翔と言います。東伊豆町に

来て今年で３年目となり、地域おこし協力隊の任期が

最終年度となります。東伊豆町に来る前は、笹岡先生も

おられるのですが、東京環境工科専門学校というところ

で自然について学習していました。本日はよろしくお願

いいたします。

○実行委員（内山義政）　皆さん、こんにちは。内山で

す。私は稲取の田町区出身でして、高校卒業後、大学に

進学しまして、就職して静岡県内に戻ってきましたが、

2019年から職場の休業制度を使いまして、東京都立

大学の大学院に通わせていただいています。草原生態

系の保全を研究テーマとして研究を行っていまして、

フィールドを細野高原とし、地元に通いながら調査を続

けています。本日はよろしくお願いいたします。

○パネリスト（鈴木豊美）　皆さん、こんにちは。私は細

野高原を管理する稲取の４つの町内会の１つ、入谷区

町内会の会長で、区長を務めています鈴木です。入谷

区は細野高原に隣接しておりまして、昔から関わりが深

い町内会でございます。以上です。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　それでは、東伊豆

会場分科会を開会いたします。

　東伊豆会場の分科会のテーマは、『利用・保全・継

承』の３点となります。

　まず、テーマに決めたこの３点ですが、午前中にも説

明がありましたが、それぞれがローテーションしてしっ

かり循環していかないと、細野高原というものはなく

なってしまう。若しくは、一つがマイナスの方向へ向かっ

てしまうと、その次へ次へとどんどんそのマイナスが引き

ずられ、負のスパイラルになってしまうということで、そ

れぞれの問題を全体的に考えていけたらなという思い

で、このテーマにさせていただきました。

　最初に、利用について、私、藤田がお話しさせていた

だきます。

　最初に、細野高原のこれまでの利用ということで、午

前中もお話が出ていましたが、細野高原は茅場として

利用されていました。茅は、茅葺きや、昔は畑を耕すた

めに牛などを使っていたので、そういった家畜の飼料と

して使われていました。また、ミカン畑に敷いて防寒や、

雑草が生えないようにしていたり、現在においても山菜

狩りなど、多くの需要がありました。特に昔の利用に関

しては、生活により密着した需要が多くありまして、現在

とは異なり、少子高齢化が問題視される以前のことでし

たので、担い手も十分に補充されており且つ、町民全体

で利用され、さらに町全体でしっかりと保全がされてい

ました。

　そして、現在の細野高原の利用ですが、現在は生活

というよりは観光やレジャー、体験というのが主な利用

方法になっていると感じます。他にも、ハイキングや

ツーリング、少しではありますけれども、畑、山菜狩りな

どもされています。

　昔と現在の利用の変化を見てみると、生活必需でし

たが、必需ではなくなってきているという見方ができると

思います。昔の生活にどうしても密着なものというのは

必然的に利用・保全・継承のサイクルが形成されていま

したが、その利用価値が現在は少なくなってきていると

いうことで、しっかり現在の姿に合う利用価値を見いだ

さなければならないと考えています。

　また、昔は町民、町全体で生活に必要なものでした

が、現在は担い手不足や利用価値の減少に伴い、管理

全体の費用も不足しているような状況だと思います。そ

の中で、この３つの循環をしっかり考えていかなければ

と思い、現在の利用についてですが、ハイキングやツー

リングについては、そこまでお金が落ちたりするような

ものではないと思っていまして、もっともっとその利用価

値を最大限に発揮できる何かを町全体で考えていく必

要があると考えています。

また、その利用からしっかり細野高原の背景や保全を

したいという、最近だと森づくりなどに興味関心がある

方もいらっしゃると思うので、そういった層に向けて体

験やレジャー、観光、教育、そして利用することで保全・

継承への誘導を見込んでいき、その負のスパイラルか

らいい方向へ改善していくことが必要ではないかと思

います。

　ここで、他地域における利用方法について事例を幾

つかご紹介します。

　ご存知の方もいらっしゃると思いますが、隣町の伊東

市の大室山ですが、大室山自体が国の天然記念物に

なっておりまして、こちらでも毎年山焼きを実施されてい

ますけれど、こちらはリフトで３分ぐらいで山頂まで上が

れるという、気楽に行けるレジャースポットになってい

ます。そこでは料金も掛かりますが、毎年山焼きの火入

れ体験ができるので、そういったところで人手を解消し

つつ、お金も落としていただいているというような場所

です。

　こちらは先ほども紹介がありましたが、生石高原でも

和歌山の大学と連携し、イベントを通じて保全や茅葺き

の文化を発信している場所です。やはり担い手不足の

解消や保全をする上では、どうしても人手が必要になり

ますが、そういった教育や、学生などと連携して学びの

場としても利用してもらいつつ、保全もしっかり手伝っ

ていただくというような場所です。先ほどもお話がありま

したけれど、クラウドファンディング、応援したい気持ち

をお金で送るというような資金集めもされています。

　こちらは阿蘇です。先ほどお話にも上がりましたが、

阿蘇では環境省との取組を進めていて、各教育機関で

教材も作成しており、地域での体験を含め、学ぶ場を作

られています。また、環境学習の講師も派遣されているな

ど、行政と町がしっかりと連携して進めている地域です。

　ほかにもエコ資源にということで、ＳＤＧｓについても

先ほどお話がありましたが、例えば茅葺きに使われた

茅というのは取替えの時期になると、いい具合にほぐれ

て柔らかくなり、畑の肥料や雑草がはえないように敷い

て利用することや、阿蘇でも利用例があったと思いまし

たが、家畜の飼料としていたり、海外の事例ですが、バ

イオマス燃料にしていたりします。こういったことは施

設や仕組みが整備されれば、幅広い活用を検討してい

けるのではないかと思います。

　利用についてまとめとなりますが、現在の利用という

のは、景色を楽しんでいただくことなどですが、そこから

もう一歩踏み込んで、例えば細野高原の山焼き文化や

山焼きすることでどういう種類の生き物が保全されるの

か、もう少し踏み込んだ部分について、少しでも関わっ

ていただく利用というのを検討していけるといいなと

思っています。例えば、教育機関での野外学習ですが、

授業の一環として細野高原の概要などを知りつつ、危

険なことはできませんが草刈りを体験していただくなど、

実際に関わるという利用方法が良いのではないかと思

います。

　また、一般の方の立ち入りはできませんが山焼きに

ついても例えば、安全地帯を設けて見学していただくこ

とや、大人の方だったら草刈りを体験していただくなど、

より深く知り、関わっていただくことが大事だなと思い

ます。

　そして、春は山菜狩り、秋はススキイベントを実施し

ていますが、一時的な、季節的なイベントではなく、通年

体験できるサービスを作るなど、知ってもらう・認知して

もらうということを意識して進めていけたらと思います。

最終的に、継続的な利用、収益化をして、継続させるこ

とが必要だと思います。これらのことは町全体で考え、

推進していくべきことではないかと思います。

　『利用・保全・継承』、このうち１つが抜けても細野高

原を守っていくことはできないので、３つともバランスよ

く循環させていくことが不可欠であると思います。以上、

「利用」についてとなります。

　続きまして、内山さんお願いします。

○実行委員（内山義政）　それでは続きまして私のほう

から、３つある『利用・保全・継承』のうち、「保全」の部

分に関して発表させていただきます。

　最初にですが、午前中もお話がありましたのでご存

じの方も多いと思いますけれども、草原をめぐる全国的

な課題をもう一度整理させていただきます。

　左の図が阿蘇ですけれども、1930年代にこの地図

で示しているグレーの部分が全て草原でしたが、2000

年、一番右側の図ではグレーの部分が入って、ほとんど

が黒の部分、森林に変わってしまっているという傾向が

筋山周辺により多く分布しているということが傾向とし

て見えてきました。

　次、お願いします。

　これと同じように重ね、こちらには植物の種がすべて

落ちていますが、代表的な種を抽出してみると、例えば

ジザゲタシ、カラナデシコ、リュウノウギクといった何種

類かの植物が、草原のこういった場所で見られる特徴

的な種類であると思います。

　こうした結果を基に考えていくと、草原特有の植物を

保全していくには、この三筋山の山頂から桃野とマナイ

タウラ、先ほど示したエリアですけれども、この周辺を今

後も確実に山焼きをして管理していくことが重要ではな

いかと思います。

　１つ、まずは保全の指標として、こうした場所だけに

分布する植物種を上げて、保全の目安として考えてみて

はどうかということ、２つ目に山焼き管理の後継者育成

という観点では、保全上特に重要な場所とそれ以外で

かつ安全、平場で作業してケガが起きないような場所

ということですけれども、そうした場所で、先ほど藤田さ

んからも話がありましたが、管理の点検、具体的には防

火線の草刈りですとか、そういうものが手鎌で、例えば

各区の作業で余ったエリアでもいいですし、そうした場

所が少しでも確保できるようになっていけばいいので

はないかと考えています。

　今回、細野は草原のほかにも湿原が４か所ありまし

て、そことその周辺に希少なラン類などの植物が見ら

れますが、こうした希少種に関しては共通のリスクもも

ちろん非常に高いものですから、財産委員会の専門員

ですとか、ネイチャーガイドグラブの方々の助言ですと

か情報交換を深めていくことが大切だと考えています。

　また、明日、現地でお時間があれば是非見ていただ

きたいのですが、富永さんにはお話をせず申し訳ござ

いませんが、駐車場の裏側の空いているところにネイ

チャーガイドクラブの皆さんでこのような細野で見られ

る希少種の種子を採取して、現場で保全をするという

試みをされております。こういう試みというのは、保全生

態学の研究者の中ではあまり聞かない話ですので、ぜ

ひ取組を進めていったほうがいいかなと私自身は考え

ております。

　私の方からは以上となります。ありがとうございました。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうございま

した。

　保全についてですが、山焼き管理の後継者育成とい

うことで、保全の場所を限定しながらも、しっかりと希少

な植物を保全できるように、重点的に行っていくという

ことでよろしいでしょうか。

○実行委員（内山義政）　今の山焼きの範囲をしっか

りと維持していくのは大前提ですけれども、確実に保護

すべき場所というのを知っておく必要があるのではな

いかと考えています。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　保全上、重要な場

所以外且つ安全な場所での管理体験というのも、保

全・利用ということで繋がりがあると思います。もう一歩

踏み込んで山焼きについても学習できるような体験が

あれば、その後もしっかりと後継者が現れてくるのでは

ないかと、利用の観点から思いました。

　それでは最後に「継承」について、鈴木さんよろしくお

願いします。

○パネリスト（鈴木豊美）　「継承」についてですけれ

ども、細野高原の景観維持とか害虫駆除、生態系の保

護のためには、山焼きが必要です。先ほども例に出てい

ましたけれども、山焼きをするには細野高原以外に燃

焼させないように管理をするため、まず20メートルぐら

いの防火帯を作ります。10月にその部分の草を刈り、

11月にそれを燃やし、2月に山焼きを行います。この作

業を現在、4区で行い、山を守っていますが、各区とも若

者が減り、高齢化が進んだことから、作業する人の確保

も難しくなってきています。先ほどお話がありましたが、

2008年に全国草原シンポジウムのときにも、山焼きを

続けるためにボランティアを募ったり、学校の総合的な

学習の時間で子供たちに野焼き体験をしてもらうことも

文化継承に必要だと言っています。ボランティアを募る

にしても、火が入ると風向きが変わります。初めは見学

するのでも経験の積み重ねが必要でしょうと思います。

　そしてまた、令和２年９月に細野高原を考える会を発

足しています。この会でもやはり細野高原の管理、山焼

き、防火帯などを今後同様に継続していくことは困難に

なりつつあるとしています。４区で細野高原の観光、産

業などの資源としての活用や周辺の地権者と協力した

新たな魅力の創出を図っていきたいということが、発足

の経緯となります。今後、どうしたら会として細野高原の

魅力を発信することができるか、良いご提案がありまし

たらご意見いただけますと幸いです。

　山との関わりがなくなりつつある今、細野高原を残し

ていくためには、守りたいと思う人を増やしながら、山

仕事を行っていくしかないと考えています。特に若者と

の連携が重要と考えます。若者は斬新なアイデア、企画

力、行動力、情報発信力、また体力など、地域活動に必

要なものを多く兼ね備えているかと思います。「継承」に

ついての私の発表については、以上となります。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうございま

した。

あります。もちろん阿蘇でも、全国のほかの地域でも再

生に向けた取組は進んでおりますが、全国の草原面積

というものを、右の図ですが、まとめてみると、1920年

代は３万から４万平方キロメートルあった草原が、

2000年頃になると5,000平方キロメートルまで大幅

に減少しているということが分かります。このことは細野

高原、全国どの草原でも同じですけれども、管理の手が

足りなかったり、土地の改変、植林であったり、開発行

為などによって面積の減少が進んできたということが原

因として上げられています。

　次、お願いします。

　植物に着目していきますけれども、草原特有に見られ

る植物への影響というものを考えてみると、今までお話

ししてきたような草原の面積の減少というものと、この

今も維持されている草原の中の管理、山焼きであったり、

草刈りであったり、この頻度が低下したり中断したりす

る。例えば細野は日本の中でも本当に珍しく、もしかし

たら中断された年もあったかもしれませんが、記録のあ

る限り、毎年山焼きをしてきているということで、非常に

貴重な草原となっています。全国的に見ると２年に一遍

だったり、例えば東日本大震災の頃に消火ヘリが飛ば

ず、仙石原では山焼きが中止になりましたけれども、そ

ういったように数年中断したり、なくなってしまったりと

いう場所も多いです。こうした２つの要因が複合的に絡

み合って、そこに出現している草原特有の植物に影響

を与えているのではないかということが近年様々な研

究で言われるようになってきました。

　今回の発表では、具体的なメカニズムですとか、専

門的な話まで踏み込みませんが、私が細野高原で植物

等のデータを取った結果を基に、どういった場所が「保

全」に適しているのかということですとか、あとは、これ

までの土地利用の変化というものを改めて航空写真で

振り返りながら、一緒に考えることができればと思って

います。

　それでは、次お願いします。

　ここが稲取の細野高原の現在の航空写真になります。

見ていただいている真ん中付近が細野高原で、右側に

ゴルフ場と伊豆アニマルキングダムがあります。

　次、お願いします。

　これと同じ2017年の写真、稲取の方はこれで分

かっていただけると思うんですが、今回初めて来ていた

だいた方は、先ほどの東伊豆町観光協会のパンフレッ

トを開いていただくと、真ん中に水源涵養保安林があっ

て、それがかなり目印として分かりやすいと思いますの

で、そこを見比べながら、過去の土地利用というものを

見比べていただければと思います。

　続いて、これが2000年です。これは今とほとんど変

わりないかと思います。

　次、お願いします。

　これが1989年ですけれども、これと先ほどの2000

年を比べると、植林が少し進み、西側の河津町のほうで

山焼きが、その前からされなくなっていたのが進んでき

たということが分かり、樹林化が進んできたということ

が分かると思います。

　これが1980年です。先ほどの水源涵養保安林の植

林がされる、外側に広がる前という感じです。

　これがかなり前になりますけれども、1964年です。こ

のあたりから多分、当時の状況をご存じの方もいらっ

しゃるかもしれませんが、まだ私が生まれていない時代

ですけれども、これと先ほどの写真を見比べていただけ

ると、今のゴルフ場の辺りですとか、茅場がかなり減った

ことが、河津町側のほうですけれども分かると思います。

　これがさらに昔の1947年ですけれども、こちらは先

ほどの写真より引いて写しているので、もう少し白田の

ほう、東側のほうまでずっと広く茅場が広がっていたと

いうことが分かると思います。

　次、お願いします。

　これをもう一回まとめてみると、1947年には、グレー

の部分が草原ですけれども、これだけ一面広がってい

たものが真ん中の水源涵養保安林の植林が進んだり、

河津町側のほうでの山焼きが中断したことによって樹

林化が進んだり、国有林、北西側のほうが山焼きしなく

なって樹林化が進んだりという傾向が分かるかと思い

ます。

　このデータを基に草原がどれぐらい減ってきたのか

というのを出しましたが、2013年から2015年に１か

月に１回程度、この遊歩道の道にほぼ沿った形になり

ますが、第１駐車場から熊口、マナイタウラというのが

真ん中の水源林ですけれども、そこから三筋山を登っ

て桃野を進んで、ＧからＨというこの区間です。パンフ

レットでいうと、６番から５番、４番に行くルートですが、

ここを歩いて道の分岐で区切った区間ごとに出てきた

植物の種類を記録しています。あとは、草刈りと山焼き

の多い区間を記録しています。

　これを統計的に解析して、詳細は省きますけれども、

山焼きと草原がどれぐらい周囲にあるのかという影響も

加味して、そこにいる植物の種類のパターンを比べて

みると、三筋山からマナイタウラのこの緑色で囲った範

囲に見られる植物と熊口の水源林の自然、青色で囲っ

た範囲で見られる植物というのは明らかに種類が違っ

てくるということが分かります。山焼きとまとまった草原、

両方の効果で維持されている植物というのが、この三

　一点ご質問よろしいでしょうか。４区一体で管理をさ

れていると思いますが、例えば小学校などの教育機関

に山焼きのやり方や、草刈りのやり方を伝えるときに、手

法については4区統一された管理等はされているので

しょうか。

○パネリスト（鈴木豊美）　管理自体は財産区が指導

していますけれども、大体４区とも同じような方法で防

火線刈りをやっています。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　財産区から教育機

関、子供や大人に管理体験を提供する事は可能なので

しょうか。

○パネリスト（鈴木豊美）　安全なところであれば可能

と思われますが、その指導を行う方を誰にお願いする

のか、要するに財産区で子どもたちを預かってやるとか、

学校のイベントとしてやることで先生も現地にきて子供

を見守ってくれるか、そのあたりの仕組みを整備してい

かないと難しいのではないかと思います。安全な場所

でそういった体験を提供できる場所はあります。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　行政と連携した取

り組みとして行うことも可能なのではないでしょうか。

○パネリスト（鈴木豊美）　可能だと思います。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

　その他に、それぞれの観点からご質問など有ります

でしょうか。

○パネリスト（鈴木豊美）　内山さんにお伺いしたい

のですが、山焼きをしていかないと、この希少種という

のは絶滅してしまうのでしょうか。

○実行委員（内山義政）　先ほど、箱根で2011年に山

焼きを中断したというお話をさせていただきましたが、

実際に見かけられなくなった種がありまして、その後数

年かけて追跡しても復活しなかったという例もあります

ので、できれば毎年焼いているところは、私個人の思い

として、維持していければと思っています。

○パネリスト（鈴木豊美）　先ほどのお話で、細野高原

の山焼きは継続してやってきたという事でしたが、実は

１年だけ実施していない時がありました。その翌年は、

野ネズミやモグラ、が増え、茅が枯れたところがだいぶ

あります。やはり、動物の生態系も崩れていくという事で

しょうか。

○実行委員（内山義政）　おそらく、動物の生態系にも

及んでいるのではないかと思われますが。

○パネリスト（鈴木豊美）　ありがとうございます。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）

　私共の方から、今後の『利用・保全・継承』について、

具体的にどのように進めた方が良いという事は言えな

いのですが、各視点からはこのような意見となりました。

　この後、会場の皆様からも、このような利用をしてみ

てはどうか又はこういう試みをしてみてはどうかという

ご意見がありましたら、そのことについて具体的な方針

や対策を模索していきたいと思います。

　現在、１時４０分ですので、１０分ほど休憩の時間とさ

せていただきます。休憩後に1時間ほどですが、皆様よ

り何かご意見を伺いたいと思いますので、よろしくお願

いいたします。

（休　憩）

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　それではご意見を

伺っていきたいと思いますが、先ほど休憩中に、細野高

原のススキを実際に茅として利用できるのかという事

で、日本茅葺き文化協会の安藤様にいろいろとお話を

伺いまして、とても興味深い内容でしたので、活用方法

等について是非お話をいただきたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。

○（一社）日本茅葺き文化協会（安藤邦廣）　皆さん、こ

んにちは。

　先ほど１時間ぐらいのお昼休みで、細野高原を初め

て拝見させていただきました。茅の質や量について実

際に確認させていただき、そのことについて私の意見と、

茅の利用ということ、特に茅葺きということについての

この地域でのこれからの可能性についてお話しさせて

いただきます。

　茅という資材ですけれども、建築資材としてのこれか

らの利用価値や可能性ということについては意見が

幾つかあります。この細野高原の茅の質、これは茅葺

きの材料として全く問題ないと思います。丈が多少短い

ということはそのとおりですが、山頂近くですと大体２ｍ

近くのものが十分ありますし、平均して背丈ほどですか

ら、御殿場のものに比べると50ｃｍほど低いという事に

なります。平地の茅も大きなものですと３ｍぐらいにな

りますけれども、平均的には大体２メーターちょっと、

2.5ｍぐらいですから、数十センチ低いということです。

　茅の利用ということでいうと、大体４尺から５尺あれ

ば一定の茅として十分に葺くことができます。短い茅と

してカリヤスという茅がありますが、これは最も上質な

茅であり、白川の合掌造りなど、北陸方面ではほとんど

カリヤスが主となっており、この背丈は大体平均的に人

の背丈以下の1.8ｍから低いものだと1.5ｍぐらいです。

そのため小茅、小さい茅といわれています。大茅は大き

いですが太くて重さもあって扱いにくい、また、葺いた後

の耐久性も低いということもあり、小茅は最上とされて

いう利用方法を検討されているのか教えてください。

○東伊豆観光協会長（石島専吉）　今年の６月24日に

町観光産業課が主体となり、東京にあるＫａｎａｔｔａという

ドローンの体験ツアーを行っている企業と、稲取の勤

労者体育館と稲取高原、クロスカントリーを範囲に、

（一社）美しい伊豆創造センターや伊豆急行㈱の皆さ

ん２０人ほどが集まり、体験を行いました。私も体験しま

したが、自分が体験できるとは思ってもいませんでした

ので、できるのかなという気持ちでしたが、意外と簡単

に200メートル～300メートル上昇させることや、横に

スライドさせることができました。稲取高原からですと、

焼却場の先の海の方まで行くことができますし、ゴルフ

場や細野高原の近くまで操縦できてしまいます。そのた

め、この秋にドローン体験ツアーとして、１泊２日若しく

は２泊３日ぐらいで、宿泊していただいたお客様に体

験していただこうという企画がございまして、具体的な

日程は決定していませんが、そのような予定となって

います。

○パネリスト（鈴木豊美）　どうもありがとうございま

した。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　すみません、また少

し話題が変わってしまいますが、今回、利用と保全と継

承を繋ぐアイデアの一つとして、環境教育を上げました

が、その観点について、笹岡先生よりコメントをいただ

けますと幸いです。よろしくお願いします。

○全国草原再生ネットワーク理事（笹岡達男）　これ

はむしろ藤田さんに返してあげたいぐらいです。例えば、

藤田さんが経験され、勉強されたことを活かし、学校の

学生たちをもし東伊豆町に呼ぶとするならば、どのよう

なことを考えているのかご意見をお伺いしたいです。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

　まず、私が地域おこし協力隊になった理由ですが、専

門学校のインターンシップで北海道の黒松内にある、

「ぶなの森自然学校」というところに行ったのですが、

その時に体験したことが私の中でとても感動しました。

自然について細かく言うような自然学校ではなくて、自

然の中で思い切り遊ぶというような場所でした。１週間

単位のプログラムで、長い子は１か月、夏休み丸 と々い

う子もいましたが、やはり子供たちは日常から学ぶ姿

勢がすごく、とても成長を感じられました。最近は家庭

用ゲーム機やスマートフォンなど、外に出る機会や公園

の遊具が危険という観点で、遊ぶ環境がだんだんと少

なくなっており、両親も共働きで忙しいという事なので、

なかなか自然と触れ合いながら思うように遊ぶ、体験す

るということが少なくなってきているというふうに思いま

す。北海道でのプログラムでは、大阪や東京、中には中

国の子供が一人で飛行機に乗って北海道に来て、自然

体験をしながら一緒に遊び、学ぶというような生活をし

ていました。ほんの１週間だけでも、すごく成長を感じる

ことができます。最初は虫も怖くて、「何でこんなところに

一人で来させられたんだろう」というように悲しむ子も

いましたが、知らない地域や大きな自然に囲まれ思いっ

きり遊ぶことで、一回り大きく成長したように感じました。

　その体験がすごく印象に残っていまして、実際、今年

の夏にはオンライン上のキッズコミュニティーと繋がり

があるのですが、子供たちが伊豆稲取に遊びに来て、

海への飛び込み体験や細野高原の草原で思いっきり

走ってみるという事をしました。他にも取ってきた竹を

割り、自分たちで一から流しそうめんを作る体験を通じ

て、お家の方もお子さんが、「一回り大きく、大人の顔に

なって帰ってきた」とか、「また伊豆に行きたい」とおっ

しゃっていました。子どもたちもお家の方に、「家に帰っ

たらノコギリ買って」と、創作意欲が溢れていました。

このように、小さい時の経験はとても重要だと考えてお

りまして、学習面においても空間把握能力や創作意欲

が溢れたりと、そのようなことを推進していきたいと思

い、私はこの東伊豆町に来ました。今後もこう言った取

り組みを進めていきたいと思います。

ありがとうございました、以上です。

○全国草原再生ネットワーク理事（笹岡達男）　あり

がとうございました。

　私は笹岡と申しますが、藤田さんの卒業された専門

学校に勤務しております。この度は実行委員という立場

で出席させていただいておりますけれども、藤田さんの

アイデアは大変良いものだと思います。

　私たちの学校は、自然環境や野生生物の好きな学生

が来ていますので、そういう学生は自ら進んでテントを

張って寝たり、喜んで虫を捕まえたり、植物観察をします。

藤田さんがおっしゃっていたような、様々な地域の小学

生や中学生などの子供たちの受入れ体制を整備する

ことは非常に重要です。そのときに一番大事なのは、学

います。

　この小茅が取れる様々な条件が、現在社会的に、あ

るいはその生態的に限定的になりましたので、白川の

ほうではやむを得ずほとんどを大茅、御殿場の茅を

使っているという現状になっています。これについては

あまり好ましい状態とは言えず、ユネスコからも本来の

その地域の茅を使うべきだという意見が出されており、

代替措置ということで、将来は小茅へ戻すということは

目指されていますが、温暖化の影響などがあり、小茅の

生息域がどんどん限定的になっているのが現状です。

　それから、本来茅場であったものが一旦失われてし

まいますと、再生が非常に困難であるということ、また、

材料を刈る組織も廃れつつあり、個人で刈るにはなか

なか難しいということですが、そのような観点からも、こ

の細野高原の1.8ｍ程度の茅は、本日見た限りの感想

ですが、細くしなやかで耐久性もあり、質が良いと思わ

れます。実際に刈ってみないと分かりませんが、少なくと

も茅の材料として不足はないと言えます。ただ、量につ

いてはかなりまばらなところもありまして、全体的にスス

キが、草原が広がっているところではないと思います。

これは阿蘇も同じですが、120ヘクタールということで

すので、例えばその３分の１が茅場という事であれば、

屋根に葺くには十分な量が確保できます。このことにつ

いては実証実験を行うことで、どの場所で茅が刈りやす

く運搬がしやすいのか、また、どの程度の量が確保でき

るのかを確認することは簡単にできることかと思います。

　本来この地域では茅を屋根に葺いて、そして牛馬を

肥やして、さらに時代的に柑橘類の生育のために地域

経済を支えたことは間違いないです。その地域経済を

支える重要な資源、資材であったということが、この細

野高原の茅場が今に受け継がれている最大の理由で

す。決して生物多様性の維持をしたわけでもなく、観光

のためにしたわけでもない。皆さんが支えてきた結果、

これだけの草原が今に残され、その習慣が良いことと

して、皆さんの努力が今に続けられているということだ

と思います。

　今後、細野高原の茅場がこれだけの面積を残してい

くという事であれば、これは地域経済、産業とどのように

結びついていくかという事を明確にしていかなければ、

一部の限定的なものになりますし、ほかの土地利用と

いうことを考えることも必要なのではないかと思います。

これから東伊豆町、伊豆地域において、茅場はどのよう

に役に立つかということを議論していくことが必要です。

　そのことについて、午前中にもお話があった範囲で

いいますと、この地域では観光が大きな産業の主軸に

なっているということですので、温泉、細野高原、ビーチ

ですね、この３つが揃っている観光地は、国内はもとよ

りコロナウイルスがある程度収束すれば、海外、アジア

地域にとっては非常に大きな可能性を持っているのは

ないでしょうか。そのとき、この茅資源が役に立つのか

と考えていくことが大事ではないかと思っています。

　それでは具体的にどのように活用していくのかという

事について、茅葺きの建物を観光施設に取り入れて復

活させていくということが、私は非常に大事であり可能

性があることだと思います。茅葺きの民家は戦前ほど姿

を消したと思います。戦後間もなく、エアコン生活の中

で流れとして、茅葺きの建物を民家に戻すということは、

一部にあるかもしれませんけれども、かなり現実的では

ないです。この地域の観光として、もう少し観光の質に

変わった滞在型の、あるいは自然と親しむような、ある

いは子供たちの教育とか体験ということを重視した観

光にシフトしていくことを考えれば、観光施設も緩やか

に木造で茅葺きの施設ということが一定割合、世界的

に、あるいは日本の中でも進んでいることは間違いな

いです。ヨーロッパで茅葺きが復活しているのは、まさし

くリゾート地において、オランダやデンマーク、北欧の地

域で最も質の高い観光地は茅葺きで造られる建物群

がつくる景観やその中での生活のゆっくりとした時間を

過ごす、あるいは都市生活で非常に疲れた心身を癒や

す、そういった観光がこれからの大きな流れになると思

います。

　今どき海で泳ぐ人は非常に少なくなったと、本当にそ

う思います。なぜかといえば、ホテルの冷房の効いた室

内にいれば、海岸に出るということとは非常に落差があ

り難しいためです。昔は海の家といって、必ず海辺に日

よけをつくるような東屋などの仮設の避暑地を造り、

人々が海辺で休むような施設があってはじめて海水浴

ができていました。今は冷房の効いた施設は整備され

ていますが、海辺の本来の自然の中で昼寝をしたり、風

を楽しむような施設というのはもうないように思えます。

　ですから、例えばこの海辺に茅葺きのリゾート施設を

これからまた復活していくということを考えるのであれ

ば、細野高原で星を見るとか、別な自然を楽しむような

施設を造る必要もあると思います。そういった本来の観

光にふさわしい施設を、この伊豆にある杉という、戦後

植えた木を活用し、この無尽蔵の茅の屋根を葺くという

ことを町を挙げて、あるいはこの地域の経済を挙げて、

そしてここに集まっている草原を大切にする人たちと一

体となって風景をつくっていく、この細野高原の茅とい

うのはこれだけ素晴らしい暮らしを実現できるというこ

とが分かれば、草原を守るということも非常に意義があ

り、自分たちの生活を支えていることが明確になれば、

多くの方が協力することは間違いないと思います。そう

いった茅を用いた観光施設を造っていただきたいと思

います。

　茅葺きの建物というのは、民家に葺くような50ｃｍ～

１ｍに及ぶ、30年、50年の間立派にもつ茅葺きもできま

すけれども、例えば３か月間もたせたいということだっ

たら、もっと簡単な茅葺きの東屋などの仮設建築も現

在では可能です。様々な技術を組み合わせることもでき

ますので、茅葺きの新しい観光施設利用ということから

始まり、その茅を農業資材に２次利用する、茅葺きとい

うのは必ず屋根に葺いて、再利用するということが本来

の姿です。そういったことも一部取り戻すことによって、

茅というのは本当にありがたい恵みなのだということ

が部分的にも始まれば、もう少し農業に取り入れていく

ことや、本来の生活の中に茅がどんどん浸透していくと

いうことについて、観光施設を突破口にぜひ切り開い

ていただきたいと思います。

我々の協会としても助言や技術者・職人の教育ができ

ると思います。とにかくこの細野高原の茅というのは素

晴らしい資源であるということは、未来を必ず保証する

と思いますので、是非そういったプロジェクトを、行政を

はじめ、この地域の観光協会の方などが集まることで、

進めていっていただきたい、新しい地域が見えてくると

いうようなことでこの会で想像していただくのがとても良

いことではないかと思います。それだけの資源としての

圧倒的な質・量が本日確認できましたので、是非ともこ

の地域をまた開いていくというふうに思えてなりません。

　少し長くなりましたけれども、ありがとうございました。

何かご質問あればお答えします。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうございま

した。

○（一社）日本茅葺き文化協会（安藤邦廣）　茅葺きに

ついては建築的に規制があります。都市部、この密集地

域では不燃材で葺かないといけないという規制があり

ますので、街中では厳しいところがあると思います。二

十二条地域という区域になりますけれども、それは特定

行政庁が解除できます。今まで都市化ということが非常

に進んできましたので、二十二条地域の区域指定はか

なり全域に広まっておりまして、現在、様々な地域でその

解除は特定行政庁で行えるということになっております

ので、必要に応じて限定的に外すということもできます。

恐らく細野高原は二十二条地域に該当していないと思

います。もし二十二条地域があれば、その部分を解除す

るということも今はできますし、様々な観光地、茅で地域

づくりをしようとする地域は、例えば宮城県石巻市では

非常に広大なヨシ原を持っている地域がありますが、

一部の市街化区域を除いて解除しておりますし、重要

な茅葺き集落を保有する市町村の場合も、あるいは１

戸１戸の重要な民家がある場合も、その部分を部分的

に解除するということも現在進んでおりますので、そう

いうことはあまり障害にはならないと思われます。あくま

で、地域の主体的な住民の総意があれば、できるという

ことも申し上げておきます。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうございま

した。

　茅葺きの建物を観光施設として造り、お客さんに楽し

んでいただくというのは、先ほど白川先生からお話があ

りました茅プロジェクトのように、町にしっかりと還元で

きるような収益を上げられるような施設であったり、茅

を葺き替えるタイミングでそれを体験するということも、

複合した施設ができる可能性があり、個人的に色 と々

検討してみたいという風に思いました。

○パネリスト（鈴木豊美）　ただいまの茅のことですけ

れども、この細野高原の茅は屋根に葺くことについて問

題はないという事でしたが、今の細野高原は肥料とい

うものを全然やっておりません。肥料と言えば山焼きで

燃やした後の灰ぐらいです。茅に対して人為的に肥料

を与えても問題ないのでしょうか。

○（一社）日本茅葺き文化協会（安藤邦廣）　茅に人為

的に肥料を与えるということはしない方が良いと思わ

れます。また、今まで例としてはほとんどないと思います。

唯一、刈り取ることと、その後、燃やすこと、これによって

１万年間続いてきたということは最近の学説で立証さ

れておりますので、環境条件的に余程の激変がない限

り、刈り取って火入れをすることで、屋根に使う材料とし

て持続可能なことは間違いありません。そんなに心配

することはないと思います。

○パネリスト（鈴木豊美）　どうもありがとうございま

した。

　利用について一点、東伊豆町観光協会の石島さんに

お聞きしたいのですが、今後、観光協会ではドローンの

操縦体験など計画があるようですが、具体的にはどう

自分ももっと細野高原を歩き、良いところを探し、皆様

にもご紹介出来たらと感じています。以上です。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございます。

　明日のオンライン見学会にて、お二人には現地説明

会にご出演いただいております。明日ご参加される方は

楽しみお待ちいただければ幸いです。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　私もジオガイドを

持っていまして、細野高原はよくガイドツアーをしていま

す。お客さんには、ここはこういう経緯で草原になり、昔

はこういう利用をされていて、毎年山焼きを行い管理し

ているという事をお話すると、「山焼きを見ることはでき

ませんか」という方や、「私も草刈りをやってみたいで

す」という方が多くいらっしゃいます。少しでも細野高原

に携わるきっかけとして、草刈り体験や、最初から火入

れ体験をすることは難しいですので、見学できるスペー

スを設けるなど、山焼きを一般に公開してみてはどうか

と思います。

○教育委員会事務局長（梅原　巧）　突然のご質問、

申し訳ありません。東伊豆町教育委員会事務局長の梅

原と申します。

　細野高原には、県の指定文化財として湿原が何か

所かございまして、その中に桃野湿原というところがあ

ります。私も小さい頃から遠足などでそこに行っていま

すけれども、先日確認しましたら、かなり浅くなってい

るように見え、いずれ消滅してしまうのではないかと思

いました。

　文化財ですので、人の手を入れず自然のままにして

あるというのが現状です。しかし、湿原を保つために修

正すべきか、形状が変わってしまうとしても自然のままに

しておくべきか、どちらが良いのか疑問に感じています。

　また、先ほど富永さんの方からもお話がありましたが、

鹿や猪が湿原の中に入り沼田場にしているため、掘り

返されて荒れてしまっています。ワイヤーなどを用いて、

周囲を全部囲ってしまえば入れないと思いますが、金

属なので錆が出ます。文化財的な面がありますので、自

然のままにしておこうという結論に現在はなっています

が、本来の管理はどのようにあるべきか、詳しい方がい

らっしゃればご教示いただけますと幸いです。

○実行委員（内山義政）　ご質問ありがとうございます。

　まず、文化財としての保存と、観光として利用しつつ

保存していくというのは相入れないものだと思います。

湿原の乾燥化や鹿柵を設けるというのは、私も専門で

はありませんのでお答えすることが難しいですが、会

場でもし詳しい方がいらっしゃいましたらお願いいた

します。

○芸北高原自然館主任学芸員（白川勝信）　私は元々

湿原が専門となりますが、大学を卒業後に草原のほう

に入りました。東伊豆町の気候だとおそらく低湿で細野

高原を見ても、窪地のようなところに水が集まり、湿原に

なっているのではないかと思います。いわゆる、栄養分

の少ない水が集まりその上にミズゴケが生え、そのミズ

ゴケがスポンジの役割をし、水を溜めてできるというの

が信州や北海道のような高層湿原ですが、それらとは

全く異なる低湿地です。低湿地は有機物や土砂が入っ

ていくと、長い目で見て埋まってしまう運命にあります。

　西日本を含め、低湿地がどうして長い間保たれてき

たのかについては、一方で草原を利用してきたというと

ころがありそうです。集水域でしっかりと草刈りをして有

機物が流れ込まないようにすることが、湿原の中の植

物の成長などが抑えられ、湿原の中に枯草などがたま

る量が減っていくことになります。あるいはカンスゲなど、

昔は草がとても大事でしたので、湿原のすぐ際まで草刈

りをしていたという話をよく聞きます。そのようなこともあ

り、里地といいますか、湿原の周りが積極的に利用され

てきた方が、長い間の人と自然の関わりの中で湿原が

残されてきていると思います。細野高原の現地を確認し

ておらず、写真や記憶での推測ですが。

　猪についてはおそらく、昔はそこまでの頻度で草原

の中に入ってくるような状況ではなかったと思います。

鹿も同じだと思います。現況ですが、逆に猪が沼田場に

して荒らすというのは、大きく見て悪いことではなく、湿

原の中に眠っている種子が表に出て、芽を出すという

こともあります。但し、このことも頻度が高過ぎると悪影

響になるのではないかと思います。

　錆などの鉄分につきましては、こちらの湿原の中には

ミズゴケなどはあるのでしょうか。

○ネイチャーガイドクラブ（富永眞弘）　あります。

○芸北高原自然館主任学芸員（白川勝信）　大体、酸

性のほうに偏っています。バクテリアが発生するため油

が浮いたとしても、そのことは特に自然な状態なので気

にすることではありません。やはり、現地を確認させてい

ただいてから、お話しさせていただければと思います。

よろしくお願いします。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございます。

　ただ今ご説明のありました細野高原のような低層湿

原の場合は、周りが森林だと木の葉などが幹に落ち、

蒸発や木の蒸発散があり水分が失われやすいのです

が、草原ではそれがないため、直接水が流れてきて水

源としてたくさん確保できるというご説明でよろしいで

しょうか。

○芸北高原自然館主任学芸員（白川勝信）　はい。

　私たちの一生に比べ湿原の一生は長いですが、運

校の先生でも実際に野外活動を自ら教えた経験のある

方はなかなかいらっしゃいませんから、こちらで安全に

引率して、また宿泊場所の提供ができるような、そういう

体制ができれば細野高原は明日からでも自然学校に

なるのではないかと思います。是非、そのような支援を

町として、地元として応援していただければと思います。

ありがとうございました。

○町長（太田長八）　ありがとうございました。藤田さん

には地域おこし協力隊での３年間、本当に良く頑張っ

ていただきました。

　その中でも良い活動だと思ったのが、今回コロナ禍

の中でしたが、子供たちを自然の中で楽しませて、その

間お家の方は仕事をやるという親子ワ―ケーションの

実施です。藤田さんが子供たちを見ていてくれたからこ

そ、子供たちは楽しく自然の中で学ぶことができ、お家

の方も集中して仕事をすることができたと思います。こ

れからの東伊豆町にとって、貴重な人材だと考えていま

すので、これを機にさらにご活躍いただき、活動の幅を

広げていっていただければありがたいと思います。今後

のご活躍に期待しています。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございました。

　藤田さんには引き続き、東伊豆町の環境教育の推進

を頑張っていただきたいです。今回、我 ３々人で準備を

していく中で、環境教育という言葉を上げましたけれど、

現在、細野高原の管理を主体となって行われています

４区の役員の皆様ですとか、私は田町区の出身ですが、

田町区の場合は役員のＯＢや有志による担い手が年々

増えていっていまして、私もメンバーとして活動していま

すが、そのような形で、主体となって管理を行っていく

方 と々一般の観光客との間に立ち、一般の方々を担い

手サイドにもう一歩踏み込んで誘い込むことができれ

ばと思いました。そういった中で環境教育というのは、

引き込み方の一つなのではないか思いますので、担い

手、作り手として頑張っていただくという事と、これまで

町内でそうした活動をネイチャーガイドの皆様ですと

か、ジオガイドの皆様でされてこられましたので、１３年

前のシンポジウムや今までの経緯を踏まえ、これからこ

のようにしていけば良いのではないかというご意見な

ど有りましたら、コメントをいただけますでしょうか。

○ネイチャーガイドクラブ（富永眞弘）　ネイチャーガ

イドクラブの富永と申します。

　１３年前には会長を務めさせていただきましたけれ

ども、それから細野高原の環境として大きく変わったこ

とは、鹿の食害が増えたことです。先ほど写真が出まし

たけれども、畑のようなものを作り、絶滅しそうな植物を

植え、保護するという活動を行っています。しかしながら、

鹿の食害が増えている今、保護した植物をすぐに元の

場所に戻すことはできませんので、鹿の食害が減少す

るまでは現在の活動をやり続けていかないと、種の保

存はできないものと考えております。

　もう一つはこちらも鹿に起因することですが、マダニ

がとても増えています。そのような中で、マダニが活動的

になる時期にお子さんが芝生であっても足を踏み入れ

ることは、危険なことだと思います。以上２つの違いが

確認できました。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございます。

　ジオガイドの鈴木さんはいかがでしょうか。

○ジオガイド（鈴木京子）　ジオガイドの鈴木と申します。

　私はジオガイドを案内して日が浅いので、この場で

特筆してお話をさせていただくのは難しいと思いますが、

やはりジオガイド協会的に細野高原はとても貴重な場

所で、ここを案内してお話ししたいというジオガイドは、

本部にも多いです。私個人といたしましては、小さい頃

からの思い出がありまして、ワラビの季節になれば家族

でワラビ刈りをし、山焼きも私の父、弟、私の主人、息子

も、みんなが体験しております。そのように、家族みんな

でずっと守ってきた細野高原でありますので、細野高原

の中に通っていますあの道路も、父たちの時代に造っ

ていました。造るたびに父が、「いい道ができたから行く

ぞ」と言い、誇らしげに細野高原に連れて行ってくれて、

素晴らしい景色が望める場所を紹介してくれました。

　学校的には遠足に行きまして、中学校の遠足では秋

の紅葉を見に出かけました。春にも行きましたが、その

時には桜の木がありましたので、後日、友達とまた歩い

て、桜を見に行こうって登ったものです。

　そしてもう一つの思い出が、夏休みに熊口まで行き、

学校でキャンプをしました。やはりそこでは綺麗な水が

出るということが先生たちも分かっていましたので、川

の水を汲みカレーを作り、飯盒でご飯を炊きました。

　そのように貴重なところですので、本当に残してい

きたいという気持ちはあります。私は残していくための

原動力の一部分になれませんので、観光の方で携

わっていますけれども、先ほどの白川先生のお話を

伺って、何か自分の経験を活かし、子供たちが思い出

作りをすることができれば、将来も大事にしていってく

れるのではないか、継承していってくれるのではない

かと考えています。自然学校もそうだと思いますが、そ

のような経験を幼い頃に積み重ねていくことが重要で

はないかと感じます。

　ジオという事ではあまり詳しくお話しできませんが、

　今後どのようにしていくのかについては、町全体で決

めていくことだと思いますが、このような会も重ねたうえ

で、しっかりとプロジェクトの推進をしていければと思

います。

　最後になりますが本日は様々な意見が出ましたので、

町長より本会のまとめをよろしくお願いいたします。

○町長（太田長八）　本日は貴重なご意見を多数いた

だきまして、ありがとうございました。

いただいたご意見を基にこれから戦略を練り、推進し

ていきたいと思います。

　そういった中で、日本茅葺き文化協会の安藤様には、

茅葺きや茅の再利用という事について、また色々なご指

導をいただけますと、大変ありがたいと思います。

　本会を通じ、皆様が細野高原について真剣に考えて

いただいていることを、一層深く感じました。今後とも皆

様とは情報共有を行っていき、保全や利用について検

討していければと思います。

　また、最も大事なのは管理を行っていく後継者、これ

が一番重要だと思います。今のままでは必ず担い手不

足となってしまいますので、今後の体制をどのように変

化させていくか、そしていかに細野高原の素晴らしい自

然を保全していくか、これこそが最大の課題です。皆様

と一体となり、この保全にしっかりと取り組んでいきた

いと考えておりますので、その際にはまたご支援とご協

力の程をよろしくお願いいたしたいと思います。

　以上です。ありがとうございました。

○（一社）日本茅葺き文化協会（安藤邦廣）  申し訳ご

ざいません。最後によろしいでしょうか。

　この茅場の維持管理について、先ほど町教育委員会

の梅原さんよりご発言があった中で思い出しましたが、

文化庁の制度で文化財を守る資材を選定する、「ふるさ

と文化財の森」というものがあります。この中に茅場が

含まれていまして、現在、全国１９か所の茅場が選定さ

れており、静岡県だと朝霧高原が数年前に選定されて

います。各県に１か所程度ありますが、文化庁の中で一

番新しい制度となっています。文化財というのは法隆寺

などの建築物、それから、それを守る職人技、無形文化

財といいますが、それに加えて資材の文化財制度が一

番新しく、１０年ほど前にできたばかりです。例えばヒバ

塗装や漆です。その中にやはり茅がとても不足している

ので、茅場を保全、管理していきましょうということで、文

化財に出荷する茅として、そのエリア選定するというこ

とができます。

　私が本日見た限り、細野高原はこれに合致する場所

だと思います。ただし条件としましては、文化財への出

荷実績が多少なりとも必要ということになります。その

ためこの地域にある文化財、市町村指定や登録文化

財でも可能ですが、茅葺きの建物が伊豆半島にはたく

さんあると思います。例えば伊豆の国市にある国指定

重要文化財の江川邸もそうですが。そういうことで２～

３年程度の実績を積み、細野高原の茅場の質、量は問

題ないと思われますので、是非、茅刈りを始めていただ

き、選別したものを出荷する取組をしていただければ、

制度の対象として選定されると思います。選定される、

文化財の森から様々な助成制度受けられます。普及啓

発事業というもので毎年助成が出ていますので、最大

２００万円の満額補助となりますが、そこに町民の方々

が参加して、皆様と一緒に環境教育を推進していきな

がら茅刈りを行い、山焼きをやること、このような環境

保全全体の取組を体験、研修することで補助が受けら

れます。

　また、選定地の整備費用にも半額補助が受けられま

す。例えば農道整備や支障木の伐採、山焼きについても

環境整備事業となります。いずれも県を通じ、文化庁へ

の申請手続や調査の依頼を行い、町の文化財関係課

から県の文化財関係課の方に連絡を行います。私も文

化財のほうの選定委員となっていますので、私の見た

限り細野高原は是非、ふるさと文化財の森に選定して

いくことを２～３年の目標にしてやっていただくと良い

のではないかと思います。

　細野高原の観光利用というのは、長期的に一歩ずつ

やっていくことが必要ですけれども、取りあえず、文化財

制度を活用していくことは非常に利点が大きいと思い

ます。是非、文化庁への問い合わせやホームページを

ご確認いただき、ふるさと文化財の森という制度を調べ

てみてください。生物多様性の維持や環境教育というこ

とを推進していくために、とてもいい制度だと思います。

以上、補足となります。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

○司会　この後午後３時２０分より、各分科会場の方

にご出演いただき、WEB配信にて全体会を予定してい

ます。

　藤田さん、内山さんにおかれましては、全体会での発

表に向け意見をまとめていただきますので、東伊豆会

場の分科会はこれにて終了といたします。

　藤田さん、内山さん、鈴木さん、どうもありがとうござ

いました。

　それでは全体会までお時間がありますので、休憩を

お取りください。
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命的には窪地ができ、湿原ができ、それが消えていく段

階である中の現在、一断面を見ていることになりますの

で、人工的に何をしていくのかという事については、今

の時代に生きている私たちでしっかりと決めればいい

のではないかと思います。

　ただ、内山さんが先ほどおっしゃいましたけれども、

湿原という生態系が何も触れずに保存するということ

ができないものなので、例えば広いまま残そうとするの

であれば、三瓶山の姫逃池というところでは、毎年水草

をしっかり取るという作業をしています。そういうやり方

もありますので、その部分は地元に近い専門家の方な

どと一緒に、管理を考えていけばよろしいのではないか

と思います。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございます。

　ご質問へのご回答は以上でよろしいでしょうか。

○教育委員会事務局長（梅原　巧）　ありがとうござい

ました。

○稲取地区特別財産運営委員長（山田賢一）　財産区

の山田です。

　内山さんの話を今まで聞いてきまして、細野高原の一

番古い写真をお出しいただけますでしょうか。

　この下の方に見えるのがゴルフ場ですけれども、また

ずっと上のこちらの方、河津との境界以外のところにつ

いて、私たちが学生だった昭和47年以前にはすべて

入谷区で山焼きを行っていました。真ん中に熊口の水

源がありますが、こちらの方はゴルフ場で、ここからバイ

オパーク、ゴルフ場まで草原でした。さらにもっと上の

方、そこら辺までが草原でした。40年代後半、50年代

に高山通りということで植林をしまして、現在あまりいい

山だとは言えませんが、ほとんど植林されています。

　現在は、昔から比べれば３分の１ぐらいの広さです。

そういう意味で、先輩の皆さんがそれだけ頑張って、こ

の３倍、４倍の広さを管理してきたので、私たちも管理

していかなければという気持ちがありますが、どのよう

に維持していくのか、その部分で悩んでいます。

　今年、財産区の役員の皆さんと相談して、この部分は

急傾斜地で山焼きをすると岩が落ちてくる為、来年の山

焼きからやめることになりました。放棄という形になりま

すが、管理する人の安全の為です。

　また、これも内山さんがおっしゃっていたことですが、

ここが熊口水源ですけれども、ここからここまでの部分

は大体40～50ヘクタールになります。役員の皆様と現

在考えていることが、ここから上については水源地とな

りますので手は入れないですが、こちら側の部分を将来

的に、先ほどの体験学習や観光のためのイベントなど、

自然を保護しながら利用していただくことはできるかど

うか、その部分についてご意見をいただきたいと思いま

す。以上です。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

　この山の上の部分は保全を継続していくべき場所だ

というふうに、先ほど内山さんもおっしゃっていました

ので、この辺りの草原を保全していくために、利用する

方向にもっていければ良いのではないかと思いました。

○実行委員（内山義政）　特に保全すべきということで、

企業などどなたかに利用していただければという提案

であると思いますが、少しこれまでの話をまとめながら

になりますけれども、例えば観光利用、ちょっとした休憩

所や東屋を設けるとしても、茅葺きの使用やそれを体験

してもらうといった中で、防火線も含めた草刈り作業と

いうものにも触れていただき、現在、ベテランの方だけ

で頑張って維持している防火線の管理を、将来的には、

少しでも若い世代が山焼きに入っていけるようにする

ためのフィールドとして使用していくことができればい

いのではないかと私個人として受け止めましたが、会

場の皆さんはいかがでしょうか。

○ネイチャーガイドクラブ（富永眞弘）　下側を利用

する案が出ていますけれども、湿原は現在４つあり、３

つはそのエリアに入っていますので、特に芝原湿原の

水源というのがかなり上のほうに延びてきています。

その部分が荒らされないよう、注意していただきたいと

思います。

○実行委員（内山義政）　そうしたピンポイントに保全

すべき場所というのは、ネイチャーガイドクラブの皆様

やジオガイドの皆様など、地元で見てきた人にしか分

からない場所もありますので、情報共有を行っていく必

要があるのではないかと思います。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　皆様、ありがとうご

ざいます。

　茅葺きや環境教育としての利用、観光資源、あるいは

保全や利用の方法について、様々なことをお話しいた

だきました。

○司会　それでは、ただいまより東伊豆会場の分科会

のほうを始めさせていただきます。

　ここからの分科会の進行については、地域おこし協

力隊の藤田翔さんと実行委員の内山義政さんにお願

いをします。また、パネラーとして入谷区町内会長の鈴

木豊美様に御協力をいただきます。

　それでは、どうぞよろしくお願いいたします。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　地域おこし協力隊

の藤田と申します。本日はよろしくお願いいたします。

　最初に、ご存知の方もいらっしゃると思いますが、簡

単に自己紹介をさせていただきます。

　地域おこし協力隊の藤田翔と言います。東伊豆町に

来て今年で３年目となり、地域おこし協力隊の任期が

最終年度となります。東伊豆町に来る前は、笹岡先生も

おられるのですが、東京環境工科専門学校というところ

で自然について学習していました。本日はよろしくお願

いいたします。

○実行委員（内山義政）　皆さん、こんにちは。内山で

す。私は稲取の田町区出身でして、高校卒業後、大学に

進学しまして、就職して静岡県内に戻ってきましたが、

2019年から職場の休業制度を使いまして、東京都立

大学の大学院に通わせていただいています。草原生態

系の保全を研究テーマとして研究を行っていまして、

フィールドを細野高原とし、地元に通いながら調査を続

けています。本日はよろしくお願いいたします。

○パネリスト（鈴木豊美）　皆さん、こんにちは。私は細

野高原を管理する稲取の４つの町内会の１つ、入谷区

町内会の会長で、区長を務めています鈴木です。入谷

区は細野高原に隣接しておりまして、昔から関わりが深

い町内会でございます。以上です。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　それでは、東伊豆

会場分科会を開会いたします。

　東伊豆会場の分科会のテーマは、『利用・保全・継

承』の３点となります。

　まず、テーマに決めたこの３点ですが、午前中にも説

明がありましたが、それぞれがローテーションしてしっ

かり循環していかないと、細野高原というものはなく

なってしまう。若しくは、一つがマイナスの方向へ向かっ

てしまうと、その次へ次へとどんどんそのマイナスが引き

ずられ、負のスパイラルになってしまうということで、そ

れぞれの問題を全体的に考えていけたらなという思い

で、このテーマにさせていただきました。

　最初に、利用について、私、藤田がお話しさせていた

だきます。

　最初に、細野高原のこれまでの利用ということで、午

前中もお話が出ていましたが、細野高原は茅場として

利用されていました。茅は、茅葺きや、昔は畑を耕すた

めに牛などを使っていたので、そういった家畜の飼料と

して使われていました。また、ミカン畑に敷いて防寒や、

雑草が生えないようにしていたり、現在においても山菜

狩りなど、多くの需要がありました。特に昔の利用に関

しては、生活により密着した需要が多くありまして、現在

とは異なり、少子高齢化が問題視される以前のことでし

たので、担い手も十分に補充されており且つ、町民全体

で利用され、さらに町全体でしっかりと保全がされてい

ました。

　そして、現在の細野高原の利用ですが、現在は生活

というよりは観光やレジャー、体験というのが主な利用

方法になっていると感じます。他にも、ハイキングや

ツーリング、少しではありますけれども、畑、山菜狩りな

どもされています。

　昔と現在の利用の変化を見てみると、生活必需でし

たが、必需ではなくなってきているという見方ができると

思います。昔の生活にどうしても密着なものというのは

必然的に利用・保全・継承のサイクルが形成されていま

したが、その利用価値が現在は少なくなってきていると

いうことで、しっかり現在の姿に合う利用価値を見いだ

さなければならないと考えています。

　また、昔は町民、町全体で生活に必要なものでした

が、現在は担い手不足や利用価値の減少に伴い、管理

全体の費用も不足しているような状況だと思います。そ

の中で、この３つの循環をしっかり考えていかなければ

と思い、現在の利用についてですが、ハイキングやツー

リングについては、そこまでお金が落ちたりするような

ものではないと思っていまして、もっともっとその利用価

値を最大限に発揮できる何かを町全体で考えていく必

要があると考えています。

また、その利用からしっかり細野高原の背景や保全を

したいという、最近だと森づくりなどに興味関心がある

方もいらっしゃると思うので、そういった層に向けて体

験やレジャー、観光、教育、そして利用することで保全・

継承への誘導を見込んでいき、その負のスパイラルか

らいい方向へ改善していくことが必要ではないかと思

います。

　ここで、他地域における利用方法について事例を幾

つかご紹介します。

　ご存知の方もいらっしゃると思いますが、隣町の伊東

市の大室山ですが、大室山自体が国の天然記念物に

なっておりまして、こちらでも毎年山焼きを実施されてい

ますけれど、こちらはリフトで３分ぐらいで山頂まで上が

れるという、気楽に行けるレジャースポットになってい

ます。そこでは料金も掛かりますが、毎年山焼きの火入

れ体験ができるので、そういったところで人手を解消し

つつ、お金も落としていただいているというような場所

です。

　こちらは先ほども紹介がありましたが、生石高原でも

和歌山の大学と連携し、イベントを通じて保全や茅葺き

の文化を発信している場所です。やはり担い手不足の

解消や保全をする上では、どうしても人手が必要になり

ますが、そういった教育や、学生などと連携して学びの

場としても利用してもらいつつ、保全もしっかり手伝っ

ていただくというような場所です。先ほどもお話がありま

したけれど、クラウドファンディング、応援したい気持ち

をお金で送るというような資金集めもされています。

　こちらは阿蘇です。先ほどお話にも上がりましたが、

阿蘇では環境省との取組を進めていて、各教育機関で

教材も作成しており、地域での体験を含め、学ぶ場を作

られています。また、環境学習の講師も派遣されているな

ど、行政と町がしっかりと連携して進めている地域です。

　ほかにもエコ資源にということで、ＳＤＧｓについても

先ほどお話がありましたが、例えば茅葺きに使われた

茅というのは取替えの時期になると、いい具合にほぐれ

て柔らかくなり、畑の肥料や雑草がはえないように敷い

て利用することや、阿蘇でも利用例があったと思いまし

たが、家畜の飼料としていたり、海外の事例ですが、バ

イオマス燃料にしていたりします。こういったことは施

設や仕組みが整備されれば、幅広い活用を検討してい

けるのではないかと思います。

　利用についてまとめとなりますが、現在の利用という

のは、景色を楽しんでいただくことなどですが、そこから

もう一歩踏み込んで、例えば細野高原の山焼き文化や

山焼きすることでどういう種類の生き物が保全されるの

か、もう少し踏み込んだ部分について、少しでも関わっ

ていただく利用というのを検討していけるといいなと

思っています。例えば、教育機関での野外学習ですが、

授業の一環として細野高原の概要などを知りつつ、危

険なことはできませんが草刈りを体験していただくなど、

実際に関わるという利用方法が良いのではないかと思

います。

　また、一般の方の立ち入りはできませんが山焼きに

ついても例えば、安全地帯を設けて見学していただくこ

とや、大人の方だったら草刈りを体験していただくなど、

より深く知り、関わっていただくことが大事だなと思い

ます。

　そして、春は山菜狩り、秋はススキイベントを実施し

ていますが、一時的な、季節的なイベントではなく、通年

体験できるサービスを作るなど、知ってもらう・認知して

もらうということを意識して進めていけたらと思います。

最終的に、継続的な利用、収益化をして、継続させるこ

とが必要だと思います。これらのことは町全体で考え、

推進していくべきことではないかと思います。

　『利用・保全・継承』、このうち１つが抜けても細野高

原を守っていくことはできないので、３つともバランスよ

く循環させていくことが不可欠であると思います。以上、

「利用」についてとなります。

　続きまして、内山さんお願いします。

○実行委員（内山義政）　それでは続きまして私のほう

から、３つある『利用・保全・継承』のうち、「保全」の部

分に関して発表させていただきます。

　最初にですが、午前中もお話がありましたのでご存

じの方も多いと思いますけれども、草原をめぐる全国的

な課題をもう一度整理させていただきます。

　左の図が阿蘇ですけれども、1930年代にこの地図

で示しているグレーの部分が全て草原でしたが、2000

年、一番右側の図ではグレーの部分が入って、ほとんど

が黒の部分、森林に変わってしまっているという傾向が

筋山周辺により多く分布しているということが傾向とし

て見えてきました。

　次、お願いします。

　これと同じように重ね、こちらには植物の種がすべて

落ちていますが、代表的な種を抽出してみると、例えば

ジザゲタシ、カラナデシコ、リュウノウギクといった何種

類かの植物が、草原のこういった場所で見られる特徴

的な種類であると思います。

　こうした結果を基に考えていくと、草原特有の植物を

保全していくには、この三筋山の山頂から桃野とマナイ

タウラ、先ほど示したエリアですけれども、この周辺を今

後も確実に山焼きをして管理していくことが重要ではな

いかと思います。

　１つ、まずは保全の指標として、こうした場所だけに

分布する植物種を上げて、保全の目安として考えてみて

はどうかということ、２つ目に山焼き管理の後継者育成

という観点では、保全上特に重要な場所とそれ以外で

かつ安全、平場で作業してケガが起きないような場所

ということですけれども、そうした場所で、先ほど藤田さ

んからも話がありましたが、管理の点検、具体的には防

火線の草刈りですとか、そういうものが手鎌で、例えば

各区の作業で余ったエリアでもいいですし、そうした場

所が少しでも確保できるようになっていけばいいので

はないかと考えています。

　今回、細野は草原のほかにも湿原が４か所ありまし

て、そことその周辺に希少なラン類などの植物が見ら

れますが、こうした希少種に関しては共通のリスクもも

ちろん非常に高いものですから、財産委員会の専門員

ですとか、ネイチャーガイドグラブの方々の助言ですと

か情報交換を深めていくことが大切だと考えています。

　また、明日、現地でお時間があれば是非見ていただ

きたいのですが、富永さんにはお話をせず申し訳ござ

いませんが、駐車場の裏側の空いているところにネイ

チャーガイドクラブの皆さんでこのような細野で見られ

る希少種の種子を採取して、現場で保全をするという

試みをされております。こういう試みというのは、保全生

態学の研究者の中ではあまり聞かない話ですので、ぜ

ひ取組を進めていったほうがいいかなと私自身は考え

ております。

　私の方からは以上となります。ありがとうございました。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうございま

した。

　保全についてですが、山焼き管理の後継者育成とい

うことで、保全の場所を限定しながらも、しっかりと希少

な植物を保全できるように、重点的に行っていくという

ことでよろしいでしょうか。

○実行委員（内山義政）　今の山焼きの範囲をしっか

りと維持していくのは大前提ですけれども、確実に保護

すべき場所というのを知っておく必要があるのではな

いかと考えています。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　保全上、重要な場

所以外且つ安全な場所での管理体験というのも、保

全・利用ということで繋がりがあると思います。もう一歩

踏み込んで山焼きについても学習できるような体験が

あれば、その後もしっかりと後継者が現れてくるのでは

ないかと、利用の観点から思いました。

　それでは最後に「継承」について、鈴木さんよろしくお

願いします。

○パネリスト（鈴木豊美）　「継承」についてですけれ

ども、細野高原の景観維持とか害虫駆除、生態系の保

護のためには、山焼きが必要です。先ほども例に出てい

ましたけれども、山焼きをするには細野高原以外に燃

焼させないように管理をするため、まず20メートルぐら

いの防火帯を作ります。10月にその部分の草を刈り、

11月にそれを燃やし、2月に山焼きを行います。この作

業を現在、4区で行い、山を守っていますが、各区とも若

者が減り、高齢化が進んだことから、作業する人の確保

も難しくなってきています。先ほどお話がありましたが、

2008年に全国草原シンポジウムのときにも、山焼きを

続けるためにボランティアを募ったり、学校の総合的な

学習の時間で子供たちに野焼き体験をしてもらうことも

文化継承に必要だと言っています。ボランティアを募る

にしても、火が入ると風向きが変わります。初めは見学

するのでも経験の積み重ねが必要でしょうと思います。

　そしてまた、令和２年９月に細野高原を考える会を発

足しています。この会でもやはり細野高原の管理、山焼

き、防火帯などを今後同様に継続していくことは困難に

なりつつあるとしています。４区で細野高原の観光、産

業などの資源としての活用や周辺の地権者と協力した

新たな魅力の創出を図っていきたいということが、発足

の経緯となります。今後、どうしたら会として細野高原の

魅力を発信することができるか、良いご提案がありまし

たらご意見いただけますと幸いです。

　山との関わりがなくなりつつある今、細野高原を残し

ていくためには、守りたいと思う人を増やしながら、山

仕事を行っていくしかないと考えています。特に若者と

の連携が重要と考えます。若者は斬新なアイデア、企画

力、行動力、情報発信力、また体力など、地域活動に必

要なものを多く兼ね備えているかと思います。「継承」に

ついての私の発表については、以上となります。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうございま

した。

あります。もちろん阿蘇でも、全国のほかの地域でも再

生に向けた取組は進んでおりますが、全国の草原面積

というものを、右の図ですが、まとめてみると、1920年

代は３万から４万平方キロメートルあった草原が、

2000年頃になると5,000平方キロメートルまで大幅

に減少しているということが分かります。このことは細野

高原、全国どの草原でも同じですけれども、管理の手が

足りなかったり、土地の改変、植林であったり、開発行

為などによって面積の減少が進んできたということが原

因として上げられています。

　次、お願いします。

　植物に着目していきますけれども、草原特有に見られ

る植物への影響というものを考えてみると、今までお話

ししてきたような草原の面積の減少というものと、この

今も維持されている草原の中の管理、山焼きであったり、

草刈りであったり、この頻度が低下したり中断したりす

る。例えば細野は日本の中でも本当に珍しく、もしかし

たら中断された年もあったかもしれませんが、記録のあ

る限り、毎年山焼きをしてきているということで、非常に

貴重な草原となっています。全国的に見ると２年に一遍

だったり、例えば東日本大震災の頃に消火ヘリが飛ば

ず、仙石原では山焼きが中止になりましたけれども、そ

ういったように数年中断したり、なくなってしまったりと

いう場所も多いです。こうした２つの要因が複合的に絡

み合って、そこに出現している草原特有の植物に影響

を与えているのではないかということが近年様々な研

究で言われるようになってきました。

　今回の発表では、具体的なメカニズムですとか、専

門的な話まで踏み込みませんが、私が細野高原で植物

等のデータを取った結果を基に、どういった場所が「保

全」に適しているのかということですとか、あとは、これ

までの土地利用の変化というものを改めて航空写真で

振り返りながら、一緒に考えることができればと思って

います。

　それでは、次お願いします。

　ここが稲取の細野高原の現在の航空写真になります。

見ていただいている真ん中付近が細野高原で、右側に

ゴルフ場と伊豆アニマルキングダムがあります。

　次、お願いします。

　これと同じ2017年の写真、稲取の方はこれで分

かっていただけると思うんですが、今回初めて来ていた

だいた方は、先ほどの東伊豆町観光協会のパンフレッ

トを開いていただくと、真ん中に水源涵養保安林があっ

て、それがかなり目印として分かりやすいと思いますの

で、そこを見比べながら、過去の土地利用というものを

見比べていただければと思います。

　続いて、これが2000年です。これは今とほとんど変

わりないかと思います。

　次、お願いします。

　これが1989年ですけれども、これと先ほどの2000

年を比べると、植林が少し進み、西側の河津町のほうで

山焼きが、その前からされなくなっていたのが進んでき

たということが分かり、樹林化が進んできたということ

が分かると思います。

　これが1980年です。先ほどの水源涵養保安林の植

林がされる、外側に広がる前という感じです。

　これがかなり前になりますけれども、1964年です。こ

のあたりから多分、当時の状況をご存じの方もいらっ

しゃるかもしれませんが、まだ私が生まれていない時代

ですけれども、これと先ほどの写真を見比べていただけ

ると、今のゴルフ場の辺りですとか、茅場がかなり減った

ことが、河津町側のほうですけれども分かると思います。

　これがさらに昔の1947年ですけれども、こちらは先

ほどの写真より引いて写しているので、もう少し白田の

ほう、東側のほうまでずっと広く茅場が広がっていたと

いうことが分かると思います。

　次、お願いします。

　これをもう一回まとめてみると、1947年には、グレー

の部分が草原ですけれども、これだけ一面広がってい

たものが真ん中の水源涵養保安林の植林が進んだり、

河津町側のほうでの山焼きが中断したことによって樹

林化が進んだり、国有林、北西側のほうが山焼きしなく

なって樹林化が進んだりという傾向が分かるかと思い

ます。

　このデータを基に草原がどれぐらい減ってきたのか

というのを出しましたが、2013年から2015年に１か

月に１回程度、この遊歩道の道にほぼ沿った形になり

ますが、第１駐車場から熊口、マナイタウラというのが

真ん中の水源林ですけれども、そこから三筋山を登っ

て桃野を進んで、ＧからＨというこの区間です。パンフ

レットでいうと、６番から５番、４番に行くルートですが、

ここを歩いて道の分岐で区切った区間ごとに出てきた

植物の種類を記録しています。あとは、草刈りと山焼き

の多い区間を記録しています。

　これを統計的に解析して、詳細は省きますけれども、

山焼きと草原がどれぐらい周囲にあるのかという影響も

加味して、そこにいる植物の種類のパターンを比べて

みると、三筋山からマナイタウラのこの緑色で囲った範

囲に見られる植物と熊口の水源林の自然、青色で囲っ

た範囲で見られる植物というのは明らかに種類が違っ

てくるということが分かります。山焼きとまとまった草原、

両方の効果で維持されている植物というのが、この三

　一点ご質問よろしいでしょうか。４区一体で管理をさ

れていると思いますが、例えば小学校などの教育機関

に山焼きのやり方や、草刈りのやり方を伝えるときに、手

法については4区統一された管理等はされているので

しょうか。

○パネリスト（鈴木豊美）　管理自体は財産区が指導

していますけれども、大体４区とも同じような方法で防

火線刈りをやっています。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　財産区から教育機

関、子供や大人に管理体験を提供する事は可能なので

しょうか。

○パネリスト（鈴木豊美）　安全なところであれば可能

と思われますが、その指導を行う方を誰にお願いする

のか、要するに財産区で子どもたちを預かってやるとか、

学校のイベントとしてやることで先生も現地にきて子供

を見守ってくれるか、そのあたりの仕組みを整備してい

かないと難しいのではないかと思います。安全な場所

でそういった体験を提供できる場所はあります。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　行政と連携した取

り組みとして行うことも可能なのではないでしょうか。

○パネリスト（鈴木豊美）　可能だと思います。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

　その他に、それぞれの観点からご質問など有ります

でしょうか。

○パネリスト（鈴木豊美）　内山さんにお伺いしたい

のですが、山焼きをしていかないと、この希少種という

のは絶滅してしまうのでしょうか。

○実行委員（内山義政）　先ほど、箱根で2011年に山

焼きを中断したというお話をさせていただきましたが、

実際に見かけられなくなった種がありまして、その後数

年かけて追跡しても復活しなかったという例もあります

ので、できれば毎年焼いているところは、私個人の思い

として、維持していければと思っています。

○パネリスト（鈴木豊美）　先ほどのお話で、細野高原

の山焼きは継続してやってきたという事でしたが、実は

１年だけ実施していない時がありました。その翌年は、

野ネズミやモグラ、が増え、茅が枯れたところがだいぶ

あります。やはり、動物の生態系も崩れていくという事で

しょうか。

○実行委員（内山義政）　おそらく、動物の生態系にも

及んでいるのではないかと思われますが。

○パネリスト（鈴木豊美）　ありがとうございます。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）

　私共の方から、今後の『利用・保全・継承』について、

具体的にどのように進めた方が良いという事は言えな

いのですが、各視点からはこのような意見となりました。

　この後、会場の皆様からも、このような利用をしてみ

てはどうか又はこういう試みをしてみてはどうかという

ご意見がありましたら、そのことについて具体的な方針

や対策を模索していきたいと思います。

　現在、１時４０分ですので、１０分ほど休憩の時間とさ

せていただきます。休憩後に1時間ほどですが、皆様よ

り何かご意見を伺いたいと思いますので、よろしくお願

いいたします。

（休　憩）

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　それではご意見を

伺っていきたいと思いますが、先ほど休憩中に、細野高

原のススキを実際に茅として利用できるのかという事

で、日本茅葺き文化協会の安藤様にいろいろとお話を

伺いまして、とても興味深い内容でしたので、活用方法

等について是非お話をいただきたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。

○（一社）日本茅葺き文化協会（安藤邦廣）　皆さん、こ

んにちは。

　先ほど１時間ぐらいのお昼休みで、細野高原を初め

て拝見させていただきました。茅の質や量について実

際に確認させていただき、そのことについて私の意見と、

茅の利用ということ、特に茅葺きということについての

この地域でのこれからの可能性についてお話しさせて

いただきます。

　茅という資材ですけれども、建築資材としてのこれか

らの利用価値や可能性ということについては意見が

幾つかあります。この細野高原の茅の質、これは茅葺

きの材料として全く問題ないと思います。丈が多少短い

ということはそのとおりですが、山頂近くですと大体２ｍ

近くのものが十分ありますし、平均して背丈ほどですか

ら、御殿場のものに比べると50ｃｍほど低いという事に

なります。平地の茅も大きなものですと３ｍぐらいにな

りますけれども、平均的には大体２メーターちょっと、

2.5ｍぐらいですから、数十センチ低いということです。

　茅の利用ということでいうと、大体４尺から５尺あれ

ば一定の茅として十分に葺くことができます。短い茅と

してカリヤスという茅がありますが、これは最も上質な

茅であり、白川の合掌造りなど、北陸方面ではほとんど

カリヤスが主となっており、この背丈は大体平均的に人

の背丈以下の1.8ｍから低いものだと1.5ｍぐらいです。

そのため小茅、小さい茅といわれています。大茅は大き

いですが太くて重さもあって扱いにくい、また、葺いた後

の耐久性も低いということもあり、小茅は最上とされて

いう利用方法を検討されているのか教えてください。

○東伊豆観光協会長（石島専吉）　今年の６月24日に

町観光産業課が主体となり、東京にあるＫａｎａｔｔａという

ドローンの体験ツアーを行っている企業と、稲取の勤

労者体育館と稲取高原、クロスカントリーを範囲に、

（一社）美しい伊豆創造センターや伊豆急行㈱の皆さ

ん２０人ほどが集まり、体験を行いました。私も体験しま

したが、自分が体験できるとは思ってもいませんでした

ので、できるのかなという気持ちでしたが、意外と簡単

に200メートル～300メートル上昇させることや、横に

スライドさせることができました。稲取高原からですと、

焼却場の先の海の方まで行くことができますし、ゴルフ

場や細野高原の近くまで操縦できてしまいます。そのた

め、この秋にドローン体験ツアーとして、１泊２日若しく

は２泊３日ぐらいで、宿泊していただいたお客様に体

験していただこうという企画がございまして、具体的な

日程は決定していませんが、そのような予定となって

います。

○パネリスト（鈴木豊美）　どうもありがとうございま

した。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　すみません、また少

し話題が変わってしまいますが、今回、利用と保全と継

承を繋ぐアイデアの一つとして、環境教育を上げました

が、その観点について、笹岡先生よりコメントをいただ

けますと幸いです。よろしくお願いします。

○全国草原再生ネットワーク理事（笹岡達男）　これ

はむしろ藤田さんに返してあげたいぐらいです。例えば、

藤田さんが経験され、勉強されたことを活かし、学校の

学生たちをもし東伊豆町に呼ぶとするならば、どのよう

なことを考えているのかご意見をお伺いしたいです。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

　まず、私が地域おこし協力隊になった理由ですが、専

門学校のインターンシップで北海道の黒松内にある、

「ぶなの森自然学校」というところに行ったのですが、

その時に体験したことが私の中でとても感動しました。

自然について細かく言うような自然学校ではなくて、自

然の中で思い切り遊ぶというような場所でした。１週間

単位のプログラムで、長い子は１か月、夏休み丸 と々い

う子もいましたが、やはり子供たちは日常から学ぶ姿

勢がすごく、とても成長を感じられました。最近は家庭

用ゲーム機やスマートフォンなど、外に出る機会や公園

の遊具が危険という観点で、遊ぶ環境がだんだんと少

なくなっており、両親も共働きで忙しいという事なので、

なかなか自然と触れ合いながら思うように遊ぶ、体験す

るということが少なくなってきているというふうに思いま

す。北海道でのプログラムでは、大阪や東京、中には中

国の子供が一人で飛行機に乗って北海道に来て、自然

体験をしながら一緒に遊び、学ぶというような生活をし

ていました。ほんの１週間だけでも、すごく成長を感じる

ことができます。最初は虫も怖くて、「何でこんなところに

一人で来させられたんだろう」というように悲しむ子も

いましたが、知らない地域や大きな自然に囲まれ思いっ

きり遊ぶことで、一回り大きく成長したように感じました。

　その体験がすごく印象に残っていまして、実際、今年

の夏にはオンライン上のキッズコミュニティーと繋がり

があるのですが、子供たちが伊豆稲取に遊びに来て、

海への飛び込み体験や細野高原の草原で思いっきり

走ってみるという事をしました。他にも取ってきた竹を

割り、自分たちで一から流しそうめんを作る体験を通じ

て、お家の方もお子さんが、「一回り大きく、大人の顔に

なって帰ってきた」とか、「また伊豆に行きたい」とおっ

しゃっていました。子どもたちもお家の方に、「家に帰っ

たらノコギリ買って」と、創作意欲が溢れていました。

このように、小さい時の経験はとても重要だと考えてお

りまして、学習面においても空間把握能力や創作意欲

が溢れたりと、そのようなことを推進していきたいと思

い、私はこの東伊豆町に来ました。今後もこう言った取

り組みを進めていきたいと思います。

ありがとうございました、以上です。

○全国草原再生ネットワーク理事（笹岡達男）　あり

がとうございました。

　私は笹岡と申しますが、藤田さんの卒業された専門

学校に勤務しております。この度は実行委員という立場

で出席させていただいておりますけれども、藤田さんの

アイデアは大変良いものだと思います。

　私たちの学校は、自然環境や野生生物の好きな学生

が来ていますので、そういう学生は自ら進んでテントを

張って寝たり、喜んで虫を捕まえたり、植物観察をします。

藤田さんがおっしゃっていたような、様々な地域の小学

生や中学生などの子供たちの受入れ体制を整備する

ことは非常に重要です。そのときに一番大事なのは、学

います。

　この小茅が取れる様々な条件が、現在社会的に、あ

るいはその生態的に限定的になりましたので、白川の

ほうではやむを得ずほとんどを大茅、御殿場の茅を

使っているという現状になっています。これについては

あまり好ましい状態とは言えず、ユネスコからも本来の

その地域の茅を使うべきだという意見が出されており、

代替措置ということで、将来は小茅へ戻すということは

目指されていますが、温暖化の影響などがあり、小茅の

生息域がどんどん限定的になっているのが現状です。

　それから、本来茅場であったものが一旦失われてし

まいますと、再生が非常に困難であるということ、また、

材料を刈る組織も廃れつつあり、個人で刈るにはなか

なか難しいということですが、そのような観点からも、こ

の細野高原の1.8ｍ程度の茅は、本日見た限りの感想

ですが、細くしなやかで耐久性もあり、質が良いと思わ

れます。実際に刈ってみないと分かりませんが、少なくと

も茅の材料として不足はないと言えます。ただ、量につ

いてはかなりまばらなところもありまして、全体的にスス

キが、草原が広がっているところではないと思います。

これは阿蘇も同じですが、120ヘクタールということで

すので、例えばその３分の１が茅場という事であれば、

屋根に葺くには十分な量が確保できます。このことにつ

いては実証実験を行うことで、どの場所で茅が刈りやす

く運搬がしやすいのか、また、どの程度の量が確保でき

るのかを確認することは簡単にできることかと思います。

　本来この地域では茅を屋根に葺いて、そして牛馬を

肥やして、さらに時代的に柑橘類の生育のために地域

経済を支えたことは間違いないです。その地域経済を

支える重要な資源、資材であったということが、この細

野高原の茅場が今に受け継がれている最大の理由で

す。決して生物多様性の維持をしたわけでもなく、観光

のためにしたわけでもない。皆さんが支えてきた結果、

これだけの草原が今に残され、その習慣が良いことと

して、皆さんの努力が今に続けられているということだ

と思います。

　今後、細野高原の茅場がこれだけの面積を残してい

くという事であれば、これは地域経済、産業とどのように

結びついていくかという事を明確にしていかなければ、

一部の限定的なものになりますし、ほかの土地利用と

いうことを考えることも必要なのではないかと思います。

これから東伊豆町、伊豆地域において、茅場はどのよう

に役に立つかということを議論していくことが必要です。

　そのことについて、午前中にもお話があった範囲で

いいますと、この地域では観光が大きな産業の主軸に

なっているということですので、温泉、細野高原、ビーチ

ですね、この３つが揃っている観光地は、国内はもとよ

りコロナウイルスがある程度収束すれば、海外、アジア

地域にとっては非常に大きな可能性を持っているのは

ないでしょうか。そのとき、この茅資源が役に立つのか

と考えていくことが大事ではないかと思っています。

　それでは具体的にどのように活用していくのかという

事について、茅葺きの建物を観光施設に取り入れて復

活させていくということが、私は非常に大事であり可能

性があることだと思います。茅葺きの民家は戦前ほど姿

を消したと思います。戦後間もなく、エアコン生活の中

で流れとして、茅葺きの建物を民家に戻すということは、

一部にあるかもしれませんけれども、かなり現実的では

ないです。この地域の観光として、もう少し観光の質に

変わった滞在型の、あるいは自然と親しむような、ある

いは子供たちの教育とか体験ということを重視した観

光にシフトしていくことを考えれば、観光施設も緩やか

に木造で茅葺きの施設ということが一定割合、世界的

に、あるいは日本の中でも進んでいることは間違いな

いです。ヨーロッパで茅葺きが復活しているのは、まさし

くリゾート地において、オランダやデンマーク、北欧の地

域で最も質の高い観光地は茅葺きで造られる建物群

がつくる景観やその中での生活のゆっくりとした時間を

過ごす、あるいは都市生活で非常に疲れた心身を癒や

す、そういった観光がこれからの大きな流れになると思

います。

　今どき海で泳ぐ人は非常に少なくなったと、本当にそ

う思います。なぜかといえば、ホテルの冷房の効いた室

内にいれば、海岸に出るということとは非常に落差があ

り難しいためです。昔は海の家といって、必ず海辺に日

よけをつくるような東屋などの仮設の避暑地を造り、

人々が海辺で休むような施設があってはじめて海水浴

ができていました。今は冷房の効いた施設は整備され

ていますが、海辺の本来の自然の中で昼寝をしたり、風

を楽しむような施設というのはもうないように思えます。

　ですから、例えばこの海辺に茅葺きのリゾート施設を

これからまた復活していくということを考えるのであれ

ば、細野高原で星を見るとか、別な自然を楽しむような

施設を造る必要もあると思います。そういった本来の観

光にふさわしい施設を、この伊豆にある杉という、戦後

植えた木を活用し、この無尽蔵の茅の屋根を葺くという

ことを町を挙げて、あるいはこの地域の経済を挙げて、

そしてここに集まっている草原を大切にする人たちと一

体となって風景をつくっていく、この細野高原の茅とい

うのはこれだけ素晴らしい暮らしを実現できるというこ

とが分かれば、草原を守るということも非常に意義があ

り、自分たちの生活を支えていることが明確になれば、

多くの方が協力することは間違いないと思います。そう

いった茅を用いた観光施設を造っていただきたいと思

います。

　茅葺きの建物というのは、民家に葺くような50ｃｍ～

１ｍに及ぶ、30年、50年の間立派にもつ茅葺きもできま

すけれども、例えば３か月間もたせたいということだっ

たら、もっと簡単な茅葺きの東屋などの仮設建築も現

在では可能です。様々な技術を組み合わせることもでき

ますので、茅葺きの新しい観光施設利用ということから

始まり、その茅を農業資材に２次利用する、茅葺きとい

うのは必ず屋根に葺いて、再利用するということが本来

の姿です。そういったことも一部取り戻すことによって、

茅というのは本当にありがたい恵みなのだということ

が部分的にも始まれば、もう少し農業に取り入れていく

ことや、本来の生活の中に茅がどんどん浸透していくと

いうことについて、観光施設を突破口にぜひ切り開い

ていただきたいと思います。

我々の協会としても助言や技術者・職人の教育ができ

ると思います。とにかくこの細野高原の茅というのは素

晴らしい資源であるということは、未来を必ず保証する

と思いますので、是非そういったプロジェクトを、行政を

はじめ、この地域の観光協会の方などが集まることで、

進めていっていただきたい、新しい地域が見えてくると

いうようなことでこの会で想像していただくのがとても良

いことではないかと思います。それだけの資源としての

圧倒的な質・量が本日確認できましたので、是非ともこ

の地域をまた開いていくというふうに思えてなりません。

　少し長くなりましたけれども、ありがとうございました。

何かご質問あればお答えします。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうございま

した。

○（一社）日本茅葺き文化協会（安藤邦廣）　茅葺きに

ついては建築的に規制があります。都市部、この密集地

域では不燃材で葺かないといけないという規制があり

ますので、街中では厳しいところがあると思います。二

十二条地域という区域になりますけれども、それは特定

行政庁が解除できます。今まで都市化ということが非常

に進んできましたので、二十二条地域の区域指定はか

なり全域に広まっておりまして、現在、様々な地域でその

解除は特定行政庁で行えるということになっております

ので、必要に応じて限定的に外すということもできます。

恐らく細野高原は二十二条地域に該当していないと思

います。もし二十二条地域があれば、その部分を解除す

るということも今はできますし、様々な観光地、茅で地域

づくりをしようとする地域は、例えば宮城県石巻市では

非常に広大なヨシ原を持っている地域がありますが、

一部の市街化区域を除いて解除しておりますし、重要

な茅葺き集落を保有する市町村の場合も、あるいは１

戸１戸の重要な民家がある場合も、その部分を部分的

に解除するということも現在進んでおりますので、そう

いうことはあまり障害にはならないと思われます。あくま

で、地域の主体的な住民の総意があれば、できるという

ことも申し上げておきます。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうございま

した。

　茅葺きの建物を観光施設として造り、お客さんに楽し

んでいただくというのは、先ほど白川先生からお話があ

りました茅プロジェクトのように、町にしっかりと還元で

きるような収益を上げられるような施設であったり、茅

を葺き替えるタイミングでそれを体験するということも、

複合した施設ができる可能性があり、個人的に色 と々

検討してみたいという風に思いました。

○パネリスト（鈴木豊美）　ただいまの茅のことですけ

れども、この細野高原の茅は屋根に葺くことについて問

題はないという事でしたが、今の細野高原は肥料とい

うものを全然やっておりません。肥料と言えば山焼きで

燃やした後の灰ぐらいです。茅に対して人為的に肥料

を与えても問題ないのでしょうか。

○（一社）日本茅葺き文化協会（安藤邦廣）　茅に人為

的に肥料を与えるということはしない方が良いと思わ

れます。また、今まで例としてはほとんどないと思います。

唯一、刈り取ることと、その後、燃やすこと、これによって

１万年間続いてきたということは最近の学説で立証さ

れておりますので、環境条件的に余程の激変がない限

り、刈り取って火入れをすることで、屋根に使う材料とし

て持続可能なことは間違いありません。そんなに心配

することはないと思います。

○パネリスト（鈴木豊美）　どうもありがとうございま

した。

　利用について一点、東伊豆町観光協会の石島さんに

お聞きしたいのですが、今後、観光協会ではドローンの

操縦体験など計画があるようですが、具体的にはどう

自分ももっと細野高原を歩き、良いところを探し、皆様

にもご紹介出来たらと感じています。以上です。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございます。

　明日のオンライン見学会にて、お二人には現地説明

会にご出演いただいております。明日ご参加される方は

楽しみお待ちいただければ幸いです。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　私もジオガイドを

持っていまして、細野高原はよくガイドツアーをしていま

す。お客さんには、ここはこういう経緯で草原になり、昔

はこういう利用をされていて、毎年山焼きを行い管理し

ているという事をお話すると、「山焼きを見ることはでき

ませんか」という方や、「私も草刈りをやってみたいで

す」という方が多くいらっしゃいます。少しでも細野高原

に携わるきっかけとして、草刈り体験や、最初から火入

れ体験をすることは難しいですので、見学できるスペー

スを設けるなど、山焼きを一般に公開してみてはどうか

と思います。

○教育委員会事務局長（梅原　巧）　突然のご質問、

申し訳ありません。東伊豆町教育委員会事務局長の梅

原と申します。

　細野高原には、県の指定文化財として湿原が何か

所かございまして、その中に桃野湿原というところがあ

ります。私も小さい頃から遠足などでそこに行っていま

すけれども、先日確認しましたら、かなり浅くなってい

るように見え、いずれ消滅してしまうのではないかと思

いました。

　文化財ですので、人の手を入れず自然のままにして

あるというのが現状です。しかし、湿原を保つために修

正すべきか、形状が変わってしまうとしても自然のままに

しておくべきか、どちらが良いのか疑問に感じています。

　また、先ほど富永さんの方からもお話がありましたが、

鹿や猪が湿原の中に入り沼田場にしているため、掘り

返されて荒れてしまっています。ワイヤーなどを用いて、

周囲を全部囲ってしまえば入れないと思いますが、金

属なので錆が出ます。文化財的な面がありますので、自

然のままにしておこうという結論に現在はなっています

が、本来の管理はどのようにあるべきか、詳しい方がい

らっしゃればご教示いただけますと幸いです。

○実行委員（内山義政）　ご質問ありがとうございます。

　まず、文化財としての保存と、観光として利用しつつ

保存していくというのは相入れないものだと思います。

湿原の乾燥化や鹿柵を設けるというのは、私も専門で

はありませんのでお答えすることが難しいですが、会

場でもし詳しい方がいらっしゃいましたらお願いいた

します。

○芸北高原自然館主任学芸員（白川勝信）　私は元々

湿原が専門となりますが、大学を卒業後に草原のほう

に入りました。東伊豆町の気候だとおそらく低湿で細野

高原を見ても、窪地のようなところに水が集まり、湿原に

なっているのではないかと思います。いわゆる、栄養分

の少ない水が集まりその上にミズゴケが生え、そのミズ

ゴケがスポンジの役割をし、水を溜めてできるというの

が信州や北海道のような高層湿原ですが、それらとは

全く異なる低湿地です。低湿地は有機物や土砂が入っ

ていくと、長い目で見て埋まってしまう運命にあります。

　西日本を含め、低湿地がどうして長い間保たれてき

たのかについては、一方で草原を利用してきたというと

ころがありそうです。集水域でしっかりと草刈りをして有

機物が流れ込まないようにすることが、湿原の中の植

物の成長などが抑えられ、湿原の中に枯草などがたま

る量が減っていくことになります。あるいはカンスゲなど、

昔は草がとても大事でしたので、湿原のすぐ際まで草刈

りをしていたという話をよく聞きます。そのようなこともあ

り、里地といいますか、湿原の周りが積極的に利用され

てきた方が、長い間の人と自然の関わりの中で湿原が

残されてきていると思います。細野高原の現地を確認し

ておらず、写真や記憶での推測ですが。

　猪についてはおそらく、昔はそこまでの頻度で草原

の中に入ってくるような状況ではなかったと思います。

鹿も同じだと思います。現況ですが、逆に猪が沼田場に

して荒らすというのは、大きく見て悪いことではなく、湿

原の中に眠っている種子が表に出て、芽を出すという

こともあります。但し、このことも頻度が高過ぎると悪影

響になるのではないかと思います。

　錆などの鉄分につきましては、こちらの湿原の中には

ミズゴケなどはあるのでしょうか。

○ネイチャーガイドクラブ（富永眞弘）　あります。

○芸北高原自然館主任学芸員（白川勝信）　大体、酸

性のほうに偏っています。バクテリアが発生するため油

が浮いたとしても、そのことは特に自然な状態なので気

にすることではありません。やはり、現地を確認させてい

ただいてから、お話しさせていただければと思います。

よろしくお願いします。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございます。

　ただ今ご説明のありました細野高原のような低層湿

原の場合は、周りが森林だと木の葉などが幹に落ち、

蒸発や木の蒸発散があり水分が失われやすいのです

が、草原ではそれがないため、直接水が流れてきて水

源としてたくさん確保できるというご説明でよろしいで

しょうか。

○芸北高原自然館主任学芸員（白川勝信）　はい。

　私たちの一生に比べ湿原の一生は長いですが、運

校の先生でも実際に野外活動を自ら教えた経験のある

方はなかなかいらっしゃいませんから、こちらで安全に

引率して、また宿泊場所の提供ができるような、そういう

体制ができれば細野高原は明日からでも自然学校に

なるのではないかと思います。是非、そのような支援を

町として、地元として応援していただければと思います。

ありがとうございました。

○町長（太田長八）　ありがとうございました。藤田さん

には地域おこし協力隊での３年間、本当に良く頑張っ

ていただきました。

　その中でも良い活動だと思ったのが、今回コロナ禍

の中でしたが、子供たちを自然の中で楽しませて、その

間お家の方は仕事をやるという親子ワ―ケーションの

実施です。藤田さんが子供たちを見ていてくれたからこ

そ、子供たちは楽しく自然の中で学ぶことができ、お家

の方も集中して仕事をすることができたと思います。こ

れからの東伊豆町にとって、貴重な人材だと考えていま

すので、これを機にさらにご活躍いただき、活動の幅を

広げていっていただければありがたいと思います。今後

のご活躍に期待しています。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございました。

　藤田さんには引き続き、東伊豆町の環境教育の推進

を頑張っていただきたいです。今回、我 ３々人で準備を

していく中で、環境教育という言葉を上げましたけれど、

現在、細野高原の管理を主体となって行われています

４区の役員の皆様ですとか、私は田町区の出身ですが、

田町区の場合は役員のＯＢや有志による担い手が年々

増えていっていまして、私もメンバーとして活動していま

すが、そのような形で、主体となって管理を行っていく

方 と々一般の観光客との間に立ち、一般の方々を担い

手サイドにもう一歩踏み込んで誘い込むことができれ

ばと思いました。そういった中で環境教育というのは、

引き込み方の一つなのではないか思いますので、担い

手、作り手として頑張っていただくという事と、これまで

町内でそうした活動をネイチャーガイドの皆様ですと

か、ジオガイドの皆様でされてこられましたので、１３年

前のシンポジウムや今までの経緯を踏まえ、これからこ

のようにしていけば良いのではないかというご意見な

ど有りましたら、コメントをいただけますでしょうか。

○ネイチャーガイドクラブ（富永眞弘）　ネイチャーガ

イドクラブの富永と申します。

　１３年前には会長を務めさせていただきましたけれ

ども、それから細野高原の環境として大きく変わったこ

とは、鹿の食害が増えたことです。先ほど写真が出まし

たけれども、畑のようなものを作り、絶滅しそうな植物を

植え、保護するという活動を行っています。しかしながら、

鹿の食害が増えている今、保護した植物をすぐに元の

場所に戻すことはできませんので、鹿の食害が減少す

るまでは現在の活動をやり続けていかないと、種の保

存はできないものと考えております。

　もう一つはこちらも鹿に起因することですが、マダニ

がとても増えています。そのような中で、マダニが活動的

になる時期にお子さんが芝生であっても足を踏み入れ

ることは、危険なことだと思います。以上２つの違いが

確認できました。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございます。

　ジオガイドの鈴木さんはいかがでしょうか。

○ジオガイド（鈴木京子）　ジオガイドの鈴木と申します。

　私はジオガイドを案内して日が浅いので、この場で

特筆してお話をさせていただくのは難しいと思いますが、

やはりジオガイド協会的に細野高原はとても貴重な場

所で、ここを案内してお話ししたいというジオガイドは、

本部にも多いです。私個人といたしましては、小さい頃

からの思い出がありまして、ワラビの季節になれば家族

でワラビ刈りをし、山焼きも私の父、弟、私の主人、息子

も、みんなが体験しております。そのように、家族みんな

でずっと守ってきた細野高原でありますので、細野高原

の中に通っていますあの道路も、父たちの時代に造っ

ていました。造るたびに父が、「いい道ができたから行く

ぞ」と言い、誇らしげに細野高原に連れて行ってくれて、

素晴らしい景色が望める場所を紹介してくれました。

　学校的には遠足に行きまして、中学校の遠足では秋

の紅葉を見に出かけました。春にも行きましたが、その

時には桜の木がありましたので、後日、友達とまた歩い

て、桜を見に行こうって登ったものです。

　そしてもう一つの思い出が、夏休みに熊口まで行き、

学校でキャンプをしました。やはりそこでは綺麗な水が

出るということが先生たちも分かっていましたので、川

の水を汲みカレーを作り、飯盒でご飯を炊きました。

　そのように貴重なところですので、本当に残してい

きたいという気持ちはあります。私は残していくための

原動力の一部分になれませんので、観光の方で携

わっていますけれども、先ほどの白川先生のお話を

伺って、何か自分の経験を活かし、子供たちが思い出

作りをすることができれば、将来も大事にしていってく

れるのではないか、継承していってくれるのではない

かと考えています。自然学校もそうだと思いますが、そ

のような経験を幼い頃に積み重ねていくことが重要で

はないかと感じます。

　ジオという事ではあまり詳しくお話しできませんが、

　今後どのようにしていくのかについては、町全体で決

めていくことだと思いますが、このような会も重ねたうえ

で、しっかりとプロジェクトの推進をしていければと思

います。

　最後になりますが本日は様々な意見が出ましたので、

町長より本会のまとめをよろしくお願いいたします。

○町長（太田長八）　本日は貴重なご意見を多数いた

だきまして、ありがとうございました。

いただいたご意見を基にこれから戦略を練り、推進し

ていきたいと思います。

　そういった中で、日本茅葺き文化協会の安藤様には、

茅葺きや茅の再利用という事について、また色々なご指

導をいただけますと、大変ありがたいと思います。

　本会を通じ、皆様が細野高原について真剣に考えて

いただいていることを、一層深く感じました。今後とも皆

様とは情報共有を行っていき、保全や利用について検

討していければと思います。

　また、最も大事なのは管理を行っていく後継者、これ

が一番重要だと思います。今のままでは必ず担い手不

足となってしまいますので、今後の体制をどのように変

化させていくか、そしていかに細野高原の素晴らしい自

然を保全していくか、これこそが最大の課題です。皆様

と一体となり、この保全にしっかりと取り組んでいきた

いと考えておりますので、その際にはまたご支援とご協

力の程をよろしくお願いいたしたいと思います。

　以上です。ありがとうございました。

○（一社）日本茅葺き文化協会（安藤邦廣）  申し訳ご

ざいません。最後によろしいでしょうか。

　この茅場の維持管理について、先ほど町教育委員会

の梅原さんよりご発言があった中で思い出しましたが、

文化庁の制度で文化財を守る資材を選定する、「ふるさ

と文化財の森」というものがあります。この中に茅場が

含まれていまして、現在、全国１９か所の茅場が選定さ

れており、静岡県だと朝霧高原が数年前に選定されて

います。各県に１か所程度ありますが、文化庁の中で一

番新しい制度となっています。文化財というのは法隆寺

などの建築物、それから、それを守る職人技、無形文化

財といいますが、それに加えて資材の文化財制度が一

番新しく、１０年ほど前にできたばかりです。例えばヒバ

塗装や漆です。その中にやはり茅がとても不足している

ので、茅場を保全、管理していきましょうということで、文

化財に出荷する茅として、そのエリア選定するというこ

とができます。

　私が本日見た限り、細野高原はこれに合致する場所

だと思います。ただし条件としましては、文化財への出

荷実績が多少なりとも必要ということになります。その

ためこの地域にある文化財、市町村指定や登録文化

財でも可能ですが、茅葺きの建物が伊豆半島にはたく

さんあると思います。例えば伊豆の国市にある国指定

重要文化財の江川邸もそうですが。そういうことで２～

３年程度の実績を積み、細野高原の茅場の質、量は問

題ないと思われますので、是非、茅刈りを始めていただ

き、選別したものを出荷する取組をしていただければ、

制度の対象として選定されると思います。選定される、

文化財の森から様々な助成制度受けられます。普及啓

発事業というもので毎年助成が出ていますので、最大

２００万円の満額補助となりますが、そこに町民の方々

が参加して、皆様と一緒に環境教育を推進していきな

がら茅刈りを行い、山焼きをやること、このような環境

保全全体の取組を体験、研修することで補助が受けら

れます。

　また、選定地の整備費用にも半額補助が受けられま

す。例えば農道整備や支障木の伐採、山焼きについても

環境整備事業となります。いずれも県を通じ、文化庁へ

の申請手続や調査の依頼を行い、町の文化財関係課

から県の文化財関係課の方に連絡を行います。私も文

化財のほうの選定委員となっていますので、私の見た

限り細野高原は是非、ふるさと文化財の森に選定して

いくことを２～３年の目標にしてやっていただくと良い

のではないかと思います。

　細野高原の観光利用というのは、長期的に一歩ずつ

やっていくことが必要ですけれども、取りあえず、文化財

制度を活用していくことは非常に利点が大きいと思い

ます。是非、文化庁への問い合わせやホームページを

ご確認いただき、ふるさと文化財の森という制度を調べ

てみてください。生物多様性の維持や環境教育というこ

とを推進していくために、とてもいい制度だと思います。

以上、補足となります。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

○司会　この後午後３時２０分より、各分科会場の方

にご出演いただき、WEB配信にて全体会を予定してい

ます。

　藤田さん、内山さんにおかれましては、全体会での発

表に向け意見をまとめていただきますので、東伊豆会

場の分科会はこれにて終了といたします。

　藤田さん、内山さん、鈴木さん、どうもありがとうござ

いました。

　それでは全体会までお時間がありますので、休憩を

お取りください。
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命的には窪地ができ、湿原ができ、それが消えていく段

階である中の現在、一断面を見ていることになりますの

で、人工的に何をしていくのかという事については、今

の時代に生きている私たちでしっかりと決めればいい

のではないかと思います。

　ただ、内山さんが先ほどおっしゃいましたけれども、

湿原という生態系が何も触れずに保存するということ

ができないものなので、例えば広いまま残そうとするの

であれば、三瓶山の姫逃池というところでは、毎年水草

をしっかり取るという作業をしています。そういうやり方

もありますので、その部分は地元に近い専門家の方な

どと一緒に、管理を考えていけばよろしいのではないか

と思います。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございます。

　ご質問へのご回答は以上でよろしいでしょうか。

○教育委員会事務局長（梅原　巧）　ありがとうござい

ました。

○稲取地区特別財産運営委員長（山田賢一）　財産区

の山田です。

　内山さんの話を今まで聞いてきまして、細野高原の一

番古い写真をお出しいただけますでしょうか。

　この下の方に見えるのがゴルフ場ですけれども、また

ずっと上のこちらの方、河津との境界以外のところにつ

いて、私たちが学生だった昭和47年以前にはすべて

入谷区で山焼きを行っていました。真ん中に熊口の水

源がありますが、こちらの方はゴルフ場で、ここからバイ

オパーク、ゴルフ場まで草原でした。さらにもっと上の

方、そこら辺までが草原でした。40年代後半、50年代

に高山通りということで植林をしまして、現在あまりいい

山だとは言えませんが、ほとんど植林されています。

　現在は、昔から比べれば３分の１ぐらいの広さです。

そういう意味で、先輩の皆さんがそれだけ頑張って、こ

の３倍、４倍の広さを管理してきたので、私たちも管理

していかなければという気持ちがありますが、どのよう

に維持していくのか、その部分で悩んでいます。

　今年、財産区の役員の皆さんと相談して、この部分は

急傾斜地で山焼きをすると岩が落ちてくる為、来年の山

焼きからやめることになりました。放棄という形になりま

すが、管理する人の安全の為です。

　また、これも内山さんがおっしゃっていたことですが、

ここが熊口水源ですけれども、ここからここまでの部分

は大体40～50ヘクタールになります。役員の皆様と現

在考えていることが、ここから上については水源地とな

りますので手は入れないですが、こちら側の部分を将来

的に、先ほどの体験学習や観光のためのイベントなど、

自然を保護しながら利用していただくことはできるかど

うか、その部分についてご意見をいただきたいと思いま

す。以上です。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

　この山の上の部分は保全を継続していくべき場所だ

というふうに、先ほど内山さんもおっしゃっていました

ので、この辺りの草原を保全していくために、利用する

方向にもっていければ良いのではないかと思いました。

○実行委員（内山義政）　特に保全すべきということで、

企業などどなたかに利用していただければという提案

であると思いますが、少しこれまでの話をまとめながら

になりますけれども、例えば観光利用、ちょっとした休憩

所や東屋を設けるとしても、茅葺きの使用やそれを体験

してもらうといった中で、防火線も含めた草刈り作業と

いうものにも触れていただき、現在、ベテランの方だけ

で頑張って維持している防火線の管理を、将来的には、

少しでも若い世代が山焼きに入っていけるようにする

ためのフィールドとして使用していくことができればい

いのではないかと私個人として受け止めましたが、会

場の皆さんはいかがでしょうか。

○ネイチャーガイドクラブ（富永眞弘）　下側を利用

する案が出ていますけれども、湿原は現在４つあり、３

つはそのエリアに入っていますので、特に芝原湿原の

水源というのがかなり上のほうに延びてきています。

その部分が荒らされないよう、注意していただきたいと

思います。

○実行委員（内山義政）　そうしたピンポイントに保全

すべき場所というのは、ネイチャーガイドクラブの皆様

やジオガイドの皆様など、地元で見てきた人にしか分

からない場所もありますので、情報共有を行っていく必

要があるのではないかと思います。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　皆様、ありがとうご

ざいます。

　茅葺きや環境教育としての利用、観光資源、あるいは

保全や利用の方法について、様々なことをお話しいた

だきました。

○司会　それでは、ただいまより東伊豆会場の分科会

のほうを始めさせていただきます。

　ここからの分科会の進行については、地域おこし協

力隊の藤田翔さんと実行委員の内山義政さんにお願

いをします。また、パネラーとして入谷区町内会長の鈴

木豊美様に御協力をいただきます。

　それでは、どうぞよろしくお願いいたします。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　地域おこし協力隊

の藤田と申します。本日はよろしくお願いいたします。

　最初に、ご存知の方もいらっしゃると思いますが、簡

単に自己紹介をさせていただきます。

　地域おこし協力隊の藤田翔と言います。東伊豆町に

来て今年で３年目となり、地域おこし協力隊の任期が

最終年度となります。東伊豆町に来る前は、笹岡先生も

おられるのですが、東京環境工科専門学校というところ

で自然について学習していました。本日はよろしくお願

いいたします。

○実行委員（内山義政）　皆さん、こんにちは。内山で

す。私は稲取の田町区出身でして、高校卒業後、大学に

進学しまして、就職して静岡県内に戻ってきましたが、

2019年から職場の休業制度を使いまして、東京都立

大学の大学院に通わせていただいています。草原生態

系の保全を研究テーマとして研究を行っていまして、

フィールドを細野高原とし、地元に通いながら調査を続

けています。本日はよろしくお願いいたします。

○パネリスト（鈴木豊美）　皆さん、こんにちは。私は細

野高原を管理する稲取の４つの町内会の１つ、入谷区

町内会の会長で、区長を務めています鈴木です。入谷

区は細野高原に隣接しておりまして、昔から関わりが深

い町内会でございます。以上です。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　それでは、東伊豆

会場分科会を開会いたします。

　東伊豆会場の分科会のテーマは、『利用・保全・継

承』の３点となります。

　まず、テーマに決めたこの３点ですが、午前中にも説

明がありましたが、それぞれがローテーションしてしっ

かり循環していかないと、細野高原というものはなく

なってしまう。若しくは、一つがマイナスの方向へ向かっ

てしまうと、その次へ次へとどんどんそのマイナスが引き

ずられ、負のスパイラルになってしまうということで、そ

れぞれの問題を全体的に考えていけたらなという思い

で、このテーマにさせていただきました。

　最初に、利用について、私、藤田がお話しさせていた

だきます。

　最初に、細野高原のこれまでの利用ということで、午

前中もお話が出ていましたが、細野高原は茅場として

利用されていました。茅は、茅葺きや、昔は畑を耕すた

めに牛などを使っていたので、そういった家畜の飼料と

して使われていました。また、ミカン畑に敷いて防寒や、

雑草が生えないようにしていたり、現在においても山菜

狩りなど、多くの需要がありました。特に昔の利用に関

しては、生活により密着した需要が多くありまして、現在

とは異なり、少子高齢化が問題視される以前のことでし

たので、担い手も十分に補充されており且つ、町民全体

で利用され、さらに町全体でしっかりと保全がされてい

ました。

　そして、現在の細野高原の利用ですが、現在は生活

というよりは観光やレジャー、体験というのが主な利用

方法になっていると感じます。他にも、ハイキングや

ツーリング、少しではありますけれども、畑、山菜狩りな

どもされています。

　昔と現在の利用の変化を見てみると、生活必需でし

たが、必需ではなくなってきているという見方ができると

思います。昔の生活にどうしても密着なものというのは

必然的に利用・保全・継承のサイクルが形成されていま

したが、その利用価値が現在は少なくなってきていると

いうことで、しっかり現在の姿に合う利用価値を見いだ

さなければならないと考えています。

　また、昔は町民、町全体で生活に必要なものでした

が、現在は担い手不足や利用価値の減少に伴い、管理

全体の費用も不足しているような状況だと思います。そ

の中で、この３つの循環をしっかり考えていかなければ

と思い、現在の利用についてですが、ハイキングやツー

リングについては、そこまでお金が落ちたりするような

ものではないと思っていまして、もっともっとその利用価

値を最大限に発揮できる何かを町全体で考えていく必

要があると考えています。

また、その利用からしっかり細野高原の背景や保全を

したいという、最近だと森づくりなどに興味関心がある

方もいらっしゃると思うので、そういった層に向けて体

験やレジャー、観光、教育、そして利用することで保全・

継承への誘導を見込んでいき、その負のスパイラルか

らいい方向へ改善していくことが必要ではないかと思

います。

　ここで、他地域における利用方法について事例を幾

つかご紹介します。

　ご存知の方もいらっしゃると思いますが、隣町の伊東

市の大室山ですが、大室山自体が国の天然記念物に

なっておりまして、こちらでも毎年山焼きを実施されてい

ますけれど、こちらはリフトで３分ぐらいで山頂まで上が

れるという、気楽に行けるレジャースポットになってい

ます。そこでは料金も掛かりますが、毎年山焼きの火入

れ体験ができるので、そういったところで人手を解消し

つつ、お金も落としていただいているというような場所

です。

　こちらは先ほども紹介がありましたが、生石高原でも

和歌山の大学と連携し、イベントを通じて保全や茅葺き

の文化を発信している場所です。やはり担い手不足の

解消や保全をする上では、どうしても人手が必要になり

ますが、そういった教育や、学生などと連携して学びの

場としても利用してもらいつつ、保全もしっかり手伝っ

ていただくというような場所です。先ほどもお話がありま

したけれど、クラウドファンディング、応援したい気持ち

をお金で送るというような資金集めもされています。

　こちらは阿蘇です。先ほどお話にも上がりましたが、

阿蘇では環境省との取組を進めていて、各教育機関で

教材も作成しており、地域での体験を含め、学ぶ場を作

られています。また、環境学習の講師も派遣されているな

ど、行政と町がしっかりと連携して進めている地域です。

　ほかにもエコ資源にということで、ＳＤＧｓについても

先ほどお話がありましたが、例えば茅葺きに使われた

茅というのは取替えの時期になると、いい具合にほぐれ

て柔らかくなり、畑の肥料や雑草がはえないように敷い

て利用することや、阿蘇でも利用例があったと思いまし

たが、家畜の飼料としていたり、海外の事例ですが、バ

イオマス燃料にしていたりします。こういったことは施

設や仕組みが整備されれば、幅広い活用を検討してい

けるのではないかと思います。

　利用についてまとめとなりますが、現在の利用という

のは、景色を楽しんでいただくことなどですが、そこから

もう一歩踏み込んで、例えば細野高原の山焼き文化や

山焼きすることでどういう種類の生き物が保全されるの

か、もう少し踏み込んだ部分について、少しでも関わっ

ていただく利用というのを検討していけるといいなと

思っています。例えば、教育機関での野外学習ですが、

授業の一環として細野高原の概要などを知りつつ、危

険なことはできませんが草刈りを体験していただくなど、

実際に関わるという利用方法が良いのではないかと思

います。

　また、一般の方の立ち入りはできませんが山焼きに

ついても例えば、安全地帯を設けて見学していただくこ

とや、大人の方だったら草刈りを体験していただくなど、

より深く知り、関わっていただくことが大事だなと思い

ます。

　そして、春は山菜狩り、秋はススキイベントを実施し

ていますが、一時的な、季節的なイベントではなく、通年

体験できるサービスを作るなど、知ってもらう・認知して

もらうということを意識して進めていけたらと思います。

最終的に、継続的な利用、収益化をして、継続させるこ

とが必要だと思います。これらのことは町全体で考え、

推進していくべきことではないかと思います。

　『利用・保全・継承』、このうち１つが抜けても細野高

原を守っていくことはできないので、３つともバランスよ

く循環させていくことが不可欠であると思います。以上、

「利用」についてとなります。

　続きまして、内山さんお願いします。

○実行委員（内山義政）　それでは続きまして私のほう

から、３つある『利用・保全・継承』のうち、「保全」の部

分に関して発表させていただきます。

　最初にですが、午前中もお話がありましたのでご存

じの方も多いと思いますけれども、草原をめぐる全国的

な課題をもう一度整理させていただきます。

　左の図が阿蘇ですけれども、1930年代にこの地図

で示しているグレーの部分が全て草原でしたが、2000

年、一番右側の図ではグレーの部分が入って、ほとんど

が黒の部分、森林に変わってしまっているという傾向が

筋山周辺により多く分布しているということが傾向とし

て見えてきました。

　次、お願いします。

　これと同じように重ね、こちらには植物の種がすべて

落ちていますが、代表的な種を抽出してみると、例えば

ジザゲタシ、カラナデシコ、リュウノウギクといった何種

類かの植物が、草原のこういった場所で見られる特徴

的な種類であると思います。

　こうした結果を基に考えていくと、草原特有の植物を

保全していくには、この三筋山の山頂から桃野とマナイ

タウラ、先ほど示したエリアですけれども、この周辺を今

後も確実に山焼きをして管理していくことが重要ではな

いかと思います。

　１つ、まずは保全の指標として、こうした場所だけに

分布する植物種を上げて、保全の目安として考えてみて

はどうかということ、２つ目に山焼き管理の後継者育成

という観点では、保全上特に重要な場所とそれ以外で

かつ安全、平場で作業してケガが起きないような場所

ということですけれども、そうした場所で、先ほど藤田さ

んからも話がありましたが、管理の点検、具体的には防

火線の草刈りですとか、そういうものが手鎌で、例えば

各区の作業で余ったエリアでもいいですし、そうした場

所が少しでも確保できるようになっていけばいいので

はないかと考えています。

　今回、細野は草原のほかにも湿原が４か所ありまし

て、そことその周辺に希少なラン類などの植物が見ら

れますが、こうした希少種に関しては共通のリスクもも

ちろん非常に高いものですから、財産委員会の専門員

ですとか、ネイチャーガイドグラブの方々の助言ですと

か情報交換を深めていくことが大切だと考えています。

　また、明日、現地でお時間があれば是非見ていただ

きたいのですが、富永さんにはお話をせず申し訳ござ

いませんが、駐車場の裏側の空いているところにネイ

チャーガイドクラブの皆さんでこのような細野で見られ

る希少種の種子を採取して、現場で保全をするという

試みをされております。こういう試みというのは、保全生

態学の研究者の中ではあまり聞かない話ですので、ぜ

ひ取組を進めていったほうがいいかなと私自身は考え

ております。

　私の方からは以上となります。ありがとうございました。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうございま

した。

　保全についてですが、山焼き管理の後継者育成とい

うことで、保全の場所を限定しながらも、しっかりと希少

な植物を保全できるように、重点的に行っていくという

ことでよろしいでしょうか。

○実行委員（内山義政）　今の山焼きの範囲をしっか

りと維持していくのは大前提ですけれども、確実に保護

すべき場所というのを知っておく必要があるのではな

いかと考えています。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　保全上、重要な場

所以外且つ安全な場所での管理体験というのも、保

全・利用ということで繋がりがあると思います。もう一歩

踏み込んで山焼きについても学習できるような体験が

あれば、その後もしっかりと後継者が現れてくるのでは

ないかと、利用の観点から思いました。

　それでは最後に「継承」について、鈴木さんよろしくお

願いします。

○パネリスト（鈴木豊美）　「継承」についてですけれ

ども、細野高原の景観維持とか害虫駆除、生態系の保

護のためには、山焼きが必要です。先ほども例に出てい

ましたけれども、山焼きをするには細野高原以外に燃

焼させないように管理をするため、まず20メートルぐら

いの防火帯を作ります。10月にその部分の草を刈り、

11月にそれを燃やし、2月に山焼きを行います。この作

業を現在、4区で行い、山を守っていますが、各区とも若

者が減り、高齢化が進んだことから、作業する人の確保

も難しくなってきています。先ほどお話がありましたが、

2008年に全国草原シンポジウムのときにも、山焼きを

続けるためにボランティアを募ったり、学校の総合的な

学習の時間で子供たちに野焼き体験をしてもらうことも

文化継承に必要だと言っています。ボランティアを募る

にしても、火が入ると風向きが変わります。初めは見学

するのでも経験の積み重ねが必要でしょうと思います。

　そしてまた、令和２年９月に細野高原を考える会を発

足しています。この会でもやはり細野高原の管理、山焼

き、防火帯などを今後同様に継続していくことは困難に

なりつつあるとしています。４区で細野高原の観光、産

業などの資源としての活用や周辺の地権者と協力した

新たな魅力の創出を図っていきたいということが、発足

の経緯となります。今後、どうしたら会として細野高原の

魅力を発信することができるか、良いご提案がありまし

たらご意見いただけますと幸いです。

　山との関わりがなくなりつつある今、細野高原を残し

ていくためには、守りたいと思う人を増やしながら、山

仕事を行っていくしかないと考えています。特に若者と

の連携が重要と考えます。若者は斬新なアイデア、企画

力、行動力、情報発信力、また体力など、地域活動に必

要なものを多く兼ね備えているかと思います。「継承」に

ついての私の発表については、以上となります。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうございま

した。

あります。もちろん阿蘇でも、全国のほかの地域でも再

生に向けた取組は進んでおりますが、全国の草原面積

というものを、右の図ですが、まとめてみると、1920年

代は３万から４万平方キロメートルあった草原が、

2000年頃になると5,000平方キロメートルまで大幅

に減少しているということが分かります。このことは細野

高原、全国どの草原でも同じですけれども、管理の手が

足りなかったり、土地の改変、植林であったり、開発行

為などによって面積の減少が進んできたということが原

因として上げられています。

　次、お願いします。

　植物に着目していきますけれども、草原特有に見られ

る植物への影響というものを考えてみると、今までお話

ししてきたような草原の面積の減少というものと、この

今も維持されている草原の中の管理、山焼きであったり、

草刈りであったり、この頻度が低下したり中断したりす

る。例えば細野は日本の中でも本当に珍しく、もしかし

たら中断された年もあったかもしれませんが、記録のあ

る限り、毎年山焼きをしてきているということで、非常に

貴重な草原となっています。全国的に見ると２年に一遍

だったり、例えば東日本大震災の頃に消火ヘリが飛ば

ず、仙石原では山焼きが中止になりましたけれども、そ

ういったように数年中断したり、なくなってしまったりと

いう場所も多いです。こうした２つの要因が複合的に絡

み合って、そこに出現している草原特有の植物に影響

を与えているのではないかということが近年様々な研

究で言われるようになってきました。

　今回の発表では、具体的なメカニズムですとか、専

門的な話まで踏み込みませんが、私が細野高原で植物

等のデータを取った結果を基に、どういった場所が「保

全」に適しているのかということですとか、あとは、これ

までの土地利用の変化というものを改めて航空写真で

振り返りながら、一緒に考えることができればと思って

います。

　それでは、次お願いします。

　ここが稲取の細野高原の現在の航空写真になります。

見ていただいている真ん中付近が細野高原で、右側に

ゴルフ場と伊豆アニマルキングダムがあります。

　次、お願いします。

　これと同じ2017年の写真、稲取の方はこれで分

かっていただけると思うんですが、今回初めて来ていた

だいた方は、先ほどの東伊豆町観光協会のパンフレッ

トを開いていただくと、真ん中に水源涵養保安林があっ

て、それがかなり目印として分かりやすいと思いますの

で、そこを見比べながら、過去の土地利用というものを

見比べていただければと思います。

　続いて、これが2000年です。これは今とほとんど変

わりないかと思います。

　次、お願いします。

　これが1989年ですけれども、これと先ほどの2000

年を比べると、植林が少し進み、西側の河津町のほうで

山焼きが、その前からされなくなっていたのが進んでき

たということが分かり、樹林化が進んできたということ

が分かると思います。

　これが1980年です。先ほどの水源涵養保安林の植

林がされる、外側に広がる前という感じです。

　これがかなり前になりますけれども、1964年です。こ

のあたりから多分、当時の状況をご存じの方もいらっ

しゃるかもしれませんが、まだ私が生まれていない時代

ですけれども、これと先ほどの写真を見比べていただけ

ると、今のゴルフ場の辺りですとか、茅場がかなり減った

ことが、河津町側のほうですけれども分かると思います。

　これがさらに昔の1947年ですけれども、こちらは先

ほどの写真より引いて写しているので、もう少し白田の

ほう、東側のほうまでずっと広く茅場が広がっていたと

いうことが分かると思います。

　次、お願いします。

　これをもう一回まとめてみると、1947年には、グレー

の部分が草原ですけれども、これだけ一面広がってい

たものが真ん中の水源涵養保安林の植林が進んだり、

河津町側のほうでの山焼きが中断したことによって樹

林化が進んだり、国有林、北西側のほうが山焼きしなく

なって樹林化が進んだりという傾向が分かるかと思い

ます。

　このデータを基に草原がどれぐらい減ってきたのか

というのを出しましたが、2013年から2015年に１か

月に１回程度、この遊歩道の道にほぼ沿った形になり

ますが、第１駐車場から熊口、マナイタウラというのが

真ん中の水源林ですけれども、そこから三筋山を登っ

て桃野を進んで、ＧからＨというこの区間です。パンフ

レットでいうと、６番から５番、４番に行くルートですが、

ここを歩いて道の分岐で区切った区間ごとに出てきた

植物の種類を記録しています。あとは、草刈りと山焼き

の多い区間を記録しています。

　これを統計的に解析して、詳細は省きますけれども、

山焼きと草原がどれぐらい周囲にあるのかという影響も

加味して、そこにいる植物の種類のパターンを比べて

みると、三筋山からマナイタウラのこの緑色で囲った範

囲に見られる植物と熊口の水源林の自然、青色で囲っ

た範囲で見られる植物というのは明らかに種類が違っ

てくるということが分かります。山焼きとまとまった草原、

両方の効果で維持されている植物というのが、この三

　一点ご質問よろしいでしょうか。４区一体で管理をさ

れていると思いますが、例えば小学校などの教育機関

に山焼きのやり方や、草刈りのやり方を伝えるときに、手

法については4区統一された管理等はされているので

しょうか。

○パネリスト（鈴木豊美）　管理自体は財産区が指導

していますけれども、大体４区とも同じような方法で防

火線刈りをやっています。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　財産区から教育機

関、子供や大人に管理体験を提供する事は可能なので

しょうか。

○パネリスト（鈴木豊美）　安全なところであれば可能

と思われますが、その指導を行う方を誰にお願いする

のか、要するに財産区で子どもたちを預かってやるとか、

学校のイベントとしてやることで先生も現地にきて子供

を見守ってくれるか、そのあたりの仕組みを整備してい

かないと難しいのではないかと思います。安全な場所

でそういった体験を提供できる場所はあります。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　行政と連携した取

り組みとして行うことも可能なのではないでしょうか。

○パネリスト（鈴木豊美）　可能だと思います。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

　その他に、それぞれの観点からご質問など有ります

でしょうか。

○パネリスト（鈴木豊美）　内山さんにお伺いしたい

のですが、山焼きをしていかないと、この希少種という

のは絶滅してしまうのでしょうか。

○実行委員（内山義政）　先ほど、箱根で2011年に山

焼きを中断したというお話をさせていただきましたが、

実際に見かけられなくなった種がありまして、その後数

年かけて追跡しても復活しなかったという例もあります

ので、できれば毎年焼いているところは、私個人の思い

として、維持していければと思っています。

○パネリスト（鈴木豊美）　先ほどのお話で、細野高原

の山焼きは継続してやってきたという事でしたが、実は

１年だけ実施していない時がありました。その翌年は、

野ネズミやモグラ、が増え、茅が枯れたところがだいぶ

あります。やはり、動物の生態系も崩れていくという事で

しょうか。

○実行委員（内山義政）　おそらく、動物の生態系にも

及んでいるのではないかと思われますが。

○パネリスト（鈴木豊美）　ありがとうございます。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）

　私共の方から、今後の『利用・保全・継承』について、

具体的にどのように進めた方が良いという事は言えな

いのですが、各視点からはこのような意見となりました。

　この後、会場の皆様からも、このような利用をしてみ

てはどうか又はこういう試みをしてみてはどうかという

ご意見がありましたら、そのことについて具体的な方針

や対策を模索していきたいと思います。

　現在、１時４０分ですので、１０分ほど休憩の時間とさ

せていただきます。休憩後に1時間ほどですが、皆様よ

り何かご意見を伺いたいと思いますので、よろしくお願

いいたします。

（休　憩）

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　それではご意見を

伺っていきたいと思いますが、先ほど休憩中に、細野高

原のススキを実際に茅として利用できるのかという事

で、日本茅葺き文化協会の安藤様にいろいろとお話を

伺いまして、とても興味深い内容でしたので、活用方法

等について是非お話をいただきたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。

○（一社）日本茅葺き文化協会（安藤邦廣）　皆さん、こ

んにちは。

　先ほど１時間ぐらいのお昼休みで、細野高原を初め

て拝見させていただきました。茅の質や量について実

際に確認させていただき、そのことについて私の意見と、

茅の利用ということ、特に茅葺きということについての

この地域でのこれからの可能性についてお話しさせて

いただきます。

　茅という資材ですけれども、建築資材としてのこれか

らの利用価値や可能性ということについては意見が

幾つかあります。この細野高原の茅の質、これは茅葺

きの材料として全く問題ないと思います。丈が多少短い

ということはそのとおりですが、山頂近くですと大体２ｍ

近くのものが十分ありますし、平均して背丈ほどですか

ら、御殿場のものに比べると50ｃｍほど低いという事に

なります。平地の茅も大きなものですと３ｍぐらいにな

りますけれども、平均的には大体２メーターちょっと、

2.5ｍぐらいですから、数十センチ低いということです。

　茅の利用ということでいうと、大体４尺から５尺あれ

ば一定の茅として十分に葺くことができます。短い茅と

してカリヤスという茅がありますが、これは最も上質な

茅であり、白川の合掌造りなど、北陸方面ではほとんど

カリヤスが主となっており、この背丈は大体平均的に人

の背丈以下の1.8ｍから低いものだと1.5ｍぐらいです。

そのため小茅、小さい茅といわれています。大茅は大き

いですが太くて重さもあって扱いにくい、また、葺いた後

の耐久性も低いということもあり、小茅は最上とされて

いう利用方法を検討されているのか教えてください。

○東伊豆観光協会長（石島専吉）　今年の６月24日に

町観光産業課が主体となり、東京にあるＫａｎａｔｔａという

ドローンの体験ツアーを行っている企業と、稲取の勤

労者体育館と稲取高原、クロスカントリーを範囲に、

（一社）美しい伊豆創造センターや伊豆急行㈱の皆さ

ん２０人ほどが集まり、体験を行いました。私も体験しま

したが、自分が体験できるとは思ってもいませんでした

ので、できるのかなという気持ちでしたが、意外と簡単

に200メートル～300メートル上昇させることや、横に

スライドさせることができました。稲取高原からですと、

焼却場の先の海の方まで行くことができますし、ゴルフ

場や細野高原の近くまで操縦できてしまいます。そのた

め、この秋にドローン体験ツアーとして、１泊２日若しく

は２泊３日ぐらいで、宿泊していただいたお客様に体

験していただこうという企画がございまして、具体的な

日程は決定していませんが、そのような予定となって

います。

○パネリスト（鈴木豊美）　どうもありがとうございま

した。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　すみません、また少

し話題が変わってしまいますが、今回、利用と保全と継

承を繋ぐアイデアの一つとして、環境教育を上げました

が、その観点について、笹岡先生よりコメントをいただ

けますと幸いです。よろしくお願いします。

○全国草原再生ネットワーク理事（笹岡達男）　これ

はむしろ藤田さんに返してあげたいぐらいです。例えば、

藤田さんが経験され、勉強されたことを活かし、学校の

学生たちをもし東伊豆町に呼ぶとするならば、どのよう

なことを考えているのかご意見をお伺いしたいです。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

　まず、私が地域おこし協力隊になった理由ですが、専

門学校のインターンシップで北海道の黒松内にある、

「ぶなの森自然学校」というところに行ったのですが、

その時に体験したことが私の中でとても感動しました。

自然について細かく言うような自然学校ではなくて、自

然の中で思い切り遊ぶというような場所でした。１週間

単位のプログラムで、長い子は１か月、夏休み丸 と々い

う子もいましたが、やはり子供たちは日常から学ぶ姿

勢がすごく、とても成長を感じられました。最近は家庭

用ゲーム機やスマートフォンなど、外に出る機会や公園

の遊具が危険という観点で、遊ぶ環境がだんだんと少

なくなっており、両親も共働きで忙しいという事なので、

なかなか自然と触れ合いながら思うように遊ぶ、体験す

るということが少なくなってきているというふうに思いま

す。北海道でのプログラムでは、大阪や東京、中には中

国の子供が一人で飛行機に乗って北海道に来て、自然

体験をしながら一緒に遊び、学ぶというような生活をし

ていました。ほんの１週間だけでも、すごく成長を感じる

ことができます。最初は虫も怖くて、「何でこんなところに

一人で来させられたんだろう」というように悲しむ子も

いましたが、知らない地域や大きな自然に囲まれ思いっ

きり遊ぶことで、一回り大きく成長したように感じました。

　その体験がすごく印象に残っていまして、実際、今年

の夏にはオンライン上のキッズコミュニティーと繋がり

があるのですが、子供たちが伊豆稲取に遊びに来て、

海への飛び込み体験や細野高原の草原で思いっきり

走ってみるという事をしました。他にも取ってきた竹を

割り、自分たちで一から流しそうめんを作る体験を通じ

て、お家の方もお子さんが、「一回り大きく、大人の顔に

なって帰ってきた」とか、「また伊豆に行きたい」とおっ

しゃっていました。子どもたちもお家の方に、「家に帰っ

たらノコギリ買って」と、創作意欲が溢れていました。

このように、小さい時の経験はとても重要だと考えてお

りまして、学習面においても空間把握能力や創作意欲

が溢れたりと、そのようなことを推進していきたいと思

い、私はこの東伊豆町に来ました。今後もこう言った取

り組みを進めていきたいと思います。

ありがとうございました、以上です。

○全国草原再生ネットワーク理事（笹岡達男）　あり

がとうございました。

　私は笹岡と申しますが、藤田さんの卒業された専門

学校に勤務しております。この度は実行委員という立場

で出席させていただいておりますけれども、藤田さんの

アイデアは大変良いものだと思います。

　私たちの学校は、自然環境や野生生物の好きな学生

が来ていますので、そういう学生は自ら進んでテントを

張って寝たり、喜んで虫を捕まえたり、植物観察をします。

藤田さんがおっしゃっていたような、様々な地域の小学

生や中学生などの子供たちの受入れ体制を整備する

ことは非常に重要です。そのときに一番大事なのは、学

います。

　この小茅が取れる様々な条件が、現在社会的に、あ

るいはその生態的に限定的になりましたので、白川の

ほうではやむを得ずほとんどを大茅、御殿場の茅を

使っているという現状になっています。これについては

あまり好ましい状態とは言えず、ユネスコからも本来の

その地域の茅を使うべきだという意見が出されており、

代替措置ということで、将来は小茅へ戻すということは

目指されていますが、温暖化の影響などがあり、小茅の

生息域がどんどん限定的になっているのが現状です。

　それから、本来茅場であったものが一旦失われてし

まいますと、再生が非常に困難であるということ、また、

材料を刈る組織も廃れつつあり、個人で刈るにはなか

なか難しいということですが、そのような観点からも、こ

の細野高原の1.8ｍ程度の茅は、本日見た限りの感想

ですが、細くしなやかで耐久性もあり、質が良いと思わ

れます。実際に刈ってみないと分かりませんが、少なくと

も茅の材料として不足はないと言えます。ただ、量につ

いてはかなりまばらなところもありまして、全体的にスス

キが、草原が広がっているところではないと思います。

これは阿蘇も同じですが、120ヘクタールということで

すので、例えばその３分の１が茅場という事であれば、

屋根に葺くには十分な量が確保できます。このことにつ

いては実証実験を行うことで、どの場所で茅が刈りやす

く運搬がしやすいのか、また、どの程度の量が確保でき

るのかを確認することは簡単にできることかと思います。

　本来この地域では茅を屋根に葺いて、そして牛馬を

肥やして、さらに時代的に柑橘類の生育のために地域

経済を支えたことは間違いないです。その地域経済を

支える重要な資源、資材であったということが、この細

野高原の茅場が今に受け継がれている最大の理由で

す。決して生物多様性の維持をしたわけでもなく、観光

のためにしたわけでもない。皆さんが支えてきた結果、

これだけの草原が今に残され、その習慣が良いことと

して、皆さんの努力が今に続けられているということだ

と思います。

　今後、細野高原の茅場がこれだけの面積を残してい

くという事であれば、これは地域経済、産業とどのように

結びついていくかという事を明確にしていかなければ、

一部の限定的なものになりますし、ほかの土地利用と

いうことを考えることも必要なのではないかと思います。

これから東伊豆町、伊豆地域において、茅場はどのよう

に役に立つかということを議論していくことが必要です。

　そのことについて、午前中にもお話があった範囲で

いいますと、この地域では観光が大きな産業の主軸に

なっているということですので、温泉、細野高原、ビーチ

ですね、この３つが揃っている観光地は、国内はもとよ

りコロナウイルスがある程度収束すれば、海外、アジア

地域にとっては非常に大きな可能性を持っているのは

ないでしょうか。そのとき、この茅資源が役に立つのか

と考えていくことが大事ではないかと思っています。

　それでは具体的にどのように活用していくのかという

事について、茅葺きの建物を観光施設に取り入れて復

活させていくということが、私は非常に大事であり可能

性があることだと思います。茅葺きの民家は戦前ほど姿

を消したと思います。戦後間もなく、エアコン生活の中

で流れとして、茅葺きの建物を民家に戻すということは、

一部にあるかもしれませんけれども、かなり現実的では

ないです。この地域の観光として、もう少し観光の質に

変わった滞在型の、あるいは自然と親しむような、ある

いは子供たちの教育とか体験ということを重視した観

光にシフトしていくことを考えれば、観光施設も緩やか

に木造で茅葺きの施設ということが一定割合、世界的

に、あるいは日本の中でも進んでいることは間違いな

いです。ヨーロッパで茅葺きが復活しているのは、まさし

くリゾート地において、オランダやデンマーク、北欧の地

域で最も質の高い観光地は茅葺きで造られる建物群

がつくる景観やその中での生活のゆっくりとした時間を

過ごす、あるいは都市生活で非常に疲れた心身を癒や

す、そういった観光がこれからの大きな流れになると思

います。

　今どき海で泳ぐ人は非常に少なくなったと、本当にそ

う思います。なぜかといえば、ホテルの冷房の効いた室

内にいれば、海岸に出るということとは非常に落差があ

り難しいためです。昔は海の家といって、必ず海辺に日

よけをつくるような東屋などの仮設の避暑地を造り、

人々が海辺で休むような施設があってはじめて海水浴

ができていました。今は冷房の効いた施設は整備され

ていますが、海辺の本来の自然の中で昼寝をしたり、風

を楽しむような施設というのはもうないように思えます。

　ですから、例えばこの海辺に茅葺きのリゾート施設を

これからまた復活していくということを考えるのであれ

ば、細野高原で星を見るとか、別な自然を楽しむような

施設を造る必要もあると思います。そういった本来の観

光にふさわしい施設を、この伊豆にある杉という、戦後

植えた木を活用し、この無尽蔵の茅の屋根を葺くという

ことを町を挙げて、あるいはこの地域の経済を挙げて、

そしてここに集まっている草原を大切にする人たちと一

体となって風景をつくっていく、この細野高原の茅とい

うのはこれだけ素晴らしい暮らしを実現できるというこ

とが分かれば、草原を守るということも非常に意義があ

り、自分たちの生活を支えていることが明確になれば、

多くの方が協力することは間違いないと思います。そう

いった茅を用いた観光施設を造っていただきたいと思

います。

　茅葺きの建物というのは、民家に葺くような50ｃｍ～

１ｍに及ぶ、30年、50年の間立派にもつ茅葺きもできま

すけれども、例えば３か月間もたせたいということだっ

たら、もっと簡単な茅葺きの東屋などの仮設建築も現

在では可能です。様々な技術を組み合わせることもでき

ますので、茅葺きの新しい観光施設利用ということから

始まり、その茅を農業資材に２次利用する、茅葺きとい

うのは必ず屋根に葺いて、再利用するということが本来

の姿です。そういったことも一部取り戻すことによって、

茅というのは本当にありがたい恵みなのだということ

が部分的にも始まれば、もう少し農業に取り入れていく

ことや、本来の生活の中に茅がどんどん浸透していくと

いうことについて、観光施設を突破口にぜひ切り開い

ていただきたいと思います。

我々の協会としても助言や技術者・職人の教育ができ

ると思います。とにかくこの細野高原の茅というのは素

晴らしい資源であるということは、未来を必ず保証する

と思いますので、是非そういったプロジェクトを、行政を

はじめ、この地域の観光協会の方などが集まることで、

進めていっていただきたい、新しい地域が見えてくると

いうようなことでこの会で想像していただくのがとても良

いことではないかと思います。それだけの資源としての

圧倒的な質・量が本日確認できましたので、是非ともこ

の地域をまた開いていくというふうに思えてなりません。

　少し長くなりましたけれども、ありがとうございました。

何かご質問あればお答えします。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうございま

した。

○（一社）日本茅葺き文化協会（安藤邦廣）　茅葺きに

ついては建築的に規制があります。都市部、この密集地

域では不燃材で葺かないといけないという規制があり

ますので、街中では厳しいところがあると思います。二

十二条地域という区域になりますけれども、それは特定

行政庁が解除できます。今まで都市化ということが非常

に進んできましたので、二十二条地域の区域指定はか

なり全域に広まっておりまして、現在、様々な地域でその

解除は特定行政庁で行えるということになっております

ので、必要に応じて限定的に外すということもできます。

恐らく細野高原は二十二条地域に該当していないと思

います。もし二十二条地域があれば、その部分を解除す

るということも今はできますし、様々な観光地、茅で地域

づくりをしようとする地域は、例えば宮城県石巻市では

非常に広大なヨシ原を持っている地域がありますが、

一部の市街化区域を除いて解除しておりますし、重要

な茅葺き集落を保有する市町村の場合も、あるいは１

戸１戸の重要な民家がある場合も、その部分を部分的

に解除するということも現在進んでおりますので、そう

いうことはあまり障害にはならないと思われます。あくま

で、地域の主体的な住民の総意があれば、できるという

ことも申し上げておきます。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうございま

した。

　茅葺きの建物を観光施設として造り、お客さんに楽し

んでいただくというのは、先ほど白川先生からお話があ

りました茅プロジェクトのように、町にしっかりと還元で

きるような収益を上げられるような施設であったり、茅

を葺き替えるタイミングでそれを体験するということも、

複合した施設ができる可能性があり、個人的に色 と々

検討してみたいという風に思いました。

○パネリスト（鈴木豊美）　ただいまの茅のことですけ

れども、この細野高原の茅は屋根に葺くことについて問

題はないという事でしたが、今の細野高原は肥料とい

うものを全然やっておりません。肥料と言えば山焼きで

燃やした後の灰ぐらいです。茅に対して人為的に肥料

を与えても問題ないのでしょうか。

○（一社）日本茅葺き文化協会（安藤邦廣）　茅に人為

的に肥料を与えるということはしない方が良いと思わ

れます。また、今まで例としてはほとんどないと思います。

唯一、刈り取ることと、その後、燃やすこと、これによって

１万年間続いてきたということは最近の学説で立証さ

れておりますので、環境条件的に余程の激変がない限

り、刈り取って火入れをすることで、屋根に使う材料とし

て持続可能なことは間違いありません。そんなに心配

することはないと思います。

○パネリスト（鈴木豊美）　どうもありがとうございま

した。

　利用について一点、東伊豆町観光協会の石島さんに

お聞きしたいのですが、今後、観光協会ではドローンの

操縦体験など計画があるようですが、具体的にはどう

自分ももっと細野高原を歩き、良いところを探し、皆様

にもご紹介出来たらと感じています。以上です。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございます。

　明日のオンライン見学会にて、お二人には現地説明

会にご出演いただいております。明日ご参加される方は

楽しみお待ちいただければ幸いです。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　私もジオガイドを

持っていまして、細野高原はよくガイドツアーをしていま

す。お客さんには、ここはこういう経緯で草原になり、昔

はこういう利用をされていて、毎年山焼きを行い管理し

ているという事をお話すると、「山焼きを見ることはでき

ませんか」という方や、「私も草刈りをやってみたいで

す」という方が多くいらっしゃいます。少しでも細野高原

に携わるきっかけとして、草刈り体験や、最初から火入

れ体験をすることは難しいですので、見学できるスペー

スを設けるなど、山焼きを一般に公開してみてはどうか

と思います。

○教育委員会事務局長（梅原　巧）　突然のご質問、

申し訳ありません。東伊豆町教育委員会事務局長の梅

原と申します。

　細野高原には、県の指定文化財として湿原が何か

所かございまして、その中に桃野湿原というところがあ

ります。私も小さい頃から遠足などでそこに行っていま

すけれども、先日確認しましたら、かなり浅くなってい

るように見え、いずれ消滅してしまうのではないかと思

いました。

　文化財ですので、人の手を入れず自然のままにして

あるというのが現状です。しかし、湿原を保つために修

正すべきか、形状が変わってしまうとしても自然のままに

しておくべきか、どちらが良いのか疑問に感じています。

　また、先ほど富永さんの方からもお話がありましたが、

鹿や猪が湿原の中に入り沼田場にしているため、掘り

返されて荒れてしまっています。ワイヤーなどを用いて、

周囲を全部囲ってしまえば入れないと思いますが、金

属なので錆が出ます。文化財的な面がありますので、自

然のままにしておこうという結論に現在はなっています

が、本来の管理はどのようにあるべきか、詳しい方がい

らっしゃればご教示いただけますと幸いです。

○実行委員（内山義政）　ご質問ありがとうございます。

　まず、文化財としての保存と、観光として利用しつつ

保存していくというのは相入れないものだと思います。

湿原の乾燥化や鹿柵を設けるというのは、私も専門で

はありませんのでお答えすることが難しいですが、会

場でもし詳しい方がいらっしゃいましたらお願いいた

します。

○芸北高原自然館主任学芸員（白川勝信）　私は元々

湿原が専門となりますが、大学を卒業後に草原のほう

に入りました。東伊豆町の気候だとおそらく低湿で細野

高原を見ても、窪地のようなところに水が集まり、湿原に

なっているのではないかと思います。いわゆる、栄養分

の少ない水が集まりその上にミズゴケが生え、そのミズ

ゴケがスポンジの役割をし、水を溜めてできるというの

が信州や北海道のような高層湿原ですが、それらとは

全く異なる低湿地です。低湿地は有機物や土砂が入っ

ていくと、長い目で見て埋まってしまう運命にあります。

　西日本を含め、低湿地がどうして長い間保たれてき

たのかについては、一方で草原を利用してきたというと

ころがありそうです。集水域でしっかりと草刈りをして有

機物が流れ込まないようにすることが、湿原の中の植

物の成長などが抑えられ、湿原の中に枯草などがたま

る量が減っていくことになります。あるいはカンスゲなど、

昔は草がとても大事でしたので、湿原のすぐ際まで草刈

りをしていたという話をよく聞きます。そのようなこともあ

り、里地といいますか、湿原の周りが積極的に利用され

てきた方が、長い間の人と自然の関わりの中で湿原が

残されてきていると思います。細野高原の現地を確認し

ておらず、写真や記憶での推測ですが。

　猪についてはおそらく、昔はそこまでの頻度で草原

の中に入ってくるような状況ではなかったと思います。

鹿も同じだと思います。現況ですが、逆に猪が沼田場に

して荒らすというのは、大きく見て悪いことではなく、湿

原の中に眠っている種子が表に出て、芽を出すという

こともあります。但し、このことも頻度が高過ぎると悪影

響になるのではないかと思います。

　錆などの鉄分につきましては、こちらの湿原の中には

ミズゴケなどはあるのでしょうか。

○ネイチャーガイドクラブ（富永眞弘）　あります。

○芸北高原自然館主任学芸員（白川勝信）　大体、酸

性のほうに偏っています。バクテリアが発生するため油

が浮いたとしても、そのことは特に自然な状態なので気

にすることではありません。やはり、現地を確認させてい

ただいてから、お話しさせていただければと思います。

よろしくお願いします。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございます。

　ただ今ご説明のありました細野高原のような低層湿

原の場合は、周りが森林だと木の葉などが幹に落ち、

蒸発や木の蒸発散があり水分が失われやすいのです

が、草原ではそれがないため、直接水が流れてきて水

源としてたくさん確保できるというご説明でよろしいで

しょうか。

○芸北高原自然館主任学芸員（白川勝信）　はい。

　私たちの一生に比べ湿原の一生は長いですが、運

校の先生でも実際に野外活動を自ら教えた経験のある

方はなかなかいらっしゃいませんから、こちらで安全に

引率して、また宿泊場所の提供ができるような、そういう

体制ができれば細野高原は明日からでも自然学校に

なるのではないかと思います。是非、そのような支援を

町として、地元として応援していただければと思います。

ありがとうございました。

○町長（太田長八）　ありがとうございました。藤田さん

には地域おこし協力隊での３年間、本当に良く頑張っ

ていただきました。

　その中でも良い活動だと思ったのが、今回コロナ禍

の中でしたが、子供たちを自然の中で楽しませて、その

間お家の方は仕事をやるという親子ワ―ケーションの

実施です。藤田さんが子供たちを見ていてくれたからこ

そ、子供たちは楽しく自然の中で学ぶことができ、お家

の方も集中して仕事をすることができたと思います。こ

れからの東伊豆町にとって、貴重な人材だと考えていま

すので、これを機にさらにご活躍いただき、活動の幅を

広げていっていただければありがたいと思います。今後

のご活躍に期待しています。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございました。

　藤田さんには引き続き、東伊豆町の環境教育の推進

を頑張っていただきたいです。今回、我 ３々人で準備を

していく中で、環境教育という言葉を上げましたけれど、

現在、細野高原の管理を主体となって行われています

４区の役員の皆様ですとか、私は田町区の出身ですが、

田町区の場合は役員のＯＢや有志による担い手が年々

増えていっていまして、私もメンバーとして活動していま

すが、そのような形で、主体となって管理を行っていく

方 と々一般の観光客との間に立ち、一般の方々を担い

手サイドにもう一歩踏み込んで誘い込むことができれ

ばと思いました。そういった中で環境教育というのは、

引き込み方の一つなのではないか思いますので、担い

手、作り手として頑張っていただくという事と、これまで

町内でそうした活動をネイチャーガイドの皆様ですと

か、ジオガイドの皆様でされてこられましたので、１３年

前のシンポジウムや今までの経緯を踏まえ、これからこ

のようにしていけば良いのではないかというご意見な

ど有りましたら、コメントをいただけますでしょうか。

○ネイチャーガイドクラブ（富永眞弘）　ネイチャーガ

イドクラブの富永と申します。

　１３年前には会長を務めさせていただきましたけれ

ども、それから細野高原の環境として大きく変わったこ

とは、鹿の食害が増えたことです。先ほど写真が出まし

たけれども、畑のようなものを作り、絶滅しそうな植物を

植え、保護するという活動を行っています。しかしながら、

鹿の食害が増えている今、保護した植物をすぐに元の

場所に戻すことはできませんので、鹿の食害が減少す

るまでは現在の活動をやり続けていかないと、種の保

存はできないものと考えております。

　もう一つはこちらも鹿に起因することですが、マダニ

がとても増えています。そのような中で、マダニが活動的

になる時期にお子さんが芝生であっても足を踏み入れ

ることは、危険なことだと思います。以上２つの違いが

確認できました。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございます。

　ジオガイドの鈴木さんはいかがでしょうか。

○ジオガイド（鈴木京子）　ジオガイドの鈴木と申します。

　私はジオガイドを案内して日が浅いので、この場で

特筆してお話をさせていただくのは難しいと思いますが、

やはりジオガイド協会的に細野高原はとても貴重な場

所で、ここを案内してお話ししたいというジオガイドは、

本部にも多いです。私個人といたしましては、小さい頃

からの思い出がありまして、ワラビの季節になれば家族

でワラビ刈りをし、山焼きも私の父、弟、私の主人、息子

も、みんなが体験しております。そのように、家族みんな

でずっと守ってきた細野高原でありますので、細野高原

の中に通っていますあの道路も、父たちの時代に造っ

ていました。造るたびに父が、「いい道ができたから行く

ぞ」と言い、誇らしげに細野高原に連れて行ってくれて、

素晴らしい景色が望める場所を紹介してくれました。

　学校的には遠足に行きまして、中学校の遠足では秋

の紅葉を見に出かけました。春にも行きましたが、その

時には桜の木がありましたので、後日、友達とまた歩い

て、桜を見に行こうって登ったものです。

　そしてもう一つの思い出が、夏休みに熊口まで行き、

学校でキャンプをしました。やはりそこでは綺麗な水が

出るということが先生たちも分かっていましたので、川

の水を汲みカレーを作り、飯盒でご飯を炊きました。

　そのように貴重なところですので、本当に残してい

きたいという気持ちはあります。私は残していくための

原動力の一部分になれませんので、観光の方で携

わっていますけれども、先ほどの白川先生のお話を

伺って、何か自分の経験を活かし、子供たちが思い出

作りをすることができれば、将来も大事にしていってく

れるのではないか、継承していってくれるのではない

かと考えています。自然学校もそうだと思いますが、そ

のような経験を幼い頃に積み重ねていくことが重要で

はないかと感じます。

　ジオという事ではあまり詳しくお話しできませんが、

　今後どのようにしていくのかについては、町全体で決

めていくことだと思いますが、このような会も重ねたうえ

で、しっかりとプロジェクトの推進をしていければと思

います。

　最後になりますが本日は様々な意見が出ましたので、

町長より本会のまとめをよろしくお願いいたします。

○町長（太田長八）　本日は貴重なご意見を多数いた

だきまして、ありがとうございました。

いただいたご意見を基にこれから戦略を練り、推進し

ていきたいと思います。

　そういった中で、日本茅葺き文化協会の安藤様には、

茅葺きや茅の再利用という事について、また色々なご指

導をいただけますと、大変ありがたいと思います。

　本会を通じ、皆様が細野高原について真剣に考えて

いただいていることを、一層深く感じました。今後とも皆

様とは情報共有を行っていき、保全や利用について検

討していければと思います。

　また、最も大事なのは管理を行っていく後継者、これ

が一番重要だと思います。今のままでは必ず担い手不

足となってしまいますので、今後の体制をどのように変

化させていくか、そしていかに細野高原の素晴らしい自

然を保全していくか、これこそが最大の課題です。皆様

と一体となり、この保全にしっかりと取り組んでいきた

いと考えておりますので、その際にはまたご支援とご協

力の程をよろしくお願いいたしたいと思います。

　以上です。ありがとうございました。

○（一社）日本茅葺き文化協会（安藤邦廣）  申し訳ご

ざいません。最後によろしいでしょうか。

　この茅場の維持管理について、先ほど町教育委員会

の梅原さんよりご発言があった中で思い出しましたが、

文化庁の制度で文化財を守る資材を選定する、「ふるさ

と文化財の森」というものがあります。この中に茅場が

含まれていまして、現在、全国１９か所の茅場が選定さ

れており、静岡県だと朝霧高原が数年前に選定されて

います。各県に１か所程度ありますが、文化庁の中で一

番新しい制度となっています。文化財というのは法隆寺

などの建築物、それから、それを守る職人技、無形文化

財といいますが、それに加えて資材の文化財制度が一

番新しく、１０年ほど前にできたばかりです。例えばヒバ

塗装や漆です。その中にやはり茅がとても不足している

ので、茅場を保全、管理していきましょうということで、文

化財に出荷する茅として、そのエリア選定するというこ

とができます。

　私が本日見た限り、細野高原はこれに合致する場所

だと思います。ただし条件としましては、文化財への出

荷実績が多少なりとも必要ということになります。その

ためこの地域にある文化財、市町村指定や登録文化

財でも可能ですが、茅葺きの建物が伊豆半島にはたく

さんあると思います。例えば伊豆の国市にある国指定

重要文化財の江川邸もそうですが。そういうことで２～

３年程度の実績を積み、細野高原の茅場の質、量は問

題ないと思われますので、是非、茅刈りを始めていただ

き、選別したものを出荷する取組をしていただければ、

制度の対象として選定されると思います。選定される、

文化財の森から様々な助成制度受けられます。普及啓

発事業というもので毎年助成が出ていますので、最大

２００万円の満額補助となりますが、そこに町民の方々

が参加して、皆様と一緒に環境教育を推進していきな

がら茅刈りを行い、山焼きをやること、このような環境

保全全体の取組を体験、研修することで補助が受けら

れます。

　また、選定地の整備費用にも半額補助が受けられま

す。例えば農道整備や支障木の伐採、山焼きについても

環境整備事業となります。いずれも県を通じ、文化庁へ

の申請手続や調査の依頼を行い、町の文化財関係課

から県の文化財関係課の方に連絡を行います。私も文

化財のほうの選定委員となっていますので、私の見た

限り細野高原は是非、ふるさと文化財の森に選定して

いくことを２～３年の目標にしてやっていただくと良い

のではないかと思います。

　細野高原の観光利用というのは、長期的に一歩ずつ

やっていくことが必要ですけれども、取りあえず、文化財

制度を活用していくことは非常に利点が大きいと思い

ます。是非、文化庁への問い合わせやホームページを

ご確認いただき、ふるさと文化財の森という制度を調べ

てみてください。生物多様性の維持や環境教育というこ

とを推進していくために、とてもいい制度だと思います。

以上、補足となります。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

○司会　この後午後３時２０分より、各分科会場の方

にご出演いただき、WEB配信にて全体会を予定してい

ます。

　藤田さん、内山さんにおかれましては、全体会での発

表に向け意見をまとめていただきますので、東伊豆会

場の分科会はこれにて終了といたします。

　藤田さん、内山さん、鈴木さん、どうもありがとうござ

いました。

　それでは全体会までお時間がありますので、休憩を

お取りください。
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命的には窪地ができ、湿原ができ、それが消えていく段

階である中の現在、一断面を見ていることになりますの

で、人工的に何をしていくのかという事については、今

の時代に生きている私たちでしっかりと決めればいい

のではないかと思います。

　ただ、内山さんが先ほどおっしゃいましたけれども、

湿原という生態系が何も触れずに保存するということ

ができないものなので、例えば広いまま残そうとするの

であれば、三瓶山の姫逃池というところでは、毎年水草

をしっかり取るという作業をしています。そういうやり方

もありますので、その部分は地元に近い専門家の方な

どと一緒に、管理を考えていけばよろしいのではないか

と思います。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございます。

　ご質問へのご回答は以上でよろしいでしょうか。

○教育委員会事務局長（梅原　巧）　ありがとうござい

ました。

○稲取地区特別財産運営委員長（山田賢一）　財産区

の山田です。

　内山さんの話を今まで聞いてきまして、細野高原の一

番古い写真をお出しいただけますでしょうか。

　この下の方に見えるのがゴルフ場ですけれども、また

ずっと上のこちらの方、河津との境界以外のところにつ

いて、私たちが学生だった昭和47年以前にはすべて

入谷区で山焼きを行っていました。真ん中に熊口の水

源がありますが、こちらの方はゴルフ場で、ここからバイ

オパーク、ゴルフ場まで草原でした。さらにもっと上の

方、そこら辺までが草原でした。40年代後半、50年代

に高山通りということで植林をしまして、現在あまりいい

山だとは言えませんが、ほとんど植林されています。

　現在は、昔から比べれば３分の１ぐらいの広さです。

そういう意味で、先輩の皆さんがそれだけ頑張って、こ

の３倍、４倍の広さを管理してきたので、私たちも管理

していかなければという気持ちがありますが、どのよう

に維持していくのか、その部分で悩んでいます。

　今年、財産区の役員の皆さんと相談して、この部分は

急傾斜地で山焼きをすると岩が落ちてくる為、来年の山

焼きからやめることになりました。放棄という形になりま

すが、管理する人の安全の為です。

　また、これも内山さんがおっしゃっていたことですが、

ここが熊口水源ですけれども、ここからここまでの部分

は大体40～50ヘクタールになります。役員の皆様と現

在考えていることが、ここから上については水源地とな

りますので手は入れないですが、こちら側の部分を将来

的に、先ほどの体験学習や観光のためのイベントなど、

自然を保護しながら利用していただくことはできるかど

うか、その部分についてご意見をいただきたいと思いま

す。以上です。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

　この山の上の部分は保全を継続していくべき場所だ

というふうに、先ほど内山さんもおっしゃっていました

ので、この辺りの草原を保全していくために、利用する

方向にもっていければ良いのではないかと思いました。

○実行委員（内山義政）　特に保全すべきということで、

企業などどなたかに利用していただければという提案

であると思いますが、少しこれまでの話をまとめながら

になりますけれども、例えば観光利用、ちょっとした休憩

所や東屋を設けるとしても、茅葺きの使用やそれを体験

してもらうといった中で、防火線も含めた草刈り作業と

いうものにも触れていただき、現在、ベテランの方だけ

で頑張って維持している防火線の管理を、将来的には、

少しでも若い世代が山焼きに入っていけるようにする

ためのフィールドとして使用していくことができればい

いのではないかと私個人として受け止めましたが、会

場の皆さんはいかがでしょうか。

○ネイチャーガイドクラブ（富永眞弘）　下側を利用

する案が出ていますけれども、湿原は現在４つあり、３

つはそのエリアに入っていますので、特に芝原湿原の

水源というのがかなり上のほうに延びてきています。

その部分が荒らされないよう、注意していただきたいと

思います。

○実行委員（内山義政）　そうしたピンポイントに保全

すべき場所というのは、ネイチャーガイドクラブの皆様

やジオガイドの皆様など、地元で見てきた人にしか分

からない場所もありますので、情報共有を行っていく必

要があるのではないかと思います。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　皆様、ありがとうご

ざいます。

　茅葺きや環境教育としての利用、観光資源、あるいは

保全や利用の方法について、様々なことをお話しいた

だきました。

○司会　それでは、ただいまより東伊豆会場の分科会

のほうを始めさせていただきます。

　ここからの分科会の進行については、地域おこし協

力隊の藤田翔さんと実行委員の内山義政さんにお願

いをします。また、パネラーとして入谷区町内会長の鈴

木豊美様に御協力をいただきます。

　それでは、どうぞよろしくお願いいたします。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　地域おこし協力隊

の藤田と申します。本日はよろしくお願いいたします。

　最初に、ご存知の方もいらっしゃると思いますが、簡

単に自己紹介をさせていただきます。

　地域おこし協力隊の藤田翔と言います。東伊豆町に

来て今年で３年目となり、地域おこし協力隊の任期が

最終年度となります。東伊豆町に来る前は、笹岡先生も

おられるのですが、東京環境工科専門学校というところ

で自然について学習していました。本日はよろしくお願

いいたします。

○実行委員（内山義政）　皆さん、こんにちは。内山で

す。私は稲取の田町区出身でして、高校卒業後、大学に

進学しまして、就職して静岡県内に戻ってきましたが、

2019年から職場の休業制度を使いまして、東京都立

大学の大学院に通わせていただいています。草原生態

系の保全を研究テーマとして研究を行っていまして、

フィールドを細野高原とし、地元に通いながら調査を続

けています。本日はよろしくお願いいたします。

○パネリスト（鈴木豊美）　皆さん、こんにちは。私は細

野高原を管理する稲取の４つの町内会の１つ、入谷区

町内会の会長で、区長を務めています鈴木です。入谷

区は細野高原に隣接しておりまして、昔から関わりが深

い町内会でございます。以上です。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　それでは、東伊豆

会場分科会を開会いたします。

　東伊豆会場の分科会のテーマは、『利用・保全・継

承』の３点となります。

　まず、テーマに決めたこの３点ですが、午前中にも説

明がありましたが、それぞれがローテーションしてしっ

かり循環していかないと、細野高原というものはなく

なってしまう。若しくは、一つがマイナスの方向へ向かっ

てしまうと、その次へ次へとどんどんそのマイナスが引き

ずられ、負のスパイラルになってしまうということで、そ

れぞれの問題を全体的に考えていけたらなという思い

で、このテーマにさせていただきました。

　最初に、利用について、私、藤田がお話しさせていた

だきます。

　最初に、細野高原のこれまでの利用ということで、午

前中もお話が出ていましたが、細野高原は茅場として

利用されていました。茅は、茅葺きや、昔は畑を耕すた

めに牛などを使っていたので、そういった家畜の飼料と

して使われていました。また、ミカン畑に敷いて防寒や、

雑草が生えないようにしていたり、現在においても山菜

狩りなど、多くの需要がありました。特に昔の利用に関

しては、生活により密着した需要が多くありまして、現在

とは異なり、少子高齢化が問題視される以前のことでし

たので、担い手も十分に補充されており且つ、町民全体

で利用され、さらに町全体でしっかりと保全がされてい

ました。

　そして、現在の細野高原の利用ですが、現在は生活

というよりは観光やレジャー、体験というのが主な利用

方法になっていると感じます。他にも、ハイキングや

ツーリング、少しではありますけれども、畑、山菜狩りな

どもされています。

　昔と現在の利用の変化を見てみると、生活必需でし

たが、必需ではなくなってきているという見方ができると

思います。昔の生活にどうしても密着なものというのは

必然的に利用・保全・継承のサイクルが形成されていま

したが、その利用価値が現在は少なくなってきていると

いうことで、しっかり現在の姿に合う利用価値を見いだ

さなければならないと考えています。

　また、昔は町民、町全体で生活に必要なものでした

が、現在は担い手不足や利用価値の減少に伴い、管理

全体の費用も不足しているような状況だと思います。そ

の中で、この３つの循環をしっかり考えていかなければ

と思い、現在の利用についてですが、ハイキングやツー

リングについては、そこまでお金が落ちたりするような

ものではないと思っていまして、もっともっとその利用価

値を最大限に発揮できる何かを町全体で考えていく必

要があると考えています。

また、その利用からしっかり細野高原の背景や保全を

したいという、最近だと森づくりなどに興味関心がある

方もいらっしゃると思うので、そういった層に向けて体

験やレジャー、観光、教育、そして利用することで保全・

継承への誘導を見込んでいき、その負のスパイラルか

らいい方向へ改善していくことが必要ではないかと思

います。

　ここで、他地域における利用方法について事例を幾

つかご紹介します。

　ご存知の方もいらっしゃると思いますが、隣町の伊東

市の大室山ですが、大室山自体が国の天然記念物に

なっておりまして、こちらでも毎年山焼きを実施されてい

ますけれど、こちらはリフトで３分ぐらいで山頂まで上が

れるという、気楽に行けるレジャースポットになってい

ます。そこでは料金も掛かりますが、毎年山焼きの火入

れ体験ができるので、そういったところで人手を解消し

つつ、お金も落としていただいているというような場所

です。

　こちらは先ほども紹介がありましたが、生石高原でも

和歌山の大学と連携し、イベントを通じて保全や茅葺き

の文化を発信している場所です。やはり担い手不足の

解消や保全をする上では、どうしても人手が必要になり

ますが、そういった教育や、学生などと連携して学びの

場としても利用してもらいつつ、保全もしっかり手伝っ

ていただくというような場所です。先ほどもお話がありま

したけれど、クラウドファンディング、応援したい気持ち

をお金で送るというような資金集めもされています。

　こちらは阿蘇です。先ほどお話にも上がりましたが、

阿蘇では環境省との取組を進めていて、各教育機関で

教材も作成しており、地域での体験を含め、学ぶ場を作

られています。また、環境学習の講師も派遣されているな

ど、行政と町がしっかりと連携して進めている地域です。

　ほかにもエコ資源にということで、ＳＤＧｓについても

先ほどお話がありましたが、例えば茅葺きに使われた

茅というのは取替えの時期になると、いい具合にほぐれ

て柔らかくなり、畑の肥料や雑草がはえないように敷い

て利用することや、阿蘇でも利用例があったと思いまし

たが、家畜の飼料としていたり、海外の事例ですが、バ

イオマス燃料にしていたりします。こういったことは施

設や仕組みが整備されれば、幅広い活用を検討してい

けるのではないかと思います。

　利用についてまとめとなりますが、現在の利用という

のは、景色を楽しんでいただくことなどですが、そこから

もう一歩踏み込んで、例えば細野高原の山焼き文化や

山焼きすることでどういう種類の生き物が保全されるの

か、もう少し踏み込んだ部分について、少しでも関わっ

ていただく利用というのを検討していけるといいなと

思っています。例えば、教育機関での野外学習ですが、

授業の一環として細野高原の概要などを知りつつ、危

険なことはできませんが草刈りを体験していただくなど、

実際に関わるという利用方法が良いのではないかと思

います。

　また、一般の方の立ち入りはできませんが山焼きに

ついても例えば、安全地帯を設けて見学していただくこ

とや、大人の方だったら草刈りを体験していただくなど、

より深く知り、関わっていただくことが大事だなと思い

ます。

　そして、春は山菜狩り、秋はススキイベントを実施し

ていますが、一時的な、季節的なイベントではなく、通年

体験できるサービスを作るなど、知ってもらう・認知して

もらうということを意識して進めていけたらと思います。

最終的に、継続的な利用、収益化をして、継続させるこ

とが必要だと思います。これらのことは町全体で考え、

推進していくべきことではないかと思います。

　『利用・保全・継承』、このうち１つが抜けても細野高

原を守っていくことはできないので、３つともバランスよ

く循環させていくことが不可欠であると思います。以上、

「利用」についてとなります。

　続きまして、内山さんお願いします。

○実行委員（内山義政）　それでは続きまして私のほう

から、３つある『利用・保全・継承』のうち、「保全」の部

分に関して発表させていただきます。

　最初にですが、午前中もお話がありましたのでご存

じの方も多いと思いますけれども、草原をめぐる全国的

な課題をもう一度整理させていただきます。

　左の図が阿蘇ですけれども、1930年代にこの地図

で示しているグレーの部分が全て草原でしたが、2000

年、一番右側の図ではグレーの部分が入って、ほとんど

が黒の部分、森林に変わってしまっているという傾向が

筋山周辺により多く分布しているということが傾向とし

て見えてきました。

　次、お願いします。

　これと同じように重ね、こちらには植物の種がすべて

落ちていますが、代表的な種を抽出してみると、例えば

ジザゲタシ、カラナデシコ、リュウノウギクといった何種

類かの植物が、草原のこういった場所で見られる特徴

的な種類であると思います。

　こうした結果を基に考えていくと、草原特有の植物を

保全していくには、この三筋山の山頂から桃野とマナイ

タウラ、先ほど示したエリアですけれども、この周辺を今

後も確実に山焼きをして管理していくことが重要ではな

いかと思います。

　１つ、まずは保全の指標として、こうした場所だけに

分布する植物種を上げて、保全の目安として考えてみて

はどうかということ、２つ目に山焼き管理の後継者育成

という観点では、保全上特に重要な場所とそれ以外で

かつ安全、平場で作業してケガが起きないような場所

ということですけれども、そうした場所で、先ほど藤田さ

んからも話がありましたが、管理の点検、具体的には防

火線の草刈りですとか、そういうものが手鎌で、例えば

各区の作業で余ったエリアでもいいですし、そうした場

所が少しでも確保できるようになっていけばいいので

はないかと考えています。

　今回、細野は草原のほかにも湿原が４か所ありまし

て、そことその周辺に希少なラン類などの植物が見ら

れますが、こうした希少種に関しては共通のリスクもも

ちろん非常に高いものですから、財産委員会の専門員

ですとか、ネイチャーガイドグラブの方々の助言ですと

か情報交換を深めていくことが大切だと考えています。

　また、明日、現地でお時間があれば是非見ていただ

きたいのですが、富永さんにはお話をせず申し訳ござ

いませんが、駐車場の裏側の空いているところにネイ

チャーガイドクラブの皆さんでこのような細野で見られ

る希少種の種子を採取して、現場で保全をするという

試みをされております。こういう試みというのは、保全生

態学の研究者の中ではあまり聞かない話ですので、ぜ

ひ取組を進めていったほうがいいかなと私自身は考え

ております。

　私の方からは以上となります。ありがとうございました。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうございま

した。

　保全についてですが、山焼き管理の後継者育成とい

うことで、保全の場所を限定しながらも、しっかりと希少

な植物を保全できるように、重点的に行っていくという

ことでよろしいでしょうか。

○実行委員（内山義政）　今の山焼きの範囲をしっか

りと維持していくのは大前提ですけれども、確実に保護

すべき場所というのを知っておく必要があるのではな

いかと考えています。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　保全上、重要な場

所以外且つ安全な場所での管理体験というのも、保

全・利用ということで繋がりがあると思います。もう一歩

踏み込んで山焼きについても学習できるような体験が

あれば、その後もしっかりと後継者が現れてくるのでは

ないかと、利用の観点から思いました。

　それでは最後に「継承」について、鈴木さんよろしくお

願いします。

○パネリスト（鈴木豊美）　「継承」についてですけれ

ども、細野高原の景観維持とか害虫駆除、生態系の保

護のためには、山焼きが必要です。先ほども例に出てい

ましたけれども、山焼きをするには細野高原以外に燃

焼させないように管理をするため、まず20メートルぐら

いの防火帯を作ります。10月にその部分の草を刈り、

11月にそれを燃やし、2月に山焼きを行います。この作

業を現在、4区で行い、山を守っていますが、各区とも若

者が減り、高齢化が進んだことから、作業する人の確保

も難しくなってきています。先ほどお話がありましたが、

2008年に全国草原シンポジウムのときにも、山焼きを

続けるためにボランティアを募ったり、学校の総合的な

学習の時間で子供たちに野焼き体験をしてもらうことも

文化継承に必要だと言っています。ボランティアを募る

にしても、火が入ると風向きが変わります。初めは見学

するのでも経験の積み重ねが必要でしょうと思います。

　そしてまた、令和２年９月に細野高原を考える会を発

足しています。この会でもやはり細野高原の管理、山焼

き、防火帯などを今後同様に継続していくことは困難に

なりつつあるとしています。４区で細野高原の観光、産

業などの資源としての活用や周辺の地権者と協力した

新たな魅力の創出を図っていきたいということが、発足

の経緯となります。今後、どうしたら会として細野高原の

魅力を発信することができるか、良いご提案がありまし

たらご意見いただけますと幸いです。

　山との関わりがなくなりつつある今、細野高原を残し

ていくためには、守りたいと思う人を増やしながら、山

仕事を行っていくしかないと考えています。特に若者と

の連携が重要と考えます。若者は斬新なアイデア、企画

力、行動力、情報発信力、また体力など、地域活動に必

要なものを多く兼ね備えているかと思います。「継承」に

ついての私の発表については、以上となります。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうございま

した。

あります。もちろん阿蘇でも、全国のほかの地域でも再

生に向けた取組は進んでおりますが、全国の草原面積

というものを、右の図ですが、まとめてみると、1920年

代は３万から４万平方キロメートルあった草原が、

2000年頃になると5,000平方キロメートルまで大幅

に減少しているということが分かります。このことは細野

高原、全国どの草原でも同じですけれども、管理の手が

足りなかったり、土地の改変、植林であったり、開発行

為などによって面積の減少が進んできたということが原

因として上げられています。

　次、お願いします。

　植物に着目していきますけれども、草原特有に見られ

る植物への影響というものを考えてみると、今までお話

ししてきたような草原の面積の減少というものと、この

今も維持されている草原の中の管理、山焼きであったり、

草刈りであったり、この頻度が低下したり中断したりす

る。例えば細野は日本の中でも本当に珍しく、もしかし

たら中断された年もあったかもしれませんが、記録のあ

る限り、毎年山焼きをしてきているということで、非常に

貴重な草原となっています。全国的に見ると２年に一遍

だったり、例えば東日本大震災の頃に消火ヘリが飛ば

ず、仙石原では山焼きが中止になりましたけれども、そ

ういったように数年中断したり、なくなってしまったりと

いう場所も多いです。こうした２つの要因が複合的に絡

み合って、そこに出現している草原特有の植物に影響

を与えているのではないかということが近年様々な研

究で言われるようになってきました。

　今回の発表では、具体的なメカニズムですとか、専

門的な話まで踏み込みませんが、私が細野高原で植物

等のデータを取った結果を基に、どういった場所が「保

全」に適しているのかということですとか、あとは、これ

までの土地利用の変化というものを改めて航空写真で

振り返りながら、一緒に考えることができればと思って

います。

　それでは、次お願いします。

　ここが稲取の細野高原の現在の航空写真になります。

見ていただいている真ん中付近が細野高原で、右側に

ゴルフ場と伊豆アニマルキングダムがあります。

　次、お願いします。

　これと同じ2017年の写真、稲取の方はこれで分

かっていただけると思うんですが、今回初めて来ていた

だいた方は、先ほどの東伊豆町観光協会のパンフレッ

トを開いていただくと、真ん中に水源涵養保安林があっ

て、それがかなり目印として分かりやすいと思いますの

で、そこを見比べながら、過去の土地利用というものを

見比べていただければと思います。

　続いて、これが2000年です。これは今とほとんど変

わりないかと思います。

　次、お願いします。

　これが1989年ですけれども、これと先ほどの2000

年を比べると、植林が少し進み、西側の河津町のほうで

山焼きが、その前からされなくなっていたのが進んでき

たということが分かり、樹林化が進んできたということ

が分かると思います。

　これが1980年です。先ほどの水源涵養保安林の植

林がされる、外側に広がる前という感じです。

　これがかなり前になりますけれども、1964年です。こ

のあたりから多分、当時の状況をご存じの方もいらっ

しゃるかもしれませんが、まだ私が生まれていない時代

ですけれども、これと先ほどの写真を見比べていただけ

ると、今のゴルフ場の辺りですとか、茅場がかなり減った

ことが、河津町側のほうですけれども分かると思います。

　これがさらに昔の1947年ですけれども、こちらは先

ほどの写真より引いて写しているので、もう少し白田の

ほう、東側のほうまでずっと広く茅場が広がっていたと

いうことが分かると思います。

　次、お願いします。

　これをもう一回まとめてみると、1947年には、グレー

の部分が草原ですけれども、これだけ一面広がってい

たものが真ん中の水源涵養保安林の植林が進んだり、

河津町側のほうでの山焼きが中断したことによって樹

林化が進んだり、国有林、北西側のほうが山焼きしなく

なって樹林化が進んだりという傾向が分かるかと思い

ます。

　このデータを基に草原がどれぐらい減ってきたのか

というのを出しましたが、2013年から2015年に１か

月に１回程度、この遊歩道の道にほぼ沿った形になり

ますが、第１駐車場から熊口、マナイタウラというのが

真ん中の水源林ですけれども、そこから三筋山を登っ

て桃野を進んで、ＧからＨというこの区間です。パンフ

レットでいうと、６番から５番、４番に行くルートですが、

ここを歩いて道の分岐で区切った区間ごとに出てきた

植物の種類を記録しています。あとは、草刈りと山焼き

の多い区間を記録しています。

　これを統計的に解析して、詳細は省きますけれども、

山焼きと草原がどれぐらい周囲にあるのかという影響も

加味して、そこにいる植物の種類のパターンを比べて

みると、三筋山からマナイタウラのこの緑色で囲った範

囲に見られる植物と熊口の水源林の自然、青色で囲っ

た範囲で見られる植物というのは明らかに種類が違っ

てくるということが分かります。山焼きとまとまった草原、

両方の効果で維持されている植物というのが、この三

　一点ご質問よろしいでしょうか。４区一体で管理をさ

れていると思いますが、例えば小学校などの教育機関

に山焼きのやり方や、草刈りのやり方を伝えるときに、手

法については4区統一された管理等はされているので

しょうか。

○パネリスト（鈴木豊美）　管理自体は財産区が指導

していますけれども、大体４区とも同じような方法で防

火線刈りをやっています。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　財産区から教育機

関、子供や大人に管理体験を提供する事は可能なので

しょうか。

○パネリスト（鈴木豊美）　安全なところであれば可能

と思われますが、その指導を行う方を誰にお願いする

のか、要するに財産区で子どもたちを預かってやるとか、

学校のイベントとしてやることで先生も現地にきて子供

を見守ってくれるか、そのあたりの仕組みを整備してい

かないと難しいのではないかと思います。安全な場所

でそういった体験を提供できる場所はあります。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　行政と連携した取

り組みとして行うことも可能なのではないでしょうか。

○パネリスト（鈴木豊美）　可能だと思います。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

　その他に、それぞれの観点からご質問など有ります

でしょうか。

○パネリスト（鈴木豊美）　内山さんにお伺いしたい

のですが、山焼きをしていかないと、この希少種という

のは絶滅してしまうのでしょうか。

○実行委員（内山義政）　先ほど、箱根で2011年に山

焼きを中断したというお話をさせていただきましたが、

実際に見かけられなくなった種がありまして、その後数

年かけて追跡しても復活しなかったという例もあります

ので、できれば毎年焼いているところは、私個人の思い

として、維持していければと思っています。

○パネリスト（鈴木豊美）　先ほどのお話で、細野高原

の山焼きは継続してやってきたという事でしたが、実は

１年だけ実施していない時がありました。その翌年は、

野ネズミやモグラ、が増え、茅が枯れたところがだいぶ

あります。やはり、動物の生態系も崩れていくという事で

しょうか。

○実行委員（内山義政）　おそらく、動物の生態系にも

及んでいるのではないかと思われますが。

○パネリスト（鈴木豊美）　ありがとうございます。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）

　私共の方から、今後の『利用・保全・継承』について、

具体的にどのように進めた方が良いという事は言えな

いのですが、各視点からはこのような意見となりました。

　この後、会場の皆様からも、このような利用をしてみ

てはどうか又はこういう試みをしてみてはどうかという

ご意見がありましたら、そのことについて具体的な方針

や対策を模索していきたいと思います。

　現在、１時４０分ですので、１０分ほど休憩の時間とさ

せていただきます。休憩後に1時間ほどですが、皆様よ

り何かご意見を伺いたいと思いますので、よろしくお願

いいたします。

（休　憩）

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　それではご意見を

伺っていきたいと思いますが、先ほど休憩中に、細野高

原のススキを実際に茅として利用できるのかという事

で、日本茅葺き文化協会の安藤様にいろいろとお話を

伺いまして、とても興味深い内容でしたので、活用方法

等について是非お話をいただきたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。

○（一社）日本茅葺き文化協会（安藤邦廣）　皆さん、こ

んにちは。

　先ほど１時間ぐらいのお昼休みで、細野高原を初め

て拝見させていただきました。茅の質や量について実

際に確認させていただき、そのことについて私の意見と、

茅の利用ということ、特に茅葺きということについての

この地域でのこれからの可能性についてお話しさせて

いただきます。

　茅という資材ですけれども、建築資材としてのこれか

らの利用価値や可能性ということについては意見が

幾つかあります。この細野高原の茅の質、これは茅葺

きの材料として全く問題ないと思います。丈が多少短い

ということはそのとおりですが、山頂近くですと大体２ｍ

近くのものが十分ありますし、平均して背丈ほどですか

ら、御殿場のものに比べると50ｃｍほど低いという事に

なります。平地の茅も大きなものですと３ｍぐらいにな

りますけれども、平均的には大体２メーターちょっと、

2.5ｍぐらいですから、数十センチ低いということです。

　茅の利用ということでいうと、大体４尺から５尺あれ

ば一定の茅として十分に葺くことができます。短い茅と

してカリヤスという茅がありますが、これは最も上質な

茅であり、白川の合掌造りなど、北陸方面ではほとんど

カリヤスが主となっており、この背丈は大体平均的に人

の背丈以下の1.8ｍから低いものだと1.5ｍぐらいです。

そのため小茅、小さい茅といわれています。大茅は大き

いですが太くて重さもあって扱いにくい、また、葺いた後

の耐久性も低いということもあり、小茅は最上とされて

いう利用方法を検討されているのか教えてください。

○東伊豆観光協会長（石島専吉）　今年の６月24日に

町観光産業課が主体となり、東京にあるＫａｎａｔｔａという

ドローンの体験ツアーを行っている企業と、稲取の勤

労者体育館と稲取高原、クロスカントリーを範囲に、

（一社）美しい伊豆創造センターや伊豆急行㈱の皆さ

ん２０人ほどが集まり、体験を行いました。私も体験しま

したが、自分が体験できるとは思ってもいませんでした

ので、できるのかなという気持ちでしたが、意外と簡単

に200メートル～300メートル上昇させることや、横に

スライドさせることができました。稲取高原からですと、

焼却場の先の海の方まで行くことができますし、ゴルフ

場や細野高原の近くまで操縦できてしまいます。そのた

め、この秋にドローン体験ツアーとして、１泊２日若しく

は２泊３日ぐらいで、宿泊していただいたお客様に体

験していただこうという企画がございまして、具体的な

日程は決定していませんが、そのような予定となって

います。

○パネリスト（鈴木豊美）　どうもありがとうございま

した。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　すみません、また少

し話題が変わってしまいますが、今回、利用と保全と継

承を繋ぐアイデアの一つとして、環境教育を上げました

が、その観点について、笹岡先生よりコメントをいただ

けますと幸いです。よろしくお願いします。

○全国草原再生ネットワーク理事（笹岡達男）　これ

はむしろ藤田さんに返してあげたいぐらいです。例えば、

藤田さんが経験され、勉強されたことを活かし、学校の

学生たちをもし東伊豆町に呼ぶとするならば、どのよう

なことを考えているのかご意見をお伺いしたいです。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

　まず、私が地域おこし協力隊になった理由ですが、専

門学校のインターンシップで北海道の黒松内にある、

「ぶなの森自然学校」というところに行ったのですが、

その時に体験したことが私の中でとても感動しました。

自然について細かく言うような自然学校ではなくて、自

然の中で思い切り遊ぶというような場所でした。１週間

単位のプログラムで、長い子は１か月、夏休み丸 と々い

う子もいましたが、やはり子供たちは日常から学ぶ姿

勢がすごく、とても成長を感じられました。最近は家庭

用ゲーム機やスマートフォンなど、外に出る機会や公園

の遊具が危険という観点で、遊ぶ環境がだんだんと少

なくなっており、両親も共働きで忙しいという事なので、

なかなか自然と触れ合いながら思うように遊ぶ、体験す

るということが少なくなってきているというふうに思いま

す。北海道でのプログラムでは、大阪や東京、中には中

国の子供が一人で飛行機に乗って北海道に来て、自然

体験をしながら一緒に遊び、学ぶというような生活をし

ていました。ほんの１週間だけでも、すごく成長を感じる

ことができます。最初は虫も怖くて、「何でこんなところに

一人で来させられたんだろう」というように悲しむ子も

いましたが、知らない地域や大きな自然に囲まれ思いっ

きり遊ぶことで、一回り大きく成長したように感じました。

　その体験がすごく印象に残っていまして、実際、今年

の夏にはオンライン上のキッズコミュニティーと繋がり

があるのですが、子供たちが伊豆稲取に遊びに来て、

海への飛び込み体験や細野高原の草原で思いっきり

走ってみるという事をしました。他にも取ってきた竹を

割り、自分たちで一から流しそうめんを作る体験を通じ

て、お家の方もお子さんが、「一回り大きく、大人の顔に

なって帰ってきた」とか、「また伊豆に行きたい」とおっ

しゃっていました。子どもたちもお家の方に、「家に帰っ

たらノコギリ買って」と、創作意欲が溢れていました。

このように、小さい時の経験はとても重要だと考えてお

りまして、学習面においても空間把握能力や創作意欲

が溢れたりと、そのようなことを推進していきたいと思

い、私はこの東伊豆町に来ました。今後もこう言った取

り組みを進めていきたいと思います。

ありがとうございました、以上です。

○全国草原再生ネットワーク理事（笹岡達男）　あり

がとうございました。

　私は笹岡と申しますが、藤田さんの卒業された専門

学校に勤務しております。この度は実行委員という立場

で出席させていただいておりますけれども、藤田さんの

アイデアは大変良いものだと思います。

　私たちの学校は、自然環境や野生生物の好きな学生

が来ていますので、そういう学生は自ら進んでテントを

張って寝たり、喜んで虫を捕まえたり、植物観察をします。

藤田さんがおっしゃっていたような、様々な地域の小学

生や中学生などの子供たちの受入れ体制を整備する

ことは非常に重要です。そのときに一番大事なのは、学

います。

　この小茅が取れる様々な条件が、現在社会的に、あ

るいはその生態的に限定的になりましたので、白川の

ほうではやむを得ずほとんどを大茅、御殿場の茅を

使っているという現状になっています。これについては

あまり好ましい状態とは言えず、ユネスコからも本来の

その地域の茅を使うべきだという意見が出されており、

代替措置ということで、将来は小茅へ戻すということは

目指されていますが、温暖化の影響などがあり、小茅の

生息域がどんどん限定的になっているのが現状です。

　それから、本来茅場であったものが一旦失われてし

まいますと、再生が非常に困難であるということ、また、

材料を刈る組織も廃れつつあり、個人で刈るにはなか

なか難しいということですが、そのような観点からも、こ

の細野高原の1.8ｍ程度の茅は、本日見た限りの感想

ですが、細くしなやかで耐久性もあり、質が良いと思わ

れます。実際に刈ってみないと分かりませんが、少なくと

も茅の材料として不足はないと言えます。ただ、量につ

いてはかなりまばらなところもありまして、全体的にスス

キが、草原が広がっているところではないと思います。

これは阿蘇も同じですが、120ヘクタールということで

すので、例えばその３分の１が茅場という事であれば、

屋根に葺くには十分な量が確保できます。このことにつ

いては実証実験を行うことで、どの場所で茅が刈りやす

く運搬がしやすいのか、また、どの程度の量が確保でき

るのかを確認することは簡単にできることかと思います。

　本来この地域では茅を屋根に葺いて、そして牛馬を

肥やして、さらに時代的に柑橘類の生育のために地域

経済を支えたことは間違いないです。その地域経済を

支える重要な資源、資材であったということが、この細

野高原の茅場が今に受け継がれている最大の理由で

す。決して生物多様性の維持をしたわけでもなく、観光

のためにしたわけでもない。皆さんが支えてきた結果、

これだけの草原が今に残され、その習慣が良いことと

して、皆さんの努力が今に続けられているということだ

と思います。

　今後、細野高原の茅場がこれだけの面積を残してい

くという事であれば、これは地域経済、産業とどのように

結びついていくかという事を明確にしていかなければ、

一部の限定的なものになりますし、ほかの土地利用と

いうことを考えることも必要なのではないかと思います。

これから東伊豆町、伊豆地域において、茅場はどのよう

に役に立つかということを議論していくことが必要です。

　そのことについて、午前中にもお話があった範囲で

いいますと、この地域では観光が大きな産業の主軸に

なっているということですので、温泉、細野高原、ビーチ

ですね、この３つが揃っている観光地は、国内はもとよ

りコロナウイルスがある程度収束すれば、海外、アジア

地域にとっては非常に大きな可能性を持っているのは

ないでしょうか。そのとき、この茅資源が役に立つのか

と考えていくことが大事ではないかと思っています。

　それでは具体的にどのように活用していくのかという

事について、茅葺きの建物を観光施設に取り入れて復

活させていくということが、私は非常に大事であり可能

性があることだと思います。茅葺きの民家は戦前ほど姿

を消したと思います。戦後間もなく、エアコン生活の中

で流れとして、茅葺きの建物を民家に戻すということは、

一部にあるかもしれませんけれども、かなり現実的では

ないです。この地域の観光として、もう少し観光の質に

変わった滞在型の、あるいは自然と親しむような、ある

いは子供たちの教育とか体験ということを重視した観

光にシフトしていくことを考えれば、観光施設も緩やか

に木造で茅葺きの施設ということが一定割合、世界的

に、あるいは日本の中でも進んでいることは間違いな

いです。ヨーロッパで茅葺きが復活しているのは、まさし

くリゾート地において、オランダやデンマーク、北欧の地

域で最も質の高い観光地は茅葺きで造られる建物群

がつくる景観やその中での生活のゆっくりとした時間を

過ごす、あるいは都市生活で非常に疲れた心身を癒や

す、そういった観光がこれからの大きな流れになると思

います。

　今どき海で泳ぐ人は非常に少なくなったと、本当にそ

う思います。なぜかといえば、ホテルの冷房の効いた室

内にいれば、海岸に出るということとは非常に落差があ

り難しいためです。昔は海の家といって、必ず海辺に日

よけをつくるような東屋などの仮設の避暑地を造り、

人々が海辺で休むような施設があってはじめて海水浴

ができていました。今は冷房の効いた施設は整備され

ていますが、海辺の本来の自然の中で昼寝をしたり、風

を楽しむような施設というのはもうないように思えます。

　ですから、例えばこの海辺に茅葺きのリゾート施設を

これからまた復活していくということを考えるのであれ

ば、細野高原で星を見るとか、別な自然を楽しむような

施設を造る必要もあると思います。そういった本来の観

光にふさわしい施設を、この伊豆にある杉という、戦後

植えた木を活用し、この無尽蔵の茅の屋根を葺くという

ことを町を挙げて、あるいはこの地域の経済を挙げて、

そしてここに集まっている草原を大切にする人たちと一

体となって風景をつくっていく、この細野高原の茅とい

うのはこれだけ素晴らしい暮らしを実現できるというこ

とが分かれば、草原を守るということも非常に意義があ

り、自分たちの生活を支えていることが明確になれば、

多くの方が協力することは間違いないと思います。そう

いった茅を用いた観光施設を造っていただきたいと思

います。

　茅葺きの建物というのは、民家に葺くような50ｃｍ～

１ｍに及ぶ、30年、50年の間立派にもつ茅葺きもできま

すけれども、例えば３か月間もたせたいということだっ

たら、もっと簡単な茅葺きの東屋などの仮設建築も現

在では可能です。様々な技術を組み合わせることもでき

ますので、茅葺きの新しい観光施設利用ということから

始まり、その茅を農業資材に２次利用する、茅葺きとい

うのは必ず屋根に葺いて、再利用するということが本来

の姿です。そういったことも一部取り戻すことによって、

茅というのは本当にありがたい恵みなのだということ

が部分的にも始まれば、もう少し農業に取り入れていく

ことや、本来の生活の中に茅がどんどん浸透していくと

いうことについて、観光施設を突破口にぜひ切り開い

ていただきたいと思います。

我々の協会としても助言や技術者・職人の教育ができ

ると思います。とにかくこの細野高原の茅というのは素

晴らしい資源であるということは、未来を必ず保証する

と思いますので、是非そういったプロジェクトを、行政を

はじめ、この地域の観光協会の方などが集まることで、

進めていっていただきたい、新しい地域が見えてくると

いうようなことでこの会で想像していただくのがとても良

いことではないかと思います。それだけの資源としての

圧倒的な質・量が本日確認できましたので、是非ともこ

の地域をまた開いていくというふうに思えてなりません。

　少し長くなりましたけれども、ありがとうございました。

何かご質問あればお答えします。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうございま

した。

○（一社）日本茅葺き文化協会（安藤邦廣）　茅葺きに

ついては建築的に規制があります。都市部、この密集地

域では不燃材で葺かないといけないという規制があり

ますので、街中では厳しいところがあると思います。二

十二条地域という区域になりますけれども、それは特定

行政庁が解除できます。今まで都市化ということが非常

に進んできましたので、二十二条地域の区域指定はか

なり全域に広まっておりまして、現在、様々な地域でその

解除は特定行政庁で行えるということになっております

ので、必要に応じて限定的に外すということもできます。

恐らく細野高原は二十二条地域に該当していないと思

います。もし二十二条地域があれば、その部分を解除す

るということも今はできますし、様々な観光地、茅で地域

づくりをしようとする地域は、例えば宮城県石巻市では

非常に広大なヨシ原を持っている地域がありますが、

一部の市街化区域を除いて解除しておりますし、重要

な茅葺き集落を保有する市町村の場合も、あるいは１

戸１戸の重要な民家がある場合も、その部分を部分的

に解除するということも現在進んでおりますので、そう

いうことはあまり障害にはならないと思われます。あくま

で、地域の主体的な住民の総意があれば、できるという

ことも申し上げておきます。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうございま

した。

　茅葺きの建物を観光施設として造り、お客さんに楽し

んでいただくというのは、先ほど白川先生からお話があ

りました茅プロジェクトのように、町にしっかりと還元で

きるような収益を上げられるような施設であったり、茅

を葺き替えるタイミングでそれを体験するということも、

複合した施設ができる可能性があり、個人的に色 と々

検討してみたいという風に思いました。

○パネリスト（鈴木豊美）　ただいまの茅のことですけ

れども、この細野高原の茅は屋根に葺くことについて問

題はないという事でしたが、今の細野高原は肥料とい

うものを全然やっておりません。肥料と言えば山焼きで

燃やした後の灰ぐらいです。茅に対して人為的に肥料

を与えても問題ないのでしょうか。

○（一社）日本茅葺き文化協会（安藤邦廣）　茅に人為

的に肥料を与えるということはしない方が良いと思わ

れます。また、今まで例としてはほとんどないと思います。

唯一、刈り取ることと、その後、燃やすこと、これによって

１万年間続いてきたということは最近の学説で立証さ

れておりますので、環境条件的に余程の激変がない限

り、刈り取って火入れをすることで、屋根に使う材料とし

て持続可能なことは間違いありません。そんなに心配

することはないと思います。

○パネリスト（鈴木豊美）　どうもありがとうございま

した。

　利用について一点、東伊豆町観光協会の石島さんに

お聞きしたいのですが、今後、観光協会ではドローンの

操縦体験など計画があるようですが、具体的にはどう

自分ももっと細野高原を歩き、良いところを探し、皆様

にもご紹介出来たらと感じています。以上です。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございます。

　明日のオンライン見学会にて、お二人には現地説明

会にご出演いただいております。明日ご参加される方は

楽しみお待ちいただければ幸いです。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　私もジオガイドを

持っていまして、細野高原はよくガイドツアーをしていま

す。お客さんには、ここはこういう経緯で草原になり、昔

はこういう利用をされていて、毎年山焼きを行い管理し

ているという事をお話すると、「山焼きを見ることはでき

ませんか」という方や、「私も草刈りをやってみたいで

す」という方が多くいらっしゃいます。少しでも細野高原

に携わるきっかけとして、草刈り体験や、最初から火入

れ体験をすることは難しいですので、見学できるスペー

スを設けるなど、山焼きを一般に公開してみてはどうか

と思います。

○教育委員会事務局長（梅原　巧）　突然のご質問、

申し訳ありません。東伊豆町教育委員会事務局長の梅

原と申します。

　細野高原には、県の指定文化財として湿原が何か

所かございまして、その中に桃野湿原というところがあ

ります。私も小さい頃から遠足などでそこに行っていま

すけれども、先日確認しましたら、かなり浅くなってい

るように見え、いずれ消滅してしまうのではないかと思

いました。

　文化財ですので、人の手を入れず自然のままにして

あるというのが現状です。しかし、湿原を保つために修

正すべきか、形状が変わってしまうとしても自然のままに

しておくべきか、どちらが良いのか疑問に感じています。

　また、先ほど富永さんの方からもお話がありましたが、

鹿や猪が湿原の中に入り沼田場にしているため、掘り

返されて荒れてしまっています。ワイヤーなどを用いて、

周囲を全部囲ってしまえば入れないと思いますが、金

属なので錆が出ます。文化財的な面がありますので、自

然のままにしておこうという結論に現在はなっています

が、本来の管理はどのようにあるべきか、詳しい方がい

らっしゃればご教示いただけますと幸いです。

○実行委員（内山義政）　ご質問ありがとうございます。

　まず、文化財としての保存と、観光として利用しつつ

保存していくというのは相入れないものだと思います。

湿原の乾燥化や鹿柵を設けるというのは、私も専門で

はありませんのでお答えすることが難しいですが、会

場でもし詳しい方がいらっしゃいましたらお願いいた

します。

○芸北高原自然館主任学芸員（白川勝信）　私は元々

湿原が専門となりますが、大学を卒業後に草原のほう

に入りました。東伊豆町の気候だとおそらく低湿で細野

高原を見ても、窪地のようなところに水が集まり、湿原に

なっているのではないかと思います。いわゆる、栄養分

の少ない水が集まりその上にミズゴケが生え、そのミズ

ゴケがスポンジの役割をし、水を溜めてできるというの

が信州や北海道のような高層湿原ですが、それらとは

全く異なる低湿地です。低湿地は有機物や土砂が入っ

ていくと、長い目で見て埋まってしまう運命にあります。

　西日本を含め、低湿地がどうして長い間保たれてき

たのかについては、一方で草原を利用してきたというと

ころがありそうです。集水域でしっかりと草刈りをして有

機物が流れ込まないようにすることが、湿原の中の植

物の成長などが抑えられ、湿原の中に枯草などがたま

る量が減っていくことになります。あるいはカンスゲなど、

昔は草がとても大事でしたので、湿原のすぐ際まで草刈

りをしていたという話をよく聞きます。そのようなこともあ

り、里地といいますか、湿原の周りが積極的に利用され

てきた方が、長い間の人と自然の関わりの中で湿原が

残されてきていると思います。細野高原の現地を確認し

ておらず、写真や記憶での推測ですが。

　猪についてはおそらく、昔はそこまでの頻度で草原

の中に入ってくるような状況ではなかったと思います。

鹿も同じだと思います。現況ですが、逆に猪が沼田場に

して荒らすというのは、大きく見て悪いことではなく、湿

原の中に眠っている種子が表に出て、芽を出すという

こともあります。但し、このことも頻度が高過ぎると悪影

響になるのではないかと思います。

　錆などの鉄分につきましては、こちらの湿原の中には

ミズゴケなどはあるのでしょうか。

○ネイチャーガイドクラブ（富永眞弘）　あります。

○芸北高原自然館主任学芸員（白川勝信）　大体、酸

性のほうに偏っています。バクテリアが発生するため油

が浮いたとしても、そのことは特に自然な状態なので気

にすることではありません。やはり、現地を確認させてい

ただいてから、お話しさせていただければと思います。

よろしくお願いします。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございます。

　ただ今ご説明のありました細野高原のような低層湿

原の場合は、周りが森林だと木の葉などが幹に落ち、

蒸発や木の蒸発散があり水分が失われやすいのです

が、草原ではそれがないため、直接水が流れてきて水

源としてたくさん確保できるというご説明でよろしいで

しょうか。

○芸北高原自然館主任学芸員（白川勝信）　はい。

　私たちの一生に比べ湿原の一生は長いですが、運

校の先生でも実際に野外活動を自ら教えた経験のある

方はなかなかいらっしゃいませんから、こちらで安全に

引率して、また宿泊場所の提供ができるような、そういう

体制ができれば細野高原は明日からでも自然学校に

なるのではないかと思います。是非、そのような支援を

町として、地元として応援していただければと思います。

ありがとうございました。

○町長（太田長八）　ありがとうございました。藤田さん

には地域おこし協力隊での３年間、本当に良く頑張っ

ていただきました。

　その中でも良い活動だと思ったのが、今回コロナ禍

の中でしたが、子供たちを自然の中で楽しませて、その

間お家の方は仕事をやるという親子ワ―ケーションの

実施です。藤田さんが子供たちを見ていてくれたからこ

そ、子供たちは楽しく自然の中で学ぶことができ、お家

の方も集中して仕事をすることができたと思います。こ

れからの東伊豆町にとって、貴重な人材だと考えていま

すので、これを機にさらにご活躍いただき、活動の幅を

広げていっていただければありがたいと思います。今後

のご活躍に期待しています。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございました。

　藤田さんには引き続き、東伊豆町の環境教育の推進

を頑張っていただきたいです。今回、我 ３々人で準備を

していく中で、環境教育という言葉を上げましたけれど、

現在、細野高原の管理を主体となって行われています

４区の役員の皆様ですとか、私は田町区の出身ですが、

田町区の場合は役員のＯＢや有志による担い手が年々

増えていっていまして、私もメンバーとして活動していま

すが、そのような形で、主体となって管理を行っていく

方 と々一般の観光客との間に立ち、一般の方々を担い

手サイドにもう一歩踏み込んで誘い込むことができれ

ばと思いました。そういった中で環境教育というのは、

引き込み方の一つなのではないか思いますので、担い

手、作り手として頑張っていただくという事と、これまで

町内でそうした活動をネイチャーガイドの皆様ですと

か、ジオガイドの皆様でされてこられましたので、１３年

前のシンポジウムや今までの経緯を踏まえ、これからこ

のようにしていけば良いのではないかというご意見な

ど有りましたら、コメントをいただけますでしょうか。

○ネイチャーガイドクラブ（富永眞弘）　ネイチャーガ

イドクラブの富永と申します。

　１３年前には会長を務めさせていただきましたけれ

ども、それから細野高原の環境として大きく変わったこ

とは、鹿の食害が増えたことです。先ほど写真が出まし

たけれども、畑のようなものを作り、絶滅しそうな植物を

植え、保護するという活動を行っています。しかしながら、

鹿の食害が増えている今、保護した植物をすぐに元の

場所に戻すことはできませんので、鹿の食害が減少す

るまでは現在の活動をやり続けていかないと、種の保

存はできないものと考えております。

　もう一つはこちらも鹿に起因することですが、マダニ

がとても増えています。そのような中で、マダニが活動的

になる時期にお子さんが芝生であっても足を踏み入れ

ることは、危険なことだと思います。以上２つの違いが

確認できました。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございます。

　ジオガイドの鈴木さんはいかがでしょうか。

○ジオガイド（鈴木京子）　ジオガイドの鈴木と申します。

　私はジオガイドを案内して日が浅いので、この場で

特筆してお話をさせていただくのは難しいと思いますが、

やはりジオガイド協会的に細野高原はとても貴重な場

所で、ここを案内してお話ししたいというジオガイドは、

本部にも多いです。私個人といたしましては、小さい頃

からの思い出がありまして、ワラビの季節になれば家族

でワラビ刈りをし、山焼きも私の父、弟、私の主人、息子

も、みんなが体験しております。そのように、家族みんな

でずっと守ってきた細野高原でありますので、細野高原

の中に通っていますあの道路も、父たちの時代に造っ

ていました。造るたびに父が、「いい道ができたから行く

ぞ」と言い、誇らしげに細野高原に連れて行ってくれて、

素晴らしい景色が望める場所を紹介してくれました。

　学校的には遠足に行きまして、中学校の遠足では秋

の紅葉を見に出かけました。春にも行きましたが、その

時には桜の木がありましたので、後日、友達とまた歩い

て、桜を見に行こうって登ったものです。

　そしてもう一つの思い出が、夏休みに熊口まで行き、

学校でキャンプをしました。やはりそこでは綺麗な水が

出るということが先生たちも分かっていましたので、川

の水を汲みカレーを作り、飯盒でご飯を炊きました。

　そのように貴重なところですので、本当に残してい

きたいという気持ちはあります。私は残していくための

原動力の一部分になれませんので、観光の方で携

わっていますけれども、先ほどの白川先生のお話を

伺って、何か自分の経験を活かし、子供たちが思い出

作りをすることができれば、将来も大事にしていってく

れるのではないか、継承していってくれるのではない

かと考えています。自然学校もそうだと思いますが、そ

のような経験を幼い頃に積み重ねていくことが重要で

はないかと感じます。

　ジオという事ではあまり詳しくお話しできませんが、

　今後どのようにしていくのかについては、町全体で決

めていくことだと思いますが、このような会も重ねたうえ

で、しっかりとプロジェクトの推進をしていければと思

います。

　最後になりますが本日は様々な意見が出ましたので、

町長より本会のまとめをよろしくお願いいたします。

○町長（太田長八）　本日は貴重なご意見を多数いた

だきまして、ありがとうございました。

いただいたご意見を基にこれから戦略を練り、推進し

ていきたいと思います。

　そういった中で、日本茅葺き文化協会の安藤様には、

茅葺きや茅の再利用という事について、また色々なご指

導をいただけますと、大変ありがたいと思います。

　本会を通じ、皆様が細野高原について真剣に考えて

いただいていることを、一層深く感じました。今後とも皆

様とは情報共有を行っていき、保全や利用について検

討していければと思います。

　また、最も大事なのは管理を行っていく後継者、これ

が一番重要だと思います。今のままでは必ず担い手不

足となってしまいますので、今後の体制をどのように変

化させていくか、そしていかに細野高原の素晴らしい自

然を保全していくか、これこそが最大の課題です。皆様

と一体となり、この保全にしっかりと取り組んでいきた

いと考えておりますので、その際にはまたご支援とご協

力の程をよろしくお願いいたしたいと思います。

　以上です。ありがとうございました。

○（一社）日本茅葺き文化協会（安藤邦廣）  申し訳ご

ざいません。最後によろしいでしょうか。

　この茅場の維持管理について、先ほど町教育委員会

の梅原さんよりご発言があった中で思い出しましたが、

文化庁の制度で文化財を守る資材を選定する、「ふるさ

と文化財の森」というものがあります。この中に茅場が

含まれていまして、現在、全国１９か所の茅場が選定さ

れており、静岡県だと朝霧高原が数年前に選定されて

います。各県に１か所程度ありますが、文化庁の中で一

番新しい制度となっています。文化財というのは法隆寺

などの建築物、それから、それを守る職人技、無形文化

財といいますが、それに加えて資材の文化財制度が一

番新しく、１０年ほど前にできたばかりです。例えばヒバ

塗装や漆です。その中にやはり茅がとても不足している

ので、茅場を保全、管理していきましょうということで、文

化財に出荷する茅として、そのエリア選定するというこ

とができます。

　私が本日見た限り、細野高原はこれに合致する場所

だと思います。ただし条件としましては、文化財への出

荷実績が多少なりとも必要ということになります。その

ためこの地域にある文化財、市町村指定や登録文化

財でも可能ですが、茅葺きの建物が伊豆半島にはたく

さんあると思います。例えば伊豆の国市にある国指定

重要文化財の江川邸もそうですが。そういうことで２～

３年程度の実績を積み、細野高原の茅場の質、量は問

題ないと思われますので、是非、茅刈りを始めていただ

き、選別したものを出荷する取組をしていただければ、

制度の対象として選定されると思います。選定される、

文化財の森から様々な助成制度受けられます。普及啓

発事業というもので毎年助成が出ていますので、最大

２００万円の満額補助となりますが、そこに町民の方々

が参加して、皆様と一緒に環境教育を推進していきな

がら茅刈りを行い、山焼きをやること、このような環境

保全全体の取組を体験、研修することで補助が受けら

れます。

　また、選定地の整備費用にも半額補助が受けられま

す。例えば農道整備や支障木の伐採、山焼きについても

環境整備事業となります。いずれも県を通じ、文化庁へ

の申請手続や調査の依頼を行い、町の文化財関係課

から県の文化財関係課の方に連絡を行います。私も文

化財のほうの選定委員となっていますので、私の見た

限り細野高原は是非、ふるさと文化財の森に選定して

いくことを２～３年の目標にしてやっていただくと良い

のではないかと思います。

　細野高原の観光利用というのは、長期的に一歩ずつ

やっていくことが必要ですけれども、取りあえず、文化財

制度を活用していくことは非常に利点が大きいと思い

ます。是非、文化庁への問い合わせやホームページを

ご確認いただき、ふるさと文化財の森という制度を調べ

てみてください。生物多様性の維持や環境教育というこ

とを推進していくために、とてもいい制度だと思います。

以上、補足となります。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

○司会　この後午後３時２０分より、各分科会場の方

にご出演いただき、WEB配信にて全体会を予定してい

ます。

　藤田さん、内山さんにおかれましては、全体会での発

表に向け意見をまとめていただきますので、東伊豆会

場の分科会はこれにて終了といたします。

　藤田さん、内山さん、鈴木さん、どうもありがとうござ

いました。

　それでは全体会までお時間がありますので、休憩を

お取りください。
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命的には窪地ができ、湿原ができ、それが消えていく段

階である中の現在、一断面を見ていることになりますの

で、人工的に何をしていくのかという事については、今

の時代に生きている私たちでしっかりと決めればいい

のではないかと思います。

　ただ、内山さんが先ほどおっしゃいましたけれども、

湿原という生態系が何も触れずに保存するということ

ができないものなので、例えば広いまま残そうとするの

であれば、三瓶山の姫逃池というところでは、毎年水草

をしっかり取るという作業をしています。そういうやり方

もありますので、その部分は地元に近い専門家の方な

どと一緒に、管理を考えていけばよろしいのではないか

と思います。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございます。

　ご質問へのご回答は以上でよろしいでしょうか。

○教育委員会事務局長（梅原　巧）　ありがとうござい

ました。

○稲取地区特別財産運営委員長（山田賢一）　財産区

の山田です。

　内山さんの話を今まで聞いてきまして、細野高原の一

番古い写真をお出しいただけますでしょうか。

　この下の方に見えるのがゴルフ場ですけれども、また

ずっと上のこちらの方、河津との境界以外のところにつ

いて、私たちが学生だった昭和47年以前にはすべて

入谷区で山焼きを行っていました。真ん中に熊口の水

源がありますが、こちらの方はゴルフ場で、ここからバイ

オパーク、ゴルフ場まで草原でした。さらにもっと上の

方、そこら辺までが草原でした。40年代後半、50年代

に高山通りということで植林をしまして、現在あまりいい

山だとは言えませんが、ほとんど植林されています。

　現在は、昔から比べれば３分の１ぐらいの広さです。

そういう意味で、先輩の皆さんがそれだけ頑張って、こ

の３倍、４倍の広さを管理してきたので、私たちも管理

していかなければという気持ちがありますが、どのよう

に維持していくのか、その部分で悩んでいます。

　今年、財産区の役員の皆さんと相談して、この部分は

急傾斜地で山焼きをすると岩が落ちてくる為、来年の山

焼きからやめることになりました。放棄という形になりま

すが、管理する人の安全の為です。

　また、これも内山さんがおっしゃっていたことですが、

ここが熊口水源ですけれども、ここからここまでの部分

は大体40～50ヘクタールになります。役員の皆様と現

在考えていることが、ここから上については水源地とな

りますので手は入れないですが、こちら側の部分を将来

的に、先ほどの体験学習や観光のためのイベントなど、

自然を保護しながら利用していただくことはできるかど

うか、その部分についてご意見をいただきたいと思いま

す。以上です。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

　この山の上の部分は保全を継続していくべき場所だ

というふうに、先ほど内山さんもおっしゃっていました

ので、この辺りの草原を保全していくために、利用する

方向にもっていければ良いのではないかと思いました。

○実行委員（内山義政）　特に保全すべきということで、

企業などどなたかに利用していただければという提案

であると思いますが、少しこれまでの話をまとめながら

になりますけれども、例えば観光利用、ちょっとした休憩

所や東屋を設けるとしても、茅葺きの使用やそれを体験

してもらうといった中で、防火線も含めた草刈り作業と

いうものにも触れていただき、現在、ベテランの方だけ

で頑張って維持している防火線の管理を、将来的には、

少しでも若い世代が山焼きに入っていけるようにする

ためのフィールドとして使用していくことができればい

いのではないかと私個人として受け止めましたが、会

場の皆さんはいかがでしょうか。

○ネイチャーガイドクラブ（富永眞弘）　下側を利用

する案が出ていますけれども、湿原は現在４つあり、３

つはそのエリアに入っていますので、特に芝原湿原の

水源というのがかなり上のほうに延びてきています。

その部分が荒らされないよう、注意していただきたいと

思います。

○実行委員（内山義政）　そうしたピンポイントに保全

すべき場所というのは、ネイチャーガイドクラブの皆様

やジオガイドの皆様など、地元で見てきた人にしか分

からない場所もありますので、情報共有を行っていく必

要があるのではないかと思います。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　皆様、ありがとうご

ざいます。

　茅葺きや環境教育としての利用、観光資源、あるいは

保全や利用の方法について、様々なことをお話しいた

だきました。

○司会　それでは、ただいまより東伊豆会場の分科会

のほうを始めさせていただきます。

　ここからの分科会の進行については、地域おこし協

力隊の藤田翔さんと実行委員の内山義政さんにお願

いをします。また、パネラーとして入谷区町内会長の鈴

木豊美様に御協力をいただきます。

　それでは、どうぞよろしくお願いいたします。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　地域おこし協力隊

の藤田と申します。本日はよろしくお願いいたします。

　最初に、ご存知の方もいらっしゃると思いますが、簡

単に自己紹介をさせていただきます。

　地域おこし協力隊の藤田翔と言います。東伊豆町に

来て今年で３年目となり、地域おこし協力隊の任期が

最終年度となります。東伊豆町に来る前は、笹岡先生も

おられるのですが、東京環境工科専門学校というところ

で自然について学習していました。本日はよろしくお願

いいたします。

○実行委員（内山義政）　皆さん、こんにちは。内山で

す。私は稲取の田町区出身でして、高校卒業後、大学に

進学しまして、就職して静岡県内に戻ってきましたが、

2019年から職場の休業制度を使いまして、東京都立

大学の大学院に通わせていただいています。草原生態

系の保全を研究テーマとして研究を行っていまして、

フィールドを細野高原とし、地元に通いながら調査を続

けています。本日はよろしくお願いいたします。

○パネリスト（鈴木豊美）　皆さん、こんにちは。私は細

野高原を管理する稲取の４つの町内会の１つ、入谷区

町内会の会長で、区長を務めています鈴木です。入谷

区は細野高原に隣接しておりまして、昔から関わりが深

い町内会でございます。以上です。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　それでは、東伊豆

会場分科会を開会いたします。

　東伊豆会場の分科会のテーマは、『利用・保全・継

承』の３点となります。

　まず、テーマに決めたこの３点ですが、午前中にも説

明がありましたが、それぞれがローテーションしてしっ

かり循環していかないと、細野高原というものはなく

なってしまう。若しくは、一つがマイナスの方向へ向かっ

てしまうと、その次へ次へとどんどんそのマイナスが引き

ずられ、負のスパイラルになってしまうということで、そ

れぞれの問題を全体的に考えていけたらなという思い

で、このテーマにさせていただきました。

　最初に、利用について、私、藤田がお話しさせていた

だきます。

　最初に、細野高原のこれまでの利用ということで、午

前中もお話が出ていましたが、細野高原は茅場として

利用されていました。茅は、茅葺きや、昔は畑を耕すた

めに牛などを使っていたので、そういった家畜の飼料と

して使われていました。また、ミカン畑に敷いて防寒や、

雑草が生えないようにしていたり、現在においても山菜

狩りなど、多くの需要がありました。特に昔の利用に関

しては、生活により密着した需要が多くありまして、現在

とは異なり、少子高齢化が問題視される以前のことでし

たので、担い手も十分に補充されており且つ、町民全体

で利用され、さらに町全体でしっかりと保全がされてい

ました。

　そして、現在の細野高原の利用ですが、現在は生活

というよりは観光やレジャー、体験というのが主な利用

方法になっていると感じます。他にも、ハイキングや

ツーリング、少しではありますけれども、畑、山菜狩りな

どもされています。

　昔と現在の利用の変化を見てみると、生活必需でし

たが、必需ではなくなってきているという見方ができると

思います。昔の生活にどうしても密着なものというのは

必然的に利用・保全・継承のサイクルが形成されていま

したが、その利用価値が現在は少なくなってきていると

いうことで、しっかり現在の姿に合う利用価値を見いだ

さなければならないと考えています。

　また、昔は町民、町全体で生活に必要なものでした

が、現在は担い手不足や利用価値の減少に伴い、管理

全体の費用も不足しているような状況だと思います。そ

の中で、この３つの循環をしっかり考えていかなければ

と思い、現在の利用についてですが、ハイキングやツー

リングについては、そこまでお金が落ちたりするような

ものではないと思っていまして、もっともっとその利用価

値を最大限に発揮できる何かを町全体で考えていく必

要があると考えています。

また、その利用からしっかり細野高原の背景や保全を

したいという、最近だと森づくりなどに興味関心がある

方もいらっしゃると思うので、そういった層に向けて体

験やレジャー、観光、教育、そして利用することで保全・

継承への誘導を見込んでいき、その負のスパイラルか

らいい方向へ改善していくことが必要ではないかと思

います。

　ここで、他地域における利用方法について事例を幾

つかご紹介します。

　ご存知の方もいらっしゃると思いますが、隣町の伊東

市の大室山ですが、大室山自体が国の天然記念物に

なっておりまして、こちらでも毎年山焼きを実施されてい

ますけれど、こちらはリフトで３分ぐらいで山頂まで上が

れるという、気楽に行けるレジャースポットになってい

ます。そこでは料金も掛かりますが、毎年山焼きの火入

れ体験ができるので、そういったところで人手を解消し

つつ、お金も落としていただいているというような場所

です。

　こちらは先ほども紹介がありましたが、生石高原でも

和歌山の大学と連携し、イベントを通じて保全や茅葺き

の文化を発信している場所です。やはり担い手不足の

解消や保全をする上では、どうしても人手が必要になり

ますが、そういった教育や、学生などと連携して学びの

場としても利用してもらいつつ、保全もしっかり手伝っ

ていただくというような場所です。先ほどもお話がありま

したけれど、クラウドファンディング、応援したい気持ち

をお金で送るというような資金集めもされています。

　こちらは阿蘇です。先ほどお話にも上がりましたが、

阿蘇では環境省との取組を進めていて、各教育機関で

教材も作成しており、地域での体験を含め、学ぶ場を作

られています。また、環境学習の講師も派遣されているな

ど、行政と町がしっかりと連携して進めている地域です。

　ほかにもエコ資源にということで、ＳＤＧｓについても

先ほどお話がありましたが、例えば茅葺きに使われた

茅というのは取替えの時期になると、いい具合にほぐれ

て柔らかくなり、畑の肥料や雑草がはえないように敷い

て利用することや、阿蘇でも利用例があったと思いまし

たが、家畜の飼料としていたり、海外の事例ですが、バ

イオマス燃料にしていたりします。こういったことは施

設や仕組みが整備されれば、幅広い活用を検討してい

けるのではないかと思います。

　利用についてまとめとなりますが、現在の利用という

のは、景色を楽しんでいただくことなどですが、そこから

もう一歩踏み込んで、例えば細野高原の山焼き文化や

山焼きすることでどういう種類の生き物が保全されるの

か、もう少し踏み込んだ部分について、少しでも関わっ

ていただく利用というのを検討していけるといいなと

思っています。例えば、教育機関での野外学習ですが、

授業の一環として細野高原の概要などを知りつつ、危

険なことはできませんが草刈りを体験していただくなど、

実際に関わるという利用方法が良いのではないかと思

います。

　また、一般の方の立ち入りはできませんが山焼きに

ついても例えば、安全地帯を設けて見学していただくこ

とや、大人の方だったら草刈りを体験していただくなど、

より深く知り、関わっていただくことが大事だなと思い

ます。

　そして、春は山菜狩り、秋はススキイベントを実施し

ていますが、一時的な、季節的なイベントではなく、通年

体験できるサービスを作るなど、知ってもらう・認知して

もらうということを意識して進めていけたらと思います。

最終的に、継続的な利用、収益化をして、継続させるこ

とが必要だと思います。これらのことは町全体で考え、

推進していくべきことではないかと思います。

　『利用・保全・継承』、このうち１つが抜けても細野高

原を守っていくことはできないので、３つともバランスよ

く循環させていくことが不可欠であると思います。以上、

「利用」についてとなります。

　続きまして、内山さんお願いします。

○実行委員（内山義政）　それでは続きまして私のほう

から、３つある『利用・保全・継承』のうち、「保全」の部

分に関して発表させていただきます。

　最初にですが、午前中もお話がありましたのでご存

じの方も多いと思いますけれども、草原をめぐる全国的

な課題をもう一度整理させていただきます。

　左の図が阿蘇ですけれども、1930年代にこの地図

で示しているグレーの部分が全て草原でしたが、2000

年、一番右側の図ではグレーの部分が入って、ほとんど

が黒の部分、森林に変わってしまっているという傾向が

筋山周辺により多く分布しているということが傾向とし

て見えてきました。

　次、お願いします。

　これと同じように重ね、こちらには植物の種がすべて

落ちていますが、代表的な種を抽出してみると、例えば

ジザゲタシ、カラナデシコ、リュウノウギクといった何種

類かの植物が、草原のこういった場所で見られる特徴

的な種類であると思います。

　こうした結果を基に考えていくと、草原特有の植物を

保全していくには、この三筋山の山頂から桃野とマナイ

タウラ、先ほど示したエリアですけれども、この周辺を今

後も確実に山焼きをして管理していくことが重要ではな

いかと思います。

　１つ、まずは保全の指標として、こうした場所だけに

分布する植物種を上げて、保全の目安として考えてみて

はどうかということ、２つ目に山焼き管理の後継者育成

という観点では、保全上特に重要な場所とそれ以外で

かつ安全、平場で作業してケガが起きないような場所

ということですけれども、そうした場所で、先ほど藤田さ

んからも話がありましたが、管理の点検、具体的には防

火線の草刈りですとか、そういうものが手鎌で、例えば

各区の作業で余ったエリアでもいいですし、そうした場

所が少しでも確保できるようになっていけばいいので

はないかと考えています。

　今回、細野は草原のほかにも湿原が４か所ありまし

て、そことその周辺に希少なラン類などの植物が見ら

れますが、こうした希少種に関しては共通のリスクもも

ちろん非常に高いものですから、財産委員会の専門員

ですとか、ネイチャーガイドグラブの方々の助言ですと

か情報交換を深めていくことが大切だと考えています。

　また、明日、現地でお時間があれば是非見ていただ

きたいのですが、富永さんにはお話をせず申し訳ござ

いませんが、駐車場の裏側の空いているところにネイ

チャーガイドクラブの皆さんでこのような細野で見られ

る希少種の種子を採取して、現場で保全をするという

試みをされております。こういう試みというのは、保全生

態学の研究者の中ではあまり聞かない話ですので、ぜ

ひ取組を進めていったほうがいいかなと私自身は考え

ております。

　私の方からは以上となります。ありがとうございました。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうございま

した。

　保全についてですが、山焼き管理の後継者育成とい

うことで、保全の場所を限定しながらも、しっかりと希少

な植物を保全できるように、重点的に行っていくという

ことでよろしいでしょうか。

○実行委員（内山義政）　今の山焼きの範囲をしっか

りと維持していくのは大前提ですけれども、確実に保護

すべき場所というのを知っておく必要があるのではな

いかと考えています。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　保全上、重要な場

所以外且つ安全な場所での管理体験というのも、保

全・利用ということで繋がりがあると思います。もう一歩

踏み込んで山焼きについても学習できるような体験が

あれば、その後もしっかりと後継者が現れてくるのでは

ないかと、利用の観点から思いました。

　それでは最後に「継承」について、鈴木さんよろしくお

願いします。

○パネリスト（鈴木豊美）　「継承」についてですけれ

ども、細野高原の景観維持とか害虫駆除、生態系の保

護のためには、山焼きが必要です。先ほども例に出てい

ましたけれども、山焼きをするには細野高原以外に燃

焼させないように管理をするため、まず20メートルぐら

いの防火帯を作ります。10月にその部分の草を刈り、

11月にそれを燃やし、2月に山焼きを行います。この作

業を現在、4区で行い、山を守っていますが、各区とも若

者が減り、高齢化が進んだことから、作業する人の確保

も難しくなってきています。先ほどお話がありましたが、

2008年に全国草原シンポジウムのときにも、山焼きを

続けるためにボランティアを募ったり、学校の総合的な

学習の時間で子供たちに野焼き体験をしてもらうことも

文化継承に必要だと言っています。ボランティアを募る

にしても、火が入ると風向きが変わります。初めは見学

するのでも経験の積み重ねが必要でしょうと思います。

　そしてまた、令和２年９月に細野高原を考える会を発

足しています。この会でもやはり細野高原の管理、山焼

き、防火帯などを今後同様に継続していくことは困難に

なりつつあるとしています。４区で細野高原の観光、産

業などの資源としての活用や周辺の地権者と協力した

新たな魅力の創出を図っていきたいということが、発足

の経緯となります。今後、どうしたら会として細野高原の

魅力を発信することができるか、良いご提案がありまし

たらご意見いただけますと幸いです。

　山との関わりがなくなりつつある今、細野高原を残し

ていくためには、守りたいと思う人を増やしながら、山

仕事を行っていくしかないと考えています。特に若者と

の連携が重要と考えます。若者は斬新なアイデア、企画

力、行動力、情報発信力、また体力など、地域活動に必

要なものを多く兼ね備えているかと思います。「継承」に

ついての私の発表については、以上となります。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうございま

した。

あります。もちろん阿蘇でも、全国のほかの地域でも再

生に向けた取組は進んでおりますが、全国の草原面積

というものを、右の図ですが、まとめてみると、1920年

代は３万から４万平方キロメートルあった草原が、

2000年頃になると5,000平方キロメートルまで大幅

に減少しているということが分かります。このことは細野

高原、全国どの草原でも同じですけれども、管理の手が

足りなかったり、土地の改変、植林であったり、開発行

為などによって面積の減少が進んできたということが原

因として上げられています。

　次、お願いします。

　植物に着目していきますけれども、草原特有に見られ

る植物への影響というものを考えてみると、今までお話

ししてきたような草原の面積の減少というものと、この

今も維持されている草原の中の管理、山焼きであったり、

草刈りであったり、この頻度が低下したり中断したりす

る。例えば細野は日本の中でも本当に珍しく、もしかし

たら中断された年もあったかもしれませんが、記録のあ

る限り、毎年山焼きをしてきているということで、非常に

貴重な草原となっています。全国的に見ると２年に一遍

だったり、例えば東日本大震災の頃に消火ヘリが飛ば

ず、仙石原では山焼きが中止になりましたけれども、そ

ういったように数年中断したり、なくなってしまったりと

いう場所も多いです。こうした２つの要因が複合的に絡

み合って、そこに出現している草原特有の植物に影響

を与えているのではないかということが近年様々な研

究で言われるようになってきました。

　今回の発表では、具体的なメカニズムですとか、専

門的な話まで踏み込みませんが、私が細野高原で植物

等のデータを取った結果を基に、どういった場所が「保

全」に適しているのかということですとか、あとは、これ

までの土地利用の変化というものを改めて航空写真で

振り返りながら、一緒に考えることができればと思って

います。

　それでは、次お願いします。

　ここが稲取の細野高原の現在の航空写真になります。

見ていただいている真ん中付近が細野高原で、右側に

ゴルフ場と伊豆アニマルキングダムがあります。

　次、お願いします。

　これと同じ2017年の写真、稲取の方はこれで分

かっていただけると思うんですが、今回初めて来ていた

だいた方は、先ほどの東伊豆町観光協会のパンフレッ

トを開いていただくと、真ん中に水源涵養保安林があっ

て、それがかなり目印として分かりやすいと思いますの

で、そこを見比べながら、過去の土地利用というものを

見比べていただければと思います。

　続いて、これが2000年です。これは今とほとんど変

わりないかと思います。

　次、お願いします。

　これが1989年ですけれども、これと先ほどの2000

年を比べると、植林が少し進み、西側の河津町のほうで

山焼きが、その前からされなくなっていたのが進んでき

たということが分かり、樹林化が進んできたということ

が分かると思います。

　これが1980年です。先ほどの水源涵養保安林の植

林がされる、外側に広がる前という感じです。

　これがかなり前になりますけれども、1964年です。こ

のあたりから多分、当時の状況をご存じの方もいらっ

しゃるかもしれませんが、まだ私が生まれていない時代

ですけれども、これと先ほどの写真を見比べていただけ

ると、今のゴルフ場の辺りですとか、茅場がかなり減った

ことが、河津町側のほうですけれども分かると思います。

　これがさらに昔の1947年ですけれども、こちらは先

ほどの写真より引いて写しているので、もう少し白田の

ほう、東側のほうまでずっと広く茅場が広がっていたと

いうことが分かると思います。

　次、お願いします。

　これをもう一回まとめてみると、1947年には、グレー

の部分が草原ですけれども、これだけ一面広がってい

たものが真ん中の水源涵養保安林の植林が進んだり、

河津町側のほうでの山焼きが中断したことによって樹

林化が進んだり、国有林、北西側のほうが山焼きしなく

なって樹林化が進んだりという傾向が分かるかと思い

ます。

　このデータを基に草原がどれぐらい減ってきたのか

というのを出しましたが、2013年から2015年に１か

月に１回程度、この遊歩道の道にほぼ沿った形になり

ますが、第１駐車場から熊口、マナイタウラというのが

真ん中の水源林ですけれども、そこから三筋山を登っ

て桃野を進んで、ＧからＨというこの区間です。パンフ

レットでいうと、６番から５番、４番に行くルートですが、

ここを歩いて道の分岐で区切った区間ごとに出てきた

植物の種類を記録しています。あとは、草刈りと山焼き

の多い区間を記録しています。

　これを統計的に解析して、詳細は省きますけれども、

山焼きと草原がどれぐらい周囲にあるのかという影響も

加味して、そこにいる植物の種類のパターンを比べて

みると、三筋山からマナイタウラのこの緑色で囲った範

囲に見られる植物と熊口の水源林の自然、青色で囲っ

た範囲で見られる植物というのは明らかに種類が違っ

てくるということが分かります。山焼きとまとまった草原、

両方の効果で維持されている植物というのが、この三

　一点ご質問よろしいでしょうか。４区一体で管理をさ

れていると思いますが、例えば小学校などの教育機関

に山焼きのやり方や、草刈りのやり方を伝えるときに、手

法については4区統一された管理等はされているので

しょうか。

○パネリスト（鈴木豊美）　管理自体は財産区が指導

していますけれども、大体４区とも同じような方法で防

火線刈りをやっています。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　財産区から教育機

関、子供や大人に管理体験を提供する事は可能なので

しょうか。

○パネリスト（鈴木豊美）　安全なところであれば可能

と思われますが、その指導を行う方を誰にお願いする

のか、要するに財産区で子どもたちを預かってやるとか、

学校のイベントとしてやることで先生も現地にきて子供

を見守ってくれるか、そのあたりの仕組みを整備してい

かないと難しいのではないかと思います。安全な場所

でそういった体験を提供できる場所はあります。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　行政と連携した取

り組みとして行うことも可能なのではないでしょうか。

○パネリスト（鈴木豊美）　可能だと思います。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

　その他に、それぞれの観点からご質問など有ります

でしょうか。

○パネリスト（鈴木豊美）　内山さんにお伺いしたい

のですが、山焼きをしていかないと、この希少種という

のは絶滅してしまうのでしょうか。

○実行委員（内山義政）　先ほど、箱根で2011年に山

焼きを中断したというお話をさせていただきましたが、

実際に見かけられなくなった種がありまして、その後数

年かけて追跡しても復活しなかったという例もあります

ので、できれば毎年焼いているところは、私個人の思い

として、維持していければと思っています。

○パネリスト（鈴木豊美）　先ほどのお話で、細野高原

の山焼きは継続してやってきたという事でしたが、実は

１年だけ実施していない時がありました。その翌年は、

野ネズミやモグラ、が増え、茅が枯れたところがだいぶ

あります。やはり、動物の生態系も崩れていくという事で

しょうか。

○実行委員（内山義政）　おそらく、動物の生態系にも

及んでいるのではないかと思われますが。

○パネリスト（鈴木豊美）　ありがとうございます。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）

　私共の方から、今後の『利用・保全・継承』について、

具体的にどのように進めた方が良いという事は言えな

いのですが、各視点からはこのような意見となりました。

　この後、会場の皆様からも、このような利用をしてみ

てはどうか又はこういう試みをしてみてはどうかという

ご意見がありましたら、そのことについて具体的な方針

や対策を模索していきたいと思います。

　現在、１時４０分ですので、１０分ほど休憩の時間とさ

せていただきます。休憩後に1時間ほどですが、皆様よ

り何かご意見を伺いたいと思いますので、よろしくお願

いいたします。

（休　憩）

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　それではご意見を

伺っていきたいと思いますが、先ほど休憩中に、細野高

原のススキを実際に茅として利用できるのかという事

で、日本茅葺き文化協会の安藤様にいろいろとお話を

伺いまして、とても興味深い内容でしたので、活用方法

等について是非お話をいただきたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。

○（一社）日本茅葺き文化協会（安藤邦廣）　皆さん、こ

んにちは。

　先ほど１時間ぐらいのお昼休みで、細野高原を初め

て拝見させていただきました。茅の質や量について実

際に確認させていただき、そのことについて私の意見と、

茅の利用ということ、特に茅葺きということについての

この地域でのこれからの可能性についてお話しさせて

いただきます。

　茅という資材ですけれども、建築資材としてのこれか

らの利用価値や可能性ということについては意見が

幾つかあります。この細野高原の茅の質、これは茅葺

きの材料として全く問題ないと思います。丈が多少短い

ということはそのとおりですが、山頂近くですと大体２ｍ

近くのものが十分ありますし、平均して背丈ほどですか

ら、御殿場のものに比べると50ｃｍほど低いという事に

なります。平地の茅も大きなものですと３ｍぐらいにな

りますけれども、平均的には大体２メーターちょっと、

2.5ｍぐらいですから、数十センチ低いということです。

　茅の利用ということでいうと、大体４尺から５尺あれ

ば一定の茅として十分に葺くことができます。短い茅と

してカリヤスという茅がありますが、これは最も上質な

茅であり、白川の合掌造りなど、北陸方面ではほとんど

カリヤスが主となっており、この背丈は大体平均的に人

の背丈以下の1.8ｍから低いものだと1.5ｍぐらいです。

そのため小茅、小さい茅といわれています。大茅は大き

いですが太くて重さもあって扱いにくい、また、葺いた後

の耐久性も低いということもあり、小茅は最上とされて

いう利用方法を検討されているのか教えてください。

○東伊豆観光協会長（石島専吉）　今年の６月24日に

町観光産業課が主体となり、東京にあるＫａｎａｔｔａという

ドローンの体験ツアーを行っている企業と、稲取の勤

労者体育館と稲取高原、クロスカントリーを範囲に、

（一社）美しい伊豆創造センターや伊豆急行㈱の皆さ

ん２０人ほどが集まり、体験を行いました。私も体験しま

したが、自分が体験できるとは思ってもいませんでした

ので、できるのかなという気持ちでしたが、意外と簡単

に200メートル～300メートル上昇させることや、横に

スライドさせることができました。稲取高原からですと、

焼却場の先の海の方まで行くことができますし、ゴルフ

場や細野高原の近くまで操縦できてしまいます。そのた

め、この秋にドローン体験ツアーとして、１泊２日若しく

は２泊３日ぐらいで、宿泊していただいたお客様に体

験していただこうという企画がございまして、具体的な

日程は決定していませんが、そのような予定となって

います。

○パネリスト（鈴木豊美）　どうもありがとうございま

した。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　すみません、また少

し話題が変わってしまいますが、今回、利用と保全と継

承を繋ぐアイデアの一つとして、環境教育を上げました

が、その観点について、笹岡先生よりコメントをいただ

けますと幸いです。よろしくお願いします。

○全国草原再生ネットワーク理事（笹岡達男）　これ

はむしろ藤田さんに返してあげたいぐらいです。例えば、

藤田さんが経験され、勉強されたことを活かし、学校の

学生たちをもし東伊豆町に呼ぶとするならば、どのよう

なことを考えているのかご意見をお伺いしたいです。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

　まず、私が地域おこし協力隊になった理由ですが、専

門学校のインターンシップで北海道の黒松内にある、

「ぶなの森自然学校」というところに行ったのですが、

その時に体験したことが私の中でとても感動しました。

自然について細かく言うような自然学校ではなくて、自

然の中で思い切り遊ぶというような場所でした。１週間

単位のプログラムで、長い子は１か月、夏休み丸 と々い

う子もいましたが、やはり子供たちは日常から学ぶ姿

勢がすごく、とても成長を感じられました。最近は家庭

用ゲーム機やスマートフォンなど、外に出る機会や公園

の遊具が危険という観点で、遊ぶ環境がだんだんと少

なくなっており、両親も共働きで忙しいという事なので、

なかなか自然と触れ合いながら思うように遊ぶ、体験す

るということが少なくなってきているというふうに思いま

す。北海道でのプログラムでは、大阪や東京、中には中

国の子供が一人で飛行機に乗って北海道に来て、自然

体験をしながら一緒に遊び、学ぶというような生活をし

ていました。ほんの１週間だけでも、すごく成長を感じる

ことができます。最初は虫も怖くて、「何でこんなところに

一人で来させられたんだろう」というように悲しむ子も

いましたが、知らない地域や大きな自然に囲まれ思いっ

きり遊ぶことで、一回り大きく成長したように感じました。

　その体験がすごく印象に残っていまして、実際、今年

の夏にはオンライン上のキッズコミュニティーと繋がり

があるのですが、子供たちが伊豆稲取に遊びに来て、

海への飛び込み体験や細野高原の草原で思いっきり

走ってみるという事をしました。他にも取ってきた竹を

割り、自分たちで一から流しそうめんを作る体験を通じ

て、お家の方もお子さんが、「一回り大きく、大人の顔に

なって帰ってきた」とか、「また伊豆に行きたい」とおっ

しゃっていました。子どもたちもお家の方に、「家に帰っ

たらノコギリ買って」と、創作意欲が溢れていました。

このように、小さい時の経験はとても重要だと考えてお

りまして、学習面においても空間把握能力や創作意欲

が溢れたりと、そのようなことを推進していきたいと思

い、私はこの東伊豆町に来ました。今後もこう言った取

り組みを進めていきたいと思います。

ありがとうございました、以上です。

○全国草原再生ネットワーク理事（笹岡達男）　あり

がとうございました。

　私は笹岡と申しますが、藤田さんの卒業された専門

学校に勤務しております。この度は実行委員という立場

で出席させていただいておりますけれども、藤田さんの

アイデアは大変良いものだと思います。

　私たちの学校は、自然環境や野生生物の好きな学生

が来ていますので、そういう学生は自ら進んでテントを

張って寝たり、喜んで虫を捕まえたり、植物観察をします。

藤田さんがおっしゃっていたような、様々な地域の小学

生や中学生などの子供たちの受入れ体制を整備する

ことは非常に重要です。そのときに一番大事なのは、学

います。

　この小茅が取れる様々な条件が、現在社会的に、あ

るいはその生態的に限定的になりましたので、白川の

ほうではやむを得ずほとんどを大茅、御殿場の茅を

使っているという現状になっています。これについては

あまり好ましい状態とは言えず、ユネスコからも本来の

その地域の茅を使うべきだという意見が出されており、

代替措置ということで、将来は小茅へ戻すということは

目指されていますが、温暖化の影響などがあり、小茅の

生息域がどんどん限定的になっているのが現状です。

　それから、本来茅場であったものが一旦失われてし

まいますと、再生が非常に困難であるということ、また、

材料を刈る組織も廃れつつあり、個人で刈るにはなか

なか難しいということですが、そのような観点からも、こ

の細野高原の1.8ｍ程度の茅は、本日見た限りの感想

ですが、細くしなやかで耐久性もあり、質が良いと思わ

れます。実際に刈ってみないと分かりませんが、少なくと

も茅の材料として不足はないと言えます。ただ、量につ

いてはかなりまばらなところもありまして、全体的にスス

キが、草原が広がっているところではないと思います。

これは阿蘇も同じですが、120ヘクタールということで

すので、例えばその３分の１が茅場という事であれば、

屋根に葺くには十分な量が確保できます。このことにつ

いては実証実験を行うことで、どの場所で茅が刈りやす

く運搬がしやすいのか、また、どの程度の量が確保でき

るのかを確認することは簡単にできることかと思います。

　本来この地域では茅を屋根に葺いて、そして牛馬を

肥やして、さらに時代的に柑橘類の生育のために地域

経済を支えたことは間違いないです。その地域経済を

支える重要な資源、資材であったということが、この細

野高原の茅場が今に受け継がれている最大の理由で

す。決して生物多様性の維持をしたわけでもなく、観光

のためにしたわけでもない。皆さんが支えてきた結果、

これだけの草原が今に残され、その習慣が良いことと

して、皆さんの努力が今に続けられているということだ

と思います。

　今後、細野高原の茅場がこれだけの面積を残してい

くという事であれば、これは地域経済、産業とどのように

結びついていくかという事を明確にしていかなければ、

一部の限定的なものになりますし、ほかの土地利用と

いうことを考えることも必要なのではないかと思います。

これから東伊豆町、伊豆地域において、茅場はどのよう

に役に立つかということを議論していくことが必要です。

　そのことについて、午前中にもお話があった範囲で

いいますと、この地域では観光が大きな産業の主軸に

なっているということですので、温泉、細野高原、ビーチ

ですね、この３つが揃っている観光地は、国内はもとよ

りコロナウイルスがある程度収束すれば、海外、アジア

地域にとっては非常に大きな可能性を持っているのは

ないでしょうか。そのとき、この茅資源が役に立つのか

と考えていくことが大事ではないかと思っています。

　それでは具体的にどのように活用していくのかという

事について、茅葺きの建物を観光施設に取り入れて復

活させていくということが、私は非常に大事であり可能

性があることだと思います。茅葺きの民家は戦前ほど姿

を消したと思います。戦後間もなく、エアコン生活の中

で流れとして、茅葺きの建物を民家に戻すということは、

一部にあるかもしれませんけれども、かなり現実的では

ないです。この地域の観光として、もう少し観光の質に

変わった滞在型の、あるいは自然と親しむような、ある

いは子供たちの教育とか体験ということを重視した観

光にシフトしていくことを考えれば、観光施設も緩やか

に木造で茅葺きの施設ということが一定割合、世界的

に、あるいは日本の中でも進んでいることは間違いな

いです。ヨーロッパで茅葺きが復活しているのは、まさし

くリゾート地において、オランダやデンマーク、北欧の地

域で最も質の高い観光地は茅葺きで造られる建物群

がつくる景観やその中での生活のゆっくりとした時間を

過ごす、あるいは都市生活で非常に疲れた心身を癒や

す、そういった観光がこれからの大きな流れになると思

います。

　今どき海で泳ぐ人は非常に少なくなったと、本当にそ

う思います。なぜかといえば、ホテルの冷房の効いた室

内にいれば、海岸に出るということとは非常に落差があ

り難しいためです。昔は海の家といって、必ず海辺に日

よけをつくるような東屋などの仮設の避暑地を造り、

人々が海辺で休むような施設があってはじめて海水浴

ができていました。今は冷房の効いた施設は整備され

ていますが、海辺の本来の自然の中で昼寝をしたり、風

を楽しむような施設というのはもうないように思えます。

　ですから、例えばこの海辺に茅葺きのリゾート施設を

これからまた復活していくということを考えるのであれ

ば、細野高原で星を見るとか、別な自然を楽しむような

施設を造る必要もあると思います。そういった本来の観

光にふさわしい施設を、この伊豆にある杉という、戦後

植えた木を活用し、この無尽蔵の茅の屋根を葺くという

ことを町を挙げて、あるいはこの地域の経済を挙げて、

そしてここに集まっている草原を大切にする人たちと一

体となって風景をつくっていく、この細野高原の茅とい

うのはこれだけ素晴らしい暮らしを実現できるというこ

とが分かれば、草原を守るということも非常に意義があ

り、自分たちの生活を支えていることが明確になれば、

多くの方が協力することは間違いないと思います。そう

いった茅を用いた観光施設を造っていただきたいと思

います。

　茅葺きの建物というのは、民家に葺くような50ｃｍ～

１ｍに及ぶ、30年、50年の間立派にもつ茅葺きもできま

すけれども、例えば３か月間もたせたいということだっ

たら、もっと簡単な茅葺きの東屋などの仮設建築も現

在では可能です。様々な技術を組み合わせることもでき

ますので、茅葺きの新しい観光施設利用ということから

始まり、その茅を農業資材に２次利用する、茅葺きとい

うのは必ず屋根に葺いて、再利用するということが本来

の姿です。そういったことも一部取り戻すことによって、

茅というのは本当にありがたい恵みなのだということ

が部分的にも始まれば、もう少し農業に取り入れていく

ことや、本来の生活の中に茅がどんどん浸透していくと

いうことについて、観光施設を突破口にぜひ切り開い

ていただきたいと思います。

我々の協会としても助言や技術者・職人の教育ができ

ると思います。とにかくこの細野高原の茅というのは素

晴らしい資源であるということは、未来を必ず保証する

と思いますので、是非そういったプロジェクトを、行政を

はじめ、この地域の観光協会の方などが集まることで、

進めていっていただきたい、新しい地域が見えてくると

いうようなことでこの会で想像していただくのがとても良

いことではないかと思います。それだけの資源としての

圧倒的な質・量が本日確認できましたので、是非ともこ

の地域をまた開いていくというふうに思えてなりません。

　少し長くなりましたけれども、ありがとうございました。

何かご質問あればお答えします。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうございま

した。

○（一社）日本茅葺き文化協会（安藤邦廣）　茅葺きに

ついては建築的に規制があります。都市部、この密集地

域では不燃材で葺かないといけないという規制があり

ますので、街中では厳しいところがあると思います。二

十二条地域という区域になりますけれども、それは特定

行政庁が解除できます。今まで都市化ということが非常

に進んできましたので、二十二条地域の区域指定はか

なり全域に広まっておりまして、現在、様々な地域でその

解除は特定行政庁で行えるということになっております

ので、必要に応じて限定的に外すということもできます。

恐らく細野高原は二十二条地域に該当していないと思

います。もし二十二条地域があれば、その部分を解除す

るということも今はできますし、様々な観光地、茅で地域

づくりをしようとする地域は、例えば宮城県石巻市では

非常に広大なヨシ原を持っている地域がありますが、

一部の市街化区域を除いて解除しておりますし、重要

な茅葺き集落を保有する市町村の場合も、あるいは１

戸１戸の重要な民家がある場合も、その部分を部分的

に解除するということも現在進んでおりますので、そう

いうことはあまり障害にはならないと思われます。あくま

で、地域の主体的な住民の総意があれば、できるという

ことも申し上げておきます。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうございま

した。

　茅葺きの建物を観光施設として造り、お客さんに楽し

んでいただくというのは、先ほど白川先生からお話があ

りました茅プロジェクトのように、町にしっかりと還元で

きるような収益を上げられるような施設であったり、茅

を葺き替えるタイミングでそれを体験するということも、

複合した施設ができる可能性があり、個人的に色 と々

検討してみたいという風に思いました。

○パネリスト（鈴木豊美）　ただいまの茅のことですけ

れども、この細野高原の茅は屋根に葺くことについて問

題はないという事でしたが、今の細野高原は肥料とい

うものを全然やっておりません。肥料と言えば山焼きで

燃やした後の灰ぐらいです。茅に対して人為的に肥料

を与えても問題ないのでしょうか。

○（一社）日本茅葺き文化協会（安藤邦廣）　茅に人為

的に肥料を与えるということはしない方が良いと思わ

れます。また、今まで例としてはほとんどないと思います。

唯一、刈り取ることと、その後、燃やすこと、これによって

１万年間続いてきたということは最近の学説で立証さ

れておりますので、環境条件的に余程の激変がない限

り、刈り取って火入れをすることで、屋根に使う材料とし

て持続可能なことは間違いありません。そんなに心配

することはないと思います。

○パネリスト（鈴木豊美）　どうもありがとうございま

した。

　利用について一点、東伊豆町観光協会の石島さんに

お聞きしたいのですが、今後、観光協会ではドローンの

操縦体験など計画があるようですが、具体的にはどう

自分ももっと細野高原を歩き、良いところを探し、皆様

にもご紹介出来たらと感じています。以上です。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございます。

　明日のオンライン見学会にて、お二人には現地説明

会にご出演いただいております。明日ご参加される方は

楽しみお待ちいただければ幸いです。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　私もジオガイドを

持っていまして、細野高原はよくガイドツアーをしていま

す。お客さんには、ここはこういう経緯で草原になり、昔

はこういう利用をされていて、毎年山焼きを行い管理し

ているという事をお話すると、「山焼きを見ることはでき

ませんか」という方や、「私も草刈りをやってみたいで

す」という方が多くいらっしゃいます。少しでも細野高原

に携わるきっかけとして、草刈り体験や、最初から火入

れ体験をすることは難しいですので、見学できるスペー

スを設けるなど、山焼きを一般に公開してみてはどうか

と思います。

○教育委員会事務局長（梅原　巧）　突然のご質問、

申し訳ありません。東伊豆町教育委員会事務局長の梅

原と申します。

　細野高原には、県の指定文化財として湿原が何か

所かございまして、その中に桃野湿原というところがあ

ります。私も小さい頃から遠足などでそこに行っていま

すけれども、先日確認しましたら、かなり浅くなってい

るように見え、いずれ消滅してしまうのではないかと思

いました。

　文化財ですので、人の手を入れず自然のままにして

あるというのが現状です。しかし、湿原を保つために修

正すべきか、形状が変わってしまうとしても自然のままに

しておくべきか、どちらが良いのか疑問に感じています。

　また、先ほど富永さんの方からもお話がありましたが、

鹿や猪が湿原の中に入り沼田場にしているため、掘り

返されて荒れてしまっています。ワイヤーなどを用いて、

周囲を全部囲ってしまえば入れないと思いますが、金

属なので錆が出ます。文化財的な面がありますので、自

然のままにしておこうという結論に現在はなっています

が、本来の管理はどのようにあるべきか、詳しい方がい

らっしゃればご教示いただけますと幸いです。

○実行委員（内山義政）　ご質問ありがとうございます。

　まず、文化財としての保存と、観光として利用しつつ

保存していくというのは相入れないものだと思います。

湿原の乾燥化や鹿柵を設けるというのは、私も専門で

はありませんのでお答えすることが難しいですが、会

場でもし詳しい方がいらっしゃいましたらお願いいた

します。

○芸北高原自然館主任学芸員（白川勝信）　私は元々

湿原が専門となりますが、大学を卒業後に草原のほう

に入りました。東伊豆町の気候だとおそらく低湿で細野

高原を見ても、窪地のようなところに水が集まり、湿原に

なっているのではないかと思います。いわゆる、栄養分

の少ない水が集まりその上にミズゴケが生え、そのミズ

ゴケがスポンジの役割をし、水を溜めてできるというの

が信州や北海道のような高層湿原ですが、それらとは

全く異なる低湿地です。低湿地は有機物や土砂が入っ

ていくと、長い目で見て埋まってしまう運命にあります。

　西日本を含め、低湿地がどうして長い間保たれてき

たのかについては、一方で草原を利用してきたというと

ころがありそうです。集水域でしっかりと草刈りをして有

機物が流れ込まないようにすることが、湿原の中の植

物の成長などが抑えられ、湿原の中に枯草などがたま

る量が減っていくことになります。あるいはカンスゲなど、

昔は草がとても大事でしたので、湿原のすぐ際まで草刈

りをしていたという話をよく聞きます。そのようなこともあ

り、里地といいますか、湿原の周りが積極的に利用され

てきた方が、長い間の人と自然の関わりの中で湿原が

残されてきていると思います。細野高原の現地を確認し

ておらず、写真や記憶での推測ですが。

　猪についてはおそらく、昔はそこまでの頻度で草原

の中に入ってくるような状況ではなかったと思います。

鹿も同じだと思います。現況ですが、逆に猪が沼田場に

して荒らすというのは、大きく見て悪いことではなく、湿

原の中に眠っている種子が表に出て、芽を出すという

こともあります。但し、このことも頻度が高過ぎると悪影

響になるのではないかと思います。

　錆などの鉄分につきましては、こちらの湿原の中には

ミズゴケなどはあるのでしょうか。

○ネイチャーガイドクラブ（富永眞弘）　あります。

○芸北高原自然館主任学芸員（白川勝信）　大体、酸

性のほうに偏っています。バクテリアが発生するため油

が浮いたとしても、そのことは特に自然な状態なので気

にすることではありません。やはり、現地を確認させてい

ただいてから、お話しさせていただければと思います。

よろしくお願いします。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございます。

　ただ今ご説明のありました細野高原のような低層湿

原の場合は、周りが森林だと木の葉などが幹に落ち、

蒸発や木の蒸発散があり水分が失われやすいのです

が、草原ではそれがないため、直接水が流れてきて水

源としてたくさん確保できるというご説明でよろしいで

しょうか。

○芸北高原自然館主任学芸員（白川勝信）　はい。

　私たちの一生に比べ湿原の一生は長いですが、運

校の先生でも実際に野外活動を自ら教えた経験のある

方はなかなかいらっしゃいませんから、こちらで安全に

引率して、また宿泊場所の提供ができるような、そういう

体制ができれば細野高原は明日からでも自然学校に

なるのではないかと思います。是非、そのような支援を

町として、地元として応援していただければと思います。

ありがとうございました。

○町長（太田長八）　ありがとうございました。藤田さん

には地域おこし協力隊での３年間、本当に良く頑張っ

ていただきました。

　その中でも良い活動だと思ったのが、今回コロナ禍

の中でしたが、子供たちを自然の中で楽しませて、その

間お家の方は仕事をやるという親子ワ―ケーションの

実施です。藤田さんが子供たちを見ていてくれたからこ

そ、子供たちは楽しく自然の中で学ぶことができ、お家

の方も集中して仕事をすることができたと思います。こ

れからの東伊豆町にとって、貴重な人材だと考えていま

すので、これを機にさらにご活躍いただき、活動の幅を

広げていっていただければありがたいと思います。今後

のご活躍に期待しています。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございました。

　藤田さんには引き続き、東伊豆町の環境教育の推進

を頑張っていただきたいです。今回、我 ３々人で準備を

していく中で、環境教育という言葉を上げましたけれど、

現在、細野高原の管理を主体となって行われています

４区の役員の皆様ですとか、私は田町区の出身ですが、

田町区の場合は役員のＯＢや有志による担い手が年々

増えていっていまして、私もメンバーとして活動していま

すが、そのような形で、主体となって管理を行っていく

方 と々一般の観光客との間に立ち、一般の方々を担い

手サイドにもう一歩踏み込んで誘い込むことができれ

ばと思いました。そういった中で環境教育というのは、

引き込み方の一つなのではないか思いますので、担い

手、作り手として頑張っていただくという事と、これまで

町内でそうした活動をネイチャーガイドの皆様ですと

か、ジオガイドの皆様でされてこられましたので、１３年

前のシンポジウムや今までの経緯を踏まえ、これからこ

のようにしていけば良いのではないかというご意見な

ど有りましたら、コメントをいただけますでしょうか。

○ネイチャーガイドクラブ（富永眞弘）　ネイチャーガ

イドクラブの富永と申します。

　１３年前には会長を務めさせていただきましたけれ

ども、それから細野高原の環境として大きく変わったこ

とは、鹿の食害が増えたことです。先ほど写真が出まし

たけれども、畑のようなものを作り、絶滅しそうな植物を

植え、保護するという活動を行っています。しかしながら、

鹿の食害が増えている今、保護した植物をすぐに元の

場所に戻すことはできませんので、鹿の食害が減少す

るまでは現在の活動をやり続けていかないと、種の保

存はできないものと考えております。

　もう一つはこちらも鹿に起因することですが、マダニ

がとても増えています。そのような中で、マダニが活動的

になる時期にお子さんが芝生であっても足を踏み入れ

ることは、危険なことだと思います。以上２つの違いが

確認できました。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございます。

　ジオガイドの鈴木さんはいかがでしょうか。

○ジオガイド（鈴木京子）　ジオガイドの鈴木と申します。

　私はジオガイドを案内して日が浅いので、この場で

特筆してお話をさせていただくのは難しいと思いますが、

やはりジオガイド協会的に細野高原はとても貴重な場

所で、ここを案内してお話ししたいというジオガイドは、

本部にも多いです。私個人といたしましては、小さい頃

からの思い出がありまして、ワラビの季節になれば家族

でワラビ刈りをし、山焼きも私の父、弟、私の主人、息子

も、みんなが体験しております。そのように、家族みんな

でずっと守ってきた細野高原でありますので、細野高原

の中に通っていますあの道路も、父たちの時代に造っ

ていました。造るたびに父が、「いい道ができたから行く

ぞ」と言い、誇らしげに細野高原に連れて行ってくれて、

素晴らしい景色が望める場所を紹介してくれました。

　学校的には遠足に行きまして、中学校の遠足では秋

の紅葉を見に出かけました。春にも行きましたが、その

時には桜の木がありましたので、後日、友達とまた歩い

て、桜を見に行こうって登ったものです。

　そしてもう一つの思い出が、夏休みに熊口まで行き、

学校でキャンプをしました。やはりそこでは綺麗な水が

出るということが先生たちも分かっていましたので、川

の水を汲みカレーを作り、飯盒でご飯を炊きました。

　そのように貴重なところですので、本当に残してい

きたいという気持ちはあります。私は残していくための

原動力の一部分になれませんので、観光の方で携

わっていますけれども、先ほどの白川先生のお話を

伺って、何か自分の経験を活かし、子供たちが思い出

作りをすることができれば、将来も大事にしていってく

れるのではないか、継承していってくれるのではない

かと考えています。自然学校もそうだと思いますが、そ

のような経験を幼い頃に積み重ねていくことが重要で

はないかと感じます。

　ジオという事ではあまり詳しくお話しできませんが、

　今後どのようにしていくのかについては、町全体で決

めていくことだと思いますが、このような会も重ねたうえ

で、しっかりとプロジェクトの推進をしていければと思

います。

　最後になりますが本日は様々な意見が出ましたので、

町長より本会のまとめをよろしくお願いいたします。

○町長（太田長八）　本日は貴重なご意見を多数いた

だきまして、ありがとうございました。

いただいたご意見を基にこれから戦略を練り、推進し

ていきたいと思います。

　そういった中で、日本茅葺き文化協会の安藤様には、

茅葺きや茅の再利用という事について、また色々なご指

導をいただけますと、大変ありがたいと思います。

　本会を通じ、皆様が細野高原について真剣に考えて

いただいていることを、一層深く感じました。今後とも皆

様とは情報共有を行っていき、保全や利用について検

討していければと思います。

　また、最も大事なのは管理を行っていく後継者、これ

が一番重要だと思います。今のままでは必ず担い手不

足となってしまいますので、今後の体制をどのように変

化させていくか、そしていかに細野高原の素晴らしい自

然を保全していくか、これこそが最大の課題です。皆様

と一体となり、この保全にしっかりと取り組んでいきた

いと考えておりますので、その際にはまたご支援とご協

力の程をよろしくお願いいたしたいと思います。

　以上です。ありがとうございました。

○（一社）日本茅葺き文化協会（安藤邦廣）  申し訳ご

ざいません。最後によろしいでしょうか。

　この茅場の維持管理について、先ほど町教育委員会

の梅原さんよりご発言があった中で思い出しましたが、

文化庁の制度で文化財を守る資材を選定する、「ふるさ

と文化財の森」というものがあります。この中に茅場が

含まれていまして、現在、全国１９か所の茅場が選定さ

れており、静岡県だと朝霧高原が数年前に選定されて

います。各県に１か所程度ありますが、文化庁の中で一

番新しい制度となっています。文化財というのは法隆寺

などの建築物、それから、それを守る職人技、無形文化

財といいますが、それに加えて資材の文化財制度が一

番新しく、１０年ほど前にできたばかりです。例えばヒバ

塗装や漆です。その中にやはり茅がとても不足している

ので、茅場を保全、管理していきましょうということで、文

化財に出荷する茅として、そのエリア選定するというこ

とができます。

　私が本日見た限り、細野高原はこれに合致する場所

だと思います。ただし条件としましては、文化財への出

荷実績が多少なりとも必要ということになります。その

ためこの地域にある文化財、市町村指定や登録文化

財でも可能ですが、茅葺きの建物が伊豆半島にはたく

さんあると思います。例えば伊豆の国市にある国指定

重要文化財の江川邸もそうですが。そういうことで２～

３年程度の実績を積み、細野高原の茅場の質、量は問

題ないと思われますので、是非、茅刈りを始めていただ

き、選別したものを出荷する取組をしていただければ、

制度の対象として選定されると思います。選定される、

文化財の森から様々な助成制度受けられます。普及啓

発事業というもので毎年助成が出ていますので、最大

２００万円の満額補助となりますが、そこに町民の方々

が参加して、皆様と一緒に環境教育を推進していきな

がら茅刈りを行い、山焼きをやること、このような環境

保全全体の取組を体験、研修することで補助が受けら

れます。

　また、選定地の整備費用にも半額補助が受けられま

す。例えば農道整備や支障木の伐採、山焼きについても

環境整備事業となります。いずれも県を通じ、文化庁へ

の申請手続や調査の依頼を行い、町の文化財関係課

から県の文化財関係課の方に連絡を行います。私も文

化財のほうの選定委員となっていますので、私の見た

限り細野高原は是非、ふるさと文化財の森に選定して

いくことを２～３年の目標にしてやっていただくと良い

のではないかと思います。

　細野高原の観光利用というのは、長期的に一歩ずつ

やっていくことが必要ですけれども、取りあえず、文化財

制度を活用していくことは非常に利点が大きいと思い

ます。是非、文化庁への問い合わせやホームページを

ご確認いただき、ふるさと文化財の森という制度を調べ

てみてください。生物多様性の維持や環境教育というこ

とを推進していくために、とてもいい制度だと思います。

以上、補足となります。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

○司会　この後午後３時２０分より、各分科会場の方

にご出演いただき、WEB配信にて全体会を予定してい

ます。

　藤田さん、内山さんにおかれましては、全体会での発

表に向け意見をまとめていただきますので、東伊豆会

場の分科会はこれにて終了といたします。

　藤田さん、内山さん、鈴木さん、どうもありがとうござ

いました。

　それでは全体会までお時間がありますので、休憩を

お取りください。
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命的には窪地ができ、湿原ができ、それが消えていく段

階である中の現在、一断面を見ていることになりますの

で、人工的に何をしていくのかという事については、今

の時代に生きている私たちでしっかりと決めればいい

のではないかと思います。

　ただ、内山さんが先ほどおっしゃいましたけれども、

湿原という生態系が何も触れずに保存するということ

ができないものなので、例えば広いまま残そうとするの

であれば、三瓶山の姫逃池というところでは、毎年水草

をしっかり取るという作業をしています。そういうやり方

もありますので、その部分は地元に近い専門家の方な

どと一緒に、管理を考えていけばよろしいのではないか

と思います。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございます。

　ご質問へのご回答は以上でよろしいでしょうか。

○教育委員会事務局長（梅原　巧）　ありがとうござい

ました。

○稲取地区特別財産運営委員長（山田賢一）　財産区

の山田です。

　内山さんの話を今まで聞いてきまして、細野高原の一

番古い写真をお出しいただけますでしょうか。

　この下の方に見えるのがゴルフ場ですけれども、また

ずっと上のこちらの方、河津との境界以外のところにつ

いて、私たちが学生だった昭和47年以前にはすべて

入谷区で山焼きを行っていました。真ん中に熊口の水

源がありますが、こちらの方はゴルフ場で、ここからバイ

オパーク、ゴルフ場まで草原でした。さらにもっと上の

方、そこら辺までが草原でした。40年代後半、50年代

に高山通りということで植林をしまして、現在あまりいい

山だとは言えませんが、ほとんど植林されています。

　現在は、昔から比べれば３分の１ぐらいの広さです。

そういう意味で、先輩の皆さんがそれだけ頑張って、こ

の３倍、４倍の広さを管理してきたので、私たちも管理

していかなければという気持ちがありますが、どのよう

に維持していくのか、その部分で悩んでいます。

　今年、財産区の役員の皆さんと相談して、この部分は

急傾斜地で山焼きをすると岩が落ちてくる為、来年の山

焼きからやめることになりました。放棄という形になりま

すが、管理する人の安全の為です。

　また、これも内山さんがおっしゃっていたことですが、

ここが熊口水源ですけれども、ここからここまでの部分

は大体40～50ヘクタールになります。役員の皆様と現

在考えていることが、ここから上については水源地とな

りますので手は入れないですが、こちら側の部分を将来

的に、先ほどの体験学習や観光のためのイベントなど、

自然を保護しながら利用していただくことはできるかど

うか、その部分についてご意見をいただきたいと思いま

す。以上です。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

　この山の上の部分は保全を継続していくべき場所だ

というふうに、先ほど内山さんもおっしゃっていました

ので、この辺りの草原を保全していくために、利用する

方向にもっていければ良いのではないかと思いました。

○実行委員（内山義政）　特に保全すべきということで、

企業などどなたかに利用していただければという提案

であると思いますが、少しこれまでの話をまとめながら

になりますけれども、例えば観光利用、ちょっとした休憩

所や東屋を設けるとしても、茅葺きの使用やそれを体験

してもらうといった中で、防火線も含めた草刈り作業と

いうものにも触れていただき、現在、ベテランの方だけ

で頑張って維持している防火線の管理を、将来的には、

少しでも若い世代が山焼きに入っていけるようにする

ためのフィールドとして使用していくことができればい

いのではないかと私個人として受け止めましたが、会

場の皆さんはいかがでしょうか。

○ネイチャーガイドクラブ（富永眞弘）　下側を利用

する案が出ていますけれども、湿原は現在４つあり、３

つはそのエリアに入っていますので、特に芝原湿原の

水源というのがかなり上のほうに延びてきています。

その部分が荒らされないよう、注意していただきたいと

思います。

○実行委員（内山義政）　そうしたピンポイントに保全

すべき場所というのは、ネイチャーガイドクラブの皆様

やジオガイドの皆様など、地元で見てきた人にしか分

からない場所もありますので、情報共有を行っていく必

要があるのではないかと思います。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　皆様、ありがとうご

ざいます。

　茅葺きや環境教育としての利用、観光資源、あるいは

保全や利用の方法について、様々なことをお話しいた

だきました。

○司会　それでは、ただいまより東伊豆会場の分科会

のほうを始めさせていただきます。

　ここからの分科会の進行については、地域おこし協

力隊の藤田翔さんと実行委員の内山義政さんにお願

いをします。また、パネラーとして入谷区町内会長の鈴

木豊美様に御協力をいただきます。

　それでは、どうぞよろしくお願いいたします。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　地域おこし協力隊

の藤田と申します。本日はよろしくお願いいたします。

　最初に、ご存知の方もいらっしゃると思いますが、簡

単に自己紹介をさせていただきます。

　地域おこし協力隊の藤田翔と言います。東伊豆町に

来て今年で３年目となり、地域おこし協力隊の任期が

最終年度となります。東伊豆町に来る前は、笹岡先生も

おられるのですが、東京環境工科専門学校というところ

で自然について学習していました。本日はよろしくお願

いいたします。

○実行委員（内山義政）　皆さん、こんにちは。内山で

す。私は稲取の田町区出身でして、高校卒業後、大学に

進学しまして、就職して静岡県内に戻ってきましたが、

2019年から職場の休業制度を使いまして、東京都立

大学の大学院に通わせていただいています。草原生態

系の保全を研究テーマとして研究を行っていまして、

フィールドを細野高原とし、地元に通いながら調査を続

けています。本日はよろしくお願いいたします。

○パネリスト（鈴木豊美）　皆さん、こんにちは。私は細

野高原を管理する稲取の４つの町内会の１つ、入谷区

町内会の会長で、区長を務めています鈴木です。入谷

区は細野高原に隣接しておりまして、昔から関わりが深

い町内会でございます。以上です。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　それでは、東伊豆

会場分科会を開会いたします。

　東伊豆会場の分科会のテーマは、『利用・保全・継

承』の３点となります。

　まず、テーマに決めたこの３点ですが、午前中にも説

明がありましたが、それぞれがローテーションしてしっ

かり循環していかないと、細野高原というものはなく

なってしまう。若しくは、一つがマイナスの方向へ向かっ

てしまうと、その次へ次へとどんどんそのマイナスが引き

ずられ、負のスパイラルになってしまうということで、そ

れぞれの問題を全体的に考えていけたらなという思い

で、このテーマにさせていただきました。

　最初に、利用について、私、藤田がお話しさせていた

だきます。

　最初に、細野高原のこれまでの利用ということで、午

前中もお話が出ていましたが、細野高原は茅場として

利用されていました。茅は、茅葺きや、昔は畑を耕すた

めに牛などを使っていたので、そういった家畜の飼料と

して使われていました。また、ミカン畑に敷いて防寒や、

雑草が生えないようにしていたり、現在においても山菜

狩りなど、多くの需要がありました。特に昔の利用に関

しては、生活により密着した需要が多くありまして、現在

とは異なり、少子高齢化が問題視される以前のことでし

たので、担い手も十分に補充されており且つ、町民全体

で利用され、さらに町全体でしっかりと保全がされてい

ました。

　そして、現在の細野高原の利用ですが、現在は生活

というよりは観光やレジャー、体験というのが主な利用

方法になっていると感じます。他にも、ハイキングや

ツーリング、少しではありますけれども、畑、山菜狩りな

どもされています。

　昔と現在の利用の変化を見てみると、生活必需でし

たが、必需ではなくなってきているという見方ができると

思います。昔の生活にどうしても密着なものというのは

必然的に利用・保全・継承のサイクルが形成されていま

したが、その利用価値が現在は少なくなってきていると

いうことで、しっかり現在の姿に合う利用価値を見いだ

さなければならないと考えています。

　また、昔は町民、町全体で生活に必要なものでした

が、現在は担い手不足や利用価値の減少に伴い、管理

全体の費用も不足しているような状況だと思います。そ

の中で、この３つの循環をしっかり考えていかなければ

と思い、現在の利用についてですが、ハイキングやツー

リングについては、そこまでお金が落ちたりするような

ものではないと思っていまして、もっともっとその利用価

値を最大限に発揮できる何かを町全体で考えていく必

要があると考えています。

また、その利用からしっかり細野高原の背景や保全を

したいという、最近だと森づくりなどに興味関心がある

方もいらっしゃると思うので、そういった層に向けて体

験やレジャー、観光、教育、そして利用することで保全・

継承への誘導を見込んでいき、その負のスパイラルか

らいい方向へ改善していくことが必要ではないかと思

います。

　ここで、他地域における利用方法について事例を幾

つかご紹介します。

　ご存知の方もいらっしゃると思いますが、隣町の伊東

市の大室山ですが、大室山自体が国の天然記念物に

なっておりまして、こちらでも毎年山焼きを実施されてい

ますけれど、こちらはリフトで３分ぐらいで山頂まで上が

れるという、気楽に行けるレジャースポットになってい

ます。そこでは料金も掛かりますが、毎年山焼きの火入

れ体験ができるので、そういったところで人手を解消し

つつ、お金も落としていただいているというような場所

です。

　こちらは先ほども紹介がありましたが、生石高原でも

和歌山の大学と連携し、イベントを通じて保全や茅葺き

の文化を発信している場所です。やはり担い手不足の

解消や保全をする上では、どうしても人手が必要になり

ますが、そういった教育や、学生などと連携して学びの

場としても利用してもらいつつ、保全もしっかり手伝っ

ていただくというような場所です。先ほどもお話がありま

したけれど、クラウドファンディング、応援したい気持ち

をお金で送るというような資金集めもされています。

　こちらは阿蘇です。先ほどお話にも上がりましたが、

阿蘇では環境省との取組を進めていて、各教育機関で

教材も作成しており、地域での体験を含め、学ぶ場を作

られています。また、環境学習の講師も派遣されているな

ど、行政と町がしっかりと連携して進めている地域です。

　ほかにもエコ資源にということで、ＳＤＧｓについても

先ほどお話がありましたが、例えば茅葺きに使われた

茅というのは取替えの時期になると、いい具合にほぐれ

て柔らかくなり、畑の肥料や雑草がはえないように敷い

て利用することや、阿蘇でも利用例があったと思いまし

たが、家畜の飼料としていたり、海外の事例ですが、バ

イオマス燃料にしていたりします。こういったことは施

設や仕組みが整備されれば、幅広い活用を検討してい

けるのではないかと思います。

　利用についてまとめとなりますが、現在の利用という

のは、景色を楽しんでいただくことなどですが、そこから

もう一歩踏み込んで、例えば細野高原の山焼き文化や

山焼きすることでどういう種類の生き物が保全されるの

か、もう少し踏み込んだ部分について、少しでも関わっ

ていただく利用というのを検討していけるといいなと

思っています。例えば、教育機関での野外学習ですが、

授業の一環として細野高原の概要などを知りつつ、危

険なことはできませんが草刈りを体験していただくなど、

実際に関わるという利用方法が良いのではないかと思

います。

　また、一般の方の立ち入りはできませんが山焼きに

ついても例えば、安全地帯を設けて見学していただくこ

とや、大人の方だったら草刈りを体験していただくなど、

より深く知り、関わっていただくことが大事だなと思い

ます。

　そして、春は山菜狩り、秋はススキイベントを実施し

ていますが、一時的な、季節的なイベントではなく、通年

体験できるサービスを作るなど、知ってもらう・認知して

もらうということを意識して進めていけたらと思います。

最終的に、継続的な利用、収益化をして、継続させるこ

とが必要だと思います。これらのことは町全体で考え、

推進していくべきことではないかと思います。

　『利用・保全・継承』、このうち１つが抜けても細野高

原を守っていくことはできないので、３つともバランスよ

く循環させていくことが不可欠であると思います。以上、

「利用」についてとなります。

　続きまして、内山さんお願いします。

○実行委員（内山義政）　それでは続きまして私のほう

から、３つある『利用・保全・継承』のうち、「保全」の部

分に関して発表させていただきます。

　最初にですが、午前中もお話がありましたのでご存

じの方も多いと思いますけれども、草原をめぐる全国的

な課題をもう一度整理させていただきます。

　左の図が阿蘇ですけれども、1930年代にこの地図

で示しているグレーの部分が全て草原でしたが、2000

年、一番右側の図ではグレーの部分が入って、ほとんど

が黒の部分、森林に変わってしまっているという傾向が

筋山周辺により多く分布しているということが傾向とし

て見えてきました。

　次、お願いします。

　これと同じように重ね、こちらには植物の種がすべて

落ちていますが、代表的な種を抽出してみると、例えば

ジザゲタシ、カラナデシコ、リュウノウギクといった何種

類かの植物が、草原のこういった場所で見られる特徴

的な種類であると思います。

　こうした結果を基に考えていくと、草原特有の植物を

保全していくには、この三筋山の山頂から桃野とマナイ

タウラ、先ほど示したエリアですけれども、この周辺を今

後も確実に山焼きをして管理していくことが重要ではな

いかと思います。

　１つ、まずは保全の指標として、こうした場所だけに

分布する植物種を上げて、保全の目安として考えてみて

はどうかということ、２つ目に山焼き管理の後継者育成

という観点では、保全上特に重要な場所とそれ以外で

かつ安全、平場で作業してケガが起きないような場所

ということですけれども、そうした場所で、先ほど藤田さ

んからも話がありましたが、管理の点検、具体的には防

火線の草刈りですとか、そういうものが手鎌で、例えば

各区の作業で余ったエリアでもいいですし、そうした場

所が少しでも確保できるようになっていけばいいので

はないかと考えています。

　今回、細野は草原のほかにも湿原が４か所ありまし

て、そことその周辺に希少なラン類などの植物が見ら

れますが、こうした希少種に関しては共通のリスクもも

ちろん非常に高いものですから、財産委員会の専門員

ですとか、ネイチャーガイドグラブの方々の助言ですと

か情報交換を深めていくことが大切だと考えています。

　また、明日、現地でお時間があれば是非見ていただ

きたいのですが、富永さんにはお話をせず申し訳ござ

いませんが、駐車場の裏側の空いているところにネイ

チャーガイドクラブの皆さんでこのような細野で見られ

る希少種の種子を採取して、現場で保全をするという

試みをされております。こういう試みというのは、保全生

態学の研究者の中ではあまり聞かない話ですので、ぜ

ひ取組を進めていったほうがいいかなと私自身は考え

ております。

　私の方からは以上となります。ありがとうございました。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうございま

した。

　保全についてですが、山焼き管理の後継者育成とい

うことで、保全の場所を限定しながらも、しっかりと希少

な植物を保全できるように、重点的に行っていくという

ことでよろしいでしょうか。

○実行委員（内山義政）　今の山焼きの範囲をしっか

りと維持していくのは大前提ですけれども、確実に保護

すべき場所というのを知っておく必要があるのではな

いかと考えています。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　保全上、重要な場

所以外且つ安全な場所での管理体験というのも、保

全・利用ということで繋がりがあると思います。もう一歩

踏み込んで山焼きについても学習できるような体験が

あれば、その後もしっかりと後継者が現れてくるのでは

ないかと、利用の観点から思いました。

　それでは最後に「継承」について、鈴木さんよろしくお

願いします。

○パネリスト（鈴木豊美）　「継承」についてですけれ

ども、細野高原の景観維持とか害虫駆除、生態系の保

護のためには、山焼きが必要です。先ほども例に出てい

ましたけれども、山焼きをするには細野高原以外に燃

焼させないように管理をするため、まず20メートルぐら

いの防火帯を作ります。10月にその部分の草を刈り、

11月にそれを燃やし、2月に山焼きを行います。この作

業を現在、4区で行い、山を守っていますが、各区とも若

者が減り、高齢化が進んだことから、作業する人の確保

も難しくなってきています。先ほどお話がありましたが、

2008年に全国草原シンポジウムのときにも、山焼きを

続けるためにボランティアを募ったり、学校の総合的な

学習の時間で子供たちに野焼き体験をしてもらうことも

文化継承に必要だと言っています。ボランティアを募る

にしても、火が入ると風向きが変わります。初めは見学

するのでも経験の積み重ねが必要でしょうと思います。

　そしてまた、令和２年９月に細野高原を考える会を発

足しています。この会でもやはり細野高原の管理、山焼

き、防火帯などを今後同様に継続していくことは困難に

なりつつあるとしています。４区で細野高原の観光、産

業などの資源としての活用や周辺の地権者と協力した

新たな魅力の創出を図っていきたいということが、発足

の経緯となります。今後、どうしたら会として細野高原の

魅力を発信することができるか、良いご提案がありまし

たらご意見いただけますと幸いです。

　山との関わりがなくなりつつある今、細野高原を残し

ていくためには、守りたいと思う人を増やしながら、山

仕事を行っていくしかないと考えています。特に若者と

の連携が重要と考えます。若者は斬新なアイデア、企画

力、行動力、情報発信力、また体力など、地域活動に必

要なものを多く兼ね備えているかと思います。「継承」に

ついての私の発表については、以上となります。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうございま

した。

あります。もちろん阿蘇でも、全国のほかの地域でも再

生に向けた取組は進んでおりますが、全国の草原面積

というものを、右の図ですが、まとめてみると、1920年

代は３万から４万平方キロメートルあった草原が、

2000年頃になると5,000平方キロメートルまで大幅

に減少しているということが分かります。このことは細野

高原、全国どの草原でも同じですけれども、管理の手が

足りなかったり、土地の改変、植林であったり、開発行

為などによって面積の減少が進んできたということが原

因として上げられています。

　次、お願いします。

　植物に着目していきますけれども、草原特有に見られ

る植物への影響というものを考えてみると、今までお話

ししてきたような草原の面積の減少というものと、この

今も維持されている草原の中の管理、山焼きであったり、

草刈りであったり、この頻度が低下したり中断したりす

る。例えば細野は日本の中でも本当に珍しく、もしかし

たら中断された年もあったかもしれませんが、記録のあ

る限り、毎年山焼きをしてきているということで、非常に

貴重な草原となっています。全国的に見ると２年に一遍

だったり、例えば東日本大震災の頃に消火ヘリが飛ば

ず、仙石原では山焼きが中止になりましたけれども、そ

ういったように数年中断したり、なくなってしまったりと

いう場所も多いです。こうした２つの要因が複合的に絡

み合って、そこに出現している草原特有の植物に影響

を与えているのではないかということが近年様々な研

究で言われるようになってきました。

　今回の発表では、具体的なメカニズムですとか、専

門的な話まで踏み込みませんが、私が細野高原で植物

等のデータを取った結果を基に、どういった場所が「保

全」に適しているのかということですとか、あとは、これ

までの土地利用の変化というものを改めて航空写真で

振り返りながら、一緒に考えることができればと思って

います。

　それでは、次お願いします。

　ここが稲取の細野高原の現在の航空写真になります。

見ていただいている真ん中付近が細野高原で、右側に

ゴルフ場と伊豆アニマルキングダムがあります。

　次、お願いします。

　これと同じ2017年の写真、稲取の方はこれで分

かっていただけると思うんですが、今回初めて来ていた

だいた方は、先ほどの東伊豆町観光協会のパンフレッ

トを開いていただくと、真ん中に水源涵養保安林があっ

て、それがかなり目印として分かりやすいと思いますの

で、そこを見比べながら、過去の土地利用というものを

見比べていただければと思います。

　続いて、これが2000年です。これは今とほとんど変

わりないかと思います。

　次、お願いします。

　これが1989年ですけれども、これと先ほどの2000

年を比べると、植林が少し進み、西側の河津町のほうで

山焼きが、その前からされなくなっていたのが進んでき

たということが分かり、樹林化が進んできたということ

が分かると思います。

　これが1980年です。先ほどの水源涵養保安林の植

林がされる、外側に広がる前という感じです。

　これがかなり前になりますけれども、1964年です。こ

のあたりから多分、当時の状況をご存じの方もいらっ

しゃるかもしれませんが、まだ私が生まれていない時代

ですけれども、これと先ほどの写真を見比べていただけ

ると、今のゴルフ場の辺りですとか、茅場がかなり減った

ことが、河津町側のほうですけれども分かると思います。

　これがさらに昔の1947年ですけれども、こちらは先

ほどの写真より引いて写しているので、もう少し白田の

ほう、東側のほうまでずっと広く茅場が広がっていたと

いうことが分かると思います。

　次、お願いします。

　これをもう一回まとめてみると、1947年には、グレー

の部分が草原ですけれども、これだけ一面広がってい

たものが真ん中の水源涵養保安林の植林が進んだり、

河津町側のほうでの山焼きが中断したことによって樹

林化が進んだり、国有林、北西側のほうが山焼きしなく

なって樹林化が進んだりという傾向が分かるかと思い

ます。

　このデータを基に草原がどれぐらい減ってきたのか

というのを出しましたが、2013年から2015年に１か

月に１回程度、この遊歩道の道にほぼ沿った形になり

ますが、第１駐車場から熊口、マナイタウラというのが

真ん中の水源林ですけれども、そこから三筋山を登っ

て桃野を進んで、ＧからＨというこの区間です。パンフ

レットでいうと、６番から５番、４番に行くルートですが、

ここを歩いて道の分岐で区切った区間ごとに出てきた

植物の種類を記録しています。あとは、草刈りと山焼き

の多い区間を記録しています。

　これを統計的に解析して、詳細は省きますけれども、

山焼きと草原がどれぐらい周囲にあるのかという影響も

加味して、そこにいる植物の種類のパターンを比べて

みると、三筋山からマナイタウラのこの緑色で囲った範

囲に見られる植物と熊口の水源林の自然、青色で囲っ

た範囲で見られる植物というのは明らかに種類が違っ

てくるということが分かります。山焼きとまとまった草原、

両方の効果で維持されている植物というのが、この三

　一点ご質問よろしいでしょうか。４区一体で管理をさ

れていると思いますが、例えば小学校などの教育機関

に山焼きのやり方や、草刈りのやり方を伝えるときに、手

法については4区統一された管理等はされているので

しょうか。

○パネリスト（鈴木豊美）　管理自体は財産区が指導

していますけれども、大体４区とも同じような方法で防

火線刈りをやっています。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　財産区から教育機

関、子供や大人に管理体験を提供する事は可能なので

しょうか。

○パネリスト（鈴木豊美）　安全なところであれば可能

と思われますが、その指導を行う方を誰にお願いする

のか、要するに財産区で子どもたちを預かってやるとか、

学校のイベントとしてやることで先生も現地にきて子供

を見守ってくれるか、そのあたりの仕組みを整備してい

かないと難しいのではないかと思います。安全な場所

でそういった体験を提供できる場所はあります。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　行政と連携した取

り組みとして行うことも可能なのではないでしょうか。

○パネリスト（鈴木豊美）　可能だと思います。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

　その他に、それぞれの観点からご質問など有ります

でしょうか。

○パネリスト（鈴木豊美）　内山さんにお伺いしたい

のですが、山焼きをしていかないと、この希少種という

のは絶滅してしまうのでしょうか。

○実行委員（内山義政）　先ほど、箱根で2011年に山

焼きを中断したというお話をさせていただきましたが、

実際に見かけられなくなった種がありまして、その後数

年かけて追跡しても復活しなかったという例もあります

ので、できれば毎年焼いているところは、私個人の思い

として、維持していければと思っています。

○パネリスト（鈴木豊美）　先ほどのお話で、細野高原

の山焼きは継続してやってきたという事でしたが、実は

１年だけ実施していない時がありました。その翌年は、

野ネズミやモグラ、が増え、茅が枯れたところがだいぶ

あります。やはり、動物の生態系も崩れていくという事で

しょうか。

○実行委員（内山義政）　おそらく、動物の生態系にも

及んでいるのではないかと思われますが。

○パネリスト（鈴木豊美）　ありがとうございます。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）

　私共の方から、今後の『利用・保全・継承』について、

具体的にどのように進めた方が良いという事は言えな

いのですが、各視点からはこのような意見となりました。

　この後、会場の皆様からも、このような利用をしてみ

てはどうか又はこういう試みをしてみてはどうかという

ご意見がありましたら、そのことについて具体的な方針

や対策を模索していきたいと思います。

　現在、１時４０分ですので、１０分ほど休憩の時間とさ

せていただきます。休憩後に1時間ほどですが、皆様よ

り何かご意見を伺いたいと思いますので、よろしくお願

いいたします。

（休　憩）

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　それではご意見を

伺っていきたいと思いますが、先ほど休憩中に、細野高

原のススキを実際に茅として利用できるのかという事

で、日本茅葺き文化協会の安藤様にいろいろとお話を

伺いまして、とても興味深い内容でしたので、活用方法

等について是非お話をいただきたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。

○（一社）日本茅葺き文化協会（安藤邦廣）　皆さん、こ

んにちは。

　先ほど１時間ぐらいのお昼休みで、細野高原を初め

て拝見させていただきました。茅の質や量について実

際に確認させていただき、そのことについて私の意見と、

茅の利用ということ、特に茅葺きということについての

この地域でのこれからの可能性についてお話しさせて

いただきます。

　茅という資材ですけれども、建築資材としてのこれか

らの利用価値や可能性ということについては意見が

幾つかあります。この細野高原の茅の質、これは茅葺

きの材料として全く問題ないと思います。丈が多少短い

ということはそのとおりですが、山頂近くですと大体２ｍ

近くのものが十分ありますし、平均して背丈ほどですか

ら、御殿場のものに比べると50ｃｍほど低いという事に

なります。平地の茅も大きなものですと３ｍぐらいにな

りますけれども、平均的には大体２メーターちょっと、

2.5ｍぐらいですから、数十センチ低いということです。

　茅の利用ということでいうと、大体４尺から５尺あれ

ば一定の茅として十分に葺くことができます。短い茅と

してカリヤスという茅がありますが、これは最も上質な

茅であり、白川の合掌造りなど、北陸方面ではほとんど

カリヤスが主となっており、この背丈は大体平均的に人

の背丈以下の1.8ｍから低いものだと1.5ｍぐらいです。

そのため小茅、小さい茅といわれています。大茅は大き

いですが太くて重さもあって扱いにくい、また、葺いた後

の耐久性も低いということもあり、小茅は最上とされて

いう利用方法を検討されているのか教えてください。

○東伊豆観光協会長（石島専吉）　今年の６月24日に

町観光産業課が主体となり、東京にあるＫａｎａｔｔａという

ドローンの体験ツアーを行っている企業と、稲取の勤

労者体育館と稲取高原、クロスカントリーを範囲に、

（一社）美しい伊豆創造センターや伊豆急行㈱の皆さ

ん２０人ほどが集まり、体験を行いました。私も体験しま

したが、自分が体験できるとは思ってもいませんでした

ので、できるのかなという気持ちでしたが、意外と簡単

に200メートル～300メートル上昇させることや、横に

スライドさせることができました。稲取高原からですと、

焼却場の先の海の方まで行くことができますし、ゴルフ

場や細野高原の近くまで操縦できてしまいます。そのた

め、この秋にドローン体験ツアーとして、１泊２日若しく

は２泊３日ぐらいで、宿泊していただいたお客様に体

験していただこうという企画がございまして、具体的な

日程は決定していませんが、そのような予定となって

います。

○パネリスト（鈴木豊美）　どうもありがとうございま

した。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　すみません、また少

し話題が変わってしまいますが、今回、利用と保全と継

承を繋ぐアイデアの一つとして、環境教育を上げました

が、その観点について、笹岡先生よりコメントをいただ

けますと幸いです。よろしくお願いします。

○全国草原再生ネットワーク理事（笹岡達男）　これ

はむしろ藤田さんに返してあげたいぐらいです。例えば、

藤田さんが経験され、勉強されたことを活かし、学校の

学生たちをもし東伊豆町に呼ぶとするならば、どのよう

なことを考えているのかご意見をお伺いしたいです。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

　まず、私が地域おこし協力隊になった理由ですが、専

門学校のインターンシップで北海道の黒松内にある、

「ぶなの森自然学校」というところに行ったのですが、

その時に体験したことが私の中でとても感動しました。

自然について細かく言うような自然学校ではなくて、自

然の中で思い切り遊ぶというような場所でした。１週間

単位のプログラムで、長い子は１か月、夏休み丸 と々い

う子もいましたが、やはり子供たちは日常から学ぶ姿

勢がすごく、とても成長を感じられました。最近は家庭

用ゲーム機やスマートフォンなど、外に出る機会や公園

の遊具が危険という観点で、遊ぶ環境がだんだんと少

なくなっており、両親も共働きで忙しいという事なので、

なかなか自然と触れ合いながら思うように遊ぶ、体験す

るということが少なくなってきているというふうに思いま

す。北海道でのプログラムでは、大阪や東京、中には中

国の子供が一人で飛行機に乗って北海道に来て、自然

体験をしながら一緒に遊び、学ぶというような生活をし

ていました。ほんの１週間だけでも、すごく成長を感じる

ことができます。最初は虫も怖くて、「何でこんなところに

一人で来させられたんだろう」というように悲しむ子も

いましたが、知らない地域や大きな自然に囲まれ思いっ

きり遊ぶことで、一回り大きく成長したように感じました。

　その体験がすごく印象に残っていまして、実際、今年

の夏にはオンライン上のキッズコミュニティーと繋がり

があるのですが、子供たちが伊豆稲取に遊びに来て、

海への飛び込み体験や細野高原の草原で思いっきり

走ってみるという事をしました。他にも取ってきた竹を

割り、自分たちで一から流しそうめんを作る体験を通じ

て、お家の方もお子さんが、「一回り大きく、大人の顔に

なって帰ってきた」とか、「また伊豆に行きたい」とおっ

しゃっていました。子どもたちもお家の方に、「家に帰っ

たらノコギリ買って」と、創作意欲が溢れていました。

このように、小さい時の経験はとても重要だと考えてお

りまして、学習面においても空間把握能力や創作意欲

が溢れたりと、そのようなことを推進していきたいと思

い、私はこの東伊豆町に来ました。今後もこう言った取

り組みを進めていきたいと思います。

ありがとうございました、以上です。

○全国草原再生ネットワーク理事（笹岡達男）　あり

がとうございました。

　私は笹岡と申しますが、藤田さんの卒業された専門

学校に勤務しております。この度は実行委員という立場

で出席させていただいておりますけれども、藤田さんの

アイデアは大変良いものだと思います。

　私たちの学校は、自然環境や野生生物の好きな学生

が来ていますので、そういう学生は自ら進んでテントを

張って寝たり、喜んで虫を捕まえたり、植物観察をします。

藤田さんがおっしゃっていたような、様々な地域の小学

生や中学生などの子供たちの受入れ体制を整備する

ことは非常に重要です。そのときに一番大事なのは、学

います。

　この小茅が取れる様々な条件が、現在社会的に、あ

るいはその生態的に限定的になりましたので、白川の

ほうではやむを得ずほとんどを大茅、御殿場の茅を

使っているという現状になっています。これについては

あまり好ましい状態とは言えず、ユネスコからも本来の

その地域の茅を使うべきだという意見が出されており、

代替措置ということで、将来は小茅へ戻すということは

目指されていますが、温暖化の影響などがあり、小茅の

生息域がどんどん限定的になっているのが現状です。

　それから、本来茅場であったものが一旦失われてし

まいますと、再生が非常に困難であるということ、また、

材料を刈る組織も廃れつつあり、個人で刈るにはなか

なか難しいということですが、そのような観点からも、こ

の細野高原の1.8ｍ程度の茅は、本日見た限りの感想

ですが、細くしなやかで耐久性もあり、質が良いと思わ

れます。実際に刈ってみないと分かりませんが、少なくと

も茅の材料として不足はないと言えます。ただ、量につ

いてはかなりまばらなところもありまして、全体的にスス

キが、草原が広がっているところではないと思います。

これは阿蘇も同じですが、120ヘクタールということで

すので、例えばその３分の１が茅場という事であれば、

屋根に葺くには十分な量が確保できます。このことにつ

いては実証実験を行うことで、どの場所で茅が刈りやす

く運搬がしやすいのか、また、どの程度の量が確保でき

るのかを確認することは簡単にできることかと思います。

　本来この地域では茅を屋根に葺いて、そして牛馬を

肥やして、さらに時代的に柑橘類の生育のために地域

経済を支えたことは間違いないです。その地域経済を

支える重要な資源、資材であったということが、この細

野高原の茅場が今に受け継がれている最大の理由で

す。決して生物多様性の維持をしたわけでもなく、観光

のためにしたわけでもない。皆さんが支えてきた結果、

これだけの草原が今に残され、その習慣が良いことと

して、皆さんの努力が今に続けられているということだ

と思います。

　今後、細野高原の茅場がこれだけの面積を残してい

くという事であれば、これは地域経済、産業とどのように

結びついていくかという事を明確にしていかなければ、

一部の限定的なものになりますし、ほかの土地利用と

いうことを考えることも必要なのではないかと思います。

これから東伊豆町、伊豆地域において、茅場はどのよう

に役に立つかということを議論していくことが必要です。

　そのことについて、午前中にもお話があった範囲で

いいますと、この地域では観光が大きな産業の主軸に

なっているということですので、温泉、細野高原、ビーチ

ですね、この３つが揃っている観光地は、国内はもとよ

りコロナウイルスがある程度収束すれば、海外、アジア

地域にとっては非常に大きな可能性を持っているのは

ないでしょうか。そのとき、この茅資源が役に立つのか

と考えていくことが大事ではないかと思っています。

　それでは具体的にどのように活用していくのかという

事について、茅葺きの建物を観光施設に取り入れて復

活させていくということが、私は非常に大事であり可能

性があることだと思います。茅葺きの民家は戦前ほど姿

を消したと思います。戦後間もなく、エアコン生活の中

で流れとして、茅葺きの建物を民家に戻すということは、

一部にあるかもしれませんけれども、かなり現実的では

ないです。この地域の観光として、もう少し観光の質に

変わった滞在型の、あるいは自然と親しむような、ある

いは子供たちの教育とか体験ということを重視した観

光にシフトしていくことを考えれば、観光施設も緩やか

に木造で茅葺きの施設ということが一定割合、世界的

に、あるいは日本の中でも進んでいることは間違いな

いです。ヨーロッパで茅葺きが復活しているのは、まさし

くリゾート地において、オランダやデンマーク、北欧の地

域で最も質の高い観光地は茅葺きで造られる建物群

がつくる景観やその中での生活のゆっくりとした時間を

過ごす、あるいは都市生活で非常に疲れた心身を癒や

す、そういった観光がこれからの大きな流れになると思

います。

　今どき海で泳ぐ人は非常に少なくなったと、本当にそ

う思います。なぜかといえば、ホテルの冷房の効いた室

内にいれば、海岸に出るということとは非常に落差があ

り難しいためです。昔は海の家といって、必ず海辺に日

よけをつくるような東屋などの仮設の避暑地を造り、

人々が海辺で休むような施設があってはじめて海水浴

ができていました。今は冷房の効いた施設は整備され

ていますが、海辺の本来の自然の中で昼寝をしたり、風

を楽しむような施設というのはもうないように思えます。

　ですから、例えばこの海辺に茅葺きのリゾート施設を

これからまた復活していくということを考えるのであれ

ば、細野高原で星を見るとか、別な自然を楽しむような

施設を造る必要もあると思います。そういった本来の観

光にふさわしい施設を、この伊豆にある杉という、戦後

植えた木を活用し、この無尽蔵の茅の屋根を葺くという

ことを町を挙げて、あるいはこの地域の経済を挙げて、

そしてここに集まっている草原を大切にする人たちと一

体となって風景をつくっていく、この細野高原の茅とい

うのはこれだけ素晴らしい暮らしを実現できるというこ

とが分かれば、草原を守るということも非常に意義があ

り、自分たちの生活を支えていることが明確になれば、

多くの方が協力することは間違いないと思います。そう

いった茅を用いた観光施設を造っていただきたいと思

います。

　茅葺きの建物というのは、民家に葺くような50ｃｍ～

１ｍに及ぶ、30年、50年の間立派にもつ茅葺きもできま

すけれども、例えば３か月間もたせたいということだっ

たら、もっと簡単な茅葺きの東屋などの仮設建築も現

在では可能です。様々な技術を組み合わせることもでき

ますので、茅葺きの新しい観光施設利用ということから

始まり、その茅を農業資材に２次利用する、茅葺きとい

うのは必ず屋根に葺いて、再利用するということが本来

の姿です。そういったことも一部取り戻すことによって、

茅というのは本当にありがたい恵みなのだということ

が部分的にも始まれば、もう少し農業に取り入れていく

ことや、本来の生活の中に茅がどんどん浸透していくと

いうことについて、観光施設を突破口にぜひ切り開い

ていただきたいと思います。

我々の協会としても助言や技術者・職人の教育ができ

ると思います。とにかくこの細野高原の茅というのは素

晴らしい資源であるということは、未来を必ず保証する

と思いますので、是非そういったプロジェクトを、行政を

はじめ、この地域の観光協会の方などが集まることで、

進めていっていただきたい、新しい地域が見えてくると

いうようなことでこの会で想像していただくのがとても良

いことではないかと思います。それだけの資源としての

圧倒的な質・量が本日確認できましたので、是非ともこ

の地域をまた開いていくというふうに思えてなりません。

　少し長くなりましたけれども、ありがとうございました。

何かご質問あればお答えします。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうございま

した。

○（一社）日本茅葺き文化協会（安藤邦廣）　茅葺きに

ついては建築的に規制があります。都市部、この密集地

域では不燃材で葺かないといけないという規制があり

ますので、街中では厳しいところがあると思います。二

十二条地域という区域になりますけれども、それは特定

行政庁が解除できます。今まで都市化ということが非常

に進んできましたので、二十二条地域の区域指定はか

なり全域に広まっておりまして、現在、様々な地域でその

解除は特定行政庁で行えるということになっております

ので、必要に応じて限定的に外すということもできます。

恐らく細野高原は二十二条地域に該当していないと思

います。もし二十二条地域があれば、その部分を解除す

るということも今はできますし、様々な観光地、茅で地域

づくりをしようとする地域は、例えば宮城県石巻市では

非常に広大なヨシ原を持っている地域がありますが、

一部の市街化区域を除いて解除しておりますし、重要

な茅葺き集落を保有する市町村の場合も、あるいは１

戸１戸の重要な民家がある場合も、その部分を部分的

に解除するということも現在進んでおりますので、そう

いうことはあまり障害にはならないと思われます。あくま

で、地域の主体的な住民の総意があれば、できるという

ことも申し上げておきます。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうございま

した。

　茅葺きの建物を観光施設として造り、お客さんに楽し

んでいただくというのは、先ほど白川先生からお話があ

りました茅プロジェクトのように、町にしっかりと還元で

きるような収益を上げられるような施設であったり、茅

を葺き替えるタイミングでそれを体験するということも、

複合した施設ができる可能性があり、個人的に色 と々

検討してみたいという風に思いました。

○パネリスト（鈴木豊美）　ただいまの茅のことですけ

れども、この細野高原の茅は屋根に葺くことについて問

題はないという事でしたが、今の細野高原は肥料とい

うものを全然やっておりません。肥料と言えば山焼きで

燃やした後の灰ぐらいです。茅に対して人為的に肥料

を与えても問題ないのでしょうか。

○（一社）日本茅葺き文化協会（安藤邦廣）　茅に人為

的に肥料を与えるということはしない方が良いと思わ

れます。また、今まで例としてはほとんどないと思います。

唯一、刈り取ることと、その後、燃やすこと、これによって

１万年間続いてきたということは最近の学説で立証さ

れておりますので、環境条件的に余程の激変がない限

り、刈り取って火入れをすることで、屋根に使う材料とし

て持続可能なことは間違いありません。そんなに心配

することはないと思います。

○パネリスト（鈴木豊美）　どうもありがとうございま

した。

　利用について一点、東伊豆町観光協会の石島さんに

お聞きしたいのですが、今後、観光協会ではドローンの

操縦体験など計画があるようですが、具体的にはどう

自分ももっと細野高原を歩き、良いところを探し、皆様

にもご紹介出来たらと感じています。以上です。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございます。

　明日のオンライン見学会にて、お二人には現地説明

会にご出演いただいております。明日ご参加される方は

楽しみお待ちいただければ幸いです。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　私もジオガイドを

持っていまして、細野高原はよくガイドツアーをしていま

す。お客さんには、ここはこういう経緯で草原になり、昔

はこういう利用をされていて、毎年山焼きを行い管理し

ているという事をお話すると、「山焼きを見ることはでき

ませんか」という方や、「私も草刈りをやってみたいで

す」という方が多くいらっしゃいます。少しでも細野高原

に携わるきっかけとして、草刈り体験や、最初から火入

れ体験をすることは難しいですので、見学できるスペー

スを設けるなど、山焼きを一般に公開してみてはどうか

と思います。

○教育委員会事務局長（梅原　巧）　突然のご質問、

申し訳ありません。東伊豆町教育委員会事務局長の梅

原と申します。

　細野高原には、県の指定文化財として湿原が何か

所かございまして、その中に桃野湿原というところがあ

ります。私も小さい頃から遠足などでそこに行っていま

すけれども、先日確認しましたら、かなり浅くなってい

るように見え、いずれ消滅してしまうのではないかと思

いました。

　文化財ですので、人の手を入れず自然のままにして

あるというのが現状です。しかし、湿原を保つために修

正すべきか、形状が変わってしまうとしても自然のままに

しておくべきか、どちらが良いのか疑問に感じています。

　また、先ほど富永さんの方からもお話がありましたが、

鹿や猪が湿原の中に入り沼田場にしているため、掘り

返されて荒れてしまっています。ワイヤーなどを用いて、

周囲を全部囲ってしまえば入れないと思いますが、金

属なので錆が出ます。文化財的な面がありますので、自

然のままにしておこうという結論に現在はなっています

が、本来の管理はどのようにあるべきか、詳しい方がい

らっしゃればご教示いただけますと幸いです。

○実行委員（内山義政）　ご質問ありがとうございます。

　まず、文化財としての保存と、観光として利用しつつ

保存していくというのは相入れないものだと思います。

湿原の乾燥化や鹿柵を設けるというのは、私も専門で

はありませんのでお答えすることが難しいですが、会

場でもし詳しい方がいらっしゃいましたらお願いいた

します。

○芸北高原自然館主任学芸員（白川勝信）　私は元々

湿原が専門となりますが、大学を卒業後に草原のほう

に入りました。東伊豆町の気候だとおそらく低湿で細野

高原を見ても、窪地のようなところに水が集まり、湿原に

なっているのではないかと思います。いわゆる、栄養分

の少ない水が集まりその上にミズゴケが生え、そのミズ

ゴケがスポンジの役割をし、水を溜めてできるというの

が信州や北海道のような高層湿原ですが、それらとは

全く異なる低湿地です。低湿地は有機物や土砂が入っ

ていくと、長い目で見て埋まってしまう運命にあります。

　西日本を含め、低湿地がどうして長い間保たれてき

たのかについては、一方で草原を利用してきたというと

ころがありそうです。集水域でしっかりと草刈りをして有

機物が流れ込まないようにすることが、湿原の中の植

物の成長などが抑えられ、湿原の中に枯草などがたま

る量が減っていくことになります。あるいはカンスゲなど、

昔は草がとても大事でしたので、湿原のすぐ際まで草刈

りをしていたという話をよく聞きます。そのようなこともあ

り、里地といいますか、湿原の周りが積極的に利用され

てきた方が、長い間の人と自然の関わりの中で湿原が

残されてきていると思います。細野高原の現地を確認し

ておらず、写真や記憶での推測ですが。

　猪についてはおそらく、昔はそこまでの頻度で草原

の中に入ってくるような状況ではなかったと思います。

鹿も同じだと思います。現況ですが、逆に猪が沼田場に

して荒らすというのは、大きく見て悪いことではなく、湿

原の中に眠っている種子が表に出て、芽を出すという

こともあります。但し、このことも頻度が高過ぎると悪影

響になるのではないかと思います。

　錆などの鉄分につきましては、こちらの湿原の中には

ミズゴケなどはあるのでしょうか。

○ネイチャーガイドクラブ（富永眞弘）　あります。

○芸北高原自然館主任学芸員（白川勝信）　大体、酸

性のほうに偏っています。バクテリアが発生するため油

が浮いたとしても、そのことは特に自然な状態なので気

にすることではありません。やはり、現地を確認させてい

ただいてから、お話しさせていただければと思います。

よろしくお願いします。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございます。

　ただ今ご説明のありました細野高原のような低層湿

原の場合は、周りが森林だと木の葉などが幹に落ち、

蒸発や木の蒸発散があり水分が失われやすいのです

が、草原ではそれがないため、直接水が流れてきて水

源としてたくさん確保できるというご説明でよろしいで

しょうか。

○芸北高原自然館主任学芸員（白川勝信）　はい。

　私たちの一生に比べ湿原の一生は長いですが、運

校の先生でも実際に野外活動を自ら教えた経験のある

方はなかなかいらっしゃいませんから、こちらで安全に

引率して、また宿泊場所の提供ができるような、そういう

体制ができれば細野高原は明日からでも自然学校に

なるのではないかと思います。是非、そのような支援を

町として、地元として応援していただければと思います。

ありがとうございました。

○町長（太田長八）　ありがとうございました。藤田さん

には地域おこし協力隊での３年間、本当に良く頑張っ

ていただきました。

　その中でも良い活動だと思ったのが、今回コロナ禍

の中でしたが、子供たちを自然の中で楽しませて、その

間お家の方は仕事をやるという親子ワ―ケーションの

実施です。藤田さんが子供たちを見ていてくれたからこ

そ、子供たちは楽しく自然の中で学ぶことができ、お家

の方も集中して仕事をすることができたと思います。こ

れからの東伊豆町にとって、貴重な人材だと考えていま

すので、これを機にさらにご活躍いただき、活動の幅を

広げていっていただければありがたいと思います。今後

のご活躍に期待しています。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございました。

　藤田さんには引き続き、東伊豆町の環境教育の推進

を頑張っていただきたいです。今回、我 ３々人で準備を

していく中で、環境教育という言葉を上げましたけれど、

現在、細野高原の管理を主体となって行われています

４区の役員の皆様ですとか、私は田町区の出身ですが、

田町区の場合は役員のＯＢや有志による担い手が年々

増えていっていまして、私もメンバーとして活動していま

すが、そのような形で、主体となって管理を行っていく

方 と々一般の観光客との間に立ち、一般の方々を担い

手サイドにもう一歩踏み込んで誘い込むことができれ

ばと思いました。そういった中で環境教育というのは、

引き込み方の一つなのではないか思いますので、担い

手、作り手として頑張っていただくという事と、これまで

町内でそうした活動をネイチャーガイドの皆様ですと

か、ジオガイドの皆様でされてこられましたので、１３年

前のシンポジウムや今までの経緯を踏まえ、これからこ

のようにしていけば良いのではないかというご意見な

ど有りましたら、コメントをいただけますでしょうか。

○ネイチャーガイドクラブ（富永眞弘）　ネイチャーガ

イドクラブの富永と申します。

　１３年前には会長を務めさせていただきましたけれ

ども、それから細野高原の環境として大きく変わったこ

とは、鹿の食害が増えたことです。先ほど写真が出まし

たけれども、畑のようなものを作り、絶滅しそうな植物を

植え、保護するという活動を行っています。しかしながら、

鹿の食害が増えている今、保護した植物をすぐに元の

場所に戻すことはできませんので、鹿の食害が減少す

るまでは現在の活動をやり続けていかないと、種の保

存はできないものと考えております。

　もう一つはこちらも鹿に起因することですが、マダニ

がとても増えています。そのような中で、マダニが活動的

になる時期にお子さんが芝生であっても足を踏み入れ

ることは、危険なことだと思います。以上２つの違いが

確認できました。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございます。

　ジオガイドの鈴木さんはいかがでしょうか。

○ジオガイド（鈴木京子）　ジオガイドの鈴木と申します。

　私はジオガイドを案内して日が浅いので、この場で

特筆してお話をさせていただくのは難しいと思いますが、

やはりジオガイド協会的に細野高原はとても貴重な場

所で、ここを案内してお話ししたいというジオガイドは、

本部にも多いです。私個人といたしましては、小さい頃

からの思い出がありまして、ワラビの季節になれば家族

でワラビ刈りをし、山焼きも私の父、弟、私の主人、息子

も、みんなが体験しております。そのように、家族みんな

でずっと守ってきた細野高原でありますので、細野高原

の中に通っていますあの道路も、父たちの時代に造っ

ていました。造るたびに父が、「いい道ができたから行く

ぞ」と言い、誇らしげに細野高原に連れて行ってくれて、

素晴らしい景色が望める場所を紹介してくれました。

　学校的には遠足に行きまして、中学校の遠足では秋

の紅葉を見に出かけました。春にも行きましたが、その

時には桜の木がありましたので、後日、友達とまた歩い

て、桜を見に行こうって登ったものです。

　そしてもう一つの思い出が、夏休みに熊口まで行き、

学校でキャンプをしました。やはりそこでは綺麗な水が

出るということが先生たちも分かっていましたので、川

の水を汲みカレーを作り、飯盒でご飯を炊きました。

　そのように貴重なところですので、本当に残してい

きたいという気持ちはあります。私は残していくための

原動力の一部分になれませんので、観光の方で携

わっていますけれども、先ほどの白川先生のお話を

伺って、何か自分の経験を活かし、子供たちが思い出

作りをすることができれば、将来も大事にしていってく

れるのではないか、継承していってくれるのではない

かと考えています。自然学校もそうだと思いますが、そ

のような経験を幼い頃に積み重ねていくことが重要で

はないかと感じます。

　ジオという事ではあまり詳しくお話しできませんが、

　今後どのようにしていくのかについては、町全体で決

めていくことだと思いますが、このような会も重ねたうえ

で、しっかりとプロジェクトの推進をしていければと思

います。

　最後になりますが本日は様々な意見が出ましたので、

町長より本会のまとめをよろしくお願いいたします。

○町長（太田長八）　本日は貴重なご意見を多数いた

だきまして、ありがとうございました。

いただいたご意見を基にこれから戦略を練り、推進し

ていきたいと思います。

　そういった中で、日本茅葺き文化協会の安藤様には、

茅葺きや茅の再利用という事について、また色々なご指

導をいただけますと、大変ありがたいと思います。

　本会を通じ、皆様が細野高原について真剣に考えて

いただいていることを、一層深く感じました。今後とも皆

様とは情報共有を行っていき、保全や利用について検

討していければと思います。

　また、最も大事なのは管理を行っていく後継者、これ

が一番重要だと思います。今のままでは必ず担い手不

足となってしまいますので、今後の体制をどのように変

化させていくか、そしていかに細野高原の素晴らしい自

然を保全していくか、これこそが最大の課題です。皆様

と一体となり、この保全にしっかりと取り組んでいきた

いと考えておりますので、その際にはまたご支援とご協

力の程をよろしくお願いいたしたいと思います。

　以上です。ありがとうございました。

○（一社）日本茅葺き文化協会（安藤邦廣）  申し訳ご

ざいません。最後によろしいでしょうか。

　この茅場の維持管理について、先ほど町教育委員会

の梅原さんよりご発言があった中で思い出しましたが、

文化庁の制度で文化財を守る資材を選定する、「ふるさ

と文化財の森」というものがあります。この中に茅場が

含まれていまして、現在、全国１９か所の茅場が選定さ

れており、静岡県だと朝霧高原が数年前に選定されて

います。各県に１か所程度ありますが、文化庁の中で一

番新しい制度となっています。文化財というのは法隆寺

などの建築物、それから、それを守る職人技、無形文化

財といいますが、それに加えて資材の文化財制度が一

番新しく、１０年ほど前にできたばかりです。例えばヒバ

塗装や漆です。その中にやはり茅がとても不足している

ので、茅場を保全、管理していきましょうということで、文

化財に出荷する茅として、そのエリア選定するというこ

とができます。

　私が本日見た限り、細野高原はこれに合致する場所

だと思います。ただし条件としましては、文化財への出

荷実績が多少なりとも必要ということになります。その

ためこの地域にある文化財、市町村指定や登録文化

財でも可能ですが、茅葺きの建物が伊豆半島にはたく

さんあると思います。例えば伊豆の国市にある国指定

重要文化財の江川邸もそうですが。そういうことで２～

３年程度の実績を積み、細野高原の茅場の質、量は問

題ないと思われますので、是非、茅刈りを始めていただ

き、選別したものを出荷する取組をしていただければ、

制度の対象として選定されると思います。選定される、

文化財の森から様々な助成制度受けられます。普及啓

発事業というもので毎年助成が出ていますので、最大

２００万円の満額補助となりますが、そこに町民の方々

が参加して、皆様と一緒に環境教育を推進していきな

がら茅刈りを行い、山焼きをやること、このような環境

保全全体の取組を体験、研修することで補助が受けら

れます。

　また、選定地の整備費用にも半額補助が受けられま

す。例えば農道整備や支障木の伐採、山焼きについても

環境整備事業となります。いずれも県を通じ、文化庁へ

の申請手続や調査の依頼を行い、町の文化財関係課

から県の文化財関係課の方に連絡を行います。私も文

化財のほうの選定委員となっていますので、私の見た

限り細野高原は是非、ふるさと文化財の森に選定して

いくことを２～３年の目標にしてやっていただくと良い

のではないかと思います。

　細野高原の観光利用というのは、長期的に一歩ずつ

やっていくことが必要ですけれども、取りあえず、文化財

制度を活用していくことは非常に利点が大きいと思い

ます。是非、文化庁への問い合わせやホームページを

ご確認いただき、ふるさと文化財の森という制度を調べ

てみてください。生物多様性の維持や環境教育というこ

とを推進していくために、とてもいい制度だと思います。

以上、補足となります。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

○司会　この後午後３時２０分より、各分科会場の方

にご出演いただき、WEB配信にて全体会を予定してい

ます。

　藤田さん、内山さんにおかれましては、全体会での発

表に向け意見をまとめていただきますので、東伊豆会

場の分科会はこれにて終了といたします。

　藤田さん、内山さん、鈴木さん、どうもありがとうござ

いました。

　それでは全体会までお時間がありますので、休憩を

お取りください。
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命的には窪地ができ、湿原ができ、それが消えていく段

階である中の現在、一断面を見ていることになりますの

で、人工的に何をしていくのかという事については、今

の時代に生きている私たちでしっかりと決めればいい

のではないかと思います。

　ただ、内山さんが先ほどおっしゃいましたけれども、

湿原という生態系が何も触れずに保存するということ

ができないものなので、例えば広いまま残そうとするの

であれば、三瓶山の姫逃池というところでは、毎年水草

をしっかり取るという作業をしています。そういうやり方

もありますので、その部分は地元に近い専門家の方な

どと一緒に、管理を考えていけばよろしいのではないか

と思います。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございます。

　ご質問へのご回答は以上でよろしいでしょうか。

○教育委員会事務局長（梅原　巧）　ありがとうござい

ました。

○稲取地区特別財産運営委員長（山田賢一）　財産区

の山田です。

　内山さんの話を今まで聞いてきまして、細野高原の一

番古い写真をお出しいただけますでしょうか。

　この下の方に見えるのがゴルフ場ですけれども、また

ずっと上のこちらの方、河津との境界以外のところにつ

いて、私たちが学生だった昭和47年以前にはすべて

入谷区で山焼きを行っていました。真ん中に熊口の水

源がありますが、こちらの方はゴルフ場で、ここからバイ

オパーク、ゴルフ場まで草原でした。さらにもっと上の

方、そこら辺までが草原でした。40年代後半、50年代

に高山通りということで植林をしまして、現在あまりいい

山だとは言えませんが、ほとんど植林されています。

　現在は、昔から比べれば３分の１ぐらいの広さです。

そういう意味で、先輩の皆さんがそれだけ頑張って、こ

の３倍、４倍の広さを管理してきたので、私たちも管理

していかなければという気持ちがありますが、どのよう

に維持していくのか、その部分で悩んでいます。

　今年、財産区の役員の皆さんと相談して、この部分は

急傾斜地で山焼きをすると岩が落ちてくる為、来年の山

焼きからやめることになりました。放棄という形になりま

すが、管理する人の安全の為です。

　また、これも内山さんがおっしゃっていたことですが、

ここが熊口水源ですけれども、ここからここまでの部分

は大体40～50ヘクタールになります。役員の皆様と現

在考えていることが、ここから上については水源地とな

りますので手は入れないですが、こちら側の部分を将来

的に、先ほどの体験学習や観光のためのイベントなど、

自然を保護しながら利用していただくことはできるかど

うか、その部分についてご意見をいただきたいと思いま

す。以上です。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

　この山の上の部分は保全を継続していくべき場所だ

というふうに、先ほど内山さんもおっしゃっていました

ので、この辺りの草原を保全していくために、利用する

方向にもっていければ良いのではないかと思いました。

○実行委員（内山義政）　特に保全すべきということで、

企業などどなたかに利用していただければという提案

であると思いますが、少しこれまでの話をまとめながら

になりますけれども、例えば観光利用、ちょっとした休憩

所や東屋を設けるとしても、茅葺きの使用やそれを体験

してもらうといった中で、防火線も含めた草刈り作業と

いうものにも触れていただき、現在、ベテランの方だけ

で頑張って維持している防火線の管理を、将来的には、

少しでも若い世代が山焼きに入っていけるようにする

ためのフィールドとして使用していくことができればい

いのではないかと私個人として受け止めましたが、会

場の皆さんはいかがでしょうか。

○ネイチャーガイドクラブ（富永眞弘）　下側を利用

する案が出ていますけれども、湿原は現在４つあり、３

つはそのエリアに入っていますので、特に芝原湿原の

水源というのがかなり上のほうに延びてきています。

その部分が荒らされないよう、注意していただきたいと

思います。

○実行委員（内山義政）　そうしたピンポイントに保全

すべき場所というのは、ネイチャーガイドクラブの皆様

やジオガイドの皆様など、地元で見てきた人にしか分

からない場所もありますので、情報共有を行っていく必

要があるのではないかと思います。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　皆様、ありがとうご

ざいます。

　茅葺きや環境教育としての利用、観光資源、あるいは

保全や利用の方法について、様々なことをお話しいた

だきました。

○司会　それでは、ただいまより東伊豆会場の分科会

のほうを始めさせていただきます。

　ここからの分科会の進行については、地域おこし協

力隊の藤田翔さんと実行委員の内山義政さんにお願

いをします。また、パネラーとして入谷区町内会長の鈴

木豊美様に御協力をいただきます。

　それでは、どうぞよろしくお願いいたします。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　地域おこし協力隊

の藤田と申します。本日はよろしくお願いいたします。

　最初に、ご存知の方もいらっしゃると思いますが、簡

単に自己紹介をさせていただきます。

　地域おこし協力隊の藤田翔と言います。東伊豆町に

来て今年で３年目となり、地域おこし協力隊の任期が

最終年度となります。東伊豆町に来る前は、笹岡先生も

おられるのですが、東京環境工科専門学校というところ

で自然について学習していました。本日はよろしくお願

いいたします。

○実行委員（内山義政）　皆さん、こんにちは。内山で

す。私は稲取の田町区出身でして、高校卒業後、大学に

進学しまして、就職して静岡県内に戻ってきましたが、

2019年から職場の休業制度を使いまして、東京都立

大学の大学院に通わせていただいています。草原生態

系の保全を研究テーマとして研究を行っていまして、

フィールドを細野高原とし、地元に通いながら調査を続

けています。本日はよろしくお願いいたします。

○パネリスト（鈴木豊美）　皆さん、こんにちは。私は細

野高原を管理する稲取の４つの町内会の１つ、入谷区

町内会の会長で、区長を務めています鈴木です。入谷

区は細野高原に隣接しておりまして、昔から関わりが深

い町内会でございます。以上です。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　それでは、東伊豆

会場分科会を開会いたします。

　東伊豆会場の分科会のテーマは、『利用・保全・継

承』の３点となります。

　まず、テーマに決めたこの３点ですが、午前中にも説

明がありましたが、それぞれがローテーションしてしっ

かり循環していかないと、細野高原というものはなく

なってしまう。若しくは、一つがマイナスの方向へ向かっ

てしまうと、その次へ次へとどんどんそのマイナスが引き

ずられ、負のスパイラルになってしまうということで、そ

れぞれの問題を全体的に考えていけたらなという思い

で、このテーマにさせていただきました。

　最初に、利用について、私、藤田がお話しさせていた

だきます。

　最初に、細野高原のこれまでの利用ということで、午

前中もお話が出ていましたが、細野高原は茅場として

利用されていました。茅は、茅葺きや、昔は畑を耕すた

めに牛などを使っていたので、そういった家畜の飼料と

して使われていました。また、ミカン畑に敷いて防寒や、

雑草が生えないようにしていたり、現在においても山菜

狩りなど、多くの需要がありました。特に昔の利用に関

しては、生活により密着した需要が多くありまして、現在

とは異なり、少子高齢化が問題視される以前のことでし

たので、担い手も十分に補充されており且つ、町民全体

で利用され、さらに町全体でしっかりと保全がされてい

ました。

　そして、現在の細野高原の利用ですが、現在は生活

というよりは観光やレジャー、体験というのが主な利用

方法になっていると感じます。他にも、ハイキングや

ツーリング、少しではありますけれども、畑、山菜狩りな

どもされています。

　昔と現在の利用の変化を見てみると、生活必需でし

たが、必需ではなくなってきているという見方ができると

思います。昔の生活にどうしても密着なものというのは

必然的に利用・保全・継承のサイクルが形成されていま

したが、その利用価値が現在は少なくなってきていると

いうことで、しっかり現在の姿に合う利用価値を見いだ

さなければならないと考えています。

　また、昔は町民、町全体で生活に必要なものでした

が、現在は担い手不足や利用価値の減少に伴い、管理

全体の費用も不足しているような状況だと思います。そ

の中で、この３つの循環をしっかり考えていかなければ

と思い、現在の利用についてですが、ハイキングやツー

リングについては、そこまでお金が落ちたりするような

ものではないと思っていまして、もっともっとその利用価

値を最大限に発揮できる何かを町全体で考えていく必

要があると考えています。

また、その利用からしっかり細野高原の背景や保全を

したいという、最近だと森づくりなどに興味関心がある

方もいらっしゃると思うので、そういった層に向けて体

験やレジャー、観光、教育、そして利用することで保全・

継承への誘導を見込んでいき、その負のスパイラルか

らいい方向へ改善していくことが必要ではないかと思

います。

　ここで、他地域における利用方法について事例を幾

つかご紹介します。

　ご存知の方もいらっしゃると思いますが、隣町の伊東

市の大室山ですが、大室山自体が国の天然記念物に

なっておりまして、こちらでも毎年山焼きを実施されてい

ますけれど、こちらはリフトで３分ぐらいで山頂まで上が

れるという、気楽に行けるレジャースポットになってい

ます。そこでは料金も掛かりますが、毎年山焼きの火入

れ体験ができるので、そういったところで人手を解消し

つつ、お金も落としていただいているというような場所

です。

　こちらは先ほども紹介がありましたが、生石高原でも

和歌山の大学と連携し、イベントを通じて保全や茅葺き

の文化を発信している場所です。やはり担い手不足の

解消や保全をする上では、どうしても人手が必要になり

ますが、そういった教育や、学生などと連携して学びの

場としても利用してもらいつつ、保全もしっかり手伝っ

ていただくというような場所です。先ほどもお話がありま

したけれど、クラウドファンディング、応援したい気持ち

をお金で送るというような資金集めもされています。

　こちらは阿蘇です。先ほどお話にも上がりましたが、

阿蘇では環境省との取組を進めていて、各教育機関で

教材も作成しており、地域での体験を含め、学ぶ場を作

られています。また、環境学習の講師も派遣されているな

ど、行政と町がしっかりと連携して進めている地域です。

　ほかにもエコ資源にということで、ＳＤＧｓについても

先ほどお話がありましたが、例えば茅葺きに使われた

茅というのは取替えの時期になると、いい具合にほぐれ

て柔らかくなり、畑の肥料や雑草がはえないように敷い

て利用することや、阿蘇でも利用例があったと思いまし

たが、家畜の飼料としていたり、海外の事例ですが、バ

イオマス燃料にしていたりします。こういったことは施

設や仕組みが整備されれば、幅広い活用を検討してい

けるのではないかと思います。

　利用についてまとめとなりますが、現在の利用という

のは、景色を楽しんでいただくことなどですが、そこから

もう一歩踏み込んで、例えば細野高原の山焼き文化や

山焼きすることでどういう種類の生き物が保全されるの

か、もう少し踏み込んだ部分について、少しでも関わっ

ていただく利用というのを検討していけるといいなと

思っています。例えば、教育機関での野外学習ですが、

授業の一環として細野高原の概要などを知りつつ、危

険なことはできませんが草刈りを体験していただくなど、

実際に関わるという利用方法が良いのではないかと思

います。

　また、一般の方の立ち入りはできませんが山焼きに

ついても例えば、安全地帯を設けて見学していただくこ

とや、大人の方だったら草刈りを体験していただくなど、

より深く知り、関わっていただくことが大事だなと思い

ます。

　そして、春は山菜狩り、秋はススキイベントを実施し

ていますが、一時的な、季節的なイベントではなく、通年

体験できるサービスを作るなど、知ってもらう・認知して

もらうということを意識して進めていけたらと思います。

最終的に、継続的な利用、収益化をして、継続させるこ

とが必要だと思います。これらのことは町全体で考え、

推進していくべきことではないかと思います。

　『利用・保全・継承』、このうち１つが抜けても細野高

原を守っていくことはできないので、３つともバランスよ

く循環させていくことが不可欠であると思います。以上、

「利用」についてとなります。

　続きまして、内山さんお願いします。

○実行委員（内山義政）　それでは続きまして私のほう

から、３つある『利用・保全・継承』のうち、「保全」の部

分に関して発表させていただきます。

　最初にですが、午前中もお話がありましたのでご存

じの方も多いと思いますけれども、草原をめぐる全国的

な課題をもう一度整理させていただきます。

　左の図が阿蘇ですけれども、1930年代にこの地図

で示しているグレーの部分が全て草原でしたが、2000

年、一番右側の図ではグレーの部分が入って、ほとんど

が黒の部分、森林に変わってしまっているという傾向が

筋山周辺により多く分布しているということが傾向とし

て見えてきました。

　次、お願いします。

　これと同じように重ね、こちらには植物の種がすべて

落ちていますが、代表的な種を抽出してみると、例えば

ジザゲタシ、カラナデシコ、リュウノウギクといった何種

類かの植物が、草原のこういった場所で見られる特徴

的な種類であると思います。

　こうした結果を基に考えていくと、草原特有の植物を

保全していくには、この三筋山の山頂から桃野とマナイ

タウラ、先ほど示したエリアですけれども、この周辺を今

後も確実に山焼きをして管理していくことが重要ではな

いかと思います。

　１つ、まずは保全の指標として、こうした場所だけに

分布する植物種を上げて、保全の目安として考えてみて

はどうかということ、２つ目に山焼き管理の後継者育成

という観点では、保全上特に重要な場所とそれ以外で

かつ安全、平場で作業してケガが起きないような場所

ということですけれども、そうした場所で、先ほど藤田さ

んからも話がありましたが、管理の点検、具体的には防

火線の草刈りですとか、そういうものが手鎌で、例えば

各区の作業で余ったエリアでもいいですし、そうした場

所が少しでも確保できるようになっていけばいいので

はないかと考えています。

　今回、細野は草原のほかにも湿原が４か所ありまし

て、そことその周辺に希少なラン類などの植物が見ら

れますが、こうした希少種に関しては共通のリスクもも

ちろん非常に高いものですから、財産委員会の専門員

ですとか、ネイチャーガイドグラブの方々の助言ですと

か情報交換を深めていくことが大切だと考えています。

　また、明日、現地でお時間があれば是非見ていただ

きたいのですが、富永さんにはお話をせず申し訳ござ

いませんが、駐車場の裏側の空いているところにネイ

チャーガイドクラブの皆さんでこのような細野で見られ

る希少種の種子を採取して、現場で保全をするという

試みをされております。こういう試みというのは、保全生

態学の研究者の中ではあまり聞かない話ですので、ぜ

ひ取組を進めていったほうがいいかなと私自身は考え

ております。

　私の方からは以上となります。ありがとうございました。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうございま

した。

　保全についてですが、山焼き管理の後継者育成とい

うことで、保全の場所を限定しながらも、しっかりと希少

な植物を保全できるように、重点的に行っていくという

ことでよろしいでしょうか。

○実行委員（内山義政）　今の山焼きの範囲をしっか

りと維持していくのは大前提ですけれども、確実に保護

すべき場所というのを知っておく必要があるのではな

いかと考えています。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　保全上、重要な場

所以外且つ安全な場所での管理体験というのも、保

全・利用ということで繋がりがあると思います。もう一歩

踏み込んで山焼きについても学習できるような体験が

あれば、その後もしっかりと後継者が現れてくるのでは

ないかと、利用の観点から思いました。

　それでは最後に「継承」について、鈴木さんよろしくお

願いします。

○パネリスト（鈴木豊美）　「継承」についてですけれ

ども、細野高原の景観維持とか害虫駆除、生態系の保

護のためには、山焼きが必要です。先ほども例に出てい

ましたけれども、山焼きをするには細野高原以外に燃

焼させないように管理をするため、まず20メートルぐら

いの防火帯を作ります。10月にその部分の草を刈り、

11月にそれを燃やし、2月に山焼きを行います。この作

業を現在、4区で行い、山を守っていますが、各区とも若

者が減り、高齢化が進んだことから、作業する人の確保

も難しくなってきています。先ほどお話がありましたが、

2008年に全国草原シンポジウムのときにも、山焼きを

続けるためにボランティアを募ったり、学校の総合的な

学習の時間で子供たちに野焼き体験をしてもらうことも

文化継承に必要だと言っています。ボランティアを募る

にしても、火が入ると風向きが変わります。初めは見学

するのでも経験の積み重ねが必要でしょうと思います。

　そしてまた、令和２年９月に細野高原を考える会を発

足しています。この会でもやはり細野高原の管理、山焼

き、防火帯などを今後同様に継続していくことは困難に

なりつつあるとしています。４区で細野高原の観光、産

業などの資源としての活用や周辺の地権者と協力した

新たな魅力の創出を図っていきたいということが、発足

の経緯となります。今後、どうしたら会として細野高原の

魅力を発信することができるか、良いご提案がありまし

たらご意見いただけますと幸いです。

　山との関わりがなくなりつつある今、細野高原を残し

ていくためには、守りたいと思う人を増やしながら、山

仕事を行っていくしかないと考えています。特に若者と

の連携が重要と考えます。若者は斬新なアイデア、企画

力、行動力、情報発信力、また体力など、地域活動に必

要なものを多く兼ね備えているかと思います。「継承」に

ついての私の発表については、以上となります。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうございま

した。

あります。もちろん阿蘇でも、全国のほかの地域でも再

生に向けた取組は進んでおりますが、全国の草原面積

というものを、右の図ですが、まとめてみると、1920年

代は３万から４万平方キロメートルあった草原が、

2000年頃になると5,000平方キロメートルまで大幅

に減少しているということが分かります。このことは細野

高原、全国どの草原でも同じですけれども、管理の手が

足りなかったり、土地の改変、植林であったり、開発行

為などによって面積の減少が進んできたということが原

因として上げられています。

　次、お願いします。

　植物に着目していきますけれども、草原特有に見られ

る植物への影響というものを考えてみると、今までお話

ししてきたような草原の面積の減少というものと、この

今も維持されている草原の中の管理、山焼きであったり、

草刈りであったり、この頻度が低下したり中断したりす

る。例えば細野は日本の中でも本当に珍しく、もしかし

たら中断された年もあったかもしれませんが、記録のあ

る限り、毎年山焼きをしてきているということで、非常に

貴重な草原となっています。全国的に見ると２年に一遍

だったり、例えば東日本大震災の頃に消火ヘリが飛ば

ず、仙石原では山焼きが中止になりましたけれども、そ

ういったように数年中断したり、なくなってしまったりと

いう場所も多いです。こうした２つの要因が複合的に絡

み合って、そこに出現している草原特有の植物に影響

を与えているのではないかということが近年様々な研

究で言われるようになってきました。

　今回の発表では、具体的なメカニズムですとか、専

門的な話まで踏み込みませんが、私が細野高原で植物

等のデータを取った結果を基に、どういった場所が「保

全」に適しているのかということですとか、あとは、これ

までの土地利用の変化というものを改めて航空写真で

振り返りながら、一緒に考えることができればと思って

います。

　それでは、次お願いします。

　ここが稲取の細野高原の現在の航空写真になります。

見ていただいている真ん中付近が細野高原で、右側に

ゴルフ場と伊豆アニマルキングダムがあります。

　次、お願いします。

　これと同じ2017年の写真、稲取の方はこれで分

かっていただけると思うんですが、今回初めて来ていた

だいた方は、先ほどの東伊豆町観光協会のパンフレッ

トを開いていただくと、真ん中に水源涵養保安林があっ

て、それがかなり目印として分かりやすいと思いますの

で、そこを見比べながら、過去の土地利用というものを

見比べていただければと思います。

　続いて、これが2000年です。これは今とほとんど変

わりないかと思います。

　次、お願いします。

　これが1989年ですけれども、これと先ほどの2000

年を比べると、植林が少し進み、西側の河津町のほうで

山焼きが、その前からされなくなっていたのが進んでき

たということが分かり、樹林化が進んできたということ

が分かると思います。

　これが1980年です。先ほどの水源涵養保安林の植

林がされる、外側に広がる前という感じです。

　これがかなり前になりますけれども、1964年です。こ

のあたりから多分、当時の状況をご存じの方もいらっ

しゃるかもしれませんが、まだ私が生まれていない時代

ですけれども、これと先ほどの写真を見比べていただけ

ると、今のゴルフ場の辺りですとか、茅場がかなり減った

ことが、河津町側のほうですけれども分かると思います。

　これがさらに昔の1947年ですけれども、こちらは先

ほどの写真より引いて写しているので、もう少し白田の

ほう、東側のほうまでずっと広く茅場が広がっていたと

いうことが分かると思います。

　次、お願いします。

　これをもう一回まとめてみると、1947年には、グレー

の部分が草原ですけれども、これだけ一面広がってい

たものが真ん中の水源涵養保安林の植林が進んだり、

河津町側のほうでの山焼きが中断したことによって樹

林化が進んだり、国有林、北西側のほうが山焼きしなく

なって樹林化が進んだりという傾向が分かるかと思い

ます。

　このデータを基に草原がどれぐらい減ってきたのか

というのを出しましたが、2013年から2015年に１か

月に１回程度、この遊歩道の道にほぼ沿った形になり

ますが、第１駐車場から熊口、マナイタウラというのが

真ん中の水源林ですけれども、そこから三筋山を登っ

て桃野を進んで、ＧからＨというこの区間です。パンフ

レットでいうと、６番から５番、４番に行くルートですが、

ここを歩いて道の分岐で区切った区間ごとに出てきた

植物の種類を記録しています。あとは、草刈りと山焼き

の多い区間を記録しています。

　これを統計的に解析して、詳細は省きますけれども、

山焼きと草原がどれぐらい周囲にあるのかという影響も

加味して、そこにいる植物の種類のパターンを比べて

みると、三筋山からマナイタウラのこの緑色で囲った範

囲に見られる植物と熊口の水源林の自然、青色で囲っ

た範囲で見られる植物というのは明らかに種類が違っ

てくるということが分かります。山焼きとまとまった草原、

両方の効果で維持されている植物というのが、この三

　一点ご質問よろしいでしょうか。４区一体で管理をさ

れていると思いますが、例えば小学校などの教育機関

に山焼きのやり方や、草刈りのやり方を伝えるときに、手

法については4区統一された管理等はされているので

しょうか。

○パネリスト（鈴木豊美）　管理自体は財産区が指導

していますけれども、大体４区とも同じような方法で防

火線刈りをやっています。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　財産区から教育機

関、子供や大人に管理体験を提供する事は可能なので

しょうか。

○パネリスト（鈴木豊美）　安全なところであれば可能

と思われますが、その指導を行う方を誰にお願いする

のか、要するに財産区で子どもたちを預かってやるとか、

学校のイベントとしてやることで先生も現地にきて子供

を見守ってくれるか、そのあたりの仕組みを整備してい

かないと難しいのではないかと思います。安全な場所

でそういった体験を提供できる場所はあります。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　行政と連携した取

り組みとして行うことも可能なのではないでしょうか。

○パネリスト（鈴木豊美）　可能だと思います。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

　その他に、それぞれの観点からご質問など有ります

でしょうか。

○パネリスト（鈴木豊美）　内山さんにお伺いしたい

のですが、山焼きをしていかないと、この希少種という

のは絶滅してしまうのでしょうか。

○実行委員（内山義政）　先ほど、箱根で2011年に山

焼きを中断したというお話をさせていただきましたが、

実際に見かけられなくなった種がありまして、その後数

年かけて追跡しても復活しなかったという例もあります

ので、できれば毎年焼いているところは、私個人の思い

として、維持していければと思っています。

○パネリスト（鈴木豊美）　先ほどのお話で、細野高原

の山焼きは継続してやってきたという事でしたが、実は

１年だけ実施していない時がありました。その翌年は、

野ネズミやモグラ、が増え、茅が枯れたところがだいぶ

あります。やはり、動物の生態系も崩れていくという事で

しょうか。

○実行委員（内山義政）　おそらく、動物の生態系にも

及んでいるのではないかと思われますが。

○パネリスト（鈴木豊美）　ありがとうございます。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）

　私共の方から、今後の『利用・保全・継承』について、

具体的にどのように進めた方が良いという事は言えな

いのですが、各視点からはこのような意見となりました。

　この後、会場の皆様からも、このような利用をしてみ

てはどうか又はこういう試みをしてみてはどうかという

ご意見がありましたら、そのことについて具体的な方針

や対策を模索していきたいと思います。

　現在、１時４０分ですので、１０分ほど休憩の時間とさ

せていただきます。休憩後に1時間ほどですが、皆様よ

り何かご意見を伺いたいと思いますので、よろしくお願

いいたします。

（休　憩）

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　それではご意見を

伺っていきたいと思いますが、先ほど休憩中に、細野高

原のススキを実際に茅として利用できるのかという事

で、日本茅葺き文化協会の安藤様にいろいろとお話を

伺いまして、とても興味深い内容でしたので、活用方法

等について是非お話をいただきたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。

○（一社）日本茅葺き文化協会（安藤邦廣）　皆さん、こ

んにちは。

　先ほど１時間ぐらいのお昼休みで、細野高原を初め

て拝見させていただきました。茅の質や量について実

際に確認させていただき、そのことについて私の意見と、

茅の利用ということ、特に茅葺きということについての

この地域でのこれからの可能性についてお話しさせて

いただきます。

　茅という資材ですけれども、建築資材としてのこれか

らの利用価値や可能性ということについては意見が

幾つかあります。この細野高原の茅の質、これは茅葺

きの材料として全く問題ないと思います。丈が多少短い

ということはそのとおりですが、山頂近くですと大体２ｍ

近くのものが十分ありますし、平均して背丈ほどですか

ら、御殿場のものに比べると50ｃｍほど低いという事に

なります。平地の茅も大きなものですと３ｍぐらいにな

りますけれども、平均的には大体２メーターちょっと、

2.5ｍぐらいですから、数十センチ低いということです。

　茅の利用ということでいうと、大体４尺から５尺あれ

ば一定の茅として十分に葺くことができます。短い茅と

してカリヤスという茅がありますが、これは最も上質な

茅であり、白川の合掌造りなど、北陸方面ではほとんど

カリヤスが主となっており、この背丈は大体平均的に人

の背丈以下の1.8ｍから低いものだと1.5ｍぐらいです。

そのため小茅、小さい茅といわれています。大茅は大き

いですが太くて重さもあって扱いにくい、また、葺いた後

の耐久性も低いということもあり、小茅は最上とされて

いう利用方法を検討されているのか教えてください。

○東伊豆観光協会長（石島専吉）　今年の６月24日に

町観光産業課が主体となり、東京にあるＫａｎａｔｔａという

ドローンの体験ツアーを行っている企業と、稲取の勤

労者体育館と稲取高原、クロスカントリーを範囲に、

（一社）美しい伊豆創造センターや伊豆急行㈱の皆さ

ん２０人ほどが集まり、体験を行いました。私も体験しま

したが、自分が体験できるとは思ってもいませんでした

ので、できるのかなという気持ちでしたが、意外と簡単

に200メートル～300メートル上昇させることや、横に

スライドさせることができました。稲取高原からですと、

焼却場の先の海の方まで行くことができますし、ゴルフ

場や細野高原の近くまで操縦できてしまいます。そのた

め、この秋にドローン体験ツアーとして、１泊２日若しく

は２泊３日ぐらいで、宿泊していただいたお客様に体

験していただこうという企画がございまして、具体的な

日程は決定していませんが、そのような予定となって

います。

○パネリスト（鈴木豊美）　どうもありがとうございま

した。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　すみません、また少

し話題が変わってしまいますが、今回、利用と保全と継

承を繋ぐアイデアの一つとして、環境教育を上げました

が、その観点について、笹岡先生よりコメントをいただ

けますと幸いです。よろしくお願いします。

○全国草原再生ネットワーク理事（笹岡達男）　これ

はむしろ藤田さんに返してあげたいぐらいです。例えば、

藤田さんが経験され、勉強されたことを活かし、学校の

学生たちをもし東伊豆町に呼ぶとするならば、どのよう

なことを考えているのかご意見をお伺いしたいです。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

　まず、私が地域おこし協力隊になった理由ですが、専

門学校のインターンシップで北海道の黒松内にある、

「ぶなの森自然学校」というところに行ったのですが、

その時に体験したことが私の中でとても感動しました。

自然について細かく言うような自然学校ではなくて、自

然の中で思い切り遊ぶというような場所でした。１週間

単位のプログラムで、長い子は１か月、夏休み丸 と々い

う子もいましたが、やはり子供たちは日常から学ぶ姿

勢がすごく、とても成長を感じられました。最近は家庭

用ゲーム機やスマートフォンなど、外に出る機会や公園

の遊具が危険という観点で、遊ぶ環境がだんだんと少

なくなっており、両親も共働きで忙しいという事なので、

なかなか自然と触れ合いながら思うように遊ぶ、体験す

るということが少なくなってきているというふうに思いま

す。北海道でのプログラムでは、大阪や東京、中には中

国の子供が一人で飛行機に乗って北海道に来て、自然

体験をしながら一緒に遊び、学ぶというような生活をし

ていました。ほんの１週間だけでも、すごく成長を感じる

ことができます。最初は虫も怖くて、「何でこんなところに

一人で来させられたんだろう」というように悲しむ子も

いましたが、知らない地域や大きな自然に囲まれ思いっ

きり遊ぶことで、一回り大きく成長したように感じました。

　その体験がすごく印象に残っていまして、実際、今年

の夏にはオンライン上のキッズコミュニティーと繋がり

があるのですが、子供たちが伊豆稲取に遊びに来て、

海への飛び込み体験や細野高原の草原で思いっきり

走ってみるという事をしました。他にも取ってきた竹を

割り、自分たちで一から流しそうめんを作る体験を通じ

て、お家の方もお子さんが、「一回り大きく、大人の顔に

なって帰ってきた」とか、「また伊豆に行きたい」とおっ

しゃっていました。子どもたちもお家の方に、「家に帰っ

たらノコギリ買って」と、創作意欲が溢れていました。

このように、小さい時の経験はとても重要だと考えてお

りまして、学習面においても空間把握能力や創作意欲

が溢れたりと、そのようなことを推進していきたいと思

い、私はこの東伊豆町に来ました。今後もこう言った取

り組みを進めていきたいと思います。

ありがとうございました、以上です。

○全国草原再生ネットワーク理事（笹岡達男）　あり

がとうございました。

　私は笹岡と申しますが、藤田さんの卒業された専門

学校に勤務しております。この度は実行委員という立場

で出席させていただいておりますけれども、藤田さんの

アイデアは大変良いものだと思います。

　私たちの学校は、自然環境や野生生物の好きな学生

が来ていますので、そういう学生は自ら進んでテントを

張って寝たり、喜んで虫を捕まえたり、植物観察をします。

藤田さんがおっしゃっていたような、様々な地域の小学

生や中学生などの子供たちの受入れ体制を整備する

ことは非常に重要です。そのときに一番大事なのは、学

います。

　この小茅が取れる様々な条件が、現在社会的に、あ

るいはその生態的に限定的になりましたので、白川の

ほうではやむを得ずほとんどを大茅、御殿場の茅を

使っているという現状になっています。これについては

あまり好ましい状態とは言えず、ユネスコからも本来の

その地域の茅を使うべきだという意見が出されており、

代替措置ということで、将来は小茅へ戻すということは

目指されていますが、温暖化の影響などがあり、小茅の

生息域がどんどん限定的になっているのが現状です。

　それから、本来茅場であったものが一旦失われてし

まいますと、再生が非常に困難であるということ、また、

材料を刈る組織も廃れつつあり、個人で刈るにはなか

なか難しいということですが、そのような観点からも、こ

の細野高原の1.8ｍ程度の茅は、本日見た限りの感想

ですが、細くしなやかで耐久性もあり、質が良いと思わ

れます。実際に刈ってみないと分かりませんが、少なくと

も茅の材料として不足はないと言えます。ただ、量につ

いてはかなりまばらなところもありまして、全体的にスス

キが、草原が広がっているところではないと思います。

これは阿蘇も同じですが、120ヘクタールということで

すので、例えばその３分の１が茅場という事であれば、

屋根に葺くには十分な量が確保できます。このことにつ

いては実証実験を行うことで、どの場所で茅が刈りやす

く運搬がしやすいのか、また、どの程度の量が確保でき

るのかを確認することは簡単にできることかと思います。

　本来この地域では茅を屋根に葺いて、そして牛馬を

肥やして、さらに時代的に柑橘類の生育のために地域

経済を支えたことは間違いないです。その地域経済を

支える重要な資源、資材であったということが、この細

野高原の茅場が今に受け継がれている最大の理由で

す。決して生物多様性の維持をしたわけでもなく、観光

のためにしたわけでもない。皆さんが支えてきた結果、

これだけの草原が今に残され、その習慣が良いことと

して、皆さんの努力が今に続けられているということだ

と思います。

　今後、細野高原の茅場がこれだけの面積を残してい

くという事であれば、これは地域経済、産業とどのように

結びついていくかという事を明確にしていかなければ、

一部の限定的なものになりますし、ほかの土地利用と

いうことを考えることも必要なのではないかと思います。

これから東伊豆町、伊豆地域において、茅場はどのよう

に役に立つかということを議論していくことが必要です。

　そのことについて、午前中にもお話があった範囲で

いいますと、この地域では観光が大きな産業の主軸に

なっているということですので、温泉、細野高原、ビーチ

ですね、この３つが揃っている観光地は、国内はもとよ

りコロナウイルスがある程度収束すれば、海外、アジア

地域にとっては非常に大きな可能性を持っているのは

ないでしょうか。そのとき、この茅資源が役に立つのか

と考えていくことが大事ではないかと思っています。

　それでは具体的にどのように活用していくのかという

事について、茅葺きの建物を観光施設に取り入れて復

活させていくということが、私は非常に大事であり可能

性があることだと思います。茅葺きの民家は戦前ほど姿

を消したと思います。戦後間もなく、エアコン生活の中

で流れとして、茅葺きの建物を民家に戻すということは、

一部にあるかもしれませんけれども、かなり現実的では

ないです。この地域の観光として、もう少し観光の質に

変わった滞在型の、あるいは自然と親しむような、ある

いは子供たちの教育とか体験ということを重視した観

光にシフトしていくことを考えれば、観光施設も緩やか

に木造で茅葺きの施設ということが一定割合、世界的

に、あるいは日本の中でも進んでいることは間違いな

いです。ヨーロッパで茅葺きが復活しているのは、まさし

くリゾート地において、オランダやデンマーク、北欧の地

域で最も質の高い観光地は茅葺きで造られる建物群

がつくる景観やその中での生活のゆっくりとした時間を

過ごす、あるいは都市生活で非常に疲れた心身を癒や

す、そういった観光がこれからの大きな流れになると思

います。

　今どき海で泳ぐ人は非常に少なくなったと、本当にそ

う思います。なぜかといえば、ホテルの冷房の効いた室

内にいれば、海岸に出るということとは非常に落差があ

り難しいためです。昔は海の家といって、必ず海辺に日

よけをつくるような東屋などの仮設の避暑地を造り、

人々が海辺で休むような施設があってはじめて海水浴

ができていました。今は冷房の効いた施設は整備され

ていますが、海辺の本来の自然の中で昼寝をしたり、風

を楽しむような施設というのはもうないように思えます。

　ですから、例えばこの海辺に茅葺きのリゾート施設を

これからまた復活していくということを考えるのであれ

ば、細野高原で星を見るとか、別な自然を楽しむような

施設を造る必要もあると思います。そういった本来の観

光にふさわしい施設を、この伊豆にある杉という、戦後

植えた木を活用し、この無尽蔵の茅の屋根を葺くという

ことを町を挙げて、あるいはこの地域の経済を挙げて、

そしてここに集まっている草原を大切にする人たちと一

体となって風景をつくっていく、この細野高原の茅とい

うのはこれだけ素晴らしい暮らしを実現できるというこ

とが分かれば、草原を守るということも非常に意義があ

り、自分たちの生活を支えていることが明確になれば、

多くの方が協力することは間違いないと思います。そう

いった茅を用いた観光施設を造っていただきたいと思

います。

　茅葺きの建物というのは、民家に葺くような50ｃｍ～

１ｍに及ぶ、30年、50年の間立派にもつ茅葺きもできま

すけれども、例えば３か月間もたせたいということだっ

たら、もっと簡単な茅葺きの東屋などの仮設建築も現

在では可能です。様々な技術を組み合わせることもでき

ますので、茅葺きの新しい観光施設利用ということから

始まり、その茅を農業資材に２次利用する、茅葺きとい

うのは必ず屋根に葺いて、再利用するということが本来

の姿です。そういったことも一部取り戻すことによって、

茅というのは本当にありがたい恵みなのだということ

が部分的にも始まれば、もう少し農業に取り入れていく

ことや、本来の生活の中に茅がどんどん浸透していくと

いうことについて、観光施設を突破口にぜひ切り開い

ていただきたいと思います。

我々の協会としても助言や技術者・職人の教育ができ

ると思います。とにかくこの細野高原の茅というのは素

晴らしい資源であるということは、未来を必ず保証する

と思いますので、是非そういったプロジェクトを、行政を

はじめ、この地域の観光協会の方などが集まることで、

進めていっていただきたい、新しい地域が見えてくると

いうようなことでこの会で想像していただくのがとても良

いことではないかと思います。それだけの資源としての

圧倒的な質・量が本日確認できましたので、是非ともこ

の地域をまた開いていくというふうに思えてなりません。

　少し長くなりましたけれども、ありがとうございました。

何かご質問あればお答えします。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうございま

した。

○（一社）日本茅葺き文化協会（安藤邦廣）　茅葺きに

ついては建築的に規制があります。都市部、この密集地

域では不燃材で葺かないといけないという規制があり

ますので、街中では厳しいところがあると思います。二

十二条地域という区域になりますけれども、それは特定

行政庁が解除できます。今まで都市化ということが非常

に進んできましたので、二十二条地域の区域指定はか

なり全域に広まっておりまして、現在、様々な地域でその

解除は特定行政庁で行えるということになっております

ので、必要に応じて限定的に外すということもできます。

恐らく細野高原は二十二条地域に該当していないと思

います。もし二十二条地域があれば、その部分を解除す

るということも今はできますし、様々な観光地、茅で地域

づくりをしようとする地域は、例えば宮城県石巻市では

非常に広大なヨシ原を持っている地域がありますが、

一部の市街化区域を除いて解除しておりますし、重要

な茅葺き集落を保有する市町村の場合も、あるいは１

戸１戸の重要な民家がある場合も、その部分を部分的

に解除するということも現在進んでおりますので、そう

いうことはあまり障害にはならないと思われます。あくま

で、地域の主体的な住民の総意があれば、できるという

ことも申し上げておきます。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうございま

した。

　茅葺きの建物を観光施設として造り、お客さんに楽し

んでいただくというのは、先ほど白川先生からお話があ

りました茅プロジェクトのように、町にしっかりと還元で

きるような収益を上げられるような施設であったり、茅

を葺き替えるタイミングでそれを体験するということも、

複合した施設ができる可能性があり、個人的に色 と々

検討してみたいという風に思いました。

○パネリスト（鈴木豊美）　ただいまの茅のことですけ

れども、この細野高原の茅は屋根に葺くことについて問

題はないという事でしたが、今の細野高原は肥料とい

うものを全然やっておりません。肥料と言えば山焼きで

燃やした後の灰ぐらいです。茅に対して人為的に肥料

を与えても問題ないのでしょうか。

○（一社）日本茅葺き文化協会（安藤邦廣）　茅に人為

的に肥料を与えるということはしない方が良いと思わ

れます。また、今まで例としてはほとんどないと思います。

唯一、刈り取ることと、その後、燃やすこと、これによって

１万年間続いてきたということは最近の学説で立証さ

れておりますので、環境条件的に余程の激変がない限

り、刈り取って火入れをすることで、屋根に使う材料とし

て持続可能なことは間違いありません。そんなに心配

することはないと思います。

○パネリスト（鈴木豊美）　どうもありがとうございま

した。

　利用について一点、東伊豆町観光協会の石島さんに

お聞きしたいのですが、今後、観光協会ではドローンの

操縦体験など計画があるようですが、具体的にはどう

自分ももっと細野高原を歩き、良いところを探し、皆様

にもご紹介出来たらと感じています。以上です。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございます。

　明日のオンライン見学会にて、お二人には現地説明

会にご出演いただいております。明日ご参加される方は

楽しみお待ちいただければ幸いです。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　私もジオガイドを

持っていまして、細野高原はよくガイドツアーをしていま

す。お客さんには、ここはこういう経緯で草原になり、昔

はこういう利用をされていて、毎年山焼きを行い管理し

ているという事をお話すると、「山焼きを見ることはでき

ませんか」という方や、「私も草刈りをやってみたいで

す」という方が多くいらっしゃいます。少しでも細野高原

に携わるきっかけとして、草刈り体験や、最初から火入

れ体験をすることは難しいですので、見学できるスペー

スを設けるなど、山焼きを一般に公開してみてはどうか

と思います。

○教育委員会事務局長（梅原　巧）　突然のご質問、

申し訳ありません。東伊豆町教育委員会事務局長の梅

原と申します。

　細野高原には、県の指定文化財として湿原が何か

所かございまして、その中に桃野湿原というところがあ

ります。私も小さい頃から遠足などでそこに行っていま

すけれども、先日確認しましたら、かなり浅くなってい

るように見え、いずれ消滅してしまうのではないかと思

いました。

　文化財ですので、人の手を入れず自然のままにして

あるというのが現状です。しかし、湿原を保つために修

正すべきか、形状が変わってしまうとしても自然のままに

しておくべきか、どちらが良いのか疑問に感じています。

　また、先ほど富永さんの方からもお話がありましたが、

鹿や猪が湿原の中に入り沼田場にしているため、掘り

返されて荒れてしまっています。ワイヤーなどを用いて、

周囲を全部囲ってしまえば入れないと思いますが、金

属なので錆が出ます。文化財的な面がありますので、自

然のままにしておこうという結論に現在はなっています

が、本来の管理はどのようにあるべきか、詳しい方がい

らっしゃればご教示いただけますと幸いです。

○実行委員（内山義政）　ご質問ありがとうございます。

　まず、文化財としての保存と、観光として利用しつつ

保存していくというのは相入れないものだと思います。

湿原の乾燥化や鹿柵を設けるというのは、私も専門で

はありませんのでお答えすることが難しいですが、会

場でもし詳しい方がいらっしゃいましたらお願いいた

します。

○芸北高原自然館主任学芸員（白川勝信）　私は元々

湿原が専門となりますが、大学を卒業後に草原のほう

に入りました。東伊豆町の気候だとおそらく低湿で細野

高原を見ても、窪地のようなところに水が集まり、湿原に

なっているのではないかと思います。いわゆる、栄養分

の少ない水が集まりその上にミズゴケが生え、そのミズ

ゴケがスポンジの役割をし、水を溜めてできるというの

が信州や北海道のような高層湿原ですが、それらとは

全く異なる低湿地です。低湿地は有機物や土砂が入っ

ていくと、長い目で見て埋まってしまう運命にあります。

　西日本を含め、低湿地がどうして長い間保たれてき

たのかについては、一方で草原を利用してきたというと

ころがありそうです。集水域でしっかりと草刈りをして有

機物が流れ込まないようにすることが、湿原の中の植

物の成長などが抑えられ、湿原の中に枯草などがたま

る量が減っていくことになります。あるいはカンスゲなど、

昔は草がとても大事でしたので、湿原のすぐ際まで草刈

りをしていたという話をよく聞きます。そのようなこともあ

り、里地といいますか、湿原の周りが積極的に利用され

てきた方が、長い間の人と自然の関わりの中で湿原が

残されてきていると思います。細野高原の現地を確認し

ておらず、写真や記憶での推測ですが。

　猪についてはおそらく、昔はそこまでの頻度で草原

の中に入ってくるような状況ではなかったと思います。

鹿も同じだと思います。現況ですが、逆に猪が沼田場に

して荒らすというのは、大きく見て悪いことではなく、湿

原の中に眠っている種子が表に出て、芽を出すという

こともあります。但し、このことも頻度が高過ぎると悪影

響になるのではないかと思います。

　錆などの鉄分につきましては、こちらの湿原の中には

ミズゴケなどはあるのでしょうか。

○ネイチャーガイドクラブ（富永眞弘）　あります。

○芸北高原自然館主任学芸員（白川勝信）　大体、酸

性のほうに偏っています。バクテリアが発生するため油

が浮いたとしても、そのことは特に自然な状態なので気

にすることではありません。やはり、現地を確認させてい

ただいてから、お話しさせていただければと思います。

よろしくお願いします。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございます。

　ただ今ご説明のありました細野高原のような低層湿

原の場合は、周りが森林だと木の葉などが幹に落ち、

蒸発や木の蒸発散があり水分が失われやすいのです

が、草原ではそれがないため、直接水が流れてきて水

源としてたくさん確保できるというご説明でよろしいで

しょうか。

○芸北高原自然館主任学芸員（白川勝信）　はい。

　私たちの一生に比べ湿原の一生は長いですが、運

校の先生でも実際に野外活動を自ら教えた経験のある

方はなかなかいらっしゃいませんから、こちらで安全に

引率して、また宿泊場所の提供ができるような、そういう

体制ができれば細野高原は明日からでも自然学校に

なるのではないかと思います。是非、そのような支援を

町として、地元として応援していただければと思います。

ありがとうございました。

○町長（太田長八）　ありがとうございました。藤田さん

には地域おこし協力隊での３年間、本当に良く頑張っ

ていただきました。

　その中でも良い活動だと思ったのが、今回コロナ禍

の中でしたが、子供たちを自然の中で楽しませて、その

間お家の方は仕事をやるという親子ワ―ケーションの

実施です。藤田さんが子供たちを見ていてくれたからこ

そ、子供たちは楽しく自然の中で学ぶことができ、お家

の方も集中して仕事をすることができたと思います。こ

れからの東伊豆町にとって、貴重な人材だと考えていま

すので、これを機にさらにご活躍いただき、活動の幅を

広げていっていただければありがたいと思います。今後

のご活躍に期待しています。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございました。

　藤田さんには引き続き、東伊豆町の環境教育の推進

を頑張っていただきたいです。今回、我 ３々人で準備を

していく中で、環境教育という言葉を上げましたけれど、

現在、細野高原の管理を主体となって行われています

４区の役員の皆様ですとか、私は田町区の出身ですが、

田町区の場合は役員のＯＢや有志による担い手が年々

増えていっていまして、私もメンバーとして活動していま

すが、そのような形で、主体となって管理を行っていく

方 と々一般の観光客との間に立ち、一般の方々を担い

手サイドにもう一歩踏み込んで誘い込むことができれ

ばと思いました。そういった中で環境教育というのは、

引き込み方の一つなのではないか思いますので、担い

手、作り手として頑張っていただくという事と、これまで

町内でそうした活動をネイチャーガイドの皆様ですと

か、ジオガイドの皆様でされてこられましたので、１３年

前のシンポジウムや今までの経緯を踏まえ、これからこ

のようにしていけば良いのではないかというご意見な

ど有りましたら、コメントをいただけますでしょうか。

○ネイチャーガイドクラブ（富永眞弘）　ネイチャーガ

イドクラブの富永と申します。

　１３年前には会長を務めさせていただきましたけれ

ども、それから細野高原の環境として大きく変わったこ

とは、鹿の食害が増えたことです。先ほど写真が出まし

たけれども、畑のようなものを作り、絶滅しそうな植物を

植え、保護するという活動を行っています。しかしながら、

鹿の食害が増えている今、保護した植物をすぐに元の

場所に戻すことはできませんので、鹿の食害が減少す

るまでは現在の活動をやり続けていかないと、種の保

存はできないものと考えております。

　もう一つはこちらも鹿に起因することですが、マダニ

がとても増えています。そのような中で、マダニが活動的

になる時期にお子さんが芝生であっても足を踏み入れ

ることは、危険なことだと思います。以上２つの違いが

確認できました。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございます。

　ジオガイドの鈴木さんはいかがでしょうか。

○ジオガイド（鈴木京子）　ジオガイドの鈴木と申します。

　私はジオガイドを案内して日が浅いので、この場で

特筆してお話をさせていただくのは難しいと思いますが、

やはりジオガイド協会的に細野高原はとても貴重な場

所で、ここを案内してお話ししたいというジオガイドは、

本部にも多いです。私個人といたしましては、小さい頃

からの思い出がありまして、ワラビの季節になれば家族

でワラビ刈りをし、山焼きも私の父、弟、私の主人、息子

も、みんなが体験しております。そのように、家族みんな

でずっと守ってきた細野高原でありますので、細野高原

の中に通っていますあの道路も、父たちの時代に造っ

ていました。造るたびに父が、「いい道ができたから行く

ぞ」と言い、誇らしげに細野高原に連れて行ってくれて、

素晴らしい景色が望める場所を紹介してくれました。

　学校的には遠足に行きまして、中学校の遠足では秋

の紅葉を見に出かけました。春にも行きましたが、その

時には桜の木がありましたので、後日、友達とまた歩い

て、桜を見に行こうって登ったものです。

　そしてもう一つの思い出が、夏休みに熊口まで行き、

学校でキャンプをしました。やはりそこでは綺麗な水が

出るということが先生たちも分かっていましたので、川

の水を汲みカレーを作り、飯盒でご飯を炊きました。

　そのように貴重なところですので、本当に残してい

きたいという気持ちはあります。私は残していくための

原動力の一部分になれませんので、観光の方で携

わっていますけれども、先ほどの白川先生のお話を

伺って、何か自分の経験を活かし、子供たちが思い出

作りをすることができれば、将来も大事にしていってく

れるのではないか、継承していってくれるのではない

かと考えています。自然学校もそうだと思いますが、そ

のような経験を幼い頃に積み重ねていくことが重要で

はないかと感じます。

　ジオという事ではあまり詳しくお話しできませんが、

　今後どのようにしていくのかについては、町全体で決

めていくことだと思いますが、このような会も重ねたうえ

で、しっかりとプロジェクトの推進をしていければと思

います。

　最後になりますが本日は様々な意見が出ましたので、

町長より本会のまとめをよろしくお願いいたします。

○町長（太田長八）　本日は貴重なご意見を多数いた

だきまして、ありがとうございました。

いただいたご意見を基にこれから戦略を練り、推進し

ていきたいと思います。

　そういった中で、日本茅葺き文化協会の安藤様には、

茅葺きや茅の再利用という事について、また色々なご指

導をいただけますと、大変ありがたいと思います。

　本会を通じ、皆様が細野高原について真剣に考えて

いただいていることを、一層深く感じました。今後とも皆

様とは情報共有を行っていき、保全や利用について検

討していければと思います。

　また、最も大事なのは管理を行っていく後継者、これ

が一番重要だと思います。今のままでは必ず担い手不

足となってしまいますので、今後の体制をどのように変

化させていくか、そしていかに細野高原の素晴らしい自

然を保全していくか、これこそが最大の課題です。皆様

と一体となり、この保全にしっかりと取り組んでいきた

いと考えておりますので、その際にはまたご支援とご協

力の程をよろしくお願いいたしたいと思います。

　以上です。ありがとうございました。

○（一社）日本茅葺き文化協会（安藤邦廣）  申し訳ご

ざいません。最後によろしいでしょうか。

　この茅場の維持管理について、先ほど町教育委員会

の梅原さんよりご発言があった中で思い出しましたが、

文化庁の制度で文化財を守る資材を選定する、「ふるさ

と文化財の森」というものがあります。この中に茅場が

含まれていまして、現在、全国１９か所の茅場が選定さ

れており、静岡県だと朝霧高原が数年前に選定されて

います。各県に１か所程度ありますが、文化庁の中で一

番新しい制度となっています。文化財というのは法隆寺

などの建築物、それから、それを守る職人技、無形文化

財といいますが、それに加えて資材の文化財制度が一

番新しく、１０年ほど前にできたばかりです。例えばヒバ

塗装や漆です。その中にやはり茅がとても不足している

ので、茅場を保全、管理していきましょうということで、文

化財に出荷する茅として、そのエリア選定するというこ

とができます。

　私が本日見た限り、細野高原はこれに合致する場所

だと思います。ただし条件としましては、文化財への出

荷実績が多少なりとも必要ということになります。その

ためこの地域にある文化財、市町村指定や登録文化

財でも可能ですが、茅葺きの建物が伊豆半島にはたく

さんあると思います。例えば伊豆の国市にある国指定

重要文化財の江川邸もそうですが。そういうことで２～

３年程度の実績を積み、細野高原の茅場の質、量は問

題ないと思われますので、是非、茅刈りを始めていただ

き、選別したものを出荷する取組をしていただければ、

制度の対象として選定されると思います。選定される、

文化財の森から様々な助成制度受けられます。普及啓

発事業というもので毎年助成が出ていますので、最大

２００万円の満額補助となりますが、そこに町民の方々

が参加して、皆様と一緒に環境教育を推進していきな

がら茅刈りを行い、山焼きをやること、このような環境

保全全体の取組を体験、研修することで補助が受けら

れます。

　また、選定地の整備費用にも半額補助が受けられま

す。例えば農道整備や支障木の伐採、山焼きについても

環境整備事業となります。いずれも県を通じ、文化庁へ

の申請手続や調査の依頼を行い、町の文化財関係課

から県の文化財関係課の方に連絡を行います。私も文

化財のほうの選定委員となっていますので、私の見た

限り細野高原は是非、ふるさと文化財の森に選定して

いくことを２～３年の目標にしてやっていただくと良い

のではないかと思います。

　細野高原の観光利用というのは、長期的に一歩ずつ

やっていくことが必要ですけれども、取りあえず、文化財

制度を活用していくことは非常に利点が大きいと思い

ます。是非、文化庁への問い合わせやホームページを

ご確認いただき、ふるさと文化財の森という制度を調べ

てみてください。生物多様性の維持や環境教育というこ

とを推進していくために、とてもいい制度だと思います。

以上、補足となります。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

○司会　この後午後３時２０分より、各分科会場の方

にご出演いただき、WEB配信にて全体会を予定してい

ます。

　藤田さん、内山さんにおかれましては、全体会での発

表に向け意見をまとめていただきますので、東伊豆会

場の分科会はこれにて終了といたします。

　藤田さん、内山さん、鈴木さん、どうもありがとうござ

いました。

　それでは全体会までお時間がありますので、休憩を

お取りください。
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命的には窪地ができ、湿原ができ、それが消えていく段

階である中の現在、一断面を見ていることになりますの

で、人工的に何をしていくのかという事については、今

の時代に生きている私たちでしっかりと決めればいい

のではないかと思います。

　ただ、内山さんが先ほどおっしゃいましたけれども、

湿原という生態系が何も触れずに保存するということ

ができないものなので、例えば広いまま残そうとするの

であれば、三瓶山の姫逃池というところでは、毎年水草

をしっかり取るという作業をしています。そういうやり方

もありますので、その部分は地元に近い専門家の方な

どと一緒に、管理を考えていけばよろしいのではないか

と思います。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございます。

　ご質問へのご回答は以上でよろしいでしょうか。

○教育委員会事務局長（梅原　巧）　ありがとうござい

ました。

○稲取地区特別財産運営委員長（山田賢一）　財産区

の山田です。

　内山さんの話を今まで聞いてきまして、細野高原の一

番古い写真をお出しいただけますでしょうか。

　この下の方に見えるのがゴルフ場ですけれども、また

ずっと上のこちらの方、河津との境界以外のところにつ

いて、私たちが学生だった昭和47年以前にはすべて

入谷区で山焼きを行っていました。真ん中に熊口の水

源がありますが、こちらの方はゴルフ場で、ここからバイ

オパーク、ゴルフ場まで草原でした。さらにもっと上の

方、そこら辺までが草原でした。40年代後半、50年代

に高山通りということで植林をしまして、現在あまりいい

山だとは言えませんが、ほとんど植林されています。

　現在は、昔から比べれば３分の１ぐらいの広さです。

そういう意味で、先輩の皆さんがそれだけ頑張って、こ

の３倍、４倍の広さを管理してきたので、私たちも管理

していかなければという気持ちがありますが、どのよう

に維持していくのか、その部分で悩んでいます。

　今年、財産区の役員の皆さんと相談して、この部分は

急傾斜地で山焼きをすると岩が落ちてくる為、来年の山

焼きからやめることになりました。放棄という形になりま

すが、管理する人の安全の為です。

　また、これも内山さんがおっしゃっていたことですが、

ここが熊口水源ですけれども、ここからここまでの部分

は大体40～50ヘクタールになります。役員の皆様と現

在考えていることが、ここから上については水源地とな

りますので手は入れないですが、こちら側の部分を将来

的に、先ほどの体験学習や観光のためのイベントなど、

自然を保護しながら利用していただくことはできるかど

うか、その部分についてご意見をいただきたいと思いま

す。以上です。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

　この山の上の部分は保全を継続していくべき場所だ

というふうに、先ほど内山さんもおっしゃっていました

ので、この辺りの草原を保全していくために、利用する

方向にもっていければ良いのではないかと思いました。

○実行委員（内山義政）　特に保全すべきということで、

企業などどなたかに利用していただければという提案

であると思いますが、少しこれまでの話をまとめながら

になりますけれども、例えば観光利用、ちょっとした休憩

所や東屋を設けるとしても、茅葺きの使用やそれを体験

してもらうといった中で、防火線も含めた草刈り作業と

いうものにも触れていただき、現在、ベテランの方だけ

で頑張って維持している防火線の管理を、将来的には、

少しでも若い世代が山焼きに入っていけるようにする

ためのフィールドとして使用していくことができればい

いのではないかと私個人として受け止めましたが、会

場の皆さんはいかがでしょうか。

○ネイチャーガイドクラブ（富永眞弘）　下側を利用

する案が出ていますけれども、湿原は現在４つあり、３

つはそのエリアに入っていますので、特に芝原湿原の

水源というのがかなり上のほうに延びてきています。

その部分が荒らされないよう、注意していただきたいと

思います。

○実行委員（内山義政）　そうしたピンポイントに保全

すべき場所というのは、ネイチャーガイドクラブの皆様

やジオガイドの皆様など、地元で見てきた人にしか分

からない場所もありますので、情報共有を行っていく必

要があるのではないかと思います。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　皆様、ありがとうご

ざいます。

　茅葺きや環境教育としての利用、観光資源、あるいは

保全や利用の方法について、様々なことをお話しいた

だきました。

○司会　それでは、ただいまより東伊豆会場の分科会

のほうを始めさせていただきます。

　ここからの分科会の進行については、地域おこし協

力隊の藤田翔さんと実行委員の内山義政さんにお願

いをします。また、パネラーとして入谷区町内会長の鈴

木豊美様に御協力をいただきます。

　それでは、どうぞよろしくお願いいたします。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　地域おこし協力隊

の藤田と申します。本日はよろしくお願いいたします。

　最初に、ご存知の方もいらっしゃると思いますが、簡

単に自己紹介をさせていただきます。

　地域おこし協力隊の藤田翔と言います。東伊豆町に

来て今年で３年目となり、地域おこし協力隊の任期が

最終年度となります。東伊豆町に来る前は、笹岡先生も

おられるのですが、東京環境工科専門学校というところ

で自然について学習していました。本日はよろしくお願

いいたします。

○実行委員（内山義政）　皆さん、こんにちは。内山で

す。私は稲取の田町区出身でして、高校卒業後、大学に

進学しまして、就職して静岡県内に戻ってきましたが、

2019年から職場の休業制度を使いまして、東京都立

大学の大学院に通わせていただいています。草原生態

系の保全を研究テーマとして研究を行っていまして、

フィールドを細野高原とし、地元に通いながら調査を続

けています。本日はよろしくお願いいたします。

○パネリスト（鈴木豊美）　皆さん、こんにちは。私は細

野高原を管理する稲取の４つの町内会の１つ、入谷区

町内会の会長で、区長を務めています鈴木です。入谷

区は細野高原に隣接しておりまして、昔から関わりが深

い町内会でございます。以上です。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　それでは、東伊豆

会場分科会を開会いたします。

　東伊豆会場の分科会のテーマは、『利用・保全・継

承』の３点となります。

　まず、テーマに決めたこの３点ですが、午前中にも説

明がありましたが、それぞれがローテーションしてしっ

かり循環していかないと、細野高原というものはなく

なってしまう。若しくは、一つがマイナスの方向へ向かっ

てしまうと、その次へ次へとどんどんそのマイナスが引き

ずられ、負のスパイラルになってしまうということで、そ

れぞれの問題を全体的に考えていけたらなという思い

で、このテーマにさせていただきました。

　最初に、利用について、私、藤田がお話しさせていた

だきます。

　最初に、細野高原のこれまでの利用ということで、午

前中もお話が出ていましたが、細野高原は茅場として

利用されていました。茅は、茅葺きや、昔は畑を耕すた

めに牛などを使っていたので、そういった家畜の飼料と

して使われていました。また、ミカン畑に敷いて防寒や、

雑草が生えないようにしていたり、現在においても山菜

狩りなど、多くの需要がありました。特に昔の利用に関

しては、生活により密着した需要が多くありまして、現在

とは異なり、少子高齢化が問題視される以前のことでし

たので、担い手も十分に補充されており且つ、町民全体

で利用され、さらに町全体でしっかりと保全がされてい

ました。

　そして、現在の細野高原の利用ですが、現在は生活

というよりは観光やレジャー、体験というのが主な利用

方法になっていると感じます。他にも、ハイキングや

ツーリング、少しではありますけれども、畑、山菜狩りな

どもされています。

　昔と現在の利用の変化を見てみると、生活必需でし

たが、必需ではなくなってきているという見方ができると

思います。昔の生活にどうしても密着なものというのは

必然的に利用・保全・継承のサイクルが形成されていま

したが、その利用価値が現在は少なくなってきていると

いうことで、しっかり現在の姿に合う利用価値を見いだ

さなければならないと考えています。

　また、昔は町民、町全体で生活に必要なものでした

が、現在は担い手不足や利用価値の減少に伴い、管理

全体の費用も不足しているような状況だと思います。そ

の中で、この３つの循環をしっかり考えていかなければ

と思い、現在の利用についてですが、ハイキングやツー

リングについては、そこまでお金が落ちたりするような

ものではないと思っていまして、もっともっとその利用価

値を最大限に発揮できる何かを町全体で考えていく必

要があると考えています。

また、その利用からしっかり細野高原の背景や保全を

したいという、最近だと森づくりなどに興味関心がある

方もいらっしゃると思うので、そういった層に向けて体

験やレジャー、観光、教育、そして利用することで保全・

継承への誘導を見込んでいき、その負のスパイラルか

らいい方向へ改善していくことが必要ではないかと思

います。

　ここで、他地域における利用方法について事例を幾

つかご紹介します。

　ご存知の方もいらっしゃると思いますが、隣町の伊東

市の大室山ですが、大室山自体が国の天然記念物に

なっておりまして、こちらでも毎年山焼きを実施されてい

ますけれど、こちらはリフトで３分ぐらいで山頂まで上が

れるという、気楽に行けるレジャースポットになってい

ます。そこでは料金も掛かりますが、毎年山焼きの火入

れ体験ができるので、そういったところで人手を解消し

つつ、お金も落としていただいているというような場所

です。

　こちらは先ほども紹介がありましたが、生石高原でも

和歌山の大学と連携し、イベントを通じて保全や茅葺き

の文化を発信している場所です。やはり担い手不足の

解消や保全をする上では、どうしても人手が必要になり

ますが、そういった教育や、学生などと連携して学びの

場としても利用してもらいつつ、保全もしっかり手伝っ

ていただくというような場所です。先ほどもお話がありま

したけれど、クラウドファンディング、応援したい気持ち

をお金で送るというような資金集めもされています。

　こちらは阿蘇です。先ほどお話にも上がりましたが、

阿蘇では環境省との取組を進めていて、各教育機関で

教材も作成しており、地域での体験を含め、学ぶ場を作

られています。また、環境学習の講師も派遣されているな

ど、行政と町がしっかりと連携して進めている地域です。

　ほかにもエコ資源にということで、ＳＤＧｓについても

先ほどお話がありましたが、例えば茅葺きに使われた

茅というのは取替えの時期になると、いい具合にほぐれ

て柔らかくなり、畑の肥料や雑草がはえないように敷い

て利用することや、阿蘇でも利用例があったと思いまし

たが、家畜の飼料としていたり、海外の事例ですが、バ

イオマス燃料にしていたりします。こういったことは施

設や仕組みが整備されれば、幅広い活用を検討してい

けるのではないかと思います。

　利用についてまとめとなりますが、現在の利用という

のは、景色を楽しんでいただくことなどですが、そこから

もう一歩踏み込んで、例えば細野高原の山焼き文化や

山焼きすることでどういう種類の生き物が保全されるの

か、もう少し踏み込んだ部分について、少しでも関わっ

ていただく利用というのを検討していけるといいなと

思っています。例えば、教育機関での野外学習ですが、

授業の一環として細野高原の概要などを知りつつ、危

険なことはできませんが草刈りを体験していただくなど、

実際に関わるという利用方法が良いのではないかと思

います。

　また、一般の方の立ち入りはできませんが山焼きに

ついても例えば、安全地帯を設けて見学していただくこ

とや、大人の方だったら草刈りを体験していただくなど、

より深く知り、関わっていただくことが大事だなと思い

ます。

　そして、春は山菜狩り、秋はススキイベントを実施し

ていますが、一時的な、季節的なイベントではなく、通年

体験できるサービスを作るなど、知ってもらう・認知して

もらうということを意識して進めていけたらと思います。

最終的に、継続的な利用、収益化をして、継続させるこ

とが必要だと思います。これらのことは町全体で考え、

推進していくべきことではないかと思います。

　『利用・保全・継承』、このうち１つが抜けても細野高

原を守っていくことはできないので、３つともバランスよ

く循環させていくことが不可欠であると思います。以上、

「利用」についてとなります。

　続きまして、内山さんお願いします。

○実行委員（内山義政）　それでは続きまして私のほう

から、３つある『利用・保全・継承』のうち、「保全」の部

分に関して発表させていただきます。

　最初にですが、午前中もお話がありましたのでご存

じの方も多いと思いますけれども、草原をめぐる全国的

な課題をもう一度整理させていただきます。

　左の図が阿蘇ですけれども、1930年代にこの地図

で示しているグレーの部分が全て草原でしたが、2000

年、一番右側の図ではグレーの部分が入って、ほとんど

が黒の部分、森林に変わってしまっているという傾向が

筋山周辺により多く分布しているということが傾向とし

て見えてきました。

　次、お願いします。

　これと同じように重ね、こちらには植物の種がすべて

落ちていますが、代表的な種を抽出してみると、例えば

ジザゲタシ、カラナデシコ、リュウノウギクといった何種

類かの植物が、草原のこういった場所で見られる特徴

的な種類であると思います。

　こうした結果を基に考えていくと、草原特有の植物を

保全していくには、この三筋山の山頂から桃野とマナイ

タウラ、先ほど示したエリアですけれども、この周辺を今

後も確実に山焼きをして管理していくことが重要ではな

いかと思います。

　１つ、まずは保全の指標として、こうした場所だけに

分布する植物種を上げて、保全の目安として考えてみて

はどうかということ、２つ目に山焼き管理の後継者育成

という観点では、保全上特に重要な場所とそれ以外で

かつ安全、平場で作業してケガが起きないような場所

ということですけれども、そうした場所で、先ほど藤田さ

んからも話がありましたが、管理の点検、具体的には防

火線の草刈りですとか、そういうものが手鎌で、例えば

各区の作業で余ったエリアでもいいですし、そうした場

所が少しでも確保できるようになっていけばいいので

はないかと考えています。

　今回、細野は草原のほかにも湿原が４か所ありまし

て、そことその周辺に希少なラン類などの植物が見ら

れますが、こうした希少種に関しては共通のリスクもも

ちろん非常に高いものですから、財産委員会の専門員

ですとか、ネイチャーガイドグラブの方々の助言ですと

か情報交換を深めていくことが大切だと考えています。

　また、明日、現地でお時間があれば是非見ていただ

きたいのですが、富永さんにはお話をせず申し訳ござ

いませんが、駐車場の裏側の空いているところにネイ

チャーガイドクラブの皆さんでこのような細野で見られ

る希少種の種子を採取して、現場で保全をするという

試みをされております。こういう試みというのは、保全生

態学の研究者の中ではあまり聞かない話ですので、ぜ

ひ取組を進めていったほうがいいかなと私自身は考え

ております。

　私の方からは以上となります。ありがとうございました。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうございま

した。

　保全についてですが、山焼き管理の後継者育成とい

うことで、保全の場所を限定しながらも、しっかりと希少

な植物を保全できるように、重点的に行っていくという

ことでよろしいでしょうか。

○実行委員（内山義政）　今の山焼きの範囲をしっか

りと維持していくのは大前提ですけれども、確実に保護

すべき場所というのを知っておく必要があるのではな

いかと考えています。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　保全上、重要な場

所以外且つ安全な場所での管理体験というのも、保

全・利用ということで繋がりがあると思います。もう一歩

踏み込んで山焼きについても学習できるような体験が

あれば、その後もしっかりと後継者が現れてくるのでは

ないかと、利用の観点から思いました。

　それでは最後に「継承」について、鈴木さんよろしくお

願いします。

○パネリスト（鈴木豊美）　「継承」についてですけれ

ども、細野高原の景観維持とか害虫駆除、生態系の保

護のためには、山焼きが必要です。先ほども例に出てい

ましたけれども、山焼きをするには細野高原以外に燃

焼させないように管理をするため、まず20メートルぐら

いの防火帯を作ります。10月にその部分の草を刈り、

11月にそれを燃やし、2月に山焼きを行います。この作

業を現在、4区で行い、山を守っていますが、各区とも若

者が減り、高齢化が進んだことから、作業する人の確保

も難しくなってきています。先ほどお話がありましたが、

2008年に全国草原シンポジウムのときにも、山焼きを

続けるためにボランティアを募ったり、学校の総合的な

学習の時間で子供たちに野焼き体験をしてもらうことも

文化継承に必要だと言っています。ボランティアを募る

にしても、火が入ると風向きが変わります。初めは見学

するのでも経験の積み重ねが必要でしょうと思います。

　そしてまた、令和２年９月に細野高原を考える会を発

足しています。この会でもやはり細野高原の管理、山焼

き、防火帯などを今後同様に継続していくことは困難に

なりつつあるとしています。４区で細野高原の観光、産

業などの資源としての活用や周辺の地権者と協力した

新たな魅力の創出を図っていきたいということが、発足

の経緯となります。今後、どうしたら会として細野高原の

魅力を発信することができるか、良いご提案がありまし

たらご意見いただけますと幸いです。

　山との関わりがなくなりつつある今、細野高原を残し

ていくためには、守りたいと思う人を増やしながら、山

仕事を行っていくしかないと考えています。特に若者と

の連携が重要と考えます。若者は斬新なアイデア、企画

力、行動力、情報発信力、また体力など、地域活動に必

要なものを多く兼ね備えているかと思います。「継承」に

ついての私の発表については、以上となります。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうございま

した。

あります。もちろん阿蘇でも、全国のほかの地域でも再

生に向けた取組は進んでおりますが、全国の草原面積

というものを、右の図ですが、まとめてみると、1920年

代は３万から４万平方キロメートルあった草原が、

2000年頃になると5,000平方キロメートルまで大幅

に減少しているということが分かります。このことは細野

高原、全国どの草原でも同じですけれども、管理の手が

足りなかったり、土地の改変、植林であったり、開発行

為などによって面積の減少が進んできたということが原

因として上げられています。

　次、お願いします。

　植物に着目していきますけれども、草原特有に見られ

る植物への影響というものを考えてみると、今までお話

ししてきたような草原の面積の減少というものと、この

今も維持されている草原の中の管理、山焼きであったり、

草刈りであったり、この頻度が低下したり中断したりす

る。例えば細野は日本の中でも本当に珍しく、もしかし

たら中断された年もあったかもしれませんが、記録のあ

る限り、毎年山焼きをしてきているということで、非常に

貴重な草原となっています。全国的に見ると２年に一遍

だったり、例えば東日本大震災の頃に消火ヘリが飛ば

ず、仙石原では山焼きが中止になりましたけれども、そ

ういったように数年中断したり、なくなってしまったりと

いう場所も多いです。こうした２つの要因が複合的に絡

み合って、そこに出現している草原特有の植物に影響

を与えているのではないかということが近年様々な研

究で言われるようになってきました。

　今回の発表では、具体的なメカニズムですとか、専

門的な話まで踏み込みませんが、私が細野高原で植物

等のデータを取った結果を基に、どういった場所が「保

全」に適しているのかということですとか、あとは、これ

までの土地利用の変化というものを改めて航空写真で

振り返りながら、一緒に考えることができればと思って

います。

　それでは、次お願いします。

　ここが稲取の細野高原の現在の航空写真になります。

見ていただいている真ん中付近が細野高原で、右側に

ゴルフ場と伊豆アニマルキングダムがあります。

　次、お願いします。

　これと同じ2017年の写真、稲取の方はこれで分

かっていただけると思うんですが、今回初めて来ていた

だいた方は、先ほどの東伊豆町観光協会のパンフレッ

トを開いていただくと、真ん中に水源涵養保安林があっ

て、それがかなり目印として分かりやすいと思いますの

で、そこを見比べながら、過去の土地利用というものを

見比べていただければと思います。

　続いて、これが2000年です。これは今とほとんど変

わりないかと思います。

　次、お願いします。

　これが1989年ですけれども、これと先ほどの2000

年を比べると、植林が少し進み、西側の河津町のほうで

山焼きが、その前からされなくなっていたのが進んでき

たということが分かり、樹林化が進んできたということ

が分かると思います。

　これが1980年です。先ほどの水源涵養保安林の植

林がされる、外側に広がる前という感じです。

　これがかなり前になりますけれども、1964年です。こ

のあたりから多分、当時の状況をご存じの方もいらっ

しゃるかもしれませんが、まだ私が生まれていない時代

ですけれども、これと先ほどの写真を見比べていただけ

ると、今のゴルフ場の辺りですとか、茅場がかなり減った

ことが、河津町側のほうですけれども分かると思います。

　これがさらに昔の1947年ですけれども、こちらは先

ほどの写真より引いて写しているので、もう少し白田の

ほう、東側のほうまでずっと広く茅場が広がっていたと

いうことが分かると思います。

　次、お願いします。

　これをもう一回まとめてみると、1947年には、グレー

の部分が草原ですけれども、これだけ一面広がってい

たものが真ん中の水源涵養保安林の植林が進んだり、

河津町側のほうでの山焼きが中断したことによって樹

林化が進んだり、国有林、北西側のほうが山焼きしなく

なって樹林化が進んだりという傾向が分かるかと思い

ます。

　このデータを基に草原がどれぐらい減ってきたのか

というのを出しましたが、2013年から2015年に１か

月に１回程度、この遊歩道の道にほぼ沿った形になり

ますが、第１駐車場から熊口、マナイタウラというのが

真ん中の水源林ですけれども、そこから三筋山を登っ

て桃野を進んで、ＧからＨというこの区間です。パンフ

レットでいうと、６番から５番、４番に行くルートですが、

ここを歩いて道の分岐で区切った区間ごとに出てきた

植物の種類を記録しています。あとは、草刈りと山焼き

の多い区間を記録しています。

　これを統計的に解析して、詳細は省きますけれども、

山焼きと草原がどれぐらい周囲にあるのかという影響も

加味して、そこにいる植物の種類のパターンを比べて

みると、三筋山からマナイタウラのこの緑色で囲った範

囲に見られる植物と熊口の水源林の自然、青色で囲っ

た範囲で見られる植物というのは明らかに種類が違っ

てくるということが分かります。山焼きとまとまった草原、

両方の効果で維持されている植物というのが、この三

　一点ご質問よろしいでしょうか。４区一体で管理をさ

れていると思いますが、例えば小学校などの教育機関

に山焼きのやり方や、草刈りのやり方を伝えるときに、手

法については4区統一された管理等はされているので

しょうか。

○パネリスト（鈴木豊美）　管理自体は財産区が指導

していますけれども、大体４区とも同じような方法で防

火線刈りをやっています。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　財産区から教育機

関、子供や大人に管理体験を提供する事は可能なので

しょうか。

○パネリスト（鈴木豊美）　安全なところであれば可能

と思われますが、その指導を行う方を誰にお願いする

のか、要するに財産区で子どもたちを預かってやるとか、

学校のイベントとしてやることで先生も現地にきて子供

を見守ってくれるか、そのあたりの仕組みを整備してい

かないと難しいのではないかと思います。安全な場所

でそういった体験を提供できる場所はあります。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　行政と連携した取

り組みとして行うことも可能なのではないでしょうか。

○パネリスト（鈴木豊美）　可能だと思います。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

　その他に、それぞれの観点からご質問など有ります

でしょうか。

○パネリスト（鈴木豊美）　内山さんにお伺いしたい

のですが、山焼きをしていかないと、この希少種という

のは絶滅してしまうのでしょうか。

○実行委員（内山義政）　先ほど、箱根で2011年に山

焼きを中断したというお話をさせていただきましたが、

実際に見かけられなくなった種がありまして、その後数

年かけて追跡しても復活しなかったという例もあります

ので、できれば毎年焼いているところは、私個人の思い

として、維持していければと思っています。

○パネリスト（鈴木豊美）　先ほどのお話で、細野高原

の山焼きは継続してやってきたという事でしたが、実は

１年だけ実施していない時がありました。その翌年は、

野ネズミやモグラ、が増え、茅が枯れたところがだいぶ

あります。やはり、動物の生態系も崩れていくという事で

しょうか。

○実行委員（内山義政）　おそらく、動物の生態系にも

及んでいるのではないかと思われますが。

○パネリスト（鈴木豊美）　ありがとうございます。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）

　私共の方から、今後の『利用・保全・継承』について、

具体的にどのように進めた方が良いという事は言えな

いのですが、各視点からはこのような意見となりました。

　この後、会場の皆様からも、このような利用をしてみ

てはどうか又はこういう試みをしてみてはどうかという

ご意見がありましたら、そのことについて具体的な方針

や対策を模索していきたいと思います。

　現在、１時４０分ですので、１０分ほど休憩の時間とさ

せていただきます。休憩後に1時間ほどですが、皆様よ

り何かご意見を伺いたいと思いますので、よろしくお願

いいたします。

（休　憩）

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　それではご意見を

伺っていきたいと思いますが、先ほど休憩中に、細野高

原のススキを実際に茅として利用できるのかという事

で、日本茅葺き文化協会の安藤様にいろいろとお話を

伺いまして、とても興味深い内容でしたので、活用方法

等について是非お話をいただきたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。

○（一社）日本茅葺き文化協会（安藤邦廣）　皆さん、こ

んにちは。

　先ほど１時間ぐらいのお昼休みで、細野高原を初め

て拝見させていただきました。茅の質や量について実

際に確認させていただき、そのことについて私の意見と、

茅の利用ということ、特に茅葺きということについての

この地域でのこれからの可能性についてお話しさせて

いただきます。

　茅という資材ですけれども、建築資材としてのこれか

らの利用価値や可能性ということについては意見が

幾つかあります。この細野高原の茅の質、これは茅葺

きの材料として全く問題ないと思います。丈が多少短い

ということはそのとおりですが、山頂近くですと大体２ｍ

近くのものが十分ありますし、平均して背丈ほどですか

ら、御殿場のものに比べると50ｃｍほど低いという事に

なります。平地の茅も大きなものですと３ｍぐらいにな

りますけれども、平均的には大体２メーターちょっと、

2.5ｍぐらいですから、数十センチ低いということです。

　茅の利用ということでいうと、大体４尺から５尺あれ

ば一定の茅として十分に葺くことができます。短い茅と

してカリヤスという茅がありますが、これは最も上質な

茅であり、白川の合掌造りなど、北陸方面ではほとんど

カリヤスが主となっており、この背丈は大体平均的に人

の背丈以下の1.8ｍから低いものだと1.5ｍぐらいです。

そのため小茅、小さい茅といわれています。大茅は大き

いですが太くて重さもあって扱いにくい、また、葺いた後

の耐久性も低いということもあり、小茅は最上とされて

いう利用方法を検討されているのか教えてください。

○東伊豆観光協会長（石島専吉）　今年の６月24日に

町観光産業課が主体となり、東京にあるＫａｎａｔｔａという

ドローンの体験ツアーを行っている企業と、稲取の勤

労者体育館と稲取高原、クロスカントリーを範囲に、

（一社）美しい伊豆創造センターや伊豆急行㈱の皆さ

ん２０人ほどが集まり、体験を行いました。私も体験しま

したが、自分が体験できるとは思ってもいませんでした

ので、できるのかなという気持ちでしたが、意外と簡単

に200メートル～300メートル上昇させることや、横に

スライドさせることができました。稲取高原からですと、

焼却場の先の海の方まで行くことができますし、ゴルフ

場や細野高原の近くまで操縦できてしまいます。そのた

め、この秋にドローン体験ツアーとして、１泊２日若しく

は２泊３日ぐらいで、宿泊していただいたお客様に体

験していただこうという企画がございまして、具体的な

日程は決定していませんが、そのような予定となって

います。

○パネリスト（鈴木豊美）　どうもありがとうございま

した。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　すみません、また少

し話題が変わってしまいますが、今回、利用と保全と継

承を繋ぐアイデアの一つとして、環境教育を上げました

が、その観点について、笹岡先生よりコメントをいただ

けますと幸いです。よろしくお願いします。

○全国草原再生ネットワーク理事（笹岡達男）　これ

はむしろ藤田さんに返してあげたいぐらいです。例えば、

藤田さんが経験され、勉強されたことを活かし、学校の

学生たちをもし東伊豆町に呼ぶとするならば、どのよう

なことを考えているのかご意見をお伺いしたいです。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

　まず、私が地域おこし協力隊になった理由ですが、専

門学校のインターンシップで北海道の黒松内にある、

「ぶなの森自然学校」というところに行ったのですが、

その時に体験したことが私の中でとても感動しました。

自然について細かく言うような自然学校ではなくて、自

然の中で思い切り遊ぶというような場所でした。１週間

単位のプログラムで、長い子は１か月、夏休み丸 と々い

う子もいましたが、やはり子供たちは日常から学ぶ姿

勢がすごく、とても成長を感じられました。最近は家庭

用ゲーム機やスマートフォンなど、外に出る機会や公園

の遊具が危険という観点で、遊ぶ環境がだんだんと少

なくなっており、両親も共働きで忙しいという事なので、

なかなか自然と触れ合いながら思うように遊ぶ、体験す

るということが少なくなってきているというふうに思いま

す。北海道でのプログラムでは、大阪や東京、中には中

国の子供が一人で飛行機に乗って北海道に来て、自然

体験をしながら一緒に遊び、学ぶというような生活をし

ていました。ほんの１週間だけでも、すごく成長を感じる

ことができます。最初は虫も怖くて、「何でこんなところに

一人で来させられたんだろう」というように悲しむ子も

いましたが、知らない地域や大きな自然に囲まれ思いっ

きり遊ぶことで、一回り大きく成長したように感じました。

　その体験がすごく印象に残っていまして、実際、今年

の夏にはオンライン上のキッズコミュニティーと繋がり

があるのですが、子供たちが伊豆稲取に遊びに来て、

海への飛び込み体験や細野高原の草原で思いっきり

走ってみるという事をしました。他にも取ってきた竹を

割り、自分たちで一から流しそうめんを作る体験を通じ

て、お家の方もお子さんが、「一回り大きく、大人の顔に

なって帰ってきた」とか、「また伊豆に行きたい」とおっ

しゃっていました。子どもたちもお家の方に、「家に帰っ

たらノコギリ買って」と、創作意欲が溢れていました。

このように、小さい時の経験はとても重要だと考えてお

りまして、学習面においても空間把握能力や創作意欲

が溢れたりと、そのようなことを推進していきたいと思

い、私はこの東伊豆町に来ました。今後もこう言った取

り組みを進めていきたいと思います。

ありがとうございました、以上です。

○全国草原再生ネットワーク理事（笹岡達男）　あり

がとうございました。

　私は笹岡と申しますが、藤田さんの卒業された専門

学校に勤務しております。この度は実行委員という立場

で出席させていただいておりますけれども、藤田さんの

アイデアは大変良いものだと思います。

　私たちの学校は、自然環境や野生生物の好きな学生

が来ていますので、そういう学生は自ら進んでテントを

張って寝たり、喜んで虫を捕まえたり、植物観察をします。

藤田さんがおっしゃっていたような、様々な地域の小学

生や中学生などの子供たちの受入れ体制を整備する

ことは非常に重要です。そのときに一番大事なのは、学

います。

　この小茅が取れる様々な条件が、現在社会的に、あ

るいはその生態的に限定的になりましたので、白川の

ほうではやむを得ずほとんどを大茅、御殿場の茅を

使っているという現状になっています。これについては

あまり好ましい状態とは言えず、ユネスコからも本来の

その地域の茅を使うべきだという意見が出されており、

代替措置ということで、将来は小茅へ戻すということは

目指されていますが、温暖化の影響などがあり、小茅の

生息域がどんどん限定的になっているのが現状です。

　それから、本来茅場であったものが一旦失われてし

まいますと、再生が非常に困難であるということ、また、

材料を刈る組織も廃れつつあり、個人で刈るにはなか

なか難しいということですが、そのような観点からも、こ

の細野高原の1.8ｍ程度の茅は、本日見た限りの感想

ですが、細くしなやかで耐久性もあり、質が良いと思わ

れます。実際に刈ってみないと分かりませんが、少なくと

も茅の材料として不足はないと言えます。ただ、量につ

いてはかなりまばらなところもありまして、全体的にスス

キが、草原が広がっているところではないと思います。

これは阿蘇も同じですが、120ヘクタールということで

すので、例えばその３分の１が茅場という事であれば、

屋根に葺くには十分な量が確保できます。このことにつ

いては実証実験を行うことで、どの場所で茅が刈りやす

く運搬がしやすいのか、また、どの程度の量が確保でき

るのかを確認することは簡単にできることかと思います。

　本来この地域では茅を屋根に葺いて、そして牛馬を

肥やして、さらに時代的に柑橘類の生育のために地域

経済を支えたことは間違いないです。その地域経済を

支える重要な資源、資材であったということが、この細

野高原の茅場が今に受け継がれている最大の理由で

す。決して生物多様性の維持をしたわけでもなく、観光

のためにしたわけでもない。皆さんが支えてきた結果、

これだけの草原が今に残され、その習慣が良いことと

して、皆さんの努力が今に続けられているということだ

と思います。

　今後、細野高原の茅場がこれだけの面積を残してい

くという事であれば、これは地域経済、産業とどのように

結びついていくかという事を明確にしていかなければ、

一部の限定的なものになりますし、ほかの土地利用と

いうことを考えることも必要なのではないかと思います。

これから東伊豆町、伊豆地域において、茅場はどのよう

に役に立つかということを議論していくことが必要です。

　そのことについて、午前中にもお話があった範囲で

いいますと、この地域では観光が大きな産業の主軸に

なっているということですので、温泉、細野高原、ビーチ

ですね、この３つが揃っている観光地は、国内はもとよ

りコロナウイルスがある程度収束すれば、海外、アジア

地域にとっては非常に大きな可能性を持っているのは

ないでしょうか。そのとき、この茅資源が役に立つのか

と考えていくことが大事ではないかと思っています。

　それでは具体的にどのように活用していくのかという

事について、茅葺きの建物を観光施設に取り入れて復

活させていくということが、私は非常に大事であり可能

性があることだと思います。茅葺きの民家は戦前ほど姿

を消したと思います。戦後間もなく、エアコン生活の中

で流れとして、茅葺きの建物を民家に戻すということは、

一部にあるかもしれませんけれども、かなり現実的では

ないです。この地域の観光として、もう少し観光の質に

変わった滞在型の、あるいは自然と親しむような、ある

いは子供たちの教育とか体験ということを重視した観

光にシフトしていくことを考えれば、観光施設も緩やか

に木造で茅葺きの施設ということが一定割合、世界的

に、あるいは日本の中でも進んでいることは間違いな

いです。ヨーロッパで茅葺きが復活しているのは、まさし

くリゾート地において、オランダやデンマーク、北欧の地

域で最も質の高い観光地は茅葺きで造られる建物群

がつくる景観やその中での生活のゆっくりとした時間を

過ごす、あるいは都市生活で非常に疲れた心身を癒や

す、そういった観光がこれからの大きな流れになると思

います。

　今どき海で泳ぐ人は非常に少なくなったと、本当にそ

う思います。なぜかといえば、ホテルの冷房の効いた室

内にいれば、海岸に出るということとは非常に落差があ

り難しいためです。昔は海の家といって、必ず海辺に日

よけをつくるような東屋などの仮設の避暑地を造り、

人々が海辺で休むような施設があってはじめて海水浴

ができていました。今は冷房の効いた施設は整備され

ていますが、海辺の本来の自然の中で昼寝をしたり、風

を楽しむような施設というのはもうないように思えます。

　ですから、例えばこの海辺に茅葺きのリゾート施設を

これからまた復活していくということを考えるのであれ

ば、細野高原で星を見るとか、別な自然を楽しむような

施設を造る必要もあると思います。そういった本来の観

光にふさわしい施設を、この伊豆にある杉という、戦後

植えた木を活用し、この無尽蔵の茅の屋根を葺くという

ことを町を挙げて、あるいはこの地域の経済を挙げて、

そしてここに集まっている草原を大切にする人たちと一

体となって風景をつくっていく、この細野高原の茅とい

うのはこれだけ素晴らしい暮らしを実現できるというこ

とが分かれば、草原を守るということも非常に意義があ

り、自分たちの生活を支えていることが明確になれば、

多くの方が協力することは間違いないと思います。そう

いった茅を用いた観光施設を造っていただきたいと思

います。

　茅葺きの建物というのは、民家に葺くような50ｃｍ～

１ｍに及ぶ、30年、50年の間立派にもつ茅葺きもできま

すけれども、例えば３か月間もたせたいということだっ

たら、もっと簡単な茅葺きの東屋などの仮設建築も現

在では可能です。様々な技術を組み合わせることもでき

ますので、茅葺きの新しい観光施設利用ということから

始まり、その茅を農業資材に２次利用する、茅葺きとい

うのは必ず屋根に葺いて、再利用するということが本来

の姿です。そういったことも一部取り戻すことによって、

茅というのは本当にありがたい恵みなのだということ

が部分的にも始まれば、もう少し農業に取り入れていく

ことや、本来の生活の中に茅がどんどん浸透していくと

いうことについて、観光施設を突破口にぜひ切り開い

ていただきたいと思います。

我々の協会としても助言や技術者・職人の教育ができ

ると思います。とにかくこの細野高原の茅というのは素

晴らしい資源であるということは、未来を必ず保証する

と思いますので、是非そういったプロジェクトを、行政を

はじめ、この地域の観光協会の方などが集まることで、

進めていっていただきたい、新しい地域が見えてくると

いうようなことでこの会で想像していただくのがとても良

いことではないかと思います。それだけの資源としての

圧倒的な質・量が本日確認できましたので、是非ともこ

の地域をまた開いていくというふうに思えてなりません。

　少し長くなりましたけれども、ありがとうございました。

何かご質問あればお答えします。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうございま

した。

○（一社）日本茅葺き文化協会（安藤邦廣）　茅葺きに

ついては建築的に規制があります。都市部、この密集地

域では不燃材で葺かないといけないという規制があり

ますので、街中では厳しいところがあると思います。二

十二条地域という区域になりますけれども、それは特定

行政庁が解除できます。今まで都市化ということが非常

に進んできましたので、二十二条地域の区域指定はか

なり全域に広まっておりまして、現在、様々な地域でその

解除は特定行政庁で行えるということになっております

ので、必要に応じて限定的に外すということもできます。

恐らく細野高原は二十二条地域に該当していないと思

います。もし二十二条地域があれば、その部分を解除す

るということも今はできますし、様々な観光地、茅で地域

づくりをしようとする地域は、例えば宮城県石巻市では

非常に広大なヨシ原を持っている地域がありますが、

一部の市街化区域を除いて解除しておりますし、重要

な茅葺き集落を保有する市町村の場合も、あるいは１

戸１戸の重要な民家がある場合も、その部分を部分的

に解除するということも現在進んでおりますので、そう

いうことはあまり障害にはならないと思われます。あくま

で、地域の主体的な住民の総意があれば、できるという

ことも申し上げておきます。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうございま

した。

　茅葺きの建物を観光施設として造り、お客さんに楽し

んでいただくというのは、先ほど白川先生からお話があ

りました茅プロジェクトのように、町にしっかりと還元で

きるような収益を上げられるような施設であったり、茅

を葺き替えるタイミングでそれを体験するということも、

複合した施設ができる可能性があり、個人的に色 と々

検討してみたいという風に思いました。

○パネリスト（鈴木豊美）　ただいまの茅のことですけ

れども、この細野高原の茅は屋根に葺くことについて問

題はないという事でしたが、今の細野高原は肥料とい

うものを全然やっておりません。肥料と言えば山焼きで

燃やした後の灰ぐらいです。茅に対して人為的に肥料

を与えても問題ないのでしょうか。

○（一社）日本茅葺き文化協会（安藤邦廣）　茅に人為

的に肥料を与えるということはしない方が良いと思わ

れます。また、今まで例としてはほとんどないと思います。

唯一、刈り取ることと、その後、燃やすこと、これによって

１万年間続いてきたということは最近の学説で立証さ

れておりますので、環境条件的に余程の激変がない限

り、刈り取って火入れをすることで、屋根に使う材料とし

て持続可能なことは間違いありません。そんなに心配

することはないと思います。

○パネリスト（鈴木豊美）　どうもありがとうございま

した。

　利用について一点、東伊豆町観光協会の石島さんに

お聞きしたいのですが、今後、観光協会ではドローンの

操縦体験など計画があるようですが、具体的にはどう

自分ももっと細野高原を歩き、良いところを探し、皆様

にもご紹介出来たらと感じています。以上です。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございます。

　明日のオンライン見学会にて、お二人には現地説明

会にご出演いただいております。明日ご参加される方は

楽しみお待ちいただければ幸いです。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　私もジオガイドを

持っていまして、細野高原はよくガイドツアーをしていま

す。お客さんには、ここはこういう経緯で草原になり、昔

はこういう利用をされていて、毎年山焼きを行い管理し

ているという事をお話すると、「山焼きを見ることはでき

ませんか」という方や、「私も草刈りをやってみたいで

す」という方が多くいらっしゃいます。少しでも細野高原

に携わるきっかけとして、草刈り体験や、最初から火入

れ体験をすることは難しいですので、見学できるスペー

スを設けるなど、山焼きを一般に公開してみてはどうか

と思います。

○教育委員会事務局長（梅原　巧）　突然のご質問、

申し訳ありません。東伊豆町教育委員会事務局長の梅

原と申します。

　細野高原には、県の指定文化財として湿原が何か

所かございまして、その中に桃野湿原というところがあ

ります。私も小さい頃から遠足などでそこに行っていま

すけれども、先日確認しましたら、かなり浅くなってい

るように見え、いずれ消滅してしまうのではないかと思

いました。

　文化財ですので、人の手を入れず自然のままにして

あるというのが現状です。しかし、湿原を保つために修

正すべきか、形状が変わってしまうとしても自然のままに

しておくべきか、どちらが良いのか疑問に感じています。

　また、先ほど富永さんの方からもお話がありましたが、

鹿や猪が湿原の中に入り沼田場にしているため、掘り

返されて荒れてしまっています。ワイヤーなどを用いて、

周囲を全部囲ってしまえば入れないと思いますが、金

属なので錆が出ます。文化財的な面がありますので、自

然のままにしておこうという結論に現在はなっています

が、本来の管理はどのようにあるべきか、詳しい方がい

らっしゃればご教示いただけますと幸いです。

○実行委員（内山義政）　ご質問ありがとうございます。

　まず、文化財としての保存と、観光として利用しつつ

保存していくというのは相入れないものだと思います。

湿原の乾燥化や鹿柵を設けるというのは、私も専門で

はありませんのでお答えすることが難しいですが、会

場でもし詳しい方がいらっしゃいましたらお願いいた

します。

○芸北高原自然館主任学芸員（白川勝信）　私は元々

湿原が専門となりますが、大学を卒業後に草原のほう

に入りました。東伊豆町の気候だとおそらく低湿で細野

高原を見ても、窪地のようなところに水が集まり、湿原に

なっているのではないかと思います。いわゆる、栄養分

の少ない水が集まりその上にミズゴケが生え、そのミズ

ゴケがスポンジの役割をし、水を溜めてできるというの

が信州や北海道のような高層湿原ですが、それらとは

全く異なる低湿地です。低湿地は有機物や土砂が入っ

ていくと、長い目で見て埋まってしまう運命にあります。

　西日本を含め、低湿地がどうして長い間保たれてき

たのかについては、一方で草原を利用してきたというと

ころがありそうです。集水域でしっかりと草刈りをして有

機物が流れ込まないようにすることが、湿原の中の植

物の成長などが抑えられ、湿原の中に枯草などがたま

る量が減っていくことになります。あるいはカンスゲなど、

昔は草がとても大事でしたので、湿原のすぐ際まで草刈

りをしていたという話をよく聞きます。そのようなこともあ

り、里地といいますか、湿原の周りが積極的に利用され

てきた方が、長い間の人と自然の関わりの中で湿原が

残されてきていると思います。細野高原の現地を確認し

ておらず、写真や記憶での推測ですが。

　猪についてはおそらく、昔はそこまでの頻度で草原

の中に入ってくるような状況ではなかったと思います。

鹿も同じだと思います。現況ですが、逆に猪が沼田場に

して荒らすというのは、大きく見て悪いことではなく、湿

原の中に眠っている種子が表に出て、芽を出すという

こともあります。但し、このことも頻度が高過ぎると悪影

響になるのではないかと思います。

　錆などの鉄分につきましては、こちらの湿原の中には

ミズゴケなどはあるのでしょうか。

○ネイチャーガイドクラブ（富永眞弘）　あります。

○芸北高原自然館主任学芸員（白川勝信）　大体、酸

性のほうに偏っています。バクテリアが発生するため油

が浮いたとしても、そのことは特に自然な状態なので気

にすることではありません。やはり、現地を確認させてい

ただいてから、お話しさせていただければと思います。

よろしくお願いします。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございます。

　ただ今ご説明のありました細野高原のような低層湿

原の場合は、周りが森林だと木の葉などが幹に落ち、

蒸発や木の蒸発散があり水分が失われやすいのです

が、草原ではそれがないため、直接水が流れてきて水

源としてたくさん確保できるというご説明でよろしいで

しょうか。

○芸北高原自然館主任学芸員（白川勝信）　はい。

　私たちの一生に比べ湿原の一生は長いですが、運

校の先生でも実際に野外活動を自ら教えた経験のある

方はなかなかいらっしゃいませんから、こちらで安全に

引率して、また宿泊場所の提供ができるような、そういう

体制ができれば細野高原は明日からでも自然学校に

なるのではないかと思います。是非、そのような支援を

町として、地元として応援していただければと思います。

ありがとうございました。

○町長（太田長八）　ありがとうございました。藤田さん

には地域おこし協力隊での３年間、本当に良く頑張っ

ていただきました。

　その中でも良い活動だと思ったのが、今回コロナ禍

の中でしたが、子供たちを自然の中で楽しませて、その

間お家の方は仕事をやるという親子ワ―ケーションの

実施です。藤田さんが子供たちを見ていてくれたからこ

そ、子供たちは楽しく自然の中で学ぶことができ、お家

の方も集中して仕事をすることができたと思います。こ

れからの東伊豆町にとって、貴重な人材だと考えていま

すので、これを機にさらにご活躍いただき、活動の幅を

広げていっていただければありがたいと思います。今後

のご活躍に期待しています。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございました。

　藤田さんには引き続き、東伊豆町の環境教育の推進

を頑張っていただきたいです。今回、我 ３々人で準備を

していく中で、環境教育という言葉を上げましたけれど、

現在、細野高原の管理を主体となって行われています

４区の役員の皆様ですとか、私は田町区の出身ですが、

田町区の場合は役員のＯＢや有志による担い手が年々

増えていっていまして、私もメンバーとして活動していま

すが、そのような形で、主体となって管理を行っていく

方 と々一般の観光客との間に立ち、一般の方々を担い

手サイドにもう一歩踏み込んで誘い込むことができれ

ばと思いました。そういった中で環境教育というのは、

引き込み方の一つなのではないか思いますので、担い

手、作り手として頑張っていただくという事と、これまで

町内でそうした活動をネイチャーガイドの皆様ですと

か、ジオガイドの皆様でされてこられましたので、１３年

前のシンポジウムや今までの経緯を踏まえ、これからこ

のようにしていけば良いのではないかというご意見な

ど有りましたら、コメントをいただけますでしょうか。

○ネイチャーガイドクラブ（富永眞弘）　ネイチャーガ

イドクラブの富永と申します。

　１３年前には会長を務めさせていただきましたけれ

ども、それから細野高原の環境として大きく変わったこ

とは、鹿の食害が増えたことです。先ほど写真が出まし

たけれども、畑のようなものを作り、絶滅しそうな植物を

植え、保護するという活動を行っています。しかしながら、

鹿の食害が増えている今、保護した植物をすぐに元の

場所に戻すことはできませんので、鹿の食害が減少す

るまでは現在の活動をやり続けていかないと、種の保

存はできないものと考えております。

　もう一つはこちらも鹿に起因することですが、マダニ

がとても増えています。そのような中で、マダニが活動的

になる時期にお子さんが芝生であっても足を踏み入れ

ることは、危険なことだと思います。以上２つの違いが

確認できました。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございます。

　ジオガイドの鈴木さんはいかがでしょうか。

○ジオガイド（鈴木京子）　ジオガイドの鈴木と申します。

　私はジオガイドを案内して日が浅いので、この場で

特筆してお話をさせていただくのは難しいと思いますが、

やはりジオガイド協会的に細野高原はとても貴重な場

所で、ここを案内してお話ししたいというジオガイドは、

本部にも多いです。私個人といたしましては、小さい頃

からの思い出がありまして、ワラビの季節になれば家族

でワラビ刈りをし、山焼きも私の父、弟、私の主人、息子

も、みんなが体験しております。そのように、家族みんな

でずっと守ってきた細野高原でありますので、細野高原

の中に通っていますあの道路も、父たちの時代に造っ

ていました。造るたびに父が、「いい道ができたから行く

ぞ」と言い、誇らしげに細野高原に連れて行ってくれて、

素晴らしい景色が望める場所を紹介してくれました。

　学校的には遠足に行きまして、中学校の遠足では秋

の紅葉を見に出かけました。春にも行きましたが、その

時には桜の木がありましたので、後日、友達とまた歩い

て、桜を見に行こうって登ったものです。

　そしてもう一つの思い出が、夏休みに熊口まで行き、

学校でキャンプをしました。やはりそこでは綺麗な水が

出るということが先生たちも分かっていましたので、川

の水を汲みカレーを作り、飯盒でご飯を炊きました。

　そのように貴重なところですので、本当に残してい

きたいという気持ちはあります。私は残していくための

原動力の一部分になれませんので、観光の方で携

わっていますけれども、先ほどの白川先生のお話を

伺って、何か自分の経験を活かし、子供たちが思い出

作りをすることができれば、将来も大事にしていってく

れるのではないか、継承していってくれるのではない

かと考えています。自然学校もそうだと思いますが、そ

のような経験を幼い頃に積み重ねていくことが重要で

はないかと感じます。

　ジオという事ではあまり詳しくお話しできませんが、

　今後どのようにしていくのかについては、町全体で決

めていくことだと思いますが、このような会も重ねたうえ

で、しっかりとプロジェクトの推進をしていければと思

います。

　最後になりますが本日は様々な意見が出ましたので、

町長より本会のまとめをよろしくお願いいたします。

○町長（太田長八）　本日は貴重なご意見を多数いた

だきまして、ありがとうございました。

いただいたご意見を基にこれから戦略を練り、推進し

ていきたいと思います。

　そういった中で、日本茅葺き文化協会の安藤様には、

茅葺きや茅の再利用という事について、また色々なご指

導をいただけますと、大変ありがたいと思います。

　本会を通じ、皆様が細野高原について真剣に考えて

いただいていることを、一層深く感じました。今後とも皆

様とは情報共有を行っていき、保全や利用について検

討していければと思います。

　また、最も大事なのは管理を行っていく後継者、これ

が一番重要だと思います。今のままでは必ず担い手不

足となってしまいますので、今後の体制をどのように変

化させていくか、そしていかに細野高原の素晴らしい自

然を保全していくか、これこそが最大の課題です。皆様

と一体となり、この保全にしっかりと取り組んでいきた

いと考えておりますので、その際にはまたご支援とご協

力の程をよろしくお願いいたしたいと思います。

　以上です。ありがとうございました。

○（一社）日本茅葺き文化協会（安藤邦廣）  申し訳ご

ざいません。最後によろしいでしょうか。

　この茅場の維持管理について、先ほど町教育委員会

の梅原さんよりご発言があった中で思い出しましたが、

文化庁の制度で文化財を守る資材を選定する、「ふるさ

と文化財の森」というものがあります。この中に茅場が

含まれていまして、現在、全国１９か所の茅場が選定さ

れており、静岡県だと朝霧高原が数年前に選定されて

います。各県に１か所程度ありますが、文化庁の中で一

番新しい制度となっています。文化財というのは法隆寺

などの建築物、それから、それを守る職人技、無形文化

財といいますが、それに加えて資材の文化財制度が一

番新しく、１０年ほど前にできたばかりです。例えばヒバ

塗装や漆です。その中にやはり茅がとても不足している

ので、茅場を保全、管理していきましょうということで、文

化財に出荷する茅として、そのエリア選定するというこ

とができます。

　私が本日見た限り、細野高原はこれに合致する場所

だと思います。ただし条件としましては、文化財への出

荷実績が多少なりとも必要ということになります。その

ためこの地域にある文化財、市町村指定や登録文化

財でも可能ですが、茅葺きの建物が伊豆半島にはたく

さんあると思います。例えば伊豆の国市にある国指定

重要文化財の江川邸もそうですが。そういうことで２～

３年程度の実績を積み、細野高原の茅場の質、量は問

題ないと思われますので、是非、茅刈りを始めていただ

き、選別したものを出荷する取組をしていただければ、

制度の対象として選定されると思います。選定される、

文化財の森から様々な助成制度受けられます。普及啓

発事業というもので毎年助成が出ていますので、最大

２００万円の満額補助となりますが、そこに町民の方々

が参加して、皆様と一緒に環境教育を推進していきな

がら茅刈りを行い、山焼きをやること、このような環境

保全全体の取組を体験、研修することで補助が受けら

れます。

　また、選定地の整備費用にも半額補助が受けられま

す。例えば農道整備や支障木の伐採、山焼きについても

環境整備事業となります。いずれも県を通じ、文化庁へ

の申請手続や調査の依頼を行い、町の文化財関係課

から県の文化財関係課の方に連絡を行います。私も文

化財のほうの選定委員となっていますので、私の見た

限り細野高原は是非、ふるさと文化財の森に選定して

いくことを２～３年の目標にしてやっていただくと良い

のではないかと思います。

　細野高原の観光利用というのは、長期的に一歩ずつ

やっていくことが必要ですけれども、取りあえず、文化財

制度を活用していくことは非常に利点が大きいと思い

ます。是非、文化庁への問い合わせやホームページを

ご確認いただき、ふるさと文化財の森という制度を調べ

てみてください。生物多様性の維持や環境教育というこ

とを推進していくために、とてもいい制度だと思います。

以上、補足となります。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

○司会　この後午後３時２０分より、各分科会場の方

にご出演いただき、WEB配信にて全体会を予定してい

ます。

　藤田さん、内山さんにおかれましては、全体会での発

表に向け意見をまとめていただきますので、東伊豆会

場の分科会はこれにて終了といたします。

　藤田さん、内山さん、鈴木さん、どうもありがとうござ

いました。

　それでは全体会までお時間がありますので、休憩を

お取りください。
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命的には窪地ができ、湿原ができ、それが消えていく段

階である中の現在、一断面を見ていることになりますの

で、人工的に何をしていくのかという事については、今

の時代に生きている私たちでしっかりと決めればいい

のではないかと思います。

　ただ、内山さんが先ほどおっしゃいましたけれども、

湿原という生態系が何も触れずに保存するということ

ができないものなので、例えば広いまま残そうとするの

であれば、三瓶山の姫逃池というところでは、毎年水草

をしっかり取るという作業をしています。そういうやり方

もありますので、その部分は地元に近い専門家の方な

どと一緒に、管理を考えていけばよろしいのではないか

と思います。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございます。

　ご質問へのご回答は以上でよろしいでしょうか。

○教育委員会事務局長（梅原　巧）　ありがとうござい

ました。

○稲取地区特別財産運営委員長（山田賢一）　財産区

の山田です。

　内山さんの話を今まで聞いてきまして、細野高原の一

番古い写真をお出しいただけますでしょうか。

　この下の方に見えるのがゴルフ場ですけれども、また

ずっと上のこちらの方、河津との境界以外のところにつ

いて、私たちが学生だった昭和47年以前にはすべて

入谷区で山焼きを行っていました。真ん中に熊口の水

源がありますが、こちらの方はゴルフ場で、ここからバイ

オパーク、ゴルフ場まで草原でした。さらにもっと上の

方、そこら辺までが草原でした。40年代後半、50年代

に高山通りということで植林をしまして、現在あまりいい

山だとは言えませんが、ほとんど植林されています。

　現在は、昔から比べれば３分の１ぐらいの広さです。

そういう意味で、先輩の皆さんがそれだけ頑張って、こ

の３倍、４倍の広さを管理してきたので、私たちも管理

していかなければという気持ちがありますが、どのよう

に維持していくのか、その部分で悩んでいます。

　今年、財産区の役員の皆さんと相談して、この部分は

急傾斜地で山焼きをすると岩が落ちてくる為、来年の山

焼きからやめることになりました。放棄という形になりま

すが、管理する人の安全の為です。

　また、これも内山さんがおっしゃっていたことですが、

ここが熊口水源ですけれども、ここからここまでの部分

は大体40～50ヘクタールになります。役員の皆様と現

在考えていることが、ここから上については水源地とな

りますので手は入れないですが、こちら側の部分を将来

的に、先ほどの体験学習や観光のためのイベントなど、

自然を保護しながら利用していただくことはできるかど

うか、その部分についてご意見をいただきたいと思いま

す。以上です。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

　この山の上の部分は保全を継続していくべき場所だ

というふうに、先ほど内山さんもおっしゃっていました

ので、この辺りの草原を保全していくために、利用する

方向にもっていければ良いのではないかと思いました。

○実行委員（内山義政）　特に保全すべきということで、

企業などどなたかに利用していただければという提案

であると思いますが、少しこれまでの話をまとめながら

になりますけれども、例えば観光利用、ちょっとした休憩

所や東屋を設けるとしても、茅葺きの使用やそれを体験

してもらうといった中で、防火線も含めた草刈り作業と

いうものにも触れていただき、現在、ベテランの方だけ

で頑張って維持している防火線の管理を、将来的には、

少しでも若い世代が山焼きに入っていけるようにする

ためのフィールドとして使用していくことができればい

いのではないかと私個人として受け止めましたが、会

場の皆さんはいかがでしょうか。

○ネイチャーガイドクラブ（富永眞弘）　下側を利用

する案が出ていますけれども、湿原は現在４つあり、３

つはそのエリアに入っていますので、特に芝原湿原の

水源というのがかなり上のほうに延びてきています。

その部分が荒らされないよう、注意していただきたいと

思います。

○実行委員（内山義政）　そうしたピンポイントに保全

すべき場所というのは、ネイチャーガイドクラブの皆様

やジオガイドの皆様など、地元で見てきた人にしか分

からない場所もありますので、情報共有を行っていく必

要があるのではないかと思います。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　皆様、ありがとうご

ざいます。

　茅葺きや環境教育としての利用、観光資源、あるいは

保全や利用の方法について、様々なことをお話しいた

だきました。

○司会　それでは、ただいまより東伊豆会場の分科会

のほうを始めさせていただきます。

　ここからの分科会の進行については、地域おこし協

力隊の藤田翔さんと実行委員の内山義政さんにお願

いをします。また、パネラーとして入谷区町内会長の鈴

木豊美様に御協力をいただきます。

　それでは、どうぞよろしくお願いいたします。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　地域おこし協力隊

の藤田と申します。本日はよろしくお願いいたします。

　最初に、ご存知の方もいらっしゃると思いますが、簡

単に自己紹介をさせていただきます。

　地域おこし協力隊の藤田翔と言います。東伊豆町に

来て今年で３年目となり、地域おこし協力隊の任期が

最終年度となります。東伊豆町に来る前は、笹岡先生も

おられるのですが、東京環境工科専門学校というところ

で自然について学習していました。本日はよろしくお願

いいたします。

○実行委員（内山義政）　皆さん、こんにちは。内山で

す。私は稲取の田町区出身でして、高校卒業後、大学に

進学しまして、就職して静岡県内に戻ってきましたが、

2019年から職場の休業制度を使いまして、東京都立

大学の大学院に通わせていただいています。草原生態

系の保全を研究テーマとして研究を行っていまして、

フィールドを細野高原とし、地元に通いながら調査を続

けています。本日はよろしくお願いいたします。

○パネリスト（鈴木豊美）　皆さん、こんにちは。私は細

野高原を管理する稲取の４つの町内会の１つ、入谷区

町内会の会長で、区長を務めています鈴木です。入谷

区は細野高原に隣接しておりまして、昔から関わりが深

い町内会でございます。以上です。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　それでは、東伊豆

会場分科会を開会いたします。

　東伊豆会場の分科会のテーマは、『利用・保全・継

承』の３点となります。

　まず、テーマに決めたこの３点ですが、午前中にも説

明がありましたが、それぞれがローテーションしてしっ

かり循環していかないと、細野高原というものはなく

なってしまう。若しくは、一つがマイナスの方向へ向かっ

てしまうと、その次へ次へとどんどんそのマイナスが引き

ずられ、負のスパイラルになってしまうということで、そ

れぞれの問題を全体的に考えていけたらなという思い

で、このテーマにさせていただきました。

　最初に、利用について、私、藤田がお話しさせていた

だきます。

　最初に、細野高原のこれまでの利用ということで、午

前中もお話が出ていましたが、細野高原は茅場として

利用されていました。茅は、茅葺きや、昔は畑を耕すた

めに牛などを使っていたので、そういった家畜の飼料と

して使われていました。また、ミカン畑に敷いて防寒や、

雑草が生えないようにしていたり、現在においても山菜

狩りなど、多くの需要がありました。特に昔の利用に関

しては、生活により密着した需要が多くありまして、現在

とは異なり、少子高齢化が問題視される以前のことでし

たので、担い手も十分に補充されており且つ、町民全体

で利用され、さらに町全体でしっかりと保全がされてい

ました。

　そして、現在の細野高原の利用ですが、現在は生活

というよりは観光やレジャー、体験というのが主な利用

方法になっていると感じます。他にも、ハイキングや

ツーリング、少しではありますけれども、畑、山菜狩りな

どもされています。

　昔と現在の利用の変化を見てみると、生活必需でし

たが、必需ではなくなってきているという見方ができると

思います。昔の生活にどうしても密着なものというのは

必然的に利用・保全・継承のサイクルが形成されていま

したが、その利用価値が現在は少なくなってきていると

いうことで、しっかり現在の姿に合う利用価値を見いだ

さなければならないと考えています。

　また、昔は町民、町全体で生活に必要なものでした

が、現在は担い手不足や利用価値の減少に伴い、管理

全体の費用も不足しているような状況だと思います。そ

の中で、この３つの循環をしっかり考えていかなければ

と思い、現在の利用についてですが、ハイキングやツー

リングについては、そこまでお金が落ちたりするような

ものではないと思っていまして、もっともっとその利用価

値を最大限に発揮できる何かを町全体で考えていく必

要があると考えています。

また、その利用からしっかり細野高原の背景や保全を

したいという、最近だと森づくりなどに興味関心がある

方もいらっしゃると思うので、そういった層に向けて体

験やレジャー、観光、教育、そして利用することで保全・

継承への誘導を見込んでいき、その負のスパイラルか

らいい方向へ改善していくことが必要ではないかと思

います。

　ここで、他地域における利用方法について事例を幾

つかご紹介します。

　ご存知の方もいらっしゃると思いますが、隣町の伊東

市の大室山ですが、大室山自体が国の天然記念物に

なっておりまして、こちらでも毎年山焼きを実施されてい

ますけれど、こちらはリフトで３分ぐらいで山頂まで上が

れるという、気楽に行けるレジャースポットになってい

ます。そこでは料金も掛かりますが、毎年山焼きの火入

れ体験ができるので、そういったところで人手を解消し

つつ、お金も落としていただいているというような場所

です。

　こちらは先ほども紹介がありましたが、生石高原でも

和歌山の大学と連携し、イベントを通じて保全や茅葺き

の文化を発信している場所です。やはり担い手不足の

解消や保全をする上では、どうしても人手が必要になり

ますが、そういった教育や、学生などと連携して学びの

場としても利用してもらいつつ、保全もしっかり手伝っ

ていただくというような場所です。先ほどもお話がありま

したけれど、クラウドファンディング、応援したい気持ち

をお金で送るというような資金集めもされています。

　こちらは阿蘇です。先ほどお話にも上がりましたが、

阿蘇では環境省との取組を進めていて、各教育機関で

教材も作成しており、地域での体験を含め、学ぶ場を作

られています。また、環境学習の講師も派遣されているな

ど、行政と町がしっかりと連携して進めている地域です。

　ほかにもエコ資源にということで、ＳＤＧｓについても

先ほどお話がありましたが、例えば茅葺きに使われた

茅というのは取替えの時期になると、いい具合にほぐれ

て柔らかくなり、畑の肥料や雑草がはえないように敷い

て利用することや、阿蘇でも利用例があったと思いまし

たが、家畜の飼料としていたり、海外の事例ですが、バ

イオマス燃料にしていたりします。こういったことは施

設や仕組みが整備されれば、幅広い活用を検討してい

けるのではないかと思います。

　利用についてまとめとなりますが、現在の利用という

のは、景色を楽しんでいただくことなどですが、そこから

もう一歩踏み込んで、例えば細野高原の山焼き文化や

山焼きすることでどういう種類の生き物が保全されるの

か、もう少し踏み込んだ部分について、少しでも関わっ

ていただく利用というのを検討していけるといいなと

思っています。例えば、教育機関での野外学習ですが、

授業の一環として細野高原の概要などを知りつつ、危

険なことはできませんが草刈りを体験していただくなど、

実際に関わるという利用方法が良いのではないかと思

います。

　また、一般の方の立ち入りはできませんが山焼きに

ついても例えば、安全地帯を設けて見学していただくこ

とや、大人の方だったら草刈りを体験していただくなど、

より深く知り、関わっていただくことが大事だなと思い

ます。

　そして、春は山菜狩り、秋はススキイベントを実施し

ていますが、一時的な、季節的なイベントではなく、通年

体験できるサービスを作るなど、知ってもらう・認知して

もらうということを意識して進めていけたらと思います。

最終的に、継続的な利用、収益化をして、継続させるこ

とが必要だと思います。これらのことは町全体で考え、

推進していくべきことではないかと思います。

　『利用・保全・継承』、このうち１つが抜けても細野高

原を守っていくことはできないので、３つともバランスよ

く循環させていくことが不可欠であると思います。以上、

「利用」についてとなります。

　続きまして、内山さんお願いします。

○実行委員（内山義政）　それでは続きまして私のほう

から、３つある『利用・保全・継承』のうち、「保全」の部

分に関して発表させていただきます。

　最初にですが、午前中もお話がありましたのでご存

じの方も多いと思いますけれども、草原をめぐる全国的

な課題をもう一度整理させていただきます。

　左の図が阿蘇ですけれども、1930年代にこの地図

で示しているグレーの部分が全て草原でしたが、2000

年、一番右側の図ではグレーの部分が入って、ほとんど

が黒の部分、森林に変わってしまっているという傾向が

筋山周辺により多く分布しているということが傾向とし

て見えてきました。

　次、お願いします。

　これと同じように重ね、こちらには植物の種がすべて

落ちていますが、代表的な種を抽出してみると、例えば

ジザゲタシ、カラナデシコ、リュウノウギクといった何種

類かの植物が、草原のこういった場所で見られる特徴

的な種類であると思います。

　こうした結果を基に考えていくと、草原特有の植物を

保全していくには、この三筋山の山頂から桃野とマナイ

タウラ、先ほど示したエリアですけれども、この周辺を今

後も確実に山焼きをして管理していくことが重要ではな

いかと思います。

　１つ、まずは保全の指標として、こうした場所だけに

分布する植物種を上げて、保全の目安として考えてみて

はどうかということ、２つ目に山焼き管理の後継者育成

という観点では、保全上特に重要な場所とそれ以外で

かつ安全、平場で作業してケガが起きないような場所

ということですけれども、そうした場所で、先ほど藤田さ

んからも話がありましたが、管理の点検、具体的には防

火線の草刈りですとか、そういうものが手鎌で、例えば

各区の作業で余ったエリアでもいいですし、そうした場

所が少しでも確保できるようになっていけばいいので

はないかと考えています。

　今回、細野は草原のほかにも湿原が４か所ありまし

て、そことその周辺に希少なラン類などの植物が見ら

れますが、こうした希少種に関しては共通のリスクもも

ちろん非常に高いものですから、財産委員会の専門員

ですとか、ネイチャーガイドグラブの方々の助言ですと

か情報交換を深めていくことが大切だと考えています。

　また、明日、現地でお時間があれば是非見ていただ

きたいのですが、富永さんにはお話をせず申し訳ござ

いませんが、駐車場の裏側の空いているところにネイ

チャーガイドクラブの皆さんでこのような細野で見られ

る希少種の種子を採取して、現場で保全をするという

試みをされております。こういう試みというのは、保全生

態学の研究者の中ではあまり聞かない話ですので、ぜ

ひ取組を進めていったほうがいいかなと私自身は考え

ております。

　私の方からは以上となります。ありがとうございました。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうございま

した。

　保全についてですが、山焼き管理の後継者育成とい

うことで、保全の場所を限定しながらも、しっかりと希少

な植物を保全できるように、重点的に行っていくという

ことでよろしいでしょうか。

○実行委員（内山義政）　今の山焼きの範囲をしっか

りと維持していくのは大前提ですけれども、確実に保護

すべき場所というのを知っておく必要があるのではな

いかと考えています。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　保全上、重要な場

所以外且つ安全な場所での管理体験というのも、保

全・利用ということで繋がりがあると思います。もう一歩

踏み込んで山焼きについても学習できるような体験が

あれば、その後もしっかりと後継者が現れてくるのでは

ないかと、利用の観点から思いました。

　それでは最後に「継承」について、鈴木さんよろしくお

願いします。

○パネリスト（鈴木豊美）　「継承」についてですけれ

ども、細野高原の景観維持とか害虫駆除、生態系の保

護のためには、山焼きが必要です。先ほども例に出てい

ましたけれども、山焼きをするには細野高原以外に燃

焼させないように管理をするため、まず20メートルぐら

いの防火帯を作ります。10月にその部分の草を刈り、

11月にそれを燃やし、2月に山焼きを行います。この作

業を現在、4区で行い、山を守っていますが、各区とも若

者が減り、高齢化が進んだことから、作業する人の確保

も難しくなってきています。先ほどお話がありましたが、

2008年に全国草原シンポジウムのときにも、山焼きを

続けるためにボランティアを募ったり、学校の総合的な

学習の時間で子供たちに野焼き体験をしてもらうことも

文化継承に必要だと言っています。ボランティアを募る

にしても、火が入ると風向きが変わります。初めは見学

するのでも経験の積み重ねが必要でしょうと思います。

　そしてまた、令和２年９月に細野高原を考える会を発

足しています。この会でもやはり細野高原の管理、山焼

き、防火帯などを今後同様に継続していくことは困難に

なりつつあるとしています。４区で細野高原の観光、産

業などの資源としての活用や周辺の地権者と協力した

新たな魅力の創出を図っていきたいということが、発足

の経緯となります。今後、どうしたら会として細野高原の

魅力を発信することができるか、良いご提案がありまし

たらご意見いただけますと幸いです。

　山との関わりがなくなりつつある今、細野高原を残し

ていくためには、守りたいと思う人を増やしながら、山

仕事を行っていくしかないと考えています。特に若者と

の連携が重要と考えます。若者は斬新なアイデア、企画

力、行動力、情報発信力、また体力など、地域活動に必

要なものを多く兼ね備えているかと思います。「継承」に

ついての私の発表については、以上となります。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうございま

した。

あります。もちろん阿蘇でも、全国のほかの地域でも再

生に向けた取組は進んでおりますが、全国の草原面積

というものを、右の図ですが、まとめてみると、1920年

代は３万から４万平方キロメートルあった草原が、

2000年頃になると5,000平方キロメートルまで大幅

に減少しているということが分かります。このことは細野

高原、全国どの草原でも同じですけれども、管理の手が

足りなかったり、土地の改変、植林であったり、開発行

為などによって面積の減少が進んできたということが原

因として上げられています。

　次、お願いします。

　植物に着目していきますけれども、草原特有に見られ

る植物への影響というものを考えてみると、今までお話

ししてきたような草原の面積の減少というものと、この

今も維持されている草原の中の管理、山焼きであったり、

草刈りであったり、この頻度が低下したり中断したりす

る。例えば細野は日本の中でも本当に珍しく、もしかし

たら中断された年もあったかもしれませんが、記録のあ

る限り、毎年山焼きをしてきているということで、非常に

貴重な草原となっています。全国的に見ると２年に一遍

だったり、例えば東日本大震災の頃に消火ヘリが飛ば

ず、仙石原では山焼きが中止になりましたけれども、そ

ういったように数年中断したり、なくなってしまったりと

いう場所も多いです。こうした２つの要因が複合的に絡

み合って、そこに出現している草原特有の植物に影響

を与えているのではないかということが近年様々な研

究で言われるようになってきました。

　今回の発表では、具体的なメカニズムですとか、専

門的な話まで踏み込みませんが、私が細野高原で植物

等のデータを取った結果を基に、どういった場所が「保

全」に適しているのかということですとか、あとは、これ

までの土地利用の変化というものを改めて航空写真で

振り返りながら、一緒に考えることができればと思って

います。

　それでは、次お願いします。

　ここが稲取の細野高原の現在の航空写真になります。

見ていただいている真ん中付近が細野高原で、右側に

ゴルフ場と伊豆アニマルキングダムがあります。

　次、お願いします。

　これと同じ2017年の写真、稲取の方はこれで分

かっていただけると思うんですが、今回初めて来ていた

だいた方は、先ほどの東伊豆町観光協会のパンフレッ

トを開いていただくと、真ん中に水源涵養保安林があっ

て、それがかなり目印として分かりやすいと思いますの

で、そこを見比べながら、過去の土地利用というものを

見比べていただければと思います。

　続いて、これが2000年です。これは今とほとんど変

わりないかと思います。

　次、お願いします。

　これが1989年ですけれども、これと先ほどの2000

年を比べると、植林が少し進み、西側の河津町のほうで

山焼きが、その前からされなくなっていたのが進んでき

たということが分かり、樹林化が進んできたということ

が分かると思います。

　これが1980年です。先ほどの水源涵養保安林の植

林がされる、外側に広がる前という感じです。

　これがかなり前になりますけれども、1964年です。こ

のあたりから多分、当時の状況をご存じの方もいらっ

しゃるかもしれませんが、まだ私が生まれていない時代

ですけれども、これと先ほどの写真を見比べていただけ

ると、今のゴルフ場の辺りですとか、茅場がかなり減った

ことが、河津町側のほうですけれども分かると思います。

　これがさらに昔の1947年ですけれども、こちらは先

ほどの写真より引いて写しているので、もう少し白田の

ほう、東側のほうまでずっと広く茅場が広がっていたと

いうことが分かると思います。

　次、お願いします。

　これをもう一回まとめてみると、1947年には、グレー

の部分が草原ですけれども、これだけ一面広がってい

たものが真ん中の水源涵養保安林の植林が進んだり、

河津町側のほうでの山焼きが中断したことによって樹

林化が進んだり、国有林、北西側のほうが山焼きしなく

なって樹林化が進んだりという傾向が分かるかと思い

ます。

　このデータを基に草原がどれぐらい減ってきたのか

というのを出しましたが、2013年から2015年に１か

月に１回程度、この遊歩道の道にほぼ沿った形になり

ますが、第１駐車場から熊口、マナイタウラというのが

真ん中の水源林ですけれども、そこから三筋山を登っ

て桃野を進んで、ＧからＨというこの区間です。パンフ

レットでいうと、６番から５番、４番に行くルートですが、

ここを歩いて道の分岐で区切った区間ごとに出てきた

植物の種類を記録しています。あとは、草刈りと山焼き

の多い区間を記録しています。

　これを統計的に解析して、詳細は省きますけれども、

山焼きと草原がどれぐらい周囲にあるのかという影響も

加味して、そこにいる植物の種類のパターンを比べて

みると、三筋山からマナイタウラのこの緑色で囲った範

囲に見られる植物と熊口の水源林の自然、青色で囲っ

た範囲で見られる植物というのは明らかに種類が違っ

てくるということが分かります。山焼きとまとまった草原、

両方の効果で維持されている植物というのが、この三

　一点ご質問よろしいでしょうか。４区一体で管理をさ

れていると思いますが、例えば小学校などの教育機関

に山焼きのやり方や、草刈りのやり方を伝えるときに、手

法については4区統一された管理等はされているので

しょうか。

○パネリスト（鈴木豊美）　管理自体は財産区が指導

していますけれども、大体４区とも同じような方法で防

火線刈りをやっています。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　財産区から教育機

関、子供や大人に管理体験を提供する事は可能なので

しょうか。

○パネリスト（鈴木豊美）　安全なところであれば可能

と思われますが、その指導を行う方を誰にお願いする

のか、要するに財産区で子どもたちを預かってやるとか、

学校のイベントとしてやることで先生も現地にきて子供

を見守ってくれるか、そのあたりの仕組みを整備してい

かないと難しいのではないかと思います。安全な場所

でそういった体験を提供できる場所はあります。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　行政と連携した取

り組みとして行うことも可能なのではないでしょうか。

○パネリスト（鈴木豊美）　可能だと思います。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

　その他に、それぞれの観点からご質問など有ります

でしょうか。

○パネリスト（鈴木豊美）　内山さんにお伺いしたい

のですが、山焼きをしていかないと、この希少種という

のは絶滅してしまうのでしょうか。

○実行委員（内山義政）　先ほど、箱根で2011年に山

焼きを中断したというお話をさせていただきましたが、

実際に見かけられなくなった種がありまして、その後数

年かけて追跡しても復活しなかったという例もあります

ので、できれば毎年焼いているところは、私個人の思い

として、維持していければと思っています。

○パネリスト（鈴木豊美）　先ほどのお話で、細野高原

の山焼きは継続してやってきたという事でしたが、実は

１年だけ実施していない時がありました。その翌年は、

野ネズミやモグラ、が増え、茅が枯れたところがだいぶ

あります。やはり、動物の生態系も崩れていくという事で

しょうか。

○実行委員（内山義政）　おそらく、動物の生態系にも

及んでいるのではないかと思われますが。

○パネリスト（鈴木豊美）　ありがとうございます。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）

　私共の方から、今後の『利用・保全・継承』について、

具体的にどのように進めた方が良いという事は言えな

いのですが、各視点からはこのような意見となりました。

　この後、会場の皆様からも、このような利用をしてみ

てはどうか又はこういう試みをしてみてはどうかという

ご意見がありましたら、そのことについて具体的な方針

や対策を模索していきたいと思います。

　現在、１時４０分ですので、１０分ほど休憩の時間とさ

せていただきます。休憩後に1時間ほどですが、皆様よ

り何かご意見を伺いたいと思いますので、よろしくお願

いいたします。

（休　憩）

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　それではご意見を

伺っていきたいと思いますが、先ほど休憩中に、細野高

原のススキを実際に茅として利用できるのかという事

で、日本茅葺き文化協会の安藤様にいろいろとお話を

伺いまして、とても興味深い内容でしたので、活用方法

等について是非お話をいただきたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。

○（一社）日本茅葺き文化協会（安藤邦廣）　皆さん、こ

んにちは。

　先ほど１時間ぐらいのお昼休みで、細野高原を初め

て拝見させていただきました。茅の質や量について実

際に確認させていただき、そのことについて私の意見と、

茅の利用ということ、特に茅葺きということについての

この地域でのこれからの可能性についてお話しさせて

いただきます。

　茅という資材ですけれども、建築資材としてのこれか

らの利用価値や可能性ということについては意見が

幾つかあります。この細野高原の茅の質、これは茅葺

きの材料として全く問題ないと思います。丈が多少短い

ということはそのとおりですが、山頂近くですと大体２ｍ

近くのものが十分ありますし、平均して背丈ほどですか

ら、御殿場のものに比べると50ｃｍほど低いという事に

なります。平地の茅も大きなものですと３ｍぐらいにな

りますけれども、平均的には大体２メーターちょっと、

2.5ｍぐらいですから、数十センチ低いということです。

　茅の利用ということでいうと、大体４尺から５尺あれ

ば一定の茅として十分に葺くことができます。短い茅と

してカリヤスという茅がありますが、これは最も上質な

茅であり、白川の合掌造りなど、北陸方面ではほとんど

カリヤスが主となっており、この背丈は大体平均的に人

の背丈以下の1.8ｍから低いものだと1.5ｍぐらいです。

そのため小茅、小さい茅といわれています。大茅は大き

いですが太くて重さもあって扱いにくい、また、葺いた後

の耐久性も低いということもあり、小茅は最上とされて

いう利用方法を検討されているのか教えてください。

○東伊豆観光協会長（石島専吉）　今年の６月24日に

町観光産業課が主体となり、東京にあるＫａｎａｔｔａという

ドローンの体験ツアーを行っている企業と、稲取の勤

労者体育館と稲取高原、クロスカントリーを範囲に、

（一社）美しい伊豆創造センターや伊豆急行㈱の皆さ

ん２０人ほどが集まり、体験を行いました。私も体験しま

したが、自分が体験できるとは思ってもいませんでした

ので、できるのかなという気持ちでしたが、意外と簡単

に200メートル～300メートル上昇させることや、横に

スライドさせることができました。稲取高原からですと、

焼却場の先の海の方まで行くことができますし、ゴルフ

場や細野高原の近くまで操縦できてしまいます。そのた

め、この秋にドローン体験ツアーとして、１泊２日若しく

は２泊３日ぐらいで、宿泊していただいたお客様に体

験していただこうという企画がございまして、具体的な

日程は決定していませんが、そのような予定となって

います。

○パネリスト（鈴木豊美）　どうもありがとうございま

した。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　すみません、また少

し話題が変わってしまいますが、今回、利用と保全と継

承を繋ぐアイデアの一つとして、環境教育を上げました

が、その観点について、笹岡先生よりコメントをいただ

けますと幸いです。よろしくお願いします。

○全国草原再生ネットワーク理事（笹岡達男）　これ

はむしろ藤田さんに返してあげたいぐらいです。例えば、

藤田さんが経験され、勉強されたことを活かし、学校の

学生たちをもし東伊豆町に呼ぶとするならば、どのよう

なことを考えているのかご意見をお伺いしたいです。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

　まず、私が地域おこし協力隊になった理由ですが、専

門学校のインターンシップで北海道の黒松内にある、

「ぶなの森自然学校」というところに行ったのですが、

その時に体験したことが私の中でとても感動しました。

自然について細かく言うような自然学校ではなくて、自

然の中で思い切り遊ぶというような場所でした。１週間

単位のプログラムで、長い子は１か月、夏休み丸 と々い

う子もいましたが、やはり子供たちは日常から学ぶ姿

勢がすごく、とても成長を感じられました。最近は家庭

用ゲーム機やスマートフォンなど、外に出る機会や公園

の遊具が危険という観点で、遊ぶ環境がだんだんと少

なくなっており、両親も共働きで忙しいという事なので、

なかなか自然と触れ合いながら思うように遊ぶ、体験す

るということが少なくなってきているというふうに思いま

す。北海道でのプログラムでは、大阪や東京、中には中

国の子供が一人で飛行機に乗って北海道に来て、自然

体験をしながら一緒に遊び、学ぶというような生活をし

ていました。ほんの１週間だけでも、すごく成長を感じる

ことができます。最初は虫も怖くて、「何でこんなところに

一人で来させられたんだろう」というように悲しむ子も

いましたが、知らない地域や大きな自然に囲まれ思いっ

きり遊ぶことで、一回り大きく成長したように感じました。

　その体験がすごく印象に残っていまして、実際、今年

の夏にはオンライン上のキッズコミュニティーと繋がり

があるのですが、子供たちが伊豆稲取に遊びに来て、

海への飛び込み体験や細野高原の草原で思いっきり

走ってみるという事をしました。他にも取ってきた竹を

割り、自分たちで一から流しそうめんを作る体験を通じ

て、お家の方もお子さんが、「一回り大きく、大人の顔に

なって帰ってきた」とか、「また伊豆に行きたい」とおっ

しゃっていました。子どもたちもお家の方に、「家に帰っ

たらノコギリ買って」と、創作意欲が溢れていました。

このように、小さい時の経験はとても重要だと考えてお

りまして、学習面においても空間把握能力や創作意欲

が溢れたりと、そのようなことを推進していきたいと思

い、私はこの東伊豆町に来ました。今後もこう言った取

り組みを進めていきたいと思います。

ありがとうございました、以上です。

○全国草原再生ネットワーク理事（笹岡達男）　あり

がとうございました。

　私は笹岡と申しますが、藤田さんの卒業された専門

学校に勤務しております。この度は実行委員という立場

で出席させていただいておりますけれども、藤田さんの

アイデアは大変良いものだと思います。

　私たちの学校は、自然環境や野生生物の好きな学生

が来ていますので、そういう学生は自ら進んでテントを

張って寝たり、喜んで虫を捕まえたり、植物観察をします。

藤田さんがおっしゃっていたような、様々な地域の小学

生や中学生などの子供たちの受入れ体制を整備する

ことは非常に重要です。そのときに一番大事なのは、学

います。

　この小茅が取れる様々な条件が、現在社会的に、あ

るいはその生態的に限定的になりましたので、白川の

ほうではやむを得ずほとんどを大茅、御殿場の茅を

使っているという現状になっています。これについては

あまり好ましい状態とは言えず、ユネスコからも本来の

その地域の茅を使うべきだという意見が出されており、

代替措置ということで、将来は小茅へ戻すということは

目指されていますが、温暖化の影響などがあり、小茅の

生息域がどんどん限定的になっているのが現状です。

　それから、本来茅場であったものが一旦失われてし

まいますと、再生が非常に困難であるということ、また、

材料を刈る組織も廃れつつあり、個人で刈るにはなか

なか難しいということですが、そのような観点からも、こ

の細野高原の1.8ｍ程度の茅は、本日見た限りの感想

ですが、細くしなやかで耐久性もあり、質が良いと思わ

れます。実際に刈ってみないと分かりませんが、少なくと

も茅の材料として不足はないと言えます。ただ、量につ

いてはかなりまばらなところもありまして、全体的にスス

キが、草原が広がっているところではないと思います。

これは阿蘇も同じですが、120ヘクタールということで

すので、例えばその３分の１が茅場という事であれば、

屋根に葺くには十分な量が確保できます。このことにつ

いては実証実験を行うことで、どの場所で茅が刈りやす

く運搬がしやすいのか、また、どの程度の量が確保でき

るのかを確認することは簡単にできることかと思います。

　本来この地域では茅を屋根に葺いて、そして牛馬を

肥やして、さらに時代的に柑橘類の生育のために地域

経済を支えたことは間違いないです。その地域経済を

支える重要な資源、資材であったということが、この細

野高原の茅場が今に受け継がれている最大の理由で

す。決して生物多様性の維持をしたわけでもなく、観光

のためにしたわけでもない。皆さんが支えてきた結果、

これだけの草原が今に残され、その習慣が良いことと

して、皆さんの努力が今に続けられているということだ

と思います。

　今後、細野高原の茅場がこれだけの面積を残してい

くという事であれば、これは地域経済、産業とどのように

結びついていくかという事を明確にしていかなければ、

一部の限定的なものになりますし、ほかの土地利用と

いうことを考えることも必要なのではないかと思います。

これから東伊豆町、伊豆地域において、茅場はどのよう

に役に立つかということを議論していくことが必要です。

　そのことについて、午前中にもお話があった範囲で

いいますと、この地域では観光が大きな産業の主軸に

なっているということですので、温泉、細野高原、ビーチ

ですね、この３つが揃っている観光地は、国内はもとよ

りコロナウイルスがある程度収束すれば、海外、アジア

地域にとっては非常に大きな可能性を持っているのは

ないでしょうか。そのとき、この茅資源が役に立つのか

と考えていくことが大事ではないかと思っています。

　それでは具体的にどのように活用していくのかという

事について、茅葺きの建物を観光施設に取り入れて復

活させていくということが、私は非常に大事であり可能

性があることだと思います。茅葺きの民家は戦前ほど姿

を消したと思います。戦後間もなく、エアコン生活の中

で流れとして、茅葺きの建物を民家に戻すということは、

一部にあるかもしれませんけれども、かなり現実的では

ないです。この地域の観光として、もう少し観光の質に

変わった滞在型の、あるいは自然と親しむような、ある

いは子供たちの教育とか体験ということを重視した観

光にシフトしていくことを考えれば、観光施設も緩やか

に木造で茅葺きの施設ということが一定割合、世界的

に、あるいは日本の中でも進んでいることは間違いな

いです。ヨーロッパで茅葺きが復活しているのは、まさし

くリゾート地において、オランダやデンマーク、北欧の地

域で最も質の高い観光地は茅葺きで造られる建物群

がつくる景観やその中での生活のゆっくりとした時間を

過ごす、あるいは都市生活で非常に疲れた心身を癒や

す、そういった観光がこれからの大きな流れになると思

います。

　今どき海で泳ぐ人は非常に少なくなったと、本当にそ

う思います。なぜかといえば、ホテルの冷房の効いた室

内にいれば、海岸に出るということとは非常に落差があ

り難しいためです。昔は海の家といって、必ず海辺に日

よけをつくるような東屋などの仮設の避暑地を造り、

人々が海辺で休むような施設があってはじめて海水浴

ができていました。今は冷房の効いた施設は整備され

ていますが、海辺の本来の自然の中で昼寝をしたり、風

を楽しむような施設というのはもうないように思えます。

　ですから、例えばこの海辺に茅葺きのリゾート施設を

これからまた復活していくということを考えるのであれ

ば、細野高原で星を見るとか、別な自然を楽しむような

施設を造る必要もあると思います。そういった本来の観

光にふさわしい施設を、この伊豆にある杉という、戦後

植えた木を活用し、この無尽蔵の茅の屋根を葺くという

ことを町を挙げて、あるいはこの地域の経済を挙げて、

そしてここに集まっている草原を大切にする人たちと一

体となって風景をつくっていく、この細野高原の茅とい

うのはこれだけ素晴らしい暮らしを実現できるというこ

とが分かれば、草原を守るということも非常に意義があ

り、自分たちの生活を支えていることが明確になれば、

多くの方が協力することは間違いないと思います。そう

いった茅を用いた観光施設を造っていただきたいと思

います。

　茅葺きの建物というのは、民家に葺くような50ｃｍ～

１ｍに及ぶ、30年、50年の間立派にもつ茅葺きもできま

すけれども、例えば３か月間もたせたいということだっ

たら、もっと簡単な茅葺きの東屋などの仮設建築も現

在では可能です。様々な技術を組み合わせることもでき

ますので、茅葺きの新しい観光施設利用ということから

始まり、その茅を農業資材に２次利用する、茅葺きとい

うのは必ず屋根に葺いて、再利用するということが本来

の姿です。そういったことも一部取り戻すことによって、

茅というのは本当にありがたい恵みなのだということ

が部分的にも始まれば、もう少し農業に取り入れていく

ことや、本来の生活の中に茅がどんどん浸透していくと

いうことについて、観光施設を突破口にぜひ切り開い

ていただきたいと思います。

我々の協会としても助言や技術者・職人の教育ができ

ると思います。とにかくこの細野高原の茅というのは素

晴らしい資源であるということは、未来を必ず保証する

と思いますので、是非そういったプロジェクトを、行政を

はじめ、この地域の観光協会の方などが集まることで、

進めていっていただきたい、新しい地域が見えてくると

いうようなことでこの会で想像していただくのがとても良

いことではないかと思います。それだけの資源としての

圧倒的な質・量が本日確認できましたので、是非ともこ

の地域をまた開いていくというふうに思えてなりません。

　少し長くなりましたけれども、ありがとうございました。

何かご質問あればお答えします。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうございま

した。

○（一社）日本茅葺き文化協会（安藤邦廣）　茅葺きに

ついては建築的に規制があります。都市部、この密集地

域では不燃材で葺かないといけないという規制があり

ますので、街中では厳しいところがあると思います。二

十二条地域という区域になりますけれども、それは特定

行政庁が解除できます。今まで都市化ということが非常

に進んできましたので、二十二条地域の区域指定はか

なり全域に広まっておりまして、現在、様々な地域でその

解除は特定行政庁で行えるということになっております

ので、必要に応じて限定的に外すということもできます。

恐らく細野高原は二十二条地域に該当していないと思

います。もし二十二条地域があれば、その部分を解除す

るということも今はできますし、様々な観光地、茅で地域

づくりをしようとする地域は、例えば宮城県石巻市では

非常に広大なヨシ原を持っている地域がありますが、

一部の市街化区域を除いて解除しておりますし、重要

な茅葺き集落を保有する市町村の場合も、あるいは１

戸１戸の重要な民家がある場合も、その部分を部分的

に解除するということも現在進んでおりますので、そう

いうことはあまり障害にはならないと思われます。あくま

で、地域の主体的な住民の総意があれば、できるという

ことも申し上げておきます。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうございま

した。

　茅葺きの建物を観光施設として造り、お客さんに楽し

んでいただくというのは、先ほど白川先生からお話があ

りました茅プロジェクトのように、町にしっかりと還元で

きるような収益を上げられるような施設であったり、茅

を葺き替えるタイミングでそれを体験するということも、

複合した施設ができる可能性があり、個人的に色 と々

検討してみたいという風に思いました。

○パネリスト（鈴木豊美）　ただいまの茅のことですけ

れども、この細野高原の茅は屋根に葺くことについて問

題はないという事でしたが、今の細野高原は肥料とい

うものを全然やっておりません。肥料と言えば山焼きで

燃やした後の灰ぐらいです。茅に対して人為的に肥料

を与えても問題ないのでしょうか。

○（一社）日本茅葺き文化協会（安藤邦廣）　茅に人為

的に肥料を与えるということはしない方が良いと思わ

れます。また、今まで例としてはほとんどないと思います。

唯一、刈り取ることと、その後、燃やすこと、これによって

１万年間続いてきたということは最近の学説で立証さ

れておりますので、環境条件的に余程の激変がない限

り、刈り取って火入れをすることで、屋根に使う材料とし

て持続可能なことは間違いありません。そんなに心配

することはないと思います。

○パネリスト（鈴木豊美）　どうもありがとうございま

した。

　利用について一点、東伊豆町観光協会の石島さんに

お聞きしたいのですが、今後、観光協会ではドローンの

操縦体験など計画があるようですが、具体的にはどう

自分ももっと細野高原を歩き、良いところを探し、皆様

にもご紹介出来たらと感じています。以上です。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございます。

　明日のオンライン見学会にて、お二人には現地説明

会にご出演いただいております。明日ご参加される方は

楽しみお待ちいただければ幸いです。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　私もジオガイドを

持っていまして、細野高原はよくガイドツアーをしていま

す。お客さんには、ここはこういう経緯で草原になり、昔

はこういう利用をされていて、毎年山焼きを行い管理し

ているという事をお話すると、「山焼きを見ることはでき

ませんか」という方や、「私も草刈りをやってみたいで

す」という方が多くいらっしゃいます。少しでも細野高原

に携わるきっかけとして、草刈り体験や、最初から火入

れ体験をすることは難しいですので、見学できるスペー

スを設けるなど、山焼きを一般に公開してみてはどうか

と思います。

○教育委員会事務局長（梅原　巧）　突然のご質問、

申し訳ありません。東伊豆町教育委員会事務局長の梅

原と申します。

　細野高原には、県の指定文化財として湿原が何か

所かございまして、その中に桃野湿原というところがあ

ります。私も小さい頃から遠足などでそこに行っていま

すけれども、先日確認しましたら、かなり浅くなってい

るように見え、いずれ消滅してしまうのではないかと思

いました。

　文化財ですので、人の手を入れず自然のままにして

あるというのが現状です。しかし、湿原を保つために修

正すべきか、形状が変わってしまうとしても自然のままに

しておくべきか、どちらが良いのか疑問に感じています。

　また、先ほど富永さんの方からもお話がありましたが、

鹿や猪が湿原の中に入り沼田場にしているため、掘り

返されて荒れてしまっています。ワイヤーなどを用いて、

周囲を全部囲ってしまえば入れないと思いますが、金

属なので錆が出ます。文化財的な面がありますので、自

然のままにしておこうという結論に現在はなっています

が、本来の管理はどのようにあるべきか、詳しい方がい

らっしゃればご教示いただけますと幸いです。

○実行委員（内山義政）　ご質問ありがとうございます。

　まず、文化財としての保存と、観光として利用しつつ

保存していくというのは相入れないものだと思います。

湿原の乾燥化や鹿柵を設けるというのは、私も専門で

はありませんのでお答えすることが難しいですが、会

場でもし詳しい方がいらっしゃいましたらお願いいた

します。

○芸北高原自然館主任学芸員（白川勝信）　私は元々

湿原が専門となりますが、大学を卒業後に草原のほう

に入りました。東伊豆町の気候だとおそらく低湿で細野

高原を見ても、窪地のようなところに水が集まり、湿原に

なっているのではないかと思います。いわゆる、栄養分

の少ない水が集まりその上にミズゴケが生え、そのミズ

ゴケがスポンジの役割をし、水を溜めてできるというの

が信州や北海道のような高層湿原ですが、それらとは

全く異なる低湿地です。低湿地は有機物や土砂が入っ

ていくと、長い目で見て埋まってしまう運命にあります。

　西日本を含め、低湿地がどうして長い間保たれてき

たのかについては、一方で草原を利用してきたというと

ころがありそうです。集水域でしっかりと草刈りをして有

機物が流れ込まないようにすることが、湿原の中の植

物の成長などが抑えられ、湿原の中に枯草などがたま

る量が減っていくことになります。あるいはカンスゲなど、

昔は草がとても大事でしたので、湿原のすぐ際まで草刈

りをしていたという話をよく聞きます。そのようなこともあ

り、里地といいますか、湿原の周りが積極的に利用され

てきた方が、長い間の人と自然の関わりの中で湿原が

残されてきていると思います。細野高原の現地を確認し

ておらず、写真や記憶での推測ですが。

　猪についてはおそらく、昔はそこまでの頻度で草原

の中に入ってくるような状況ではなかったと思います。

鹿も同じだと思います。現況ですが、逆に猪が沼田場に

して荒らすというのは、大きく見て悪いことではなく、湿

原の中に眠っている種子が表に出て、芽を出すという

こともあります。但し、このことも頻度が高過ぎると悪影

響になるのではないかと思います。

　錆などの鉄分につきましては、こちらの湿原の中には

ミズゴケなどはあるのでしょうか。

○ネイチャーガイドクラブ（富永眞弘）　あります。

○芸北高原自然館主任学芸員（白川勝信）　大体、酸

性のほうに偏っています。バクテリアが発生するため油

が浮いたとしても、そのことは特に自然な状態なので気

にすることではありません。やはり、現地を確認させてい

ただいてから、お話しさせていただければと思います。

よろしくお願いします。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございます。

　ただ今ご説明のありました細野高原のような低層湿

原の場合は、周りが森林だと木の葉などが幹に落ち、

蒸発や木の蒸発散があり水分が失われやすいのです

が、草原ではそれがないため、直接水が流れてきて水

源としてたくさん確保できるというご説明でよろしいで

しょうか。

○芸北高原自然館主任学芸員（白川勝信）　はい。

　私たちの一生に比べ湿原の一生は長いですが、運

校の先生でも実際に野外活動を自ら教えた経験のある

方はなかなかいらっしゃいませんから、こちらで安全に

引率して、また宿泊場所の提供ができるような、そういう

体制ができれば細野高原は明日からでも自然学校に

なるのではないかと思います。是非、そのような支援を

町として、地元として応援していただければと思います。

ありがとうございました。

○町長（太田長八）　ありがとうございました。藤田さん

には地域おこし協力隊での３年間、本当に良く頑張っ

ていただきました。

　その中でも良い活動だと思ったのが、今回コロナ禍

の中でしたが、子供たちを自然の中で楽しませて、その

間お家の方は仕事をやるという親子ワ―ケーションの

実施です。藤田さんが子供たちを見ていてくれたからこ

そ、子供たちは楽しく自然の中で学ぶことができ、お家

の方も集中して仕事をすることができたと思います。こ

れからの東伊豆町にとって、貴重な人材だと考えていま

すので、これを機にさらにご活躍いただき、活動の幅を

広げていっていただければありがたいと思います。今後

のご活躍に期待しています。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございました。

　藤田さんには引き続き、東伊豆町の環境教育の推進

を頑張っていただきたいです。今回、我 ３々人で準備を

していく中で、環境教育という言葉を上げましたけれど、

現在、細野高原の管理を主体となって行われています

４区の役員の皆様ですとか、私は田町区の出身ですが、

田町区の場合は役員のＯＢや有志による担い手が年々

増えていっていまして、私もメンバーとして活動していま

すが、そのような形で、主体となって管理を行っていく

方 と々一般の観光客との間に立ち、一般の方々を担い

手サイドにもう一歩踏み込んで誘い込むことができれ

ばと思いました。そういった中で環境教育というのは、

引き込み方の一つなのではないか思いますので、担い

手、作り手として頑張っていただくという事と、これまで

町内でそうした活動をネイチャーガイドの皆様ですと

か、ジオガイドの皆様でされてこられましたので、１３年

前のシンポジウムや今までの経緯を踏まえ、これからこ

のようにしていけば良いのではないかというご意見な

ど有りましたら、コメントをいただけますでしょうか。

○ネイチャーガイドクラブ（富永眞弘）　ネイチャーガ

イドクラブの富永と申します。

　１３年前には会長を務めさせていただきましたけれ

ども、それから細野高原の環境として大きく変わったこ

とは、鹿の食害が増えたことです。先ほど写真が出まし

たけれども、畑のようなものを作り、絶滅しそうな植物を

植え、保護するという活動を行っています。しかしながら、

鹿の食害が増えている今、保護した植物をすぐに元の

場所に戻すことはできませんので、鹿の食害が減少す

るまでは現在の活動をやり続けていかないと、種の保

存はできないものと考えております。

　もう一つはこちらも鹿に起因することですが、マダニ

がとても増えています。そのような中で、マダニが活動的

になる時期にお子さんが芝生であっても足を踏み入れ

ることは、危険なことだと思います。以上２つの違いが

確認できました。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございます。

　ジオガイドの鈴木さんはいかがでしょうか。

○ジオガイド（鈴木京子）　ジオガイドの鈴木と申します。

　私はジオガイドを案内して日が浅いので、この場で

特筆してお話をさせていただくのは難しいと思いますが、

やはりジオガイド協会的に細野高原はとても貴重な場

所で、ここを案内してお話ししたいというジオガイドは、

本部にも多いです。私個人といたしましては、小さい頃

からの思い出がありまして、ワラビの季節になれば家族

でワラビ刈りをし、山焼きも私の父、弟、私の主人、息子

も、みんなが体験しております。そのように、家族みんな

でずっと守ってきた細野高原でありますので、細野高原

の中に通っていますあの道路も、父たちの時代に造っ

ていました。造るたびに父が、「いい道ができたから行く

ぞ」と言い、誇らしげに細野高原に連れて行ってくれて、

素晴らしい景色が望める場所を紹介してくれました。

　学校的には遠足に行きまして、中学校の遠足では秋

の紅葉を見に出かけました。春にも行きましたが、その

時には桜の木がありましたので、後日、友達とまた歩い

て、桜を見に行こうって登ったものです。

　そしてもう一つの思い出が、夏休みに熊口まで行き、

学校でキャンプをしました。やはりそこでは綺麗な水が

出るということが先生たちも分かっていましたので、川

の水を汲みカレーを作り、飯盒でご飯を炊きました。

　そのように貴重なところですので、本当に残してい

きたいという気持ちはあります。私は残していくための

原動力の一部分になれませんので、観光の方で携

わっていますけれども、先ほどの白川先生のお話を

伺って、何か自分の経験を活かし、子供たちが思い出

作りをすることができれば、将来も大事にしていってく

れるのではないか、継承していってくれるのではない

かと考えています。自然学校もそうだと思いますが、そ

のような経験を幼い頃に積み重ねていくことが重要で

はないかと感じます。

　ジオという事ではあまり詳しくお話しできませんが、

　今後どのようにしていくのかについては、町全体で決

めていくことだと思いますが、このような会も重ねたうえ

で、しっかりとプロジェクトの推進をしていければと思

います。

　最後になりますが本日は様々な意見が出ましたので、

町長より本会のまとめをよろしくお願いいたします。

○町長（太田長八）　本日は貴重なご意見を多数いた

だきまして、ありがとうございました。

いただいたご意見を基にこれから戦略を練り、推進し

ていきたいと思います。

　そういった中で、日本茅葺き文化協会の安藤様には、

茅葺きや茅の再利用という事について、また色々なご指

導をいただけますと、大変ありがたいと思います。

　本会を通じ、皆様が細野高原について真剣に考えて

いただいていることを、一層深く感じました。今後とも皆

様とは情報共有を行っていき、保全や利用について検

討していければと思います。

　また、最も大事なのは管理を行っていく後継者、これ

が一番重要だと思います。今のままでは必ず担い手不

足となってしまいますので、今後の体制をどのように変

化させていくか、そしていかに細野高原の素晴らしい自

然を保全していくか、これこそが最大の課題です。皆様

と一体となり、この保全にしっかりと取り組んでいきた

いと考えておりますので、その際にはまたご支援とご協

力の程をよろしくお願いいたしたいと思います。

　以上です。ありがとうございました。

○（一社）日本茅葺き文化協会（安藤邦廣）  申し訳ご

ざいません。最後によろしいでしょうか。

　この茅場の維持管理について、先ほど町教育委員会

の梅原さんよりご発言があった中で思い出しましたが、

文化庁の制度で文化財を守る資材を選定する、「ふるさ

と文化財の森」というものがあります。この中に茅場が

含まれていまして、現在、全国１９か所の茅場が選定さ

れており、静岡県だと朝霧高原が数年前に選定されて

います。各県に１か所程度ありますが、文化庁の中で一

番新しい制度となっています。文化財というのは法隆寺

などの建築物、それから、それを守る職人技、無形文化

財といいますが、それに加えて資材の文化財制度が一

番新しく、１０年ほど前にできたばかりです。例えばヒバ

塗装や漆です。その中にやはり茅がとても不足している

ので、茅場を保全、管理していきましょうということで、文

化財に出荷する茅として、そのエリア選定するというこ

とができます。

　私が本日見た限り、細野高原はこれに合致する場所

だと思います。ただし条件としましては、文化財への出

荷実績が多少なりとも必要ということになります。その

ためこの地域にある文化財、市町村指定や登録文化

財でも可能ですが、茅葺きの建物が伊豆半島にはたく

さんあると思います。例えば伊豆の国市にある国指定

重要文化財の江川邸もそうですが。そういうことで２～

３年程度の実績を積み、細野高原の茅場の質、量は問

題ないと思われますので、是非、茅刈りを始めていただ

き、選別したものを出荷する取組をしていただければ、

制度の対象として選定されると思います。選定される、

文化財の森から様々な助成制度受けられます。普及啓

発事業というもので毎年助成が出ていますので、最大

２００万円の満額補助となりますが、そこに町民の方々

が参加して、皆様と一緒に環境教育を推進していきな

がら茅刈りを行い、山焼きをやること、このような環境

保全全体の取組を体験、研修することで補助が受けら

れます。

　また、選定地の整備費用にも半額補助が受けられま

す。例えば農道整備や支障木の伐採、山焼きについても

環境整備事業となります。いずれも県を通じ、文化庁へ

の申請手続や調査の依頼を行い、町の文化財関係課

から県の文化財関係課の方に連絡を行います。私も文

化財のほうの選定委員となっていますので、私の見た

限り細野高原は是非、ふるさと文化財の森に選定して

いくことを２～３年の目標にしてやっていただくと良い

のではないかと思います。

　細野高原の観光利用というのは、長期的に一歩ずつ

やっていくことが必要ですけれども、取りあえず、文化財

制度を活用していくことは非常に利点が大きいと思い

ます。是非、文化庁への問い合わせやホームページを

ご確認いただき、ふるさと文化財の森という制度を調べ

てみてください。生物多様性の維持や環境教育というこ

とを推進していくために、とてもいい制度だと思います。

以上、補足となります。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

○司会　この後午後３時２０分より、各分科会場の方

にご出演いただき、WEB配信にて全体会を予定してい

ます。

　藤田さん、内山さんにおかれましては、全体会での発

表に向け意見をまとめていただきますので、東伊豆会

場の分科会はこれにて終了といたします。

　藤田さん、内山さん、鈴木さん、どうもありがとうござ

いました。

　それでは全体会までお時間がありますので、休憩を

お取りください。
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命的には窪地ができ、湿原ができ、それが消えていく段

階である中の現在、一断面を見ていることになりますの

で、人工的に何をしていくのかという事については、今

の時代に生きている私たちでしっかりと決めればいい

のではないかと思います。

　ただ、内山さんが先ほどおっしゃいましたけれども、

湿原という生態系が何も触れずに保存するということ

ができないものなので、例えば広いまま残そうとするの

であれば、三瓶山の姫逃池というところでは、毎年水草

をしっかり取るという作業をしています。そういうやり方

もありますので、その部分は地元に近い専門家の方な

どと一緒に、管理を考えていけばよろしいのではないか

と思います。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございます。

　ご質問へのご回答は以上でよろしいでしょうか。

○教育委員会事務局長（梅原　巧）　ありがとうござい

ました。

○稲取地区特別財産運営委員長（山田賢一）　財産区

の山田です。

　内山さんの話を今まで聞いてきまして、細野高原の一

番古い写真をお出しいただけますでしょうか。

　この下の方に見えるのがゴルフ場ですけれども、また

ずっと上のこちらの方、河津との境界以外のところにつ

いて、私たちが学生だった昭和47年以前にはすべて

入谷区で山焼きを行っていました。真ん中に熊口の水

源がありますが、こちらの方はゴルフ場で、ここからバイ

オパーク、ゴルフ場まで草原でした。さらにもっと上の

方、そこら辺までが草原でした。40年代後半、50年代

に高山通りということで植林をしまして、現在あまりいい

山だとは言えませんが、ほとんど植林されています。

　現在は、昔から比べれば３分の１ぐらいの広さです。

そういう意味で、先輩の皆さんがそれだけ頑張って、こ

の３倍、４倍の広さを管理してきたので、私たちも管理

していかなければという気持ちがありますが、どのよう

に維持していくのか、その部分で悩んでいます。

　今年、財産区の役員の皆さんと相談して、この部分は

急傾斜地で山焼きをすると岩が落ちてくる為、来年の山

焼きからやめることになりました。放棄という形になりま

すが、管理する人の安全の為です。

　また、これも内山さんがおっしゃっていたことですが、

ここが熊口水源ですけれども、ここからここまでの部分

は大体40～50ヘクタールになります。役員の皆様と現

在考えていることが、ここから上については水源地とな

りますので手は入れないですが、こちら側の部分を将来

的に、先ほどの体験学習や観光のためのイベントなど、

自然を保護しながら利用していただくことはできるかど

うか、その部分についてご意見をいただきたいと思いま

す。以上です。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

　この山の上の部分は保全を継続していくべき場所だ

というふうに、先ほど内山さんもおっしゃっていました

ので、この辺りの草原を保全していくために、利用する

方向にもっていければ良いのではないかと思いました。

○実行委員（内山義政）　特に保全すべきということで、

企業などどなたかに利用していただければという提案

であると思いますが、少しこれまでの話をまとめながら

になりますけれども、例えば観光利用、ちょっとした休憩

所や東屋を設けるとしても、茅葺きの使用やそれを体験

してもらうといった中で、防火線も含めた草刈り作業と

いうものにも触れていただき、現在、ベテランの方だけ

で頑張って維持している防火線の管理を、将来的には、

少しでも若い世代が山焼きに入っていけるようにする

ためのフィールドとして使用していくことができればい

いのではないかと私個人として受け止めましたが、会

場の皆さんはいかがでしょうか。

○ネイチャーガイドクラブ（富永眞弘）　下側を利用

する案が出ていますけれども、湿原は現在４つあり、３

つはそのエリアに入っていますので、特に芝原湿原の

水源というのがかなり上のほうに延びてきています。

その部分が荒らされないよう、注意していただきたいと

思います。

○実行委員（内山義政）　そうしたピンポイントに保全

すべき場所というのは、ネイチャーガイドクラブの皆様

やジオガイドの皆様など、地元で見てきた人にしか分

からない場所もありますので、情報共有を行っていく必

要があるのではないかと思います。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　皆様、ありがとうご

ざいます。

　茅葺きや環境教育としての利用、観光資源、あるいは

保全や利用の方法について、様々なことをお話しいた

だきました。

○司会　それでは、ただいまより東伊豆会場の分科会

のほうを始めさせていただきます。

　ここからの分科会の進行については、地域おこし協

力隊の藤田翔さんと実行委員の内山義政さんにお願

いをします。また、パネラーとして入谷区町内会長の鈴

木豊美様に御協力をいただきます。

　それでは、どうぞよろしくお願いいたします。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　地域おこし協力隊

の藤田と申します。本日はよろしくお願いいたします。

　最初に、ご存知の方もいらっしゃると思いますが、簡

単に自己紹介をさせていただきます。

　地域おこし協力隊の藤田翔と言います。東伊豆町に

来て今年で３年目となり、地域おこし協力隊の任期が

最終年度となります。東伊豆町に来る前は、笹岡先生も

おられるのですが、東京環境工科専門学校というところ

で自然について学習していました。本日はよろしくお願

いいたします。

○実行委員（内山義政）　皆さん、こんにちは。内山で

す。私は稲取の田町区出身でして、高校卒業後、大学に

進学しまして、就職して静岡県内に戻ってきましたが、

2019年から職場の休業制度を使いまして、東京都立

大学の大学院に通わせていただいています。草原生態

系の保全を研究テーマとして研究を行っていまして、

フィールドを細野高原とし、地元に通いながら調査を続

けています。本日はよろしくお願いいたします。

○パネリスト（鈴木豊美）　皆さん、こんにちは。私は細

野高原を管理する稲取の４つの町内会の１つ、入谷区

町内会の会長で、区長を務めています鈴木です。入谷

区は細野高原に隣接しておりまして、昔から関わりが深

い町内会でございます。以上です。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　それでは、東伊豆

会場分科会を開会いたします。

　東伊豆会場の分科会のテーマは、『利用・保全・継

承』の３点となります。

　まず、テーマに決めたこの３点ですが、午前中にも説

明がありましたが、それぞれがローテーションしてしっ

かり循環していかないと、細野高原というものはなく

なってしまう。若しくは、一つがマイナスの方向へ向かっ

てしまうと、その次へ次へとどんどんそのマイナスが引き

ずられ、負のスパイラルになってしまうということで、そ

れぞれの問題を全体的に考えていけたらなという思い

で、このテーマにさせていただきました。

　最初に、利用について、私、藤田がお話しさせていた

だきます。

　最初に、細野高原のこれまでの利用ということで、午

前中もお話が出ていましたが、細野高原は茅場として

利用されていました。茅は、茅葺きや、昔は畑を耕すた

めに牛などを使っていたので、そういった家畜の飼料と

して使われていました。また、ミカン畑に敷いて防寒や、

雑草が生えないようにしていたり、現在においても山菜

狩りなど、多くの需要がありました。特に昔の利用に関

しては、生活により密着した需要が多くありまして、現在

とは異なり、少子高齢化が問題視される以前のことでし

たので、担い手も十分に補充されており且つ、町民全体

で利用され、さらに町全体でしっかりと保全がされてい

ました。

　そして、現在の細野高原の利用ですが、現在は生活

というよりは観光やレジャー、体験というのが主な利用

方法になっていると感じます。他にも、ハイキングや

ツーリング、少しではありますけれども、畑、山菜狩りな

どもされています。

　昔と現在の利用の変化を見てみると、生活必需でし

たが、必需ではなくなってきているという見方ができると

思います。昔の生活にどうしても密着なものというのは

必然的に利用・保全・継承のサイクルが形成されていま

したが、その利用価値が現在は少なくなってきていると

いうことで、しっかり現在の姿に合う利用価値を見いだ

さなければならないと考えています。

　また、昔は町民、町全体で生活に必要なものでした

が、現在は担い手不足や利用価値の減少に伴い、管理

全体の費用も不足しているような状況だと思います。そ

の中で、この３つの循環をしっかり考えていかなければ

と思い、現在の利用についてですが、ハイキングやツー

リングについては、そこまでお金が落ちたりするような

ものではないと思っていまして、もっともっとその利用価

値を最大限に発揮できる何かを町全体で考えていく必

要があると考えています。

また、その利用からしっかり細野高原の背景や保全を

したいという、最近だと森づくりなどに興味関心がある

方もいらっしゃると思うので、そういった層に向けて体

験やレジャー、観光、教育、そして利用することで保全・

継承への誘導を見込んでいき、その負のスパイラルか

らいい方向へ改善していくことが必要ではないかと思

います。

　ここで、他地域における利用方法について事例を幾

つかご紹介します。

　ご存知の方もいらっしゃると思いますが、隣町の伊東

市の大室山ですが、大室山自体が国の天然記念物に

なっておりまして、こちらでも毎年山焼きを実施されてい

ますけれど、こちらはリフトで３分ぐらいで山頂まで上が

れるという、気楽に行けるレジャースポットになってい

ます。そこでは料金も掛かりますが、毎年山焼きの火入

れ体験ができるので、そういったところで人手を解消し

つつ、お金も落としていただいているというような場所

です。

　こちらは先ほども紹介がありましたが、生石高原でも

和歌山の大学と連携し、イベントを通じて保全や茅葺き

の文化を発信している場所です。やはり担い手不足の

解消や保全をする上では、どうしても人手が必要になり

ますが、そういった教育や、学生などと連携して学びの

場としても利用してもらいつつ、保全もしっかり手伝っ

ていただくというような場所です。先ほどもお話がありま

したけれど、クラウドファンディング、応援したい気持ち

をお金で送るというような資金集めもされています。

　こちらは阿蘇です。先ほどお話にも上がりましたが、

阿蘇では環境省との取組を進めていて、各教育機関で

教材も作成しており、地域での体験を含め、学ぶ場を作

られています。また、環境学習の講師も派遣されているな

ど、行政と町がしっかりと連携して進めている地域です。

　ほかにもエコ資源にということで、ＳＤＧｓについても

先ほどお話がありましたが、例えば茅葺きに使われた

茅というのは取替えの時期になると、いい具合にほぐれ

て柔らかくなり、畑の肥料や雑草がはえないように敷い

て利用することや、阿蘇でも利用例があったと思いまし

たが、家畜の飼料としていたり、海外の事例ですが、バ

イオマス燃料にしていたりします。こういったことは施

設や仕組みが整備されれば、幅広い活用を検討してい

けるのではないかと思います。

　利用についてまとめとなりますが、現在の利用という

のは、景色を楽しんでいただくことなどですが、そこから

もう一歩踏み込んで、例えば細野高原の山焼き文化や

山焼きすることでどういう種類の生き物が保全されるの

か、もう少し踏み込んだ部分について、少しでも関わっ

ていただく利用というのを検討していけるといいなと

思っています。例えば、教育機関での野外学習ですが、

授業の一環として細野高原の概要などを知りつつ、危

険なことはできませんが草刈りを体験していただくなど、

実際に関わるという利用方法が良いのではないかと思

います。

　また、一般の方の立ち入りはできませんが山焼きに

ついても例えば、安全地帯を設けて見学していただくこ

とや、大人の方だったら草刈りを体験していただくなど、

より深く知り、関わっていただくことが大事だなと思い

ます。

　そして、春は山菜狩り、秋はススキイベントを実施し

ていますが、一時的な、季節的なイベントではなく、通年

体験できるサービスを作るなど、知ってもらう・認知して

もらうということを意識して進めていけたらと思います。

最終的に、継続的な利用、収益化をして、継続させるこ

とが必要だと思います。これらのことは町全体で考え、

推進していくべきことではないかと思います。

　『利用・保全・継承』、このうち１つが抜けても細野高

原を守っていくことはできないので、３つともバランスよ

く循環させていくことが不可欠であると思います。以上、

「利用」についてとなります。

　続きまして、内山さんお願いします。

○実行委員（内山義政）　それでは続きまして私のほう

から、３つある『利用・保全・継承』のうち、「保全」の部

分に関して発表させていただきます。

　最初にですが、午前中もお話がありましたのでご存

じの方も多いと思いますけれども、草原をめぐる全国的

な課題をもう一度整理させていただきます。

　左の図が阿蘇ですけれども、1930年代にこの地図

で示しているグレーの部分が全て草原でしたが、2000

年、一番右側の図ではグレーの部分が入って、ほとんど

が黒の部分、森林に変わってしまっているという傾向が

筋山周辺により多く分布しているということが傾向とし

て見えてきました。

　次、お願いします。

　これと同じように重ね、こちらには植物の種がすべて

落ちていますが、代表的な種を抽出してみると、例えば

ジザゲタシ、カラナデシコ、リュウノウギクといった何種

類かの植物が、草原のこういった場所で見られる特徴

的な種類であると思います。

　こうした結果を基に考えていくと、草原特有の植物を

保全していくには、この三筋山の山頂から桃野とマナイ

タウラ、先ほど示したエリアですけれども、この周辺を今

後も確実に山焼きをして管理していくことが重要ではな

いかと思います。

　１つ、まずは保全の指標として、こうした場所だけに

分布する植物種を上げて、保全の目安として考えてみて

はどうかということ、２つ目に山焼き管理の後継者育成

という観点では、保全上特に重要な場所とそれ以外で

かつ安全、平場で作業してケガが起きないような場所

ということですけれども、そうした場所で、先ほど藤田さ

んからも話がありましたが、管理の点検、具体的には防

火線の草刈りですとか、そういうものが手鎌で、例えば

各区の作業で余ったエリアでもいいですし、そうした場

所が少しでも確保できるようになっていけばいいので

はないかと考えています。

　今回、細野は草原のほかにも湿原が４か所ありまし

て、そことその周辺に希少なラン類などの植物が見ら

れますが、こうした希少種に関しては共通のリスクもも

ちろん非常に高いものですから、財産委員会の専門員

ですとか、ネイチャーガイドグラブの方々の助言ですと

か情報交換を深めていくことが大切だと考えています。

　また、明日、現地でお時間があれば是非見ていただ

きたいのですが、富永さんにはお話をせず申し訳ござ

いませんが、駐車場の裏側の空いているところにネイ

チャーガイドクラブの皆さんでこのような細野で見られ

る希少種の種子を採取して、現場で保全をするという

試みをされております。こういう試みというのは、保全生

態学の研究者の中ではあまり聞かない話ですので、ぜ

ひ取組を進めていったほうがいいかなと私自身は考え

ております。

　私の方からは以上となります。ありがとうございました。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうございま

した。

　保全についてですが、山焼き管理の後継者育成とい

うことで、保全の場所を限定しながらも、しっかりと希少

な植物を保全できるように、重点的に行っていくという

ことでよろしいでしょうか。

○実行委員（内山義政）　今の山焼きの範囲をしっか

りと維持していくのは大前提ですけれども、確実に保護

すべき場所というのを知っておく必要があるのではな

いかと考えています。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　保全上、重要な場

所以外且つ安全な場所での管理体験というのも、保

全・利用ということで繋がりがあると思います。もう一歩

踏み込んで山焼きについても学習できるような体験が

あれば、その後もしっかりと後継者が現れてくるのでは

ないかと、利用の観点から思いました。

　それでは最後に「継承」について、鈴木さんよろしくお

願いします。

○パネリスト（鈴木豊美）　「継承」についてですけれ

ども、細野高原の景観維持とか害虫駆除、生態系の保

護のためには、山焼きが必要です。先ほども例に出てい

ましたけれども、山焼きをするには細野高原以外に燃

焼させないように管理をするため、まず20メートルぐら

いの防火帯を作ります。10月にその部分の草を刈り、

11月にそれを燃やし、2月に山焼きを行います。この作

業を現在、4区で行い、山を守っていますが、各区とも若

者が減り、高齢化が進んだことから、作業する人の確保

も難しくなってきています。先ほどお話がありましたが、

2008年に全国草原シンポジウムのときにも、山焼きを

続けるためにボランティアを募ったり、学校の総合的な

学習の時間で子供たちに野焼き体験をしてもらうことも

文化継承に必要だと言っています。ボランティアを募る

にしても、火が入ると風向きが変わります。初めは見学

するのでも経験の積み重ねが必要でしょうと思います。

　そしてまた、令和２年９月に細野高原を考える会を発

足しています。この会でもやはり細野高原の管理、山焼

き、防火帯などを今後同様に継続していくことは困難に

なりつつあるとしています。４区で細野高原の観光、産

業などの資源としての活用や周辺の地権者と協力した

新たな魅力の創出を図っていきたいということが、発足

の経緯となります。今後、どうしたら会として細野高原の

魅力を発信することができるか、良いご提案がありまし

たらご意見いただけますと幸いです。

　山との関わりがなくなりつつある今、細野高原を残し

ていくためには、守りたいと思う人を増やしながら、山

仕事を行っていくしかないと考えています。特に若者と

の連携が重要と考えます。若者は斬新なアイデア、企画

力、行動力、情報発信力、また体力など、地域活動に必

要なものを多く兼ね備えているかと思います。「継承」に

ついての私の発表については、以上となります。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうございま

した。

あります。もちろん阿蘇でも、全国のほかの地域でも再

生に向けた取組は進んでおりますが、全国の草原面積

というものを、右の図ですが、まとめてみると、1920年

代は３万から４万平方キロメートルあった草原が、

2000年頃になると5,000平方キロメートルまで大幅

に減少しているということが分かります。このことは細野

高原、全国どの草原でも同じですけれども、管理の手が

足りなかったり、土地の改変、植林であったり、開発行

為などによって面積の減少が進んできたということが原

因として上げられています。

　次、お願いします。

　植物に着目していきますけれども、草原特有に見られ

る植物への影響というものを考えてみると、今までお話

ししてきたような草原の面積の減少というものと、この

今も維持されている草原の中の管理、山焼きであったり、

草刈りであったり、この頻度が低下したり中断したりす

る。例えば細野は日本の中でも本当に珍しく、もしかし

たら中断された年もあったかもしれませんが、記録のあ

る限り、毎年山焼きをしてきているということで、非常に

貴重な草原となっています。全国的に見ると２年に一遍

だったり、例えば東日本大震災の頃に消火ヘリが飛ば

ず、仙石原では山焼きが中止になりましたけれども、そ

ういったように数年中断したり、なくなってしまったりと

いう場所も多いです。こうした２つの要因が複合的に絡

み合って、そこに出現している草原特有の植物に影響

を与えているのではないかということが近年様々な研

究で言われるようになってきました。

　今回の発表では、具体的なメカニズムですとか、専

門的な話まで踏み込みませんが、私が細野高原で植物

等のデータを取った結果を基に、どういった場所が「保

全」に適しているのかということですとか、あとは、これ

までの土地利用の変化というものを改めて航空写真で

振り返りながら、一緒に考えることができればと思って

います。

　それでは、次お願いします。

　ここが稲取の細野高原の現在の航空写真になります。

見ていただいている真ん中付近が細野高原で、右側に

ゴルフ場と伊豆アニマルキングダムがあります。

　次、お願いします。

　これと同じ2017年の写真、稲取の方はこれで分

かっていただけると思うんですが、今回初めて来ていた

だいた方は、先ほどの東伊豆町観光協会のパンフレッ

トを開いていただくと、真ん中に水源涵養保安林があっ

て、それがかなり目印として分かりやすいと思いますの

で、そこを見比べながら、過去の土地利用というものを

見比べていただければと思います。

　続いて、これが2000年です。これは今とほとんど変

わりないかと思います。

　次、お願いします。

　これが1989年ですけれども、これと先ほどの2000

年を比べると、植林が少し進み、西側の河津町のほうで

山焼きが、その前からされなくなっていたのが進んでき

たということが分かり、樹林化が進んできたということ

が分かると思います。

　これが1980年です。先ほどの水源涵養保安林の植

林がされる、外側に広がる前という感じです。

　これがかなり前になりますけれども、1964年です。こ

のあたりから多分、当時の状況をご存じの方もいらっ

しゃるかもしれませんが、まだ私が生まれていない時代

ですけれども、これと先ほどの写真を見比べていただけ

ると、今のゴルフ場の辺りですとか、茅場がかなり減った

ことが、河津町側のほうですけれども分かると思います。

　これがさらに昔の1947年ですけれども、こちらは先

ほどの写真より引いて写しているので、もう少し白田の

ほう、東側のほうまでずっと広く茅場が広がっていたと

いうことが分かると思います。

　次、お願いします。

　これをもう一回まとめてみると、1947年には、グレー

の部分が草原ですけれども、これだけ一面広がってい

たものが真ん中の水源涵養保安林の植林が進んだり、

河津町側のほうでの山焼きが中断したことによって樹

林化が進んだり、国有林、北西側のほうが山焼きしなく

なって樹林化が進んだりという傾向が分かるかと思い

ます。

　このデータを基に草原がどれぐらい減ってきたのか

というのを出しましたが、2013年から2015年に１か

月に１回程度、この遊歩道の道にほぼ沿った形になり

ますが、第１駐車場から熊口、マナイタウラというのが

真ん中の水源林ですけれども、そこから三筋山を登っ

て桃野を進んで、ＧからＨというこの区間です。パンフ

レットでいうと、６番から５番、４番に行くルートですが、

ここを歩いて道の分岐で区切った区間ごとに出てきた

植物の種類を記録しています。あとは、草刈りと山焼き

の多い区間を記録しています。

　これを統計的に解析して、詳細は省きますけれども、

山焼きと草原がどれぐらい周囲にあるのかという影響も

加味して、そこにいる植物の種類のパターンを比べて

みると、三筋山からマナイタウラのこの緑色で囲った範

囲に見られる植物と熊口の水源林の自然、青色で囲っ

た範囲で見られる植物というのは明らかに種類が違っ

てくるということが分かります。山焼きとまとまった草原、

両方の効果で維持されている植物というのが、この三

　一点ご質問よろしいでしょうか。４区一体で管理をさ

れていると思いますが、例えば小学校などの教育機関

に山焼きのやり方や、草刈りのやり方を伝えるときに、手

法については4区統一された管理等はされているので

しょうか。

○パネリスト（鈴木豊美）　管理自体は財産区が指導

していますけれども、大体４区とも同じような方法で防

火線刈りをやっています。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　財産区から教育機

関、子供や大人に管理体験を提供する事は可能なので

しょうか。

○パネリスト（鈴木豊美）　安全なところであれば可能

と思われますが、その指導を行う方を誰にお願いする

のか、要するに財産区で子どもたちを預かってやるとか、

学校のイベントとしてやることで先生も現地にきて子供

を見守ってくれるか、そのあたりの仕組みを整備してい

かないと難しいのではないかと思います。安全な場所

でそういった体験を提供できる場所はあります。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　行政と連携した取

り組みとして行うことも可能なのではないでしょうか。

○パネリスト（鈴木豊美）　可能だと思います。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

　その他に、それぞれの観点からご質問など有ります

でしょうか。

○パネリスト（鈴木豊美）　内山さんにお伺いしたい

のですが、山焼きをしていかないと、この希少種という

のは絶滅してしまうのでしょうか。

○実行委員（内山義政）　先ほど、箱根で2011年に山

焼きを中断したというお話をさせていただきましたが、

実際に見かけられなくなった種がありまして、その後数

年かけて追跡しても復活しなかったという例もあります

ので、できれば毎年焼いているところは、私個人の思い

として、維持していければと思っています。

○パネリスト（鈴木豊美）　先ほどのお話で、細野高原

の山焼きは継続してやってきたという事でしたが、実は

１年だけ実施していない時がありました。その翌年は、

野ネズミやモグラ、が増え、茅が枯れたところがだいぶ

あります。やはり、動物の生態系も崩れていくという事で

しょうか。

○実行委員（内山義政）　おそらく、動物の生態系にも

及んでいるのではないかと思われますが。

○パネリスト（鈴木豊美）　ありがとうございます。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）

　私共の方から、今後の『利用・保全・継承』について、

具体的にどのように進めた方が良いという事は言えな

いのですが、各視点からはこのような意見となりました。

　この後、会場の皆様からも、このような利用をしてみ

てはどうか又はこういう試みをしてみてはどうかという

ご意見がありましたら、そのことについて具体的な方針

や対策を模索していきたいと思います。

　現在、１時４０分ですので、１０分ほど休憩の時間とさ

せていただきます。休憩後に1時間ほどですが、皆様よ

り何かご意見を伺いたいと思いますので、よろしくお願

いいたします。

（休　憩）

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　それではご意見を

伺っていきたいと思いますが、先ほど休憩中に、細野高

原のススキを実際に茅として利用できるのかという事

で、日本茅葺き文化協会の安藤様にいろいろとお話を

伺いまして、とても興味深い内容でしたので、活用方法

等について是非お話をいただきたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。

○（一社）日本茅葺き文化協会（安藤邦廣）　皆さん、こ

んにちは。

　先ほど１時間ぐらいのお昼休みで、細野高原を初め

て拝見させていただきました。茅の質や量について実

際に確認させていただき、そのことについて私の意見と、

茅の利用ということ、特に茅葺きということについての

この地域でのこれからの可能性についてお話しさせて

いただきます。

　茅という資材ですけれども、建築資材としてのこれか

らの利用価値や可能性ということについては意見が

幾つかあります。この細野高原の茅の質、これは茅葺

きの材料として全く問題ないと思います。丈が多少短い

ということはそのとおりですが、山頂近くですと大体２ｍ

近くのものが十分ありますし、平均して背丈ほどですか

ら、御殿場のものに比べると50ｃｍほど低いという事に

なります。平地の茅も大きなものですと３ｍぐらいにな

りますけれども、平均的には大体２メーターちょっと、

2.5ｍぐらいですから、数十センチ低いということです。

　茅の利用ということでいうと、大体４尺から５尺あれ

ば一定の茅として十分に葺くことができます。短い茅と

してカリヤスという茅がありますが、これは最も上質な

茅であり、白川の合掌造りなど、北陸方面ではほとんど

カリヤスが主となっており、この背丈は大体平均的に人

の背丈以下の1.8ｍから低いものだと1.5ｍぐらいです。

そのため小茅、小さい茅といわれています。大茅は大き

いですが太くて重さもあって扱いにくい、また、葺いた後

の耐久性も低いということもあり、小茅は最上とされて

いう利用方法を検討されているのか教えてください。

○東伊豆観光協会長（石島専吉）　今年の６月24日に

町観光産業課が主体となり、東京にあるＫａｎａｔｔａという

ドローンの体験ツアーを行っている企業と、稲取の勤

労者体育館と稲取高原、クロスカントリーを範囲に、

（一社）美しい伊豆創造センターや伊豆急行㈱の皆さ

ん２０人ほどが集まり、体験を行いました。私も体験しま

したが、自分が体験できるとは思ってもいませんでした

ので、できるのかなという気持ちでしたが、意外と簡単

に200メートル～300メートル上昇させることや、横に

スライドさせることができました。稲取高原からですと、

焼却場の先の海の方まで行くことができますし、ゴルフ

場や細野高原の近くまで操縦できてしまいます。そのた

め、この秋にドローン体験ツアーとして、１泊２日若しく

は２泊３日ぐらいで、宿泊していただいたお客様に体

験していただこうという企画がございまして、具体的な

日程は決定していませんが、そのような予定となって

います。

○パネリスト（鈴木豊美）　どうもありがとうございま

した。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　すみません、また少

し話題が変わってしまいますが、今回、利用と保全と継

承を繋ぐアイデアの一つとして、環境教育を上げました

が、その観点について、笹岡先生よりコメントをいただ

けますと幸いです。よろしくお願いします。

○全国草原再生ネットワーク理事（笹岡達男）　これ

はむしろ藤田さんに返してあげたいぐらいです。例えば、

藤田さんが経験され、勉強されたことを活かし、学校の

学生たちをもし東伊豆町に呼ぶとするならば、どのよう

なことを考えているのかご意見をお伺いしたいです。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

　まず、私が地域おこし協力隊になった理由ですが、専

門学校のインターンシップで北海道の黒松内にある、

「ぶなの森自然学校」というところに行ったのですが、

その時に体験したことが私の中でとても感動しました。

自然について細かく言うような自然学校ではなくて、自

然の中で思い切り遊ぶというような場所でした。１週間

単位のプログラムで、長い子は１か月、夏休み丸 と々い

う子もいましたが、やはり子供たちは日常から学ぶ姿

勢がすごく、とても成長を感じられました。最近は家庭

用ゲーム機やスマートフォンなど、外に出る機会や公園

の遊具が危険という観点で、遊ぶ環境がだんだんと少

なくなっており、両親も共働きで忙しいという事なので、

なかなか自然と触れ合いながら思うように遊ぶ、体験す

るということが少なくなってきているというふうに思いま

す。北海道でのプログラムでは、大阪や東京、中には中

国の子供が一人で飛行機に乗って北海道に来て、自然

体験をしながら一緒に遊び、学ぶというような生活をし

ていました。ほんの１週間だけでも、すごく成長を感じる

ことができます。最初は虫も怖くて、「何でこんなところに

一人で来させられたんだろう」というように悲しむ子も

いましたが、知らない地域や大きな自然に囲まれ思いっ

きり遊ぶことで、一回り大きく成長したように感じました。

　その体験がすごく印象に残っていまして、実際、今年

の夏にはオンライン上のキッズコミュニティーと繋がり

があるのですが、子供たちが伊豆稲取に遊びに来て、

海への飛び込み体験や細野高原の草原で思いっきり

走ってみるという事をしました。他にも取ってきた竹を

割り、自分たちで一から流しそうめんを作る体験を通じ

て、お家の方もお子さんが、「一回り大きく、大人の顔に

なって帰ってきた」とか、「また伊豆に行きたい」とおっ

しゃっていました。子どもたちもお家の方に、「家に帰っ

たらノコギリ買って」と、創作意欲が溢れていました。

このように、小さい時の経験はとても重要だと考えてお

りまして、学習面においても空間把握能力や創作意欲

が溢れたりと、そのようなことを推進していきたいと思

い、私はこの東伊豆町に来ました。今後もこう言った取

り組みを進めていきたいと思います。

ありがとうございました、以上です。

○全国草原再生ネットワーク理事（笹岡達男）　あり

がとうございました。

　私は笹岡と申しますが、藤田さんの卒業された専門

学校に勤務しております。この度は実行委員という立場

で出席させていただいておりますけれども、藤田さんの

アイデアは大変良いものだと思います。

　私たちの学校は、自然環境や野生生物の好きな学生

が来ていますので、そういう学生は自ら進んでテントを

張って寝たり、喜んで虫を捕まえたり、植物観察をします。

藤田さんがおっしゃっていたような、様々な地域の小学

生や中学生などの子供たちの受入れ体制を整備する

ことは非常に重要です。そのときに一番大事なのは、学

います。

　この小茅が取れる様々な条件が、現在社会的に、あ

るいはその生態的に限定的になりましたので、白川の

ほうではやむを得ずほとんどを大茅、御殿場の茅を

使っているという現状になっています。これについては

あまり好ましい状態とは言えず、ユネスコからも本来の

その地域の茅を使うべきだという意見が出されており、

代替措置ということで、将来は小茅へ戻すということは

目指されていますが、温暖化の影響などがあり、小茅の

生息域がどんどん限定的になっているのが現状です。

　それから、本来茅場であったものが一旦失われてし

まいますと、再生が非常に困難であるということ、また、

材料を刈る組織も廃れつつあり、個人で刈るにはなか

なか難しいということですが、そのような観点からも、こ

の細野高原の1.8ｍ程度の茅は、本日見た限りの感想

ですが、細くしなやかで耐久性もあり、質が良いと思わ

れます。実際に刈ってみないと分かりませんが、少なくと

も茅の材料として不足はないと言えます。ただ、量につ

いてはかなりまばらなところもありまして、全体的にスス

キが、草原が広がっているところではないと思います。

これは阿蘇も同じですが、120ヘクタールということで

すので、例えばその３分の１が茅場という事であれば、

屋根に葺くには十分な量が確保できます。このことにつ

いては実証実験を行うことで、どの場所で茅が刈りやす

く運搬がしやすいのか、また、どの程度の量が確保でき

るのかを確認することは簡単にできることかと思います。

　本来この地域では茅を屋根に葺いて、そして牛馬を

肥やして、さらに時代的に柑橘類の生育のために地域

経済を支えたことは間違いないです。その地域経済を

支える重要な資源、資材であったということが、この細

野高原の茅場が今に受け継がれている最大の理由で

す。決して生物多様性の維持をしたわけでもなく、観光

のためにしたわけでもない。皆さんが支えてきた結果、

これだけの草原が今に残され、その習慣が良いことと

して、皆さんの努力が今に続けられているということだ

と思います。

　今後、細野高原の茅場がこれだけの面積を残してい

くという事であれば、これは地域経済、産業とどのように

結びついていくかという事を明確にしていかなければ、

一部の限定的なものになりますし、ほかの土地利用と

いうことを考えることも必要なのではないかと思います。

これから東伊豆町、伊豆地域において、茅場はどのよう

に役に立つかということを議論していくことが必要です。

　そのことについて、午前中にもお話があった範囲で

いいますと、この地域では観光が大きな産業の主軸に

なっているということですので、温泉、細野高原、ビーチ

ですね、この３つが揃っている観光地は、国内はもとよ

りコロナウイルスがある程度収束すれば、海外、アジア

地域にとっては非常に大きな可能性を持っているのは

ないでしょうか。そのとき、この茅資源が役に立つのか

と考えていくことが大事ではないかと思っています。

　それでは具体的にどのように活用していくのかという

事について、茅葺きの建物を観光施設に取り入れて復

活させていくということが、私は非常に大事であり可能

性があることだと思います。茅葺きの民家は戦前ほど姿

を消したと思います。戦後間もなく、エアコン生活の中

で流れとして、茅葺きの建物を民家に戻すということは、

一部にあるかもしれませんけれども、かなり現実的では

ないです。この地域の観光として、もう少し観光の質に

変わった滞在型の、あるいは自然と親しむような、ある

いは子供たちの教育とか体験ということを重視した観

光にシフトしていくことを考えれば、観光施設も緩やか

に木造で茅葺きの施設ということが一定割合、世界的

に、あるいは日本の中でも進んでいることは間違いな

いです。ヨーロッパで茅葺きが復活しているのは、まさし

くリゾート地において、オランダやデンマーク、北欧の地

域で最も質の高い観光地は茅葺きで造られる建物群

がつくる景観やその中での生活のゆっくりとした時間を

過ごす、あるいは都市生活で非常に疲れた心身を癒や

す、そういった観光がこれからの大きな流れになると思

います。

　今どき海で泳ぐ人は非常に少なくなったと、本当にそ

う思います。なぜかといえば、ホテルの冷房の効いた室

内にいれば、海岸に出るということとは非常に落差があ

り難しいためです。昔は海の家といって、必ず海辺に日

よけをつくるような東屋などの仮設の避暑地を造り、

人々が海辺で休むような施設があってはじめて海水浴

ができていました。今は冷房の効いた施設は整備され

ていますが、海辺の本来の自然の中で昼寝をしたり、風

を楽しむような施設というのはもうないように思えます。

　ですから、例えばこの海辺に茅葺きのリゾート施設を

これからまた復活していくということを考えるのであれ

ば、細野高原で星を見るとか、別な自然を楽しむような

施設を造る必要もあると思います。そういった本来の観

光にふさわしい施設を、この伊豆にある杉という、戦後

植えた木を活用し、この無尽蔵の茅の屋根を葺くという

ことを町を挙げて、あるいはこの地域の経済を挙げて、

そしてここに集まっている草原を大切にする人たちと一

体となって風景をつくっていく、この細野高原の茅とい

うのはこれだけ素晴らしい暮らしを実現できるというこ

とが分かれば、草原を守るということも非常に意義があ

り、自分たちの生活を支えていることが明確になれば、

多くの方が協力することは間違いないと思います。そう

いった茅を用いた観光施設を造っていただきたいと思

います。

　茅葺きの建物というのは、民家に葺くような50ｃｍ～

１ｍに及ぶ、30年、50年の間立派にもつ茅葺きもできま

すけれども、例えば３か月間もたせたいということだっ

たら、もっと簡単な茅葺きの東屋などの仮設建築も現

在では可能です。様々な技術を組み合わせることもでき

ますので、茅葺きの新しい観光施設利用ということから

始まり、その茅を農業資材に２次利用する、茅葺きとい

うのは必ず屋根に葺いて、再利用するということが本来

の姿です。そういったことも一部取り戻すことによって、

茅というのは本当にありがたい恵みなのだということ

が部分的にも始まれば、もう少し農業に取り入れていく

ことや、本来の生活の中に茅がどんどん浸透していくと

いうことについて、観光施設を突破口にぜひ切り開い

ていただきたいと思います。

我々の協会としても助言や技術者・職人の教育ができ

ると思います。とにかくこの細野高原の茅というのは素

晴らしい資源であるということは、未来を必ず保証する

と思いますので、是非そういったプロジェクトを、行政を

はじめ、この地域の観光協会の方などが集まることで、

進めていっていただきたい、新しい地域が見えてくると

いうようなことでこの会で想像していただくのがとても良

いことではないかと思います。それだけの資源としての

圧倒的な質・量が本日確認できましたので、是非ともこ

の地域をまた開いていくというふうに思えてなりません。

　少し長くなりましたけれども、ありがとうございました。

何かご質問あればお答えします。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうございま

した。

○（一社）日本茅葺き文化協会（安藤邦廣）　茅葺きに

ついては建築的に規制があります。都市部、この密集地

域では不燃材で葺かないといけないという規制があり

ますので、街中では厳しいところがあると思います。二

十二条地域という区域になりますけれども、それは特定

行政庁が解除できます。今まで都市化ということが非常

に進んできましたので、二十二条地域の区域指定はか

なり全域に広まっておりまして、現在、様々な地域でその

解除は特定行政庁で行えるということになっております

ので、必要に応じて限定的に外すということもできます。

恐らく細野高原は二十二条地域に該当していないと思

います。もし二十二条地域があれば、その部分を解除す

るということも今はできますし、様々な観光地、茅で地域

づくりをしようとする地域は、例えば宮城県石巻市では

非常に広大なヨシ原を持っている地域がありますが、

一部の市街化区域を除いて解除しておりますし、重要

な茅葺き集落を保有する市町村の場合も、あるいは１

戸１戸の重要な民家がある場合も、その部分を部分的

に解除するということも現在進んでおりますので、そう

いうことはあまり障害にはならないと思われます。あくま

で、地域の主体的な住民の総意があれば、できるという

ことも申し上げておきます。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうございま

した。

　茅葺きの建物を観光施設として造り、お客さんに楽し

んでいただくというのは、先ほど白川先生からお話があ

りました茅プロジェクトのように、町にしっかりと還元で

きるような収益を上げられるような施設であったり、茅

を葺き替えるタイミングでそれを体験するということも、

複合した施設ができる可能性があり、個人的に色 と々

検討してみたいという風に思いました。

○パネリスト（鈴木豊美）　ただいまの茅のことですけ

れども、この細野高原の茅は屋根に葺くことについて問

題はないという事でしたが、今の細野高原は肥料とい

うものを全然やっておりません。肥料と言えば山焼きで

燃やした後の灰ぐらいです。茅に対して人為的に肥料

を与えても問題ないのでしょうか。

○（一社）日本茅葺き文化協会（安藤邦廣）　茅に人為

的に肥料を与えるということはしない方が良いと思わ

れます。また、今まで例としてはほとんどないと思います。

唯一、刈り取ることと、その後、燃やすこと、これによって

１万年間続いてきたということは最近の学説で立証さ

れておりますので、環境条件的に余程の激変がない限

り、刈り取って火入れをすることで、屋根に使う材料とし

て持続可能なことは間違いありません。そんなに心配

することはないと思います。

○パネリスト（鈴木豊美）　どうもありがとうございま

した。

　利用について一点、東伊豆町観光協会の石島さんに

お聞きしたいのですが、今後、観光協会ではドローンの

操縦体験など計画があるようですが、具体的にはどう

自分ももっと細野高原を歩き、良いところを探し、皆様

にもご紹介出来たらと感じています。以上です。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございます。

　明日のオンライン見学会にて、お二人には現地説明

会にご出演いただいております。明日ご参加される方は

楽しみお待ちいただければ幸いです。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　私もジオガイドを

持っていまして、細野高原はよくガイドツアーをしていま

す。お客さんには、ここはこういう経緯で草原になり、昔

はこういう利用をされていて、毎年山焼きを行い管理し

ているという事をお話すると、「山焼きを見ることはでき

ませんか」という方や、「私も草刈りをやってみたいで

す」という方が多くいらっしゃいます。少しでも細野高原

に携わるきっかけとして、草刈り体験や、最初から火入

れ体験をすることは難しいですので、見学できるスペー

スを設けるなど、山焼きを一般に公開してみてはどうか

と思います。

○教育委員会事務局長（梅原　巧）　突然のご質問、

申し訳ありません。東伊豆町教育委員会事務局長の梅

原と申します。

　細野高原には、県の指定文化財として湿原が何か

所かございまして、その中に桃野湿原というところがあ

ります。私も小さい頃から遠足などでそこに行っていま

すけれども、先日確認しましたら、かなり浅くなってい

るように見え、いずれ消滅してしまうのではないかと思

いました。

　文化財ですので、人の手を入れず自然のままにして

あるというのが現状です。しかし、湿原を保つために修

正すべきか、形状が変わってしまうとしても自然のままに

しておくべきか、どちらが良いのか疑問に感じています。

　また、先ほど富永さんの方からもお話がありましたが、

鹿や猪が湿原の中に入り沼田場にしているため、掘り

返されて荒れてしまっています。ワイヤーなどを用いて、

周囲を全部囲ってしまえば入れないと思いますが、金

属なので錆が出ます。文化財的な面がありますので、自

然のままにしておこうという結論に現在はなっています

が、本来の管理はどのようにあるべきか、詳しい方がい

らっしゃればご教示いただけますと幸いです。

○実行委員（内山義政）　ご質問ありがとうございます。

　まず、文化財としての保存と、観光として利用しつつ

保存していくというのは相入れないものだと思います。

湿原の乾燥化や鹿柵を設けるというのは、私も専門で

はありませんのでお答えすることが難しいですが、会

場でもし詳しい方がいらっしゃいましたらお願いいた

します。

○芸北高原自然館主任学芸員（白川勝信）　私は元々

湿原が専門となりますが、大学を卒業後に草原のほう

に入りました。東伊豆町の気候だとおそらく低湿で細野

高原を見ても、窪地のようなところに水が集まり、湿原に

なっているのではないかと思います。いわゆる、栄養分

の少ない水が集まりその上にミズゴケが生え、そのミズ

ゴケがスポンジの役割をし、水を溜めてできるというの

が信州や北海道のような高層湿原ですが、それらとは

全く異なる低湿地です。低湿地は有機物や土砂が入っ

ていくと、長い目で見て埋まってしまう運命にあります。

　西日本を含め、低湿地がどうして長い間保たれてき

たのかについては、一方で草原を利用してきたというと

ころがありそうです。集水域でしっかりと草刈りをして有

機物が流れ込まないようにすることが、湿原の中の植

物の成長などが抑えられ、湿原の中に枯草などがたま

る量が減っていくことになります。あるいはカンスゲなど、

昔は草がとても大事でしたので、湿原のすぐ際まで草刈

りをしていたという話をよく聞きます。そのようなこともあ

り、里地といいますか、湿原の周りが積極的に利用され

てきた方が、長い間の人と自然の関わりの中で湿原が

残されてきていると思います。細野高原の現地を確認し

ておらず、写真や記憶での推測ですが。

　猪についてはおそらく、昔はそこまでの頻度で草原

の中に入ってくるような状況ではなかったと思います。

鹿も同じだと思います。現況ですが、逆に猪が沼田場に

して荒らすというのは、大きく見て悪いことではなく、湿

原の中に眠っている種子が表に出て、芽を出すという

こともあります。但し、このことも頻度が高過ぎると悪影

響になるのではないかと思います。

　錆などの鉄分につきましては、こちらの湿原の中には

ミズゴケなどはあるのでしょうか。

○ネイチャーガイドクラブ（富永眞弘）　あります。

○芸北高原自然館主任学芸員（白川勝信）　大体、酸

性のほうに偏っています。バクテリアが発生するため油

が浮いたとしても、そのことは特に自然な状態なので気

にすることではありません。やはり、現地を確認させてい

ただいてから、お話しさせていただければと思います。

よろしくお願いします。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございます。

　ただ今ご説明のありました細野高原のような低層湿

原の場合は、周りが森林だと木の葉などが幹に落ち、

蒸発や木の蒸発散があり水分が失われやすいのです

が、草原ではそれがないため、直接水が流れてきて水

源としてたくさん確保できるというご説明でよろしいで

しょうか。

○芸北高原自然館主任学芸員（白川勝信）　はい。

　私たちの一生に比べ湿原の一生は長いですが、運

校の先生でも実際に野外活動を自ら教えた経験のある

方はなかなかいらっしゃいませんから、こちらで安全に

引率して、また宿泊場所の提供ができるような、そういう

体制ができれば細野高原は明日からでも自然学校に

なるのではないかと思います。是非、そのような支援を

町として、地元として応援していただければと思います。

ありがとうございました。

○町長（太田長八）　ありがとうございました。藤田さん

には地域おこし協力隊での３年間、本当に良く頑張っ

ていただきました。

　その中でも良い活動だと思ったのが、今回コロナ禍

の中でしたが、子供たちを自然の中で楽しませて、その

間お家の方は仕事をやるという親子ワ―ケーションの

実施です。藤田さんが子供たちを見ていてくれたからこ

そ、子供たちは楽しく自然の中で学ぶことができ、お家

の方も集中して仕事をすることができたと思います。こ

れからの東伊豆町にとって、貴重な人材だと考えていま

すので、これを機にさらにご活躍いただき、活動の幅を

広げていっていただければありがたいと思います。今後

のご活躍に期待しています。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございました。

　藤田さんには引き続き、東伊豆町の環境教育の推進

を頑張っていただきたいです。今回、我 ３々人で準備を

していく中で、環境教育という言葉を上げましたけれど、

現在、細野高原の管理を主体となって行われています

４区の役員の皆様ですとか、私は田町区の出身ですが、

田町区の場合は役員のＯＢや有志による担い手が年々

増えていっていまして、私もメンバーとして活動していま

すが、そのような形で、主体となって管理を行っていく

方 と々一般の観光客との間に立ち、一般の方々を担い

手サイドにもう一歩踏み込んで誘い込むことができれ

ばと思いました。そういった中で環境教育というのは、

引き込み方の一つなのではないか思いますので、担い

手、作り手として頑張っていただくという事と、これまで

町内でそうした活動をネイチャーガイドの皆様ですと

か、ジオガイドの皆様でされてこられましたので、１３年

前のシンポジウムや今までの経緯を踏まえ、これからこ

のようにしていけば良いのではないかというご意見な

ど有りましたら、コメントをいただけますでしょうか。

○ネイチャーガイドクラブ（富永眞弘）　ネイチャーガ

イドクラブの富永と申します。

　１３年前には会長を務めさせていただきましたけれ

ども、それから細野高原の環境として大きく変わったこ

とは、鹿の食害が増えたことです。先ほど写真が出まし

たけれども、畑のようなものを作り、絶滅しそうな植物を

植え、保護するという活動を行っています。しかしながら、

鹿の食害が増えている今、保護した植物をすぐに元の

場所に戻すことはできませんので、鹿の食害が減少す

るまでは現在の活動をやり続けていかないと、種の保

存はできないものと考えております。

　もう一つはこちらも鹿に起因することですが、マダニ

がとても増えています。そのような中で、マダニが活動的

になる時期にお子さんが芝生であっても足を踏み入れ

ることは、危険なことだと思います。以上２つの違いが

確認できました。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございます。

　ジオガイドの鈴木さんはいかがでしょうか。

○ジオガイド（鈴木京子）　ジオガイドの鈴木と申します。

　私はジオガイドを案内して日が浅いので、この場で

特筆してお話をさせていただくのは難しいと思いますが、

やはりジオガイド協会的に細野高原はとても貴重な場

所で、ここを案内してお話ししたいというジオガイドは、

本部にも多いです。私個人といたしましては、小さい頃

からの思い出がありまして、ワラビの季節になれば家族

でワラビ刈りをし、山焼きも私の父、弟、私の主人、息子

も、みんなが体験しております。そのように、家族みんな

でずっと守ってきた細野高原でありますので、細野高原

の中に通っていますあの道路も、父たちの時代に造っ

ていました。造るたびに父が、「いい道ができたから行く

ぞ」と言い、誇らしげに細野高原に連れて行ってくれて、

素晴らしい景色が望める場所を紹介してくれました。

　学校的には遠足に行きまして、中学校の遠足では秋

の紅葉を見に出かけました。春にも行きましたが、その

時には桜の木がありましたので、後日、友達とまた歩い

て、桜を見に行こうって登ったものです。

　そしてもう一つの思い出が、夏休みに熊口まで行き、

学校でキャンプをしました。やはりそこでは綺麗な水が

出るということが先生たちも分かっていましたので、川

の水を汲みカレーを作り、飯盒でご飯を炊きました。

　そのように貴重なところですので、本当に残してい

きたいという気持ちはあります。私は残していくための

原動力の一部分になれませんので、観光の方で携

わっていますけれども、先ほどの白川先生のお話を

伺って、何か自分の経験を活かし、子供たちが思い出

作りをすることができれば、将来も大事にしていってく

れるのではないか、継承していってくれるのではない

かと考えています。自然学校もそうだと思いますが、そ

のような経験を幼い頃に積み重ねていくことが重要で

はないかと感じます。

　ジオという事ではあまり詳しくお話しできませんが、

１．開会

○司会　では、始めたいと思います。

　ご来場お皆様、そして配信でご覧くださっている皆

様、こんにちは。

　ただいまより第13回全国草原サミット・シンポジウ

ムｉｎ東伊豆、阿蘇分科会を開催いたします。

　私は、今回の進行役を務めさせていただきます公益

財団法人阿蘇グリーンストックの井上と申します。どう

ぞよろしくお願いいたします。（拍手）

　ありがとうございます。

　さて、今回の分科会では、阿蘇草原再生、新たなス

テージへ～草原の恵みを守るための仕組みづくり～

をテーマに２つの講演、また、その後、パネルディス

カッションを予定しております。パネルディスカッショ

ンでは、時間が許せば会場の皆様の声もお伺いでき

ればと思っておりますので、どうぞよろしくお願いいた

します。

　なお、今回は新型コロナウイルス感染防止対策とし

て、会場の人数を制限させていただいております。同時

にユーチューブでのオンラインの配信も視聴できるよ

うになっております。配信でお聞きの方もメッセージ等

でご意見をいただけましたら幸いです。

　それでは、講演に入ります前に、今回の分科会の趣

旨につきまして、環境省阿蘇くじゅう国立公園管理事

務所の山下さんからご説明をいたしますので、よろしく

お願いします。

○環境省阿蘇くじゅう国立公園管理事務所（山下淳一）

　皆さん、こんにちは。環境省阿蘇くじゅう国立公園管

理事務所の山下と申します。

　今日は、お集まりいただきまして、ありがとうござい

ます。

　私のほうから、まず今日のこの分科会の趣旨をごく

ごく簡単に３分ぐらいでご説明をさせていただきたいと

思います。

　それでは、早速まいります。

　もう皆さん、ご存じのとおりだと思いますけれども、阿

蘇の草原の特徴というのは、まず野草を主体とする草

原としては日本最大の規模であるということと、牛馬を

利用した農業生産とか草資源の循環という経済社会

の仕組みによって維持され続けた草原、あるいはその

まま放っておいてずっと草原であったということでは

なくて、生業によって維持され続けた草原というのが大

きな特徴であると思います。

　その草原ですけれども、いろんな恵みといいますか、

役割を持っていまして、まず、１つご紹介するのは多様

な生き物のすみかということで、植物で大陸と陸続き

だったことを物語っているようなヒゴタイですとか、そ

ういう植物があったりとか、ほかでは見られないよう

な希少種の植物も生育していたり、あとは、植物が多

様であるからこそ、多様な動物の生息できる環境を育

んでいると。１つ取り上げますと、チョウなんかでは、熊

本県で見られるチョウ117種のうち109種がこの阿

蘇の草原で見られる、チョウの楽園とも言われるよう

な多様な生き物のすみかになっています。

　それから、観光資源としての価値、これも言うまでも

ないことかもしれませんけれども、ちょっと古いデータ

なんですけれども、観光客の方に阿蘇のどこがいいで

すかというのを聞いたアンケートがありまして、草原が

広がる風景というのを77％の人がいいと答えていた

りですとか、牛馬のいる放牧風景とか花やチョウなん

かの野生生物がある風景なんかを答えていらっしゃる

方もいて、かなり観光資源としても欠かせない存在に

なっていると言えます。

　それから、最近注目されているところでいうと、炭素

　今後どのようにしていくのかについては、町全体で決

めていくことだと思いますが、このような会も重ねたうえ

で、しっかりとプロジェクトの推進をしていければと思

います。

　最後になりますが本日は様々な意見が出ましたので、

町長より本会のまとめをよろしくお願いいたします。

○町長（太田長八）　本日は貴重なご意見を多数いた

だきまして、ありがとうございました。

いただいたご意見を基にこれから戦略を練り、推進し

ていきたいと思います。

　そういった中で、日本茅葺き文化協会の安藤様には、

茅葺きや茅の再利用という事について、また色々なご指

導をいただけますと、大変ありがたいと思います。

　本会を通じ、皆様が細野高原について真剣に考えて

いただいていることを、一層深く感じました。今後とも皆

様とは情報共有を行っていき、保全や利用について検

討していければと思います。

　また、最も大事なのは管理を行っていく後継者、これ

が一番重要だと思います。今のままでは必ず担い手不

足となってしまいますので、今後の体制をどのように変

化させていくか、そしていかに細野高原の素晴らしい自

然を保全していくか、これこそが最大の課題です。皆様

と一体となり、この保全にしっかりと取り組んでいきた

いと考えておりますので、その際にはまたご支援とご協

力の程をよろしくお願いいたしたいと思います。

　以上です。ありがとうございました。

○（一社）日本茅葺き文化協会（安藤邦廣）  申し訳ご

ざいません。最後によろしいでしょうか。

　この茅場の維持管理について、先ほど町教育委員会

の梅原さんよりご発言があった中で思い出しましたが、

文化庁の制度で文化財を守る資材を選定する、「ふるさ

と文化財の森」というものがあります。この中に茅場が

含まれていまして、現在、全国１９か所の茅場が選定さ

れており、静岡県だと朝霧高原が数年前に選定されて

います。各県に１か所程度ありますが、文化庁の中で一

番新しい制度となっています。文化財というのは法隆寺

などの建築物、それから、それを守る職人技、無形文化

財といいますが、それに加えて資材の文化財制度が一

番新しく、１０年ほど前にできたばかりです。例えばヒバ

塗装や漆です。その中にやはり茅がとても不足している

ので、茅場を保全、管理していきましょうということで、文

化財に出荷する茅として、そのエリア選定するというこ

とができます。

　私が本日見た限り、細野高原はこれに合致する場所

だと思います。ただし条件としましては、文化財への出

荷実績が多少なりとも必要ということになります。その

ためこの地域にある文化財、市町村指定や登録文化

財でも可能ですが、茅葺きの建物が伊豆半島にはたく

さんあると思います。例えば伊豆の国市にある国指定

重要文化財の江川邸もそうですが。そういうことで２～

３年程度の実績を積み、細野高原の茅場の質、量は問

題ないと思われますので、是非、茅刈りを始めていただ

き、選別したものを出荷する取組をしていただければ、

制度の対象として選定されると思います。選定される、

文化財の森から様々な助成制度受けられます。普及啓

発事業というもので毎年助成が出ていますので、最大

２００万円の満額補助となりますが、そこに町民の方々

が参加して、皆様と一緒に環境教育を推進していきな

がら茅刈りを行い、山焼きをやること、このような環境

保全全体の取組を体験、研修することで補助が受けら

れます。

　また、選定地の整備費用にも半額補助が受けられま

す。例えば農道整備や支障木の伐採、山焼きについても

環境整備事業となります。いずれも県を通じ、文化庁へ

の申請手続や調査の依頼を行い、町の文化財関係課

から県の文化財関係課の方に連絡を行います。私も文

化財のほうの選定委員となっていますので、私の見た

限り細野高原は是非、ふるさと文化財の森に選定して

いくことを２～３年の目標にしてやっていただくと良い

のではないかと思います。

　細野高原の観光利用というのは、長期的に一歩ずつ

やっていくことが必要ですけれども、取りあえず、文化財

制度を活用していくことは非常に利点が大きいと思い

ます。是非、文化庁への問い合わせやホームページを

ご確認いただき、ふるさと文化財の森という制度を調べ

てみてください。生物多様性の維持や環境教育というこ

とを推進していくために、とてもいい制度だと思います。

以上、補足となります。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

○司会　この後午後３時２０分より、各分科会場の方

にご出演いただき、WEB配信にて全体会を予定してい

ます。

　藤田さん、内山さんにおかれましては、全体会での発

表に向け意見をまとめていただきますので、東伊豆会

場の分科会はこれにて終了といたします。

　藤田さん、内山さん、鈴木さん、どうもありがとうござ

いました。

　それでは全体会までお時間がありますので、休憩を

お取りください。

の固定機能というのがかなり優れているらしいという

のが見えてきていまして、2013年の成果を基にします

と、阿蘇郡市の全世帯が１年間に排出するＣＯ２の量

の1.7倍ぐらい相当の炭素を草原が固定しているとい

うことで、阿蘇の中で見たら、排出よりも吸収が勝って

いるというようなことが言えて、地球温暖化防止の観点

からも未来に残す価値が高いというふうに考えられて

いたりします。

　それで、そういう様々な恵みがあるんですけれども、

過去から草原がどうなってきたのかというのを見ると、

かなり減ってきていると。100年前は阿蘇地域、ほとん

ど草原が広がっていたのが、見ていただいたら分かる

とおり、2007年にはかなりそれが森林に置き換わって

しまっているというような現状になります。

　草原再生協議会というところで議論をしていますけ

れども、じゃこの先どうなっていくんだろうって考えたと

きに、30年後の姿をちょっと想像しようみたいな話を

していまして、５年に１回牧野の調査がされている中で、

野焼きとか輪地切りをあとどのくらい継続できますかと

いうような調査項目があります。その中で、「10年以上

はできそうだ」と答えている牧野さん以外は、ちょっと

30年後まで管理を続けているのは難しいんじゃない

かというふうに仮定した場合なんですけれども、面積

で６割ぐらい減っているような予測になります。

　こういう状況もある中で、次世代へ残すべき姿で30

年後の目標というのを草原再生協議会の中で議論し

ていまして、先ほど申し上げた６割の草原面積減少と

いうのもあり得るかもしれないという中で、「今と変わ

らない規模の草原を残す」ということを目標に設定し

ようとしています。これ特に牧野組合さんの意向も大き

くて、やっぱりモチベーションを持ってやっていくため

にも、減少というところを目標にしてモチベーションも

上がらないだろうということで、最低限維持はしようと

いうような目標設定をしようとしています。

　そのために、３点目なんですけれども、そのために

は長年続いてきた生業による草原維持、これをどう支

援を強化していくのかというのを考えていく必要があり

ますけれども、もう一つ、今までもこれはやってきたんで

すけれども、もう一つ、近年、草原の持つ恵みというの

は、先ほどお話ししたような部分というのが注目され

ていますので、この草原の恵みを守るという観点から

も、草原を支える仕組みづくりというのを進めていく必

要があるかなというふうに思っています。今日は、この

草原の恵みを支える、守るための仕組みづくりというも

のを考える一つのきっかけにしたいなと思っておりま

す。そのために２つほどご講演をいただいて、その後

にパネルディスカッションということで進めさせていた

だければと思っておりますので、皆様よろしくお願いい

たします。

　私からは、駆け足になりましたが、以上です。

○司会　ありがとうございました。

２．講演

①阿蘇の草原がもたらす恩恵～最新の研究報告～

　それでは、早速、講演に移りたいと思います。

　お一人目は、熊本県立大学特別教授の島谷幸宏様

にお願いしたいと思っております。

　島谷先生は、現在多くの研究者が関わって進めてお

られる環境総合推進費研究の研究リーダーであり、今

日はその成果について、阿蘇の草原がもたらす恩恵、

最新の研究報告についてご講演をお願いいたします。

　それでは、島谷先生、よろしくお願いいたします。

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　皆さん、こん

にちは、島谷です。

　阿蘇の研究は、立場的には九州大学の特命教授と

してやっています。ただし、４月から熊本県立大学のほ

うにお世話になっていまして、私の実家が龍田なので、

熊本を今中心にしながらいろいろ仕事をしています。

　今ご紹介になったんですけれども、これが環境省の

推進費のテーマです。阿蘇をモデル地域とした地域循

環共生圏の構築と創造的復興に関する研究というこ

とで、大きく言うと３つのテーマでやっていて、そのそれ

ぞれのテーマがまた３つに分かれていて、９つの大き

な研究が集まった物すごく大きい研究です。私が全体

のリーダーをしていて、東海大の市川先生が特に地下

水のことをやられていて、慶応大の一ノ瀬先生が特に

後ろのほうの地域循環共生圏のほうの研究をされて

います。今日お見えになっています、実は。ちょっと驚き

ました、私も。

　研究の背景は、2017年に北部九州豪雨があって、

2016年に熊本地震があって、それで熊本県は創造的

復興というのを打ち出されました。その創造的な復興

を環境省が提案されている地域循環共生圏とどうやっ

てつなげていくかという研究になります。

　今日は特に草原のお話を中心にしますが、この阿

蘇は九州の中央部にあって、実は６本の１級河川、筑

後川、大野川、五ヶ瀬川、菊池川、白川、緑川という６

本の１級河川の水源になっています。ですから、玄海

灘から瀬戸内海から有明海からですね、いろいろなと

ころに水を注ぐ一番上流の地域になっています。流域

の人口が230万人と言われていて、しかも筑後川から

福岡導水で水を配っていますので、約480万人、500

発散、雨から蒸発散を引いたものが水資源量というこ

とになります。特に筑後川の場合はダムがありますの

で、雨が降ったときの水も全部ためてしまうので、基本

的には下流に流れていく水資源量は降った雨から蒸

発する量を引いたものということになります。

　そこで、こういう樹林とススキがどれぐらい蒸発散量

が違うかということを測定しています。宮沢先生という

先生が研究をしています。植物には、ちょっと難しくな

るんですが、光合成をするときにＣ３という植物、普通

の一般的なＣ３植物というスタイルと、ススキのように

Ｃ４植物というスタイルの光合成をやるタイプとがあり

ます。ススキはＣ４植物というタイプになります。Ｃ４植

物というのは、難しいんですけれども、機構がすごく

違って、非常に二酸化炭素を節約しながら光合成をす

ることができます。水を使う量も非常に少ない、節水型

の植物というふうに言われています。このＣ３植物とＣ

４植物というのは非常に重要なポイントになっていて、

阿蘇では草原にするとほとんどススキになります。スス

キになるということが蒸発散量を小さくしているという

ことになります。

　それで、今、牧野の方に協力していただいて、直接

葉っぱにこういう樹液流計というセンサーをつけて、

ここから今、直接測れるようになりました。一つ一つの

茎からどれぐらいの水分が蒸発しているかというのを

１年間測っています。それで分かってきたことは、これ

が杉で、ササやヤシャブシで、ススキとなりますが、１

年間ずっと積算していくと、杉とススキでは非常に大き

な蒸散量の違いがあるということが分かってきました。

これはもう光合成の仕組みが根本的に違うので、非常

に節水型の植物であるススキが生えているということ

がこの節水型だということが分かりました。

　今ちょっとそれを年間どれぐらいの蒸散量になるか

という推定を行っていて、ちょっとまだ低めの推定に

なっているんですが、これススキです。ススキがＣ４と

いう植物で、ほかのは全部Ｃ３植物なんですが、ススキ、

ササ、杉、ヒノキ、ヤシャブシというようなもので考えて

みると、恐らく杉・ヒノキに比べて１年間に年間の蒸発

散量が100ミリは最低違うだろうということが明らか

になってきました。

　現時点ですが、今年度の３月までで研究を終わりま

すので、それまでにはこの明確な数字が出てくると思

うんですが、水の使う量からすると、ススキ、ササ、ヤ

シャブシ、杉、ヒノキという順番になるであろうというこ

とがどうも明らかになってきました。これ非常に重要な

ことになります。

　ここに阿蘇がありまして、ここに、今見ている草原っ

てほんの一部の草原なんですが、もし樹林に替わって

しまうと、年間100ミリから200ミリぐらい、下流に流れ

るお水の量が減ってしまうということになります。100ミ

リというのは高さの単位ですね。１年間、大体この地域

が3,000何百ミリと降りますが、そのうちの100ミリ分

が蒸発、空中に出ていってしまうということになります。

ですので、草原があることによって、下流に水を配るこ

とができているということになります。大体その量は、

後でちょっとご説明しますが、年間1,000万トンとかそ

ういう量になります。実は、下筌、松原ダムという、ここ

に２つ、ちょうどこの阿蘇から出てくるところにダムが

あって、そこから平地に水が出ていくわけですけれども、

このダムでは発電を行ったり、下流への有明海に流れ

ていく水を供給したりしているわけですけれども、実は

有明海のノリが取れなくなった、冬場取れなくなったと

きには、このダムを操作して、水を放流して下流に栄

養物を送るという、栄養源を送る操作をしています。そ

の水の量は大体1,000万トンとか、大体それぐらいの

量なんですが、それは草原がなくなると、それがちょう

どできなくなるぐらいの量になります。非常に大きな量

です。

　今までに行われた松原、下筌ダムによる緊急放流と

いうことで、大体冬場です。冬場、ノリが行われるように

なって、ノリの色落ちと言って、色が落ちてくるんですね、

栄養塩がなくなると。窒素の濃度が低くなったときに松

原ダムを放流すると、窒素濃度がばあっと上がって

いって、色落ちしなくなるということで、実は草原の水と

いうのは、有明海のノリを支えているということにもつ

ながっているんですけれども、あまりそれは意識されて

いません。松原ダムの流域で例えば草原がもしなく

なってしまえば、約1,000万トンぐらいの水資源がなく

なってしまうということになります。それは、人口でいう

と11万人分ぐらいの水資源量になるということなので、

非常に大きい水の量だということが分かると思います。

今まで草原について、あまり定量的に水をどれぐらい

節約するかというのを分かっていなかったんですが、

それが今分かりつつあるということです。

　それともう一つは、今、立野ダムができているんです

が、こっちがカルデラと、下流の熊本の地下水がつな

がっているかどうかということに焦点を当てて研究を

しています。ずっとボーリング調査が、最近、地震の後

いっぱい行われまして、そのときの地下水を連ねてい

くと、これがつながっているということが明らかになっ

てきました。それがですね、量的にどれぐらいかという

と、これは熊本大学の嶋田先生たちがシミュレーショ

ン、１年間の水収支というのを示したものです。

万人の水源になっているということで、非常に重要な

地域になっています。

　しかし、これはあまり知られていないです。私、福岡

市民もやっているんですけれども、福岡市の人は、筑

後川から水をもらっているという意識はあるんですけ

れども、阿蘇から水をもらっているという意識はほとん

ど希薄なんですね。有明海の人も、筑後川とか白川と

か緑川とか菊池側から水が流れているというのはよく

知っているんですけれども、その上流は草原だという

のを皆さんご存じない。有明海は、よく泥の干潟で、阿

蘇の噴火物によってできているどろどろの干潟で、そ

れが非常に豊かだというのは言われているけれども、

その水の水源が阿蘇だというのはあまり言われてい

ないと。そういうところがあります。

　この９つの、サブテーマになるんですけれども、簡単

にいうと一番上が自然災害を生態系によってどうやっ

て守るかというような感じの研究です。自然資源を使

いながら災害を防ぎ、それを創造的復興につなげてい

こうというのがテーマ１。テーマ２は、熊本地震によっ

て地下水に影響が出たので、その地下水がどういう影

響を受けて、それがどういうふうに回復しているのか。

それから、その地下水が、１回カルデラの中に入った

水がどういうふうにほかのところとつながっているか

という研究。テーマ３は、自然資本と社会関係資本と

いうのは、人間関係とかいろいろな社会のことにも注

目して、地域循環共生圏というのをどういうふうに成

立していけばいいかという、文系の研究から理系の研

究まで、非常に幅広い研究となっています。

　簡単にいうと、阿蘇地区の中で自律分散型の社会

を構築しつつ、他の大都市圏等といろいろな交流をし

ながら、創造的復興と地域循環共生圏をどうつなげて

いけばいいかということの研究をしているということ

になります。

　扱っている自然資源としては、草原だとか森林、そ

れから石材、水田、湿地、水みたいなものを対象にし

ています。

　この図はですね、ここに中央の火山地帯があって、

カルデラがあって、外輪山があって、そういう色を示し

ていますが、この草原、災害との関係を示していますが、

集落の配置をどういうふうにすればいいのかとか、低

地の氾濫をどうやって防げばいいのかとか、田んぼダ

ムをどういうふうにしていいのかとか、こういうカルデ

ラと外輪山のランドスケープに基づいた自然の機能

も生かしたような防災はどうあるべきかというような研

究をしています。

　皆さんご存じのように、阿蘇はこの草地が外輪山の

上と斜面というのがあって、その下に林地があって、集

落があって水田があるという、一つの配置構造が単位

となって、一つの集落が草地から林地、水田、そういう

管理をしているという、そういう仕組みがあるというの

は皆さんご存じで、こういう関係が非常に重要だとい

うふうに思っています。

　まず、災害との関連を見ていくと、草原、これはです

ね、縦軸に崩壊の確率を書いてあって、これいろいろ

な植生について書いてあるんです。これを見ると、草原

が崩壊の確率が高い。しばしば崩れやすいということ

が分かりますが、そのときの崩壊の深さは小さいという

ことが分かっています。ですから、草原にすると、時々

崩れるけれども、大きな被害はもたらさないというよう

なことが分かっていて、しかも、傾斜が比較的緩いとこ

ろの樹林帯がこういう土石流とかを緩衝する機能が

あるということも分かっています。

　次に、水の機能についていろいろ研究しています。

特に筑後川と白川に着目して研究を実施しております。

　実は、筑後川というのは阿蘇の外輪山を水源として

福岡県を通りながら有明海に注いでいる九州一の大

河です。ここから福岡に導水を持っていって、福岡市の

水も供給して、約30％ぐらいの水を供給しているとい

う非常に重要な川になっています。松原ダムというダ

ムが筑後川の上流にあって、上流のこの地域の水を、

外輪山の水を集めて、１回、松原ダムでためて、それで

下流に供給しているということになります。流域の草原

の状況を見てみると、どんどんどんどん今減っていると。

1900年頃に比べて、半分ぐらいになっているというこ

とが分かります。

　それで、どういうことをやっているかというと、実は雨

が上から降って、雨が降ったものが植物とか地上から

蒸発とか発散、発散というのは葉っぱから出ていくの

を発散と言うんですが、蒸発散して上に向けていくと。

それ以外のものは表面に流れるのと地下に浸透する

のと、二通りで流れていくということになります。ですか

ら、下流に流れていく水の量は、この植物等からの蒸

を目的として、村長が火入れ責任者となって野焼き再

開を進めておられます。本日は、その事例を中心に南

阿蘇村の草原管理の取り組みについてご発表をいた

だきたいと思います。

　それでは、吉良村長、よろしくお願いいたします。

○南阿蘇村村長（吉良清一）　皆さん、こんにちは。今、

紹介がありました南阿蘇村の吉良と申します。

　今、村長ということでございますが、私はもともと農

家の長男で、無農薬の米とか、あるいは私自身も野焼

きとかに参加しておりました。これまで農地や草原を

守るためにいろんなことをやってきたんですが、もう農

家の１人、２人では、これはもう守れないということで、

村長を目指しました。しかしながら、なかなか簡単に

は合格させていただけませんで、今から17年前に南

阿蘇村が合併したときに初めて出まして、落ちて、落ち

て、落ちて、４回目にやっと合格いたしました。周りの人

は私のことを吉良清一の趣味は何か知っとるかいと、

吉良清一の趣味はね、選挙だもんなと。特技は何か

知っとるといったら、特技は落ちることだもんなという

ふうにからかわれておりました。

　そういうことで、私は本当にこの草原の水量を守る

と、このために村長になったようなもので、今いろんな

取組でしっかり頑張っております。私は、講演するほど

知識が豊富ではありませんので、地元の水分量など現

状をお話ししようと思って、この役を引き受けました。し

ばらくの間ですが、よろしくお願いします。

　それでは、早速、話に入っていきますけれども、話の

内容は、この画面のとおりで、途中に私の持論あたり

も少し述べさせていただきたいと思います。最後に、村

で作ったビデオがございますので、それをご覧いただ

ければと思います。

　まず、南阿蘇村の火入れ対象地は1,500ヘクター

ルございまして、27の牧野があります。うちの牧野の特

徴としましては、こっちの北側と比べまして急斜面が多

いということ、それから、谷が深いということがうちの

特徴だと思います。そのために輪地切りなどはとても

苦労しますし、また、放牧牛を見つけにくいという、そう

いう苦労もございます。そして、平成28年に３つの牧野

が中止をいたしました。原因は、これは慢性的なもの

なんですが、高齢化、あるいは担い手不足、また、火入

れ責任者の、これは区長さんなんですが、その責任が

大変重いということが原因です。死亡事故が28年に

発生しまして、区長さんが死亡事故の後に事情聴取と

か、あるいはいろんな事故後の手続とか、また、遺族へ

のお見舞いとか、ものすごくご心労をされております。

火入れ責任者についてはまた後ほどお話ししたいと

思います。

　そして、これは同じく28年に起こった熊本地震です。

牧野のあちこちでこういう牧道が被災を受けまして、２

つの牧野組合で野焼きを中止しております。

　これから再開に向けた取組ということを簡単にご説

明しますと、南阿蘇村と牧野組合、熊本県で連携協定

を結びました。真ん中にいらっしゃるのが白川牧野組

合の組合長さんです。白川水源の上辺りが野焼きが中

止されておりますので、そこら辺からまず復活したほう

がよかろうということにしました。村と熊本県で予算を

組みまして、防火帯の整備等を行いました。その白川

地区でも集会をして、野焼きの再開について議論が

あったんですが、野焼きの再開についても疑問視する、

つまり無理やりせんでもいいんじゃないかという意見

もありましたけれども、その中央の後藤区長さんの強

いリーダーシップで、野焼きは何としてもせないかんと

いうことで、再開することができました。

　火入れ責任者をですね、区長さんから村長、私とい

うことにしました。区長は現場の監督者。それから、こ

れまで区長が申請をして村が許可するという許可制

度でしたけども、これも届出だけでいいという届出制

にいたしました。

　重機により白川牧野を早朝、総延長で20.7キロ

メートル、800万ぐらいかかったと思いますが、整備を

いたしました。それによって、今年の３月に、これは野

焼きの様子ですが、４年ぶりの野焼きでしたので、多く

のカヤがあって、もうそれはそれはすさまじいほど、恐

ろしいほど燃え上がりました。

　これは５月の写真ですけれども、野焼きをしたところ

が緑色になっているかと思います。途中に防火帯があ

ります。中腹ほどには保安林がございます。

　これは、ちなみに私が朝に写真を撮ったんですが、

３月です。雪が降ったところが白くなっていますが、野

焼きをしたところは、野焼きをすれば草がありません

ので、もう地面に直接雪が積もります。ですから、こうい

う具合に白くなります。白くないところは、野焼きがして

いないところです。

　私の持論を少し話しますと、左が野焼きをしない場

合、右が野焼きをした場合で、梅雨の時期がですね、

梅雨は雨が降るわけですから、野焼きをしたところは

草が生えていますので、雨が、先ほど島谷先生の話に

もあったように、雨が地下に浸透します。しかし、左側

はススキがありますので、いわゆるかやぶき屋根状態

で、恐らくほとんど地下には浸透せんで、カヤを伝って

下に流れ下っているのではないかというふうに考え

ます。

　皆さん、水収支ってとっても分かりにくいんですけれ

ども、阿蘇のカルデラを一つのおけみたいに考えて、

上から降ってくるのが１年間に3,629ミリの雨が降っ

てきています。これシミュレーションで出てきたものな

ので、この辺の蒸発量というのはいろんなところの平

均になっています、建物とか水田とか山とか。大体その

うちの463ミリぐらいが蒸発していくよと。土の中に

2,600ミリぐらい入って、土から2,500ミリぐらい出て

きているということが分かります。蒸発するので、それ

が155ミリということで、地下水から７ミリ、それほど大

きな値じゃありません。地下水、つながってはいますけ

れども、ボリュームとしては大きい値ではないと。１年

間に3,000ミリぐらいの水がカルデラから下に出て

いっていると。

　これ非常に重要なのは、そのうち、3,000ミリのち

2,500ミリぐらいは１回土の中にもぐってゆっくりと出

てきているということです。ですから、洪水のときに出て

いっているのが大体500ミリぐらいということで、これ

は非常に、日本の川の中では大体洪水のときに出て

いく水の量とふだん出ていく水の量が１対１ぐらいだ

と言われているんですが、阿蘇の場合にはカルデラが

あるせいで非常にゆっくり水が出ていっていると。だ

から、下流の洪水も草原とか水田の涵養とかによって

減らしていると。だから、１回雨が降っても水が染み込

んでいきますので、それがゆっくりと湧き水という形で

出ていっているということになります。

　それで、大体の量は出てきたんですが、大体、阿蘇カ

ルデラから流出する白川の流量は年間７億トンと。そ

のうち大体１億トンぐらいが白川の中流域で、農地で

地下に浸透していると言われていますので、阿蘇カル

デラの中に降った雨のうち、１年間に約１億トンぐら

いの地下水は熊本市の地下水として供給されていると

いうことが大分明らかになってきました。ですから、今

まで定性的には言われていたんですが、こういう現象

は、一つは外輪山の草原は福岡の筑後川はじめほか

の地域の水の資源として非常に重要な役割を果たし

ていると。阿蘇カルデラから熊本に関しても、カルデラ

に降った水もちゃんと地下水を涵養するのに役立って

いるということが明らかになって、やっぱり草原を守る

ということは、非常に大きな水資源、九州北部の水資

源を守るのに非常に重要であるということが明らかに

なりました。

　私たちは、先ほどもちょっとお話ししましたように、

創造的復興と地域循環共生圏をどうやってくっつけて

いくかという研究をしています。私たちが考えている創

造的復興というのは、地域の資源の価値を創造する、

再発見する。社会的な課題を踏まえて再発見する。そ

れこそが創造的復興であると。価値創造こそが創造的

復興であると。

　草原の場合は、先ほど言いましたように、今までい

ろいろなことが言われていますが、特に今回の研究で

は、水資源の供給機能が非常に大きいということが明

らかになったと。防災機能もあるということも明らかに

なったということであります。

　そういう価値を創造して、今度は福岡や熊本市の水

資源として価値を共有する必要があります。有明海に

対しても、阿蘇は有明海の恋人というようなですね、そ

ういうフレーズを共有する必要があると。そういうこと

によって、都市からの資金だとか漁民からの応援だと

か、そういうふうな価値を認識することによって、さらに

いろいろな共生圏からの関わりが来るというふうに考

えています。

　また、今日ちょっとお話ししませんでしたが、どう

やって自律分散型の社会をつくっていくかというときに、

草原をどうやって維持するかというのは非常に重要な

ポイントになります。それについてもいろいろ、どういう

ふうにして管理すればいいのか、集落の主体力を形

成するにはどうすればいいのか。水源涵養保安林を

水源涵養保安林野というような水資源の涵養がある

草原を水源涵養林と同等のものとして位置づける必

要があるだとか、そういうことを今考えながら研究を

行っています。

　以上で私のお話を終わらせていただきます。どうも

ありがとうございました。（拍手）。

○司会　島谷先生、ありがとうございました。貴重なお

話をありがとうございます。

　それでは、ただいまの島谷先生のお話の中で、時間

の関係上、お一人だけご質問等ございましたら受けた

いと思いますが、どなたかいらっしゃいますでしょうか。

よろしいですかね。

　後でですね、島谷先生のほうにはパネルディスカッ

ションのほうにも参加していただきますので、またそ

れも併せてご質問等ありましたらよろしくお願いいた

します。

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　どうもありが

とうございました。

○司会　それでは、ありがとうございました。（拍手）

②南阿蘇村の草原管理の取り組み

○司会　続きまして、お二人目です。南阿蘇村村長の

吉良清一様にお願いしたいと思います。

　南阿蘇村は、平成31年度から水源涵養機能の保全

ができないような集落については、村で、例えば消防

署とか消防団員、あるいは警察官のＯＢさんたちで専

門のプロのチームをつくって、土日に計画的に野を焼

いていけば、かなりの面積をカバーできるのではない

かと思って、今、計画中です。

　それと、最後はですね、野焼き目的の認識の改革と

いうことを訴えております。これまで野焼きの必要性と

いうのは、例えば景観の維持だとか、あるいは病害虫

の防止とか、そんな目的で野焼きをやっておりました

けれども、それだけでは住民に、農家がもう野焼きはそ

れぐらいのことだったらもうやらなくてもいいんじゃな

いかと、そしてまた、地下水は森が育むという考え方が

ほとんどで、草原をそのままに放置すれば、やぶ化して、

山林というか、山林になるから、それでもいいんじゃな

いかと。森が育むという考えがありますからですね、野

焼きはそんなに無理してやらなくてもいいんじゃない

かという考えがありますので、その考えを少しずつ変え

ていかなければ、野焼きの存続は厳しいなというふう

に思っております。

　ですから、野焼きの目的は、もう水源保全と。特に南

阿蘇はそうなんですけれども、熊本市内の地下水の保

全に草原は大きく貢献しているということをしっかりこ

れからも訴えていきたいと考えております。

　大体、私の言いたいことは終わりまして、このビデオ

をですね、ユーチューブにもあります、阿蘇の地下水が

見られるというのをですね、これをちょっと流したいん

ですけれども。

（ビデオ視聴）

　阿蘇の地下水を未来へ。

　熊本は古くから水の都と呼ばれ、その中でも熊本市

は水道水減の100％を地下水だけで賄っているとい

う世界一の地下水都市とも呼ばれています。それには、

阿蘇のたくさんの湧き水が関係しています。なぜこんな

に水源となる湧水が多いのでしょうか。

　これから紹介する４つの条件と阿蘇の人々の暮らし

が深くつながっています。

　１つ目は阿蘇の地形です。阿蘇は、ほとんどの地域

で年間の降水量が3,000ミリを超える、全国的に見て

も非常に雨の量が多い地域です。火山の噴火活動で

できた大きなくぼみのことをカルデラと呼びます。この

広くて深いカルデラは、たくさんの水をためる役割が

あり、阿蘇は九州の水がめとも呼ばれています。

　２つ目は地質です。火山の噴火活動によって水を通

しやすい層と通しにくい層ができました。このことに

よってより多くの水が地面に染み込み、長い年月の間、

地中にためることができるのです。そして、この幾つも

の層は天然のフィルターとなり、きれいな湧き水を生む

のです。

　３つ目は水田です。もし水田がなければ、雨は川に

流れ、すぐに海に流れ出てしまいます。その一方で、水

田は雨水の多くを地下に浸透させます。また、大雨のと

きにはたくさんの雨水をためることができるため、天然

のダムとも呼ばれています。

　最後は草原です。阿蘇の草原は、地下水を育む力が

とても優れています。それはなぜでしょうか。森林に雨

が降ると、雨水が葉や枝で遮られるため、地面の染み

込む量は少なくなります。しかし、草原に雨が降ると、

地面に届く雨の量が多くなり、その分、地面に染み込む

量も多くなるのです。また、地面が吸収した水の一部は、

植物の根や葉を通して蒸発します。蒸発する水の量は、

森林に比べ草原のほうが少なく、同じ雨の量でも草原

のほうが地面に染み込む量が多くなるのです。そして、

何よりこの草原の維持に大切なのは野焼きです。野焼

きにより枯れ草がなくなり、新たな草原に生まれ変わり

ます。そして、その草原は、より多くの雨水を染み込ませ

ることができるようになるのです。このように主に４つ

の条件が重なって、たくさんのきれいな湧き水が生ま

れているのです。

　阿蘇の暮らし。

　古くからの阿蘇の人々の暮らしにも湧き水を守るの

に大切な役割がありました。阿蘇では昔から赤牛と共

に暮らしを営んできました。赤牛は、冬の間は牛小屋

で飼われ、春になると水田を耕します。そして、田植が

終わる夏には草原へ放牧されます。冬になると、赤牛

に草原の草や稲わらを与え、堆肥を作り、その堆肥を

水田に返します。こうした営みにより、阿蘇の稲作は維

持され、豊富な地下水を生む水田が保たれてきました。

草原と畜産の関係はヨーロッパでも見られますが、草

原、畜産、稲作、地下水が関係しているのは、世界でも

まれで阿蘇ならではの高度な循環システムとも言える

のです。

　ここ阿蘇では、このような地域循環が1000年以上

も続いてきました。世界の中でも安全に飲める水があ

るというのは、まさに宝とも言えます。自然と人との共生

によって守られてきた阿蘇の自然、地下水、これからも

みんなで守り、育てていきましょう。

○南阿蘇村村長（吉良清一）　これで終わります。

　最後にふるさと納税ということをちゃっかり言って

おきまして、これらの草原や水源を守るために、ふるさ

と納税で頑張ってお金を集めようかと考えています。

　それでは、拙い話でありましたが、これで終わりたい

と思います。ご清聴ありがとうございました。（拍手）

　下はですね、草原の雨量を表したものですが、右側

の野焼きをした場合は、先ほど言いましたように、秋は

茶色になって、それが野焼きをしたら真っ黒になりま

す。真っ黒になった後に雪が降れば白くなって、雪が

解ければまた黒になる。そして、野焼きをしていますの

で、一斉に新芽が湧きますので、もうほとんど一瞬、一

瞬といいますかね、短い時間に緑色に変わります。そ

して、そういう色の変化が野焼きをすれば、１年で色の

変化も楽しめるということが言えると思います。

　これは、ちょっと字がたくさんありますけれども、左側

が草原です。右側が未整備の保安林です。一番上に地

下水の保全能力とありますけれども、これも先ほど島

谷先生が話されたとおりですが、この図はですね、今

年の春に環境省さんが阿蘇の草原を見られるという

たしかチラシを作られていると思いますが、その中に

示された図です。もともとこれは20年ほど前にツカモ

ト先生という、東京工大と思いますが、その先生が20

年前に調整されたのを環境省さんが初めて、今回初め

て堂々といいますか、堂々とチラシに載せられました。

恐らく私が思いますに、森林と書いてありますので、農

水省、林野庁の森林増加に配慮して、この図が表に出

されなかったんじゃないかというふうに思います。初

めてですね、今年の春、これが環境省のパンフレット

に載りましたので、私はこれを積極的に使うことにして

おります。これほど草原のほうが地下に浸透する水の

量が多いということが、これを見れば一目瞭然だとい

うふうに思います。

　そして、２番目は、先ほど環境省の山下さんのほう

から話があったとおりです。ＣＯ２の吸収能力が割と知

られておりませんけれども、土壌中に有機物がたくさん

草原はありますので、炭素を固定しているということか

と思います。

　次は、大雨時の土壌を流出するから、大雨時の災害

はご覧のとおりです。大雨時の災害は、今全国各地で

洪水時の流木被害出ておりますけれども、これもやは

り整備をしていない森林の流木被害だというふうに思

います。

　それと、生物の多様性もご覧のとおり、それから、生

産性、利用効率につきましては、草原は毎年、野焼き、

放牧、そして採草と、毎年リセットがされますので、生産

性が高いと思います。農業との関わりは、草原は飼料

とか、堆肥の資材とかなっております。また、経済効果

につきましては、観光資源は草原の風景などがありま

すし、右側の中央火口丘、特に阿蘇ジオパークがあり

ます中央火口丘の保安林というのは、火山灰とか、あ

るいは火山ガスとか、そういうことで非常に育ちが大

分悪いことから、中ではもう既に枯れていって、保安林

の機能を有していないというふうなところもあります。

我々は地元では、あれは保安林ではなくて、不安林だ

というふうに言っております。

　それと、景観は先ほども申しましたように、草原はも

う四季折々の景色が楽しめます。また、文化的景観に

つきましては、阿蘇の草原は、平成29年だったと思い

ますが、国の重要文化的景観に指定を受けております。

それほど文化的景観にも優れているということで、これ

は高橋佳孝先生にアドバイスを受けながら、この表を

作りました。まだこれに漏れていることがあるかもしれ

ませんが、これほど草原は優れているということがお

分かりというふうに思います。

　これからの取組としましては、今年の春、950ヘク

タールで24牧野組合が実施しております。ただし、依

然550ヘクタールはまだ未再開となっております。それ

で、牧道や恒久防火帯の設置を進めたいと考えており

ます。しかしながら、これを見てもらうと分かりますが、

民有林との下のほうの防火帯はあまり傾斜がありませ

んので、そんなにお金もかかりません。ところが、上の

保安林との境の防火帯は急峻で、工事の人ももう

ちょっと考えないかんなというぐらい危険な場所も

あったそうで、上の防火帯を造るのは物すごいお金が

かかるということであります。保安林を何とか解除して

いただけないかということを再三、県の農政などにも

言っておりますけれども、なかなかハードルが高くて、

なかなか解除は難しいと、１ミリたりとも保安林は譲ら

ないというような、本当に強い姿勢が見られます。です

から、解除が無理なら、杉、ヒノキじゃなくて、火に強い

クヌギとか、そういう樹種を変えるという方法はどうか

ということで繰り返し繰り返し提案しています。

　そして、３番目に人手の確保ですけれども、やはり畜

産農家、特に放牧農家を増やしていかなければなりま

せん。放牧はいろいろ大変な面もありますので、今、牛

にセンサーをつけて、バーチャルフェンスといって、パ

ソコンでの架空の線で、そこに牛が通れば、そのセン

サーがびりびりとして、牛がそれ以上進めなくなります。

いわゆる架空のフェンスですね、パソコン上の架空の

フェンスから先には行かせないということが今年、福

島県で実証実験をやっておりますので、それをちゃん

と見て、うちも近い将来に導入を計画しております。２

つの牧野組合で実証をやろうという今計画をしており

ますので、そして、簡単に放牧ができるようになれば、

畜産農家も増えるというふうに思います。

　それから、ボランティアの皆さんが協力をいただい

ておりますし、専門部隊と書いておりますのは、野焼き

分かると思いますけれども、この牧野組合、東部のほう

に位置しています。滝室坂、57号線から箱石峠、265

号線の間を位置するところで、面積が430ヘクタール、

標高は約600メーターから900メーターあります。外

輪山内側は急傾斜で、上部は比較的緩やかな地形と

なっております。

　この道路線の部分ですね、こちら側が大分のほうに

水が流れていきます、大野川のほうにですね。そして、

こちら側が黒川や白川につながっております。阿蘇の

東部として、私の牧野は箱石という国土地理院の地図

にも載っている有名なところがありますし、もう一つ、こ

こに人の顔をした岩がありますけれども、国道265号

線沿いには人の顔をした岩も見られます。

　そして、こうした景観が見られますけれども、これは

野焼きの後ですね。ここはもう大野川水系の源流とな

る水の流れとなるところです。

　こちらは放牧の状況です。この中がやっぱり大野川

の水系になります。

　道のこちら側になるところを黒川、白川のほうに水

が流れていくというようになります。

　うちのほうの牧野では、特に今、32名とこれ書いて

ありますけれども、現在は30人になりました。最初、こ

の牧野組合がスタートした時点では100戸以上あっ

たんですけれども、私が入った頃は98戸の農家があ

りました。大体200頭以上の牛を飼っています。しかし、

年間放牧は70頭ぐらいで、草の利用もなされています

けれども、自分たちでは使い切れないくらいです。主な

活用としては、草原の維持というのが大切ですから、

野焼きとか、それから草刈りをやって、草原を維持する

こととか、最近は子供たちに野焼きの体験とか希少生

物の保護などの啓発なども行っております。それから、

野草堆肥で作った野菜を作って、啓発普及に励んで、

いろんなところに発送したりとかも取り組んでいますし、

カヤの出荷等も行っております。

　また、観光利用として、特に、私は普通、農家ですか

らなかなかできないんですけれども、牧野の中のいろ

んな宝物をぜひ皆さんにも知ってほしいということで、

牧野ガイド事業というのに取り組みました。ここでしか

ないものを楽しんでいただきたいと思って、まず、自転

車で草原の中を、牛がいないときに走り回ることがで

きる、そうしたことを取り組んだり、そのためには防疫

対策もしっかり取らなくてはいけませんので、石灰とか

クエン酸を使った消毒もして、いろんな外来種子とか

そういったものを持ち込まないような工夫をしながら、

遊び、学び、そして感動を味わうような、そういう体験

なども行っております。

　もちろん自転車だけではありません。トレイルウオー

クと言って、人々が歩いて草原を楽しんでいただくとい

うことは、ただ歩くだけじゃなく水がどのように流れて

いるかとか、そこにある希少植物、どんなものがあるか

とか、そういったものをなぜ保護するか、なぜ守ってい

かなくちゃいけないかということ、そして、阿蘇の草原

を通して、より多くの人々の心を癒すことができるとい

うことを訴えております。

　阿蘇には、大体年間180万以上の人たちが観光に

お見えになるそうですけれども、そうした人の一部でも、

私どもの牧野を通して、そうしたことを知っていただい

て、草原の大切さ、そうしたことを少しでも伝えられば

と。その他からものを後世に残せるようにしたいなと

いうふうに思っています。それで、こういう取組をやっ

ております。

　これからは、観光利用としての牧野ガイド事業でと

いうのは、今後、阿蘇地域のほかの牧野でも持続的な

維持管理に生かしてもらえるようにモデル化し、口蹄

疫などの疫病対策の情報共有とともに、牧野間の連携

を図っていきたいと思っております。現在、ほかにも、自

分のところでもやりたいという申込みがありますので、

先進事例じゃないですけれども、どの組合でもできるよ

うに支援できたらと思っております。

　それと同時に、地元の商工会や観光業ともタイアッ

プさせることで、地域の活性化にも寄与できるような取

組を発表させたいと考えております。

　こういった人たちは、私がガイドとして養成した人

たちですので、私が忙しくても、これらの人たちがガイ

ドとして活動できるようにしています。ガイドの申込み

は、道の駅阿蘇に申し込んでいただくと、こうしたガイ

ドさんたちを紹介してもらうことができます。トレイルウ

オークで大体基本ですね、二、三時間のガイドで１人

頭大体3,000円ぐらいの徴収をしております。1,000

円を牧野の維持管理に還元できるように取組をしてお

ります。また、自転車の場合は、そのガイドさんが自分

で値段を設定して、1,000円だけは牧野に還元できる

ようにやっております。現在までに300人以上の方が

観光を楽しんでおられます。

　本来は、オリンピックのときもより多くの人が来られ

る予定だったんですけれども、残念ながらコロナ禍で

活動ができない状態に置かれていました。これからさ

らにこういうのが改善で来たら、続けていきたいなと

いうふうに思っております。

　以上です。

○コーディネーター（坂本　正）　どうも市原さん、あ

りがとうございました。

場代だとか温泉だとか来たときのどうやって頂くのか

というのが大変大きな課題でございます。今日は幾つ

か問題提起もいただきましたので、実現可能な話をぜ

ひ進めていただきたいというふうに思います。

　次は、今日、講演のほうも大変ありがとうございまし

た。島谷さん、１時間ぐらいかかるのを20分ぐらいで

圧縮していただいたんで、やや欲求不満じゃないかな

というふうに思いますけれども、吉良さんの話を伺って

みると、島谷さんの話、重なりますよね。非常にエビデ

ンスというか、今まで言われていた九州の水がめ、福

岡に行ってもそういう話するんですが、筑後川だけ

じゃないと。もうもともとは阿蘇なんだよ。なかなか伝

わりにくいです。熊本市の世界で一番の地下水だと言

いながら、阿蘇の水が染み込んできて湧き出るんだと

言いながら、言いながら、恩恵は受けていますけれど

も、じゃ阿蘇をどうするかって、なかなかそういうふうに

いかない。今日は環境保全だけの問題ではなくて、価

値の創造として、今までのそうだなといったものをちゃ

んと再発見した、保全活用した、防災機能もやっていく

とですね、これからまだ新しい価値が生まれると、都市

圏を巻き込んでいくんだ。今日、最後に言われたところ

をやっぱり今度の課題としてぜひ強調していただきた

いことをお願いしたいと思います。

○パネラー（島谷幸宏）　この研究を始めるときに、い

ろいろお話を聞きにいって、やっぱり、草原が水資源

の涵養機能が森林より大きいことが明確に証明されて

いないんだよというのをすごく言われてですね、そこを

やっぱりターゲットしないといけないということで、今

日ちょっとお話ししたのは、樹液流計という草の木の

中を流れる水の量を測っているんです、実際に。それ

でどれくらい空中に水が出ているかというのが直接、

最近、センサーの技術が発達しまして、10年前にでき

なかったのが今はそうやって直接、どれぐらい植物が

水を空中に吸い上げているか測れるようになったんで、

それをちょっとやってみましょうということで始めたん

です。

　今日は、吉良さんがお話しになったのは、遮断蒸発

というやつで、１回、土の中に水が入って、それで植物

がどれぐらい利用するかという話なんです。もう一つは、

葉っぱなんかに降った雨が途中で蒸発してしまうとい

う２つの現象があって、その両方とも草原のほうが小

さいというのが分かっているので、だから、先ほど示さ

れたのと私が言ったのを２つ足したよとなるので、本

当はもうちょっと何百ミリ、今日、私100ミリと言ったん

だけれども、もっと大きい数なんですね。

　そういうことをいろいろ研究しながら、また、創造的

復興とは何かというのをすごい考えたんです。熊本県

で地震が起き、熊本地震があって、うちも熊本市内な

んで、その周りがもうみんな７割ぐらい被災してですね、

全半壊になって、何となく創造的復興というと、新たに

何かを創造するような、そういうイメージがあったん

だけれども、いろいろ研究してみると、やはり草原を守

ることこそが創造的復興なんですね。水源を守ること

こそが創造的復興なんだけれども、じゃ創造って何か

というと、価値を創造することなんです。今まで上手に

守れていなかったものに対して、もっと新たな価値が

実際にはあるんだけれども、見えていない価値を見つ

けたり、そういうことをやることによって、次の世代につ

なげる夢のある価値を創造して、それは自然を守り、

例えばもっと、私は草原をもっと増やしたいと思ってい

るんですけれども、そういうことをやるのが創造的復興

だと。

　それを環境省さんが言っている地域循環共生圏と

いうなかなか分かりにくい計画なんですけれども、地

域を育てて循環型社会をつくりながら、地域の中だけ

で自立するのがなかなか難しいので、ほかの地域と共

生しながら、できればこういう阿蘇みたいなところは

大都市圏と共生しながら、その大都市圏に当然恵みを、

水の恵みとかいろんな恵みを与えているので、それに

対するお返しをいただきましょうという、そういう考え

方なんですね。そのためには新しい価値を創造し、そ

の創造した価値を共有しないと絶対駄目ですよ。先ほ

どの話でもあったように、どうやって価値をこれからみ

んなで共有していくか。だから、できれば、有明海の人

に来てもらって、ここに大漁旗がね、阿蘇の草原に大

漁旗がはためきね、ああ私たちの草原はこうやって海

ともつながっているんだというのが何か目で見えるよ

うな風景ができるとか、そういうことが次の時代に何か

夢をもたらすんじゃないかなと。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうございま

した。

　今のお話の中で、やっぱりみんな気持ちで分かって

いるんだけれども、価値の創造とかね、新しく物をつ

くっていく、何かないものからつくっていくのは物すごく

大変だと思うんだけれども、今あるものの価値を認識

する、これがもちろん大事なことですよ。認識したら、

次に未来につながっていく。言葉は固いけれども、要

するに今やっていることを子供や孫につなげていって、

今の生活を守っていくということは、福岡の都市圏を

守り、有明海を守り、熊本市を守ることだと。今までは、

そんなこと意識しないで自分たちのなりわいでやって

いたけれども、そういうもんだということをみんなが共

　特に観光ガイドのところでは、ずっといろんなことを、

希少生物、植物だとか見ていただいて、水の話をして、

それで、そこのことを理解していただくというのは大変

すばらしい活動だと、観光とセットになっておりますけ

れども。それを含めて今後の課題というのをまた次回、

次の回にお伺いしたいと思います。

　じゃ次、三宅さん、お願いします。大体、若いですよ、

この中でもね。力あるし、エネルギーあるし、もうこれ

からの阿蘇のこういう課題はもう全部引き受けるとい

うような熱意で今日来ていただいております。今日はど

うも大変ありがとうございます。いろいろ注文が出ると

思いますが、どうぞよろしくお願いいたします。

○パネラー（三宅悠介）　ありがとうございます。環境

省の阿蘇くじゅう国立公園管理事務所、三宅と申します。

よろしくお願いいたします。

　私たちの事務所、この阿蘇市内にありまして、黒川

に事務所があって、大体職員10名ぐらいおります。何

をやっているかといいますと、この関係でいきますと、

草原再生の協議会の運営ですとか、そういった草原

再生の活動に取り組んでいます。それから、国立公園

ですので、阿蘇とくじゅうの国立公園の管理ということ

で、開発の規制をしたりですとか、生態系の保全をし

たりですとか、そういった仕事をしています。

　それからあと、最近は観光振興にも力を入れていま

して、特に政府全体としてインバウンド観光を推進して

いこうという中で、国立公園もですね、そういったイン

バウンドにも貢献していきたいと、そんなようなことも

やっておるような組織になっています。

　それで、今日はこういった場にお呼びいただきまし

てありがとうございます。坂本先生からご紹介いただき

ましたけれども、我々のほうもこの地域にある事務所と

して精いっぱいやることはやっていきたいと思ってお

ります。

　島谷先生、吉良村長からもお話しいただきました。

ありがとうございます。草原再生の活動は2005年から

スタートしています。2021年ですので、もう少しすると

20年かなというようなタイミングになっています。これ

までは地域の農家の方々の活動をどうやって支援して

いくかということで力を入れてきたんですけれども、今、

第３期の全体構想というのをつくっておりまして、それ

の大きな柱としては、なかなか産業だけで草原を維持

していくのが難しいような状況になっている中で、公益

的機能と少し難しい言葉ですけれども、産業だけでは

なくて、広く一般社会にも草原は役立つんだと、こう

いったような中で草原を維持していくと。一番分かりや

すいのは吉良村長からご紹介いただいたような、自治

体が火入れ責任になって野焼きするとかそういったこ

とだと思いますけれども、そういったことにこれから力

を入れていきたいと思っています。

　そういった中で、今日のお話ですね、有明海とつな

がっているとか、あるいは自治体のほうで火入れを積

極的にやっていただけるとか、草原再生にとっても、こ

れから新しい展開を考えていく上で、非常に重要なご

指摘をいただいたかなと思っていまして、また草原再

生協議会のほうでも今日のお話を受け止めて活動し

ていければというふうに思っておるところです。

　それから、市原組合長から観光利用の話をいただ

きました。我々国立公園を管理しておりまして、全国に

34の国立公園があります。この中には、九州の管内で

いけば、例えば屋久島も入っておりますし、それから知

床とか小笠原とか、世界自然遺産に登録されているよ

うなところも、この34の中に入っています。また、富士

山とか日光ですとか、いわゆる温泉とか自然が豊かな

観光地というのは大体34国立公園の中に入っている

んですけれども、あと、くじゅうもその中に入っています。

　皆さん、阿蘇くじゅうって国立公園の中でどれくらい

人が来ているかというイメージをお持ちですかね。実

は阿蘇くじゅうというのは、大体1,600万人ぐらい年

間利用者来ていまして、これは34の国立公園の中で

見ても上から５番目なんですね。日本全体で見ても、こ

ういった自然を生かした地域という中では、お客さん

が多く来ているエリアになっています。

　冒頭に紹介があったとおり、その中に来たお客さん

の８割ぐらいの方がですね、この中でも草原、阿蘇の

中で草原がやっぱり一番すばらしいというような回答

をされています。なので、草原というのは非常に観光に

とっても魅力的な資源であって、地域の外の人たちか

ら、どうやって草原の維持に協力してもらえるかという

のが今日のテーマの一つでもあると思うんですけれど

も、そういったときに、やっぱり観光の方に一部ご協力

いただく、市原組合長からご紹介いただいたように、

1,000円を草原の保全に還元するということもそうで

すけれども、最近ボランティアツーリズムとかもややは

やっておりまして、そういったボランティアでツーリズ

ムとして来ていただくとか、そういったことも含めて、地

域の外の力をこれからもっと活用していけるとよいの

かなというふうに思いました。

　私からひとまずコメントさせていただきました。あり

がとうございます。

○コーディネーター（坂本　正）　どうもありがとうご

ざいました。

　とにかく外からというのが結構難しくてですね、駐車

○司会　吉良村長、貴重なお話ありがとうございま

した。

　それでは、会場から１名だけですね、ご質問やご意

見ございましたらお願いいたします。挙手をお願いし

ます。

　一番後ろの方。

○参加者　私は熊本市民なんですけれども、先ほど野

焼きの意味を、草原を新しくして虫を殺すとか、景観を

守るとか、そういう趣旨で理解している熊本市民という

か、熊本県民と言っていいと思う、たくさんいらっしゃ

ると思うんですよ。その水源保全のためだということに

変えていかなくてはいけないというお話があったと思

うんです。私はそれとても共感するんですけれども、具

体的にどういう方法が一番手っ取り早いと考えられる

か、もしお考えがあればお聞かせいただければ。

○南阿蘇村村長（吉良清一）　ありがとうございます。

　まずは、うちの農家あたりもですね、実際、野焼きを

している農家あたりもそれを知らないということです

ので、まずその辺から、区長さん、区長会では定期的に

こういうことを述べますし、牧野組合が集まるときもそ

ういうことを言っております。また、今年の１月には全

戸に阿蘇の世界文化遺産を目指してというチラシを

作成し配布しました。阿蘇の地下水はこういう具合に

して育まれているということを機会あるごとに言うよう

にしています。

　とにかく草原のほうが地下水涵養能力は高いという

ことをこれまであまり言われてきませんでしたので、こ

れを強くこれからも機会あるごとに訴えていきたいと考

えております。

○司会　よろしいでしょうか。ありがとうございました。

　それでは、ここで、また吉良村長のほう、後でパネル

ディスカッションのほうにもご登壇いただきます。あり

がとうございました。（拍手）

　では、この後、パネルディスカッションに移りますの

で、少し会場の準備をさせていただきます。お手洗い

等ございましたら、皆様、この時間にお願いします。

３．パネルディスカッション

○司会　では、お待たせいたしました。

　それでは、パネルディスカッションに移りたいと思い

ます。

　冒頭の趣旨説明と２つのご講演を踏まえて、阿蘇草

原再生、新たなステージへ～草原の恵みを守るため

の仕組みづくり～をテーマに進めていただきます。

　ここで、ご登壇の皆様をご紹介させていただきます。

　今回のパネルディスカッションコーディネーターと

して、阿蘇草原再生千年委員会委員長の坂本正様、パ

ネラーとして、先ほどご講演いただきました熊本県立

大学特別教授の島谷幸宏様、南阿蘇村長の吉良清一

様、阿蘇市町古閑牧野組合長の市原啓吉様、環境省

阿蘇くじゅう国立公園管理事務所所長の三宅悠介様、

以上になります。どうぞよろしくお願いいたします。

　ここからは、コーディネーターの坂本先生に進行を

タッチしたいと思いますので、先生、よろしくお願いい

たします。

○コーディネーター（坂本　正）　坂本でございます。

　今日は、本当にコロナの厳しい中でございます。限

定的な人ということで、皆様方、今日お集まりいただき

まして、どうも大変ありがとうございます。

　今日はもうテーマもはっきりしていますように、今、

阿蘇、我々はですね、千年委員会世界文化遺産登録

に向けて今活動しているところでございまして、暫定リ

スト入り間近、と言うと誇大宣伝になるかもしませんが、

その暫定入りを目指して今やっている最中でございま

す。その中で一番コアになるのは草原ということです。

そして、九州の北部ですね、この阿蘇の水がめの役割

というのは非常に大きいと。今日その水がめの話をし

ていただいたわけですけれども、有明と福岡都市圏、

非常に大きな流域ですね。有明のノリを支えているの

もこの阿蘇の水だ。このカンデラが水をためているこ

とで、熊本市の世界一の地下水の源流になっているわ

けでございますし、その途中につながる水源が我々の

生活を守っている。それは災害からも大きな役割を果

たしている。その恩恵の部分を話していただきたいと。

当然これは、草原に行って楽しむ、観光客の人たくさん

いらっしゃるわけですよ。観光客の人にもぜひ、たくさ

ん水源がございますが、この水源と阿蘇はつながって

いるんだと、そういうことも分かってもらえればなとい

うことでございます。

　今日はもう既にお二人にご報告をいただいておりま

す。順番は、まず、市原組合長、それから三宅所長、島

谷教授、吉良村長という形で順番でやらせていただき

ます。あとはさんづけでいたしますので、よろしくお願い

します。

　市原さんも大変ご活躍でございまして、また、今日も

お忙しい中、引っ張り出して大変申し訳ありませんけ

れども、今日もガイドのことであるとか、新しい活動を

含めて、水資源の取組もございます。どうぞよろしくお

願いいたします。

○パネラー（市原啓吉）　私も牧野組合ですね、熊本

県北部、阿蘇の一番東側のほうに当たりますけれども、

一の宮町坂梨地区というのがあります。見ていただくと

が湧いているんだと、そういう認識がほとんどです。も

し仮に阿蘇に人が住んでいなくて、水田や草原がなく

て森だった、森林だったとすれば、恐らくこれほどの水

は湧いていないだろうというに思います。

　熊本県とか熊本市のホームページを見てみますと、

熊本の地下水ということで検索してみますと、絵が描

いてあります、地下水の流れがですね。ほとんどは西

原辺りを降った水が地下に浸透して、あるいは白川を

流れて、それがまた菊陽町周辺で地下に浸透して熊本

市に湧いているという絵がほとんどです。阿蘇のカル

デラの中とか外輪山を多く、大門堰にも水が流れると

いうのは書いてありません。それはなぜかというと、そ

ういう研究がこれまでされてこなかったせいです。それ

で、もちろん島谷先生が今日言われましたように、何と

か阿蘇の草原なり水田のそうした影響、大きな貢献し

ているんじゃないかということをですね、今度、研究で

その辺のところが分かってきたということで、これまで

の図とは違った図が恐らく出てくると思います。そうな

れば、多くの方々に草原、水田の大切さがお分かりい

ただけるかと思います。

　こういう機会があるごとに訴えていかなければなり

ませんが、私が最近思っているのは、それとはまた別

に、それだけでは、ああそうだなで終わってしまう。あ

そうかで、それからアクションが起きないというか、何

かそういう気もしますので、今、熊本市の地下水が減

少傾向にありまして、うちの水源の10か所で、先ほど

市川先生のほうから、市川先生で調べてもらって、そう

すると６割ほどの水源では減少傾向にあります。白川

水源は１分か60トンと言われていますが、今40トンし

かありません。それより最も湧水量の多い竹崎水源は

120トンですが、そこは１/３に減っているというような

調査結果が出ておりますので、もう水源、草原が減って

いることが恐らく原因だということで、危機感を与える。

先ほど熊本市の方は……と思いますけれども、熊本市

の水はこれからもう減りますよと、減っていきますよ、こ

のままでは減っていきますよということをもう危機感を

多少与えるような報道というのも、そういうことを何か

変えてもらうというか、先生方からもそういう報告をし

てもらうとか。危機感を与えることも一つの手かなと、

最近はそういうことも思っています。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうございま

した。

　大都市、熊本市のほうですが、これ100年ぐらい

たって地下水が市内に来るんで、今足りるとか足りな

いといっても、まだ大丈夫だという、そういう楽観的な

議論もないわけじゃない。先ほどあったように、水の涵

養とかいろいろは、草原よりも、それは樹木のほうが多

いんだから放っておけという話も結構あるわけですよ

ね、潜在的に。しかも、草原も人の手が入って草原だと

思っていない人も結構、そうするといろんな意味での

理解が及んでいないところで、新しい価値をつくって

やっていくというのはなかなか大変だと思うんですけ

れども、吉良さんが７市町村の中の１人だとすれば、

やっぱり今日の話は、市町村の人たちで県のほうにこ

ういうことだと、まだまだ認識足りないよと。こんなこと

で世界農業遺産取れないよというのをぜひ言ってほ

しいと思うんですが、いかがですか。

○パネラー（吉良清一）　今おっしゃるとおり、これは

阿蘇郡の首長さんが同じ気持ちで同じ方向を向いて、

歩調を合わせなければならないと考えております。そ

の辺は首長さんの会合の中である程度の合意はでき

ております。保安林の改良あたりもですね、これは私だ

け言っても駄目ですので……

○コーディネーター（坂本　正）　保安林の解除はし

てほしいなと。

○パネラー（吉良清一）　いろいろ言っているんです

けれども、ただ、阿蘇のほかの自治体の首長さんと行

動を共にしてやっていきたいと思っています。

○コーディネーター（坂本　正）　よろしくお願いし

ます。

　市原さん、ずっと長年活動してきて、今、ガイドの話も

して、いろんな問題ご存じですよね。それでやっぱり水

源の問題で、水が減っているとか、そういう危機的な状

況もあるんですか。

○パネラー（市川啓吉）　草原のあった時代、つまり

私が高校生ぐらいのとき、その時分はですね、山がま

だこんな大きくなかったもんですから、滝がいっぱい

あったんですね。その滝がですね、今、木が大きくなっ

た現在、だんだん消えてきているんです、なくなってき

ているんです。草原がいかに大切かということは、私

はその高校生のときに学んだことが第一の出発点な

んですけれども、私が高校生のときは、阿蘇くじゅうで

有して、福岡の人も、有明の人も、熊本市の人も、阿蘇

の価値を一緒に分かってもらう、このことが大事だと、

そのことですよね。

　そのことで、もう一つ必要なのは、普通、水源だとか

なんかって、人が住んでいなくて、山の奥から出てきた

ものだというようなこと、阿蘇はカルデラで、これが人

が住んでいるわけですよね。これだけの大きな都市圏

なんで、この都市圏でやってきている水の涵養に依存

している生活、一部の都市と都市をつないでいる、そ

のあたりの関係はどうお考えですか。

○パネラー（島谷幸宏）　昔からここは野焼きをして

いたわけですね。それがたまたまススキだったわけで

す。とても水を節約すると思うんですが、そういうことが

あったからこそ、福岡都市圏にあれだけの人口が集

積できるということなんですね、実は。これがなかった

ら、福岡市はもう水資源ない都市ですから。

○コーディネーター（坂本　正）　全然ないですか。

○パネラー（島谷幸宏）　ええ、全然ないですから、あ

んな人口を養えないわけです。ですから、本来はもう

少し、阿蘇を拝むじゃないけれども、敬意を払ってい

いはずなのに、そこの価値づけができていない間にみ

んながもっと阿蘇をＰＲしてください、最も大切な九州

の山ですからね。そういう意味での価値づけを行うこ

とが、やっぱりこれから持続的にこの阿蘇を維持する

ためには重要じゃないかなと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　僕は後でまた市原

さんにも伺いたいし、吉良さんにも伺いたいんですが、

阿蘇に住んでいて、生活していてですね、だんだん担

い手も少なくなっている。阿蘇の野焼きも大変だと、今

一生懸命やっている。僕はこの仕事に関わったときに、

あと５年たったら大変だよと言われて、本当に大変な

時期だったんですよ。これからまた３年、５年後大変

だよ、何とか延びてきているんだけれども、高齢化はも

ういや応なしに来ますよね。都市圏の人が無関心であ

れば、なおのこと厳しくなる。そこの働きかけ、例えば大

漁旗が来るとかね、そういう話もいいし、ほかの自治

体の人たちとの関係もあるんですが、島谷さんは福岡

に住んでいて、熊本に来て、今、水と環境のことをずっ

とおやりになっていて、それで実家がこちらにあってで

すね、火の山、しかし、水がめとしての阿蘇はそれほど

まだ認識されていない。インパクトはどこに持っていっ

たらいいと思いますか、島谷流の。

○パネラー（島谷幸宏）　私は、やっぱり海だろうと思

います。福岡にですね、志賀島という島があって、そこ

に志賀海神社という神社です。そこは海の神社なんで

す。その人たちは山を誉めるというお祭りをずっとやっ

ているんです。「ああらよい山繁った山」「ああらよい山

繁った山」「ああらよい山繁った山」と３度山を誉めて、

鹿もいるんですね。だから、やっぱり昔から山を管理

するということが海の神にとってどれほど大切だった

のか。一つは、船を造るのに木が要るということなんだ

と思うし、山からの栄養源とか恵みによって海産物が

取れるということも知っていただろうし。それを管理す

るために人間が鹿を射るとか野焼きをするとか、そう

いう行為が必要だということを分かっていた。そういう

ものを見ていくと、やはり海とのつながりを明瞭に意識

することによって、全てが、その間のものは全部つな

がってくるので、そこをつなげていくというのが面白い

かなと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　要するに自然に昔は知っていたんだけれども、だん

だん文明の中で分断されていって、都市圏が生まれて

きて、その生態系というのがだんだん切れてきた。なの

で、今、環境省さんが言っている共存していく生活圏で

す、物すごく壮大な絵なので、マンダラ絵というふうに

言っているらしいんですけれども、一見ね、ちょっと荒

唐無稽じゃないかと思うけれども、要するに昔に戻っ

てつながっていこうということだと思うんですよね。

　そのあたりの話、また後で伺いたいと思いますが、

吉良さん、お待たせいたしました。

　何か専門家じゃないみたいに言われていましたけ

れども、細部までずらっと見たら、島谷さんよりたくさん

書いていましたよね、その。流れをね。あの中の３分の

１ぐらいを島谷さんが今日証明した、科学的に証明し

た。でも、経験的にというか、もう大体分かっていて、し

かし、微妙なことを言われましたよね。なりわいでみん

な分かっているはずなのに、農業をやっている現実の

人は野焼きはやっている、大事だ。でも、景観のためだ

けだったらもうやだという気持ちもないわけじゃない。

それはそうだと思うんです。人のために景観でやっ

たってしようがない。今度はみずがめで、水がめになる

ためだという意識をやっぱりそれほど強くはないんで

しょうか、そのあたりの苦労話からお願いしたいと。

○パネラー（吉良清一）　じゃ本当に苦労話をします

けれども、うちの村は移住者が、結構、都会から移り住

む方がいらっしゃる。何でですかと聞くと、景観とか、き

れいな水がたくさんあるという理由が多いです。じゃき

れいな水は何でいいと思いますかと尋ねると、これに

答える人はまあいません。住民もはっきりとは答えられ

ません。先ほど大きな４つの要因があると言いました

けれども、それを答える人は本当にいなくて、昔から水

から野焼きのボランティアという形で、本当に大勢の

方に来ていただいていて、全国見渡してもなかなかこ

ういうふうな形で、近隣都市圏からこれだけ大規模に

協力を得て環境保全やっているところってそんなに多

くないんじゃないかなって思っています。そういった中

で、今回こういった科学的な知見もさらに明らかに

なってきたので、福岡、あるいは熊本の方に協力しても

らう具体的な意義というか、メリットもより説明しやすく

なってきたと思いますので、こういったことをうまくア

ピールするといいなと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　千年委員会というのは、もう福岡でもやっていますし、

福岡の経済界の人が任意でずっとおやりになってい

て、この話は、福岡の方も言うんですよ、水がめで。やっ

ぱり福岡都市圏は阿蘇で守られているんだという、経

済界のそういう方はおっしゃるんだ、なかなか市民に

浸透しない。これからだと思うんです。

　じゃ今日参加している方、あまり時間がありません

けれども、今までの話を聞いて、ちょっと一、二聞いて

みたいなという、全体でもいいですし、特定の方……

○参加者　野焼きボランティアをやっています。お世

話になっております。

　今日は、最初にお二方で水の重要性という、非常に

理論的に分かりまして、大変ありがたくお聞きしました。

　ボランティアやっていますが、昨日もそうだったんで

すが、阿蘇市にある牧野で輪地切りをやっていました

が、ボランティアの一般の方からこういう質問が来る

んですね。虫もいないのに何で焼かないかんのです

かって。そのときにやっぱり今日の水の話、ＣＯ２の話、

そして私の自分の専門の生物多様性の話とか、そうい

う話をしてあげると大変納得いただけるんですね。そ

ういう意味で、私はボランティアのリーダーもやってい

ますけれども、リーダーの役目というのは非常に重要

になってきているというふうにここ近年思います。ボラ

ンティアは今登録1,000名いますから、延べで昨年実

績ですと2,300名ぐらい出ています、コロナの中で。こ

れコロナが終わったら3,000名近くいくという。さてこ

こで問題なのは、草原の恵みを守るための仕組みづく

りという中で、私たちボランティアはこの先どう向かっ

ていけばいいのか、率直に、市原さんなんかとは初期

のほうから相当いろんな議論をさせていただきました

し、吉良村長は今日初めてなんですけれども、特に吉

良さんと市原さんあたり、我々ボランティアなんですけ

れども、今後どういうふうに向かって行けば、この仕組

み、新たな仕組みづくりとしてお役に立てるのかという

ことをご示唆いただければ大変ありがたい。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　多分、みんな考えて結論が出なくてですね、難しいと

ころではあるんですが、じゃお一方ずつその辺を伺っ

て、島谷さんのほうからいきましょうか。もう短く。

○パネラー（島谷幸宏）　簡単に、じゃ。

　今日ちょっとお話を聞いていて思ったのは、草原が

あって集落あって、水田があって、本当はそれ全体の

土地利用が草原の仕組みを支えているので、そういう

観点をやっぱり大事にしないと駄目かなと思っている

ということです。

○コーディネーター（坂本　正）　何かその仕組みの

中で……

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　コミュニティ

自体がそれ全体を管理して……

○コーディネーター（坂本　正）　何か一つのコミュ

ニティ全体を維持していくことで仕組みができると。

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　草原だけを

守ろうということじゃなくて、それを使う仕組みも守って

いく。

○コーディネーター（坂本　正）　草原を核にして、生

活圏、循環を守っていくという。

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　皆さんもそれ

重 ご々存じ……

○コーディネーター（坂本　正）　それは話が重いん

だけれども、そういうふうにしていかなければ維持でき

ないよということですね。

　じゃ吉良さんのほう、お願いします。

○パネラー（吉良清一）　うちの村にはボランティア

の方が来ていただいていまして、本当に感謝しており

ます。輪地切り、輪地焼き、大変ありがたく思っており

ます。

　ただ、先ほど言われたように、虫がいないのに何で

輪地切りとかやるのということは今日初めて知りまして、

そうだな、本当だな。だから、草原の野焼きの目的をも

う少し分かりやすくボランティアの方々にも伝わる方

法も考えていかなければならないなというふうに思い

ます。引き続き輪地切り、輪地焼き、本当に御協力をお

願いしたいと思います。

○パネラー（市川啓吉）　ボランティアの皆さんから、

私が持っているものが宝物だということを教えても

らったんです。それまでは邪魔物だったんです。これ

は何のためにどうしたらいいんだろうというね、邪魔

でしようがないと思ったら、それは宝物ですよって教え

られたから、ガイドを通して、それで多くの人に知って

５万ヘクタールぐらいの草原があると学んでいたんで

す。だから、ここはアメリカの牛肉と対抗するには阿蘇

ぐらいしかないと、そういう認識があったんです。

　それで、阿蘇は草原があって、みんなが豊かで。それ

は水だけじゃないんです。空気もですね、木よりも草の

ほうが浄化する、あるいは高いと言われているんです。

そっちのほうも目を向けんといかんとですね。ですか

ら、私はガイドのとき、そういったことを皆さんにお伝

えしているんです。だから、私、200人以上、去年、おと

としとガイドをしましたけれども、そういった人に一人

一人ね、みんな伝えて、阿蘇の草原はいいというけれ

ども、どんなところがいいですかって。空気がいいと。

景色が見れる。これは森林になったら景色は見えない

んですね。だから、森林はちょっと空気がいいように考

えるかもしれませんけれども、景色が見えないと、その

中での活動だけしかできないから。草原の場合は見

渡しができますね。阿蘇の山を見渡しながら草原を歩

くといかにすばらしいかというのがみんなが知ってい

るんです。そうすると、来られた方たちは、心が癒され

たと言って帰られるんです。ということはですね、私は

いつもみんなに訴えているんですけれども、あそこの

草原というのはね、名医だって。それがやぶ化してい

けば、やぶ医者になるって。だからね、草原は守ってい

かんといかんて。それをね、地元の人がやっぱり知る

必要があると思う。お医者さんをね、育てているから頑

張ろうと、そういう意識。そして周りから来る人たちの

癒やしてもらうんだったら治療代ぐらい払えと。ただで

来て帰っていくのはどういうことかと。そういう認識の

下に、より多くの人に、阿蘇を支えるためにはそういう

外部からの援助も必要なんだと。高齢化になったら、

ボランティアの皆さんが応援に来てくださっています。

ボランティアさんも高齢化しているんです。ですから、

より若い人たちにも訴えて、若い人の力も活用できるよ

うにしていかなくちゃいけないと。そういうふうに考え

て、阿蘇の草原の水だけでなく、空気を守るという、そ

れは全ての人に関係してくるので、ぜひそういったこと

を知ってほしいなと思って、今のところ頑張っています。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　でも、滝がなくなっている、減っているというのは、本

当にちょっと衝撃的な話ですよね、やっぱり環境問題

の中で。あるいは草原といったら、草原の場合は、崩れ

てもすぐ復活すると。だから、地震とかなんかあっても、

崩れたところから復活するというので、非常に強いも

んだという意識があるんですが、滝がなくなっていると

いうのは、ちょっと私も考えが及ばなかったんですけ

れども、やっぱりそれも一つの象徴ですね。滝の復活

も大事になるかなというふうに思いますね。

　コロナ禍にもですね、そういう地元の方もおられる

ので、そういうのを知っている方もおられると思うんで

すよ。やっぱり何が変化したかって。その後、島谷さん

に全部証明してもらうというのが一番やりやすい方法

かなというふうに思うんです。

　じゃ、最後というわけじゃありません、まだ一巡して

きたわけですけれども、今まで話を聞いて、三宅さん、

今まで北海道へ行って、熊本にこちら通ってきて、これ

からまた大きな活動があって、世界文化遺産を担うよ

うな、そんな話があって。今回の企画も関係者も非常

に大きな研究の課題、やっていると思うんですよね。

やっぱり子供の教育含めて、観光含めて、何を訴えて、

阿蘇をみんなと価値を共有していくっていう、その肝の

ところは何だとお考えですか。

○パネラー（三宅悠介）　なかなか難しいかなと思っ

ているんですけれども、分かりやすさというのは非常に

大事なのかなと思っています。島谷先生おっしゃって

いただいたみたいに、阿蘇で仮に草原が全部森林に

なってしまうと、1,000万トンぐらい水が減るので、有

明海のノリ養殖のための緊急放流がもうできなくなる

んだとかですね、福岡市であれだけの人口を維持でき

なくなるんだという、そういう分かりやすいメッセージ

と、あと、村長おっしゃっていたみたいに危機感を少し

あおっていくようなことも考えていく必要があるかと思

います。

○コーディネーター（坂本　正）　災害もひどくなりま

すよね、一気に流れてくるわけですから。

○パネラー（三宅悠介）　そういうのをうまくアピール

していくと。

　それで、地域循環共生圏、先ほど非常に分かりにく

いというようなお話もいただいていて、ちょっと私たち

の職員もなかなか理解することも難しいんですけれど

も、実はこの阿蘇は割とそういう意味では先進的な地

域だと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　あれは阿蘇を説明

するためにつくった地域循環圏だと私は思っておるん

ですね、ずっと、広いから。ただ欠点はですね、土地に

ずっと水道になって、いろんな都市部があって、海で

しょう、有明。遠いんですよ。だから、阿蘇だと思っても

つながりがぼんやりするんで、なかなか下流にいる人

たちが恩恵をですね、ぼんやりしか分かりにくいなと

いう、ちょっとそこのところですよね。

○パネラー（三宅悠介）　そうですね。ただ一方で、こ

のエリアには、今でも福岡県、あるいは熊本の都市圏

子供も大人もお年よりもですね、女性も男性も関係なく、

みんながそういったことを知る必要があると思うので、

それを情報として発信する。それが環境省さんなり、農

水省なりなんなりですね、大きなところからメディアを

通してでもなんでもですね、発信していくということは

大事だと思いますね。

　私も地元の農家に住んでいる限り、農家の人たちに

その宝物を守っていく必要があるんだよということを

強く訴えていきたいと思っているので、今取り組んでい

る小学生の草原学習とかですね、そういったものをぜ

ひ活用して、さらに将来のボランティアさんなり、地元

の担い手を構成できるように頑張っていきたいと思っ

ています。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　それでは最後に、大トリになります。三宅さん、お願

いします。

○パネラー（三宅悠介）　ありがとうございます。

　環境省は最近脱炭素、カーボンニュートラルという

ことで、環境省というか全政府を挙げて取り組んでい

ますけれども、先ほどご紹介あったとおり、阿蘇草原で、

このエリアの世帯の排出量の1.7倍の二酸化炭素を

固定しているということがあります。そういった観点か

らの重要性というのもこれから訴えていくと、社会の流

れにも乗っていけるのかなというふうには思っており

ます。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　今ある阿蘇の生活圏、これはやっぱりボランティア

の人を含めて草原を維持していく、水を守っていく。そ

のことが福岡都市圏、熊本の都市圏、多分、大分も入

ると思うんですね、北九州、九州の上のほう半分は阿

蘇に支えられているんだという意識は重要だと思いま

すが、何よりもこの仕組みを維持していくためには、子

供が、今日は残念ながら参加が難しかったわけです

けれども、やはりこの内容を共有する、防災意識として、

郷土の誇り、伝統というものを共有して、それを同じ地

域の世代がみんな使えていくような、そういう教育シス

テム含めてですね、これからの新しいステージづくり

が必要かなというふうに思います。

　今日はどうも大変ありがとうございました。（拍手）

○司会　坂本先生、パネラーの皆様、大変ありがとう

ございました。

　ご来場の皆様、限られた時間ではございましたが、

ありがとうございました。また、配信でご覧いただいて

いる皆様、お聞き苦しい点が多々あったと思いますが、

お許しください。

　阿蘇草原再生協議会では、本日いただいたアイデ

アも参考にさせていただきながら、今回の分科会の

テーマである草原の恵みを守るための仕組みづくりを

進めてまいりたいと思いますので、皆様、今後ともご協

力のほど、どうぞよろしくお願いいたします。

　それでは、阿蘇分科会はこれで終了とさせていただ

きます。

　皆様、もう一度拍手をお願いいたします。（拍手）

　ここで、皆様にご連絡ですが、この後、第13回全国

草原シンポジウム本会場と全国３分科会の開場をつ

ないでの全体会がオンラインにて開催されます。この

会場で流しますので、ご興味がございましたら引き続き

見ていただければと思います。

　皆様、本日は大変ありがとうございました。

もらう必要があるというふうに考えたわけで。というこ

とはですね、地元の人もそれを宝物とは思っていない

んです。ですから、ボランティアさんが地元の人と交流

するときに、そうした宝物を発見したら、ここにはこう

いうすばらしいものがありますよということをまず伝え

ていただきたいと、自分たちが発見したことをですね。

でも、多くの人は気づかないんですよ。それをまず教え

ていただくということ。

　そして、気づいたものをほかの人たち、つまり新たな

ボランティアさんが来れるように、そういうのをまた教

えていただくと。学校の生徒さんたちなんかもきても

らっているので、そのときにはね、本当に助かっていま

すけれども、そういった若い人たちですね、今後のそう

いう支援に回れるような、そういう仕組みづくりという

ものも大事かなと思います。

　今後そういうふうにして、農家さん、ボランティアさ

ん、お互いいろいろ、ほかの観光で来る人だって阿蘇

の草原の大切さというのをね、みんなに伝えていく必

要があると思うんです。生活環境を守るために何が必

要かという、そういった点で、私たちはみんなが草原

を通して生かされているということを認識できるように

伝えていくことが大事だなと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　今、もうボランティアさんも草原を守る非常に大きな

担い手で、やっぱりみんなで一緒に考えて出し合って

いくと。仕組みづくりは大体こう見えているんですけれ

ども、具体的なところはいま一歩手前かなという感じ

がします。

　三宅さんはそういう話を踏まえて、環境省としては、

このステージづくりをつくったら、絶対支えていくんだ

というような意気込みもあったらよろしくお願いします。

○パネラー（三宅悠介）　ありがとうございます。

　私もせっかく阿蘇に来たものですから、今年、個人

的ボランティアに参加させていただいて、非常にすば

らしい仕組みだなと思っています。あまり私自身は課

題は見当たらなくて、もうどうやってこの組織を継続、

発展させていくかというところかなと思っていますので、

我 と々してもしっかりサポートしていきたいと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうございま

した。

　もう大体時間がまいりましたので、今日は限られた

時間でございました。でも本当に２人のスピーカーの

方には簡潔に要点を絞ってお話しいただきましたし、

彼らの中で議論は大分深まってきたかなというふうに

思います。

　それでは最後に、今日の会を終えるに当たって一言、

今後の課題、あるいは自分が今考えていること、一言

ずつお話しいただいて、閉めたいと思います。

　じゃ島谷さんのほうからお願いします。

○パネラー（島谷幸宏）　今日ちょっといろいろやっ

ぱり聞いていて思ったのは、これからまたポストコロ

ナで地域分散というのが非常に重要で、その中で、子

供たちがこういうことに参加できると、すごいクリエイ

ティブな人間ができていくんだろうなというのをすごく

思っていて、環境省の方ともいろいろとお話ししている

んですけれども、やっぱり防災教育と環境教育を一緒

にするだとか、そういう形の新しい展開で、子供たちの

力をもっとつけないと、これからのサバイバル時代を

乗り切れないので。ボランティアみたいなものは、何か

学校教育としてちゃんとやっていく必要があるんかな

という話を聞いていていろいろと思いました。ありがと

うございました。

○コーディネーター（坂本　正）　じゃ吉良さん。

○パネラー（吉良清一）　私は特に自治体の首長とし

て、発信力が大事だと思います。島谷先生から情報を

いただいて、その情報で理論を武装して、強く訴えてい

きたいと思います。また、阿蘇の首長さんたちとも足並

みをそろえて、さらにどんどん盛り上げていきたいと思

いますので、これからもよろしくお願いいたします。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうございま

した。

　じゃ市原さん。

○パネラー（市原啓吉）　これは前の環境省の所長さ

んが私に教えてくれたことですけれども、イエロース

トーンが国立公園になったときですね、神が創造され

たもので、決して私有物にしたり、少数の利益のため

に開発すべきものではない。この地を国民のために永

久に保存するには国立公園にするという、そういうあ

れでこれをまず、イエローストーンが国立公園になっ

たと。それで、日本の昭和31年に国立公園法が制定さ

れて、1934年に初めての国立公園ができたと。その中

でも阿蘇もそういう国立公園になってきたということで

すね。

　そこには、やはり草原というのが大々的にあったわ

けで、だから国立公園になったわけで。阿蘇山があっ

ても、阿蘇山という山はないんですね。阿蘇山というの

は５つの山が成り立って阿蘇山って言うんで。その阿

蘇山は、草原があって初めて目立つんです。つまり主

役はですね、脇役がいないと目立たないんですよ。そ

の脇役である草原は、脇役だけでも重要な働きをして

いるんで、それをみんなに知っていただくためには、
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命的には窪地ができ、湿原ができ、それが消えていく段

階である中の現在、一断面を見ていることになりますの

で、人工的に何をしていくのかという事については、今

の時代に生きている私たちでしっかりと決めればいい

のではないかと思います。

　ただ、内山さんが先ほどおっしゃいましたけれども、

湿原という生態系が何も触れずに保存するということ

ができないものなので、例えば広いまま残そうとするの

であれば、三瓶山の姫逃池というところでは、毎年水草

をしっかり取るという作業をしています。そういうやり方

もありますので、その部分は地元に近い専門家の方な

どと一緒に、管理を考えていけばよろしいのではないか

と思います。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございます。

　ご質問へのご回答は以上でよろしいでしょうか。

○教育委員会事務局長（梅原　巧）　ありがとうござい

ました。

○稲取地区特別財産運営委員長（山田賢一）　財産区

の山田です。

　内山さんの話を今まで聞いてきまして、細野高原の一

番古い写真をお出しいただけますでしょうか。

　この下の方に見えるのがゴルフ場ですけれども、また

ずっと上のこちらの方、河津との境界以外のところにつ

いて、私たちが学生だった昭和47年以前にはすべて

入谷区で山焼きを行っていました。真ん中に熊口の水

源がありますが、こちらの方はゴルフ場で、ここからバイ

オパーク、ゴルフ場まで草原でした。さらにもっと上の

方、そこら辺までが草原でした。40年代後半、50年代

に高山通りということで植林をしまして、現在あまりいい

山だとは言えませんが、ほとんど植林されています。

　現在は、昔から比べれば３分の１ぐらいの広さです。

そういう意味で、先輩の皆さんがそれだけ頑張って、こ

の３倍、４倍の広さを管理してきたので、私たちも管理

していかなければという気持ちがありますが、どのよう

に維持していくのか、その部分で悩んでいます。

　今年、財産区の役員の皆さんと相談して、この部分は

急傾斜地で山焼きをすると岩が落ちてくる為、来年の山

焼きからやめることになりました。放棄という形になりま

すが、管理する人の安全の為です。

　また、これも内山さんがおっしゃっていたことですが、

ここが熊口水源ですけれども、ここからここまでの部分

は大体40～50ヘクタールになります。役員の皆様と現

在考えていることが、ここから上については水源地とな

りますので手は入れないですが、こちら側の部分を将来

的に、先ほどの体験学習や観光のためのイベントなど、

自然を保護しながら利用していただくことはできるかど

うか、その部分についてご意見をいただきたいと思いま

す。以上です。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

　この山の上の部分は保全を継続していくべき場所だ

というふうに、先ほど内山さんもおっしゃっていました

ので、この辺りの草原を保全していくために、利用する

方向にもっていければ良いのではないかと思いました。

○実行委員（内山義政）　特に保全すべきということで、

企業などどなたかに利用していただければという提案

であると思いますが、少しこれまでの話をまとめながら

になりますけれども、例えば観光利用、ちょっとした休憩

所や東屋を設けるとしても、茅葺きの使用やそれを体験

してもらうといった中で、防火線も含めた草刈り作業と

いうものにも触れていただき、現在、ベテランの方だけ

で頑張って維持している防火線の管理を、将来的には、

少しでも若い世代が山焼きに入っていけるようにする

ためのフィールドとして使用していくことができればい

いのではないかと私個人として受け止めましたが、会

場の皆さんはいかがでしょうか。

○ネイチャーガイドクラブ（富永眞弘）　下側を利用

する案が出ていますけれども、湿原は現在４つあり、３

つはそのエリアに入っていますので、特に芝原湿原の

水源というのがかなり上のほうに延びてきています。

その部分が荒らされないよう、注意していただきたいと

思います。

○実行委員（内山義政）　そうしたピンポイントに保全

すべき場所というのは、ネイチャーガイドクラブの皆様

やジオガイドの皆様など、地元で見てきた人にしか分

からない場所もありますので、情報共有を行っていく必

要があるのではないかと思います。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　皆様、ありがとうご

ざいます。

　茅葺きや環境教育としての利用、観光資源、あるいは

保全や利用の方法について、様々なことをお話しいた

だきました。

○司会　それでは、ただいまより東伊豆会場の分科会

のほうを始めさせていただきます。

　ここからの分科会の進行については、地域おこし協

力隊の藤田翔さんと実行委員の内山義政さんにお願

いをします。また、パネラーとして入谷区町内会長の鈴

木豊美様に御協力をいただきます。

　それでは、どうぞよろしくお願いいたします。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　地域おこし協力隊

の藤田と申します。本日はよろしくお願いいたします。

　最初に、ご存知の方もいらっしゃると思いますが、簡

単に自己紹介をさせていただきます。

　地域おこし協力隊の藤田翔と言います。東伊豆町に

来て今年で３年目となり、地域おこし協力隊の任期が

最終年度となります。東伊豆町に来る前は、笹岡先生も

おられるのですが、東京環境工科専門学校というところ

で自然について学習していました。本日はよろしくお願

いいたします。

○実行委員（内山義政）　皆さん、こんにちは。内山で

す。私は稲取の田町区出身でして、高校卒業後、大学に

進学しまして、就職して静岡県内に戻ってきましたが、

2019年から職場の休業制度を使いまして、東京都立

大学の大学院に通わせていただいています。草原生態

系の保全を研究テーマとして研究を行っていまして、

フィールドを細野高原とし、地元に通いながら調査を続

けています。本日はよろしくお願いいたします。

○パネリスト（鈴木豊美）　皆さん、こんにちは。私は細

野高原を管理する稲取の４つの町内会の１つ、入谷区

町内会の会長で、区長を務めています鈴木です。入谷

区は細野高原に隣接しておりまして、昔から関わりが深

い町内会でございます。以上です。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　それでは、東伊豆

会場分科会を開会いたします。

　東伊豆会場の分科会のテーマは、『利用・保全・継

承』の３点となります。

　まず、テーマに決めたこの３点ですが、午前中にも説

明がありましたが、それぞれがローテーションしてしっ

かり循環していかないと、細野高原というものはなく

なってしまう。若しくは、一つがマイナスの方向へ向かっ

てしまうと、その次へ次へとどんどんそのマイナスが引き

ずられ、負のスパイラルになってしまうということで、そ

れぞれの問題を全体的に考えていけたらなという思い

で、このテーマにさせていただきました。

　最初に、利用について、私、藤田がお話しさせていた

だきます。

　最初に、細野高原のこれまでの利用ということで、午

前中もお話が出ていましたが、細野高原は茅場として

利用されていました。茅は、茅葺きや、昔は畑を耕すた

めに牛などを使っていたので、そういった家畜の飼料と

して使われていました。また、ミカン畑に敷いて防寒や、

雑草が生えないようにしていたり、現在においても山菜

狩りなど、多くの需要がありました。特に昔の利用に関

しては、生活により密着した需要が多くありまして、現在

とは異なり、少子高齢化が問題視される以前のことでし

たので、担い手も十分に補充されており且つ、町民全体

で利用され、さらに町全体でしっかりと保全がされてい

ました。

　そして、現在の細野高原の利用ですが、現在は生活

というよりは観光やレジャー、体験というのが主な利用

方法になっていると感じます。他にも、ハイキングや

ツーリング、少しではありますけれども、畑、山菜狩りな

どもされています。

　昔と現在の利用の変化を見てみると、生活必需でし

たが、必需ではなくなってきているという見方ができると

思います。昔の生活にどうしても密着なものというのは

必然的に利用・保全・継承のサイクルが形成されていま

したが、その利用価値が現在は少なくなってきていると

いうことで、しっかり現在の姿に合う利用価値を見いだ

さなければならないと考えています。

　また、昔は町民、町全体で生活に必要なものでした

が、現在は担い手不足や利用価値の減少に伴い、管理

全体の費用も不足しているような状況だと思います。そ

の中で、この３つの循環をしっかり考えていかなければ

と思い、現在の利用についてですが、ハイキングやツー

リングについては、そこまでお金が落ちたりするような

ものではないと思っていまして、もっともっとその利用価

値を最大限に発揮できる何かを町全体で考えていく必

要があると考えています。

また、その利用からしっかり細野高原の背景や保全を

したいという、最近だと森づくりなどに興味関心がある

方もいらっしゃると思うので、そういった層に向けて体

験やレジャー、観光、教育、そして利用することで保全・

継承への誘導を見込んでいき、その負のスパイラルか

らいい方向へ改善していくことが必要ではないかと思

います。

　ここで、他地域における利用方法について事例を幾

つかご紹介します。

　ご存知の方もいらっしゃると思いますが、隣町の伊東

市の大室山ですが、大室山自体が国の天然記念物に

なっておりまして、こちらでも毎年山焼きを実施されてい

ますけれど、こちらはリフトで３分ぐらいで山頂まで上が

れるという、気楽に行けるレジャースポットになってい

ます。そこでは料金も掛かりますが、毎年山焼きの火入

れ体験ができるので、そういったところで人手を解消し

つつ、お金も落としていただいているというような場所

です。

　こちらは先ほども紹介がありましたが、生石高原でも

和歌山の大学と連携し、イベントを通じて保全や茅葺き

の文化を発信している場所です。やはり担い手不足の

解消や保全をする上では、どうしても人手が必要になり

ますが、そういった教育や、学生などと連携して学びの

場としても利用してもらいつつ、保全もしっかり手伝っ

ていただくというような場所です。先ほどもお話がありま

したけれど、クラウドファンディング、応援したい気持ち

をお金で送るというような資金集めもされています。

　こちらは阿蘇です。先ほどお話にも上がりましたが、

阿蘇では環境省との取組を進めていて、各教育機関で

教材も作成しており、地域での体験を含め、学ぶ場を作

られています。また、環境学習の講師も派遣されているな

ど、行政と町がしっかりと連携して進めている地域です。

　ほかにもエコ資源にということで、ＳＤＧｓについても

先ほどお話がありましたが、例えば茅葺きに使われた

茅というのは取替えの時期になると、いい具合にほぐれ

て柔らかくなり、畑の肥料や雑草がはえないように敷い

て利用することや、阿蘇でも利用例があったと思いまし

たが、家畜の飼料としていたり、海外の事例ですが、バ

イオマス燃料にしていたりします。こういったことは施

設や仕組みが整備されれば、幅広い活用を検討してい

けるのではないかと思います。

　利用についてまとめとなりますが、現在の利用という

のは、景色を楽しんでいただくことなどですが、そこから

もう一歩踏み込んで、例えば細野高原の山焼き文化や

山焼きすることでどういう種類の生き物が保全されるの

か、もう少し踏み込んだ部分について、少しでも関わっ

ていただく利用というのを検討していけるといいなと

思っています。例えば、教育機関での野外学習ですが、

授業の一環として細野高原の概要などを知りつつ、危

険なことはできませんが草刈りを体験していただくなど、

実際に関わるという利用方法が良いのではないかと思

います。

　また、一般の方の立ち入りはできませんが山焼きに

ついても例えば、安全地帯を設けて見学していただくこ

とや、大人の方だったら草刈りを体験していただくなど、

より深く知り、関わっていただくことが大事だなと思い

ます。

　そして、春は山菜狩り、秋はススキイベントを実施し

ていますが、一時的な、季節的なイベントではなく、通年

体験できるサービスを作るなど、知ってもらう・認知して

もらうということを意識して進めていけたらと思います。

最終的に、継続的な利用、収益化をして、継続させるこ

とが必要だと思います。これらのことは町全体で考え、

推進していくべきことではないかと思います。

　『利用・保全・継承』、このうち１つが抜けても細野高

原を守っていくことはできないので、３つともバランスよ

く循環させていくことが不可欠であると思います。以上、

「利用」についてとなります。

　続きまして、内山さんお願いします。

○実行委員（内山義政）　それでは続きまして私のほう

から、３つある『利用・保全・継承』のうち、「保全」の部

分に関して発表させていただきます。

　最初にですが、午前中もお話がありましたのでご存

じの方も多いと思いますけれども、草原をめぐる全国的

な課題をもう一度整理させていただきます。

　左の図が阿蘇ですけれども、1930年代にこの地図

で示しているグレーの部分が全て草原でしたが、2000

年、一番右側の図ではグレーの部分が入って、ほとんど

が黒の部分、森林に変わってしまっているという傾向が

筋山周辺により多く分布しているということが傾向とし

て見えてきました。

　次、お願いします。

　これと同じように重ね、こちらには植物の種がすべて

落ちていますが、代表的な種を抽出してみると、例えば

ジザゲタシ、カラナデシコ、リュウノウギクといった何種

類かの植物が、草原のこういった場所で見られる特徴

的な種類であると思います。

　こうした結果を基に考えていくと、草原特有の植物を

保全していくには、この三筋山の山頂から桃野とマナイ

タウラ、先ほど示したエリアですけれども、この周辺を今

後も確実に山焼きをして管理していくことが重要ではな

いかと思います。

　１つ、まずは保全の指標として、こうした場所だけに

分布する植物種を上げて、保全の目安として考えてみて

はどうかということ、２つ目に山焼き管理の後継者育成

という観点では、保全上特に重要な場所とそれ以外で

かつ安全、平場で作業してケガが起きないような場所

ということですけれども、そうした場所で、先ほど藤田さ

んからも話がありましたが、管理の点検、具体的には防

火線の草刈りですとか、そういうものが手鎌で、例えば

各区の作業で余ったエリアでもいいですし、そうした場

所が少しでも確保できるようになっていけばいいので

はないかと考えています。

　今回、細野は草原のほかにも湿原が４か所ありまし

て、そことその周辺に希少なラン類などの植物が見ら

れますが、こうした希少種に関しては共通のリスクもも

ちろん非常に高いものですから、財産委員会の専門員

ですとか、ネイチャーガイドグラブの方々の助言ですと

か情報交換を深めていくことが大切だと考えています。

　また、明日、現地でお時間があれば是非見ていただ

きたいのですが、富永さんにはお話をせず申し訳ござ

いませんが、駐車場の裏側の空いているところにネイ

チャーガイドクラブの皆さんでこのような細野で見られ

る希少種の種子を採取して、現場で保全をするという

試みをされております。こういう試みというのは、保全生

態学の研究者の中ではあまり聞かない話ですので、ぜ

ひ取組を進めていったほうがいいかなと私自身は考え

ております。

　私の方からは以上となります。ありがとうございました。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうございま

した。

　保全についてですが、山焼き管理の後継者育成とい

うことで、保全の場所を限定しながらも、しっかりと希少

な植物を保全できるように、重点的に行っていくという

ことでよろしいでしょうか。

○実行委員（内山義政）　今の山焼きの範囲をしっか

りと維持していくのは大前提ですけれども、確実に保護

すべき場所というのを知っておく必要があるのではな

いかと考えています。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　保全上、重要な場

所以外且つ安全な場所での管理体験というのも、保

全・利用ということで繋がりがあると思います。もう一歩

踏み込んで山焼きについても学習できるような体験が

あれば、その後もしっかりと後継者が現れてくるのでは

ないかと、利用の観点から思いました。

　それでは最後に「継承」について、鈴木さんよろしくお

願いします。

○パネリスト（鈴木豊美）　「継承」についてですけれ

ども、細野高原の景観維持とか害虫駆除、生態系の保

護のためには、山焼きが必要です。先ほども例に出てい

ましたけれども、山焼きをするには細野高原以外に燃

焼させないように管理をするため、まず20メートルぐら

いの防火帯を作ります。10月にその部分の草を刈り、

11月にそれを燃やし、2月に山焼きを行います。この作

業を現在、4区で行い、山を守っていますが、各区とも若

者が減り、高齢化が進んだことから、作業する人の確保

も難しくなってきています。先ほどお話がありましたが、

2008年に全国草原シンポジウムのときにも、山焼きを

続けるためにボランティアを募ったり、学校の総合的な

学習の時間で子供たちに野焼き体験をしてもらうことも

文化継承に必要だと言っています。ボランティアを募る

にしても、火が入ると風向きが変わります。初めは見学

するのでも経験の積み重ねが必要でしょうと思います。

　そしてまた、令和２年９月に細野高原を考える会を発

足しています。この会でもやはり細野高原の管理、山焼

き、防火帯などを今後同様に継続していくことは困難に

なりつつあるとしています。４区で細野高原の観光、産

業などの資源としての活用や周辺の地権者と協力した

新たな魅力の創出を図っていきたいということが、発足

の経緯となります。今後、どうしたら会として細野高原の

魅力を発信することができるか、良いご提案がありまし

たらご意見いただけますと幸いです。

　山との関わりがなくなりつつある今、細野高原を残し

ていくためには、守りたいと思う人を増やしながら、山

仕事を行っていくしかないと考えています。特に若者と

の連携が重要と考えます。若者は斬新なアイデア、企画

力、行動力、情報発信力、また体力など、地域活動に必

要なものを多く兼ね備えているかと思います。「継承」に

ついての私の発表については、以上となります。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうございま

した。

あります。もちろん阿蘇でも、全国のほかの地域でも再

生に向けた取組は進んでおりますが、全国の草原面積

というものを、右の図ですが、まとめてみると、1920年

代は３万から４万平方キロメートルあった草原が、

2000年頃になると5,000平方キロメートルまで大幅

に減少しているということが分かります。このことは細野

高原、全国どの草原でも同じですけれども、管理の手が

足りなかったり、土地の改変、植林であったり、開発行

為などによって面積の減少が進んできたということが原

因として上げられています。

　次、お願いします。

　植物に着目していきますけれども、草原特有に見られ

る植物への影響というものを考えてみると、今までお話

ししてきたような草原の面積の減少というものと、この

今も維持されている草原の中の管理、山焼きであったり、

草刈りであったり、この頻度が低下したり中断したりす

る。例えば細野は日本の中でも本当に珍しく、もしかし

たら中断された年もあったかもしれませんが、記録のあ

る限り、毎年山焼きをしてきているということで、非常に

貴重な草原となっています。全国的に見ると２年に一遍

だったり、例えば東日本大震災の頃に消火ヘリが飛ば

ず、仙石原では山焼きが中止になりましたけれども、そ

ういったように数年中断したり、なくなってしまったりと

いう場所も多いです。こうした２つの要因が複合的に絡

み合って、そこに出現している草原特有の植物に影響

を与えているのではないかということが近年様々な研

究で言われるようになってきました。

　今回の発表では、具体的なメカニズムですとか、専

門的な話まで踏み込みませんが、私が細野高原で植物

等のデータを取った結果を基に、どういった場所が「保

全」に適しているのかということですとか、あとは、これ

までの土地利用の変化というものを改めて航空写真で

振り返りながら、一緒に考えることができればと思って

います。

　それでは、次お願いします。

　ここが稲取の細野高原の現在の航空写真になります。

見ていただいている真ん中付近が細野高原で、右側に

ゴルフ場と伊豆アニマルキングダムがあります。

　次、お願いします。

　これと同じ2017年の写真、稲取の方はこれで分

かっていただけると思うんですが、今回初めて来ていた

だいた方は、先ほどの東伊豆町観光協会のパンフレッ

トを開いていただくと、真ん中に水源涵養保安林があっ

て、それがかなり目印として分かりやすいと思いますの

で、そこを見比べながら、過去の土地利用というものを

見比べていただければと思います。

　続いて、これが2000年です。これは今とほとんど変

わりないかと思います。

　次、お願いします。

　これが1989年ですけれども、これと先ほどの2000

年を比べると、植林が少し進み、西側の河津町のほうで

山焼きが、その前からされなくなっていたのが進んでき

たということが分かり、樹林化が進んできたということ

が分かると思います。

　これが1980年です。先ほどの水源涵養保安林の植

林がされる、外側に広がる前という感じです。

　これがかなり前になりますけれども、1964年です。こ

のあたりから多分、当時の状況をご存じの方もいらっ

しゃるかもしれませんが、まだ私が生まれていない時代

ですけれども、これと先ほどの写真を見比べていただけ

ると、今のゴルフ場の辺りですとか、茅場がかなり減った

ことが、河津町側のほうですけれども分かると思います。

　これがさらに昔の1947年ですけれども、こちらは先

ほどの写真より引いて写しているので、もう少し白田の

ほう、東側のほうまでずっと広く茅場が広がっていたと

いうことが分かると思います。

　次、お願いします。

　これをもう一回まとめてみると、1947年には、グレー

の部分が草原ですけれども、これだけ一面広がってい

たものが真ん中の水源涵養保安林の植林が進んだり、

河津町側のほうでの山焼きが中断したことによって樹

林化が進んだり、国有林、北西側のほうが山焼きしなく

なって樹林化が進んだりという傾向が分かるかと思い

ます。

　このデータを基に草原がどれぐらい減ってきたのか

というのを出しましたが、2013年から2015年に１か

月に１回程度、この遊歩道の道にほぼ沿った形になり

ますが、第１駐車場から熊口、マナイタウラというのが

真ん中の水源林ですけれども、そこから三筋山を登っ

て桃野を進んで、ＧからＨというこの区間です。パンフ

レットでいうと、６番から５番、４番に行くルートですが、

ここを歩いて道の分岐で区切った区間ごとに出てきた

植物の種類を記録しています。あとは、草刈りと山焼き

の多い区間を記録しています。

　これを統計的に解析して、詳細は省きますけれども、

山焼きと草原がどれぐらい周囲にあるのかという影響も

加味して、そこにいる植物の種類のパターンを比べて

みると、三筋山からマナイタウラのこの緑色で囲った範

囲に見られる植物と熊口の水源林の自然、青色で囲っ

た範囲で見られる植物というのは明らかに種類が違っ

てくるということが分かります。山焼きとまとまった草原、

両方の効果で維持されている植物というのが、この三

　一点ご質問よろしいでしょうか。４区一体で管理をさ

れていると思いますが、例えば小学校などの教育機関

に山焼きのやり方や、草刈りのやり方を伝えるときに、手

法については4区統一された管理等はされているので

しょうか。

○パネリスト（鈴木豊美）　管理自体は財産区が指導

していますけれども、大体４区とも同じような方法で防

火線刈りをやっています。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　財産区から教育機

関、子供や大人に管理体験を提供する事は可能なので

しょうか。

○パネリスト（鈴木豊美）　安全なところであれば可能

と思われますが、その指導を行う方を誰にお願いする

のか、要するに財産区で子どもたちを預かってやるとか、

学校のイベントとしてやることで先生も現地にきて子供

を見守ってくれるか、そのあたりの仕組みを整備してい

かないと難しいのではないかと思います。安全な場所

でそういった体験を提供できる場所はあります。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　行政と連携した取

り組みとして行うことも可能なのではないでしょうか。

○パネリスト（鈴木豊美）　可能だと思います。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

　その他に、それぞれの観点からご質問など有ります

でしょうか。

○パネリスト（鈴木豊美）　内山さんにお伺いしたい

のですが、山焼きをしていかないと、この希少種という

のは絶滅してしまうのでしょうか。

○実行委員（内山義政）　先ほど、箱根で2011年に山

焼きを中断したというお話をさせていただきましたが、

実際に見かけられなくなった種がありまして、その後数

年かけて追跡しても復活しなかったという例もあります

ので、できれば毎年焼いているところは、私個人の思い

として、維持していければと思っています。

○パネリスト（鈴木豊美）　先ほどのお話で、細野高原

の山焼きは継続してやってきたという事でしたが、実は

１年だけ実施していない時がありました。その翌年は、

野ネズミやモグラ、が増え、茅が枯れたところがだいぶ

あります。やはり、動物の生態系も崩れていくという事で

しょうか。

○実行委員（内山義政）　おそらく、動物の生態系にも

及んでいるのではないかと思われますが。

○パネリスト（鈴木豊美）　ありがとうございます。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）

　私共の方から、今後の『利用・保全・継承』について、

具体的にどのように進めた方が良いという事は言えな

いのですが、各視点からはこのような意見となりました。

　この後、会場の皆様からも、このような利用をしてみ

てはどうか又はこういう試みをしてみてはどうかという

ご意見がありましたら、そのことについて具体的な方針

や対策を模索していきたいと思います。

　現在、１時４０分ですので、１０分ほど休憩の時間とさ

せていただきます。休憩後に1時間ほどですが、皆様よ

り何かご意見を伺いたいと思いますので、よろしくお願

いいたします。

（休　憩）

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　それではご意見を

伺っていきたいと思いますが、先ほど休憩中に、細野高

原のススキを実際に茅として利用できるのかという事

で、日本茅葺き文化協会の安藤様にいろいろとお話を

伺いまして、とても興味深い内容でしたので、活用方法

等について是非お話をいただきたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。

○（一社）日本茅葺き文化協会（安藤邦廣）　皆さん、こ

んにちは。

　先ほど１時間ぐらいのお昼休みで、細野高原を初め

て拝見させていただきました。茅の質や量について実

際に確認させていただき、そのことについて私の意見と、

茅の利用ということ、特に茅葺きということについての

この地域でのこれからの可能性についてお話しさせて

いただきます。

　茅という資材ですけれども、建築資材としてのこれか

らの利用価値や可能性ということについては意見が

幾つかあります。この細野高原の茅の質、これは茅葺

きの材料として全く問題ないと思います。丈が多少短い

ということはそのとおりですが、山頂近くですと大体２ｍ

近くのものが十分ありますし、平均して背丈ほどですか

ら、御殿場のものに比べると50ｃｍほど低いという事に

なります。平地の茅も大きなものですと３ｍぐらいにな

りますけれども、平均的には大体２メーターちょっと、

2.5ｍぐらいですから、数十センチ低いということです。

　茅の利用ということでいうと、大体４尺から５尺あれ

ば一定の茅として十分に葺くことができます。短い茅と

してカリヤスという茅がありますが、これは最も上質な

茅であり、白川の合掌造りなど、北陸方面ではほとんど

カリヤスが主となっており、この背丈は大体平均的に人

の背丈以下の1.8ｍから低いものだと1.5ｍぐらいです。

そのため小茅、小さい茅といわれています。大茅は大き

いですが太くて重さもあって扱いにくい、また、葺いた後

の耐久性も低いということもあり、小茅は最上とされて

いう利用方法を検討されているのか教えてください。

○東伊豆観光協会長（石島専吉）　今年の６月24日に

町観光産業課が主体となり、東京にあるＫａｎａｔｔａという

ドローンの体験ツアーを行っている企業と、稲取の勤

労者体育館と稲取高原、クロスカントリーを範囲に、

（一社）美しい伊豆創造センターや伊豆急行㈱の皆さ

ん２０人ほどが集まり、体験を行いました。私も体験しま

したが、自分が体験できるとは思ってもいませんでした

ので、できるのかなという気持ちでしたが、意外と簡単

に200メートル～300メートル上昇させることや、横に

スライドさせることができました。稲取高原からですと、

焼却場の先の海の方まで行くことができますし、ゴルフ

場や細野高原の近くまで操縦できてしまいます。そのた

め、この秋にドローン体験ツアーとして、１泊２日若しく

は２泊３日ぐらいで、宿泊していただいたお客様に体

験していただこうという企画がございまして、具体的な

日程は決定していませんが、そのような予定となって

います。

○パネリスト（鈴木豊美）　どうもありがとうございま

した。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　すみません、また少

し話題が変わってしまいますが、今回、利用と保全と継

承を繋ぐアイデアの一つとして、環境教育を上げました

が、その観点について、笹岡先生よりコメントをいただ

けますと幸いです。よろしくお願いします。

○全国草原再生ネットワーク理事（笹岡達男）　これ

はむしろ藤田さんに返してあげたいぐらいです。例えば、

藤田さんが経験され、勉強されたことを活かし、学校の

学生たちをもし東伊豆町に呼ぶとするならば、どのよう

なことを考えているのかご意見をお伺いしたいです。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

　まず、私が地域おこし協力隊になった理由ですが、専

門学校のインターンシップで北海道の黒松内にある、

「ぶなの森自然学校」というところに行ったのですが、

その時に体験したことが私の中でとても感動しました。

自然について細かく言うような自然学校ではなくて、自

然の中で思い切り遊ぶというような場所でした。１週間

単位のプログラムで、長い子は１か月、夏休み丸 と々い

う子もいましたが、やはり子供たちは日常から学ぶ姿

勢がすごく、とても成長を感じられました。最近は家庭

用ゲーム機やスマートフォンなど、外に出る機会や公園

の遊具が危険という観点で、遊ぶ環境がだんだんと少

なくなっており、両親も共働きで忙しいという事なので、

なかなか自然と触れ合いながら思うように遊ぶ、体験す

るということが少なくなってきているというふうに思いま

す。北海道でのプログラムでは、大阪や東京、中には中

国の子供が一人で飛行機に乗って北海道に来て、自然

体験をしながら一緒に遊び、学ぶというような生活をし

ていました。ほんの１週間だけでも、すごく成長を感じる

ことができます。最初は虫も怖くて、「何でこんなところに

一人で来させられたんだろう」というように悲しむ子も

いましたが、知らない地域や大きな自然に囲まれ思いっ

きり遊ぶことで、一回り大きく成長したように感じました。

　その体験がすごく印象に残っていまして、実際、今年

の夏にはオンライン上のキッズコミュニティーと繋がり

があるのですが、子供たちが伊豆稲取に遊びに来て、

海への飛び込み体験や細野高原の草原で思いっきり

走ってみるという事をしました。他にも取ってきた竹を

割り、自分たちで一から流しそうめんを作る体験を通じ

て、お家の方もお子さんが、「一回り大きく、大人の顔に

なって帰ってきた」とか、「また伊豆に行きたい」とおっ

しゃっていました。子どもたちもお家の方に、「家に帰っ

たらノコギリ買って」と、創作意欲が溢れていました。

このように、小さい時の経験はとても重要だと考えてお

りまして、学習面においても空間把握能力や創作意欲

が溢れたりと、そのようなことを推進していきたいと思

い、私はこの東伊豆町に来ました。今後もこう言った取

り組みを進めていきたいと思います。

ありがとうございました、以上です。

○全国草原再生ネットワーク理事（笹岡達男）　あり

がとうございました。

　私は笹岡と申しますが、藤田さんの卒業された専門

学校に勤務しております。この度は実行委員という立場

で出席させていただいておりますけれども、藤田さんの

アイデアは大変良いものだと思います。

　私たちの学校は、自然環境や野生生物の好きな学生

が来ていますので、そういう学生は自ら進んでテントを

張って寝たり、喜んで虫を捕まえたり、植物観察をします。

藤田さんがおっしゃっていたような、様々な地域の小学

生や中学生などの子供たちの受入れ体制を整備する

ことは非常に重要です。そのときに一番大事なのは、学

います。

　この小茅が取れる様々な条件が、現在社会的に、あ

るいはその生態的に限定的になりましたので、白川の

ほうではやむを得ずほとんどを大茅、御殿場の茅を

使っているという現状になっています。これについては

あまり好ましい状態とは言えず、ユネスコからも本来の

その地域の茅を使うべきだという意見が出されており、

代替措置ということで、将来は小茅へ戻すということは

目指されていますが、温暖化の影響などがあり、小茅の

生息域がどんどん限定的になっているのが現状です。

　それから、本来茅場であったものが一旦失われてし

まいますと、再生が非常に困難であるということ、また、

材料を刈る組織も廃れつつあり、個人で刈るにはなか

なか難しいということですが、そのような観点からも、こ

の細野高原の1.8ｍ程度の茅は、本日見た限りの感想

ですが、細くしなやかで耐久性もあり、質が良いと思わ

れます。実際に刈ってみないと分かりませんが、少なくと

も茅の材料として不足はないと言えます。ただ、量につ

いてはかなりまばらなところもありまして、全体的にスス

キが、草原が広がっているところではないと思います。

これは阿蘇も同じですが、120ヘクタールということで

すので、例えばその３分の１が茅場という事であれば、

屋根に葺くには十分な量が確保できます。このことにつ

いては実証実験を行うことで、どの場所で茅が刈りやす

く運搬がしやすいのか、また、どの程度の量が確保でき

るのかを確認することは簡単にできることかと思います。

　本来この地域では茅を屋根に葺いて、そして牛馬を

肥やして、さらに時代的に柑橘類の生育のために地域

経済を支えたことは間違いないです。その地域経済を

支える重要な資源、資材であったということが、この細

野高原の茅場が今に受け継がれている最大の理由で

す。決して生物多様性の維持をしたわけでもなく、観光

のためにしたわけでもない。皆さんが支えてきた結果、

これだけの草原が今に残され、その習慣が良いことと

して、皆さんの努力が今に続けられているということだ

と思います。

　今後、細野高原の茅場がこれだけの面積を残してい

くという事であれば、これは地域経済、産業とどのように

結びついていくかという事を明確にしていかなければ、

一部の限定的なものになりますし、ほかの土地利用と

いうことを考えることも必要なのではないかと思います。

これから東伊豆町、伊豆地域において、茅場はどのよう

に役に立つかということを議論していくことが必要です。

　そのことについて、午前中にもお話があった範囲で

いいますと、この地域では観光が大きな産業の主軸に

なっているということですので、温泉、細野高原、ビーチ

ですね、この３つが揃っている観光地は、国内はもとよ

りコロナウイルスがある程度収束すれば、海外、アジア

地域にとっては非常に大きな可能性を持っているのは

ないでしょうか。そのとき、この茅資源が役に立つのか

と考えていくことが大事ではないかと思っています。

　それでは具体的にどのように活用していくのかという

事について、茅葺きの建物を観光施設に取り入れて復

活させていくということが、私は非常に大事であり可能

性があることだと思います。茅葺きの民家は戦前ほど姿

を消したと思います。戦後間もなく、エアコン生活の中

で流れとして、茅葺きの建物を民家に戻すということは、

一部にあるかもしれませんけれども、かなり現実的では

ないです。この地域の観光として、もう少し観光の質に

変わった滞在型の、あるいは自然と親しむような、ある

いは子供たちの教育とか体験ということを重視した観

光にシフトしていくことを考えれば、観光施設も緩やか

に木造で茅葺きの施設ということが一定割合、世界的

に、あるいは日本の中でも進んでいることは間違いな

いです。ヨーロッパで茅葺きが復活しているのは、まさし

くリゾート地において、オランダやデンマーク、北欧の地

域で最も質の高い観光地は茅葺きで造られる建物群

がつくる景観やその中での生活のゆっくりとした時間を

過ごす、あるいは都市生活で非常に疲れた心身を癒や

す、そういった観光がこれからの大きな流れになると思

います。

　今どき海で泳ぐ人は非常に少なくなったと、本当にそ

う思います。なぜかといえば、ホテルの冷房の効いた室

内にいれば、海岸に出るということとは非常に落差があ

り難しいためです。昔は海の家といって、必ず海辺に日

よけをつくるような東屋などの仮設の避暑地を造り、

人々が海辺で休むような施設があってはじめて海水浴

ができていました。今は冷房の効いた施設は整備され

ていますが、海辺の本来の自然の中で昼寝をしたり、風

を楽しむような施設というのはもうないように思えます。

　ですから、例えばこの海辺に茅葺きのリゾート施設を

これからまた復活していくということを考えるのであれ

ば、細野高原で星を見るとか、別な自然を楽しむような

施設を造る必要もあると思います。そういった本来の観

光にふさわしい施設を、この伊豆にある杉という、戦後

植えた木を活用し、この無尽蔵の茅の屋根を葺くという

ことを町を挙げて、あるいはこの地域の経済を挙げて、

そしてここに集まっている草原を大切にする人たちと一

体となって風景をつくっていく、この細野高原の茅とい

うのはこれだけ素晴らしい暮らしを実現できるというこ

とが分かれば、草原を守るということも非常に意義があ

り、自分たちの生活を支えていることが明確になれば、

多くの方が協力することは間違いないと思います。そう

いった茅を用いた観光施設を造っていただきたいと思

います。

　茅葺きの建物というのは、民家に葺くような50ｃｍ～

１ｍに及ぶ、30年、50年の間立派にもつ茅葺きもできま

すけれども、例えば３か月間もたせたいということだっ

たら、もっと簡単な茅葺きの東屋などの仮設建築も現

在では可能です。様々な技術を組み合わせることもでき

ますので、茅葺きの新しい観光施設利用ということから

始まり、その茅を農業資材に２次利用する、茅葺きとい

うのは必ず屋根に葺いて、再利用するということが本来

の姿です。そういったことも一部取り戻すことによって、

茅というのは本当にありがたい恵みなのだということ

が部分的にも始まれば、もう少し農業に取り入れていく

ことや、本来の生活の中に茅がどんどん浸透していくと

いうことについて、観光施設を突破口にぜひ切り開い

ていただきたいと思います。

我々の協会としても助言や技術者・職人の教育ができ

ると思います。とにかくこの細野高原の茅というのは素

晴らしい資源であるということは、未来を必ず保証する

と思いますので、是非そういったプロジェクトを、行政を

はじめ、この地域の観光協会の方などが集まることで、

進めていっていただきたい、新しい地域が見えてくると

いうようなことでこの会で想像していただくのがとても良

いことではないかと思います。それだけの資源としての

圧倒的な質・量が本日確認できましたので、是非ともこ

の地域をまた開いていくというふうに思えてなりません。

　少し長くなりましたけれども、ありがとうございました。

何かご質問あればお答えします。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうございま

した。

○（一社）日本茅葺き文化協会（安藤邦廣）　茅葺きに

ついては建築的に規制があります。都市部、この密集地

域では不燃材で葺かないといけないという規制があり

ますので、街中では厳しいところがあると思います。二

十二条地域という区域になりますけれども、それは特定

行政庁が解除できます。今まで都市化ということが非常

に進んできましたので、二十二条地域の区域指定はか

なり全域に広まっておりまして、現在、様々な地域でその

解除は特定行政庁で行えるということになっております

ので、必要に応じて限定的に外すということもできます。

恐らく細野高原は二十二条地域に該当していないと思

います。もし二十二条地域があれば、その部分を解除す

るということも今はできますし、様々な観光地、茅で地域

づくりをしようとする地域は、例えば宮城県石巻市では

非常に広大なヨシ原を持っている地域がありますが、

一部の市街化区域を除いて解除しておりますし、重要

な茅葺き集落を保有する市町村の場合も、あるいは１

戸１戸の重要な民家がある場合も、その部分を部分的

に解除するということも現在進んでおりますので、そう

いうことはあまり障害にはならないと思われます。あくま

で、地域の主体的な住民の総意があれば、できるという

ことも申し上げておきます。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうございま

した。

　茅葺きの建物を観光施設として造り、お客さんに楽し

んでいただくというのは、先ほど白川先生からお話があ

りました茅プロジェクトのように、町にしっかりと還元で

きるような収益を上げられるような施設であったり、茅

を葺き替えるタイミングでそれを体験するということも、

複合した施設ができる可能性があり、個人的に色 と々

検討してみたいという風に思いました。

○パネリスト（鈴木豊美）　ただいまの茅のことですけ

れども、この細野高原の茅は屋根に葺くことについて問

題はないという事でしたが、今の細野高原は肥料とい

うものを全然やっておりません。肥料と言えば山焼きで

燃やした後の灰ぐらいです。茅に対して人為的に肥料

を与えても問題ないのでしょうか。

○（一社）日本茅葺き文化協会（安藤邦廣）　茅に人為

的に肥料を与えるということはしない方が良いと思わ

れます。また、今まで例としてはほとんどないと思います。

唯一、刈り取ることと、その後、燃やすこと、これによって

１万年間続いてきたということは最近の学説で立証さ

れておりますので、環境条件的に余程の激変がない限

り、刈り取って火入れをすることで、屋根に使う材料とし

て持続可能なことは間違いありません。そんなに心配

することはないと思います。

○パネリスト（鈴木豊美）　どうもありがとうございま

した。

　利用について一点、東伊豆町観光協会の石島さんに

お聞きしたいのですが、今後、観光協会ではドローンの

操縦体験など計画があるようですが、具体的にはどう

自分ももっと細野高原を歩き、良いところを探し、皆様

にもご紹介出来たらと感じています。以上です。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございます。

　明日のオンライン見学会にて、お二人には現地説明

会にご出演いただいております。明日ご参加される方は

楽しみお待ちいただければ幸いです。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　私もジオガイドを

持っていまして、細野高原はよくガイドツアーをしていま

す。お客さんには、ここはこういう経緯で草原になり、昔

はこういう利用をされていて、毎年山焼きを行い管理し

ているという事をお話すると、「山焼きを見ることはでき

ませんか」という方や、「私も草刈りをやってみたいで

す」という方が多くいらっしゃいます。少しでも細野高原

に携わるきっかけとして、草刈り体験や、最初から火入

れ体験をすることは難しいですので、見学できるスペー

スを設けるなど、山焼きを一般に公開してみてはどうか

と思います。

○教育委員会事務局長（梅原　巧）　突然のご質問、

申し訳ありません。東伊豆町教育委員会事務局長の梅

原と申します。

　細野高原には、県の指定文化財として湿原が何か

所かございまして、その中に桃野湿原というところがあ

ります。私も小さい頃から遠足などでそこに行っていま

すけれども、先日確認しましたら、かなり浅くなってい

るように見え、いずれ消滅してしまうのではないかと思

いました。

　文化財ですので、人の手を入れず自然のままにして

あるというのが現状です。しかし、湿原を保つために修

正すべきか、形状が変わってしまうとしても自然のままに

しておくべきか、どちらが良いのか疑問に感じています。

　また、先ほど富永さんの方からもお話がありましたが、

鹿や猪が湿原の中に入り沼田場にしているため、掘り

返されて荒れてしまっています。ワイヤーなどを用いて、

周囲を全部囲ってしまえば入れないと思いますが、金

属なので錆が出ます。文化財的な面がありますので、自

然のままにしておこうという結論に現在はなっています

が、本来の管理はどのようにあるべきか、詳しい方がい

らっしゃればご教示いただけますと幸いです。

○実行委員（内山義政）　ご質問ありがとうございます。

　まず、文化財としての保存と、観光として利用しつつ

保存していくというのは相入れないものだと思います。

湿原の乾燥化や鹿柵を設けるというのは、私も専門で

はありませんのでお答えすることが難しいですが、会

場でもし詳しい方がいらっしゃいましたらお願いいた

します。

○芸北高原自然館主任学芸員（白川勝信）　私は元々

湿原が専門となりますが、大学を卒業後に草原のほう

に入りました。東伊豆町の気候だとおそらく低湿で細野

高原を見ても、窪地のようなところに水が集まり、湿原に

なっているのではないかと思います。いわゆる、栄養分

の少ない水が集まりその上にミズゴケが生え、そのミズ

ゴケがスポンジの役割をし、水を溜めてできるというの

が信州や北海道のような高層湿原ですが、それらとは

全く異なる低湿地です。低湿地は有機物や土砂が入っ

ていくと、長い目で見て埋まってしまう運命にあります。

　西日本を含め、低湿地がどうして長い間保たれてき

たのかについては、一方で草原を利用してきたというと

ころがありそうです。集水域でしっかりと草刈りをして有

機物が流れ込まないようにすることが、湿原の中の植

物の成長などが抑えられ、湿原の中に枯草などがたま

る量が減っていくことになります。あるいはカンスゲなど、

昔は草がとても大事でしたので、湿原のすぐ際まで草刈

りをしていたという話をよく聞きます。そのようなこともあ

り、里地といいますか、湿原の周りが積極的に利用され

てきた方が、長い間の人と自然の関わりの中で湿原が

残されてきていると思います。細野高原の現地を確認し

ておらず、写真や記憶での推測ですが。

　猪についてはおそらく、昔はそこまでの頻度で草原

の中に入ってくるような状況ではなかったと思います。

鹿も同じだと思います。現況ですが、逆に猪が沼田場に

して荒らすというのは、大きく見て悪いことではなく、湿

原の中に眠っている種子が表に出て、芽を出すという

こともあります。但し、このことも頻度が高過ぎると悪影

響になるのではないかと思います。

　錆などの鉄分につきましては、こちらの湿原の中には

ミズゴケなどはあるのでしょうか。

○ネイチャーガイドクラブ（富永眞弘）　あります。

○芸北高原自然館主任学芸員（白川勝信）　大体、酸

性のほうに偏っています。バクテリアが発生するため油

が浮いたとしても、そのことは特に自然な状態なので気

にすることではありません。やはり、現地を確認させてい

ただいてから、お話しさせていただければと思います。

よろしくお願いします。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございます。

　ただ今ご説明のありました細野高原のような低層湿

原の場合は、周りが森林だと木の葉などが幹に落ち、

蒸発や木の蒸発散があり水分が失われやすいのです

が、草原ではそれがないため、直接水が流れてきて水

源としてたくさん確保できるというご説明でよろしいで

しょうか。

○芸北高原自然館主任学芸員（白川勝信）　はい。

　私たちの一生に比べ湿原の一生は長いですが、運

校の先生でも実際に野外活動を自ら教えた経験のある

方はなかなかいらっしゃいませんから、こちらで安全に

引率して、また宿泊場所の提供ができるような、そういう

体制ができれば細野高原は明日からでも自然学校に

なるのではないかと思います。是非、そのような支援を

町として、地元として応援していただければと思います。

ありがとうございました。

○町長（太田長八）　ありがとうございました。藤田さん

には地域おこし協力隊での３年間、本当に良く頑張っ

ていただきました。

　その中でも良い活動だと思ったのが、今回コロナ禍

の中でしたが、子供たちを自然の中で楽しませて、その

間お家の方は仕事をやるという親子ワ―ケーションの

実施です。藤田さんが子供たちを見ていてくれたからこ

そ、子供たちは楽しく自然の中で学ぶことができ、お家

の方も集中して仕事をすることができたと思います。こ

れからの東伊豆町にとって、貴重な人材だと考えていま

すので、これを機にさらにご活躍いただき、活動の幅を

広げていっていただければありがたいと思います。今後

のご活躍に期待しています。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございました。

　藤田さんには引き続き、東伊豆町の環境教育の推進

を頑張っていただきたいです。今回、我 ３々人で準備を

していく中で、環境教育という言葉を上げましたけれど、

現在、細野高原の管理を主体となって行われています

４区の役員の皆様ですとか、私は田町区の出身ですが、

田町区の場合は役員のＯＢや有志による担い手が年々

増えていっていまして、私もメンバーとして活動していま

すが、そのような形で、主体となって管理を行っていく

方 と々一般の観光客との間に立ち、一般の方々を担い

手サイドにもう一歩踏み込んで誘い込むことができれ

ばと思いました。そういった中で環境教育というのは、

引き込み方の一つなのではないか思いますので、担い

手、作り手として頑張っていただくという事と、これまで

町内でそうした活動をネイチャーガイドの皆様ですと

か、ジオガイドの皆様でされてこられましたので、１３年

前のシンポジウムや今までの経緯を踏まえ、これからこ

のようにしていけば良いのではないかというご意見な

ど有りましたら、コメントをいただけますでしょうか。

○ネイチャーガイドクラブ（富永眞弘）　ネイチャーガ

イドクラブの富永と申します。

　１３年前には会長を務めさせていただきましたけれ

ども、それから細野高原の環境として大きく変わったこ

とは、鹿の食害が増えたことです。先ほど写真が出まし

たけれども、畑のようなものを作り、絶滅しそうな植物を

植え、保護するという活動を行っています。しかしながら、

鹿の食害が増えている今、保護した植物をすぐに元の

場所に戻すことはできませんので、鹿の食害が減少す

るまでは現在の活動をやり続けていかないと、種の保

存はできないものと考えております。

　もう一つはこちらも鹿に起因することですが、マダニ

がとても増えています。そのような中で、マダニが活動的

になる時期にお子さんが芝生であっても足を踏み入れ

ることは、危険なことだと思います。以上２つの違いが

確認できました。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございます。

　ジオガイドの鈴木さんはいかがでしょうか。

○ジオガイド（鈴木京子）　ジオガイドの鈴木と申します。

　私はジオガイドを案内して日が浅いので、この場で

特筆してお話をさせていただくのは難しいと思いますが、

やはりジオガイド協会的に細野高原はとても貴重な場

所で、ここを案内してお話ししたいというジオガイドは、

本部にも多いです。私個人といたしましては、小さい頃

からの思い出がありまして、ワラビの季節になれば家族

でワラビ刈りをし、山焼きも私の父、弟、私の主人、息子

も、みんなが体験しております。そのように、家族みんな

でずっと守ってきた細野高原でありますので、細野高原

の中に通っていますあの道路も、父たちの時代に造っ

ていました。造るたびに父が、「いい道ができたから行く

ぞ」と言い、誇らしげに細野高原に連れて行ってくれて、

素晴らしい景色が望める場所を紹介してくれました。

　学校的には遠足に行きまして、中学校の遠足では秋

の紅葉を見に出かけました。春にも行きましたが、その

時には桜の木がありましたので、後日、友達とまた歩い

て、桜を見に行こうって登ったものです。

　そしてもう一つの思い出が、夏休みに熊口まで行き、

学校でキャンプをしました。やはりそこでは綺麗な水が

出るということが先生たちも分かっていましたので、川

の水を汲みカレーを作り、飯盒でご飯を炊きました。

　そのように貴重なところですので、本当に残してい

きたいという気持ちはあります。私は残していくための

原動力の一部分になれませんので、観光の方で携

わっていますけれども、先ほどの白川先生のお話を

伺って、何か自分の経験を活かし、子供たちが思い出

作りをすることができれば、将来も大事にしていってく

れるのではないか、継承していってくれるのではない

かと考えています。自然学校もそうだと思いますが、そ

のような経験を幼い頃に積み重ねていくことが重要で

はないかと感じます。

　ジオという事ではあまり詳しくお話しできませんが、

１．開会

○司会　では、始めたいと思います。

　ご来場お皆様、そして配信でご覧くださっている皆

様、こんにちは。

　ただいまより第13回全国草原サミット・シンポジウ

ムｉｎ東伊豆、阿蘇分科会を開催いたします。

　私は、今回の進行役を務めさせていただきます公益

財団法人阿蘇グリーンストックの井上と申します。どう

ぞよろしくお願いいたします。（拍手）

　ありがとうございます。

　さて、今回の分科会では、阿蘇草原再生、新たなス

テージへ～草原の恵みを守るための仕組みづくり～

をテーマに２つの講演、また、その後、パネルディス

カッションを予定しております。パネルディスカッショ

ンでは、時間が許せば会場の皆様の声もお伺いでき

ればと思っておりますので、どうぞよろしくお願いいた

します。

　なお、今回は新型コロナウイルス感染防止対策とし

て、会場の人数を制限させていただいております。同時

にユーチューブでのオンラインの配信も視聴できるよ

うになっております。配信でお聞きの方もメッセージ等

でご意見をいただけましたら幸いです。

　それでは、講演に入ります前に、今回の分科会の趣

旨につきまして、環境省阿蘇くじゅう国立公園管理事

務所の山下さんからご説明をいたしますので、よろしく

お願いします。

○環境省阿蘇くじゅう国立公園管理事務所（山下淳一）

　皆さん、こんにちは。環境省阿蘇くじゅう国立公園管

理事務所の山下と申します。

　今日は、お集まりいただきまして、ありがとうござい

ます。

　私のほうから、まず今日のこの分科会の趣旨をごく

ごく簡単に３分ぐらいでご説明をさせていただきたいと

思います。

　それでは、早速まいります。

　もう皆さん、ご存じのとおりだと思いますけれども、阿

蘇の草原の特徴というのは、まず野草を主体とする草

原としては日本最大の規模であるということと、牛馬を

利用した農業生産とか草資源の循環という経済社会

の仕組みによって維持され続けた草原、あるいはその

まま放っておいてずっと草原であったということでは

なくて、生業によって維持され続けた草原というのが大

きな特徴であると思います。

　その草原ですけれども、いろんな恵みといいますか、

役割を持っていまして、まず、１つご紹介するのは多様

な生き物のすみかということで、植物で大陸と陸続き

だったことを物語っているようなヒゴタイですとか、そ

ういう植物があったりとか、ほかでは見られないよう

な希少種の植物も生育していたり、あとは、植物が多

様であるからこそ、多様な動物の生息できる環境を育

んでいると。１つ取り上げますと、チョウなんかでは、熊

本県で見られるチョウ117種のうち109種がこの阿

蘇の草原で見られる、チョウの楽園とも言われるよう

な多様な生き物のすみかになっています。

　それから、観光資源としての価値、これも言うまでも

ないことかもしれませんけれども、ちょっと古いデータ

なんですけれども、観光客の方に阿蘇のどこがいいで

すかというのを聞いたアンケートがありまして、草原が

広がる風景というのを77％の人がいいと答えていた

りですとか、牛馬のいる放牧風景とか花やチョウなん

かの野生生物がある風景なんかを答えていらっしゃる

方もいて、かなり観光資源としても欠かせない存在に

なっていると言えます。

　それから、最近注目されているところでいうと、炭素

　今後どのようにしていくのかについては、町全体で決

めていくことだと思いますが、このような会も重ねたうえ

で、しっかりとプロジェクトの推進をしていければと思

います。

　最後になりますが本日は様々な意見が出ましたので、

町長より本会のまとめをよろしくお願いいたします。

○町長（太田長八）　本日は貴重なご意見を多数いた

だきまして、ありがとうございました。

いただいたご意見を基にこれから戦略を練り、推進し

ていきたいと思います。

　そういった中で、日本茅葺き文化協会の安藤様には、

茅葺きや茅の再利用という事について、また色々なご指

導をいただけますと、大変ありがたいと思います。

　本会を通じ、皆様が細野高原について真剣に考えて

いただいていることを、一層深く感じました。今後とも皆

様とは情報共有を行っていき、保全や利用について検

討していければと思います。

　また、最も大事なのは管理を行っていく後継者、これ

が一番重要だと思います。今のままでは必ず担い手不

足となってしまいますので、今後の体制をどのように変

化させていくか、そしていかに細野高原の素晴らしい自

然を保全していくか、これこそが最大の課題です。皆様

と一体となり、この保全にしっかりと取り組んでいきた

いと考えておりますので、その際にはまたご支援とご協

力の程をよろしくお願いいたしたいと思います。

　以上です。ありがとうございました。

○（一社）日本茅葺き文化協会（安藤邦廣）  申し訳ご

ざいません。最後によろしいでしょうか。

　この茅場の維持管理について、先ほど町教育委員会

の梅原さんよりご発言があった中で思い出しましたが、

文化庁の制度で文化財を守る資材を選定する、「ふるさ

と文化財の森」というものがあります。この中に茅場が

含まれていまして、現在、全国１９か所の茅場が選定さ

れており、静岡県だと朝霧高原が数年前に選定されて

います。各県に１か所程度ありますが、文化庁の中で一

番新しい制度となっています。文化財というのは法隆寺

などの建築物、それから、それを守る職人技、無形文化

財といいますが、それに加えて資材の文化財制度が一

番新しく、１０年ほど前にできたばかりです。例えばヒバ

塗装や漆です。その中にやはり茅がとても不足している

ので、茅場を保全、管理していきましょうということで、文

化財に出荷する茅として、そのエリア選定するというこ

とができます。

　私が本日見た限り、細野高原はこれに合致する場所

だと思います。ただし条件としましては、文化財への出

荷実績が多少なりとも必要ということになります。その

ためこの地域にある文化財、市町村指定や登録文化

財でも可能ですが、茅葺きの建物が伊豆半島にはたく

さんあると思います。例えば伊豆の国市にある国指定

重要文化財の江川邸もそうですが。そういうことで２～

３年程度の実績を積み、細野高原の茅場の質、量は問

題ないと思われますので、是非、茅刈りを始めていただ

き、選別したものを出荷する取組をしていただければ、

制度の対象として選定されると思います。選定される、

文化財の森から様々な助成制度受けられます。普及啓

発事業というもので毎年助成が出ていますので、最大

２００万円の満額補助となりますが、そこに町民の方々

が参加して、皆様と一緒に環境教育を推進していきな

がら茅刈りを行い、山焼きをやること、このような環境

保全全体の取組を体験、研修することで補助が受けら

れます。

　また、選定地の整備費用にも半額補助が受けられま

す。例えば農道整備や支障木の伐採、山焼きについても

環境整備事業となります。いずれも県を通じ、文化庁へ

の申請手続や調査の依頼を行い、町の文化財関係課

から県の文化財関係課の方に連絡を行います。私も文

化財のほうの選定委員となっていますので、私の見た

限り細野高原は是非、ふるさと文化財の森に選定して

いくことを２～３年の目標にしてやっていただくと良い

のではないかと思います。

　細野高原の観光利用というのは、長期的に一歩ずつ

やっていくことが必要ですけれども、取りあえず、文化財

制度を活用していくことは非常に利点が大きいと思い

ます。是非、文化庁への問い合わせやホームページを

ご確認いただき、ふるさと文化財の森という制度を調べ

てみてください。生物多様性の維持や環境教育というこ

とを推進していくために、とてもいい制度だと思います。

以上、補足となります。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

○司会　この後午後３時２０分より、各分科会場の方

にご出演いただき、WEB配信にて全体会を予定してい

ます。

　藤田さん、内山さんにおかれましては、全体会での発

表に向け意見をまとめていただきますので、東伊豆会

場の分科会はこれにて終了といたします。

　藤田さん、内山さん、鈴木さん、どうもありがとうござ

いました。

　それでは全体会までお時間がありますので、休憩を

お取りください。

の固定機能というのがかなり優れているらしいという

のが見えてきていまして、2013年の成果を基にします

と、阿蘇郡市の全世帯が１年間に排出するＣＯ２の量

の1.7倍ぐらい相当の炭素を草原が固定しているとい

うことで、阿蘇の中で見たら、排出よりも吸収が勝って

いるというようなことが言えて、地球温暖化防止の観点

からも未来に残す価値が高いというふうに考えられて

いたりします。

　それで、そういう様々な恵みがあるんですけれども、

過去から草原がどうなってきたのかというのを見ると、

かなり減ってきていると。100年前は阿蘇地域、ほとん

ど草原が広がっていたのが、見ていただいたら分かる

とおり、2007年にはかなりそれが森林に置き換わって

しまっているというような現状になります。

　草原再生協議会というところで議論をしていますけ

れども、じゃこの先どうなっていくんだろうって考えたと

きに、30年後の姿をちょっと想像しようみたいな話を

していまして、５年に１回牧野の調査がされている中で、

野焼きとか輪地切りをあとどのくらい継続できますかと

いうような調査項目があります。その中で、「10年以上

はできそうだ」と答えている牧野さん以外は、ちょっと

30年後まで管理を続けているのは難しいんじゃない

かというふうに仮定した場合なんですけれども、面積

で６割ぐらい減っているような予測になります。

　こういう状況もある中で、次世代へ残すべき姿で30

年後の目標というのを草原再生協議会の中で議論し

ていまして、先ほど申し上げた６割の草原面積減少と

いうのもあり得るかもしれないという中で、「今と変わ

らない規模の草原を残す」ということを目標に設定し

ようとしています。これ特に牧野組合さんの意向も大き

くて、やっぱりモチベーションを持ってやっていくため

にも、減少というところを目標にしてモチベーションも

上がらないだろうということで、最低限維持はしようと

いうような目標設定をしようとしています。

　そのために、３点目なんですけれども、そのために

は長年続いてきた生業による草原維持、これをどう支

援を強化していくのかというのを考えていく必要があり

ますけれども、もう一つ、今までもこれはやってきたんで

すけれども、もう一つ、近年、草原の持つ恵みというの

は、先ほどお話ししたような部分というのが注目され

ていますので、この草原の恵みを守るという観点から

も、草原を支える仕組みづくりというのを進めていく必

要があるかなというふうに思っています。今日は、この

草原の恵みを支える、守るための仕組みづくりというも

のを考える一つのきっかけにしたいなと思っておりま

す。そのために２つほどご講演をいただいて、その後

にパネルディスカッションということで進めさせていた

だければと思っておりますので、皆様よろしくお願いい

たします。

　私からは、駆け足になりましたが、以上です。

○司会　ありがとうございました。

２．講演

①阿蘇の草原がもたらす恩恵～最新の研究報告～

　それでは、早速、講演に移りたいと思います。

　お一人目は、熊本県立大学特別教授の島谷幸宏様

にお願いしたいと思っております。

　島谷先生は、現在多くの研究者が関わって進めてお

られる環境総合推進費研究の研究リーダーであり、今

日はその成果について、阿蘇の草原がもたらす恩恵、

最新の研究報告についてご講演をお願いいたします。

　それでは、島谷先生、よろしくお願いいたします。

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　皆さん、こん

にちは、島谷です。

　阿蘇の研究は、立場的には九州大学の特命教授と

してやっています。ただし、４月から熊本県立大学のほ

うにお世話になっていまして、私の実家が龍田なので、

熊本を今中心にしながらいろいろ仕事をしています。

　今ご紹介になったんですけれども、これが環境省の

推進費のテーマです。阿蘇をモデル地域とした地域循

環共生圏の構築と創造的復興に関する研究というこ

とで、大きく言うと３つのテーマでやっていて、そのそれ

ぞれのテーマがまた３つに分かれていて、９つの大き

な研究が集まった物すごく大きい研究です。私が全体

のリーダーをしていて、東海大の市川先生が特に地下

水のことをやられていて、慶応大の一ノ瀬先生が特に

後ろのほうの地域循環共生圏のほうの研究をされて

います。今日お見えになっています、実は。ちょっと驚き

ました、私も。

　研究の背景は、2017年に北部九州豪雨があって、

2016年に熊本地震があって、それで熊本県は創造的

復興というのを打ち出されました。その創造的な復興

を環境省が提案されている地域循環共生圏とどうやっ

てつなげていくかという研究になります。

　今日は特に草原のお話を中心にしますが、この阿

蘇は九州の中央部にあって、実は６本の１級河川、筑

後川、大野川、五ヶ瀬川、菊池川、白川、緑川という６

本の１級河川の水源になっています。ですから、玄海

灘から瀬戸内海から有明海からですね、いろいろなと

ころに水を注ぐ一番上流の地域になっています。流域

の人口が230万人と言われていて、しかも筑後川から

福岡導水で水を配っていますので、約480万人、500

発散、雨から蒸発散を引いたものが水資源量というこ

とになります。特に筑後川の場合はダムがありますの

で、雨が降ったときの水も全部ためてしまうので、基本

的には下流に流れていく水資源量は降った雨から蒸

発する量を引いたものということになります。

　そこで、こういう樹林とススキがどれぐらい蒸発散量

が違うかということを測定しています。宮沢先生という

先生が研究をしています。植物には、ちょっと難しくな

るんですが、光合成をするときにＣ３という植物、普通

の一般的なＣ３植物というスタイルと、ススキのように

Ｃ４植物というスタイルの光合成をやるタイプとがあり

ます。ススキはＣ４植物というタイプになります。Ｃ４植

物というのは、難しいんですけれども、機構がすごく

違って、非常に二酸化炭素を節約しながら光合成をす

ることができます。水を使う量も非常に少ない、節水型

の植物というふうに言われています。このＣ３植物とＣ

４植物というのは非常に重要なポイントになっていて、

阿蘇では草原にするとほとんどススキになります。スス

キになるということが蒸発散量を小さくしているという

ことになります。

　それで、今、牧野の方に協力していただいて、直接

葉っぱにこういう樹液流計というセンサーをつけて、

ここから今、直接測れるようになりました。一つ一つの

茎からどれぐらいの水分が蒸発しているかというのを

１年間測っています。それで分かってきたことは、これ

が杉で、ササやヤシャブシで、ススキとなりますが、１

年間ずっと積算していくと、杉とススキでは非常に大き

な蒸散量の違いがあるということが分かってきました。

これはもう光合成の仕組みが根本的に違うので、非常

に節水型の植物であるススキが生えているということ

がこの節水型だということが分かりました。

　今ちょっとそれを年間どれぐらいの蒸散量になるか

という推定を行っていて、ちょっとまだ低めの推定に

なっているんですが、これススキです。ススキがＣ４と

いう植物で、ほかのは全部Ｃ３植物なんですが、ススキ、

ササ、杉、ヒノキ、ヤシャブシというようなもので考えて

みると、恐らく杉・ヒノキに比べて１年間に年間の蒸発

散量が100ミリは最低違うだろうということが明らか

になってきました。

　現時点ですが、今年度の３月までで研究を終わりま

すので、それまでにはこの明確な数字が出てくると思

うんですが、水の使う量からすると、ススキ、ササ、ヤ

シャブシ、杉、ヒノキという順番になるであろうというこ

とがどうも明らかになってきました。これ非常に重要な

ことになります。

　ここに阿蘇がありまして、ここに、今見ている草原っ

てほんの一部の草原なんですが、もし樹林に替わって

しまうと、年間100ミリから200ミリぐらい、下流に流れ

るお水の量が減ってしまうということになります。100ミ

リというのは高さの単位ですね。１年間、大体この地域

が3,000何百ミリと降りますが、そのうちの100ミリ分

が蒸発、空中に出ていってしまうということになります。

ですので、草原があることによって、下流に水を配るこ

とができているということになります。大体その量は、

後でちょっとご説明しますが、年間1,000万トンとかそ

ういう量になります。実は、下筌、松原ダムという、ここ

に２つ、ちょうどこの阿蘇から出てくるところにダムが

あって、そこから平地に水が出ていくわけですけれども、

このダムでは発電を行ったり、下流への有明海に流れ

ていく水を供給したりしているわけですけれども、実は

有明海のノリが取れなくなった、冬場取れなくなったと

きには、このダムを操作して、水を放流して下流に栄

養物を送るという、栄養源を送る操作をしています。そ

の水の量は大体1,000万トンとか、大体それぐらいの

量なんですが、それは草原がなくなると、それがちょう

どできなくなるぐらいの量になります。非常に大きな量

です。

　今までに行われた松原、下筌ダムによる緊急放流と

いうことで、大体冬場です。冬場、ノリが行われるように

なって、ノリの色落ちと言って、色が落ちてくるんですね、

栄養塩がなくなると。窒素の濃度が低くなったときに松

原ダムを放流すると、窒素濃度がばあっと上がって

いって、色落ちしなくなるということで、実は草原の水と

いうのは、有明海のノリを支えているということにもつ

ながっているんですけれども、あまりそれは意識されて

いません。松原ダムの流域で例えば草原がもしなく

なってしまえば、約1,000万トンぐらいの水資源がなく

なってしまうということになります。それは、人口でいう

と11万人分ぐらいの水資源量になるということなので、

非常に大きい水の量だということが分かると思います。

今まで草原について、あまり定量的に水をどれぐらい

節約するかというのを分かっていなかったんですが、

それが今分かりつつあるということです。

　それともう一つは、今、立野ダムができているんです

が、こっちがカルデラと、下流の熊本の地下水がつな

がっているかどうかということに焦点を当てて研究を

しています。ずっとボーリング調査が、最近、地震の後

いっぱい行われまして、そのときの地下水を連ねてい

くと、これがつながっているということが明らかになっ

てきました。それがですね、量的にどれぐらいかという

と、これは熊本大学の嶋田先生たちがシミュレーショ

ン、１年間の水収支というのを示したものです。

万人の水源になっているということで、非常に重要な

地域になっています。

　しかし、これはあまり知られていないです。私、福岡

市民もやっているんですけれども、福岡市の人は、筑

後川から水をもらっているという意識はあるんですけ

れども、阿蘇から水をもらっているという意識はほとん

ど希薄なんですね。有明海の人も、筑後川とか白川と

か緑川とか菊池側から水が流れているというのはよく

知っているんですけれども、その上流は草原だという

のを皆さんご存じない。有明海は、よく泥の干潟で、阿

蘇の噴火物によってできているどろどろの干潟で、そ

れが非常に豊かだというのは言われているけれども、

その水の水源が阿蘇だというのはあまり言われてい

ないと。そういうところがあります。

　この９つの、サブテーマになるんですけれども、簡単

にいうと一番上が自然災害を生態系によってどうやっ

て守るかというような感じの研究です。自然資源を使

いながら災害を防ぎ、それを創造的復興につなげてい

こうというのがテーマ１。テーマ２は、熊本地震によっ

て地下水に影響が出たので、その地下水がどういう影

響を受けて、それがどういうふうに回復しているのか。

それから、その地下水が、１回カルデラの中に入った

水がどういうふうにほかのところとつながっているか

という研究。テーマ３は、自然資本と社会関係資本と

いうのは、人間関係とかいろいろな社会のことにも注

目して、地域循環共生圏というのをどういうふうに成

立していけばいいかという、文系の研究から理系の研

究まで、非常に幅広い研究となっています。

　簡単にいうと、阿蘇地区の中で自律分散型の社会

を構築しつつ、他の大都市圏等といろいろな交流をし

ながら、創造的復興と地域循環共生圏をどうつなげて

いけばいいかということの研究をしているということ

になります。

　扱っている自然資源としては、草原だとか森林、そ

れから石材、水田、湿地、水みたいなものを対象にし

ています。

　この図はですね、ここに中央の火山地帯があって、

カルデラがあって、外輪山があって、そういう色を示し

ていますが、この草原、災害との関係を示していますが、

集落の配置をどういうふうにすればいいのかとか、低

地の氾濫をどうやって防げばいいのかとか、田んぼダ

ムをどういうふうにしていいのかとか、こういうカルデ

ラと外輪山のランドスケープに基づいた自然の機能

も生かしたような防災はどうあるべきかというような研

究をしています。

　皆さんご存じのように、阿蘇はこの草地が外輪山の

上と斜面というのがあって、その下に林地があって、集

落があって水田があるという、一つの配置構造が単位

となって、一つの集落が草地から林地、水田、そういう

管理をしているという、そういう仕組みがあるというの

は皆さんご存じで、こういう関係が非常に重要だとい

うふうに思っています。

　まず、災害との関連を見ていくと、草原、これはです

ね、縦軸に崩壊の確率を書いてあって、これいろいろ

な植生について書いてあるんです。これを見ると、草原

が崩壊の確率が高い。しばしば崩れやすいということ

が分かりますが、そのときの崩壊の深さは小さいという

ことが分かっています。ですから、草原にすると、時々

崩れるけれども、大きな被害はもたらさないというよう

なことが分かっていて、しかも、傾斜が比較的緩いとこ

ろの樹林帯がこういう土石流とかを緩衝する機能が

あるということも分かっています。

　次に、水の機能についていろいろ研究しています。

特に筑後川と白川に着目して研究を実施しております。

　実は、筑後川というのは阿蘇の外輪山を水源として

福岡県を通りながら有明海に注いでいる九州一の大

河です。ここから福岡に導水を持っていって、福岡市の

水も供給して、約30％ぐらいの水を供給しているとい

う非常に重要な川になっています。松原ダムというダ

ムが筑後川の上流にあって、上流のこの地域の水を、

外輪山の水を集めて、１回、松原ダムでためて、それで

下流に供給しているということになります。流域の草原

の状況を見てみると、どんどんどんどん今減っていると。

1900年頃に比べて、半分ぐらいになっているというこ

とが分かります。

　それで、どういうことをやっているかというと、実は雨

が上から降って、雨が降ったものが植物とか地上から

蒸発とか発散、発散というのは葉っぱから出ていくの

を発散と言うんですが、蒸発散して上に向けていくと。

それ以外のものは表面に流れるのと地下に浸透する

のと、二通りで流れていくということになります。ですか

ら、下流に流れていく水の量は、この植物等からの蒸

を目的として、村長が火入れ責任者となって野焼き再

開を進めておられます。本日は、その事例を中心に南

阿蘇村の草原管理の取り組みについてご発表をいた

だきたいと思います。

　それでは、吉良村長、よろしくお願いいたします。

○南阿蘇村村長（吉良清一）　皆さん、こんにちは。今、

紹介がありました南阿蘇村の吉良と申します。

　今、村長ということでございますが、私はもともと農

家の長男で、無農薬の米とか、あるいは私自身も野焼

きとかに参加しておりました。これまで農地や草原を

守るためにいろんなことをやってきたんですが、もう農

家の１人、２人では、これはもう守れないということで、

村長を目指しました。しかしながら、なかなか簡単に

は合格させていただけませんで、今から17年前に南

阿蘇村が合併したときに初めて出まして、落ちて、落ち

て、落ちて、４回目にやっと合格いたしました。周りの人

は私のことを吉良清一の趣味は何か知っとるかいと、

吉良清一の趣味はね、選挙だもんなと。特技は何か

知っとるといったら、特技は落ちることだもんなという

ふうにからかわれておりました。

　そういうことで、私は本当にこの草原の水量を守る

と、このために村長になったようなもので、今いろんな

取組でしっかり頑張っております。私は、講演するほど

知識が豊富ではありませんので、地元の水分量など現

状をお話ししようと思って、この役を引き受けました。し

ばらくの間ですが、よろしくお願いします。

　それでは、早速、話に入っていきますけれども、話の

内容は、この画面のとおりで、途中に私の持論あたり

も少し述べさせていただきたいと思います。最後に、村

で作ったビデオがございますので、それをご覧いただ

ければと思います。

　まず、南阿蘇村の火入れ対象地は1,500ヘクター

ルございまして、27の牧野があります。うちの牧野の特

徴としましては、こっちの北側と比べまして急斜面が多

いということ、それから、谷が深いということがうちの

特徴だと思います。そのために輪地切りなどはとても

苦労しますし、また、放牧牛を見つけにくいという、そう

いう苦労もございます。そして、平成28年に３つの牧野

が中止をいたしました。原因は、これは慢性的なもの

なんですが、高齢化、あるいは担い手不足、また、火入

れ責任者の、これは区長さんなんですが、その責任が

大変重いということが原因です。死亡事故が28年に

発生しまして、区長さんが死亡事故の後に事情聴取と

か、あるいはいろんな事故後の手続とか、また、遺族へ

のお見舞いとか、ものすごくご心労をされております。

火入れ責任者についてはまた後ほどお話ししたいと

思います。

　そして、これは同じく28年に起こった熊本地震です。

牧野のあちこちでこういう牧道が被災を受けまして、２

つの牧野組合で野焼きを中止しております。

　これから再開に向けた取組ということを簡単にご説

明しますと、南阿蘇村と牧野組合、熊本県で連携協定

を結びました。真ん中にいらっしゃるのが白川牧野組

合の組合長さんです。白川水源の上辺りが野焼きが中

止されておりますので、そこら辺からまず復活したほう

がよかろうということにしました。村と熊本県で予算を

組みまして、防火帯の整備等を行いました。その白川

地区でも集会をして、野焼きの再開について議論が

あったんですが、野焼きの再開についても疑問視する、

つまり無理やりせんでもいいんじゃないかという意見

もありましたけれども、その中央の後藤区長さんの強

いリーダーシップで、野焼きは何としてもせないかんと

いうことで、再開することができました。

　火入れ責任者をですね、区長さんから村長、私とい

うことにしました。区長は現場の監督者。それから、こ

れまで区長が申請をして村が許可するという許可制

度でしたけども、これも届出だけでいいという届出制

にいたしました。

　重機により白川牧野を早朝、総延長で20.7キロ

メートル、800万ぐらいかかったと思いますが、整備を

いたしました。それによって、今年の３月に、これは野

焼きの様子ですが、４年ぶりの野焼きでしたので、多く

のカヤがあって、もうそれはそれはすさまじいほど、恐

ろしいほど燃え上がりました。

　これは５月の写真ですけれども、野焼きをしたところ

が緑色になっているかと思います。途中に防火帯があ

ります。中腹ほどには保安林がございます。

　これは、ちなみに私が朝に写真を撮ったんですが、

３月です。雪が降ったところが白くなっていますが、野

焼きをしたところは、野焼きをすれば草がありません

ので、もう地面に直接雪が積もります。ですから、こうい

う具合に白くなります。白くないところは、野焼きがして

いないところです。

　私の持論を少し話しますと、左が野焼きをしない場

合、右が野焼きをした場合で、梅雨の時期がですね、

梅雨は雨が降るわけですから、野焼きをしたところは

草が生えていますので、雨が、先ほど島谷先生の話に

もあったように、雨が地下に浸透します。しかし、左側

はススキがありますので、いわゆるかやぶき屋根状態

で、恐らくほとんど地下には浸透せんで、カヤを伝って

下に流れ下っているのではないかというふうに考え

ます。

　皆さん、水収支ってとっても分かりにくいんですけれ

ども、阿蘇のカルデラを一つのおけみたいに考えて、

上から降ってくるのが１年間に3,629ミリの雨が降っ

てきています。これシミュレーションで出てきたものな

ので、この辺の蒸発量というのはいろんなところの平

均になっています、建物とか水田とか山とか。大体その

うちの463ミリぐらいが蒸発していくよと。土の中に

2,600ミリぐらい入って、土から2,500ミリぐらい出て

きているということが分かります。蒸発するので、それ

が155ミリということで、地下水から７ミリ、それほど大

きな値じゃありません。地下水、つながってはいますけ

れども、ボリュームとしては大きい値ではないと。１年

間に3,000ミリぐらいの水がカルデラから下に出て

いっていると。

　これ非常に重要なのは、そのうち、3,000ミリのち

2,500ミリぐらいは１回土の中にもぐってゆっくりと出

てきているということです。ですから、洪水のときに出て

いっているのが大体500ミリぐらいということで、これ

は非常に、日本の川の中では大体洪水のときに出て

いく水の量とふだん出ていく水の量が１対１ぐらいだ

と言われているんですが、阿蘇の場合にはカルデラが

あるせいで非常にゆっくり水が出ていっていると。だ

から、下流の洪水も草原とか水田の涵養とかによって

減らしていると。だから、１回雨が降っても水が染み込

んでいきますので、それがゆっくりと湧き水という形で

出ていっているということになります。

　それで、大体の量は出てきたんですが、大体、阿蘇カ

ルデラから流出する白川の流量は年間７億トンと。そ

のうち大体１億トンぐらいが白川の中流域で、農地で

地下に浸透していると言われていますので、阿蘇カル

デラの中に降った雨のうち、１年間に約１億トンぐら

いの地下水は熊本市の地下水として供給されていると

いうことが大分明らかになってきました。ですから、今

まで定性的には言われていたんですが、こういう現象

は、一つは外輪山の草原は福岡の筑後川はじめほか

の地域の水の資源として非常に重要な役割を果たし

ていると。阿蘇カルデラから熊本に関しても、カルデラ

に降った水もちゃんと地下水を涵養するのに役立って

いるということが明らかになって、やっぱり草原を守る

ということは、非常に大きな水資源、九州北部の水資

源を守るのに非常に重要であるということが明らかに

なりました。

　私たちは、先ほどもちょっとお話ししましたように、

創造的復興と地域循環共生圏をどうやってくっつけて

いくかという研究をしています。私たちが考えている創

造的復興というのは、地域の資源の価値を創造する、

再発見する。社会的な課題を踏まえて再発見する。そ

れこそが創造的復興であると。価値創造こそが創造的

復興であると。

　草原の場合は、先ほど言いましたように、今までい

ろいろなことが言われていますが、特に今回の研究で

は、水資源の供給機能が非常に大きいということが明

らかになったと。防災機能もあるということも明らかに

なったということであります。

　そういう価値を創造して、今度は福岡や熊本市の水

資源として価値を共有する必要があります。有明海に

対しても、阿蘇は有明海の恋人というようなですね、そ

ういうフレーズを共有する必要があると。そういうこと

によって、都市からの資金だとか漁民からの応援だと

か、そういうふうな価値を認識することによって、さらに

いろいろな共生圏からの関わりが来るというふうに考

えています。

　また、今日ちょっとお話ししませんでしたが、どう

やって自律分散型の社会をつくっていくかというときに、

草原をどうやって維持するかというのは非常に重要な

ポイントになります。それについてもいろいろ、どういう

ふうにして管理すればいいのか、集落の主体力を形

成するにはどうすればいいのか。水源涵養保安林を

水源涵養保安林野というような水資源の涵養がある

草原を水源涵養林と同等のものとして位置づける必

要があるだとか、そういうことを今考えながら研究を

行っています。

　以上で私のお話を終わらせていただきます。どうも

ありがとうございました。（拍手）。

○司会　島谷先生、ありがとうございました。貴重なお

話をありがとうございます。

　それでは、ただいまの島谷先生のお話の中で、時間

の関係上、お一人だけご質問等ございましたら受けた

いと思いますが、どなたかいらっしゃいますでしょうか。

よろしいですかね。

　後でですね、島谷先生のほうにはパネルディスカッ

ションのほうにも参加していただきますので、またそ

れも併せてご質問等ありましたらよろしくお願いいた

します。

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　どうもありが

とうございました。

○司会　それでは、ありがとうございました。（拍手）

②南阿蘇村の草原管理の取り組み

○司会　続きまして、お二人目です。南阿蘇村村長の

吉良清一様にお願いしたいと思います。

　南阿蘇村は、平成31年度から水源涵養機能の保全

ができないような集落については、村で、例えば消防

署とか消防団員、あるいは警察官のＯＢさんたちで専

門のプロのチームをつくって、土日に計画的に野を焼

いていけば、かなりの面積をカバーできるのではない

かと思って、今、計画中です。

　それと、最後はですね、野焼き目的の認識の改革と

いうことを訴えております。これまで野焼きの必要性と

いうのは、例えば景観の維持だとか、あるいは病害虫

の防止とか、そんな目的で野焼きをやっておりました

けれども、それだけでは住民に、農家がもう野焼きはそ

れぐらいのことだったらもうやらなくてもいいんじゃな

いかと、そしてまた、地下水は森が育むという考え方が

ほとんどで、草原をそのままに放置すれば、やぶ化して、

山林というか、山林になるから、それでもいいんじゃな

いかと。森が育むという考えがありますからですね、野

焼きはそんなに無理してやらなくてもいいんじゃない

かという考えがありますので、その考えを少しずつ変え

ていかなければ、野焼きの存続は厳しいなというふう

に思っております。

　ですから、野焼きの目的は、もう水源保全と。特に南

阿蘇はそうなんですけれども、熊本市内の地下水の保

全に草原は大きく貢献しているということをしっかりこ

れからも訴えていきたいと考えております。

　大体、私の言いたいことは終わりまして、このビデオ

をですね、ユーチューブにもあります、阿蘇の地下水が

見られるというのをですね、これをちょっと流したいん

ですけれども。

（ビデオ視聴）

　阿蘇の地下水を未来へ。

　熊本は古くから水の都と呼ばれ、その中でも熊本市

は水道水減の100％を地下水だけで賄っているとい

う世界一の地下水都市とも呼ばれています。それには、

阿蘇のたくさんの湧き水が関係しています。なぜこんな

に水源となる湧水が多いのでしょうか。

　これから紹介する４つの条件と阿蘇の人々の暮らし

が深くつながっています。

　１つ目は阿蘇の地形です。阿蘇は、ほとんどの地域

で年間の降水量が3,000ミリを超える、全国的に見て

も非常に雨の量が多い地域です。火山の噴火活動で

できた大きなくぼみのことをカルデラと呼びます。この

広くて深いカルデラは、たくさんの水をためる役割が

あり、阿蘇は九州の水がめとも呼ばれています。

　２つ目は地質です。火山の噴火活動によって水を通

しやすい層と通しにくい層ができました。このことに

よってより多くの水が地面に染み込み、長い年月の間、

地中にためることができるのです。そして、この幾つも

の層は天然のフィルターとなり、きれいな湧き水を生む

のです。

　３つ目は水田です。もし水田がなければ、雨は川に

流れ、すぐに海に流れ出てしまいます。その一方で、水

田は雨水の多くを地下に浸透させます。また、大雨のと

きにはたくさんの雨水をためることができるため、天然

のダムとも呼ばれています。

　最後は草原です。阿蘇の草原は、地下水を育む力が

とても優れています。それはなぜでしょうか。森林に雨

が降ると、雨水が葉や枝で遮られるため、地面の染み

込む量は少なくなります。しかし、草原に雨が降ると、

地面に届く雨の量が多くなり、その分、地面に染み込む

量も多くなるのです。また、地面が吸収した水の一部は、

植物の根や葉を通して蒸発します。蒸発する水の量は、

森林に比べ草原のほうが少なく、同じ雨の量でも草原

のほうが地面に染み込む量が多くなるのです。そして、

何よりこの草原の維持に大切なのは野焼きです。野焼

きにより枯れ草がなくなり、新たな草原に生まれ変わり

ます。そして、その草原は、より多くの雨水を染み込ませ

ることができるようになるのです。このように主に４つ

の条件が重なって、たくさんのきれいな湧き水が生ま

れているのです。

　阿蘇の暮らし。

　古くからの阿蘇の人々の暮らしにも湧き水を守るの

に大切な役割がありました。阿蘇では昔から赤牛と共

に暮らしを営んできました。赤牛は、冬の間は牛小屋

で飼われ、春になると水田を耕します。そして、田植が

終わる夏には草原へ放牧されます。冬になると、赤牛

に草原の草や稲わらを与え、堆肥を作り、その堆肥を

水田に返します。こうした営みにより、阿蘇の稲作は維

持され、豊富な地下水を生む水田が保たれてきました。

草原と畜産の関係はヨーロッパでも見られますが、草

原、畜産、稲作、地下水が関係しているのは、世界でも

まれで阿蘇ならではの高度な循環システムとも言える

のです。

　ここ阿蘇では、このような地域循環が1000年以上

も続いてきました。世界の中でも安全に飲める水があ

るというのは、まさに宝とも言えます。自然と人との共生

によって守られてきた阿蘇の自然、地下水、これからも

みんなで守り、育てていきましょう。

○南阿蘇村村長（吉良清一）　これで終わります。

　最後にふるさと納税ということをちゃっかり言って

おきまして、これらの草原や水源を守るために、ふるさ

と納税で頑張ってお金を集めようかと考えています。

　それでは、拙い話でありましたが、これで終わりたい

と思います。ご清聴ありがとうございました。（拍手）

　下はですね、草原の雨量を表したものですが、右側

の野焼きをした場合は、先ほど言いましたように、秋は

茶色になって、それが野焼きをしたら真っ黒になりま

す。真っ黒になった後に雪が降れば白くなって、雪が

解ければまた黒になる。そして、野焼きをしていますの

で、一斉に新芽が湧きますので、もうほとんど一瞬、一

瞬といいますかね、短い時間に緑色に変わります。そ

して、そういう色の変化が野焼きをすれば、１年で色の

変化も楽しめるということが言えると思います。

　これは、ちょっと字がたくさんありますけれども、左側

が草原です。右側が未整備の保安林です。一番上に地

下水の保全能力とありますけれども、これも先ほど島

谷先生が話されたとおりですが、この図はですね、今

年の春に環境省さんが阿蘇の草原を見られるという

たしかチラシを作られていると思いますが、その中に

示された図です。もともとこれは20年ほど前にツカモ

ト先生という、東京工大と思いますが、その先生が20

年前に調整されたのを環境省さんが初めて、今回初め

て堂々といいますか、堂々とチラシに載せられました。

恐らく私が思いますに、森林と書いてありますので、農

水省、林野庁の森林増加に配慮して、この図が表に出

されなかったんじゃないかというふうに思います。初

めてですね、今年の春、これが環境省のパンフレット

に載りましたので、私はこれを積極的に使うことにして

おります。これほど草原のほうが地下に浸透する水の

量が多いということが、これを見れば一目瞭然だとい

うふうに思います。

　そして、２番目は、先ほど環境省の山下さんのほう

から話があったとおりです。ＣＯ２の吸収能力が割と知

られておりませんけれども、土壌中に有機物がたくさん

草原はありますので、炭素を固定しているということか

と思います。

　次は、大雨時の土壌を流出するから、大雨時の災害

はご覧のとおりです。大雨時の災害は、今全国各地で

洪水時の流木被害出ておりますけれども、これもやは

り整備をしていない森林の流木被害だというふうに思

います。

　それと、生物の多様性もご覧のとおり、それから、生

産性、利用効率につきましては、草原は毎年、野焼き、

放牧、そして採草と、毎年リセットがされますので、生産

性が高いと思います。農業との関わりは、草原は飼料

とか、堆肥の資材とかなっております。また、経済効果

につきましては、観光資源は草原の風景などがありま

すし、右側の中央火口丘、特に阿蘇ジオパークがあり

ます中央火口丘の保安林というのは、火山灰とか、あ

るいは火山ガスとか、そういうことで非常に育ちが大

分悪いことから、中ではもう既に枯れていって、保安林

の機能を有していないというふうなところもあります。

我々は地元では、あれは保安林ではなくて、不安林だ

というふうに言っております。

　それと、景観は先ほども申しましたように、草原はも

う四季折々の景色が楽しめます。また、文化的景観に

つきましては、阿蘇の草原は、平成29年だったと思い

ますが、国の重要文化的景観に指定を受けております。

それほど文化的景観にも優れているということで、これ

は高橋佳孝先生にアドバイスを受けながら、この表を

作りました。まだこれに漏れていることがあるかもしれ

ませんが、これほど草原は優れているということがお

分かりというふうに思います。

　これからの取組としましては、今年の春、950ヘク

タールで24牧野組合が実施しております。ただし、依

然550ヘクタールはまだ未再開となっております。それ

で、牧道や恒久防火帯の設置を進めたいと考えており

ます。しかしながら、これを見てもらうと分かりますが、

民有林との下のほうの防火帯はあまり傾斜がありませ

んので、そんなにお金もかかりません。ところが、上の

保安林との境の防火帯は急峻で、工事の人ももう

ちょっと考えないかんなというぐらい危険な場所も

あったそうで、上の防火帯を造るのは物すごいお金が

かかるということであります。保安林を何とか解除して

いただけないかということを再三、県の農政などにも

言っておりますけれども、なかなかハードルが高くて、

なかなか解除は難しいと、１ミリたりとも保安林は譲ら

ないというような、本当に強い姿勢が見られます。です

から、解除が無理なら、杉、ヒノキじゃなくて、火に強い

クヌギとか、そういう樹種を変えるという方法はどうか

ということで繰り返し繰り返し提案しています。

　そして、３番目に人手の確保ですけれども、やはり畜

産農家、特に放牧農家を増やしていかなければなりま

せん。放牧はいろいろ大変な面もありますので、今、牛

にセンサーをつけて、バーチャルフェンスといって、パ

ソコンでの架空の線で、そこに牛が通れば、そのセン

サーがびりびりとして、牛がそれ以上進めなくなります。

いわゆる架空のフェンスですね、パソコン上の架空の

フェンスから先には行かせないということが今年、福

島県で実証実験をやっておりますので、それをちゃん

と見て、うちも近い将来に導入を計画しております。２

つの牧野組合で実証をやろうという今計画をしており

ますので、そして、簡単に放牧ができるようになれば、

畜産農家も増えるというふうに思います。

　それから、ボランティアの皆さんが協力をいただい

ておりますし、専門部隊と書いておりますのは、野焼き

分かると思いますけれども、この牧野組合、東部のほう

に位置しています。滝室坂、57号線から箱石峠、265

号線の間を位置するところで、面積が430ヘクタール、

標高は約600メーターから900メーターあります。外

輪山内側は急傾斜で、上部は比較的緩やかな地形と

なっております。

　この道路線の部分ですね、こちら側が大分のほうに

水が流れていきます、大野川のほうにですね。そして、

こちら側が黒川や白川につながっております。阿蘇の

東部として、私の牧野は箱石という国土地理院の地図

にも載っている有名なところがありますし、もう一つ、こ

こに人の顔をした岩がありますけれども、国道265号

線沿いには人の顔をした岩も見られます。

　そして、こうした景観が見られますけれども、これは

野焼きの後ですね。ここはもう大野川水系の源流とな

る水の流れとなるところです。

　こちらは放牧の状況です。この中がやっぱり大野川

の水系になります。

　道のこちら側になるところを黒川、白川のほうに水

が流れていくというようになります。

　うちのほうの牧野では、特に今、32名とこれ書いて

ありますけれども、現在は30人になりました。最初、こ

の牧野組合がスタートした時点では100戸以上あっ

たんですけれども、私が入った頃は98戸の農家があ

りました。大体200頭以上の牛を飼っています。しかし、

年間放牧は70頭ぐらいで、草の利用もなされています

けれども、自分たちでは使い切れないくらいです。主な

活用としては、草原の維持というのが大切ですから、

野焼きとか、それから草刈りをやって、草原を維持する

こととか、最近は子供たちに野焼きの体験とか希少生

物の保護などの啓発なども行っております。それから、

野草堆肥で作った野菜を作って、啓発普及に励んで、

いろんなところに発送したりとかも取り組んでいますし、

カヤの出荷等も行っております。

　また、観光利用として、特に、私は普通、農家ですか

らなかなかできないんですけれども、牧野の中のいろ

んな宝物をぜひ皆さんにも知ってほしいということで、

牧野ガイド事業というのに取り組みました。ここでしか

ないものを楽しんでいただきたいと思って、まず、自転

車で草原の中を、牛がいないときに走り回ることがで

きる、そうしたことを取り組んだり、そのためには防疫

対策もしっかり取らなくてはいけませんので、石灰とか

クエン酸を使った消毒もして、いろんな外来種子とか

そういったものを持ち込まないような工夫をしながら、

遊び、学び、そして感動を味わうような、そういう体験

なども行っております。

　もちろん自転車だけではありません。トレイルウオー

クと言って、人々が歩いて草原を楽しんでいただくとい

うことは、ただ歩くだけじゃなく水がどのように流れて

いるかとか、そこにある希少植物、どんなものがあるか

とか、そういったものをなぜ保護するか、なぜ守ってい

かなくちゃいけないかということ、そして、阿蘇の草原

を通して、より多くの人々の心を癒すことができるとい

うことを訴えております。

　阿蘇には、大体年間180万以上の人たちが観光に

お見えになるそうですけれども、そうした人の一部でも、

私どもの牧野を通して、そうしたことを知っていただい

て、草原の大切さ、そうしたことを少しでも伝えられば

と。その他からものを後世に残せるようにしたいなと

いうふうに思っています。それで、こういう取組をやっ

ております。

　これからは、観光利用としての牧野ガイド事業でと

いうのは、今後、阿蘇地域のほかの牧野でも持続的な

維持管理に生かしてもらえるようにモデル化し、口蹄

疫などの疫病対策の情報共有とともに、牧野間の連携

を図っていきたいと思っております。現在、ほかにも、自

分のところでもやりたいという申込みがありますので、

先進事例じゃないですけれども、どの組合でもできるよ

うに支援できたらと思っております。

　それと同時に、地元の商工会や観光業ともタイアッ

プさせることで、地域の活性化にも寄与できるような取

組を発表させたいと考えております。

　こういった人たちは、私がガイドとして養成した人

たちですので、私が忙しくても、これらの人たちがガイ

ドとして活動できるようにしています。ガイドの申込み

は、道の駅阿蘇に申し込んでいただくと、こうしたガイ

ドさんたちを紹介してもらうことができます。トレイルウ

オークで大体基本ですね、二、三時間のガイドで１人

頭大体3,000円ぐらいの徴収をしております。1,000

円を牧野の維持管理に還元できるように取組をしてお

ります。また、自転車の場合は、そのガイドさんが自分

で値段を設定して、1,000円だけは牧野に還元できる

ようにやっております。現在までに300人以上の方が

観光を楽しんでおられます。

　本来は、オリンピックのときもより多くの人が来られ

る予定だったんですけれども、残念ながらコロナ禍で

活動ができない状態に置かれていました。これからさ

らにこういうのが改善で来たら、続けていきたいなと

いうふうに思っております。

　以上です。

○コーディネーター（坂本　正）　どうも市原さん、あ

りがとうございました。

場代だとか温泉だとか来たときのどうやって頂くのか

というのが大変大きな課題でございます。今日は幾つ

か問題提起もいただきましたので、実現可能な話をぜ

ひ進めていただきたいというふうに思います。

　次は、今日、講演のほうも大変ありがとうございまし

た。島谷さん、１時間ぐらいかかるのを20分ぐらいで

圧縮していただいたんで、やや欲求不満じゃないかな

というふうに思いますけれども、吉良さんの話を伺って

みると、島谷さんの話、重なりますよね。非常にエビデ

ンスというか、今まで言われていた九州の水がめ、福

岡に行ってもそういう話するんですが、筑後川だけ

じゃないと。もうもともとは阿蘇なんだよ。なかなか伝

わりにくいです。熊本市の世界で一番の地下水だと言

いながら、阿蘇の水が染み込んできて湧き出るんだと

言いながら、言いながら、恩恵は受けていますけれど

も、じゃ阿蘇をどうするかって、なかなかそういうふうに

いかない。今日は環境保全だけの問題ではなくて、価

値の創造として、今までのそうだなといったものをちゃ

んと再発見した、保全活用した、防災機能もやっていく

とですね、これからまだ新しい価値が生まれると、都市

圏を巻き込んでいくんだ。今日、最後に言われたところ

をやっぱり今度の課題としてぜひ強調していただきた

いことをお願いしたいと思います。

○パネラー（島谷幸宏）　この研究を始めるときに、い

ろいろお話を聞きにいって、やっぱり、草原が水資源

の涵養機能が森林より大きいことが明確に証明されて

いないんだよというのをすごく言われてですね、そこを

やっぱりターゲットしないといけないということで、今

日ちょっとお話ししたのは、樹液流計という草の木の

中を流れる水の量を測っているんです、実際に。それ

でどれくらい空中に水が出ているかというのが直接、

最近、センサーの技術が発達しまして、10年前にでき

なかったのが今はそうやって直接、どれぐらい植物が

水を空中に吸い上げているか測れるようになったんで、

それをちょっとやってみましょうということで始めたん

です。

　今日は、吉良さんがお話しになったのは、遮断蒸発

というやつで、１回、土の中に水が入って、それで植物

がどれぐらい利用するかという話なんです。もう一つは、

葉っぱなんかに降った雨が途中で蒸発してしまうとい

う２つの現象があって、その両方とも草原のほうが小

さいというのが分かっているので、だから、先ほど示さ

れたのと私が言ったのを２つ足したよとなるので、本

当はもうちょっと何百ミリ、今日、私100ミリと言ったん

だけれども、もっと大きい数なんですね。

　そういうことをいろいろ研究しながら、また、創造的

復興とは何かというのをすごい考えたんです。熊本県

で地震が起き、熊本地震があって、うちも熊本市内な

んで、その周りがもうみんな７割ぐらい被災してですね、

全半壊になって、何となく創造的復興というと、新たに

何かを創造するような、そういうイメージがあったん

だけれども、いろいろ研究してみると、やはり草原を守

ることこそが創造的復興なんですね。水源を守ること

こそが創造的復興なんだけれども、じゃ創造って何か

というと、価値を創造することなんです。今まで上手に

守れていなかったものに対して、もっと新たな価値が

実際にはあるんだけれども、見えていない価値を見つ

けたり、そういうことをやることによって、次の世代につ

なげる夢のある価値を創造して、それは自然を守り、

例えばもっと、私は草原をもっと増やしたいと思ってい

るんですけれども、そういうことをやるのが創造的復興

だと。

　それを環境省さんが言っている地域循環共生圏と

いうなかなか分かりにくい計画なんですけれども、地

域を育てて循環型社会をつくりながら、地域の中だけ

で自立するのがなかなか難しいので、ほかの地域と共

生しながら、できればこういう阿蘇みたいなところは

大都市圏と共生しながら、その大都市圏に当然恵みを、

水の恵みとかいろんな恵みを与えているので、それに

対するお返しをいただきましょうという、そういう考え

方なんですね。そのためには新しい価値を創造し、そ

の創造した価値を共有しないと絶対駄目ですよ。先ほ

どの話でもあったように、どうやって価値をこれからみ

んなで共有していくか。だから、できれば、有明海の人

に来てもらって、ここに大漁旗がね、阿蘇の草原に大

漁旗がはためきね、ああ私たちの草原はこうやって海

ともつながっているんだというのが何か目で見えるよ

うな風景ができるとか、そういうことが次の時代に何か

夢をもたらすんじゃないかなと。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうございま

した。

　今のお話の中で、やっぱりみんな気持ちで分かって

いるんだけれども、価値の創造とかね、新しく物をつ

くっていく、何かないものからつくっていくのは物すごく

大変だと思うんだけれども、今あるものの価値を認識

する、これがもちろん大事なことですよ。認識したら、

次に未来につながっていく。言葉は固いけれども、要

するに今やっていることを子供や孫につなげていって、

今の生活を守っていくということは、福岡の都市圏を

守り、有明海を守り、熊本市を守ることだと。今までは、

そんなこと意識しないで自分たちのなりわいでやって

いたけれども、そういうもんだということをみんなが共

　特に観光ガイドのところでは、ずっといろんなことを、

希少生物、植物だとか見ていただいて、水の話をして、

それで、そこのことを理解していただくというのは大変

すばらしい活動だと、観光とセットになっておりますけ

れども。それを含めて今後の課題というのをまた次回、

次の回にお伺いしたいと思います。

　じゃ次、三宅さん、お願いします。大体、若いですよ、

この中でもね。力あるし、エネルギーあるし、もうこれ

からの阿蘇のこういう課題はもう全部引き受けるとい

うような熱意で今日来ていただいております。今日はど

うも大変ありがとうございます。いろいろ注文が出ると

思いますが、どうぞよろしくお願いいたします。

○パネラー（三宅悠介）　ありがとうございます。環境

省の阿蘇くじゅう国立公園管理事務所、三宅と申します。

よろしくお願いいたします。

　私たちの事務所、この阿蘇市内にありまして、黒川

に事務所があって、大体職員10名ぐらいおります。何

をやっているかといいますと、この関係でいきますと、

草原再生の協議会の運営ですとか、そういった草原

再生の活動に取り組んでいます。それから、国立公園

ですので、阿蘇とくじゅうの国立公園の管理ということ

で、開発の規制をしたりですとか、生態系の保全をし

たりですとか、そういった仕事をしています。

　それからあと、最近は観光振興にも力を入れていま

して、特に政府全体としてインバウンド観光を推進して

いこうという中で、国立公園もですね、そういったイン

バウンドにも貢献していきたいと、そんなようなことも

やっておるような組織になっています。

　それで、今日はこういった場にお呼びいただきまし

てありがとうございます。坂本先生からご紹介いただき

ましたけれども、我々のほうもこの地域にある事務所と

して精いっぱいやることはやっていきたいと思ってお

ります。

　島谷先生、吉良村長からもお話しいただきました。

ありがとうございます。草原再生の活動は2005年から

スタートしています。2021年ですので、もう少しすると

20年かなというようなタイミングになっています。これ

までは地域の農家の方々の活動をどうやって支援して

いくかということで力を入れてきたんですけれども、今、

第３期の全体構想というのをつくっておりまして、それ

の大きな柱としては、なかなか産業だけで草原を維持

していくのが難しいような状況になっている中で、公益

的機能と少し難しい言葉ですけれども、産業だけでは

なくて、広く一般社会にも草原は役立つんだと、こう

いったような中で草原を維持していくと。一番分かりや

すいのは吉良村長からご紹介いただいたような、自治

体が火入れ責任になって野焼きするとかそういったこ

とだと思いますけれども、そういったことにこれから力

を入れていきたいと思っています。

　そういった中で、今日のお話ですね、有明海とつな

がっているとか、あるいは自治体のほうで火入れを積

極的にやっていただけるとか、草原再生にとっても、こ

れから新しい展開を考えていく上で、非常に重要なご

指摘をいただいたかなと思っていまして、また草原再

生協議会のほうでも今日のお話を受け止めて活動し

ていければというふうに思っておるところです。

　それから、市原組合長から観光利用の話をいただ

きました。我々国立公園を管理しておりまして、全国に

34の国立公園があります。この中には、九州の管内で

いけば、例えば屋久島も入っておりますし、それから知

床とか小笠原とか、世界自然遺産に登録されているよ

うなところも、この34の中に入っています。また、富士

山とか日光ですとか、いわゆる温泉とか自然が豊かな

観光地というのは大体34国立公園の中に入っている

んですけれども、あと、くじゅうもその中に入っています。

　皆さん、阿蘇くじゅうって国立公園の中でどれくらい

人が来ているかというイメージをお持ちですかね。実

は阿蘇くじゅうというのは、大体1,600万人ぐらい年

間利用者来ていまして、これは34の国立公園の中で

見ても上から５番目なんですね。日本全体で見ても、こ

ういった自然を生かした地域という中では、お客さん

が多く来ているエリアになっています。

　冒頭に紹介があったとおり、その中に来たお客さん

の８割ぐらいの方がですね、この中でも草原、阿蘇の

中で草原がやっぱり一番すばらしいというような回答

をされています。なので、草原というのは非常に観光に

とっても魅力的な資源であって、地域の外の人たちか

ら、どうやって草原の維持に協力してもらえるかという

のが今日のテーマの一つでもあると思うんですけれど

も、そういったときに、やっぱり観光の方に一部ご協力

いただく、市原組合長からご紹介いただいたように、

1,000円を草原の保全に還元するということもそうで

すけれども、最近ボランティアツーリズムとかもややは

やっておりまして、そういったボランティアでツーリズ

ムとして来ていただくとか、そういったことも含めて、地

域の外の力をこれからもっと活用していけるとよいの

かなというふうに思いました。

　私からひとまずコメントさせていただきました。あり

がとうございます。

○コーディネーター（坂本　正）　どうもありがとうご

ざいました。

　とにかく外からというのが結構難しくてですね、駐車

○司会　吉良村長、貴重なお話ありがとうございま

した。

　それでは、会場から１名だけですね、ご質問やご意

見ございましたらお願いいたします。挙手をお願いし

ます。

　一番後ろの方。

○参加者　私は熊本市民なんですけれども、先ほど野

焼きの意味を、草原を新しくして虫を殺すとか、景観を

守るとか、そういう趣旨で理解している熊本市民という

か、熊本県民と言っていいと思う、たくさんいらっしゃ

ると思うんですよ。その水源保全のためだということに

変えていかなくてはいけないというお話があったと思

うんです。私はそれとても共感するんですけれども、具

体的にどういう方法が一番手っ取り早いと考えられる

か、もしお考えがあればお聞かせいただければ。

○南阿蘇村村長（吉良清一）　ありがとうございます。

　まずは、うちの農家あたりもですね、実際、野焼きを

している農家あたりもそれを知らないということです

ので、まずその辺から、区長さん、区長会では定期的に

こういうことを述べますし、牧野組合が集まるときもそ

ういうことを言っております。また、今年の１月には全

戸に阿蘇の世界文化遺産を目指してというチラシを

作成し配布しました。阿蘇の地下水はこういう具合に

して育まれているということを機会あるごとに言うよう

にしています。

　とにかく草原のほうが地下水涵養能力は高いという

ことをこれまであまり言われてきませんでしたので、こ

れを強くこれからも機会あるごとに訴えていきたいと考

えております。

○司会　よろしいでしょうか。ありがとうございました。

　それでは、ここで、また吉良村長のほう、後でパネル

ディスカッションのほうにもご登壇いただきます。あり

がとうございました。（拍手）

　では、この後、パネルディスカッションに移りますの

で、少し会場の準備をさせていただきます。お手洗い

等ございましたら、皆様、この時間にお願いします。

３．パネルディスカッション

○司会　では、お待たせいたしました。

　それでは、パネルディスカッションに移りたいと思い

ます。

　冒頭の趣旨説明と２つのご講演を踏まえて、阿蘇草

原再生、新たなステージへ～草原の恵みを守るため

の仕組みづくり～をテーマに進めていただきます。

　ここで、ご登壇の皆様をご紹介させていただきます。

　今回のパネルディスカッションコーディネーターと

して、阿蘇草原再生千年委員会委員長の坂本正様、パ

ネラーとして、先ほどご講演いただきました熊本県立

大学特別教授の島谷幸宏様、南阿蘇村長の吉良清一

様、阿蘇市町古閑牧野組合長の市原啓吉様、環境省

阿蘇くじゅう国立公園管理事務所所長の三宅悠介様、

以上になります。どうぞよろしくお願いいたします。

　ここからは、コーディネーターの坂本先生に進行を

タッチしたいと思いますので、先生、よろしくお願いい

たします。

○コーディネーター（坂本　正）　坂本でございます。

　今日は、本当にコロナの厳しい中でございます。限

定的な人ということで、皆様方、今日お集まりいただき

まして、どうも大変ありがとうございます。

　今日はもうテーマもはっきりしていますように、今、

阿蘇、我々はですね、千年委員会世界文化遺産登録

に向けて今活動しているところでございまして、暫定リ

スト入り間近、と言うと誇大宣伝になるかもしませんが、

その暫定入りを目指して今やっている最中でございま

す。その中で一番コアになるのは草原ということです。

そして、九州の北部ですね、この阿蘇の水がめの役割

というのは非常に大きいと。今日その水がめの話をし

ていただいたわけですけれども、有明と福岡都市圏、

非常に大きな流域ですね。有明のノリを支えているの

もこの阿蘇の水だ。このカンデラが水をためているこ

とで、熊本市の世界一の地下水の源流になっているわ

けでございますし、その途中につながる水源が我々の

生活を守っている。それは災害からも大きな役割を果

たしている。その恩恵の部分を話していただきたいと。

当然これは、草原に行って楽しむ、観光客の人たくさん

いらっしゃるわけですよ。観光客の人にもぜひ、たくさ

ん水源がございますが、この水源と阿蘇はつながって

いるんだと、そういうことも分かってもらえればなとい

うことでございます。

　今日はもう既にお二人にご報告をいただいておりま

す。順番は、まず、市原組合長、それから三宅所長、島

谷教授、吉良村長という形で順番でやらせていただき

ます。あとはさんづけでいたしますので、よろしくお願い

します。

　市原さんも大変ご活躍でございまして、また、今日も

お忙しい中、引っ張り出して大変申し訳ありませんけ

れども、今日もガイドのことであるとか、新しい活動を

含めて、水資源の取組もございます。どうぞよろしくお

願いいたします。

○パネラー（市原啓吉）　私も牧野組合ですね、熊本

県北部、阿蘇の一番東側のほうに当たりますけれども、

一の宮町坂梨地区というのがあります。見ていただくと

が湧いているんだと、そういう認識がほとんどです。も

し仮に阿蘇に人が住んでいなくて、水田や草原がなく

て森だった、森林だったとすれば、恐らくこれほどの水

は湧いていないだろうというに思います。

　熊本県とか熊本市のホームページを見てみますと、

熊本の地下水ということで検索してみますと、絵が描

いてあります、地下水の流れがですね。ほとんどは西

原辺りを降った水が地下に浸透して、あるいは白川を

流れて、それがまた菊陽町周辺で地下に浸透して熊本

市に湧いているという絵がほとんどです。阿蘇のカル

デラの中とか外輪山を多く、大門堰にも水が流れると

いうのは書いてありません。それはなぜかというと、そ

ういう研究がこれまでされてこなかったせいです。それ

で、もちろん島谷先生が今日言われましたように、何と

か阿蘇の草原なり水田のそうした影響、大きな貢献し

ているんじゃないかということをですね、今度、研究で

その辺のところが分かってきたということで、これまで

の図とは違った図が恐らく出てくると思います。そうな

れば、多くの方々に草原、水田の大切さがお分かりい

ただけるかと思います。

　こういう機会があるごとに訴えていかなければなり

ませんが、私が最近思っているのは、それとはまた別

に、それだけでは、ああそうだなで終わってしまう。あ

そうかで、それからアクションが起きないというか、何

かそういう気もしますので、今、熊本市の地下水が減

少傾向にありまして、うちの水源の10か所で、先ほど

市川先生のほうから、市川先生で調べてもらって、そう

すると６割ほどの水源では減少傾向にあります。白川

水源は１分か60トンと言われていますが、今40トンし

かありません。それより最も湧水量の多い竹崎水源は

120トンですが、そこは１/３に減っているというような

調査結果が出ておりますので、もう水源、草原が減って

いることが恐らく原因だということで、危機感を与える。

先ほど熊本市の方は……と思いますけれども、熊本市

の水はこれからもう減りますよと、減っていきますよ、こ

のままでは減っていきますよということをもう危機感を

多少与えるような報道というのも、そういうことを何か

変えてもらうというか、先生方からもそういう報告をし

てもらうとか。危機感を与えることも一つの手かなと、

最近はそういうことも思っています。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうございま

した。

　大都市、熊本市のほうですが、これ100年ぐらい

たって地下水が市内に来るんで、今足りるとか足りな

いといっても、まだ大丈夫だという、そういう楽観的な

議論もないわけじゃない。先ほどあったように、水の涵

養とかいろいろは、草原よりも、それは樹木のほうが多

いんだから放っておけという話も結構あるわけですよ

ね、潜在的に。しかも、草原も人の手が入って草原だと

思っていない人も結構、そうするといろんな意味での

理解が及んでいないところで、新しい価値をつくって

やっていくというのはなかなか大変だと思うんですけ

れども、吉良さんが７市町村の中の１人だとすれば、

やっぱり今日の話は、市町村の人たちで県のほうにこ

ういうことだと、まだまだ認識足りないよと。こんなこと

で世界農業遺産取れないよというのをぜひ言ってほ

しいと思うんですが、いかがですか。

○パネラー（吉良清一）　今おっしゃるとおり、これは

阿蘇郡の首長さんが同じ気持ちで同じ方向を向いて、

歩調を合わせなければならないと考えております。そ

の辺は首長さんの会合の中である程度の合意はでき

ております。保安林の改良あたりもですね、これは私だ

け言っても駄目ですので……

○コーディネーター（坂本　正）　保安林の解除はし

てほしいなと。

○パネラー（吉良清一）　いろいろ言っているんです

けれども、ただ、阿蘇のほかの自治体の首長さんと行

動を共にしてやっていきたいと思っています。

○コーディネーター（坂本　正）　よろしくお願いし

ます。

　市原さん、ずっと長年活動してきて、今、ガイドの話も

して、いろんな問題ご存じですよね。それでやっぱり水

源の問題で、水が減っているとか、そういう危機的な状

況もあるんですか。

○パネラー（市川啓吉）　草原のあった時代、つまり

私が高校生ぐらいのとき、その時分はですね、山がま

だこんな大きくなかったもんですから、滝がいっぱい

あったんですね。その滝がですね、今、木が大きくなっ

た現在、だんだん消えてきているんです、なくなってき

ているんです。草原がいかに大切かということは、私

はその高校生のときに学んだことが第一の出発点な

んですけれども、私が高校生のときは、阿蘇くじゅうで

有して、福岡の人も、有明の人も、熊本市の人も、阿蘇

の価値を一緒に分かってもらう、このことが大事だと、

そのことですよね。

　そのことで、もう一つ必要なのは、普通、水源だとか

なんかって、人が住んでいなくて、山の奥から出てきた

ものだというようなこと、阿蘇はカルデラで、これが人

が住んでいるわけですよね。これだけの大きな都市圏

なんで、この都市圏でやってきている水の涵養に依存

している生活、一部の都市と都市をつないでいる、そ

のあたりの関係はどうお考えですか。

○パネラー（島谷幸宏）　昔からここは野焼きをして

いたわけですね。それがたまたまススキだったわけで

す。とても水を節約すると思うんですが、そういうことが

あったからこそ、福岡都市圏にあれだけの人口が集

積できるということなんですね、実は。これがなかった

ら、福岡市はもう水資源ない都市ですから。

○コーディネーター（坂本　正）　全然ないですか。

○パネラー（島谷幸宏）　ええ、全然ないですから、あ

んな人口を養えないわけです。ですから、本来はもう

少し、阿蘇を拝むじゃないけれども、敬意を払ってい

いはずなのに、そこの価値づけができていない間にみ

んながもっと阿蘇をＰＲしてください、最も大切な九州

の山ですからね。そういう意味での価値づけを行うこ

とが、やっぱりこれから持続的にこの阿蘇を維持する

ためには重要じゃないかなと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　僕は後でまた市原

さんにも伺いたいし、吉良さんにも伺いたいんですが、

阿蘇に住んでいて、生活していてですね、だんだん担

い手も少なくなっている。阿蘇の野焼きも大変だと、今

一生懸命やっている。僕はこの仕事に関わったときに、

あと５年たったら大変だよと言われて、本当に大変な

時期だったんですよ。これからまた３年、５年後大変

だよ、何とか延びてきているんだけれども、高齢化はも

ういや応なしに来ますよね。都市圏の人が無関心であ

れば、なおのこと厳しくなる。そこの働きかけ、例えば大

漁旗が来るとかね、そういう話もいいし、ほかの自治

体の人たちとの関係もあるんですが、島谷さんは福岡

に住んでいて、熊本に来て、今、水と環境のことをずっ

とおやりになっていて、それで実家がこちらにあってで

すね、火の山、しかし、水がめとしての阿蘇はそれほど

まだ認識されていない。インパクトはどこに持っていっ

たらいいと思いますか、島谷流の。

○パネラー（島谷幸宏）　私は、やっぱり海だろうと思

います。福岡にですね、志賀島という島があって、そこ

に志賀海神社という神社です。そこは海の神社なんで

す。その人たちは山を誉めるというお祭りをずっとやっ

ているんです。「ああらよい山繁った山」「ああらよい山

繁った山」「ああらよい山繁った山」と３度山を誉めて、

鹿もいるんですね。だから、やっぱり昔から山を管理

するということが海の神にとってどれほど大切だった

のか。一つは、船を造るのに木が要るということなんだ

と思うし、山からの栄養源とか恵みによって海産物が

取れるということも知っていただろうし。それを管理す

るために人間が鹿を射るとか野焼きをするとか、そう

いう行為が必要だということを分かっていた。そういう

ものを見ていくと、やはり海とのつながりを明瞭に意識

することによって、全てが、その間のものは全部つな

がってくるので、そこをつなげていくというのが面白い

かなと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　要するに自然に昔は知っていたんだけれども、だん

だん文明の中で分断されていって、都市圏が生まれて

きて、その生態系というのがだんだん切れてきた。なの

で、今、環境省さんが言っている共存していく生活圏で

す、物すごく壮大な絵なので、マンダラ絵というふうに

言っているらしいんですけれども、一見ね、ちょっと荒

唐無稽じゃないかと思うけれども、要するに昔に戻っ

てつながっていこうということだと思うんですよね。

　そのあたりの話、また後で伺いたいと思いますが、

吉良さん、お待たせいたしました。

　何か専門家じゃないみたいに言われていましたけ

れども、細部までずらっと見たら、島谷さんよりたくさん

書いていましたよね、その。流れをね。あの中の３分の

１ぐらいを島谷さんが今日証明した、科学的に証明し

た。でも、経験的にというか、もう大体分かっていて、し

かし、微妙なことを言われましたよね。なりわいでみん

な分かっているはずなのに、農業をやっている現実の

人は野焼きはやっている、大事だ。でも、景観のためだ

けだったらもうやだという気持ちもないわけじゃない。

それはそうだと思うんです。人のために景観でやっ

たってしようがない。今度はみずがめで、水がめになる

ためだという意識をやっぱりそれほど強くはないんで

しょうか、そのあたりの苦労話からお願いしたいと。

○パネラー（吉良清一）　じゃ本当に苦労話をします

けれども、うちの村は移住者が、結構、都会から移り住

む方がいらっしゃる。何でですかと聞くと、景観とか、き

れいな水がたくさんあるという理由が多いです。じゃき

れいな水は何でいいと思いますかと尋ねると、これに

答える人はまあいません。住民もはっきりとは答えられ

ません。先ほど大きな４つの要因があると言いました

けれども、それを答える人は本当にいなくて、昔から水

から野焼きのボランティアという形で、本当に大勢の

方に来ていただいていて、全国見渡してもなかなかこ

ういうふうな形で、近隣都市圏からこれだけ大規模に

協力を得て環境保全やっているところってそんなに多

くないんじゃないかなって思っています。そういった中

で、今回こういった科学的な知見もさらに明らかに

なってきたので、福岡、あるいは熊本の方に協力しても

らう具体的な意義というか、メリットもより説明しやすく

なってきたと思いますので、こういったことをうまくア

ピールするといいなと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　千年委員会というのは、もう福岡でもやっていますし、

福岡の経済界の人が任意でずっとおやりになってい

て、この話は、福岡の方も言うんですよ、水がめで。やっ

ぱり福岡都市圏は阿蘇で守られているんだという、経

済界のそういう方はおっしゃるんだ、なかなか市民に

浸透しない。これからだと思うんです。

　じゃ今日参加している方、あまり時間がありません

けれども、今までの話を聞いて、ちょっと一、二聞いて

みたいなという、全体でもいいですし、特定の方……

○参加者　野焼きボランティアをやっています。お世

話になっております。

　今日は、最初にお二方で水の重要性という、非常に

理論的に分かりまして、大変ありがたくお聞きしました。

　ボランティアやっていますが、昨日もそうだったんで

すが、阿蘇市にある牧野で輪地切りをやっていました

が、ボランティアの一般の方からこういう質問が来る

んですね。虫もいないのに何で焼かないかんのです

かって。そのときにやっぱり今日の水の話、ＣＯ２の話、

そして私の自分の専門の生物多様性の話とか、そうい

う話をしてあげると大変納得いただけるんですね。そ

ういう意味で、私はボランティアのリーダーもやってい

ますけれども、リーダーの役目というのは非常に重要

になってきているというふうにここ近年思います。ボラ

ンティアは今登録1,000名いますから、延べで昨年実

績ですと2,300名ぐらい出ています、コロナの中で。こ

れコロナが終わったら3,000名近くいくという。さてこ

こで問題なのは、草原の恵みを守るための仕組みづく

りという中で、私たちボランティアはこの先どう向かっ

ていけばいいのか、率直に、市原さんなんかとは初期

のほうから相当いろんな議論をさせていただきました

し、吉良村長は今日初めてなんですけれども、特に吉

良さんと市原さんあたり、我々ボランティアなんですけ

れども、今後どういうふうに向かって行けば、この仕組

み、新たな仕組みづくりとしてお役に立てるのかという

ことをご示唆いただければ大変ありがたい。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　多分、みんな考えて結論が出なくてですね、難しいと

ころではあるんですが、じゃお一方ずつその辺を伺っ

て、島谷さんのほうからいきましょうか。もう短く。

○パネラー（島谷幸宏）　簡単に、じゃ。

　今日ちょっとお話を聞いていて思ったのは、草原が

あって集落あって、水田があって、本当はそれ全体の

土地利用が草原の仕組みを支えているので、そういう

観点をやっぱり大事にしないと駄目かなと思っている

ということです。

○コーディネーター（坂本　正）　何かその仕組みの

中で……

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　コミュニティ

自体がそれ全体を管理して……

○コーディネーター（坂本　正）　何か一つのコミュ

ニティ全体を維持していくことで仕組みができると。

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　草原だけを

守ろうということじゃなくて、それを使う仕組みも守って

いく。

○コーディネーター（坂本　正）　草原を核にして、生

活圏、循環を守っていくという。

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　皆さんもそれ

重 ご々存じ……

○コーディネーター（坂本　正）　それは話が重いん

だけれども、そういうふうにしていかなければ維持でき

ないよということですね。

　じゃ吉良さんのほう、お願いします。

○パネラー（吉良清一）　うちの村にはボランティア

の方が来ていただいていまして、本当に感謝しており

ます。輪地切り、輪地焼き、大変ありがたく思っており

ます。

　ただ、先ほど言われたように、虫がいないのに何で

輪地切りとかやるのということは今日初めて知りまして、

そうだな、本当だな。だから、草原の野焼きの目的をも

う少し分かりやすくボランティアの方々にも伝わる方

法も考えていかなければならないなというふうに思い

ます。引き続き輪地切り、輪地焼き、本当に御協力をお

願いしたいと思います。

○パネラー（市川啓吉）　ボランティアの皆さんから、

私が持っているものが宝物だということを教えても

らったんです。それまでは邪魔物だったんです。これ

は何のためにどうしたらいいんだろうというね、邪魔

でしようがないと思ったら、それは宝物ですよって教え

られたから、ガイドを通して、それで多くの人に知って

５万ヘクタールぐらいの草原があると学んでいたんで

す。だから、ここはアメリカの牛肉と対抗するには阿蘇

ぐらいしかないと、そういう認識があったんです。

　それで、阿蘇は草原があって、みんなが豊かで。それ

は水だけじゃないんです。空気もですね、木よりも草の

ほうが浄化する、あるいは高いと言われているんです。

そっちのほうも目を向けんといかんとですね。ですか

ら、私はガイドのとき、そういったことを皆さんにお伝

えしているんです。だから、私、200人以上、去年、おと

としとガイドをしましたけれども、そういった人に一人

一人ね、みんな伝えて、阿蘇の草原はいいというけれ

ども、どんなところがいいですかって。空気がいいと。

景色が見れる。これは森林になったら景色は見えない

んですね。だから、森林はちょっと空気がいいように考

えるかもしれませんけれども、景色が見えないと、その

中での活動だけしかできないから。草原の場合は見

渡しができますね。阿蘇の山を見渡しながら草原を歩

くといかにすばらしいかというのがみんなが知ってい

るんです。そうすると、来られた方たちは、心が癒され

たと言って帰られるんです。ということはですね、私は

いつもみんなに訴えているんですけれども、あそこの

草原というのはね、名医だって。それがやぶ化してい

けば、やぶ医者になるって。だからね、草原は守ってい

かんといかんて。それをね、地元の人がやっぱり知る

必要があると思う。お医者さんをね、育てているから頑

張ろうと、そういう意識。そして周りから来る人たちの

癒やしてもらうんだったら治療代ぐらい払えと。ただで

来て帰っていくのはどういうことかと。そういう認識の

下に、より多くの人に、阿蘇を支えるためにはそういう

外部からの援助も必要なんだと。高齢化になったら、

ボランティアの皆さんが応援に来てくださっています。

ボランティアさんも高齢化しているんです。ですから、

より若い人たちにも訴えて、若い人の力も活用できるよ

うにしていかなくちゃいけないと。そういうふうに考え

て、阿蘇の草原の水だけでなく、空気を守るという、そ

れは全ての人に関係してくるので、ぜひそういったこと

を知ってほしいなと思って、今のところ頑張っています。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　でも、滝がなくなっている、減っているというのは、本

当にちょっと衝撃的な話ですよね、やっぱり環境問題

の中で。あるいは草原といったら、草原の場合は、崩れ

てもすぐ復活すると。だから、地震とかなんかあっても、

崩れたところから復活するというので、非常に強いも

んだという意識があるんですが、滝がなくなっていると

いうのは、ちょっと私も考えが及ばなかったんですけ

れども、やっぱりそれも一つの象徴ですね。滝の復活

も大事になるかなというふうに思いますね。

　コロナ禍にもですね、そういう地元の方もおられる

ので、そういうのを知っている方もおられると思うんで

すよ。やっぱり何が変化したかって。その後、島谷さん

に全部証明してもらうというのが一番やりやすい方法

かなというふうに思うんです。

　じゃ、最後というわけじゃありません、まだ一巡して

きたわけですけれども、今まで話を聞いて、三宅さん、

今まで北海道へ行って、熊本にこちら通ってきて、これ

からまた大きな活動があって、世界文化遺産を担うよ

うな、そんな話があって。今回の企画も関係者も非常

に大きな研究の課題、やっていると思うんですよね。

やっぱり子供の教育含めて、観光含めて、何を訴えて、

阿蘇をみんなと価値を共有していくっていう、その肝の

ところは何だとお考えですか。

○パネラー（三宅悠介）　なかなか難しいかなと思っ

ているんですけれども、分かりやすさというのは非常に

大事なのかなと思っています。島谷先生おっしゃって

いただいたみたいに、阿蘇で仮に草原が全部森林に

なってしまうと、1,000万トンぐらい水が減るので、有

明海のノリ養殖のための緊急放流がもうできなくなる

んだとかですね、福岡市であれだけの人口を維持でき

なくなるんだという、そういう分かりやすいメッセージ

と、あと、村長おっしゃっていたみたいに危機感を少し

あおっていくようなことも考えていく必要があるかと思

います。

○コーディネーター（坂本　正）　災害もひどくなりま

すよね、一気に流れてくるわけですから。

○パネラー（三宅悠介）　そういうのをうまくアピール

していくと。

　それで、地域循環共生圏、先ほど非常に分かりにく

いというようなお話もいただいていて、ちょっと私たち

の職員もなかなか理解することも難しいんですけれど

も、実はこの阿蘇は割とそういう意味では先進的な地

域だと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　あれは阿蘇を説明

するためにつくった地域循環圏だと私は思っておるん

ですね、ずっと、広いから。ただ欠点はですね、土地に

ずっと水道になって、いろんな都市部があって、海で

しょう、有明。遠いんですよ。だから、阿蘇だと思っても

つながりがぼんやりするんで、なかなか下流にいる人

たちが恩恵をですね、ぼんやりしか分かりにくいなと

いう、ちょっとそこのところですよね。

○パネラー（三宅悠介）　そうですね。ただ一方で、こ

のエリアには、今でも福岡県、あるいは熊本の都市圏

子供も大人もお年よりもですね、女性も男性も関係なく、

みんながそういったことを知る必要があると思うので、

それを情報として発信する。それが環境省さんなり、農

水省なりなんなりですね、大きなところからメディアを

通してでもなんでもですね、発信していくということは

大事だと思いますね。

　私も地元の農家に住んでいる限り、農家の人たちに

その宝物を守っていく必要があるんだよということを

強く訴えていきたいと思っているので、今取り組んでい

る小学生の草原学習とかですね、そういったものをぜ

ひ活用して、さらに将来のボランティアさんなり、地元

の担い手を構成できるように頑張っていきたいと思っ

ています。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　それでは最後に、大トリになります。三宅さん、お願

いします。

○パネラー（三宅悠介）　ありがとうございます。

　環境省は最近脱炭素、カーボンニュートラルという

ことで、環境省というか全政府を挙げて取り組んでい

ますけれども、先ほどご紹介あったとおり、阿蘇草原で、

このエリアの世帯の排出量の1.7倍の二酸化炭素を

固定しているということがあります。そういった観点か

らの重要性というのもこれから訴えていくと、社会の流

れにも乗っていけるのかなというふうには思っており

ます。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　今ある阿蘇の生活圏、これはやっぱりボランティア

の人を含めて草原を維持していく、水を守っていく。そ

のことが福岡都市圏、熊本の都市圏、多分、大分も入

ると思うんですね、北九州、九州の上のほう半分は阿

蘇に支えられているんだという意識は重要だと思いま

すが、何よりもこの仕組みを維持していくためには、子

供が、今日は残念ながら参加が難しかったわけです

けれども、やはりこの内容を共有する、防災意識として、

郷土の誇り、伝統というものを共有して、それを同じ地

域の世代がみんな使えていくような、そういう教育シス

テム含めてですね、これからの新しいステージづくり

が必要かなというふうに思います。

　今日はどうも大変ありがとうございました。（拍手）

○司会　坂本先生、パネラーの皆様、大変ありがとう

ございました。

　ご来場の皆様、限られた時間ではございましたが、

ありがとうございました。また、配信でご覧いただいて

いる皆様、お聞き苦しい点が多々あったと思いますが、

お許しください。

　阿蘇草原再生協議会では、本日いただいたアイデ

アも参考にさせていただきながら、今回の分科会の

テーマである草原の恵みを守るための仕組みづくりを

進めてまいりたいと思いますので、皆様、今後ともご協

力のほど、どうぞよろしくお願いいたします。

　それでは、阿蘇分科会はこれで終了とさせていただ

きます。

　皆様、もう一度拍手をお願いいたします。（拍手）

　ここで、皆様にご連絡ですが、この後、第13回全国

草原シンポジウム本会場と全国３分科会の開場をつ

ないでの全体会がオンラインにて開催されます。この

会場で流しますので、ご興味がございましたら引き続き

見ていただければと思います。

　皆様、本日は大変ありがとうございました。

もらう必要があるというふうに考えたわけで。というこ

とはですね、地元の人もそれを宝物とは思っていない

んです。ですから、ボランティアさんが地元の人と交流

するときに、そうした宝物を発見したら、ここにはこう

いうすばらしいものがありますよということをまず伝え

ていただきたいと、自分たちが発見したことをですね。

でも、多くの人は気づかないんですよ。それをまず教え

ていただくということ。

　そして、気づいたものをほかの人たち、つまり新たな

ボランティアさんが来れるように、そういうのをまた教

えていただくと。学校の生徒さんたちなんかもきても

らっているので、そのときにはね、本当に助かっていま

すけれども、そういった若い人たちですね、今後のそう

いう支援に回れるような、そういう仕組みづくりという

ものも大事かなと思います。

　今後そういうふうにして、農家さん、ボランティアさ

ん、お互いいろいろ、ほかの観光で来る人だって阿蘇

の草原の大切さというのをね、みんなに伝えていく必

要があると思うんです。生活環境を守るために何が必

要かという、そういった点で、私たちはみんなが草原

を通して生かされているということを認識できるように

伝えていくことが大事だなと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　今、もうボランティアさんも草原を守る非常に大きな

担い手で、やっぱりみんなで一緒に考えて出し合って

いくと。仕組みづくりは大体こう見えているんですけれ

ども、具体的なところはいま一歩手前かなという感じ

がします。

　三宅さんはそういう話を踏まえて、環境省としては、

このステージづくりをつくったら、絶対支えていくんだ

というような意気込みもあったらよろしくお願いします。

○パネラー（三宅悠介）　ありがとうございます。

　私もせっかく阿蘇に来たものですから、今年、個人

的ボランティアに参加させていただいて、非常にすば

らしい仕組みだなと思っています。あまり私自身は課

題は見当たらなくて、もうどうやってこの組織を継続、

発展させていくかというところかなと思っていますので、

我 と々してもしっかりサポートしていきたいと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうございま

した。

　もう大体時間がまいりましたので、今日は限られた

時間でございました。でも本当に２人のスピーカーの

方には簡潔に要点を絞ってお話しいただきましたし、

彼らの中で議論は大分深まってきたかなというふうに

思います。

　それでは最後に、今日の会を終えるに当たって一言、

今後の課題、あるいは自分が今考えていること、一言

ずつお話しいただいて、閉めたいと思います。

　じゃ島谷さんのほうからお願いします。

○パネラー（島谷幸宏）　今日ちょっといろいろやっ

ぱり聞いていて思ったのは、これからまたポストコロ

ナで地域分散というのが非常に重要で、その中で、子

供たちがこういうことに参加できると、すごいクリエイ

ティブな人間ができていくんだろうなというのをすごく

思っていて、環境省の方ともいろいろとお話ししている

んですけれども、やっぱり防災教育と環境教育を一緒

にするだとか、そういう形の新しい展開で、子供たちの

力をもっとつけないと、これからのサバイバル時代を

乗り切れないので。ボランティアみたいなものは、何か

学校教育としてちゃんとやっていく必要があるんかな

という話を聞いていていろいろと思いました。ありがと

うございました。

○コーディネーター（坂本　正）　じゃ吉良さん。

○パネラー（吉良清一）　私は特に自治体の首長とし

て、発信力が大事だと思います。島谷先生から情報を

いただいて、その情報で理論を武装して、強く訴えてい

きたいと思います。また、阿蘇の首長さんたちとも足並

みをそろえて、さらにどんどん盛り上げていきたいと思

いますので、これからもよろしくお願いいたします。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうございま

した。

　じゃ市原さん。

○パネラー（市原啓吉）　これは前の環境省の所長さ

んが私に教えてくれたことですけれども、イエロース

トーンが国立公園になったときですね、神が創造され

たもので、決して私有物にしたり、少数の利益のため

に開発すべきものではない。この地を国民のために永

久に保存するには国立公園にするという、そういうあ

れでこれをまず、イエローストーンが国立公園になっ

たと。それで、日本の昭和31年に国立公園法が制定さ

れて、1934年に初めての国立公園ができたと。その中

でも阿蘇もそういう国立公園になってきたということで

すね。

　そこには、やはり草原というのが大々的にあったわ

けで、だから国立公園になったわけで。阿蘇山があっ

ても、阿蘇山という山はないんですね。阿蘇山というの

は５つの山が成り立って阿蘇山って言うんで。その阿

蘇山は、草原があって初めて目立つんです。つまり主

役はですね、脇役がいないと目立たないんですよ。そ

の脇役である草原は、脇役だけでも重要な働きをして

いるんで、それをみんなに知っていただくためには、
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命的には窪地ができ、湿原ができ、それが消えていく段

階である中の現在、一断面を見ていることになりますの

で、人工的に何をしていくのかという事については、今

の時代に生きている私たちでしっかりと決めればいい

のではないかと思います。

　ただ、内山さんが先ほどおっしゃいましたけれども、

湿原という生態系が何も触れずに保存するということ

ができないものなので、例えば広いまま残そうとするの

であれば、三瓶山の姫逃池というところでは、毎年水草

をしっかり取るという作業をしています。そういうやり方

もありますので、その部分は地元に近い専門家の方な

どと一緒に、管理を考えていけばよろしいのではないか

と思います。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございます。

　ご質問へのご回答は以上でよろしいでしょうか。

○教育委員会事務局長（梅原　巧）　ありがとうござい

ました。

○稲取地区特別財産運営委員長（山田賢一）　財産区

の山田です。

　内山さんの話を今まで聞いてきまして、細野高原の一

番古い写真をお出しいただけますでしょうか。

　この下の方に見えるのがゴルフ場ですけれども、また

ずっと上のこちらの方、河津との境界以外のところにつ

いて、私たちが学生だった昭和47年以前にはすべて

入谷区で山焼きを行っていました。真ん中に熊口の水

源がありますが、こちらの方はゴルフ場で、ここからバイ

オパーク、ゴルフ場まで草原でした。さらにもっと上の

方、そこら辺までが草原でした。40年代後半、50年代

に高山通りということで植林をしまして、現在あまりいい

山だとは言えませんが、ほとんど植林されています。

　現在は、昔から比べれば３分の１ぐらいの広さです。

そういう意味で、先輩の皆さんがそれだけ頑張って、こ

の３倍、４倍の広さを管理してきたので、私たちも管理

していかなければという気持ちがありますが、どのよう

に維持していくのか、その部分で悩んでいます。

　今年、財産区の役員の皆さんと相談して、この部分は

急傾斜地で山焼きをすると岩が落ちてくる為、来年の山

焼きからやめることになりました。放棄という形になりま

すが、管理する人の安全の為です。

　また、これも内山さんがおっしゃっていたことですが、

ここが熊口水源ですけれども、ここからここまでの部分

は大体40～50ヘクタールになります。役員の皆様と現

在考えていることが、ここから上については水源地とな

りますので手は入れないですが、こちら側の部分を将来

的に、先ほどの体験学習や観光のためのイベントなど、

自然を保護しながら利用していただくことはできるかど

うか、その部分についてご意見をいただきたいと思いま

す。以上です。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

　この山の上の部分は保全を継続していくべき場所だ

というふうに、先ほど内山さんもおっしゃっていました

ので、この辺りの草原を保全していくために、利用する

方向にもっていければ良いのではないかと思いました。

○実行委員（内山義政）　特に保全すべきということで、

企業などどなたかに利用していただければという提案

であると思いますが、少しこれまでの話をまとめながら

になりますけれども、例えば観光利用、ちょっとした休憩

所や東屋を設けるとしても、茅葺きの使用やそれを体験

してもらうといった中で、防火線も含めた草刈り作業と

いうものにも触れていただき、現在、ベテランの方だけ

で頑張って維持している防火線の管理を、将来的には、

少しでも若い世代が山焼きに入っていけるようにする

ためのフィールドとして使用していくことができればい

いのではないかと私個人として受け止めましたが、会

場の皆さんはいかがでしょうか。

○ネイチャーガイドクラブ（富永眞弘）　下側を利用

する案が出ていますけれども、湿原は現在４つあり、３

つはそのエリアに入っていますので、特に芝原湿原の

水源というのがかなり上のほうに延びてきています。

その部分が荒らされないよう、注意していただきたいと

思います。

○実行委員（内山義政）　そうしたピンポイントに保全

すべき場所というのは、ネイチャーガイドクラブの皆様

やジオガイドの皆様など、地元で見てきた人にしか分

からない場所もありますので、情報共有を行っていく必

要があるのではないかと思います。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　皆様、ありがとうご

ざいます。

　茅葺きや環境教育としての利用、観光資源、あるいは

保全や利用の方法について、様々なことをお話しいた

だきました。

○司会　それでは、ただいまより東伊豆会場の分科会

のほうを始めさせていただきます。

　ここからの分科会の進行については、地域おこし協

力隊の藤田翔さんと実行委員の内山義政さんにお願

いをします。また、パネラーとして入谷区町内会長の鈴

木豊美様に御協力をいただきます。

　それでは、どうぞよろしくお願いいたします。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　地域おこし協力隊

の藤田と申します。本日はよろしくお願いいたします。

　最初に、ご存知の方もいらっしゃると思いますが、簡

単に自己紹介をさせていただきます。

　地域おこし協力隊の藤田翔と言います。東伊豆町に

来て今年で３年目となり、地域おこし協力隊の任期が

最終年度となります。東伊豆町に来る前は、笹岡先生も

おられるのですが、東京環境工科専門学校というところ

で自然について学習していました。本日はよろしくお願

いいたします。

○実行委員（内山義政）　皆さん、こんにちは。内山で

す。私は稲取の田町区出身でして、高校卒業後、大学に

進学しまして、就職して静岡県内に戻ってきましたが、

2019年から職場の休業制度を使いまして、東京都立

大学の大学院に通わせていただいています。草原生態

系の保全を研究テーマとして研究を行っていまして、

フィールドを細野高原とし、地元に通いながら調査を続

けています。本日はよろしくお願いいたします。

○パネリスト（鈴木豊美）　皆さん、こんにちは。私は細

野高原を管理する稲取の４つの町内会の１つ、入谷区

町内会の会長で、区長を務めています鈴木です。入谷

区は細野高原に隣接しておりまして、昔から関わりが深

い町内会でございます。以上です。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　それでは、東伊豆

会場分科会を開会いたします。

　東伊豆会場の分科会のテーマは、『利用・保全・継

承』の３点となります。

　まず、テーマに決めたこの３点ですが、午前中にも説

明がありましたが、それぞれがローテーションしてしっ

かり循環していかないと、細野高原というものはなく

なってしまう。若しくは、一つがマイナスの方向へ向かっ

てしまうと、その次へ次へとどんどんそのマイナスが引き

ずられ、負のスパイラルになってしまうということで、そ

れぞれの問題を全体的に考えていけたらなという思い

で、このテーマにさせていただきました。

　最初に、利用について、私、藤田がお話しさせていた

だきます。

　最初に、細野高原のこれまでの利用ということで、午

前中もお話が出ていましたが、細野高原は茅場として

利用されていました。茅は、茅葺きや、昔は畑を耕すた

めに牛などを使っていたので、そういった家畜の飼料と

して使われていました。また、ミカン畑に敷いて防寒や、

雑草が生えないようにしていたり、現在においても山菜

狩りなど、多くの需要がありました。特に昔の利用に関

しては、生活により密着した需要が多くありまして、現在

とは異なり、少子高齢化が問題視される以前のことでし

たので、担い手も十分に補充されており且つ、町民全体

で利用され、さらに町全体でしっかりと保全がされてい

ました。

　そして、現在の細野高原の利用ですが、現在は生活

というよりは観光やレジャー、体験というのが主な利用

方法になっていると感じます。他にも、ハイキングや

ツーリング、少しではありますけれども、畑、山菜狩りな

どもされています。

　昔と現在の利用の変化を見てみると、生活必需でし

たが、必需ではなくなってきているという見方ができると

思います。昔の生活にどうしても密着なものというのは

必然的に利用・保全・継承のサイクルが形成されていま

したが、その利用価値が現在は少なくなってきていると

いうことで、しっかり現在の姿に合う利用価値を見いだ

さなければならないと考えています。

　また、昔は町民、町全体で生活に必要なものでした

が、現在は担い手不足や利用価値の減少に伴い、管理

全体の費用も不足しているような状況だと思います。そ

の中で、この３つの循環をしっかり考えていかなければ

と思い、現在の利用についてですが、ハイキングやツー

リングについては、そこまでお金が落ちたりするような

ものではないと思っていまして、もっともっとその利用価

値を最大限に発揮できる何かを町全体で考えていく必

要があると考えています。

また、その利用からしっかり細野高原の背景や保全を

したいという、最近だと森づくりなどに興味関心がある

方もいらっしゃると思うので、そういった層に向けて体

験やレジャー、観光、教育、そして利用することで保全・

継承への誘導を見込んでいき、その負のスパイラルか

らいい方向へ改善していくことが必要ではないかと思

います。

　ここで、他地域における利用方法について事例を幾

つかご紹介します。

　ご存知の方もいらっしゃると思いますが、隣町の伊東

市の大室山ですが、大室山自体が国の天然記念物に

なっておりまして、こちらでも毎年山焼きを実施されてい

ますけれど、こちらはリフトで３分ぐらいで山頂まで上が

れるという、気楽に行けるレジャースポットになってい

ます。そこでは料金も掛かりますが、毎年山焼きの火入

れ体験ができるので、そういったところで人手を解消し

つつ、お金も落としていただいているというような場所

です。

　こちらは先ほども紹介がありましたが、生石高原でも

和歌山の大学と連携し、イベントを通じて保全や茅葺き

の文化を発信している場所です。やはり担い手不足の

解消や保全をする上では、どうしても人手が必要になり

ますが、そういった教育や、学生などと連携して学びの

場としても利用してもらいつつ、保全もしっかり手伝っ

ていただくというような場所です。先ほどもお話がありま

したけれど、クラウドファンディング、応援したい気持ち

をお金で送るというような資金集めもされています。

　こちらは阿蘇です。先ほどお話にも上がりましたが、

阿蘇では環境省との取組を進めていて、各教育機関で

教材も作成しており、地域での体験を含め、学ぶ場を作

られています。また、環境学習の講師も派遣されているな

ど、行政と町がしっかりと連携して進めている地域です。

　ほかにもエコ資源にということで、ＳＤＧｓについても

先ほどお話がありましたが、例えば茅葺きに使われた

茅というのは取替えの時期になると、いい具合にほぐれ

て柔らかくなり、畑の肥料や雑草がはえないように敷い

て利用することや、阿蘇でも利用例があったと思いまし

たが、家畜の飼料としていたり、海外の事例ですが、バ

イオマス燃料にしていたりします。こういったことは施

設や仕組みが整備されれば、幅広い活用を検討してい

けるのではないかと思います。

　利用についてまとめとなりますが、現在の利用という

のは、景色を楽しんでいただくことなどですが、そこから

もう一歩踏み込んで、例えば細野高原の山焼き文化や

山焼きすることでどういう種類の生き物が保全されるの

か、もう少し踏み込んだ部分について、少しでも関わっ

ていただく利用というのを検討していけるといいなと

思っています。例えば、教育機関での野外学習ですが、

授業の一環として細野高原の概要などを知りつつ、危

険なことはできませんが草刈りを体験していただくなど、

実際に関わるという利用方法が良いのではないかと思

います。

　また、一般の方の立ち入りはできませんが山焼きに

ついても例えば、安全地帯を設けて見学していただくこ

とや、大人の方だったら草刈りを体験していただくなど、

より深く知り、関わっていただくことが大事だなと思い

ます。

　そして、春は山菜狩り、秋はススキイベントを実施し

ていますが、一時的な、季節的なイベントではなく、通年

体験できるサービスを作るなど、知ってもらう・認知して

もらうということを意識して進めていけたらと思います。

最終的に、継続的な利用、収益化をして、継続させるこ

とが必要だと思います。これらのことは町全体で考え、

推進していくべきことではないかと思います。

　『利用・保全・継承』、このうち１つが抜けても細野高

原を守っていくことはできないので、３つともバランスよ

く循環させていくことが不可欠であると思います。以上、

「利用」についてとなります。

　続きまして、内山さんお願いします。

○実行委員（内山義政）　それでは続きまして私のほう

から、３つある『利用・保全・継承』のうち、「保全」の部

分に関して発表させていただきます。

　最初にですが、午前中もお話がありましたのでご存

じの方も多いと思いますけれども、草原をめぐる全国的

な課題をもう一度整理させていただきます。

　左の図が阿蘇ですけれども、1930年代にこの地図

で示しているグレーの部分が全て草原でしたが、2000

年、一番右側の図ではグレーの部分が入って、ほとんど

が黒の部分、森林に変わってしまっているという傾向が

筋山周辺により多く分布しているということが傾向とし

て見えてきました。

　次、お願いします。

　これと同じように重ね、こちらには植物の種がすべて

落ちていますが、代表的な種を抽出してみると、例えば

ジザゲタシ、カラナデシコ、リュウノウギクといった何種

類かの植物が、草原のこういった場所で見られる特徴

的な種類であると思います。

　こうした結果を基に考えていくと、草原特有の植物を

保全していくには、この三筋山の山頂から桃野とマナイ

タウラ、先ほど示したエリアですけれども、この周辺を今

後も確実に山焼きをして管理していくことが重要ではな

いかと思います。

　１つ、まずは保全の指標として、こうした場所だけに

分布する植物種を上げて、保全の目安として考えてみて

はどうかということ、２つ目に山焼き管理の後継者育成

という観点では、保全上特に重要な場所とそれ以外で

かつ安全、平場で作業してケガが起きないような場所

ということですけれども、そうした場所で、先ほど藤田さ

んからも話がありましたが、管理の点検、具体的には防

火線の草刈りですとか、そういうものが手鎌で、例えば

各区の作業で余ったエリアでもいいですし、そうした場

所が少しでも確保できるようになっていけばいいので

はないかと考えています。

　今回、細野は草原のほかにも湿原が４か所ありまし

て、そことその周辺に希少なラン類などの植物が見ら

れますが、こうした希少種に関しては共通のリスクもも

ちろん非常に高いものですから、財産委員会の専門員

ですとか、ネイチャーガイドグラブの方々の助言ですと

か情報交換を深めていくことが大切だと考えています。

　また、明日、現地でお時間があれば是非見ていただ

きたいのですが、富永さんにはお話をせず申し訳ござ

いませんが、駐車場の裏側の空いているところにネイ

チャーガイドクラブの皆さんでこのような細野で見られ

る希少種の種子を採取して、現場で保全をするという

試みをされております。こういう試みというのは、保全生

態学の研究者の中ではあまり聞かない話ですので、ぜ

ひ取組を進めていったほうがいいかなと私自身は考え

ております。

　私の方からは以上となります。ありがとうございました。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうございま

した。

　保全についてですが、山焼き管理の後継者育成とい

うことで、保全の場所を限定しながらも、しっかりと希少

な植物を保全できるように、重点的に行っていくという

ことでよろしいでしょうか。

○実行委員（内山義政）　今の山焼きの範囲をしっか

りと維持していくのは大前提ですけれども、確実に保護

すべき場所というのを知っておく必要があるのではな

いかと考えています。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　保全上、重要な場

所以外且つ安全な場所での管理体験というのも、保

全・利用ということで繋がりがあると思います。もう一歩

踏み込んで山焼きについても学習できるような体験が

あれば、その後もしっかりと後継者が現れてくるのでは

ないかと、利用の観点から思いました。

　それでは最後に「継承」について、鈴木さんよろしくお

願いします。

○パネリスト（鈴木豊美）　「継承」についてですけれ

ども、細野高原の景観維持とか害虫駆除、生態系の保

護のためには、山焼きが必要です。先ほども例に出てい

ましたけれども、山焼きをするには細野高原以外に燃

焼させないように管理をするため、まず20メートルぐら

いの防火帯を作ります。10月にその部分の草を刈り、

11月にそれを燃やし、2月に山焼きを行います。この作

業を現在、4区で行い、山を守っていますが、各区とも若

者が減り、高齢化が進んだことから、作業する人の確保

も難しくなってきています。先ほどお話がありましたが、

2008年に全国草原シンポジウムのときにも、山焼きを

続けるためにボランティアを募ったり、学校の総合的な

学習の時間で子供たちに野焼き体験をしてもらうことも

文化継承に必要だと言っています。ボランティアを募る

にしても、火が入ると風向きが変わります。初めは見学

するのでも経験の積み重ねが必要でしょうと思います。

　そしてまた、令和２年９月に細野高原を考える会を発

足しています。この会でもやはり細野高原の管理、山焼

き、防火帯などを今後同様に継続していくことは困難に

なりつつあるとしています。４区で細野高原の観光、産

業などの資源としての活用や周辺の地権者と協力した

新たな魅力の創出を図っていきたいということが、発足

の経緯となります。今後、どうしたら会として細野高原の

魅力を発信することができるか、良いご提案がありまし

たらご意見いただけますと幸いです。

　山との関わりがなくなりつつある今、細野高原を残し

ていくためには、守りたいと思う人を増やしながら、山

仕事を行っていくしかないと考えています。特に若者と

の連携が重要と考えます。若者は斬新なアイデア、企画

力、行動力、情報発信力、また体力など、地域活動に必

要なものを多く兼ね備えているかと思います。「継承」に

ついての私の発表については、以上となります。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうございま

した。

あります。もちろん阿蘇でも、全国のほかの地域でも再

生に向けた取組は進んでおりますが、全国の草原面積

というものを、右の図ですが、まとめてみると、1920年

代は３万から４万平方キロメートルあった草原が、

2000年頃になると5,000平方キロメートルまで大幅

に減少しているということが分かります。このことは細野

高原、全国どの草原でも同じですけれども、管理の手が

足りなかったり、土地の改変、植林であったり、開発行

為などによって面積の減少が進んできたということが原

因として上げられています。

　次、お願いします。

　植物に着目していきますけれども、草原特有に見られ

る植物への影響というものを考えてみると、今までお話

ししてきたような草原の面積の減少というものと、この

今も維持されている草原の中の管理、山焼きであったり、

草刈りであったり、この頻度が低下したり中断したりす

る。例えば細野は日本の中でも本当に珍しく、もしかし

たら中断された年もあったかもしれませんが、記録のあ

る限り、毎年山焼きをしてきているということで、非常に

貴重な草原となっています。全国的に見ると２年に一遍

だったり、例えば東日本大震災の頃に消火ヘリが飛ば

ず、仙石原では山焼きが中止になりましたけれども、そ

ういったように数年中断したり、なくなってしまったりと

いう場所も多いです。こうした２つの要因が複合的に絡

み合って、そこに出現している草原特有の植物に影響

を与えているのではないかということが近年様々な研

究で言われるようになってきました。

　今回の発表では、具体的なメカニズムですとか、専

門的な話まで踏み込みませんが、私が細野高原で植物

等のデータを取った結果を基に、どういった場所が「保

全」に適しているのかということですとか、あとは、これ

までの土地利用の変化というものを改めて航空写真で

振り返りながら、一緒に考えることができればと思って

います。

　それでは、次お願いします。

　ここが稲取の細野高原の現在の航空写真になります。

見ていただいている真ん中付近が細野高原で、右側に

ゴルフ場と伊豆アニマルキングダムがあります。

　次、お願いします。

　これと同じ2017年の写真、稲取の方はこれで分

かっていただけると思うんですが、今回初めて来ていた

だいた方は、先ほどの東伊豆町観光協会のパンフレッ

トを開いていただくと、真ん中に水源涵養保安林があっ

て、それがかなり目印として分かりやすいと思いますの

で、そこを見比べながら、過去の土地利用というものを

見比べていただければと思います。

　続いて、これが2000年です。これは今とほとんど変

わりないかと思います。

　次、お願いします。

　これが1989年ですけれども、これと先ほどの2000

年を比べると、植林が少し進み、西側の河津町のほうで

山焼きが、その前からされなくなっていたのが進んでき

たということが分かり、樹林化が進んできたということ

が分かると思います。

　これが1980年です。先ほどの水源涵養保安林の植

林がされる、外側に広がる前という感じです。

　これがかなり前になりますけれども、1964年です。こ

のあたりから多分、当時の状況をご存じの方もいらっ

しゃるかもしれませんが、まだ私が生まれていない時代

ですけれども、これと先ほどの写真を見比べていただけ

ると、今のゴルフ場の辺りですとか、茅場がかなり減った

ことが、河津町側のほうですけれども分かると思います。

　これがさらに昔の1947年ですけれども、こちらは先

ほどの写真より引いて写しているので、もう少し白田の

ほう、東側のほうまでずっと広く茅場が広がっていたと

いうことが分かると思います。

　次、お願いします。

　これをもう一回まとめてみると、1947年には、グレー

の部分が草原ですけれども、これだけ一面広がってい

たものが真ん中の水源涵養保安林の植林が進んだり、

河津町側のほうでの山焼きが中断したことによって樹

林化が進んだり、国有林、北西側のほうが山焼きしなく

なって樹林化が進んだりという傾向が分かるかと思い

ます。

　このデータを基に草原がどれぐらい減ってきたのか

というのを出しましたが、2013年から2015年に１か

月に１回程度、この遊歩道の道にほぼ沿った形になり

ますが、第１駐車場から熊口、マナイタウラというのが

真ん中の水源林ですけれども、そこから三筋山を登っ

て桃野を進んで、ＧからＨというこの区間です。パンフ

レットでいうと、６番から５番、４番に行くルートですが、

ここを歩いて道の分岐で区切った区間ごとに出てきた

植物の種類を記録しています。あとは、草刈りと山焼き

の多い区間を記録しています。

　これを統計的に解析して、詳細は省きますけれども、

山焼きと草原がどれぐらい周囲にあるのかという影響も

加味して、そこにいる植物の種類のパターンを比べて

みると、三筋山からマナイタウラのこの緑色で囲った範

囲に見られる植物と熊口の水源林の自然、青色で囲っ

た範囲で見られる植物というのは明らかに種類が違っ

てくるということが分かります。山焼きとまとまった草原、

両方の効果で維持されている植物というのが、この三

　一点ご質問よろしいでしょうか。４区一体で管理をさ

れていると思いますが、例えば小学校などの教育機関

に山焼きのやり方や、草刈りのやり方を伝えるときに、手

法については4区統一された管理等はされているので

しょうか。

○パネリスト（鈴木豊美）　管理自体は財産区が指導

していますけれども、大体４区とも同じような方法で防

火線刈りをやっています。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　財産区から教育機

関、子供や大人に管理体験を提供する事は可能なので

しょうか。

○パネリスト（鈴木豊美）　安全なところであれば可能

と思われますが、その指導を行う方を誰にお願いする

のか、要するに財産区で子どもたちを預かってやるとか、

学校のイベントとしてやることで先生も現地にきて子供

を見守ってくれるか、そのあたりの仕組みを整備してい

かないと難しいのではないかと思います。安全な場所

でそういった体験を提供できる場所はあります。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　行政と連携した取

り組みとして行うことも可能なのではないでしょうか。

○パネリスト（鈴木豊美）　可能だと思います。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

　その他に、それぞれの観点からご質問など有ります

でしょうか。

○パネリスト（鈴木豊美）　内山さんにお伺いしたい

のですが、山焼きをしていかないと、この希少種という

のは絶滅してしまうのでしょうか。

○実行委員（内山義政）　先ほど、箱根で2011年に山

焼きを中断したというお話をさせていただきましたが、

実際に見かけられなくなった種がありまして、その後数

年かけて追跡しても復活しなかったという例もあります

ので、できれば毎年焼いているところは、私個人の思い

として、維持していければと思っています。

○パネリスト（鈴木豊美）　先ほどのお話で、細野高原

の山焼きは継続してやってきたという事でしたが、実は

１年だけ実施していない時がありました。その翌年は、

野ネズミやモグラ、が増え、茅が枯れたところがだいぶ

あります。やはり、動物の生態系も崩れていくという事で

しょうか。

○実行委員（内山義政）　おそらく、動物の生態系にも

及んでいるのではないかと思われますが。

○パネリスト（鈴木豊美）　ありがとうございます。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）

　私共の方から、今後の『利用・保全・継承』について、

具体的にどのように進めた方が良いという事は言えな

いのですが、各視点からはこのような意見となりました。

　この後、会場の皆様からも、このような利用をしてみ

てはどうか又はこういう試みをしてみてはどうかという

ご意見がありましたら、そのことについて具体的な方針

や対策を模索していきたいと思います。

　現在、１時４０分ですので、１０分ほど休憩の時間とさ

せていただきます。休憩後に1時間ほどですが、皆様よ

り何かご意見を伺いたいと思いますので、よろしくお願

いいたします。

（休　憩）

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　それではご意見を

伺っていきたいと思いますが、先ほど休憩中に、細野高

原のススキを実際に茅として利用できるのかという事

で、日本茅葺き文化協会の安藤様にいろいろとお話を

伺いまして、とても興味深い内容でしたので、活用方法

等について是非お話をいただきたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。

○（一社）日本茅葺き文化協会（安藤邦廣）　皆さん、こ

んにちは。

　先ほど１時間ぐらいのお昼休みで、細野高原を初め

て拝見させていただきました。茅の質や量について実

際に確認させていただき、そのことについて私の意見と、

茅の利用ということ、特に茅葺きということについての

この地域でのこれからの可能性についてお話しさせて

いただきます。

　茅という資材ですけれども、建築資材としてのこれか

らの利用価値や可能性ということについては意見が

幾つかあります。この細野高原の茅の質、これは茅葺

きの材料として全く問題ないと思います。丈が多少短い

ということはそのとおりですが、山頂近くですと大体２ｍ

近くのものが十分ありますし、平均して背丈ほどですか

ら、御殿場のものに比べると50ｃｍほど低いという事に

なります。平地の茅も大きなものですと３ｍぐらいにな

りますけれども、平均的には大体２メーターちょっと、

2.5ｍぐらいですから、数十センチ低いということです。

　茅の利用ということでいうと、大体４尺から５尺あれ

ば一定の茅として十分に葺くことができます。短い茅と

してカリヤスという茅がありますが、これは最も上質な

茅であり、白川の合掌造りなど、北陸方面ではほとんど

カリヤスが主となっており、この背丈は大体平均的に人

の背丈以下の1.8ｍから低いものだと1.5ｍぐらいです。

そのため小茅、小さい茅といわれています。大茅は大き

いですが太くて重さもあって扱いにくい、また、葺いた後

の耐久性も低いということもあり、小茅は最上とされて

いう利用方法を検討されているのか教えてください。

○東伊豆観光協会長（石島専吉）　今年の６月24日に

町観光産業課が主体となり、東京にあるＫａｎａｔｔａという

ドローンの体験ツアーを行っている企業と、稲取の勤

労者体育館と稲取高原、クロスカントリーを範囲に、

（一社）美しい伊豆創造センターや伊豆急行㈱の皆さ

ん２０人ほどが集まり、体験を行いました。私も体験しま

したが、自分が体験できるとは思ってもいませんでした

ので、できるのかなという気持ちでしたが、意外と簡単

に200メートル～300メートル上昇させることや、横に

スライドさせることができました。稲取高原からですと、

焼却場の先の海の方まで行くことができますし、ゴルフ

場や細野高原の近くまで操縦できてしまいます。そのた

め、この秋にドローン体験ツアーとして、１泊２日若しく

は２泊３日ぐらいで、宿泊していただいたお客様に体

験していただこうという企画がございまして、具体的な

日程は決定していませんが、そのような予定となって

います。

○パネリスト（鈴木豊美）　どうもありがとうございま

した。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　すみません、また少

し話題が変わってしまいますが、今回、利用と保全と継

承を繋ぐアイデアの一つとして、環境教育を上げました

が、その観点について、笹岡先生よりコメントをいただ

けますと幸いです。よろしくお願いします。

○全国草原再生ネットワーク理事（笹岡達男）　これ

はむしろ藤田さんに返してあげたいぐらいです。例えば、

藤田さんが経験され、勉強されたことを活かし、学校の

学生たちをもし東伊豆町に呼ぶとするならば、どのよう

なことを考えているのかご意見をお伺いしたいです。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

　まず、私が地域おこし協力隊になった理由ですが、専

門学校のインターンシップで北海道の黒松内にある、

「ぶなの森自然学校」というところに行ったのですが、

その時に体験したことが私の中でとても感動しました。

自然について細かく言うような自然学校ではなくて、自

然の中で思い切り遊ぶというような場所でした。１週間

単位のプログラムで、長い子は１か月、夏休み丸 と々い

う子もいましたが、やはり子供たちは日常から学ぶ姿

勢がすごく、とても成長を感じられました。最近は家庭

用ゲーム機やスマートフォンなど、外に出る機会や公園

の遊具が危険という観点で、遊ぶ環境がだんだんと少

なくなっており、両親も共働きで忙しいという事なので、

なかなか自然と触れ合いながら思うように遊ぶ、体験す

るということが少なくなってきているというふうに思いま

す。北海道でのプログラムでは、大阪や東京、中には中

国の子供が一人で飛行機に乗って北海道に来て、自然

体験をしながら一緒に遊び、学ぶというような生活をし

ていました。ほんの１週間だけでも、すごく成長を感じる

ことができます。最初は虫も怖くて、「何でこんなところに

一人で来させられたんだろう」というように悲しむ子も

いましたが、知らない地域や大きな自然に囲まれ思いっ

きり遊ぶことで、一回り大きく成長したように感じました。

　その体験がすごく印象に残っていまして、実際、今年

の夏にはオンライン上のキッズコミュニティーと繋がり

があるのですが、子供たちが伊豆稲取に遊びに来て、

海への飛び込み体験や細野高原の草原で思いっきり

走ってみるという事をしました。他にも取ってきた竹を

割り、自分たちで一から流しそうめんを作る体験を通じ

て、お家の方もお子さんが、「一回り大きく、大人の顔に

なって帰ってきた」とか、「また伊豆に行きたい」とおっ

しゃっていました。子どもたちもお家の方に、「家に帰っ

たらノコギリ買って」と、創作意欲が溢れていました。

このように、小さい時の経験はとても重要だと考えてお

りまして、学習面においても空間把握能力や創作意欲

が溢れたりと、そのようなことを推進していきたいと思

い、私はこの東伊豆町に来ました。今後もこう言った取

り組みを進めていきたいと思います。

ありがとうございました、以上です。

○全国草原再生ネットワーク理事（笹岡達男）　あり

がとうございました。

　私は笹岡と申しますが、藤田さんの卒業された専門

学校に勤務しております。この度は実行委員という立場

で出席させていただいておりますけれども、藤田さんの

アイデアは大変良いものだと思います。

　私たちの学校は、自然環境や野生生物の好きな学生

が来ていますので、そういう学生は自ら進んでテントを

張って寝たり、喜んで虫を捕まえたり、植物観察をします。

藤田さんがおっしゃっていたような、様々な地域の小学

生や中学生などの子供たちの受入れ体制を整備する

ことは非常に重要です。そのときに一番大事なのは、学

います。

　この小茅が取れる様々な条件が、現在社会的に、あ

るいはその生態的に限定的になりましたので、白川の

ほうではやむを得ずほとんどを大茅、御殿場の茅を

使っているという現状になっています。これについては

あまり好ましい状態とは言えず、ユネスコからも本来の

その地域の茅を使うべきだという意見が出されており、

代替措置ということで、将来は小茅へ戻すということは

目指されていますが、温暖化の影響などがあり、小茅の

生息域がどんどん限定的になっているのが現状です。

　それから、本来茅場であったものが一旦失われてし

まいますと、再生が非常に困難であるということ、また、

材料を刈る組織も廃れつつあり、個人で刈るにはなか

なか難しいということですが、そのような観点からも、こ

の細野高原の1.8ｍ程度の茅は、本日見た限りの感想

ですが、細くしなやかで耐久性もあり、質が良いと思わ

れます。実際に刈ってみないと分かりませんが、少なくと

も茅の材料として不足はないと言えます。ただ、量につ

いてはかなりまばらなところもありまして、全体的にスス

キが、草原が広がっているところではないと思います。

これは阿蘇も同じですが、120ヘクタールということで

すので、例えばその３分の１が茅場という事であれば、

屋根に葺くには十分な量が確保できます。このことにつ

いては実証実験を行うことで、どの場所で茅が刈りやす

く運搬がしやすいのか、また、どの程度の量が確保でき

るのかを確認することは簡単にできることかと思います。

　本来この地域では茅を屋根に葺いて、そして牛馬を

肥やして、さらに時代的に柑橘類の生育のために地域

経済を支えたことは間違いないです。その地域経済を

支える重要な資源、資材であったということが、この細

野高原の茅場が今に受け継がれている最大の理由で

す。決して生物多様性の維持をしたわけでもなく、観光

のためにしたわけでもない。皆さんが支えてきた結果、

これだけの草原が今に残され、その習慣が良いことと

して、皆さんの努力が今に続けられているということだ

と思います。

　今後、細野高原の茅場がこれだけの面積を残してい

くという事であれば、これは地域経済、産業とどのように

結びついていくかという事を明確にしていかなければ、

一部の限定的なものになりますし、ほかの土地利用と

いうことを考えることも必要なのではないかと思います。

これから東伊豆町、伊豆地域において、茅場はどのよう

に役に立つかということを議論していくことが必要です。

　そのことについて、午前中にもお話があった範囲で

いいますと、この地域では観光が大きな産業の主軸に

なっているということですので、温泉、細野高原、ビーチ

ですね、この３つが揃っている観光地は、国内はもとよ

りコロナウイルスがある程度収束すれば、海外、アジア

地域にとっては非常に大きな可能性を持っているのは

ないでしょうか。そのとき、この茅資源が役に立つのか

と考えていくことが大事ではないかと思っています。

　それでは具体的にどのように活用していくのかという

事について、茅葺きの建物を観光施設に取り入れて復

活させていくということが、私は非常に大事であり可能

性があることだと思います。茅葺きの民家は戦前ほど姿

を消したと思います。戦後間もなく、エアコン生活の中

で流れとして、茅葺きの建物を民家に戻すということは、

一部にあるかもしれませんけれども、かなり現実的では

ないです。この地域の観光として、もう少し観光の質に

変わった滞在型の、あるいは自然と親しむような、ある

いは子供たちの教育とか体験ということを重視した観

光にシフトしていくことを考えれば、観光施設も緩やか

に木造で茅葺きの施設ということが一定割合、世界的

に、あるいは日本の中でも進んでいることは間違いな

いです。ヨーロッパで茅葺きが復活しているのは、まさし

くリゾート地において、オランダやデンマーク、北欧の地

域で最も質の高い観光地は茅葺きで造られる建物群

がつくる景観やその中での生活のゆっくりとした時間を

過ごす、あるいは都市生活で非常に疲れた心身を癒や

す、そういった観光がこれからの大きな流れになると思

います。

　今どき海で泳ぐ人は非常に少なくなったと、本当にそ

う思います。なぜかといえば、ホテルの冷房の効いた室

内にいれば、海岸に出るということとは非常に落差があ

り難しいためです。昔は海の家といって、必ず海辺に日

よけをつくるような東屋などの仮設の避暑地を造り、

人々が海辺で休むような施設があってはじめて海水浴

ができていました。今は冷房の効いた施設は整備され

ていますが、海辺の本来の自然の中で昼寝をしたり、風

を楽しむような施設というのはもうないように思えます。

　ですから、例えばこの海辺に茅葺きのリゾート施設を

これからまた復活していくということを考えるのであれ

ば、細野高原で星を見るとか、別な自然を楽しむような

施設を造る必要もあると思います。そういった本来の観

光にふさわしい施設を、この伊豆にある杉という、戦後

植えた木を活用し、この無尽蔵の茅の屋根を葺くという

ことを町を挙げて、あるいはこの地域の経済を挙げて、

そしてここに集まっている草原を大切にする人たちと一

体となって風景をつくっていく、この細野高原の茅とい

うのはこれだけ素晴らしい暮らしを実現できるというこ

とが分かれば、草原を守るということも非常に意義があ

り、自分たちの生活を支えていることが明確になれば、

多くの方が協力することは間違いないと思います。そう

いった茅を用いた観光施設を造っていただきたいと思

います。

　茅葺きの建物というのは、民家に葺くような50ｃｍ～

１ｍに及ぶ、30年、50年の間立派にもつ茅葺きもできま

すけれども、例えば３か月間もたせたいということだっ

たら、もっと簡単な茅葺きの東屋などの仮設建築も現

在では可能です。様々な技術を組み合わせることもでき

ますので、茅葺きの新しい観光施設利用ということから

始まり、その茅を農業資材に２次利用する、茅葺きとい

うのは必ず屋根に葺いて、再利用するということが本来

の姿です。そういったことも一部取り戻すことによって、

茅というのは本当にありがたい恵みなのだということ

が部分的にも始まれば、もう少し農業に取り入れていく

ことや、本来の生活の中に茅がどんどん浸透していくと

いうことについて、観光施設を突破口にぜひ切り開い

ていただきたいと思います。

我々の協会としても助言や技術者・職人の教育ができ

ると思います。とにかくこの細野高原の茅というのは素

晴らしい資源であるということは、未来を必ず保証する

と思いますので、是非そういったプロジェクトを、行政を

はじめ、この地域の観光協会の方などが集まることで、

進めていっていただきたい、新しい地域が見えてくると

いうようなことでこの会で想像していただくのがとても良

いことではないかと思います。それだけの資源としての

圧倒的な質・量が本日確認できましたので、是非ともこ

の地域をまた開いていくというふうに思えてなりません。

　少し長くなりましたけれども、ありがとうございました。

何かご質問あればお答えします。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうございま

した。

○（一社）日本茅葺き文化協会（安藤邦廣）　茅葺きに

ついては建築的に規制があります。都市部、この密集地

域では不燃材で葺かないといけないという規制があり

ますので、街中では厳しいところがあると思います。二

十二条地域という区域になりますけれども、それは特定

行政庁が解除できます。今まで都市化ということが非常

に進んできましたので、二十二条地域の区域指定はか

なり全域に広まっておりまして、現在、様々な地域でその

解除は特定行政庁で行えるということになっております

ので、必要に応じて限定的に外すということもできます。

恐らく細野高原は二十二条地域に該当していないと思

います。もし二十二条地域があれば、その部分を解除す

るということも今はできますし、様々な観光地、茅で地域

づくりをしようとする地域は、例えば宮城県石巻市では

非常に広大なヨシ原を持っている地域がありますが、

一部の市街化区域を除いて解除しておりますし、重要

な茅葺き集落を保有する市町村の場合も、あるいは１

戸１戸の重要な民家がある場合も、その部分を部分的

に解除するということも現在進んでおりますので、そう

いうことはあまり障害にはならないと思われます。あくま

で、地域の主体的な住民の総意があれば、できるという

ことも申し上げておきます。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうございま

した。

　茅葺きの建物を観光施設として造り、お客さんに楽し

んでいただくというのは、先ほど白川先生からお話があ

りました茅プロジェクトのように、町にしっかりと還元で

きるような収益を上げられるような施設であったり、茅

を葺き替えるタイミングでそれを体験するということも、

複合した施設ができる可能性があり、個人的に色 と々

検討してみたいという風に思いました。

○パネリスト（鈴木豊美）　ただいまの茅のことですけ

れども、この細野高原の茅は屋根に葺くことについて問

題はないという事でしたが、今の細野高原は肥料とい

うものを全然やっておりません。肥料と言えば山焼きで

燃やした後の灰ぐらいです。茅に対して人為的に肥料

を与えても問題ないのでしょうか。

○（一社）日本茅葺き文化協会（安藤邦廣）　茅に人為

的に肥料を与えるということはしない方が良いと思わ

れます。また、今まで例としてはほとんどないと思います。

唯一、刈り取ることと、その後、燃やすこと、これによって

１万年間続いてきたということは最近の学説で立証さ

れておりますので、環境条件的に余程の激変がない限

り、刈り取って火入れをすることで、屋根に使う材料とし

て持続可能なことは間違いありません。そんなに心配

することはないと思います。

○パネリスト（鈴木豊美）　どうもありがとうございま

した。

　利用について一点、東伊豆町観光協会の石島さんに

お聞きしたいのですが、今後、観光協会ではドローンの

操縦体験など計画があるようですが、具体的にはどう

自分ももっと細野高原を歩き、良いところを探し、皆様

にもご紹介出来たらと感じています。以上です。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございます。

　明日のオンライン見学会にて、お二人には現地説明

会にご出演いただいております。明日ご参加される方は

楽しみお待ちいただければ幸いです。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　私もジオガイドを

持っていまして、細野高原はよくガイドツアーをしていま

す。お客さんには、ここはこういう経緯で草原になり、昔

はこういう利用をされていて、毎年山焼きを行い管理し

ているという事をお話すると、「山焼きを見ることはでき

ませんか」という方や、「私も草刈りをやってみたいで

す」という方が多くいらっしゃいます。少しでも細野高原

に携わるきっかけとして、草刈り体験や、最初から火入

れ体験をすることは難しいですので、見学できるスペー

スを設けるなど、山焼きを一般に公開してみてはどうか

と思います。

○教育委員会事務局長（梅原　巧）　突然のご質問、

申し訳ありません。東伊豆町教育委員会事務局長の梅

原と申します。

　細野高原には、県の指定文化財として湿原が何か

所かございまして、その中に桃野湿原というところがあ

ります。私も小さい頃から遠足などでそこに行っていま

すけれども、先日確認しましたら、かなり浅くなってい

るように見え、いずれ消滅してしまうのではないかと思

いました。

　文化財ですので、人の手を入れず自然のままにして

あるというのが現状です。しかし、湿原を保つために修

正すべきか、形状が変わってしまうとしても自然のままに

しておくべきか、どちらが良いのか疑問に感じています。

　また、先ほど富永さんの方からもお話がありましたが、

鹿や猪が湿原の中に入り沼田場にしているため、掘り

返されて荒れてしまっています。ワイヤーなどを用いて、

周囲を全部囲ってしまえば入れないと思いますが、金

属なので錆が出ます。文化財的な面がありますので、自

然のままにしておこうという結論に現在はなっています

が、本来の管理はどのようにあるべきか、詳しい方がい

らっしゃればご教示いただけますと幸いです。

○実行委員（内山義政）　ご質問ありがとうございます。

　まず、文化財としての保存と、観光として利用しつつ

保存していくというのは相入れないものだと思います。

湿原の乾燥化や鹿柵を設けるというのは、私も専門で

はありませんのでお答えすることが難しいですが、会

場でもし詳しい方がいらっしゃいましたらお願いいた

します。

○芸北高原自然館主任学芸員（白川勝信）　私は元々

湿原が専門となりますが、大学を卒業後に草原のほう

に入りました。東伊豆町の気候だとおそらく低湿で細野

高原を見ても、窪地のようなところに水が集まり、湿原に

なっているのではないかと思います。いわゆる、栄養分

の少ない水が集まりその上にミズゴケが生え、そのミズ

ゴケがスポンジの役割をし、水を溜めてできるというの

が信州や北海道のような高層湿原ですが、それらとは

全く異なる低湿地です。低湿地は有機物や土砂が入っ

ていくと、長い目で見て埋まってしまう運命にあります。

　西日本を含め、低湿地がどうして長い間保たれてき

たのかについては、一方で草原を利用してきたというと

ころがありそうです。集水域でしっかりと草刈りをして有

機物が流れ込まないようにすることが、湿原の中の植

物の成長などが抑えられ、湿原の中に枯草などがたま

る量が減っていくことになります。あるいはカンスゲなど、

昔は草がとても大事でしたので、湿原のすぐ際まで草刈

りをしていたという話をよく聞きます。そのようなこともあ

り、里地といいますか、湿原の周りが積極的に利用され

てきた方が、長い間の人と自然の関わりの中で湿原が

残されてきていると思います。細野高原の現地を確認し

ておらず、写真や記憶での推測ですが。

　猪についてはおそらく、昔はそこまでの頻度で草原

の中に入ってくるような状況ではなかったと思います。

鹿も同じだと思います。現況ですが、逆に猪が沼田場に

して荒らすというのは、大きく見て悪いことではなく、湿

原の中に眠っている種子が表に出て、芽を出すという

こともあります。但し、このことも頻度が高過ぎると悪影

響になるのではないかと思います。

　錆などの鉄分につきましては、こちらの湿原の中には

ミズゴケなどはあるのでしょうか。

○ネイチャーガイドクラブ（富永眞弘）　あります。

○芸北高原自然館主任学芸員（白川勝信）　大体、酸

性のほうに偏っています。バクテリアが発生するため油

が浮いたとしても、そのことは特に自然な状態なので気

にすることではありません。やはり、現地を確認させてい

ただいてから、お話しさせていただければと思います。

よろしくお願いします。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございます。

　ただ今ご説明のありました細野高原のような低層湿

原の場合は、周りが森林だと木の葉などが幹に落ち、

蒸発や木の蒸発散があり水分が失われやすいのです

が、草原ではそれがないため、直接水が流れてきて水

源としてたくさん確保できるというご説明でよろしいで

しょうか。

○芸北高原自然館主任学芸員（白川勝信）　はい。

　私たちの一生に比べ湿原の一生は長いですが、運

校の先生でも実際に野外活動を自ら教えた経験のある

方はなかなかいらっしゃいませんから、こちらで安全に

引率して、また宿泊場所の提供ができるような、そういう

体制ができれば細野高原は明日からでも自然学校に

なるのではないかと思います。是非、そのような支援を

町として、地元として応援していただければと思います。

ありがとうございました。

○町長（太田長八）　ありがとうございました。藤田さん

には地域おこし協力隊での３年間、本当に良く頑張っ

ていただきました。

　その中でも良い活動だと思ったのが、今回コロナ禍

の中でしたが、子供たちを自然の中で楽しませて、その

間お家の方は仕事をやるという親子ワ―ケーションの

実施です。藤田さんが子供たちを見ていてくれたからこ

そ、子供たちは楽しく自然の中で学ぶことができ、お家

の方も集中して仕事をすることができたと思います。こ

れからの東伊豆町にとって、貴重な人材だと考えていま

すので、これを機にさらにご活躍いただき、活動の幅を

広げていっていただければありがたいと思います。今後

のご活躍に期待しています。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございました。

　藤田さんには引き続き、東伊豆町の環境教育の推進

を頑張っていただきたいです。今回、我 ３々人で準備を

していく中で、環境教育という言葉を上げましたけれど、

現在、細野高原の管理を主体となって行われています

４区の役員の皆様ですとか、私は田町区の出身ですが、

田町区の場合は役員のＯＢや有志による担い手が年々

増えていっていまして、私もメンバーとして活動していま

すが、そのような形で、主体となって管理を行っていく

方 と々一般の観光客との間に立ち、一般の方々を担い

手サイドにもう一歩踏み込んで誘い込むことができれ

ばと思いました。そういった中で環境教育というのは、

引き込み方の一つなのではないか思いますので、担い

手、作り手として頑張っていただくという事と、これまで

町内でそうした活動をネイチャーガイドの皆様ですと

か、ジオガイドの皆様でされてこられましたので、１３年

前のシンポジウムや今までの経緯を踏まえ、これからこ

のようにしていけば良いのではないかというご意見な

ど有りましたら、コメントをいただけますでしょうか。

○ネイチャーガイドクラブ（富永眞弘）　ネイチャーガ

イドクラブの富永と申します。

　１３年前には会長を務めさせていただきましたけれ

ども、それから細野高原の環境として大きく変わったこ

とは、鹿の食害が増えたことです。先ほど写真が出まし

たけれども、畑のようなものを作り、絶滅しそうな植物を

植え、保護するという活動を行っています。しかしながら、

鹿の食害が増えている今、保護した植物をすぐに元の

場所に戻すことはできませんので、鹿の食害が減少す

るまでは現在の活動をやり続けていかないと、種の保

存はできないものと考えております。

　もう一つはこちらも鹿に起因することですが、マダニ

がとても増えています。そのような中で、マダニが活動的

になる時期にお子さんが芝生であっても足を踏み入れ

ることは、危険なことだと思います。以上２つの違いが

確認できました。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございます。

　ジオガイドの鈴木さんはいかがでしょうか。

○ジオガイド（鈴木京子）　ジオガイドの鈴木と申します。

　私はジオガイドを案内して日が浅いので、この場で

特筆してお話をさせていただくのは難しいと思いますが、

やはりジオガイド協会的に細野高原はとても貴重な場

所で、ここを案内してお話ししたいというジオガイドは、

本部にも多いです。私個人といたしましては、小さい頃

からの思い出がありまして、ワラビの季節になれば家族

でワラビ刈りをし、山焼きも私の父、弟、私の主人、息子

も、みんなが体験しております。そのように、家族みんな

でずっと守ってきた細野高原でありますので、細野高原

の中に通っていますあの道路も、父たちの時代に造っ

ていました。造るたびに父が、「いい道ができたから行く

ぞ」と言い、誇らしげに細野高原に連れて行ってくれて、

素晴らしい景色が望める場所を紹介してくれました。

　学校的には遠足に行きまして、中学校の遠足では秋

の紅葉を見に出かけました。春にも行きましたが、その

時には桜の木がありましたので、後日、友達とまた歩い

て、桜を見に行こうって登ったものです。

　そしてもう一つの思い出が、夏休みに熊口まで行き、

学校でキャンプをしました。やはりそこでは綺麗な水が

出るということが先生たちも分かっていましたので、川

の水を汲みカレーを作り、飯盒でご飯を炊きました。

　そのように貴重なところですので、本当に残してい

きたいという気持ちはあります。私は残していくための

原動力の一部分になれませんので、観光の方で携

わっていますけれども、先ほどの白川先生のお話を

伺って、何か自分の経験を活かし、子供たちが思い出

作りをすることができれば、将来も大事にしていってく

れるのではないか、継承していってくれるのではない

かと考えています。自然学校もそうだと思いますが、そ

のような経験を幼い頃に積み重ねていくことが重要で

はないかと感じます。

　ジオという事ではあまり詳しくお話しできませんが、

１．開会

○司会　では、始めたいと思います。

　ご来場お皆様、そして配信でご覧くださっている皆

様、こんにちは。

　ただいまより第13回全国草原サミット・シンポジウ

ムｉｎ東伊豆、阿蘇分科会を開催いたします。

　私は、今回の進行役を務めさせていただきます公益

財団法人阿蘇グリーンストックの井上と申します。どう

ぞよろしくお願いいたします。（拍手）

　ありがとうございます。

　さて、今回の分科会では、阿蘇草原再生、新たなス

テージへ～草原の恵みを守るための仕組みづくり～

をテーマに２つの講演、また、その後、パネルディス

カッションを予定しております。パネルディスカッショ

ンでは、時間が許せば会場の皆様の声もお伺いでき

ればと思っておりますので、どうぞよろしくお願いいた

します。

　なお、今回は新型コロナウイルス感染防止対策とし

て、会場の人数を制限させていただいております。同時

にユーチューブでのオンラインの配信も視聴できるよ

うになっております。配信でお聞きの方もメッセージ等

でご意見をいただけましたら幸いです。

　それでは、講演に入ります前に、今回の分科会の趣

旨につきまして、環境省阿蘇くじゅう国立公園管理事

務所の山下さんからご説明をいたしますので、よろしく

お願いします。

○環境省阿蘇くじゅう国立公園管理事務所（山下淳一）

　皆さん、こんにちは。環境省阿蘇くじゅう国立公園管

理事務所の山下と申します。

　今日は、お集まりいただきまして、ありがとうござい

ます。

　私のほうから、まず今日のこの分科会の趣旨をごく

ごく簡単に３分ぐらいでご説明をさせていただきたいと

思います。

　それでは、早速まいります。

　もう皆さん、ご存じのとおりだと思いますけれども、阿

蘇の草原の特徴というのは、まず野草を主体とする草

原としては日本最大の規模であるということと、牛馬を

利用した農業生産とか草資源の循環という経済社会

の仕組みによって維持され続けた草原、あるいはその

まま放っておいてずっと草原であったということでは

なくて、生業によって維持され続けた草原というのが大

きな特徴であると思います。

　その草原ですけれども、いろんな恵みといいますか、

役割を持っていまして、まず、１つご紹介するのは多様

な生き物のすみかということで、植物で大陸と陸続き

だったことを物語っているようなヒゴタイですとか、そ

ういう植物があったりとか、ほかでは見られないよう

な希少種の植物も生育していたり、あとは、植物が多

様であるからこそ、多様な動物の生息できる環境を育

んでいると。１つ取り上げますと、チョウなんかでは、熊

本県で見られるチョウ117種のうち109種がこの阿

蘇の草原で見られる、チョウの楽園とも言われるよう

な多様な生き物のすみかになっています。

　それから、観光資源としての価値、これも言うまでも

ないことかもしれませんけれども、ちょっと古いデータ

なんですけれども、観光客の方に阿蘇のどこがいいで

すかというのを聞いたアンケートがありまして、草原が

広がる風景というのを77％の人がいいと答えていた

りですとか、牛馬のいる放牧風景とか花やチョウなん

かの野生生物がある風景なんかを答えていらっしゃる

方もいて、かなり観光資源としても欠かせない存在に

なっていると言えます。

　それから、最近注目されているところでいうと、炭素

　今後どのようにしていくのかについては、町全体で決

めていくことだと思いますが、このような会も重ねたうえ

で、しっかりとプロジェクトの推進をしていければと思

います。

　最後になりますが本日は様々な意見が出ましたので、

町長より本会のまとめをよろしくお願いいたします。

○町長（太田長八）　本日は貴重なご意見を多数いた

だきまして、ありがとうございました。

いただいたご意見を基にこれから戦略を練り、推進し

ていきたいと思います。

　そういった中で、日本茅葺き文化協会の安藤様には、

茅葺きや茅の再利用という事について、また色々なご指

導をいただけますと、大変ありがたいと思います。

　本会を通じ、皆様が細野高原について真剣に考えて

いただいていることを、一層深く感じました。今後とも皆

様とは情報共有を行っていき、保全や利用について検

討していければと思います。

　また、最も大事なのは管理を行っていく後継者、これ

が一番重要だと思います。今のままでは必ず担い手不

足となってしまいますので、今後の体制をどのように変

化させていくか、そしていかに細野高原の素晴らしい自

然を保全していくか、これこそが最大の課題です。皆様

と一体となり、この保全にしっかりと取り組んでいきた

いと考えておりますので、その際にはまたご支援とご協

力の程をよろしくお願いいたしたいと思います。

　以上です。ありがとうございました。

○（一社）日本茅葺き文化協会（安藤邦廣）  申し訳ご

ざいません。最後によろしいでしょうか。

　この茅場の維持管理について、先ほど町教育委員会

の梅原さんよりご発言があった中で思い出しましたが、

文化庁の制度で文化財を守る資材を選定する、「ふるさ

と文化財の森」というものがあります。この中に茅場が

含まれていまして、現在、全国１９か所の茅場が選定さ

れており、静岡県だと朝霧高原が数年前に選定されて

います。各県に１か所程度ありますが、文化庁の中で一

番新しい制度となっています。文化財というのは法隆寺

などの建築物、それから、それを守る職人技、無形文化

財といいますが、それに加えて資材の文化財制度が一

番新しく、１０年ほど前にできたばかりです。例えばヒバ

塗装や漆です。その中にやはり茅がとても不足している

ので、茅場を保全、管理していきましょうということで、文

化財に出荷する茅として、そのエリア選定するというこ

とができます。

　私が本日見た限り、細野高原はこれに合致する場所

だと思います。ただし条件としましては、文化財への出

荷実績が多少なりとも必要ということになります。その

ためこの地域にある文化財、市町村指定や登録文化

財でも可能ですが、茅葺きの建物が伊豆半島にはたく

さんあると思います。例えば伊豆の国市にある国指定

重要文化財の江川邸もそうですが。そういうことで２～

３年程度の実績を積み、細野高原の茅場の質、量は問

題ないと思われますので、是非、茅刈りを始めていただ

き、選別したものを出荷する取組をしていただければ、

制度の対象として選定されると思います。選定される、

文化財の森から様々な助成制度受けられます。普及啓

発事業というもので毎年助成が出ていますので、最大

２００万円の満額補助となりますが、そこに町民の方々

が参加して、皆様と一緒に環境教育を推進していきな

がら茅刈りを行い、山焼きをやること、このような環境

保全全体の取組を体験、研修することで補助が受けら

れます。

　また、選定地の整備費用にも半額補助が受けられま

す。例えば農道整備や支障木の伐採、山焼きについても

環境整備事業となります。いずれも県を通じ、文化庁へ

の申請手続や調査の依頼を行い、町の文化財関係課

から県の文化財関係課の方に連絡を行います。私も文

化財のほうの選定委員となっていますので、私の見た

限り細野高原は是非、ふるさと文化財の森に選定して

いくことを２～３年の目標にしてやっていただくと良い

のではないかと思います。

　細野高原の観光利用というのは、長期的に一歩ずつ

やっていくことが必要ですけれども、取りあえず、文化財

制度を活用していくことは非常に利点が大きいと思い

ます。是非、文化庁への問い合わせやホームページを

ご確認いただき、ふるさと文化財の森という制度を調べ

てみてください。生物多様性の維持や環境教育というこ

とを推進していくために、とてもいい制度だと思います。

以上、補足となります。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

○司会　この後午後３時２０分より、各分科会場の方

にご出演いただき、WEB配信にて全体会を予定してい

ます。

　藤田さん、内山さんにおかれましては、全体会での発

表に向け意見をまとめていただきますので、東伊豆会

場の分科会はこれにて終了といたします。

　藤田さん、内山さん、鈴木さん、どうもありがとうござ

いました。

　それでは全体会までお時間がありますので、休憩を

お取りください。

の固定機能というのがかなり優れているらしいという

のが見えてきていまして、2013年の成果を基にします

と、阿蘇郡市の全世帯が１年間に排出するＣＯ２の量

の1.7倍ぐらい相当の炭素を草原が固定しているとい

うことで、阿蘇の中で見たら、排出よりも吸収が勝って

いるというようなことが言えて、地球温暖化防止の観点

からも未来に残す価値が高いというふうに考えられて

いたりします。

　それで、そういう様々な恵みがあるんですけれども、

過去から草原がどうなってきたのかというのを見ると、

かなり減ってきていると。100年前は阿蘇地域、ほとん

ど草原が広がっていたのが、見ていただいたら分かる

とおり、2007年にはかなりそれが森林に置き換わって

しまっているというような現状になります。

　草原再生協議会というところで議論をしていますけ

れども、じゃこの先どうなっていくんだろうって考えたと

きに、30年後の姿をちょっと想像しようみたいな話を

していまして、５年に１回牧野の調査がされている中で、

野焼きとか輪地切りをあとどのくらい継続できますかと

いうような調査項目があります。その中で、「10年以上

はできそうだ」と答えている牧野さん以外は、ちょっと

30年後まで管理を続けているのは難しいんじゃない

かというふうに仮定した場合なんですけれども、面積

で６割ぐらい減っているような予測になります。

　こういう状況もある中で、次世代へ残すべき姿で30

年後の目標というのを草原再生協議会の中で議論し

ていまして、先ほど申し上げた６割の草原面積減少と

いうのもあり得るかもしれないという中で、「今と変わ

らない規模の草原を残す」ということを目標に設定し

ようとしています。これ特に牧野組合さんの意向も大き

くて、やっぱりモチベーションを持ってやっていくため

にも、減少というところを目標にしてモチベーションも

上がらないだろうということで、最低限維持はしようと

いうような目標設定をしようとしています。

　そのために、３点目なんですけれども、そのために

は長年続いてきた生業による草原維持、これをどう支

援を強化していくのかというのを考えていく必要があり

ますけれども、もう一つ、今までもこれはやってきたんで

すけれども、もう一つ、近年、草原の持つ恵みというの

は、先ほどお話ししたような部分というのが注目され

ていますので、この草原の恵みを守るという観点から

も、草原を支える仕組みづくりというのを進めていく必

要があるかなというふうに思っています。今日は、この

草原の恵みを支える、守るための仕組みづくりというも

のを考える一つのきっかけにしたいなと思っておりま

す。そのために２つほどご講演をいただいて、その後

にパネルディスカッションということで進めさせていた

だければと思っておりますので、皆様よろしくお願いい

たします。

　私からは、駆け足になりましたが、以上です。

○司会　ありがとうございました。

２．講演

①阿蘇の草原がもたらす恩恵～最新の研究報告～

　それでは、早速、講演に移りたいと思います。

　お一人目は、熊本県立大学特別教授の島谷幸宏様

にお願いしたいと思っております。

　島谷先生は、現在多くの研究者が関わって進めてお

られる環境総合推進費研究の研究リーダーであり、今

日はその成果について、阿蘇の草原がもたらす恩恵、

最新の研究報告についてご講演をお願いいたします。

　それでは、島谷先生、よろしくお願いいたします。

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　皆さん、こん

にちは、島谷です。

　阿蘇の研究は、立場的には九州大学の特命教授と

してやっています。ただし、４月から熊本県立大学のほ

うにお世話になっていまして、私の実家が龍田なので、

熊本を今中心にしながらいろいろ仕事をしています。

　今ご紹介になったんですけれども、これが環境省の

推進費のテーマです。阿蘇をモデル地域とした地域循

環共生圏の構築と創造的復興に関する研究というこ

とで、大きく言うと３つのテーマでやっていて、そのそれ

ぞれのテーマがまた３つに分かれていて、９つの大き

な研究が集まった物すごく大きい研究です。私が全体

のリーダーをしていて、東海大の市川先生が特に地下

水のことをやられていて、慶応大の一ノ瀬先生が特に

後ろのほうの地域循環共生圏のほうの研究をされて

います。今日お見えになっています、実は。ちょっと驚き

ました、私も。

　研究の背景は、2017年に北部九州豪雨があって、

2016年に熊本地震があって、それで熊本県は創造的

復興というのを打ち出されました。その創造的な復興

を環境省が提案されている地域循環共生圏とどうやっ

てつなげていくかという研究になります。

　今日は特に草原のお話を中心にしますが、この阿

蘇は九州の中央部にあって、実は６本の１級河川、筑

後川、大野川、五ヶ瀬川、菊池川、白川、緑川という６

本の１級河川の水源になっています。ですから、玄海

灘から瀬戸内海から有明海からですね、いろいろなと

ころに水を注ぐ一番上流の地域になっています。流域

の人口が230万人と言われていて、しかも筑後川から

福岡導水で水を配っていますので、約480万人、500

発散、雨から蒸発散を引いたものが水資源量というこ

とになります。特に筑後川の場合はダムがありますの

で、雨が降ったときの水も全部ためてしまうので、基本

的には下流に流れていく水資源量は降った雨から蒸

発する量を引いたものということになります。

　そこで、こういう樹林とススキがどれぐらい蒸発散量

が違うかということを測定しています。宮沢先生という

先生が研究をしています。植物には、ちょっと難しくな

るんですが、光合成をするときにＣ３という植物、普通

の一般的なＣ３植物というスタイルと、ススキのように

Ｃ４植物というスタイルの光合成をやるタイプとがあり

ます。ススキはＣ４植物というタイプになります。Ｃ４植

物というのは、難しいんですけれども、機構がすごく

違って、非常に二酸化炭素を節約しながら光合成をす

ることができます。水を使う量も非常に少ない、節水型

の植物というふうに言われています。このＣ３植物とＣ

４植物というのは非常に重要なポイントになっていて、

阿蘇では草原にするとほとんどススキになります。スス

キになるということが蒸発散量を小さくしているという

ことになります。

　それで、今、牧野の方に協力していただいて、直接

葉っぱにこういう樹液流計というセンサーをつけて、

ここから今、直接測れるようになりました。一つ一つの

茎からどれぐらいの水分が蒸発しているかというのを

１年間測っています。それで分かってきたことは、これ

が杉で、ササやヤシャブシで、ススキとなりますが、１

年間ずっと積算していくと、杉とススキでは非常に大き

な蒸散量の違いがあるということが分かってきました。

これはもう光合成の仕組みが根本的に違うので、非常

に節水型の植物であるススキが生えているということ

がこの節水型だということが分かりました。

　今ちょっとそれを年間どれぐらいの蒸散量になるか

という推定を行っていて、ちょっとまだ低めの推定に

なっているんですが、これススキです。ススキがＣ４と

いう植物で、ほかのは全部Ｃ３植物なんですが、ススキ、

ササ、杉、ヒノキ、ヤシャブシというようなもので考えて

みると、恐らく杉・ヒノキに比べて１年間に年間の蒸発

散量が100ミリは最低違うだろうということが明らか

になってきました。

　現時点ですが、今年度の３月までで研究を終わりま

すので、それまでにはこの明確な数字が出てくると思

うんですが、水の使う量からすると、ススキ、ササ、ヤ

シャブシ、杉、ヒノキという順番になるであろうというこ

とがどうも明らかになってきました。これ非常に重要な

ことになります。

　ここに阿蘇がありまして、ここに、今見ている草原っ

てほんの一部の草原なんですが、もし樹林に替わって

しまうと、年間100ミリから200ミリぐらい、下流に流れ

るお水の量が減ってしまうということになります。100ミ

リというのは高さの単位ですね。１年間、大体この地域

が3,000何百ミリと降りますが、そのうちの100ミリ分

が蒸発、空中に出ていってしまうということになります。

ですので、草原があることによって、下流に水を配るこ

とができているということになります。大体その量は、

後でちょっとご説明しますが、年間1,000万トンとかそ

ういう量になります。実は、下筌、松原ダムという、ここ

に２つ、ちょうどこの阿蘇から出てくるところにダムが

あって、そこから平地に水が出ていくわけですけれども、

このダムでは発電を行ったり、下流への有明海に流れ

ていく水を供給したりしているわけですけれども、実は

有明海のノリが取れなくなった、冬場取れなくなったと

きには、このダムを操作して、水を放流して下流に栄

養物を送るという、栄養源を送る操作をしています。そ

の水の量は大体1,000万トンとか、大体それぐらいの

量なんですが、それは草原がなくなると、それがちょう

どできなくなるぐらいの量になります。非常に大きな量

です。

　今までに行われた松原、下筌ダムによる緊急放流と

いうことで、大体冬場です。冬場、ノリが行われるように

なって、ノリの色落ちと言って、色が落ちてくるんですね、

栄養塩がなくなると。窒素の濃度が低くなったときに松

原ダムを放流すると、窒素濃度がばあっと上がって

いって、色落ちしなくなるということで、実は草原の水と

いうのは、有明海のノリを支えているということにもつ

ながっているんですけれども、あまりそれは意識されて

いません。松原ダムの流域で例えば草原がもしなく

なってしまえば、約1,000万トンぐらいの水資源がなく

なってしまうということになります。それは、人口でいう

と11万人分ぐらいの水資源量になるということなので、

非常に大きい水の量だということが分かると思います。

今まで草原について、あまり定量的に水をどれぐらい

節約するかというのを分かっていなかったんですが、

それが今分かりつつあるということです。

　それともう一つは、今、立野ダムができているんです

が、こっちがカルデラと、下流の熊本の地下水がつな

がっているかどうかということに焦点を当てて研究を

しています。ずっとボーリング調査が、最近、地震の後

いっぱい行われまして、そのときの地下水を連ねてい

くと、これがつながっているということが明らかになっ

てきました。それがですね、量的にどれぐらいかという

と、これは熊本大学の嶋田先生たちがシミュレーショ

ン、１年間の水収支というのを示したものです。

万人の水源になっているということで、非常に重要な

地域になっています。

　しかし、これはあまり知られていないです。私、福岡

市民もやっているんですけれども、福岡市の人は、筑

後川から水をもらっているという意識はあるんですけ

れども、阿蘇から水をもらっているという意識はほとん

ど希薄なんですね。有明海の人も、筑後川とか白川と

か緑川とか菊池側から水が流れているというのはよく

知っているんですけれども、その上流は草原だという

のを皆さんご存じない。有明海は、よく泥の干潟で、阿

蘇の噴火物によってできているどろどろの干潟で、そ

れが非常に豊かだというのは言われているけれども、

その水の水源が阿蘇だというのはあまり言われてい

ないと。そういうところがあります。

　この９つの、サブテーマになるんですけれども、簡単

にいうと一番上が自然災害を生態系によってどうやっ

て守るかというような感じの研究です。自然資源を使

いながら災害を防ぎ、それを創造的復興につなげてい

こうというのがテーマ１。テーマ２は、熊本地震によっ

て地下水に影響が出たので、その地下水がどういう影

響を受けて、それがどういうふうに回復しているのか。

それから、その地下水が、１回カルデラの中に入った

水がどういうふうにほかのところとつながっているか

という研究。テーマ３は、自然資本と社会関係資本と

いうのは、人間関係とかいろいろな社会のことにも注

目して、地域循環共生圏というのをどういうふうに成

立していけばいいかという、文系の研究から理系の研

究まで、非常に幅広い研究となっています。

　簡単にいうと、阿蘇地区の中で自律分散型の社会

を構築しつつ、他の大都市圏等といろいろな交流をし

ながら、創造的復興と地域循環共生圏をどうつなげて

いけばいいかということの研究をしているということ

になります。

　扱っている自然資源としては、草原だとか森林、そ

れから石材、水田、湿地、水みたいなものを対象にし

ています。

　この図はですね、ここに中央の火山地帯があって、

カルデラがあって、外輪山があって、そういう色を示し

ていますが、この草原、災害との関係を示していますが、

集落の配置をどういうふうにすればいいのかとか、低

地の氾濫をどうやって防げばいいのかとか、田んぼダ

ムをどういうふうにしていいのかとか、こういうカルデ

ラと外輪山のランドスケープに基づいた自然の機能

も生かしたような防災はどうあるべきかというような研

究をしています。

　皆さんご存じのように、阿蘇はこの草地が外輪山の

上と斜面というのがあって、その下に林地があって、集

落があって水田があるという、一つの配置構造が単位

となって、一つの集落が草地から林地、水田、そういう

管理をしているという、そういう仕組みがあるというの

は皆さんご存じで、こういう関係が非常に重要だとい

うふうに思っています。

　まず、災害との関連を見ていくと、草原、これはです

ね、縦軸に崩壊の確率を書いてあって、これいろいろ

な植生について書いてあるんです。これを見ると、草原

が崩壊の確率が高い。しばしば崩れやすいということ

が分かりますが、そのときの崩壊の深さは小さいという

ことが分かっています。ですから、草原にすると、時々

崩れるけれども、大きな被害はもたらさないというよう

なことが分かっていて、しかも、傾斜が比較的緩いとこ

ろの樹林帯がこういう土石流とかを緩衝する機能が

あるということも分かっています。

　次に、水の機能についていろいろ研究しています。

特に筑後川と白川に着目して研究を実施しております。

　実は、筑後川というのは阿蘇の外輪山を水源として

福岡県を通りながら有明海に注いでいる九州一の大

河です。ここから福岡に導水を持っていって、福岡市の

水も供給して、約30％ぐらいの水を供給しているとい

う非常に重要な川になっています。松原ダムというダ

ムが筑後川の上流にあって、上流のこの地域の水を、

外輪山の水を集めて、１回、松原ダムでためて、それで

下流に供給しているということになります。流域の草原

の状況を見てみると、どんどんどんどん今減っていると。

1900年頃に比べて、半分ぐらいになっているというこ

とが分かります。

　それで、どういうことをやっているかというと、実は雨

が上から降って、雨が降ったものが植物とか地上から

蒸発とか発散、発散というのは葉っぱから出ていくの

を発散と言うんですが、蒸発散して上に向けていくと。

それ以外のものは表面に流れるのと地下に浸透する

のと、二通りで流れていくということになります。ですか

ら、下流に流れていく水の量は、この植物等からの蒸

を目的として、村長が火入れ責任者となって野焼き再

開を進めておられます。本日は、その事例を中心に南

阿蘇村の草原管理の取り組みについてご発表をいた

だきたいと思います。

　それでは、吉良村長、よろしくお願いいたします。

○南阿蘇村村長（吉良清一）　皆さん、こんにちは。今、

紹介がありました南阿蘇村の吉良と申します。

　今、村長ということでございますが、私はもともと農

家の長男で、無農薬の米とか、あるいは私自身も野焼

きとかに参加しておりました。これまで農地や草原を

守るためにいろんなことをやってきたんですが、もう農

家の１人、２人では、これはもう守れないということで、

村長を目指しました。しかしながら、なかなか簡単に

は合格させていただけませんで、今から17年前に南

阿蘇村が合併したときに初めて出まして、落ちて、落ち

て、落ちて、４回目にやっと合格いたしました。周りの人

は私のことを吉良清一の趣味は何か知っとるかいと、

吉良清一の趣味はね、選挙だもんなと。特技は何か

知っとるといったら、特技は落ちることだもんなという

ふうにからかわれておりました。

　そういうことで、私は本当にこの草原の水量を守る

と、このために村長になったようなもので、今いろんな

取組でしっかり頑張っております。私は、講演するほど

知識が豊富ではありませんので、地元の水分量など現

状をお話ししようと思って、この役を引き受けました。し

ばらくの間ですが、よろしくお願いします。

　それでは、早速、話に入っていきますけれども、話の

内容は、この画面のとおりで、途中に私の持論あたり

も少し述べさせていただきたいと思います。最後に、村

で作ったビデオがございますので、それをご覧いただ

ければと思います。

　まず、南阿蘇村の火入れ対象地は1,500ヘクター

ルございまして、27の牧野があります。うちの牧野の特

徴としましては、こっちの北側と比べまして急斜面が多

いということ、それから、谷が深いということがうちの

特徴だと思います。そのために輪地切りなどはとても

苦労しますし、また、放牧牛を見つけにくいという、そう

いう苦労もございます。そして、平成28年に３つの牧野

が中止をいたしました。原因は、これは慢性的なもの

なんですが、高齢化、あるいは担い手不足、また、火入

れ責任者の、これは区長さんなんですが、その責任が

大変重いということが原因です。死亡事故が28年に

発生しまして、区長さんが死亡事故の後に事情聴取と

か、あるいはいろんな事故後の手続とか、また、遺族へ

のお見舞いとか、ものすごくご心労をされております。

火入れ責任者についてはまた後ほどお話ししたいと

思います。

　そして、これは同じく28年に起こった熊本地震です。

牧野のあちこちでこういう牧道が被災を受けまして、２

つの牧野組合で野焼きを中止しております。

　これから再開に向けた取組ということを簡単にご説

明しますと、南阿蘇村と牧野組合、熊本県で連携協定

を結びました。真ん中にいらっしゃるのが白川牧野組

合の組合長さんです。白川水源の上辺りが野焼きが中

止されておりますので、そこら辺からまず復活したほう

がよかろうということにしました。村と熊本県で予算を

組みまして、防火帯の整備等を行いました。その白川

地区でも集会をして、野焼きの再開について議論が

あったんですが、野焼きの再開についても疑問視する、

つまり無理やりせんでもいいんじゃないかという意見

もありましたけれども、その中央の後藤区長さんの強

いリーダーシップで、野焼きは何としてもせないかんと

いうことで、再開することができました。

　火入れ責任者をですね、区長さんから村長、私とい

うことにしました。区長は現場の監督者。それから、こ

れまで区長が申請をして村が許可するという許可制

度でしたけども、これも届出だけでいいという届出制

にいたしました。

　重機により白川牧野を早朝、総延長で20.7キロ

メートル、800万ぐらいかかったと思いますが、整備を

いたしました。それによって、今年の３月に、これは野

焼きの様子ですが、４年ぶりの野焼きでしたので、多く

のカヤがあって、もうそれはそれはすさまじいほど、恐

ろしいほど燃え上がりました。

　これは５月の写真ですけれども、野焼きをしたところ

が緑色になっているかと思います。途中に防火帯があ

ります。中腹ほどには保安林がございます。

　これは、ちなみに私が朝に写真を撮ったんですが、

３月です。雪が降ったところが白くなっていますが、野

焼きをしたところは、野焼きをすれば草がありません

ので、もう地面に直接雪が積もります。ですから、こうい

う具合に白くなります。白くないところは、野焼きがして

いないところです。

　私の持論を少し話しますと、左が野焼きをしない場

合、右が野焼きをした場合で、梅雨の時期がですね、

梅雨は雨が降るわけですから、野焼きをしたところは

草が生えていますので、雨が、先ほど島谷先生の話に

もあったように、雨が地下に浸透します。しかし、左側

はススキがありますので、いわゆるかやぶき屋根状態

で、恐らくほとんど地下には浸透せんで、カヤを伝って

下に流れ下っているのではないかというふうに考え

ます。

　皆さん、水収支ってとっても分かりにくいんですけれ

ども、阿蘇のカルデラを一つのおけみたいに考えて、

上から降ってくるのが１年間に3,629ミリの雨が降っ

てきています。これシミュレーションで出てきたものな

ので、この辺の蒸発量というのはいろんなところの平

均になっています、建物とか水田とか山とか。大体その

うちの463ミリぐらいが蒸発していくよと。土の中に

2,600ミリぐらい入って、土から2,500ミリぐらい出て

きているということが分かります。蒸発するので、それ

が155ミリということで、地下水から７ミリ、それほど大

きな値じゃありません。地下水、つながってはいますけ

れども、ボリュームとしては大きい値ではないと。１年

間に3,000ミリぐらいの水がカルデラから下に出て

いっていると。

　これ非常に重要なのは、そのうち、3,000ミリのち

2,500ミリぐらいは１回土の中にもぐってゆっくりと出

てきているということです。ですから、洪水のときに出て

いっているのが大体500ミリぐらいということで、これ

は非常に、日本の川の中では大体洪水のときに出て

いく水の量とふだん出ていく水の量が１対１ぐらいだ

と言われているんですが、阿蘇の場合にはカルデラが

あるせいで非常にゆっくり水が出ていっていると。だ

から、下流の洪水も草原とか水田の涵養とかによって

減らしていると。だから、１回雨が降っても水が染み込

んでいきますので、それがゆっくりと湧き水という形で

出ていっているということになります。

　それで、大体の量は出てきたんですが、大体、阿蘇カ

ルデラから流出する白川の流量は年間７億トンと。そ

のうち大体１億トンぐらいが白川の中流域で、農地で

地下に浸透していると言われていますので、阿蘇カル

デラの中に降った雨のうち、１年間に約１億トンぐら

いの地下水は熊本市の地下水として供給されていると

いうことが大分明らかになってきました。ですから、今

まで定性的には言われていたんですが、こういう現象

は、一つは外輪山の草原は福岡の筑後川はじめほか

の地域の水の資源として非常に重要な役割を果たし

ていると。阿蘇カルデラから熊本に関しても、カルデラ

に降った水もちゃんと地下水を涵養するのに役立って

いるということが明らかになって、やっぱり草原を守る

ということは、非常に大きな水資源、九州北部の水資

源を守るのに非常に重要であるということが明らかに

なりました。

　私たちは、先ほどもちょっとお話ししましたように、

創造的復興と地域循環共生圏をどうやってくっつけて

いくかという研究をしています。私たちが考えている創

造的復興というのは、地域の資源の価値を創造する、

再発見する。社会的な課題を踏まえて再発見する。そ

れこそが創造的復興であると。価値創造こそが創造的

復興であると。

　草原の場合は、先ほど言いましたように、今までい

ろいろなことが言われていますが、特に今回の研究で

は、水資源の供給機能が非常に大きいということが明

らかになったと。防災機能もあるということも明らかに

なったということであります。

　そういう価値を創造して、今度は福岡や熊本市の水

資源として価値を共有する必要があります。有明海に

対しても、阿蘇は有明海の恋人というようなですね、そ

ういうフレーズを共有する必要があると。そういうこと

によって、都市からの資金だとか漁民からの応援だと

か、そういうふうな価値を認識することによって、さらに

いろいろな共生圏からの関わりが来るというふうに考

えています。

　また、今日ちょっとお話ししませんでしたが、どう

やって自律分散型の社会をつくっていくかというときに、

草原をどうやって維持するかというのは非常に重要な

ポイントになります。それについてもいろいろ、どういう

ふうにして管理すればいいのか、集落の主体力を形

成するにはどうすればいいのか。水源涵養保安林を

水源涵養保安林野というような水資源の涵養がある

草原を水源涵養林と同等のものとして位置づける必

要があるだとか、そういうことを今考えながら研究を

行っています。

　以上で私のお話を終わらせていただきます。どうも

ありがとうございました。（拍手）。

○司会　島谷先生、ありがとうございました。貴重なお

話をありがとうございます。

　それでは、ただいまの島谷先生のお話の中で、時間

の関係上、お一人だけご質問等ございましたら受けた

いと思いますが、どなたかいらっしゃいますでしょうか。

よろしいですかね。

　後でですね、島谷先生のほうにはパネルディスカッ

ションのほうにも参加していただきますので、またそ

れも併せてご質問等ありましたらよろしくお願いいた

します。

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　どうもありが

とうございました。

○司会　それでは、ありがとうございました。（拍手）

②南阿蘇村の草原管理の取り組み

○司会　続きまして、お二人目です。南阿蘇村村長の

吉良清一様にお願いしたいと思います。

　南阿蘇村は、平成31年度から水源涵養機能の保全

ができないような集落については、村で、例えば消防

署とか消防団員、あるいは警察官のＯＢさんたちで専

門のプロのチームをつくって、土日に計画的に野を焼

いていけば、かなりの面積をカバーできるのではない

かと思って、今、計画中です。

　それと、最後はですね、野焼き目的の認識の改革と

いうことを訴えております。これまで野焼きの必要性と

いうのは、例えば景観の維持だとか、あるいは病害虫

の防止とか、そんな目的で野焼きをやっておりました

けれども、それだけでは住民に、農家がもう野焼きはそ

れぐらいのことだったらもうやらなくてもいいんじゃな

いかと、そしてまた、地下水は森が育むという考え方が

ほとんどで、草原をそのままに放置すれば、やぶ化して、

山林というか、山林になるから、それでもいいんじゃな

いかと。森が育むという考えがありますからですね、野

焼きはそんなに無理してやらなくてもいいんじゃない

かという考えがありますので、その考えを少しずつ変え

ていかなければ、野焼きの存続は厳しいなというふう

に思っております。

　ですから、野焼きの目的は、もう水源保全と。特に南

阿蘇はそうなんですけれども、熊本市内の地下水の保

全に草原は大きく貢献しているということをしっかりこ

れからも訴えていきたいと考えております。

　大体、私の言いたいことは終わりまして、このビデオ

をですね、ユーチューブにもあります、阿蘇の地下水が

見られるというのをですね、これをちょっと流したいん

ですけれども。

（ビデオ視聴）

　阿蘇の地下水を未来へ。

　熊本は古くから水の都と呼ばれ、その中でも熊本市

は水道水減の100％を地下水だけで賄っているとい

う世界一の地下水都市とも呼ばれています。それには、

阿蘇のたくさんの湧き水が関係しています。なぜこんな

に水源となる湧水が多いのでしょうか。

　これから紹介する４つの条件と阿蘇の人々の暮らし

が深くつながっています。

　１つ目は阿蘇の地形です。阿蘇は、ほとんどの地域

で年間の降水量が3,000ミリを超える、全国的に見て

も非常に雨の量が多い地域です。火山の噴火活動で

できた大きなくぼみのことをカルデラと呼びます。この

広くて深いカルデラは、たくさんの水をためる役割が

あり、阿蘇は九州の水がめとも呼ばれています。

　２つ目は地質です。火山の噴火活動によって水を通

しやすい層と通しにくい層ができました。このことに

よってより多くの水が地面に染み込み、長い年月の間、

地中にためることができるのです。そして、この幾つも

の層は天然のフィルターとなり、きれいな湧き水を生む

のです。

　３つ目は水田です。もし水田がなければ、雨は川に

流れ、すぐに海に流れ出てしまいます。その一方で、水

田は雨水の多くを地下に浸透させます。また、大雨のと

きにはたくさんの雨水をためることができるため、天然

のダムとも呼ばれています。

　最後は草原です。阿蘇の草原は、地下水を育む力が

とても優れています。それはなぜでしょうか。森林に雨

が降ると、雨水が葉や枝で遮られるため、地面の染み

込む量は少なくなります。しかし、草原に雨が降ると、

地面に届く雨の量が多くなり、その分、地面に染み込む

量も多くなるのです。また、地面が吸収した水の一部は、

植物の根や葉を通して蒸発します。蒸発する水の量は、

森林に比べ草原のほうが少なく、同じ雨の量でも草原

のほうが地面に染み込む量が多くなるのです。そして、

何よりこの草原の維持に大切なのは野焼きです。野焼

きにより枯れ草がなくなり、新たな草原に生まれ変わり

ます。そして、その草原は、より多くの雨水を染み込ませ

ることができるようになるのです。このように主に４つ

の条件が重なって、たくさんのきれいな湧き水が生ま

れているのです。

　阿蘇の暮らし。

　古くからの阿蘇の人々の暮らしにも湧き水を守るの

に大切な役割がありました。阿蘇では昔から赤牛と共

に暮らしを営んできました。赤牛は、冬の間は牛小屋

で飼われ、春になると水田を耕します。そして、田植が

終わる夏には草原へ放牧されます。冬になると、赤牛

に草原の草や稲わらを与え、堆肥を作り、その堆肥を

水田に返します。こうした営みにより、阿蘇の稲作は維

持され、豊富な地下水を生む水田が保たれてきました。

草原と畜産の関係はヨーロッパでも見られますが、草

原、畜産、稲作、地下水が関係しているのは、世界でも

まれで阿蘇ならではの高度な循環システムとも言える

のです。

　ここ阿蘇では、このような地域循環が1000年以上

も続いてきました。世界の中でも安全に飲める水があ

るというのは、まさに宝とも言えます。自然と人との共生

によって守られてきた阿蘇の自然、地下水、これからも

みんなで守り、育てていきましょう。

○南阿蘇村村長（吉良清一）　これで終わります。

　最後にふるさと納税ということをちゃっかり言って

おきまして、これらの草原や水源を守るために、ふるさ

と納税で頑張ってお金を集めようかと考えています。

　それでは、拙い話でありましたが、これで終わりたい

と思います。ご清聴ありがとうございました。（拍手）

　下はですね、草原の雨量を表したものですが、右側

の野焼きをした場合は、先ほど言いましたように、秋は

茶色になって、それが野焼きをしたら真っ黒になりま

す。真っ黒になった後に雪が降れば白くなって、雪が

解ければまた黒になる。そして、野焼きをしていますの

で、一斉に新芽が湧きますので、もうほとんど一瞬、一

瞬といいますかね、短い時間に緑色に変わります。そ

して、そういう色の変化が野焼きをすれば、１年で色の

変化も楽しめるということが言えると思います。

　これは、ちょっと字がたくさんありますけれども、左側

が草原です。右側が未整備の保安林です。一番上に地

下水の保全能力とありますけれども、これも先ほど島

谷先生が話されたとおりですが、この図はですね、今

年の春に環境省さんが阿蘇の草原を見られるという

たしかチラシを作られていると思いますが、その中に

示された図です。もともとこれは20年ほど前にツカモ

ト先生という、東京工大と思いますが、その先生が20

年前に調整されたのを環境省さんが初めて、今回初め

て堂々といいますか、堂々とチラシに載せられました。

恐らく私が思いますに、森林と書いてありますので、農

水省、林野庁の森林増加に配慮して、この図が表に出

されなかったんじゃないかというふうに思います。初

めてですね、今年の春、これが環境省のパンフレット

に載りましたので、私はこれを積極的に使うことにして

おります。これほど草原のほうが地下に浸透する水の

量が多いということが、これを見れば一目瞭然だとい

うふうに思います。

　そして、２番目は、先ほど環境省の山下さんのほう

から話があったとおりです。ＣＯ２の吸収能力が割と知

られておりませんけれども、土壌中に有機物がたくさん

草原はありますので、炭素を固定しているということか

と思います。

　次は、大雨時の土壌を流出するから、大雨時の災害

はご覧のとおりです。大雨時の災害は、今全国各地で

洪水時の流木被害出ておりますけれども、これもやは

り整備をしていない森林の流木被害だというふうに思

います。

　それと、生物の多様性もご覧のとおり、それから、生

産性、利用効率につきましては、草原は毎年、野焼き、

放牧、そして採草と、毎年リセットがされますので、生産

性が高いと思います。農業との関わりは、草原は飼料

とか、堆肥の資材とかなっております。また、経済効果

につきましては、観光資源は草原の風景などがありま

すし、右側の中央火口丘、特に阿蘇ジオパークがあり

ます中央火口丘の保安林というのは、火山灰とか、あ

るいは火山ガスとか、そういうことで非常に育ちが大

分悪いことから、中ではもう既に枯れていって、保安林

の機能を有していないというふうなところもあります。

我々は地元では、あれは保安林ではなくて、不安林だ

というふうに言っております。

　それと、景観は先ほども申しましたように、草原はも

う四季折々の景色が楽しめます。また、文化的景観に

つきましては、阿蘇の草原は、平成29年だったと思い

ますが、国の重要文化的景観に指定を受けております。

それほど文化的景観にも優れているということで、これ

は高橋佳孝先生にアドバイスを受けながら、この表を

作りました。まだこれに漏れていることがあるかもしれ

ませんが、これほど草原は優れているということがお

分かりというふうに思います。

　これからの取組としましては、今年の春、950ヘク

タールで24牧野組合が実施しております。ただし、依

然550ヘクタールはまだ未再開となっております。それ

で、牧道や恒久防火帯の設置を進めたいと考えており

ます。しかしながら、これを見てもらうと分かりますが、

民有林との下のほうの防火帯はあまり傾斜がありませ

んので、そんなにお金もかかりません。ところが、上の

保安林との境の防火帯は急峻で、工事の人ももう

ちょっと考えないかんなというぐらい危険な場所も

あったそうで、上の防火帯を造るのは物すごいお金が

かかるということであります。保安林を何とか解除して

いただけないかということを再三、県の農政などにも

言っておりますけれども、なかなかハードルが高くて、

なかなか解除は難しいと、１ミリたりとも保安林は譲ら

ないというような、本当に強い姿勢が見られます。です

から、解除が無理なら、杉、ヒノキじゃなくて、火に強い

クヌギとか、そういう樹種を変えるという方法はどうか

ということで繰り返し繰り返し提案しています。

　そして、３番目に人手の確保ですけれども、やはり畜

産農家、特に放牧農家を増やしていかなければなりま

せん。放牧はいろいろ大変な面もありますので、今、牛

にセンサーをつけて、バーチャルフェンスといって、パ

ソコンでの架空の線で、そこに牛が通れば、そのセン

サーがびりびりとして、牛がそれ以上進めなくなります。

いわゆる架空のフェンスですね、パソコン上の架空の

フェンスから先には行かせないということが今年、福

島県で実証実験をやっておりますので、それをちゃん

と見て、うちも近い将来に導入を計画しております。２

つの牧野組合で実証をやろうという今計画をしており

ますので、そして、簡単に放牧ができるようになれば、

畜産農家も増えるというふうに思います。

　それから、ボランティアの皆さんが協力をいただい

ておりますし、専門部隊と書いておりますのは、野焼き

分かると思いますけれども、この牧野組合、東部のほう

に位置しています。滝室坂、57号線から箱石峠、265

号線の間を位置するところで、面積が430ヘクタール、

標高は約600メーターから900メーターあります。外

輪山内側は急傾斜で、上部は比較的緩やかな地形と

なっております。

　この道路線の部分ですね、こちら側が大分のほうに

水が流れていきます、大野川のほうにですね。そして、

こちら側が黒川や白川につながっております。阿蘇の

東部として、私の牧野は箱石という国土地理院の地図

にも載っている有名なところがありますし、もう一つ、こ

こに人の顔をした岩がありますけれども、国道265号

線沿いには人の顔をした岩も見られます。

　そして、こうした景観が見られますけれども、これは

野焼きの後ですね。ここはもう大野川水系の源流とな

る水の流れとなるところです。

　こちらは放牧の状況です。この中がやっぱり大野川

の水系になります。

　道のこちら側になるところを黒川、白川のほうに水

が流れていくというようになります。

　うちのほうの牧野では、特に今、32名とこれ書いて

ありますけれども、現在は30人になりました。最初、こ

の牧野組合がスタートした時点では100戸以上あっ

たんですけれども、私が入った頃は98戸の農家があ

りました。大体200頭以上の牛を飼っています。しかし、

年間放牧は70頭ぐらいで、草の利用もなされています

けれども、自分たちでは使い切れないくらいです。主な

活用としては、草原の維持というのが大切ですから、

野焼きとか、それから草刈りをやって、草原を維持する

こととか、最近は子供たちに野焼きの体験とか希少生

物の保護などの啓発なども行っております。それから、

野草堆肥で作った野菜を作って、啓発普及に励んで、

いろんなところに発送したりとかも取り組んでいますし、

カヤの出荷等も行っております。

　また、観光利用として、特に、私は普通、農家ですか

らなかなかできないんですけれども、牧野の中のいろ

んな宝物をぜひ皆さんにも知ってほしいということで、

牧野ガイド事業というのに取り組みました。ここでしか

ないものを楽しんでいただきたいと思って、まず、自転

車で草原の中を、牛がいないときに走り回ることがで

きる、そうしたことを取り組んだり、そのためには防疫

対策もしっかり取らなくてはいけませんので、石灰とか

クエン酸を使った消毒もして、いろんな外来種子とか

そういったものを持ち込まないような工夫をしながら、

遊び、学び、そして感動を味わうような、そういう体験

なども行っております。

　もちろん自転車だけではありません。トレイルウオー

クと言って、人々が歩いて草原を楽しんでいただくとい

うことは、ただ歩くだけじゃなく水がどのように流れて

いるかとか、そこにある希少植物、どんなものがあるか

とか、そういったものをなぜ保護するか、なぜ守ってい

かなくちゃいけないかということ、そして、阿蘇の草原

を通して、より多くの人々の心を癒すことができるとい

うことを訴えております。

　阿蘇には、大体年間180万以上の人たちが観光に

お見えになるそうですけれども、そうした人の一部でも、

私どもの牧野を通して、そうしたことを知っていただい

て、草原の大切さ、そうしたことを少しでも伝えられば

と。その他からものを後世に残せるようにしたいなと

いうふうに思っています。それで、こういう取組をやっ

ております。

　これからは、観光利用としての牧野ガイド事業でと

いうのは、今後、阿蘇地域のほかの牧野でも持続的な

維持管理に生かしてもらえるようにモデル化し、口蹄

疫などの疫病対策の情報共有とともに、牧野間の連携

を図っていきたいと思っております。現在、ほかにも、自

分のところでもやりたいという申込みがありますので、

先進事例じゃないですけれども、どの組合でもできるよ

うに支援できたらと思っております。

　それと同時に、地元の商工会や観光業ともタイアッ

プさせることで、地域の活性化にも寄与できるような取

組を発表させたいと考えております。

　こういった人たちは、私がガイドとして養成した人

たちですので、私が忙しくても、これらの人たちがガイ

ドとして活動できるようにしています。ガイドの申込み

は、道の駅阿蘇に申し込んでいただくと、こうしたガイ

ドさんたちを紹介してもらうことができます。トレイルウ

オークで大体基本ですね、二、三時間のガイドで１人

頭大体3,000円ぐらいの徴収をしております。1,000

円を牧野の維持管理に還元できるように取組をしてお

ります。また、自転車の場合は、そのガイドさんが自分

で値段を設定して、1,000円だけは牧野に還元できる

ようにやっております。現在までに300人以上の方が

観光を楽しんでおられます。

　本来は、オリンピックのときもより多くの人が来られ

る予定だったんですけれども、残念ながらコロナ禍で

活動ができない状態に置かれていました。これからさ

らにこういうのが改善で来たら、続けていきたいなと

いうふうに思っております。

　以上です。

○コーディネーター（坂本　正）　どうも市原さん、あ

りがとうございました。

場代だとか温泉だとか来たときのどうやって頂くのか

というのが大変大きな課題でございます。今日は幾つ

か問題提起もいただきましたので、実現可能な話をぜ

ひ進めていただきたいというふうに思います。

　次は、今日、講演のほうも大変ありがとうございまし

た。島谷さん、１時間ぐらいかかるのを20分ぐらいで

圧縮していただいたんで、やや欲求不満じゃないかな

というふうに思いますけれども、吉良さんの話を伺って

みると、島谷さんの話、重なりますよね。非常にエビデ

ンスというか、今まで言われていた九州の水がめ、福

岡に行ってもそういう話するんですが、筑後川だけ

じゃないと。もうもともとは阿蘇なんだよ。なかなか伝

わりにくいです。熊本市の世界で一番の地下水だと言

いながら、阿蘇の水が染み込んできて湧き出るんだと

言いながら、言いながら、恩恵は受けていますけれど

も、じゃ阿蘇をどうするかって、なかなかそういうふうに

いかない。今日は環境保全だけの問題ではなくて、価

値の創造として、今までのそうだなといったものをちゃ

んと再発見した、保全活用した、防災機能もやっていく

とですね、これからまだ新しい価値が生まれると、都市

圏を巻き込んでいくんだ。今日、最後に言われたところ

をやっぱり今度の課題としてぜひ強調していただきた

いことをお願いしたいと思います。

○パネラー（島谷幸宏）　この研究を始めるときに、い

ろいろお話を聞きにいって、やっぱり、草原が水資源

の涵養機能が森林より大きいことが明確に証明されて

いないんだよというのをすごく言われてですね、そこを

やっぱりターゲットしないといけないということで、今

日ちょっとお話ししたのは、樹液流計という草の木の

中を流れる水の量を測っているんです、実際に。それ

でどれくらい空中に水が出ているかというのが直接、

最近、センサーの技術が発達しまして、10年前にでき

なかったのが今はそうやって直接、どれぐらい植物が

水を空中に吸い上げているか測れるようになったんで、

それをちょっとやってみましょうということで始めたん

です。

　今日は、吉良さんがお話しになったのは、遮断蒸発

というやつで、１回、土の中に水が入って、それで植物

がどれぐらい利用するかという話なんです。もう一つは、

葉っぱなんかに降った雨が途中で蒸発してしまうとい

う２つの現象があって、その両方とも草原のほうが小

さいというのが分かっているので、だから、先ほど示さ

れたのと私が言ったのを２つ足したよとなるので、本

当はもうちょっと何百ミリ、今日、私100ミリと言ったん

だけれども、もっと大きい数なんですね。

　そういうことをいろいろ研究しながら、また、創造的

復興とは何かというのをすごい考えたんです。熊本県

で地震が起き、熊本地震があって、うちも熊本市内な

んで、その周りがもうみんな７割ぐらい被災してですね、

全半壊になって、何となく創造的復興というと、新たに

何かを創造するような、そういうイメージがあったん

だけれども、いろいろ研究してみると、やはり草原を守

ることこそが創造的復興なんですね。水源を守ること

こそが創造的復興なんだけれども、じゃ創造って何か

というと、価値を創造することなんです。今まで上手に

守れていなかったものに対して、もっと新たな価値が

実際にはあるんだけれども、見えていない価値を見つ

けたり、そういうことをやることによって、次の世代につ

なげる夢のある価値を創造して、それは自然を守り、

例えばもっと、私は草原をもっと増やしたいと思ってい

るんですけれども、そういうことをやるのが創造的復興

だと。

　それを環境省さんが言っている地域循環共生圏と

いうなかなか分かりにくい計画なんですけれども、地

域を育てて循環型社会をつくりながら、地域の中だけ

で自立するのがなかなか難しいので、ほかの地域と共

生しながら、できればこういう阿蘇みたいなところは

大都市圏と共生しながら、その大都市圏に当然恵みを、

水の恵みとかいろんな恵みを与えているので、それに

対するお返しをいただきましょうという、そういう考え

方なんですね。そのためには新しい価値を創造し、そ

の創造した価値を共有しないと絶対駄目ですよ。先ほ

どの話でもあったように、どうやって価値をこれからみ

んなで共有していくか。だから、できれば、有明海の人

に来てもらって、ここに大漁旗がね、阿蘇の草原に大

漁旗がはためきね、ああ私たちの草原はこうやって海

ともつながっているんだというのが何か目で見えるよ

うな風景ができるとか、そういうことが次の時代に何か

夢をもたらすんじゃないかなと。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうございま

した。

　今のお話の中で、やっぱりみんな気持ちで分かって

いるんだけれども、価値の創造とかね、新しく物をつ

くっていく、何かないものからつくっていくのは物すごく

大変だと思うんだけれども、今あるものの価値を認識

する、これがもちろん大事なことですよ。認識したら、

次に未来につながっていく。言葉は固いけれども、要

するに今やっていることを子供や孫につなげていって、

今の生活を守っていくということは、福岡の都市圏を

守り、有明海を守り、熊本市を守ることだと。今までは、

そんなこと意識しないで自分たちのなりわいでやって

いたけれども、そういうもんだということをみんなが共

　特に観光ガイドのところでは、ずっといろんなことを、

希少生物、植物だとか見ていただいて、水の話をして、

それで、そこのことを理解していただくというのは大変

すばらしい活動だと、観光とセットになっておりますけ

れども。それを含めて今後の課題というのをまた次回、

次の回にお伺いしたいと思います。

　じゃ次、三宅さん、お願いします。大体、若いですよ、

この中でもね。力あるし、エネルギーあるし、もうこれ

からの阿蘇のこういう課題はもう全部引き受けるとい

うような熱意で今日来ていただいております。今日はど

うも大変ありがとうございます。いろいろ注文が出ると

思いますが、どうぞよろしくお願いいたします。

○パネラー（三宅悠介）　ありがとうございます。環境

省の阿蘇くじゅう国立公園管理事務所、三宅と申します。

よろしくお願いいたします。

　私たちの事務所、この阿蘇市内にありまして、黒川

に事務所があって、大体職員10名ぐらいおります。何

をやっているかといいますと、この関係でいきますと、

草原再生の協議会の運営ですとか、そういった草原

再生の活動に取り組んでいます。それから、国立公園

ですので、阿蘇とくじゅうの国立公園の管理ということ

で、開発の規制をしたりですとか、生態系の保全をし

たりですとか、そういった仕事をしています。

　それからあと、最近は観光振興にも力を入れていま

して、特に政府全体としてインバウンド観光を推進して

いこうという中で、国立公園もですね、そういったイン

バウンドにも貢献していきたいと、そんなようなことも

やっておるような組織になっています。

　それで、今日はこういった場にお呼びいただきまし

てありがとうございます。坂本先生からご紹介いただき

ましたけれども、我々のほうもこの地域にある事務所と

して精いっぱいやることはやっていきたいと思ってお

ります。

　島谷先生、吉良村長からもお話しいただきました。

ありがとうございます。草原再生の活動は2005年から

スタートしています。2021年ですので、もう少しすると

20年かなというようなタイミングになっています。これ

までは地域の農家の方々の活動をどうやって支援して

いくかということで力を入れてきたんですけれども、今、

第３期の全体構想というのをつくっておりまして、それ

の大きな柱としては、なかなか産業だけで草原を維持

していくのが難しいような状況になっている中で、公益

的機能と少し難しい言葉ですけれども、産業だけでは

なくて、広く一般社会にも草原は役立つんだと、こう

いったような中で草原を維持していくと。一番分かりや

すいのは吉良村長からご紹介いただいたような、自治

体が火入れ責任になって野焼きするとかそういったこ

とだと思いますけれども、そういったことにこれから力

を入れていきたいと思っています。

　そういった中で、今日のお話ですね、有明海とつな

がっているとか、あるいは自治体のほうで火入れを積

極的にやっていただけるとか、草原再生にとっても、こ

れから新しい展開を考えていく上で、非常に重要なご

指摘をいただいたかなと思っていまして、また草原再

生協議会のほうでも今日のお話を受け止めて活動し

ていければというふうに思っておるところです。

　それから、市原組合長から観光利用の話をいただ

きました。我々国立公園を管理しておりまして、全国に

34の国立公園があります。この中には、九州の管内で

いけば、例えば屋久島も入っておりますし、それから知

床とか小笠原とか、世界自然遺産に登録されているよ

うなところも、この34の中に入っています。また、富士

山とか日光ですとか、いわゆる温泉とか自然が豊かな

観光地というのは大体34国立公園の中に入っている

んですけれども、あと、くじゅうもその中に入っています。

　皆さん、阿蘇くじゅうって国立公園の中でどれくらい

人が来ているかというイメージをお持ちですかね。実

は阿蘇くじゅうというのは、大体1,600万人ぐらい年

間利用者来ていまして、これは34の国立公園の中で

見ても上から５番目なんですね。日本全体で見ても、こ

ういった自然を生かした地域という中では、お客さん

が多く来ているエリアになっています。

　冒頭に紹介があったとおり、その中に来たお客さん

の８割ぐらいの方がですね、この中でも草原、阿蘇の

中で草原がやっぱり一番すばらしいというような回答

をされています。なので、草原というのは非常に観光に

とっても魅力的な資源であって、地域の外の人たちか

ら、どうやって草原の維持に協力してもらえるかという

のが今日のテーマの一つでもあると思うんですけれど

も、そういったときに、やっぱり観光の方に一部ご協力

いただく、市原組合長からご紹介いただいたように、

1,000円を草原の保全に還元するということもそうで

すけれども、最近ボランティアツーリズムとかもややは

やっておりまして、そういったボランティアでツーリズ

ムとして来ていただくとか、そういったことも含めて、地

域の外の力をこれからもっと活用していけるとよいの

かなというふうに思いました。

　私からひとまずコメントさせていただきました。あり

がとうございます。

○コーディネーター（坂本　正）　どうもありがとうご

ざいました。

　とにかく外からというのが結構難しくてですね、駐車

○司会　吉良村長、貴重なお話ありがとうございま

した。

　それでは、会場から１名だけですね、ご質問やご意

見ございましたらお願いいたします。挙手をお願いし

ます。

　一番後ろの方。

○参加者　私は熊本市民なんですけれども、先ほど野

焼きの意味を、草原を新しくして虫を殺すとか、景観を

守るとか、そういう趣旨で理解している熊本市民という

か、熊本県民と言っていいと思う、たくさんいらっしゃ

ると思うんですよ。その水源保全のためだということに

変えていかなくてはいけないというお話があったと思

うんです。私はそれとても共感するんですけれども、具

体的にどういう方法が一番手っ取り早いと考えられる

か、もしお考えがあればお聞かせいただければ。

○南阿蘇村村長（吉良清一）　ありがとうございます。

　まずは、うちの農家あたりもですね、実際、野焼きを

している農家あたりもそれを知らないということです

ので、まずその辺から、区長さん、区長会では定期的に

こういうことを述べますし、牧野組合が集まるときもそ

ういうことを言っております。また、今年の１月には全

戸に阿蘇の世界文化遺産を目指してというチラシを

作成し配布しました。阿蘇の地下水はこういう具合に

して育まれているということを機会あるごとに言うよう

にしています。

　とにかく草原のほうが地下水涵養能力は高いという

ことをこれまであまり言われてきませんでしたので、こ

れを強くこれからも機会あるごとに訴えていきたいと考

えております。

○司会　よろしいでしょうか。ありがとうございました。

　それでは、ここで、また吉良村長のほう、後でパネル

ディスカッションのほうにもご登壇いただきます。あり

がとうございました。（拍手）

　では、この後、パネルディスカッションに移りますの

で、少し会場の準備をさせていただきます。お手洗い

等ございましたら、皆様、この時間にお願いします。

３．パネルディスカッション

○司会　では、お待たせいたしました。

　それでは、パネルディスカッションに移りたいと思い

ます。

　冒頭の趣旨説明と２つのご講演を踏まえて、阿蘇草

原再生、新たなステージへ～草原の恵みを守るため

の仕組みづくり～をテーマに進めていただきます。

　ここで、ご登壇の皆様をご紹介させていただきます。

　今回のパネルディスカッションコーディネーターと

して、阿蘇草原再生千年委員会委員長の坂本正様、パ

ネラーとして、先ほどご講演いただきました熊本県立

大学特別教授の島谷幸宏様、南阿蘇村長の吉良清一

様、阿蘇市町古閑牧野組合長の市原啓吉様、環境省

阿蘇くじゅう国立公園管理事務所所長の三宅悠介様、

以上になります。どうぞよろしくお願いいたします。

　ここからは、コーディネーターの坂本先生に進行を

タッチしたいと思いますので、先生、よろしくお願いい

たします。

○コーディネーター（坂本　正）　坂本でございます。

　今日は、本当にコロナの厳しい中でございます。限

定的な人ということで、皆様方、今日お集まりいただき

まして、どうも大変ありがとうございます。

　今日はもうテーマもはっきりしていますように、今、

阿蘇、我々はですね、千年委員会世界文化遺産登録

に向けて今活動しているところでございまして、暫定リ

スト入り間近、と言うと誇大宣伝になるかもしませんが、

その暫定入りを目指して今やっている最中でございま

す。その中で一番コアになるのは草原ということです。

そして、九州の北部ですね、この阿蘇の水がめの役割

というのは非常に大きいと。今日その水がめの話をし

ていただいたわけですけれども、有明と福岡都市圏、

非常に大きな流域ですね。有明のノリを支えているの

もこの阿蘇の水だ。このカンデラが水をためているこ

とで、熊本市の世界一の地下水の源流になっているわ

けでございますし、その途中につながる水源が我々の

生活を守っている。それは災害からも大きな役割を果

たしている。その恩恵の部分を話していただきたいと。

当然これは、草原に行って楽しむ、観光客の人たくさん

いらっしゃるわけですよ。観光客の人にもぜひ、たくさ

ん水源がございますが、この水源と阿蘇はつながって

いるんだと、そういうことも分かってもらえればなとい

うことでございます。

　今日はもう既にお二人にご報告をいただいておりま

す。順番は、まず、市原組合長、それから三宅所長、島

谷教授、吉良村長という形で順番でやらせていただき

ます。あとはさんづけでいたしますので、よろしくお願い

します。

　市原さんも大変ご活躍でございまして、また、今日も

お忙しい中、引っ張り出して大変申し訳ありませんけ

れども、今日もガイドのことであるとか、新しい活動を

含めて、水資源の取組もございます。どうぞよろしくお

願いいたします。

○パネラー（市原啓吉）　私も牧野組合ですね、熊本

県北部、阿蘇の一番東側のほうに当たりますけれども、

一の宮町坂梨地区というのがあります。見ていただくと

が湧いているんだと、そういう認識がほとんどです。も

し仮に阿蘇に人が住んでいなくて、水田や草原がなく

て森だった、森林だったとすれば、恐らくこれほどの水

は湧いていないだろうというに思います。

　熊本県とか熊本市のホームページを見てみますと、

熊本の地下水ということで検索してみますと、絵が描

いてあります、地下水の流れがですね。ほとんどは西

原辺りを降った水が地下に浸透して、あるいは白川を

流れて、それがまた菊陽町周辺で地下に浸透して熊本

市に湧いているという絵がほとんどです。阿蘇のカル

デラの中とか外輪山を多く、大門堰にも水が流れると

いうのは書いてありません。それはなぜかというと、そ

ういう研究がこれまでされてこなかったせいです。それ

で、もちろん島谷先生が今日言われましたように、何と

か阿蘇の草原なり水田のそうした影響、大きな貢献し

ているんじゃないかということをですね、今度、研究で

その辺のところが分かってきたということで、これまで

の図とは違った図が恐らく出てくると思います。そうな

れば、多くの方々に草原、水田の大切さがお分かりい

ただけるかと思います。

　こういう機会があるごとに訴えていかなければなり

ませんが、私が最近思っているのは、それとはまた別

に、それだけでは、ああそうだなで終わってしまう。あ

そうかで、それからアクションが起きないというか、何

かそういう気もしますので、今、熊本市の地下水が減

少傾向にありまして、うちの水源の10か所で、先ほど

市川先生のほうから、市川先生で調べてもらって、そう

すると６割ほどの水源では減少傾向にあります。白川

水源は１分か60トンと言われていますが、今40トンし

かありません。それより最も湧水量の多い竹崎水源は

120トンですが、そこは１/３に減っているというような

調査結果が出ておりますので、もう水源、草原が減って

いることが恐らく原因だということで、危機感を与える。

先ほど熊本市の方は……と思いますけれども、熊本市

の水はこれからもう減りますよと、減っていきますよ、こ

のままでは減っていきますよということをもう危機感を

多少与えるような報道というのも、そういうことを何か

変えてもらうというか、先生方からもそういう報告をし

てもらうとか。危機感を与えることも一つの手かなと、

最近はそういうことも思っています。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうございま

した。

　大都市、熊本市のほうですが、これ100年ぐらい

たって地下水が市内に来るんで、今足りるとか足りな

いといっても、まだ大丈夫だという、そういう楽観的な

議論もないわけじゃない。先ほどあったように、水の涵

養とかいろいろは、草原よりも、それは樹木のほうが多

いんだから放っておけという話も結構あるわけですよ

ね、潜在的に。しかも、草原も人の手が入って草原だと

思っていない人も結構、そうするといろんな意味での

理解が及んでいないところで、新しい価値をつくって

やっていくというのはなかなか大変だと思うんですけ

れども、吉良さんが７市町村の中の１人だとすれば、

やっぱり今日の話は、市町村の人たちで県のほうにこ

ういうことだと、まだまだ認識足りないよと。こんなこと

で世界農業遺産取れないよというのをぜひ言ってほ

しいと思うんですが、いかがですか。

○パネラー（吉良清一）　今おっしゃるとおり、これは

阿蘇郡の首長さんが同じ気持ちで同じ方向を向いて、

歩調を合わせなければならないと考えております。そ

の辺は首長さんの会合の中である程度の合意はでき

ております。保安林の改良あたりもですね、これは私だ

け言っても駄目ですので……

○コーディネーター（坂本　正）　保安林の解除はし

てほしいなと。

○パネラー（吉良清一）　いろいろ言っているんです

けれども、ただ、阿蘇のほかの自治体の首長さんと行

動を共にしてやっていきたいと思っています。

○コーディネーター（坂本　正）　よろしくお願いし

ます。

　市原さん、ずっと長年活動してきて、今、ガイドの話も

して、いろんな問題ご存じですよね。それでやっぱり水

源の問題で、水が減っているとか、そういう危機的な状

況もあるんですか。

○パネラー（市川啓吉）　草原のあった時代、つまり

私が高校生ぐらいのとき、その時分はですね、山がま

だこんな大きくなかったもんですから、滝がいっぱい

あったんですね。その滝がですね、今、木が大きくなっ

た現在、だんだん消えてきているんです、なくなってき

ているんです。草原がいかに大切かということは、私

はその高校生のときに学んだことが第一の出発点な

んですけれども、私が高校生のときは、阿蘇くじゅうで

有して、福岡の人も、有明の人も、熊本市の人も、阿蘇

の価値を一緒に分かってもらう、このことが大事だと、

そのことですよね。

　そのことで、もう一つ必要なのは、普通、水源だとか

なんかって、人が住んでいなくて、山の奥から出てきた

ものだというようなこと、阿蘇はカルデラで、これが人

が住んでいるわけですよね。これだけの大きな都市圏

なんで、この都市圏でやってきている水の涵養に依存

している生活、一部の都市と都市をつないでいる、そ

のあたりの関係はどうお考えですか。

○パネラー（島谷幸宏）　昔からここは野焼きをして

いたわけですね。それがたまたまススキだったわけで

す。とても水を節約すると思うんですが、そういうことが

あったからこそ、福岡都市圏にあれだけの人口が集

積できるということなんですね、実は。これがなかった

ら、福岡市はもう水資源ない都市ですから。

○コーディネーター（坂本　正）　全然ないですか。

○パネラー（島谷幸宏）　ええ、全然ないですから、あ

んな人口を養えないわけです。ですから、本来はもう

少し、阿蘇を拝むじゃないけれども、敬意を払ってい

いはずなのに、そこの価値づけができていない間にみ

んながもっと阿蘇をＰＲしてください、最も大切な九州

の山ですからね。そういう意味での価値づけを行うこ

とが、やっぱりこれから持続的にこの阿蘇を維持する

ためには重要じゃないかなと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　僕は後でまた市原

さんにも伺いたいし、吉良さんにも伺いたいんですが、

阿蘇に住んでいて、生活していてですね、だんだん担

い手も少なくなっている。阿蘇の野焼きも大変だと、今

一生懸命やっている。僕はこの仕事に関わったときに、

あと５年たったら大変だよと言われて、本当に大変な

時期だったんですよ。これからまた３年、５年後大変

だよ、何とか延びてきているんだけれども、高齢化はも

ういや応なしに来ますよね。都市圏の人が無関心であ

れば、なおのこと厳しくなる。そこの働きかけ、例えば大

漁旗が来るとかね、そういう話もいいし、ほかの自治

体の人たちとの関係もあるんですが、島谷さんは福岡

に住んでいて、熊本に来て、今、水と環境のことをずっ

とおやりになっていて、それで実家がこちらにあってで

すね、火の山、しかし、水がめとしての阿蘇はそれほど

まだ認識されていない。インパクトはどこに持っていっ

たらいいと思いますか、島谷流の。

○パネラー（島谷幸宏）　私は、やっぱり海だろうと思

います。福岡にですね、志賀島という島があって、そこ

に志賀海神社という神社です。そこは海の神社なんで

す。その人たちは山を誉めるというお祭りをずっとやっ

ているんです。「ああらよい山繁った山」「ああらよい山

繁った山」「ああらよい山繁った山」と３度山を誉めて、

鹿もいるんですね。だから、やっぱり昔から山を管理

するということが海の神にとってどれほど大切だった

のか。一つは、船を造るのに木が要るということなんだ

と思うし、山からの栄養源とか恵みによって海産物が

取れるということも知っていただろうし。それを管理す

るために人間が鹿を射るとか野焼きをするとか、そう

いう行為が必要だということを分かっていた。そういう

ものを見ていくと、やはり海とのつながりを明瞭に意識

することによって、全てが、その間のものは全部つな

がってくるので、そこをつなげていくというのが面白い

かなと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　要するに自然に昔は知っていたんだけれども、だん

だん文明の中で分断されていって、都市圏が生まれて

きて、その生態系というのがだんだん切れてきた。なの

で、今、環境省さんが言っている共存していく生活圏で

す、物すごく壮大な絵なので、マンダラ絵というふうに

言っているらしいんですけれども、一見ね、ちょっと荒

唐無稽じゃないかと思うけれども、要するに昔に戻っ

てつながっていこうということだと思うんですよね。

　そのあたりの話、また後で伺いたいと思いますが、

吉良さん、お待たせいたしました。

　何か専門家じゃないみたいに言われていましたけ

れども、細部までずらっと見たら、島谷さんよりたくさん

書いていましたよね、その。流れをね。あの中の３分の

１ぐらいを島谷さんが今日証明した、科学的に証明し

た。でも、経験的にというか、もう大体分かっていて、し

かし、微妙なことを言われましたよね。なりわいでみん

な分かっているはずなのに、農業をやっている現実の

人は野焼きはやっている、大事だ。でも、景観のためだ

けだったらもうやだという気持ちもないわけじゃない。

それはそうだと思うんです。人のために景観でやっ

たってしようがない。今度はみずがめで、水がめになる

ためだという意識をやっぱりそれほど強くはないんで

しょうか、そのあたりの苦労話からお願いしたいと。

○パネラー（吉良清一）　じゃ本当に苦労話をします

けれども、うちの村は移住者が、結構、都会から移り住

む方がいらっしゃる。何でですかと聞くと、景観とか、き

れいな水がたくさんあるという理由が多いです。じゃき

れいな水は何でいいと思いますかと尋ねると、これに

答える人はまあいません。住民もはっきりとは答えられ

ません。先ほど大きな４つの要因があると言いました

けれども、それを答える人は本当にいなくて、昔から水

から野焼きのボランティアという形で、本当に大勢の

方に来ていただいていて、全国見渡してもなかなかこ

ういうふうな形で、近隣都市圏からこれだけ大規模に

協力を得て環境保全やっているところってそんなに多

くないんじゃないかなって思っています。そういった中

で、今回こういった科学的な知見もさらに明らかに

なってきたので、福岡、あるいは熊本の方に協力しても

らう具体的な意義というか、メリットもより説明しやすく

なってきたと思いますので、こういったことをうまくア

ピールするといいなと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　千年委員会というのは、もう福岡でもやっていますし、

福岡の経済界の人が任意でずっとおやりになってい

て、この話は、福岡の方も言うんですよ、水がめで。やっ

ぱり福岡都市圏は阿蘇で守られているんだという、経

済界のそういう方はおっしゃるんだ、なかなか市民に

浸透しない。これからだと思うんです。

　じゃ今日参加している方、あまり時間がありません

けれども、今までの話を聞いて、ちょっと一、二聞いて

みたいなという、全体でもいいですし、特定の方……

○参加者　野焼きボランティアをやっています。お世

話になっております。

　今日は、最初にお二方で水の重要性という、非常に

理論的に分かりまして、大変ありがたくお聞きしました。

　ボランティアやっていますが、昨日もそうだったんで

すが、阿蘇市にある牧野で輪地切りをやっていました

が、ボランティアの一般の方からこういう質問が来る

んですね。虫もいないのに何で焼かないかんのです

かって。そのときにやっぱり今日の水の話、ＣＯ２の話、

そして私の自分の専門の生物多様性の話とか、そうい

う話をしてあげると大変納得いただけるんですね。そ

ういう意味で、私はボランティアのリーダーもやってい

ますけれども、リーダーの役目というのは非常に重要

になってきているというふうにここ近年思います。ボラ

ンティアは今登録1,000名いますから、延べで昨年実

績ですと2,300名ぐらい出ています、コロナの中で。こ

れコロナが終わったら3,000名近くいくという。さてこ

こで問題なのは、草原の恵みを守るための仕組みづく

りという中で、私たちボランティアはこの先どう向かっ

ていけばいいのか、率直に、市原さんなんかとは初期

のほうから相当いろんな議論をさせていただきました

し、吉良村長は今日初めてなんですけれども、特に吉

良さんと市原さんあたり、我々ボランティアなんですけ

れども、今後どういうふうに向かって行けば、この仕組

み、新たな仕組みづくりとしてお役に立てるのかという

ことをご示唆いただければ大変ありがたい。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　多分、みんな考えて結論が出なくてですね、難しいと

ころではあるんですが、じゃお一方ずつその辺を伺っ

て、島谷さんのほうからいきましょうか。もう短く。

○パネラー（島谷幸宏）　簡単に、じゃ。

　今日ちょっとお話を聞いていて思ったのは、草原が

あって集落あって、水田があって、本当はそれ全体の

土地利用が草原の仕組みを支えているので、そういう

観点をやっぱり大事にしないと駄目かなと思っている

ということです。

○コーディネーター（坂本　正）　何かその仕組みの

中で……

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　コミュニティ

自体がそれ全体を管理して……

○コーディネーター（坂本　正）　何か一つのコミュ

ニティ全体を維持していくことで仕組みができると。

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　草原だけを

守ろうということじゃなくて、それを使う仕組みも守って

いく。

○コーディネーター（坂本　正）　草原を核にして、生

活圏、循環を守っていくという。

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　皆さんもそれ

重 ご々存じ……

○コーディネーター（坂本　正）　それは話が重いん

だけれども、そういうふうにしていかなければ維持でき

ないよということですね。

　じゃ吉良さんのほう、お願いします。

○パネラー（吉良清一）　うちの村にはボランティア

の方が来ていただいていまして、本当に感謝しており

ます。輪地切り、輪地焼き、大変ありがたく思っており

ます。

　ただ、先ほど言われたように、虫がいないのに何で

輪地切りとかやるのということは今日初めて知りまして、

そうだな、本当だな。だから、草原の野焼きの目的をも

う少し分かりやすくボランティアの方々にも伝わる方

法も考えていかなければならないなというふうに思い

ます。引き続き輪地切り、輪地焼き、本当に御協力をお

願いしたいと思います。

○パネラー（市川啓吉）　ボランティアの皆さんから、

私が持っているものが宝物だということを教えても

らったんです。それまでは邪魔物だったんです。これ

は何のためにどうしたらいいんだろうというね、邪魔

でしようがないと思ったら、それは宝物ですよって教え

られたから、ガイドを通して、それで多くの人に知って

５万ヘクタールぐらいの草原があると学んでいたんで

す。だから、ここはアメリカの牛肉と対抗するには阿蘇

ぐらいしかないと、そういう認識があったんです。

　それで、阿蘇は草原があって、みんなが豊かで。それ

は水だけじゃないんです。空気もですね、木よりも草の

ほうが浄化する、あるいは高いと言われているんです。

そっちのほうも目を向けんといかんとですね。ですか

ら、私はガイドのとき、そういったことを皆さんにお伝

えしているんです。だから、私、200人以上、去年、おと

としとガイドをしましたけれども、そういった人に一人

一人ね、みんな伝えて、阿蘇の草原はいいというけれ

ども、どんなところがいいですかって。空気がいいと。

景色が見れる。これは森林になったら景色は見えない

んですね。だから、森林はちょっと空気がいいように考

えるかもしれませんけれども、景色が見えないと、その

中での活動だけしかできないから。草原の場合は見

渡しができますね。阿蘇の山を見渡しながら草原を歩

くといかにすばらしいかというのがみんなが知ってい

るんです。そうすると、来られた方たちは、心が癒され

たと言って帰られるんです。ということはですね、私は

いつもみんなに訴えているんですけれども、あそこの

草原というのはね、名医だって。それがやぶ化してい

けば、やぶ医者になるって。だからね、草原は守ってい

かんといかんて。それをね、地元の人がやっぱり知る

必要があると思う。お医者さんをね、育てているから頑

張ろうと、そういう意識。そして周りから来る人たちの

癒やしてもらうんだったら治療代ぐらい払えと。ただで

来て帰っていくのはどういうことかと。そういう認識の

下に、より多くの人に、阿蘇を支えるためにはそういう

外部からの援助も必要なんだと。高齢化になったら、

ボランティアの皆さんが応援に来てくださっています。

ボランティアさんも高齢化しているんです。ですから、

より若い人たちにも訴えて、若い人の力も活用できるよ

うにしていかなくちゃいけないと。そういうふうに考え

て、阿蘇の草原の水だけでなく、空気を守るという、そ

れは全ての人に関係してくるので、ぜひそういったこと

を知ってほしいなと思って、今のところ頑張っています。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　でも、滝がなくなっている、減っているというのは、本

当にちょっと衝撃的な話ですよね、やっぱり環境問題

の中で。あるいは草原といったら、草原の場合は、崩れ

てもすぐ復活すると。だから、地震とかなんかあっても、

崩れたところから復活するというので、非常に強いも

んだという意識があるんですが、滝がなくなっていると

いうのは、ちょっと私も考えが及ばなかったんですけ

れども、やっぱりそれも一つの象徴ですね。滝の復活

も大事になるかなというふうに思いますね。

　コロナ禍にもですね、そういう地元の方もおられる

ので、そういうのを知っている方もおられると思うんで

すよ。やっぱり何が変化したかって。その後、島谷さん

に全部証明してもらうというのが一番やりやすい方法

かなというふうに思うんです。

　じゃ、最後というわけじゃありません、まだ一巡して

きたわけですけれども、今まで話を聞いて、三宅さん、

今まで北海道へ行って、熊本にこちら通ってきて、これ

からまた大きな活動があって、世界文化遺産を担うよ

うな、そんな話があって。今回の企画も関係者も非常

に大きな研究の課題、やっていると思うんですよね。

やっぱり子供の教育含めて、観光含めて、何を訴えて、

阿蘇をみんなと価値を共有していくっていう、その肝の

ところは何だとお考えですか。

○パネラー（三宅悠介）　なかなか難しいかなと思っ

ているんですけれども、分かりやすさというのは非常に

大事なのかなと思っています。島谷先生おっしゃって

いただいたみたいに、阿蘇で仮に草原が全部森林に

なってしまうと、1,000万トンぐらい水が減るので、有

明海のノリ養殖のための緊急放流がもうできなくなる

んだとかですね、福岡市であれだけの人口を維持でき

なくなるんだという、そういう分かりやすいメッセージ

と、あと、村長おっしゃっていたみたいに危機感を少し

あおっていくようなことも考えていく必要があるかと思

います。

○コーディネーター（坂本　正）　災害もひどくなりま

すよね、一気に流れてくるわけですから。

○パネラー（三宅悠介）　そういうのをうまくアピール

していくと。

　それで、地域循環共生圏、先ほど非常に分かりにく

いというようなお話もいただいていて、ちょっと私たち

の職員もなかなか理解することも難しいんですけれど

も、実はこの阿蘇は割とそういう意味では先進的な地

域だと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　あれは阿蘇を説明

するためにつくった地域循環圏だと私は思っておるん

ですね、ずっと、広いから。ただ欠点はですね、土地に

ずっと水道になって、いろんな都市部があって、海で

しょう、有明。遠いんですよ。だから、阿蘇だと思っても

つながりがぼんやりするんで、なかなか下流にいる人

たちが恩恵をですね、ぼんやりしか分かりにくいなと

いう、ちょっとそこのところですよね。

○パネラー（三宅悠介）　そうですね。ただ一方で、こ

のエリアには、今でも福岡県、あるいは熊本の都市圏

子供も大人もお年よりもですね、女性も男性も関係なく、

みんながそういったことを知る必要があると思うので、

それを情報として発信する。それが環境省さんなり、農

水省なりなんなりですね、大きなところからメディアを

通してでもなんでもですね、発信していくということは

大事だと思いますね。

　私も地元の農家に住んでいる限り、農家の人たちに

その宝物を守っていく必要があるんだよということを

強く訴えていきたいと思っているので、今取り組んでい

る小学生の草原学習とかですね、そういったものをぜ

ひ活用して、さらに将来のボランティアさんなり、地元

の担い手を構成できるように頑張っていきたいと思っ

ています。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　それでは最後に、大トリになります。三宅さん、お願

いします。

○パネラー（三宅悠介）　ありがとうございます。

　環境省は最近脱炭素、カーボンニュートラルという

ことで、環境省というか全政府を挙げて取り組んでい

ますけれども、先ほどご紹介あったとおり、阿蘇草原で、

このエリアの世帯の排出量の1.7倍の二酸化炭素を

固定しているということがあります。そういった観点か

らの重要性というのもこれから訴えていくと、社会の流

れにも乗っていけるのかなというふうには思っており

ます。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　今ある阿蘇の生活圏、これはやっぱりボランティア

の人を含めて草原を維持していく、水を守っていく。そ

のことが福岡都市圏、熊本の都市圏、多分、大分も入

ると思うんですね、北九州、九州の上のほう半分は阿

蘇に支えられているんだという意識は重要だと思いま

すが、何よりもこの仕組みを維持していくためには、子

供が、今日は残念ながら参加が難しかったわけです

けれども、やはりこの内容を共有する、防災意識として、

郷土の誇り、伝統というものを共有して、それを同じ地

域の世代がみんな使えていくような、そういう教育シス

テム含めてですね、これからの新しいステージづくり

が必要かなというふうに思います。

　今日はどうも大変ありがとうございました。（拍手）

○司会　坂本先生、パネラーの皆様、大変ありがとう

ございました。

　ご来場の皆様、限られた時間ではございましたが、

ありがとうございました。また、配信でご覧いただいて

いる皆様、お聞き苦しい点が多々あったと思いますが、

お許しください。

　阿蘇草原再生協議会では、本日いただいたアイデ

アも参考にさせていただきながら、今回の分科会の

テーマである草原の恵みを守るための仕組みづくりを

進めてまいりたいと思いますので、皆様、今後ともご協

力のほど、どうぞよろしくお願いいたします。

　それでは、阿蘇分科会はこれで終了とさせていただ

きます。

　皆様、もう一度拍手をお願いいたします。（拍手）

　ここで、皆様にご連絡ですが、この後、第13回全国

草原シンポジウム本会場と全国３分科会の開場をつ

ないでの全体会がオンラインにて開催されます。この

会場で流しますので、ご興味がございましたら引き続き

見ていただければと思います。

　皆様、本日は大変ありがとうございました。

もらう必要があるというふうに考えたわけで。というこ

とはですね、地元の人もそれを宝物とは思っていない

んです。ですから、ボランティアさんが地元の人と交流

するときに、そうした宝物を発見したら、ここにはこう

いうすばらしいものがありますよということをまず伝え

ていただきたいと、自分たちが発見したことをですね。

でも、多くの人は気づかないんですよ。それをまず教え

ていただくということ。

　そして、気づいたものをほかの人たち、つまり新たな

ボランティアさんが来れるように、そういうのをまた教

えていただくと。学校の生徒さんたちなんかもきても

らっているので、そのときにはね、本当に助かっていま

すけれども、そういった若い人たちですね、今後のそう

いう支援に回れるような、そういう仕組みづくりという

ものも大事かなと思います。

　今後そういうふうにして、農家さん、ボランティアさ

ん、お互いいろいろ、ほかの観光で来る人だって阿蘇

の草原の大切さというのをね、みんなに伝えていく必

要があると思うんです。生活環境を守るために何が必

要かという、そういった点で、私たちはみんなが草原

を通して生かされているということを認識できるように

伝えていくことが大事だなと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　今、もうボランティアさんも草原を守る非常に大きな

担い手で、やっぱりみんなで一緒に考えて出し合って

いくと。仕組みづくりは大体こう見えているんですけれ

ども、具体的なところはいま一歩手前かなという感じ

がします。

　三宅さんはそういう話を踏まえて、環境省としては、

このステージづくりをつくったら、絶対支えていくんだ

というような意気込みもあったらよろしくお願いします。

○パネラー（三宅悠介）　ありがとうございます。

　私もせっかく阿蘇に来たものですから、今年、個人

的ボランティアに参加させていただいて、非常にすば

らしい仕組みだなと思っています。あまり私自身は課

題は見当たらなくて、もうどうやってこの組織を継続、

発展させていくかというところかなと思っていますので、

我 と々してもしっかりサポートしていきたいと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうございま

した。

　もう大体時間がまいりましたので、今日は限られた

時間でございました。でも本当に２人のスピーカーの

方には簡潔に要点を絞ってお話しいただきましたし、

彼らの中で議論は大分深まってきたかなというふうに

思います。

　それでは最後に、今日の会を終えるに当たって一言、

今後の課題、あるいは自分が今考えていること、一言

ずつお話しいただいて、閉めたいと思います。

　じゃ島谷さんのほうからお願いします。

○パネラー（島谷幸宏）　今日ちょっといろいろやっ

ぱり聞いていて思ったのは、これからまたポストコロ

ナで地域分散というのが非常に重要で、その中で、子

供たちがこういうことに参加できると、すごいクリエイ

ティブな人間ができていくんだろうなというのをすごく

思っていて、環境省の方ともいろいろとお話ししている

んですけれども、やっぱり防災教育と環境教育を一緒

にするだとか、そういう形の新しい展開で、子供たちの

力をもっとつけないと、これからのサバイバル時代を

乗り切れないので。ボランティアみたいなものは、何か

学校教育としてちゃんとやっていく必要があるんかな

という話を聞いていていろいろと思いました。ありがと

うございました。

○コーディネーター（坂本　正）　じゃ吉良さん。

○パネラー（吉良清一）　私は特に自治体の首長とし

て、発信力が大事だと思います。島谷先生から情報を

いただいて、その情報で理論を武装して、強く訴えてい

きたいと思います。また、阿蘇の首長さんたちとも足並

みをそろえて、さらにどんどん盛り上げていきたいと思

いますので、これからもよろしくお願いいたします。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうございま

した。

　じゃ市原さん。

○パネラー（市原啓吉）　これは前の環境省の所長さ

んが私に教えてくれたことですけれども、イエロース

トーンが国立公園になったときですね、神が創造され

たもので、決して私有物にしたり、少数の利益のため

に開発すべきものではない。この地を国民のために永

久に保存するには国立公園にするという、そういうあ

れでこれをまず、イエローストーンが国立公園になっ

たと。それで、日本の昭和31年に国立公園法が制定さ

れて、1934年に初めての国立公園ができたと。その中

でも阿蘇もそういう国立公園になってきたということで

すね。

　そこには、やはり草原というのが大々的にあったわ

けで、だから国立公園になったわけで。阿蘇山があっ

ても、阿蘇山という山はないんですね。阿蘇山というの

は５つの山が成り立って阿蘇山って言うんで。その阿

蘇山は、草原があって初めて目立つんです。つまり主

役はですね、脇役がいないと目立たないんですよ。そ

の脇役である草原は、脇役だけでも重要な働きをして

いるんで、それをみんなに知っていただくためには、
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命的には窪地ができ、湿原ができ、それが消えていく段

階である中の現在、一断面を見ていることになりますの

で、人工的に何をしていくのかという事については、今

の時代に生きている私たちでしっかりと決めればいい

のではないかと思います。

　ただ、内山さんが先ほどおっしゃいましたけれども、

湿原という生態系が何も触れずに保存するということ

ができないものなので、例えば広いまま残そうとするの

であれば、三瓶山の姫逃池というところでは、毎年水草

をしっかり取るという作業をしています。そういうやり方

もありますので、その部分は地元に近い専門家の方な

どと一緒に、管理を考えていけばよろしいのではないか

と思います。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございます。

　ご質問へのご回答は以上でよろしいでしょうか。

○教育委員会事務局長（梅原　巧）　ありがとうござい

ました。

○稲取地区特別財産運営委員長（山田賢一）　財産区

の山田です。

　内山さんの話を今まで聞いてきまして、細野高原の一

番古い写真をお出しいただけますでしょうか。

　この下の方に見えるのがゴルフ場ですけれども、また

ずっと上のこちらの方、河津との境界以外のところにつ

いて、私たちが学生だった昭和47年以前にはすべて

入谷区で山焼きを行っていました。真ん中に熊口の水

源がありますが、こちらの方はゴルフ場で、ここからバイ

オパーク、ゴルフ場まで草原でした。さらにもっと上の

方、そこら辺までが草原でした。40年代後半、50年代

に高山通りということで植林をしまして、現在あまりいい

山だとは言えませんが、ほとんど植林されています。

　現在は、昔から比べれば３分の１ぐらいの広さです。

そういう意味で、先輩の皆さんがそれだけ頑張って、こ

の３倍、４倍の広さを管理してきたので、私たちも管理

していかなければという気持ちがありますが、どのよう

に維持していくのか、その部分で悩んでいます。

　今年、財産区の役員の皆さんと相談して、この部分は

急傾斜地で山焼きをすると岩が落ちてくる為、来年の山

焼きからやめることになりました。放棄という形になりま

すが、管理する人の安全の為です。

　また、これも内山さんがおっしゃっていたことですが、

ここが熊口水源ですけれども、ここからここまでの部分

は大体40～50ヘクタールになります。役員の皆様と現

在考えていることが、ここから上については水源地とな

りますので手は入れないですが、こちら側の部分を将来

的に、先ほどの体験学習や観光のためのイベントなど、

自然を保護しながら利用していただくことはできるかど

うか、その部分についてご意見をいただきたいと思いま

す。以上です。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

　この山の上の部分は保全を継続していくべき場所だ

というふうに、先ほど内山さんもおっしゃっていました

ので、この辺りの草原を保全していくために、利用する

方向にもっていければ良いのではないかと思いました。

○実行委員（内山義政）　特に保全すべきということで、

企業などどなたかに利用していただければという提案

であると思いますが、少しこれまでの話をまとめながら

になりますけれども、例えば観光利用、ちょっとした休憩

所や東屋を設けるとしても、茅葺きの使用やそれを体験

してもらうといった中で、防火線も含めた草刈り作業と

いうものにも触れていただき、現在、ベテランの方だけ

で頑張って維持している防火線の管理を、将来的には、

少しでも若い世代が山焼きに入っていけるようにする

ためのフィールドとして使用していくことができればい

いのではないかと私個人として受け止めましたが、会

場の皆さんはいかがでしょうか。

○ネイチャーガイドクラブ（富永眞弘）　下側を利用

する案が出ていますけれども、湿原は現在４つあり、３

つはそのエリアに入っていますので、特に芝原湿原の

水源というのがかなり上のほうに延びてきています。

その部分が荒らされないよう、注意していただきたいと

思います。

○実行委員（内山義政）　そうしたピンポイントに保全

すべき場所というのは、ネイチャーガイドクラブの皆様

やジオガイドの皆様など、地元で見てきた人にしか分

からない場所もありますので、情報共有を行っていく必

要があるのではないかと思います。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　皆様、ありがとうご

ざいます。

　茅葺きや環境教育としての利用、観光資源、あるいは

保全や利用の方法について、様々なことをお話しいた

だきました。

○司会　それでは、ただいまより東伊豆会場の分科会

のほうを始めさせていただきます。

　ここからの分科会の進行については、地域おこし協

力隊の藤田翔さんと実行委員の内山義政さんにお願

いをします。また、パネラーとして入谷区町内会長の鈴

木豊美様に御協力をいただきます。

　それでは、どうぞよろしくお願いいたします。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　地域おこし協力隊

の藤田と申します。本日はよろしくお願いいたします。

　最初に、ご存知の方もいらっしゃると思いますが、簡

単に自己紹介をさせていただきます。

　地域おこし協力隊の藤田翔と言います。東伊豆町に

来て今年で３年目となり、地域おこし協力隊の任期が

最終年度となります。東伊豆町に来る前は、笹岡先生も

おられるのですが、東京環境工科専門学校というところ

で自然について学習していました。本日はよろしくお願

いいたします。

○実行委員（内山義政）　皆さん、こんにちは。内山で

す。私は稲取の田町区出身でして、高校卒業後、大学に

進学しまして、就職して静岡県内に戻ってきましたが、

2019年から職場の休業制度を使いまして、東京都立

大学の大学院に通わせていただいています。草原生態

系の保全を研究テーマとして研究を行っていまして、

フィールドを細野高原とし、地元に通いながら調査を続

けています。本日はよろしくお願いいたします。

○パネリスト（鈴木豊美）　皆さん、こんにちは。私は細

野高原を管理する稲取の４つの町内会の１つ、入谷区

町内会の会長で、区長を務めています鈴木です。入谷

区は細野高原に隣接しておりまして、昔から関わりが深

い町内会でございます。以上です。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　それでは、東伊豆

会場分科会を開会いたします。

　東伊豆会場の分科会のテーマは、『利用・保全・継

承』の３点となります。

　まず、テーマに決めたこの３点ですが、午前中にも説

明がありましたが、それぞれがローテーションしてしっ

かり循環していかないと、細野高原というものはなく

なってしまう。若しくは、一つがマイナスの方向へ向かっ

てしまうと、その次へ次へとどんどんそのマイナスが引き

ずられ、負のスパイラルになってしまうということで、そ

れぞれの問題を全体的に考えていけたらなという思い

で、このテーマにさせていただきました。

　最初に、利用について、私、藤田がお話しさせていた

だきます。

　最初に、細野高原のこれまでの利用ということで、午

前中もお話が出ていましたが、細野高原は茅場として

利用されていました。茅は、茅葺きや、昔は畑を耕すた

めに牛などを使っていたので、そういった家畜の飼料と

して使われていました。また、ミカン畑に敷いて防寒や、

雑草が生えないようにしていたり、現在においても山菜

狩りなど、多くの需要がありました。特に昔の利用に関

しては、生活により密着した需要が多くありまして、現在

とは異なり、少子高齢化が問題視される以前のことでし

たので、担い手も十分に補充されており且つ、町民全体

で利用され、さらに町全体でしっかりと保全がされてい

ました。

　そして、現在の細野高原の利用ですが、現在は生活

というよりは観光やレジャー、体験というのが主な利用

方法になっていると感じます。他にも、ハイキングや

ツーリング、少しではありますけれども、畑、山菜狩りな

どもされています。

　昔と現在の利用の変化を見てみると、生活必需でし

たが、必需ではなくなってきているという見方ができると

思います。昔の生活にどうしても密着なものというのは

必然的に利用・保全・継承のサイクルが形成されていま

したが、その利用価値が現在は少なくなってきていると

いうことで、しっかり現在の姿に合う利用価値を見いだ

さなければならないと考えています。

　また、昔は町民、町全体で生活に必要なものでした

が、現在は担い手不足や利用価値の減少に伴い、管理

全体の費用も不足しているような状況だと思います。そ

の中で、この３つの循環をしっかり考えていかなければ

と思い、現在の利用についてですが、ハイキングやツー

リングについては、そこまでお金が落ちたりするような

ものではないと思っていまして、もっともっとその利用価

値を最大限に発揮できる何かを町全体で考えていく必

要があると考えています。

また、その利用からしっかり細野高原の背景や保全を

したいという、最近だと森づくりなどに興味関心がある

方もいらっしゃると思うので、そういった層に向けて体

験やレジャー、観光、教育、そして利用することで保全・

継承への誘導を見込んでいき、その負のスパイラルか

らいい方向へ改善していくことが必要ではないかと思

います。

　ここで、他地域における利用方法について事例を幾

つかご紹介します。

　ご存知の方もいらっしゃると思いますが、隣町の伊東

市の大室山ですが、大室山自体が国の天然記念物に

なっておりまして、こちらでも毎年山焼きを実施されてい

ますけれど、こちらはリフトで３分ぐらいで山頂まで上が

れるという、気楽に行けるレジャースポットになってい

ます。そこでは料金も掛かりますが、毎年山焼きの火入

れ体験ができるので、そういったところで人手を解消し

つつ、お金も落としていただいているというような場所

です。

　こちらは先ほども紹介がありましたが、生石高原でも

和歌山の大学と連携し、イベントを通じて保全や茅葺き

の文化を発信している場所です。やはり担い手不足の

解消や保全をする上では、どうしても人手が必要になり

ますが、そういった教育や、学生などと連携して学びの

場としても利用してもらいつつ、保全もしっかり手伝っ

ていただくというような場所です。先ほどもお話がありま

したけれど、クラウドファンディング、応援したい気持ち

をお金で送るというような資金集めもされています。

　こちらは阿蘇です。先ほどお話にも上がりましたが、

阿蘇では環境省との取組を進めていて、各教育機関で

教材も作成しており、地域での体験を含め、学ぶ場を作

られています。また、環境学習の講師も派遣されているな

ど、行政と町がしっかりと連携して進めている地域です。

　ほかにもエコ資源にということで、ＳＤＧｓについても

先ほどお話がありましたが、例えば茅葺きに使われた

茅というのは取替えの時期になると、いい具合にほぐれ

て柔らかくなり、畑の肥料や雑草がはえないように敷い

て利用することや、阿蘇でも利用例があったと思いまし

たが、家畜の飼料としていたり、海外の事例ですが、バ

イオマス燃料にしていたりします。こういったことは施

設や仕組みが整備されれば、幅広い活用を検討してい

けるのではないかと思います。

　利用についてまとめとなりますが、現在の利用という

のは、景色を楽しんでいただくことなどですが、そこから

もう一歩踏み込んで、例えば細野高原の山焼き文化や

山焼きすることでどういう種類の生き物が保全されるの

か、もう少し踏み込んだ部分について、少しでも関わっ

ていただく利用というのを検討していけるといいなと

思っています。例えば、教育機関での野外学習ですが、

授業の一環として細野高原の概要などを知りつつ、危

険なことはできませんが草刈りを体験していただくなど、

実際に関わるという利用方法が良いのではないかと思

います。

　また、一般の方の立ち入りはできませんが山焼きに

ついても例えば、安全地帯を設けて見学していただくこ

とや、大人の方だったら草刈りを体験していただくなど、

より深く知り、関わっていただくことが大事だなと思い

ます。

　そして、春は山菜狩り、秋はススキイベントを実施し

ていますが、一時的な、季節的なイベントではなく、通年

体験できるサービスを作るなど、知ってもらう・認知して

もらうということを意識して進めていけたらと思います。

最終的に、継続的な利用、収益化をして、継続させるこ

とが必要だと思います。これらのことは町全体で考え、

推進していくべきことではないかと思います。

　『利用・保全・継承』、このうち１つが抜けても細野高

原を守っていくことはできないので、３つともバランスよ

く循環させていくことが不可欠であると思います。以上、

「利用」についてとなります。

　続きまして、内山さんお願いします。

○実行委員（内山義政）　それでは続きまして私のほう

から、３つある『利用・保全・継承』のうち、「保全」の部

分に関して発表させていただきます。

　最初にですが、午前中もお話がありましたのでご存

じの方も多いと思いますけれども、草原をめぐる全国的

な課題をもう一度整理させていただきます。

　左の図が阿蘇ですけれども、1930年代にこの地図

で示しているグレーの部分が全て草原でしたが、2000

年、一番右側の図ではグレーの部分が入って、ほとんど

が黒の部分、森林に変わってしまっているという傾向が

筋山周辺により多く分布しているということが傾向とし

て見えてきました。

　次、お願いします。

　これと同じように重ね、こちらには植物の種がすべて

落ちていますが、代表的な種を抽出してみると、例えば

ジザゲタシ、カラナデシコ、リュウノウギクといった何種

類かの植物が、草原のこういった場所で見られる特徴

的な種類であると思います。

　こうした結果を基に考えていくと、草原特有の植物を

保全していくには、この三筋山の山頂から桃野とマナイ

タウラ、先ほど示したエリアですけれども、この周辺を今

後も確実に山焼きをして管理していくことが重要ではな

いかと思います。

　１つ、まずは保全の指標として、こうした場所だけに

分布する植物種を上げて、保全の目安として考えてみて

はどうかということ、２つ目に山焼き管理の後継者育成

という観点では、保全上特に重要な場所とそれ以外で

かつ安全、平場で作業してケガが起きないような場所

ということですけれども、そうした場所で、先ほど藤田さ

んからも話がありましたが、管理の点検、具体的には防

火線の草刈りですとか、そういうものが手鎌で、例えば

各区の作業で余ったエリアでもいいですし、そうした場

所が少しでも確保できるようになっていけばいいので

はないかと考えています。

　今回、細野は草原のほかにも湿原が４か所ありまし

て、そことその周辺に希少なラン類などの植物が見ら

れますが、こうした希少種に関しては共通のリスクもも

ちろん非常に高いものですから、財産委員会の専門員

ですとか、ネイチャーガイドグラブの方々の助言ですと

か情報交換を深めていくことが大切だと考えています。

　また、明日、現地でお時間があれば是非見ていただ

きたいのですが、富永さんにはお話をせず申し訳ござ

いませんが、駐車場の裏側の空いているところにネイ

チャーガイドクラブの皆さんでこのような細野で見られ

る希少種の種子を採取して、現場で保全をするという

試みをされております。こういう試みというのは、保全生

態学の研究者の中ではあまり聞かない話ですので、ぜ

ひ取組を進めていったほうがいいかなと私自身は考え

ております。

　私の方からは以上となります。ありがとうございました。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうございま

した。

　保全についてですが、山焼き管理の後継者育成とい

うことで、保全の場所を限定しながらも、しっかりと希少

な植物を保全できるように、重点的に行っていくという

ことでよろしいでしょうか。

○実行委員（内山義政）　今の山焼きの範囲をしっか

りと維持していくのは大前提ですけれども、確実に保護

すべき場所というのを知っておく必要があるのではな

いかと考えています。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　保全上、重要な場

所以外且つ安全な場所での管理体験というのも、保

全・利用ということで繋がりがあると思います。もう一歩

踏み込んで山焼きについても学習できるような体験が

あれば、その後もしっかりと後継者が現れてくるのでは

ないかと、利用の観点から思いました。

　それでは最後に「継承」について、鈴木さんよろしくお

願いします。

○パネリスト（鈴木豊美）　「継承」についてですけれ

ども、細野高原の景観維持とか害虫駆除、生態系の保

護のためには、山焼きが必要です。先ほども例に出てい

ましたけれども、山焼きをするには細野高原以外に燃

焼させないように管理をするため、まず20メートルぐら

いの防火帯を作ります。10月にその部分の草を刈り、

11月にそれを燃やし、2月に山焼きを行います。この作

業を現在、4区で行い、山を守っていますが、各区とも若

者が減り、高齢化が進んだことから、作業する人の確保

も難しくなってきています。先ほどお話がありましたが、

2008年に全国草原シンポジウムのときにも、山焼きを

続けるためにボランティアを募ったり、学校の総合的な

学習の時間で子供たちに野焼き体験をしてもらうことも

文化継承に必要だと言っています。ボランティアを募る

にしても、火が入ると風向きが変わります。初めは見学

するのでも経験の積み重ねが必要でしょうと思います。

　そしてまた、令和２年９月に細野高原を考える会を発

足しています。この会でもやはり細野高原の管理、山焼

き、防火帯などを今後同様に継続していくことは困難に

なりつつあるとしています。４区で細野高原の観光、産

業などの資源としての活用や周辺の地権者と協力した

新たな魅力の創出を図っていきたいということが、発足

の経緯となります。今後、どうしたら会として細野高原の

魅力を発信することができるか、良いご提案がありまし

たらご意見いただけますと幸いです。

　山との関わりがなくなりつつある今、細野高原を残し

ていくためには、守りたいと思う人を増やしながら、山

仕事を行っていくしかないと考えています。特に若者と

の連携が重要と考えます。若者は斬新なアイデア、企画

力、行動力、情報発信力、また体力など、地域活動に必

要なものを多く兼ね備えているかと思います。「継承」に

ついての私の発表については、以上となります。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうございま

した。

あります。もちろん阿蘇でも、全国のほかの地域でも再

生に向けた取組は進んでおりますが、全国の草原面積

というものを、右の図ですが、まとめてみると、1920年

代は３万から４万平方キロメートルあった草原が、

2000年頃になると5,000平方キロメートルまで大幅

に減少しているということが分かります。このことは細野

高原、全国どの草原でも同じですけれども、管理の手が

足りなかったり、土地の改変、植林であったり、開発行

為などによって面積の減少が進んできたということが原

因として上げられています。

　次、お願いします。

　植物に着目していきますけれども、草原特有に見られ

る植物への影響というものを考えてみると、今までお話

ししてきたような草原の面積の減少というものと、この

今も維持されている草原の中の管理、山焼きであったり、

草刈りであったり、この頻度が低下したり中断したりす

る。例えば細野は日本の中でも本当に珍しく、もしかし

たら中断された年もあったかもしれませんが、記録のあ

る限り、毎年山焼きをしてきているということで、非常に

貴重な草原となっています。全国的に見ると２年に一遍

だったり、例えば東日本大震災の頃に消火ヘリが飛ば

ず、仙石原では山焼きが中止になりましたけれども、そ

ういったように数年中断したり、なくなってしまったりと

いう場所も多いです。こうした２つの要因が複合的に絡

み合って、そこに出現している草原特有の植物に影響

を与えているのではないかということが近年様々な研

究で言われるようになってきました。

　今回の発表では、具体的なメカニズムですとか、専

門的な話まで踏み込みませんが、私が細野高原で植物

等のデータを取った結果を基に、どういった場所が「保

全」に適しているのかということですとか、あとは、これ

までの土地利用の変化というものを改めて航空写真で

振り返りながら、一緒に考えることができればと思って

います。

　それでは、次お願いします。

　ここが稲取の細野高原の現在の航空写真になります。

見ていただいている真ん中付近が細野高原で、右側に

ゴルフ場と伊豆アニマルキングダムがあります。

　次、お願いします。

　これと同じ2017年の写真、稲取の方はこれで分

かっていただけると思うんですが、今回初めて来ていた

だいた方は、先ほどの東伊豆町観光協会のパンフレッ

トを開いていただくと、真ん中に水源涵養保安林があっ

て、それがかなり目印として分かりやすいと思いますの

で、そこを見比べながら、過去の土地利用というものを

見比べていただければと思います。

　続いて、これが2000年です。これは今とほとんど変

わりないかと思います。

　次、お願いします。

　これが1989年ですけれども、これと先ほどの2000

年を比べると、植林が少し進み、西側の河津町のほうで

山焼きが、その前からされなくなっていたのが進んでき

たということが分かり、樹林化が進んできたということ

が分かると思います。

　これが1980年です。先ほどの水源涵養保安林の植

林がされる、外側に広がる前という感じです。

　これがかなり前になりますけれども、1964年です。こ

のあたりから多分、当時の状況をご存じの方もいらっ

しゃるかもしれませんが、まだ私が生まれていない時代

ですけれども、これと先ほどの写真を見比べていただけ

ると、今のゴルフ場の辺りですとか、茅場がかなり減った

ことが、河津町側のほうですけれども分かると思います。

　これがさらに昔の1947年ですけれども、こちらは先

ほどの写真より引いて写しているので、もう少し白田の

ほう、東側のほうまでずっと広く茅場が広がっていたと

いうことが分かると思います。

　次、お願いします。

　これをもう一回まとめてみると、1947年には、グレー

の部分が草原ですけれども、これだけ一面広がってい

たものが真ん中の水源涵養保安林の植林が進んだり、

河津町側のほうでの山焼きが中断したことによって樹

林化が進んだり、国有林、北西側のほうが山焼きしなく

なって樹林化が進んだりという傾向が分かるかと思い

ます。

　このデータを基に草原がどれぐらい減ってきたのか

というのを出しましたが、2013年から2015年に１か

月に１回程度、この遊歩道の道にほぼ沿った形になり

ますが、第１駐車場から熊口、マナイタウラというのが

真ん中の水源林ですけれども、そこから三筋山を登っ

て桃野を進んで、ＧからＨというこの区間です。パンフ

レットでいうと、６番から５番、４番に行くルートですが、

ここを歩いて道の分岐で区切った区間ごとに出てきた

植物の種類を記録しています。あとは、草刈りと山焼き

の多い区間を記録しています。

　これを統計的に解析して、詳細は省きますけれども、

山焼きと草原がどれぐらい周囲にあるのかという影響も

加味して、そこにいる植物の種類のパターンを比べて

みると、三筋山からマナイタウラのこの緑色で囲った範

囲に見られる植物と熊口の水源林の自然、青色で囲っ

た範囲で見られる植物というのは明らかに種類が違っ

てくるということが分かります。山焼きとまとまった草原、

両方の効果で維持されている植物というのが、この三

　一点ご質問よろしいでしょうか。４区一体で管理をさ

れていると思いますが、例えば小学校などの教育機関

に山焼きのやり方や、草刈りのやり方を伝えるときに、手

法については4区統一された管理等はされているので

しょうか。

○パネリスト（鈴木豊美）　管理自体は財産区が指導

していますけれども、大体４区とも同じような方法で防

火線刈りをやっています。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　財産区から教育機

関、子供や大人に管理体験を提供する事は可能なので

しょうか。

○パネリスト（鈴木豊美）　安全なところであれば可能

と思われますが、その指導を行う方を誰にお願いする

のか、要するに財産区で子どもたちを預かってやるとか、

学校のイベントとしてやることで先生も現地にきて子供

を見守ってくれるか、そのあたりの仕組みを整備してい

かないと難しいのではないかと思います。安全な場所

でそういった体験を提供できる場所はあります。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　行政と連携した取

り組みとして行うことも可能なのではないでしょうか。

○パネリスト（鈴木豊美）　可能だと思います。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

　その他に、それぞれの観点からご質問など有ります

でしょうか。

○パネリスト（鈴木豊美）　内山さんにお伺いしたい

のですが、山焼きをしていかないと、この希少種という

のは絶滅してしまうのでしょうか。

○実行委員（内山義政）　先ほど、箱根で2011年に山

焼きを中断したというお話をさせていただきましたが、

実際に見かけられなくなった種がありまして、その後数

年かけて追跡しても復活しなかったという例もあります

ので、できれば毎年焼いているところは、私個人の思い

として、維持していければと思っています。

○パネリスト（鈴木豊美）　先ほどのお話で、細野高原

の山焼きは継続してやってきたという事でしたが、実は

１年だけ実施していない時がありました。その翌年は、

野ネズミやモグラ、が増え、茅が枯れたところがだいぶ

あります。やはり、動物の生態系も崩れていくという事で

しょうか。

○実行委員（内山義政）　おそらく、動物の生態系にも

及んでいるのではないかと思われますが。

○パネリスト（鈴木豊美）　ありがとうございます。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）

　私共の方から、今後の『利用・保全・継承』について、

具体的にどのように進めた方が良いという事は言えな

いのですが、各視点からはこのような意見となりました。

　この後、会場の皆様からも、このような利用をしてみ

てはどうか又はこういう試みをしてみてはどうかという

ご意見がありましたら、そのことについて具体的な方針

や対策を模索していきたいと思います。

　現在、１時４０分ですので、１０分ほど休憩の時間とさ

せていただきます。休憩後に1時間ほどですが、皆様よ

り何かご意見を伺いたいと思いますので、よろしくお願

いいたします。

（休　憩）

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　それではご意見を

伺っていきたいと思いますが、先ほど休憩中に、細野高

原のススキを実際に茅として利用できるのかという事

で、日本茅葺き文化協会の安藤様にいろいろとお話を

伺いまして、とても興味深い内容でしたので、活用方法

等について是非お話をいただきたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。

○（一社）日本茅葺き文化協会（安藤邦廣）　皆さん、こ

んにちは。

　先ほど１時間ぐらいのお昼休みで、細野高原を初め

て拝見させていただきました。茅の質や量について実

際に確認させていただき、そのことについて私の意見と、

茅の利用ということ、特に茅葺きということについての

この地域でのこれからの可能性についてお話しさせて

いただきます。

　茅という資材ですけれども、建築資材としてのこれか

らの利用価値や可能性ということについては意見が

幾つかあります。この細野高原の茅の質、これは茅葺

きの材料として全く問題ないと思います。丈が多少短い

ということはそのとおりですが、山頂近くですと大体２ｍ

近くのものが十分ありますし、平均して背丈ほどですか

ら、御殿場のものに比べると50ｃｍほど低いという事に

なります。平地の茅も大きなものですと３ｍぐらいにな

りますけれども、平均的には大体２メーターちょっと、

2.5ｍぐらいですから、数十センチ低いということです。

　茅の利用ということでいうと、大体４尺から５尺あれ

ば一定の茅として十分に葺くことができます。短い茅と

してカリヤスという茅がありますが、これは最も上質な

茅であり、白川の合掌造りなど、北陸方面ではほとんど

カリヤスが主となっており、この背丈は大体平均的に人

の背丈以下の1.8ｍから低いものだと1.5ｍぐらいです。

そのため小茅、小さい茅といわれています。大茅は大き

いですが太くて重さもあって扱いにくい、また、葺いた後

の耐久性も低いということもあり、小茅は最上とされて

いう利用方法を検討されているのか教えてください。

○東伊豆観光協会長（石島専吉）　今年の６月24日に

町観光産業課が主体となり、東京にあるＫａｎａｔｔａという

ドローンの体験ツアーを行っている企業と、稲取の勤

労者体育館と稲取高原、クロスカントリーを範囲に、

（一社）美しい伊豆創造センターや伊豆急行㈱の皆さ

ん２０人ほどが集まり、体験を行いました。私も体験しま

したが、自分が体験できるとは思ってもいませんでした

ので、できるのかなという気持ちでしたが、意外と簡単

に200メートル～300メートル上昇させることや、横に

スライドさせることができました。稲取高原からですと、

焼却場の先の海の方まで行くことができますし、ゴルフ

場や細野高原の近くまで操縦できてしまいます。そのた

め、この秋にドローン体験ツアーとして、１泊２日若しく

は２泊３日ぐらいで、宿泊していただいたお客様に体

験していただこうという企画がございまして、具体的な

日程は決定していませんが、そのような予定となって

います。

○パネリスト（鈴木豊美）　どうもありがとうございま

した。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　すみません、また少

し話題が変わってしまいますが、今回、利用と保全と継

承を繋ぐアイデアの一つとして、環境教育を上げました

が、その観点について、笹岡先生よりコメントをいただ

けますと幸いです。よろしくお願いします。

○全国草原再生ネットワーク理事（笹岡達男）　これ

はむしろ藤田さんに返してあげたいぐらいです。例えば、

藤田さんが経験され、勉強されたことを活かし、学校の

学生たちをもし東伊豆町に呼ぶとするならば、どのよう

なことを考えているのかご意見をお伺いしたいです。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

　まず、私が地域おこし協力隊になった理由ですが、専

門学校のインターンシップで北海道の黒松内にある、

「ぶなの森自然学校」というところに行ったのですが、

その時に体験したことが私の中でとても感動しました。

自然について細かく言うような自然学校ではなくて、自

然の中で思い切り遊ぶというような場所でした。１週間

単位のプログラムで、長い子は１か月、夏休み丸 と々い

う子もいましたが、やはり子供たちは日常から学ぶ姿

勢がすごく、とても成長を感じられました。最近は家庭

用ゲーム機やスマートフォンなど、外に出る機会や公園

の遊具が危険という観点で、遊ぶ環境がだんだんと少

なくなっており、両親も共働きで忙しいという事なので、

なかなか自然と触れ合いながら思うように遊ぶ、体験す

るということが少なくなってきているというふうに思いま

す。北海道でのプログラムでは、大阪や東京、中には中

国の子供が一人で飛行機に乗って北海道に来て、自然

体験をしながら一緒に遊び、学ぶというような生活をし

ていました。ほんの１週間だけでも、すごく成長を感じる

ことができます。最初は虫も怖くて、「何でこんなところに

一人で来させられたんだろう」というように悲しむ子も

いましたが、知らない地域や大きな自然に囲まれ思いっ

きり遊ぶことで、一回り大きく成長したように感じました。

　その体験がすごく印象に残っていまして、実際、今年

の夏にはオンライン上のキッズコミュニティーと繋がり

があるのですが、子供たちが伊豆稲取に遊びに来て、

海への飛び込み体験や細野高原の草原で思いっきり

走ってみるという事をしました。他にも取ってきた竹を

割り、自分たちで一から流しそうめんを作る体験を通じ

て、お家の方もお子さんが、「一回り大きく、大人の顔に

なって帰ってきた」とか、「また伊豆に行きたい」とおっ

しゃっていました。子どもたちもお家の方に、「家に帰っ

たらノコギリ買って」と、創作意欲が溢れていました。

このように、小さい時の経験はとても重要だと考えてお

りまして、学習面においても空間把握能力や創作意欲

が溢れたりと、そのようなことを推進していきたいと思

い、私はこの東伊豆町に来ました。今後もこう言った取

り組みを進めていきたいと思います。

ありがとうございました、以上です。

○全国草原再生ネットワーク理事（笹岡達男）　あり

がとうございました。

　私は笹岡と申しますが、藤田さんの卒業された専門

学校に勤務しております。この度は実行委員という立場

で出席させていただいておりますけれども、藤田さんの

アイデアは大変良いものだと思います。

　私たちの学校は、自然環境や野生生物の好きな学生

が来ていますので、そういう学生は自ら進んでテントを

張って寝たり、喜んで虫を捕まえたり、植物観察をします。

藤田さんがおっしゃっていたような、様々な地域の小学

生や中学生などの子供たちの受入れ体制を整備する

ことは非常に重要です。そのときに一番大事なのは、学

います。

　この小茅が取れる様々な条件が、現在社会的に、あ

るいはその生態的に限定的になりましたので、白川の

ほうではやむを得ずほとんどを大茅、御殿場の茅を

使っているという現状になっています。これについては

あまり好ましい状態とは言えず、ユネスコからも本来の

その地域の茅を使うべきだという意見が出されており、

代替措置ということで、将来は小茅へ戻すということは

目指されていますが、温暖化の影響などがあり、小茅の

生息域がどんどん限定的になっているのが現状です。

　それから、本来茅場であったものが一旦失われてし

まいますと、再生が非常に困難であるということ、また、

材料を刈る組織も廃れつつあり、個人で刈るにはなか

なか難しいということですが、そのような観点からも、こ

の細野高原の1.8ｍ程度の茅は、本日見た限りの感想

ですが、細くしなやかで耐久性もあり、質が良いと思わ

れます。実際に刈ってみないと分かりませんが、少なくと

も茅の材料として不足はないと言えます。ただ、量につ

いてはかなりまばらなところもありまして、全体的にスス

キが、草原が広がっているところではないと思います。

これは阿蘇も同じですが、120ヘクタールということで

すので、例えばその３分の１が茅場という事であれば、

屋根に葺くには十分な量が確保できます。このことにつ

いては実証実験を行うことで、どの場所で茅が刈りやす

く運搬がしやすいのか、また、どの程度の量が確保でき

るのかを確認することは簡単にできることかと思います。

　本来この地域では茅を屋根に葺いて、そして牛馬を

肥やして、さらに時代的に柑橘類の生育のために地域

経済を支えたことは間違いないです。その地域経済を

支える重要な資源、資材であったということが、この細

野高原の茅場が今に受け継がれている最大の理由で

す。決して生物多様性の維持をしたわけでもなく、観光

のためにしたわけでもない。皆さんが支えてきた結果、

これだけの草原が今に残され、その習慣が良いことと

して、皆さんの努力が今に続けられているということだ

と思います。

　今後、細野高原の茅場がこれだけの面積を残してい

くという事であれば、これは地域経済、産業とどのように

結びついていくかという事を明確にしていかなければ、

一部の限定的なものになりますし、ほかの土地利用と

いうことを考えることも必要なのではないかと思います。

これから東伊豆町、伊豆地域において、茅場はどのよう

に役に立つかということを議論していくことが必要です。

　そのことについて、午前中にもお話があった範囲で

いいますと、この地域では観光が大きな産業の主軸に

なっているということですので、温泉、細野高原、ビーチ

ですね、この３つが揃っている観光地は、国内はもとよ

りコロナウイルスがある程度収束すれば、海外、アジア

地域にとっては非常に大きな可能性を持っているのは

ないでしょうか。そのとき、この茅資源が役に立つのか

と考えていくことが大事ではないかと思っています。

　それでは具体的にどのように活用していくのかという

事について、茅葺きの建物を観光施設に取り入れて復

活させていくということが、私は非常に大事であり可能

性があることだと思います。茅葺きの民家は戦前ほど姿

を消したと思います。戦後間もなく、エアコン生活の中

で流れとして、茅葺きの建物を民家に戻すということは、

一部にあるかもしれませんけれども、かなり現実的では

ないです。この地域の観光として、もう少し観光の質に

変わった滞在型の、あるいは自然と親しむような、ある

いは子供たちの教育とか体験ということを重視した観

光にシフトしていくことを考えれば、観光施設も緩やか

に木造で茅葺きの施設ということが一定割合、世界的

に、あるいは日本の中でも進んでいることは間違いな

いです。ヨーロッパで茅葺きが復活しているのは、まさし

くリゾート地において、オランダやデンマーク、北欧の地

域で最も質の高い観光地は茅葺きで造られる建物群

がつくる景観やその中での生活のゆっくりとした時間を

過ごす、あるいは都市生活で非常に疲れた心身を癒や

す、そういった観光がこれからの大きな流れになると思

います。

　今どき海で泳ぐ人は非常に少なくなったと、本当にそ

う思います。なぜかといえば、ホテルの冷房の効いた室

内にいれば、海岸に出るということとは非常に落差があ

り難しいためです。昔は海の家といって、必ず海辺に日

よけをつくるような東屋などの仮設の避暑地を造り、

人々が海辺で休むような施設があってはじめて海水浴

ができていました。今は冷房の効いた施設は整備され

ていますが、海辺の本来の自然の中で昼寝をしたり、風

を楽しむような施設というのはもうないように思えます。

　ですから、例えばこの海辺に茅葺きのリゾート施設を

これからまた復活していくということを考えるのであれ

ば、細野高原で星を見るとか、別な自然を楽しむような

施設を造る必要もあると思います。そういった本来の観

光にふさわしい施設を、この伊豆にある杉という、戦後

植えた木を活用し、この無尽蔵の茅の屋根を葺くという

ことを町を挙げて、あるいはこの地域の経済を挙げて、

そしてここに集まっている草原を大切にする人たちと一

体となって風景をつくっていく、この細野高原の茅とい

うのはこれだけ素晴らしい暮らしを実現できるというこ

とが分かれば、草原を守るということも非常に意義があ

り、自分たちの生活を支えていることが明確になれば、

多くの方が協力することは間違いないと思います。そう

いった茅を用いた観光施設を造っていただきたいと思

います。

　茅葺きの建物というのは、民家に葺くような50ｃｍ～

１ｍに及ぶ、30年、50年の間立派にもつ茅葺きもできま

すけれども、例えば３か月間もたせたいということだっ

たら、もっと簡単な茅葺きの東屋などの仮設建築も現

在では可能です。様々な技術を組み合わせることもでき

ますので、茅葺きの新しい観光施設利用ということから

始まり、その茅を農業資材に２次利用する、茅葺きとい

うのは必ず屋根に葺いて、再利用するということが本来

の姿です。そういったことも一部取り戻すことによって、

茅というのは本当にありがたい恵みなのだということ

が部分的にも始まれば、もう少し農業に取り入れていく

ことや、本来の生活の中に茅がどんどん浸透していくと

いうことについて、観光施設を突破口にぜひ切り開い

ていただきたいと思います。

我々の協会としても助言や技術者・職人の教育ができ

ると思います。とにかくこの細野高原の茅というのは素

晴らしい資源であるということは、未来を必ず保証する

と思いますので、是非そういったプロジェクトを、行政を

はじめ、この地域の観光協会の方などが集まることで、

進めていっていただきたい、新しい地域が見えてくると

いうようなことでこの会で想像していただくのがとても良

いことではないかと思います。それだけの資源としての

圧倒的な質・量が本日確認できましたので、是非ともこ

の地域をまた開いていくというふうに思えてなりません。

　少し長くなりましたけれども、ありがとうございました。

何かご質問あればお答えします。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうございま

した。

○（一社）日本茅葺き文化協会（安藤邦廣）　茅葺きに

ついては建築的に規制があります。都市部、この密集地

域では不燃材で葺かないといけないという規制があり

ますので、街中では厳しいところがあると思います。二

十二条地域という区域になりますけれども、それは特定

行政庁が解除できます。今まで都市化ということが非常

に進んできましたので、二十二条地域の区域指定はか

なり全域に広まっておりまして、現在、様々な地域でその

解除は特定行政庁で行えるということになっております

ので、必要に応じて限定的に外すということもできます。

恐らく細野高原は二十二条地域に該当していないと思

います。もし二十二条地域があれば、その部分を解除す

るということも今はできますし、様々な観光地、茅で地域

づくりをしようとする地域は、例えば宮城県石巻市では

非常に広大なヨシ原を持っている地域がありますが、

一部の市街化区域を除いて解除しておりますし、重要

な茅葺き集落を保有する市町村の場合も、あるいは１

戸１戸の重要な民家がある場合も、その部分を部分的

に解除するということも現在進んでおりますので、そう

いうことはあまり障害にはならないと思われます。あくま

で、地域の主体的な住民の総意があれば、できるという

ことも申し上げておきます。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうございま

した。

　茅葺きの建物を観光施設として造り、お客さんに楽し

んでいただくというのは、先ほど白川先生からお話があ

りました茅プロジェクトのように、町にしっかりと還元で

きるような収益を上げられるような施設であったり、茅

を葺き替えるタイミングでそれを体験するということも、

複合した施設ができる可能性があり、個人的に色 と々

検討してみたいという風に思いました。

○パネリスト（鈴木豊美）　ただいまの茅のことですけ

れども、この細野高原の茅は屋根に葺くことについて問

題はないという事でしたが、今の細野高原は肥料とい

うものを全然やっておりません。肥料と言えば山焼きで

燃やした後の灰ぐらいです。茅に対して人為的に肥料

を与えても問題ないのでしょうか。

○（一社）日本茅葺き文化協会（安藤邦廣）　茅に人為

的に肥料を与えるということはしない方が良いと思わ

れます。また、今まで例としてはほとんどないと思います。

唯一、刈り取ることと、その後、燃やすこと、これによって

１万年間続いてきたということは最近の学説で立証さ

れておりますので、環境条件的に余程の激変がない限

り、刈り取って火入れをすることで、屋根に使う材料とし

て持続可能なことは間違いありません。そんなに心配

することはないと思います。

○パネリスト（鈴木豊美）　どうもありがとうございま

した。

　利用について一点、東伊豆町観光協会の石島さんに

お聞きしたいのですが、今後、観光協会ではドローンの

操縦体験など計画があるようですが、具体的にはどう

自分ももっと細野高原を歩き、良いところを探し、皆様

にもご紹介出来たらと感じています。以上です。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございます。

　明日のオンライン見学会にて、お二人には現地説明

会にご出演いただいております。明日ご参加される方は

楽しみお待ちいただければ幸いです。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　私もジオガイドを

持っていまして、細野高原はよくガイドツアーをしていま

す。お客さんには、ここはこういう経緯で草原になり、昔

はこういう利用をされていて、毎年山焼きを行い管理し

ているという事をお話すると、「山焼きを見ることはでき

ませんか」という方や、「私も草刈りをやってみたいで

す」という方が多くいらっしゃいます。少しでも細野高原

に携わるきっかけとして、草刈り体験や、最初から火入

れ体験をすることは難しいですので、見学できるスペー

スを設けるなど、山焼きを一般に公開してみてはどうか

と思います。

○教育委員会事務局長（梅原　巧）　突然のご質問、

申し訳ありません。東伊豆町教育委員会事務局長の梅

原と申します。

　細野高原には、県の指定文化財として湿原が何か

所かございまして、その中に桃野湿原というところがあ

ります。私も小さい頃から遠足などでそこに行っていま

すけれども、先日確認しましたら、かなり浅くなってい

るように見え、いずれ消滅してしまうのではないかと思

いました。

　文化財ですので、人の手を入れず自然のままにして

あるというのが現状です。しかし、湿原を保つために修

正すべきか、形状が変わってしまうとしても自然のままに

しておくべきか、どちらが良いのか疑問に感じています。

　また、先ほど富永さんの方からもお話がありましたが、

鹿や猪が湿原の中に入り沼田場にしているため、掘り

返されて荒れてしまっています。ワイヤーなどを用いて、

周囲を全部囲ってしまえば入れないと思いますが、金

属なので錆が出ます。文化財的な面がありますので、自

然のままにしておこうという結論に現在はなっています

が、本来の管理はどのようにあるべきか、詳しい方がい

らっしゃればご教示いただけますと幸いです。

○実行委員（内山義政）　ご質問ありがとうございます。

　まず、文化財としての保存と、観光として利用しつつ

保存していくというのは相入れないものだと思います。

湿原の乾燥化や鹿柵を設けるというのは、私も専門で

はありませんのでお答えすることが難しいですが、会

場でもし詳しい方がいらっしゃいましたらお願いいた

します。

○芸北高原自然館主任学芸員（白川勝信）　私は元々

湿原が専門となりますが、大学を卒業後に草原のほう

に入りました。東伊豆町の気候だとおそらく低湿で細野

高原を見ても、窪地のようなところに水が集まり、湿原に

なっているのではないかと思います。いわゆる、栄養分

の少ない水が集まりその上にミズゴケが生え、そのミズ

ゴケがスポンジの役割をし、水を溜めてできるというの

が信州や北海道のような高層湿原ですが、それらとは

全く異なる低湿地です。低湿地は有機物や土砂が入っ

ていくと、長い目で見て埋まってしまう運命にあります。

　西日本を含め、低湿地がどうして長い間保たれてき

たのかについては、一方で草原を利用してきたというと

ころがありそうです。集水域でしっかりと草刈りをして有

機物が流れ込まないようにすることが、湿原の中の植

物の成長などが抑えられ、湿原の中に枯草などがたま

る量が減っていくことになります。あるいはカンスゲなど、

昔は草がとても大事でしたので、湿原のすぐ際まで草刈

りをしていたという話をよく聞きます。そのようなこともあ

り、里地といいますか、湿原の周りが積極的に利用され

てきた方が、長い間の人と自然の関わりの中で湿原が

残されてきていると思います。細野高原の現地を確認し

ておらず、写真や記憶での推測ですが。

　猪についてはおそらく、昔はそこまでの頻度で草原

の中に入ってくるような状況ではなかったと思います。

鹿も同じだと思います。現況ですが、逆に猪が沼田場に

して荒らすというのは、大きく見て悪いことではなく、湿

原の中に眠っている種子が表に出て、芽を出すという

こともあります。但し、このことも頻度が高過ぎると悪影

響になるのではないかと思います。

　錆などの鉄分につきましては、こちらの湿原の中には

ミズゴケなどはあるのでしょうか。

○ネイチャーガイドクラブ（富永眞弘）　あります。

○芸北高原自然館主任学芸員（白川勝信）　大体、酸

性のほうに偏っています。バクテリアが発生するため油

が浮いたとしても、そのことは特に自然な状態なので気

にすることではありません。やはり、現地を確認させてい

ただいてから、お話しさせていただければと思います。

よろしくお願いします。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございます。

　ただ今ご説明のありました細野高原のような低層湿

原の場合は、周りが森林だと木の葉などが幹に落ち、

蒸発や木の蒸発散があり水分が失われやすいのです

が、草原ではそれがないため、直接水が流れてきて水

源としてたくさん確保できるというご説明でよろしいで

しょうか。

○芸北高原自然館主任学芸員（白川勝信）　はい。

　私たちの一生に比べ湿原の一生は長いですが、運

校の先生でも実際に野外活動を自ら教えた経験のある

方はなかなかいらっしゃいませんから、こちらで安全に

引率して、また宿泊場所の提供ができるような、そういう

体制ができれば細野高原は明日からでも自然学校に

なるのではないかと思います。是非、そのような支援を

町として、地元として応援していただければと思います。

ありがとうございました。

○町長（太田長八）　ありがとうございました。藤田さん

には地域おこし協力隊での３年間、本当に良く頑張っ

ていただきました。

　その中でも良い活動だと思ったのが、今回コロナ禍

の中でしたが、子供たちを自然の中で楽しませて、その

間お家の方は仕事をやるという親子ワ―ケーションの

実施です。藤田さんが子供たちを見ていてくれたからこ

そ、子供たちは楽しく自然の中で学ぶことができ、お家

の方も集中して仕事をすることができたと思います。こ

れからの東伊豆町にとって、貴重な人材だと考えていま

すので、これを機にさらにご活躍いただき、活動の幅を

広げていっていただければありがたいと思います。今後

のご活躍に期待しています。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございました。

　藤田さんには引き続き、東伊豆町の環境教育の推進

を頑張っていただきたいです。今回、我 ３々人で準備を

していく中で、環境教育という言葉を上げましたけれど、

現在、細野高原の管理を主体となって行われています

４区の役員の皆様ですとか、私は田町区の出身ですが、

田町区の場合は役員のＯＢや有志による担い手が年々

増えていっていまして、私もメンバーとして活動していま

すが、そのような形で、主体となって管理を行っていく

方 と々一般の観光客との間に立ち、一般の方々を担い

手サイドにもう一歩踏み込んで誘い込むことができれ

ばと思いました。そういった中で環境教育というのは、

引き込み方の一つなのではないか思いますので、担い

手、作り手として頑張っていただくという事と、これまで

町内でそうした活動をネイチャーガイドの皆様ですと

か、ジオガイドの皆様でされてこられましたので、１３年

前のシンポジウムや今までの経緯を踏まえ、これからこ

のようにしていけば良いのではないかというご意見な

ど有りましたら、コメントをいただけますでしょうか。

○ネイチャーガイドクラブ（富永眞弘）　ネイチャーガ

イドクラブの富永と申します。

　１３年前には会長を務めさせていただきましたけれ

ども、それから細野高原の環境として大きく変わったこ

とは、鹿の食害が増えたことです。先ほど写真が出まし

たけれども、畑のようなものを作り、絶滅しそうな植物を

植え、保護するという活動を行っています。しかしながら、

鹿の食害が増えている今、保護した植物をすぐに元の

場所に戻すことはできませんので、鹿の食害が減少す

るまでは現在の活動をやり続けていかないと、種の保

存はできないものと考えております。

　もう一つはこちらも鹿に起因することですが、マダニ

がとても増えています。そのような中で、マダニが活動的

になる時期にお子さんが芝生であっても足を踏み入れ

ることは、危険なことだと思います。以上２つの違いが

確認できました。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございます。

　ジオガイドの鈴木さんはいかがでしょうか。

○ジオガイド（鈴木京子）　ジオガイドの鈴木と申します。

　私はジオガイドを案内して日が浅いので、この場で

特筆してお話をさせていただくのは難しいと思いますが、

やはりジオガイド協会的に細野高原はとても貴重な場

所で、ここを案内してお話ししたいというジオガイドは、

本部にも多いです。私個人といたしましては、小さい頃

からの思い出がありまして、ワラビの季節になれば家族

でワラビ刈りをし、山焼きも私の父、弟、私の主人、息子

も、みんなが体験しております。そのように、家族みんな

でずっと守ってきた細野高原でありますので、細野高原

の中に通っていますあの道路も、父たちの時代に造っ

ていました。造るたびに父が、「いい道ができたから行く

ぞ」と言い、誇らしげに細野高原に連れて行ってくれて、

素晴らしい景色が望める場所を紹介してくれました。

　学校的には遠足に行きまして、中学校の遠足では秋

の紅葉を見に出かけました。春にも行きましたが、その

時には桜の木がありましたので、後日、友達とまた歩い

て、桜を見に行こうって登ったものです。

　そしてもう一つの思い出が、夏休みに熊口まで行き、

学校でキャンプをしました。やはりそこでは綺麗な水が

出るということが先生たちも分かっていましたので、川

の水を汲みカレーを作り、飯盒でご飯を炊きました。

　そのように貴重なところですので、本当に残してい

きたいという気持ちはあります。私は残していくための

原動力の一部分になれませんので、観光の方で携

わっていますけれども、先ほどの白川先生のお話を

伺って、何か自分の経験を活かし、子供たちが思い出

作りをすることができれば、将来も大事にしていってく

れるのではないか、継承していってくれるのではない

かと考えています。自然学校もそうだと思いますが、そ

のような経験を幼い頃に積み重ねていくことが重要で

はないかと感じます。

　ジオという事ではあまり詳しくお話しできませんが、

１．開会

○司会　では、始めたいと思います。

　ご来場お皆様、そして配信でご覧くださっている皆

様、こんにちは。

　ただいまより第13回全国草原サミット・シンポジウ

ムｉｎ東伊豆、阿蘇分科会を開催いたします。

　私は、今回の進行役を務めさせていただきます公益

財団法人阿蘇グリーンストックの井上と申します。どう

ぞよろしくお願いいたします。（拍手）

　ありがとうございます。

　さて、今回の分科会では、阿蘇草原再生、新たなス

テージへ～草原の恵みを守るための仕組みづくり～

をテーマに２つの講演、また、その後、パネルディス

カッションを予定しております。パネルディスカッショ

ンでは、時間が許せば会場の皆様の声もお伺いでき

ればと思っておりますので、どうぞよろしくお願いいた

します。

　なお、今回は新型コロナウイルス感染防止対策とし

て、会場の人数を制限させていただいております。同時

にユーチューブでのオンラインの配信も視聴できるよ

うになっております。配信でお聞きの方もメッセージ等

でご意見をいただけましたら幸いです。

　それでは、講演に入ります前に、今回の分科会の趣

旨につきまして、環境省阿蘇くじゅう国立公園管理事

務所の山下さんからご説明をいたしますので、よろしく

お願いします。

○環境省阿蘇くじゅう国立公園管理事務所（山下淳一）

　皆さん、こんにちは。環境省阿蘇くじゅう国立公園管

理事務所の山下と申します。

　今日は、お集まりいただきまして、ありがとうござい

ます。

　私のほうから、まず今日のこの分科会の趣旨をごく

ごく簡単に３分ぐらいでご説明をさせていただきたいと

思います。

　それでは、早速まいります。

　もう皆さん、ご存じのとおりだと思いますけれども、阿

蘇の草原の特徴というのは、まず野草を主体とする草

原としては日本最大の規模であるということと、牛馬を

利用した農業生産とか草資源の循環という経済社会

の仕組みによって維持され続けた草原、あるいはその

まま放っておいてずっと草原であったということでは

なくて、生業によって維持され続けた草原というのが大

きな特徴であると思います。

　その草原ですけれども、いろんな恵みといいますか、

役割を持っていまして、まず、１つご紹介するのは多様

な生き物のすみかということで、植物で大陸と陸続き

だったことを物語っているようなヒゴタイですとか、そ

ういう植物があったりとか、ほかでは見られないよう

な希少種の植物も生育していたり、あとは、植物が多

様であるからこそ、多様な動物の生息できる環境を育

んでいると。１つ取り上げますと、チョウなんかでは、熊

本県で見られるチョウ117種のうち109種がこの阿

蘇の草原で見られる、チョウの楽園とも言われるよう

な多様な生き物のすみかになっています。

　それから、観光資源としての価値、これも言うまでも

ないことかもしれませんけれども、ちょっと古いデータ

なんですけれども、観光客の方に阿蘇のどこがいいで

すかというのを聞いたアンケートがありまして、草原が

広がる風景というのを77％の人がいいと答えていた

りですとか、牛馬のいる放牧風景とか花やチョウなん

かの野生生物がある風景なんかを答えていらっしゃる

方もいて、かなり観光資源としても欠かせない存在に

なっていると言えます。

　それから、最近注目されているところでいうと、炭素

　今後どのようにしていくのかについては、町全体で決

めていくことだと思いますが、このような会も重ねたうえ

で、しっかりとプロジェクトの推進をしていければと思

います。

　最後になりますが本日は様々な意見が出ましたので、

町長より本会のまとめをよろしくお願いいたします。

○町長（太田長八）　本日は貴重なご意見を多数いた

だきまして、ありがとうございました。

いただいたご意見を基にこれから戦略を練り、推進し

ていきたいと思います。

　そういった中で、日本茅葺き文化協会の安藤様には、

茅葺きや茅の再利用という事について、また色々なご指

導をいただけますと、大変ありがたいと思います。

　本会を通じ、皆様が細野高原について真剣に考えて

いただいていることを、一層深く感じました。今後とも皆

様とは情報共有を行っていき、保全や利用について検

討していければと思います。

　また、最も大事なのは管理を行っていく後継者、これ

が一番重要だと思います。今のままでは必ず担い手不

足となってしまいますので、今後の体制をどのように変

化させていくか、そしていかに細野高原の素晴らしい自

然を保全していくか、これこそが最大の課題です。皆様

と一体となり、この保全にしっかりと取り組んでいきた

いと考えておりますので、その際にはまたご支援とご協

力の程をよろしくお願いいたしたいと思います。

　以上です。ありがとうございました。

○（一社）日本茅葺き文化協会（安藤邦廣）  申し訳ご

ざいません。最後によろしいでしょうか。

　この茅場の維持管理について、先ほど町教育委員会

の梅原さんよりご発言があった中で思い出しましたが、

文化庁の制度で文化財を守る資材を選定する、「ふるさ

と文化財の森」というものがあります。この中に茅場が

含まれていまして、現在、全国１９か所の茅場が選定さ

れており、静岡県だと朝霧高原が数年前に選定されて

います。各県に１か所程度ありますが、文化庁の中で一

番新しい制度となっています。文化財というのは法隆寺

などの建築物、それから、それを守る職人技、無形文化

財といいますが、それに加えて資材の文化財制度が一

番新しく、１０年ほど前にできたばかりです。例えばヒバ

塗装や漆です。その中にやはり茅がとても不足している

ので、茅場を保全、管理していきましょうということで、文

化財に出荷する茅として、そのエリア選定するというこ

とができます。

　私が本日見た限り、細野高原はこれに合致する場所

だと思います。ただし条件としましては、文化財への出

荷実績が多少なりとも必要ということになります。その

ためこの地域にある文化財、市町村指定や登録文化

財でも可能ですが、茅葺きの建物が伊豆半島にはたく

さんあると思います。例えば伊豆の国市にある国指定

重要文化財の江川邸もそうですが。そういうことで２～

３年程度の実績を積み、細野高原の茅場の質、量は問

題ないと思われますので、是非、茅刈りを始めていただ

き、選別したものを出荷する取組をしていただければ、

制度の対象として選定されると思います。選定される、

文化財の森から様々な助成制度受けられます。普及啓

発事業というもので毎年助成が出ていますので、最大

２００万円の満額補助となりますが、そこに町民の方々

が参加して、皆様と一緒に環境教育を推進していきな

がら茅刈りを行い、山焼きをやること、このような環境

保全全体の取組を体験、研修することで補助が受けら

れます。

　また、選定地の整備費用にも半額補助が受けられま

す。例えば農道整備や支障木の伐採、山焼きについても

環境整備事業となります。いずれも県を通じ、文化庁へ

の申請手続や調査の依頼を行い、町の文化財関係課

から県の文化財関係課の方に連絡を行います。私も文

化財のほうの選定委員となっていますので、私の見た

限り細野高原は是非、ふるさと文化財の森に選定して

いくことを２～３年の目標にしてやっていただくと良い

のではないかと思います。

　細野高原の観光利用というのは、長期的に一歩ずつ

やっていくことが必要ですけれども、取りあえず、文化財

制度を活用していくことは非常に利点が大きいと思い

ます。是非、文化庁への問い合わせやホームページを

ご確認いただき、ふるさと文化財の森という制度を調べ

てみてください。生物多様性の維持や環境教育というこ

とを推進していくために、とてもいい制度だと思います。

以上、補足となります。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

○司会　この後午後３時２０分より、各分科会場の方

にご出演いただき、WEB配信にて全体会を予定してい

ます。

　藤田さん、内山さんにおかれましては、全体会での発

表に向け意見をまとめていただきますので、東伊豆会

場の分科会はこれにて終了といたします。

　藤田さん、内山さん、鈴木さん、どうもありがとうござ

いました。

　それでは全体会までお時間がありますので、休憩を

お取りください。

の固定機能というのがかなり優れているらしいという

のが見えてきていまして、2013年の成果を基にします

と、阿蘇郡市の全世帯が１年間に排出するＣＯ２の量

の1.7倍ぐらい相当の炭素を草原が固定しているとい

うことで、阿蘇の中で見たら、排出よりも吸収が勝って

いるというようなことが言えて、地球温暖化防止の観点

からも未来に残す価値が高いというふうに考えられて

いたりします。

　それで、そういう様々な恵みがあるんですけれども、

過去から草原がどうなってきたのかというのを見ると、

かなり減ってきていると。100年前は阿蘇地域、ほとん

ど草原が広がっていたのが、見ていただいたら分かる

とおり、2007年にはかなりそれが森林に置き換わって

しまっているというような現状になります。

　草原再生協議会というところで議論をしていますけ

れども、じゃこの先どうなっていくんだろうって考えたと

きに、30年後の姿をちょっと想像しようみたいな話を

していまして、５年に１回牧野の調査がされている中で、

野焼きとか輪地切りをあとどのくらい継続できますかと

いうような調査項目があります。その中で、「10年以上

はできそうだ」と答えている牧野さん以外は、ちょっと

30年後まで管理を続けているのは難しいんじゃない

かというふうに仮定した場合なんですけれども、面積

で６割ぐらい減っているような予測になります。

　こういう状況もある中で、次世代へ残すべき姿で30

年後の目標というのを草原再生協議会の中で議論し

ていまして、先ほど申し上げた６割の草原面積減少と

いうのもあり得るかもしれないという中で、「今と変わ

らない規模の草原を残す」ということを目標に設定し

ようとしています。これ特に牧野組合さんの意向も大き

くて、やっぱりモチベーションを持ってやっていくため

にも、減少というところを目標にしてモチベーションも

上がらないだろうということで、最低限維持はしようと

いうような目標設定をしようとしています。

　そのために、３点目なんですけれども、そのために

は長年続いてきた生業による草原維持、これをどう支

援を強化していくのかというのを考えていく必要があり

ますけれども、もう一つ、今までもこれはやってきたんで

すけれども、もう一つ、近年、草原の持つ恵みというの

は、先ほどお話ししたような部分というのが注目され

ていますので、この草原の恵みを守るという観点から

も、草原を支える仕組みづくりというのを進めていく必

要があるかなというふうに思っています。今日は、この

草原の恵みを支える、守るための仕組みづくりというも

のを考える一つのきっかけにしたいなと思っておりま

す。そのために２つほどご講演をいただいて、その後

にパネルディスカッションということで進めさせていた

だければと思っておりますので、皆様よろしくお願いい

たします。

　私からは、駆け足になりましたが、以上です。

○司会　ありがとうございました。

２．講演

①阿蘇の草原がもたらす恩恵～最新の研究報告～

　それでは、早速、講演に移りたいと思います。

　お一人目は、熊本県立大学特別教授の島谷幸宏様

にお願いしたいと思っております。

　島谷先生は、現在多くの研究者が関わって進めてお

られる環境総合推進費研究の研究リーダーであり、今

日はその成果について、阿蘇の草原がもたらす恩恵、

最新の研究報告についてご講演をお願いいたします。

　それでは、島谷先生、よろしくお願いいたします。

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　皆さん、こん

にちは、島谷です。

　阿蘇の研究は、立場的には九州大学の特命教授と

してやっています。ただし、４月から熊本県立大学のほ

うにお世話になっていまして、私の実家が龍田なので、

熊本を今中心にしながらいろいろ仕事をしています。

　今ご紹介になったんですけれども、これが環境省の

推進費のテーマです。阿蘇をモデル地域とした地域循

環共生圏の構築と創造的復興に関する研究というこ

とで、大きく言うと３つのテーマでやっていて、そのそれ

ぞれのテーマがまた３つに分かれていて、９つの大き

な研究が集まった物すごく大きい研究です。私が全体

のリーダーをしていて、東海大の市川先生が特に地下

水のことをやられていて、慶応大の一ノ瀬先生が特に

後ろのほうの地域循環共生圏のほうの研究をされて

います。今日お見えになっています、実は。ちょっと驚き

ました、私も。

　研究の背景は、2017年に北部九州豪雨があって、

2016年に熊本地震があって、それで熊本県は創造的

復興というのを打ち出されました。その創造的な復興

を環境省が提案されている地域循環共生圏とどうやっ

てつなげていくかという研究になります。

　今日は特に草原のお話を中心にしますが、この阿

蘇は九州の中央部にあって、実は６本の１級河川、筑

後川、大野川、五ヶ瀬川、菊池川、白川、緑川という６

本の１級河川の水源になっています。ですから、玄海

灘から瀬戸内海から有明海からですね、いろいろなと

ころに水を注ぐ一番上流の地域になっています。流域

の人口が230万人と言われていて、しかも筑後川から

福岡導水で水を配っていますので、約480万人、500

発散、雨から蒸発散を引いたものが水資源量というこ

とになります。特に筑後川の場合はダムがありますの

で、雨が降ったときの水も全部ためてしまうので、基本

的には下流に流れていく水資源量は降った雨から蒸

発する量を引いたものということになります。

　そこで、こういう樹林とススキがどれぐらい蒸発散量

が違うかということを測定しています。宮沢先生という

先生が研究をしています。植物には、ちょっと難しくな

るんですが、光合成をするときにＣ３という植物、普通

の一般的なＣ３植物というスタイルと、ススキのように

Ｃ４植物というスタイルの光合成をやるタイプとがあり

ます。ススキはＣ４植物というタイプになります。Ｃ４植

物というのは、難しいんですけれども、機構がすごく

違って、非常に二酸化炭素を節約しながら光合成をす

ることができます。水を使う量も非常に少ない、節水型

の植物というふうに言われています。このＣ３植物とＣ

４植物というのは非常に重要なポイントになっていて、

阿蘇では草原にするとほとんどススキになります。スス

キになるということが蒸発散量を小さくしているという

ことになります。

　それで、今、牧野の方に協力していただいて、直接

葉っぱにこういう樹液流計というセンサーをつけて、

ここから今、直接測れるようになりました。一つ一つの

茎からどれぐらいの水分が蒸発しているかというのを

１年間測っています。それで分かってきたことは、これ

が杉で、ササやヤシャブシで、ススキとなりますが、１

年間ずっと積算していくと、杉とススキでは非常に大き

な蒸散量の違いがあるということが分かってきました。

これはもう光合成の仕組みが根本的に違うので、非常

に節水型の植物であるススキが生えているということ

がこの節水型だということが分かりました。

　今ちょっとそれを年間どれぐらいの蒸散量になるか

という推定を行っていて、ちょっとまだ低めの推定に

なっているんですが、これススキです。ススキがＣ４と

いう植物で、ほかのは全部Ｃ３植物なんですが、ススキ、

ササ、杉、ヒノキ、ヤシャブシというようなもので考えて

みると、恐らく杉・ヒノキに比べて１年間に年間の蒸発

散量が100ミリは最低違うだろうということが明らか

になってきました。

　現時点ですが、今年度の３月までで研究を終わりま

すので、それまでにはこの明確な数字が出てくると思

うんですが、水の使う量からすると、ススキ、ササ、ヤ

シャブシ、杉、ヒノキという順番になるであろうというこ

とがどうも明らかになってきました。これ非常に重要な

ことになります。

　ここに阿蘇がありまして、ここに、今見ている草原っ

てほんの一部の草原なんですが、もし樹林に替わって

しまうと、年間100ミリから200ミリぐらい、下流に流れ

るお水の量が減ってしまうということになります。100ミ

リというのは高さの単位ですね。１年間、大体この地域

が3,000何百ミリと降りますが、そのうちの100ミリ分

が蒸発、空中に出ていってしまうということになります。

ですので、草原があることによって、下流に水を配るこ

とができているということになります。大体その量は、

後でちょっとご説明しますが、年間1,000万トンとかそ

ういう量になります。実は、下筌、松原ダムという、ここ

に２つ、ちょうどこの阿蘇から出てくるところにダムが

あって、そこから平地に水が出ていくわけですけれども、

このダムでは発電を行ったり、下流への有明海に流れ

ていく水を供給したりしているわけですけれども、実は

有明海のノリが取れなくなった、冬場取れなくなったと

きには、このダムを操作して、水を放流して下流に栄

養物を送るという、栄養源を送る操作をしています。そ

の水の量は大体1,000万トンとか、大体それぐらいの

量なんですが、それは草原がなくなると、それがちょう

どできなくなるぐらいの量になります。非常に大きな量

です。

　今までに行われた松原、下筌ダムによる緊急放流と

いうことで、大体冬場です。冬場、ノリが行われるように

なって、ノリの色落ちと言って、色が落ちてくるんですね、

栄養塩がなくなると。窒素の濃度が低くなったときに松

原ダムを放流すると、窒素濃度がばあっと上がって

いって、色落ちしなくなるということで、実は草原の水と

いうのは、有明海のノリを支えているということにもつ

ながっているんですけれども、あまりそれは意識されて

いません。松原ダムの流域で例えば草原がもしなく

なってしまえば、約1,000万トンぐらいの水資源がなく

なってしまうということになります。それは、人口でいう

と11万人分ぐらいの水資源量になるということなので、

非常に大きい水の量だということが分かると思います。

今まで草原について、あまり定量的に水をどれぐらい

節約するかというのを分かっていなかったんですが、

それが今分かりつつあるということです。

　それともう一つは、今、立野ダムができているんです

が、こっちがカルデラと、下流の熊本の地下水がつな

がっているかどうかということに焦点を当てて研究を

しています。ずっとボーリング調査が、最近、地震の後

いっぱい行われまして、そのときの地下水を連ねてい

くと、これがつながっているということが明らかになっ

てきました。それがですね、量的にどれぐらいかという

と、これは熊本大学の嶋田先生たちがシミュレーショ

ン、１年間の水収支というのを示したものです。

万人の水源になっているということで、非常に重要な

地域になっています。

　しかし、これはあまり知られていないです。私、福岡

市民もやっているんですけれども、福岡市の人は、筑

後川から水をもらっているという意識はあるんですけ

れども、阿蘇から水をもらっているという意識はほとん

ど希薄なんですね。有明海の人も、筑後川とか白川と

か緑川とか菊池側から水が流れているというのはよく

知っているんですけれども、その上流は草原だという

のを皆さんご存じない。有明海は、よく泥の干潟で、阿

蘇の噴火物によってできているどろどろの干潟で、そ

れが非常に豊かだというのは言われているけれども、

その水の水源が阿蘇だというのはあまり言われてい

ないと。そういうところがあります。

　この９つの、サブテーマになるんですけれども、簡単

にいうと一番上が自然災害を生態系によってどうやっ

て守るかというような感じの研究です。自然資源を使

いながら災害を防ぎ、それを創造的復興につなげてい

こうというのがテーマ１。テーマ２は、熊本地震によっ

て地下水に影響が出たので、その地下水がどういう影

響を受けて、それがどういうふうに回復しているのか。

それから、その地下水が、１回カルデラの中に入った

水がどういうふうにほかのところとつながっているか

という研究。テーマ３は、自然資本と社会関係資本と

いうのは、人間関係とかいろいろな社会のことにも注

目して、地域循環共生圏というのをどういうふうに成

立していけばいいかという、文系の研究から理系の研

究まで、非常に幅広い研究となっています。

　簡単にいうと、阿蘇地区の中で自律分散型の社会

を構築しつつ、他の大都市圏等といろいろな交流をし

ながら、創造的復興と地域循環共生圏をどうつなげて

いけばいいかということの研究をしているということ

になります。

　扱っている自然資源としては、草原だとか森林、そ

れから石材、水田、湿地、水みたいなものを対象にし

ています。

　この図はですね、ここに中央の火山地帯があって、

カルデラがあって、外輪山があって、そういう色を示し

ていますが、この草原、災害との関係を示していますが、

集落の配置をどういうふうにすればいいのかとか、低

地の氾濫をどうやって防げばいいのかとか、田んぼダ

ムをどういうふうにしていいのかとか、こういうカルデ

ラと外輪山のランドスケープに基づいた自然の機能

も生かしたような防災はどうあるべきかというような研

究をしています。

　皆さんご存じのように、阿蘇はこの草地が外輪山の

上と斜面というのがあって、その下に林地があって、集

落があって水田があるという、一つの配置構造が単位

となって、一つの集落が草地から林地、水田、そういう

管理をしているという、そういう仕組みがあるというの

は皆さんご存じで、こういう関係が非常に重要だとい

うふうに思っています。

　まず、災害との関連を見ていくと、草原、これはです

ね、縦軸に崩壊の確率を書いてあって、これいろいろ

な植生について書いてあるんです。これを見ると、草原

が崩壊の確率が高い。しばしば崩れやすいということ

が分かりますが、そのときの崩壊の深さは小さいという

ことが分かっています。ですから、草原にすると、時々

崩れるけれども、大きな被害はもたらさないというよう

なことが分かっていて、しかも、傾斜が比較的緩いとこ

ろの樹林帯がこういう土石流とかを緩衝する機能が

あるということも分かっています。

　次に、水の機能についていろいろ研究しています。

特に筑後川と白川に着目して研究を実施しております。

　実は、筑後川というのは阿蘇の外輪山を水源として

福岡県を通りながら有明海に注いでいる九州一の大

河です。ここから福岡に導水を持っていって、福岡市の

水も供給して、約30％ぐらいの水を供給しているとい

う非常に重要な川になっています。松原ダムというダ

ムが筑後川の上流にあって、上流のこの地域の水を、

外輪山の水を集めて、１回、松原ダムでためて、それで

下流に供給しているということになります。流域の草原

の状況を見てみると、どんどんどんどん今減っていると。

1900年頃に比べて、半分ぐらいになっているというこ

とが分かります。

　それで、どういうことをやっているかというと、実は雨

が上から降って、雨が降ったものが植物とか地上から

蒸発とか発散、発散というのは葉っぱから出ていくの

を発散と言うんですが、蒸発散して上に向けていくと。

それ以外のものは表面に流れるのと地下に浸透する

のと、二通りで流れていくということになります。ですか

ら、下流に流れていく水の量は、この植物等からの蒸

を目的として、村長が火入れ責任者となって野焼き再

開を進めておられます。本日は、その事例を中心に南

阿蘇村の草原管理の取り組みについてご発表をいた

だきたいと思います。

　それでは、吉良村長、よろしくお願いいたします。

○南阿蘇村村長（吉良清一）　皆さん、こんにちは。今、

紹介がありました南阿蘇村の吉良と申します。

　今、村長ということでございますが、私はもともと農

家の長男で、無農薬の米とか、あるいは私自身も野焼

きとかに参加しておりました。これまで農地や草原を

守るためにいろんなことをやってきたんですが、もう農

家の１人、２人では、これはもう守れないということで、

村長を目指しました。しかしながら、なかなか簡単に

は合格させていただけませんで、今から17年前に南

阿蘇村が合併したときに初めて出まして、落ちて、落ち

て、落ちて、４回目にやっと合格いたしました。周りの人

は私のことを吉良清一の趣味は何か知っとるかいと、

吉良清一の趣味はね、選挙だもんなと。特技は何か

知っとるといったら、特技は落ちることだもんなという

ふうにからかわれておりました。

　そういうことで、私は本当にこの草原の水量を守る

と、このために村長になったようなもので、今いろんな

取組でしっかり頑張っております。私は、講演するほど

知識が豊富ではありませんので、地元の水分量など現

状をお話ししようと思って、この役を引き受けました。し

ばらくの間ですが、よろしくお願いします。

　それでは、早速、話に入っていきますけれども、話の

内容は、この画面のとおりで、途中に私の持論あたり

も少し述べさせていただきたいと思います。最後に、村

で作ったビデオがございますので、それをご覧いただ

ければと思います。

　まず、南阿蘇村の火入れ対象地は1,500ヘクター

ルございまして、27の牧野があります。うちの牧野の特

徴としましては、こっちの北側と比べまして急斜面が多

いということ、それから、谷が深いということがうちの

特徴だと思います。そのために輪地切りなどはとても

苦労しますし、また、放牧牛を見つけにくいという、そう

いう苦労もございます。そして、平成28年に３つの牧野

が中止をいたしました。原因は、これは慢性的なもの

なんですが、高齢化、あるいは担い手不足、また、火入

れ責任者の、これは区長さんなんですが、その責任が

大変重いということが原因です。死亡事故が28年に

発生しまして、区長さんが死亡事故の後に事情聴取と

か、あるいはいろんな事故後の手続とか、また、遺族へ

のお見舞いとか、ものすごくご心労をされております。

火入れ責任者についてはまた後ほどお話ししたいと

思います。

　そして、これは同じく28年に起こった熊本地震です。

牧野のあちこちでこういう牧道が被災を受けまして、２

つの牧野組合で野焼きを中止しております。

　これから再開に向けた取組ということを簡単にご説

明しますと、南阿蘇村と牧野組合、熊本県で連携協定

を結びました。真ん中にいらっしゃるのが白川牧野組

合の組合長さんです。白川水源の上辺りが野焼きが中

止されておりますので、そこら辺からまず復活したほう

がよかろうということにしました。村と熊本県で予算を

組みまして、防火帯の整備等を行いました。その白川

地区でも集会をして、野焼きの再開について議論が

あったんですが、野焼きの再開についても疑問視する、

つまり無理やりせんでもいいんじゃないかという意見

もありましたけれども、その中央の後藤区長さんの強

いリーダーシップで、野焼きは何としてもせないかんと

いうことで、再開することができました。

　火入れ責任者をですね、区長さんから村長、私とい

うことにしました。区長は現場の監督者。それから、こ

れまで区長が申請をして村が許可するという許可制

度でしたけども、これも届出だけでいいという届出制

にいたしました。

　重機により白川牧野を早朝、総延長で20.7キロ

メートル、800万ぐらいかかったと思いますが、整備を

いたしました。それによって、今年の３月に、これは野

焼きの様子ですが、４年ぶりの野焼きでしたので、多く

のカヤがあって、もうそれはそれはすさまじいほど、恐

ろしいほど燃え上がりました。

　これは５月の写真ですけれども、野焼きをしたところ

が緑色になっているかと思います。途中に防火帯があ

ります。中腹ほどには保安林がございます。

　これは、ちなみに私が朝に写真を撮ったんですが、

３月です。雪が降ったところが白くなっていますが、野

焼きをしたところは、野焼きをすれば草がありません

ので、もう地面に直接雪が積もります。ですから、こうい

う具合に白くなります。白くないところは、野焼きがして

いないところです。

　私の持論を少し話しますと、左が野焼きをしない場

合、右が野焼きをした場合で、梅雨の時期がですね、

梅雨は雨が降るわけですから、野焼きをしたところは

草が生えていますので、雨が、先ほど島谷先生の話に

もあったように、雨が地下に浸透します。しかし、左側

はススキがありますので、いわゆるかやぶき屋根状態

で、恐らくほとんど地下には浸透せんで、カヤを伝って

下に流れ下っているのではないかというふうに考え

ます。

　皆さん、水収支ってとっても分かりにくいんですけれ

ども、阿蘇のカルデラを一つのおけみたいに考えて、

上から降ってくるのが１年間に3,629ミリの雨が降っ

てきています。これシミュレーションで出てきたものな

ので、この辺の蒸発量というのはいろんなところの平

均になっています、建物とか水田とか山とか。大体その

うちの463ミリぐらいが蒸発していくよと。土の中に

2,600ミリぐらい入って、土から2,500ミリぐらい出て

きているということが分かります。蒸発するので、それ

が155ミリということで、地下水から７ミリ、それほど大

きな値じゃありません。地下水、つながってはいますけ

れども、ボリュームとしては大きい値ではないと。１年

間に3,000ミリぐらいの水がカルデラから下に出て

いっていると。

　これ非常に重要なのは、そのうち、3,000ミリのち

2,500ミリぐらいは１回土の中にもぐってゆっくりと出

てきているということです。ですから、洪水のときに出て

いっているのが大体500ミリぐらいということで、これ

は非常に、日本の川の中では大体洪水のときに出て

いく水の量とふだん出ていく水の量が１対１ぐらいだ

と言われているんですが、阿蘇の場合にはカルデラが

あるせいで非常にゆっくり水が出ていっていると。だ

から、下流の洪水も草原とか水田の涵養とかによって

減らしていると。だから、１回雨が降っても水が染み込

んでいきますので、それがゆっくりと湧き水という形で

出ていっているということになります。

　それで、大体の量は出てきたんですが、大体、阿蘇カ

ルデラから流出する白川の流量は年間７億トンと。そ

のうち大体１億トンぐらいが白川の中流域で、農地で

地下に浸透していると言われていますので、阿蘇カル

デラの中に降った雨のうち、１年間に約１億トンぐら

いの地下水は熊本市の地下水として供給されていると

いうことが大分明らかになってきました。ですから、今

まで定性的には言われていたんですが、こういう現象

は、一つは外輪山の草原は福岡の筑後川はじめほか

の地域の水の資源として非常に重要な役割を果たし

ていると。阿蘇カルデラから熊本に関しても、カルデラ

に降った水もちゃんと地下水を涵養するのに役立って

いるということが明らかになって、やっぱり草原を守る

ということは、非常に大きな水資源、九州北部の水資

源を守るのに非常に重要であるということが明らかに

なりました。

　私たちは、先ほどもちょっとお話ししましたように、

創造的復興と地域循環共生圏をどうやってくっつけて

いくかという研究をしています。私たちが考えている創

造的復興というのは、地域の資源の価値を創造する、

再発見する。社会的な課題を踏まえて再発見する。そ

れこそが創造的復興であると。価値創造こそが創造的

復興であると。

　草原の場合は、先ほど言いましたように、今までい

ろいろなことが言われていますが、特に今回の研究で

は、水資源の供給機能が非常に大きいということが明

らかになったと。防災機能もあるということも明らかに

なったということであります。

　そういう価値を創造して、今度は福岡や熊本市の水

資源として価値を共有する必要があります。有明海に

対しても、阿蘇は有明海の恋人というようなですね、そ

ういうフレーズを共有する必要があると。そういうこと

によって、都市からの資金だとか漁民からの応援だと

か、そういうふうな価値を認識することによって、さらに

いろいろな共生圏からの関わりが来るというふうに考

えています。

　また、今日ちょっとお話ししませんでしたが、どう

やって自律分散型の社会をつくっていくかというときに、

草原をどうやって維持するかというのは非常に重要な

ポイントになります。それについてもいろいろ、どういう

ふうにして管理すればいいのか、集落の主体力を形

成するにはどうすればいいのか。水源涵養保安林を

水源涵養保安林野というような水資源の涵養がある

草原を水源涵養林と同等のものとして位置づける必

要があるだとか、そういうことを今考えながら研究を

行っています。

　以上で私のお話を終わらせていただきます。どうも

ありがとうございました。（拍手）。

○司会　島谷先生、ありがとうございました。貴重なお

話をありがとうございます。

　それでは、ただいまの島谷先生のお話の中で、時間

の関係上、お一人だけご質問等ございましたら受けた

いと思いますが、どなたかいらっしゃいますでしょうか。

よろしいですかね。

　後でですね、島谷先生のほうにはパネルディスカッ

ションのほうにも参加していただきますので、またそ

れも併せてご質問等ありましたらよろしくお願いいた

します。

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　どうもありが

とうございました。

○司会　それでは、ありがとうございました。（拍手）

②南阿蘇村の草原管理の取り組み

○司会　続きまして、お二人目です。南阿蘇村村長の

吉良清一様にお願いしたいと思います。

　南阿蘇村は、平成31年度から水源涵養機能の保全

ができないような集落については、村で、例えば消防

署とか消防団員、あるいは警察官のＯＢさんたちで専

門のプロのチームをつくって、土日に計画的に野を焼

いていけば、かなりの面積をカバーできるのではない

かと思って、今、計画中です。

　それと、最後はですね、野焼き目的の認識の改革と

いうことを訴えております。これまで野焼きの必要性と

いうのは、例えば景観の維持だとか、あるいは病害虫

の防止とか、そんな目的で野焼きをやっておりました

けれども、それだけでは住民に、農家がもう野焼きはそ

れぐらいのことだったらもうやらなくてもいいんじゃな

いかと、そしてまた、地下水は森が育むという考え方が

ほとんどで、草原をそのままに放置すれば、やぶ化して、

山林というか、山林になるから、それでもいいんじゃな

いかと。森が育むという考えがありますからですね、野

焼きはそんなに無理してやらなくてもいいんじゃない

かという考えがありますので、その考えを少しずつ変え

ていかなければ、野焼きの存続は厳しいなというふう

に思っております。

　ですから、野焼きの目的は、もう水源保全と。特に南

阿蘇はそうなんですけれども、熊本市内の地下水の保

全に草原は大きく貢献しているということをしっかりこ

れからも訴えていきたいと考えております。

　大体、私の言いたいことは終わりまして、このビデオ

をですね、ユーチューブにもあります、阿蘇の地下水が

見られるというのをですね、これをちょっと流したいん

ですけれども。

（ビデオ視聴）

　阿蘇の地下水を未来へ。

　熊本は古くから水の都と呼ばれ、その中でも熊本市

は水道水減の100％を地下水だけで賄っているとい

う世界一の地下水都市とも呼ばれています。それには、

阿蘇のたくさんの湧き水が関係しています。なぜこんな

に水源となる湧水が多いのでしょうか。

　これから紹介する４つの条件と阿蘇の人々の暮らし

が深くつながっています。

　１つ目は阿蘇の地形です。阿蘇は、ほとんどの地域

で年間の降水量が3,000ミリを超える、全国的に見て

も非常に雨の量が多い地域です。火山の噴火活動で

できた大きなくぼみのことをカルデラと呼びます。この

広くて深いカルデラは、たくさんの水をためる役割が

あり、阿蘇は九州の水がめとも呼ばれています。

　２つ目は地質です。火山の噴火活動によって水を通

しやすい層と通しにくい層ができました。このことに

よってより多くの水が地面に染み込み、長い年月の間、

地中にためることができるのです。そして、この幾つも

の層は天然のフィルターとなり、きれいな湧き水を生む

のです。

　３つ目は水田です。もし水田がなければ、雨は川に

流れ、すぐに海に流れ出てしまいます。その一方で、水

田は雨水の多くを地下に浸透させます。また、大雨のと

きにはたくさんの雨水をためることができるため、天然

のダムとも呼ばれています。

　最後は草原です。阿蘇の草原は、地下水を育む力が

とても優れています。それはなぜでしょうか。森林に雨

が降ると、雨水が葉や枝で遮られるため、地面の染み

込む量は少なくなります。しかし、草原に雨が降ると、

地面に届く雨の量が多くなり、その分、地面に染み込む

量も多くなるのです。また、地面が吸収した水の一部は、

植物の根や葉を通して蒸発します。蒸発する水の量は、

森林に比べ草原のほうが少なく、同じ雨の量でも草原

のほうが地面に染み込む量が多くなるのです。そして、

何よりこの草原の維持に大切なのは野焼きです。野焼

きにより枯れ草がなくなり、新たな草原に生まれ変わり

ます。そして、その草原は、より多くの雨水を染み込ませ

ることができるようになるのです。このように主に４つ

の条件が重なって、たくさんのきれいな湧き水が生ま

れているのです。

　阿蘇の暮らし。

　古くからの阿蘇の人々の暮らしにも湧き水を守るの

に大切な役割がありました。阿蘇では昔から赤牛と共

に暮らしを営んできました。赤牛は、冬の間は牛小屋

で飼われ、春になると水田を耕します。そして、田植が

終わる夏には草原へ放牧されます。冬になると、赤牛

に草原の草や稲わらを与え、堆肥を作り、その堆肥を

水田に返します。こうした営みにより、阿蘇の稲作は維

持され、豊富な地下水を生む水田が保たれてきました。

草原と畜産の関係はヨーロッパでも見られますが、草

原、畜産、稲作、地下水が関係しているのは、世界でも

まれで阿蘇ならではの高度な循環システムとも言える

のです。

　ここ阿蘇では、このような地域循環が1000年以上

も続いてきました。世界の中でも安全に飲める水があ

るというのは、まさに宝とも言えます。自然と人との共生

によって守られてきた阿蘇の自然、地下水、これからも

みんなで守り、育てていきましょう。

○南阿蘇村村長（吉良清一）　これで終わります。

　最後にふるさと納税ということをちゃっかり言って

おきまして、これらの草原や水源を守るために、ふるさ

と納税で頑張ってお金を集めようかと考えています。

　それでは、拙い話でありましたが、これで終わりたい

と思います。ご清聴ありがとうございました。（拍手）

　下はですね、草原の雨量を表したものですが、右側

の野焼きをした場合は、先ほど言いましたように、秋は

茶色になって、それが野焼きをしたら真っ黒になりま

す。真っ黒になった後に雪が降れば白くなって、雪が

解ければまた黒になる。そして、野焼きをしていますの

で、一斉に新芽が湧きますので、もうほとんど一瞬、一

瞬といいますかね、短い時間に緑色に変わります。そ

して、そういう色の変化が野焼きをすれば、１年で色の

変化も楽しめるということが言えると思います。

　これは、ちょっと字がたくさんありますけれども、左側

が草原です。右側が未整備の保安林です。一番上に地

下水の保全能力とありますけれども、これも先ほど島

谷先生が話されたとおりですが、この図はですね、今

年の春に環境省さんが阿蘇の草原を見られるという

たしかチラシを作られていると思いますが、その中に

示された図です。もともとこれは20年ほど前にツカモ

ト先生という、東京工大と思いますが、その先生が20

年前に調整されたのを環境省さんが初めて、今回初め

て堂々といいますか、堂々とチラシに載せられました。

恐らく私が思いますに、森林と書いてありますので、農

水省、林野庁の森林増加に配慮して、この図が表に出

されなかったんじゃないかというふうに思います。初

めてですね、今年の春、これが環境省のパンフレット

に載りましたので、私はこれを積極的に使うことにして

おります。これほど草原のほうが地下に浸透する水の

量が多いということが、これを見れば一目瞭然だとい

うふうに思います。

　そして、２番目は、先ほど環境省の山下さんのほう

から話があったとおりです。ＣＯ２の吸収能力が割と知

られておりませんけれども、土壌中に有機物がたくさん

草原はありますので、炭素を固定しているということか

と思います。

　次は、大雨時の土壌を流出するから、大雨時の災害

はご覧のとおりです。大雨時の災害は、今全国各地で

洪水時の流木被害出ておりますけれども、これもやは

り整備をしていない森林の流木被害だというふうに思

います。

　それと、生物の多様性もご覧のとおり、それから、生

産性、利用効率につきましては、草原は毎年、野焼き、

放牧、そして採草と、毎年リセットがされますので、生産

性が高いと思います。農業との関わりは、草原は飼料

とか、堆肥の資材とかなっております。また、経済効果

につきましては、観光資源は草原の風景などがありま

すし、右側の中央火口丘、特に阿蘇ジオパークがあり

ます中央火口丘の保安林というのは、火山灰とか、あ

るいは火山ガスとか、そういうことで非常に育ちが大

分悪いことから、中ではもう既に枯れていって、保安林

の機能を有していないというふうなところもあります。

我々は地元では、あれは保安林ではなくて、不安林だ

というふうに言っております。

　それと、景観は先ほども申しましたように、草原はも

う四季折々の景色が楽しめます。また、文化的景観に

つきましては、阿蘇の草原は、平成29年だったと思い

ますが、国の重要文化的景観に指定を受けております。

それほど文化的景観にも優れているということで、これ

は高橋佳孝先生にアドバイスを受けながら、この表を

作りました。まだこれに漏れていることがあるかもしれ

ませんが、これほど草原は優れているということがお

分かりというふうに思います。

　これからの取組としましては、今年の春、950ヘク

タールで24牧野組合が実施しております。ただし、依

然550ヘクタールはまだ未再開となっております。それ

で、牧道や恒久防火帯の設置を進めたいと考えており

ます。しかしながら、これを見てもらうと分かりますが、

民有林との下のほうの防火帯はあまり傾斜がありませ

んので、そんなにお金もかかりません。ところが、上の

保安林との境の防火帯は急峻で、工事の人ももう

ちょっと考えないかんなというぐらい危険な場所も

あったそうで、上の防火帯を造るのは物すごいお金が

かかるということであります。保安林を何とか解除して

いただけないかということを再三、県の農政などにも

言っておりますけれども、なかなかハードルが高くて、

なかなか解除は難しいと、１ミリたりとも保安林は譲ら

ないというような、本当に強い姿勢が見られます。です

から、解除が無理なら、杉、ヒノキじゃなくて、火に強い

クヌギとか、そういう樹種を変えるという方法はどうか

ということで繰り返し繰り返し提案しています。

　そして、３番目に人手の確保ですけれども、やはり畜

産農家、特に放牧農家を増やしていかなければなりま

せん。放牧はいろいろ大変な面もありますので、今、牛

にセンサーをつけて、バーチャルフェンスといって、パ

ソコンでの架空の線で、そこに牛が通れば、そのセン

サーがびりびりとして、牛がそれ以上進めなくなります。

いわゆる架空のフェンスですね、パソコン上の架空の

フェンスから先には行かせないということが今年、福

島県で実証実験をやっておりますので、それをちゃん

と見て、うちも近い将来に導入を計画しております。２

つの牧野組合で実証をやろうという今計画をしており

ますので、そして、簡単に放牧ができるようになれば、

畜産農家も増えるというふうに思います。

　それから、ボランティアの皆さんが協力をいただい

ておりますし、専門部隊と書いておりますのは、野焼き

分かると思いますけれども、この牧野組合、東部のほう

に位置しています。滝室坂、57号線から箱石峠、265

号線の間を位置するところで、面積が430ヘクタール、

標高は約600メーターから900メーターあります。外

輪山内側は急傾斜で、上部は比較的緩やかな地形と

なっております。

　この道路線の部分ですね、こちら側が大分のほうに

水が流れていきます、大野川のほうにですね。そして、

こちら側が黒川や白川につながっております。阿蘇の

東部として、私の牧野は箱石という国土地理院の地図

にも載っている有名なところがありますし、もう一つ、こ

こに人の顔をした岩がありますけれども、国道265号

線沿いには人の顔をした岩も見られます。

　そして、こうした景観が見られますけれども、これは

野焼きの後ですね。ここはもう大野川水系の源流とな

る水の流れとなるところです。

　こちらは放牧の状況です。この中がやっぱり大野川

の水系になります。

　道のこちら側になるところを黒川、白川のほうに水

が流れていくというようになります。

　うちのほうの牧野では、特に今、32名とこれ書いて

ありますけれども、現在は30人になりました。最初、こ

の牧野組合がスタートした時点では100戸以上あっ

たんですけれども、私が入った頃は98戸の農家があ

りました。大体200頭以上の牛を飼っています。しかし、

年間放牧は70頭ぐらいで、草の利用もなされています

けれども、自分たちでは使い切れないくらいです。主な

活用としては、草原の維持というのが大切ですから、

野焼きとか、それから草刈りをやって、草原を維持する

こととか、最近は子供たちに野焼きの体験とか希少生

物の保護などの啓発なども行っております。それから、

野草堆肥で作った野菜を作って、啓発普及に励んで、

いろんなところに発送したりとかも取り組んでいますし、

カヤの出荷等も行っております。

　また、観光利用として、特に、私は普通、農家ですか

らなかなかできないんですけれども、牧野の中のいろ

んな宝物をぜひ皆さんにも知ってほしいということで、

牧野ガイド事業というのに取り組みました。ここでしか

ないものを楽しんでいただきたいと思って、まず、自転

車で草原の中を、牛がいないときに走り回ることがで

きる、そうしたことを取り組んだり、そのためには防疫

対策もしっかり取らなくてはいけませんので、石灰とか

クエン酸を使った消毒もして、いろんな外来種子とか

そういったものを持ち込まないような工夫をしながら、

遊び、学び、そして感動を味わうような、そういう体験

なども行っております。

　もちろん自転車だけではありません。トレイルウオー

クと言って、人々が歩いて草原を楽しんでいただくとい

うことは、ただ歩くだけじゃなく水がどのように流れて

いるかとか、そこにある希少植物、どんなものがあるか

とか、そういったものをなぜ保護するか、なぜ守ってい

かなくちゃいけないかということ、そして、阿蘇の草原

を通して、より多くの人々の心を癒すことができるとい

うことを訴えております。

　阿蘇には、大体年間180万以上の人たちが観光に

お見えになるそうですけれども、そうした人の一部でも、

私どもの牧野を通して、そうしたことを知っていただい

て、草原の大切さ、そうしたことを少しでも伝えられば

と。その他からものを後世に残せるようにしたいなと

いうふうに思っています。それで、こういう取組をやっ

ております。

　これからは、観光利用としての牧野ガイド事業でと

いうのは、今後、阿蘇地域のほかの牧野でも持続的な

維持管理に生かしてもらえるようにモデル化し、口蹄

疫などの疫病対策の情報共有とともに、牧野間の連携

を図っていきたいと思っております。現在、ほかにも、自

分のところでもやりたいという申込みがありますので、

先進事例じゃないですけれども、どの組合でもできるよ

うに支援できたらと思っております。

　それと同時に、地元の商工会や観光業ともタイアッ

プさせることで、地域の活性化にも寄与できるような取

組を発表させたいと考えております。

　こういった人たちは、私がガイドとして養成した人

たちですので、私が忙しくても、これらの人たちがガイ

ドとして活動できるようにしています。ガイドの申込み

は、道の駅阿蘇に申し込んでいただくと、こうしたガイ

ドさんたちを紹介してもらうことができます。トレイルウ

オークで大体基本ですね、二、三時間のガイドで１人

頭大体3,000円ぐらいの徴収をしております。1,000

円を牧野の維持管理に還元できるように取組をしてお

ります。また、自転車の場合は、そのガイドさんが自分

で値段を設定して、1,000円だけは牧野に還元できる

ようにやっております。現在までに300人以上の方が

観光を楽しんでおられます。

　本来は、オリンピックのときもより多くの人が来られ

る予定だったんですけれども、残念ながらコロナ禍で

活動ができない状態に置かれていました。これからさ

らにこういうのが改善で来たら、続けていきたいなと

いうふうに思っております。

　以上です。

○コーディネーター（坂本　正）　どうも市原さん、あ

りがとうございました。

場代だとか温泉だとか来たときのどうやって頂くのか

というのが大変大きな課題でございます。今日は幾つ

か問題提起もいただきましたので、実現可能な話をぜ

ひ進めていただきたいというふうに思います。

　次は、今日、講演のほうも大変ありがとうございまし

た。島谷さん、１時間ぐらいかかるのを20分ぐらいで

圧縮していただいたんで、やや欲求不満じゃないかな

というふうに思いますけれども、吉良さんの話を伺って

みると、島谷さんの話、重なりますよね。非常にエビデ

ンスというか、今まで言われていた九州の水がめ、福

岡に行ってもそういう話するんですが、筑後川だけ

じゃないと。もうもともとは阿蘇なんだよ。なかなか伝

わりにくいです。熊本市の世界で一番の地下水だと言

いながら、阿蘇の水が染み込んできて湧き出るんだと

言いながら、言いながら、恩恵は受けていますけれど

も、じゃ阿蘇をどうするかって、なかなかそういうふうに

いかない。今日は環境保全だけの問題ではなくて、価

値の創造として、今までのそうだなといったものをちゃ

んと再発見した、保全活用した、防災機能もやっていく

とですね、これからまだ新しい価値が生まれると、都市

圏を巻き込んでいくんだ。今日、最後に言われたところ

をやっぱり今度の課題としてぜひ強調していただきた

いことをお願いしたいと思います。

○パネラー（島谷幸宏）　この研究を始めるときに、い

ろいろお話を聞きにいって、やっぱり、草原が水資源

の涵養機能が森林より大きいことが明確に証明されて

いないんだよというのをすごく言われてですね、そこを

やっぱりターゲットしないといけないということで、今

日ちょっとお話ししたのは、樹液流計という草の木の

中を流れる水の量を測っているんです、実際に。それ

でどれくらい空中に水が出ているかというのが直接、

最近、センサーの技術が発達しまして、10年前にでき

なかったのが今はそうやって直接、どれぐらい植物が

水を空中に吸い上げているか測れるようになったんで、

それをちょっとやってみましょうということで始めたん

です。

　今日は、吉良さんがお話しになったのは、遮断蒸発

というやつで、１回、土の中に水が入って、それで植物

がどれぐらい利用するかという話なんです。もう一つは、

葉っぱなんかに降った雨が途中で蒸発してしまうとい

う２つの現象があって、その両方とも草原のほうが小

さいというのが分かっているので、だから、先ほど示さ

れたのと私が言ったのを２つ足したよとなるので、本

当はもうちょっと何百ミリ、今日、私100ミリと言ったん

だけれども、もっと大きい数なんですね。

　そういうことをいろいろ研究しながら、また、創造的

復興とは何かというのをすごい考えたんです。熊本県

で地震が起き、熊本地震があって、うちも熊本市内な

んで、その周りがもうみんな７割ぐらい被災してですね、

全半壊になって、何となく創造的復興というと、新たに

何かを創造するような、そういうイメージがあったん

だけれども、いろいろ研究してみると、やはり草原を守

ることこそが創造的復興なんですね。水源を守ること

こそが創造的復興なんだけれども、じゃ創造って何か

というと、価値を創造することなんです。今まで上手に

守れていなかったものに対して、もっと新たな価値が

実際にはあるんだけれども、見えていない価値を見つ

けたり、そういうことをやることによって、次の世代につ

なげる夢のある価値を創造して、それは自然を守り、

例えばもっと、私は草原をもっと増やしたいと思ってい

るんですけれども、そういうことをやるのが創造的復興

だと。

　それを環境省さんが言っている地域循環共生圏と

いうなかなか分かりにくい計画なんですけれども、地

域を育てて循環型社会をつくりながら、地域の中だけ

で自立するのがなかなか難しいので、ほかの地域と共

生しながら、できればこういう阿蘇みたいなところは

大都市圏と共生しながら、その大都市圏に当然恵みを、

水の恵みとかいろんな恵みを与えているので、それに

対するお返しをいただきましょうという、そういう考え

方なんですね。そのためには新しい価値を創造し、そ

の創造した価値を共有しないと絶対駄目ですよ。先ほ

どの話でもあったように、どうやって価値をこれからみ

んなで共有していくか。だから、できれば、有明海の人

に来てもらって、ここに大漁旗がね、阿蘇の草原に大

漁旗がはためきね、ああ私たちの草原はこうやって海

ともつながっているんだというのが何か目で見えるよ

うな風景ができるとか、そういうことが次の時代に何か

夢をもたらすんじゃないかなと。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうございま

した。

　今のお話の中で、やっぱりみんな気持ちで分かって

いるんだけれども、価値の創造とかね、新しく物をつ

くっていく、何かないものからつくっていくのは物すごく

大変だと思うんだけれども、今あるものの価値を認識

する、これがもちろん大事なことですよ。認識したら、

次に未来につながっていく。言葉は固いけれども、要

するに今やっていることを子供や孫につなげていって、

今の生活を守っていくということは、福岡の都市圏を

守り、有明海を守り、熊本市を守ることだと。今までは、

そんなこと意識しないで自分たちのなりわいでやって

いたけれども、そういうもんだということをみんなが共

　特に観光ガイドのところでは、ずっといろんなことを、

希少生物、植物だとか見ていただいて、水の話をして、

それで、そこのことを理解していただくというのは大変

すばらしい活動だと、観光とセットになっておりますけ

れども。それを含めて今後の課題というのをまた次回、

次の回にお伺いしたいと思います。

　じゃ次、三宅さん、お願いします。大体、若いですよ、

この中でもね。力あるし、エネルギーあるし、もうこれ

からの阿蘇のこういう課題はもう全部引き受けるとい

うような熱意で今日来ていただいております。今日はど

うも大変ありがとうございます。いろいろ注文が出ると

思いますが、どうぞよろしくお願いいたします。

○パネラー（三宅悠介）　ありがとうございます。環境

省の阿蘇くじゅう国立公園管理事務所、三宅と申します。

よろしくお願いいたします。

　私たちの事務所、この阿蘇市内にありまして、黒川

に事務所があって、大体職員10名ぐらいおります。何

をやっているかといいますと、この関係でいきますと、

草原再生の協議会の運営ですとか、そういった草原

再生の活動に取り組んでいます。それから、国立公園

ですので、阿蘇とくじゅうの国立公園の管理ということ

で、開発の規制をしたりですとか、生態系の保全をし

たりですとか、そういった仕事をしています。

　それからあと、最近は観光振興にも力を入れていま

して、特に政府全体としてインバウンド観光を推進して

いこうという中で、国立公園もですね、そういったイン

バウンドにも貢献していきたいと、そんなようなことも

やっておるような組織になっています。

　それで、今日はこういった場にお呼びいただきまし

てありがとうございます。坂本先生からご紹介いただき

ましたけれども、我々のほうもこの地域にある事務所と

して精いっぱいやることはやっていきたいと思ってお

ります。

　島谷先生、吉良村長からもお話しいただきました。

ありがとうございます。草原再生の活動は2005年から

スタートしています。2021年ですので、もう少しすると

20年かなというようなタイミングになっています。これ

までは地域の農家の方々の活動をどうやって支援して

いくかということで力を入れてきたんですけれども、今、

第３期の全体構想というのをつくっておりまして、それ

の大きな柱としては、なかなか産業だけで草原を維持

していくのが難しいような状況になっている中で、公益

的機能と少し難しい言葉ですけれども、産業だけでは

なくて、広く一般社会にも草原は役立つんだと、こう

いったような中で草原を維持していくと。一番分かりや

すいのは吉良村長からご紹介いただいたような、自治

体が火入れ責任になって野焼きするとかそういったこ

とだと思いますけれども、そういったことにこれから力

を入れていきたいと思っています。

　そういった中で、今日のお話ですね、有明海とつな

がっているとか、あるいは自治体のほうで火入れを積

極的にやっていただけるとか、草原再生にとっても、こ

れから新しい展開を考えていく上で、非常に重要なご

指摘をいただいたかなと思っていまして、また草原再

生協議会のほうでも今日のお話を受け止めて活動し

ていければというふうに思っておるところです。

　それから、市原組合長から観光利用の話をいただ

きました。我々国立公園を管理しておりまして、全国に

34の国立公園があります。この中には、九州の管内で

いけば、例えば屋久島も入っておりますし、それから知

床とか小笠原とか、世界自然遺産に登録されているよ

うなところも、この34の中に入っています。また、富士

山とか日光ですとか、いわゆる温泉とか自然が豊かな

観光地というのは大体34国立公園の中に入っている

んですけれども、あと、くじゅうもその中に入っています。

　皆さん、阿蘇くじゅうって国立公園の中でどれくらい

人が来ているかというイメージをお持ちですかね。実

は阿蘇くじゅうというのは、大体1,600万人ぐらい年

間利用者来ていまして、これは34の国立公園の中で

見ても上から５番目なんですね。日本全体で見ても、こ

ういった自然を生かした地域という中では、お客さん

が多く来ているエリアになっています。

　冒頭に紹介があったとおり、その中に来たお客さん

の８割ぐらいの方がですね、この中でも草原、阿蘇の

中で草原がやっぱり一番すばらしいというような回答

をされています。なので、草原というのは非常に観光に

とっても魅力的な資源であって、地域の外の人たちか

ら、どうやって草原の維持に協力してもらえるかという

のが今日のテーマの一つでもあると思うんですけれど

も、そういったときに、やっぱり観光の方に一部ご協力

いただく、市原組合長からご紹介いただいたように、

1,000円を草原の保全に還元するということもそうで

すけれども、最近ボランティアツーリズムとかもややは

やっておりまして、そういったボランティアでツーリズ

ムとして来ていただくとか、そういったことも含めて、地

域の外の力をこれからもっと活用していけるとよいの

かなというふうに思いました。

　私からひとまずコメントさせていただきました。あり

がとうございます。

○コーディネーター（坂本　正）　どうもありがとうご

ざいました。

　とにかく外からというのが結構難しくてですね、駐車

○司会　吉良村長、貴重なお話ありがとうございま

した。

　それでは、会場から１名だけですね、ご質問やご意

見ございましたらお願いいたします。挙手をお願いし

ます。

　一番後ろの方。

○参加者　私は熊本市民なんですけれども、先ほど野

焼きの意味を、草原を新しくして虫を殺すとか、景観を

守るとか、そういう趣旨で理解している熊本市民という

か、熊本県民と言っていいと思う、たくさんいらっしゃ

ると思うんですよ。その水源保全のためだということに

変えていかなくてはいけないというお話があったと思

うんです。私はそれとても共感するんですけれども、具

体的にどういう方法が一番手っ取り早いと考えられる

か、もしお考えがあればお聞かせいただければ。

○南阿蘇村村長（吉良清一）　ありがとうございます。

　まずは、うちの農家あたりもですね、実際、野焼きを

している農家あたりもそれを知らないということです

ので、まずその辺から、区長さん、区長会では定期的に

こういうことを述べますし、牧野組合が集まるときもそ

ういうことを言っております。また、今年の１月には全

戸に阿蘇の世界文化遺産を目指してというチラシを

作成し配布しました。阿蘇の地下水はこういう具合に

して育まれているということを機会あるごとに言うよう

にしています。

　とにかく草原のほうが地下水涵養能力は高いという

ことをこれまであまり言われてきませんでしたので、こ

れを強くこれからも機会あるごとに訴えていきたいと考

えております。

○司会　よろしいでしょうか。ありがとうございました。

　それでは、ここで、また吉良村長のほう、後でパネル

ディスカッションのほうにもご登壇いただきます。あり

がとうございました。（拍手）

　では、この後、パネルディスカッションに移りますの

で、少し会場の準備をさせていただきます。お手洗い

等ございましたら、皆様、この時間にお願いします。

３．パネルディスカッション

○司会　では、お待たせいたしました。

　それでは、パネルディスカッションに移りたいと思い

ます。

　冒頭の趣旨説明と２つのご講演を踏まえて、阿蘇草

原再生、新たなステージへ～草原の恵みを守るため

の仕組みづくり～をテーマに進めていただきます。

　ここで、ご登壇の皆様をご紹介させていただきます。

　今回のパネルディスカッションコーディネーターと

して、阿蘇草原再生千年委員会委員長の坂本正様、パ

ネラーとして、先ほどご講演いただきました熊本県立

大学特別教授の島谷幸宏様、南阿蘇村長の吉良清一

様、阿蘇市町古閑牧野組合長の市原啓吉様、環境省

阿蘇くじゅう国立公園管理事務所所長の三宅悠介様、

以上になります。どうぞよろしくお願いいたします。

　ここからは、コーディネーターの坂本先生に進行を

タッチしたいと思いますので、先生、よろしくお願いい

たします。

○コーディネーター（坂本　正）　坂本でございます。

　今日は、本当にコロナの厳しい中でございます。限

定的な人ということで、皆様方、今日お集まりいただき

まして、どうも大変ありがとうございます。

　今日はもうテーマもはっきりしていますように、今、

阿蘇、我々はですね、千年委員会世界文化遺産登録

に向けて今活動しているところでございまして、暫定リ

スト入り間近、と言うと誇大宣伝になるかもしませんが、

その暫定入りを目指して今やっている最中でございま

す。その中で一番コアになるのは草原ということです。

そして、九州の北部ですね、この阿蘇の水がめの役割

というのは非常に大きいと。今日その水がめの話をし

ていただいたわけですけれども、有明と福岡都市圏、

非常に大きな流域ですね。有明のノリを支えているの

もこの阿蘇の水だ。このカンデラが水をためているこ

とで、熊本市の世界一の地下水の源流になっているわ

けでございますし、その途中につながる水源が我々の

生活を守っている。それは災害からも大きな役割を果

たしている。その恩恵の部分を話していただきたいと。

当然これは、草原に行って楽しむ、観光客の人たくさん

いらっしゃるわけですよ。観光客の人にもぜひ、たくさ

ん水源がございますが、この水源と阿蘇はつながって

いるんだと、そういうことも分かってもらえればなとい

うことでございます。

　今日はもう既にお二人にご報告をいただいておりま

す。順番は、まず、市原組合長、それから三宅所長、島

谷教授、吉良村長という形で順番でやらせていただき

ます。あとはさんづけでいたしますので、よろしくお願い

します。

　市原さんも大変ご活躍でございまして、また、今日も

お忙しい中、引っ張り出して大変申し訳ありませんけ

れども、今日もガイドのことであるとか、新しい活動を

含めて、水資源の取組もございます。どうぞよろしくお

願いいたします。

○パネラー（市原啓吉）　私も牧野組合ですね、熊本

県北部、阿蘇の一番東側のほうに当たりますけれども、

一の宮町坂梨地区というのがあります。見ていただくと

が湧いているんだと、そういう認識がほとんどです。も

し仮に阿蘇に人が住んでいなくて、水田や草原がなく

て森だった、森林だったとすれば、恐らくこれほどの水

は湧いていないだろうというに思います。

　熊本県とか熊本市のホームページを見てみますと、

熊本の地下水ということで検索してみますと、絵が描

いてあります、地下水の流れがですね。ほとんどは西

原辺りを降った水が地下に浸透して、あるいは白川を

流れて、それがまた菊陽町周辺で地下に浸透して熊本

市に湧いているという絵がほとんどです。阿蘇のカル

デラの中とか外輪山を多く、大門堰にも水が流れると

いうのは書いてありません。それはなぜかというと、そ

ういう研究がこれまでされてこなかったせいです。それ

で、もちろん島谷先生が今日言われましたように、何と

か阿蘇の草原なり水田のそうした影響、大きな貢献し

ているんじゃないかということをですね、今度、研究で

その辺のところが分かってきたということで、これまで

の図とは違った図が恐らく出てくると思います。そうな

れば、多くの方々に草原、水田の大切さがお分かりい

ただけるかと思います。

　こういう機会があるごとに訴えていかなければなり

ませんが、私が最近思っているのは、それとはまた別

に、それだけでは、ああそうだなで終わってしまう。あ

そうかで、それからアクションが起きないというか、何

かそういう気もしますので、今、熊本市の地下水が減

少傾向にありまして、うちの水源の10か所で、先ほど

市川先生のほうから、市川先生で調べてもらって、そう

すると６割ほどの水源では減少傾向にあります。白川

水源は１分か60トンと言われていますが、今40トンし

かありません。それより最も湧水量の多い竹崎水源は

120トンですが、そこは１/３に減っているというような

調査結果が出ておりますので、もう水源、草原が減って

いることが恐らく原因だということで、危機感を与える。

先ほど熊本市の方は……と思いますけれども、熊本市

の水はこれからもう減りますよと、減っていきますよ、こ

のままでは減っていきますよということをもう危機感を

多少与えるような報道というのも、そういうことを何か

変えてもらうというか、先生方からもそういう報告をし

てもらうとか。危機感を与えることも一つの手かなと、

最近はそういうことも思っています。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうございま

した。

　大都市、熊本市のほうですが、これ100年ぐらい

たって地下水が市内に来るんで、今足りるとか足りな

いといっても、まだ大丈夫だという、そういう楽観的な

議論もないわけじゃない。先ほどあったように、水の涵

養とかいろいろは、草原よりも、それは樹木のほうが多

いんだから放っておけという話も結構あるわけですよ

ね、潜在的に。しかも、草原も人の手が入って草原だと

思っていない人も結構、そうするといろんな意味での

理解が及んでいないところで、新しい価値をつくって

やっていくというのはなかなか大変だと思うんですけ

れども、吉良さんが７市町村の中の１人だとすれば、

やっぱり今日の話は、市町村の人たちで県のほうにこ

ういうことだと、まだまだ認識足りないよと。こんなこと

で世界農業遺産取れないよというのをぜひ言ってほ

しいと思うんですが、いかがですか。

○パネラー（吉良清一）　今おっしゃるとおり、これは

阿蘇郡の首長さんが同じ気持ちで同じ方向を向いて、

歩調を合わせなければならないと考えております。そ

の辺は首長さんの会合の中である程度の合意はでき

ております。保安林の改良あたりもですね、これは私だ

け言っても駄目ですので……

○コーディネーター（坂本　正）　保安林の解除はし

てほしいなと。

○パネラー（吉良清一）　いろいろ言っているんです

けれども、ただ、阿蘇のほかの自治体の首長さんと行

動を共にしてやっていきたいと思っています。

○コーディネーター（坂本　正）　よろしくお願いし

ます。

　市原さん、ずっと長年活動してきて、今、ガイドの話も

して、いろんな問題ご存じですよね。それでやっぱり水

源の問題で、水が減っているとか、そういう危機的な状

況もあるんですか。

○パネラー（市川啓吉）　草原のあった時代、つまり

私が高校生ぐらいのとき、その時分はですね、山がま

だこんな大きくなかったもんですから、滝がいっぱい

あったんですね。その滝がですね、今、木が大きくなっ

た現在、だんだん消えてきているんです、なくなってき

ているんです。草原がいかに大切かということは、私

はその高校生のときに学んだことが第一の出発点な

んですけれども、私が高校生のときは、阿蘇くじゅうで

有して、福岡の人も、有明の人も、熊本市の人も、阿蘇

の価値を一緒に分かってもらう、このことが大事だと、

そのことですよね。

　そのことで、もう一つ必要なのは、普通、水源だとか

なんかって、人が住んでいなくて、山の奥から出てきた

ものだというようなこと、阿蘇はカルデラで、これが人

が住んでいるわけですよね。これだけの大きな都市圏

なんで、この都市圏でやってきている水の涵養に依存

している生活、一部の都市と都市をつないでいる、そ

のあたりの関係はどうお考えですか。

○パネラー（島谷幸宏）　昔からここは野焼きをして

いたわけですね。それがたまたまススキだったわけで

す。とても水を節約すると思うんですが、そういうことが

あったからこそ、福岡都市圏にあれだけの人口が集

積できるということなんですね、実は。これがなかった

ら、福岡市はもう水資源ない都市ですから。

○コーディネーター（坂本　正）　全然ないですか。

○パネラー（島谷幸宏）　ええ、全然ないですから、あ

んな人口を養えないわけです。ですから、本来はもう

少し、阿蘇を拝むじゃないけれども、敬意を払ってい

いはずなのに、そこの価値づけができていない間にみ

んながもっと阿蘇をＰＲしてください、最も大切な九州

の山ですからね。そういう意味での価値づけを行うこ

とが、やっぱりこれから持続的にこの阿蘇を維持する

ためには重要じゃないかなと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　僕は後でまた市原

さんにも伺いたいし、吉良さんにも伺いたいんですが、

阿蘇に住んでいて、生活していてですね、だんだん担

い手も少なくなっている。阿蘇の野焼きも大変だと、今

一生懸命やっている。僕はこの仕事に関わったときに、

あと５年たったら大変だよと言われて、本当に大変な

時期だったんですよ。これからまた３年、５年後大変

だよ、何とか延びてきているんだけれども、高齢化はも

ういや応なしに来ますよね。都市圏の人が無関心であ

れば、なおのこと厳しくなる。そこの働きかけ、例えば大

漁旗が来るとかね、そういう話もいいし、ほかの自治

体の人たちとの関係もあるんですが、島谷さんは福岡

に住んでいて、熊本に来て、今、水と環境のことをずっ

とおやりになっていて、それで実家がこちらにあってで

すね、火の山、しかし、水がめとしての阿蘇はそれほど

まだ認識されていない。インパクトはどこに持っていっ

たらいいと思いますか、島谷流の。

○パネラー（島谷幸宏）　私は、やっぱり海だろうと思

います。福岡にですね、志賀島という島があって、そこ

に志賀海神社という神社です。そこは海の神社なんで

す。その人たちは山を誉めるというお祭りをずっとやっ

ているんです。「ああらよい山繁った山」「ああらよい山

繁った山」「ああらよい山繁った山」と３度山を誉めて、

鹿もいるんですね。だから、やっぱり昔から山を管理

するということが海の神にとってどれほど大切だった

のか。一つは、船を造るのに木が要るということなんだ

と思うし、山からの栄養源とか恵みによって海産物が

取れるということも知っていただろうし。それを管理す

るために人間が鹿を射るとか野焼きをするとか、そう

いう行為が必要だということを分かっていた。そういう

ものを見ていくと、やはり海とのつながりを明瞭に意識

することによって、全てが、その間のものは全部つな

がってくるので、そこをつなげていくというのが面白い

かなと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　要するに自然に昔は知っていたんだけれども、だん

だん文明の中で分断されていって、都市圏が生まれて

きて、その生態系というのがだんだん切れてきた。なの

で、今、環境省さんが言っている共存していく生活圏で

す、物すごく壮大な絵なので、マンダラ絵というふうに

言っているらしいんですけれども、一見ね、ちょっと荒

唐無稽じゃないかと思うけれども、要するに昔に戻っ

てつながっていこうということだと思うんですよね。

　そのあたりの話、また後で伺いたいと思いますが、

吉良さん、お待たせいたしました。

　何か専門家じゃないみたいに言われていましたけ

れども、細部までずらっと見たら、島谷さんよりたくさん

書いていましたよね、その。流れをね。あの中の３分の

１ぐらいを島谷さんが今日証明した、科学的に証明し

た。でも、経験的にというか、もう大体分かっていて、し

かし、微妙なことを言われましたよね。なりわいでみん

な分かっているはずなのに、農業をやっている現実の

人は野焼きはやっている、大事だ。でも、景観のためだ

けだったらもうやだという気持ちもないわけじゃない。

それはそうだと思うんです。人のために景観でやっ

たってしようがない。今度はみずがめで、水がめになる

ためだという意識をやっぱりそれほど強くはないんで

しょうか、そのあたりの苦労話からお願いしたいと。

○パネラー（吉良清一）　じゃ本当に苦労話をします

けれども、うちの村は移住者が、結構、都会から移り住

む方がいらっしゃる。何でですかと聞くと、景観とか、き

れいな水がたくさんあるという理由が多いです。じゃき

れいな水は何でいいと思いますかと尋ねると、これに

答える人はまあいません。住民もはっきりとは答えられ

ません。先ほど大きな４つの要因があると言いました

けれども、それを答える人は本当にいなくて、昔から水

から野焼きのボランティアという形で、本当に大勢の

方に来ていただいていて、全国見渡してもなかなかこ

ういうふうな形で、近隣都市圏からこれだけ大規模に

協力を得て環境保全やっているところってそんなに多

くないんじゃないかなって思っています。そういった中

で、今回こういった科学的な知見もさらに明らかに

なってきたので、福岡、あるいは熊本の方に協力しても

らう具体的な意義というか、メリットもより説明しやすく

なってきたと思いますので、こういったことをうまくア

ピールするといいなと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　千年委員会というのは、もう福岡でもやっていますし、

福岡の経済界の人が任意でずっとおやりになってい

て、この話は、福岡の方も言うんですよ、水がめで。やっ

ぱり福岡都市圏は阿蘇で守られているんだという、経

済界のそういう方はおっしゃるんだ、なかなか市民に

浸透しない。これからだと思うんです。

　じゃ今日参加している方、あまり時間がありません

けれども、今までの話を聞いて、ちょっと一、二聞いて

みたいなという、全体でもいいですし、特定の方……

○参加者　野焼きボランティアをやっています。お世

話になっております。

　今日は、最初にお二方で水の重要性という、非常に

理論的に分かりまして、大変ありがたくお聞きしました。

　ボランティアやっていますが、昨日もそうだったんで

すが、阿蘇市にある牧野で輪地切りをやっていました

が、ボランティアの一般の方からこういう質問が来る

んですね。虫もいないのに何で焼かないかんのです

かって。そのときにやっぱり今日の水の話、ＣＯ２の話、

そして私の自分の専門の生物多様性の話とか、そうい

う話をしてあげると大変納得いただけるんですね。そ

ういう意味で、私はボランティアのリーダーもやってい

ますけれども、リーダーの役目というのは非常に重要

になってきているというふうにここ近年思います。ボラ

ンティアは今登録1,000名いますから、延べで昨年実

績ですと2,300名ぐらい出ています、コロナの中で。こ

れコロナが終わったら3,000名近くいくという。さてこ

こで問題なのは、草原の恵みを守るための仕組みづく

りという中で、私たちボランティアはこの先どう向かっ

ていけばいいのか、率直に、市原さんなんかとは初期

のほうから相当いろんな議論をさせていただきました

し、吉良村長は今日初めてなんですけれども、特に吉

良さんと市原さんあたり、我々ボランティアなんですけ

れども、今後どういうふうに向かって行けば、この仕組

み、新たな仕組みづくりとしてお役に立てるのかという

ことをご示唆いただければ大変ありがたい。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　多分、みんな考えて結論が出なくてですね、難しいと

ころではあるんですが、じゃお一方ずつその辺を伺っ

て、島谷さんのほうからいきましょうか。もう短く。

○パネラー（島谷幸宏）　簡単に、じゃ。

　今日ちょっとお話を聞いていて思ったのは、草原が

あって集落あって、水田があって、本当はそれ全体の

土地利用が草原の仕組みを支えているので、そういう

観点をやっぱり大事にしないと駄目かなと思っている

ということです。

○コーディネーター（坂本　正）　何かその仕組みの

中で……

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　コミュニティ

自体がそれ全体を管理して……

○コーディネーター（坂本　正）　何か一つのコミュ

ニティ全体を維持していくことで仕組みができると。

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　草原だけを

守ろうということじゃなくて、それを使う仕組みも守って

いく。

○コーディネーター（坂本　正）　草原を核にして、生

活圏、循環を守っていくという。

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　皆さんもそれ

重 ご々存じ……

○コーディネーター（坂本　正）　それは話が重いん

だけれども、そういうふうにしていかなければ維持でき

ないよということですね。

　じゃ吉良さんのほう、お願いします。

○パネラー（吉良清一）　うちの村にはボランティア

の方が来ていただいていまして、本当に感謝しており

ます。輪地切り、輪地焼き、大変ありがたく思っており

ます。

　ただ、先ほど言われたように、虫がいないのに何で

輪地切りとかやるのということは今日初めて知りまして、

そうだな、本当だな。だから、草原の野焼きの目的をも

う少し分かりやすくボランティアの方々にも伝わる方

法も考えていかなければならないなというふうに思い

ます。引き続き輪地切り、輪地焼き、本当に御協力をお

願いしたいと思います。

○パネラー（市川啓吉）　ボランティアの皆さんから、

私が持っているものが宝物だということを教えても

らったんです。それまでは邪魔物だったんです。これ

は何のためにどうしたらいいんだろうというね、邪魔

でしようがないと思ったら、それは宝物ですよって教え

られたから、ガイドを通して、それで多くの人に知って

５万ヘクタールぐらいの草原があると学んでいたんで

す。だから、ここはアメリカの牛肉と対抗するには阿蘇

ぐらいしかないと、そういう認識があったんです。

　それで、阿蘇は草原があって、みんなが豊かで。それ

は水だけじゃないんです。空気もですね、木よりも草の

ほうが浄化する、あるいは高いと言われているんです。

そっちのほうも目を向けんといかんとですね。ですか

ら、私はガイドのとき、そういったことを皆さんにお伝

えしているんです。だから、私、200人以上、去年、おと

としとガイドをしましたけれども、そういった人に一人

一人ね、みんな伝えて、阿蘇の草原はいいというけれ

ども、どんなところがいいですかって。空気がいいと。

景色が見れる。これは森林になったら景色は見えない

んですね。だから、森林はちょっと空気がいいように考

えるかもしれませんけれども、景色が見えないと、その

中での活動だけしかできないから。草原の場合は見

渡しができますね。阿蘇の山を見渡しながら草原を歩

くといかにすばらしいかというのがみんなが知ってい

るんです。そうすると、来られた方たちは、心が癒され

たと言って帰られるんです。ということはですね、私は

いつもみんなに訴えているんですけれども、あそこの

草原というのはね、名医だって。それがやぶ化してい

けば、やぶ医者になるって。だからね、草原は守ってい

かんといかんて。それをね、地元の人がやっぱり知る

必要があると思う。お医者さんをね、育てているから頑

張ろうと、そういう意識。そして周りから来る人たちの

癒やしてもらうんだったら治療代ぐらい払えと。ただで

来て帰っていくのはどういうことかと。そういう認識の

下に、より多くの人に、阿蘇を支えるためにはそういう

外部からの援助も必要なんだと。高齢化になったら、

ボランティアの皆さんが応援に来てくださっています。

ボランティアさんも高齢化しているんです。ですから、

より若い人たちにも訴えて、若い人の力も活用できるよ

うにしていかなくちゃいけないと。そういうふうに考え

て、阿蘇の草原の水だけでなく、空気を守るという、そ

れは全ての人に関係してくるので、ぜひそういったこと

を知ってほしいなと思って、今のところ頑張っています。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　でも、滝がなくなっている、減っているというのは、本

当にちょっと衝撃的な話ですよね、やっぱり環境問題

の中で。あるいは草原といったら、草原の場合は、崩れ

てもすぐ復活すると。だから、地震とかなんかあっても、

崩れたところから復活するというので、非常に強いも

んだという意識があるんですが、滝がなくなっていると

いうのは、ちょっと私も考えが及ばなかったんですけ

れども、やっぱりそれも一つの象徴ですね。滝の復活

も大事になるかなというふうに思いますね。

　コロナ禍にもですね、そういう地元の方もおられる

ので、そういうのを知っている方もおられると思うんで

すよ。やっぱり何が変化したかって。その後、島谷さん

に全部証明してもらうというのが一番やりやすい方法

かなというふうに思うんです。

　じゃ、最後というわけじゃありません、まだ一巡して

きたわけですけれども、今まで話を聞いて、三宅さん、

今まで北海道へ行って、熊本にこちら通ってきて、これ

からまた大きな活動があって、世界文化遺産を担うよ

うな、そんな話があって。今回の企画も関係者も非常

に大きな研究の課題、やっていると思うんですよね。

やっぱり子供の教育含めて、観光含めて、何を訴えて、

阿蘇をみんなと価値を共有していくっていう、その肝の

ところは何だとお考えですか。

○パネラー（三宅悠介）　なかなか難しいかなと思っ

ているんですけれども、分かりやすさというのは非常に

大事なのかなと思っています。島谷先生おっしゃって

いただいたみたいに、阿蘇で仮に草原が全部森林に

なってしまうと、1,000万トンぐらい水が減るので、有

明海のノリ養殖のための緊急放流がもうできなくなる

んだとかですね、福岡市であれだけの人口を維持でき

なくなるんだという、そういう分かりやすいメッセージ

と、あと、村長おっしゃっていたみたいに危機感を少し

あおっていくようなことも考えていく必要があるかと思

います。

○コーディネーター（坂本　正）　災害もひどくなりま

すよね、一気に流れてくるわけですから。

○パネラー（三宅悠介）　そういうのをうまくアピール

していくと。

　それで、地域循環共生圏、先ほど非常に分かりにく

いというようなお話もいただいていて、ちょっと私たち

の職員もなかなか理解することも難しいんですけれど

も、実はこの阿蘇は割とそういう意味では先進的な地

域だと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　あれは阿蘇を説明

するためにつくった地域循環圏だと私は思っておるん

ですね、ずっと、広いから。ただ欠点はですね、土地に

ずっと水道になって、いろんな都市部があって、海で

しょう、有明。遠いんですよ。だから、阿蘇だと思っても

つながりがぼんやりするんで、なかなか下流にいる人

たちが恩恵をですね、ぼんやりしか分かりにくいなと

いう、ちょっとそこのところですよね。

○パネラー（三宅悠介）　そうですね。ただ一方で、こ

のエリアには、今でも福岡県、あるいは熊本の都市圏

子供も大人もお年よりもですね、女性も男性も関係なく、

みんながそういったことを知る必要があると思うので、

それを情報として発信する。それが環境省さんなり、農

水省なりなんなりですね、大きなところからメディアを

通してでもなんでもですね、発信していくということは

大事だと思いますね。

　私も地元の農家に住んでいる限り、農家の人たちに

その宝物を守っていく必要があるんだよということを

強く訴えていきたいと思っているので、今取り組んでい

る小学生の草原学習とかですね、そういったものをぜ

ひ活用して、さらに将来のボランティアさんなり、地元

の担い手を構成できるように頑張っていきたいと思っ

ています。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　それでは最後に、大トリになります。三宅さん、お願

いします。

○パネラー（三宅悠介）　ありがとうございます。

　環境省は最近脱炭素、カーボンニュートラルという

ことで、環境省というか全政府を挙げて取り組んでい

ますけれども、先ほどご紹介あったとおり、阿蘇草原で、

このエリアの世帯の排出量の1.7倍の二酸化炭素を

固定しているということがあります。そういった観点か

らの重要性というのもこれから訴えていくと、社会の流

れにも乗っていけるのかなというふうには思っており

ます。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　今ある阿蘇の生活圏、これはやっぱりボランティア

の人を含めて草原を維持していく、水を守っていく。そ

のことが福岡都市圏、熊本の都市圏、多分、大分も入

ると思うんですね、北九州、九州の上のほう半分は阿

蘇に支えられているんだという意識は重要だと思いま

すが、何よりもこの仕組みを維持していくためには、子

供が、今日は残念ながら参加が難しかったわけです

けれども、やはりこの内容を共有する、防災意識として、

郷土の誇り、伝統というものを共有して、それを同じ地

域の世代がみんな使えていくような、そういう教育シス

テム含めてですね、これからの新しいステージづくり

が必要かなというふうに思います。

　今日はどうも大変ありがとうございました。（拍手）

○司会　坂本先生、パネラーの皆様、大変ありがとう

ございました。

　ご来場の皆様、限られた時間ではございましたが、

ありがとうございました。また、配信でご覧いただいて

いる皆様、お聞き苦しい点が多々あったと思いますが、

お許しください。

　阿蘇草原再生協議会では、本日いただいたアイデ

アも参考にさせていただきながら、今回の分科会の

テーマである草原の恵みを守るための仕組みづくりを

進めてまいりたいと思いますので、皆様、今後ともご協

力のほど、どうぞよろしくお願いいたします。

　それでは、阿蘇分科会はこれで終了とさせていただ

きます。

　皆様、もう一度拍手をお願いいたします。（拍手）

　ここで、皆様にご連絡ですが、この後、第13回全国

草原シンポジウム本会場と全国３分科会の開場をつ

ないでの全体会がオンラインにて開催されます。この

会場で流しますので、ご興味がございましたら引き続き

見ていただければと思います。

　皆様、本日は大変ありがとうございました。

もらう必要があるというふうに考えたわけで。というこ

とはですね、地元の人もそれを宝物とは思っていない

んです。ですから、ボランティアさんが地元の人と交流

するときに、そうした宝物を発見したら、ここにはこう

いうすばらしいものがありますよということをまず伝え

ていただきたいと、自分たちが発見したことをですね。

でも、多くの人は気づかないんですよ。それをまず教え

ていただくということ。

　そして、気づいたものをほかの人たち、つまり新たな

ボランティアさんが来れるように、そういうのをまた教

えていただくと。学校の生徒さんたちなんかもきても

らっているので、そのときにはね、本当に助かっていま

すけれども、そういった若い人たちですね、今後のそう

いう支援に回れるような、そういう仕組みづくりという

ものも大事かなと思います。

　今後そういうふうにして、農家さん、ボランティアさ

ん、お互いいろいろ、ほかの観光で来る人だって阿蘇

の草原の大切さというのをね、みんなに伝えていく必

要があると思うんです。生活環境を守るために何が必

要かという、そういった点で、私たちはみんなが草原

を通して生かされているということを認識できるように

伝えていくことが大事だなと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　今、もうボランティアさんも草原を守る非常に大きな

担い手で、やっぱりみんなで一緒に考えて出し合って

いくと。仕組みづくりは大体こう見えているんですけれ

ども、具体的なところはいま一歩手前かなという感じ

がします。

　三宅さんはそういう話を踏まえて、環境省としては、

このステージづくりをつくったら、絶対支えていくんだ

というような意気込みもあったらよろしくお願いします。

○パネラー（三宅悠介）　ありがとうございます。

　私もせっかく阿蘇に来たものですから、今年、個人

的ボランティアに参加させていただいて、非常にすば

らしい仕組みだなと思っています。あまり私自身は課

題は見当たらなくて、もうどうやってこの組織を継続、

発展させていくかというところかなと思っていますので、

我 と々してもしっかりサポートしていきたいと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうございま

した。

　もう大体時間がまいりましたので、今日は限られた

時間でございました。でも本当に２人のスピーカーの

方には簡潔に要点を絞ってお話しいただきましたし、

彼らの中で議論は大分深まってきたかなというふうに

思います。

　それでは最後に、今日の会を終えるに当たって一言、

今後の課題、あるいは自分が今考えていること、一言

ずつお話しいただいて、閉めたいと思います。

　じゃ島谷さんのほうからお願いします。

○パネラー（島谷幸宏）　今日ちょっといろいろやっ

ぱり聞いていて思ったのは、これからまたポストコロ

ナで地域分散というのが非常に重要で、その中で、子

供たちがこういうことに参加できると、すごいクリエイ

ティブな人間ができていくんだろうなというのをすごく

思っていて、環境省の方ともいろいろとお話ししている

んですけれども、やっぱり防災教育と環境教育を一緒

にするだとか、そういう形の新しい展開で、子供たちの

力をもっとつけないと、これからのサバイバル時代を

乗り切れないので。ボランティアみたいなものは、何か

学校教育としてちゃんとやっていく必要があるんかな

という話を聞いていていろいろと思いました。ありがと

うございました。

○コーディネーター（坂本　正）　じゃ吉良さん。

○パネラー（吉良清一）　私は特に自治体の首長とし

て、発信力が大事だと思います。島谷先生から情報を

いただいて、その情報で理論を武装して、強く訴えてい

きたいと思います。また、阿蘇の首長さんたちとも足並

みをそろえて、さらにどんどん盛り上げていきたいと思

いますので、これからもよろしくお願いいたします。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうございま

した。

　じゃ市原さん。

○パネラー（市原啓吉）　これは前の環境省の所長さ

んが私に教えてくれたことですけれども、イエロース

トーンが国立公園になったときですね、神が創造され

たもので、決して私有物にしたり、少数の利益のため

に開発すべきものではない。この地を国民のために永

久に保存するには国立公園にするという、そういうあ

れでこれをまず、イエローストーンが国立公園になっ

たと。それで、日本の昭和31年に国立公園法が制定さ

れて、1934年に初めての国立公園ができたと。その中

でも阿蘇もそういう国立公園になってきたということで

すね。

　そこには、やはり草原というのが大々的にあったわ

けで、だから国立公園になったわけで。阿蘇山があっ

ても、阿蘇山という山はないんですね。阿蘇山というの

は５つの山が成り立って阿蘇山って言うんで。その阿

蘇山は、草原があって初めて目立つんです。つまり主

役はですね、脇役がいないと目立たないんですよ。そ

の脇役である草原は、脇役だけでも重要な働きをして

いるんで、それをみんなに知っていただくためには、
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命的には窪地ができ、湿原ができ、それが消えていく段

階である中の現在、一断面を見ていることになりますの

で、人工的に何をしていくのかという事については、今

の時代に生きている私たちでしっかりと決めればいい

のではないかと思います。

　ただ、内山さんが先ほどおっしゃいましたけれども、

湿原という生態系が何も触れずに保存するということ

ができないものなので、例えば広いまま残そうとするの

であれば、三瓶山の姫逃池というところでは、毎年水草

をしっかり取るという作業をしています。そういうやり方

もありますので、その部分は地元に近い専門家の方な

どと一緒に、管理を考えていけばよろしいのではないか

と思います。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございます。

　ご質問へのご回答は以上でよろしいでしょうか。

○教育委員会事務局長（梅原　巧）　ありがとうござい

ました。

○稲取地区特別財産運営委員長（山田賢一）　財産区

の山田です。

　内山さんの話を今まで聞いてきまして、細野高原の一

番古い写真をお出しいただけますでしょうか。

　この下の方に見えるのがゴルフ場ですけれども、また

ずっと上のこちらの方、河津との境界以外のところにつ

いて、私たちが学生だった昭和47年以前にはすべて

入谷区で山焼きを行っていました。真ん中に熊口の水

源がありますが、こちらの方はゴルフ場で、ここからバイ

オパーク、ゴルフ場まで草原でした。さらにもっと上の

方、そこら辺までが草原でした。40年代後半、50年代

に高山通りということで植林をしまして、現在あまりいい

山だとは言えませんが、ほとんど植林されています。

　現在は、昔から比べれば３分の１ぐらいの広さです。

そういう意味で、先輩の皆さんがそれだけ頑張って、こ

の３倍、４倍の広さを管理してきたので、私たちも管理

していかなければという気持ちがありますが、どのよう

に維持していくのか、その部分で悩んでいます。

　今年、財産区の役員の皆さんと相談して、この部分は

急傾斜地で山焼きをすると岩が落ちてくる為、来年の山

焼きからやめることになりました。放棄という形になりま

すが、管理する人の安全の為です。

　また、これも内山さんがおっしゃっていたことですが、

ここが熊口水源ですけれども、ここからここまでの部分

は大体40～50ヘクタールになります。役員の皆様と現

在考えていることが、ここから上については水源地とな

りますので手は入れないですが、こちら側の部分を将来

的に、先ほどの体験学習や観光のためのイベントなど、

自然を保護しながら利用していただくことはできるかど

うか、その部分についてご意見をいただきたいと思いま

す。以上です。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

　この山の上の部分は保全を継続していくべき場所だ

というふうに、先ほど内山さんもおっしゃっていました

ので、この辺りの草原を保全していくために、利用する

方向にもっていければ良いのではないかと思いました。

○実行委員（内山義政）　特に保全すべきということで、

企業などどなたかに利用していただければという提案

であると思いますが、少しこれまでの話をまとめながら

になりますけれども、例えば観光利用、ちょっとした休憩

所や東屋を設けるとしても、茅葺きの使用やそれを体験

してもらうといった中で、防火線も含めた草刈り作業と

いうものにも触れていただき、現在、ベテランの方だけ

で頑張って維持している防火線の管理を、将来的には、

少しでも若い世代が山焼きに入っていけるようにする

ためのフィールドとして使用していくことができればい

いのではないかと私個人として受け止めましたが、会

場の皆さんはいかがでしょうか。

○ネイチャーガイドクラブ（富永眞弘）　下側を利用

する案が出ていますけれども、湿原は現在４つあり、３

つはそのエリアに入っていますので、特に芝原湿原の

水源というのがかなり上のほうに延びてきています。

その部分が荒らされないよう、注意していただきたいと

思います。

○実行委員（内山義政）　そうしたピンポイントに保全

すべき場所というのは、ネイチャーガイドクラブの皆様

やジオガイドの皆様など、地元で見てきた人にしか分

からない場所もありますので、情報共有を行っていく必

要があるのではないかと思います。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　皆様、ありがとうご

ざいます。

　茅葺きや環境教育としての利用、観光資源、あるいは

保全や利用の方法について、様々なことをお話しいた

だきました。

○司会　それでは、ただいまより東伊豆会場の分科会

のほうを始めさせていただきます。

　ここからの分科会の進行については、地域おこし協

力隊の藤田翔さんと実行委員の内山義政さんにお願

いをします。また、パネラーとして入谷区町内会長の鈴

木豊美様に御協力をいただきます。

　それでは、どうぞよろしくお願いいたします。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　地域おこし協力隊

の藤田と申します。本日はよろしくお願いいたします。

　最初に、ご存知の方もいらっしゃると思いますが、簡

単に自己紹介をさせていただきます。

　地域おこし協力隊の藤田翔と言います。東伊豆町に

来て今年で３年目となり、地域おこし協力隊の任期が

最終年度となります。東伊豆町に来る前は、笹岡先生も

おられるのですが、東京環境工科専門学校というところ

で自然について学習していました。本日はよろしくお願

いいたします。

○実行委員（内山義政）　皆さん、こんにちは。内山で

す。私は稲取の田町区出身でして、高校卒業後、大学に

進学しまして、就職して静岡県内に戻ってきましたが、

2019年から職場の休業制度を使いまして、東京都立

大学の大学院に通わせていただいています。草原生態

系の保全を研究テーマとして研究を行っていまして、

フィールドを細野高原とし、地元に通いながら調査を続

けています。本日はよろしくお願いいたします。

○パネリスト（鈴木豊美）　皆さん、こんにちは。私は細

野高原を管理する稲取の４つの町内会の１つ、入谷区

町内会の会長で、区長を務めています鈴木です。入谷

区は細野高原に隣接しておりまして、昔から関わりが深

い町内会でございます。以上です。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　それでは、東伊豆

会場分科会を開会いたします。

　東伊豆会場の分科会のテーマは、『利用・保全・継

承』の３点となります。

　まず、テーマに決めたこの３点ですが、午前中にも説

明がありましたが、それぞれがローテーションしてしっ

かり循環していかないと、細野高原というものはなく

なってしまう。若しくは、一つがマイナスの方向へ向かっ

てしまうと、その次へ次へとどんどんそのマイナスが引き

ずられ、負のスパイラルになってしまうということで、そ

れぞれの問題を全体的に考えていけたらなという思い

で、このテーマにさせていただきました。

　最初に、利用について、私、藤田がお話しさせていた

だきます。

　最初に、細野高原のこれまでの利用ということで、午

前中もお話が出ていましたが、細野高原は茅場として

利用されていました。茅は、茅葺きや、昔は畑を耕すた

めに牛などを使っていたので、そういった家畜の飼料と

して使われていました。また、ミカン畑に敷いて防寒や、

雑草が生えないようにしていたり、現在においても山菜

狩りなど、多くの需要がありました。特に昔の利用に関

しては、生活により密着した需要が多くありまして、現在

とは異なり、少子高齢化が問題視される以前のことでし

たので、担い手も十分に補充されており且つ、町民全体

で利用され、さらに町全体でしっかりと保全がされてい

ました。

　そして、現在の細野高原の利用ですが、現在は生活

というよりは観光やレジャー、体験というのが主な利用

方法になっていると感じます。他にも、ハイキングや

ツーリング、少しではありますけれども、畑、山菜狩りな

どもされています。

　昔と現在の利用の変化を見てみると、生活必需でし

たが、必需ではなくなってきているという見方ができると

思います。昔の生活にどうしても密着なものというのは

必然的に利用・保全・継承のサイクルが形成されていま

したが、その利用価値が現在は少なくなってきていると

いうことで、しっかり現在の姿に合う利用価値を見いだ

さなければならないと考えています。

　また、昔は町民、町全体で生活に必要なものでした

が、現在は担い手不足や利用価値の減少に伴い、管理

全体の費用も不足しているような状況だと思います。そ

の中で、この３つの循環をしっかり考えていかなければ

と思い、現在の利用についてですが、ハイキングやツー

リングについては、そこまでお金が落ちたりするような

ものではないと思っていまして、もっともっとその利用価

値を最大限に発揮できる何かを町全体で考えていく必

要があると考えています。

また、その利用からしっかり細野高原の背景や保全を

したいという、最近だと森づくりなどに興味関心がある

方もいらっしゃると思うので、そういった層に向けて体

験やレジャー、観光、教育、そして利用することで保全・

継承への誘導を見込んでいき、その負のスパイラルか

らいい方向へ改善していくことが必要ではないかと思

います。

　ここで、他地域における利用方法について事例を幾

つかご紹介します。

　ご存知の方もいらっしゃると思いますが、隣町の伊東

市の大室山ですが、大室山自体が国の天然記念物に

なっておりまして、こちらでも毎年山焼きを実施されてい

ますけれど、こちらはリフトで３分ぐらいで山頂まで上が

れるという、気楽に行けるレジャースポットになってい

ます。そこでは料金も掛かりますが、毎年山焼きの火入

れ体験ができるので、そういったところで人手を解消し

つつ、お金も落としていただいているというような場所

です。

　こちらは先ほども紹介がありましたが、生石高原でも

和歌山の大学と連携し、イベントを通じて保全や茅葺き

の文化を発信している場所です。やはり担い手不足の

解消や保全をする上では、どうしても人手が必要になり

ますが、そういった教育や、学生などと連携して学びの

場としても利用してもらいつつ、保全もしっかり手伝っ

ていただくというような場所です。先ほどもお話がありま

したけれど、クラウドファンディング、応援したい気持ち

をお金で送るというような資金集めもされています。

　こちらは阿蘇です。先ほどお話にも上がりましたが、

阿蘇では環境省との取組を進めていて、各教育機関で

教材も作成しており、地域での体験を含め、学ぶ場を作

られています。また、環境学習の講師も派遣されているな

ど、行政と町がしっかりと連携して進めている地域です。

　ほかにもエコ資源にということで、ＳＤＧｓについても

先ほどお話がありましたが、例えば茅葺きに使われた

茅というのは取替えの時期になると、いい具合にほぐれ

て柔らかくなり、畑の肥料や雑草がはえないように敷い

て利用することや、阿蘇でも利用例があったと思いまし

たが、家畜の飼料としていたり、海外の事例ですが、バ

イオマス燃料にしていたりします。こういったことは施

設や仕組みが整備されれば、幅広い活用を検討してい

けるのではないかと思います。

　利用についてまとめとなりますが、現在の利用という

のは、景色を楽しんでいただくことなどですが、そこから

もう一歩踏み込んで、例えば細野高原の山焼き文化や

山焼きすることでどういう種類の生き物が保全されるの

か、もう少し踏み込んだ部分について、少しでも関わっ

ていただく利用というのを検討していけるといいなと

思っています。例えば、教育機関での野外学習ですが、

授業の一環として細野高原の概要などを知りつつ、危

険なことはできませんが草刈りを体験していただくなど、

実際に関わるという利用方法が良いのではないかと思

います。

　また、一般の方の立ち入りはできませんが山焼きに

ついても例えば、安全地帯を設けて見学していただくこ

とや、大人の方だったら草刈りを体験していただくなど、

より深く知り、関わっていただくことが大事だなと思い

ます。

　そして、春は山菜狩り、秋はススキイベントを実施し

ていますが、一時的な、季節的なイベントではなく、通年

体験できるサービスを作るなど、知ってもらう・認知して

もらうということを意識して進めていけたらと思います。

最終的に、継続的な利用、収益化をして、継続させるこ

とが必要だと思います。これらのことは町全体で考え、

推進していくべきことではないかと思います。

　『利用・保全・継承』、このうち１つが抜けても細野高

原を守っていくことはできないので、３つともバランスよ

く循環させていくことが不可欠であると思います。以上、

「利用」についてとなります。

　続きまして、内山さんお願いします。

○実行委員（内山義政）　それでは続きまして私のほう

から、３つある『利用・保全・継承』のうち、「保全」の部

分に関して発表させていただきます。

　最初にですが、午前中もお話がありましたのでご存

じの方も多いと思いますけれども、草原をめぐる全国的

な課題をもう一度整理させていただきます。

　左の図が阿蘇ですけれども、1930年代にこの地図

で示しているグレーの部分が全て草原でしたが、2000

年、一番右側の図ではグレーの部分が入って、ほとんど

が黒の部分、森林に変わってしまっているという傾向が

筋山周辺により多く分布しているということが傾向とし

て見えてきました。

　次、お願いします。

　これと同じように重ね、こちらには植物の種がすべて

落ちていますが、代表的な種を抽出してみると、例えば

ジザゲタシ、カラナデシコ、リュウノウギクといった何種

類かの植物が、草原のこういった場所で見られる特徴

的な種類であると思います。

　こうした結果を基に考えていくと、草原特有の植物を

保全していくには、この三筋山の山頂から桃野とマナイ

タウラ、先ほど示したエリアですけれども、この周辺を今

後も確実に山焼きをして管理していくことが重要ではな

いかと思います。

　１つ、まずは保全の指標として、こうした場所だけに

分布する植物種を上げて、保全の目安として考えてみて

はどうかということ、２つ目に山焼き管理の後継者育成

という観点では、保全上特に重要な場所とそれ以外で

かつ安全、平場で作業してケガが起きないような場所

ということですけれども、そうした場所で、先ほど藤田さ

んからも話がありましたが、管理の点検、具体的には防

火線の草刈りですとか、そういうものが手鎌で、例えば

各区の作業で余ったエリアでもいいですし、そうした場

所が少しでも確保できるようになっていけばいいので

はないかと考えています。

　今回、細野は草原のほかにも湿原が４か所ありまし

て、そことその周辺に希少なラン類などの植物が見ら

れますが、こうした希少種に関しては共通のリスクもも

ちろん非常に高いものですから、財産委員会の専門員

ですとか、ネイチャーガイドグラブの方々の助言ですと

か情報交換を深めていくことが大切だと考えています。

　また、明日、現地でお時間があれば是非見ていただ

きたいのですが、富永さんにはお話をせず申し訳ござ

いませんが、駐車場の裏側の空いているところにネイ

チャーガイドクラブの皆さんでこのような細野で見られ

る希少種の種子を採取して、現場で保全をするという

試みをされております。こういう試みというのは、保全生

態学の研究者の中ではあまり聞かない話ですので、ぜ

ひ取組を進めていったほうがいいかなと私自身は考え

ております。

　私の方からは以上となります。ありがとうございました。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうございま

した。

　保全についてですが、山焼き管理の後継者育成とい

うことで、保全の場所を限定しながらも、しっかりと希少

な植物を保全できるように、重点的に行っていくという

ことでよろしいでしょうか。

○実行委員（内山義政）　今の山焼きの範囲をしっか

りと維持していくのは大前提ですけれども、確実に保護

すべき場所というのを知っておく必要があるのではな

いかと考えています。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　保全上、重要な場

所以外且つ安全な場所での管理体験というのも、保

全・利用ということで繋がりがあると思います。もう一歩

踏み込んで山焼きについても学習できるような体験が

あれば、その後もしっかりと後継者が現れてくるのでは

ないかと、利用の観点から思いました。

　それでは最後に「継承」について、鈴木さんよろしくお

願いします。

○パネリスト（鈴木豊美）　「継承」についてですけれ

ども、細野高原の景観維持とか害虫駆除、生態系の保

護のためには、山焼きが必要です。先ほども例に出てい

ましたけれども、山焼きをするには細野高原以外に燃

焼させないように管理をするため、まず20メートルぐら

いの防火帯を作ります。10月にその部分の草を刈り、

11月にそれを燃やし、2月に山焼きを行います。この作

業を現在、4区で行い、山を守っていますが、各区とも若

者が減り、高齢化が進んだことから、作業する人の確保

も難しくなってきています。先ほどお話がありましたが、

2008年に全国草原シンポジウムのときにも、山焼きを

続けるためにボランティアを募ったり、学校の総合的な

学習の時間で子供たちに野焼き体験をしてもらうことも

文化継承に必要だと言っています。ボランティアを募る

にしても、火が入ると風向きが変わります。初めは見学

するのでも経験の積み重ねが必要でしょうと思います。

　そしてまた、令和２年９月に細野高原を考える会を発

足しています。この会でもやはり細野高原の管理、山焼

き、防火帯などを今後同様に継続していくことは困難に

なりつつあるとしています。４区で細野高原の観光、産

業などの資源としての活用や周辺の地権者と協力した

新たな魅力の創出を図っていきたいということが、発足

の経緯となります。今後、どうしたら会として細野高原の

魅力を発信することができるか、良いご提案がありまし

たらご意見いただけますと幸いです。

　山との関わりがなくなりつつある今、細野高原を残し

ていくためには、守りたいと思う人を増やしながら、山

仕事を行っていくしかないと考えています。特に若者と

の連携が重要と考えます。若者は斬新なアイデア、企画

力、行動力、情報発信力、また体力など、地域活動に必

要なものを多く兼ね備えているかと思います。「継承」に

ついての私の発表については、以上となります。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうございま

した。

あります。もちろん阿蘇でも、全国のほかの地域でも再

生に向けた取組は進んでおりますが、全国の草原面積

というものを、右の図ですが、まとめてみると、1920年

代は３万から４万平方キロメートルあった草原が、

2000年頃になると5,000平方キロメートルまで大幅

に減少しているということが分かります。このことは細野

高原、全国どの草原でも同じですけれども、管理の手が

足りなかったり、土地の改変、植林であったり、開発行

為などによって面積の減少が進んできたということが原

因として上げられています。

　次、お願いします。

　植物に着目していきますけれども、草原特有に見られ

る植物への影響というものを考えてみると、今までお話

ししてきたような草原の面積の減少というものと、この

今も維持されている草原の中の管理、山焼きであったり、

草刈りであったり、この頻度が低下したり中断したりす

る。例えば細野は日本の中でも本当に珍しく、もしかし

たら中断された年もあったかもしれませんが、記録のあ

る限り、毎年山焼きをしてきているということで、非常に

貴重な草原となっています。全国的に見ると２年に一遍

だったり、例えば東日本大震災の頃に消火ヘリが飛ば

ず、仙石原では山焼きが中止になりましたけれども、そ

ういったように数年中断したり、なくなってしまったりと

いう場所も多いです。こうした２つの要因が複合的に絡

み合って、そこに出現している草原特有の植物に影響

を与えているのではないかということが近年様々な研

究で言われるようになってきました。

　今回の発表では、具体的なメカニズムですとか、専

門的な話まで踏み込みませんが、私が細野高原で植物

等のデータを取った結果を基に、どういった場所が「保

全」に適しているのかということですとか、あとは、これ

までの土地利用の変化というものを改めて航空写真で

振り返りながら、一緒に考えることができればと思って

います。

　それでは、次お願いします。

　ここが稲取の細野高原の現在の航空写真になります。

見ていただいている真ん中付近が細野高原で、右側に

ゴルフ場と伊豆アニマルキングダムがあります。

　次、お願いします。

　これと同じ2017年の写真、稲取の方はこれで分

かっていただけると思うんですが、今回初めて来ていた

だいた方は、先ほどの東伊豆町観光協会のパンフレッ

トを開いていただくと、真ん中に水源涵養保安林があっ

て、それがかなり目印として分かりやすいと思いますの

で、そこを見比べながら、過去の土地利用というものを

見比べていただければと思います。

　続いて、これが2000年です。これは今とほとんど変

わりないかと思います。

　次、お願いします。

　これが1989年ですけれども、これと先ほどの2000

年を比べると、植林が少し進み、西側の河津町のほうで

山焼きが、その前からされなくなっていたのが進んでき

たということが分かり、樹林化が進んできたということ

が分かると思います。

　これが1980年です。先ほどの水源涵養保安林の植

林がされる、外側に広がる前という感じです。

　これがかなり前になりますけれども、1964年です。こ

のあたりから多分、当時の状況をご存じの方もいらっ

しゃるかもしれませんが、まだ私が生まれていない時代

ですけれども、これと先ほどの写真を見比べていただけ

ると、今のゴルフ場の辺りですとか、茅場がかなり減った

ことが、河津町側のほうですけれども分かると思います。

　これがさらに昔の1947年ですけれども、こちらは先

ほどの写真より引いて写しているので、もう少し白田の

ほう、東側のほうまでずっと広く茅場が広がっていたと

いうことが分かると思います。

　次、お願いします。

　これをもう一回まとめてみると、1947年には、グレー

の部分が草原ですけれども、これだけ一面広がってい

たものが真ん中の水源涵養保安林の植林が進んだり、

河津町側のほうでの山焼きが中断したことによって樹

林化が進んだり、国有林、北西側のほうが山焼きしなく

なって樹林化が進んだりという傾向が分かるかと思い

ます。

　このデータを基に草原がどれぐらい減ってきたのか

というのを出しましたが、2013年から2015年に１か

月に１回程度、この遊歩道の道にほぼ沿った形になり

ますが、第１駐車場から熊口、マナイタウラというのが

真ん中の水源林ですけれども、そこから三筋山を登っ

て桃野を進んで、ＧからＨというこの区間です。パンフ

レットでいうと、６番から５番、４番に行くルートですが、

ここを歩いて道の分岐で区切った区間ごとに出てきた

植物の種類を記録しています。あとは、草刈りと山焼き

の多い区間を記録しています。

　これを統計的に解析して、詳細は省きますけれども、

山焼きと草原がどれぐらい周囲にあるのかという影響も

加味して、そこにいる植物の種類のパターンを比べて

みると、三筋山からマナイタウラのこの緑色で囲った範

囲に見られる植物と熊口の水源林の自然、青色で囲っ

た範囲で見られる植物というのは明らかに種類が違っ

てくるということが分かります。山焼きとまとまった草原、

両方の効果で維持されている植物というのが、この三

　一点ご質問よろしいでしょうか。４区一体で管理をさ

れていると思いますが、例えば小学校などの教育機関

に山焼きのやり方や、草刈りのやり方を伝えるときに、手

法については4区統一された管理等はされているので

しょうか。

○パネリスト（鈴木豊美）　管理自体は財産区が指導

していますけれども、大体４区とも同じような方法で防

火線刈りをやっています。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　財産区から教育機

関、子供や大人に管理体験を提供する事は可能なので

しょうか。

○パネリスト（鈴木豊美）　安全なところであれば可能

と思われますが、その指導を行う方を誰にお願いする

のか、要するに財産区で子どもたちを預かってやるとか、

学校のイベントとしてやることで先生も現地にきて子供

を見守ってくれるか、そのあたりの仕組みを整備してい

かないと難しいのではないかと思います。安全な場所

でそういった体験を提供できる場所はあります。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　行政と連携した取

り組みとして行うことも可能なのではないでしょうか。

○パネリスト（鈴木豊美）　可能だと思います。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

　その他に、それぞれの観点からご質問など有ります

でしょうか。

○パネリスト（鈴木豊美）　内山さんにお伺いしたい

のですが、山焼きをしていかないと、この希少種という

のは絶滅してしまうのでしょうか。

○実行委員（内山義政）　先ほど、箱根で2011年に山

焼きを中断したというお話をさせていただきましたが、

実際に見かけられなくなった種がありまして、その後数

年かけて追跡しても復活しなかったという例もあります

ので、できれば毎年焼いているところは、私個人の思い

として、維持していければと思っています。

○パネリスト（鈴木豊美）　先ほどのお話で、細野高原

の山焼きは継続してやってきたという事でしたが、実は

１年だけ実施していない時がありました。その翌年は、

野ネズミやモグラ、が増え、茅が枯れたところがだいぶ

あります。やはり、動物の生態系も崩れていくという事で

しょうか。

○実行委員（内山義政）　おそらく、動物の生態系にも

及んでいるのではないかと思われますが。

○パネリスト（鈴木豊美）　ありがとうございます。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）

　私共の方から、今後の『利用・保全・継承』について、

具体的にどのように進めた方が良いという事は言えな

いのですが、各視点からはこのような意見となりました。

　この後、会場の皆様からも、このような利用をしてみ

てはどうか又はこういう試みをしてみてはどうかという

ご意見がありましたら、そのことについて具体的な方針

や対策を模索していきたいと思います。

　現在、１時４０分ですので、１０分ほど休憩の時間とさ

せていただきます。休憩後に1時間ほどですが、皆様よ

り何かご意見を伺いたいと思いますので、よろしくお願

いいたします。

（休　憩）

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　それではご意見を

伺っていきたいと思いますが、先ほど休憩中に、細野高

原のススキを実際に茅として利用できるのかという事

で、日本茅葺き文化協会の安藤様にいろいろとお話を

伺いまして、とても興味深い内容でしたので、活用方法

等について是非お話をいただきたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。

○（一社）日本茅葺き文化協会（安藤邦廣）　皆さん、こ

んにちは。

　先ほど１時間ぐらいのお昼休みで、細野高原を初め

て拝見させていただきました。茅の質や量について実

際に確認させていただき、そのことについて私の意見と、

茅の利用ということ、特に茅葺きということについての

この地域でのこれからの可能性についてお話しさせて

いただきます。

　茅という資材ですけれども、建築資材としてのこれか

らの利用価値や可能性ということについては意見が

幾つかあります。この細野高原の茅の質、これは茅葺

きの材料として全く問題ないと思います。丈が多少短い

ということはそのとおりですが、山頂近くですと大体２ｍ

近くのものが十分ありますし、平均して背丈ほどですか

ら、御殿場のものに比べると50ｃｍほど低いという事に

なります。平地の茅も大きなものですと３ｍぐらいにな

りますけれども、平均的には大体２メーターちょっと、

2.5ｍぐらいですから、数十センチ低いということです。

　茅の利用ということでいうと、大体４尺から５尺あれ

ば一定の茅として十分に葺くことができます。短い茅と

してカリヤスという茅がありますが、これは最も上質な

茅であり、白川の合掌造りなど、北陸方面ではほとんど

カリヤスが主となっており、この背丈は大体平均的に人

の背丈以下の1.8ｍから低いものだと1.5ｍぐらいです。

そのため小茅、小さい茅といわれています。大茅は大き

いですが太くて重さもあって扱いにくい、また、葺いた後

の耐久性も低いということもあり、小茅は最上とされて

いう利用方法を検討されているのか教えてください。

○東伊豆観光協会長（石島専吉）　今年の６月24日に

町観光産業課が主体となり、東京にあるＫａｎａｔｔａという

ドローンの体験ツアーを行っている企業と、稲取の勤

労者体育館と稲取高原、クロスカントリーを範囲に、

（一社）美しい伊豆創造センターや伊豆急行㈱の皆さ

ん２０人ほどが集まり、体験を行いました。私も体験しま

したが、自分が体験できるとは思ってもいませんでした

ので、できるのかなという気持ちでしたが、意外と簡単

に200メートル～300メートル上昇させることや、横に

スライドさせることができました。稲取高原からですと、

焼却場の先の海の方まで行くことができますし、ゴルフ

場や細野高原の近くまで操縦できてしまいます。そのた

め、この秋にドローン体験ツアーとして、１泊２日若しく

は２泊３日ぐらいで、宿泊していただいたお客様に体

験していただこうという企画がございまして、具体的な

日程は決定していませんが、そのような予定となって

います。

○パネリスト（鈴木豊美）　どうもありがとうございま

した。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　すみません、また少

し話題が変わってしまいますが、今回、利用と保全と継

承を繋ぐアイデアの一つとして、環境教育を上げました

が、その観点について、笹岡先生よりコメントをいただ

けますと幸いです。よろしくお願いします。

○全国草原再生ネットワーク理事（笹岡達男）　これ

はむしろ藤田さんに返してあげたいぐらいです。例えば、

藤田さんが経験され、勉強されたことを活かし、学校の

学生たちをもし東伊豆町に呼ぶとするならば、どのよう

なことを考えているのかご意見をお伺いしたいです。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

　まず、私が地域おこし協力隊になった理由ですが、専

門学校のインターンシップで北海道の黒松内にある、

「ぶなの森自然学校」というところに行ったのですが、

その時に体験したことが私の中でとても感動しました。

自然について細かく言うような自然学校ではなくて、自

然の中で思い切り遊ぶというような場所でした。１週間

単位のプログラムで、長い子は１か月、夏休み丸 と々い

う子もいましたが、やはり子供たちは日常から学ぶ姿

勢がすごく、とても成長を感じられました。最近は家庭

用ゲーム機やスマートフォンなど、外に出る機会や公園

の遊具が危険という観点で、遊ぶ環境がだんだんと少

なくなっており、両親も共働きで忙しいという事なので、

なかなか自然と触れ合いながら思うように遊ぶ、体験す

るということが少なくなってきているというふうに思いま

す。北海道でのプログラムでは、大阪や東京、中には中

国の子供が一人で飛行機に乗って北海道に来て、自然

体験をしながら一緒に遊び、学ぶというような生活をし

ていました。ほんの１週間だけでも、すごく成長を感じる

ことができます。最初は虫も怖くて、「何でこんなところに

一人で来させられたんだろう」というように悲しむ子も

いましたが、知らない地域や大きな自然に囲まれ思いっ

きり遊ぶことで、一回り大きく成長したように感じました。

　その体験がすごく印象に残っていまして、実際、今年

の夏にはオンライン上のキッズコミュニティーと繋がり

があるのですが、子供たちが伊豆稲取に遊びに来て、

海への飛び込み体験や細野高原の草原で思いっきり

走ってみるという事をしました。他にも取ってきた竹を

割り、自分たちで一から流しそうめんを作る体験を通じ

て、お家の方もお子さんが、「一回り大きく、大人の顔に

なって帰ってきた」とか、「また伊豆に行きたい」とおっ

しゃっていました。子どもたちもお家の方に、「家に帰っ

たらノコギリ買って」と、創作意欲が溢れていました。

このように、小さい時の経験はとても重要だと考えてお

りまして、学習面においても空間把握能力や創作意欲

が溢れたりと、そのようなことを推進していきたいと思

い、私はこの東伊豆町に来ました。今後もこう言った取

り組みを進めていきたいと思います。

ありがとうございました、以上です。

○全国草原再生ネットワーク理事（笹岡達男）　あり

がとうございました。

　私は笹岡と申しますが、藤田さんの卒業された専門

学校に勤務しております。この度は実行委員という立場

で出席させていただいておりますけれども、藤田さんの

アイデアは大変良いものだと思います。

　私たちの学校は、自然環境や野生生物の好きな学生

が来ていますので、そういう学生は自ら進んでテントを

張って寝たり、喜んで虫を捕まえたり、植物観察をします。

藤田さんがおっしゃっていたような、様々な地域の小学

生や中学生などの子供たちの受入れ体制を整備する

ことは非常に重要です。そのときに一番大事なのは、学

います。

　この小茅が取れる様々な条件が、現在社会的に、あ

るいはその生態的に限定的になりましたので、白川の

ほうではやむを得ずほとんどを大茅、御殿場の茅を

使っているという現状になっています。これについては

あまり好ましい状態とは言えず、ユネスコからも本来の

その地域の茅を使うべきだという意見が出されており、

代替措置ということで、将来は小茅へ戻すということは

目指されていますが、温暖化の影響などがあり、小茅の

生息域がどんどん限定的になっているのが現状です。

　それから、本来茅場であったものが一旦失われてし

まいますと、再生が非常に困難であるということ、また、

材料を刈る組織も廃れつつあり、個人で刈るにはなか

なか難しいということですが、そのような観点からも、こ

の細野高原の1.8ｍ程度の茅は、本日見た限りの感想

ですが、細くしなやかで耐久性もあり、質が良いと思わ

れます。実際に刈ってみないと分かりませんが、少なくと

も茅の材料として不足はないと言えます。ただ、量につ

いてはかなりまばらなところもありまして、全体的にスス

キが、草原が広がっているところではないと思います。

これは阿蘇も同じですが、120ヘクタールということで

すので、例えばその３分の１が茅場という事であれば、

屋根に葺くには十分な量が確保できます。このことにつ

いては実証実験を行うことで、どの場所で茅が刈りやす

く運搬がしやすいのか、また、どの程度の量が確保でき

るのかを確認することは簡単にできることかと思います。

　本来この地域では茅を屋根に葺いて、そして牛馬を

肥やして、さらに時代的に柑橘類の生育のために地域

経済を支えたことは間違いないです。その地域経済を

支える重要な資源、資材であったということが、この細

野高原の茅場が今に受け継がれている最大の理由で

す。決して生物多様性の維持をしたわけでもなく、観光

のためにしたわけでもない。皆さんが支えてきた結果、

これだけの草原が今に残され、その習慣が良いことと

して、皆さんの努力が今に続けられているということだ

と思います。

　今後、細野高原の茅場がこれだけの面積を残してい

くという事であれば、これは地域経済、産業とどのように

結びついていくかという事を明確にしていかなければ、

一部の限定的なものになりますし、ほかの土地利用と

いうことを考えることも必要なのではないかと思います。

これから東伊豆町、伊豆地域において、茅場はどのよう

に役に立つかということを議論していくことが必要です。

　そのことについて、午前中にもお話があった範囲で

いいますと、この地域では観光が大きな産業の主軸に

なっているということですので、温泉、細野高原、ビーチ

ですね、この３つが揃っている観光地は、国内はもとよ

りコロナウイルスがある程度収束すれば、海外、アジア

地域にとっては非常に大きな可能性を持っているのは

ないでしょうか。そのとき、この茅資源が役に立つのか

と考えていくことが大事ではないかと思っています。

　それでは具体的にどのように活用していくのかという

事について、茅葺きの建物を観光施設に取り入れて復

活させていくということが、私は非常に大事であり可能

性があることだと思います。茅葺きの民家は戦前ほど姿

を消したと思います。戦後間もなく、エアコン生活の中

で流れとして、茅葺きの建物を民家に戻すということは、

一部にあるかもしれませんけれども、かなり現実的では

ないです。この地域の観光として、もう少し観光の質に

変わった滞在型の、あるいは自然と親しむような、ある

いは子供たちの教育とか体験ということを重視した観

光にシフトしていくことを考えれば、観光施設も緩やか

に木造で茅葺きの施設ということが一定割合、世界的

に、あるいは日本の中でも進んでいることは間違いな

いです。ヨーロッパで茅葺きが復活しているのは、まさし

くリゾート地において、オランダやデンマーク、北欧の地

域で最も質の高い観光地は茅葺きで造られる建物群

がつくる景観やその中での生活のゆっくりとした時間を

過ごす、あるいは都市生活で非常に疲れた心身を癒や

す、そういった観光がこれからの大きな流れになると思

います。

　今どき海で泳ぐ人は非常に少なくなったと、本当にそ

う思います。なぜかといえば、ホテルの冷房の効いた室

内にいれば、海岸に出るということとは非常に落差があ

り難しいためです。昔は海の家といって、必ず海辺に日

よけをつくるような東屋などの仮設の避暑地を造り、

人々が海辺で休むような施設があってはじめて海水浴

ができていました。今は冷房の効いた施設は整備され

ていますが、海辺の本来の自然の中で昼寝をしたり、風

を楽しむような施設というのはもうないように思えます。

　ですから、例えばこの海辺に茅葺きのリゾート施設を

これからまた復活していくということを考えるのであれ

ば、細野高原で星を見るとか、別な自然を楽しむような

施設を造る必要もあると思います。そういった本来の観

光にふさわしい施設を、この伊豆にある杉という、戦後

植えた木を活用し、この無尽蔵の茅の屋根を葺くという

ことを町を挙げて、あるいはこの地域の経済を挙げて、

そしてここに集まっている草原を大切にする人たちと一

体となって風景をつくっていく、この細野高原の茅とい

うのはこれだけ素晴らしい暮らしを実現できるというこ

とが分かれば、草原を守るということも非常に意義があ

り、自分たちの生活を支えていることが明確になれば、

多くの方が協力することは間違いないと思います。そう

いった茅を用いた観光施設を造っていただきたいと思

います。

　茅葺きの建物というのは、民家に葺くような50ｃｍ～

１ｍに及ぶ、30年、50年の間立派にもつ茅葺きもできま

すけれども、例えば３か月間もたせたいということだっ

たら、もっと簡単な茅葺きの東屋などの仮設建築も現

在では可能です。様々な技術を組み合わせることもでき

ますので、茅葺きの新しい観光施設利用ということから

始まり、その茅を農業資材に２次利用する、茅葺きとい

うのは必ず屋根に葺いて、再利用するということが本来

の姿です。そういったことも一部取り戻すことによって、

茅というのは本当にありがたい恵みなのだということ

が部分的にも始まれば、もう少し農業に取り入れていく

ことや、本来の生活の中に茅がどんどん浸透していくと

いうことについて、観光施設を突破口にぜひ切り開い

ていただきたいと思います。

我々の協会としても助言や技術者・職人の教育ができ

ると思います。とにかくこの細野高原の茅というのは素

晴らしい資源であるということは、未来を必ず保証する

と思いますので、是非そういったプロジェクトを、行政を

はじめ、この地域の観光協会の方などが集まることで、

進めていっていただきたい、新しい地域が見えてくると

いうようなことでこの会で想像していただくのがとても良

いことではないかと思います。それだけの資源としての

圧倒的な質・量が本日確認できましたので、是非ともこ

の地域をまた開いていくというふうに思えてなりません。

　少し長くなりましたけれども、ありがとうございました。

何かご質問あればお答えします。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうございま

した。

○（一社）日本茅葺き文化協会（安藤邦廣）　茅葺きに

ついては建築的に規制があります。都市部、この密集地

域では不燃材で葺かないといけないという規制があり

ますので、街中では厳しいところがあると思います。二

十二条地域という区域になりますけれども、それは特定

行政庁が解除できます。今まで都市化ということが非常

に進んできましたので、二十二条地域の区域指定はか

なり全域に広まっておりまして、現在、様々な地域でその

解除は特定行政庁で行えるということになっております

ので、必要に応じて限定的に外すということもできます。

恐らく細野高原は二十二条地域に該当していないと思

います。もし二十二条地域があれば、その部分を解除す

るということも今はできますし、様々な観光地、茅で地域

づくりをしようとする地域は、例えば宮城県石巻市では

非常に広大なヨシ原を持っている地域がありますが、

一部の市街化区域を除いて解除しておりますし、重要

な茅葺き集落を保有する市町村の場合も、あるいは１

戸１戸の重要な民家がある場合も、その部分を部分的

に解除するということも現在進んでおりますので、そう

いうことはあまり障害にはならないと思われます。あくま

で、地域の主体的な住民の総意があれば、できるという

ことも申し上げておきます。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうございま

した。

　茅葺きの建物を観光施設として造り、お客さんに楽し

んでいただくというのは、先ほど白川先生からお話があ

りました茅プロジェクトのように、町にしっかりと還元で

きるような収益を上げられるような施設であったり、茅

を葺き替えるタイミングでそれを体験するということも、

複合した施設ができる可能性があり、個人的に色 と々

検討してみたいという風に思いました。

○パネリスト（鈴木豊美）　ただいまの茅のことですけ

れども、この細野高原の茅は屋根に葺くことについて問

題はないという事でしたが、今の細野高原は肥料とい

うものを全然やっておりません。肥料と言えば山焼きで

燃やした後の灰ぐらいです。茅に対して人為的に肥料

を与えても問題ないのでしょうか。

○（一社）日本茅葺き文化協会（安藤邦廣）　茅に人為

的に肥料を与えるということはしない方が良いと思わ

れます。また、今まで例としてはほとんどないと思います。

唯一、刈り取ることと、その後、燃やすこと、これによって

１万年間続いてきたということは最近の学説で立証さ

れておりますので、環境条件的に余程の激変がない限

り、刈り取って火入れをすることで、屋根に使う材料とし

て持続可能なことは間違いありません。そんなに心配

することはないと思います。

○パネリスト（鈴木豊美）　どうもありがとうございま

した。

　利用について一点、東伊豆町観光協会の石島さんに

お聞きしたいのですが、今後、観光協会ではドローンの

操縦体験など計画があるようですが、具体的にはどう

自分ももっと細野高原を歩き、良いところを探し、皆様

にもご紹介出来たらと感じています。以上です。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございます。

　明日のオンライン見学会にて、お二人には現地説明

会にご出演いただいております。明日ご参加される方は

楽しみお待ちいただければ幸いです。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　私もジオガイドを

持っていまして、細野高原はよくガイドツアーをしていま

す。お客さんには、ここはこういう経緯で草原になり、昔

はこういう利用をされていて、毎年山焼きを行い管理し

ているという事をお話すると、「山焼きを見ることはでき

ませんか」という方や、「私も草刈りをやってみたいで

す」という方が多くいらっしゃいます。少しでも細野高原

に携わるきっかけとして、草刈り体験や、最初から火入

れ体験をすることは難しいですので、見学できるスペー

スを設けるなど、山焼きを一般に公開してみてはどうか

と思います。

○教育委員会事務局長（梅原　巧）　突然のご質問、

申し訳ありません。東伊豆町教育委員会事務局長の梅

原と申します。

　細野高原には、県の指定文化財として湿原が何か

所かございまして、その中に桃野湿原というところがあ

ります。私も小さい頃から遠足などでそこに行っていま

すけれども、先日確認しましたら、かなり浅くなってい

るように見え、いずれ消滅してしまうのではないかと思

いました。

　文化財ですので、人の手を入れず自然のままにして

あるというのが現状です。しかし、湿原を保つために修

正すべきか、形状が変わってしまうとしても自然のままに

しておくべきか、どちらが良いのか疑問に感じています。

　また、先ほど富永さんの方からもお話がありましたが、

鹿や猪が湿原の中に入り沼田場にしているため、掘り

返されて荒れてしまっています。ワイヤーなどを用いて、

周囲を全部囲ってしまえば入れないと思いますが、金

属なので錆が出ます。文化財的な面がありますので、自

然のままにしておこうという結論に現在はなっています

が、本来の管理はどのようにあるべきか、詳しい方がい

らっしゃればご教示いただけますと幸いです。

○実行委員（内山義政）　ご質問ありがとうございます。

　まず、文化財としての保存と、観光として利用しつつ

保存していくというのは相入れないものだと思います。

湿原の乾燥化や鹿柵を設けるというのは、私も専門で

はありませんのでお答えすることが難しいですが、会

場でもし詳しい方がいらっしゃいましたらお願いいた

します。

○芸北高原自然館主任学芸員（白川勝信）　私は元々

湿原が専門となりますが、大学を卒業後に草原のほう

に入りました。東伊豆町の気候だとおそらく低湿で細野

高原を見ても、窪地のようなところに水が集まり、湿原に

なっているのではないかと思います。いわゆる、栄養分

の少ない水が集まりその上にミズゴケが生え、そのミズ

ゴケがスポンジの役割をし、水を溜めてできるというの

が信州や北海道のような高層湿原ですが、それらとは

全く異なる低湿地です。低湿地は有機物や土砂が入っ

ていくと、長い目で見て埋まってしまう運命にあります。

　西日本を含め、低湿地がどうして長い間保たれてき

たのかについては、一方で草原を利用してきたというと

ころがありそうです。集水域でしっかりと草刈りをして有

機物が流れ込まないようにすることが、湿原の中の植

物の成長などが抑えられ、湿原の中に枯草などがたま

る量が減っていくことになります。あるいはカンスゲなど、

昔は草がとても大事でしたので、湿原のすぐ際まで草刈

りをしていたという話をよく聞きます。そのようなこともあ

り、里地といいますか、湿原の周りが積極的に利用され

てきた方が、長い間の人と自然の関わりの中で湿原が

残されてきていると思います。細野高原の現地を確認し

ておらず、写真や記憶での推測ですが。

　猪についてはおそらく、昔はそこまでの頻度で草原

の中に入ってくるような状況ではなかったと思います。

鹿も同じだと思います。現況ですが、逆に猪が沼田場に

して荒らすというのは、大きく見て悪いことではなく、湿

原の中に眠っている種子が表に出て、芽を出すという

こともあります。但し、このことも頻度が高過ぎると悪影

響になるのではないかと思います。

　錆などの鉄分につきましては、こちらの湿原の中には

ミズゴケなどはあるのでしょうか。

○ネイチャーガイドクラブ（富永眞弘）　あります。

○芸北高原自然館主任学芸員（白川勝信）　大体、酸

性のほうに偏っています。バクテリアが発生するため油

が浮いたとしても、そのことは特に自然な状態なので気

にすることではありません。やはり、現地を確認させてい

ただいてから、お話しさせていただければと思います。

よろしくお願いします。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございます。

　ただ今ご説明のありました細野高原のような低層湿

原の場合は、周りが森林だと木の葉などが幹に落ち、

蒸発や木の蒸発散があり水分が失われやすいのです

が、草原ではそれがないため、直接水が流れてきて水

源としてたくさん確保できるというご説明でよろしいで

しょうか。

○芸北高原自然館主任学芸員（白川勝信）　はい。

　私たちの一生に比べ湿原の一生は長いですが、運

校の先生でも実際に野外活動を自ら教えた経験のある

方はなかなかいらっしゃいませんから、こちらで安全に

引率して、また宿泊場所の提供ができるような、そういう

体制ができれば細野高原は明日からでも自然学校に

なるのではないかと思います。是非、そのような支援を

町として、地元として応援していただければと思います。

ありがとうございました。

○町長（太田長八）　ありがとうございました。藤田さん

には地域おこし協力隊での３年間、本当に良く頑張っ

ていただきました。

　その中でも良い活動だと思ったのが、今回コロナ禍

の中でしたが、子供たちを自然の中で楽しませて、その

間お家の方は仕事をやるという親子ワ―ケーションの

実施です。藤田さんが子供たちを見ていてくれたからこ

そ、子供たちは楽しく自然の中で学ぶことができ、お家

の方も集中して仕事をすることができたと思います。こ

れからの東伊豆町にとって、貴重な人材だと考えていま

すので、これを機にさらにご活躍いただき、活動の幅を

広げていっていただければありがたいと思います。今後

のご活躍に期待しています。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございました。

　藤田さんには引き続き、東伊豆町の環境教育の推進

を頑張っていただきたいです。今回、我 ３々人で準備を

していく中で、環境教育という言葉を上げましたけれど、

現在、細野高原の管理を主体となって行われています

４区の役員の皆様ですとか、私は田町区の出身ですが、

田町区の場合は役員のＯＢや有志による担い手が年々

増えていっていまして、私もメンバーとして活動していま

すが、そのような形で、主体となって管理を行っていく

方 と々一般の観光客との間に立ち、一般の方々を担い

手サイドにもう一歩踏み込んで誘い込むことができれ

ばと思いました。そういった中で環境教育というのは、

引き込み方の一つなのではないか思いますので、担い

手、作り手として頑張っていただくという事と、これまで

町内でそうした活動をネイチャーガイドの皆様ですと

か、ジオガイドの皆様でされてこられましたので、１３年

前のシンポジウムや今までの経緯を踏まえ、これからこ

のようにしていけば良いのではないかというご意見な

ど有りましたら、コメントをいただけますでしょうか。

○ネイチャーガイドクラブ（富永眞弘）　ネイチャーガ

イドクラブの富永と申します。

　１３年前には会長を務めさせていただきましたけれ

ども、それから細野高原の環境として大きく変わったこ

とは、鹿の食害が増えたことです。先ほど写真が出まし

たけれども、畑のようなものを作り、絶滅しそうな植物を

植え、保護するという活動を行っています。しかしながら、

鹿の食害が増えている今、保護した植物をすぐに元の

場所に戻すことはできませんので、鹿の食害が減少す

るまでは現在の活動をやり続けていかないと、種の保

存はできないものと考えております。

　もう一つはこちらも鹿に起因することですが、マダニ

がとても増えています。そのような中で、マダニが活動的

になる時期にお子さんが芝生であっても足を踏み入れ

ることは、危険なことだと思います。以上２つの違いが

確認できました。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございます。

　ジオガイドの鈴木さんはいかがでしょうか。

○ジオガイド（鈴木京子）　ジオガイドの鈴木と申します。

　私はジオガイドを案内して日が浅いので、この場で

特筆してお話をさせていただくのは難しいと思いますが、

やはりジオガイド協会的に細野高原はとても貴重な場

所で、ここを案内してお話ししたいというジオガイドは、

本部にも多いです。私個人といたしましては、小さい頃

からの思い出がありまして、ワラビの季節になれば家族

でワラビ刈りをし、山焼きも私の父、弟、私の主人、息子

も、みんなが体験しております。そのように、家族みんな

でずっと守ってきた細野高原でありますので、細野高原

の中に通っていますあの道路も、父たちの時代に造っ

ていました。造るたびに父が、「いい道ができたから行く

ぞ」と言い、誇らしげに細野高原に連れて行ってくれて、

素晴らしい景色が望める場所を紹介してくれました。

　学校的には遠足に行きまして、中学校の遠足では秋

の紅葉を見に出かけました。春にも行きましたが、その

時には桜の木がありましたので、後日、友達とまた歩い

て、桜を見に行こうって登ったものです。

　そしてもう一つの思い出が、夏休みに熊口まで行き、

学校でキャンプをしました。やはりそこでは綺麗な水が

出るということが先生たちも分かっていましたので、川

の水を汲みカレーを作り、飯盒でご飯を炊きました。

　そのように貴重なところですので、本当に残してい

きたいという気持ちはあります。私は残していくための

原動力の一部分になれませんので、観光の方で携

わっていますけれども、先ほどの白川先生のお話を

伺って、何か自分の経験を活かし、子供たちが思い出

作りをすることができれば、将来も大事にしていってく

れるのではないか、継承していってくれるのではない

かと考えています。自然学校もそうだと思いますが、そ

のような経験を幼い頃に積み重ねていくことが重要で

はないかと感じます。

　ジオという事ではあまり詳しくお話しできませんが、

１．開会

○司会　では、始めたいと思います。

　ご来場お皆様、そして配信でご覧くださっている皆

様、こんにちは。

　ただいまより第13回全国草原サミット・シンポジウ

ムｉｎ東伊豆、阿蘇分科会を開催いたします。

　私は、今回の進行役を務めさせていただきます公益

財団法人阿蘇グリーンストックの井上と申します。どう

ぞよろしくお願いいたします。（拍手）

　ありがとうございます。

　さて、今回の分科会では、阿蘇草原再生、新たなス

テージへ～草原の恵みを守るための仕組みづくり～

をテーマに２つの講演、また、その後、パネルディス

カッションを予定しております。パネルディスカッショ

ンでは、時間が許せば会場の皆様の声もお伺いでき

ればと思っておりますので、どうぞよろしくお願いいた

します。

　なお、今回は新型コロナウイルス感染防止対策とし

て、会場の人数を制限させていただいております。同時

にユーチューブでのオンラインの配信も視聴できるよ

うになっております。配信でお聞きの方もメッセージ等

でご意見をいただけましたら幸いです。

　それでは、講演に入ります前に、今回の分科会の趣

旨につきまして、環境省阿蘇くじゅう国立公園管理事

務所の山下さんからご説明をいたしますので、よろしく

お願いします。

○環境省阿蘇くじゅう国立公園管理事務所（山下淳一）

　皆さん、こんにちは。環境省阿蘇くじゅう国立公園管

理事務所の山下と申します。

　今日は、お集まりいただきまして、ありがとうござい

ます。

　私のほうから、まず今日のこの分科会の趣旨をごく

ごく簡単に３分ぐらいでご説明をさせていただきたいと

思います。

　それでは、早速まいります。

　もう皆さん、ご存じのとおりだと思いますけれども、阿

蘇の草原の特徴というのは、まず野草を主体とする草

原としては日本最大の規模であるということと、牛馬を

利用した農業生産とか草資源の循環という経済社会

の仕組みによって維持され続けた草原、あるいはその

まま放っておいてずっと草原であったということでは

なくて、生業によって維持され続けた草原というのが大

きな特徴であると思います。

　その草原ですけれども、いろんな恵みといいますか、

役割を持っていまして、まず、１つご紹介するのは多様

な生き物のすみかということで、植物で大陸と陸続き

だったことを物語っているようなヒゴタイですとか、そ

ういう植物があったりとか、ほかでは見られないよう

な希少種の植物も生育していたり、あとは、植物が多

様であるからこそ、多様な動物の生息できる環境を育

んでいると。１つ取り上げますと、チョウなんかでは、熊

本県で見られるチョウ117種のうち109種がこの阿

蘇の草原で見られる、チョウの楽園とも言われるよう

な多様な生き物のすみかになっています。

　それから、観光資源としての価値、これも言うまでも

ないことかもしれませんけれども、ちょっと古いデータ

なんですけれども、観光客の方に阿蘇のどこがいいで

すかというのを聞いたアンケートがありまして、草原が

広がる風景というのを77％の人がいいと答えていた

りですとか、牛馬のいる放牧風景とか花やチョウなん

かの野生生物がある風景なんかを答えていらっしゃる

方もいて、かなり観光資源としても欠かせない存在に

なっていると言えます。

　それから、最近注目されているところでいうと、炭素

　今後どのようにしていくのかについては、町全体で決

めていくことだと思いますが、このような会も重ねたうえ

で、しっかりとプロジェクトの推進をしていければと思

います。

　最後になりますが本日は様々な意見が出ましたので、

町長より本会のまとめをよろしくお願いいたします。

○町長（太田長八）　本日は貴重なご意見を多数いた

だきまして、ありがとうございました。

いただいたご意見を基にこれから戦略を練り、推進し

ていきたいと思います。

　そういった中で、日本茅葺き文化協会の安藤様には、

茅葺きや茅の再利用という事について、また色々なご指

導をいただけますと、大変ありがたいと思います。

　本会を通じ、皆様が細野高原について真剣に考えて

いただいていることを、一層深く感じました。今後とも皆

様とは情報共有を行っていき、保全や利用について検

討していければと思います。

　また、最も大事なのは管理を行っていく後継者、これ

が一番重要だと思います。今のままでは必ず担い手不

足となってしまいますので、今後の体制をどのように変

化させていくか、そしていかに細野高原の素晴らしい自

然を保全していくか、これこそが最大の課題です。皆様

と一体となり、この保全にしっかりと取り組んでいきた

いと考えておりますので、その際にはまたご支援とご協

力の程をよろしくお願いいたしたいと思います。

　以上です。ありがとうございました。

○（一社）日本茅葺き文化協会（安藤邦廣）  申し訳ご

ざいません。最後によろしいでしょうか。

　この茅場の維持管理について、先ほど町教育委員会

の梅原さんよりご発言があった中で思い出しましたが、

文化庁の制度で文化財を守る資材を選定する、「ふるさ

と文化財の森」というものがあります。この中に茅場が

含まれていまして、現在、全国１９か所の茅場が選定さ

れており、静岡県だと朝霧高原が数年前に選定されて

います。各県に１か所程度ありますが、文化庁の中で一

番新しい制度となっています。文化財というのは法隆寺

などの建築物、それから、それを守る職人技、無形文化

財といいますが、それに加えて資材の文化財制度が一

番新しく、１０年ほど前にできたばかりです。例えばヒバ

塗装や漆です。その中にやはり茅がとても不足している

ので、茅場を保全、管理していきましょうということで、文

化財に出荷する茅として、そのエリア選定するというこ

とができます。

　私が本日見た限り、細野高原はこれに合致する場所

だと思います。ただし条件としましては、文化財への出

荷実績が多少なりとも必要ということになります。その

ためこの地域にある文化財、市町村指定や登録文化

財でも可能ですが、茅葺きの建物が伊豆半島にはたく

さんあると思います。例えば伊豆の国市にある国指定

重要文化財の江川邸もそうですが。そういうことで２～

３年程度の実績を積み、細野高原の茅場の質、量は問

題ないと思われますので、是非、茅刈りを始めていただ

き、選別したものを出荷する取組をしていただければ、

制度の対象として選定されると思います。選定される、

文化財の森から様々な助成制度受けられます。普及啓

発事業というもので毎年助成が出ていますので、最大

２００万円の満額補助となりますが、そこに町民の方々

が参加して、皆様と一緒に環境教育を推進していきな

がら茅刈りを行い、山焼きをやること、このような環境

保全全体の取組を体験、研修することで補助が受けら

れます。

　また、選定地の整備費用にも半額補助が受けられま

す。例えば農道整備や支障木の伐採、山焼きについても

環境整備事業となります。いずれも県を通じ、文化庁へ

の申請手続や調査の依頼を行い、町の文化財関係課

から県の文化財関係課の方に連絡を行います。私も文

化財のほうの選定委員となっていますので、私の見た

限り細野高原は是非、ふるさと文化財の森に選定して

いくことを２～３年の目標にしてやっていただくと良い

のではないかと思います。

　細野高原の観光利用というのは、長期的に一歩ずつ

やっていくことが必要ですけれども、取りあえず、文化財

制度を活用していくことは非常に利点が大きいと思い

ます。是非、文化庁への問い合わせやホームページを

ご確認いただき、ふるさと文化財の森という制度を調べ

てみてください。生物多様性の維持や環境教育というこ

とを推進していくために、とてもいい制度だと思います。

以上、補足となります。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

○司会　この後午後３時２０分より、各分科会場の方

にご出演いただき、WEB配信にて全体会を予定してい

ます。

　藤田さん、内山さんにおかれましては、全体会での発

表に向け意見をまとめていただきますので、東伊豆会

場の分科会はこれにて終了といたします。

　藤田さん、内山さん、鈴木さん、どうもありがとうござ

いました。

　それでは全体会までお時間がありますので、休憩を

お取りください。

の固定機能というのがかなり優れているらしいという

のが見えてきていまして、2013年の成果を基にします

と、阿蘇郡市の全世帯が１年間に排出するＣＯ２の量

の1.7倍ぐらい相当の炭素を草原が固定しているとい

うことで、阿蘇の中で見たら、排出よりも吸収が勝って

いるというようなことが言えて、地球温暖化防止の観点

からも未来に残す価値が高いというふうに考えられて

いたりします。

　それで、そういう様々な恵みがあるんですけれども、

過去から草原がどうなってきたのかというのを見ると、

かなり減ってきていると。100年前は阿蘇地域、ほとん

ど草原が広がっていたのが、見ていただいたら分かる

とおり、2007年にはかなりそれが森林に置き換わって

しまっているというような現状になります。

　草原再生協議会というところで議論をしていますけ

れども、じゃこの先どうなっていくんだろうって考えたと

きに、30年後の姿をちょっと想像しようみたいな話を

していまして、５年に１回牧野の調査がされている中で、

野焼きとか輪地切りをあとどのくらい継続できますかと

いうような調査項目があります。その中で、「10年以上

はできそうだ」と答えている牧野さん以外は、ちょっと

30年後まで管理を続けているのは難しいんじゃない

かというふうに仮定した場合なんですけれども、面積

で６割ぐらい減っているような予測になります。

　こういう状況もある中で、次世代へ残すべき姿で30

年後の目標というのを草原再生協議会の中で議論し

ていまして、先ほど申し上げた６割の草原面積減少と

いうのもあり得るかもしれないという中で、「今と変わ

らない規模の草原を残す」ということを目標に設定し

ようとしています。これ特に牧野組合さんの意向も大き

くて、やっぱりモチベーションを持ってやっていくため

にも、減少というところを目標にしてモチベーションも

上がらないだろうということで、最低限維持はしようと

いうような目標設定をしようとしています。

　そのために、３点目なんですけれども、そのために

は長年続いてきた生業による草原維持、これをどう支

援を強化していくのかというのを考えていく必要があり

ますけれども、もう一つ、今までもこれはやってきたんで

すけれども、もう一つ、近年、草原の持つ恵みというの

は、先ほどお話ししたような部分というのが注目され

ていますので、この草原の恵みを守るという観点から

も、草原を支える仕組みづくりというのを進めていく必

要があるかなというふうに思っています。今日は、この

草原の恵みを支える、守るための仕組みづくりというも

のを考える一つのきっかけにしたいなと思っておりま

す。そのために２つほどご講演をいただいて、その後

にパネルディスカッションということで進めさせていた

だければと思っておりますので、皆様よろしくお願いい

たします。

　私からは、駆け足になりましたが、以上です。

○司会　ありがとうございました。

２．講演

①阿蘇の草原がもたらす恩恵～最新の研究報告～

　それでは、早速、講演に移りたいと思います。

　お一人目は、熊本県立大学特別教授の島谷幸宏様

にお願いしたいと思っております。

　島谷先生は、現在多くの研究者が関わって進めてお

られる環境総合推進費研究の研究リーダーであり、今

日はその成果について、阿蘇の草原がもたらす恩恵、

最新の研究報告についてご講演をお願いいたします。

　それでは、島谷先生、よろしくお願いいたします。

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　皆さん、こん

にちは、島谷です。

　阿蘇の研究は、立場的には九州大学の特命教授と

してやっています。ただし、４月から熊本県立大学のほ

うにお世話になっていまして、私の実家が龍田なので、

熊本を今中心にしながらいろいろ仕事をしています。

　今ご紹介になったんですけれども、これが環境省の

推進費のテーマです。阿蘇をモデル地域とした地域循

環共生圏の構築と創造的復興に関する研究というこ

とで、大きく言うと３つのテーマでやっていて、そのそれ

ぞれのテーマがまた３つに分かれていて、９つの大き

な研究が集まった物すごく大きい研究です。私が全体

のリーダーをしていて、東海大の市川先生が特に地下

水のことをやられていて、慶応大の一ノ瀬先生が特に

後ろのほうの地域循環共生圏のほうの研究をされて

います。今日お見えになっています、実は。ちょっと驚き

ました、私も。

　研究の背景は、2017年に北部九州豪雨があって、

2016年に熊本地震があって、それで熊本県は創造的

復興というのを打ち出されました。その創造的な復興

を環境省が提案されている地域循環共生圏とどうやっ

てつなげていくかという研究になります。

　今日は特に草原のお話を中心にしますが、この阿

蘇は九州の中央部にあって、実は６本の１級河川、筑

後川、大野川、五ヶ瀬川、菊池川、白川、緑川という６

本の１級河川の水源になっています。ですから、玄海

灘から瀬戸内海から有明海からですね、いろいろなと

ころに水を注ぐ一番上流の地域になっています。流域

の人口が230万人と言われていて、しかも筑後川から

福岡導水で水を配っていますので、約480万人、500

発散、雨から蒸発散を引いたものが水資源量というこ

とになります。特に筑後川の場合はダムがありますの

で、雨が降ったときの水も全部ためてしまうので、基本

的には下流に流れていく水資源量は降った雨から蒸

発する量を引いたものということになります。

　そこで、こういう樹林とススキがどれぐらい蒸発散量

が違うかということを測定しています。宮沢先生という

先生が研究をしています。植物には、ちょっと難しくな

るんですが、光合成をするときにＣ３という植物、普通

の一般的なＣ３植物というスタイルと、ススキのように

Ｃ４植物というスタイルの光合成をやるタイプとがあり

ます。ススキはＣ４植物というタイプになります。Ｃ４植

物というのは、難しいんですけれども、機構がすごく

違って、非常に二酸化炭素を節約しながら光合成をす

ることができます。水を使う量も非常に少ない、節水型

の植物というふうに言われています。このＣ３植物とＣ

４植物というのは非常に重要なポイントになっていて、

阿蘇では草原にするとほとんどススキになります。スス

キになるということが蒸発散量を小さくしているという

ことになります。

　それで、今、牧野の方に協力していただいて、直接

葉っぱにこういう樹液流計というセンサーをつけて、

ここから今、直接測れるようになりました。一つ一つの

茎からどれぐらいの水分が蒸発しているかというのを

１年間測っています。それで分かってきたことは、これ

が杉で、ササやヤシャブシで、ススキとなりますが、１

年間ずっと積算していくと、杉とススキでは非常に大き

な蒸散量の違いがあるということが分かってきました。

これはもう光合成の仕組みが根本的に違うので、非常

に節水型の植物であるススキが生えているということ

がこの節水型だということが分かりました。

　今ちょっとそれを年間どれぐらいの蒸散量になるか

という推定を行っていて、ちょっとまだ低めの推定に

なっているんですが、これススキです。ススキがＣ４と

いう植物で、ほかのは全部Ｃ３植物なんですが、ススキ、

ササ、杉、ヒノキ、ヤシャブシというようなもので考えて

みると、恐らく杉・ヒノキに比べて１年間に年間の蒸発

散量が100ミリは最低違うだろうということが明らか

になってきました。

　現時点ですが、今年度の３月までで研究を終わりま

すので、それまでにはこの明確な数字が出てくると思

うんですが、水の使う量からすると、ススキ、ササ、ヤ

シャブシ、杉、ヒノキという順番になるであろうというこ

とがどうも明らかになってきました。これ非常に重要な

ことになります。

　ここに阿蘇がありまして、ここに、今見ている草原っ

てほんの一部の草原なんですが、もし樹林に替わって

しまうと、年間100ミリから200ミリぐらい、下流に流れ

るお水の量が減ってしまうということになります。100ミ

リというのは高さの単位ですね。１年間、大体この地域

が3,000何百ミリと降りますが、そのうちの100ミリ分

が蒸発、空中に出ていってしまうということになります。

ですので、草原があることによって、下流に水を配るこ

とができているということになります。大体その量は、

後でちょっとご説明しますが、年間1,000万トンとかそ

ういう量になります。実は、下筌、松原ダムという、ここ

に２つ、ちょうどこの阿蘇から出てくるところにダムが

あって、そこから平地に水が出ていくわけですけれども、

このダムでは発電を行ったり、下流への有明海に流れ

ていく水を供給したりしているわけですけれども、実は

有明海のノリが取れなくなった、冬場取れなくなったと

きには、このダムを操作して、水を放流して下流に栄

養物を送るという、栄養源を送る操作をしています。そ

の水の量は大体1,000万トンとか、大体それぐらいの

量なんですが、それは草原がなくなると、それがちょう

どできなくなるぐらいの量になります。非常に大きな量

です。

　今までに行われた松原、下筌ダムによる緊急放流と

いうことで、大体冬場です。冬場、ノリが行われるように

なって、ノリの色落ちと言って、色が落ちてくるんですね、

栄養塩がなくなると。窒素の濃度が低くなったときに松

原ダムを放流すると、窒素濃度がばあっと上がって

いって、色落ちしなくなるということで、実は草原の水と

いうのは、有明海のノリを支えているということにもつ

ながっているんですけれども、あまりそれは意識されて

いません。松原ダムの流域で例えば草原がもしなく

なってしまえば、約1,000万トンぐらいの水資源がなく

なってしまうということになります。それは、人口でいう

と11万人分ぐらいの水資源量になるということなので、

非常に大きい水の量だということが分かると思います。

今まで草原について、あまり定量的に水をどれぐらい

節約するかというのを分かっていなかったんですが、

それが今分かりつつあるということです。

　それともう一つは、今、立野ダムができているんです

が、こっちがカルデラと、下流の熊本の地下水がつな

がっているかどうかということに焦点を当てて研究を

しています。ずっとボーリング調査が、最近、地震の後

いっぱい行われまして、そのときの地下水を連ねてい

くと、これがつながっているということが明らかになっ

てきました。それがですね、量的にどれぐらいかという

と、これは熊本大学の嶋田先生たちがシミュレーショ

ン、１年間の水収支というのを示したものです。

万人の水源になっているということで、非常に重要な

地域になっています。

　しかし、これはあまり知られていないです。私、福岡

市民もやっているんですけれども、福岡市の人は、筑

後川から水をもらっているという意識はあるんですけ

れども、阿蘇から水をもらっているという意識はほとん

ど希薄なんですね。有明海の人も、筑後川とか白川と

か緑川とか菊池側から水が流れているというのはよく

知っているんですけれども、その上流は草原だという

のを皆さんご存じない。有明海は、よく泥の干潟で、阿

蘇の噴火物によってできているどろどろの干潟で、そ

れが非常に豊かだというのは言われているけれども、

その水の水源が阿蘇だというのはあまり言われてい

ないと。そういうところがあります。

　この９つの、サブテーマになるんですけれども、簡単

にいうと一番上が自然災害を生態系によってどうやっ

て守るかというような感じの研究です。自然資源を使

いながら災害を防ぎ、それを創造的復興につなげてい

こうというのがテーマ１。テーマ２は、熊本地震によっ

て地下水に影響が出たので、その地下水がどういう影

響を受けて、それがどういうふうに回復しているのか。

それから、その地下水が、１回カルデラの中に入った

水がどういうふうにほかのところとつながっているか

という研究。テーマ３は、自然資本と社会関係資本と

いうのは、人間関係とかいろいろな社会のことにも注

目して、地域循環共生圏というのをどういうふうに成

立していけばいいかという、文系の研究から理系の研

究まで、非常に幅広い研究となっています。

　簡単にいうと、阿蘇地区の中で自律分散型の社会

を構築しつつ、他の大都市圏等といろいろな交流をし

ながら、創造的復興と地域循環共生圏をどうつなげて

いけばいいかということの研究をしているということ

になります。

　扱っている自然資源としては、草原だとか森林、そ

れから石材、水田、湿地、水みたいなものを対象にし

ています。

　この図はですね、ここに中央の火山地帯があって、

カルデラがあって、外輪山があって、そういう色を示し

ていますが、この草原、災害との関係を示していますが、

集落の配置をどういうふうにすればいいのかとか、低

地の氾濫をどうやって防げばいいのかとか、田んぼダ

ムをどういうふうにしていいのかとか、こういうカルデ

ラと外輪山のランドスケープに基づいた自然の機能

も生かしたような防災はどうあるべきかというような研

究をしています。

　皆さんご存じのように、阿蘇はこの草地が外輪山の

上と斜面というのがあって、その下に林地があって、集

落があって水田があるという、一つの配置構造が単位

となって、一つの集落が草地から林地、水田、そういう

管理をしているという、そういう仕組みがあるというの

は皆さんご存じで、こういう関係が非常に重要だとい

うふうに思っています。

　まず、災害との関連を見ていくと、草原、これはです

ね、縦軸に崩壊の確率を書いてあって、これいろいろ

な植生について書いてあるんです。これを見ると、草原

が崩壊の確率が高い。しばしば崩れやすいということ

が分かりますが、そのときの崩壊の深さは小さいという

ことが分かっています。ですから、草原にすると、時々

崩れるけれども、大きな被害はもたらさないというよう

なことが分かっていて、しかも、傾斜が比較的緩いとこ

ろの樹林帯がこういう土石流とかを緩衝する機能が

あるということも分かっています。

　次に、水の機能についていろいろ研究しています。

特に筑後川と白川に着目して研究を実施しております。

　実は、筑後川というのは阿蘇の外輪山を水源として

福岡県を通りながら有明海に注いでいる九州一の大

河です。ここから福岡に導水を持っていって、福岡市の

水も供給して、約30％ぐらいの水を供給しているとい

う非常に重要な川になっています。松原ダムというダ

ムが筑後川の上流にあって、上流のこの地域の水を、

外輪山の水を集めて、１回、松原ダムでためて、それで

下流に供給しているということになります。流域の草原

の状況を見てみると、どんどんどんどん今減っていると。

1900年頃に比べて、半分ぐらいになっているというこ

とが分かります。

　それで、どういうことをやっているかというと、実は雨

が上から降って、雨が降ったものが植物とか地上から

蒸発とか発散、発散というのは葉っぱから出ていくの

を発散と言うんですが、蒸発散して上に向けていくと。

それ以外のものは表面に流れるのと地下に浸透する

のと、二通りで流れていくということになります。ですか

ら、下流に流れていく水の量は、この植物等からの蒸

を目的として、村長が火入れ責任者となって野焼き再

開を進めておられます。本日は、その事例を中心に南

阿蘇村の草原管理の取り組みについてご発表をいた

だきたいと思います。

　それでは、吉良村長、よろしくお願いいたします。

○南阿蘇村村長（吉良清一）　皆さん、こんにちは。今、

紹介がありました南阿蘇村の吉良と申します。

　今、村長ということでございますが、私はもともと農

家の長男で、無農薬の米とか、あるいは私自身も野焼

きとかに参加しておりました。これまで農地や草原を

守るためにいろんなことをやってきたんですが、もう農

家の１人、２人では、これはもう守れないということで、

村長を目指しました。しかしながら、なかなか簡単に

は合格させていただけませんで、今から17年前に南

阿蘇村が合併したときに初めて出まして、落ちて、落ち

て、落ちて、４回目にやっと合格いたしました。周りの人

は私のことを吉良清一の趣味は何か知っとるかいと、

吉良清一の趣味はね、選挙だもんなと。特技は何か

知っとるといったら、特技は落ちることだもんなという

ふうにからかわれておりました。

　そういうことで、私は本当にこの草原の水量を守る

と、このために村長になったようなもので、今いろんな

取組でしっかり頑張っております。私は、講演するほど

知識が豊富ではありませんので、地元の水分量など現

状をお話ししようと思って、この役を引き受けました。し

ばらくの間ですが、よろしくお願いします。

　それでは、早速、話に入っていきますけれども、話の

内容は、この画面のとおりで、途中に私の持論あたり

も少し述べさせていただきたいと思います。最後に、村

で作ったビデオがございますので、それをご覧いただ

ければと思います。

　まず、南阿蘇村の火入れ対象地は1,500ヘクター

ルございまして、27の牧野があります。うちの牧野の特

徴としましては、こっちの北側と比べまして急斜面が多

いということ、それから、谷が深いということがうちの

特徴だと思います。そのために輪地切りなどはとても

苦労しますし、また、放牧牛を見つけにくいという、そう

いう苦労もございます。そして、平成28年に３つの牧野

が中止をいたしました。原因は、これは慢性的なもの

なんですが、高齢化、あるいは担い手不足、また、火入

れ責任者の、これは区長さんなんですが、その責任が

大変重いということが原因です。死亡事故が28年に

発生しまして、区長さんが死亡事故の後に事情聴取と

か、あるいはいろんな事故後の手続とか、また、遺族へ

のお見舞いとか、ものすごくご心労をされております。

火入れ責任者についてはまた後ほどお話ししたいと

思います。

　そして、これは同じく28年に起こった熊本地震です。

牧野のあちこちでこういう牧道が被災を受けまして、２

つの牧野組合で野焼きを中止しております。

　これから再開に向けた取組ということを簡単にご説

明しますと、南阿蘇村と牧野組合、熊本県で連携協定

を結びました。真ん中にいらっしゃるのが白川牧野組

合の組合長さんです。白川水源の上辺りが野焼きが中

止されておりますので、そこら辺からまず復活したほう

がよかろうということにしました。村と熊本県で予算を

組みまして、防火帯の整備等を行いました。その白川

地区でも集会をして、野焼きの再開について議論が

あったんですが、野焼きの再開についても疑問視する、

つまり無理やりせんでもいいんじゃないかという意見

もありましたけれども、その中央の後藤区長さんの強

いリーダーシップで、野焼きは何としてもせないかんと

いうことで、再開することができました。

　火入れ責任者をですね、区長さんから村長、私とい

うことにしました。区長は現場の監督者。それから、こ

れまで区長が申請をして村が許可するという許可制

度でしたけども、これも届出だけでいいという届出制

にいたしました。

　重機により白川牧野を早朝、総延長で20.7キロ

メートル、800万ぐらいかかったと思いますが、整備を

いたしました。それによって、今年の３月に、これは野

焼きの様子ですが、４年ぶりの野焼きでしたので、多く

のカヤがあって、もうそれはそれはすさまじいほど、恐

ろしいほど燃え上がりました。

　これは５月の写真ですけれども、野焼きをしたところ

が緑色になっているかと思います。途中に防火帯があ

ります。中腹ほどには保安林がございます。

　これは、ちなみに私が朝に写真を撮ったんですが、

３月です。雪が降ったところが白くなっていますが、野

焼きをしたところは、野焼きをすれば草がありません

ので、もう地面に直接雪が積もります。ですから、こうい

う具合に白くなります。白くないところは、野焼きがして

いないところです。

　私の持論を少し話しますと、左が野焼きをしない場

合、右が野焼きをした場合で、梅雨の時期がですね、

梅雨は雨が降るわけですから、野焼きをしたところは

草が生えていますので、雨が、先ほど島谷先生の話に

もあったように、雨が地下に浸透します。しかし、左側

はススキがありますので、いわゆるかやぶき屋根状態

で、恐らくほとんど地下には浸透せんで、カヤを伝って

下に流れ下っているのではないかというふうに考え

ます。

　皆さん、水収支ってとっても分かりにくいんですけれ

ども、阿蘇のカルデラを一つのおけみたいに考えて、

上から降ってくるのが１年間に3,629ミリの雨が降っ

てきています。これシミュレーションで出てきたものな

ので、この辺の蒸発量というのはいろんなところの平

均になっています、建物とか水田とか山とか。大体その

うちの463ミリぐらいが蒸発していくよと。土の中に

2,600ミリぐらい入って、土から2,500ミリぐらい出て

きているということが分かります。蒸発するので、それ

が155ミリということで、地下水から７ミリ、それほど大

きな値じゃありません。地下水、つながってはいますけ

れども、ボリュームとしては大きい値ではないと。１年

間に3,000ミリぐらいの水がカルデラから下に出て

いっていると。

　これ非常に重要なのは、そのうち、3,000ミリのち

2,500ミリぐらいは１回土の中にもぐってゆっくりと出

てきているということです。ですから、洪水のときに出て

いっているのが大体500ミリぐらいということで、これ

は非常に、日本の川の中では大体洪水のときに出て

いく水の量とふだん出ていく水の量が１対１ぐらいだ

と言われているんですが、阿蘇の場合にはカルデラが

あるせいで非常にゆっくり水が出ていっていると。だ

から、下流の洪水も草原とか水田の涵養とかによって

減らしていると。だから、１回雨が降っても水が染み込

んでいきますので、それがゆっくりと湧き水という形で

出ていっているということになります。

　それで、大体の量は出てきたんですが、大体、阿蘇カ

ルデラから流出する白川の流量は年間７億トンと。そ

のうち大体１億トンぐらいが白川の中流域で、農地で

地下に浸透していると言われていますので、阿蘇カル

デラの中に降った雨のうち、１年間に約１億トンぐら

いの地下水は熊本市の地下水として供給されていると

いうことが大分明らかになってきました。ですから、今

まで定性的には言われていたんですが、こういう現象

は、一つは外輪山の草原は福岡の筑後川はじめほか

の地域の水の資源として非常に重要な役割を果たし

ていると。阿蘇カルデラから熊本に関しても、カルデラ

に降った水もちゃんと地下水を涵養するのに役立って

いるということが明らかになって、やっぱり草原を守る

ということは、非常に大きな水資源、九州北部の水資

源を守るのに非常に重要であるということが明らかに

なりました。

　私たちは、先ほどもちょっとお話ししましたように、

創造的復興と地域循環共生圏をどうやってくっつけて

いくかという研究をしています。私たちが考えている創

造的復興というのは、地域の資源の価値を創造する、

再発見する。社会的な課題を踏まえて再発見する。そ

れこそが創造的復興であると。価値創造こそが創造的

復興であると。

　草原の場合は、先ほど言いましたように、今までい

ろいろなことが言われていますが、特に今回の研究で

は、水資源の供給機能が非常に大きいということが明

らかになったと。防災機能もあるということも明らかに

なったということであります。

　そういう価値を創造して、今度は福岡や熊本市の水

資源として価値を共有する必要があります。有明海に

対しても、阿蘇は有明海の恋人というようなですね、そ

ういうフレーズを共有する必要があると。そういうこと

によって、都市からの資金だとか漁民からの応援だと

か、そういうふうな価値を認識することによって、さらに

いろいろな共生圏からの関わりが来るというふうに考

えています。

　また、今日ちょっとお話ししませんでしたが、どう

やって自律分散型の社会をつくっていくかというときに、

草原をどうやって維持するかというのは非常に重要な

ポイントになります。それについてもいろいろ、どういう

ふうにして管理すればいいのか、集落の主体力を形

成するにはどうすればいいのか。水源涵養保安林を

水源涵養保安林野というような水資源の涵養がある

草原を水源涵養林と同等のものとして位置づける必

要があるだとか、そういうことを今考えながら研究を

行っています。

　以上で私のお話を終わらせていただきます。どうも

ありがとうございました。（拍手）。

○司会　島谷先生、ありがとうございました。貴重なお

話をありがとうございます。

　それでは、ただいまの島谷先生のお話の中で、時間

の関係上、お一人だけご質問等ございましたら受けた

いと思いますが、どなたかいらっしゃいますでしょうか。

よろしいですかね。

　後でですね、島谷先生のほうにはパネルディスカッ

ションのほうにも参加していただきますので、またそ

れも併せてご質問等ありましたらよろしくお願いいた

します。

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　どうもありが

とうございました。

○司会　それでは、ありがとうございました。（拍手）

②南阿蘇村の草原管理の取り組み

○司会　続きまして、お二人目です。南阿蘇村村長の

吉良清一様にお願いしたいと思います。

　南阿蘇村は、平成31年度から水源涵養機能の保全

ができないような集落については、村で、例えば消防

署とか消防団員、あるいは警察官のＯＢさんたちで専

門のプロのチームをつくって、土日に計画的に野を焼

いていけば、かなりの面積をカバーできるのではない

かと思って、今、計画中です。

　それと、最後はですね、野焼き目的の認識の改革と

いうことを訴えております。これまで野焼きの必要性と

いうのは、例えば景観の維持だとか、あるいは病害虫

の防止とか、そんな目的で野焼きをやっておりました

けれども、それだけでは住民に、農家がもう野焼きはそ

れぐらいのことだったらもうやらなくてもいいんじゃな

いかと、そしてまた、地下水は森が育むという考え方が

ほとんどで、草原をそのままに放置すれば、やぶ化して、

山林というか、山林になるから、それでもいいんじゃな

いかと。森が育むという考えがありますからですね、野

焼きはそんなに無理してやらなくてもいいんじゃない

かという考えがありますので、その考えを少しずつ変え

ていかなければ、野焼きの存続は厳しいなというふう

に思っております。

　ですから、野焼きの目的は、もう水源保全と。特に南

阿蘇はそうなんですけれども、熊本市内の地下水の保

全に草原は大きく貢献しているということをしっかりこ

れからも訴えていきたいと考えております。

　大体、私の言いたいことは終わりまして、このビデオ

をですね、ユーチューブにもあります、阿蘇の地下水が

見られるというのをですね、これをちょっと流したいん

ですけれども。

（ビデオ視聴）

　阿蘇の地下水を未来へ。

　熊本は古くから水の都と呼ばれ、その中でも熊本市

は水道水減の100％を地下水だけで賄っているとい

う世界一の地下水都市とも呼ばれています。それには、

阿蘇のたくさんの湧き水が関係しています。なぜこんな

に水源となる湧水が多いのでしょうか。

　これから紹介する４つの条件と阿蘇の人々の暮らし

が深くつながっています。

　１つ目は阿蘇の地形です。阿蘇は、ほとんどの地域

で年間の降水量が3,000ミリを超える、全国的に見て

も非常に雨の量が多い地域です。火山の噴火活動で

できた大きなくぼみのことをカルデラと呼びます。この

広くて深いカルデラは、たくさんの水をためる役割が

あり、阿蘇は九州の水がめとも呼ばれています。

　２つ目は地質です。火山の噴火活動によって水を通

しやすい層と通しにくい層ができました。このことに

よってより多くの水が地面に染み込み、長い年月の間、

地中にためることができるのです。そして、この幾つも

の層は天然のフィルターとなり、きれいな湧き水を生む

のです。

　３つ目は水田です。もし水田がなければ、雨は川に

流れ、すぐに海に流れ出てしまいます。その一方で、水

田は雨水の多くを地下に浸透させます。また、大雨のと

きにはたくさんの雨水をためることができるため、天然

のダムとも呼ばれています。

　最後は草原です。阿蘇の草原は、地下水を育む力が

とても優れています。それはなぜでしょうか。森林に雨

が降ると、雨水が葉や枝で遮られるため、地面の染み

込む量は少なくなります。しかし、草原に雨が降ると、

地面に届く雨の量が多くなり、その分、地面に染み込む

量も多くなるのです。また、地面が吸収した水の一部は、

植物の根や葉を通して蒸発します。蒸発する水の量は、

森林に比べ草原のほうが少なく、同じ雨の量でも草原

のほうが地面に染み込む量が多くなるのです。そして、

何よりこの草原の維持に大切なのは野焼きです。野焼

きにより枯れ草がなくなり、新たな草原に生まれ変わり

ます。そして、その草原は、より多くの雨水を染み込ませ

ることができるようになるのです。このように主に４つ

の条件が重なって、たくさんのきれいな湧き水が生ま

れているのです。

　阿蘇の暮らし。

　古くからの阿蘇の人々の暮らしにも湧き水を守るの

に大切な役割がありました。阿蘇では昔から赤牛と共

に暮らしを営んできました。赤牛は、冬の間は牛小屋

で飼われ、春になると水田を耕します。そして、田植が

終わる夏には草原へ放牧されます。冬になると、赤牛

に草原の草や稲わらを与え、堆肥を作り、その堆肥を

水田に返します。こうした営みにより、阿蘇の稲作は維

持され、豊富な地下水を生む水田が保たれてきました。

草原と畜産の関係はヨーロッパでも見られますが、草

原、畜産、稲作、地下水が関係しているのは、世界でも

まれで阿蘇ならではの高度な循環システムとも言える

のです。

　ここ阿蘇では、このような地域循環が1000年以上

も続いてきました。世界の中でも安全に飲める水があ

るというのは、まさに宝とも言えます。自然と人との共生

によって守られてきた阿蘇の自然、地下水、これからも

みんなで守り、育てていきましょう。

○南阿蘇村村長（吉良清一）　これで終わります。

　最後にふるさと納税ということをちゃっかり言って

おきまして、これらの草原や水源を守るために、ふるさ

と納税で頑張ってお金を集めようかと考えています。

　それでは、拙い話でありましたが、これで終わりたい

と思います。ご清聴ありがとうございました。（拍手）

　下はですね、草原の雨量を表したものですが、右側

の野焼きをした場合は、先ほど言いましたように、秋は

茶色になって、それが野焼きをしたら真っ黒になりま

す。真っ黒になった後に雪が降れば白くなって、雪が

解ければまた黒になる。そして、野焼きをしていますの

で、一斉に新芽が湧きますので、もうほとんど一瞬、一

瞬といいますかね、短い時間に緑色に変わります。そ

して、そういう色の変化が野焼きをすれば、１年で色の

変化も楽しめるということが言えると思います。

　これは、ちょっと字がたくさんありますけれども、左側

が草原です。右側が未整備の保安林です。一番上に地

下水の保全能力とありますけれども、これも先ほど島

谷先生が話されたとおりですが、この図はですね、今

年の春に環境省さんが阿蘇の草原を見られるという

たしかチラシを作られていると思いますが、その中に

示された図です。もともとこれは20年ほど前にツカモ

ト先生という、東京工大と思いますが、その先生が20

年前に調整されたのを環境省さんが初めて、今回初め

て堂々といいますか、堂々とチラシに載せられました。

恐らく私が思いますに、森林と書いてありますので、農

水省、林野庁の森林増加に配慮して、この図が表に出

されなかったんじゃないかというふうに思います。初

めてですね、今年の春、これが環境省のパンフレット

に載りましたので、私はこれを積極的に使うことにして

おります。これほど草原のほうが地下に浸透する水の

量が多いということが、これを見れば一目瞭然だとい

うふうに思います。

　そして、２番目は、先ほど環境省の山下さんのほう

から話があったとおりです。ＣＯ２の吸収能力が割と知

られておりませんけれども、土壌中に有機物がたくさん

草原はありますので、炭素を固定しているということか

と思います。

　次は、大雨時の土壌を流出するから、大雨時の災害

はご覧のとおりです。大雨時の災害は、今全国各地で

洪水時の流木被害出ておりますけれども、これもやは

り整備をしていない森林の流木被害だというふうに思

います。

　それと、生物の多様性もご覧のとおり、それから、生

産性、利用効率につきましては、草原は毎年、野焼き、

放牧、そして採草と、毎年リセットがされますので、生産

性が高いと思います。農業との関わりは、草原は飼料

とか、堆肥の資材とかなっております。また、経済効果

につきましては、観光資源は草原の風景などがありま

すし、右側の中央火口丘、特に阿蘇ジオパークがあり

ます中央火口丘の保安林というのは、火山灰とか、あ

るいは火山ガスとか、そういうことで非常に育ちが大

分悪いことから、中ではもう既に枯れていって、保安林

の機能を有していないというふうなところもあります。

我々は地元では、あれは保安林ではなくて、不安林だ

というふうに言っております。

　それと、景観は先ほども申しましたように、草原はも

う四季折々の景色が楽しめます。また、文化的景観に

つきましては、阿蘇の草原は、平成29年だったと思い

ますが、国の重要文化的景観に指定を受けております。

それほど文化的景観にも優れているということで、これ

は高橋佳孝先生にアドバイスを受けながら、この表を

作りました。まだこれに漏れていることがあるかもしれ

ませんが、これほど草原は優れているということがお

分かりというふうに思います。

　これからの取組としましては、今年の春、950ヘク

タールで24牧野組合が実施しております。ただし、依

然550ヘクタールはまだ未再開となっております。それ

で、牧道や恒久防火帯の設置を進めたいと考えており

ます。しかしながら、これを見てもらうと分かりますが、

民有林との下のほうの防火帯はあまり傾斜がありませ

んので、そんなにお金もかかりません。ところが、上の

保安林との境の防火帯は急峻で、工事の人ももう

ちょっと考えないかんなというぐらい危険な場所も

あったそうで、上の防火帯を造るのは物すごいお金が

かかるということであります。保安林を何とか解除して

いただけないかということを再三、県の農政などにも

言っておりますけれども、なかなかハードルが高くて、

なかなか解除は難しいと、１ミリたりとも保安林は譲ら

ないというような、本当に強い姿勢が見られます。です

から、解除が無理なら、杉、ヒノキじゃなくて、火に強い

クヌギとか、そういう樹種を変えるという方法はどうか

ということで繰り返し繰り返し提案しています。

　そして、３番目に人手の確保ですけれども、やはり畜

産農家、特に放牧農家を増やしていかなければなりま

せん。放牧はいろいろ大変な面もありますので、今、牛

にセンサーをつけて、バーチャルフェンスといって、パ

ソコンでの架空の線で、そこに牛が通れば、そのセン

サーがびりびりとして、牛がそれ以上進めなくなります。

いわゆる架空のフェンスですね、パソコン上の架空の

フェンスから先には行かせないということが今年、福

島県で実証実験をやっておりますので、それをちゃん

と見て、うちも近い将来に導入を計画しております。２

つの牧野組合で実証をやろうという今計画をしており

ますので、そして、簡単に放牧ができるようになれば、

畜産農家も増えるというふうに思います。

　それから、ボランティアの皆さんが協力をいただい

ておりますし、専門部隊と書いておりますのは、野焼き

分かると思いますけれども、この牧野組合、東部のほう

に位置しています。滝室坂、57号線から箱石峠、265

号線の間を位置するところで、面積が430ヘクタール、

標高は約600メーターから900メーターあります。外

輪山内側は急傾斜で、上部は比較的緩やかな地形と

なっております。

　この道路線の部分ですね、こちら側が大分のほうに

水が流れていきます、大野川のほうにですね。そして、

こちら側が黒川や白川につながっております。阿蘇の

東部として、私の牧野は箱石という国土地理院の地図

にも載っている有名なところがありますし、もう一つ、こ

こに人の顔をした岩がありますけれども、国道265号

線沿いには人の顔をした岩も見られます。

　そして、こうした景観が見られますけれども、これは

野焼きの後ですね。ここはもう大野川水系の源流とな

る水の流れとなるところです。

　こちらは放牧の状況です。この中がやっぱり大野川

の水系になります。

　道のこちら側になるところを黒川、白川のほうに水

が流れていくというようになります。

　うちのほうの牧野では、特に今、32名とこれ書いて

ありますけれども、現在は30人になりました。最初、こ

の牧野組合がスタートした時点では100戸以上あっ

たんですけれども、私が入った頃は98戸の農家があ

りました。大体200頭以上の牛を飼っています。しかし、

年間放牧は70頭ぐらいで、草の利用もなされています

けれども、自分たちでは使い切れないくらいです。主な

活用としては、草原の維持というのが大切ですから、

野焼きとか、それから草刈りをやって、草原を維持する

こととか、最近は子供たちに野焼きの体験とか希少生

物の保護などの啓発なども行っております。それから、

野草堆肥で作った野菜を作って、啓発普及に励んで、

いろんなところに発送したりとかも取り組んでいますし、

カヤの出荷等も行っております。

　また、観光利用として、特に、私は普通、農家ですか

らなかなかできないんですけれども、牧野の中のいろ

んな宝物をぜひ皆さんにも知ってほしいということで、

牧野ガイド事業というのに取り組みました。ここでしか

ないものを楽しんでいただきたいと思って、まず、自転

車で草原の中を、牛がいないときに走り回ることがで

きる、そうしたことを取り組んだり、そのためには防疫

対策もしっかり取らなくてはいけませんので、石灰とか

クエン酸を使った消毒もして、いろんな外来種子とか

そういったものを持ち込まないような工夫をしながら、

遊び、学び、そして感動を味わうような、そういう体験

なども行っております。

　もちろん自転車だけではありません。トレイルウオー

クと言って、人々が歩いて草原を楽しんでいただくとい

うことは、ただ歩くだけじゃなく水がどのように流れて

いるかとか、そこにある希少植物、どんなものがあるか

とか、そういったものをなぜ保護するか、なぜ守ってい

かなくちゃいけないかということ、そして、阿蘇の草原

を通して、より多くの人々の心を癒すことができるとい

うことを訴えております。

　阿蘇には、大体年間180万以上の人たちが観光に

お見えになるそうですけれども、そうした人の一部でも、

私どもの牧野を通して、そうしたことを知っていただい

て、草原の大切さ、そうしたことを少しでも伝えられば

と。その他からものを後世に残せるようにしたいなと

いうふうに思っています。それで、こういう取組をやっ

ております。

　これからは、観光利用としての牧野ガイド事業でと

いうのは、今後、阿蘇地域のほかの牧野でも持続的な

維持管理に生かしてもらえるようにモデル化し、口蹄

疫などの疫病対策の情報共有とともに、牧野間の連携

を図っていきたいと思っております。現在、ほかにも、自

分のところでもやりたいという申込みがありますので、

先進事例じゃないですけれども、どの組合でもできるよ

うに支援できたらと思っております。

　それと同時に、地元の商工会や観光業ともタイアッ

プさせることで、地域の活性化にも寄与できるような取

組を発表させたいと考えております。

　こういった人たちは、私がガイドとして養成した人

たちですので、私が忙しくても、これらの人たちがガイ

ドとして活動できるようにしています。ガイドの申込み

は、道の駅阿蘇に申し込んでいただくと、こうしたガイ

ドさんたちを紹介してもらうことができます。トレイルウ

オークで大体基本ですね、二、三時間のガイドで１人

頭大体3,000円ぐらいの徴収をしております。1,000

円を牧野の維持管理に還元できるように取組をしてお

ります。また、自転車の場合は、そのガイドさんが自分

で値段を設定して、1,000円だけは牧野に還元できる

ようにやっております。現在までに300人以上の方が

観光を楽しんでおられます。

　本来は、オリンピックのときもより多くの人が来られ

る予定だったんですけれども、残念ながらコロナ禍で

活動ができない状態に置かれていました。これからさ

らにこういうのが改善で来たら、続けていきたいなと

いうふうに思っております。

　以上です。

○コーディネーター（坂本　正）　どうも市原さん、あ

りがとうございました。

場代だとか温泉だとか来たときのどうやって頂くのか

というのが大変大きな課題でございます。今日は幾つ

か問題提起もいただきましたので、実現可能な話をぜ

ひ進めていただきたいというふうに思います。

　次は、今日、講演のほうも大変ありがとうございまし

た。島谷さん、１時間ぐらいかかるのを20分ぐらいで

圧縮していただいたんで、やや欲求不満じゃないかな

というふうに思いますけれども、吉良さんの話を伺って

みると、島谷さんの話、重なりますよね。非常にエビデ

ンスというか、今まで言われていた九州の水がめ、福

岡に行ってもそういう話するんですが、筑後川だけ

じゃないと。もうもともとは阿蘇なんだよ。なかなか伝

わりにくいです。熊本市の世界で一番の地下水だと言

いながら、阿蘇の水が染み込んできて湧き出るんだと

言いながら、言いながら、恩恵は受けていますけれど

も、じゃ阿蘇をどうするかって、なかなかそういうふうに

いかない。今日は環境保全だけの問題ではなくて、価

値の創造として、今までのそうだなといったものをちゃ

んと再発見した、保全活用した、防災機能もやっていく

とですね、これからまだ新しい価値が生まれると、都市

圏を巻き込んでいくんだ。今日、最後に言われたところ

をやっぱり今度の課題としてぜひ強調していただきた

いことをお願いしたいと思います。

○パネラー（島谷幸宏）　この研究を始めるときに、い

ろいろお話を聞きにいって、やっぱり、草原が水資源

の涵養機能が森林より大きいことが明確に証明されて

いないんだよというのをすごく言われてですね、そこを

やっぱりターゲットしないといけないということで、今

日ちょっとお話ししたのは、樹液流計という草の木の

中を流れる水の量を測っているんです、実際に。それ

でどれくらい空中に水が出ているかというのが直接、

最近、センサーの技術が発達しまして、10年前にでき

なかったのが今はそうやって直接、どれぐらい植物が

水を空中に吸い上げているか測れるようになったんで、

それをちょっとやってみましょうということで始めたん

です。

　今日は、吉良さんがお話しになったのは、遮断蒸発

というやつで、１回、土の中に水が入って、それで植物

がどれぐらい利用するかという話なんです。もう一つは、

葉っぱなんかに降った雨が途中で蒸発してしまうとい

う２つの現象があって、その両方とも草原のほうが小

さいというのが分かっているので、だから、先ほど示さ

れたのと私が言ったのを２つ足したよとなるので、本

当はもうちょっと何百ミリ、今日、私100ミリと言ったん

だけれども、もっと大きい数なんですね。

　そういうことをいろいろ研究しながら、また、創造的

復興とは何かというのをすごい考えたんです。熊本県

で地震が起き、熊本地震があって、うちも熊本市内な

んで、その周りがもうみんな７割ぐらい被災してですね、

全半壊になって、何となく創造的復興というと、新たに

何かを創造するような、そういうイメージがあったん

だけれども、いろいろ研究してみると、やはり草原を守

ることこそが創造的復興なんですね。水源を守ること

こそが創造的復興なんだけれども、じゃ創造って何か

というと、価値を創造することなんです。今まで上手に

守れていなかったものに対して、もっと新たな価値が

実際にはあるんだけれども、見えていない価値を見つ

けたり、そういうことをやることによって、次の世代につ

なげる夢のある価値を創造して、それは自然を守り、

例えばもっと、私は草原をもっと増やしたいと思ってい

るんですけれども、そういうことをやるのが創造的復興

だと。

　それを環境省さんが言っている地域循環共生圏と

いうなかなか分かりにくい計画なんですけれども、地

域を育てて循環型社会をつくりながら、地域の中だけ

で自立するのがなかなか難しいので、ほかの地域と共

生しながら、できればこういう阿蘇みたいなところは

大都市圏と共生しながら、その大都市圏に当然恵みを、

水の恵みとかいろんな恵みを与えているので、それに

対するお返しをいただきましょうという、そういう考え

方なんですね。そのためには新しい価値を創造し、そ

の創造した価値を共有しないと絶対駄目ですよ。先ほ

どの話でもあったように、どうやって価値をこれからみ

んなで共有していくか。だから、できれば、有明海の人

に来てもらって、ここに大漁旗がね、阿蘇の草原に大

漁旗がはためきね、ああ私たちの草原はこうやって海

ともつながっているんだというのが何か目で見えるよ

うな風景ができるとか、そういうことが次の時代に何か

夢をもたらすんじゃないかなと。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうございま

した。

　今のお話の中で、やっぱりみんな気持ちで分かって

いるんだけれども、価値の創造とかね、新しく物をつ

くっていく、何かないものからつくっていくのは物すごく

大変だと思うんだけれども、今あるものの価値を認識

する、これがもちろん大事なことですよ。認識したら、

次に未来につながっていく。言葉は固いけれども、要

するに今やっていることを子供や孫につなげていって、

今の生活を守っていくということは、福岡の都市圏を

守り、有明海を守り、熊本市を守ることだと。今までは、

そんなこと意識しないで自分たちのなりわいでやって

いたけれども、そういうもんだということをみんなが共

　特に観光ガイドのところでは、ずっといろんなことを、

希少生物、植物だとか見ていただいて、水の話をして、

それで、そこのことを理解していただくというのは大変

すばらしい活動だと、観光とセットになっておりますけ

れども。それを含めて今後の課題というのをまた次回、

次の回にお伺いしたいと思います。

　じゃ次、三宅さん、お願いします。大体、若いですよ、

この中でもね。力あるし、エネルギーあるし、もうこれ

からの阿蘇のこういう課題はもう全部引き受けるとい

うような熱意で今日来ていただいております。今日はど

うも大変ありがとうございます。いろいろ注文が出ると

思いますが、どうぞよろしくお願いいたします。

○パネラー（三宅悠介）　ありがとうございます。環境

省の阿蘇くじゅう国立公園管理事務所、三宅と申します。

よろしくお願いいたします。

　私たちの事務所、この阿蘇市内にありまして、黒川

に事務所があって、大体職員10名ぐらいおります。何

をやっているかといいますと、この関係でいきますと、

草原再生の協議会の運営ですとか、そういった草原

再生の活動に取り組んでいます。それから、国立公園

ですので、阿蘇とくじゅうの国立公園の管理ということ

で、開発の規制をしたりですとか、生態系の保全をし

たりですとか、そういった仕事をしています。

　それからあと、最近は観光振興にも力を入れていま

して、特に政府全体としてインバウンド観光を推進して

いこうという中で、国立公園もですね、そういったイン

バウンドにも貢献していきたいと、そんなようなことも

やっておるような組織になっています。

　それで、今日はこういった場にお呼びいただきまし

てありがとうございます。坂本先生からご紹介いただき

ましたけれども、我々のほうもこの地域にある事務所と

して精いっぱいやることはやっていきたいと思ってお

ります。

　島谷先生、吉良村長からもお話しいただきました。

ありがとうございます。草原再生の活動は2005年から

スタートしています。2021年ですので、もう少しすると

20年かなというようなタイミングになっています。これ

までは地域の農家の方々の活動をどうやって支援して

いくかということで力を入れてきたんですけれども、今、

第３期の全体構想というのをつくっておりまして、それ

の大きな柱としては、なかなか産業だけで草原を維持

していくのが難しいような状況になっている中で、公益

的機能と少し難しい言葉ですけれども、産業だけでは

なくて、広く一般社会にも草原は役立つんだと、こう

いったような中で草原を維持していくと。一番分かりや

すいのは吉良村長からご紹介いただいたような、自治

体が火入れ責任になって野焼きするとかそういったこ

とだと思いますけれども、そういったことにこれから力

を入れていきたいと思っています。

　そういった中で、今日のお話ですね、有明海とつな

がっているとか、あるいは自治体のほうで火入れを積

極的にやっていただけるとか、草原再生にとっても、こ

れから新しい展開を考えていく上で、非常に重要なご

指摘をいただいたかなと思っていまして、また草原再

生協議会のほうでも今日のお話を受け止めて活動し

ていければというふうに思っておるところです。

　それから、市原組合長から観光利用の話をいただ

きました。我々国立公園を管理しておりまして、全国に

34の国立公園があります。この中には、九州の管内で

いけば、例えば屋久島も入っておりますし、それから知

床とか小笠原とか、世界自然遺産に登録されているよ

うなところも、この34の中に入っています。また、富士

山とか日光ですとか、いわゆる温泉とか自然が豊かな

観光地というのは大体34国立公園の中に入っている

んですけれども、あと、くじゅうもその中に入っています。

　皆さん、阿蘇くじゅうって国立公園の中でどれくらい

人が来ているかというイメージをお持ちですかね。実

は阿蘇くじゅうというのは、大体1,600万人ぐらい年

間利用者来ていまして、これは34の国立公園の中で

見ても上から５番目なんですね。日本全体で見ても、こ

ういった自然を生かした地域という中では、お客さん

が多く来ているエリアになっています。

　冒頭に紹介があったとおり、その中に来たお客さん

の８割ぐらいの方がですね、この中でも草原、阿蘇の

中で草原がやっぱり一番すばらしいというような回答

をされています。なので、草原というのは非常に観光に

とっても魅力的な資源であって、地域の外の人たちか

ら、どうやって草原の維持に協力してもらえるかという

のが今日のテーマの一つでもあると思うんですけれど

も、そういったときに、やっぱり観光の方に一部ご協力

いただく、市原組合長からご紹介いただいたように、

1,000円を草原の保全に還元するということもそうで

すけれども、最近ボランティアツーリズムとかもややは

やっておりまして、そういったボランティアでツーリズ

ムとして来ていただくとか、そういったことも含めて、地

域の外の力をこれからもっと活用していけるとよいの

かなというふうに思いました。

　私からひとまずコメントさせていただきました。あり

がとうございます。

○コーディネーター（坂本　正）　どうもありがとうご

ざいました。

　とにかく外からというのが結構難しくてですね、駐車

○司会　吉良村長、貴重なお話ありがとうございま

した。

　それでは、会場から１名だけですね、ご質問やご意

見ございましたらお願いいたします。挙手をお願いし

ます。

　一番後ろの方。

○参加者　私は熊本市民なんですけれども、先ほど野

焼きの意味を、草原を新しくして虫を殺すとか、景観を

守るとか、そういう趣旨で理解している熊本市民という

か、熊本県民と言っていいと思う、たくさんいらっしゃ

ると思うんですよ。その水源保全のためだということに

変えていかなくてはいけないというお話があったと思

うんです。私はそれとても共感するんですけれども、具

体的にどういう方法が一番手っ取り早いと考えられる

か、もしお考えがあればお聞かせいただければ。

○南阿蘇村村長（吉良清一）　ありがとうございます。

　まずは、うちの農家あたりもですね、実際、野焼きを

している農家あたりもそれを知らないということです

ので、まずその辺から、区長さん、区長会では定期的に

こういうことを述べますし、牧野組合が集まるときもそ

ういうことを言っております。また、今年の１月には全

戸に阿蘇の世界文化遺産を目指してというチラシを

作成し配布しました。阿蘇の地下水はこういう具合に

して育まれているということを機会あるごとに言うよう

にしています。

　とにかく草原のほうが地下水涵養能力は高いという

ことをこれまであまり言われてきませんでしたので、こ

れを強くこれからも機会あるごとに訴えていきたいと考

えております。

○司会　よろしいでしょうか。ありがとうございました。

　それでは、ここで、また吉良村長のほう、後でパネル

ディスカッションのほうにもご登壇いただきます。あり

がとうございました。（拍手）

　では、この後、パネルディスカッションに移りますの

で、少し会場の準備をさせていただきます。お手洗い

等ございましたら、皆様、この時間にお願いします。

３．パネルディスカッション

○司会　では、お待たせいたしました。

　それでは、パネルディスカッションに移りたいと思い

ます。

　冒頭の趣旨説明と２つのご講演を踏まえて、阿蘇草

原再生、新たなステージへ～草原の恵みを守るため

の仕組みづくり～をテーマに進めていただきます。

　ここで、ご登壇の皆様をご紹介させていただきます。

　今回のパネルディスカッションコーディネーターと

して、阿蘇草原再生千年委員会委員長の坂本正様、パ

ネラーとして、先ほどご講演いただきました熊本県立

大学特別教授の島谷幸宏様、南阿蘇村長の吉良清一

様、阿蘇市町古閑牧野組合長の市原啓吉様、環境省

阿蘇くじゅう国立公園管理事務所所長の三宅悠介様、

以上になります。どうぞよろしくお願いいたします。

　ここからは、コーディネーターの坂本先生に進行を

タッチしたいと思いますので、先生、よろしくお願いい

たします。

○コーディネーター（坂本　正）　坂本でございます。

　今日は、本当にコロナの厳しい中でございます。限

定的な人ということで、皆様方、今日お集まりいただき

まして、どうも大変ありがとうございます。

　今日はもうテーマもはっきりしていますように、今、

阿蘇、我々はですね、千年委員会世界文化遺産登録

に向けて今活動しているところでございまして、暫定リ

スト入り間近、と言うと誇大宣伝になるかもしませんが、

その暫定入りを目指して今やっている最中でございま

す。その中で一番コアになるのは草原ということです。

そして、九州の北部ですね、この阿蘇の水がめの役割

というのは非常に大きいと。今日その水がめの話をし

ていただいたわけですけれども、有明と福岡都市圏、

非常に大きな流域ですね。有明のノリを支えているの

もこの阿蘇の水だ。このカンデラが水をためているこ

とで、熊本市の世界一の地下水の源流になっているわ

けでございますし、その途中につながる水源が我々の

生活を守っている。それは災害からも大きな役割を果

たしている。その恩恵の部分を話していただきたいと。

当然これは、草原に行って楽しむ、観光客の人たくさん

いらっしゃるわけですよ。観光客の人にもぜひ、たくさ

ん水源がございますが、この水源と阿蘇はつながって

いるんだと、そういうことも分かってもらえればなとい

うことでございます。

　今日はもう既にお二人にご報告をいただいておりま

す。順番は、まず、市原組合長、それから三宅所長、島

谷教授、吉良村長という形で順番でやらせていただき

ます。あとはさんづけでいたしますので、よろしくお願い

します。

　市原さんも大変ご活躍でございまして、また、今日も

お忙しい中、引っ張り出して大変申し訳ありませんけ

れども、今日もガイドのことであるとか、新しい活動を

含めて、水資源の取組もございます。どうぞよろしくお

願いいたします。

○パネラー（市原啓吉）　私も牧野組合ですね、熊本

県北部、阿蘇の一番東側のほうに当たりますけれども、

一の宮町坂梨地区というのがあります。見ていただくと

が湧いているんだと、そういう認識がほとんどです。も

し仮に阿蘇に人が住んでいなくて、水田や草原がなく

て森だった、森林だったとすれば、恐らくこれほどの水

は湧いていないだろうというに思います。

　熊本県とか熊本市のホームページを見てみますと、

熊本の地下水ということで検索してみますと、絵が描

いてあります、地下水の流れがですね。ほとんどは西

原辺りを降った水が地下に浸透して、あるいは白川を

流れて、それがまた菊陽町周辺で地下に浸透して熊本

市に湧いているという絵がほとんどです。阿蘇のカル

デラの中とか外輪山を多く、大門堰にも水が流れると

いうのは書いてありません。それはなぜかというと、そ

ういう研究がこれまでされてこなかったせいです。それ

で、もちろん島谷先生が今日言われましたように、何と

か阿蘇の草原なり水田のそうした影響、大きな貢献し

ているんじゃないかということをですね、今度、研究で

その辺のところが分かってきたということで、これまで

の図とは違った図が恐らく出てくると思います。そうな

れば、多くの方々に草原、水田の大切さがお分かりい

ただけるかと思います。

　こういう機会があるごとに訴えていかなければなり

ませんが、私が最近思っているのは、それとはまた別

に、それだけでは、ああそうだなで終わってしまう。あ

そうかで、それからアクションが起きないというか、何

かそういう気もしますので、今、熊本市の地下水が減

少傾向にありまして、うちの水源の10か所で、先ほど

市川先生のほうから、市川先生で調べてもらって、そう

すると６割ほどの水源では減少傾向にあります。白川

水源は１分か60トンと言われていますが、今40トンし

かありません。それより最も湧水量の多い竹崎水源は

120トンですが、そこは１/３に減っているというような

調査結果が出ておりますので、もう水源、草原が減って

いることが恐らく原因だということで、危機感を与える。

先ほど熊本市の方は……と思いますけれども、熊本市

の水はこれからもう減りますよと、減っていきますよ、こ

のままでは減っていきますよということをもう危機感を

多少与えるような報道というのも、そういうことを何か

変えてもらうというか、先生方からもそういう報告をし

てもらうとか。危機感を与えることも一つの手かなと、

最近はそういうことも思っています。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうございま

した。

　大都市、熊本市のほうですが、これ100年ぐらい

たって地下水が市内に来るんで、今足りるとか足りな

いといっても、まだ大丈夫だという、そういう楽観的な

議論もないわけじゃない。先ほどあったように、水の涵

養とかいろいろは、草原よりも、それは樹木のほうが多

いんだから放っておけという話も結構あるわけですよ

ね、潜在的に。しかも、草原も人の手が入って草原だと

思っていない人も結構、そうするといろんな意味での

理解が及んでいないところで、新しい価値をつくって

やっていくというのはなかなか大変だと思うんですけ

れども、吉良さんが７市町村の中の１人だとすれば、

やっぱり今日の話は、市町村の人たちで県のほうにこ

ういうことだと、まだまだ認識足りないよと。こんなこと

で世界農業遺産取れないよというのをぜひ言ってほ

しいと思うんですが、いかがですか。

○パネラー（吉良清一）　今おっしゃるとおり、これは

阿蘇郡の首長さんが同じ気持ちで同じ方向を向いて、

歩調を合わせなければならないと考えております。そ

の辺は首長さんの会合の中である程度の合意はでき

ております。保安林の改良あたりもですね、これは私だ

け言っても駄目ですので……

○コーディネーター（坂本　正）　保安林の解除はし

てほしいなと。

○パネラー（吉良清一）　いろいろ言っているんです

けれども、ただ、阿蘇のほかの自治体の首長さんと行

動を共にしてやっていきたいと思っています。

○コーディネーター（坂本　正）　よろしくお願いし

ます。

　市原さん、ずっと長年活動してきて、今、ガイドの話も

して、いろんな問題ご存じですよね。それでやっぱり水

源の問題で、水が減っているとか、そういう危機的な状

況もあるんですか。

○パネラー（市川啓吉）　草原のあった時代、つまり

私が高校生ぐらいのとき、その時分はですね、山がま

だこんな大きくなかったもんですから、滝がいっぱい

あったんですね。その滝がですね、今、木が大きくなっ

た現在、だんだん消えてきているんです、なくなってき

ているんです。草原がいかに大切かということは、私

はその高校生のときに学んだことが第一の出発点な

んですけれども、私が高校生のときは、阿蘇くじゅうで

有して、福岡の人も、有明の人も、熊本市の人も、阿蘇

の価値を一緒に分かってもらう、このことが大事だと、

そのことですよね。

　そのことで、もう一つ必要なのは、普通、水源だとか

なんかって、人が住んでいなくて、山の奥から出てきた

ものだというようなこと、阿蘇はカルデラで、これが人

が住んでいるわけですよね。これだけの大きな都市圏

なんで、この都市圏でやってきている水の涵養に依存

している生活、一部の都市と都市をつないでいる、そ

のあたりの関係はどうお考えですか。

○パネラー（島谷幸宏）　昔からここは野焼きをして

いたわけですね。それがたまたまススキだったわけで

す。とても水を節約すると思うんですが、そういうことが

あったからこそ、福岡都市圏にあれだけの人口が集

積できるということなんですね、実は。これがなかった

ら、福岡市はもう水資源ない都市ですから。

○コーディネーター（坂本　正）　全然ないですか。

○パネラー（島谷幸宏）　ええ、全然ないですから、あ

んな人口を養えないわけです。ですから、本来はもう

少し、阿蘇を拝むじゃないけれども、敬意を払ってい

いはずなのに、そこの価値づけができていない間にみ

んながもっと阿蘇をＰＲしてください、最も大切な九州

の山ですからね。そういう意味での価値づけを行うこ

とが、やっぱりこれから持続的にこの阿蘇を維持する

ためには重要じゃないかなと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　僕は後でまた市原

さんにも伺いたいし、吉良さんにも伺いたいんですが、

阿蘇に住んでいて、生活していてですね、だんだん担

い手も少なくなっている。阿蘇の野焼きも大変だと、今

一生懸命やっている。僕はこの仕事に関わったときに、

あと５年たったら大変だよと言われて、本当に大変な

時期だったんですよ。これからまた３年、５年後大変

だよ、何とか延びてきているんだけれども、高齢化はも

ういや応なしに来ますよね。都市圏の人が無関心であ

れば、なおのこと厳しくなる。そこの働きかけ、例えば大

漁旗が来るとかね、そういう話もいいし、ほかの自治

体の人たちとの関係もあるんですが、島谷さんは福岡

に住んでいて、熊本に来て、今、水と環境のことをずっ

とおやりになっていて、それで実家がこちらにあってで

すね、火の山、しかし、水がめとしての阿蘇はそれほど

まだ認識されていない。インパクトはどこに持っていっ

たらいいと思いますか、島谷流の。

○パネラー（島谷幸宏）　私は、やっぱり海だろうと思

います。福岡にですね、志賀島という島があって、そこ

に志賀海神社という神社です。そこは海の神社なんで

す。その人たちは山を誉めるというお祭りをずっとやっ

ているんです。「ああらよい山繁った山」「ああらよい山

繁った山」「ああらよい山繁った山」と３度山を誉めて、

鹿もいるんですね。だから、やっぱり昔から山を管理

するということが海の神にとってどれほど大切だった

のか。一つは、船を造るのに木が要るということなんだ

と思うし、山からの栄養源とか恵みによって海産物が

取れるということも知っていただろうし。それを管理す

るために人間が鹿を射るとか野焼きをするとか、そう

いう行為が必要だということを分かっていた。そういう

ものを見ていくと、やはり海とのつながりを明瞭に意識

することによって、全てが、その間のものは全部つな

がってくるので、そこをつなげていくというのが面白い

かなと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　要するに自然に昔は知っていたんだけれども、だん

だん文明の中で分断されていって、都市圏が生まれて

きて、その生態系というのがだんだん切れてきた。なの

で、今、環境省さんが言っている共存していく生活圏で

す、物すごく壮大な絵なので、マンダラ絵というふうに

言っているらしいんですけれども、一見ね、ちょっと荒

唐無稽じゃないかと思うけれども、要するに昔に戻っ

てつながっていこうということだと思うんですよね。

　そのあたりの話、また後で伺いたいと思いますが、

吉良さん、お待たせいたしました。

　何か専門家じゃないみたいに言われていましたけ

れども、細部までずらっと見たら、島谷さんよりたくさん

書いていましたよね、その。流れをね。あの中の３分の

１ぐらいを島谷さんが今日証明した、科学的に証明し

た。でも、経験的にというか、もう大体分かっていて、し

かし、微妙なことを言われましたよね。なりわいでみん

な分かっているはずなのに、農業をやっている現実の

人は野焼きはやっている、大事だ。でも、景観のためだ

けだったらもうやだという気持ちもないわけじゃない。

それはそうだと思うんです。人のために景観でやっ

たってしようがない。今度はみずがめで、水がめになる

ためだという意識をやっぱりそれほど強くはないんで

しょうか、そのあたりの苦労話からお願いしたいと。

○パネラー（吉良清一）　じゃ本当に苦労話をします

けれども、うちの村は移住者が、結構、都会から移り住

む方がいらっしゃる。何でですかと聞くと、景観とか、き

れいな水がたくさんあるという理由が多いです。じゃき

れいな水は何でいいと思いますかと尋ねると、これに

答える人はまあいません。住民もはっきりとは答えられ

ません。先ほど大きな４つの要因があると言いました

けれども、それを答える人は本当にいなくて、昔から水

から野焼きのボランティアという形で、本当に大勢の

方に来ていただいていて、全国見渡してもなかなかこ

ういうふうな形で、近隣都市圏からこれだけ大規模に

協力を得て環境保全やっているところってそんなに多

くないんじゃないかなって思っています。そういった中

で、今回こういった科学的な知見もさらに明らかに

なってきたので、福岡、あるいは熊本の方に協力しても

らう具体的な意義というか、メリットもより説明しやすく

なってきたと思いますので、こういったことをうまくア

ピールするといいなと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　千年委員会というのは、もう福岡でもやっていますし、

福岡の経済界の人が任意でずっとおやりになってい

て、この話は、福岡の方も言うんですよ、水がめで。やっ

ぱり福岡都市圏は阿蘇で守られているんだという、経

済界のそういう方はおっしゃるんだ、なかなか市民に

浸透しない。これからだと思うんです。

　じゃ今日参加している方、あまり時間がありません

けれども、今までの話を聞いて、ちょっと一、二聞いて

みたいなという、全体でもいいですし、特定の方……

○参加者　野焼きボランティアをやっています。お世

話になっております。

　今日は、最初にお二方で水の重要性という、非常に

理論的に分かりまして、大変ありがたくお聞きしました。

　ボランティアやっていますが、昨日もそうだったんで

すが、阿蘇市にある牧野で輪地切りをやっていました

が、ボランティアの一般の方からこういう質問が来る

んですね。虫もいないのに何で焼かないかんのです

かって。そのときにやっぱり今日の水の話、ＣＯ２の話、

そして私の自分の専門の生物多様性の話とか、そうい

う話をしてあげると大変納得いただけるんですね。そ

ういう意味で、私はボランティアのリーダーもやってい

ますけれども、リーダーの役目というのは非常に重要

になってきているというふうにここ近年思います。ボラ

ンティアは今登録1,000名いますから、延べで昨年実

績ですと2,300名ぐらい出ています、コロナの中で。こ

れコロナが終わったら3,000名近くいくという。さてこ

こで問題なのは、草原の恵みを守るための仕組みづく

りという中で、私たちボランティアはこの先どう向かっ

ていけばいいのか、率直に、市原さんなんかとは初期

のほうから相当いろんな議論をさせていただきました

し、吉良村長は今日初めてなんですけれども、特に吉

良さんと市原さんあたり、我々ボランティアなんですけ

れども、今後どういうふうに向かって行けば、この仕組

み、新たな仕組みづくりとしてお役に立てるのかという

ことをご示唆いただければ大変ありがたい。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　多分、みんな考えて結論が出なくてですね、難しいと

ころではあるんですが、じゃお一方ずつその辺を伺っ

て、島谷さんのほうからいきましょうか。もう短く。

○パネラー（島谷幸宏）　簡単に、じゃ。

　今日ちょっとお話を聞いていて思ったのは、草原が

あって集落あって、水田があって、本当はそれ全体の

土地利用が草原の仕組みを支えているので、そういう

観点をやっぱり大事にしないと駄目かなと思っている

ということです。

○コーディネーター（坂本　正）　何かその仕組みの

中で……

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　コミュニティ

自体がそれ全体を管理して……

○コーディネーター（坂本　正）　何か一つのコミュ

ニティ全体を維持していくことで仕組みができると。

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　草原だけを

守ろうということじゃなくて、それを使う仕組みも守って

いく。

○コーディネーター（坂本　正）　草原を核にして、生

活圏、循環を守っていくという。

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　皆さんもそれ

重 ご々存じ……

○コーディネーター（坂本　正）　それは話が重いん

だけれども、そういうふうにしていかなければ維持でき

ないよということですね。

　じゃ吉良さんのほう、お願いします。

○パネラー（吉良清一）　うちの村にはボランティア

の方が来ていただいていまして、本当に感謝しており

ます。輪地切り、輪地焼き、大変ありがたく思っており

ます。

　ただ、先ほど言われたように、虫がいないのに何で

輪地切りとかやるのということは今日初めて知りまして、

そうだな、本当だな。だから、草原の野焼きの目的をも

う少し分かりやすくボランティアの方々にも伝わる方

法も考えていかなければならないなというふうに思い

ます。引き続き輪地切り、輪地焼き、本当に御協力をお

願いしたいと思います。

○パネラー（市川啓吉）　ボランティアの皆さんから、

私が持っているものが宝物だということを教えても

らったんです。それまでは邪魔物だったんです。これ

は何のためにどうしたらいいんだろうというね、邪魔

でしようがないと思ったら、それは宝物ですよって教え

られたから、ガイドを通して、それで多くの人に知って

５万ヘクタールぐらいの草原があると学んでいたんで

す。だから、ここはアメリカの牛肉と対抗するには阿蘇

ぐらいしかないと、そういう認識があったんです。

　それで、阿蘇は草原があって、みんなが豊かで。それ

は水だけじゃないんです。空気もですね、木よりも草の

ほうが浄化する、あるいは高いと言われているんです。

そっちのほうも目を向けんといかんとですね。ですか

ら、私はガイドのとき、そういったことを皆さんにお伝

えしているんです。だから、私、200人以上、去年、おと

としとガイドをしましたけれども、そういった人に一人

一人ね、みんな伝えて、阿蘇の草原はいいというけれ

ども、どんなところがいいですかって。空気がいいと。

景色が見れる。これは森林になったら景色は見えない

んですね。だから、森林はちょっと空気がいいように考

えるかもしれませんけれども、景色が見えないと、その

中での活動だけしかできないから。草原の場合は見

渡しができますね。阿蘇の山を見渡しながら草原を歩

くといかにすばらしいかというのがみんなが知ってい

るんです。そうすると、来られた方たちは、心が癒され

たと言って帰られるんです。ということはですね、私は

いつもみんなに訴えているんですけれども、あそこの

草原というのはね、名医だって。それがやぶ化してい

けば、やぶ医者になるって。だからね、草原は守ってい

かんといかんて。それをね、地元の人がやっぱり知る

必要があると思う。お医者さんをね、育てているから頑

張ろうと、そういう意識。そして周りから来る人たちの

癒やしてもらうんだったら治療代ぐらい払えと。ただで

来て帰っていくのはどういうことかと。そういう認識の

下に、より多くの人に、阿蘇を支えるためにはそういう

外部からの援助も必要なんだと。高齢化になったら、

ボランティアの皆さんが応援に来てくださっています。

ボランティアさんも高齢化しているんです。ですから、

より若い人たちにも訴えて、若い人の力も活用できるよ

うにしていかなくちゃいけないと。そういうふうに考え

て、阿蘇の草原の水だけでなく、空気を守るという、そ

れは全ての人に関係してくるので、ぜひそういったこと

を知ってほしいなと思って、今のところ頑張っています。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　でも、滝がなくなっている、減っているというのは、本

当にちょっと衝撃的な話ですよね、やっぱり環境問題

の中で。あるいは草原といったら、草原の場合は、崩れ

てもすぐ復活すると。だから、地震とかなんかあっても、

崩れたところから復活するというので、非常に強いも

んだという意識があるんですが、滝がなくなっていると

いうのは、ちょっと私も考えが及ばなかったんですけ

れども、やっぱりそれも一つの象徴ですね。滝の復活

も大事になるかなというふうに思いますね。

　コロナ禍にもですね、そういう地元の方もおられる

ので、そういうのを知っている方もおられると思うんで

すよ。やっぱり何が変化したかって。その後、島谷さん

に全部証明してもらうというのが一番やりやすい方法

かなというふうに思うんです。

　じゃ、最後というわけじゃありません、まだ一巡して

きたわけですけれども、今まで話を聞いて、三宅さん、

今まで北海道へ行って、熊本にこちら通ってきて、これ

からまた大きな活動があって、世界文化遺産を担うよ

うな、そんな話があって。今回の企画も関係者も非常

に大きな研究の課題、やっていると思うんですよね。

やっぱり子供の教育含めて、観光含めて、何を訴えて、

阿蘇をみんなと価値を共有していくっていう、その肝の

ところは何だとお考えですか。

○パネラー（三宅悠介）　なかなか難しいかなと思っ

ているんですけれども、分かりやすさというのは非常に

大事なのかなと思っています。島谷先生おっしゃって

いただいたみたいに、阿蘇で仮に草原が全部森林に

なってしまうと、1,000万トンぐらい水が減るので、有

明海のノリ養殖のための緊急放流がもうできなくなる

んだとかですね、福岡市であれだけの人口を維持でき

なくなるんだという、そういう分かりやすいメッセージ

と、あと、村長おっしゃっていたみたいに危機感を少し

あおっていくようなことも考えていく必要があるかと思

います。

○コーディネーター（坂本　正）　災害もひどくなりま

すよね、一気に流れてくるわけですから。

○パネラー（三宅悠介）　そういうのをうまくアピール

していくと。

　それで、地域循環共生圏、先ほど非常に分かりにく

いというようなお話もいただいていて、ちょっと私たち

の職員もなかなか理解することも難しいんですけれど

も、実はこの阿蘇は割とそういう意味では先進的な地

域だと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　あれは阿蘇を説明

するためにつくった地域循環圏だと私は思っておるん

ですね、ずっと、広いから。ただ欠点はですね、土地に

ずっと水道になって、いろんな都市部があって、海で

しょう、有明。遠いんですよ。だから、阿蘇だと思っても

つながりがぼんやりするんで、なかなか下流にいる人

たちが恩恵をですね、ぼんやりしか分かりにくいなと

いう、ちょっとそこのところですよね。

○パネラー（三宅悠介）　そうですね。ただ一方で、こ

のエリアには、今でも福岡県、あるいは熊本の都市圏

子供も大人もお年よりもですね、女性も男性も関係なく、

みんながそういったことを知る必要があると思うので、

それを情報として発信する。それが環境省さんなり、農

水省なりなんなりですね、大きなところからメディアを

通してでもなんでもですね、発信していくということは

大事だと思いますね。

　私も地元の農家に住んでいる限り、農家の人たちに

その宝物を守っていく必要があるんだよということを

強く訴えていきたいと思っているので、今取り組んでい

る小学生の草原学習とかですね、そういったものをぜ

ひ活用して、さらに将来のボランティアさんなり、地元

の担い手を構成できるように頑張っていきたいと思っ

ています。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　それでは最後に、大トリになります。三宅さん、お願

いします。

○パネラー（三宅悠介）　ありがとうございます。

　環境省は最近脱炭素、カーボンニュートラルという

ことで、環境省というか全政府を挙げて取り組んでい

ますけれども、先ほどご紹介あったとおり、阿蘇草原で、

このエリアの世帯の排出量の1.7倍の二酸化炭素を

固定しているということがあります。そういった観点か

らの重要性というのもこれから訴えていくと、社会の流

れにも乗っていけるのかなというふうには思っており

ます。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　今ある阿蘇の生活圏、これはやっぱりボランティア

の人を含めて草原を維持していく、水を守っていく。そ

のことが福岡都市圏、熊本の都市圏、多分、大分も入

ると思うんですね、北九州、九州の上のほう半分は阿

蘇に支えられているんだという意識は重要だと思いま

すが、何よりもこの仕組みを維持していくためには、子

供が、今日は残念ながら参加が難しかったわけです

けれども、やはりこの内容を共有する、防災意識として、

郷土の誇り、伝統というものを共有して、それを同じ地

域の世代がみんな使えていくような、そういう教育シス

テム含めてですね、これからの新しいステージづくり

が必要かなというふうに思います。

　今日はどうも大変ありがとうございました。（拍手）

○司会　坂本先生、パネラーの皆様、大変ありがとう

ございました。

　ご来場の皆様、限られた時間ではございましたが、

ありがとうございました。また、配信でご覧いただいて

いる皆様、お聞き苦しい点が多々あったと思いますが、

お許しください。

　阿蘇草原再生協議会では、本日いただいたアイデ

アも参考にさせていただきながら、今回の分科会の

テーマである草原の恵みを守るための仕組みづくりを

進めてまいりたいと思いますので、皆様、今後ともご協

力のほど、どうぞよろしくお願いいたします。

　それでは、阿蘇分科会はこれで終了とさせていただ

きます。

　皆様、もう一度拍手をお願いいたします。（拍手）

　ここで、皆様にご連絡ですが、この後、第13回全国

草原シンポジウム本会場と全国３分科会の開場をつ

ないでの全体会がオンラインにて開催されます。この

会場で流しますので、ご興味がございましたら引き続き

見ていただければと思います。

　皆様、本日は大変ありがとうございました。

もらう必要があるというふうに考えたわけで。というこ

とはですね、地元の人もそれを宝物とは思っていない

んです。ですから、ボランティアさんが地元の人と交流

するときに、そうした宝物を発見したら、ここにはこう

いうすばらしいものがありますよということをまず伝え

ていただきたいと、自分たちが発見したことをですね。

でも、多くの人は気づかないんですよ。それをまず教え

ていただくということ。

　そして、気づいたものをほかの人たち、つまり新たな

ボランティアさんが来れるように、そういうのをまた教

えていただくと。学校の生徒さんたちなんかもきても

らっているので、そのときにはね、本当に助かっていま

すけれども、そういった若い人たちですね、今後のそう

いう支援に回れるような、そういう仕組みづくりという

ものも大事かなと思います。

　今後そういうふうにして、農家さん、ボランティアさ

ん、お互いいろいろ、ほかの観光で来る人だって阿蘇

の草原の大切さというのをね、みんなに伝えていく必

要があると思うんです。生活環境を守るために何が必

要かという、そういった点で、私たちはみんなが草原

を通して生かされているということを認識できるように

伝えていくことが大事だなと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　今、もうボランティアさんも草原を守る非常に大きな

担い手で、やっぱりみんなで一緒に考えて出し合って

いくと。仕組みづくりは大体こう見えているんですけれ

ども、具体的なところはいま一歩手前かなという感じ

がします。

　三宅さんはそういう話を踏まえて、環境省としては、

このステージづくりをつくったら、絶対支えていくんだ

というような意気込みもあったらよろしくお願いします。

○パネラー（三宅悠介）　ありがとうございます。

　私もせっかく阿蘇に来たものですから、今年、個人

的ボランティアに参加させていただいて、非常にすば

らしい仕組みだなと思っています。あまり私自身は課

題は見当たらなくて、もうどうやってこの組織を継続、

発展させていくかというところかなと思っていますので、

我 と々してもしっかりサポートしていきたいと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうございま

した。

　もう大体時間がまいりましたので、今日は限られた

時間でございました。でも本当に２人のスピーカーの

方には簡潔に要点を絞ってお話しいただきましたし、

彼らの中で議論は大分深まってきたかなというふうに

思います。

　それでは最後に、今日の会を終えるに当たって一言、

今後の課題、あるいは自分が今考えていること、一言

ずつお話しいただいて、閉めたいと思います。

　じゃ島谷さんのほうからお願いします。

○パネラー（島谷幸宏）　今日ちょっといろいろやっ

ぱり聞いていて思ったのは、これからまたポストコロ

ナで地域分散というのが非常に重要で、その中で、子

供たちがこういうことに参加できると、すごいクリエイ

ティブな人間ができていくんだろうなというのをすごく

思っていて、環境省の方ともいろいろとお話ししている

んですけれども、やっぱり防災教育と環境教育を一緒

にするだとか、そういう形の新しい展開で、子供たちの

力をもっとつけないと、これからのサバイバル時代を

乗り切れないので。ボランティアみたいなものは、何か

学校教育としてちゃんとやっていく必要があるんかな

という話を聞いていていろいろと思いました。ありがと

うございました。

○コーディネーター（坂本　正）　じゃ吉良さん。

○パネラー（吉良清一）　私は特に自治体の首長とし

て、発信力が大事だと思います。島谷先生から情報を

いただいて、その情報で理論を武装して、強く訴えてい

きたいと思います。また、阿蘇の首長さんたちとも足並

みをそろえて、さらにどんどん盛り上げていきたいと思

いますので、これからもよろしくお願いいたします。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうございま

した。

　じゃ市原さん。

○パネラー（市原啓吉）　これは前の環境省の所長さ

んが私に教えてくれたことですけれども、イエロース

トーンが国立公園になったときですね、神が創造され

たもので、決して私有物にしたり、少数の利益のため

に開発すべきものではない。この地を国民のために永

久に保存するには国立公園にするという、そういうあ

れでこれをまず、イエローストーンが国立公園になっ

たと。それで、日本の昭和31年に国立公園法が制定さ

れて、1934年に初めての国立公園ができたと。その中

でも阿蘇もそういう国立公園になってきたということで

すね。

　そこには、やはり草原というのが大々的にあったわ

けで、だから国立公園になったわけで。阿蘇山があっ

ても、阿蘇山という山はないんですね。阿蘇山というの

は５つの山が成り立って阿蘇山って言うんで。その阿

蘇山は、草原があって初めて目立つんです。つまり主

役はですね、脇役がいないと目立たないんですよ。そ

の脇役である草原は、脇役だけでも重要な働きをして

いるんで、それをみんなに知っていただくためには、
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命的には窪地ができ、湿原ができ、それが消えていく段

階である中の現在、一断面を見ていることになりますの

で、人工的に何をしていくのかという事については、今

の時代に生きている私たちでしっかりと決めればいい

のではないかと思います。

　ただ、内山さんが先ほどおっしゃいましたけれども、

湿原という生態系が何も触れずに保存するということ

ができないものなので、例えば広いまま残そうとするの

であれば、三瓶山の姫逃池というところでは、毎年水草

をしっかり取るという作業をしています。そういうやり方

もありますので、その部分は地元に近い専門家の方な

どと一緒に、管理を考えていけばよろしいのではないか

と思います。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございます。

　ご質問へのご回答は以上でよろしいでしょうか。

○教育委員会事務局長（梅原　巧）　ありがとうござい

ました。

○稲取地区特別財産運営委員長（山田賢一）　財産区

の山田です。

　内山さんの話を今まで聞いてきまして、細野高原の一

番古い写真をお出しいただけますでしょうか。

　この下の方に見えるのがゴルフ場ですけれども、また

ずっと上のこちらの方、河津との境界以外のところにつ

いて、私たちが学生だった昭和47年以前にはすべて

入谷区で山焼きを行っていました。真ん中に熊口の水

源がありますが、こちらの方はゴルフ場で、ここからバイ

オパーク、ゴルフ場まで草原でした。さらにもっと上の

方、そこら辺までが草原でした。40年代後半、50年代

に高山通りということで植林をしまして、現在あまりいい

山だとは言えませんが、ほとんど植林されています。

　現在は、昔から比べれば３分の１ぐらいの広さです。

そういう意味で、先輩の皆さんがそれだけ頑張って、こ

の３倍、４倍の広さを管理してきたので、私たちも管理

していかなければという気持ちがありますが、どのよう

に維持していくのか、その部分で悩んでいます。

　今年、財産区の役員の皆さんと相談して、この部分は

急傾斜地で山焼きをすると岩が落ちてくる為、来年の山

焼きからやめることになりました。放棄という形になりま

すが、管理する人の安全の為です。

　また、これも内山さんがおっしゃっていたことですが、

ここが熊口水源ですけれども、ここからここまでの部分

は大体40～50ヘクタールになります。役員の皆様と現

在考えていることが、ここから上については水源地とな

りますので手は入れないですが、こちら側の部分を将来

的に、先ほどの体験学習や観光のためのイベントなど、

自然を保護しながら利用していただくことはできるかど

うか、その部分についてご意見をいただきたいと思いま

す。以上です。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

　この山の上の部分は保全を継続していくべき場所だ

というふうに、先ほど内山さんもおっしゃっていました

ので、この辺りの草原を保全していくために、利用する

方向にもっていければ良いのではないかと思いました。

○実行委員（内山義政）　特に保全すべきということで、

企業などどなたかに利用していただければという提案

であると思いますが、少しこれまでの話をまとめながら

になりますけれども、例えば観光利用、ちょっとした休憩

所や東屋を設けるとしても、茅葺きの使用やそれを体験

してもらうといった中で、防火線も含めた草刈り作業と

いうものにも触れていただき、現在、ベテランの方だけ

で頑張って維持している防火線の管理を、将来的には、

少しでも若い世代が山焼きに入っていけるようにする

ためのフィールドとして使用していくことができればい

いのではないかと私個人として受け止めましたが、会

場の皆さんはいかがでしょうか。

○ネイチャーガイドクラブ（富永眞弘）　下側を利用

する案が出ていますけれども、湿原は現在４つあり、３

つはそのエリアに入っていますので、特に芝原湿原の

水源というのがかなり上のほうに延びてきています。

その部分が荒らされないよう、注意していただきたいと

思います。

○実行委員（内山義政）　そうしたピンポイントに保全

すべき場所というのは、ネイチャーガイドクラブの皆様

やジオガイドの皆様など、地元で見てきた人にしか分

からない場所もありますので、情報共有を行っていく必

要があるのではないかと思います。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　皆様、ありがとうご

ざいます。

　茅葺きや環境教育としての利用、観光資源、あるいは

保全や利用の方法について、様々なことをお話しいた

だきました。

○司会　それでは、ただいまより東伊豆会場の分科会

のほうを始めさせていただきます。

　ここからの分科会の進行については、地域おこし協

力隊の藤田翔さんと実行委員の内山義政さんにお願

いをします。また、パネラーとして入谷区町内会長の鈴

木豊美様に御協力をいただきます。

　それでは、どうぞよろしくお願いいたします。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　地域おこし協力隊

の藤田と申します。本日はよろしくお願いいたします。

　最初に、ご存知の方もいらっしゃると思いますが、簡

単に自己紹介をさせていただきます。

　地域おこし協力隊の藤田翔と言います。東伊豆町に

来て今年で３年目となり、地域おこし協力隊の任期が

最終年度となります。東伊豆町に来る前は、笹岡先生も

おられるのですが、東京環境工科専門学校というところ

で自然について学習していました。本日はよろしくお願

いいたします。

○実行委員（内山義政）　皆さん、こんにちは。内山で

す。私は稲取の田町区出身でして、高校卒業後、大学に

進学しまして、就職して静岡県内に戻ってきましたが、

2019年から職場の休業制度を使いまして、東京都立

大学の大学院に通わせていただいています。草原生態

系の保全を研究テーマとして研究を行っていまして、

フィールドを細野高原とし、地元に通いながら調査を続

けています。本日はよろしくお願いいたします。

○パネリスト（鈴木豊美）　皆さん、こんにちは。私は細

野高原を管理する稲取の４つの町内会の１つ、入谷区

町内会の会長で、区長を務めています鈴木です。入谷

区は細野高原に隣接しておりまして、昔から関わりが深

い町内会でございます。以上です。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　それでは、東伊豆

会場分科会を開会いたします。

　東伊豆会場の分科会のテーマは、『利用・保全・継

承』の３点となります。

　まず、テーマに決めたこの３点ですが、午前中にも説

明がありましたが、それぞれがローテーションしてしっ

かり循環していかないと、細野高原というものはなく

なってしまう。若しくは、一つがマイナスの方向へ向かっ

てしまうと、その次へ次へとどんどんそのマイナスが引き

ずられ、負のスパイラルになってしまうということで、そ

れぞれの問題を全体的に考えていけたらなという思い

で、このテーマにさせていただきました。

　最初に、利用について、私、藤田がお話しさせていた

だきます。

　最初に、細野高原のこれまでの利用ということで、午

前中もお話が出ていましたが、細野高原は茅場として

利用されていました。茅は、茅葺きや、昔は畑を耕すた

めに牛などを使っていたので、そういった家畜の飼料と

して使われていました。また、ミカン畑に敷いて防寒や、

雑草が生えないようにしていたり、現在においても山菜

狩りなど、多くの需要がありました。特に昔の利用に関

しては、生活により密着した需要が多くありまして、現在

とは異なり、少子高齢化が問題視される以前のことでし

たので、担い手も十分に補充されており且つ、町民全体

で利用され、さらに町全体でしっかりと保全がされてい

ました。

　そして、現在の細野高原の利用ですが、現在は生活

というよりは観光やレジャー、体験というのが主な利用

方法になっていると感じます。他にも、ハイキングや

ツーリング、少しではありますけれども、畑、山菜狩りな

どもされています。

　昔と現在の利用の変化を見てみると、生活必需でし

たが、必需ではなくなってきているという見方ができると

思います。昔の生活にどうしても密着なものというのは

必然的に利用・保全・継承のサイクルが形成されていま

したが、その利用価値が現在は少なくなってきていると

いうことで、しっかり現在の姿に合う利用価値を見いだ

さなければならないと考えています。

　また、昔は町民、町全体で生活に必要なものでした

が、現在は担い手不足や利用価値の減少に伴い、管理

全体の費用も不足しているような状況だと思います。そ

の中で、この３つの循環をしっかり考えていかなければ

と思い、現在の利用についてですが、ハイキングやツー

リングについては、そこまでお金が落ちたりするような

ものではないと思っていまして、もっともっとその利用価

値を最大限に発揮できる何かを町全体で考えていく必

要があると考えています。

また、その利用からしっかり細野高原の背景や保全を

したいという、最近だと森づくりなどに興味関心がある

方もいらっしゃると思うので、そういった層に向けて体

験やレジャー、観光、教育、そして利用することで保全・

継承への誘導を見込んでいき、その負のスパイラルか

らいい方向へ改善していくことが必要ではないかと思

います。

　ここで、他地域における利用方法について事例を幾

つかご紹介します。

　ご存知の方もいらっしゃると思いますが、隣町の伊東

市の大室山ですが、大室山自体が国の天然記念物に

なっておりまして、こちらでも毎年山焼きを実施されてい

ますけれど、こちらはリフトで３分ぐらいで山頂まで上が

れるという、気楽に行けるレジャースポットになってい

ます。そこでは料金も掛かりますが、毎年山焼きの火入

れ体験ができるので、そういったところで人手を解消し

つつ、お金も落としていただいているというような場所

です。

　こちらは先ほども紹介がありましたが、生石高原でも

和歌山の大学と連携し、イベントを通じて保全や茅葺き

の文化を発信している場所です。やはり担い手不足の

解消や保全をする上では、どうしても人手が必要になり

ますが、そういった教育や、学生などと連携して学びの

場としても利用してもらいつつ、保全もしっかり手伝っ

ていただくというような場所です。先ほどもお話がありま

したけれど、クラウドファンディング、応援したい気持ち

をお金で送るというような資金集めもされています。

　こちらは阿蘇です。先ほどお話にも上がりましたが、

阿蘇では環境省との取組を進めていて、各教育機関で

教材も作成しており、地域での体験を含め、学ぶ場を作

られています。また、環境学習の講師も派遣されているな

ど、行政と町がしっかりと連携して進めている地域です。

　ほかにもエコ資源にということで、ＳＤＧｓについても

先ほどお話がありましたが、例えば茅葺きに使われた

茅というのは取替えの時期になると、いい具合にほぐれ

て柔らかくなり、畑の肥料や雑草がはえないように敷い

て利用することや、阿蘇でも利用例があったと思いまし

たが、家畜の飼料としていたり、海外の事例ですが、バ

イオマス燃料にしていたりします。こういったことは施

設や仕組みが整備されれば、幅広い活用を検討してい

けるのではないかと思います。

　利用についてまとめとなりますが、現在の利用という

のは、景色を楽しんでいただくことなどですが、そこから

もう一歩踏み込んで、例えば細野高原の山焼き文化や

山焼きすることでどういう種類の生き物が保全されるの

か、もう少し踏み込んだ部分について、少しでも関わっ

ていただく利用というのを検討していけるといいなと

思っています。例えば、教育機関での野外学習ですが、

授業の一環として細野高原の概要などを知りつつ、危

険なことはできませんが草刈りを体験していただくなど、

実際に関わるという利用方法が良いのではないかと思

います。

　また、一般の方の立ち入りはできませんが山焼きに

ついても例えば、安全地帯を設けて見学していただくこ

とや、大人の方だったら草刈りを体験していただくなど、

より深く知り、関わっていただくことが大事だなと思い

ます。

　そして、春は山菜狩り、秋はススキイベントを実施し

ていますが、一時的な、季節的なイベントではなく、通年

体験できるサービスを作るなど、知ってもらう・認知して

もらうということを意識して進めていけたらと思います。

最終的に、継続的な利用、収益化をして、継続させるこ

とが必要だと思います。これらのことは町全体で考え、

推進していくべきことではないかと思います。

　『利用・保全・継承』、このうち１つが抜けても細野高

原を守っていくことはできないので、３つともバランスよ

く循環させていくことが不可欠であると思います。以上、

「利用」についてとなります。

　続きまして、内山さんお願いします。

○実行委員（内山義政）　それでは続きまして私のほう

から、３つある『利用・保全・継承』のうち、「保全」の部

分に関して発表させていただきます。

　最初にですが、午前中もお話がありましたのでご存

じの方も多いと思いますけれども、草原をめぐる全国的

な課題をもう一度整理させていただきます。

　左の図が阿蘇ですけれども、1930年代にこの地図

で示しているグレーの部分が全て草原でしたが、2000

年、一番右側の図ではグレーの部分が入って、ほとんど

が黒の部分、森林に変わってしまっているという傾向が

筋山周辺により多く分布しているということが傾向とし

て見えてきました。

　次、お願いします。

　これと同じように重ね、こちらには植物の種がすべて

落ちていますが、代表的な種を抽出してみると、例えば

ジザゲタシ、カラナデシコ、リュウノウギクといった何種

類かの植物が、草原のこういった場所で見られる特徴

的な種類であると思います。

　こうした結果を基に考えていくと、草原特有の植物を

保全していくには、この三筋山の山頂から桃野とマナイ

タウラ、先ほど示したエリアですけれども、この周辺を今

後も確実に山焼きをして管理していくことが重要ではな

いかと思います。

　１つ、まずは保全の指標として、こうした場所だけに

分布する植物種を上げて、保全の目安として考えてみて

はどうかということ、２つ目に山焼き管理の後継者育成

という観点では、保全上特に重要な場所とそれ以外で

かつ安全、平場で作業してケガが起きないような場所

ということですけれども、そうした場所で、先ほど藤田さ

んからも話がありましたが、管理の点検、具体的には防

火線の草刈りですとか、そういうものが手鎌で、例えば

各区の作業で余ったエリアでもいいですし、そうした場

所が少しでも確保できるようになっていけばいいので

はないかと考えています。

　今回、細野は草原のほかにも湿原が４か所ありまし

て、そことその周辺に希少なラン類などの植物が見ら

れますが、こうした希少種に関しては共通のリスクもも

ちろん非常に高いものですから、財産委員会の専門員

ですとか、ネイチャーガイドグラブの方々の助言ですと

か情報交換を深めていくことが大切だと考えています。

　また、明日、現地でお時間があれば是非見ていただ

きたいのですが、富永さんにはお話をせず申し訳ござ

いませんが、駐車場の裏側の空いているところにネイ

チャーガイドクラブの皆さんでこのような細野で見られ

る希少種の種子を採取して、現場で保全をするという

試みをされております。こういう試みというのは、保全生

態学の研究者の中ではあまり聞かない話ですので、ぜ

ひ取組を進めていったほうがいいかなと私自身は考え

ております。

　私の方からは以上となります。ありがとうございました。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうございま

した。

　保全についてですが、山焼き管理の後継者育成とい

うことで、保全の場所を限定しながらも、しっかりと希少

な植物を保全できるように、重点的に行っていくという

ことでよろしいでしょうか。

○実行委員（内山義政）　今の山焼きの範囲をしっか

りと維持していくのは大前提ですけれども、確実に保護

すべき場所というのを知っておく必要があるのではな

いかと考えています。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　保全上、重要な場

所以外且つ安全な場所での管理体験というのも、保

全・利用ということで繋がりがあると思います。もう一歩

踏み込んで山焼きについても学習できるような体験が

あれば、その後もしっかりと後継者が現れてくるのでは

ないかと、利用の観点から思いました。

　それでは最後に「継承」について、鈴木さんよろしくお

願いします。

○パネリスト（鈴木豊美）　「継承」についてですけれ

ども、細野高原の景観維持とか害虫駆除、生態系の保

護のためには、山焼きが必要です。先ほども例に出てい

ましたけれども、山焼きをするには細野高原以外に燃

焼させないように管理をするため、まず20メートルぐら

いの防火帯を作ります。10月にその部分の草を刈り、

11月にそれを燃やし、2月に山焼きを行います。この作

業を現在、4区で行い、山を守っていますが、各区とも若

者が減り、高齢化が進んだことから、作業する人の確保

も難しくなってきています。先ほどお話がありましたが、

2008年に全国草原シンポジウムのときにも、山焼きを

続けるためにボランティアを募ったり、学校の総合的な

学習の時間で子供たちに野焼き体験をしてもらうことも

文化継承に必要だと言っています。ボランティアを募る

にしても、火が入ると風向きが変わります。初めは見学

するのでも経験の積み重ねが必要でしょうと思います。

　そしてまた、令和２年９月に細野高原を考える会を発

足しています。この会でもやはり細野高原の管理、山焼

き、防火帯などを今後同様に継続していくことは困難に

なりつつあるとしています。４区で細野高原の観光、産

業などの資源としての活用や周辺の地権者と協力した

新たな魅力の創出を図っていきたいということが、発足

の経緯となります。今後、どうしたら会として細野高原の

魅力を発信することができるか、良いご提案がありまし

たらご意見いただけますと幸いです。

　山との関わりがなくなりつつある今、細野高原を残し

ていくためには、守りたいと思う人を増やしながら、山

仕事を行っていくしかないと考えています。特に若者と

の連携が重要と考えます。若者は斬新なアイデア、企画

力、行動力、情報発信力、また体力など、地域活動に必

要なものを多く兼ね備えているかと思います。「継承」に

ついての私の発表については、以上となります。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうございま

した。

あります。もちろん阿蘇でも、全国のほかの地域でも再

生に向けた取組は進んでおりますが、全国の草原面積

というものを、右の図ですが、まとめてみると、1920年

代は３万から４万平方キロメートルあった草原が、

2000年頃になると5,000平方キロメートルまで大幅

に減少しているということが分かります。このことは細野

高原、全国どの草原でも同じですけれども、管理の手が

足りなかったり、土地の改変、植林であったり、開発行

為などによって面積の減少が進んできたということが原

因として上げられています。

　次、お願いします。

　植物に着目していきますけれども、草原特有に見られ

る植物への影響というものを考えてみると、今までお話

ししてきたような草原の面積の減少というものと、この

今も維持されている草原の中の管理、山焼きであったり、

草刈りであったり、この頻度が低下したり中断したりす

る。例えば細野は日本の中でも本当に珍しく、もしかし

たら中断された年もあったかもしれませんが、記録のあ

る限り、毎年山焼きをしてきているということで、非常に

貴重な草原となっています。全国的に見ると２年に一遍

だったり、例えば東日本大震災の頃に消火ヘリが飛ば

ず、仙石原では山焼きが中止になりましたけれども、そ

ういったように数年中断したり、なくなってしまったりと

いう場所も多いです。こうした２つの要因が複合的に絡

み合って、そこに出現している草原特有の植物に影響

を与えているのではないかということが近年様々な研

究で言われるようになってきました。

　今回の発表では、具体的なメカニズムですとか、専

門的な話まで踏み込みませんが、私が細野高原で植物

等のデータを取った結果を基に、どういった場所が「保

全」に適しているのかということですとか、あとは、これ

までの土地利用の変化というものを改めて航空写真で

振り返りながら、一緒に考えることができればと思って

います。

　それでは、次お願いします。

　ここが稲取の細野高原の現在の航空写真になります。

見ていただいている真ん中付近が細野高原で、右側に

ゴルフ場と伊豆アニマルキングダムがあります。

　次、お願いします。

　これと同じ2017年の写真、稲取の方はこれで分

かっていただけると思うんですが、今回初めて来ていた

だいた方は、先ほどの東伊豆町観光協会のパンフレッ

トを開いていただくと、真ん中に水源涵養保安林があっ

て、それがかなり目印として分かりやすいと思いますの

で、そこを見比べながら、過去の土地利用というものを

見比べていただければと思います。

　続いて、これが2000年です。これは今とほとんど変

わりないかと思います。

　次、お願いします。

　これが1989年ですけれども、これと先ほどの2000

年を比べると、植林が少し進み、西側の河津町のほうで

山焼きが、その前からされなくなっていたのが進んでき

たということが分かり、樹林化が進んできたということ

が分かると思います。

　これが1980年です。先ほどの水源涵養保安林の植

林がされる、外側に広がる前という感じです。

　これがかなり前になりますけれども、1964年です。こ

のあたりから多分、当時の状況をご存じの方もいらっ

しゃるかもしれませんが、まだ私が生まれていない時代

ですけれども、これと先ほどの写真を見比べていただけ

ると、今のゴルフ場の辺りですとか、茅場がかなり減った

ことが、河津町側のほうですけれども分かると思います。

　これがさらに昔の1947年ですけれども、こちらは先

ほどの写真より引いて写しているので、もう少し白田の

ほう、東側のほうまでずっと広く茅場が広がっていたと

いうことが分かると思います。

　次、お願いします。

　これをもう一回まとめてみると、1947年には、グレー

の部分が草原ですけれども、これだけ一面広がってい

たものが真ん中の水源涵養保安林の植林が進んだり、

河津町側のほうでの山焼きが中断したことによって樹

林化が進んだり、国有林、北西側のほうが山焼きしなく

なって樹林化が進んだりという傾向が分かるかと思い

ます。

　このデータを基に草原がどれぐらい減ってきたのか

というのを出しましたが、2013年から2015年に１か

月に１回程度、この遊歩道の道にほぼ沿った形になり

ますが、第１駐車場から熊口、マナイタウラというのが

真ん中の水源林ですけれども、そこから三筋山を登っ

て桃野を進んで、ＧからＨというこの区間です。パンフ

レットでいうと、６番から５番、４番に行くルートですが、

ここを歩いて道の分岐で区切った区間ごとに出てきた

植物の種類を記録しています。あとは、草刈りと山焼き

の多い区間を記録しています。

　これを統計的に解析して、詳細は省きますけれども、

山焼きと草原がどれぐらい周囲にあるのかという影響も

加味して、そこにいる植物の種類のパターンを比べて

みると、三筋山からマナイタウラのこの緑色で囲った範

囲に見られる植物と熊口の水源林の自然、青色で囲っ

た範囲で見られる植物というのは明らかに種類が違っ

てくるということが分かります。山焼きとまとまった草原、

両方の効果で維持されている植物というのが、この三

　一点ご質問よろしいでしょうか。４区一体で管理をさ

れていると思いますが、例えば小学校などの教育機関

に山焼きのやり方や、草刈りのやり方を伝えるときに、手

法については4区統一された管理等はされているので

しょうか。

○パネリスト（鈴木豊美）　管理自体は財産区が指導

していますけれども、大体４区とも同じような方法で防

火線刈りをやっています。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　財産区から教育機

関、子供や大人に管理体験を提供する事は可能なので

しょうか。

○パネリスト（鈴木豊美）　安全なところであれば可能

と思われますが、その指導を行う方を誰にお願いする

のか、要するに財産区で子どもたちを預かってやるとか、

学校のイベントとしてやることで先生も現地にきて子供

を見守ってくれるか、そのあたりの仕組みを整備してい

かないと難しいのではないかと思います。安全な場所

でそういった体験を提供できる場所はあります。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　行政と連携した取

り組みとして行うことも可能なのではないでしょうか。

○パネリスト（鈴木豊美）　可能だと思います。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

　その他に、それぞれの観点からご質問など有ります

でしょうか。

○パネリスト（鈴木豊美）　内山さんにお伺いしたい

のですが、山焼きをしていかないと、この希少種という

のは絶滅してしまうのでしょうか。

○実行委員（内山義政）　先ほど、箱根で2011年に山

焼きを中断したというお話をさせていただきましたが、

実際に見かけられなくなった種がありまして、その後数

年かけて追跡しても復活しなかったという例もあります

ので、できれば毎年焼いているところは、私個人の思い

として、維持していければと思っています。

○パネリスト（鈴木豊美）　先ほどのお話で、細野高原

の山焼きは継続してやってきたという事でしたが、実は

１年だけ実施していない時がありました。その翌年は、

野ネズミやモグラ、が増え、茅が枯れたところがだいぶ

あります。やはり、動物の生態系も崩れていくという事で

しょうか。

○実行委員（内山義政）　おそらく、動物の生態系にも

及んでいるのではないかと思われますが。

○パネリスト（鈴木豊美）　ありがとうございます。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）

　私共の方から、今後の『利用・保全・継承』について、

具体的にどのように進めた方が良いという事は言えな

いのですが、各視点からはこのような意見となりました。

　この後、会場の皆様からも、このような利用をしてみ

てはどうか又はこういう試みをしてみてはどうかという

ご意見がありましたら、そのことについて具体的な方針

や対策を模索していきたいと思います。

　現在、１時４０分ですので、１０分ほど休憩の時間とさ

せていただきます。休憩後に1時間ほどですが、皆様よ

り何かご意見を伺いたいと思いますので、よろしくお願

いいたします。

（休　憩）

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　それではご意見を

伺っていきたいと思いますが、先ほど休憩中に、細野高

原のススキを実際に茅として利用できるのかという事

で、日本茅葺き文化協会の安藤様にいろいろとお話を

伺いまして、とても興味深い内容でしたので、活用方法

等について是非お話をいただきたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。

○（一社）日本茅葺き文化協会（安藤邦廣）　皆さん、こ

んにちは。

　先ほど１時間ぐらいのお昼休みで、細野高原を初め

て拝見させていただきました。茅の質や量について実

際に確認させていただき、そのことについて私の意見と、

茅の利用ということ、特に茅葺きということについての

この地域でのこれからの可能性についてお話しさせて

いただきます。

　茅という資材ですけれども、建築資材としてのこれか

らの利用価値や可能性ということについては意見が

幾つかあります。この細野高原の茅の質、これは茅葺

きの材料として全く問題ないと思います。丈が多少短い

ということはそのとおりですが、山頂近くですと大体２ｍ

近くのものが十分ありますし、平均して背丈ほどですか

ら、御殿場のものに比べると50ｃｍほど低いという事に

なります。平地の茅も大きなものですと３ｍぐらいにな

りますけれども、平均的には大体２メーターちょっと、

2.5ｍぐらいですから、数十センチ低いということです。

　茅の利用ということでいうと、大体４尺から５尺あれ

ば一定の茅として十分に葺くことができます。短い茅と

してカリヤスという茅がありますが、これは最も上質な

茅であり、白川の合掌造りなど、北陸方面ではほとんど

カリヤスが主となっており、この背丈は大体平均的に人

の背丈以下の1.8ｍから低いものだと1.5ｍぐらいです。

そのため小茅、小さい茅といわれています。大茅は大き

いですが太くて重さもあって扱いにくい、また、葺いた後

の耐久性も低いということもあり、小茅は最上とされて

いう利用方法を検討されているのか教えてください。

○東伊豆観光協会長（石島専吉）　今年の６月24日に

町観光産業課が主体となり、東京にあるＫａｎａｔｔａという

ドローンの体験ツアーを行っている企業と、稲取の勤

労者体育館と稲取高原、クロスカントリーを範囲に、

（一社）美しい伊豆創造センターや伊豆急行㈱の皆さ

ん２０人ほどが集まり、体験を行いました。私も体験しま

したが、自分が体験できるとは思ってもいませんでした

ので、できるのかなという気持ちでしたが、意外と簡単

に200メートル～300メートル上昇させることや、横に

スライドさせることができました。稲取高原からですと、

焼却場の先の海の方まで行くことができますし、ゴルフ

場や細野高原の近くまで操縦できてしまいます。そのた

め、この秋にドローン体験ツアーとして、１泊２日若しく

は２泊３日ぐらいで、宿泊していただいたお客様に体

験していただこうという企画がございまして、具体的な

日程は決定していませんが、そのような予定となって

います。

○パネリスト（鈴木豊美）　どうもありがとうございま

した。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　すみません、また少

し話題が変わってしまいますが、今回、利用と保全と継

承を繋ぐアイデアの一つとして、環境教育を上げました

が、その観点について、笹岡先生よりコメントをいただ

けますと幸いです。よろしくお願いします。

○全国草原再生ネットワーク理事（笹岡達男）　これ

はむしろ藤田さんに返してあげたいぐらいです。例えば、

藤田さんが経験され、勉強されたことを活かし、学校の

学生たちをもし東伊豆町に呼ぶとするならば、どのよう

なことを考えているのかご意見をお伺いしたいです。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

　まず、私が地域おこし協力隊になった理由ですが、専

門学校のインターンシップで北海道の黒松内にある、

「ぶなの森自然学校」というところに行ったのですが、

その時に体験したことが私の中でとても感動しました。

自然について細かく言うような自然学校ではなくて、自

然の中で思い切り遊ぶというような場所でした。１週間

単位のプログラムで、長い子は１か月、夏休み丸 と々い

う子もいましたが、やはり子供たちは日常から学ぶ姿

勢がすごく、とても成長を感じられました。最近は家庭

用ゲーム機やスマートフォンなど、外に出る機会や公園

の遊具が危険という観点で、遊ぶ環境がだんだんと少

なくなっており、両親も共働きで忙しいという事なので、

なかなか自然と触れ合いながら思うように遊ぶ、体験す

るということが少なくなってきているというふうに思いま

す。北海道でのプログラムでは、大阪や東京、中には中

国の子供が一人で飛行機に乗って北海道に来て、自然

体験をしながら一緒に遊び、学ぶというような生活をし

ていました。ほんの１週間だけでも、すごく成長を感じる

ことができます。最初は虫も怖くて、「何でこんなところに

一人で来させられたんだろう」というように悲しむ子も

いましたが、知らない地域や大きな自然に囲まれ思いっ

きり遊ぶことで、一回り大きく成長したように感じました。

　その体験がすごく印象に残っていまして、実際、今年

の夏にはオンライン上のキッズコミュニティーと繋がり

があるのですが、子供たちが伊豆稲取に遊びに来て、

海への飛び込み体験や細野高原の草原で思いっきり

走ってみるという事をしました。他にも取ってきた竹を

割り、自分たちで一から流しそうめんを作る体験を通じ

て、お家の方もお子さんが、「一回り大きく、大人の顔に

なって帰ってきた」とか、「また伊豆に行きたい」とおっ

しゃっていました。子どもたちもお家の方に、「家に帰っ

たらノコギリ買って」と、創作意欲が溢れていました。

このように、小さい時の経験はとても重要だと考えてお

りまして、学習面においても空間把握能力や創作意欲

が溢れたりと、そのようなことを推進していきたいと思

い、私はこの東伊豆町に来ました。今後もこう言った取

り組みを進めていきたいと思います。

ありがとうございました、以上です。

○全国草原再生ネットワーク理事（笹岡達男）　あり

がとうございました。

　私は笹岡と申しますが、藤田さんの卒業された専門

学校に勤務しております。この度は実行委員という立場

で出席させていただいておりますけれども、藤田さんの

アイデアは大変良いものだと思います。

　私たちの学校は、自然環境や野生生物の好きな学生

が来ていますので、そういう学生は自ら進んでテントを

張って寝たり、喜んで虫を捕まえたり、植物観察をします。

藤田さんがおっしゃっていたような、様々な地域の小学

生や中学生などの子供たちの受入れ体制を整備する

ことは非常に重要です。そのときに一番大事なのは、学

います。

　この小茅が取れる様々な条件が、現在社会的に、あ

るいはその生態的に限定的になりましたので、白川の

ほうではやむを得ずほとんどを大茅、御殿場の茅を

使っているという現状になっています。これについては

あまり好ましい状態とは言えず、ユネスコからも本来の

その地域の茅を使うべきだという意見が出されており、

代替措置ということで、将来は小茅へ戻すということは

目指されていますが、温暖化の影響などがあり、小茅の

生息域がどんどん限定的になっているのが現状です。

　それから、本来茅場であったものが一旦失われてし

まいますと、再生が非常に困難であるということ、また、

材料を刈る組織も廃れつつあり、個人で刈るにはなか

なか難しいということですが、そのような観点からも、こ

の細野高原の1.8ｍ程度の茅は、本日見た限りの感想

ですが、細くしなやかで耐久性もあり、質が良いと思わ

れます。実際に刈ってみないと分かりませんが、少なくと

も茅の材料として不足はないと言えます。ただ、量につ

いてはかなりまばらなところもありまして、全体的にスス

キが、草原が広がっているところではないと思います。

これは阿蘇も同じですが、120ヘクタールということで

すので、例えばその３分の１が茅場という事であれば、

屋根に葺くには十分な量が確保できます。このことにつ

いては実証実験を行うことで、どの場所で茅が刈りやす

く運搬がしやすいのか、また、どの程度の量が確保でき

るのかを確認することは簡単にできることかと思います。

　本来この地域では茅を屋根に葺いて、そして牛馬を

肥やして、さらに時代的に柑橘類の生育のために地域

経済を支えたことは間違いないです。その地域経済を

支える重要な資源、資材であったということが、この細

野高原の茅場が今に受け継がれている最大の理由で

す。決して生物多様性の維持をしたわけでもなく、観光

のためにしたわけでもない。皆さんが支えてきた結果、

これだけの草原が今に残され、その習慣が良いことと

して、皆さんの努力が今に続けられているということだ

と思います。

　今後、細野高原の茅場がこれだけの面積を残してい

くという事であれば、これは地域経済、産業とどのように

結びついていくかという事を明確にしていかなければ、

一部の限定的なものになりますし、ほかの土地利用と

いうことを考えることも必要なのではないかと思います。

これから東伊豆町、伊豆地域において、茅場はどのよう

に役に立つかということを議論していくことが必要です。

　そのことについて、午前中にもお話があった範囲で

いいますと、この地域では観光が大きな産業の主軸に

なっているということですので、温泉、細野高原、ビーチ

ですね、この３つが揃っている観光地は、国内はもとよ

りコロナウイルスがある程度収束すれば、海外、アジア

地域にとっては非常に大きな可能性を持っているのは

ないでしょうか。そのとき、この茅資源が役に立つのか

と考えていくことが大事ではないかと思っています。

　それでは具体的にどのように活用していくのかという

事について、茅葺きの建物を観光施設に取り入れて復

活させていくということが、私は非常に大事であり可能

性があることだと思います。茅葺きの民家は戦前ほど姿

を消したと思います。戦後間もなく、エアコン生活の中

で流れとして、茅葺きの建物を民家に戻すということは、

一部にあるかもしれませんけれども、かなり現実的では

ないです。この地域の観光として、もう少し観光の質に

変わった滞在型の、あるいは自然と親しむような、ある

いは子供たちの教育とか体験ということを重視した観

光にシフトしていくことを考えれば、観光施設も緩やか

に木造で茅葺きの施設ということが一定割合、世界的

に、あるいは日本の中でも進んでいることは間違いな

いです。ヨーロッパで茅葺きが復活しているのは、まさし

くリゾート地において、オランダやデンマーク、北欧の地

域で最も質の高い観光地は茅葺きで造られる建物群

がつくる景観やその中での生活のゆっくりとした時間を

過ごす、あるいは都市生活で非常に疲れた心身を癒や

す、そういった観光がこれからの大きな流れになると思

います。

　今どき海で泳ぐ人は非常に少なくなったと、本当にそ

う思います。なぜかといえば、ホテルの冷房の効いた室

内にいれば、海岸に出るということとは非常に落差があ

り難しいためです。昔は海の家といって、必ず海辺に日

よけをつくるような東屋などの仮設の避暑地を造り、

人々が海辺で休むような施設があってはじめて海水浴

ができていました。今は冷房の効いた施設は整備され

ていますが、海辺の本来の自然の中で昼寝をしたり、風

を楽しむような施設というのはもうないように思えます。

　ですから、例えばこの海辺に茅葺きのリゾート施設を

これからまた復活していくということを考えるのであれ

ば、細野高原で星を見るとか、別な自然を楽しむような

施設を造る必要もあると思います。そういった本来の観

光にふさわしい施設を、この伊豆にある杉という、戦後

植えた木を活用し、この無尽蔵の茅の屋根を葺くという

ことを町を挙げて、あるいはこの地域の経済を挙げて、

そしてここに集まっている草原を大切にする人たちと一

体となって風景をつくっていく、この細野高原の茅とい

うのはこれだけ素晴らしい暮らしを実現できるというこ

とが分かれば、草原を守るということも非常に意義があ

り、自分たちの生活を支えていることが明確になれば、

多くの方が協力することは間違いないと思います。そう

いった茅を用いた観光施設を造っていただきたいと思

います。

　茅葺きの建物というのは、民家に葺くような50ｃｍ～

１ｍに及ぶ、30年、50年の間立派にもつ茅葺きもできま

すけれども、例えば３か月間もたせたいということだっ

たら、もっと簡単な茅葺きの東屋などの仮設建築も現

在では可能です。様々な技術を組み合わせることもでき

ますので、茅葺きの新しい観光施設利用ということから

始まり、その茅を農業資材に２次利用する、茅葺きとい

うのは必ず屋根に葺いて、再利用するということが本来

の姿です。そういったことも一部取り戻すことによって、

茅というのは本当にありがたい恵みなのだということ

が部分的にも始まれば、もう少し農業に取り入れていく

ことや、本来の生活の中に茅がどんどん浸透していくと

いうことについて、観光施設を突破口にぜひ切り開い

ていただきたいと思います。

我々の協会としても助言や技術者・職人の教育ができ

ると思います。とにかくこの細野高原の茅というのは素

晴らしい資源であるということは、未来を必ず保証する

と思いますので、是非そういったプロジェクトを、行政を

はじめ、この地域の観光協会の方などが集まることで、

進めていっていただきたい、新しい地域が見えてくると

いうようなことでこの会で想像していただくのがとても良

いことではないかと思います。それだけの資源としての

圧倒的な質・量が本日確認できましたので、是非ともこ

の地域をまた開いていくというふうに思えてなりません。

　少し長くなりましたけれども、ありがとうございました。

何かご質問あればお答えします。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうございま

した。

○（一社）日本茅葺き文化協会（安藤邦廣）　茅葺きに

ついては建築的に規制があります。都市部、この密集地

域では不燃材で葺かないといけないという規制があり

ますので、街中では厳しいところがあると思います。二

十二条地域という区域になりますけれども、それは特定

行政庁が解除できます。今まで都市化ということが非常

に進んできましたので、二十二条地域の区域指定はか

なり全域に広まっておりまして、現在、様々な地域でその

解除は特定行政庁で行えるということになっております

ので、必要に応じて限定的に外すということもできます。

恐らく細野高原は二十二条地域に該当していないと思

います。もし二十二条地域があれば、その部分を解除す

るということも今はできますし、様々な観光地、茅で地域

づくりをしようとする地域は、例えば宮城県石巻市では

非常に広大なヨシ原を持っている地域がありますが、

一部の市街化区域を除いて解除しておりますし、重要

な茅葺き集落を保有する市町村の場合も、あるいは１

戸１戸の重要な民家がある場合も、その部分を部分的

に解除するということも現在進んでおりますので、そう

いうことはあまり障害にはならないと思われます。あくま

で、地域の主体的な住民の総意があれば、できるという

ことも申し上げておきます。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうございま

した。

　茅葺きの建物を観光施設として造り、お客さんに楽し

んでいただくというのは、先ほど白川先生からお話があ

りました茅プロジェクトのように、町にしっかりと還元で

きるような収益を上げられるような施設であったり、茅

を葺き替えるタイミングでそれを体験するということも、

複合した施設ができる可能性があり、個人的に色 と々

検討してみたいという風に思いました。

○パネリスト（鈴木豊美）　ただいまの茅のことですけ

れども、この細野高原の茅は屋根に葺くことについて問

題はないという事でしたが、今の細野高原は肥料とい

うものを全然やっておりません。肥料と言えば山焼きで

燃やした後の灰ぐらいです。茅に対して人為的に肥料

を与えても問題ないのでしょうか。

○（一社）日本茅葺き文化協会（安藤邦廣）　茅に人為

的に肥料を与えるということはしない方が良いと思わ

れます。また、今まで例としてはほとんどないと思います。

唯一、刈り取ることと、その後、燃やすこと、これによって

１万年間続いてきたということは最近の学説で立証さ

れておりますので、環境条件的に余程の激変がない限

り、刈り取って火入れをすることで、屋根に使う材料とし

て持続可能なことは間違いありません。そんなに心配

することはないと思います。

○パネリスト（鈴木豊美）　どうもありがとうございま

した。

　利用について一点、東伊豆町観光協会の石島さんに

お聞きしたいのですが、今後、観光協会ではドローンの

操縦体験など計画があるようですが、具体的にはどう

自分ももっと細野高原を歩き、良いところを探し、皆様

にもご紹介出来たらと感じています。以上です。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございます。

　明日のオンライン見学会にて、お二人には現地説明

会にご出演いただいております。明日ご参加される方は

楽しみお待ちいただければ幸いです。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　私もジオガイドを

持っていまして、細野高原はよくガイドツアーをしていま

す。お客さんには、ここはこういう経緯で草原になり、昔

はこういう利用をされていて、毎年山焼きを行い管理し

ているという事をお話すると、「山焼きを見ることはでき

ませんか」という方や、「私も草刈りをやってみたいで

す」という方が多くいらっしゃいます。少しでも細野高原

に携わるきっかけとして、草刈り体験や、最初から火入

れ体験をすることは難しいですので、見学できるスペー

スを設けるなど、山焼きを一般に公開してみてはどうか

と思います。

○教育委員会事務局長（梅原　巧）　突然のご質問、

申し訳ありません。東伊豆町教育委員会事務局長の梅

原と申します。

　細野高原には、県の指定文化財として湿原が何か

所かございまして、その中に桃野湿原というところがあ

ります。私も小さい頃から遠足などでそこに行っていま

すけれども、先日確認しましたら、かなり浅くなってい

るように見え、いずれ消滅してしまうのではないかと思

いました。

　文化財ですので、人の手を入れず自然のままにして

あるというのが現状です。しかし、湿原を保つために修

正すべきか、形状が変わってしまうとしても自然のままに

しておくべきか、どちらが良いのか疑問に感じています。

　また、先ほど富永さんの方からもお話がありましたが、

鹿や猪が湿原の中に入り沼田場にしているため、掘り

返されて荒れてしまっています。ワイヤーなどを用いて、

周囲を全部囲ってしまえば入れないと思いますが、金

属なので錆が出ます。文化財的な面がありますので、自

然のままにしておこうという結論に現在はなっています

が、本来の管理はどのようにあるべきか、詳しい方がい

らっしゃればご教示いただけますと幸いです。

○実行委員（内山義政）　ご質問ありがとうございます。

　まず、文化財としての保存と、観光として利用しつつ

保存していくというのは相入れないものだと思います。

湿原の乾燥化や鹿柵を設けるというのは、私も専門で

はありませんのでお答えすることが難しいですが、会

場でもし詳しい方がいらっしゃいましたらお願いいた

します。

○芸北高原自然館主任学芸員（白川勝信）　私は元々

湿原が専門となりますが、大学を卒業後に草原のほう

に入りました。東伊豆町の気候だとおそらく低湿で細野

高原を見ても、窪地のようなところに水が集まり、湿原に

なっているのではないかと思います。いわゆる、栄養分

の少ない水が集まりその上にミズゴケが生え、そのミズ

ゴケがスポンジの役割をし、水を溜めてできるというの

が信州や北海道のような高層湿原ですが、それらとは

全く異なる低湿地です。低湿地は有機物や土砂が入っ

ていくと、長い目で見て埋まってしまう運命にあります。

　西日本を含め、低湿地がどうして長い間保たれてき

たのかについては、一方で草原を利用してきたというと

ころがありそうです。集水域でしっかりと草刈りをして有

機物が流れ込まないようにすることが、湿原の中の植

物の成長などが抑えられ、湿原の中に枯草などがたま

る量が減っていくことになります。あるいはカンスゲなど、

昔は草がとても大事でしたので、湿原のすぐ際まで草刈

りをしていたという話をよく聞きます。そのようなこともあ

り、里地といいますか、湿原の周りが積極的に利用され

てきた方が、長い間の人と自然の関わりの中で湿原が

残されてきていると思います。細野高原の現地を確認し

ておらず、写真や記憶での推測ですが。

　猪についてはおそらく、昔はそこまでの頻度で草原

の中に入ってくるような状況ではなかったと思います。

鹿も同じだと思います。現況ですが、逆に猪が沼田場に

して荒らすというのは、大きく見て悪いことではなく、湿

原の中に眠っている種子が表に出て、芽を出すという

こともあります。但し、このことも頻度が高過ぎると悪影

響になるのではないかと思います。

　錆などの鉄分につきましては、こちらの湿原の中には

ミズゴケなどはあるのでしょうか。

○ネイチャーガイドクラブ（富永眞弘）　あります。

○芸北高原自然館主任学芸員（白川勝信）　大体、酸

性のほうに偏っています。バクテリアが発生するため油

が浮いたとしても、そのことは特に自然な状態なので気

にすることではありません。やはり、現地を確認させてい

ただいてから、お話しさせていただければと思います。

よろしくお願いします。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございます。

　ただ今ご説明のありました細野高原のような低層湿

原の場合は、周りが森林だと木の葉などが幹に落ち、

蒸発や木の蒸発散があり水分が失われやすいのです

が、草原ではそれがないため、直接水が流れてきて水

源としてたくさん確保できるというご説明でよろしいで

しょうか。

○芸北高原自然館主任学芸員（白川勝信）　はい。

　私たちの一生に比べ湿原の一生は長いですが、運

校の先生でも実際に野外活動を自ら教えた経験のある

方はなかなかいらっしゃいませんから、こちらで安全に

引率して、また宿泊場所の提供ができるような、そういう

体制ができれば細野高原は明日からでも自然学校に

なるのではないかと思います。是非、そのような支援を

町として、地元として応援していただければと思います。

ありがとうございました。

○町長（太田長八）　ありがとうございました。藤田さん

には地域おこし協力隊での３年間、本当に良く頑張っ

ていただきました。

　その中でも良い活動だと思ったのが、今回コロナ禍

の中でしたが、子供たちを自然の中で楽しませて、その

間お家の方は仕事をやるという親子ワ―ケーションの

実施です。藤田さんが子供たちを見ていてくれたからこ

そ、子供たちは楽しく自然の中で学ぶことができ、お家

の方も集中して仕事をすることができたと思います。こ

れからの東伊豆町にとって、貴重な人材だと考えていま

すので、これを機にさらにご活躍いただき、活動の幅を

広げていっていただければありがたいと思います。今後

のご活躍に期待しています。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございました。

　藤田さんには引き続き、東伊豆町の環境教育の推進

を頑張っていただきたいです。今回、我 ３々人で準備を

していく中で、環境教育という言葉を上げましたけれど、

現在、細野高原の管理を主体となって行われています

４区の役員の皆様ですとか、私は田町区の出身ですが、

田町区の場合は役員のＯＢや有志による担い手が年々

増えていっていまして、私もメンバーとして活動していま

すが、そのような形で、主体となって管理を行っていく

方 と々一般の観光客との間に立ち、一般の方々を担い

手サイドにもう一歩踏み込んで誘い込むことができれ

ばと思いました。そういった中で環境教育というのは、

引き込み方の一つなのではないか思いますので、担い

手、作り手として頑張っていただくという事と、これまで

町内でそうした活動をネイチャーガイドの皆様ですと

か、ジオガイドの皆様でされてこられましたので、１３年

前のシンポジウムや今までの経緯を踏まえ、これからこ

のようにしていけば良いのではないかというご意見な

ど有りましたら、コメントをいただけますでしょうか。

○ネイチャーガイドクラブ（富永眞弘）　ネイチャーガ

イドクラブの富永と申します。

　１３年前には会長を務めさせていただきましたけれ

ども、それから細野高原の環境として大きく変わったこ

とは、鹿の食害が増えたことです。先ほど写真が出まし

たけれども、畑のようなものを作り、絶滅しそうな植物を

植え、保護するという活動を行っています。しかしながら、

鹿の食害が増えている今、保護した植物をすぐに元の

場所に戻すことはできませんので、鹿の食害が減少す

るまでは現在の活動をやり続けていかないと、種の保

存はできないものと考えております。

　もう一つはこちらも鹿に起因することですが、マダニ

がとても増えています。そのような中で、マダニが活動的

になる時期にお子さんが芝生であっても足を踏み入れ

ることは、危険なことだと思います。以上２つの違いが

確認できました。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございます。

　ジオガイドの鈴木さんはいかがでしょうか。

○ジオガイド（鈴木京子）　ジオガイドの鈴木と申します。

　私はジオガイドを案内して日が浅いので、この場で

特筆してお話をさせていただくのは難しいと思いますが、

やはりジオガイド協会的に細野高原はとても貴重な場

所で、ここを案内してお話ししたいというジオガイドは、

本部にも多いです。私個人といたしましては、小さい頃

からの思い出がありまして、ワラビの季節になれば家族

でワラビ刈りをし、山焼きも私の父、弟、私の主人、息子

も、みんなが体験しております。そのように、家族みんな

でずっと守ってきた細野高原でありますので、細野高原

の中に通っていますあの道路も、父たちの時代に造っ

ていました。造るたびに父が、「いい道ができたから行く

ぞ」と言い、誇らしげに細野高原に連れて行ってくれて、

素晴らしい景色が望める場所を紹介してくれました。

　学校的には遠足に行きまして、中学校の遠足では秋

の紅葉を見に出かけました。春にも行きましたが、その

時には桜の木がありましたので、後日、友達とまた歩い

て、桜を見に行こうって登ったものです。

　そしてもう一つの思い出が、夏休みに熊口まで行き、

学校でキャンプをしました。やはりそこでは綺麗な水が

出るということが先生たちも分かっていましたので、川

の水を汲みカレーを作り、飯盒でご飯を炊きました。

　そのように貴重なところですので、本当に残してい

きたいという気持ちはあります。私は残していくための

原動力の一部分になれませんので、観光の方で携

わっていますけれども、先ほどの白川先生のお話を

伺って、何か自分の経験を活かし、子供たちが思い出

作りをすることができれば、将来も大事にしていってく

れるのではないか、継承していってくれるのではない

かと考えています。自然学校もそうだと思いますが、そ

のような経験を幼い頃に積み重ねていくことが重要で

はないかと感じます。

　ジオという事ではあまり詳しくお話しできませんが、

１．開会

○司会　では、始めたいと思います。

　ご来場お皆様、そして配信でご覧くださっている皆

様、こんにちは。

　ただいまより第13回全国草原サミット・シンポジウ

ムｉｎ東伊豆、阿蘇分科会を開催いたします。

　私は、今回の進行役を務めさせていただきます公益

財団法人阿蘇グリーンストックの井上と申します。どう

ぞよろしくお願いいたします。（拍手）

　ありがとうございます。

　さて、今回の分科会では、阿蘇草原再生、新たなス

テージへ～草原の恵みを守るための仕組みづくり～

をテーマに２つの講演、また、その後、パネルディス

カッションを予定しております。パネルディスカッショ

ンでは、時間が許せば会場の皆様の声もお伺いでき

ればと思っておりますので、どうぞよろしくお願いいた

します。

　なお、今回は新型コロナウイルス感染防止対策とし

て、会場の人数を制限させていただいております。同時

にユーチューブでのオンラインの配信も視聴できるよ

うになっております。配信でお聞きの方もメッセージ等

でご意見をいただけましたら幸いです。

　それでは、講演に入ります前に、今回の分科会の趣

旨につきまして、環境省阿蘇くじゅう国立公園管理事

務所の山下さんからご説明をいたしますので、よろしく

お願いします。

○環境省阿蘇くじゅう国立公園管理事務所（山下淳一）

　皆さん、こんにちは。環境省阿蘇くじゅう国立公園管

理事務所の山下と申します。

　今日は、お集まりいただきまして、ありがとうござい

ます。

　私のほうから、まず今日のこの分科会の趣旨をごく

ごく簡単に３分ぐらいでご説明をさせていただきたいと

思います。

　それでは、早速まいります。

　もう皆さん、ご存じのとおりだと思いますけれども、阿

蘇の草原の特徴というのは、まず野草を主体とする草

原としては日本最大の規模であるということと、牛馬を

利用した農業生産とか草資源の循環という経済社会

の仕組みによって維持され続けた草原、あるいはその

まま放っておいてずっと草原であったということでは

なくて、生業によって維持され続けた草原というのが大

きな特徴であると思います。

　その草原ですけれども、いろんな恵みといいますか、

役割を持っていまして、まず、１つご紹介するのは多様

な生き物のすみかということで、植物で大陸と陸続き

だったことを物語っているようなヒゴタイですとか、そ

ういう植物があったりとか、ほかでは見られないよう

な希少種の植物も生育していたり、あとは、植物が多

様であるからこそ、多様な動物の生息できる環境を育

んでいると。１つ取り上げますと、チョウなんかでは、熊

本県で見られるチョウ117種のうち109種がこの阿

蘇の草原で見られる、チョウの楽園とも言われるよう

な多様な生き物のすみかになっています。

　それから、観光資源としての価値、これも言うまでも

ないことかもしれませんけれども、ちょっと古いデータ

なんですけれども、観光客の方に阿蘇のどこがいいで

すかというのを聞いたアンケートがありまして、草原が

広がる風景というのを77％の人がいいと答えていた

りですとか、牛馬のいる放牧風景とか花やチョウなん

かの野生生物がある風景なんかを答えていらっしゃる

方もいて、かなり観光資源としても欠かせない存在に

なっていると言えます。

　それから、最近注目されているところでいうと、炭素

　今後どのようにしていくのかについては、町全体で決

めていくことだと思いますが、このような会も重ねたうえ

で、しっかりとプロジェクトの推進をしていければと思

います。

　最後になりますが本日は様々な意見が出ましたので、

町長より本会のまとめをよろしくお願いいたします。

○町長（太田長八）　本日は貴重なご意見を多数いた

だきまして、ありがとうございました。

いただいたご意見を基にこれから戦略を練り、推進し

ていきたいと思います。

　そういった中で、日本茅葺き文化協会の安藤様には、

茅葺きや茅の再利用という事について、また色々なご指

導をいただけますと、大変ありがたいと思います。

　本会を通じ、皆様が細野高原について真剣に考えて

いただいていることを、一層深く感じました。今後とも皆

様とは情報共有を行っていき、保全や利用について検

討していければと思います。

　また、最も大事なのは管理を行っていく後継者、これ

が一番重要だと思います。今のままでは必ず担い手不

足となってしまいますので、今後の体制をどのように変

化させていくか、そしていかに細野高原の素晴らしい自

然を保全していくか、これこそが最大の課題です。皆様

と一体となり、この保全にしっかりと取り組んでいきた

いと考えておりますので、その際にはまたご支援とご協

力の程をよろしくお願いいたしたいと思います。

　以上です。ありがとうございました。

○（一社）日本茅葺き文化協会（安藤邦廣）  申し訳ご

ざいません。最後によろしいでしょうか。

　この茅場の維持管理について、先ほど町教育委員会

の梅原さんよりご発言があった中で思い出しましたが、

文化庁の制度で文化財を守る資材を選定する、「ふるさ

と文化財の森」というものがあります。この中に茅場が

含まれていまして、現在、全国１９か所の茅場が選定さ

れており、静岡県だと朝霧高原が数年前に選定されて

います。各県に１か所程度ありますが、文化庁の中で一

番新しい制度となっています。文化財というのは法隆寺

などの建築物、それから、それを守る職人技、無形文化

財といいますが、それに加えて資材の文化財制度が一

番新しく、１０年ほど前にできたばかりです。例えばヒバ

塗装や漆です。その中にやはり茅がとても不足している

ので、茅場を保全、管理していきましょうということで、文

化財に出荷する茅として、そのエリア選定するというこ

とができます。

　私が本日見た限り、細野高原はこれに合致する場所

だと思います。ただし条件としましては、文化財への出

荷実績が多少なりとも必要ということになります。その

ためこの地域にある文化財、市町村指定や登録文化

財でも可能ですが、茅葺きの建物が伊豆半島にはたく

さんあると思います。例えば伊豆の国市にある国指定

重要文化財の江川邸もそうですが。そういうことで２～

３年程度の実績を積み、細野高原の茅場の質、量は問

題ないと思われますので、是非、茅刈りを始めていただ

き、選別したものを出荷する取組をしていただければ、

制度の対象として選定されると思います。選定される、

文化財の森から様々な助成制度受けられます。普及啓

発事業というもので毎年助成が出ていますので、最大

２００万円の満額補助となりますが、そこに町民の方々

が参加して、皆様と一緒に環境教育を推進していきな

がら茅刈りを行い、山焼きをやること、このような環境

保全全体の取組を体験、研修することで補助が受けら

れます。

　また、選定地の整備費用にも半額補助が受けられま

す。例えば農道整備や支障木の伐採、山焼きについても

環境整備事業となります。いずれも県を通じ、文化庁へ

の申請手続や調査の依頼を行い、町の文化財関係課

から県の文化財関係課の方に連絡を行います。私も文

化財のほうの選定委員となっていますので、私の見た

限り細野高原は是非、ふるさと文化財の森に選定して

いくことを２～３年の目標にしてやっていただくと良い

のではないかと思います。

　細野高原の観光利用というのは、長期的に一歩ずつ

やっていくことが必要ですけれども、取りあえず、文化財

制度を活用していくことは非常に利点が大きいと思い

ます。是非、文化庁への問い合わせやホームページを

ご確認いただき、ふるさと文化財の森という制度を調べ

てみてください。生物多様性の維持や環境教育というこ

とを推進していくために、とてもいい制度だと思います。

以上、補足となります。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

○司会　この後午後３時２０分より、各分科会場の方

にご出演いただき、WEB配信にて全体会を予定してい

ます。

　藤田さん、内山さんにおかれましては、全体会での発

表に向け意見をまとめていただきますので、東伊豆会

場の分科会はこれにて終了といたします。

　藤田さん、内山さん、鈴木さん、どうもありがとうござ

いました。

　それでは全体会までお時間がありますので、休憩を

お取りください。

の固定機能というのがかなり優れているらしいという

のが見えてきていまして、2013年の成果を基にします

と、阿蘇郡市の全世帯が１年間に排出するＣＯ２の量

の1.7倍ぐらい相当の炭素を草原が固定しているとい

うことで、阿蘇の中で見たら、排出よりも吸収が勝って

いるというようなことが言えて、地球温暖化防止の観点

からも未来に残す価値が高いというふうに考えられて

いたりします。

　それで、そういう様々な恵みがあるんですけれども、

過去から草原がどうなってきたのかというのを見ると、

かなり減ってきていると。100年前は阿蘇地域、ほとん

ど草原が広がっていたのが、見ていただいたら分かる

とおり、2007年にはかなりそれが森林に置き換わって

しまっているというような現状になります。

　草原再生協議会というところで議論をしていますけ

れども、じゃこの先どうなっていくんだろうって考えたと

きに、30年後の姿をちょっと想像しようみたいな話を

していまして、５年に１回牧野の調査がされている中で、

野焼きとか輪地切りをあとどのくらい継続できますかと

いうような調査項目があります。その中で、「10年以上

はできそうだ」と答えている牧野さん以外は、ちょっと

30年後まで管理を続けているのは難しいんじゃない

かというふうに仮定した場合なんですけれども、面積

で６割ぐらい減っているような予測になります。

　こういう状況もある中で、次世代へ残すべき姿で30

年後の目標というのを草原再生協議会の中で議論し

ていまして、先ほど申し上げた６割の草原面積減少と

いうのもあり得るかもしれないという中で、「今と変わ

らない規模の草原を残す」ということを目標に設定し

ようとしています。これ特に牧野組合さんの意向も大き

くて、やっぱりモチベーションを持ってやっていくため

にも、減少というところを目標にしてモチベーションも

上がらないだろうということで、最低限維持はしようと

いうような目標設定をしようとしています。

　そのために、３点目なんですけれども、そのために

は長年続いてきた生業による草原維持、これをどう支

援を強化していくのかというのを考えていく必要があり

ますけれども、もう一つ、今までもこれはやってきたんで

すけれども、もう一つ、近年、草原の持つ恵みというの

は、先ほどお話ししたような部分というのが注目され

ていますので、この草原の恵みを守るという観点から

も、草原を支える仕組みづくりというのを進めていく必

要があるかなというふうに思っています。今日は、この

草原の恵みを支える、守るための仕組みづくりというも

のを考える一つのきっかけにしたいなと思っておりま

す。そのために２つほどご講演をいただいて、その後

にパネルディスカッションということで進めさせていた

だければと思っておりますので、皆様よろしくお願いい

たします。

　私からは、駆け足になりましたが、以上です。

○司会　ありがとうございました。

２．講演

①阿蘇の草原がもたらす恩恵～最新の研究報告～

　それでは、早速、講演に移りたいと思います。

　お一人目は、熊本県立大学特別教授の島谷幸宏様

にお願いしたいと思っております。

　島谷先生は、現在多くの研究者が関わって進めてお

られる環境総合推進費研究の研究リーダーであり、今

日はその成果について、阿蘇の草原がもたらす恩恵、

最新の研究報告についてご講演をお願いいたします。

　それでは、島谷先生、よろしくお願いいたします。

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　皆さん、こん

にちは、島谷です。

　阿蘇の研究は、立場的には九州大学の特命教授と

してやっています。ただし、４月から熊本県立大学のほ

うにお世話になっていまして、私の実家が龍田なので、

熊本を今中心にしながらいろいろ仕事をしています。

　今ご紹介になったんですけれども、これが環境省の

推進費のテーマです。阿蘇をモデル地域とした地域循

環共生圏の構築と創造的復興に関する研究というこ

とで、大きく言うと３つのテーマでやっていて、そのそれ

ぞれのテーマがまた３つに分かれていて、９つの大き

な研究が集まった物すごく大きい研究です。私が全体

のリーダーをしていて、東海大の市川先生が特に地下

水のことをやられていて、慶応大の一ノ瀬先生が特に

後ろのほうの地域循環共生圏のほうの研究をされて

います。今日お見えになっています、実は。ちょっと驚き

ました、私も。

　研究の背景は、2017年に北部九州豪雨があって、

2016年に熊本地震があって、それで熊本県は創造的

復興というのを打ち出されました。その創造的な復興

を環境省が提案されている地域循環共生圏とどうやっ

てつなげていくかという研究になります。

　今日は特に草原のお話を中心にしますが、この阿

蘇は九州の中央部にあって、実は６本の１級河川、筑

後川、大野川、五ヶ瀬川、菊池川、白川、緑川という６

本の１級河川の水源になっています。ですから、玄海

灘から瀬戸内海から有明海からですね、いろいろなと

ころに水を注ぐ一番上流の地域になっています。流域

の人口が230万人と言われていて、しかも筑後川から

福岡導水で水を配っていますので、約480万人、500

発散、雨から蒸発散を引いたものが水資源量というこ

とになります。特に筑後川の場合はダムがありますの

で、雨が降ったときの水も全部ためてしまうので、基本

的には下流に流れていく水資源量は降った雨から蒸

発する量を引いたものということになります。

　そこで、こういう樹林とススキがどれぐらい蒸発散量

が違うかということを測定しています。宮沢先生という

先生が研究をしています。植物には、ちょっと難しくな

るんですが、光合成をするときにＣ３という植物、普通

の一般的なＣ３植物というスタイルと、ススキのように

Ｃ４植物というスタイルの光合成をやるタイプとがあり

ます。ススキはＣ４植物というタイプになります。Ｃ４植

物というのは、難しいんですけれども、機構がすごく

違って、非常に二酸化炭素を節約しながら光合成をす

ることができます。水を使う量も非常に少ない、節水型

の植物というふうに言われています。このＣ３植物とＣ

４植物というのは非常に重要なポイントになっていて、

阿蘇では草原にするとほとんどススキになります。スス

キになるということが蒸発散量を小さくしているという

ことになります。

　それで、今、牧野の方に協力していただいて、直接

葉っぱにこういう樹液流計というセンサーをつけて、

ここから今、直接測れるようになりました。一つ一つの

茎からどれぐらいの水分が蒸発しているかというのを

１年間測っています。それで分かってきたことは、これ

が杉で、ササやヤシャブシで、ススキとなりますが、１

年間ずっと積算していくと、杉とススキでは非常に大き

な蒸散量の違いがあるということが分かってきました。

これはもう光合成の仕組みが根本的に違うので、非常

に節水型の植物であるススキが生えているということ

がこの節水型だということが分かりました。

　今ちょっとそれを年間どれぐらいの蒸散量になるか

という推定を行っていて、ちょっとまだ低めの推定に

なっているんですが、これススキです。ススキがＣ４と

いう植物で、ほかのは全部Ｃ３植物なんですが、ススキ、

ササ、杉、ヒノキ、ヤシャブシというようなもので考えて

みると、恐らく杉・ヒノキに比べて１年間に年間の蒸発

散量が100ミリは最低違うだろうということが明らか

になってきました。

　現時点ですが、今年度の３月までで研究を終わりま

すので、それまでにはこの明確な数字が出てくると思

うんですが、水の使う量からすると、ススキ、ササ、ヤ

シャブシ、杉、ヒノキという順番になるであろうというこ

とがどうも明らかになってきました。これ非常に重要な

ことになります。

　ここに阿蘇がありまして、ここに、今見ている草原っ

てほんの一部の草原なんですが、もし樹林に替わって

しまうと、年間100ミリから200ミリぐらい、下流に流れ

るお水の量が減ってしまうということになります。100ミ

リというのは高さの単位ですね。１年間、大体この地域

が3,000何百ミリと降りますが、そのうちの100ミリ分

が蒸発、空中に出ていってしまうということになります。

ですので、草原があることによって、下流に水を配るこ

とができているということになります。大体その量は、

後でちょっとご説明しますが、年間1,000万トンとかそ

ういう量になります。実は、下筌、松原ダムという、ここ

に２つ、ちょうどこの阿蘇から出てくるところにダムが

あって、そこから平地に水が出ていくわけですけれども、

このダムでは発電を行ったり、下流への有明海に流れ

ていく水を供給したりしているわけですけれども、実は

有明海のノリが取れなくなった、冬場取れなくなったと

きには、このダムを操作して、水を放流して下流に栄

養物を送るという、栄養源を送る操作をしています。そ

の水の量は大体1,000万トンとか、大体それぐらいの

量なんですが、それは草原がなくなると、それがちょう

どできなくなるぐらいの量になります。非常に大きな量

です。

　今までに行われた松原、下筌ダムによる緊急放流と

いうことで、大体冬場です。冬場、ノリが行われるように

なって、ノリの色落ちと言って、色が落ちてくるんですね、

栄養塩がなくなると。窒素の濃度が低くなったときに松

原ダムを放流すると、窒素濃度がばあっと上がって

いって、色落ちしなくなるということで、実は草原の水と

いうのは、有明海のノリを支えているということにもつ

ながっているんですけれども、あまりそれは意識されて

いません。松原ダムの流域で例えば草原がもしなく

なってしまえば、約1,000万トンぐらいの水資源がなく

なってしまうということになります。それは、人口でいう

と11万人分ぐらいの水資源量になるということなので、

非常に大きい水の量だということが分かると思います。

今まで草原について、あまり定量的に水をどれぐらい

節約するかというのを分かっていなかったんですが、

それが今分かりつつあるということです。

　それともう一つは、今、立野ダムができているんです

が、こっちがカルデラと、下流の熊本の地下水がつな

がっているかどうかということに焦点を当てて研究を

しています。ずっとボーリング調査が、最近、地震の後

いっぱい行われまして、そのときの地下水を連ねてい

くと、これがつながっているということが明らかになっ

てきました。それがですね、量的にどれぐらいかという

と、これは熊本大学の嶋田先生たちがシミュレーショ

ン、１年間の水収支というのを示したものです。

万人の水源になっているということで、非常に重要な

地域になっています。

　しかし、これはあまり知られていないです。私、福岡

市民もやっているんですけれども、福岡市の人は、筑

後川から水をもらっているという意識はあるんですけ

れども、阿蘇から水をもらっているという意識はほとん

ど希薄なんですね。有明海の人も、筑後川とか白川と

か緑川とか菊池側から水が流れているというのはよく

知っているんですけれども、その上流は草原だという

のを皆さんご存じない。有明海は、よく泥の干潟で、阿

蘇の噴火物によってできているどろどろの干潟で、そ

れが非常に豊かだというのは言われているけれども、

その水の水源が阿蘇だというのはあまり言われてい

ないと。そういうところがあります。

　この９つの、サブテーマになるんですけれども、簡単

にいうと一番上が自然災害を生態系によってどうやっ

て守るかというような感じの研究です。自然資源を使

いながら災害を防ぎ、それを創造的復興につなげてい

こうというのがテーマ１。テーマ２は、熊本地震によっ

て地下水に影響が出たので、その地下水がどういう影

響を受けて、それがどういうふうに回復しているのか。

それから、その地下水が、１回カルデラの中に入った

水がどういうふうにほかのところとつながっているか

という研究。テーマ３は、自然資本と社会関係資本と

いうのは、人間関係とかいろいろな社会のことにも注

目して、地域循環共生圏というのをどういうふうに成

立していけばいいかという、文系の研究から理系の研

究まで、非常に幅広い研究となっています。

　簡単にいうと、阿蘇地区の中で自律分散型の社会

を構築しつつ、他の大都市圏等といろいろな交流をし

ながら、創造的復興と地域循環共生圏をどうつなげて

いけばいいかということの研究をしているということ

になります。

　扱っている自然資源としては、草原だとか森林、そ

れから石材、水田、湿地、水みたいなものを対象にし

ています。

　この図はですね、ここに中央の火山地帯があって、

カルデラがあって、外輪山があって、そういう色を示し

ていますが、この草原、災害との関係を示していますが、

集落の配置をどういうふうにすればいいのかとか、低

地の氾濫をどうやって防げばいいのかとか、田んぼダ

ムをどういうふうにしていいのかとか、こういうカルデ

ラと外輪山のランドスケープに基づいた自然の機能

も生かしたような防災はどうあるべきかというような研

究をしています。

　皆さんご存じのように、阿蘇はこの草地が外輪山の

上と斜面というのがあって、その下に林地があって、集

落があって水田があるという、一つの配置構造が単位

となって、一つの集落が草地から林地、水田、そういう

管理をしているという、そういう仕組みがあるというの

は皆さんご存じで、こういう関係が非常に重要だとい

うふうに思っています。

　まず、災害との関連を見ていくと、草原、これはです

ね、縦軸に崩壊の確率を書いてあって、これいろいろ

な植生について書いてあるんです。これを見ると、草原

が崩壊の確率が高い。しばしば崩れやすいということ

が分かりますが、そのときの崩壊の深さは小さいという

ことが分かっています。ですから、草原にすると、時々

崩れるけれども、大きな被害はもたらさないというよう

なことが分かっていて、しかも、傾斜が比較的緩いとこ

ろの樹林帯がこういう土石流とかを緩衝する機能が

あるということも分かっています。

　次に、水の機能についていろいろ研究しています。

特に筑後川と白川に着目して研究を実施しております。

　実は、筑後川というのは阿蘇の外輪山を水源として

福岡県を通りながら有明海に注いでいる九州一の大

河です。ここから福岡に導水を持っていって、福岡市の

水も供給して、約30％ぐらいの水を供給しているとい

う非常に重要な川になっています。松原ダムというダ

ムが筑後川の上流にあって、上流のこの地域の水を、

外輪山の水を集めて、１回、松原ダムでためて、それで

下流に供給しているということになります。流域の草原

の状況を見てみると、どんどんどんどん今減っていると。

1900年頃に比べて、半分ぐらいになっているというこ

とが分かります。

　それで、どういうことをやっているかというと、実は雨

が上から降って、雨が降ったものが植物とか地上から

蒸発とか発散、発散というのは葉っぱから出ていくの

を発散と言うんですが、蒸発散して上に向けていくと。

それ以外のものは表面に流れるのと地下に浸透する

のと、二通りで流れていくということになります。ですか

ら、下流に流れていく水の量は、この植物等からの蒸

を目的として、村長が火入れ責任者となって野焼き再

開を進めておられます。本日は、その事例を中心に南

阿蘇村の草原管理の取り組みについてご発表をいた

だきたいと思います。

　それでは、吉良村長、よろしくお願いいたします。

○南阿蘇村村長（吉良清一）　皆さん、こんにちは。今、

紹介がありました南阿蘇村の吉良と申します。

　今、村長ということでございますが、私はもともと農

家の長男で、無農薬の米とか、あるいは私自身も野焼

きとかに参加しておりました。これまで農地や草原を

守るためにいろんなことをやってきたんですが、もう農

家の１人、２人では、これはもう守れないということで、

村長を目指しました。しかしながら、なかなか簡単に

は合格させていただけませんで、今から17年前に南

阿蘇村が合併したときに初めて出まして、落ちて、落ち

て、落ちて、４回目にやっと合格いたしました。周りの人

は私のことを吉良清一の趣味は何か知っとるかいと、

吉良清一の趣味はね、選挙だもんなと。特技は何か

知っとるといったら、特技は落ちることだもんなという

ふうにからかわれておりました。

　そういうことで、私は本当にこの草原の水量を守る

と、このために村長になったようなもので、今いろんな

取組でしっかり頑張っております。私は、講演するほど

知識が豊富ではありませんので、地元の水分量など現

状をお話ししようと思って、この役を引き受けました。し

ばらくの間ですが、よろしくお願いします。

　それでは、早速、話に入っていきますけれども、話の

内容は、この画面のとおりで、途中に私の持論あたり

も少し述べさせていただきたいと思います。最後に、村

で作ったビデオがございますので、それをご覧いただ

ければと思います。

　まず、南阿蘇村の火入れ対象地は1,500ヘクター

ルございまして、27の牧野があります。うちの牧野の特

徴としましては、こっちの北側と比べまして急斜面が多

いということ、それから、谷が深いということがうちの

特徴だと思います。そのために輪地切りなどはとても

苦労しますし、また、放牧牛を見つけにくいという、そう

いう苦労もございます。そして、平成28年に３つの牧野

が中止をいたしました。原因は、これは慢性的なもの

なんですが、高齢化、あるいは担い手不足、また、火入

れ責任者の、これは区長さんなんですが、その責任が

大変重いということが原因です。死亡事故が28年に

発生しまして、区長さんが死亡事故の後に事情聴取と

か、あるいはいろんな事故後の手続とか、また、遺族へ

のお見舞いとか、ものすごくご心労をされております。

火入れ責任者についてはまた後ほどお話ししたいと

思います。

　そして、これは同じく28年に起こった熊本地震です。

牧野のあちこちでこういう牧道が被災を受けまして、２

つの牧野組合で野焼きを中止しております。

　これから再開に向けた取組ということを簡単にご説

明しますと、南阿蘇村と牧野組合、熊本県で連携協定

を結びました。真ん中にいらっしゃるのが白川牧野組

合の組合長さんです。白川水源の上辺りが野焼きが中

止されておりますので、そこら辺からまず復活したほう

がよかろうということにしました。村と熊本県で予算を

組みまして、防火帯の整備等を行いました。その白川

地区でも集会をして、野焼きの再開について議論が

あったんですが、野焼きの再開についても疑問視する、

つまり無理やりせんでもいいんじゃないかという意見

もありましたけれども、その中央の後藤区長さんの強

いリーダーシップで、野焼きは何としてもせないかんと

いうことで、再開することができました。

　火入れ責任者をですね、区長さんから村長、私とい

うことにしました。区長は現場の監督者。それから、こ

れまで区長が申請をして村が許可するという許可制

度でしたけども、これも届出だけでいいという届出制

にいたしました。

　重機により白川牧野を早朝、総延長で20.7キロ

メートル、800万ぐらいかかったと思いますが、整備を

いたしました。それによって、今年の３月に、これは野

焼きの様子ですが、４年ぶりの野焼きでしたので、多く

のカヤがあって、もうそれはそれはすさまじいほど、恐

ろしいほど燃え上がりました。

　これは５月の写真ですけれども、野焼きをしたところ

が緑色になっているかと思います。途中に防火帯があ

ります。中腹ほどには保安林がございます。

　これは、ちなみに私が朝に写真を撮ったんですが、

３月です。雪が降ったところが白くなっていますが、野

焼きをしたところは、野焼きをすれば草がありません

ので、もう地面に直接雪が積もります。ですから、こうい

う具合に白くなります。白くないところは、野焼きがして

いないところです。

　私の持論を少し話しますと、左が野焼きをしない場

合、右が野焼きをした場合で、梅雨の時期がですね、

梅雨は雨が降るわけですから、野焼きをしたところは

草が生えていますので、雨が、先ほど島谷先生の話に

もあったように、雨が地下に浸透します。しかし、左側

はススキがありますので、いわゆるかやぶき屋根状態

で、恐らくほとんど地下には浸透せんで、カヤを伝って

下に流れ下っているのではないかというふうに考え

ます。

　皆さん、水収支ってとっても分かりにくいんですけれ

ども、阿蘇のカルデラを一つのおけみたいに考えて、

上から降ってくるのが１年間に3,629ミリの雨が降っ

てきています。これシミュレーションで出てきたものな

ので、この辺の蒸発量というのはいろんなところの平

均になっています、建物とか水田とか山とか。大体その

うちの463ミリぐらいが蒸発していくよと。土の中に

2,600ミリぐらい入って、土から2,500ミリぐらい出て

きているということが分かります。蒸発するので、それ

が155ミリということで、地下水から７ミリ、それほど大

きな値じゃありません。地下水、つながってはいますけ

れども、ボリュームとしては大きい値ではないと。１年

間に3,000ミリぐらいの水がカルデラから下に出て

いっていると。

　これ非常に重要なのは、そのうち、3,000ミリのち

2,500ミリぐらいは１回土の中にもぐってゆっくりと出

てきているということです。ですから、洪水のときに出て

いっているのが大体500ミリぐらいということで、これ

は非常に、日本の川の中では大体洪水のときに出て

いく水の量とふだん出ていく水の量が１対１ぐらいだ

と言われているんですが、阿蘇の場合にはカルデラが

あるせいで非常にゆっくり水が出ていっていると。だ

から、下流の洪水も草原とか水田の涵養とかによって

減らしていると。だから、１回雨が降っても水が染み込

んでいきますので、それがゆっくりと湧き水という形で

出ていっているということになります。

　それで、大体の量は出てきたんですが、大体、阿蘇カ

ルデラから流出する白川の流量は年間７億トンと。そ

のうち大体１億トンぐらいが白川の中流域で、農地で

地下に浸透していると言われていますので、阿蘇カル

デラの中に降った雨のうち、１年間に約１億トンぐら

いの地下水は熊本市の地下水として供給されていると

いうことが大分明らかになってきました。ですから、今

まで定性的には言われていたんですが、こういう現象

は、一つは外輪山の草原は福岡の筑後川はじめほか

の地域の水の資源として非常に重要な役割を果たし

ていると。阿蘇カルデラから熊本に関しても、カルデラ

に降った水もちゃんと地下水を涵養するのに役立って

いるということが明らかになって、やっぱり草原を守る

ということは、非常に大きな水資源、九州北部の水資

源を守るのに非常に重要であるということが明らかに

なりました。

　私たちは、先ほどもちょっとお話ししましたように、

創造的復興と地域循環共生圏をどうやってくっつけて

いくかという研究をしています。私たちが考えている創

造的復興というのは、地域の資源の価値を創造する、

再発見する。社会的な課題を踏まえて再発見する。そ

れこそが創造的復興であると。価値創造こそが創造的

復興であると。

　草原の場合は、先ほど言いましたように、今までい

ろいろなことが言われていますが、特に今回の研究で

は、水資源の供給機能が非常に大きいということが明

らかになったと。防災機能もあるということも明らかに

なったということであります。

　そういう価値を創造して、今度は福岡や熊本市の水

資源として価値を共有する必要があります。有明海に

対しても、阿蘇は有明海の恋人というようなですね、そ

ういうフレーズを共有する必要があると。そういうこと

によって、都市からの資金だとか漁民からの応援だと

か、そういうふうな価値を認識することによって、さらに

いろいろな共生圏からの関わりが来るというふうに考

えています。

　また、今日ちょっとお話ししませんでしたが、どう

やって自律分散型の社会をつくっていくかというときに、

草原をどうやって維持するかというのは非常に重要な

ポイントになります。それについてもいろいろ、どういう

ふうにして管理すればいいのか、集落の主体力を形

成するにはどうすればいいのか。水源涵養保安林を

水源涵養保安林野というような水資源の涵養がある

草原を水源涵養林と同等のものとして位置づける必

要があるだとか、そういうことを今考えながら研究を

行っています。

　以上で私のお話を終わらせていただきます。どうも

ありがとうございました。（拍手）。

○司会　島谷先生、ありがとうございました。貴重なお

話をありがとうございます。

　それでは、ただいまの島谷先生のお話の中で、時間

の関係上、お一人だけご質問等ございましたら受けた

いと思いますが、どなたかいらっしゃいますでしょうか。

よろしいですかね。

　後でですね、島谷先生のほうにはパネルディスカッ

ションのほうにも参加していただきますので、またそ

れも併せてご質問等ありましたらよろしくお願いいた

します。

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　どうもありが

とうございました。

○司会　それでは、ありがとうございました。（拍手）

②南阿蘇村の草原管理の取り組み

○司会　続きまして、お二人目です。南阿蘇村村長の

吉良清一様にお願いしたいと思います。

　南阿蘇村は、平成31年度から水源涵養機能の保全

ができないような集落については、村で、例えば消防

署とか消防団員、あるいは警察官のＯＢさんたちで専

門のプロのチームをつくって、土日に計画的に野を焼

いていけば、かなりの面積をカバーできるのではない

かと思って、今、計画中です。

　それと、最後はですね、野焼き目的の認識の改革と

いうことを訴えております。これまで野焼きの必要性と

いうのは、例えば景観の維持だとか、あるいは病害虫

の防止とか、そんな目的で野焼きをやっておりました

けれども、それだけでは住民に、農家がもう野焼きはそ

れぐらいのことだったらもうやらなくてもいいんじゃな

いかと、そしてまた、地下水は森が育むという考え方が

ほとんどで、草原をそのままに放置すれば、やぶ化して、

山林というか、山林になるから、それでもいいんじゃな

いかと。森が育むという考えがありますからですね、野

焼きはそんなに無理してやらなくてもいいんじゃない

かという考えがありますので、その考えを少しずつ変え

ていかなければ、野焼きの存続は厳しいなというふう

に思っております。

　ですから、野焼きの目的は、もう水源保全と。特に南

阿蘇はそうなんですけれども、熊本市内の地下水の保

全に草原は大きく貢献しているということをしっかりこ

れからも訴えていきたいと考えております。

　大体、私の言いたいことは終わりまして、このビデオ

をですね、ユーチューブにもあります、阿蘇の地下水が

見られるというのをですね、これをちょっと流したいん

ですけれども。

（ビデオ視聴）

　阿蘇の地下水を未来へ。

　熊本は古くから水の都と呼ばれ、その中でも熊本市

は水道水減の100％を地下水だけで賄っているとい

う世界一の地下水都市とも呼ばれています。それには、

阿蘇のたくさんの湧き水が関係しています。なぜこんな

に水源となる湧水が多いのでしょうか。

　これから紹介する４つの条件と阿蘇の人々の暮らし

が深くつながっています。

　１つ目は阿蘇の地形です。阿蘇は、ほとんどの地域

で年間の降水量が3,000ミリを超える、全国的に見て

も非常に雨の量が多い地域です。火山の噴火活動で

できた大きなくぼみのことをカルデラと呼びます。この

広くて深いカルデラは、たくさんの水をためる役割が

あり、阿蘇は九州の水がめとも呼ばれています。

　２つ目は地質です。火山の噴火活動によって水を通

しやすい層と通しにくい層ができました。このことに

よってより多くの水が地面に染み込み、長い年月の間、

地中にためることができるのです。そして、この幾つも

の層は天然のフィルターとなり、きれいな湧き水を生む

のです。

　３つ目は水田です。もし水田がなければ、雨は川に

流れ、すぐに海に流れ出てしまいます。その一方で、水

田は雨水の多くを地下に浸透させます。また、大雨のと

きにはたくさんの雨水をためることができるため、天然

のダムとも呼ばれています。

　最後は草原です。阿蘇の草原は、地下水を育む力が

とても優れています。それはなぜでしょうか。森林に雨

が降ると、雨水が葉や枝で遮られるため、地面の染み

込む量は少なくなります。しかし、草原に雨が降ると、

地面に届く雨の量が多くなり、その分、地面に染み込む

量も多くなるのです。また、地面が吸収した水の一部は、

植物の根や葉を通して蒸発します。蒸発する水の量は、

森林に比べ草原のほうが少なく、同じ雨の量でも草原

のほうが地面に染み込む量が多くなるのです。そして、

何よりこの草原の維持に大切なのは野焼きです。野焼

きにより枯れ草がなくなり、新たな草原に生まれ変わり

ます。そして、その草原は、より多くの雨水を染み込ませ

ることができるようになるのです。このように主に４つ

の条件が重なって、たくさんのきれいな湧き水が生ま

れているのです。

　阿蘇の暮らし。

　古くからの阿蘇の人々の暮らしにも湧き水を守るの

に大切な役割がありました。阿蘇では昔から赤牛と共

に暮らしを営んできました。赤牛は、冬の間は牛小屋

で飼われ、春になると水田を耕します。そして、田植が

終わる夏には草原へ放牧されます。冬になると、赤牛

に草原の草や稲わらを与え、堆肥を作り、その堆肥を

水田に返します。こうした営みにより、阿蘇の稲作は維

持され、豊富な地下水を生む水田が保たれてきました。

草原と畜産の関係はヨーロッパでも見られますが、草

原、畜産、稲作、地下水が関係しているのは、世界でも

まれで阿蘇ならではの高度な循環システムとも言える

のです。

　ここ阿蘇では、このような地域循環が1000年以上

も続いてきました。世界の中でも安全に飲める水があ

るというのは、まさに宝とも言えます。自然と人との共生

によって守られてきた阿蘇の自然、地下水、これからも

みんなで守り、育てていきましょう。

○南阿蘇村村長（吉良清一）　これで終わります。

　最後にふるさと納税ということをちゃっかり言って

おきまして、これらの草原や水源を守るために、ふるさ

と納税で頑張ってお金を集めようかと考えています。

　それでは、拙い話でありましたが、これで終わりたい

と思います。ご清聴ありがとうございました。（拍手）

　下はですね、草原の雨量を表したものですが、右側

の野焼きをした場合は、先ほど言いましたように、秋は

茶色になって、それが野焼きをしたら真っ黒になりま

す。真っ黒になった後に雪が降れば白くなって、雪が

解ければまた黒になる。そして、野焼きをしていますの

で、一斉に新芽が湧きますので、もうほとんど一瞬、一

瞬といいますかね、短い時間に緑色に変わります。そ

して、そういう色の変化が野焼きをすれば、１年で色の

変化も楽しめるということが言えると思います。

　これは、ちょっと字がたくさんありますけれども、左側

が草原です。右側が未整備の保安林です。一番上に地

下水の保全能力とありますけれども、これも先ほど島

谷先生が話されたとおりですが、この図はですね、今

年の春に環境省さんが阿蘇の草原を見られるという

たしかチラシを作られていると思いますが、その中に

示された図です。もともとこれは20年ほど前にツカモ

ト先生という、東京工大と思いますが、その先生が20

年前に調整されたのを環境省さんが初めて、今回初め

て堂々といいますか、堂々とチラシに載せられました。

恐らく私が思いますに、森林と書いてありますので、農

水省、林野庁の森林増加に配慮して、この図が表に出

されなかったんじゃないかというふうに思います。初

めてですね、今年の春、これが環境省のパンフレット

に載りましたので、私はこれを積極的に使うことにして

おります。これほど草原のほうが地下に浸透する水の

量が多いということが、これを見れば一目瞭然だとい

うふうに思います。

　そして、２番目は、先ほど環境省の山下さんのほう

から話があったとおりです。ＣＯ２の吸収能力が割と知

られておりませんけれども、土壌中に有機物がたくさん

草原はありますので、炭素を固定しているということか

と思います。

　次は、大雨時の土壌を流出するから、大雨時の災害

はご覧のとおりです。大雨時の災害は、今全国各地で

洪水時の流木被害出ておりますけれども、これもやは

り整備をしていない森林の流木被害だというふうに思

います。

　それと、生物の多様性もご覧のとおり、それから、生

産性、利用効率につきましては、草原は毎年、野焼き、

放牧、そして採草と、毎年リセットがされますので、生産

性が高いと思います。農業との関わりは、草原は飼料

とか、堆肥の資材とかなっております。また、経済効果

につきましては、観光資源は草原の風景などがありま

すし、右側の中央火口丘、特に阿蘇ジオパークがあり

ます中央火口丘の保安林というのは、火山灰とか、あ

るいは火山ガスとか、そういうことで非常に育ちが大

分悪いことから、中ではもう既に枯れていって、保安林

の機能を有していないというふうなところもあります。

我々は地元では、あれは保安林ではなくて、不安林だ

というふうに言っております。

　それと、景観は先ほども申しましたように、草原はも

う四季折々の景色が楽しめます。また、文化的景観に

つきましては、阿蘇の草原は、平成29年だったと思い

ますが、国の重要文化的景観に指定を受けております。

それほど文化的景観にも優れているということで、これ

は高橋佳孝先生にアドバイスを受けながら、この表を

作りました。まだこれに漏れていることがあるかもしれ

ませんが、これほど草原は優れているということがお

分かりというふうに思います。

　これからの取組としましては、今年の春、950ヘク

タールで24牧野組合が実施しております。ただし、依

然550ヘクタールはまだ未再開となっております。それ

で、牧道や恒久防火帯の設置を進めたいと考えており

ます。しかしながら、これを見てもらうと分かりますが、

民有林との下のほうの防火帯はあまり傾斜がありませ

んので、そんなにお金もかかりません。ところが、上の

保安林との境の防火帯は急峻で、工事の人ももう

ちょっと考えないかんなというぐらい危険な場所も

あったそうで、上の防火帯を造るのは物すごいお金が

かかるということであります。保安林を何とか解除して

いただけないかということを再三、県の農政などにも

言っておりますけれども、なかなかハードルが高くて、

なかなか解除は難しいと、１ミリたりとも保安林は譲ら

ないというような、本当に強い姿勢が見られます。です

から、解除が無理なら、杉、ヒノキじゃなくて、火に強い

クヌギとか、そういう樹種を変えるという方法はどうか

ということで繰り返し繰り返し提案しています。

　そして、３番目に人手の確保ですけれども、やはり畜

産農家、特に放牧農家を増やしていかなければなりま

せん。放牧はいろいろ大変な面もありますので、今、牛

にセンサーをつけて、バーチャルフェンスといって、パ

ソコンでの架空の線で、そこに牛が通れば、そのセン

サーがびりびりとして、牛がそれ以上進めなくなります。

いわゆる架空のフェンスですね、パソコン上の架空の

フェンスから先には行かせないということが今年、福

島県で実証実験をやっておりますので、それをちゃん

と見て、うちも近い将来に導入を計画しております。２

つの牧野組合で実証をやろうという今計画をしており

ますので、そして、簡単に放牧ができるようになれば、

畜産農家も増えるというふうに思います。

　それから、ボランティアの皆さんが協力をいただい

ておりますし、専門部隊と書いておりますのは、野焼き

分かると思いますけれども、この牧野組合、東部のほう

に位置しています。滝室坂、57号線から箱石峠、265

号線の間を位置するところで、面積が430ヘクタール、

標高は約600メーターから900メーターあります。外

輪山内側は急傾斜で、上部は比較的緩やかな地形と

なっております。

　この道路線の部分ですね、こちら側が大分のほうに

水が流れていきます、大野川のほうにですね。そして、

こちら側が黒川や白川につながっております。阿蘇の

東部として、私の牧野は箱石という国土地理院の地図

にも載っている有名なところがありますし、もう一つ、こ

こに人の顔をした岩がありますけれども、国道265号

線沿いには人の顔をした岩も見られます。

　そして、こうした景観が見られますけれども、これは

野焼きの後ですね。ここはもう大野川水系の源流とな

る水の流れとなるところです。

　こちらは放牧の状況です。この中がやっぱり大野川

の水系になります。

　道のこちら側になるところを黒川、白川のほうに水

が流れていくというようになります。

　うちのほうの牧野では、特に今、32名とこれ書いて

ありますけれども、現在は30人になりました。最初、こ

の牧野組合がスタートした時点では100戸以上あっ

たんですけれども、私が入った頃は98戸の農家があ

りました。大体200頭以上の牛を飼っています。しかし、

年間放牧は70頭ぐらいで、草の利用もなされています

けれども、自分たちでは使い切れないくらいです。主な

活用としては、草原の維持というのが大切ですから、

野焼きとか、それから草刈りをやって、草原を維持する

こととか、最近は子供たちに野焼きの体験とか希少生

物の保護などの啓発なども行っております。それから、

野草堆肥で作った野菜を作って、啓発普及に励んで、

いろんなところに発送したりとかも取り組んでいますし、

カヤの出荷等も行っております。

　また、観光利用として、特に、私は普通、農家ですか

らなかなかできないんですけれども、牧野の中のいろ

んな宝物をぜひ皆さんにも知ってほしいということで、

牧野ガイド事業というのに取り組みました。ここでしか

ないものを楽しんでいただきたいと思って、まず、自転

車で草原の中を、牛がいないときに走り回ることがで

きる、そうしたことを取り組んだり、そのためには防疫

対策もしっかり取らなくてはいけませんので、石灰とか

クエン酸を使った消毒もして、いろんな外来種子とか

そういったものを持ち込まないような工夫をしながら、

遊び、学び、そして感動を味わうような、そういう体験

なども行っております。

　もちろん自転車だけではありません。トレイルウオー

クと言って、人々が歩いて草原を楽しんでいただくとい

うことは、ただ歩くだけじゃなく水がどのように流れて

いるかとか、そこにある希少植物、どんなものがあるか

とか、そういったものをなぜ保護するか、なぜ守ってい

かなくちゃいけないかということ、そして、阿蘇の草原

を通して、より多くの人々の心を癒すことができるとい

うことを訴えております。

　阿蘇には、大体年間180万以上の人たちが観光に

お見えになるそうですけれども、そうした人の一部でも、

私どもの牧野を通して、そうしたことを知っていただい

て、草原の大切さ、そうしたことを少しでも伝えられば

と。その他からものを後世に残せるようにしたいなと

いうふうに思っています。それで、こういう取組をやっ

ております。

　これからは、観光利用としての牧野ガイド事業でと

いうのは、今後、阿蘇地域のほかの牧野でも持続的な

維持管理に生かしてもらえるようにモデル化し、口蹄

疫などの疫病対策の情報共有とともに、牧野間の連携

を図っていきたいと思っております。現在、ほかにも、自

分のところでもやりたいという申込みがありますので、

先進事例じゃないですけれども、どの組合でもできるよ

うに支援できたらと思っております。

　それと同時に、地元の商工会や観光業ともタイアッ

プさせることで、地域の活性化にも寄与できるような取

組を発表させたいと考えております。

　こういった人たちは、私がガイドとして養成した人

たちですので、私が忙しくても、これらの人たちがガイ

ドとして活動できるようにしています。ガイドの申込み

は、道の駅阿蘇に申し込んでいただくと、こうしたガイ

ドさんたちを紹介してもらうことができます。トレイルウ

オークで大体基本ですね、二、三時間のガイドで１人

頭大体3,000円ぐらいの徴収をしております。1,000

円を牧野の維持管理に還元できるように取組をしてお

ります。また、自転車の場合は、そのガイドさんが自分

で値段を設定して、1,000円だけは牧野に還元できる

ようにやっております。現在までに300人以上の方が

観光を楽しんでおられます。

　本来は、オリンピックのときもより多くの人が来られ

る予定だったんですけれども、残念ながらコロナ禍で

活動ができない状態に置かれていました。これからさ

らにこういうのが改善で来たら、続けていきたいなと

いうふうに思っております。

　以上です。

○コーディネーター（坂本　正）　どうも市原さん、あ

りがとうございました。

場代だとか温泉だとか来たときのどうやって頂くのか

というのが大変大きな課題でございます。今日は幾つ

か問題提起もいただきましたので、実現可能な話をぜ

ひ進めていただきたいというふうに思います。

　次は、今日、講演のほうも大変ありがとうございまし

た。島谷さん、１時間ぐらいかかるのを20分ぐらいで

圧縮していただいたんで、やや欲求不満じゃないかな

というふうに思いますけれども、吉良さんの話を伺って

みると、島谷さんの話、重なりますよね。非常にエビデ

ンスというか、今まで言われていた九州の水がめ、福

岡に行ってもそういう話するんですが、筑後川だけ

じゃないと。もうもともとは阿蘇なんだよ。なかなか伝

わりにくいです。熊本市の世界で一番の地下水だと言

いながら、阿蘇の水が染み込んできて湧き出るんだと

言いながら、言いながら、恩恵は受けていますけれど

も、じゃ阿蘇をどうするかって、なかなかそういうふうに

いかない。今日は環境保全だけの問題ではなくて、価

値の創造として、今までのそうだなといったものをちゃ

んと再発見した、保全活用した、防災機能もやっていく

とですね、これからまだ新しい価値が生まれると、都市

圏を巻き込んでいくんだ。今日、最後に言われたところ

をやっぱり今度の課題としてぜひ強調していただきた

いことをお願いしたいと思います。

○パネラー（島谷幸宏）　この研究を始めるときに、い

ろいろお話を聞きにいって、やっぱり、草原が水資源

の涵養機能が森林より大きいことが明確に証明されて

いないんだよというのをすごく言われてですね、そこを

やっぱりターゲットしないといけないということで、今

日ちょっとお話ししたのは、樹液流計という草の木の

中を流れる水の量を測っているんです、実際に。それ

でどれくらい空中に水が出ているかというのが直接、

最近、センサーの技術が発達しまして、10年前にでき

なかったのが今はそうやって直接、どれぐらい植物が

水を空中に吸い上げているか測れるようになったんで、

それをちょっとやってみましょうということで始めたん

です。

　今日は、吉良さんがお話しになったのは、遮断蒸発

というやつで、１回、土の中に水が入って、それで植物

がどれぐらい利用するかという話なんです。もう一つは、

葉っぱなんかに降った雨が途中で蒸発してしまうとい

う２つの現象があって、その両方とも草原のほうが小

さいというのが分かっているので、だから、先ほど示さ

れたのと私が言ったのを２つ足したよとなるので、本

当はもうちょっと何百ミリ、今日、私100ミリと言ったん

だけれども、もっと大きい数なんですね。

　そういうことをいろいろ研究しながら、また、創造的

復興とは何かというのをすごい考えたんです。熊本県

で地震が起き、熊本地震があって、うちも熊本市内な

んで、その周りがもうみんな７割ぐらい被災してですね、

全半壊になって、何となく創造的復興というと、新たに

何かを創造するような、そういうイメージがあったん

だけれども、いろいろ研究してみると、やはり草原を守

ることこそが創造的復興なんですね。水源を守ること

こそが創造的復興なんだけれども、じゃ創造って何か

というと、価値を創造することなんです。今まで上手に

守れていなかったものに対して、もっと新たな価値が

実際にはあるんだけれども、見えていない価値を見つ

けたり、そういうことをやることによって、次の世代につ

なげる夢のある価値を創造して、それは自然を守り、

例えばもっと、私は草原をもっと増やしたいと思ってい

るんですけれども、そういうことをやるのが創造的復興

だと。

　それを環境省さんが言っている地域循環共生圏と

いうなかなか分かりにくい計画なんですけれども、地

域を育てて循環型社会をつくりながら、地域の中だけ

で自立するのがなかなか難しいので、ほかの地域と共

生しながら、できればこういう阿蘇みたいなところは

大都市圏と共生しながら、その大都市圏に当然恵みを、

水の恵みとかいろんな恵みを与えているので、それに

対するお返しをいただきましょうという、そういう考え

方なんですね。そのためには新しい価値を創造し、そ

の創造した価値を共有しないと絶対駄目ですよ。先ほ

どの話でもあったように、どうやって価値をこれからみ

んなで共有していくか。だから、できれば、有明海の人

に来てもらって、ここに大漁旗がね、阿蘇の草原に大

漁旗がはためきね、ああ私たちの草原はこうやって海

ともつながっているんだというのが何か目で見えるよ

うな風景ができるとか、そういうことが次の時代に何か

夢をもたらすんじゃないかなと。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうございま

した。

　今のお話の中で、やっぱりみんな気持ちで分かって

いるんだけれども、価値の創造とかね、新しく物をつ

くっていく、何かないものからつくっていくのは物すごく

大変だと思うんだけれども、今あるものの価値を認識

する、これがもちろん大事なことですよ。認識したら、

次に未来につながっていく。言葉は固いけれども、要

するに今やっていることを子供や孫につなげていって、

今の生活を守っていくということは、福岡の都市圏を

守り、有明海を守り、熊本市を守ることだと。今までは、

そんなこと意識しないで自分たちのなりわいでやって

いたけれども、そういうもんだということをみんなが共

　特に観光ガイドのところでは、ずっといろんなことを、

希少生物、植物だとか見ていただいて、水の話をして、

それで、そこのことを理解していただくというのは大変

すばらしい活動だと、観光とセットになっておりますけ

れども。それを含めて今後の課題というのをまた次回、

次の回にお伺いしたいと思います。

　じゃ次、三宅さん、お願いします。大体、若いですよ、

この中でもね。力あるし、エネルギーあるし、もうこれ

からの阿蘇のこういう課題はもう全部引き受けるとい

うような熱意で今日来ていただいております。今日はど

うも大変ありがとうございます。いろいろ注文が出ると

思いますが、どうぞよろしくお願いいたします。

○パネラー（三宅悠介）　ありがとうございます。環境

省の阿蘇くじゅう国立公園管理事務所、三宅と申します。

よろしくお願いいたします。

　私たちの事務所、この阿蘇市内にありまして、黒川

に事務所があって、大体職員10名ぐらいおります。何

をやっているかといいますと、この関係でいきますと、

草原再生の協議会の運営ですとか、そういった草原

再生の活動に取り組んでいます。それから、国立公園

ですので、阿蘇とくじゅうの国立公園の管理ということ

で、開発の規制をしたりですとか、生態系の保全をし

たりですとか、そういった仕事をしています。

　それからあと、最近は観光振興にも力を入れていま

して、特に政府全体としてインバウンド観光を推進して

いこうという中で、国立公園もですね、そういったイン

バウンドにも貢献していきたいと、そんなようなことも

やっておるような組織になっています。

　それで、今日はこういった場にお呼びいただきまし

てありがとうございます。坂本先生からご紹介いただき

ましたけれども、我々のほうもこの地域にある事務所と

して精いっぱいやることはやっていきたいと思ってお

ります。

　島谷先生、吉良村長からもお話しいただきました。

ありがとうございます。草原再生の活動は2005年から

スタートしています。2021年ですので、もう少しすると

20年かなというようなタイミングになっています。これ

までは地域の農家の方々の活動をどうやって支援して

いくかということで力を入れてきたんですけれども、今、

第３期の全体構想というのをつくっておりまして、それ

の大きな柱としては、なかなか産業だけで草原を維持

していくのが難しいような状況になっている中で、公益

的機能と少し難しい言葉ですけれども、産業だけでは

なくて、広く一般社会にも草原は役立つんだと、こう

いったような中で草原を維持していくと。一番分かりや

すいのは吉良村長からご紹介いただいたような、自治

体が火入れ責任になって野焼きするとかそういったこ

とだと思いますけれども、そういったことにこれから力

を入れていきたいと思っています。

　そういった中で、今日のお話ですね、有明海とつな

がっているとか、あるいは自治体のほうで火入れを積

極的にやっていただけるとか、草原再生にとっても、こ

れから新しい展開を考えていく上で、非常に重要なご

指摘をいただいたかなと思っていまして、また草原再

生協議会のほうでも今日のお話を受け止めて活動し

ていければというふうに思っておるところです。

　それから、市原組合長から観光利用の話をいただ

きました。我々国立公園を管理しておりまして、全国に

34の国立公園があります。この中には、九州の管内で

いけば、例えば屋久島も入っておりますし、それから知

床とか小笠原とか、世界自然遺産に登録されているよ

うなところも、この34の中に入っています。また、富士

山とか日光ですとか、いわゆる温泉とか自然が豊かな

観光地というのは大体34国立公園の中に入っている

んですけれども、あと、くじゅうもその中に入っています。

　皆さん、阿蘇くじゅうって国立公園の中でどれくらい

人が来ているかというイメージをお持ちですかね。実

は阿蘇くじゅうというのは、大体1,600万人ぐらい年

間利用者来ていまして、これは34の国立公園の中で

見ても上から５番目なんですね。日本全体で見ても、こ

ういった自然を生かした地域という中では、お客さん

が多く来ているエリアになっています。

　冒頭に紹介があったとおり、その中に来たお客さん

の８割ぐらいの方がですね、この中でも草原、阿蘇の

中で草原がやっぱり一番すばらしいというような回答

をされています。なので、草原というのは非常に観光に

とっても魅力的な資源であって、地域の外の人たちか

ら、どうやって草原の維持に協力してもらえるかという

のが今日のテーマの一つでもあると思うんですけれど

も、そういったときに、やっぱり観光の方に一部ご協力

いただく、市原組合長からご紹介いただいたように、

1,000円を草原の保全に還元するということもそうで

すけれども、最近ボランティアツーリズムとかもややは

やっておりまして、そういったボランティアでツーリズ

ムとして来ていただくとか、そういったことも含めて、地

域の外の力をこれからもっと活用していけるとよいの

かなというふうに思いました。

　私からひとまずコメントさせていただきました。あり

がとうございます。

○コーディネーター（坂本　正）　どうもありがとうご

ざいました。

　とにかく外からというのが結構難しくてですね、駐車

○司会　吉良村長、貴重なお話ありがとうございま

した。

　それでは、会場から１名だけですね、ご質問やご意

見ございましたらお願いいたします。挙手をお願いし

ます。

　一番後ろの方。

○参加者　私は熊本市民なんですけれども、先ほど野

焼きの意味を、草原を新しくして虫を殺すとか、景観を

守るとか、そういう趣旨で理解している熊本市民という

か、熊本県民と言っていいと思う、たくさんいらっしゃ

ると思うんですよ。その水源保全のためだということに

変えていかなくてはいけないというお話があったと思

うんです。私はそれとても共感するんですけれども、具

体的にどういう方法が一番手っ取り早いと考えられる

か、もしお考えがあればお聞かせいただければ。

○南阿蘇村村長（吉良清一）　ありがとうございます。

　まずは、うちの農家あたりもですね、実際、野焼きを

している農家あたりもそれを知らないということです

ので、まずその辺から、区長さん、区長会では定期的に

こういうことを述べますし、牧野組合が集まるときもそ

ういうことを言っております。また、今年の１月には全

戸に阿蘇の世界文化遺産を目指してというチラシを

作成し配布しました。阿蘇の地下水はこういう具合に

して育まれているということを機会あるごとに言うよう

にしています。

　とにかく草原のほうが地下水涵養能力は高いという

ことをこれまであまり言われてきませんでしたので、こ

れを強くこれからも機会あるごとに訴えていきたいと考

えております。

○司会　よろしいでしょうか。ありがとうございました。

　それでは、ここで、また吉良村長のほう、後でパネル

ディスカッションのほうにもご登壇いただきます。あり

がとうございました。（拍手）

　では、この後、パネルディスカッションに移りますの

で、少し会場の準備をさせていただきます。お手洗い

等ございましたら、皆様、この時間にお願いします。

３．パネルディスカッション

○司会　では、お待たせいたしました。

　それでは、パネルディスカッションに移りたいと思い

ます。

　冒頭の趣旨説明と２つのご講演を踏まえて、阿蘇草

原再生、新たなステージへ～草原の恵みを守るため

の仕組みづくり～をテーマに進めていただきます。

　ここで、ご登壇の皆様をご紹介させていただきます。

　今回のパネルディスカッションコーディネーターと

して、阿蘇草原再生千年委員会委員長の坂本正様、パ

ネラーとして、先ほどご講演いただきました熊本県立

大学特別教授の島谷幸宏様、南阿蘇村長の吉良清一

様、阿蘇市町古閑牧野組合長の市原啓吉様、環境省

阿蘇くじゅう国立公園管理事務所所長の三宅悠介様、

以上になります。どうぞよろしくお願いいたします。

　ここからは、コーディネーターの坂本先生に進行を

タッチしたいと思いますので、先生、よろしくお願いい

たします。

○コーディネーター（坂本　正）　坂本でございます。

　今日は、本当にコロナの厳しい中でございます。限

定的な人ということで、皆様方、今日お集まりいただき

まして、どうも大変ありがとうございます。

　今日はもうテーマもはっきりしていますように、今、

阿蘇、我々はですね、千年委員会世界文化遺産登録

に向けて今活動しているところでございまして、暫定リ

スト入り間近、と言うと誇大宣伝になるかもしませんが、

その暫定入りを目指して今やっている最中でございま

す。その中で一番コアになるのは草原ということです。

そして、九州の北部ですね、この阿蘇の水がめの役割

というのは非常に大きいと。今日その水がめの話をし

ていただいたわけですけれども、有明と福岡都市圏、

非常に大きな流域ですね。有明のノリを支えているの

もこの阿蘇の水だ。このカンデラが水をためているこ

とで、熊本市の世界一の地下水の源流になっているわ

けでございますし、その途中につながる水源が我々の

生活を守っている。それは災害からも大きな役割を果

たしている。その恩恵の部分を話していただきたいと。

当然これは、草原に行って楽しむ、観光客の人たくさん

いらっしゃるわけですよ。観光客の人にもぜひ、たくさ

ん水源がございますが、この水源と阿蘇はつながって

いるんだと、そういうことも分かってもらえればなとい

うことでございます。

　今日はもう既にお二人にご報告をいただいておりま

す。順番は、まず、市原組合長、それから三宅所長、島

谷教授、吉良村長という形で順番でやらせていただき

ます。あとはさんづけでいたしますので、よろしくお願い

します。

　市原さんも大変ご活躍でございまして、また、今日も

お忙しい中、引っ張り出して大変申し訳ありませんけ

れども、今日もガイドのことであるとか、新しい活動を

含めて、水資源の取組もございます。どうぞよろしくお

願いいたします。

○パネラー（市原啓吉）　私も牧野組合ですね、熊本

県北部、阿蘇の一番東側のほうに当たりますけれども、

一の宮町坂梨地区というのがあります。見ていただくと

が湧いているんだと、そういう認識がほとんどです。も

し仮に阿蘇に人が住んでいなくて、水田や草原がなく

て森だった、森林だったとすれば、恐らくこれほどの水

は湧いていないだろうというに思います。

　熊本県とか熊本市のホームページを見てみますと、

熊本の地下水ということで検索してみますと、絵が描

いてあります、地下水の流れがですね。ほとんどは西

原辺りを降った水が地下に浸透して、あるいは白川を

流れて、それがまた菊陽町周辺で地下に浸透して熊本

市に湧いているという絵がほとんどです。阿蘇のカル

デラの中とか外輪山を多く、大門堰にも水が流れると

いうのは書いてありません。それはなぜかというと、そ

ういう研究がこれまでされてこなかったせいです。それ

で、もちろん島谷先生が今日言われましたように、何と

か阿蘇の草原なり水田のそうした影響、大きな貢献し

ているんじゃないかということをですね、今度、研究で

その辺のところが分かってきたということで、これまで

の図とは違った図が恐らく出てくると思います。そうな

れば、多くの方々に草原、水田の大切さがお分かりい

ただけるかと思います。

　こういう機会があるごとに訴えていかなければなり

ませんが、私が最近思っているのは、それとはまた別

に、それだけでは、ああそうだなで終わってしまう。あ

そうかで、それからアクションが起きないというか、何

かそういう気もしますので、今、熊本市の地下水が減

少傾向にありまして、うちの水源の10か所で、先ほど

市川先生のほうから、市川先生で調べてもらって、そう

すると６割ほどの水源では減少傾向にあります。白川

水源は１分か60トンと言われていますが、今40トンし

かありません。それより最も湧水量の多い竹崎水源は

120トンですが、そこは１/３に減っているというような

調査結果が出ておりますので、もう水源、草原が減って

いることが恐らく原因だということで、危機感を与える。

先ほど熊本市の方は……と思いますけれども、熊本市

の水はこれからもう減りますよと、減っていきますよ、こ

のままでは減っていきますよということをもう危機感を

多少与えるような報道というのも、そういうことを何か

変えてもらうというか、先生方からもそういう報告をし

てもらうとか。危機感を与えることも一つの手かなと、

最近はそういうことも思っています。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうございま

した。

　大都市、熊本市のほうですが、これ100年ぐらい

たって地下水が市内に来るんで、今足りるとか足りな

いといっても、まだ大丈夫だという、そういう楽観的な

議論もないわけじゃない。先ほどあったように、水の涵

養とかいろいろは、草原よりも、それは樹木のほうが多

いんだから放っておけという話も結構あるわけですよ

ね、潜在的に。しかも、草原も人の手が入って草原だと

思っていない人も結構、そうするといろんな意味での

理解が及んでいないところで、新しい価値をつくって

やっていくというのはなかなか大変だと思うんですけ

れども、吉良さんが７市町村の中の１人だとすれば、

やっぱり今日の話は、市町村の人たちで県のほうにこ

ういうことだと、まだまだ認識足りないよと。こんなこと

で世界農業遺産取れないよというのをぜひ言ってほ

しいと思うんですが、いかがですか。

○パネラー（吉良清一）　今おっしゃるとおり、これは

阿蘇郡の首長さんが同じ気持ちで同じ方向を向いて、

歩調を合わせなければならないと考えております。そ

の辺は首長さんの会合の中である程度の合意はでき

ております。保安林の改良あたりもですね、これは私だ

け言っても駄目ですので……

○コーディネーター（坂本　正）　保安林の解除はし

てほしいなと。

○パネラー（吉良清一）　いろいろ言っているんです

けれども、ただ、阿蘇のほかの自治体の首長さんと行

動を共にしてやっていきたいと思っています。

○コーディネーター（坂本　正）　よろしくお願いし

ます。

　市原さん、ずっと長年活動してきて、今、ガイドの話も

して、いろんな問題ご存じですよね。それでやっぱり水

源の問題で、水が減っているとか、そういう危機的な状

況もあるんですか。

○パネラー（市川啓吉）　草原のあった時代、つまり

私が高校生ぐらいのとき、その時分はですね、山がま

だこんな大きくなかったもんですから、滝がいっぱい

あったんですね。その滝がですね、今、木が大きくなっ

た現在、だんだん消えてきているんです、なくなってき

ているんです。草原がいかに大切かということは、私

はその高校生のときに学んだことが第一の出発点な

んですけれども、私が高校生のときは、阿蘇くじゅうで

有して、福岡の人も、有明の人も、熊本市の人も、阿蘇

の価値を一緒に分かってもらう、このことが大事だと、

そのことですよね。

　そのことで、もう一つ必要なのは、普通、水源だとか

なんかって、人が住んでいなくて、山の奥から出てきた

ものだというようなこと、阿蘇はカルデラで、これが人

が住んでいるわけですよね。これだけの大きな都市圏

なんで、この都市圏でやってきている水の涵養に依存

している生活、一部の都市と都市をつないでいる、そ

のあたりの関係はどうお考えですか。

○パネラー（島谷幸宏）　昔からここは野焼きをして

いたわけですね。それがたまたまススキだったわけで

す。とても水を節約すると思うんですが、そういうことが

あったからこそ、福岡都市圏にあれだけの人口が集

積できるということなんですね、実は。これがなかった

ら、福岡市はもう水資源ない都市ですから。

○コーディネーター（坂本　正）　全然ないですか。

○パネラー（島谷幸宏）　ええ、全然ないですから、あ

んな人口を養えないわけです。ですから、本来はもう

少し、阿蘇を拝むじゃないけれども、敬意を払ってい

いはずなのに、そこの価値づけができていない間にみ

んながもっと阿蘇をＰＲしてください、最も大切な九州

の山ですからね。そういう意味での価値づけを行うこ

とが、やっぱりこれから持続的にこの阿蘇を維持する

ためには重要じゃないかなと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　僕は後でまた市原

さんにも伺いたいし、吉良さんにも伺いたいんですが、

阿蘇に住んでいて、生活していてですね、だんだん担

い手も少なくなっている。阿蘇の野焼きも大変だと、今

一生懸命やっている。僕はこの仕事に関わったときに、

あと５年たったら大変だよと言われて、本当に大変な

時期だったんですよ。これからまた３年、５年後大変

だよ、何とか延びてきているんだけれども、高齢化はも

ういや応なしに来ますよね。都市圏の人が無関心であ

れば、なおのこと厳しくなる。そこの働きかけ、例えば大

漁旗が来るとかね、そういう話もいいし、ほかの自治

体の人たちとの関係もあるんですが、島谷さんは福岡

に住んでいて、熊本に来て、今、水と環境のことをずっ

とおやりになっていて、それで実家がこちらにあってで

すね、火の山、しかし、水がめとしての阿蘇はそれほど

まだ認識されていない。インパクトはどこに持っていっ

たらいいと思いますか、島谷流の。

○パネラー（島谷幸宏）　私は、やっぱり海だろうと思

います。福岡にですね、志賀島という島があって、そこ

に志賀海神社という神社です。そこは海の神社なんで

す。その人たちは山を誉めるというお祭りをずっとやっ

ているんです。「ああらよい山繁った山」「ああらよい山

繁った山」「ああらよい山繁った山」と３度山を誉めて、

鹿もいるんですね。だから、やっぱり昔から山を管理

するということが海の神にとってどれほど大切だった

のか。一つは、船を造るのに木が要るということなんだ

と思うし、山からの栄養源とか恵みによって海産物が

取れるということも知っていただろうし。それを管理す

るために人間が鹿を射るとか野焼きをするとか、そう

いう行為が必要だということを分かっていた。そういう

ものを見ていくと、やはり海とのつながりを明瞭に意識

することによって、全てが、その間のものは全部つな

がってくるので、そこをつなげていくというのが面白い

かなと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　要するに自然に昔は知っていたんだけれども、だん

だん文明の中で分断されていって、都市圏が生まれて

きて、その生態系というのがだんだん切れてきた。なの

で、今、環境省さんが言っている共存していく生活圏で

す、物すごく壮大な絵なので、マンダラ絵というふうに

言っているらしいんですけれども、一見ね、ちょっと荒

唐無稽じゃないかと思うけれども、要するに昔に戻っ

てつながっていこうということだと思うんですよね。

　そのあたりの話、また後で伺いたいと思いますが、

吉良さん、お待たせいたしました。

　何か専門家じゃないみたいに言われていましたけ

れども、細部までずらっと見たら、島谷さんよりたくさん

書いていましたよね、その。流れをね。あの中の３分の

１ぐらいを島谷さんが今日証明した、科学的に証明し

た。でも、経験的にというか、もう大体分かっていて、し

かし、微妙なことを言われましたよね。なりわいでみん

な分かっているはずなのに、農業をやっている現実の

人は野焼きはやっている、大事だ。でも、景観のためだ

けだったらもうやだという気持ちもないわけじゃない。

それはそうだと思うんです。人のために景観でやっ

たってしようがない。今度はみずがめで、水がめになる

ためだという意識をやっぱりそれほど強くはないんで

しょうか、そのあたりの苦労話からお願いしたいと。

○パネラー（吉良清一）　じゃ本当に苦労話をします

けれども、うちの村は移住者が、結構、都会から移り住

む方がいらっしゃる。何でですかと聞くと、景観とか、き

れいな水がたくさんあるという理由が多いです。じゃき

れいな水は何でいいと思いますかと尋ねると、これに

答える人はまあいません。住民もはっきりとは答えられ

ません。先ほど大きな４つの要因があると言いました

けれども、それを答える人は本当にいなくて、昔から水

から野焼きのボランティアという形で、本当に大勢の

方に来ていただいていて、全国見渡してもなかなかこ

ういうふうな形で、近隣都市圏からこれだけ大規模に

協力を得て環境保全やっているところってそんなに多

くないんじゃないかなって思っています。そういった中

で、今回こういった科学的な知見もさらに明らかに

なってきたので、福岡、あるいは熊本の方に協力しても

らう具体的な意義というか、メリットもより説明しやすく

なってきたと思いますので、こういったことをうまくア

ピールするといいなと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　千年委員会というのは、もう福岡でもやっていますし、

福岡の経済界の人が任意でずっとおやりになってい

て、この話は、福岡の方も言うんですよ、水がめで。やっ

ぱり福岡都市圏は阿蘇で守られているんだという、経

済界のそういう方はおっしゃるんだ、なかなか市民に

浸透しない。これからだと思うんです。

　じゃ今日参加している方、あまり時間がありません

けれども、今までの話を聞いて、ちょっと一、二聞いて

みたいなという、全体でもいいですし、特定の方……

○参加者　野焼きボランティアをやっています。お世

話になっております。

　今日は、最初にお二方で水の重要性という、非常に

理論的に分かりまして、大変ありがたくお聞きしました。

　ボランティアやっていますが、昨日もそうだったんで

すが、阿蘇市にある牧野で輪地切りをやっていました

が、ボランティアの一般の方からこういう質問が来る

んですね。虫もいないのに何で焼かないかんのです

かって。そのときにやっぱり今日の水の話、ＣＯ２の話、

そして私の自分の専門の生物多様性の話とか、そうい

う話をしてあげると大変納得いただけるんですね。そ

ういう意味で、私はボランティアのリーダーもやってい

ますけれども、リーダーの役目というのは非常に重要

になってきているというふうにここ近年思います。ボラ

ンティアは今登録1,000名いますから、延べで昨年実

績ですと2,300名ぐらい出ています、コロナの中で。こ

れコロナが終わったら3,000名近くいくという。さてこ

こで問題なのは、草原の恵みを守るための仕組みづく

りという中で、私たちボランティアはこの先どう向かっ

ていけばいいのか、率直に、市原さんなんかとは初期

のほうから相当いろんな議論をさせていただきました

し、吉良村長は今日初めてなんですけれども、特に吉

良さんと市原さんあたり、我々ボランティアなんですけ

れども、今後どういうふうに向かって行けば、この仕組

み、新たな仕組みづくりとしてお役に立てるのかという

ことをご示唆いただければ大変ありがたい。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　多分、みんな考えて結論が出なくてですね、難しいと

ころではあるんですが、じゃお一方ずつその辺を伺っ

て、島谷さんのほうからいきましょうか。もう短く。

○パネラー（島谷幸宏）　簡単に、じゃ。

　今日ちょっとお話を聞いていて思ったのは、草原が

あって集落あって、水田があって、本当はそれ全体の

土地利用が草原の仕組みを支えているので、そういう

観点をやっぱり大事にしないと駄目かなと思っている

ということです。

○コーディネーター（坂本　正）　何かその仕組みの

中で……

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　コミュニティ

自体がそれ全体を管理して……

○コーディネーター（坂本　正）　何か一つのコミュ

ニティ全体を維持していくことで仕組みができると。

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　草原だけを

守ろうということじゃなくて、それを使う仕組みも守って

いく。

○コーディネーター（坂本　正）　草原を核にして、生

活圏、循環を守っていくという。

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　皆さんもそれ

重 ご々存じ……

○コーディネーター（坂本　正）　それは話が重いん

だけれども、そういうふうにしていかなければ維持でき

ないよということですね。

　じゃ吉良さんのほう、お願いします。

○パネラー（吉良清一）　うちの村にはボランティア

の方が来ていただいていまして、本当に感謝しており

ます。輪地切り、輪地焼き、大変ありがたく思っており

ます。

　ただ、先ほど言われたように、虫がいないのに何で

輪地切りとかやるのということは今日初めて知りまして、

そうだな、本当だな。だから、草原の野焼きの目的をも

う少し分かりやすくボランティアの方々にも伝わる方

法も考えていかなければならないなというふうに思い

ます。引き続き輪地切り、輪地焼き、本当に御協力をお

願いしたいと思います。

○パネラー（市川啓吉）　ボランティアの皆さんから、

私が持っているものが宝物だということを教えても

らったんです。それまでは邪魔物だったんです。これ

は何のためにどうしたらいいんだろうというね、邪魔

でしようがないと思ったら、それは宝物ですよって教え

られたから、ガイドを通して、それで多くの人に知って

５万ヘクタールぐらいの草原があると学んでいたんで

す。だから、ここはアメリカの牛肉と対抗するには阿蘇

ぐらいしかないと、そういう認識があったんです。

　それで、阿蘇は草原があって、みんなが豊かで。それ

は水だけじゃないんです。空気もですね、木よりも草の

ほうが浄化する、あるいは高いと言われているんです。

そっちのほうも目を向けんといかんとですね。ですか

ら、私はガイドのとき、そういったことを皆さんにお伝

えしているんです。だから、私、200人以上、去年、おと

としとガイドをしましたけれども、そういった人に一人

一人ね、みんな伝えて、阿蘇の草原はいいというけれ

ども、どんなところがいいですかって。空気がいいと。

景色が見れる。これは森林になったら景色は見えない

んですね。だから、森林はちょっと空気がいいように考

えるかもしれませんけれども、景色が見えないと、その

中での活動だけしかできないから。草原の場合は見

渡しができますね。阿蘇の山を見渡しながら草原を歩

くといかにすばらしいかというのがみんなが知ってい

るんです。そうすると、来られた方たちは、心が癒され

たと言って帰られるんです。ということはですね、私は

いつもみんなに訴えているんですけれども、あそこの

草原というのはね、名医だって。それがやぶ化してい

けば、やぶ医者になるって。だからね、草原は守ってい

かんといかんて。それをね、地元の人がやっぱり知る

必要があると思う。お医者さんをね、育てているから頑

張ろうと、そういう意識。そして周りから来る人たちの

癒やしてもらうんだったら治療代ぐらい払えと。ただで

来て帰っていくのはどういうことかと。そういう認識の

下に、より多くの人に、阿蘇を支えるためにはそういう

外部からの援助も必要なんだと。高齢化になったら、

ボランティアの皆さんが応援に来てくださっています。

ボランティアさんも高齢化しているんです。ですから、

より若い人たちにも訴えて、若い人の力も活用できるよ

うにしていかなくちゃいけないと。そういうふうに考え

て、阿蘇の草原の水だけでなく、空気を守るという、そ

れは全ての人に関係してくるので、ぜひそういったこと

を知ってほしいなと思って、今のところ頑張っています。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　でも、滝がなくなっている、減っているというのは、本

当にちょっと衝撃的な話ですよね、やっぱり環境問題

の中で。あるいは草原といったら、草原の場合は、崩れ

てもすぐ復活すると。だから、地震とかなんかあっても、

崩れたところから復活するというので、非常に強いも

んだという意識があるんですが、滝がなくなっていると

いうのは、ちょっと私も考えが及ばなかったんですけ

れども、やっぱりそれも一つの象徴ですね。滝の復活

も大事になるかなというふうに思いますね。

　コロナ禍にもですね、そういう地元の方もおられる

ので、そういうのを知っている方もおられると思うんで

すよ。やっぱり何が変化したかって。その後、島谷さん

に全部証明してもらうというのが一番やりやすい方法

かなというふうに思うんです。

　じゃ、最後というわけじゃありません、まだ一巡して

きたわけですけれども、今まで話を聞いて、三宅さん、

今まで北海道へ行って、熊本にこちら通ってきて、これ

からまた大きな活動があって、世界文化遺産を担うよ

うな、そんな話があって。今回の企画も関係者も非常

に大きな研究の課題、やっていると思うんですよね。

やっぱり子供の教育含めて、観光含めて、何を訴えて、

阿蘇をみんなと価値を共有していくっていう、その肝の

ところは何だとお考えですか。

○パネラー（三宅悠介）　なかなか難しいかなと思っ

ているんですけれども、分かりやすさというのは非常に

大事なのかなと思っています。島谷先生おっしゃって

いただいたみたいに、阿蘇で仮に草原が全部森林に

なってしまうと、1,000万トンぐらい水が減るので、有

明海のノリ養殖のための緊急放流がもうできなくなる

んだとかですね、福岡市であれだけの人口を維持でき

なくなるんだという、そういう分かりやすいメッセージ

と、あと、村長おっしゃっていたみたいに危機感を少し

あおっていくようなことも考えていく必要があるかと思

います。

○コーディネーター（坂本　正）　災害もひどくなりま

すよね、一気に流れてくるわけですから。

○パネラー（三宅悠介）　そういうのをうまくアピール

していくと。

　それで、地域循環共生圏、先ほど非常に分かりにく

いというようなお話もいただいていて、ちょっと私たち

の職員もなかなか理解することも難しいんですけれど

も、実はこの阿蘇は割とそういう意味では先進的な地

域だと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　あれは阿蘇を説明

するためにつくった地域循環圏だと私は思っておるん

ですね、ずっと、広いから。ただ欠点はですね、土地に

ずっと水道になって、いろんな都市部があって、海で

しょう、有明。遠いんですよ。だから、阿蘇だと思っても

つながりがぼんやりするんで、なかなか下流にいる人

たちが恩恵をですね、ぼんやりしか分かりにくいなと

いう、ちょっとそこのところですよね。

○パネラー（三宅悠介）　そうですね。ただ一方で、こ

のエリアには、今でも福岡県、あるいは熊本の都市圏

子供も大人もお年よりもですね、女性も男性も関係なく、

みんながそういったことを知る必要があると思うので、

それを情報として発信する。それが環境省さんなり、農

水省なりなんなりですね、大きなところからメディアを

通してでもなんでもですね、発信していくということは

大事だと思いますね。

　私も地元の農家に住んでいる限り、農家の人たちに

その宝物を守っていく必要があるんだよということを

強く訴えていきたいと思っているので、今取り組んでい

る小学生の草原学習とかですね、そういったものをぜ

ひ活用して、さらに将来のボランティアさんなり、地元

の担い手を構成できるように頑張っていきたいと思っ

ています。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　それでは最後に、大トリになります。三宅さん、お願

いします。

○パネラー（三宅悠介）　ありがとうございます。

　環境省は最近脱炭素、カーボンニュートラルという

ことで、環境省というか全政府を挙げて取り組んでい

ますけれども、先ほどご紹介あったとおり、阿蘇草原で、

このエリアの世帯の排出量の1.7倍の二酸化炭素を

固定しているということがあります。そういった観点か

らの重要性というのもこれから訴えていくと、社会の流

れにも乗っていけるのかなというふうには思っており

ます。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　今ある阿蘇の生活圏、これはやっぱりボランティア

の人を含めて草原を維持していく、水を守っていく。そ

のことが福岡都市圏、熊本の都市圏、多分、大分も入

ると思うんですね、北九州、九州の上のほう半分は阿

蘇に支えられているんだという意識は重要だと思いま

すが、何よりもこの仕組みを維持していくためには、子

供が、今日は残念ながら参加が難しかったわけです

けれども、やはりこの内容を共有する、防災意識として、

郷土の誇り、伝統というものを共有して、それを同じ地

域の世代がみんな使えていくような、そういう教育シス

テム含めてですね、これからの新しいステージづくり

が必要かなというふうに思います。

　今日はどうも大変ありがとうございました。（拍手）

○司会　坂本先生、パネラーの皆様、大変ありがとう

ございました。

　ご来場の皆様、限られた時間ではございましたが、

ありがとうございました。また、配信でご覧いただいて

いる皆様、お聞き苦しい点が多々あったと思いますが、

お許しください。

　阿蘇草原再生協議会では、本日いただいたアイデ

アも参考にさせていただきながら、今回の分科会の

テーマである草原の恵みを守るための仕組みづくりを

進めてまいりたいと思いますので、皆様、今後ともご協

力のほど、どうぞよろしくお願いいたします。

　それでは、阿蘇分科会はこれで終了とさせていただ

きます。

　皆様、もう一度拍手をお願いいたします。（拍手）

　ここで、皆様にご連絡ですが、この後、第13回全国

草原シンポジウム本会場と全国３分科会の開場をつ

ないでの全体会がオンラインにて開催されます。この

会場で流しますので、ご興味がございましたら引き続き

見ていただければと思います。

　皆様、本日は大変ありがとうございました。

もらう必要があるというふうに考えたわけで。というこ

とはですね、地元の人もそれを宝物とは思っていない

んです。ですから、ボランティアさんが地元の人と交流

するときに、そうした宝物を発見したら、ここにはこう

いうすばらしいものがありますよということをまず伝え

ていただきたいと、自分たちが発見したことをですね。

でも、多くの人は気づかないんですよ。それをまず教え

ていただくということ。

　そして、気づいたものをほかの人たち、つまり新たな

ボランティアさんが来れるように、そういうのをまた教

えていただくと。学校の生徒さんたちなんかもきても

らっているので、そのときにはね、本当に助かっていま

すけれども、そういった若い人たちですね、今後のそう

いう支援に回れるような、そういう仕組みづくりという

ものも大事かなと思います。

　今後そういうふうにして、農家さん、ボランティアさ

ん、お互いいろいろ、ほかの観光で来る人だって阿蘇

の草原の大切さというのをね、みんなに伝えていく必

要があると思うんです。生活環境を守るために何が必

要かという、そういった点で、私たちはみんなが草原

を通して生かされているということを認識できるように

伝えていくことが大事だなと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　今、もうボランティアさんも草原を守る非常に大きな

担い手で、やっぱりみんなで一緒に考えて出し合って

いくと。仕組みづくりは大体こう見えているんですけれ

ども、具体的なところはいま一歩手前かなという感じ

がします。

　三宅さんはそういう話を踏まえて、環境省としては、

このステージづくりをつくったら、絶対支えていくんだ

というような意気込みもあったらよろしくお願いします。

○パネラー（三宅悠介）　ありがとうございます。

　私もせっかく阿蘇に来たものですから、今年、個人

的ボランティアに参加させていただいて、非常にすば

らしい仕組みだなと思っています。あまり私自身は課

題は見当たらなくて、もうどうやってこの組織を継続、

発展させていくかというところかなと思っていますので、

我 と々してもしっかりサポートしていきたいと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうございま

した。

　もう大体時間がまいりましたので、今日は限られた

時間でございました。でも本当に２人のスピーカーの

方には簡潔に要点を絞ってお話しいただきましたし、

彼らの中で議論は大分深まってきたかなというふうに

思います。

　それでは最後に、今日の会を終えるに当たって一言、

今後の課題、あるいは自分が今考えていること、一言

ずつお話しいただいて、閉めたいと思います。

　じゃ島谷さんのほうからお願いします。

○パネラー（島谷幸宏）　今日ちょっといろいろやっ

ぱり聞いていて思ったのは、これからまたポストコロ

ナで地域分散というのが非常に重要で、その中で、子

供たちがこういうことに参加できると、すごいクリエイ

ティブな人間ができていくんだろうなというのをすごく

思っていて、環境省の方ともいろいろとお話ししている

んですけれども、やっぱり防災教育と環境教育を一緒

にするだとか、そういう形の新しい展開で、子供たちの

力をもっとつけないと、これからのサバイバル時代を

乗り切れないので。ボランティアみたいなものは、何か

学校教育としてちゃんとやっていく必要があるんかな

という話を聞いていていろいろと思いました。ありがと

うございました。

○コーディネーター（坂本　正）　じゃ吉良さん。

○パネラー（吉良清一）　私は特に自治体の首長とし

て、発信力が大事だと思います。島谷先生から情報を

いただいて、その情報で理論を武装して、強く訴えてい

きたいと思います。また、阿蘇の首長さんたちとも足並

みをそろえて、さらにどんどん盛り上げていきたいと思

いますので、これからもよろしくお願いいたします。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうございま

した。

　じゃ市原さん。

○パネラー（市原啓吉）　これは前の環境省の所長さ

んが私に教えてくれたことですけれども、イエロース

トーンが国立公園になったときですね、神が創造され

たもので、決して私有物にしたり、少数の利益のため

に開発すべきものではない。この地を国民のために永

久に保存するには国立公園にするという、そういうあ

れでこれをまず、イエローストーンが国立公園になっ

たと。それで、日本の昭和31年に国立公園法が制定さ

れて、1934年に初めての国立公園ができたと。その中

でも阿蘇もそういう国立公園になってきたということで

すね。

　そこには、やはり草原というのが大々的にあったわ

けで、だから国立公園になったわけで。阿蘇山があっ

ても、阿蘇山という山はないんですね。阿蘇山というの

は５つの山が成り立って阿蘇山って言うんで。その阿

蘇山は、草原があって初めて目立つんです。つまり主

役はですね、脇役がいないと目立たないんですよ。そ

の脇役である草原は、脇役だけでも重要な働きをして

いるんで、それをみんなに知っていただくためには、
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命的には窪地ができ、湿原ができ、それが消えていく段

階である中の現在、一断面を見ていることになりますの

で、人工的に何をしていくのかという事については、今

の時代に生きている私たちでしっかりと決めればいい

のではないかと思います。

　ただ、内山さんが先ほどおっしゃいましたけれども、

湿原という生態系が何も触れずに保存するということ

ができないものなので、例えば広いまま残そうとするの

であれば、三瓶山の姫逃池というところでは、毎年水草

をしっかり取るという作業をしています。そういうやり方

もありますので、その部分は地元に近い専門家の方な

どと一緒に、管理を考えていけばよろしいのではないか

と思います。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございます。

　ご質問へのご回答は以上でよろしいでしょうか。

○教育委員会事務局長（梅原　巧）　ありがとうござい

ました。

○稲取地区特別財産運営委員長（山田賢一）　財産区

の山田です。

　内山さんの話を今まで聞いてきまして、細野高原の一

番古い写真をお出しいただけますでしょうか。

　この下の方に見えるのがゴルフ場ですけれども、また

ずっと上のこちらの方、河津との境界以外のところにつ

いて、私たちが学生だった昭和47年以前にはすべて

入谷区で山焼きを行っていました。真ん中に熊口の水

源がありますが、こちらの方はゴルフ場で、ここからバイ

オパーク、ゴルフ場まで草原でした。さらにもっと上の

方、そこら辺までが草原でした。40年代後半、50年代

に高山通りということで植林をしまして、現在あまりいい

山だとは言えませんが、ほとんど植林されています。

　現在は、昔から比べれば３分の１ぐらいの広さです。

そういう意味で、先輩の皆さんがそれだけ頑張って、こ

の３倍、４倍の広さを管理してきたので、私たちも管理

していかなければという気持ちがありますが、どのよう

に維持していくのか、その部分で悩んでいます。

　今年、財産区の役員の皆さんと相談して、この部分は

急傾斜地で山焼きをすると岩が落ちてくる為、来年の山

焼きからやめることになりました。放棄という形になりま

すが、管理する人の安全の為です。

　また、これも内山さんがおっしゃっていたことですが、

ここが熊口水源ですけれども、ここからここまでの部分

は大体40～50ヘクタールになります。役員の皆様と現

在考えていることが、ここから上については水源地とな

りますので手は入れないですが、こちら側の部分を将来

的に、先ほどの体験学習や観光のためのイベントなど、

自然を保護しながら利用していただくことはできるかど

うか、その部分についてご意見をいただきたいと思いま

す。以上です。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

　この山の上の部分は保全を継続していくべき場所だ

というふうに、先ほど内山さんもおっしゃっていました

ので、この辺りの草原を保全していくために、利用する

方向にもっていければ良いのではないかと思いました。

○実行委員（内山義政）　特に保全すべきということで、

企業などどなたかに利用していただければという提案

であると思いますが、少しこれまでの話をまとめながら

になりますけれども、例えば観光利用、ちょっとした休憩

所や東屋を設けるとしても、茅葺きの使用やそれを体験

してもらうといった中で、防火線も含めた草刈り作業と

いうものにも触れていただき、現在、ベテランの方だけ

で頑張って維持している防火線の管理を、将来的には、

少しでも若い世代が山焼きに入っていけるようにする

ためのフィールドとして使用していくことができればい

いのではないかと私個人として受け止めましたが、会

場の皆さんはいかがでしょうか。

○ネイチャーガイドクラブ（富永眞弘）　下側を利用

する案が出ていますけれども、湿原は現在４つあり、３

つはそのエリアに入っていますので、特に芝原湿原の

水源というのがかなり上のほうに延びてきています。

その部分が荒らされないよう、注意していただきたいと

思います。

○実行委員（内山義政）　そうしたピンポイントに保全

すべき場所というのは、ネイチャーガイドクラブの皆様

やジオガイドの皆様など、地元で見てきた人にしか分

からない場所もありますので、情報共有を行っていく必

要があるのではないかと思います。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　皆様、ありがとうご

ざいます。

　茅葺きや環境教育としての利用、観光資源、あるいは

保全や利用の方法について、様々なことをお話しいた

だきました。

○司会　それでは、ただいまより東伊豆会場の分科会

のほうを始めさせていただきます。

　ここからの分科会の進行については、地域おこし協

力隊の藤田翔さんと実行委員の内山義政さんにお願

いをします。また、パネラーとして入谷区町内会長の鈴

木豊美様に御協力をいただきます。

　それでは、どうぞよろしくお願いいたします。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　地域おこし協力隊

の藤田と申します。本日はよろしくお願いいたします。

　最初に、ご存知の方もいらっしゃると思いますが、簡

単に自己紹介をさせていただきます。

　地域おこし協力隊の藤田翔と言います。東伊豆町に

来て今年で３年目となり、地域おこし協力隊の任期が

最終年度となります。東伊豆町に来る前は、笹岡先生も

おられるのですが、東京環境工科専門学校というところ

で自然について学習していました。本日はよろしくお願

いいたします。

○実行委員（内山義政）　皆さん、こんにちは。内山で

す。私は稲取の田町区出身でして、高校卒業後、大学に

進学しまして、就職して静岡県内に戻ってきましたが、

2019年から職場の休業制度を使いまして、東京都立

大学の大学院に通わせていただいています。草原生態

系の保全を研究テーマとして研究を行っていまして、

フィールドを細野高原とし、地元に通いながら調査を続

けています。本日はよろしくお願いいたします。

○パネリスト（鈴木豊美）　皆さん、こんにちは。私は細

野高原を管理する稲取の４つの町内会の１つ、入谷区

町内会の会長で、区長を務めています鈴木です。入谷

区は細野高原に隣接しておりまして、昔から関わりが深

い町内会でございます。以上です。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　それでは、東伊豆

会場分科会を開会いたします。

　東伊豆会場の分科会のテーマは、『利用・保全・継

承』の３点となります。

　まず、テーマに決めたこの３点ですが、午前中にも説

明がありましたが、それぞれがローテーションしてしっ

かり循環していかないと、細野高原というものはなく

なってしまう。若しくは、一つがマイナスの方向へ向かっ

てしまうと、その次へ次へとどんどんそのマイナスが引き

ずられ、負のスパイラルになってしまうということで、そ

れぞれの問題を全体的に考えていけたらなという思い

で、このテーマにさせていただきました。

　最初に、利用について、私、藤田がお話しさせていた

だきます。

　最初に、細野高原のこれまでの利用ということで、午

前中もお話が出ていましたが、細野高原は茅場として

利用されていました。茅は、茅葺きや、昔は畑を耕すた

めに牛などを使っていたので、そういった家畜の飼料と

して使われていました。また、ミカン畑に敷いて防寒や、

雑草が生えないようにしていたり、現在においても山菜

狩りなど、多くの需要がありました。特に昔の利用に関

しては、生活により密着した需要が多くありまして、現在

とは異なり、少子高齢化が問題視される以前のことでし

たので、担い手も十分に補充されており且つ、町民全体

で利用され、さらに町全体でしっかりと保全がされてい

ました。

　そして、現在の細野高原の利用ですが、現在は生活

というよりは観光やレジャー、体験というのが主な利用

方法になっていると感じます。他にも、ハイキングや

ツーリング、少しではありますけれども、畑、山菜狩りな

どもされています。

　昔と現在の利用の変化を見てみると、生活必需でし

たが、必需ではなくなってきているという見方ができると

思います。昔の生活にどうしても密着なものというのは

必然的に利用・保全・継承のサイクルが形成されていま

したが、その利用価値が現在は少なくなってきていると

いうことで、しっかり現在の姿に合う利用価値を見いだ

さなければならないと考えています。

　また、昔は町民、町全体で生活に必要なものでした

が、現在は担い手不足や利用価値の減少に伴い、管理

全体の費用も不足しているような状況だと思います。そ

の中で、この３つの循環をしっかり考えていかなければ

と思い、現在の利用についてですが、ハイキングやツー

リングについては、そこまでお金が落ちたりするような

ものではないと思っていまして、もっともっとその利用価

値を最大限に発揮できる何かを町全体で考えていく必

要があると考えています。

また、その利用からしっかり細野高原の背景や保全を

したいという、最近だと森づくりなどに興味関心がある

方もいらっしゃると思うので、そういった層に向けて体

験やレジャー、観光、教育、そして利用することで保全・

継承への誘導を見込んでいき、その負のスパイラルか

らいい方向へ改善していくことが必要ではないかと思

います。

　ここで、他地域における利用方法について事例を幾

つかご紹介します。

　ご存知の方もいらっしゃると思いますが、隣町の伊東

市の大室山ですが、大室山自体が国の天然記念物に

なっておりまして、こちらでも毎年山焼きを実施されてい

ますけれど、こちらはリフトで３分ぐらいで山頂まで上が

れるという、気楽に行けるレジャースポットになってい

ます。そこでは料金も掛かりますが、毎年山焼きの火入

れ体験ができるので、そういったところで人手を解消し

つつ、お金も落としていただいているというような場所

です。

　こちらは先ほども紹介がありましたが、生石高原でも

和歌山の大学と連携し、イベントを通じて保全や茅葺き

の文化を発信している場所です。やはり担い手不足の

解消や保全をする上では、どうしても人手が必要になり

ますが、そういった教育や、学生などと連携して学びの

場としても利用してもらいつつ、保全もしっかり手伝っ

ていただくというような場所です。先ほどもお話がありま

したけれど、クラウドファンディング、応援したい気持ち

をお金で送るというような資金集めもされています。

　こちらは阿蘇です。先ほどお話にも上がりましたが、

阿蘇では環境省との取組を進めていて、各教育機関で

教材も作成しており、地域での体験を含め、学ぶ場を作

られています。また、環境学習の講師も派遣されているな

ど、行政と町がしっかりと連携して進めている地域です。

　ほかにもエコ資源にということで、ＳＤＧｓについても

先ほどお話がありましたが、例えば茅葺きに使われた

茅というのは取替えの時期になると、いい具合にほぐれ

て柔らかくなり、畑の肥料や雑草がはえないように敷い

て利用することや、阿蘇でも利用例があったと思いまし

たが、家畜の飼料としていたり、海外の事例ですが、バ

イオマス燃料にしていたりします。こういったことは施

設や仕組みが整備されれば、幅広い活用を検討してい

けるのではないかと思います。

　利用についてまとめとなりますが、現在の利用という

のは、景色を楽しんでいただくことなどですが、そこから

もう一歩踏み込んで、例えば細野高原の山焼き文化や

山焼きすることでどういう種類の生き物が保全されるの

か、もう少し踏み込んだ部分について、少しでも関わっ

ていただく利用というのを検討していけるといいなと

思っています。例えば、教育機関での野外学習ですが、

授業の一環として細野高原の概要などを知りつつ、危

険なことはできませんが草刈りを体験していただくなど、

実際に関わるという利用方法が良いのではないかと思

います。

　また、一般の方の立ち入りはできませんが山焼きに

ついても例えば、安全地帯を設けて見学していただくこ

とや、大人の方だったら草刈りを体験していただくなど、

より深く知り、関わっていただくことが大事だなと思い

ます。

　そして、春は山菜狩り、秋はススキイベントを実施し

ていますが、一時的な、季節的なイベントではなく、通年

体験できるサービスを作るなど、知ってもらう・認知して

もらうということを意識して進めていけたらと思います。

最終的に、継続的な利用、収益化をして、継続させるこ

とが必要だと思います。これらのことは町全体で考え、

推進していくべきことではないかと思います。

　『利用・保全・継承』、このうち１つが抜けても細野高

原を守っていくことはできないので、３つともバランスよ

く循環させていくことが不可欠であると思います。以上、

「利用」についてとなります。

　続きまして、内山さんお願いします。

○実行委員（内山義政）　それでは続きまして私のほう

から、３つある『利用・保全・継承』のうち、「保全」の部

分に関して発表させていただきます。

　最初にですが、午前中もお話がありましたのでご存

じの方も多いと思いますけれども、草原をめぐる全国的

な課題をもう一度整理させていただきます。

　左の図が阿蘇ですけれども、1930年代にこの地図

で示しているグレーの部分が全て草原でしたが、2000

年、一番右側の図ではグレーの部分が入って、ほとんど

が黒の部分、森林に変わってしまっているという傾向が

筋山周辺により多く分布しているということが傾向とし

て見えてきました。

　次、お願いします。

　これと同じように重ね、こちらには植物の種がすべて

落ちていますが、代表的な種を抽出してみると、例えば

ジザゲタシ、カラナデシコ、リュウノウギクといった何種

類かの植物が、草原のこういった場所で見られる特徴

的な種類であると思います。

　こうした結果を基に考えていくと、草原特有の植物を

保全していくには、この三筋山の山頂から桃野とマナイ

タウラ、先ほど示したエリアですけれども、この周辺を今

後も確実に山焼きをして管理していくことが重要ではな

いかと思います。

　１つ、まずは保全の指標として、こうした場所だけに

分布する植物種を上げて、保全の目安として考えてみて

はどうかということ、２つ目に山焼き管理の後継者育成

という観点では、保全上特に重要な場所とそれ以外で

かつ安全、平場で作業してケガが起きないような場所

ということですけれども、そうした場所で、先ほど藤田さ

んからも話がありましたが、管理の点検、具体的には防

火線の草刈りですとか、そういうものが手鎌で、例えば

各区の作業で余ったエリアでもいいですし、そうした場

所が少しでも確保できるようになっていけばいいので

はないかと考えています。

　今回、細野は草原のほかにも湿原が４か所ありまし

て、そことその周辺に希少なラン類などの植物が見ら

れますが、こうした希少種に関しては共通のリスクもも

ちろん非常に高いものですから、財産委員会の専門員

ですとか、ネイチャーガイドグラブの方々の助言ですと

か情報交換を深めていくことが大切だと考えています。

　また、明日、現地でお時間があれば是非見ていただ

きたいのですが、富永さんにはお話をせず申し訳ござ

いませんが、駐車場の裏側の空いているところにネイ

チャーガイドクラブの皆さんでこのような細野で見られ

る希少種の種子を採取して、現場で保全をするという

試みをされております。こういう試みというのは、保全生

態学の研究者の中ではあまり聞かない話ですので、ぜ

ひ取組を進めていったほうがいいかなと私自身は考え

ております。

　私の方からは以上となります。ありがとうございました。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうございま

した。

　保全についてですが、山焼き管理の後継者育成とい

うことで、保全の場所を限定しながらも、しっかりと希少

な植物を保全できるように、重点的に行っていくという

ことでよろしいでしょうか。

○実行委員（内山義政）　今の山焼きの範囲をしっか

りと維持していくのは大前提ですけれども、確実に保護

すべき場所というのを知っておく必要があるのではな

いかと考えています。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　保全上、重要な場

所以外且つ安全な場所での管理体験というのも、保

全・利用ということで繋がりがあると思います。もう一歩

踏み込んで山焼きについても学習できるような体験が

あれば、その後もしっかりと後継者が現れてくるのでは

ないかと、利用の観点から思いました。

　それでは最後に「継承」について、鈴木さんよろしくお

願いします。

○パネリスト（鈴木豊美）　「継承」についてですけれ

ども、細野高原の景観維持とか害虫駆除、生態系の保

護のためには、山焼きが必要です。先ほども例に出てい

ましたけれども、山焼きをするには細野高原以外に燃

焼させないように管理をするため、まず20メートルぐら

いの防火帯を作ります。10月にその部分の草を刈り、

11月にそれを燃やし、2月に山焼きを行います。この作

業を現在、4区で行い、山を守っていますが、各区とも若

者が減り、高齢化が進んだことから、作業する人の確保

も難しくなってきています。先ほどお話がありましたが、

2008年に全国草原シンポジウムのときにも、山焼きを

続けるためにボランティアを募ったり、学校の総合的な

学習の時間で子供たちに野焼き体験をしてもらうことも

文化継承に必要だと言っています。ボランティアを募る

にしても、火が入ると風向きが変わります。初めは見学

するのでも経験の積み重ねが必要でしょうと思います。

　そしてまた、令和２年９月に細野高原を考える会を発

足しています。この会でもやはり細野高原の管理、山焼

き、防火帯などを今後同様に継続していくことは困難に

なりつつあるとしています。４区で細野高原の観光、産

業などの資源としての活用や周辺の地権者と協力した

新たな魅力の創出を図っていきたいということが、発足

の経緯となります。今後、どうしたら会として細野高原の

魅力を発信することができるか、良いご提案がありまし

たらご意見いただけますと幸いです。

　山との関わりがなくなりつつある今、細野高原を残し

ていくためには、守りたいと思う人を増やしながら、山

仕事を行っていくしかないと考えています。特に若者と

の連携が重要と考えます。若者は斬新なアイデア、企画

力、行動力、情報発信力、また体力など、地域活動に必

要なものを多く兼ね備えているかと思います。「継承」に

ついての私の発表については、以上となります。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうございま

した。

あります。もちろん阿蘇でも、全国のほかの地域でも再

生に向けた取組は進んでおりますが、全国の草原面積

というものを、右の図ですが、まとめてみると、1920年

代は３万から４万平方キロメートルあった草原が、

2000年頃になると5,000平方キロメートルまで大幅

に減少しているということが分かります。このことは細野

高原、全国どの草原でも同じですけれども、管理の手が

足りなかったり、土地の改変、植林であったり、開発行

為などによって面積の減少が進んできたということが原

因として上げられています。

　次、お願いします。

　植物に着目していきますけれども、草原特有に見られ

る植物への影響というものを考えてみると、今までお話

ししてきたような草原の面積の減少というものと、この

今も維持されている草原の中の管理、山焼きであったり、

草刈りであったり、この頻度が低下したり中断したりす

る。例えば細野は日本の中でも本当に珍しく、もしかし

たら中断された年もあったかもしれませんが、記録のあ

る限り、毎年山焼きをしてきているということで、非常に

貴重な草原となっています。全国的に見ると２年に一遍

だったり、例えば東日本大震災の頃に消火ヘリが飛ば

ず、仙石原では山焼きが中止になりましたけれども、そ

ういったように数年中断したり、なくなってしまったりと

いう場所も多いです。こうした２つの要因が複合的に絡

み合って、そこに出現している草原特有の植物に影響

を与えているのではないかということが近年様々な研

究で言われるようになってきました。

　今回の発表では、具体的なメカニズムですとか、専

門的な話まで踏み込みませんが、私が細野高原で植物

等のデータを取った結果を基に、どういった場所が「保

全」に適しているのかということですとか、あとは、これ

までの土地利用の変化というものを改めて航空写真で

振り返りながら、一緒に考えることができればと思って

います。

　それでは、次お願いします。

　ここが稲取の細野高原の現在の航空写真になります。

見ていただいている真ん中付近が細野高原で、右側に

ゴルフ場と伊豆アニマルキングダムがあります。

　次、お願いします。

　これと同じ2017年の写真、稲取の方はこれで分

かっていただけると思うんですが、今回初めて来ていた

だいた方は、先ほどの東伊豆町観光協会のパンフレッ

トを開いていただくと、真ん中に水源涵養保安林があっ

て、それがかなり目印として分かりやすいと思いますの

で、そこを見比べながら、過去の土地利用というものを

見比べていただければと思います。

　続いて、これが2000年です。これは今とほとんど変

わりないかと思います。

　次、お願いします。

　これが1989年ですけれども、これと先ほどの2000

年を比べると、植林が少し進み、西側の河津町のほうで

山焼きが、その前からされなくなっていたのが進んでき

たということが分かり、樹林化が進んできたということ

が分かると思います。

　これが1980年です。先ほどの水源涵養保安林の植

林がされる、外側に広がる前という感じです。

　これがかなり前になりますけれども、1964年です。こ

のあたりから多分、当時の状況をご存じの方もいらっ

しゃるかもしれませんが、まだ私が生まれていない時代

ですけれども、これと先ほどの写真を見比べていただけ

ると、今のゴルフ場の辺りですとか、茅場がかなり減った

ことが、河津町側のほうですけれども分かると思います。

　これがさらに昔の1947年ですけれども、こちらは先

ほどの写真より引いて写しているので、もう少し白田の

ほう、東側のほうまでずっと広く茅場が広がっていたと

いうことが分かると思います。

　次、お願いします。

　これをもう一回まとめてみると、1947年には、グレー

の部分が草原ですけれども、これだけ一面広がってい

たものが真ん中の水源涵養保安林の植林が進んだり、

河津町側のほうでの山焼きが中断したことによって樹

林化が進んだり、国有林、北西側のほうが山焼きしなく

なって樹林化が進んだりという傾向が分かるかと思い

ます。

　このデータを基に草原がどれぐらい減ってきたのか

というのを出しましたが、2013年から2015年に１か

月に１回程度、この遊歩道の道にほぼ沿った形になり

ますが、第１駐車場から熊口、マナイタウラというのが

真ん中の水源林ですけれども、そこから三筋山を登っ

て桃野を進んで、ＧからＨというこの区間です。パンフ

レットでいうと、６番から５番、４番に行くルートですが、

ここを歩いて道の分岐で区切った区間ごとに出てきた

植物の種類を記録しています。あとは、草刈りと山焼き

の多い区間を記録しています。

　これを統計的に解析して、詳細は省きますけれども、

山焼きと草原がどれぐらい周囲にあるのかという影響も

加味して、そこにいる植物の種類のパターンを比べて

みると、三筋山からマナイタウラのこの緑色で囲った範

囲に見られる植物と熊口の水源林の自然、青色で囲っ

た範囲で見られる植物というのは明らかに種類が違っ

てくるということが分かります。山焼きとまとまった草原、

両方の効果で維持されている植物というのが、この三

　一点ご質問よろしいでしょうか。４区一体で管理をさ

れていると思いますが、例えば小学校などの教育機関

に山焼きのやり方や、草刈りのやり方を伝えるときに、手

法については4区統一された管理等はされているので

しょうか。

○パネリスト（鈴木豊美）　管理自体は財産区が指導

していますけれども、大体４区とも同じような方法で防

火線刈りをやっています。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　財産区から教育機

関、子供や大人に管理体験を提供する事は可能なので

しょうか。

○パネリスト（鈴木豊美）　安全なところであれば可能

と思われますが、その指導を行う方を誰にお願いする

のか、要するに財産区で子どもたちを預かってやるとか、

学校のイベントとしてやることで先生も現地にきて子供

を見守ってくれるか、そのあたりの仕組みを整備してい

かないと難しいのではないかと思います。安全な場所

でそういった体験を提供できる場所はあります。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　行政と連携した取

り組みとして行うことも可能なのではないでしょうか。

○パネリスト（鈴木豊美）　可能だと思います。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

　その他に、それぞれの観点からご質問など有ります

でしょうか。

○パネリスト（鈴木豊美）　内山さんにお伺いしたい

のですが、山焼きをしていかないと、この希少種という

のは絶滅してしまうのでしょうか。

○実行委員（内山義政）　先ほど、箱根で2011年に山

焼きを中断したというお話をさせていただきましたが、

実際に見かけられなくなった種がありまして、その後数

年かけて追跡しても復活しなかったという例もあります

ので、できれば毎年焼いているところは、私個人の思い

として、維持していければと思っています。

○パネリスト（鈴木豊美）　先ほどのお話で、細野高原

の山焼きは継続してやってきたという事でしたが、実は

１年だけ実施していない時がありました。その翌年は、

野ネズミやモグラ、が増え、茅が枯れたところがだいぶ

あります。やはり、動物の生態系も崩れていくという事で

しょうか。

○実行委員（内山義政）　おそらく、動物の生態系にも

及んでいるのではないかと思われますが。

○パネリスト（鈴木豊美）　ありがとうございます。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）

　私共の方から、今後の『利用・保全・継承』について、

具体的にどのように進めた方が良いという事は言えな

いのですが、各視点からはこのような意見となりました。

　この後、会場の皆様からも、このような利用をしてみ

てはどうか又はこういう試みをしてみてはどうかという

ご意見がありましたら、そのことについて具体的な方針

や対策を模索していきたいと思います。

　現在、１時４０分ですので、１０分ほど休憩の時間とさ

せていただきます。休憩後に1時間ほどですが、皆様よ

り何かご意見を伺いたいと思いますので、よろしくお願

いいたします。

（休　憩）

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　それではご意見を

伺っていきたいと思いますが、先ほど休憩中に、細野高

原のススキを実際に茅として利用できるのかという事

で、日本茅葺き文化協会の安藤様にいろいろとお話を

伺いまして、とても興味深い内容でしたので、活用方法

等について是非お話をいただきたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。

○（一社）日本茅葺き文化協会（安藤邦廣）　皆さん、こ

んにちは。

　先ほど１時間ぐらいのお昼休みで、細野高原を初め

て拝見させていただきました。茅の質や量について実

際に確認させていただき、そのことについて私の意見と、

茅の利用ということ、特に茅葺きということについての

この地域でのこれからの可能性についてお話しさせて

いただきます。

　茅という資材ですけれども、建築資材としてのこれか

らの利用価値や可能性ということについては意見が

幾つかあります。この細野高原の茅の質、これは茅葺

きの材料として全く問題ないと思います。丈が多少短い

ということはそのとおりですが、山頂近くですと大体２ｍ

近くのものが十分ありますし、平均して背丈ほどですか

ら、御殿場のものに比べると50ｃｍほど低いという事に

なります。平地の茅も大きなものですと３ｍぐらいにな

りますけれども、平均的には大体２メーターちょっと、

2.5ｍぐらいですから、数十センチ低いということです。

　茅の利用ということでいうと、大体４尺から５尺あれ

ば一定の茅として十分に葺くことができます。短い茅と

してカリヤスという茅がありますが、これは最も上質な

茅であり、白川の合掌造りなど、北陸方面ではほとんど

カリヤスが主となっており、この背丈は大体平均的に人

の背丈以下の1.8ｍから低いものだと1.5ｍぐらいです。

そのため小茅、小さい茅といわれています。大茅は大き

いですが太くて重さもあって扱いにくい、また、葺いた後

の耐久性も低いということもあり、小茅は最上とされて

いう利用方法を検討されているのか教えてください。

○東伊豆観光協会長（石島専吉）　今年の６月24日に

町観光産業課が主体となり、東京にあるＫａｎａｔｔａという

ドローンの体験ツアーを行っている企業と、稲取の勤

労者体育館と稲取高原、クロスカントリーを範囲に、

（一社）美しい伊豆創造センターや伊豆急行㈱の皆さ

ん２０人ほどが集まり、体験を行いました。私も体験しま

したが、自分が体験できるとは思ってもいませんでした

ので、できるのかなという気持ちでしたが、意外と簡単

に200メートル～300メートル上昇させることや、横に

スライドさせることができました。稲取高原からですと、

焼却場の先の海の方まで行くことができますし、ゴルフ

場や細野高原の近くまで操縦できてしまいます。そのた

め、この秋にドローン体験ツアーとして、１泊２日若しく

は２泊３日ぐらいで、宿泊していただいたお客様に体

験していただこうという企画がございまして、具体的な

日程は決定していませんが、そのような予定となって

います。

○パネリスト（鈴木豊美）　どうもありがとうございま

した。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　すみません、また少

し話題が変わってしまいますが、今回、利用と保全と継

承を繋ぐアイデアの一つとして、環境教育を上げました

が、その観点について、笹岡先生よりコメントをいただ

けますと幸いです。よろしくお願いします。

○全国草原再生ネットワーク理事（笹岡達男）　これ

はむしろ藤田さんに返してあげたいぐらいです。例えば、

藤田さんが経験され、勉強されたことを活かし、学校の

学生たちをもし東伊豆町に呼ぶとするならば、どのよう

なことを考えているのかご意見をお伺いしたいです。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

　まず、私が地域おこし協力隊になった理由ですが、専

門学校のインターンシップで北海道の黒松内にある、

「ぶなの森自然学校」というところに行ったのですが、

その時に体験したことが私の中でとても感動しました。

自然について細かく言うような自然学校ではなくて、自

然の中で思い切り遊ぶというような場所でした。１週間

単位のプログラムで、長い子は１か月、夏休み丸 と々い

う子もいましたが、やはり子供たちは日常から学ぶ姿

勢がすごく、とても成長を感じられました。最近は家庭

用ゲーム機やスマートフォンなど、外に出る機会や公園

の遊具が危険という観点で、遊ぶ環境がだんだんと少

なくなっており、両親も共働きで忙しいという事なので、

なかなか自然と触れ合いながら思うように遊ぶ、体験す

るということが少なくなってきているというふうに思いま

す。北海道でのプログラムでは、大阪や東京、中には中

国の子供が一人で飛行機に乗って北海道に来て、自然

体験をしながら一緒に遊び、学ぶというような生活をし

ていました。ほんの１週間だけでも、すごく成長を感じる

ことができます。最初は虫も怖くて、「何でこんなところに

一人で来させられたんだろう」というように悲しむ子も

いましたが、知らない地域や大きな自然に囲まれ思いっ

きり遊ぶことで、一回り大きく成長したように感じました。

　その体験がすごく印象に残っていまして、実際、今年

の夏にはオンライン上のキッズコミュニティーと繋がり

があるのですが、子供たちが伊豆稲取に遊びに来て、

海への飛び込み体験や細野高原の草原で思いっきり

走ってみるという事をしました。他にも取ってきた竹を

割り、自分たちで一から流しそうめんを作る体験を通じ

て、お家の方もお子さんが、「一回り大きく、大人の顔に

なって帰ってきた」とか、「また伊豆に行きたい」とおっ

しゃっていました。子どもたちもお家の方に、「家に帰っ

たらノコギリ買って」と、創作意欲が溢れていました。

このように、小さい時の経験はとても重要だと考えてお

りまして、学習面においても空間把握能力や創作意欲

が溢れたりと、そのようなことを推進していきたいと思

い、私はこの東伊豆町に来ました。今後もこう言った取

り組みを進めていきたいと思います。

ありがとうございました、以上です。

○全国草原再生ネットワーク理事（笹岡達男）　あり

がとうございました。

　私は笹岡と申しますが、藤田さんの卒業された専門

学校に勤務しております。この度は実行委員という立場

で出席させていただいておりますけれども、藤田さんの

アイデアは大変良いものだと思います。

　私たちの学校は、自然環境や野生生物の好きな学生

が来ていますので、そういう学生は自ら進んでテントを

張って寝たり、喜んで虫を捕まえたり、植物観察をします。

藤田さんがおっしゃっていたような、様々な地域の小学

生や中学生などの子供たちの受入れ体制を整備する

ことは非常に重要です。そのときに一番大事なのは、学

います。

　この小茅が取れる様々な条件が、現在社会的に、あ

るいはその生態的に限定的になりましたので、白川の

ほうではやむを得ずほとんどを大茅、御殿場の茅を

使っているという現状になっています。これについては

あまり好ましい状態とは言えず、ユネスコからも本来の

その地域の茅を使うべきだという意見が出されており、

代替措置ということで、将来は小茅へ戻すということは

目指されていますが、温暖化の影響などがあり、小茅の

生息域がどんどん限定的になっているのが現状です。

　それから、本来茅場であったものが一旦失われてし

まいますと、再生が非常に困難であるということ、また、

材料を刈る組織も廃れつつあり、個人で刈るにはなか

なか難しいということですが、そのような観点からも、こ

の細野高原の1.8ｍ程度の茅は、本日見た限りの感想

ですが、細くしなやかで耐久性もあり、質が良いと思わ

れます。実際に刈ってみないと分かりませんが、少なくと

も茅の材料として不足はないと言えます。ただ、量につ

いてはかなりまばらなところもありまして、全体的にスス

キが、草原が広がっているところではないと思います。

これは阿蘇も同じですが、120ヘクタールということで

すので、例えばその３分の１が茅場という事であれば、

屋根に葺くには十分な量が確保できます。このことにつ

いては実証実験を行うことで、どの場所で茅が刈りやす

く運搬がしやすいのか、また、どの程度の量が確保でき

るのかを確認することは簡単にできることかと思います。

　本来この地域では茅を屋根に葺いて、そして牛馬を

肥やして、さらに時代的に柑橘類の生育のために地域

経済を支えたことは間違いないです。その地域経済を

支える重要な資源、資材であったということが、この細

野高原の茅場が今に受け継がれている最大の理由で

す。決して生物多様性の維持をしたわけでもなく、観光

のためにしたわけでもない。皆さんが支えてきた結果、

これだけの草原が今に残され、その習慣が良いことと

して、皆さんの努力が今に続けられているということだ

と思います。

　今後、細野高原の茅場がこれだけの面積を残してい

くという事であれば、これは地域経済、産業とどのように

結びついていくかという事を明確にしていかなければ、

一部の限定的なものになりますし、ほかの土地利用と

いうことを考えることも必要なのではないかと思います。

これから東伊豆町、伊豆地域において、茅場はどのよう

に役に立つかということを議論していくことが必要です。

　そのことについて、午前中にもお話があった範囲で

いいますと、この地域では観光が大きな産業の主軸に

なっているということですので、温泉、細野高原、ビーチ

ですね、この３つが揃っている観光地は、国内はもとよ

りコロナウイルスがある程度収束すれば、海外、アジア

地域にとっては非常に大きな可能性を持っているのは

ないでしょうか。そのとき、この茅資源が役に立つのか

と考えていくことが大事ではないかと思っています。

　それでは具体的にどのように活用していくのかという

事について、茅葺きの建物を観光施設に取り入れて復

活させていくということが、私は非常に大事であり可能

性があることだと思います。茅葺きの民家は戦前ほど姿

を消したと思います。戦後間もなく、エアコン生活の中

で流れとして、茅葺きの建物を民家に戻すということは、

一部にあるかもしれませんけれども、かなり現実的では

ないです。この地域の観光として、もう少し観光の質に

変わった滞在型の、あるいは自然と親しむような、ある

いは子供たちの教育とか体験ということを重視した観

光にシフトしていくことを考えれば、観光施設も緩やか

に木造で茅葺きの施設ということが一定割合、世界的

に、あるいは日本の中でも進んでいることは間違いな

いです。ヨーロッパで茅葺きが復活しているのは、まさし

くリゾート地において、オランダやデンマーク、北欧の地

域で最も質の高い観光地は茅葺きで造られる建物群

がつくる景観やその中での生活のゆっくりとした時間を

過ごす、あるいは都市生活で非常に疲れた心身を癒や

す、そういった観光がこれからの大きな流れになると思

います。

　今どき海で泳ぐ人は非常に少なくなったと、本当にそ

う思います。なぜかといえば、ホテルの冷房の効いた室

内にいれば、海岸に出るということとは非常に落差があ

り難しいためです。昔は海の家といって、必ず海辺に日

よけをつくるような東屋などの仮設の避暑地を造り、

人々が海辺で休むような施設があってはじめて海水浴

ができていました。今は冷房の効いた施設は整備され

ていますが、海辺の本来の自然の中で昼寝をしたり、風

を楽しむような施設というのはもうないように思えます。

　ですから、例えばこの海辺に茅葺きのリゾート施設を

これからまた復活していくということを考えるのであれ

ば、細野高原で星を見るとか、別な自然を楽しむような

施設を造る必要もあると思います。そういった本来の観

光にふさわしい施設を、この伊豆にある杉という、戦後

植えた木を活用し、この無尽蔵の茅の屋根を葺くという

ことを町を挙げて、あるいはこの地域の経済を挙げて、

そしてここに集まっている草原を大切にする人たちと一

体となって風景をつくっていく、この細野高原の茅とい

うのはこれだけ素晴らしい暮らしを実現できるというこ

とが分かれば、草原を守るということも非常に意義があ

り、自分たちの生活を支えていることが明確になれば、

多くの方が協力することは間違いないと思います。そう

いった茅を用いた観光施設を造っていただきたいと思

います。

　茅葺きの建物というのは、民家に葺くような50ｃｍ～

１ｍに及ぶ、30年、50年の間立派にもつ茅葺きもできま

すけれども、例えば３か月間もたせたいということだっ

たら、もっと簡単な茅葺きの東屋などの仮設建築も現

在では可能です。様々な技術を組み合わせることもでき

ますので、茅葺きの新しい観光施設利用ということから

始まり、その茅を農業資材に２次利用する、茅葺きとい

うのは必ず屋根に葺いて、再利用するということが本来

の姿です。そういったことも一部取り戻すことによって、

茅というのは本当にありがたい恵みなのだということ

が部分的にも始まれば、もう少し農業に取り入れていく

ことや、本来の生活の中に茅がどんどん浸透していくと

いうことについて、観光施設を突破口にぜひ切り開い

ていただきたいと思います。

我々の協会としても助言や技術者・職人の教育ができ

ると思います。とにかくこの細野高原の茅というのは素

晴らしい資源であるということは、未来を必ず保証する

と思いますので、是非そういったプロジェクトを、行政を

はじめ、この地域の観光協会の方などが集まることで、

進めていっていただきたい、新しい地域が見えてくると

いうようなことでこの会で想像していただくのがとても良

いことではないかと思います。それだけの資源としての

圧倒的な質・量が本日確認できましたので、是非ともこ

の地域をまた開いていくというふうに思えてなりません。

　少し長くなりましたけれども、ありがとうございました。

何かご質問あればお答えします。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうございま

した。

○（一社）日本茅葺き文化協会（安藤邦廣）　茅葺きに

ついては建築的に規制があります。都市部、この密集地

域では不燃材で葺かないといけないという規制があり

ますので、街中では厳しいところがあると思います。二

十二条地域という区域になりますけれども、それは特定

行政庁が解除できます。今まで都市化ということが非常

に進んできましたので、二十二条地域の区域指定はか

なり全域に広まっておりまして、現在、様々な地域でその

解除は特定行政庁で行えるということになっております

ので、必要に応じて限定的に外すということもできます。

恐らく細野高原は二十二条地域に該当していないと思

います。もし二十二条地域があれば、その部分を解除す

るということも今はできますし、様々な観光地、茅で地域

づくりをしようとする地域は、例えば宮城県石巻市では

非常に広大なヨシ原を持っている地域がありますが、

一部の市街化区域を除いて解除しておりますし、重要

な茅葺き集落を保有する市町村の場合も、あるいは１

戸１戸の重要な民家がある場合も、その部分を部分的

に解除するということも現在進んでおりますので、そう

いうことはあまり障害にはならないと思われます。あくま

で、地域の主体的な住民の総意があれば、できるという

ことも申し上げておきます。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうございま

した。

　茅葺きの建物を観光施設として造り、お客さんに楽し

んでいただくというのは、先ほど白川先生からお話があ

りました茅プロジェクトのように、町にしっかりと還元で

きるような収益を上げられるような施設であったり、茅

を葺き替えるタイミングでそれを体験するということも、

複合した施設ができる可能性があり、個人的に色 と々

検討してみたいという風に思いました。

○パネリスト（鈴木豊美）　ただいまの茅のことですけ

れども、この細野高原の茅は屋根に葺くことについて問

題はないという事でしたが、今の細野高原は肥料とい

うものを全然やっておりません。肥料と言えば山焼きで

燃やした後の灰ぐらいです。茅に対して人為的に肥料

を与えても問題ないのでしょうか。

○（一社）日本茅葺き文化協会（安藤邦廣）　茅に人為

的に肥料を与えるということはしない方が良いと思わ

れます。また、今まで例としてはほとんどないと思います。

唯一、刈り取ることと、その後、燃やすこと、これによって

１万年間続いてきたということは最近の学説で立証さ

れておりますので、環境条件的に余程の激変がない限

り、刈り取って火入れをすることで、屋根に使う材料とし

て持続可能なことは間違いありません。そんなに心配

することはないと思います。

○パネリスト（鈴木豊美）　どうもありがとうございま

した。

　利用について一点、東伊豆町観光協会の石島さんに

お聞きしたいのですが、今後、観光協会ではドローンの

操縦体験など計画があるようですが、具体的にはどう

自分ももっと細野高原を歩き、良いところを探し、皆様

にもご紹介出来たらと感じています。以上です。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございます。

　明日のオンライン見学会にて、お二人には現地説明

会にご出演いただいております。明日ご参加される方は

楽しみお待ちいただければ幸いです。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　私もジオガイドを

持っていまして、細野高原はよくガイドツアーをしていま

す。お客さんには、ここはこういう経緯で草原になり、昔

はこういう利用をされていて、毎年山焼きを行い管理し

ているという事をお話すると、「山焼きを見ることはでき

ませんか」という方や、「私も草刈りをやってみたいで

す」という方が多くいらっしゃいます。少しでも細野高原

に携わるきっかけとして、草刈り体験や、最初から火入

れ体験をすることは難しいですので、見学できるスペー

スを設けるなど、山焼きを一般に公開してみてはどうか

と思います。

○教育委員会事務局長（梅原　巧）　突然のご質問、

申し訳ありません。東伊豆町教育委員会事務局長の梅

原と申します。

　細野高原には、県の指定文化財として湿原が何か

所かございまして、その中に桃野湿原というところがあ

ります。私も小さい頃から遠足などでそこに行っていま

すけれども、先日確認しましたら、かなり浅くなってい

るように見え、いずれ消滅してしまうのではないかと思

いました。

　文化財ですので、人の手を入れず自然のままにして

あるというのが現状です。しかし、湿原を保つために修

正すべきか、形状が変わってしまうとしても自然のままに

しておくべきか、どちらが良いのか疑問に感じています。

　また、先ほど富永さんの方からもお話がありましたが、

鹿や猪が湿原の中に入り沼田場にしているため、掘り

返されて荒れてしまっています。ワイヤーなどを用いて、

周囲を全部囲ってしまえば入れないと思いますが、金

属なので錆が出ます。文化財的な面がありますので、自

然のままにしておこうという結論に現在はなっています

が、本来の管理はどのようにあるべきか、詳しい方がい

らっしゃればご教示いただけますと幸いです。

○実行委員（内山義政）　ご質問ありがとうございます。

　まず、文化財としての保存と、観光として利用しつつ

保存していくというのは相入れないものだと思います。

湿原の乾燥化や鹿柵を設けるというのは、私も専門で

はありませんのでお答えすることが難しいですが、会

場でもし詳しい方がいらっしゃいましたらお願いいた

します。

○芸北高原自然館主任学芸員（白川勝信）　私は元々

湿原が専門となりますが、大学を卒業後に草原のほう

に入りました。東伊豆町の気候だとおそらく低湿で細野

高原を見ても、窪地のようなところに水が集まり、湿原に

なっているのではないかと思います。いわゆる、栄養分

の少ない水が集まりその上にミズゴケが生え、そのミズ

ゴケがスポンジの役割をし、水を溜めてできるというの

が信州や北海道のような高層湿原ですが、それらとは

全く異なる低湿地です。低湿地は有機物や土砂が入っ

ていくと、長い目で見て埋まってしまう運命にあります。

　西日本を含め、低湿地がどうして長い間保たれてき

たのかについては、一方で草原を利用してきたというと

ころがありそうです。集水域でしっかりと草刈りをして有

機物が流れ込まないようにすることが、湿原の中の植

物の成長などが抑えられ、湿原の中に枯草などがたま

る量が減っていくことになります。あるいはカンスゲなど、

昔は草がとても大事でしたので、湿原のすぐ際まで草刈

りをしていたという話をよく聞きます。そのようなこともあ

り、里地といいますか、湿原の周りが積極的に利用され

てきた方が、長い間の人と自然の関わりの中で湿原が

残されてきていると思います。細野高原の現地を確認し

ておらず、写真や記憶での推測ですが。

　猪についてはおそらく、昔はそこまでの頻度で草原

の中に入ってくるような状況ではなかったと思います。

鹿も同じだと思います。現況ですが、逆に猪が沼田場に

して荒らすというのは、大きく見て悪いことではなく、湿

原の中に眠っている種子が表に出て、芽を出すという

こともあります。但し、このことも頻度が高過ぎると悪影

響になるのではないかと思います。

　錆などの鉄分につきましては、こちらの湿原の中には

ミズゴケなどはあるのでしょうか。

○ネイチャーガイドクラブ（富永眞弘）　あります。

○芸北高原自然館主任学芸員（白川勝信）　大体、酸

性のほうに偏っています。バクテリアが発生するため油

が浮いたとしても、そのことは特に自然な状態なので気

にすることではありません。やはり、現地を確認させてい

ただいてから、お話しさせていただければと思います。

よろしくお願いします。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございます。

　ただ今ご説明のありました細野高原のような低層湿

原の場合は、周りが森林だと木の葉などが幹に落ち、

蒸発や木の蒸発散があり水分が失われやすいのです

が、草原ではそれがないため、直接水が流れてきて水

源としてたくさん確保できるというご説明でよろしいで

しょうか。

○芸北高原自然館主任学芸員（白川勝信）　はい。

　私たちの一生に比べ湿原の一生は長いですが、運

校の先生でも実際に野外活動を自ら教えた経験のある

方はなかなかいらっしゃいませんから、こちらで安全に

引率して、また宿泊場所の提供ができるような、そういう

体制ができれば細野高原は明日からでも自然学校に

なるのではないかと思います。是非、そのような支援を

町として、地元として応援していただければと思います。

ありがとうございました。

○町長（太田長八）　ありがとうございました。藤田さん

には地域おこし協力隊での３年間、本当に良く頑張っ

ていただきました。

　その中でも良い活動だと思ったのが、今回コロナ禍

の中でしたが、子供たちを自然の中で楽しませて、その

間お家の方は仕事をやるという親子ワ―ケーションの

実施です。藤田さんが子供たちを見ていてくれたからこ

そ、子供たちは楽しく自然の中で学ぶことができ、お家

の方も集中して仕事をすることができたと思います。こ

れからの東伊豆町にとって、貴重な人材だと考えていま

すので、これを機にさらにご活躍いただき、活動の幅を

広げていっていただければありがたいと思います。今後

のご活躍に期待しています。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございました。

　藤田さんには引き続き、東伊豆町の環境教育の推進

を頑張っていただきたいです。今回、我 ３々人で準備を

していく中で、環境教育という言葉を上げましたけれど、

現在、細野高原の管理を主体となって行われています

４区の役員の皆様ですとか、私は田町区の出身ですが、

田町区の場合は役員のＯＢや有志による担い手が年々

増えていっていまして、私もメンバーとして活動していま

すが、そのような形で、主体となって管理を行っていく

方 と々一般の観光客との間に立ち、一般の方々を担い

手サイドにもう一歩踏み込んで誘い込むことができれ

ばと思いました。そういった中で環境教育というのは、

引き込み方の一つなのではないか思いますので、担い

手、作り手として頑張っていただくという事と、これまで

町内でそうした活動をネイチャーガイドの皆様ですと

か、ジオガイドの皆様でされてこられましたので、１３年

前のシンポジウムや今までの経緯を踏まえ、これからこ

のようにしていけば良いのではないかというご意見な

ど有りましたら、コメントをいただけますでしょうか。

○ネイチャーガイドクラブ（富永眞弘）　ネイチャーガ

イドクラブの富永と申します。

　１３年前には会長を務めさせていただきましたけれ

ども、それから細野高原の環境として大きく変わったこ

とは、鹿の食害が増えたことです。先ほど写真が出まし

たけれども、畑のようなものを作り、絶滅しそうな植物を

植え、保護するという活動を行っています。しかしながら、

鹿の食害が増えている今、保護した植物をすぐに元の

場所に戻すことはできませんので、鹿の食害が減少す

るまでは現在の活動をやり続けていかないと、種の保

存はできないものと考えております。

　もう一つはこちらも鹿に起因することですが、マダニ

がとても増えています。そのような中で、マダニが活動的

になる時期にお子さんが芝生であっても足を踏み入れ

ることは、危険なことだと思います。以上２つの違いが

確認できました。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございます。

　ジオガイドの鈴木さんはいかがでしょうか。

○ジオガイド（鈴木京子）　ジオガイドの鈴木と申します。

　私はジオガイドを案内して日が浅いので、この場で

特筆してお話をさせていただくのは難しいと思いますが、

やはりジオガイド協会的に細野高原はとても貴重な場

所で、ここを案内してお話ししたいというジオガイドは、

本部にも多いです。私個人といたしましては、小さい頃

からの思い出がありまして、ワラビの季節になれば家族

でワラビ刈りをし、山焼きも私の父、弟、私の主人、息子

も、みんなが体験しております。そのように、家族みんな

でずっと守ってきた細野高原でありますので、細野高原

の中に通っていますあの道路も、父たちの時代に造っ

ていました。造るたびに父が、「いい道ができたから行く

ぞ」と言い、誇らしげに細野高原に連れて行ってくれて、

素晴らしい景色が望める場所を紹介してくれました。

　学校的には遠足に行きまして、中学校の遠足では秋

の紅葉を見に出かけました。春にも行きましたが、その

時には桜の木がありましたので、後日、友達とまた歩い

て、桜を見に行こうって登ったものです。

　そしてもう一つの思い出が、夏休みに熊口まで行き、

学校でキャンプをしました。やはりそこでは綺麗な水が

出るということが先生たちも分かっていましたので、川

の水を汲みカレーを作り、飯盒でご飯を炊きました。

　そのように貴重なところですので、本当に残してい

きたいという気持ちはあります。私は残していくための

原動力の一部分になれませんので、観光の方で携

わっていますけれども、先ほどの白川先生のお話を

伺って、何か自分の経験を活かし、子供たちが思い出

作りをすることができれば、将来も大事にしていってく

れるのではないか、継承していってくれるのではない

かと考えています。自然学校もそうだと思いますが、そ

のような経験を幼い頃に積み重ねていくことが重要で

はないかと感じます。

　ジオという事ではあまり詳しくお話しできませんが、

１．開会

○司会　では、始めたいと思います。

　ご来場お皆様、そして配信でご覧くださっている皆

様、こんにちは。

　ただいまより第13回全国草原サミット・シンポジウ

ムｉｎ東伊豆、阿蘇分科会を開催いたします。

　私は、今回の進行役を務めさせていただきます公益

財団法人阿蘇グリーンストックの井上と申します。どう

ぞよろしくお願いいたします。（拍手）

　ありがとうございます。

　さて、今回の分科会では、阿蘇草原再生、新たなス

テージへ～草原の恵みを守るための仕組みづくり～

をテーマに２つの講演、また、その後、パネルディス

カッションを予定しております。パネルディスカッショ

ンでは、時間が許せば会場の皆様の声もお伺いでき

ればと思っておりますので、どうぞよろしくお願いいた

します。

　なお、今回は新型コロナウイルス感染防止対策とし

て、会場の人数を制限させていただいております。同時

にユーチューブでのオンラインの配信も視聴できるよ

うになっております。配信でお聞きの方もメッセージ等

でご意見をいただけましたら幸いです。

　それでは、講演に入ります前に、今回の分科会の趣

旨につきまして、環境省阿蘇くじゅう国立公園管理事

務所の山下さんからご説明をいたしますので、よろしく

お願いします。

○環境省阿蘇くじゅう国立公園管理事務所（山下淳一）

　皆さん、こんにちは。環境省阿蘇くじゅう国立公園管

理事務所の山下と申します。

　今日は、お集まりいただきまして、ありがとうござい

ます。

　私のほうから、まず今日のこの分科会の趣旨をごく

ごく簡単に３分ぐらいでご説明をさせていただきたいと

思います。

　それでは、早速まいります。

　もう皆さん、ご存じのとおりだと思いますけれども、阿

蘇の草原の特徴というのは、まず野草を主体とする草

原としては日本最大の規模であるということと、牛馬を

利用した農業生産とか草資源の循環という経済社会

の仕組みによって維持され続けた草原、あるいはその

まま放っておいてずっと草原であったということでは

なくて、生業によって維持され続けた草原というのが大

きな特徴であると思います。

　その草原ですけれども、いろんな恵みといいますか、

役割を持っていまして、まず、１つご紹介するのは多様

な生き物のすみかということで、植物で大陸と陸続き

だったことを物語っているようなヒゴタイですとか、そ

ういう植物があったりとか、ほかでは見られないよう

な希少種の植物も生育していたり、あとは、植物が多

様であるからこそ、多様な動物の生息できる環境を育

んでいると。１つ取り上げますと、チョウなんかでは、熊

本県で見られるチョウ117種のうち109種がこの阿

蘇の草原で見られる、チョウの楽園とも言われるよう

な多様な生き物のすみかになっています。

　それから、観光資源としての価値、これも言うまでも

ないことかもしれませんけれども、ちょっと古いデータ

なんですけれども、観光客の方に阿蘇のどこがいいで

すかというのを聞いたアンケートがありまして、草原が

広がる風景というのを77％の人がいいと答えていた

りですとか、牛馬のいる放牧風景とか花やチョウなん

かの野生生物がある風景なんかを答えていらっしゃる

方もいて、かなり観光資源としても欠かせない存在に

なっていると言えます。

　それから、最近注目されているところでいうと、炭素

　今後どのようにしていくのかについては、町全体で決

めていくことだと思いますが、このような会も重ねたうえ

で、しっかりとプロジェクトの推進をしていければと思

います。

　最後になりますが本日は様々な意見が出ましたので、

町長より本会のまとめをよろしくお願いいたします。

○町長（太田長八）　本日は貴重なご意見を多数いた

だきまして、ありがとうございました。

いただいたご意見を基にこれから戦略を練り、推進し

ていきたいと思います。

　そういった中で、日本茅葺き文化協会の安藤様には、

茅葺きや茅の再利用という事について、また色々なご指

導をいただけますと、大変ありがたいと思います。

　本会を通じ、皆様が細野高原について真剣に考えて

いただいていることを、一層深く感じました。今後とも皆

様とは情報共有を行っていき、保全や利用について検

討していければと思います。

　また、最も大事なのは管理を行っていく後継者、これ

が一番重要だと思います。今のままでは必ず担い手不

足となってしまいますので、今後の体制をどのように変

化させていくか、そしていかに細野高原の素晴らしい自

然を保全していくか、これこそが最大の課題です。皆様

と一体となり、この保全にしっかりと取り組んでいきた

いと考えておりますので、その際にはまたご支援とご協

力の程をよろしくお願いいたしたいと思います。

　以上です。ありがとうございました。

○（一社）日本茅葺き文化協会（安藤邦廣）  申し訳ご

ざいません。最後によろしいでしょうか。

　この茅場の維持管理について、先ほど町教育委員会

の梅原さんよりご発言があった中で思い出しましたが、

文化庁の制度で文化財を守る資材を選定する、「ふるさ

と文化財の森」というものがあります。この中に茅場が

含まれていまして、現在、全国１９か所の茅場が選定さ

れており、静岡県だと朝霧高原が数年前に選定されて

います。各県に１か所程度ありますが、文化庁の中で一

番新しい制度となっています。文化財というのは法隆寺

などの建築物、それから、それを守る職人技、無形文化

財といいますが、それに加えて資材の文化財制度が一

番新しく、１０年ほど前にできたばかりです。例えばヒバ

塗装や漆です。その中にやはり茅がとても不足している

ので、茅場を保全、管理していきましょうということで、文

化財に出荷する茅として、そのエリア選定するというこ

とができます。

　私が本日見た限り、細野高原はこれに合致する場所

だと思います。ただし条件としましては、文化財への出

荷実績が多少なりとも必要ということになります。その

ためこの地域にある文化財、市町村指定や登録文化

財でも可能ですが、茅葺きの建物が伊豆半島にはたく

さんあると思います。例えば伊豆の国市にある国指定

重要文化財の江川邸もそうですが。そういうことで２～

３年程度の実績を積み、細野高原の茅場の質、量は問

題ないと思われますので、是非、茅刈りを始めていただ

き、選別したものを出荷する取組をしていただければ、

制度の対象として選定されると思います。選定される、

文化財の森から様々な助成制度受けられます。普及啓

発事業というもので毎年助成が出ていますので、最大

２００万円の満額補助となりますが、そこに町民の方々

が参加して、皆様と一緒に環境教育を推進していきな

がら茅刈りを行い、山焼きをやること、このような環境

保全全体の取組を体験、研修することで補助が受けら

れます。

　また、選定地の整備費用にも半額補助が受けられま

す。例えば農道整備や支障木の伐採、山焼きについても

環境整備事業となります。いずれも県を通じ、文化庁へ

の申請手続や調査の依頼を行い、町の文化財関係課

から県の文化財関係課の方に連絡を行います。私も文

化財のほうの選定委員となっていますので、私の見た

限り細野高原は是非、ふるさと文化財の森に選定して

いくことを２～３年の目標にしてやっていただくと良い

のではないかと思います。

　細野高原の観光利用というのは、長期的に一歩ずつ

やっていくことが必要ですけれども、取りあえず、文化財

制度を活用していくことは非常に利点が大きいと思い

ます。是非、文化庁への問い合わせやホームページを

ご確認いただき、ふるさと文化財の森という制度を調べ

てみてください。生物多様性の維持や環境教育というこ

とを推進していくために、とてもいい制度だと思います。

以上、補足となります。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

○司会　この後午後３時２０分より、各分科会場の方

にご出演いただき、WEB配信にて全体会を予定してい

ます。

　藤田さん、内山さんにおかれましては、全体会での発

表に向け意見をまとめていただきますので、東伊豆会

場の分科会はこれにて終了といたします。

　藤田さん、内山さん、鈴木さん、どうもありがとうござ

いました。

　それでは全体会までお時間がありますので、休憩を

お取りください。

の固定機能というのがかなり優れているらしいという

のが見えてきていまして、2013年の成果を基にします

と、阿蘇郡市の全世帯が１年間に排出するＣＯ２の量

の1.7倍ぐらい相当の炭素を草原が固定しているとい

うことで、阿蘇の中で見たら、排出よりも吸収が勝って

いるというようなことが言えて、地球温暖化防止の観点

からも未来に残す価値が高いというふうに考えられて

いたりします。

　それで、そういう様々な恵みがあるんですけれども、

過去から草原がどうなってきたのかというのを見ると、

かなり減ってきていると。100年前は阿蘇地域、ほとん

ど草原が広がっていたのが、見ていただいたら分かる

とおり、2007年にはかなりそれが森林に置き換わって

しまっているというような現状になります。

　草原再生協議会というところで議論をしていますけ

れども、じゃこの先どうなっていくんだろうって考えたと

きに、30年後の姿をちょっと想像しようみたいな話を

していまして、５年に１回牧野の調査がされている中で、

野焼きとか輪地切りをあとどのくらい継続できますかと

いうような調査項目があります。その中で、「10年以上

はできそうだ」と答えている牧野さん以外は、ちょっと

30年後まで管理を続けているのは難しいんじゃない

かというふうに仮定した場合なんですけれども、面積

で６割ぐらい減っているような予測になります。

　こういう状況もある中で、次世代へ残すべき姿で30

年後の目標というのを草原再生協議会の中で議論し

ていまして、先ほど申し上げた６割の草原面積減少と

いうのもあり得るかもしれないという中で、「今と変わ

らない規模の草原を残す」ということを目標に設定し

ようとしています。これ特に牧野組合さんの意向も大き

くて、やっぱりモチベーションを持ってやっていくため

にも、減少というところを目標にしてモチベーションも

上がらないだろうということで、最低限維持はしようと

いうような目標設定をしようとしています。

　そのために、３点目なんですけれども、そのために

は長年続いてきた生業による草原維持、これをどう支

援を強化していくのかというのを考えていく必要があり

ますけれども、もう一つ、今までもこれはやってきたんで

すけれども、もう一つ、近年、草原の持つ恵みというの

は、先ほどお話ししたような部分というのが注目され

ていますので、この草原の恵みを守るという観点から

も、草原を支える仕組みづくりというのを進めていく必

要があるかなというふうに思っています。今日は、この

草原の恵みを支える、守るための仕組みづくりというも

のを考える一つのきっかけにしたいなと思っておりま

す。そのために２つほどご講演をいただいて、その後

にパネルディスカッションということで進めさせていた

だければと思っておりますので、皆様よろしくお願いい

たします。

　私からは、駆け足になりましたが、以上です。

○司会　ありがとうございました。

２．講演

①阿蘇の草原がもたらす恩恵～最新の研究報告～

　それでは、早速、講演に移りたいと思います。

　お一人目は、熊本県立大学特別教授の島谷幸宏様

にお願いしたいと思っております。

　島谷先生は、現在多くの研究者が関わって進めてお

られる環境総合推進費研究の研究リーダーであり、今

日はその成果について、阿蘇の草原がもたらす恩恵、

最新の研究報告についてご講演をお願いいたします。

　それでは、島谷先生、よろしくお願いいたします。

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　皆さん、こん

にちは、島谷です。

　阿蘇の研究は、立場的には九州大学の特命教授と

してやっています。ただし、４月から熊本県立大学のほ

うにお世話になっていまして、私の実家が龍田なので、

熊本を今中心にしながらいろいろ仕事をしています。

　今ご紹介になったんですけれども、これが環境省の

推進費のテーマです。阿蘇をモデル地域とした地域循

環共生圏の構築と創造的復興に関する研究というこ

とで、大きく言うと３つのテーマでやっていて、そのそれ

ぞれのテーマがまた３つに分かれていて、９つの大き

な研究が集まった物すごく大きい研究です。私が全体

のリーダーをしていて、東海大の市川先生が特に地下

水のことをやられていて、慶応大の一ノ瀬先生が特に

後ろのほうの地域循環共生圏のほうの研究をされて

います。今日お見えになっています、実は。ちょっと驚き

ました、私も。

　研究の背景は、2017年に北部九州豪雨があって、

2016年に熊本地震があって、それで熊本県は創造的

復興というのを打ち出されました。その創造的な復興

を環境省が提案されている地域循環共生圏とどうやっ

てつなげていくかという研究になります。

　今日は特に草原のお話を中心にしますが、この阿

蘇は九州の中央部にあって、実は６本の１級河川、筑

後川、大野川、五ヶ瀬川、菊池川、白川、緑川という６

本の１級河川の水源になっています。ですから、玄海

灘から瀬戸内海から有明海からですね、いろいろなと

ころに水を注ぐ一番上流の地域になっています。流域

の人口が230万人と言われていて、しかも筑後川から

福岡導水で水を配っていますので、約480万人、500

発散、雨から蒸発散を引いたものが水資源量というこ

とになります。特に筑後川の場合はダムがありますの

で、雨が降ったときの水も全部ためてしまうので、基本

的には下流に流れていく水資源量は降った雨から蒸

発する量を引いたものということになります。

　そこで、こういう樹林とススキがどれぐらい蒸発散量

が違うかということを測定しています。宮沢先生という

先生が研究をしています。植物には、ちょっと難しくな

るんですが、光合成をするときにＣ３という植物、普通

の一般的なＣ３植物というスタイルと、ススキのように

Ｃ４植物というスタイルの光合成をやるタイプとがあり

ます。ススキはＣ４植物というタイプになります。Ｃ４植

物というのは、難しいんですけれども、機構がすごく

違って、非常に二酸化炭素を節約しながら光合成をす

ることができます。水を使う量も非常に少ない、節水型

の植物というふうに言われています。このＣ３植物とＣ

４植物というのは非常に重要なポイントになっていて、

阿蘇では草原にするとほとんどススキになります。スス

キになるということが蒸発散量を小さくしているという

ことになります。

　それで、今、牧野の方に協力していただいて、直接

葉っぱにこういう樹液流計というセンサーをつけて、

ここから今、直接測れるようになりました。一つ一つの

茎からどれぐらいの水分が蒸発しているかというのを

１年間測っています。それで分かってきたことは、これ

が杉で、ササやヤシャブシで、ススキとなりますが、１

年間ずっと積算していくと、杉とススキでは非常に大き

な蒸散量の違いがあるということが分かってきました。

これはもう光合成の仕組みが根本的に違うので、非常

に節水型の植物であるススキが生えているということ

がこの節水型だということが分かりました。

　今ちょっとそれを年間どれぐらいの蒸散量になるか

という推定を行っていて、ちょっとまだ低めの推定に

なっているんですが、これススキです。ススキがＣ４と

いう植物で、ほかのは全部Ｃ３植物なんですが、ススキ、

ササ、杉、ヒノキ、ヤシャブシというようなもので考えて

みると、恐らく杉・ヒノキに比べて１年間に年間の蒸発

散量が100ミリは最低違うだろうということが明らか

になってきました。

　現時点ですが、今年度の３月までで研究を終わりま

すので、それまでにはこの明確な数字が出てくると思

うんですが、水の使う量からすると、ススキ、ササ、ヤ

シャブシ、杉、ヒノキという順番になるであろうというこ

とがどうも明らかになってきました。これ非常に重要な

ことになります。

　ここに阿蘇がありまして、ここに、今見ている草原っ

てほんの一部の草原なんですが、もし樹林に替わって

しまうと、年間100ミリから200ミリぐらい、下流に流れ

るお水の量が減ってしまうということになります。100ミ

リというのは高さの単位ですね。１年間、大体この地域

が3,000何百ミリと降りますが、そのうちの100ミリ分

が蒸発、空中に出ていってしまうということになります。

ですので、草原があることによって、下流に水を配るこ

とができているということになります。大体その量は、

後でちょっとご説明しますが、年間1,000万トンとかそ

ういう量になります。実は、下筌、松原ダムという、ここ

に２つ、ちょうどこの阿蘇から出てくるところにダムが

あって、そこから平地に水が出ていくわけですけれども、

このダムでは発電を行ったり、下流への有明海に流れ

ていく水を供給したりしているわけですけれども、実は

有明海のノリが取れなくなった、冬場取れなくなったと

きには、このダムを操作して、水を放流して下流に栄

養物を送るという、栄養源を送る操作をしています。そ

の水の量は大体1,000万トンとか、大体それぐらいの

量なんですが、それは草原がなくなると、それがちょう

どできなくなるぐらいの量になります。非常に大きな量

です。

　今までに行われた松原、下筌ダムによる緊急放流と

いうことで、大体冬場です。冬場、ノリが行われるように

なって、ノリの色落ちと言って、色が落ちてくるんですね、

栄養塩がなくなると。窒素の濃度が低くなったときに松

原ダムを放流すると、窒素濃度がばあっと上がって

いって、色落ちしなくなるということで、実は草原の水と

いうのは、有明海のノリを支えているということにもつ

ながっているんですけれども、あまりそれは意識されて

いません。松原ダムの流域で例えば草原がもしなく

なってしまえば、約1,000万トンぐらいの水資源がなく

なってしまうということになります。それは、人口でいう

と11万人分ぐらいの水資源量になるということなので、

非常に大きい水の量だということが分かると思います。

今まで草原について、あまり定量的に水をどれぐらい

節約するかというのを分かっていなかったんですが、

それが今分かりつつあるということです。

　それともう一つは、今、立野ダムができているんです

が、こっちがカルデラと、下流の熊本の地下水がつな

がっているかどうかということに焦点を当てて研究を

しています。ずっとボーリング調査が、最近、地震の後

いっぱい行われまして、そのときの地下水を連ねてい

くと、これがつながっているということが明らかになっ

てきました。それがですね、量的にどれぐらいかという

と、これは熊本大学の嶋田先生たちがシミュレーショ

ン、１年間の水収支というのを示したものです。

万人の水源になっているということで、非常に重要な

地域になっています。

　しかし、これはあまり知られていないです。私、福岡

市民もやっているんですけれども、福岡市の人は、筑

後川から水をもらっているという意識はあるんですけ

れども、阿蘇から水をもらっているという意識はほとん

ど希薄なんですね。有明海の人も、筑後川とか白川と

か緑川とか菊池側から水が流れているというのはよく

知っているんですけれども、その上流は草原だという

のを皆さんご存じない。有明海は、よく泥の干潟で、阿

蘇の噴火物によってできているどろどろの干潟で、そ

れが非常に豊かだというのは言われているけれども、

その水の水源が阿蘇だというのはあまり言われてい

ないと。そういうところがあります。

　この９つの、サブテーマになるんですけれども、簡単

にいうと一番上が自然災害を生態系によってどうやっ

て守るかというような感じの研究です。自然資源を使

いながら災害を防ぎ、それを創造的復興につなげてい

こうというのがテーマ１。テーマ２は、熊本地震によっ

て地下水に影響が出たので、その地下水がどういう影

響を受けて、それがどういうふうに回復しているのか。

それから、その地下水が、１回カルデラの中に入った

水がどういうふうにほかのところとつながっているか

という研究。テーマ３は、自然資本と社会関係資本と

いうのは、人間関係とかいろいろな社会のことにも注

目して、地域循環共生圏というのをどういうふうに成

立していけばいいかという、文系の研究から理系の研

究まで、非常に幅広い研究となっています。

　簡単にいうと、阿蘇地区の中で自律分散型の社会

を構築しつつ、他の大都市圏等といろいろな交流をし

ながら、創造的復興と地域循環共生圏をどうつなげて

いけばいいかということの研究をしているということ

になります。

　扱っている自然資源としては、草原だとか森林、そ

れから石材、水田、湿地、水みたいなものを対象にし

ています。

　この図はですね、ここに中央の火山地帯があって、

カルデラがあって、外輪山があって、そういう色を示し

ていますが、この草原、災害との関係を示していますが、

集落の配置をどういうふうにすればいいのかとか、低

地の氾濫をどうやって防げばいいのかとか、田んぼダ

ムをどういうふうにしていいのかとか、こういうカルデ

ラと外輪山のランドスケープに基づいた自然の機能

も生かしたような防災はどうあるべきかというような研

究をしています。

　皆さんご存じのように、阿蘇はこの草地が外輪山の

上と斜面というのがあって、その下に林地があって、集

落があって水田があるという、一つの配置構造が単位

となって、一つの集落が草地から林地、水田、そういう

管理をしているという、そういう仕組みがあるというの

は皆さんご存じで、こういう関係が非常に重要だとい

うふうに思っています。

　まず、災害との関連を見ていくと、草原、これはです

ね、縦軸に崩壊の確率を書いてあって、これいろいろ

な植生について書いてあるんです。これを見ると、草原

が崩壊の確率が高い。しばしば崩れやすいということ

が分かりますが、そのときの崩壊の深さは小さいという

ことが分かっています。ですから、草原にすると、時々

崩れるけれども、大きな被害はもたらさないというよう

なことが分かっていて、しかも、傾斜が比較的緩いとこ

ろの樹林帯がこういう土石流とかを緩衝する機能が

あるということも分かっています。

　次に、水の機能についていろいろ研究しています。

特に筑後川と白川に着目して研究を実施しております。

　実は、筑後川というのは阿蘇の外輪山を水源として

福岡県を通りながら有明海に注いでいる九州一の大

河です。ここから福岡に導水を持っていって、福岡市の

水も供給して、約30％ぐらいの水を供給しているとい

う非常に重要な川になっています。松原ダムというダ

ムが筑後川の上流にあって、上流のこの地域の水を、

外輪山の水を集めて、１回、松原ダムでためて、それで

下流に供給しているということになります。流域の草原

の状況を見てみると、どんどんどんどん今減っていると。

1900年頃に比べて、半分ぐらいになっているというこ

とが分かります。

　それで、どういうことをやっているかというと、実は雨

が上から降って、雨が降ったものが植物とか地上から

蒸発とか発散、発散というのは葉っぱから出ていくの

を発散と言うんですが、蒸発散して上に向けていくと。

それ以外のものは表面に流れるのと地下に浸透する

のと、二通りで流れていくということになります。ですか

ら、下流に流れていく水の量は、この植物等からの蒸

を目的として、村長が火入れ責任者となって野焼き再

開を進めておられます。本日は、その事例を中心に南

阿蘇村の草原管理の取り組みについてご発表をいた

だきたいと思います。

　それでは、吉良村長、よろしくお願いいたします。

○南阿蘇村村長（吉良清一）　皆さん、こんにちは。今、

紹介がありました南阿蘇村の吉良と申します。

　今、村長ということでございますが、私はもともと農

家の長男で、無農薬の米とか、あるいは私自身も野焼

きとかに参加しておりました。これまで農地や草原を

守るためにいろんなことをやってきたんですが、もう農

家の１人、２人では、これはもう守れないということで、

村長を目指しました。しかしながら、なかなか簡単に

は合格させていただけませんで、今から17年前に南

阿蘇村が合併したときに初めて出まして、落ちて、落ち

て、落ちて、４回目にやっと合格いたしました。周りの人

は私のことを吉良清一の趣味は何か知っとるかいと、

吉良清一の趣味はね、選挙だもんなと。特技は何か

知っとるといったら、特技は落ちることだもんなという

ふうにからかわれておりました。

　そういうことで、私は本当にこの草原の水量を守る

と、このために村長になったようなもので、今いろんな

取組でしっかり頑張っております。私は、講演するほど

知識が豊富ではありませんので、地元の水分量など現

状をお話ししようと思って、この役を引き受けました。し

ばらくの間ですが、よろしくお願いします。

　それでは、早速、話に入っていきますけれども、話の

内容は、この画面のとおりで、途中に私の持論あたり

も少し述べさせていただきたいと思います。最後に、村

で作ったビデオがございますので、それをご覧いただ

ければと思います。

　まず、南阿蘇村の火入れ対象地は1,500ヘクター

ルございまして、27の牧野があります。うちの牧野の特

徴としましては、こっちの北側と比べまして急斜面が多

いということ、それから、谷が深いということがうちの

特徴だと思います。そのために輪地切りなどはとても

苦労しますし、また、放牧牛を見つけにくいという、そう

いう苦労もございます。そして、平成28年に３つの牧野

が中止をいたしました。原因は、これは慢性的なもの

なんですが、高齢化、あるいは担い手不足、また、火入

れ責任者の、これは区長さんなんですが、その責任が

大変重いということが原因です。死亡事故が28年に

発生しまして、区長さんが死亡事故の後に事情聴取と

か、あるいはいろんな事故後の手続とか、また、遺族へ

のお見舞いとか、ものすごくご心労をされております。

火入れ責任者についてはまた後ほどお話ししたいと

思います。

　そして、これは同じく28年に起こった熊本地震です。

牧野のあちこちでこういう牧道が被災を受けまして、２

つの牧野組合で野焼きを中止しております。

　これから再開に向けた取組ということを簡単にご説

明しますと、南阿蘇村と牧野組合、熊本県で連携協定

を結びました。真ん中にいらっしゃるのが白川牧野組

合の組合長さんです。白川水源の上辺りが野焼きが中

止されておりますので、そこら辺からまず復活したほう

がよかろうということにしました。村と熊本県で予算を

組みまして、防火帯の整備等を行いました。その白川

地区でも集会をして、野焼きの再開について議論が

あったんですが、野焼きの再開についても疑問視する、

つまり無理やりせんでもいいんじゃないかという意見

もありましたけれども、その中央の後藤区長さんの強

いリーダーシップで、野焼きは何としてもせないかんと

いうことで、再開することができました。

　火入れ責任者をですね、区長さんから村長、私とい

うことにしました。区長は現場の監督者。それから、こ

れまで区長が申請をして村が許可するという許可制

度でしたけども、これも届出だけでいいという届出制

にいたしました。

　重機により白川牧野を早朝、総延長で20.7キロ

メートル、800万ぐらいかかったと思いますが、整備を

いたしました。それによって、今年の３月に、これは野

焼きの様子ですが、４年ぶりの野焼きでしたので、多く

のカヤがあって、もうそれはそれはすさまじいほど、恐

ろしいほど燃え上がりました。

　これは５月の写真ですけれども、野焼きをしたところ

が緑色になっているかと思います。途中に防火帯があ

ります。中腹ほどには保安林がございます。

　これは、ちなみに私が朝に写真を撮ったんですが、

３月です。雪が降ったところが白くなっていますが、野

焼きをしたところは、野焼きをすれば草がありません

ので、もう地面に直接雪が積もります。ですから、こうい

う具合に白くなります。白くないところは、野焼きがして

いないところです。

　私の持論を少し話しますと、左が野焼きをしない場

合、右が野焼きをした場合で、梅雨の時期がですね、

梅雨は雨が降るわけですから、野焼きをしたところは

草が生えていますので、雨が、先ほど島谷先生の話に

もあったように、雨が地下に浸透します。しかし、左側

はススキがありますので、いわゆるかやぶき屋根状態

で、恐らくほとんど地下には浸透せんで、カヤを伝って

下に流れ下っているのではないかというふうに考え

ます。

　皆さん、水収支ってとっても分かりにくいんですけれ

ども、阿蘇のカルデラを一つのおけみたいに考えて、

上から降ってくるのが１年間に3,629ミリの雨が降っ

てきています。これシミュレーションで出てきたものな

ので、この辺の蒸発量というのはいろんなところの平

均になっています、建物とか水田とか山とか。大体その

うちの463ミリぐらいが蒸発していくよと。土の中に

2,600ミリぐらい入って、土から2,500ミリぐらい出て

きているということが分かります。蒸発するので、それ

が155ミリということで、地下水から７ミリ、それほど大

きな値じゃありません。地下水、つながってはいますけ

れども、ボリュームとしては大きい値ではないと。１年

間に3,000ミリぐらいの水がカルデラから下に出て

いっていると。

　これ非常に重要なのは、そのうち、3,000ミリのち

2,500ミリぐらいは１回土の中にもぐってゆっくりと出

てきているということです。ですから、洪水のときに出て

いっているのが大体500ミリぐらいということで、これ

は非常に、日本の川の中では大体洪水のときに出て

いく水の量とふだん出ていく水の量が１対１ぐらいだ

と言われているんですが、阿蘇の場合にはカルデラが

あるせいで非常にゆっくり水が出ていっていると。だ

から、下流の洪水も草原とか水田の涵養とかによって

減らしていると。だから、１回雨が降っても水が染み込

んでいきますので、それがゆっくりと湧き水という形で

出ていっているということになります。

　それで、大体の量は出てきたんですが、大体、阿蘇カ

ルデラから流出する白川の流量は年間７億トンと。そ

のうち大体１億トンぐらいが白川の中流域で、農地で

地下に浸透していると言われていますので、阿蘇カル

デラの中に降った雨のうち、１年間に約１億トンぐら

いの地下水は熊本市の地下水として供給されていると

いうことが大分明らかになってきました。ですから、今

まで定性的には言われていたんですが、こういう現象

は、一つは外輪山の草原は福岡の筑後川はじめほか

の地域の水の資源として非常に重要な役割を果たし

ていると。阿蘇カルデラから熊本に関しても、カルデラ

に降った水もちゃんと地下水を涵養するのに役立って

いるということが明らかになって、やっぱり草原を守る

ということは、非常に大きな水資源、九州北部の水資

源を守るのに非常に重要であるということが明らかに

なりました。

　私たちは、先ほどもちょっとお話ししましたように、

創造的復興と地域循環共生圏をどうやってくっつけて

いくかという研究をしています。私たちが考えている創

造的復興というのは、地域の資源の価値を創造する、

再発見する。社会的な課題を踏まえて再発見する。そ

れこそが創造的復興であると。価値創造こそが創造的

復興であると。

　草原の場合は、先ほど言いましたように、今までい

ろいろなことが言われていますが、特に今回の研究で

は、水資源の供給機能が非常に大きいということが明

らかになったと。防災機能もあるということも明らかに

なったということであります。

　そういう価値を創造して、今度は福岡や熊本市の水

資源として価値を共有する必要があります。有明海に

対しても、阿蘇は有明海の恋人というようなですね、そ

ういうフレーズを共有する必要があると。そういうこと

によって、都市からの資金だとか漁民からの応援だと

か、そういうふうな価値を認識することによって、さらに

いろいろな共生圏からの関わりが来るというふうに考

えています。

　また、今日ちょっとお話ししませんでしたが、どう

やって自律分散型の社会をつくっていくかというときに、

草原をどうやって維持するかというのは非常に重要な

ポイントになります。それについてもいろいろ、どういう

ふうにして管理すればいいのか、集落の主体力を形

成するにはどうすればいいのか。水源涵養保安林を

水源涵養保安林野というような水資源の涵養がある

草原を水源涵養林と同等のものとして位置づける必

要があるだとか、そういうことを今考えながら研究を

行っています。

　以上で私のお話を終わらせていただきます。どうも

ありがとうございました。（拍手）。

○司会　島谷先生、ありがとうございました。貴重なお

話をありがとうございます。

　それでは、ただいまの島谷先生のお話の中で、時間

の関係上、お一人だけご質問等ございましたら受けた

いと思いますが、どなたかいらっしゃいますでしょうか。

よろしいですかね。

　後でですね、島谷先生のほうにはパネルディスカッ

ションのほうにも参加していただきますので、またそ

れも併せてご質問等ありましたらよろしくお願いいた

します。

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　どうもありが

とうございました。

○司会　それでは、ありがとうございました。（拍手）

②南阿蘇村の草原管理の取り組み

○司会　続きまして、お二人目です。南阿蘇村村長の

吉良清一様にお願いしたいと思います。

　南阿蘇村は、平成31年度から水源涵養機能の保全

ができないような集落については、村で、例えば消防

署とか消防団員、あるいは警察官のＯＢさんたちで専

門のプロのチームをつくって、土日に計画的に野を焼

いていけば、かなりの面積をカバーできるのではない

かと思って、今、計画中です。

　それと、最後はですね、野焼き目的の認識の改革と

いうことを訴えております。これまで野焼きの必要性と

いうのは、例えば景観の維持だとか、あるいは病害虫

の防止とか、そんな目的で野焼きをやっておりました

けれども、それだけでは住民に、農家がもう野焼きはそ

れぐらいのことだったらもうやらなくてもいいんじゃな

いかと、そしてまた、地下水は森が育むという考え方が

ほとんどで、草原をそのままに放置すれば、やぶ化して、

山林というか、山林になるから、それでもいいんじゃな

いかと。森が育むという考えがありますからですね、野

焼きはそんなに無理してやらなくてもいいんじゃない

かという考えがありますので、その考えを少しずつ変え

ていかなければ、野焼きの存続は厳しいなというふう

に思っております。

　ですから、野焼きの目的は、もう水源保全と。特に南

阿蘇はそうなんですけれども、熊本市内の地下水の保

全に草原は大きく貢献しているということをしっかりこ

れからも訴えていきたいと考えております。

　大体、私の言いたいことは終わりまして、このビデオ

をですね、ユーチューブにもあります、阿蘇の地下水が

見られるというのをですね、これをちょっと流したいん

ですけれども。

（ビデオ視聴）

　阿蘇の地下水を未来へ。

　熊本は古くから水の都と呼ばれ、その中でも熊本市

は水道水減の100％を地下水だけで賄っているとい

う世界一の地下水都市とも呼ばれています。それには、

阿蘇のたくさんの湧き水が関係しています。なぜこんな

に水源となる湧水が多いのでしょうか。

　これから紹介する４つの条件と阿蘇の人々の暮らし

が深くつながっています。

　１つ目は阿蘇の地形です。阿蘇は、ほとんどの地域

で年間の降水量が3,000ミリを超える、全国的に見て

も非常に雨の量が多い地域です。火山の噴火活動で

できた大きなくぼみのことをカルデラと呼びます。この

広くて深いカルデラは、たくさんの水をためる役割が

あり、阿蘇は九州の水がめとも呼ばれています。

　２つ目は地質です。火山の噴火活動によって水を通

しやすい層と通しにくい層ができました。このことに

よってより多くの水が地面に染み込み、長い年月の間、

地中にためることができるのです。そして、この幾つも

の層は天然のフィルターとなり、きれいな湧き水を生む

のです。

　３つ目は水田です。もし水田がなければ、雨は川に

流れ、すぐに海に流れ出てしまいます。その一方で、水

田は雨水の多くを地下に浸透させます。また、大雨のと

きにはたくさんの雨水をためることができるため、天然

のダムとも呼ばれています。

　最後は草原です。阿蘇の草原は、地下水を育む力が

とても優れています。それはなぜでしょうか。森林に雨

が降ると、雨水が葉や枝で遮られるため、地面の染み

込む量は少なくなります。しかし、草原に雨が降ると、

地面に届く雨の量が多くなり、その分、地面に染み込む

量も多くなるのです。また、地面が吸収した水の一部は、

植物の根や葉を通して蒸発します。蒸発する水の量は、

森林に比べ草原のほうが少なく、同じ雨の量でも草原

のほうが地面に染み込む量が多くなるのです。そして、

何よりこの草原の維持に大切なのは野焼きです。野焼

きにより枯れ草がなくなり、新たな草原に生まれ変わり

ます。そして、その草原は、より多くの雨水を染み込ませ

ることができるようになるのです。このように主に４つ

の条件が重なって、たくさんのきれいな湧き水が生ま

れているのです。

　阿蘇の暮らし。

　古くからの阿蘇の人々の暮らしにも湧き水を守るの

に大切な役割がありました。阿蘇では昔から赤牛と共

に暮らしを営んできました。赤牛は、冬の間は牛小屋

で飼われ、春になると水田を耕します。そして、田植が

終わる夏には草原へ放牧されます。冬になると、赤牛

に草原の草や稲わらを与え、堆肥を作り、その堆肥を

水田に返します。こうした営みにより、阿蘇の稲作は維

持され、豊富な地下水を生む水田が保たれてきました。

草原と畜産の関係はヨーロッパでも見られますが、草

原、畜産、稲作、地下水が関係しているのは、世界でも

まれで阿蘇ならではの高度な循環システムとも言える

のです。

　ここ阿蘇では、このような地域循環が1000年以上

も続いてきました。世界の中でも安全に飲める水があ

るというのは、まさに宝とも言えます。自然と人との共生

によって守られてきた阿蘇の自然、地下水、これからも

みんなで守り、育てていきましょう。

○南阿蘇村村長（吉良清一）　これで終わります。

　最後にふるさと納税ということをちゃっかり言って

おきまして、これらの草原や水源を守るために、ふるさ

と納税で頑張ってお金を集めようかと考えています。

　それでは、拙い話でありましたが、これで終わりたい

と思います。ご清聴ありがとうございました。（拍手）

　下はですね、草原の雨量を表したものですが、右側

の野焼きをした場合は、先ほど言いましたように、秋は

茶色になって、それが野焼きをしたら真っ黒になりま

す。真っ黒になった後に雪が降れば白くなって、雪が

解ければまた黒になる。そして、野焼きをしていますの

で、一斉に新芽が湧きますので、もうほとんど一瞬、一

瞬といいますかね、短い時間に緑色に変わります。そ

して、そういう色の変化が野焼きをすれば、１年で色の

変化も楽しめるということが言えると思います。

　これは、ちょっと字がたくさんありますけれども、左側

が草原です。右側が未整備の保安林です。一番上に地

下水の保全能力とありますけれども、これも先ほど島

谷先生が話されたとおりですが、この図はですね、今

年の春に環境省さんが阿蘇の草原を見られるという

たしかチラシを作られていると思いますが、その中に

示された図です。もともとこれは20年ほど前にツカモ

ト先生という、東京工大と思いますが、その先生が20

年前に調整されたのを環境省さんが初めて、今回初め

て堂々といいますか、堂々とチラシに載せられました。

恐らく私が思いますに、森林と書いてありますので、農

水省、林野庁の森林増加に配慮して、この図が表に出

されなかったんじゃないかというふうに思います。初

めてですね、今年の春、これが環境省のパンフレット

に載りましたので、私はこれを積極的に使うことにして

おります。これほど草原のほうが地下に浸透する水の

量が多いということが、これを見れば一目瞭然だとい

うふうに思います。

　そして、２番目は、先ほど環境省の山下さんのほう

から話があったとおりです。ＣＯ２の吸収能力が割と知

られておりませんけれども、土壌中に有機物がたくさん

草原はありますので、炭素を固定しているということか

と思います。

　次は、大雨時の土壌を流出するから、大雨時の災害

はご覧のとおりです。大雨時の災害は、今全国各地で

洪水時の流木被害出ておりますけれども、これもやは

り整備をしていない森林の流木被害だというふうに思

います。

　それと、生物の多様性もご覧のとおり、それから、生

産性、利用効率につきましては、草原は毎年、野焼き、

放牧、そして採草と、毎年リセットがされますので、生産

性が高いと思います。農業との関わりは、草原は飼料

とか、堆肥の資材とかなっております。また、経済効果

につきましては、観光資源は草原の風景などがありま

すし、右側の中央火口丘、特に阿蘇ジオパークがあり

ます中央火口丘の保安林というのは、火山灰とか、あ

るいは火山ガスとか、そういうことで非常に育ちが大

分悪いことから、中ではもう既に枯れていって、保安林

の機能を有していないというふうなところもあります。

我々は地元では、あれは保安林ではなくて、不安林だ

というふうに言っております。

　それと、景観は先ほども申しましたように、草原はも

う四季折々の景色が楽しめます。また、文化的景観に

つきましては、阿蘇の草原は、平成29年だったと思い

ますが、国の重要文化的景観に指定を受けております。

それほど文化的景観にも優れているということで、これ

は高橋佳孝先生にアドバイスを受けながら、この表を

作りました。まだこれに漏れていることがあるかもしれ

ませんが、これほど草原は優れているということがお

分かりというふうに思います。

　これからの取組としましては、今年の春、950ヘク

タールで24牧野組合が実施しております。ただし、依

然550ヘクタールはまだ未再開となっております。それ

で、牧道や恒久防火帯の設置を進めたいと考えており

ます。しかしながら、これを見てもらうと分かりますが、

民有林との下のほうの防火帯はあまり傾斜がありませ

んので、そんなにお金もかかりません。ところが、上の

保安林との境の防火帯は急峻で、工事の人ももう

ちょっと考えないかんなというぐらい危険な場所も

あったそうで、上の防火帯を造るのは物すごいお金が

かかるということであります。保安林を何とか解除して

いただけないかということを再三、県の農政などにも

言っておりますけれども、なかなかハードルが高くて、

なかなか解除は難しいと、１ミリたりとも保安林は譲ら

ないというような、本当に強い姿勢が見られます。です

から、解除が無理なら、杉、ヒノキじゃなくて、火に強い

クヌギとか、そういう樹種を変えるという方法はどうか

ということで繰り返し繰り返し提案しています。

　そして、３番目に人手の確保ですけれども、やはり畜

産農家、特に放牧農家を増やしていかなければなりま

せん。放牧はいろいろ大変な面もありますので、今、牛

にセンサーをつけて、バーチャルフェンスといって、パ

ソコンでの架空の線で、そこに牛が通れば、そのセン

サーがびりびりとして、牛がそれ以上進めなくなります。

いわゆる架空のフェンスですね、パソコン上の架空の

フェンスから先には行かせないということが今年、福

島県で実証実験をやっておりますので、それをちゃん

と見て、うちも近い将来に導入を計画しております。２

つの牧野組合で実証をやろうという今計画をしており

ますので、そして、簡単に放牧ができるようになれば、

畜産農家も増えるというふうに思います。

　それから、ボランティアの皆さんが協力をいただい

ておりますし、専門部隊と書いておりますのは、野焼き

分かると思いますけれども、この牧野組合、東部のほう

に位置しています。滝室坂、57号線から箱石峠、265

号線の間を位置するところで、面積が430ヘクタール、

標高は約600メーターから900メーターあります。外

輪山内側は急傾斜で、上部は比較的緩やかな地形と

なっております。

　この道路線の部分ですね、こちら側が大分のほうに

水が流れていきます、大野川のほうにですね。そして、

こちら側が黒川や白川につながっております。阿蘇の

東部として、私の牧野は箱石という国土地理院の地図

にも載っている有名なところがありますし、もう一つ、こ

こに人の顔をした岩がありますけれども、国道265号

線沿いには人の顔をした岩も見られます。

　そして、こうした景観が見られますけれども、これは

野焼きの後ですね。ここはもう大野川水系の源流とな

る水の流れとなるところです。

　こちらは放牧の状況です。この中がやっぱり大野川

の水系になります。

　道のこちら側になるところを黒川、白川のほうに水

が流れていくというようになります。

　うちのほうの牧野では、特に今、32名とこれ書いて

ありますけれども、現在は30人になりました。最初、こ

の牧野組合がスタートした時点では100戸以上あっ

たんですけれども、私が入った頃は98戸の農家があ

りました。大体200頭以上の牛を飼っています。しかし、

年間放牧は70頭ぐらいで、草の利用もなされています

けれども、自分たちでは使い切れないくらいです。主な

活用としては、草原の維持というのが大切ですから、

野焼きとか、それから草刈りをやって、草原を維持する

こととか、最近は子供たちに野焼きの体験とか希少生

物の保護などの啓発なども行っております。それから、

野草堆肥で作った野菜を作って、啓発普及に励んで、

いろんなところに発送したりとかも取り組んでいますし、

カヤの出荷等も行っております。

　また、観光利用として、特に、私は普通、農家ですか

らなかなかできないんですけれども、牧野の中のいろ

んな宝物をぜひ皆さんにも知ってほしいということで、

牧野ガイド事業というのに取り組みました。ここでしか

ないものを楽しんでいただきたいと思って、まず、自転

車で草原の中を、牛がいないときに走り回ることがで

きる、そうしたことを取り組んだり、そのためには防疫

対策もしっかり取らなくてはいけませんので、石灰とか

クエン酸を使った消毒もして、いろんな外来種子とか

そういったものを持ち込まないような工夫をしながら、

遊び、学び、そして感動を味わうような、そういう体験

なども行っております。

　もちろん自転車だけではありません。トレイルウオー

クと言って、人々が歩いて草原を楽しんでいただくとい

うことは、ただ歩くだけじゃなく水がどのように流れて

いるかとか、そこにある希少植物、どんなものがあるか

とか、そういったものをなぜ保護するか、なぜ守ってい

かなくちゃいけないかということ、そして、阿蘇の草原

を通して、より多くの人々の心を癒すことができるとい

うことを訴えております。

　阿蘇には、大体年間180万以上の人たちが観光に

お見えになるそうですけれども、そうした人の一部でも、

私どもの牧野を通して、そうしたことを知っていただい

て、草原の大切さ、そうしたことを少しでも伝えられば

と。その他からものを後世に残せるようにしたいなと

いうふうに思っています。それで、こういう取組をやっ

ております。

　これからは、観光利用としての牧野ガイド事業でと

いうのは、今後、阿蘇地域のほかの牧野でも持続的な

維持管理に生かしてもらえるようにモデル化し、口蹄

疫などの疫病対策の情報共有とともに、牧野間の連携

を図っていきたいと思っております。現在、ほかにも、自

分のところでもやりたいという申込みがありますので、

先進事例じゃないですけれども、どの組合でもできるよ

うに支援できたらと思っております。

　それと同時に、地元の商工会や観光業ともタイアッ

プさせることで、地域の活性化にも寄与できるような取

組を発表させたいと考えております。

　こういった人たちは、私がガイドとして養成した人

たちですので、私が忙しくても、これらの人たちがガイ

ドとして活動できるようにしています。ガイドの申込み

は、道の駅阿蘇に申し込んでいただくと、こうしたガイ

ドさんたちを紹介してもらうことができます。トレイルウ

オークで大体基本ですね、二、三時間のガイドで１人

頭大体3,000円ぐらいの徴収をしております。1,000

円を牧野の維持管理に還元できるように取組をしてお

ります。また、自転車の場合は、そのガイドさんが自分

で値段を設定して、1,000円だけは牧野に還元できる

ようにやっております。現在までに300人以上の方が

観光を楽しんでおられます。

　本来は、オリンピックのときもより多くの人が来られ

る予定だったんですけれども、残念ながらコロナ禍で

活動ができない状態に置かれていました。これからさ

らにこういうのが改善で来たら、続けていきたいなと

いうふうに思っております。

　以上です。

○コーディネーター（坂本　正）　どうも市原さん、あ

りがとうございました。

場代だとか温泉だとか来たときのどうやって頂くのか

というのが大変大きな課題でございます。今日は幾つ

か問題提起もいただきましたので、実現可能な話をぜ

ひ進めていただきたいというふうに思います。

　次は、今日、講演のほうも大変ありがとうございまし

た。島谷さん、１時間ぐらいかかるのを20分ぐらいで

圧縮していただいたんで、やや欲求不満じゃないかな

というふうに思いますけれども、吉良さんの話を伺って

みると、島谷さんの話、重なりますよね。非常にエビデ

ンスというか、今まで言われていた九州の水がめ、福

岡に行ってもそういう話するんですが、筑後川だけ

じゃないと。もうもともとは阿蘇なんだよ。なかなか伝

わりにくいです。熊本市の世界で一番の地下水だと言

いながら、阿蘇の水が染み込んできて湧き出るんだと

言いながら、言いながら、恩恵は受けていますけれど

も、じゃ阿蘇をどうするかって、なかなかそういうふうに

いかない。今日は環境保全だけの問題ではなくて、価

値の創造として、今までのそうだなといったものをちゃ

んと再発見した、保全活用した、防災機能もやっていく

とですね、これからまだ新しい価値が生まれると、都市

圏を巻き込んでいくんだ。今日、最後に言われたところ

をやっぱり今度の課題としてぜひ強調していただきた

いことをお願いしたいと思います。

○パネラー（島谷幸宏）　この研究を始めるときに、い

ろいろお話を聞きにいって、やっぱり、草原が水資源

の涵養機能が森林より大きいことが明確に証明されて

いないんだよというのをすごく言われてですね、そこを

やっぱりターゲットしないといけないということで、今

日ちょっとお話ししたのは、樹液流計という草の木の

中を流れる水の量を測っているんです、実際に。それ

でどれくらい空中に水が出ているかというのが直接、

最近、センサーの技術が発達しまして、10年前にでき

なかったのが今はそうやって直接、どれぐらい植物が

水を空中に吸い上げているか測れるようになったんで、

それをちょっとやってみましょうということで始めたん

です。

　今日は、吉良さんがお話しになったのは、遮断蒸発

というやつで、１回、土の中に水が入って、それで植物

がどれぐらい利用するかという話なんです。もう一つは、

葉っぱなんかに降った雨が途中で蒸発してしまうとい

う２つの現象があって、その両方とも草原のほうが小

さいというのが分かっているので、だから、先ほど示さ

れたのと私が言ったのを２つ足したよとなるので、本

当はもうちょっと何百ミリ、今日、私100ミリと言ったん

だけれども、もっと大きい数なんですね。

　そういうことをいろいろ研究しながら、また、創造的

復興とは何かというのをすごい考えたんです。熊本県

で地震が起き、熊本地震があって、うちも熊本市内な

んで、その周りがもうみんな７割ぐらい被災してですね、

全半壊になって、何となく創造的復興というと、新たに

何かを創造するような、そういうイメージがあったん

だけれども、いろいろ研究してみると、やはり草原を守

ることこそが創造的復興なんですね。水源を守ること

こそが創造的復興なんだけれども、じゃ創造って何か

というと、価値を創造することなんです。今まで上手に

守れていなかったものに対して、もっと新たな価値が

実際にはあるんだけれども、見えていない価値を見つ

けたり、そういうことをやることによって、次の世代につ

なげる夢のある価値を創造して、それは自然を守り、

例えばもっと、私は草原をもっと増やしたいと思ってい

るんですけれども、そういうことをやるのが創造的復興

だと。

　それを環境省さんが言っている地域循環共生圏と

いうなかなか分かりにくい計画なんですけれども、地

域を育てて循環型社会をつくりながら、地域の中だけ

で自立するのがなかなか難しいので、ほかの地域と共

生しながら、できればこういう阿蘇みたいなところは

大都市圏と共生しながら、その大都市圏に当然恵みを、

水の恵みとかいろんな恵みを与えているので、それに

対するお返しをいただきましょうという、そういう考え

方なんですね。そのためには新しい価値を創造し、そ

の創造した価値を共有しないと絶対駄目ですよ。先ほ

どの話でもあったように、どうやって価値をこれからみ

んなで共有していくか。だから、できれば、有明海の人

に来てもらって、ここに大漁旗がね、阿蘇の草原に大

漁旗がはためきね、ああ私たちの草原はこうやって海

ともつながっているんだというのが何か目で見えるよ

うな風景ができるとか、そういうことが次の時代に何か

夢をもたらすんじゃないかなと。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうございま

した。

　今のお話の中で、やっぱりみんな気持ちで分かって

いるんだけれども、価値の創造とかね、新しく物をつ

くっていく、何かないものからつくっていくのは物すごく

大変だと思うんだけれども、今あるものの価値を認識

する、これがもちろん大事なことですよ。認識したら、

次に未来につながっていく。言葉は固いけれども、要

するに今やっていることを子供や孫につなげていって、

今の生活を守っていくということは、福岡の都市圏を

守り、有明海を守り、熊本市を守ることだと。今までは、

そんなこと意識しないで自分たちのなりわいでやって

いたけれども、そういうもんだということをみんなが共

　特に観光ガイドのところでは、ずっといろんなことを、

希少生物、植物だとか見ていただいて、水の話をして、

それで、そこのことを理解していただくというのは大変

すばらしい活動だと、観光とセットになっておりますけ

れども。それを含めて今後の課題というのをまた次回、

次の回にお伺いしたいと思います。

　じゃ次、三宅さん、お願いします。大体、若いですよ、

この中でもね。力あるし、エネルギーあるし、もうこれ

からの阿蘇のこういう課題はもう全部引き受けるとい

うような熱意で今日来ていただいております。今日はど

うも大変ありがとうございます。いろいろ注文が出ると

思いますが、どうぞよろしくお願いいたします。

○パネラー（三宅悠介）　ありがとうございます。環境

省の阿蘇くじゅう国立公園管理事務所、三宅と申します。

よろしくお願いいたします。

　私たちの事務所、この阿蘇市内にありまして、黒川

に事務所があって、大体職員10名ぐらいおります。何

をやっているかといいますと、この関係でいきますと、

草原再生の協議会の運営ですとか、そういった草原

再生の活動に取り組んでいます。それから、国立公園

ですので、阿蘇とくじゅうの国立公園の管理ということ

で、開発の規制をしたりですとか、生態系の保全をし

たりですとか、そういった仕事をしています。

　それからあと、最近は観光振興にも力を入れていま

して、特に政府全体としてインバウンド観光を推進して

いこうという中で、国立公園もですね、そういったイン

バウンドにも貢献していきたいと、そんなようなことも

やっておるような組織になっています。

　それで、今日はこういった場にお呼びいただきまし

てありがとうございます。坂本先生からご紹介いただき

ましたけれども、我々のほうもこの地域にある事務所と

して精いっぱいやることはやっていきたいと思ってお

ります。

　島谷先生、吉良村長からもお話しいただきました。

ありがとうございます。草原再生の活動は2005年から

スタートしています。2021年ですので、もう少しすると

20年かなというようなタイミングになっています。これ

までは地域の農家の方々の活動をどうやって支援して

いくかということで力を入れてきたんですけれども、今、

第３期の全体構想というのをつくっておりまして、それ

の大きな柱としては、なかなか産業だけで草原を維持

していくのが難しいような状況になっている中で、公益

的機能と少し難しい言葉ですけれども、産業だけでは

なくて、広く一般社会にも草原は役立つんだと、こう

いったような中で草原を維持していくと。一番分かりや

すいのは吉良村長からご紹介いただいたような、自治

体が火入れ責任になって野焼きするとかそういったこ

とだと思いますけれども、そういったことにこれから力

を入れていきたいと思っています。

　そういった中で、今日のお話ですね、有明海とつな

がっているとか、あるいは自治体のほうで火入れを積

極的にやっていただけるとか、草原再生にとっても、こ

れから新しい展開を考えていく上で、非常に重要なご

指摘をいただいたかなと思っていまして、また草原再

生協議会のほうでも今日のお話を受け止めて活動し

ていければというふうに思っておるところです。

　それから、市原組合長から観光利用の話をいただ

きました。我々国立公園を管理しておりまして、全国に

34の国立公園があります。この中には、九州の管内で

いけば、例えば屋久島も入っておりますし、それから知

床とか小笠原とか、世界自然遺産に登録されているよ

うなところも、この34の中に入っています。また、富士

山とか日光ですとか、いわゆる温泉とか自然が豊かな

観光地というのは大体34国立公園の中に入っている

んですけれども、あと、くじゅうもその中に入っています。

　皆さん、阿蘇くじゅうって国立公園の中でどれくらい

人が来ているかというイメージをお持ちですかね。実

は阿蘇くじゅうというのは、大体1,600万人ぐらい年

間利用者来ていまして、これは34の国立公園の中で

見ても上から５番目なんですね。日本全体で見ても、こ

ういった自然を生かした地域という中では、お客さん

が多く来ているエリアになっています。

　冒頭に紹介があったとおり、その中に来たお客さん

の８割ぐらいの方がですね、この中でも草原、阿蘇の

中で草原がやっぱり一番すばらしいというような回答

をされています。なので、草原というのは非常に観光に

とっても魅力的な資源であって、地域の外の人たちか

ら、どうやって草原の維持に協力してもらえるかという

のが今日のテーマの一つでもあると思うんですけれど

も、そういったときに、やっぱり観光の方に一部ご協力

いただく、市原組合長からご紹介いただいたように、

1,000円を草原の保全に還元するということもそうで

すけれども、最近ボランティアツーリズムとかもややは

やっておりまして、そういったボランティアでツーリズ

ムとして来ていただくとか、そういったことも含めて、地

域の外の力をこれからもっと活用していけるとよいの

かなというふうに思いました。

　私からひとまずコメントさせていただきました。あり

がとうございます。

○コーディネーター（坂本　正）　どうもありがとうご

ざいました。

　とにかく外からというのが結構難しくてですね、駐車

○司会　吉良村長、貴重なお話ありがとうございま

した。

　それでは、会場から１名だけですね、ご質問やご意

見ございましたらお願いいたします。挙手をお願いし

ます。

　一番後ろの方。

○参加者　私は熊本市民なんですけれども、先ほど野

焼きの意味を、草原を新しくして虫を殺すとか、景観を

守るとか、そういう趣旨で理解している熊本市民という

か、熊本県民と言っていいと思う、たくさんいらっしゃ

ると思うんですよ。その水源保全のためだということに

変えていかなくてはいけないというお話があったと思

うんです。私はそれとても共感するんですけれども、具

体的にどういう方法が一番手っ取り早いと考えられる

か、もしお考えがあればお聞かせいただければ。

○南阿蘇村村長（吉良清一）　ありがとうございます。

　まずは、うちの農家あたりもですね、実際、野焼きを

している農家あたりもそれを知らないということです

ので、まずその辺から、区長さん、区長会では定期的に

こういうことを述べますし、牧野組合が集まるときもそ

ういうことを言っております。また、今年の１月には全

戸に阿蘇の世界文化遺産を目指してというチラシを

作成し配布しました。阿蘇の地下水はこういう具合に

して育まれているということを機会あるごとに言うよう

にしています。

　とにかく草原のほうが地下水涵養能力は高いという

ことをこれまであまり言われてきませんでしたので、こ

れを強くこれからも機会あるごとに訴えていきたいと考

えております。

○司会　よろしいでしょうか。ありがとうございました。

　それでは、ここで、また吉良村長のほう、後でパネル

ディスカッションのほうにもご登壇いただきます。あり

がとうございました。（拍手）

　では、この後、パネルディスカッションに移りますの

で、少し会場の準備をさせていただきます。お手洗い

等ございましたら、皆様、この時間にお願いします。

３．パネルディスカッション

○司会　では、お待たせいたしました。

　それでは、パネルディスカッションに移りたいと思い

ます。

　冒頭の趣旨説明と２つのご講演を踏まえて、阿蘇草

原再生、新たなステージへ～草原の恵みを守るため

の仕組みづくり～をテーマに進めていただきます。

　ここで、ご登壇の皆様をご紹介させていただきます。

　今回のパネルディスカッションコーディネーターと

して、阿蘇草原再生千年委員会委員長の坂本正様、パ

ネラーとして、先ほどご講演いただきました熊本県立

大学特別教授の島谷幸宏様、南阿蘇村長の吉良清一

様、阿蘇市町古閑牧野組合長の市原啓吉様、環境省

阿蘇くじゅう国立公園管理事務所所長の三宅悠介様、

以上になります。どうぞよろしくお願いいたします。

　ここからは、コーディネーターの坂本先生に進行を

タッチしたいと思いますので、先生、よろしくお願いい

たします。

○コーディネーター（坂本　正）　坂本でございます。

　今日は、本当にコロナの厳しい中でございます。限

定的な人ということで、皆様方、今日お集まりいただき

まして、どうも大変ありがとうございます。

　今日はもうテーマもはっきりしていますように、今、

阿蘇、我々はですね、千年委員会世界文化遺産登録

に向けて今活動しているところでございまして、暫定リ

スト入り間近、と言うと誇大宣伝になるかもしませんが、

その暫定入りを目指して今やっている最中でございま

す。その中で一番コアになるのは草原ということです。

そして、九州の北部ですね、この阿蘇の水がめの役割

というのは非常に大きいと。今日その水がめの話をし

ていただいたわけですけれども、有明と福岡都市圏、

非常に大きな流域ですね。有明のノリを支えているの

もこの阿蘇の水だ。このカンデラが水をためているこ

とで、熊本市の世界一の地下水の源流になっているわ

けでございますし、その途中につながる水源が我々の

生活を守っている。それは災害からも大きな役割を果

たしている。その恩恵の部分を話していただきたいと。

当然これは、草原に行って楽しむ、観光客の人たくさん

いらっしゃるわけですよ。観光客の人にもぜひ、たくさ

ん水源がございますが、この水源と阿蘇はつながって

いるんだと、そういうことも分かってもらえればなとい

うことでございます。

　今日はもう既にお二人にご報告をいただいておりま

す。順番は、まず、市原組合長、それから三宅所長、島

谷教授、吉良村長という形で順番でやらせていただき

ます。あとはさんづけでいたしますので、よろしくお願い

します。

　市原さんも大変ご活躍でございまして、また、今日も

お忙しい中、引っ張り出して大変申し訳ありませんけ

れども、今日もガイドのことであるとか、新しい活動を

含めて、水資源の取組もございます。どうぞよろしくお

願いいたします。

○パネラー（市原啓吉）　私も牧野組合ですね、熊本

県北部、阿蘇の一番東側のほうに当たりますけれども、

一の宮町坂梨地区というのがあります。見ていただくと

が湧いているんだと、そういう認識がほとんどです。も

し仮に阿蘇に人が住んでいなくて、水田や草原がなく

て森だった、森林だったとすれば、恐らくこれほどの水

は湧いていないだろうというに思います。

　熊本県とか熊本市のホームページを見てみますと、

熊本の地下水ということで検索してみますと、絵が描

いてあります、地下水の流れがですね。ほとんどは西

原辺りを降った水が地下に浸透して、あるいは白川を

流れて、それがまた菊陽町周辺で地下に浸透して熊本

市に湧いているという絵がほとんどです。阿蘇のカル

デラの中とか外輪山を多く、大門堰にも水が流れると

いうのは書いてありません。それはなぜかというと、そ

ういう研究がこれまでされてこなかったせいです。それ

で、もちろん島谷先生が今日言われましたように、何と

か阿蘇の草原なり水田のそうした影響、大きな貢献し

ているんじゃないかということをですね、今度、研究で

その辺のところが分かってきたということで、これまで

の図とは違った図が恐らく出てくると思います。そうな

れば、多くの方々に草原、水田の大切さがお分かりい

ただけるかと思います。

　こういう機会があるごとに訴えていかなければなり

ませんが、私が最近思っているのは、それとはまた別

に、それだけでは、ああそうだなで終わってしまう。あ

そうかで、それからアクションが起きないというか、何

かそういう気もしますので、今、熊本市の地下水が減

少傾向にありまして、うちの水源の10か所で、先ほど

市川先生のほうから、市川先生で調べてもらって、そう

すると６割ほどの水源では減少傾向にあります。白川

水源は１分か60トンと言われていますが、今40トンし

かありません。それより最も湧水量の多い竹崎水源は

120トンですが、そこは１/３に減っているというような

調査結果が出ておりますので、もう水源、草原が減って

いることが恐らく原因だということで、危機感を与える。

先ほど熊本市の方は……と思いますけれども、熊本市

の水はこれからもう減りますよと、減っていきますよ、こ

のままでは減っていきますよということをもう危機感を

多少与えるような報道というのも、そういうことを何か

変えてもらうというか、先生方からもそういう報告をし

てもらうとか。危機感を与えることも一つの手かなと、

最近はそういうことも思っています。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうございま

した。

　大都市、熊本市のほうですが、これ100年ぐらい

たって地下水が市内に来るんで、今足りるとか足りな

いといっても、まだ大丈夫だという、そういう楽観的な

議論もないわけじゃない。先ほどあったように、水の涵

養とかいろいろは、草原よりも、それは樹木のほうが多

いんだから放っておけという話も結構あるわけですよ

ね、潜在的に。しかも、草原も人の手が入って草原だと

思っていない人も結構、そうするといろんな意味での

理解が及んでいないところで、新しい価値をつくって

やっていくというのはなかなか大変だと思うんですけ

れども、吉良さんが７市町村の中の１人だとすれば、

やっぱり今日の話は、市町村の人たちで県のほうにこ

ういうことだと、まだまだ認識足りないよと。こんなこと

で世界農業遺産取れないよというのをぜひ言ってほ

しいと思うんですが、いかがですか。

○パネラー（吉良清一）　今おっしゃるとおり、これは

阿蘇郡の首長さんが同じ気持ちで同じ方向を向いて、

歩調を合わせなければならないと考えております。そ

の辺は首長さんの会合の中である程度の合意はでき

ております。保安林の改良あたりもですね、これは私だ

け言っても駄目ですので……

○コーディネーター（坂本　正）　保安林の解除はし

てほしいなと。

○パネラー（吉良清一）　いろいろ言っているんです

けれども、ただ、阿蘇のほかの自治体の首長さんと行

動を共にしてやっていきたいと思っています。

○コーディネーター（坂本　正）　よろしくお願いし

ます。

　市原さん、ずっと長年活動してきて、今、ガイドの話も

して、いろんな問題ご存じですよね。それでやっぱり水

源の問題で、水が減っているとか、そういう危機的な状

況もあるんですか。

○パネラー（市川啓吉）　草原のあった時代、つまり

私が高校生ぐらいのとき、その時分はですね、山がま

だこんな大きくなかったもんですから、滝がいっぱい

あったんですね。その滝がですね、今、木が大きくなっ

た現在、だんだん消えてきているんです、なくなってき

ているんです。草原がいかに大切かということは、私

はその高校生のときに学んだことが第一の出発点な

んですけれども、私が高校生のときは、阿蘇くじゅうで

有して、福岡の人も、有明の人も、熊本市の人も、阿蘇

の価値を一緒に分かってもらう、このことが大事だと、

そのことですよね。

　そのことで、もう一つ必要なのは、普通、水源だとか

なんかって、人が住んでいなくて、山の奥から出てきた

ものだというようなこと、阿蘇はカルデラで、これが人

が住んでいるわけですよね。これだけの大きな都市圏

なんで、この都市圏でやってきている水の涵養に依存

している生活、一部の都市と都市をつないでいる、そ

のあたりの関係はどうお考えですか。

○パネラー（島谷幸宏）　昔からここは野焼きをして

いたわけですね。それがたまたまススキだったわけで

す。とても水を節約すると思うんですが、そういうことが

あったからこそ、福岡都市圏にあれだけの人口が集

積できるということなんですね、実は。これがなかった

ら、福岡市はもう水資源ない都市ですから。

○コーディネーター（坂本　正）　全然ないですか。

○パネラー（島谷幸宏）　ええ、全然ないですから、あ

んな人口を養えないわけです。ですから、本来はもう

少し、阿蘇を拝むじゃないけれども、敬意を払ってい

いはずなのに、そこの価値づけができていない間にみ

んながもっと阿蘇をＰＲしてください、最も大切な九州

の山ですからね。そういう意味での価値づけを行うこ

とが、やっぱりこれから持続的にこの阿蘇を維持する

ためには重要じゃないかなと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　僕は後でまた市原

さんにも伺いたいし、吉良さんにも伺いたいんですが、

阿蘇に住んでいて、生活していてですね、だんだん担

い手も少なくなっている。阿蘇の野焼きも大変だと、今

一生懸命やっている。僕はこの仕事に関わったときに、

あと５年たったら大変だよと言われて、本当に大変な

時期だったんですよ。これからまた３年、５年後大変

だよ、何とか延びてきているんだけれども、高齢化はも

ういや応なしに来ますよね。都市圏の人が無関心であ

れば、なおのこと厳しくなる。そこの働きかけ、例えば大

漁旗が来るとかね、そういう話もいいし、ほかの自治

体の人たちとの関係もあるんですが、島谷さんは福岡

に住んでいて、熊本に来て、今、水と環境のことをずっ

とおやりになっていて、それで実家がこちらにあってで

すね、火の山、しかし、水がめとしての阿蘇はそれほど

まだ認識されていない。インパクトはどこに持っていっ

たらいいと思いますか、島谷流の。

○パネラー（島谷幸宏）　私は、やっぱり海だろうと思

います。福岡にですね、志賀島という島があって、そこ

に志賀海神社という神社です。そこは海の神社なんで

す。その人たちは山を誉めるというお祭りをずっとやっ

ているんです。「ああらよい山繁った山」「ああらよい山

繁った山」「ああらよい山繁った山」と３度山を誉めて、

鹿もいるんですね。だから、やっぱり昔から山を管理

するということが海の神にとってどれほど大切だった

のか。一つは、船を造るのに木が要るということなんだ

と思うし、山からの栄養源とか恵みによって海産物が

取れるということも知っていただろうし。それを管理す

るために人間が鹿を射るとか野焼きをするとか、そう

いう行為が必要だということを分かっていた。そういう

ものを見ていくと、やはり海とのつながりを明瞭に意識

することによって、全てが、その間のものは全部つな

がってくるので、そこをつなげていくというのが面白い

かなと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　要するに自然に昔は知っていたんだけれども、だん

だん文明の中で分断されていって、都市圏が生まれて

きて、その生態系というのがだんだん切れてきた。なの

で、今、環境省さんが言っている共存していく生活圏で

す、物すごく壮大な絵なので、マンダラ絵というふうに

言っているらしいんですけれども、一見ね、ちょっと荒

唐無稽じゃないかと思うけれども、要するに昔に戻っ

てつながっていこうということだと思うんですよね。

　そのあたりの話、また後で伺いたいと思いますが、

吉良さん、お待たせいたしました。

　何か専門家じゃないみたいに言われていましたけ

れども、細部までずらっと見たら、島谷さんよりたくさん

書いていましたよね、その。流れをね。あの中の３分の

１ぐらいを島谷さんが今日証明した、科学的に証明し

た。でも、経験的にというか、もう大体分かっていて、し

かし、微妙なことを言われましたよね。なりわいでみん

な分かっているはずなのに、農業をやっている現実の

人は野焼きはやっている、大事だ。でも、景観のためだ

けだったらもうやだという気持ちもないわけじゃない。

それはそうだと思うんです。人のために景観でやっ

たってしようがない。今度はみずがめで、水がめになる

ためだという意識をやっぱりそれほど強くはないんで

しょうか、そのあたりの苦労話からお願いしたいと。

○パネラー（吉良清一）　じゃ本当に苦労話をします

けれども、うちの村は移住者が、結構、都会から移り住

む方がいらっしゃる。何でですかと聞くと、景観とか、き

れいな水がたくさんあるという理由が多いです。じゃき

れいな水は何でいいと思いますかと尋ねると、これに

答える人はまあいません。住民もはっきりとは答えられ

ません。先ほど大きな４つの要因があると言いました

けれども、それを答える人は本当にいなくて、昔から水

から野焼きのボランティアという形で、本当に大勢の

方に来ていただいていて、全国見渡してもなかなかこ

ういうふうな形で、近隣都市圏からこれだけ大規模に

協力を得て環境保全やっているところってそんなに多

くないんじゃないかなって思っています。そういった中

で、今回こういった科学的な知見もさらに明らかに

なってきたので、福岡、あるいは熊本の方に協力しても

らう具体的な意義というか、メリットもより説明しやすく

なってきたと思いますので、こういったことをうまくア

ピールするといいなと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　千年委員会というのは、もう福岡でもやっていますし、

福岡の経済界の人が任意でずっとおやりになってい

て、この話は、福岡の方も言うんですよ、水がめで。やっ

ぱり福岡都市圏は阿蘇で守られているんだという、経

済界のそういう方はおっしゃるんだ、なかなか市民に

浸透しない。これからだと思うんです。

　じゃ今日参加している方、あまり時間がありません

けれども、今までの話を聞いて、ちょっと一、二聞いて

みたいなという、全体でもいいですし、特定の方……

○参加者　野焼きボランティアをやっています。お世

話になっております。

　今日は、最初にお二方で水の重要性という、非常に

理論的に分かりまして、大変ありがたくお聞きしました。

　ボランティアやっていますが、昨日もそうだったんで

すが、阿蘇市にある牧野で輪地切りをやっていました

が、ボランティアの一般の方からこういう質問が来る

んですね。虫もいないのに何で焼かないかんのです

かって。そのときにやっぱり今日の水の話、ＣＯ２の話、

そして私の自分の専門の生物多様性の話とか、そうい

う話をしてあげると大変納得いただけるんですね。そ

ういう意味で、私はボランティアのリーダーもやってい

ますけれども、リーダーの役目というのは非常に重要

になってきているというふうにここ近年思います。ボラ

ンティアは今登録1,000名いますから、延べで昨年実

績ですと2,300名ぐらい出ています、コロナの中で。こ

れコロナが終わったら3,000名近くいくという。さてこ

こで問題なのは、草原の恵みを守るための仕組みづく

りという中で、私たちボランティアはこの先どう向かっ

ていけばいいのか、率直に、市原さんなんかとは初期

のほうから相当いろんな議論をさせていただきました

し、吉良村長は今日初めてなんですけれども、特に吉

良さんと市原さんあたり、我々ボランティアなんですけ

れども、今後どういうふうに向かって行けば、この仕組

み、新たな仕組みづくりとしてお役に立てるのかという

ことをご示唆いただければ大変ありがたい。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　多分、みんな考えて結論が出なくてですね、難しいと

ころではあるんですが、じゃお一方ずつその辺を伺っ

て、島谷さんのほうからいきましょうか。もう短く。

○パネラー（島谷幸宏）　簡単に、じゃ。

　今日ちょっとお話を聞いていて思ったのは、草原が

あって集落あって、水田があって、本当はそれ全体の

土地利用が草原の仕組みを支えているので、そういう

観点をやっぱり大事にしないと駄目かなと思っている

ということです。

○コーディネーター（坂本　正）　何かその仕組みの

中で……

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　コミュニティ

自体がそれ全体を管理して……

○コーディネーター（坂本　正）　何か一つのコミュ

ニティ全体を維持していくことで仕組みができると。

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　草原だけを

守ろうということじゃなくて、それを使う仕組みも守って

いく。

○コーディネーター（坂本　正）　草原を核にして、生

活圏、循環を守っていくという。

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　皆さんもそれ

重 ご々存じ……

○コーディネーター（坂本　正）　それは話が重いん

だけれども、そういうふうにしていかなければ維持でき

ないよということですね。

　じゃ吉良さんのほう、お願いします。

○パネラー（吉良清一）　うちの村にはボランティア

の方が来ていただいていまして、本当に感謝しており

ます。輪地切り、輪地焼き、大変ありがたく思っており

ます。

　ただ、先ほど言われたように、虫がいないのに何で

輪地切りとかやるのということは今日初めて知りまして、

そうだな、本当だな。だから、草原の野焼きの目的をも

う少し分かりやすくボランティアの方々にも伝わる方

法も考えていかなければならないなというふうに思い

ます。引き続き輪地切り、輪地焼き、本当に御協力をお

願いしたいと思います。

○パネラー（市川啓吉）　ボランティアの皆さんから、

私が持っているものが宝物だということを教えても

らったんです。それまでは邪魔物だったんです。これ

は何のためにどうしたらいいんだろうというね、邪魔

でしようがないと思ったら、それは宝物ですよって教え

られたから、ガイドを通して、それで多くの人に知って

５万ヘクタールぐらいの草原があると学んでいたんで

す。だから、ここはアメリカの牛肉と対抗するには阿蘇

ぐらいしかないと、そういう認識があったんです。

　それで、阿蘇は草原があって、みんなが豊かで。それ

は水だけじゃないんです。空気もですね、木よりも草の

ほうが浄化する、あるいは高いと言われているんです。

そっちのほうも目を向けんといかんとですね。ですか

ら、私はガイドのとき、そういったことを皆さんにお伝

えしているんです。だから、私、200人以上、去年、おと

としとガイドをしましたけれども、そういった人に一人

一人ね、みんな伝えて、阿蘇の草原はいいというけれ

ども、どんなところがいいですかって。空気がいいと。

景色が見れる。これは森林になったら景色は見えない

んですね。だから、森林はちょっと空気がいいように考

えるかもしれませんけれども、景色が見えないと、その

中での活動だけしかできないから。草原の場合は見

渡しができますね。阿蘇の山を見渡しながら草原を歩

くといかにすばらしいかというのがみんなが知ってい

るんです。そうすると、来られた方たちは、心が癒され

たと言って帰られるんです。ということはですね、私は

いつもみんなに訴えているんですけれども、あそこの

草原というのはね、名医だって。それがやぶ化してい

けば、やぶ医者になるって。だからね、草原は守ってい

かんといかんて。それをね、地元の人がやっぱり知る

必要があると思う。お医者さんをね、育てているから頑

張ろうと、そういう意識。そして周りから来る人たちの

癒やしてもらうんだったら治療代ぐらい払えと。ただで

来て帰っていくのはどういうことかと。そういう認識の

下に、より多くの人に、阿蘇を支えるためにはそういう

外部からの援助も必要なんだと。高齢化になったら、

ボランティアの皆さんが応援に来てくださっています。

ボランティアさんも高齢化しているんです。ですから、

より若い人たちにも訴えて、若い人の力も活用できるよ

うにしていかなくちゃいけないと。そういうふうに考え

て、阿蘇の草原の水だけでなく、空気を守るという、そ

れは全ての人に関係してくるので、ぜひそういったこと

を知ってほしいなと思って、今のところ頑張っています。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　でも、滝がなくなっている、減っているというのは、本

当にちょっと衝撃的な話ですよね、やっぱり環境問題

の中で。あるいは草原といったら、草原の場合は、崩れ

てもすぐ復活すると。だから、地震とかなんかあっても、

崩れたところから復活するというので、非常に強いも

んだという意識があるんですが、滝がなくなっていると

いうのは、ちょっと私も考えが及ばなかったんですけ

れども、やっぱりそれも一つの象徴ですね。滝の復活

も大事になるかなというふうに思いますね。

　コロナ禍にもですね、そういう地元の方もおられる

ので、そういうのを知っている方もおられると思うんで

すよ。やっぱり何が変化したかって。その後、島谷さん

に全部証明してもらうというのが一番やりやすい方法

かなというふうに思うんです。

　じゃ、最後というわけじゃありません、まだ一巡して

きたわけですけれども、今まで話を聞いて、三宅さん、

今まで北海道へ行って、熊本にこちら通ってきて、これ

からまた大きな活動があって、世界文化遺産を担うよ

うな、そんな話があって。今回の企画も関係者も非常

に大きな研究の課題、やっていると思うんですよね。

やっぱり子供の教育含めて、観光含めて、何を訴えて、

阿蘇をみんなと価値を共有していくっていう、その肝の

ところは何だとお考えですか。

○パネラー（三宅悠介）　なかなか難しいかなと思っ

ているんですけれども、分かりやすさというのは非常に

大事なのかなと思っています。島谷先生おっしゃって

いただいたみたいに、阿蘇で仮に草原が全部森林に

なってしまうと、1,000万トンぐらい水が減るので、有

明海のノリ養殖のための緊急放流がもうできなくなる

んだとかですね、福岡市であれだけの人口を維持でき

なくなるんだという、そういう分かりやすいメッセージ

と、あと、村長おっしゃっていたみたいに危機感を少し

あおっていくようなことも考えていく必要があるかと思

います。

○コーディネーター（坂本　正）　災害もひどくなりま

すよね、一気に流れてくるわけですから。

○パネラー（三宅悠介）　そういうのをうまくアピール

していくと。

　それで、地域循環共生圏、先ほど非常に分かりにく

いというようなお話もいただいていて、ちょっと私たち

の職員もなかなか理解することも難しいんですけれど

も、実はこの阿蘇は割とそういう意味では先進的な地

域だと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　あれは阿蘇を説明

するためにつくった地域循環圏だと私は思っておるん

ですね、ずっと、広いから。ただ欠点はですね、土地に

ずっと水道になって、いろんな都市部があって、海で

しょう、有明。遠いんですよ。だから、阿蘇だと思っても

つながりがぼんやりするんで、なかなか下流にいる人

たちが恩恵をですね、ぼんやりしか分かりにくいなと

いう、ちょっとそこのところですよね。

○パネラー（三宅悠介）　そうですね。ただ一方で、こ

のエリアには、今でも福岡県、あるいは熊本の都市圏

子供も大人もお年よりもですね、女性も男性も関係なく、

みんながそういったことを知る必要があると思うので、

それを情報として発信する。それが環境省さんなり、農

水省なりなんなりですね、大きなところからメディアを

通してでもなんでもですね、発信していくということは

大事だと思いますね。

　私も地元の農家に住んでいる限り、農家の人たちに

その宝物を守っていく必要があるんだよということを

強く訴えていきたいと思っているので、今取り組んでい

る小学生の草原学習とかですね、そういったものをぜ

ひ活用して、さらに将来のボランティアさんなり、地元

の担い手を構成できるように頑張っていきたいと思っ

ています。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　それでは最後に、大トリになります。三宅さん、お願

いします。

○パネラー（三宅悠介）　ありがとうございます。

　環境省は最近脱炭素、カーボンニュートラルという

ことで、環境省というか全政府を挙げて取り組んでい

ますけれども、先ほどご紹介あったとおり、阿蘇草原で、

このエリアの世帯の排出量の1.7倍の二酸化炭素を

固定しているということがあります。そういった観点か

らの重要性というのもこれから訴えていくと、社会の流

れにも乗っていけるのかなというふうには思っており

ます。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　今ある阿蘇の生活圏、これはやっぱりボランティア

の人を含めて草原を維持していく、水を守っていく。そ

のことが福岡都市圏、熊本の都市圏、多分、大分も入

ると思うんですね、北九州、九州の上のほう半分は阿

蘇に支えられているんだという意識は重要だと思いま

すが、何よりもこの仕組みを維持していくためには、子

供が、今日は残念ながら参加が難しかったわけです

けれども、やはりこの内容を共有する、防災意識として、

郷土の誇り、伝統というものを共有して、それを同じ地

域の世代がみんな使えていくような、そういう教育シス

テム含めてですね、これからの新しいステージづくり

が必要かなというふうに思います。

　今日はどうも大変ありがとうございました。（拍手）

○司会　坂本先生、パネラーの皆様、大変ありがとう

ございました。

　ご来場の皆様、限られた時間ではございましたが、

ありがとうございました。また、配信でご覧いただいて

いる皆様、お聞き苦しい点が多々あったと思いますが、

お許しください。

　阿蘇草原再生協議会では、本日いただいたアイデ

アも参考にさせていただきながら、今回の分科会の

テーマである草原の恵みを守るための仕組みづくりを

進めてまいりたいと思いますので、皆様、今後ともご協

力のほど、どうぞよろしくお願いいたします。

　それでは、阿蘇分科会はこれで終了とさせていただ

きます。

　皆様、もう一度拍手をお願いいたします。（拍手）

　ここで、皆様にご連絡ですが、この後、第13回全国

草原シンポジウム本会場と全国３分科会の開場をつ

ないでの全体会がオンラインにて開催されます。この

会場で流しますので、ご興味がございましたら引き続き

見ていただければと思います。

　皆様、本日は大変ありがとうございました。

もらう必要があるというふうに考えたわけで。というこ

とはですね、地元の人もそれを宝物とは思っていない

んです。ですから、ボランティアさんが地元の人と交流

するときに、そうした宝物を発見したら、ここにはこう

いうすばらしいものがありますよということをまず伝え

ていただきたいと、自分たちが発見したことをですね。

でも、多くの人は気づかないんですよ。それをまず教え

ていただくということ。

　そして、気づいたものをほかの人たち、つまり新たな

ボランティアさんが来れるように、そういうのをまた教

えていただくと。学校の生徒さんたちなんかもきても

らっているので、そのときにはね、本当に助かっていま

すけれども、そういった若い人たちですね、今後のそう

いう支援に回れるような、そういう仕組みづくりという

ものも大事かなと思います。

　今後そういうふうにして、農家さん、ボランティアさ

ん、お互いいろいろ、ほかの観光で来る人だって阿蘇

の草原の大切さというのをね、みんなに伝えていく必

要があると思うんです。生活環境を守るために何が必

要かという、そういった点で、私たちはみんなが草原

を通して生かされているということを認識できるように

伝えていくことが大事だなと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　今、もうボランティアさんも草原を守る非常に大きな

担い手で、やっぱりみんなで一緒に考えて出し合って

いくと。仕組みづくりは大体こう見えているんですけれ

ども、具体的なところはいま一歩手前かなという感じ

がします。

　三宅さんはそういう話を踏まえて、環境省としては、

このステージづくりをつくったら、絶対支えていくんだ

というような意気込みもあったらよろしくお願いします。

○パネラー（三宅悠介）　ありがとうございます。

　私もせっかく阿蘇に来たものですから、今年、個人

的ボランティアに参加させていただいて、非常にすば

らしい仕組みだなと思っています。あまり私自身は課

題は見当たらなくて、もうどうやってこの組織を継続、

発展させていくかというところかなと思っていますので、

我 と々してもしっかりサポートしていきたいと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうございま

した。

　もう大体時間がまいりましたので、今日は限られた

時間でございました。でも本当に２人のスピーカーの

方には簡潔に要点を絞ってお話しいただきましたし、

彼らの中で議論は大分深まってきたかなというふうに

思います。

　それでは最後に、今日の会を終えるに当たって一言、

今後の課題、あるいは自分が今考えていること、一言

ずつお話しいただいて、閉めたいと思います。

　じゃ島谷さんのほうからお願いします。

○パネラー（島谷幸宏）　今日ちょっといろいろやっ

ぱり聞いていて思ったのは、これからまたポストコロ

ナで地域分散というのが非常に重要で、その中で、子

供たちがこういうことに参加できると、すごいクリエイ

ティブな人間ができていくんだろうなというのをすごく

思っていて、環境省の方ともいろいろとお話ししている

んですけれども、やっぱり防災教育と環境教育を一緒

にするだとか、そういう形の新しい展開で、子供たちの

力をもっとつけないと、これからのサバイバル時代を

乗り切れないので。ボランティアみたいなものは、何か

学校教育としてちゃんとやっていく必要があるんかな

という話を聞いていていろいろと思いました。ありがと

うございました。

○コーディネーター（坂本　正）　じゃ吉良さん。

○パネラー（吉良清一）　私は特に自治体の首長とし

て、発信力が大事だと思います。島谷先生から情報を

いただいて、その情報で理論を武装して、強く訴えてい

きたいと思います。また、阿蘇の首長さんたちとも足並

みをそろえて、さらにどんどん盛り上げていきたいと思

いますので、これからもよろしくお願いいたします。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうございま

した。

　じゃ市原さん。

○パネラー（市原啓吉）　これは前の環境省の所長さ

んが私に教えてくれたことですけれども、イエロース

トーンが国立公園になったときですね、神が創造され

たもので、決して私有物にしたり、少数の利益のため

に開発すべきものではない。この地を国民のために永

久に保存するには国立公園にするという、そういうあ

れでこれをまず、イエローストーンが国立公園になっ

たと。それで、日本の昭和31年に国立公園法が制定さ

れて、1934年に初めての国立公園ができたと。その中

でも阿蘇もそういう国立公園になってきたということで

すね。

　そこには、やはり草原というのが大々的にあったわ

けで、だから国立公園になったわけで。阿蘇山があっ

ても、阿蘇山という山はないんですね。阿蘇山というの

は５つの山が成り立って阿蘇山って言うんで。その阿

蘇山は、草原があって初めて目立つんです。つまり主

役はですね、脇役がいないと目立たないんですよ。そ

の脇役である草原は、脇役だけでも重要な働きをして

いるんで、それをみんなに知っていただくためには、
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命的には窪地ができ、湿原ができ、それが消えていく段

階である中の現在、一断面を見ていることになりますの

で、人工的に何をしていくのかという事については、今

の時代に生きている私たちでしっかりと決めればいい

のではないかと思います。

　ただ、内山さんが先ほどおっしゃいましたけれども、

湿原という生態系が何も触れずに保存するということ

ができないものなので、例えば広いまま残そうとするの

であれば、三瓶山の姫逃池というところでは、毎年水草

をしっかり取るという作業をしています。そういうやり方

もありますので、その部分は地元に近い専門家の方な

どと一緒に、管理を考えていけばよろしいのではないか

と思います。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございます。

　ご質問へのご回答は以上でよろしいでしょうか。

○教育委員会事務局長（梅原　巧）　ありがとうござい

ました。

○稲取地区特別財産運営委員長（山田賢一）　財産区

の山田です。

　内山さんの話を今まで聞いてきまして、細野高原の一

番古い写真をお出しいただけますでしょうか。

　この下の方に見えるのがゴルフ場ですけれども、また

ずっと上のこちらの方、河津との境界以外のところにつ

いて、私たちが学生だった昭和47年以前にはすべて

入谷区で山焼きを行っていました。真ん中に熊口の水

源がありますが、こちらの方はゴルフ場で、ここからバイ

オパーク、ゴルフ場まで草原でした。さらにもっと上の

方、そこら辺までが草原でした。40年代後半、50年代

に高山通りということで植林をしまして、現在あまりいい

山だとは言えませんが、ほとんど植林されています。

　現在は、昔から比べれば３分の１ぐらいの広さです。

そういう意味で、先輩の皆さんがそれだけ頑張って、こ

の３倍、４倍の広さを管理してきたので、私たちも管理

していかなければという気持ちがありますが、どのよう

に維持していくのか、その部分で悩んでいます。

　今年、財産区の役員の皆さんと相談して、この部分は

急傾斜地で山焼きをすると岩が落ちてくる為、来年の山

焼きからやめることになりました。放棄という形になりま

すが、管理する人の安全の為です。

　また、これも内山さんがおっしゃっていたことですが、

ここが熊口水源ですけれども、ここからここまでの部分

は大体40～50ヘクタールになります。役員の皆様と現

在考えていることが、ここから上については水源地とな

りますので手は入れないですが、こちら側の部分を将来

的に、先ほどの体験学習や観光のためのイベントなど、

自然を保護しながら利用していただくことはできるかど

うか、その部分についてご意見をいただきたいと思いま

す。以上です。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

　この山の上の部分は保全を継続していくべき場所だ

というふうに、先ほど内山さんもおっしゃっていました

ので、この辺りの草原を保全していくために、利用する

方向にもっていければ良いのではないかと思いました。

○実行委員（内山義政）　特に保全すべきということで、

企業などどなたかに利用していただければという提案

であると思いますが、少しこれまでの話をまとめながら

になりますけれども、例えば観光利用、ちょっとした休憩

所や東屋を設けるとしても、茅葺きの使用やそれを体験

してもらうといった中で、防火線も含めた草刈り作業と

いうものにも触れていただき、現在、ベテランの方だけ

で頑張って維持している防火線の管理を、将来的には、

少しでも若い世代が山焼きに入っていけるようにする

ためのフィールドとして使用していくことができればい

いのではないかと私個人として受け止めましたが、会

場の皆さんはいかがでしょうか。

○ネイチャーガイドクラブ（富永眞弘）　下側を利用

する案が出ていますけれども、湿原は現在４つあり、３

つはそのエリアに入っていますので、特に芝原湿原の

水源というのがかなり上のほうに延びてきています。

その部分が荒らされないよう、注意していただきたいと

思います。

○実行委員（内山義政）　そうしたピンポイントに保全

すべき場所というのは、ネイチャーガイドクラブの皆様

やジオガイドの皆様など、地元で見てきた人にしか分

からない場所もありますので、情報共有を行っていく必

要があるのではないかと思います。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　皆様、ありがとうご

ざいます。

　茅葺きや環境教育としての利用、観光資源、あるいは

保全や利用の方法について、様々なことをお話しいた

だきました。

○司会　それでは、ただいまより東伊豆会場の分科会

のほうを始めさせていただきます。

　ここからの分科会の進行については、地域おこし協

力隊の藤田翔さんと実行委員の内山義政さんにお願

いをします。また、パネラーとして入谷区町内会長の鈴

木豊美様に御協力をいただきます。

　それでは、どうぞよろしくお願いいたします。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　地域おこし協力隊

の藤田と申します。本日はよろしくお願いいたします。

　最初に、ご存知の方もいらっしゃると思いますが、簡

単に自己紹介をさせていただきます。

　地域おこし協力隊の藤田翔と言います。東伊豆町に

来て今年で３年目となり、地域おこし協力隊の任期が

最終年度となります。東伊豆町に来る前は、笹岡先生も

おられるのですが、東京環境工科専門学校というところ

で自然について学習していました。本日はよろしくお願

いいたします。

○実行委員（内山義政）　皆さん、こんにちは。内山で

す。私は稲取の田町区出身でして、高校卒業後、大学に

進学しまして、就職して静岡県内に戻ってきましたが、

2019年から職場の休業制度を使いまして、東京都立

大学の大学院に通わせていただいています。草原生態

系の保全を研究テーマとして研究を行っていまして、

フィールドを細野高原とし、地元に通いながら調査を続

けています。本日はよろしくお願いいたします。

○パネリスト（鈴木豊美）　皆さん、こんにちは。私は細

野高原を管理する稲取の４つの町内会の１つ、入谷区

町内会の会長で、区長を務めています鈴木です。入谷

区は細野高原に隣接しておりまして、昔から関わりが深

い町内会でございます。以上です。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　それでは、東伊豆

会場分科会を開会いたします。

　東伊豆会場の分科会のテーマは、『利用・保全・継

承』の３点となります。

　まず、テーマに決めたこの３点ですが、午前中にも説

明がありましたが、それぞれがローテーションしてしっ

かり循環していかないと、細野高原というものはなく

なってしまう。若しくは、一つがマイナスの方向へ向かっ

てしまうと、その次へ次へとどんどんそのマイナスが引き

ずられ、負のスパイラルになってしまうということで、そ

れぞれの問題を全体的に考えていけたらなという思い

で、このテーマにさせていただきました。

　最初に、利用について、私、藤田がお話しさせていた

だきます。

　最初に、細野高原のこれまでの利用ということで、午

前中もお話が出ていましたが、細野高原は茅場として

利用されていました。茅は、茅葺きや、昔は畑を耕すた

めに牛などを使っていたので、そういった家畜の飼料と

して使われていました。また、ミカン畑に敷いて防寒や、

雑草が生えないようにしていたり、現在においても山菜

狩りなど、多くの需要がありました。特に昔の利用に関

しては、生活により密着した需要が多くありまして、現在

とは異なり、少子高齢化が問題視される以前のことでし

たので、担い手も十分に補充されており且つ、町民全体

で利用され、さらに町全体でしっかりと保全がされてい

ました。

　そして、現在の細野高原の利用ですが、現在は生活

というよりは観光やレジャー、体験というのが主な利用

方法になっていると感じます。他にも、ハイキングや

ツーリング、少しではありますけれども、畑、山菜狩りな

どもされています。

　昔と現在の利用の変化を見てみると、生活必需でし

たが、必需ではなくなってきているという見方ができると

思います。昔の生活にどうしても密着なものというのは

必然的に利用・保全・継承のサイクルが形成されていま

したが、その利用価値が現在は少なくなってきていると

いうことで、しっかり現在の姿に合う利用価値を見いだ

さなければならないと考えています。

　また、昔は町民、町全体で生活に必要なものでした

が、現在は担い手不足や利用価値の減少に伴い、管理

全体の費用も不足しているような状況だと思います。そ

の中で、この３つの循環をしっかり考えていかなければ

と思い、現在の利用についてですが、ハイキングやツー

リングについては、そこまでお金が落ちたりするような

ものではないと思っていまして、もっともっとその利用価

値を最大限に発揮できる何かを町全体で考えていく必

要があると考えています。

また、その利用からしっかり細野高原の背景や保全を

したいという、最近だと森づくりなどに興味関心がある

方もいらっしゃると思うので、そういった層に向けて体

験やレジャー、観光、教育、そして利用することで保全・

継承への誘導を見込んでいき、その負のスパイラルか

らいい方向へ改善していくことが必要ではないかと思

います。

　ここで、他地域における利用方法について事例を幾

つかご紹介します。

　ご存知の方もいらっしゃると思いますが、隣町の伊東

市の大室山ですが、大室山自体が国の天然記念物に

なっておりまして、こちらでも毎年山焼きを実施されてい

ますけれど、こちらはリフトで３分ぐらいで山頂まで上が

れるという、気楽に行けるレジャースポットになってい

ます。そこでは料金も掛かりますが、毎年山焼きの火入

れ体験ができるので、そういったところで人手を解消し

つつ、お金も落としていただいているというような場所

です。

　こちらは先ほども紹介がありましたが、生石高原でも

和歌山の大学と連携し、イベントを通じて保全や茅葺き

の文化を発信している場所です。やはり担い手不足の

解消や保全をする上では、どうしても人手が必要になり

ますが、そういった教育や、学生などと連携して学びの

場としても利用してもらいつつ、保全もしっかり手伝っ

ていただくというような場所です。先ほどもお話がありま

したけれど、クラウドファンディング、応援したい気持ち

をお金で送るというような資金集めもされています。

　こちらは阿蘇です。先ほどお話にも上がりましたが、

阿蘇では環境省との取組を進めていて、各教育機関で

教材も作成しており、地域での体験を含め、学ぶ場を作

られています。また、環境学習の講師も派遣されているな

ど、行政と町がしっかりと連携して進めている地域です。

　ほかにもエコ資源にということで、ＳＤＧｓについても

先ほどお話がありましたが、例えば茅葺きに使われた

茅というのは取替えの時期になると、いい具合にほぐれ

て柔らかくなり、畑の肥料や雑草がはえないように敷い

て利用することや、阿蘇でも利用例があったと思いまし

たが、家畜の飼料としていたり、海外の事例ですが、バ

イオマス燃料にしていたりします。こういったことは施

設や仕組みが整備されれば、幅広い活用を検討してい

けるのではないかと思います。

　利用についてまとめとなりますが、現在の利用という

のは、景色を楽しんでいただくことなどですが、そこから

もう一歩踏み込んで、例えば細野高原の山焼き文化や

山焼きすることでどういう種類の生き物が保全されるの

か、もう少し踏み込んだ部分について、少しでも関わっ

ていただく利用というのを検討していけるといいなと

思っています。例えば、教育機関での野外学習ですが、

授業の一環として細野高原の概要などを知りつつ、危

険なことはできませんが草刈りを体験していただくなど、

実際に関わるという利用方法が良いのではないかと思

います。

　また、一般の方の立ち入りはできませんが山焼きに

ついても例えば、安全地帯を設けて見学していただくこ

とや、大人の方だったら草刈りを体験していただくなど、

より深く知り、関わっていただくことが大事だなと思い

ます。

　そして、春は山菜狩り、秋はススキイベントを実施し

ていますが、一時的な、季節的なイベントではなく、通年

体験できるサービスを作るなど、知ってもらう・認知して

もらうということを意識して進めていけたらと思います。

最終的に、継続的な利用、収益化をして、継続させるこ

とが必要だと思います。これらのことは町全体で考え、

推進していくべきことではないかと思います。

　『利用・保全・継承』、このうち１つが抜けても細野高

原を守っていくことはできないので、３つともバランスよ

く循環させていくことが不可欠であると思います。以上、

「利用」についてとなります。

　続きまして、内山さんお願いします。

○実行委員（内山義政）　それでは続きまして私のほう

から、３つある『利用・保全・継承』のうち、「保全」の部

分に関して発表させていただきます。

　最初にですが、午前中もお話がありましたのでご存

じの方も多いと思いますけれども、草原をめぐる全国的

な課題をもう一度整理させていただきます。

　左の図が阿蘇ですけれども、1930年代にこの地図

で示しているグレーの部分が全て草原でしたが、2000

年、一番右側の図ではグレーの部分が入って、ほとんど

が黒の部分、森林に変わってしまっているという傾向が

筋山周辺により多く分布しているということが傾向とし

て見えてきました。

　次、お願いします。

　これと同じように重ね、こちらには植物の種がすべて

落ちていますが、代表的な種を抽出してみると、例えば

ジザゲタシ、カラナデシコ、リュウノウギクといった何種

類かの植物が、草原のこういった場所で見られる特徴

的な種類であると思います。

　こうした結果を基に考えていくと、草原特有の植物を

保全していくには、この三筋山の山頂から桃野とマナイ

タウラ、先ほど示したエリアですけれども、この周辺を今

後も確実に山焼きをして管理していくことが重要ではな

いかと思います。

　１つ、まずは保全の指標として、こうした場所だけに

分布する植物種を上げて、保全の目安として考えてみて

はどうかということ、２つ目に山焼き管理の後継者育成

という観点では、保全上特に重要な場所とそれ以外で

かつ安全、平場で作業してケガが起きないような場所

ということですけれども、そうした場所で、先ほど藤田さ

んからも話がありましたが、管理の点検、具体的には防

火線の草刈りですとか、そういうものが手鎌で、例えば

各区の作業で余ったエリアでもいいですし、そうした場

所が少しでも確保できるようになっていけばいいので

はないかと考えています。

　今回、細野は草原のほかにも湿原が４か所ありまし

て、そことその周辺に希少なラン類などの植物が見ら

れますが、こうした希少種に関しては共通のリスクもも

ちろん非常に高いものですから、財産委員会の専門員

ですとか、ネイチャーガイドグラブの方々の助言ですと

か情報交換を深めていくことが大切だと考えています。

　また、明日、現地でお時間があれば是非見ていただ

きたいのですが、富永さんにはお話をせず申し訳ござ

いませんが、駐車場の裏側の空いているところにネイ

チャーガイドクラブの皆さんでこのような細野で見られ

る希少種の種子を採取して、現場で保全をするという

試みをされております。こういう試みというのは、保全生

態学の研究者の中ではあまり聞かない話ですので、ぜ

ひ取組を進めていったほうがいいかなと私自身は考え

ております。

　私の方からは以上となります。ありがとうございました。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうございま

した。

　保全についてですが、山焼き管理の後継者育成とい

うことで、保全の場所を限定しながらも、しっかりと希少

な植物を保全できるように、重点的に行っていくという

ことでよろしいでしょうか。

○実行委員（内山義政）　今の山焼きの範囲をしっか

りと維持していくのは大前提ですけれども、確実に保護

すべき場所というのを知っておく必要があるのではな

いかと考えています。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　保全上、重要な場

所以外且つ安全な場所での管理体験というのも、保

全・利用ということで繋がりがあると思います。もう一歩

踏み込んで山焼きについても学習できるような体験が

あれば、その後もしっかりと後継者が現れてくるのでは

ないかと、利用の観点から思いました。

　それでは最後に「継承」について、鈴木さんよろしくお

願いします。

○パネリスト（鈴木豊美）　「継承」についてですけれ

ども、細野高原の景観維持とか害虫駆除、生態系の保

護のためには、山焼きが必要です。先ほども例に出てい

ましたけれども、山焼きをするには細野高原以外に燃

焼させないように管理をするため、まず20メートルぐら

いの防火帯を作ります。10月にその部分の草を刈り、

11月にそれを燃やし、2月に山焼きを行います。この作

業を現在、4区で行い、山を守っていますが、各区とも若

者が減り、高齢化が進んだことから、作業する人の確保

も難しくなってきています。先ほどお話がありましたが、

2008年に全国草原シンポジウムのときにも、山焼きを

続けるためにボランティアを募ったり、学校の総合的な

学習の時間で子供たちに野焼き体験をしてもらうことも

文化継承に必要だと言っています。ボランティアを募る

にしても、火が入ると風向きが変わります。初めは見学

するのでも経験の積み重ねが必要でしょうと思います。

　そしてまた、令和２年９月に細野高原を考える会を発

足しています。この会でもやはり細野高原の管理、山焼

き、防火帯などを今後同様に継続していくことは困難に

なりつつあるとしています。４区で細野高原の観光、産

業などの資源としての活用や周辺の地権者と協力した

新たな魅力の創出を図っていきたいということが、発足

の経緯となります。今後、どうしたら会として細野高原の

魅力を発信することができるか、良いご提案がありまし

たらご意見いただけますと幸いです。

　山との関わりがなくなりつつある今、細野高原を残し

ていくためには、守りたいと思う人を増やしながら、山

仕事を行っていくしかないと考えています。特に若者と

の連携が重要と考えます。若者は斬新なアイデア、企画

力、行動力、情報発信力、また体力など、地域活動に必

要なものを多く兼ね備えているかと思います。「継承」に

ついての私の発表については、以上となります。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうございま

した。

あります。もちろん阿蘇でも、全国のほかの地域でも再

生に向けた取組は進んでおりますが、全国の草原面積

というものを、右の図ですが、まとめてみると、1920年

代は３万から４万平方キロメートルあった草原が、

2000年頃になると5,000平方キロメートルまで大幅

に減少しているということが分かります。このことは細野

高原、全国どの草原でも同じですけれども、管理の手が

足りなかったり、土地の改変、植林であったり、開発行

為などによって面積の減少が進んできたということが原

因として上げられています。

　次、お願いします。

　植物に着目していきますけれども、草原特有に見られ

る植物への影響というものを考えてみると、今までお話

ししてきたような草原の面積の減少というものと、この

今も維持されている草原の中の管理、山焼きであったり、

草刈りであったり、この頻度が低下したり中断したりす

る。例えば細野は日本の中でも本当に珍しく、もしかし

たら中断された年もあったかもしれませんが、記録のあ

る限り、毎年山焼きをしてきているということで、非常に

貴重な草原となっています。全国的に見ると２年に一遍

だったり、例えば東日本大震災の頃に消火ヘリが飛ば

ず、仙石原では山焼きが中止になりましたけれども、そ

ういったように数年中断したり、なくなってしまったりと

いう場所も多いです。こうした２つの要因が複合的に絡

み合って、そこに出現している草原特有の植物に影響

を与えているのではないかということが近年様々な研

究で言われるようになってきました。

　今回の発表では、具体的なメカニズムですとか、専

門的な話まで踏み込みませんが、私が細野高原で植物

等のデータを取った結果を基に、どういった場所が「保

全」に適しているのかということですとか、あとは、これ

までの土地利用の変化というものを改めて航空写真で

振り返りながら、一緒に考えることができればと思って

います。

　それでは、次お願いします。

　ここが稲取の細野高原の現在の航空写真になります。

見ていただいている真ん中付近が細野高原で、右側に

ゴルフ場と伊豆アニマルキングダムがあります。

　次、お願いします。

　これと同じ2017年の写真、稲取の方はこれで分

かっていただけると思うんですが、今回初めて来ていた

だいた方は、先ほどの東伊豆町観光協会のパンフレッ

トを開いていただくと、真ん中に水源涵養保安林があっ

て、それがかなり目印として分かりやすいと思いますの

で、そこを見比べながら、過去の土地利用というものを

見比べていただければと思います。

　続いて、これが2000年です。これは今とほとんど変

わりないかと思います。

　次、お願いします。

　これが1989年ですけれども、これと先ほどの2000

年を比べると、植林が少し進み、西側の河津町のほうで

山焼きが、その前からされなくなっていたのが進んでき

たということが分かり、樹林化が進んできたということ

が分かると思います。

　これが1980年です。先ほどの水源涵養保安林の植

林がされる、外側に広がる前という感じです。

　これがかなり前になりますけれども、1964年です。こ

のあたりから多分、当時の状況をご存じの方もいらっ

しゃるかもしれませんが、まだ私が生まれていない時代

ですけれども、これと先ほどの写真を見比べていただけ

ると、今のゴルフ場の辺りですとか、茅場がかなり減った

ことが、河津町側のほうですけれども分かると思います。

　これがさらに昔の1947年ですけれども、こちらは先

ほどの写真より引いて写しているので、もう少し白田の

ほう、東側のほうまでずっと広く茅場が広がっていたと

いうことが分かると思います。

　次、お願いします。

　これをもう一回まとめてみると、1947年には、グレー

の部分が草原ですけれども、これだけ一面広がってい

たものが真ん中の水源涵養保安林の植林が進んだり、

河津町側のほうでの山焼きが中断したことによって樹

林化が進んだり、国有林、北西側のほうが山焼きしなく

なって樹林化が進んだりという傾向が分かるかと思い

ます。

　このデータを基に草原がどれぐらい減ってきたのか

というのを出しましたが、2013年から2015年に１か

月に１回程度、この遊歩道の道にほぼ沿った形になり

ますが、第１駐車場から熊口、マナイタウラというのが

真ん中の水源林ですけれども、そこから三筋山を登っ

て桃野を進んで、ＧからＨというこの区間です。パンフ

レットでいうと、６番から５番、４番に行くルートですが、

ここを歩いて道の分岐で区切った区間ごとに出てきた

植物の種類を記録しています。あとは、草刈りと山焼き

の多い区間を記録しています。

　これを統計的に解析して、詳細は省きますけれども、

山焼きと草原がどれぐらい周囲にあるのかという影響も

加味して、そこにいる植物の種類のパターンを比べて

みると、三筋山からマナイタウラのこの緑色で囲った範

囲に見られる植物と熊口の水源林の自然、青色で囲っ

た範囲で見られる植物というのは明らかに種類が違っ

てくるということが分かります。山焼きとまとまった草原、

両方の効果で維持されている植物というのが、この三

　一点ご質問よろしいでしょうか。４区一体で管理をさ

れていると思いますが、例えば小学校などの教育機関

に山焼きのやり方や、草刈りのやり方を伝えるときに、手

法については4区統一された管理等はされているので

しょうか。

○パネリスト（鈴木豊美）　管理自体は財産区が指導

していますけれども、大体４区とも同じような方法で防

火線刈りをやっています。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　財産区から教育機

関、子供や大人に管理体験を提供する事は可能なので

しょうか。

○パネリスト（鈴木豊美）　安全なところであれば可能

と思われますが、その指導を行う方を誰にお願いする

のか、要するに財産区で子どもたちを預かってやるとか、

学校のイベントとしてやることで先生も現地にきて子供

を見守ってくれるか、そのあたりの仕組みを整備してい

かないと難しいのではないかと思います。安全な場所

でそういった体験を提供できる場所はあります。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　行政と連携した取

り組みとして行うことも可能なのではないでしょうか。

○パネリスト（鈴木豊美）　可能だと思います。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

　その他に、それぞれの観点からご質問など有ります

でしょうか。

○パネリスト（鈴木豊美）　内山さんにお伺いしたい

のですが、山焼きをしていかないと、この希少種という

のは絶滅してしまうのでしょうか。

○実行委員（内山義政）　先ほど、箱根で2011年に山

焼きを中断したというお話をさせていただきましたが、

実際に見かけられなくなった種がありまして、その後数

年かけて追跡しても復活しなかったという例もあります

ので、できれば毎年焼いているところは、私個人の思い

として、維持していければと思っています。

○パネリスト（鈴木豊美）　先ほどのお話で、細野高原

の山焼きは継続してやってきたという事でしたが、実は

１年だけ実施していない時がありました。その翌年は、

野ネズミやモグラ、が増え、茅が枯れたところがだいぶ

あります。やはり、動物の生態系も崩れていくという事で

しょうか。

○実行委員（内山義政）　おそらく、動物の生態系にも

及んでいるのではないかと思われますが。

○パネリスト（鈴木豊美）　ありがとうございます。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）

　私共の方から、今後の『利用・保全・継承』について、

具体的にどのように進めた方が良いという事は言えな

いのですが、各視点からはこのような意見となりました。

　この後、会場の皆様からも、このような利用をしてみ

てはどうか又はこういう試みをしてみてはどうかという

ご意見がありましたら、そのことについて具体的な方針

や対策を模索していきたいと思います。

　現在、１時４０分ですので、１０分ほど休憩の時間とさ

せていただきます。休憩後に1時間ほどですが、皆様よ

り何かご意見を伺いたいと思いますので、よろしくお願

いいたします。

（休　憩）

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　それではご意見を

伺っていきたいと思いますが、先ほど休憩中に、細野高

原のススキを実際に茅として利用できるのかという事

で、日本茅葺き文化協会の安藤様にいろいろとお話を

伺いまして、とても興味深い内容でしたので、活用方法

等について是非お話をいただきたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。

○（一社）日本茅葺き文化協会（安藤邦廣）　皆さん、こ

んにちは。

　先ほど１時間ぐらいのお昼休みで、細野高原を初め

て拝見させていただきました。茅の質や量について実

際に確認させていただき、そのことについて私の意見と、

茅の利用ということ、特に茅葺きということについての

この地域でのこれからの可能性についてお話しさせて

いただきます。

　茅という資材ですけれども、建築資材としてのこれか

らの利用価値や可能性ということについては意見が

幾つかあります。この細野高原の茅の質、これは茅葺

きの材料として全く問題ないと思います。丈が多少短い

ということはそのとおりですが、山頂近くですと大体２ｍ

近くのものが十分ありますし、平均して背丈ほどですか

ら、御殿場のものに比べると50ｃｍほど低いという事に

なります。平地の茅も大きなものですと３ｍぐらいにな

りますけれども、平均的には大体２メーターちょっと、

2.5ｍぐらいですから、数十センチ低いということです。

　茅の利用ということでいうと、大体４尺から５尺あれ

ば一定の茅として十分に葺くことができます。短い茅と

してカリヤスという茅がありますが、これは最も上質な

茅であり、白川の合掌造りなど、北陸方面ではほとんど

カリヤスが主となっており、この背丈は大体平均的に人

の背丈以下の1.8ｍから低いものだと1.5ｍぐらいです。

そのため小茅、小さい茅といわれています。大茅は大き

いですが太くて重さもあって扱いにくい、また、葺いた後

の耐久性も低いということもあり、小茅は最上とされて

いう利用方法を検討されているのか教えてください。

○東伊豆観光協会長（石島専吉）　今年の６月24日に

町観光産業課が主体となり、東京にあるＫａｎａｔｔａという

ドローンの体験ツアーを行っている企業と、稲取の勤

労者体育館と稲取高原、クロスカントリーを範囲に、

（一社）美しい伊豆創造センターや伊豆急行㈱の皆さ

ん２０人ほどが集まり、体験を行いました。私も体験しま

したが、自分が体験できるとは思ってもいませんでした

ので、できるのかなという気持ちでしたが、意外と簡単

に200メートル～300メートル上昇させることや、横に

スライドさせることができました。稲取高原からですと、

焼却場の先の海の方まで行くことができますし、ゴルフ

場や細野高原の近くまで操縦できてしまいます。そのた

め、この秋にドローン体験ツアーとして、１泊２日若しく

は２泊３日ぐらいで、宿泊していただいたお客様に体

験していただこうという企画がございまして、具体的な

日程は決定していませんが、そのような予定となって

います。

○パネリスト（鈴木豊美）　どうもありがとうございま

した。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　すみません、また少

し話題が変わってしまいますが、今回、利用と保全と継

承を繋ぐアイデアの一つとして、環境教育を上げました

が、その観点について、笹岡先生よりコメントをいただ

けますと幸いです。よろしくお願いします。

○全国草原再生ネットワーク理事（笹岡達男）　これ

はむしろ藤田さんに返してあげたいぐらいです。例えば、

藤田さんが経験され、勉強されたことを活かし、学校の

学生たちをもし東伊豆町に呼ぶとするならば、どのよう

なことを考えているのかご意見をお伺いしたいです。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

　まず、私が地域おこし協力隊になった理由ですが、専

門学校のインターンシップで北海道の黒松内にある、

「ぶなの森自然学校」というところに行ったのですが、

その時に体験したことが私の中でとても感動しました。

自然について細かく言うような自然学校ではなくて、自

然の中で思い切り遊ぶというような場所でした。１週間

単位のプログラムで、長い子は１か月、夏休み丸 と々い

う子もいましたが、やはり子供たちは日常から学ぶ姿

勢がすごく、とても成長を感じられました。最近は家庭

用ゲーム機やスマートフォンなど、外に出る機会や公園

の遊具が危険という観点で、遊ぶ環境がだんだんと少

なくなっており、両親も共働きで忙しいという事なので、

なかなか自然と触れ合いながら思うように遊ぶ、体験す

るということが少なくなってきているというふうに思いま

す。北海道でのプログラムでは、大阪や東京、中には中

国の子供が一人で飛行機に乗って北海道に来て、自然

体験をしながら一緒に遊び、学ぶというような生活をし

ていました。ほんの１週間だけでも、すごく成長を感じる

ことができます。最初は虫も怖くて、「何でこんなところに

一人で来させられたんだろう」というように悲しむ子も

いましたが、知らない地域や大きな自然に囲まれ思いっ

きり遊ぶことで、一回り大きく成長したように感じました。

　その体験がすごく印象に残っていまして、実際、今年

の夏にはオンライン上のキッズコミュニティーと繋がり

があるのですが、子供たちが伊豆稲取に遊びに来て、

海への飛び込み体験や細野高原の草原で思いっきり

走ってみるという事をしました。他にも取ってきた竹を

割り、自分たちで一から流しそうめんを作る体験を通じ

て、お家の方もお子さんが、「一回り大きく、大人の顔に

なって帰ってきた」とか、「また伊豆に行きたい」とおっ

しゃっていました。子どもたちもお家の方に、「家に帰っ

たらノコギリ買って」と、創作意欲が溢れていました。

このように、小さい時の経験はとても重要だと考えてお

りまして、学習面においても空間把握能力や創作意欲

が溢れたりと、そのようなことを推進していきたいと思

い、私はこの東伊豆町に来ました。今後もこう言った取

り組みを進めていきたいと思います。

ありがとうございました、以上です。

○全国草原再生ネットワーク理事（笹岡達男）　あり

がとうございました。

　私は笹岡と申しますが、藤田さんの卒業された専門

学校に勤務しております。この度は実行委員という立場

で出席させていただいておりますけれども、藤田さんの

アイデアは大変良いものだと思います。

　私たちの学校は、自然環境や野生生物の好きな学生

が来ていますので、そういう学生は自ら進んでテントを

張って寝たり、喜んで虫を捕まえたり、植物観察をします。

藤田さんがおっしゃっていたような、様々な地域の小学

生や中学生などの子供たちの受入れ体制を整備する

ことは非常に重要です。そのときに一番大事なのは、学

います。

　この小茅が取れる様々な条件が、現在社会的に、あ

るいはその生態的に限定的になりましたので、白川の

ほうではやむを得ずほとんどを大茅、御殿場の茅を

使っているという現状になっています。これについては

あまり好ましい状態とは言えず、ユネスコからも本来の

その地域の茅を使うべきだという意見が出されており、

代替措置ということで、将来は小茅へ戻すということは

目指されていますが、温暖化の影響などがあり、小茅の

生息域がどんどん限定的になっているのが現状です。

　それから、本来茅場であったものが一旦失われてし

まいますと、再生が非常に困難であるということ、また、

材料を刈る組織も廃れつつあり、個人で刈るにはなか

なか難しいということですが、そのような観点からも、こ

の細野高原の1.8ｍ程度の茅は、本日見た限りの感想

ですが、細くしなやかで耐久性もあり、質が良いと思わ

れます。実際に刈ってみないと分かりませんが、少なくと

も茅の材料として不足はないと言えます。ただ、量につ

いてはかなりまばらなところもありまして、全体的にスス

キが、草原が広がっているところではないと思います。

これは阿蘇も同じですが、120ヘクタールということで

すので、例えばその３分の１が茅場という事であれば、

屋根に葺くには十分な量が確保できます。このことにつ

いては実証実験を行うことで、どの場所で茅が刈りやす

く運搬がしやすいのか、また、どの程度の量が確保でき

るのかを確認することは簡単にできることかと思います。

　本来この地域では茅を屋根に葺いて、そして牛馬を

肥やして、さらに時代的に柑橘類の生育のために地域

経済を支えたことは間違いないです。その地域経済を

支える重要な資源、資材であったということが、この細

野高原の茅場が今に受け継がれている最大の理由で

す。決して生物多様性の維持をしたわけでもなく、観光

のためにしたわけでもない。皆さんが支えてきた結果、

これだけの草原が今に残され、その習慣が良いことと

して、皆さんの努力が今に続けられているということだ

と思います。

　今後、細野高原の茅場がこれだけの面積を残してい

くという事であれば、これは地域経済、産業とどのように

結びついていくかという事を明確にしていかなければ、

一部の限定的なものになりますし、ほかの土地利用と

いうことを考えることも必要なのではないかと思います。

これから東伊豆町、伊豆地域において、茅場はどのよう

に役に立つかということを議論していくことが必要です。

　そのことについて、午前中にもお話があった範囲で

いいますと、この地域では観光が大きな産業の主軸に

なっているということですので、温泉、細野高原、ビーチ

ですね、この３つが揃っている観光地は、国内はもとよ

りコロナウイルスがある程度収束すれば、海外、アジア

地域にとっては非常に大きな可能性を持っているのは

ないでしょうか。そのとき、この茅資源が役に立つのか

と考えていくことが大事ではないかと思っています。

　それでは具体的にどのように活用していくのかという

事について、茅葺きの建物を観光施設に取り入れて復

活させていくということが、私は非常に大事であり可能

性があることだと思います。茅葺きの民家は戦前ほど姿

を消したと思います。戦後間もなく、エアコン生活の中

で流れとして、茅葺きの建物を民家に戻すということは、

一部にあるかもしれませんけれども、かなり現実的では

ないです。この地域の観光として、もう少し観光の質に

変わった滞在型の、あるいは自然と親しむような、ある

いは子供たちの教育とか体験ということを重視した観

光にシフトしていくことを考えれば、観光施設も緩やか

に木造で茅葺きの施設ということが一定割合、世界的

に、あるいは日本の中でも進んでいることは間違いな

いです。ヨーロッパで茅葺きが復活しているのは、まさし

くリゾート地において、オランダやデンマーク、北欧の地

域で最も質の高い観光地は茅葺きで造られる建物群

がつくる景観やその中での生活のゆっくりとした時間を

過ごす、あるいは都市生活で非常に疲れた心身を癒や

す、そういった観光がこれからの大きな流れになると思

います。

　今どき海で泳ぐ人は非常に少なくなったと、本当にそ

う思います。なぜかといえば、ホテルの冷房の効いた室

内にいれば、海岸に出るということとは非常に落差があ

り難しいためです。昔は海の家といって、必ず海辺に日

よけをつくるような東屋などの仮設の避暑地を造り、

人々が海辺で休むような施設があってはじめて海水浴

ができていました。今は冷房の効いた施設は整備され

ていますが、海辺の本来の自然の中で昼寝をしたり、風

を楽しむような施設というのはもうないように思えます。

　ですから、例えばこの海辺に茅葺きのリゾート施設を

これからまた復活していくということを考えるのであれ

ば、細野高原で星を見るとか、別な自然を楽しむような

施設を造る必要もあると思います。そういった本来の観

光にふさわしい施設を、この伊豆にある杉という、戦後

植えた木を活用し、この無尽蔵の茅の屋根を葺くという

ことを町を挙げて、あるいはこの地域の経済を挙げて、

そしてここに集まっている草原を大切にする人たちと一

体となって風景をつくっていく、この細野高原の茅とい

うのはこれだけ素晴らしい暮らしを実現できるというこ

とが分かれば、草原を守るということも非常に意義があ

り、自分たちの生活を支えていることが明確になれば、

多くの方が協力することは間違いないと思います。そう

いった茅を用いた観光施設を造っていただきたいと思

います。

　茅葺きの建物というのは、民家に葺くような50ｃｍ～

１ｍに及ぶ、30年、50年の間立派にもつ茅葺きもできま

すけれども、例えば３か月間もたせたいということだっ

たら、もっと簡単な茅葺きの東屋などの仮設建築も現

在では可能です。様々な技術を組み合わせることもでき

ますので、茅葺きの新しい観光施設利用ということから

始まり、その茅を農業資材に２次利用する、茅葺きとい

うのは必ず屋根に葺いて、再利用するということが本来

の姿です。そういったことも一部取り戻すことによって、

茅というのは本当にありがたい恵みなのだということ

が部分的にも始まれば、もう少し農業に取り入れていく

ことや、本来の生活の中に茅がどんどん浸透していくと

いうことについて、観光施設を突破口にぜひ切り開い

ていただきたいと思います。

我々の協会としても助言や技術者・職人の教育ができ

ると思います。とにかくこの細野高原の茅というのは素

晴らしい資源であるということは、未来を必ず保証する

と思いますので、是非そういったプロジェクトを、行政を

はじめ、この地域の観光協会の方などが集まることで、

進めていっていただきたい、新しい地域が見えてくると

いうようなことでこの会で想像していただくのがとても良

いことではないかと思います。それだけの資源としての

圧倒的な質・量が本日確認できましたので、是非ともこ

の地域をまた開いていくというふうに思えてなりません。

　少し長くなりましたけれども、ありがとうございました。

何かご質問あればお答えします。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうございま

した。

○（一社）日本茅葺き文化協会（安藤邦廣）　茅葺きに

ついては建築的に規制があります。都市部、この密集地

域では不燃材で葺かないといけないという規制があり

ますので、街中では厳しいところがあると思います。二

十二条地域という区域になりますけれども、それは特定

行政庁が解除できます。今まで都市化ということが非常

に進んできましたので、二十二条地域の区域指定はか

なり全域に広まっておりまして、現在、様々な地域でその

解除は特定行政庁で行えるということになっております

ので、必要に応じて限定的に外すということもできます。

恐らく細野高原は二十二条地域に該当していないと思

います。もし二十二条地域があれば、その部分を解除す

るということも今はできますし、様々な観光地、茅で地域

づくりをしようとする地域は、例えば宮城県石巻市では

非常に広大なヨシ原を持っている地域がありますが、

一部の市街化区域を除いて解除しておりますし、重要

な茅葺き集落を保有する市町村の場合も、あるいは１

戸１戸の重要な民家がある場合も、その部分を部分的

に解除するということも現在進んでおりますので、そう

いうことはあまり障害にはならないと思われます。あくま

で、地域の主体的な住民の総意があれば、できるという

ことも申し上げておきます。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうございま

した。

　茅葺きの建物を観光施設として造り、お客さんに楽し

んでいただくというのは、先ほど白川先生からお話があ

りました茅プロジェクトのように、町にしっかりと還元で

きるような収益を上げられるような施設であったり、茅

を葺き替えるタイミングでそれを体験するということも、

複合した施設ができる可能性があり、個人的に色 と々

検討してみたいという風に思いました。

○パネリスト（鈴木豊美）　ただいまの茅のことですけ

れども、この細野高原の茅は屋根に葺くことについて問

題はないという事でしたが、今の細野高原は肥料とい

うものを全然やっておりません。肥料と言えば山焼きで

燃やした後の灰ぐらいです。茅に対して人為的に肥料

を与えても問題ないのでしょうか。

○（一社）日本茅葺き文化協会（安藤邦廣）　茅に人為

的に肥料を与えるということはしない方が良いと思わ

れます。また、今まで例としてはほとんどないと思います。

唯一、刈り取ることと、その後、燃やすこと、これによって

１万年間続いてきたということは最近の学説で立証さ

れておりますので、環境条件的に余程の激変がない限

り、刈り取って火入れをすることで、屋根に使う材料とし

て持続可能なことは間違いありません。そんなに心配

することはないと思います。

○パネリスト（鈴木豊美）　どうもありがとうございま

した。

　利用について一点、東伊豆町観光協会の石島さんに

お聞きしたいのですが、今後、観光協会ではドローンの

操縦体験など計画があるようですが、具体的にはどう

自分ももっと細野高原を歩き、良いところを探し、皆様

にもご紹介出来たらと感じています。以上です。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございます。

　明日のオンライン見学会にて、お二人には現地説明

会にご出演いただいております。明日ご参加される方は

楽しみお待ちいただければ幸いです。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　私もジオガイドを

持っていまして、細野高原はよくガイドツアーをしていま

す。お客さんには、ここはこういう経緯で草原になり、昔

はこういう利用をされていて、毎年山焼きを行い管理し

ているという事をお話すると、「山焼きを見ることはでき

ませんか」という方や、「私も草刈りをやってみたいで

す」という方が多くいらっしゃいます。少しでも細野高原

に携わるきっかけとして、草刈り体験や、最初から火入

れ体験をすることは難しいですので、見学できるスペー

スを設けるなど、山焼きを一般に公開してみてはどうか

と思います。

○教育委員会事務局長（梅原　巧）　突然のご質問、

申し訳ありません。東伊豆町教育委員会事務局長の梅

原と申します。

　細野高原には、県の指定文化財として湿原が何か

所かございまして、その中に桃野湿原というところがあ

ります。私も小さい頃から遠足などでそこに行っていま

すけれども、先日確認しましたら、かなり浅くなってい

るように見え、いずれ消滅してしまうのではないかと思

いました。

　文化財ですので、人の手を入れず自然のままにして

あるというのが現状です。しかし、湿原を保つために修

正すべきか、形状が変わってしまうとしても自然のままに

しておくべきか、どちらが良いのか疑問に感じています。

　また、先ほど富永さんの方からもお話がありましたが、

鹿や猪が湿原の中に入り沼田場にしているため、掘り

返されて荒れてしまっています。ワイヤーなどを用いて、

周囲を全部囲ってしまえば入れないと思いますが、金

属なので錆が出ます。文化財的な面がありますので、自

然のままにしておこうという結論に現在はなっています

が、本来の管理はどのようにあるべきか、詳しい方がい

らっしゃればご教示いただけますと幸いです。

○実行委員（内山義政）　ご質問ありがとうございます。

　まず、文化財としての保存と、観光として利用しつつ

保存していくというのは相入れないものだと思います。

湿原の乾燥化や鹿柵を設けるというのは、私も専門で

はありませんのでお答えすることが難しいですが、会

場でもし詳しい方がいらっしゃいましたらお願いいた

します。

○芸北高原自然館主任学芸員（白川勝信）　私は元々

湿原が専門となりますが、大学を卒業後に草原のほう

に入りました。東伊豆町の気候だとおそらく低湿で細野

高原を見ても、窪地のようなところに水が集まり、湿原に

なっているのではないかと思います。いわゆる、栄養分

の少ない水が集まりその上にミズゴケが生え、そのミズ

ゴケがスポンジの役割をし、水を溜めてできるというの

が信州や北海道のような高層湿原ですが、それらとは

全く異なる低湿地です。低湿地は有機物や土砂が入っ

ていくと、長い目で見て埋まってしまう運命にあります。

　西日本を含め、低湿地がどうして長い間保たれてき

たのかについては、一方で草原を利用してきたというと

ころがありそうです。集水域でしっかりと草刈りをして有

機物が流れ込まないようにすることが、湿原の中の植

物の成長などが抑えられ、湿原の中に枯草などがたま

る量が減っていくことになります。あるいはカンスゲなど、

昔は草がとても大事でしたので、湿原のすぐ際まで草刈

りをしていたという話をよく聞きます。そのようなこともあ

り、里地といいますか、湿原の周りが積極的に利用され

てきた方が、長い間の人と自然の関わりの中で湿原が

残されてきていると思います。細野高原の現地を確認し

ておらず、写真や記憶での推測ですが。

　猪についてはおそらく、昔はそこまでの頻度で草原

の中に入ってくるような状況ではなかったと思います。

鹿も同じだと思います。現況ですが、逆に猪が沼田場に

して荒らすというのは、大きく見て悪いことではなく、湿

原の中に眠っている種子が表に出て、芽を出すという

こともあります。但し、このことも頻度が高過ぎると悪影

響になるのではないかと思います。

　錆などの鉄分につきましては、こちらの湿原の中には

ミズゴケなどはあるのでしょうか。

○ネイチャーガイドクラブ（富永眞弘）　あります。

○芸北高原自然館主任学芸員（白川勝信）　大体、酸

性のほうに偏っています。バクテリアが発生するため油

が浮いたとしても、そのことは特に自然な状態なので気

にすることではありません。やはり、現地を確認させてい

ただいてから、お話しさせていただければと思います。

よろしくお願いします。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございます。

　ただ今ご説明のありました細野高原のような低層湿

原の場合は、周りが森林だと木の葉などが幹に落ち、

蒸発や木の蒸発散があり水分が失われやすいのです

が、草原ではそれがないため、直接水が流れてきて水

源としてたくさん確保できるというご説明でよろしいで

しょうか。

○芸北高原自然館主任学芸員（白川勝信）　はい。

　私たちの一生に比べ湿原の一生は長いですが、運

校の先生でも実際に野外活動を自ら教えた経験のある

方はなかなかいらっしゃいませんから、こちらで安全に

引率して、また宿泊場所の提供ができるような、そういう

体制ができれば細野高原は明日からでも自然学校に

なるのではないかと思います。是非、そのような支援を

町として、地元として応援していただければと思います。

ありがとうございました。

○町長（太田長八）　ありがとうございました。藤田さん

には地域おこし協力隊での３年間、本当に良く頑張っ

ていただきました。

　その中でも良い活動だと思ったのが、今回コロナ禍

の中でしたが、子供たちを自然の中で楽しませて、その

間お家の方は仕事をやるという親子ワ―ケーションの

実施です。藤田さんが子供たちを見ていてくれたからこ

そ、子供たちは楽しく自然の中で学ぶことができ、お家

の方も集中して仕事をすることができたと思います。こ

れからの東伊豆町にとって、貴重な人材だと考えていま

すので、これを機にさらにご活躍いただき、活動の幅を

広げていっていただければありがたいと思います。今後

のご活躍に期待しています。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございました。

　藤田さんには引き続き、東伊豆町の環境教育の推進

を頑張っていただきたいです。今回、我 ３々人で準備を

していく中で、環境教育という言葉を上げましたけれど、

現在、細野高原の管理を主体となって行われています

４区の役員の皆様ですとか、私は田町区の出身ですが、

田町区の場合は役員のＯＢや有志による担い手が年々

増えていっていまして、私もメンバーとして活動していま

すが、そのような形で、主体となって管理を行っていく

方 と々一般の観光客との間に立ち、一般の方々を担い

手サイドにもう一歩踏み込んで誘い込むことができれ

ばと思いました。そういった中で環境教育というのは、

引き込み方の一つなのではないか思いますので、担い

手、作り手として頑張っていただくという事と、これまで

町内でそうした活動をネイチャーガイドの皆様ですと

か、ジオガイドの皆様でされてこられましたので、１３年

前のシンポジウムや今までの経緯を踏まえ、これからこ

のようにしていけば良いのではないかというご意見な

ど有りましたら、コメントをいただけますでしょうか。

○ネイチャーガイドクラブ（富永眞弘）　ネイチャーガ

イドクラブの富永と申します。

　１３年前には会長を務めさせていただきましたけれ

ども、それから細野高原の環境として大きく変わったこ

とは、鹿の食害が増えたことです。先ほど写真が出まし

たけれども、畑のようなものを作り、絶滅しそうな植物を

植え、保護するという活動を行っています。しかしながら、

鹿の食害が増えている今、保護した植物をすぐに元の

場所に戻すことはできませんので、鹿の食害が減少す

るまでは現在の活動をやり続けていかないと、種の保

存はできないものと考えております。

　もう一つはこちらも鹿に起因することですが、マダニ

がとても増えています。そのような中で、マダニが活動的

になる時期にお子さんが芝生であっても足を踏み入れ

ることは、危険なことだと思います。以上２つの違いが

確認できました。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございます。

　ジオガイドの鈴木さんはいかがでしょうか。

○ジオガイド（鈴木京子）　ジオガイドの鈴木と申します。

　私はジオガイドを案内して日が浅いので、この場で

特筆してお話をさせていただくのは難しいと思いますが、

やはりジオガイド協会的に細野高原はとても貴重な場

所で、ここを案内してお話ししたいというジオガイドは、

本部にも多いです。私個人といたしましては、小さい頃

からの思い出がありまして、ワラビの季節になれば家族

でワラビ刈りをし、山焼きも私の父、弟、私の主人、息子

も、みんなが体験しております。そのように、家族みんな

でずっと守ってきた細野高原でありますので、細野高原

の中に通っていますあの道路も、父たちの時代に造っ

ていました。造るたびに父が、「いい道ができたから行く

ぞ」と言い、誇らしげに細野高原に連れて行ってくれて、

素晴らしい景色が望める場所を紹介してくれました。

　学校的には遠足に行きまして、中学校の遠足では秋

の紅葉を見に出かけました。春にも行きましたが、その

時には桜の木がありましたので、後日、友達とまた歩い

て、桜を見に行こうって登ったものです。

　そしてもう一つの思い出が、夏休みに熊口まで行き、

学校でキャンプをしました。やはりそこでは綺麗な水が

出るということが先生たちも分かっていましたので、川

の水を汲みカレーを作り、飯盒でご飯を炊きました。

　そのように貴重なところですので、本当に残してい

きたいという気持ちはあります。私は残していくための

原動力の一部分になれませんので、観光の方で携

わっていますけれども、先ほどの白川先生のお話を

伺って、何か自分の経験を活かし、子供たちが思い出

作りをすることができれば、将来も大事にしていってく

れるのではないか、継承していってくれるのではない

かと考えています。自然学校もそうだと思いますが、そ

のような経験を幼い頃に積み重ねていくことが重要で

はないかと感じます。

　ジオという事ではあまり詳しくお話しできませんが、

１．開会

○司会　では、始めたいと思います。

　ご来場お皆様、そして配信でご覧くださっている皆

様、こんにちは。

　ただいまより第13回全国草原サミット・シンポジウ

ムｉｎ東伊豆、阿蘇分科会を開催いたします。

　私は、今回の進行役を務めさせていただきます公益

財団法人阿蘇グリーンストックの井上と申します。どう

ぞよろしくお願いいたします。（拍手）

　ありがとうございます。

　さて、今回の分科会では、阿蘇草原再生、新たなス

テージへ～草原の恵みを守るための仕組みづくり～

をテーマに２つの講演、また、その後、パネルディス

カッションを予定しております。パネルディスカッショ

ンでは、時間が許せば会場の皆様の声もお伺いでき

ればと思っておりますので、どうぞよろしくお願いいた

します。

　なお、今回は新型コロナウイルス感染防止対策とし

て、会場の人数を制限させていただいております。同時

にユーチューブでのオンラインの配信も視聴できるよ

うになっております。配信でお聞きの方もメッセージ等

でご意見をいただけましたら幸いです。

　それでは、講演に入ります前に、今回の分科会の趣

旨につきまして、環境省阿蘇くじゅう国立公園管理事

務所の山下さんからご説明をいたしますので、よろしく

お願いします。

○環境省阿蘇くじゅう国立公園管理事務所（山下淳一）

　皆さん、こんにちは。環境省阿蘇くじゅう国立公園管

理事務所の山下と申します。

　今日は、お集まりいただきまして、ありがとうござい

ます。

　私のほうから、まず今日のこの分科会の趣旨をごく

ごく簡単に３分ぐらいでご説明をさせていただきたいと

思います。

　それでは、早速まいります。

　もう皆さん、ご存じのとおりだと思いますけれども、阿

蘇の草原の特徴というのは、まず野草を主体とする草

原としては日本最大の規模であるということと、牛馬を

利用した農業生産とか草資源の循環という経済社会

の仕組みによって維持され続けた草原、あるいはその

まま放っておいてずっと草原であったということでは

なくて、生業によって維持され続けた草原というのが大

きな特徴であると思います。

　その草原ですけれども、いろんな恵みといいますか、

役割を持っていまして、まず、１つご紹介するのは多様

な生き物のすみかということで、植物で大陸と陸続き

だったことを物語っているようなヒゴタイですとか、そ

ういう植物があったりとか、ほかでは見られないよう

な希少種の植物も生育していたり、あとは、植物が多

様であるからこそ、多様な動物の生息できる環境を育

んでいると。１つ取り上げますと、チョウなんかでは、熊

本県で見られるチョウ117種のうち109種がこの阿

蘇の草原で見られる、チョウの楽園とも言われるよう

な多様な生き物のすみかになっています。

　それから、観光資源としての価値、これも言うまでも

ないことかもしれませんけれども、ちょっと古いデータ

なんですけれども、観光客の方に阿蘇のどこがいいで

すかというのを聞いたアンケートがありまして、草原が

広がる風景というのを77％の人がいいと答えていた

りですとか、牛馬のいる放牧風景とか花やチョウなん

かの野生生物がある風景なんかを答えていらっしゃる

方もいて、かなり観光資源としても欠かせない存在に

なっていると言えます。

　それから、最近注目されているところでいうと、炭素

　今後どのようにしていくのかについては、町全体で決

めていくことだと思いますが、このような会も重ねたうえ

で、しっかりとプロジェクトの推進をしていければと思

います。

　最後になりますが本日は様々な意見が出ましたので、

町長より本会のまとめをよろしくお願いいたします。

○町長（太田長八）　本日は貴重なご意見を多数いた

だきまして、ありがとうございました。

いただいたご意見を基にこれから戦略を練り、推進し

ていきたいと思います。

　そういった中で、日本茅葺き文化協会の安藤様には、

茅葺きや茅の再利用という事について、また色々なご指

導をいただけますと、大変ありがたいと思います。

　本会を通じ、皆様が細野高原について真剣に考えて

いただいていることを、一層深く感じました。今後とも皆

様とは情報共有を行っていき、保全や利用について検

討していければと思います。

　また、最も大事なのは管理を行っていく後継者、これ

が一番重要だと思います。今のままでは必ず担い手不

足となってしまいますので、今後の体制をどのように変

化させていくか、そしていかに細野高原の素晴らしい自

然を保全していくか、これこそが最大の課題です。皆様

と一体となり、この保全にしっかりと取り組んでいきた

いと考えておりますので、その際にはまたご支援とご協

力の程をよろしくお願いいたしたいと思います。

　以上です。ありがとうございました。

○（一社）日本茅葺き文化協会（安藤邦廣）  申し訳ご

ざいません。最後によろしいでしょうか。

　この茅場の維持管理について、先ほど町教育委員会

の梅原さんよりご発言があった中で思い出しましたが、

文化庁の制度で文化財を守る資材を選定する、「ふるさ

と文化財の森」というものがあります。この中に茅場が

含まれていまして、現在、全国１９か所の茅場が選定さ

れており、静岡県だと朝霧高原が数年前に選定されて

います。各県に１か所程度ありますが、文化庁の中で一

番新しい制度となっています。文化財というのは法隆寺

などの建築物、それから、それを守る職人技、無形文化

財といいますが、それに加えて資材の文化財制度が一

番新しく、１０年ほど前にできたばかりです。例えばヒバ

塗装や漆です。その中にやはり茅がとても不足している

ので、茅場を保全、管理していきましょうということで、文

化財に出荷する茅として、そのエリア選定するというこ

とができます。

　私が本日見た限り、細野高原はこれに合致する場所

だと思います。ただし条件としましては、文化財への出

荷実績が多少なりとも必要ということになります。その

ためこの地域にある文化財、市町村指定や登録文化

財でも可能ですが、茅葺きの建物が伊豆半島にはたく

さんあると思います。例えば伊豆の国市にある国指定

重要文化財の江川邸もそうですが。そういうことで２～

３年程度の実績を積み、細野高原の茅場の質、量は問

題ないと思われますので、是非、茅刈りを始めていただ

き、選別したものを出荷する取組をしていただければ、

制度の対象として選定されると思います。選定される、

文化財の森から様々な助成制度受けられます。普及啓

発事業というもので毎年助成が出ていますので、最大

２００万円の満額補助となりますが、そこに町民の方々

が参加して、皆様と一緒に環境教育を推進していきな

がら茅刈りを行い、山焼きをやること、このような環境

保全全体の取組を体験、研修することで補助が受けら

れます。

　また、選定地の整備費用にも半額補助が受けられま

す。例えば農道整備や支障木の伐採、山焼きについても

環境整備事業となります。いずれも県を通じ、文化庁へ

の申請手続や調査の依頼を行い、町の文化財関係課

から県の文化財関係課の方に連絡を行います。私も文

化財のほうの選定委員となっていますので、私の見た

限り細野高原は是非、ふるさと文化財の森に選定して

いくことを２～３年の目標にしてやっていただくと良い

のではないかと思います。

　細野高原の観光利用というのは、長期的に一歩ずつ

やっていくことが必要ですけれども、取りあえず、文化財

制度を活用していくことは非常に利点が大きいと思い

ます。是非、文化庁への問い合わせやホームページを

ご確認いただき、ふるさと文化財の森という制度を調べ

てみてください。生物多様性の維持や環境教育というこ

とを推進していくために、とてもいい制度だと思います。

以上、補足となります。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

○司会　この後午後３時２０分より、各分科会場の方

にご出演いただき、WEB配信にて全体会を予定してい

ます。

　藤田さん、内山さんにおかれましては、全体会での発

表に向け意見をまとめていただきますので、東伊豆会

場の分科会はこれにて終了といたします。

　藤田さん、内山さん、鈴木さん、どうもありがとうござ

いました。

　それでは全体会までお時間がありますので、休憩を

お取りください。

の固定機能というのがかなり優れているらしいという

のが見えてきていまして、2013年の成果を基にします

と、阿蘇郡市の全世帯が１年間に排出するＣＯ２の量

の1.7倍ぐらい相当の炭素を草原が固定しているとい

うことで、阿蘇の中で見たら、排出よりも吸収が勝って

いるというようなことが言えて、地球温暖化防止の観点

からも未来に残す価値が高いというふうに考えられて

いたりします。

　それで、そういう様々な恵みがあるんですけれども、

過去から草原がどうなってきたのかというのを見ると、

かなり減ってきていると。100年前は阿蘇地域、ほとん

ど草原が広がっていたのが、見ていただいたら分かる

とおり、2007年にはかなりそれが森林に置き換わって

しまっているというような現状になります。

　草原再生協議会というところで議論をしていますけ

れども、じゃこの先どうなっていくんだろうって考えたと

きに、30年後の姿をちょっと想像しようみたいな話を

していまして、５年に１回牧野の調査がされている中で、

野焼きとか輪地切りをあとどのくらい継続できますかと

いうような調査項目があります。その中で、「10年以上

はできそうだ」と答えている牧野さん以外は、ちょっと

30年後まで管理を続けているのは難しいんじゃない

かというふうに仮定した場合なんですけれども、面積

で６割ぐらい減っているような予測になります。

　こういう状況もある中で、次世代へ残すべき姿で30

年後の目標というのを草原再生協議会の中で議論し

ていまして、先ほど申し上げた６割の草原面積減少と

いうのもあり得るかもしれないという中で、「今と変わ

らない規模の草原を残す」ということを目標に設定し

ようとしています。これ特に牧野組合さんの意向も大き

くて、やっぱりモチベーションを持ってやっていくため

にも、減少というところを目標にしてモチベーションも

上がらないだろうということで、最低限維持はしようと

いうような目標設定をしようとしています。

　そのために、３点目なんですけれども、そのために

は長年続いてきた生業による草原維持、これをどう支

援を強化していくのかというのを考えていく必要があり

ますけれども、もう一つ、今までもこれはやってきたんで

すけれども、もう一つ、近年、草原の持つ恵みというの

は、先ほどお話ししたような部分というのが注目され

ていますので、この草原の恵みを守るという観点から

も、草原を支える仕組みづくりというのを進めていく必

要があるかなというふうに思っています。今日は、この

草原の恵みを支える、守るための仕組みづくりというも

のを考える一つのきっかけにしたいなと思っておりま

す。そのために２つほどご講演をいただいて、その後

にパネルディスカッションということで進めさせていた

だければと思っておりますので、皆様よろしくお願いい

たします。

　私からは、駆け足になりましたが、以上です。

○司会　ありがとうございました。

２．講演

①阿蘇の草原がもたらす恩恵～最新の研究報告～

　それでは、早速、講演に移りたいと思います。

　お一人目は、熊本県立大学特別教授の島谷幸宏様

にお願いしたいと思っております。

　島谷先生は、現在多くの研究者が関わって進めてお

られる環境総合推進費研究の研究リーダーであり、今

日はその成果について、阿蘇の草原がもたらす恩恵、

最新の研究報告についてご講演をお願いいたします。

　それでは、島谷先生、よろしくお願いいたします。

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　皆さん、こん

にちは、島谷です。

　阿蘇の研究は、立場的には九州大学の特命教授と

してやっています。ただし、４月から熊本県立大学のほ

うにお世話になっていまして、私の実家が龍田なので、

熊本を今中心にしながらいろいろ仕事をしています。

　今ご紹介になったんですけれども、これが環境省の

推進費のテーマです。阿蘇をモデル地域とした地域循

環共生圏の構築と創造的復興に関する研究というこ

とで、大きく言うと３つのテーマでやっていて、そのそれ

ぞれのテーマがまた３つに分かれていて、９つの大き

な研究が集まった物すごく大きい研究です。私が全体

のリーダーをしていて、東海大の市川先生が特に地下

水のことをやられていて、慶応大の一ノ瀬先生が特に

後ろのほうの地域循環共生圏のほうの研究をされて

います。今日お見えになっています、実は。ちょっと驚き

ました、私も。

　研究の背景は、2017年に北部九州豪雨があって、

2016年に熊本地震があって、それで熊本県は創造的

復興というのを打ち出されました。その創造的な復興

を環境省が提案されている地域循環共生圏とどうやっ

てつなげていくかという研究になります。

　今日は特に草原のお話を中心にしますが、この阿

蘇は九州の中央部にあって、実は６本の１級河川、筑

後川、大野川、五ヶ瀬川、菊池川、白川、緑川という６

本の１級河川の水源になっています。ですから、玄海

灘から瀬戸内海から有明海からですね、いろいろなと

ころに水を注ぐ一番上流の地域になっています。流域

の人口が230万人と言われていて、しかも筑後川から

福岡導水で水を配っていますので、約480万人、500

発散、雨から蒸発散を引いたものが水資源量というこ

とになります。特に筑後川の場合はダムがありますの

で、雨が降ったときの水も全部ためてしまうので、基本

的には下流に流れていく水資源量は降った雨から蒸

発する量を引いたものということになります。

　そこで、こういう樹林とススキがどれぐらい蒸発散量

が違うかということを測定しています。宮沢先生という

先生が研究をしています。植物には、ちょっと難しくな

るんですが、光合成をするときにＣ３という植物、普通

の一般的なＣ３植物というスタイルと、ススキのように

Ｃ４植物というスタイルの光合成をやるタイプとがあり

ます。ススキはＣ４植物というタイプになります。Ｃ４植

物というのは、難しいんですけれども、機構がすごく

違って、非常に二酸化炭素を節約しながら光合成をす

ることができます。水を使う量も非常に少ない、節水型

の植物というふうに言われています。このＣ３植物とＣ

４植物というのは非常に重要なポイントになっていて、

阿蘇では草原にするとほとんどススキになります。スス

キになるということが蒸発散量を小さくしているという

ことになります。

　それで、今、牧野の方に協力していただいて、直接

葉っぱにこういう樹液流計というセンサーをつけて、

ここから今、直接測れるようになりました。一つ一つの

茎からどれぐらいの水分が蒸発しているかというのを

１年間測っています。それで分かってきたことは、これ

が杉で、ササやヤシャブシで、ススキとなりますが、１

年間ずっと積算していくと、杉とススキでは非常に大き

な蒸散量の違いがあるということが分かってきました。

これはもう光合成の仕組みが根本的に違うので、非常

に節水型の植物であるススキが生えているということ

がこの節水型だということが分かりました。

　今ちょっとそれを年間どれぐらいの蒸散量になるか

という推定を行っていて、ちょっとまだ低めの推定に

なっているんですが、これススキです。ススキがＣ４と

いう植物で、ほかのは全部Ｃ３植物なんですが、ススキ、

ササ、杉、ヒノキ、ヤシャブシというようなもので考えて

みると、恐らく杉・ヒノキに比べて１年間に年間の蒸発

散量が100ミリは最低違うだろうということが明らか

になってきました。

　現時点ですが、今年度の３月までで研究を終わりま

すので、それまでにはこの明確な数字が出てくると思

うんですが、水の使う量からすると、ススキ、ササ、ヤ

シャブシ、杉、ヒノキという順番になるであろうというこ

とがどうも明らかになってきました。これ非常に重要な

ことになります。

　ここに阿蘇がありまして、ここに、今見ている草原っ

てほんの一部の草原なんですが、もし樹林に替わって

しまうと、年間100ミリから200ミリぐらい、下流に流れ

るお水の量が減ってしまうということになります。100ミ

リというのは高さの単位ですね。１年間、大体この地域

が3,000何百ミリと降りますが、そのうちの100ミリ分

が蒸発、空中に出ていってしまうということになります。

ですので、草原があることによって、下流に水を配るこ

とができているということになります。大体その量は、

後でちょっとご説明しますが、年間1,000万トンとかそ

ういう量になります。実は、下筌、松原ダムという、ここ

に２つ、ちょうどこの阿蘇から出てくるところにダムが

あって、そこから平地に水が出ていくわけですけれども、

このダムでは発電を行ったり、下流への有明海に流れ

ていく水を供給したりしているわけですけれども、実は

有明海のノリが取れなくなった、冬場取れなくなったと

きには、このダムを操作して、水を放流して下流に栄

養物を送るという、栄養源を送る操作をしています。そ

の水の量は大体1,000万トンとか、大体それぐらいの

量なんですが、それは草原がなくなると、それがちょう

どできなくなるぐらいの量になります。非常に大きな量

です。

　今までに行われた松原、下筌ダムによる緊急放流と

いうことで、大体冬場です。冬場、ノリが行われるように

なって、ノリの色落ちと言って、色が落ちてくるんですね、

栄養塩がなくなると。窒素の濃度が低くなったときに松

原ダムを放流すると、窒素濃度がばあっと上がって

いって、色落ちしなくなるということで、実は草原の水と

いうのは、有明海のノリを支えているということにもつ

ながっているんですけれども、あまりそれは意識されて

いません。松原ダムの流域で例えば草原がもしなく

なってしまえば、約1,000万トンぐらいの水資源がなく

なってしまうということになります。それは、人口でいう

と11万人分ぐらいの水資源量になるということなので、

非常に大きい水の量だということが分かると思います。

今まで草原について、あまり定量的に水をどれぐらい

節約するかというのを分かっていなかったんですが、

それが今分かりつつあるということです。

　それともう一つは、今、立野ダムができているんです

が、こっちがカルデラと、下流の熊本の地下水がつな

がっているかどうかということに焦点を当てて研究を

しています。ずっとボーリング調査が、最近、地震の後

いっぱい行われまして、そのときの地下水を連ねてい

くと、これがつながっているということが明らかになっ

てきました。それがですね、量的にどれぐらいかという

と、これは熊本大学の嶋田先生たちがシミュレーショ

ン、１年間の水収支というのを示したものです。

万人の水源になっているということで、非常に重要な

地域になっています。

　しかし、これはあまり知られていないです。私、福岡

市民もやっているんですけれども、福岡市の人は、筑

後川から水をもらっているという意識はあるんですけ

れども、阿蘇から水をもらっているという意識はほとん

ど希薄なんですね。有明海の人も、筑後川とか白川と

か緑川とか菊池側から水が流れているというのはよく

知っているんですけれども、その上流は草原だという

のを皆さんご存じない。有明海は、よく泥の干潟で、阿

蘇の噴火物によってできているどろどろの干潟で、そ

れが非常に豊かだというのは言われているけれども、

その水の水源が阿蘇だというのはあまり言われてい

ないと。そういうところがあります。

　この９つの、サブテーマになるんですけれども、簡単

にいうと一番上が自然災害を生態系によってどうやっ

て守るかというような感じの研究です。自然資源を使

いながら災害を防ぎ、それを創造的復興につなげてい

こうというのがテーマ１。テーマ２は、熊本地震によっ

て地下水に影響が出たので、その地下水がどういう影

響を受けて、それがどういうふうに回復しているのか。

それから、その地下水が、１回カルデラの中に入った

水がどういうふうにほかのところとつながっているか

という研究。テーマ３は、自然資本と社会関係資本と

いうのは、人間関係とかいろいろな社会のことにも注

目して、地域循環共生圏というのをどういうふうに成

立していけばいいかという、文系の研究から理系の研

究まで、非常に幅広い研究となっています。

　簡単にいうと、阿蘇地区の中で自律分散型の社会

を構築しつつ、他の大都市圏等といろいろな交流をし

ながら、創造的復興と地域循環共生圏をどうつなげて

いけばいいかということの研究をしているということ

になります。

　扱っている自然資源としては、草原だとか森林、そ

れから石材、水田、湿地、水みたいなものを対象にし

ています。

　この図はですね、ここに中央の火山地帯があって、

カルデラがあって、外輪山があって、そういう色を示し

ていますが、この草原、災害との関係を示していますが、

集落の配置をどういうふうにすればいいのかとか、低

地の氾濫をどうやって防げばいいのかとか、田んぼダ

ムをどういうふうにしていいのかとか、こういうカルデ

ラと外輪山のランドスケープに基づいた自然の機能

も生かしたような防災はどうあるべきかというような研

究をしています。

　皆さんご存じのように、阿蘇はこの草地が外輪山の

上と斜面というのがあって、その下に林地があって、集

落があって水田があるという、一つの配置構造が単位

となって、一つの集落が草地から林地、水田、そういう

管理をしているという、そういう仕組みがあるというの

は皆さんご存じで、こういう関係が非常に重要だとい

うふうに思っています。

　まず、災害との関連を見ていくと、草原、これはです

ね、縦軸に崩壊の確率を書いてあって、これいろいろ

な植生について書いてあるんです。これを見ると、草原

が崩壊の確率が高い。しばしば崩れやすいということ

が分かりますが、そのときの崩壊の深さは小さいという

ことが分かっています。ですから、草原にすると、時々

崩れるけれども、大きな被害はもたらさないというよう

なことが分かっていて、しかも、傾斜が比較的緩いとこ

ろの樹林帯がこういう土石流とかを緩衝する機能が

あるということも分かっています。

　次に、水の機能についていろいろ研究しています。

特に筑後川と白川に着目して研究を実施しております。

　実は、筑後川というのは阿蘇の外輪山を水源として

福岡県を通りながら有明海に注いでいる九州一の大

河です。ここから福岡に導水を持っていって、福岡市の

水も供給して、約30％ぐらいの水を供給しているとい

う非常に重要な川になっています。松原ダムというダ

ムが筑後川の上流にあって、上流のこの地域の水を、

外輪山の水を集めて、１回、松原ダムでためて、それで

下流に供給しているということになります。流域の草原

の状況を見てみると、どんどんどんどん今減っていると。

1900年頃に比べて、半分ぐらいになっているというこ

とが分かります。

　それで、どういうことをやっているかというと、実は雨

が上から降って、雨が降ったものが植物とか地上から

蒸発とか発散、発散というのは葉っぱから出ていくの

を発散と言うんですが、蒸発散して上に向けていくと。

それ以外のものは表面に流れるのと地下に浸透する

のと、二通りで流れていくということになります。ですか

ら、下流に流れていく水の量は、この植物等からの蒸

を目的として、村長が火入れ責任者となって野焼き再

開を進めておられます。本日は、その事例を中心に南

阿蘇村の草原管理の取り組みについてご発表をいた

だきたいと思います。

　それでは、吉良村長、よろしくお願いいたします。

○南阿蘇村村長（吉良清一）　皆さん、こんにちは。今、

紹介がありました南阿蘇村の吉良と申します。

　今、村長ということでございますが、私はもともと農

家の長男で、無農薬の米とか、あるいは私自身も野焼

きとかに参加しておりました。これまで農地や草原を

守るためにいろんなことをやってきたんですが、もう農

家の１人、２人では、これはもう守れないということで、

村長を目指しました。しかしながら、なかなか簡単に

は合格させていただけませんで、今から17年前に南

阿蘇村が合併したときに初めて出まして、落ちて、落ち

て、落ちて、４回目にやっと合格いたしました。周りの人

は私のことを吉良清一の趣味は何か知っとるかいと、

吉良清一の趣味はね、選挙だもんなと。特技は何か

知っとるといったら、特技は落ちることだもんなという

ふうにからかわれておりました。

　そういうことで、私は本当にこの草原の水量を守る

と、このために村長になったようなもので、今いろんな

取組でしっかり頑張っております。私は、講演するほど

知識が豊富ではありませんので、地元の水分量など現

状をお話ししようと思って、この役を引き受けました。し

ばらくの間ですが、よろしくお願いします。

　それでは、早速、話に入っていきますけれども、話の

内容は、この画面のとおりで、途中に私の持論あたり

も少し述べさせていただきたいと思います。最後に、村

で作ったビデオがございますので、それをご覧いただ

ければと思います。

　まず、南阿蘇村の火入れ対象地は1,500ヘクター

ルございまして、27の牧野があります。うちの牧野の特

徴としましては、こっちの北側と比べまして急斜面が多

いということ、それから、谷が深いということがうちの

特徴だと思います。そのために輪地切りなどはとても

苦労しますし、また、放牧牛を見つけにくいという、そう

いう苦労もございます。そして、平成28年に３つの牧野

が中止をいたしました。原因は、これは慢性的なもの

なんですが、高齢化、あるいは担い手不足、また、火入

れ責任者の、これは区長さんなんですが、その責任が

大変重いということが原因です。死亡事故が28年に

発生しまして、区長さんが死亡事故の後に事情聴取と

か、あるいはいろんな事故後の手続とか、また、遺族へ

のお見舞いとか、ものすごくご心労をされております。

火入れ責任者についてはまた後ほどお話ししたいと

思います。

　そして、これは同じく28年に起こった熊本地震です。

牧野のあちこちでこういう牧道が被災を受けまして、２

つの牧野組合で野焼きを中止しております。

　これから再開に向けた取組ということを簡単にご説

明しますと、南阿蘇村と牧野組合、熊本県で連携協定

を結びました。真ん中にいらっしゃるのが白川牧野組

合の組合長さんです。白川水源の上辺りが野焼きが中

止されておりますので、そこら辺からまず復活したほう

がよかろうということにしました。村と熊本県で予算を

組みまして、防火帯の整備等を行いました。その白川

地区でも集会をして、野焼きの再開について議論が

あったんですが、野焼きの再開についても疑問視する、

つまり無理やりせんでもいいんじゃないかという意見

もありましたけれども、その中央の後藤区長さんの強

いリーダーシップで、野焼きは何としてもせないかんと

いうことで、再開することができました。

　火入れ責任者をですね、区長さんから村長、私とい

うことにしました。区長は現場の監督者。それから、こ

れまで区長が申請をして村が許可するという許可制

度でしたけども、これも届出だけでいいという届出制

にいたしました。

　重機により白川牧野を早朝、総延長で20.7キロ

メートル、800万ぐらいかかったと思いますが、整備を

いたしました。それによって、今年の３月に、これは野

焼きの様子ですが、４年ぶりの野焼きでしたので、多く

のカヤがあって、もうそれはそれはすさまじいほど、恐

ろしいほど燃え上がりました。

　これは５月の写真ですけれども、野焼きをしたところ

が緑色になっているかと思います。途中に防火帯があ

ります。中腹ほどには保安林がございます。

　これは、ちなみに私が朝に写真を撮ったんですが、

３月です。雪が降ったところが白くなっていますが、野

焼きをしたところは、野焼きをすれば草がありません

ので、もう地面に直接雪が積もります。ですから、こうい

う具合に白くなります。白くないところは、野焼きがして

いないところです。

　私の持論を少し話しますと、左が野焼きをしない場

合、右が野焼きをした場合で、梅雨の時期がですね、

梅雨は雨が降るわけですから、野焼きをしたところは

草が生えていますので、雨が、先ほど島谷先生の話に

もあったように、雨が地下に浸透します。しかし、左側

はススキがありますので、いわゆるかやぶき屋根状態

で、恐らくほとんど地下には浸透せんで、カヤを伝って

下に流れ下っているのではないかというふうに考え

ます。

　皆さん、水収支ってとっても分かりにくいんですけれ

ども、阿蘇のカルデラを一つのおけみたいに考えて、

上から降ってくるのが１年間に3,629ミリの雨が降っ

てきています。これシミュレーションで出てきたものな

ので、この辺の蒸発量というのはいろんなところの平

均になっています、建物とか水田とか山とか。大体その

うちの463ミリぐらいが蒸発していくよと。土の中に

2,600ミリぐらい入って、土から2,500ミリぐらい出て

きているということが分かります。蒸発するので、それ

が155ミリということで、地下水から７ミリ、それほど大

きな値じゃありません。地下水、つながってはいますけ

れども、ボリュームとしては大きい値ではないと。１年

間に3,000ミリぐらいの水がカルデラから下に出て

いっていると。

　これ非常に重要なのは、そのうち、3,000ミリのち

2,500ミリぐらいは１回土の中にもぐってゆっくりと出

てきているということです。ですから、洪水のときに出て

いっているのが大体500ミリぐらいということで、これ

は非常に、日本の川の中では大体洪水のときに出て

いく水の量とふだん出ていく水の量が１対１ぐらいだ

と言われているんですが、阿蘇の場合にはカルデラが

あるせいで非常にゆっくり水が出ていっていると。だ

から、下流の洪水も草原とか水田の涵養とかによって

減らしていると。だから、１回雨が降っても水が染み込

んでいきますので、それがゆっくりと湧き水という形で

出ていっているということになります。

　それで、大体の量は出てきたんですが、大体、阿蘇カ

ルデラから流出する白川の流量は年間７億トンと。そ

のうち大体１億トンぐらいが白川の中流域で、農地で

地下に浸透していると言われていますので、阿蘇カル

デラの中に降った雨のうち、１年間に約１億トンぐら

いの地下水は熊本市の地下水として供給されていると

いうことが大分明らかになってきました。ですから、今

まで定性的には言われていたんですが、こういう現象

は、一つは外輪山の草原は福岡の筑後川はじめほか

の地域の水の資源として非常に重要な役割を果たし

ていると。阿蘇カルデラから熊本に関しても、カルデラ

に降った水もちゃんと地下水を涵養するのに役立って

いるということが明らかになって、やっぱり草原を守る

ということは、非常に大きな水資源、九州北部の水資

源を守るのに非常に重要であるということが明らかに

なりました。

　私たちは、先ほどもちょっとお話ししましたように、

創造的復興と地域循環共生圏をどうやってくっつけて

いくかという研究をしています。私たちが考えている創

造的復興というのは、地域の資源の価値を創造する、

再発見する。社会的な課題を踏まえて再発見する。そ

れこそが創造的復興であると。価値創造こそが創造的

復興であると。

　草原の場合は、先ほど言いましたように、今までい

ろいろなことが言われていますが、特に今回の研究で

は、水資源の供給機能が非常に大きいということが明

らかになったと。防災機能もあるということも明らかに

なったということであります。

　そういう価値を創造して、今度は福岡や熊本市の水

資源として価値を共有する必要があります。有明海に

対しても、阿蘇は有明海の恋人というようなですね、そ

ういうフレーズを共有する必要があると。そういうこと

によって、都市からの資金だとか漁民からの応援だと

か、そういうふうな価値を認識することによって、さらに

いろいろな共生圏からの関わりが来るというふうに考

えています。

　また、今日ちょっとお話ししませんでしたが、どう

やって自律分散型の社会をつくっていくかというときに、

草原をどうやって維持するかというのは非常に重要な

ポイントになります。それについてもいろいろ、どういう

ふうにして管理すればいいのか、集落の主体力を形

成するにはどうすればいいのか。水源涵養保安林を

水源涵養保安林野というような水資源の涵養がある

草原を水源涵養林と同等のものとして位置づける必

要があるだとか、そういうことを今考えながら研究を

行っています。

　以上で私のお話を終わらせていただきます。どうも

ありがとうございました。（拍手）。

○司会　島谷先生、ありがとうございました。貴重なお

話をありがとうございます。

　それでは、ただいまの島谷先生のお話の中で、時間

の関係上、お一人だけご質問等ございましたら受けた

いと思いますが、どなたかいらっしゃいますでしょうか。

よろしいですかね。

　後でですね、島谷先生のほうにはパネルディスカッ

ションのほうにも参加していただきますので、またそ

れも併せてご質問等ありましたらよろしくお願いいた

します。

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　どうもありが

とうございました。

○司会　それでは、ありがとうございました。（拍手）

②南阿蘇村の草原管理の取り組み

○司会　続きまして、お二人目です。南阿蘇村村長の

吉良清一様にお願いしたいと思います。

　南阿蘇村は、平成31年度から水源涵養機能の保全

ができないような集落については、村で、例えば消防

署とか消防団員、あるいは警察官のＯＢさんたちで専

門のプロのチームをつくって、土日に計画的に野を焼

いていけば、かなりの面積をカバーできるのではない

かと思って、今、計画中です。

　それと、最後はですね、野焼き目的の認識の改革と

いうことを訴えております。これまで野焼きの必要性と

いうのは、例えば景観の維持だとか、あるいは病害虫

の防止とか、そんな目的で野焼きをやっておりました

けれども、それだけでは住民に、農家がもう野焼きはそ

れぐらいのことだったらもうやらなくてもいいんじゃな

いかと、そしてまた、地下水は森が育むという考え方が

ほとんどで、草原をそのままに放置すれば、やぶ化して、

山林というか、山林になるから、それでもいいんじゃな

いかと。森が育むという考えがありますからですね、野

焼きはそんなに無理してやらなくてもいいんじゃない

かという考えがありますので、その考えを少しずつ変え

ていかなければ、野焼きの存続は厳しいなというふう

に思っております。

　ですから、野焼きの目的は、もう水源保全と。特に南

阿蘇はそうなんですけれども、熊本市内の地下水の保

全に草原は大きく貢献しているということをしっかりこ

れからも訴えていきたいと考えております。

　大体、私の言いたいことは終わりまして、このビデオ

をですね、ユーチューブにもあります、阿蘇の地下水が

見られるというのをですね、これをちょっと流したいん

ですけれども。

（ビデオ視聴）

　阿蘇の地下水を未来へ。

　熊本は古くから水の都と呼ばれ、その中でも熊本市

は水道水減の100％を地下水だけで賄っているとい

う世界一の地下水都市とも呼ばれています。それには、

阿蘇のたくさんの湧き水が関係しています。なぜこんな

に水源となる湧水が多いのでしょうか。

　これから紹介する４つの条件と阿蘇の人々の暮らし

が深くつながっています。

　１つ目は阿蘇の地形です。阿蘇は、ほとんどの地域

で年間の降水量が3,000ミリを超える、全国的に見て

も非常に雨の量が多い地域です。火山の噴火活動で

できた大きなくぼみのことをカルデラと呼びます。この

広くて深いカルデラは、たくさんの水をためる役割が

あり、阿蘇は九州の水がめとも呼ばれています。

　２つ目は地質です。火山の噴火活動によって水を通

しやすい層と通しにくい層ができました。このことに

よってより多くの水が地面に染み込み、長い年月の間、

地中にためることができるのです。そして、この幾つも

の層は天然のフィルターとなり、きれいな湧き水を生む

のです。

　３つ目は水田です。もし水田がなければ、雨は川に

流れ、すぐに海に流れ出てしまいます。その一方で、水

田は雨水の多くを地下に浸透させます。また、大雨のと

きにはたくさんの雨水をためることができるため、天然

のダムとも呼ばれています。

　最後は草原です。阿蘇の草原は、地下水を育む力が

とても優れています。それはなぜでしょうか。森林に雨

が降ると、雨水が葉や枝で遮られるため、地面の染み

込む量は少なくなります。しかし、草原に雨が降ると、

地面に届く雨の量が多くなり、その分、地面に染み込む

量も多くなるのです。また、地面が吸収した水の一部は、

植物の根や葉を通して蒸発します。蒸発する水の量は、

森林に比べ草原のほうが少なく、同じ雨の量でも草原

のほうが地面に染み込む量が多くなるのです。そして、

何よりこの草原の維持に大切なのは野焼きです。野焼

きにより枯れ草がなくなり、新たな草原に生まれ変わり

ます。そして、その草原は、より多くの雨水を染み込ませ

ることができるようになるのです。このように主に４つ

の条件が重なって、たくさんのきれいな湧き水が生ま

れているのです。

　阿蘇の暮らし。

　古くからの阿蘇の人々の暮らしにも湧き水を守るの

に大切な役割がありました。阿蘇では昔から赤牛と共

に暮らしを営んできました。赤牛は、冬の間は牛小屋

で飼われ、春になると水田を耕します。そして、田植が

終わる夏には草原へ放牧されます。冬になると、赤牛

に草原の草や稲わらを与え、堆肥を作り、その堆肥を

水田に返します。こうした営みにより、阿蘇の稲作は維

持され、豊富な地下水を生む水田が保たれてきました。

草原と畜産の関係はヨーロッパでも見られますが、草

原、畜産、稲作、地下水が関係しているのは、世界でも

まれで阿蘇ならではの高度な循環システムとも言える

のです。

　ここ阿蘇では、このような地域循環が1000年以上

も続いてきました。世界の中でも安全に飲める水があ

るというのは、まさに宝とも言えます。自然と人との共生

によって守られてきた阿蘇の自然、地下水、これからも

みんなで守り、育てていきましょう。

○南阿蘇村村長（吉良清一）　これで終わります。

　最後にふるさと納税ということをちゃっかり言って

おきまして、これらの草原や水源を守るために、ふるさ

と納税で頑張ってお金を集めようかと考えています。

　それでは、拙い話でありましたが、これで終わりたい

と思います。ご清聴ありがとうございました。（拍手）

　下はですね、草原の雨量を表したものですが、右側

の野焼きをした場合は、先ほど言いましたように、秋は

茶色になって、それが野焼きをしたら真っ黒になりま

す。真っ黒になった後に雪が降れば白くなって、雪が

解ければまた黒になる。そして、野焼きをしていますの

で、一斉に新芽が湧きますので、もうほとんど一瞬、一

瞬といいますかね、短い時間に緑色に変わります。そ

して、そういう色の変化が野焼きをすれば、１年で色の

変化も楽しめるということが言えると思います。

　これは、ちょっと字がたくさんありますけれども、左側

が草原です。右側が未整備の保安林です。一番上に地

下水の保全能力とありますけれども、これも先ほど島

谷先生が話されたとおりですが、この図はですね、今

年の春に環境省さんが阿蘇の草原を見られるという

たしかチラシを作られていると思いますが、その中に

示された図です。もともとこれは20年ほど前にツカモ

ト先生という、東京工大と思いますが、その先生が20

年前に調整されたのを環境省さんが初めて、今回初め

て堂々といいますか、堂々とチラシに載せられました。

恐らく私が思いますに、森林と書いてありますので、農

水省、林野庁の森林増加に配慮して、この図が表に出

されなかったんじゃないかというふうに思います。初

めてですね、今年の春、これが環境省のパンフレット

に載りましたので、私はこれを積極的に使うことにして

おります。これほど草原のほうが地下に浸透する水の

量が多いということが、これを見れば一目瞭然だとい

うふうに思います。

　そして、２番目は、先ほど環境省の山下さんのほう

から話があったとおりです。ＣＯ２の吸収能力が割と知

られておりませんけれども、土壌中に有機物がたくさん

草原はありますので、炭素を固定しているということか

と思います。

　次は、大雨時の土壌を流出するから、大雨時の災害

はご覧のとおりです。大雨時の災害は、今全国各地で

洪水時の流木被害出ておりますけれども、これもやは

り整備をしていない森林の流木被害だというふうに思

います。

　それと、生物の多様性もご覧のとおり、それから、生

産性、利用効率につきましては、草原は毎年、野焼き、

放牧、そして採草と、毎年リセットがされますので、生産

性が高いと思います。農業との関わりは、草原は飼料

とか、堆肥の資材とかなっております。また、経済効果

につきましては、観光資源は草原の風景などがありま

すし、右側の中央火口丘、特に阿蘇ジオパークがあり

ます中央火口丘の保安林というのは、火山灰とか、あ

るいは火山ガスとか、そういうことで非常に育ちが大

分悪いことから、中ではもう既に枯れていって、保安林

の機能を有していないというふうなところもあります。

我々は地元では、あれは保安林ではなくて、不安林だ

というふうに言っております。

　それと、景観は先ほども申しましたように、草原はも

う四季折々の景色が楽しめます。また、文化的景観に

つきましては、阿蘇の草原は、平成29年だったと思い

ますが、国の重要文化的景観に指定を受けております。

それほど文化的景観にも優れているということで、これ

は高橋佳孝先生にアドバイスを受けながら、この表を

作りました。まだこれに漏れていることがあるかもしれ

ませんが、これほど草原は優れているということがお

分かりというふうに思います。

　これからの取組としましては、今年の春、950ヘク

タールで24牧野組合が実施しております。ただし、依

然550ヘクタールはまだ未再開となっております。それ

で、牧道や恒久防火帯の設置を進めたいと考えており

ます。しかしながら、これを見てもらうと分かりますが、

民有林との下のほうの防火帯はあまり傾斜がありませ

んので、そんなにお金もかかりません。ところが、上の

保安林との境の防火帯は急峻で、工事の人ももう

ちょっと考えないかんなというぐらい危険な場所も

あったそうで、上の防火帯を造るのは物すごいお金が

かかるということであります。保安林を何とか解除して

いただけないかということを再三、県の農政などにも

言っておりますけれども、なかなかハードルが高くて、

なかなか解除は難しいと、１ミリたりとも保安林は譲ら

ないというような、本当に強い姿勢が見られます。です

から、解除が無理なら、杉、ヒノキじゃなくて、火に強い

クヌギとか、そういう樹種を変えるという方法はどうか

ということで繰り返し繰り返し提案しています。

　そして、３番目に人手の確保ですけれども、やはり畜

産農家、特に放牧農家を増やしていかなければなりま

せん。放牧はいろいろ大変な面もありますので、今、牛

にセンサーをつけて、バーチャルフェンスといって、パ

ソコンでの架空の線で、そこに牛が通れば、そのセン

サーがびりびりとして、牛がそれ以上進めなくなります。

いわゆる架空のフェンスですね、パソコン上の架空の

フェンスから先には行かせないということが今年、福

島県で実証実験をやっておりますので、それをちゃん

と見て、うちも近い将来に導入を計画しております。２

つの牧野組合で実証をやろうという今計画をしており

ますので、そして、簡単に放牧ができるようになれば、

畜産農家も増えるというふうに思います。

　それから、ボランティアの皆さんが協力をいただい

ておりますし、専門部隊と書いておりますのは、野焼き

分かると思いますけれども、この牧野組合、東部のほう

に位置しています。滝室坂、57号線から箱石峠、265

号線の間を位置するところで、面積が430ヘクタール、

標高は約600メーターから900メーターあります。外

輪山内側は急傾斜で、上部は比較的緩やかな地形と

なっております。

　この道路線の部分ですね、こちら側が大分のほうに

水が流れていきます、大野川のほうにですね。そして、

こちら側が黒川や白川につながっております。阿蘇の

東部として、私の牧野は箱石という国土地理院の地図

にも載っている有名なところがありますし、もう一つ、こ

こに人の顔をした岩がありますけれども、国道265号

線沿いには人の顔をした岩も見られます。

　そして、こうした景観が見られますけれども、これは

野焼きの後ですね。ここはもう大野川水系の源流とな

る水の流れとなるところです。

　こちらは放牧の状況です。この中がやっぱり大野川

の水系になります。

　道のこちら側になるところを黒川、白川のほうに水

が流れていくというようになります。

　うちのほうの牧野では、特に今、32名とこれ書いて

ありますけれども、現在は30人になりました。最初、こ

の牧野組合がスタートした時点では100戸以上あっ

たんですけれども、私が入った頃は98戸の農家があ

りました。大体200頭以上の牛を飼っています。しかし、

年間放牧は70頭ぐらいで、草の利用もなされています

けれども、自分たちでは使い切れないくらいです。主な

活用としては、草原の維持というのが大切ですから、

野焼きとか、それから草刈りをやって、草原を維持する

こととか、最近は子供たちに野焼きの体験とか希少生

物の保護などの啓発なども行っております。それから、

野草堆肥で作った野菜を作って、啓発普及に励んで、

いろんなところに発送したりとかも取り組んでいますし、

カヤの出荷等も行っております。

　また、観光利用として、特に、私は普通、農家ですか

らなかなかできないんですけれども、牧野の中のいろ

んな宝物をぜひ皆さんにも知ってほしいということで、

牧野ガイド事業というのに取り組みました。ここでしか

ないものを楽しんでいただきたいと思って、まず、自転

車で草原の中を、牛がいないときに走り回ることがで

きる、そうしたことを取り組んだり、そのためには防疫

対策もしっかり取らなくてはいけませんので、石灰とか

クエン酸を使った消毒もして、いろんな外来種子とか

そういったものを持ち込まないような工夫をしながら、

遊び、学び、そして感動を味わうような、そういう体験

なども行っております。

　もちろん自転車だけではありません。トレイルウオー

クと言って、人々が歩いて草原を楽しんでいただくとい

うことは、ただ歩くだけじゃなく水がどのように流れて

いるかとか、そこにある希少植物、どんなものがあるか

とか、そういったものをなぜ保護するか、なぜ守ってい

かなくちゃいけないかということ、そして、阿蘇の草原

を通して、より多くの人々の心を癒すことができるとい

うことを訴えております。

　阿蘇には、大体年間180万以上の人たちが観光に

お見えになるそうですけれども、そうした人の一部でも、

私どもの牧野を通して、そうしたことを知っていただい

て、草原の大切さ、そうしたことを少しでも伝えられば

と。その他からものを後世に残せるようにしたいなと

いうふうに思っています。それで、こういう取組をやっ

ております。

　これからは、観光利用としての牧野ガイド事業でと

いうのは、今後、阿蘇地域のほかの牧野でも持続的な

維持管理に生かしてもらえるようにモデル化し、口蹄

疫などの疫病対策の情報共有とともに、牧野間の連携

を図っていきたいと思っております。現在、ほかにも、自

分のところでもやりたいという申込みがありますので、

先進事例じゃないですけれども、どの組合でもできるよ

うに支援できたらと思っております。

　それと同時に、地元の商工会や観光業ともタイアッ

プさせることで、地域の活性化にも寄与できるような取

組を発表させたいと考えております。

　こういった人たちは、私がガイドとして養成した人

たちですので、私が忙しくても、これらの人たちがガイ

ドとして活動できるようにしています。ガイドの申込み

は、道の駅阿蘇に申し込んでいただくと、こうしたガイ

ドさんたちを紹介してもらうことができます。トレイルウ

オークで大体基本ですね、二、三時間のガイドで１人

頭大体3,000円ぐらいの徴収をしております。1,000

円を牧野の維持管理に還元できるように取組をしてお

ります。また、自転車の場合は、そのガイドさんが自分

で値段を設定して、1,000円だけは牧野に還元できる

ようにやっております。現在までに300人以上の方が

観光を楽しんでおられます。

　本来は、オリンピックのときもより多くの人が来られ

る予定だったんですけれども、残念ながらコロナ禍で

活動ができない状態に置かれていました。これからさ

らにこういうのが改善で来たら、続けていきたいなと

いうふうに思っております。

　以上です。

○コーディネーター（坂本　正）　どうも市原さん、あ

りがとうございました。

場代だとか温泉だとか来たときのどうやって頂くのか

というのが大変大きな課題でございます。今日は幾つ

か問題提起もいただきましたので、実現可能な話をぜ

ひ進めていただきたいというふうに思います。

　次は、今日、講演のほうも大変ありがとうございまし

た。島谷さん、１時間ぐらいかかるのを20分ぐらいで

圧縮していただいたんで、やや欲求不満じゃないかな

というふうに思いますけれども、吉良さんの話を伺って

みると、島谷さんの話、重なりますよね。非常にエビデ

ンスというか、今まで言われていた九州の水がめ、福

岡に行ってもそういう話するんですが、筑後川だけ

じゃないと。もうもともとは阿蘇なんだよ。なかなか伝

わりにくいです。熊本市の世界で一番の地下水だと言

いながら、阿蘇の水が染み込んできて湧き出るんだと

言いながら、言いながら、恩恵は受けていますけれど

も、じゃ阿蘇をどうするかって、なかなかそういうふうに

いかない。今日は環境保全だけの問題ではなくて、価

値の創造として、今までのそうだなといったものをちゃ

んと再発見した、保全活用した、防災機能もやっていく

とですね、これからまだ新しい価値が生まれると、都市

圏を巻き込んでいくんだ。今日、最後に言われたところ

をやっぱり今度の課題としてぜひ強調していただきた

いことをお願いしたいと思います。

○パネラー（島谷幸宏）　この研究を始めるときに、い

ろいろお話を聞きにいって、やっぱり、草原が水資源

の涵養機能が森林より大きいことが明確に証明されて

いないんだよというのをすごく言われてですね、そこを

やっぱりターゲットしないといけないということで、今

日ちょっとお話ししたのは、樹液流計という草の木の

中を流れる水の量を測っているんです、実際に。それ

でどれくらい空中に水が出ているかというのが直接、

最近、センサーの技術が発達しまして、10年前にでき

なかったのが今はそうやって直接、どれぐらい植物が

水を空中に吸い上げているか測れるようになったんで、

それをちょっとやってみましょうということで始めたん

です。

　今日は、吉良さんがお話しになったのは、遮断蒸発

というやつで、１回、土の中に水が入って、それで植物

がどれぐらい利用するかという話なんです。もう一つは、

葉っぱなんかに降った雨が途中で蒸発してしまうとい

う２つの現象があって、その両方とも草原のほうが小

さいというのが分かっているので、だから、先ほど示さ

れたのと私が言ったのを２つ足したよとなるので、本

当はもうちょっと何百ミリ、今日、私100ミリと言ったん

だけれども、もっと大きい数なんですね。

　そういうことをいろいろ研究しながら、また、創造的

復興とは何かというのをすごい考えたんです。熊本県

で地震が起き、熊本地震があって、うちも熊本市内な

んで、その周りがもうみんな７割ぐらい被災してですね、

全半壊になって、何となく創造的復興というと、新たに

何かを創造するような、そういうイメージがあったん

だけれども、いろいろ研究してみると、やはり草原を守

ることこそが創造的復興なんですね。水源を守ること

こそが創造的復興なんだけれども、じゃ創造って何か

というと、価値を創造することなんです。今まで上手に

守れていなかったものに対して、もっと新たな価値が

実際にはあるんだけれども、見えていない価値を見つ

けたり、そういうことをやることによって、次の世代につ

なげる夢のある価値を創造して、それは自然を守り、

例えばもっと、私は草原をもっと増やしたいと思ってい

るんですけれども、そういうことをやるのが創造的復興

だと。

　それを環境省さんが言っている地域循環共生圏と

いうなかなか分かりにくい計画なんですけれども、地

域を育てて循環型社会をつくりながら、地域の中だけ

で自立するのがなかなか難しいので、ほかの地域と共

生しながら、できればこういう阿蘇みたいなところは

大都市圏と共生しながら、その大都市圏に当然恵みを、

水の恵みとかいろんな恵みを与えているので、それに

対するお返しをいただきましょうという、そういう考え

方なんですね。そのためには新しい価値を創造し、そ

の創造した価値を共有しないと絶対駄目ですよ。先ほ

どの話でもあったように、どうやって価値をこれからみ

んなで共有していくか。だから、できれば、有明海の人

に来てもらって、ここに大漁旗がね、阿蘇の草原に大

漁旗がはためきね、ああ私たちの草原はこうやって海

ともつながっているんだというのが何か目で見えるよ

うな風景ができるとか、そういうことが次の時代に何か

夢をもたらすんじゃないかなと。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうございま

した。

　今のお話の中で、やっぱりみんな気持ちで分かって

いるんだけれども、価値の創造とかね、新しく物をつ

くっていく、何かないものからつくっていくのは物すごく

大変だと思うんだけれども、今あるものの価値を認識

する、これがもちろん大事なことですよ。認識したら、

次に未来につながっていく。言葉は固いけれども、要

するに今やっていることを子供や孫につなげていって、

今の生活を守っていくということは、福岡の都市圏を

守り、有明海を守り、熊本市を守ることだと。今までは、

そんなこと意識しないで自分たちのなりわいでやって

いたけれども、そういうもんだということをみんなが共

　特に観光ガイドのところでは、ずっといろんなことを、

希少生物、植物だとか見ていただいて、水の話をして、

それで、そこのことを理解していただくというのは大変

すばらしい活動だと、観光とセットになっておりますけ

れども。それを含めて今後の課題というのをまた次回、

次の回にお伺いしたいと思います。

　じゃ次、三宅さん、お願いします。大体、若いですよ、

この中でもね。力あるし、エネルギーあるし、もうこれ

からの阿蘇のこういう課題はもう全部引き受けるとい

うような熱意で今日来ていただいております。今日はど

うも大変ありがとうございます。いろいろ注文が出ると

思いますが、どうぞよろしくお願いいたします。

○パネラー（三宅悠介）　ありがとうございます。環境

省の阿蘇くじゅう国立公園管理事務所、三宅と申します。

よろしくお願いいたします。

　私たちの事務所、この阿蘇市内にありまして、黒川

に事務所があって、大体職員10名ぐらいおります。何

をやっているかといいますと、この関係でいきますと、

草原再生の協議会の運営ですとか、そういった草原

再生の活動に取り組んでいます。それから、国立公園

ですので、阿蘇とくじゅうの国立公園の管理ということ

で、開発の規制をしたりですとか、生態系の保全をし

たりですとか、そういった仕事をしています。

　それからあと、最近は観光振興にも力を入れていま

して、特に政府全体としてインバウンド観光を推進して

いこうという中で、国立公園もですね、そういったイン

バウンドにも貢献していきたいと、そんなようなことも

やっておるような組織になっています。

　それで、今日はこういった場にお呼びいただきまし

てありがとうございます。坂本先生からご紹介いただき

ましたけれども、我々のほうもこの地域にある事務所と

して精いっぱいやることはやっていきたいと思ってお

ります。

　島谷先生、吉良村長からもお話しいただきました。

ありがとうございます。草原再生の活動は2005年から

スタートしています。2021年ですので、もう少しすると

20年かなというようなタイミングになっています。これ

までは地域の農家の方々の活動をどうやって支援して

いくかということで力を入れてきたんですけれども、今、

第３期の全体構想というのをつくっておりまして、それ

の大きな柱としては、なかなか産業だけで草原を維持

していくのが難しいような状況になっている中で、公益

的機能と少し難しい言葉ですけれども、産業だけでは

なくて、広く一般社会にも草原は役立つんだと、こう

いったような中で草原を維持していくと。一番分かりや

すいのは吉良村長からご紹介いただいたような、自治

体が火入れ責任になって野焼きするとかそういったこ

とだと思いますけれども、そういったことにこれから力

を入れていきたいと思っています。

　そういった中で、今日のお話ですね、有明海とつな

がっているとか、あるいは自治体のほうで火入れを積

極的にやっていただけるとか、草原再生にとっても、こ

れから新しい展開を考えていく上で、非常に重要なご

指摘をいただいたかなと思っていまして、また草原再

生協議会のほうでも今日のお話を受け止めて活動し

ていければというふうに思っておるところです。

　それから、市原組合長から観光利用の話をいただ

きました。我々国立公園を管理しておりまして、全国に

34の国立公園があります。この中には、九州の管内で

いけば、例えば屋久島も入っておりますし、それから知

床とか小笠原とか、世界自然遺産に登録されているよ

うなところも、この34の中に入っています。また、富士

山とか日光ですとか、いわゆる温泉とか自然が豊かな

観光地というのは大体34国立公園の中に入っている

んですけれども、あと、くじゅうもその中に入っています。

　皆さん、阿蘇くじゅうって国立公園の中でどれくらい

人が来ているかというイメージをお持ちですかね。実

は阿蘇くじゅうというのは、大体1,600万人ぐらい年

間利用者来ていまして、これは34の国立公園の中で

見ても上から５番目なんですね。日本全体で見ても、こ

ういった自然を生かした地域という中では、お客さん

が多く来ているエリアになっています。

　冒頭に紹介があったとおり、その中に来たお客さん

の８割ぐらいの方がですね、この中でも草原、阿蘇の

中で草原がやっぱり一番すばらしいというような回答

をされています。なので、草原というのは非常に観光に

とっても魅力的な資源であって、地域の外の人たちか

ら、どうやって草原の維持に協力してもらえるかという

のが今日のテーマの一つでもあると思うんですけれど

も、そういったときに、やっぱり観光の方に一部ご協力

いただく、市原組合長からご紹介いただいたように、

1,000円を草原の保全に還元するということもそうで

すけれども、最近ボランティアツーリズムとかもややは

やっておりまして、そういったボランティアでツーリズ

ムとして来ていただくとか、そういったことも含めて、地

域の外の力をこれからもっと活用していけるとよいの

かなというふうに思いました。

　私からひとまずコメントさせていただきました。あり

がとうございます。

○コーディネーター（坂本　正）　どうもありがとうご

ざいました。

　とにかく外からというのが結構難しくてですね、駐車

○司会　吉良村長、貴重なお話ありがとうございま

した。

　それでは、会場から１名だけですね、ご質問やご意

見ございましたらお願いいたします。挙手をお願いし

ます。

　一番後ろの方。

○参加者　私は熊本市民なんですけれども、先ほど野

焼きの意味を、草原を新しくして虫を殺すとか、景観を

守るとか、そういう趣旨で理解している熊本市民という

か、熊本県民と言っていいと思う、たくさんいらっしゃ

ると思うんですよ。その水源保全のためだということに

変えていかなくてはいけないというお話があったと思

うんです。私はそれとても共感するんですけれども、具

体的にどういう方法が一番手っ取り早いと考えられる

か、もしお考えがあればお聞かせいただければ。

○南阿蘇村村長（吉良清一）　ありがとうございます。

　まずは、うちの農家あたりもですね、実際、野焼きを

している農家あたりもそれを知らないということです

ので、まずその辺から、区長さん、区長会では定期的に

こういうことを述べますし、牧野組合が集まるときもそ

ういうことを言っております。また、今年の１月には全

戸に阿蘇の世界文化遺産を目指してというチラシを

作成し配布しました。阿蘇の地下水はこういう具合に

して育まれているということを機会あるごとに言うよう

にしています。

　とにかく草原のほうが地下水涵養能力は高いという

ことをこれまであまり言われてきませんでしたので、こ

れを強くこれからも機会あるごとに訴えていきたいと考

えております。

○司会　よろしいでしょうか。ありがとうございました。

　それでは、ここで、また吉良村長のほう、後でパネル

ディスカッションのほうにもご登壇いただきます。あり

がとうございました。（拍手）

　では、この後、パネルディスカッションに移りますの

で、少し会場の準備をさせていただきます。お手洗い

等ございましたら、皆様、この時間にお願いします。

３．パネルディスカッション

○司会　では、お待たせいたしました。

　それでは、パネルディスカッションに移りたいと思い

ます。

　冒頭の趣旨説明と２つのご講演を踏まえて、阿蘇草

原再生、新たなステージへ～草原の恵みを守るため

の仕組みづくり～をテーマに進めていただきます。

　ここで、ご登壇の皆様をご紹介させていただきます。

　今回のパネルディスカッションコーディネーターと

して、阿蘇草原再生千年委員会委員長の坂本正様、パ

ネラーとして、先ほどご講演いただきました熊本県立

大学特別教授の島谷幸宏様、南阿蘇村長の吉良清一

様、阿蘇市町古閑牧野組合長の市原啓吉様、環境省

阿蘇くじゅう国立公園管理事務所所長の三宅悠介様、

以上になります。どうぞよろしくお願いいたします。

　ここからは、コーディネーターの坂本先生に進行を

タッチしたいと思いますので、先生、よろしくお願いい

たします。

○コーディネーター（坂本　正）　坂本でございます。

　今日は、本当にコロナの厳しい中でございます。限

定的な人ということで、皆様方、今日お集まりいただき

まして、どうも大変ありがとうございます。

　今日はもうテーマもはっきりしていますように、今、

阿蘇、我々はですね、千年委員会世界文化遺産登録

に向けて今活動しているところでございまして、暫定リ

スト入り間近、と言うと誇大宣伝になるかもしませんが、

その暫定入りを目指して今やっている最中でございま

す。その中で一番コアになるのは草原ということです。

そして、九州の北部ですね、この阿蘇の水がめの役割

というのは非常に大きいと。今日その水がめの話をし

ていただいたわけですけれども、有明と福岡都市圏、

非常に大きな流域ですね。有明のノリを支えているの

もこの阿蘇の水だ。このカンデラが水をためているこ

とで、熊本市の世界一の地下水の源流になっているわ

けでございますし、その途中につながる水源が我々の

生活を守っている。それは災害からも大きな役割を果

たしている。その恩恵の部分を話していただきたいと。

当然これは、草原に行って楽しむ、観光客の人たくさん

いらっしゃるわけですよ。観光客の人にもぜひ、たくさ

ん水源がございますが、この水源と阿蘇はつながって

いるんだと、そういうことも分かってもらえればなとい

うことでございます。

　今日はもう既にお二人にご報告をいただいておりま

す。順番は、まず、市原組合長、それから三宅所長、島

谷教授、吉良村長という形で順番でやらせていただき

ます。あとはさんづけでいたしますので、よろしくお願い

します。

　市原さんも大変ご活躍でございまして、また、今日も

お忙しい中、引っ張り出して大変申し訳ありませんけ

れども、今日もガイドのことであるとか、新しい活動を

含めて、水資源の取組もございます。どうぞよろしくお

願いいたします。

○パネラー（市原啓吉）　私も牧野組合ですね、熊本

県北部、阿蘇の一番東側のほうに当たりますけれども、

一の宮町坂梨地区というのがあります。見ていただくと

が湧いているんだと、そういう認識がほとんどです。も

し仮に阿蘇に人が住んでいなくて、水田や草原がなく

て森だった、森林だったとすれば、恐らくこれほどの水

は湧いていないだろうというに思います。

　熊本県とか熊本市のホームページを見てみますと、

熊本の地下水ということで検索してみますと、絵が描

いてあります、地下水の流れがですね。ほとんどは西

原辺りを降った水が地下に浸透して、あるいは白川を

流れて、それがまた菊陽町周辺で地下に浸透して熊本

市に湧いているという絵がほとんどです。阿蘇のカル

デラの中とか外輪山を多く、大門堰にも水が流れると

いうのは書いてありません。それはなぜかというと、そ

ういう研究がこれまでされてこなかったせいです。それ

で、もちろん島谷先生が今日言われましたように、何と

か阿蘇の草原なり水田のそうした影響、大きな貢献し

ているんじゃないかということをですね、今度、研究で

その辺のところが分かってきたということで、これまで

の図とは違った図が恐らく出てくると思います。そうな

れば、多くの方々に草原、水田の大切さがお分かりい

ただけるかと思います。

　こういう機会があるごとに訴えていかなければなり

ませんが、私が最近思っているのは、それとはまた別

に、それだけでは、ああそうだなで終わってしまう。あ

そうかで、それからアクションが起きないというか、何

かそういう気もしますので、今、熊本市の地下水が減

少傾向にありまして、うちの水源の10か所で、先ほど

市川先生のほうから、市川先生で調べてもらって、そう

すると６割ほどの水源では減少傾向にあります。白川

水源は１分か60トンと言われていますが、今40トンし

かありません。それより最も湧水量の多い竹崎水源は

120トンですが、そこは１/３に減っているというような

調査結果が出ておりますので、もう水源、草原が減って

いることが恐らく原因だということで、危機感を与える。

先ほど熊本市の方は……と思いますけれども、熊本市

の水はこれからもう減りますよと、減っていきますよ、こ

のままでは減っていきますよということをもう危機感を

多少与えるような報道というのも、そういうことを何か

変えてもらうというか、先生方からもそういう報告をし

てもらうとか。危機感を与えることも一つの手かなと、

最近はそういうことも思っています。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうございま

した。

　大都市、熊本市のほうですが、これ100年ぐらい

たって地下水が市内に来るんで、今足りるとか足りな

いといっても、まだ大丈夫だという、そういう楽観的な

議論もないわけじゃない。先ほどあったように、水の涵

養とかいろいろは、草原よりも、それは樹木のほうが多

いんだから放っておけという話も結構あるわけですよ

ね、潜在的に。しかも、草原も人の手が入って草原だと

思っていない人も結構、そうするといろんな意味での

理解が及んでいないところで、新しい価値をつくって

やっていくというのはなかなか大変だと思うんですけ

れども、吉良さんが７市町村の中の１人だとすれば、

やっぱり今日の話は、市町村の人たちで県のほうにこ

ういうことだと、まだまだ認識足りないよと。こんなこと

で世界農業遺産取れないよというのをぜひ言ってほ

しいと思うんですが、いかがですか。

○パネラー（吉良清一）　今おっしゃるとおり、これは

阿蘇郡の首長さんが同じ気持ちで同じ方向を向いて、

歩調を合わせなければならないと考えております。そ

の辺は首長さんの会合の中である程度の合意はでき

ております。保安林の改良あたりもですね、これは私だ

け言っても駄目ですので……

○コーディネーター（坂本　正）　保安林の解除はし

てほしいなと。

○パネラー（吉良清一）　いろいろ言っているんです

けれども、ただ、阿蘇のほかの自治体の首長さんと行

動を共にしてやっていきたいと思っています。

○コーディネーター（坂本　正）　よろしくお願いし

ます。

　市原さん、ずっと長年活動してきて、今、ガイドの話も

して、いろんな問題ご存じですよね。それでやっぱり水

源の問題で、水が減っているとか、そういう危機的な状

況もあるんですか。

○パネラー（市川啓吉）　草原のあった時代、つまり

私が高校生ぐらいのとき、その時分はですね、山がま

だこんな大きくなかったもんですから、滝がいっぱい

あったんですね。その滝がですね、今、木が大きくなっ

た現在、だんだん消えてきているんです、なくなってき

ているんです。草原がいかに大切かということは、私

はその高校生のときに学んだことが第一の出発点な

んですけれども、私が高校生のときは、阿蘇くじゅうで

有して、福岡の人も、有明の人も、熊本市の人も、阿蘇

の価値を一緒に分かってもらう、このことが大事だと、

そのことですよね。

　そのことで、もう一つ必要なのは、普通、水源だとか

なんかって、人が住んでいなくて、山の奥から出てきた

ものだというようなこと、阿蘇はカルデラで、これが人

が住んでいるわけですよね。これだけの大きな都市圏

なんで、この都市圏でやってきている水の涵養に依存

している生活、一部の都市と都市をつないでいる、そ

のあたりの関係はどうお考えですか。

○パネラー（島谷幸宏）　昔からここは野焼きをして

いたわけですね。それがたまたまススキだったわけで

す。とても水を節約すると思うんですが、そういうことが

あったからこそ、福岡都市圏にあれだけの人口が集

積できるということなんですね、実は。これがなかった

ら、福岡市はもう水資源ない都市ですから。

○コーディネーター（坂本　正）　全然ないですか。

○パネラー（島谷幸宏）　ええ、全然ないですから、あ

んな人口を養えないわけです。ですから、本来はもう

少し、阿蘇を拝むじゃないけれども、敬意を払ってい

いはずなのに、そこの価値づけができていない間にみ

んながもっと阿蘇をＰＲしてください、最も大切な九州

の山ですからね。そういう意味での価値づけを行うこ

とが、やっぱりこれから持続的にこの阿蘇を維持する

ためには重要じゃないかなと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　僕は後でまた市原

さんにも伺いたいし、吉良さんにも伺いたいんですが、

阿蘇に住んでいて、生活していてですね、だんだん担

い手も少なくなっている。阿蘇の野焼きも大変だと、今

一生懸命やっている。僕はこの仕事に関わったときに、

あと５年たったら大変だよと言われて、本当に大変な

時期だったんですよ。これからまた３年、５年後大変

だよ、何とか延びてきているんだけれども、高齢化はも

ういや応なしに来ますよね。都市圏の人が無関心であ

れば、なおのこと厳しくなる。そこの働きかけ、例えば大

漁旗が来るとかね、そういう話もいいし、ほかの自治

体の人たちとの関係もあるんですが、島谷さんは福岡

に住んでいて、熊本に来て、今、水と環境のことをずっ

とおやりになっていて、それで実家がこちらにあってで

すね、火の山、しかし、水がめとしての阿蘇はそれほど

まだ認識されていない。インパクトはどこに持っていっ

たらいいと思いますか、島谷流の。

○パネラー（島谷幸宏）　私は、やっぱり海だろうと思

います。福岡にですね、志賀島という島があって、そこ

に志賀海神社という神社です。そこは海の神社なんで

す。その人たちは山を誉めるというお祭りをずっとやっ

ているんです。「ああらよい山繁った山」「ああらよい山

繁った山」「ああらよい山繁った山」と３度山を誉めて、

鹿もいるんですね。だから、やっぱり昔から山を管理

するということが海の神にとってどれほど大切だった

のか。一つは、船を造るのに木が要るということなんだ

と思うし、山からの栄養源とか恵みによって海産物が

取れるということも知っていただろうし。それを管理す

るために人間が鹿を射るとか野焼きをするとか、そう

いう行為が必要だということを分かっていた。そういう

ものを見ていくと、やはり海とのつながりを明瞭に意識

することによって、全てが、その間のものは全部つな

がってくるので、そこをつなげていくというのが面白い

かなと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　要するに自然に昔は知っていたんだけれども、だん

だん文明の中で分断されていって、都市圏が生まれて

きて、その生態系というのがだんだん切れてきた。なの

で、今、環境省さんが言っている共存していく生活圏で

す、物すごく壮大な絵なので、マンダラ絵というふうに

言っているらしいんですけれども、一見ね、ちょっと荒

唐無稽じゃないかと思うけれども、要するに昔に戻っ

てつながっていこうということだと思うんですよね。

　そのあたりの話、また後で伺いたいと思いますが、

吉良さん、お待たせいたしました。

　何か専門家じゃないみたいに言われていましたけ

れども、細部までずらっと見たら、島谷さんよりたくさん

書いていましたよね、その。流れをね。あの中の３分の

１ぐらいを島谷さんが今日証明した、科学的に証明し

た。でも、経験的にというか、もう大体分かっていて、し

かし、微妙なことを言われましたよね。なりわいでみん

な分かっているはずなのに、農業をやっている現実の

人は野焼きはやっている、大事だ。でも、景観のためだ

けだったらもうやだという気持ちもないわけじゃない。

それはそうだと思うんです。人のために景観でやっ

たってしようがない。今度はみずがめで、水がめになる

ためだという意識をやっぱりそれほど強くはないんで

しょうか、そのあたりの苦労話からお願いしたいと。

○パネラー（吉良清一）　じゃ本当に苦労話をします

けれども、うちの村は移住者が、結構、都会から移り住

む方がいらっしゃる。何でですかと聞くと、景観とか、き

れいな水がたくさんあるという理由が多いです。じゃき

れいな水は何でいいと思いますかと尋ねると、これに

答える人はまあいません。住民もはっきりとは答えられ

ません。先ほど大きな４つの要因があると言いました

けれども、それを答える人は本当にいなくて、昔から水

から野焼きのボランティアという形で、本当に大勢の

方に来ていただいていて、全国見渡してもなかなかこ

ういうふうな形で、近隣都市圏からこれだけ大規模に

協力を得て環境保全やっているところってそんなに多

くないんじゃないかなって思っています。そういった中

で、今回こういった科学的な知見もさらに明らかに

なってきたので、福岡、あるいは熊本の方に協力しても

らう具体的な意義というか、メリットもより説明しやすく

なってきたと思いますので、こういったことをうまくア

ピールするといいなと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　千年委員会というのは、もう福岡でもやっていますし、

福岡の経済界の人が任意でずっとおやりになってい

て、この話は、福岡の方も言うんですよ、水がめで。やっ

ぱり福岡都市圏は阿蘇で守られているんだという、経

済界のそういう方はおっしゃるんだ、なかなか市民に

浸透しない。これからだと思うんです。

　じゃ今日参加している方、あまり時間がありません

けれども、今までの話を聞いて、ちょっと一、二聞いて

みたいなという、全体でもいいですし、特定の方……

○参加者　野焼きボランティアをやっています。お世

話になっております。

　今日は、最初にお二方で水の重要性という、非常に

理論的に分かりまして、大変ありがたくお聞きしました。

　ボランティアやっていますが、昨日もそうだったんで

すが、阿蘇市にある牧野で輪地切りをやっていました

が、ボランティアの一般の方からこういう質問が来る

んですね。虫もいないのに何で焼かないかんのです

かって。そのときにやっぱり今日の水の話、ＣＯ２の話、

そして私の自分の専門の生物多様性の話とか、そうい

う話をしてあげると大変納得いただけるんですね。そ

ういう意味で、私はボランティアのリーダーもやってい

ますけれども、リーダーの役目というのは非常に重要

になってきているというふうにここ近年思います。ボラ

ンティアは今登録1,000名いますから、延べで昨年実

績ですと2,300名ぐらい出ています、コロナの中で。こ

れコロナが終わったら3,000名近くいくという。さてこ

こで問題なのは、草原の恵みを守るための仕組みづく

りという中で、私たちボランティアはこの先どう向かっ

ていけばいいのか、率直に、市原さんなんかとは初期

のほうから相当いろんな議論をさせていただきました

し、吉良村長は今日初めてなんですけれども、特に吉

良さんと市原さんあたり、我々ボランティアなんですけ

れども、今後どういうふうに向かって行けば、この仕組

み、新たな仕組みづくりとしてお役に立てるのかという

ことをご示唆いただければ大変ありがたい。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　多分、みんな考えて結論が出なくてですね、難しいと

ころではあるんですが、じゃお一方ずつその辺を伺っ

て、島谷さんのほうからいきましょうか。もう短く。

○パネラー（島谷幸宏）　簡単に、じゃ。

　今日ちょっとお話を聞いていて思ったのは、草原が

あって集落あって、水田があって、本当はそれ全体の

土地利用が草原の仕組みを支えているので、そういう

観点をやっぱり大事にしないと駄目かなと思っている

ということです。

○コーディネーター（坂本　正）　何かその仕組みの

中で……

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　コミュニティ

自体がそれ全体を管理して……

○コーディネーター（坂本　正）　何か一つのコミュ

ニティ全体を維持していくことで仕組みができると。

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　草原だけを

守ろうということじゃなくて、それを使う仕組みも守って

いく。

○コーディネーター（坂本　正）　草原を核にして、生

活圏、循環を守っていくという。

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　皆さんもそれ

重 ご々存じ……

○コーディネーター（坂本　正）　それは話が重いん

だけれども、そういうふうにしていかなければ維持でき

ないよということですね。

　じゃ吉良さんのほう、お願いします。

○パネラー（吉良清一）　うちの村にはボランティア

の方が来ていただいていまして、本当に感謝しており

ます。輪地切り、輪地焼き、大変ありがたく思っており

ます。

　ただ、先ほど言われたように、虫がいないのに何で

輪地切りとかやるのということは今日初めて知りまして、

そうだな、本当だな。だから、草原の野焼きの目的をも

う少し分かりやすくボランティアの方々にも伝わる方

法も考えていかなければならないなというふうに思い

ます。引き続き輪地切り、輪地焼き、本当に御協力をお

願いしたいと思います。

○パネラー（市川啓吉）　ボランティアの皆さんから、

私が持っているものが宝物だということを教えても

らったんです。それまでは邪魔物だったんです。これ

は何のためにどうしたらいいんだろうというね、邪魔

でしようがないと思ったら、それは宝物ですよって教え

られたから、ガイドを通して、それで多くの人に知って

５万ヘクタールぐらいの草原があると学んでいたんで

す。だから、ここはアメリカの牛肉と対抗するには阿蘇

ぐらいしかないと、そういう認識があったんです。

　それで、阿蘇は草原があって、みんなが豊かで。それ

は水だけじゃないんです。空気もですね、木よりも草の

ほうが浄化する、あるいは高いと言われているんです。

そっちのほうも目を向けんといかんとですね。ですか

ら、私はガイドのとき、そういったことを皆さんにお伝

えしているんです。だから、私、200人以上、去年、おと

としとガイドをしましたけれども、そういった人に一人

一人ね、みんな伝えて、阿蘇の草原はいいというけれ

ども、どんなところがいいですかって。空気がいいと。

景色が見れる。これは森林になったら景色は見えない

んですね。だから、森林はちょっと空気がいいように考

えるかもしれませんけれども、景色が見えないと、その

中での活動だけしかできないから。草原の場合は見

渡しができますね。阿蘇の山を見渡しながら草原を歩

くといかにすばらしいかというのがみんなが知ってい

るんです。そうすると、来られた方たちは、心が癒され

たと言って帰られるんです。ということはですね、私は

いつもみんなに訴えているんですけれども、あそこの

草原というのはね、名医だって。それがやぶ化してい

けば、やぶ医者になるって。だからね、草原は守ってい

かんといかんて。それをね、地元の人がやっぱり知る

必要があると思う。お医者さんをね、育てているから頑

張ろうと、そういう意識。そして周りから来る人たちの

癒やしてもらうんだったら治療代ぐらい払えと。ただで

来て帰っていくのはどういうことかと。そういう認識の

下に、より多くの人に、阿蘇を支えるためにはそういう

外部からの援助も必要なんだと。高齢化になったら、

ボランティアの皆さんが応援に来てくださっています。

ボランティアさんも高齢化しているんです。ですから、

より若い人たちにも訴えて、若い人の力も活用できるよ

うにしていかなくちゃいけないと。そういうふうに考え

て、阿蘇の草原の水だけでなく、空気を守るという、そ

れは全ての人に関係してくるので、ぜひそういったこと

を知ってほしいなと思って、今のところ頑張っています。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　でも、滝がなくなっている、減っているというのは、本

当にちょっと衝撃的な話ですよね、やっぱり環境問題

の中で。あるいは草原といったら、草原の場合は、崩れ

てもすぐ復活すると。だから、地震とかなんかあっても、

崩れたところから復活するというので、非常に強いも

んだという意識があるんですが、滝がなくなっていると

いうのは、ちょっと私も考えが及ばなかったんですけ

れども、やっぱりそれも一つの象徴ですね。滝の復活

も大事になるかなというふうに思いますね。

　コロナ禍にもですね、そういう地元の方もおられる

ので、そういうのを知っている方もおられると思うんで

すよ。やっぱり何が変化したかって。その後、島谷さん

に全部証明してもらうというのが一番やりやすい方法

かなというふうに思うんです。

　じゃ、最後というわけじゃありません、まだ一巡して

きたわけですけれども、今まで話を聞いて、三宅さん、

今まで北海道へ行って、熊本にこちら通ってきて、これ

からまた大きな活動があって、世界文化遺産を担うよ

うな、そんな話があって。今回の企画も関係者も非常

に大きな研究の課題、やっていると思うんですよね。

やっぱり子供の教育含めて、観光含めて、何を訴えて、

阿蘇をみんなと価値を共有していくっていう、その肝の

ところは何だとお考えですか。

○パネラー（三宅悠介）　なかなか難しいかなと思っ

ているんですけれども、分かりやすさというのは非常に

大事なのかなと思っています。島谷先生おっしゃって

いただいたみたいに、阿蘇で仮に草原が全部森林に

なってしまうと、1,000万トンぐらい水が減るので、有

明海のノリ養殖のための緊急放流がもうできなくなる

んだとかですね、福岡市であれだけの人口を維持でき

なくなるんだという、そういう分かりやすいメッセージ

と、あと、村長おっしゃっていたみたいに危機感を少し

あおっていくようなことも考えていく必要があるかと思

います。

○コーディネーター（坂本　正）　災害もひどくなりま

すよね、一気に流れてくるわけですから。

○パネラー（三宅悠介）　そういうのをうまくアピール

していくと。

　それで、地域循環共生圏、先ほど非常に分かりにく

いというようなお話もいただいていて、ちょっと私たち

の職員もなかなか理解することも難しいんですけれど

も、実はこの阿蘇は割とそういう意味では先進的な地

域だと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　あれは阿蘇を説明

するためにつくった地域循環圏だと私は思っておるん

ですね、ずっと、広いから。ただ欠点はですね、土地に

ずっと水道になって、いろんな都市部があって、海で

しょう、有明。遠いんですよ。だから、阿蘇だと思っても

つながりがぼんやりするんで、なかなか下流にいる人

たちが恩恵をですね、ぼんやりしか分かりにくいなと

いう、ちょっとそこのところですよね。

○パネラー（三宅悠介）　そうですね。ただ一方で、こ

のエリアには、今でも福岡県、あるいは熊本の都市圏

子供も大人もお年よりもですね、女性も男性も関係なく、

みんながそういったことを知る必要があると思うので、

それを情報として発信する。それが環境省さんなり、農

水省なりなんなりですね、大きなところからメディアを

通してでもなんでもですね、発信していくということは

大事だと思いますね。

　私も地元の農家に住んでいる限り、農家の人たちに

その宝物を守っていく必要があるんだよということを

強く訴えていきたいと思っているので、今取り組んでい

る小学生の草原学習とかですね、そういったものをぜ

ひ活用して、さらに将来のボランティアさんなり、地元

の担い手を構成できるように頑張っていきたいと思っ

ています。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　それでは最後に、大トリになります。三宅さん、お願

いします。

○パネラー（三宅悠介）　ありがとうございます。

　環境省は最近脱炭素、カーボンニュートラルという

ことで、環境省というか全政府を挙げて取り組んでい

ますけれども、先ほどご紹介あったとおり、阿蘇草原で、

このエリアの世帯の排出量の1.7倍の二酸化炭素を

固定しているということがあります。そういった観点か

らの重要性というのもこれから訴えていくと、社会の流

れにも乗っていけるのかなというふうには思っており

ます。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　今ある阿蘇の生活圏、これはやっぱりボランティア

の人を含めて草原を維持していく、水を守っていく。そ

のことが福岡都市圏、熊本の都市圏、多分、大分も入

ると思うんですね、北九州、九州の上のほう半分は阿

蘇に支えられているんだという意識は重要だと思いま

すが、何よりもこの仕組みを維持していくためには、子

供が、今日は残念ながら参加が難しかったわけです

けれども、やはりこの内容を共有する、防災意識として、

郷土の誇り、伝統というものを共有して、それを同じ地

域の世代がみんな使えていくような、そういう教育シス

テム含めてですね、これからの新しいステージづくり

が必要かなというふうに思います。

　今日はどうも大変ありがとうございました。（拍手）

○司会　坂本先生、パネラーの皆様、大変ありがとう

ございました。

　ご来場の皆様、限られた時間ではございましたが、

ありがとうございました。また、配信でご覧いただいて

いる皆様、お聞き苦しい点が多々あったと思いますが、

お許しください。

　阿蘇草原再生協議会では、本日いただいたアイデ

アも参考にさせていただきながら、今回の分科会の

テーマである草原の恵みを守るための仕組みづくりを

進めてまいりたいと思いますので、皆様、今後ともご協

力のほど、どうぞよろしくお願いいたします。

　それでは、阿蘇分科会はこれで終了とさせていただ

きます。

　皆様、もう一度拍手をお願いいたします。（拍手）

　ここで、皆様にご連絡ですが、この後、第13回全国

草原シンポジウム本会場と全国３分科会の開場をつ

ないでの全体会がオンラインにて開催されます。この

会場で流しますので、ご興味がございましたら引き続き

見ていただければと思います。

　皆様、本日は大変ありがとうございました。

もらう必要があるというふうに考えたわけで。というこ

とはですね、地元の人もそれを宝物とは思っていない

んです。ですから、ボランティアさんが地元の人と交流

するときに、そうした宝物を発見したら、ここにはこう

いうすばらしいものがありますよということをまず伝え

ていただきたいと、自分たちが発見したことをですね。

でも、多くの人は気づかないんですよ。それをまず教え

ていただくということ。

　そして、気づいたものをほかの人たち、つまり新たな

ボランティアさんが来れるように、そういうのをまた教

えていただくと。学校の生徒さんたちなんかもきても

らっているので、そのときにはね、本当に助かっていま

すけれども、そういった若い人たちですね、今後のそう

いう支援に回れるような、そういう仕組みづくりという

ものも大事かなと思います。

　今後そういうふうにして、農家さん、ボランティアさ

ん、お互いいろいろ、ほかの観光で来る人だって阿蘇

の草原の大切さというのをね、みんなに伝えていく必

要があると思うんです。生活環境を守るために何が必

要かという、そういった点で、私たちはみんなが草原

を通して生かされているということを認識できるように

伝えていくことが大事だなと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　今、もうボランティアさんも草原を守る非常に大きな

担い手で、やっぱりみんなで一緒に考えて出し合って

いくと。仕組みづくりは大体こう見えているんですけれ

ども、具体的なところはいま一歩手前かなという感じ

がします。

　三宅さんはそういう話を踏まえて、環境省としては、

このステージづくりをつくったら、絶対支えていくんだ

というような意気込みもあったらよろしくお願いします。

○パネラー（三宅悠介）　ありがとうございます。

　私もせっかく阿蘇に来たものですから、今年、個人

的ボランティアに参加させていただいて、非常にすば

らしい仕組みだなと思っています。あまり私自身は課

題は見当たらなくて、もうどうやってこの組織を継続、

発展させていくかというところかなと思っていますので、

我 と々してもしっかりサポートしていきたいと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうございま

した。

　もう大体時間がまいりましたので、今日は限られた

時間でございました。でも本当に２人のスピーカーの

方には簡潔に要点を絞ってお話しいただきましたし、

彼らの中で議論は大分深まってきたかなというふうに

思います。

　それでは最後に、今日の会を終えるに当たって一言、

今後の課題、あるいは自分が今考えていること、一言

ずつお話しいただいて、閉めたいと思います。

　じゃ島谷さんのほうからお願いします。

○パネラー（島谷幸宏）　今日ちょっといろいろやっ

ぱり聞いていて思ったのは、これからまたポストコロ

ナで地域分散というのが非常に重要で、その中で、子

供たちがこういうことに参加できると、すごいクリエイ

ティブな人間ができていくんだろうなというのをすごく

思っていて、環境省の方ともいろいろとお話ししている

んですけれども、やっぱり防災教育と環境教育を一緒

にするだとか、そういう形の新しい展開で、子供たちの

力をもっとつけないと、これからのサバイバル時代を

乗り切れないので。ボランティアみたいなものは、何か

学校教育としてちゃんとやっていく必要があるんかな

という話を聞いていていろいろと思いました。ありがと

うございました。

○コーディネーター（坂本　正）　じゃ吉良さん。

○パネラー（吉良清一）　私は特に自治体の首長とし

て、発信力が大事だと思います。島谷先生から情報を

いただいて、その情報で理論を武装して、強く訴えてい

きたいと思います。また、阿蘇の首長さんたちとも足並

みをそろえて、さらにどんどん盛り上げていきたいと思

いますので、これからもよろしくお願いいたします。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうございま

した。

　じゃ市原さん。

○パネラー（市原啓吉）　これは前の環境省の所長さ

んが私に教えてくれたことですけれども、イエロース

トーンが国立公園になったときですね、神が創造され

たもので、決して私有物にしたり、少数の利益のため

に開発すべきものではない。この地を国民のために永

久に保存するには国立公園にするという、そういうあ

れでこれをまず、イエローストーンが国立公園になっ

たと。それで、日本の昭和31年に国立公園法が制定さ

れて、1934年に初めての国立公園ができたと。その中

でも阿蘇もそういう国立公園になってきたということで

すね。

　そこには、やはり草原というのが大々的にあったわ

けで、だから国立公園になったわけで。阿蘇山があっ

ても、阿蘇山という山はないんですね。阿蘇山というの

は５つの山が成り立って阿蘇山って言うんで。その阿

蘇山は、草原があって初めて目立つんです。つまり主

役はですね、脇役がいないと目立たないんですよ。そ

の脇役である草原は、脇役だけでも重要な働きをして

いるんで、それをみんなに知っていただくためには、
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命的には窪地ができ、湿原ができ、それが消えていく段

階である中の現在、一断面を見ていることになりますの

で、人工的に何をしていくのかという事については、今

の時代に生きている私たちでしっかりと決めればいい

のではないかと思います。

　ただ、内山さんが先ほどおっしゃいましたけれども、

湿原という生態系が何も触れずに保存するということ

ができないものなので、例えば広いまま残そうとするの

であれば、三瓶山の姫逃池というところでは、毎年水草

をしっかり取るという作業をしています。そういうやり方

もありますので、その部分は地元に近い専門家の方な

どと一緒に、管理を考えていけばよろしいのではないか

と思います。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございます。

　ご質問へのご回答は以上でよろしいでしょうか。

○教育委員会事務局長（梅原　巧）　ありがとうござい

ました。

○稲取地区特別財産運営委員長（山田賢一）　財産区

の山田です。

　内山さんの話を今まで聞いてきまして、細野高原の一

番古い写真をお出しいただけますでしょうか。

　この下の方に見えるのがゴルフ場ですけれども、また

ずっと上のこちらの方、河津との境界以外のところにつ

いて、私たちが学生だった昭和47年以前にはすべて

入谷区で山焼きを行っていました。真ん中に熊口の水

源がありますが、こちらの方はゴルフ場で、ここからバイ

オパーク、ゴルフ場まで草原でした。さらにもっと上の

方、そこら辺までが草原でした。40年代後半、50年代

に高山通りということで植林をしまして、現在あまりいい

山だとは言えませんが、ほとんど植林されています。

　現在は、昔から比べれば３分の１ぐらいの広さです。

そういう意味で、先輩の皆さんがそれだけ頑張って、こ

の３倍、４倍の広さを管理してきたので、私たちも管理

していかなければという気持ちがありますが、どのよう

に維持していくのか、その部分で悩んでいます。

　今年、財産区の役員の皆さんと相談して、この部分は

急傾斜地で山焼きをすると岩が落ちてくる為、来年の山

焼きからやめることになりました。放棄という形になりま

すが、管理する人の安全の為です。

　また、これも内山さんがおっしゃっていたことですが、

ここが熊口水源ですけれども、ここからここまでの部分

は大体40～50ヘクタールになります。役員の皆様と現

在考えていることが、ここから上については水源地とな

りますので手は入れないですが、こちら側の部分を将来

的に、先ほどの体験学習や観光のためのイベントなど、

自然を保護しながら利用していただくことはできるかど

うか、その部分についてご意見をいただきたいと思いま

す。以上です。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

　この山の上の部分は保全を継続していくべき場所だ

というふうに、先ほど内山さんもおっしゃっていました

ので、この辺りの草原を保全していくために、利用する

方向にもっていければ良いのではないかと思いました。

○実行委員（内山義政）　特に保全すべきということで、

企業などどなたかに利用していただければという提案

であると思いますが、少しこれまでの話をまとめながら

になりますけれども、例えば観光利用、ちょっとした休憩

所や東屋を設けるとしても、茅葺きの使用やそれを体験

してもらうといった中で、防火線も含めた草刈り作業と

いうものにも触れていただき、現在、ベテランの方だけ

で頑張って維持している防火線の管理を、将来的には、

少しでも若い世代が山焼きに入っていけるようにする

ためのフィールドとして使用していくことができればい

いのではないかと私個人として受け止めましたが、会

場の皆さんはいかがでしょうか。

○ネイチャーガイドクラブ（富永眞弘）　下側を利用

する案が出ていますけれども、湿原は現在４つあり、３

つはそのエリアに入っていますので、特に芝原湿原の

水源というのがかなり上のほうに延びてきています。

その部分が荒らされないよう、注意していただきたいと

思います。

○実行委員（内山義政）　そうしたピンポイントに保全

すべき場所というのは、ネイチャーガイドクラブの皆様

やジオガイドの皆様など、地元で見てきた人にしか分

からない場所もありますので、情報共有を行っていく必

要があるのではないかと思います。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　皆様、ありがとうご

ざいます。

　茅葺きや環境教育としての利用、観光資源、あるいは

保全や利用の方法について、様々なことをお話しいた

だきました。

○司会　それでは、ただいまより東伊豆会場の分科会

のほうを始めさせていただきます。

　ここからの分科会の進行については、地域おこし協

力隊の藤田翔さんと実行委員の内山義政さんにお願

いをします。また、パネラーとして入谷区町内会長の鈴

木豊美様に御協力をいただきます。

　それでは、どうぞよろしくお願いいたします。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　地域おこし協力隊

の藤田と申します。本日はよろしくお願いいたします。

　最初に、ご存知の方もいらっしゃると思いますが、簡

単に自己紹介をさせていただきます。

　地域おこし協力隊の藤田翔と言います。東伊豆町に

来て今年で３年目となり、地域おこし協力隊の任期が

最終年度となります。東伊豆町に来る前は、笹岡先生も

おられるのですが、東京環境工科専門学校というところ

で自然について学習していました。本日はよろしくお願

いいたします。

○実行委員（内山義政）　皆さん、こんにちは。内山で

す。私は稲取の田町区出身でして、高校卒業後、大学に

進学しまして、就職して静岡県内に戻ってきましたが、

2019年から職場の休業制度を使いまして、東京都立

大学の大学院に通わせていただいています。草原生態

系の保全を研究テーマとして研究を行っていまして、

フィールドを細野高原とし、地元に通いながら調査を続

けています。本日はよろしくお願いいたします。

○パネリスト（鈴木豊美）　皆さん、こんにちは。私は細

野高原を管理する稲取の４つの町内会の１つ、入谷区

町内会の会長で、区長を務めています鈴木です。入谷

区は細野高原に隣接しておりまして、昔から関わりが深

い町内会でございます。以上です。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　それでは、東伊豆

会場分科会を開会いたします。

　東伊豆会場の分科会のテーマは、『利用・保全・継

承』の３点となります。

　まず、テーマに決めたこの３点ですが、午前中にも説

明がありましたが、それぞれがローテーションしてしっ

かり循環していかないと、細野高原というものはなく

なってしまう。若しくは、一つがマイナスの方向へ向かっ

てしまうと、その次へ次へとどんどんそのマイナスが引き

ずられ、負のスパイラルになってしまうということで、そ

れぞれの問題を全体的に考えていけたらなという思い

で、このテーマにさせていただきました。

　最初に、利用について、私、藤田がお話しさせていた

だきます。

　最初に、細野高原のこれまでの利用ということで、午

前中もお話が出ていましたが、細野高原は茅場として

利用されていました。茅は、茅葺きや、昔は畑を耕すた

めに牛などを使っていたので、そういった家畜の飼料と

して使われていました。また、ミカン畑に敷いて防寒や、

雑草が生えないようにしていたり、現在においても山菜

狩りなど、多くの需要がありました。特に昔の利用に関

しては、生活により密着した需要が多くありまして、現在

とは異なり、少子高齢化が問題視される以前のことでし

たので、担い手も十分に補充されており且つ、町民全体

で利用され、さらに町全体でしっかりと保全がされてい

ました。

　そして、現在の細野高原の利用ですが、現在は生活

というよりは観光やレジャー、体験というのが主な利用

方法になっていると感じます。他にも、ハイキングや

ツーリング、少しではありますけれども、畑、山菜狩りな

どもされています。

　昔と現在の利用の変化を見てみると、生活必需でし

たが、必需ではなくなってきているという見方ができると

思います。昔の生活にどうしても密着なものというのは

必然的に利用・保全・継承のサイクルが形成されていま

したが、その利用価値が現在は少なくなってきていると

いうことで、しっかり現在の姿に合う利用価値を見いだ

さなければならないと考えています。

　また、昔は町民、町全体で生活に必要なものでした

が、現在は担い手不足や利用価値の減少に伴い、管理

全体の費用も不足しているような状況だと思います。そ

の中で、この３つの循環をしっかり考えていかなければ

と思い、現在の利用についてですが、ハイキングやツー

リングについては、そこまでお金が落ちたりするような

ものではないと思っていまして、もっともっとその利用価

値を最大限に発揮できる何かを町全体で考えていく必

要があると考えています。

また、その利用からしっかり細野高原の背景や保全を

したいという、最近だと森づくりなどに興味関心がある

方もいらっしゃると思うので、そういった層に向けて体

験やレジャー、観光、教育、そして利用することで保全・

継承への誘導を見込んでいき、その負のスパイラルか

らいい方向へ改善していくことが必要ではないかと思

います。

　ここで、他地域における利用方法について事例を幾

つかご紹介します。

　ご存知の方もいらっしゃると思いますが、隣町の伊東

市の大室山ですが、大室山自体が国の天然記念物に

なっておりまして、こちらでも毎年山焼きを実施されてい

ますけれど、こちらはリフトで３分ぐらいで山頂まで上が

れるという、気楽に行けるレジャースポットになってい

ます。そこでは料金も掛かりますが、毎年山焼きの火入

れ体験ができるので、そういったところで人手を解消し

つつ、お金も落としていただいているというような場所

です。

　こちらは先ほども紹介がありましたが、生石高原でも

和歌山の大学と連携し、イベントを通じて保全や茅葺き

の文化を発信している場所です。やはり担い手不足の

解消や保全をする上では、どうしても人手が必要になり

ますが、そういった教育や、学生などと連携して学びの

場としても利用してもらいつつ、保全もしっかり手伝っ

ていただくというような場所です。先ほどもお話がありま

したけれど、クラウドファンディング、応援したい気持ち

をお金で送るというような資金集めもされています。

　こちらは阿蘇です。先ほどお話にも上がりましたが、

阿蘇では環境省との取組を進めていて、各教育機関で

教材も作成しており、地域での体験を含め、学ぶ場を作

られています。また、環境学習の講師も派遣されているな

ど、行政と町がしっかりと連携して進めている地域です。

　ほかにもエコ資源にということで、ＳＤＧｓについても

先ほどお話がありましたが、例えば茅葺きに使われた

茅というのは取替えの時期になると、いい具合にほぐれ

て柔らかくなり、畑の肥料や雑草がはえないように敷い

て利用することや、阿蘇でも利用例があったと思いまし

たが、家畜の飼料としていたり、海外の事例ですが、バ

イオマス燃料にしていたりします。こういったことは施

設や仕組みが整備されれば、幅広い活用を検討してい

けるのではないかと思います。

　利用についてまとめとなりますが、現在の利用という

のは、景色を楽しんでいただくことなどですが、そこから

もう一歩踏み込んで、例えば細野高原の山焼き文化や

山焼きすることでどういう種類の生き物が保全されるの

か、もう少し踏み込んだ部分について、少しでも関わっ

ていただく利用というのを検討していけるといいなと

思っています。例えば、教育機関での野外学習ですが、

授業の一環として細野高原の概要などを知りつつ、危

険なことはできませんが草刈りを体験していただくなど、

実際に関わるという利用方法が良いのではないかと思

います。

　また、一般の方の立ち入りはできませんが山焼きに

ついても例えば、安全地帯を設けて見学していただくこ

とや、大人の方だったら草刈りを体験していただくなど、

より深く知り、関わっていただくことが大事だなと思い

ます。

　そして、春は山菜狩り、秋はススキイベントを実施し

ていますが、一時的な、季節的なイベントではなく、通年

体験できるサービスを作るなど、知ってもらう・認知して

もらうということを意識して進めていけたらと思います。

最終的に、継続的な利用、収益化をして、継続させるこ

とが必要だと思います。これらのことは町全体で考え、

推進していくべきことではないかと思います。

　『利用・保全・継承』、このうち１つが抜けても細野高

原を守っていくことはできないので、３つともバランスよ

く循環させていくことが不可欠であると思います。以上、

「利用」についてとなります。

　続きまして、内山さんお願いします。

○実行委員（内山義政）　それでは続きまして私のほう

から、３つある『利用・保全・継承』のうち、「保全」の部

分に関して発表させていただきます。

　最初にですが、午前中もお話がありましたのでご存

じの方も多いと思いますけれども、草原をめぐる全国的

な課題をもう一度整理させていただきます。

　左の図が阿蘇ですけれども、1930年代にこの地図

で示しているグレーの部分が全て草原でしたが、2000

年、一番右側の図ではグレーの部分が入って、ほとんど

が黒の部分、森林に変わってしまっているという傾向が

筋山周辺により多く分布しているということが傾向とし

て見えてきました。

　次、お願いします。

　これと同じように重ね、こちらには植物の種がすべて

落ちていますが、代表的な種を抽出してみると、例えば

ジザゲタシ、カラナデシコ、リュウノウギクといった何種

類かの植物が、草原のこういった場所で見られる特徴

的な種類であると思います。

　こうした結果を基に考えていくと、草原特有の植物を

保全していくには、この三筋山の山頂から桃野とマナイ

タウラ、先ほど示したエリアですけれども、この周辺を今

後も確実に山焼きをして管理していくことが重要ではな

いかと思います。

　１つ、まずは保全の指標として、こうした場所だけに

分布する植物種を上げて、保全の目安として考えてみて

はどうかということ、２つ目に山焼き管理の後継者育成

という観点では、保全上特に重要な場所とそれ以外で

かつ安全、平場で作業してケガが起きないような場所

ということですけれども、そうした場所で、先ほど藤田さ

んからも話がありましたが、管理の点検、具体的には防

火線の草刈りですとか、そういうものが手鎌で、例えば

各区の作業で余ったエリアでもいいですし、そうした場

所が少しでも確保できるようになっていけばいいので

はないかと考えています。

　今回、細野は草原のほかにも湿原が４か所ありまし

て、そことその周辺に希少なラン類などの植物が見ら

れますが、こうした希少種に関しては共通のリスクもも

ちろん非常に高いものですから、財産委員会の専門員

ですとか、ネイチャーガイドグラブの方々の助言ですと

か情報交換を深めていくことが大切だと考えています。

　また、明日、現地でお時間があれば是非見ていただ

きたいのですが、富永さんにはお話をせず申し訳ござ

いませんが、駐車場の裏側の空いているところにネイ

チャーガイドクラブの皆さんでこのような細野で見られ

る希少種の種子を採取して、現場で保全をするという

試みをされております。こういう試みというのは、保全生

態学の研究者の中ではあまり聞かない話ですので、ぜ

ひ取組を進めていったほうがいいかなと私自身は考え

ております。

　私の方からは以上となります。ありがとうございました。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうございま

した。

　保全についてですが、山焼き管理の後継者育成とい

うことで、保全の場所を限定しながらも、しっかりと希少

な植物を保全できるように、重点的に行っていくという

ことでよろしいでしょうか。

○実行委員（内山義政）　今の山焼きの範囲をしっか

りと維持していくのは大前提ですけれども、確実に保護

すべき場所というのを知っておく必要があるのではな

いかと考えています。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　保全上、重要な場

所以外且つ安全な場所での管理体験というのも、保

全・利用ということで繋がりがあると思います。もう一歩

踏み込んで山焼きについても学習できるような体験が

あれば、その後もしっかりと後継者が現れてくるのでは

ないかと、利用の観点から思いました。

　それでは最後に「継承」について、鈴木さんよろしくお

願いします。

○パネリスト（鈴木豊美）　「継承」についてですけれ

ども、細野高原の景観維持とか害虫駆除、生態系の保

護のためには、山焼きが必要です。先ほども例に出てい

ましたけれども、山焼きをするには細野高原以外に燃

焼させないように管理をするため、まず20メートルぐら

いの防火帯を作ります。10月にその部分の草を刈り、

11月にそれを燃やし、2月に山焼きを行います。この作

業を現在、4区で行い、山を守っていますが、各区とも若

者が減り、高齢化が進んだことから、作業する人の確保

も難しくなってきています。先ほどお話がありましたが、

2008年に全国草原シンポジウムのときにも、山焼きを

続けるためにボランティアを募ったり、学校の総合的な

学習の時間で子供たちに野焼き体験をしてもらうことも

文化継承に必要だと言っています。ボランティアを募る

にしても、火が入ると風向きが変わります。初めは見学

するのでも経験の積み重ねが必要でしょうと思います。

　そしてまた、令和２年９月に細野高原を考える会を発

足しています。この会でもやはり細野高原の管理、山焼

き、防火帯などを今後同様に継続していくことは困難に

なりつつあるとしています。４区で細野高原の観光、産

業などの資源としての活用や周辺の地権者と協力した

新たな魅力の創出を図っていきたいということが、発足

の経緯となります。今後、どうしたら会として細野高原の

魅力を発信することができるか、良いご提案がありまし

たらご意見いただけますと幸いです。

　山との関わりがなくなりつつある今、細野高原を残し

ていくためには、守りたいと思う人を増やしながら、山

仕事を行っていくしかないと考えています。特に若者と

の連携が重要と考えます。若者は斬新なアイデア、企画

力、行動力、情報発信力、また体力など、地域活動に必

要なものを多く兼ね備えているかと思います。「継承」に

ついての私の発表については、以上となります。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうございま

した。

あります。もちろん阿蘇でも、全国のほかの地域でも再

生に向けた取組は進んでおりますが、全国の草原面積

というものを、右の図ですが、まとめてみると、1920年

代は３万から４万平方キロメートルあった草原が、

2000年頃になると5,000平方キロメートルまで大幅

に減少しているということが分かります。このことは細野

高原、全国どの草原でも同じですけれども、管理の手が

足りなかったり、土地の改変、植林であったり、開発行

為などによって面積の減少が進んできたということが原

因として上げられています。

　次、お願いします。

　植物に着目していきますけれども、草原特有に見られ

る植物への影響というものを考えてみると、今までお話

ししてきたような草原の面積の減少というものと、この

今も維持されている草原の中の管理、山焼きであったり、

草刈りであったり、この頻度が低下したり中断したりす

る。例えば細野は日本の中でも本当に珍しく、もしかし

たら中断された年もあったかもしれませんが、記録のあ

る限り、毎年山焼きをしてきているということで、非常に

貴重な草原となっています。全国的に見ると２年に一遍

だったり、例えば東日本大震災の頃に消火ヘリが飛ば

ず、仙石原では山焼きが中止になりましたけれども、そ

ういったように数年中断したり、なくなってしまったりと

いう場所も多いです。こうした２つの要因が複合的に絡

み合って、そこに出現している草原特有の植物に影響

を与えているのではないかということが近年様々な研

究で言われるようになってきました。

　今回の発表では、具体的なメカニズムですとか、専

門的な話まで踏み込みませんが、私が細野高原で植物

等のデータを取った結果を基に、どういった場所が「保

全」に適しているのかということですとか、あとは、これ

までの土地利用の変化というものを改めて航空写真で

振り返りながら、一緒に考えることができればと思って

います。

　それでは、次お願いします。

　ここが稲取の細野高原の現在の航空写真になります。

見ていただいている真ん中付近が細野高原で、右側に

ゴルフ場と伊豆アニマルキングダムがあります。

　次、お願いします。

　これと同じ2017年の写真、稲取の方はこれで分

かっていただけると思うんですが、今回初めて来ていた

だいた方は、先ほどの東伊豆町観光協会のパンフレッ

トを開いていただくと、真ん中に水源涵養保安林があっ

て、それがかなり目印として分かりやすいと思いますの

で、そこを見比べながら、過去の土地利用というものを

見比べていただければと思います。

　続いて、これが2000年です。これは今とほとんど変

わりないかと思います。

　次、お願いします。

　これが1989年ですけれども、これと先ほどの2000

年を比べると、植林が少し進み、西側の河津町のほうで

山焼きが、その前からされなくなっていたのが進んでき

たということが分かり、樹林化が進んできたということ

が分かると思います。

　これが1980年です。先ほどの水源涵養保安林の植

林がされる、外側に広がる前という感じです。

　これがかなり前になりますけれども、1964年です。こ

のあたりから多分、当時の状況をご存じの方もいらっ

しゃるかもしれませんが、まだ私が生まれていない時代

ですけれども、これと先ほどの写真を見比べていただけ

ると、今のゴルフ場の辺りですとか、茅場がかなり減った

ことが、河津町側のほうですけれども分かると思います。

　これがさらに昔の1947年ですけれども、こちらは先

ほどの写真より引いて写しているので、もう少し白田の

ほう、東側のほうまでずっと広く茅場が広がっていたと

いうことが分かると思います。

　次、お願いします。

　これをもう一回まとめてみると、1947年には、グレー

の部分が草原ですけれども、これだけ一面広がってい

たものが真ん中の水源涵養保安林の植林が進んだり、

河津町側のほうでの山焼きが中断したことによって樹

林化が進んだり、国有林、北西側のほうが山焼きしなく

なって樹林化が進んだりという傾向が分かるかと思い

ます。

　このデータを基に草原がどれぐらい減ってきたのか

というのを出しましたが、2013年から2015年に１か

月に１回程度、この遊歩道の道にほぼ沿った形になり

ますが、第１駐車場から熊口、マナイタウラというのが

真ん中の水源林ですけれども、そこから三筋山を登っ

て桃野を進んで、ＧからＨというこの区間です。パンフ

レットでいうと、６番から５番、４番に行くルートですが、

ここを歩いて道の分岐で区切った区間ごとに出てきた

植物の種類を記録しています。あとは、草刈りと山焼き

の多い区間を記録しています。

　これを統計的に解析して、詳細は省きますけれども、

山焼きと草原がどれぐらい周囲にあるのかという影響も

加味して、そこにいる植物の種類のパターンを比べて

みると、三筋山からマナイタウラのこの緑色で囲った範

囲に見られる植物と熊口の水源林の自然、青色で囲っ

た範囲で見られる植物というのは明らかに種類が違っ

てくるということが分かります。山焼きとまとまった草原、

両方の効果で維持されている植物というのが、この三

　一点ご質問よろしいでしょうか。４区一体で管理をさ

れていると思いますが、例えば小学校などの教育機関

に山焼きのやり方や、草刈りのやり方を伝えるときに、手

法については4区統一された管理等はされているので

しょうか。

○パネリスト（鈴木豊美）　管理自体は財産区が指導

していますけれども、大体４区とも同じような方法で防

火線刈りをやっています。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　財産区から教育機

関、子供や大人に管理体験を提供する事は可能なので

しょうか。

○パネリスト（鈴木豊美）　安全なところであれば可能

と思われますが、その指導を行う方を誰にお願いする

のか、要するに財産区で子どもたちを預かってやるとか、

学校のイベントとしてやることで先生も現地にきて子供

を見守ってくれるか、そのあたりの仕組みを整備してい

かないと難しいのではないかと思います。安全な場所

でそういった体験を提供できる場所はあります。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　行政と連携した取

り組みとして行うことも可能なのではないでしょうか。

○パネリスト（鈴木豊美）　可能だと思います。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

　その他に、それぞれの観点からご質問など有ります

でしょうか。

○パネリスト（鈴木豊美）　内山さんにお伺いしたい

のですが、山焼きをしていかないと、この希少種という

のは絶滅してしまうのでしょうか。

○実行委員（内山義政）　先ほど、箱根で2011年に山

焼きを中断したというお話をさせていただきましたが、

実際に見かけられなくなった種がありまして、その後数

年かけて追跡しても復活しなかったという例もあります

ので、できれば毎年焼いているところは、私個人の思い

として、維持していければと思っています。

○パネリスト（鈴木豊美）　先ほどのお話で、細野高原

の山焼きは継続してやってきたという事でしたが、実は

１年だけ実施していない時がありました。その翌年は、

野ネズミやモグラ、が増え、茅が枯れたところがだいぶ

あります。やはり、動物の生態系も崩れていくという事で

しょうか。

○実行委員（内山義政）　おそらく、動物の生態系にも

及んでいるのではないかと思われますが。

○パネリスト（鈴木豊美）　ありがとうございます。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）

　私共の方から、今後の『利用・保全・継承』について、

具体的にどのように進めた方が良いという事は言えな

いのですが、各視点からはこのような意見となりました。

　この後、会場の皆様からも、このような利用をしてみ

てはどうか又はこういう試みをしてみてはどうかという

ご意見がありましたら、そのことについて具体的な方針

や対策を模索していきたいと思います。

　現在、１時４０分ですので、１０分ほど休憩の時間とさ

せていただきます。休憩後に1時間ほどですが、皆様よ

り何かご意見を伺いたいと思いますので、よろしくお願

いいたします。

（休　憩）

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　それではご意見を

伺っていきたいと思いますが、先ほど休憩中に、細野高

原のススキを実際に茅として利用できるのかという事

で、日本茅葺き文化協会の安藤様にいろいろとお話を

伺いまして、とても興味深い内容でしたので、活用方法

等について是非お話をいただきたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。

○（一社）日本茅葺き文化協会（安藤邦廣）　皆さん、こ

んにちは。

　先ほど１時間ぐらいのお昼休みで、細野高原を初め

て拝見させていただきました。茅の質や量について実

際に確認させていただき、そのことについて私の意見と、

茅の利用ということ、特に茅葺きということについての

この地域でのこれからの可能性についてお話しさせて

いただきます。

　茅という資材ですけれども、建築資材としてのこれか

らの利用価値や可能性ということについては意見が

幾つかあります。この細野高原の茅の質、これは茅葺

きの材料として全く問題ないと思います。丈が多少短い

ということはそのとおりですが、山頂近くですと大体２ｍ

近くのものが十分ありますし、平均して背丈ほどですか

ら、御殿場のものに比べると50ｃｍほど低いという事に

なります。平地の茅も大きなものですと３ｍぐらいにな

りますけれども、平均的には大体２メーターちょっと、

2.5ｍぐらいですから、数十センチ低いということです。

　茅の利用ということでいうと、大体４尺から５尺あれ

ば一定の茅として十分に葺くことができます。短い茅と

してカリヤスという茅がありますが、これは最も上質な

茅であり、白川の合掌造りなど、北陸方面ではほとんど

カリヤスが主となっており、この背丈は大体平均的に人

の背丈以下の1.8ｍから低いものだと1.5ｍぐらいです。

そのため小茅、小さい茅といわれています。大茅は大き

いですが太くて重さもあって扱いにくい、また、葺いた後

の耐久性も低いということもあり、小茅は最上とされて

いう利用方法を検討されているのか教えてください。

○東伊豆観光協会長（石島専吉）　今年の６月24日に

町観光産業課が主体となり、東京にあるＫａｎａｔｔａという

ドローンの体験ツアーを行っている企業と、稲取の勤

労者体育館と稲取高原、クロスカントリーを範囲に、

（一社）美しい伊豆創造センターや伊豆急行㈱の皆さ

ん２０人ほどが集まり、体験を行いました。私も体験しま

したが、自分が体験できるとは思ってもいませんでした

ので、できるのかなという気持ちでしたが、意外と簡単

に200メートル～300メートル上昇させることや、横に

スライドさせることができました。稲取高原からですと、

焼却場の先の海の方まで行くことができますし、ゴルフ

場や細野高原の近くまで操縦できてしまいます。そのた

め、この秋にドローン体験ツアーとして、１泊２日若しく

は２泊３日ぐらいで、宿泊していただいたお客様に体

験していただこうという企画がございまして、具体的な

日程は決定していませんが、そのような予定となって

います。

○パネリスト（鈴木豊美）　どうもありがとうございま

した。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　すみません、また少

し話題が変わってしまいますが、今回、利用と保全と継

承を繋ぐアイデアの一つとして、環境教育を上げました

が、その観点について、笹岡先生よりコメントをいただ

けますと幸いです。よろしくお願いします。

○全国草原再生ネットワーク理事（笹岡達男）　これ

はむしろ藤田さんに返してあげたいぐらいです。例えば、

藤田さんが経験され、勉強されたことを活かし、学校の

学生たちをもし東伊豆町に呼ぶとするならば、どのよう

なことを考えているのかご意見をお伺いしたいです。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

　まず、私が地域おこし協力隊になった理由ですが、専

門学校のインターンシップで北海道の黒松内にある、

「ぶなの森自然学校」というところに行ったのですが、

その時に体験したことが私の中でとても感動しました。

自然について細かく言うような自然学校ではなくて、自

然の中で思い切り遊ぶというような場所でした。１週間

単位のプログラムで、長い子は１か月、夏休み丸 と々い

う子もいましたが、やはり子供たちは日常から学ぶ姿

勢がすごく、とても成長を感じられました。最近は家庭

用ゲーム機やスマートフォンなど、外に出る機会や公園

の遊具が危険という観点で、遊ぶ環境がだんだんと少

なくなっており、両親も共働きで忙しいという事なので、

なかなか自然と触れ合いながら思うように遊ぶ、体験す

るということが少なくなってきているというふうに思いま

す。北海道でのプログラムでは、大阪や東京、中には中

国の子供が一人で飛行機に乗って北海道に来て、自然

体験をしながら一緒に遊び、学ぶというような生活をし

ていました。ほんの１週間だけでも、すごく成長を感じる

ことができます。最初は虫も怖くて、「何でこんなところに

一人で来させられたんだろう」というように悲しむ子も

いましたが、知らない地域や大きな自然に囲まれ思いっ

きり遊ぶことで、一回り大きく成長したように感じました。

　その体験がすごく印象に残っていまして、実際、今年

の夏にはオンライン上のキッズコミュニティーと繋がり

があるのですが、子供たちが伊豆稲取に遊びに来て、

海への飛び込み体験や細野高原の草原で思いっきり

走ってみるという事をしました。他にも取ってきた竹を

割り、自分たちで一から流しそうめんを作る体験を通じ

て、お家の方もお子さんが、「一回り大きく、大人の顔に

なって帰ってきた」とか、「また伊豆に行きたい」とおっ

しゃっていました。子どもたちもお家の方に、「家に帰っ

たらノコギリ買って」と、創作意欲が溢れていました。

このように、小さい時の経験はとても重要だと考えてお

りまして、学習面においても空間把握能力や創作意欲

が溢れたりと、そのようなことを推進していきたいと思

い、私はこの東伊豆町に来ました。今後もこう言った取

り組みを進めていきたいと思います。

ありがとうございました、以上です。

○全国草原再生ネットワーク理事（笹岡達男）　あり

がとうございました。

　私は笹岡と申しますが、藤田さんの卒業された専門

学校に勤務しております。この度は実行委員という立場

で出席させていただいておりますけれども、藤田さんの

アイデアは大変良いものだと思います。

　私たちの学校は、自然環境や野生生物の好きな学生

が来ていますので、そういう学生は自ら進んでテントを

張って寝たり、喜んで虫を捕まえたり、植物観察をします。

藤田さんがおっしゃっていたような、様々な地域の小学

生や中学生などの子供たちの受入れ体制を整備する

ことは非常に重要です。そのときに一番大事なのは、学

います。

　この小茅が取れる様々な条件が、現在社会的に、あ

るいはその生態的に限定的になりましたので、白川の

ほうではやむを得ずほとんどを大茅、御殿場の茅を

使っているという現状になっています。これについては

あまり好ましい状態とは言えず、ユネスコからも本来の

その地域の茅を使うべきだという意見が出されており、

代替措置ということで、将来は小茅へ戻すということは

目指されていますが、温暖化の影響などがあり、小茅の

生息域がどんどん限定的になっているのが現状です。

　それから、本来茅場であったものが一旦失われてし

まいますと、再生が非常に困難であるということ、また、

材料を刈る組織も廃れつつあり、個人で刈るにはなか

なか難しいということですが、そのような観点からも、こ

の細野高原の1.8ｍ程度の茅は、本日見た限りの感想

ですが、細くしなやかで耐久性もあり、質が良いと思わ

れます。実際に刈ってみないと分かりませんが、少なくと

も茅の材料として不足はないと言えます。ただ、量につ

いてはかなりまばらなところもありまして、全体的にスス

キが、草原が広がっているところではないと思います。

これは阿蘇も同じですが、120ヘクタールということで

すので、例えばその３分の１が茅場という事であれば、

屋根に葺くには十分な量が確保できます。このことにつ

いては実証実験を行うことで、どの場所で茅が刈りやす

く運搬がしやすいのか、また、どの程度の量が確保でき

るのかを確認することは簡単にできることかと思います。

　本来この地域では茅を屋根に葺いて、そして牛馬を

肥やして、さらに時代的に柑橘類の生育のために地域

経済を支えたことは間違いないです。その地域経済を

支える重要な資源、資材であったということが、この細

野高原の茅場が今に受け継がれている最大の理由で

す。決して生物多様性の維持をしたわけでもなく、観光

のためにしたわけでもない。皆さんが支えてきた結果、

これだけの草原が今に残され、その習慣が良いことと

して、皆さんの努力が今に続けられているということだ

と思います。

　今後、細野高原の茅場がこれだけの面積を残してい

くという事であれば、これは地域経済、産業とどのように

結びついていくかという事を明確にしていかなければ、

一部の限定的なものになりますし、ほかの土地利用と

いうことを考えることも必要なのではないかと思います。

これから東伊豆町、伊豆地域において、茅場はどのよう

に役に立つかということを議論していくことが必要です。

　そのことについて、午前中にもお話があった範囲で

いいますと、この地域では観光が大きな産業の主軸に

なっているということですので、温泉、細野高原、ビーチ

ですね、この３つが揃っている観光地は、国内はもとよ

りコロナウイルスがある程度収束すれば、海外、アジア

地域にとっては非常に大きな可能性を持っているのは

ないでしょうか。そのとき、この茅資源が役に立つのか

と考えていくことが大事ではないかと思っています。

　それでは具体的にどのように活用していくのかという

事について、茅葺きの建物を観光施設に取り入れて復

活させていくということが、私は非常に大事であり可能

性があることだと思います。茅葺きの民家は戦前ほど姿

を消したと思います。戦後間もなく、エアコン生活の中

で流れとして、茅葺きの建物を民家に戻すということは、

一部にあるかもしれませんけれども、かなり現実的では

ないです。この地域の観光として、もう少し観光の質に

変わった滞在型の、あるいは自然と親しむような、ある

いは子供たちの教育とか体験ということを重視した観

光にシフトしていくことを考えれば、観光施設も緩やか

に木造で茅葺きの施設ということが一定割合、世界的

に、あるいは日本の中でも進んでいることは間違いな

いです。ヨーロッパで茅葺きが復活しているのは、まさし

くリゾート地において、オランダやデンマーク、北欧の地

域で最も質の高い観光地は茅葺きで造られる建物群

がつくる景観やその中での生活のゆっくりとした時間を

過ごす、あるいは都市生活で非常に疲れた心身を癒や

す、そういった観光がこれからの大きな流れになると思

います。

　今どき海で泳ぐ人は非常に少なくなったと、本当にそ

う思います。なぜかといえば、ホテルの冷房の効いた室

内にいれば、海岸に出るということとは非常に落差があ

り難しいためです。昔は海の家といって、必ず海辺に日

よけをつくるような東屋などの仮設の避暑地を造り、

人々が海辺で休むような施設があってはじめて海水浴

ができていました。今は冷房の効いた施設は整備され

ていますが、海辺の本来の自然の中で昼寝をしたり、風

を楽しむような施設というのはもうないように思えます。

　ですから、例えばこの海辺に茅葺きのリゾート施設を

これからまた復活していくということを考えるのであれ

ば、細野高原で星を見るとか、別な自然を楽しむような

施設を造る必要もあると思います。そういった本来の観

光にふさわしい施設を、この伊豆にある杉という、戦後

植えた木を活用し、この無尽蔵の茅の屋根を葺くという

ことを町を挙げて、あるいはこの地域の経済を挙げて、

そしてここに集まっている草原を大切にする人たちと一

体となって風景をつくっていく、この細野高原の茅とい

うのはこれだけ素晴らしい暮らしを実現できるというこ

とが分かれば、草原を守るということも非常に意義があ

り、自分たちの生活を支えていることが明確になれば、

多くの方が協力することは間違いないと思います。そう

いった茅を用いた観光施設を造っていただきたいと思

います。

　茅葺きの建物というのは、民家に葺くような50ｃｍ～

１ｍに及ぶ、30年、50年の間立派にもつ茅葺きもできま

すけれども、例えば３か月間もたせたいということだっ

たら、もっと簡単な茅葺きの東屋などの仮設建築も現

在では可能です。様々な技術を組み合わせることもでき

ますので、茅葺きの新しい観光施設利用ということから

始まり、その茅を農業資材に２次利用する、茅葺きとい

うのは必ず屋根に葺いて、再利用するということが本来

の姿です。そういったことも一部取り戻すことによって、

茅というのは本当にありがたい恵みなのだということ

が部分的にも始まれば、もう少し農業に取り入れていく

ことや、本来の生活の中に茅がどんどん浸透していくと

いうことについて、観光施設を突破口にぜひ切り開い

ていただきたいと思います。

我々の協会としても助言や技術者・職人の教育ができ

ると思います。とにかくこの細野高原の茅というのは素

晴らしい資源であるということは、未来を必ず保証する

と思いますので、是非そういったプロジェクトを、行政を

はじめ、この地域の観光協会の方などが集まることで、

進めていっていただきたい、新しい地域が見えてくると

いうようなことでこの会で想像していただくのがとても良

いことではないかと思います。それだけの資源としての

圧倒的な質・量が本日確認できましたので、是非ともこ

の地域をまた開いていくというふうに思えてなりません。

　少し長くなりましたけれども、ありがとうございました。

何かご質問あればお答えします。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうございま

した。

○（一社）日本茅葺き文化協会（安藤邦廣）　茅葺きに

ついては建築的に規制があります。都市部、この密集地

域では不燃材で葺かないといけないという規制があり

ますので、街中では厳しいところがあると思います。二

十二条地域という区域になりますけれども、それは特定

行政庁が解除できます。今まで都市化ということが非常

に進んできましたので、二十二条地域の区域指定はか

なり全域に広まっておりまして、現在、様々な地域でその

解除は特定行政庁で行えるということになっております

ので、必要に応じて限定的に外すということもできます。

恐らく細野高原は二十二条地域に該当していないと思

います。もし二十二条地域があれば、その部分を解除す

るということも今はできますし、様々な観光地、茅で地域

づくりをしようとする地域は、例えば宮城県石巻市では

非常に広大なヨシ原を持っている地域がありますが、

一部の市街化区域を除いて解除しておりますし、重要

な茅葺き集落を保有する市町村の場合も、あるいは１

戸１戸の重要な民家がある場合も、その部分を部分的

に解除するということも現在進んでおりますので、そう

いうことはあまり障害にはならないと思われます。あくま

で、地域の主体的な住民の総意があれば、できるという

ことも申し上げておきます。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうございま

した。

　茅葺きの建物を観光施設として造り、お客さんに楽し

んでいただくというのは、先ほど白川先生からお話があ

りました茅プロジェクトのように、町にしっかりと還元で

きるような収益を上げられるような施設であったり、茅

を葺き替えるタイミングでそれを体験するということも、

複合した施設ができる可能性があり、個人的に色 と々

検討してみたいという風に思いました。

○パネリスト（鈴木豊美）　ただいまの茅のことですけ

れども、この細野高原の茅は屋根に葺くことについて問

題はないという事でしたが、今の細野高原は肥料とい

うものを全然やっておりません。肥料と言えば山焼きで

燃やした後の灰ぐらいです。茅に対して人為的に肥料

を与えても問題ないのでしょうか。

○（一社）日本茅葺き文化協会（安藤邦廣）　茅に人為

的に肥料を与えるということはしない方が良いと思わ

れます。また、今まで例としてはほとんどないと思います。

唯一、刈り取ることと、その後、燃やすこと、これによって

１万年間続いてきたということは最近の学説で立証さ

れておりますので、環境条件的に余程の激変がない限

り、刈り取って火入れをすることで、屋根に使う材料とし

て持続可能なことは間違いありません。そんなに心配

することはないと思います。

○パネリスト（鈴木豊美）　どうもありがとうございま

した。

　利用について一点、東伊豆町観光協会の石島さんに

お聞きしたいのですが、今後、観光協会ではドローンの

操縦体験など計画があるようですが、具体的にはどう

自分ももっと細野高原を歩き、良いところを探し、皆様

にもご紹介出来たらと感じています。以上です。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございます。

　明日のオンライン見学会にて、お二人には現地説明

会にご出演いただいております。明日ご参加される方は

楽しみお待ちいただければ幸いです。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　私もジオガイドを

持っていまして、細野高原はよくガイドツアーをしていま

す。お客さんには、ここはこういう経緯で草原になり、昔

はこういう利用をされていて、毎年山焼きを行い管理し

ているという事をお話すると、「山焼きを見ることはでき

ませんか」という方や、「私も草刈りをやってみたいで

す」という方が多くいらっしゃいます。少しでも細野高原

に携わるきっかけとして、草刈り体験や、最初から火入

れ体験をすることは難しいですので、見学できるスペー

スを設けるなど、山焼きを一般に公開してみてはどうか

と思います。

○教育委員会事務局長（梅原　巧）　突然のご質問、

申し訳ありません。東伊豆町教育委員会事務局長の梅

原と申します。

　細野高原には、県の指定文化財として湿原が何か

所かございまして、その中に桃野湿原というところがあ

ります。私も小さい頃から遠足などでそこに行っていま

すけれども、先日確認しましたら、かなり浅くなってい

るように見え、いずれ消滅してしまうのではないかと思

いました。

　文化財ですので、人の手を入れず自然のままにして

あるというのが現状です。しかし、湿原を保つために修

正すべきか、形状が変わってしまうとしても自然のままに

しておくべきか、どちらが良いのか疑問に感じています。

　また、先ほど富永さんの方からもお話がありましたが、

鹿や猪が湿原の中に入り沼田場にしているため、掘り

返されて荒れてしまっています。ワイヤーなどを用いて、

周囲を全部囲ってしまえば入れないと思いますが、金

属なので錆が出ます。文化財的な面がありますので、自

然のままにしておこうという結論に現在はなっています

が、本来の管理はどのようにあるべきか、詳しい方がい

らっしゃればご教示いただけますと幸いです。

○実行委員（内山義政）　ご質問ありがとうございます。

　まず、文化財としての保存と、観光として利用しつつ

保存していくというのは相入れないものだと思います。

湿原の乾燥化や鹿柵を設けるというのは、私も専門で

はありませんのでお答えすることが難しいですが、会

場でもし詳しい方がいらっしゃいましたらお願いいた

します。

○芸北高原自然館主任学芸員（白川勝信）　私は元々

湿原が専門となりますが、大学を卒業後に草原のほう

に入りました。東伊豆町の気候だとおそらく低湿で細野

高原を見ても、窪地のようなところに水が集まり、湿原に

なっているのではないかと思います。いわゆる、栄養分

の少ない水が集まりその上にミズゴケが生え、そのミズ

ゴケがスポンジの役割をし、水を溜めてできるというの

が信州や北海道のような高層湿原ですが、それらとは

全く異なる低湿地です。低湿地は有機物や土砂が入っ

ていくと、長い目で見て埋まってしまう運命にあります。

　西日本を含め、低湿地がどうして長い間保たれてき

たのかについては、一方で草原を利用してきたというと

ころがありそうです。集水域でしっかりと草刈りをして有

機物が流れ込まないようにすることが、湿原の中の植

物の成長などが抑えられ、湿原の中に枯草などがたま

る量が減っていくことになります。あるいはカンスゲなど、

昔は草がとても大事でしたので、湿原のすぐ際まで草刈

りをしていたという話をよく聞きます。そのようなこともあ

り、里地といいますか、湿原の周りが積極的に利用され

てきた方が、長い間の人と自然の関わりの中で湿原が

残されてきていると思います。細野高原の現地を確認し

ておらず、写真や記憶での推測ですが。

　猪についてはおそらく、昔はそこまでの頻度で草原

の中に入ってくるような状況ではなかったと思います。

鹿も同じだと思います。現況ですが、逆に猪が沼田場に

して荒らすというのは、大きく見て悪いことではなく、湿

原の中に眠っている種子が表に出て、芽を出すという

こともあります。但し、このことも頻度が高過ぎると悪影

響になるのではないかと思います。

　錆などの鉄分につきましては、こちらの湿原の中には

ミズゴケなどはあるのでしょうか。

○ネイチャーガイドクラブ（富永眞弘）　あります。

○芸北高原自然館主任学芸員（白川勝信）　大体、酸

性のほうに偏っています。バクテリアが発生するため油

が浮いたとしても、そのことは特に自然な状態なので気

にすることではありません。やはり、現地を確認させてい

ただいてから、お話しさせていただければと思います。

よろしくお願いします。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございます。

　ただ今ご説明のありました細野高原のような低層湿

原の場合は、周りが森林だと木の葉などが幹に落ち、

蒸発や木の蒸発散があり水分が失われやすいのです

が、草原ではそれがないため、直接水が流れてきて水

源としてたくさん確保できるというご説明でよろしいで

しょうか。

○芸北高原自然館主任学芸員（白川勝信）　はい。

　私たちの一生に比べ湿原の一生は長いですが、運

校の先生でも実際に野外活動を自ら教えた経験のある

方はなかなかいらっしゃいませんから、こちらで安全に

引率して、また宿泊場所の提供ができるような、そういう

体制ができれば細野高原は明日からでも自然学校に

なるのではないかと思います。是非、そのような支援を

町として、地元として応援していただければと思います。

ありがとうございました。

○町長（太田長八）　ありがとうございました。藤田さん

には地域おこし協力隊での３年間、本当に良く頑張っ

ていただきました。

　その中でも良い活動だと思ったのが、今回コロナ禍

の中でしたが、子供たちを自然の中で楽しませて、その

間お家の方は仕事をやるという親子ワ―ケーションの

実施です。藤田さんが子供たちを見ていてくれたからこ

そ、子供たちは楽しく自然の中で学ぶことができ、お家

の方も集中して仕事をすることができたと思います。こ

れからの東伊豆町にとって、貴重な人材だと考えていま

すので、これを機にさらにご活躍いただき、活動の幅を

広げていっていただければありがたいと思います。今後

のご活躍に期待しています。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございました。

　藤田さんには引き続き、東伊豆町の環境教育の推進

を頑張っていただきたいです。今回、我 ３々人で準備を

していく中で、環境教育という言葉を上げましたけれど、

現在、細野高原の管理を主体となって行われています

４区の役員の皆様ですとか、私は田町区の出身ですが、

田町区の場合は役員のＯＢや有志による担い手が年々

増えていっていまして、私もメンバーとして活動していま

すが、そのような形で、主体となって管理を行っていく

方 と々一般の観光客との間に立ち、一般の方々を担い

手サイドにもう一歩踏み込んで誘い込むことができれ

ばと思いました。そういった中で環境教育というのは、

引き込み方の一つなのではないか思いますので、担い

手、作り手として頑張っていただくという事と、これまで

町内でそうした活動をネイチャーガイドの皆様ですと

か、ジオガイドの皆様でされてこられましたので、１３年

前のシンポジウムや今までの経緯を踏まえ、これからこ

のようにしていけば良いのではないかというご意見な

ど有りましたら、コメントをいただけますでしょうか。

○ネイチャーガイドクラブ（富永眞弘）　ネイチャーガ

イドクラブの富永と申します。

　１３年前には会長を務めさせていただきましたけれ

ども、それから細野高原の環境として大きく変わったこ

とは、鹿の食害が増えたことです。先ほど写真が出まし

たけれども、畑のようなものを作り、絶滅しそうな植物を

植え、保護するという活動を行っています。しかしながら、

鹿の食害が増えている今、保護した植物をすぐに元の

場所に戻すことはできませんので、鹿の食害が減少す

るまでは現在の活動をやり続けていかないと、種の保

存はできないものと考えております。

　もう一つはこちらも鹿に起因することですが、マダニ

がとても増えています。そのような中で、マダニが活動的

になる時期にお子さんが芝生であっても足を踏み入れ

ることは、危険なことだと思います。以上２つの違いが

確認できました。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございます。

　ジオガイドの鈴木さんはいかがでしょうか。

○ジオガイド（鈴木京子）　ジオガイドの鈴木と申します。

　私はジオガイドを案内して日が浅いので、この場で

特筆してお話をさせていただくのは難しいと思いますが、

やはりジオガイド協会的に細野高原はとても貴重な場

所で、ここを案内してお話ししたいというジオガイドは、

本部にも多いです。私個人といたしましては、小さい頃

からの思い出がありまして、ワラビの季節になれば家族

でワラビ刈りをし、山焼きも私の父、弟、私の主人、息子

も、みんなが体験しております。そのように、家族みんな

でずっと守ってきた細野高原でありますので、細野高原

の中に通っていますあの道路も、父たちの時代に造っ

ていました。造るたびに父が、「いい道ができたから行く

ぞ」と言い、誇らしげに細野高原に連れて行ってくれて、

素晴らしい景色が望める場所を紹介してくれました。

　学校的には遠足に行きまして、中学校の遠足では秋

の紅葉を見に出かけました。春にも行きましたが、その

時には桜の木がありましたので、後日、友達とまた歩い

て、桜を見に行こうって登ったものです。

　そしてもう一つの思い出が、夏休みに熊口まで行き、

学校でキャンプをしました。やはりそこでは綺麗な水が

出るということが先生たちも分かっていましたので、川

の水を汲みカレーを作り、飯盒でご飯を炊きました。

　そのように貴重なところですので、本当に残してい

きたいという気持ちはあります。私は残していくための

原動力の一部分になれませんので、観光の方で携

わっていますけれども、先ほどの白川先生のお話を

伺って、何か自分の経験を活かし、子供たちが思い出

作りをすることができれば、将来も大事にしていってく

れるのではないか、継承していってくれるのではない

かと考えています。自然学校もそうだと思いますが、そ

のような経験を幼い頃に積み重ねていくことが重要で

はないかと感じます。

　ジオという事ではあまり詳しくお話しできませんが、

１．開会

○司会　では、始めたいと思います。

　ご来場お皆様、そして配信でご覧くださっている皆

様、こんにちは。

　ただいまより第13回全国草原サミット・シンポジウ

ムｉｎ東伊豆、阿蘇分科会を開催いたします。

　私は、今回の進行役を務めさせていただきます公益

財団法人阿蘇グリーンストックの井上と申します。どう

ぞよろしくお願いいたします。（拍手）

　ありがとうございます。

　さて、今回の分科会では、阿蘇草原再生、新たなス

テージへ～草原の恵みを守るための仕組みづくり～

をテーマに２つの講演、また、その後、パネルディス

カッションを予定しております。パネルディスカッショ

ンでは、時間が許せば会場の皆様の声もお伺いでき

ればと思っておりますので、どうぞよろしくお願いいた

します。

　なお、今回は新型コロナウイルス感染防止対策とし

て、会場の人数を制限させていただいております。同時

にユーチューブでのオンラインの配信も視聴できるよ

うになっております。配信でお聞きの方もメッセージ等

でご意見をいただけましたら幸いです。

　それでは、講演に入ります前に、今回の分科会の趣

旨につきまして、環境省阿蘇くじゅう国立公園管理事

務所の山下さんからご説明をいたしますので、よろしく

お願いします。

○環境省阿蘇くじゅう国立公園管理事務所（山下淳一）

　皆さん、こんにちは。環境省阿蘇くじゅう国立公園管

理事務所の山下と申します。

　今日は、お集まりいただきまして、ありがとうござい

ます。

　私のほうから、まず今日のこの分科会の趣旨をごく

ごく簡単に３分ぐらいでご説明をさせていただきたいと

思います。

　それでは、早速まいります。

　もう皆さん、ご存じのとおりだと思いますけれども、阿

蘇の草原の特徴というのは、まず野草を主体とする草

原としては日本最大の規模であるということと、牛馬を

利用した農業生産とか草資源の循環という経済社会

の仕組みによって維持され続けた草原、あるいはその

まま放っておいてずっと草原であったということでは

なくて、生業によって維持され続けた草原というのが大

きな特徴であると思います。

　その草原ですけれども、いろんな恵みといいますか、

役割を持っていまして、まず、１つご紹介するのは多様

な生き物のすみかということで、植物で大陸と陸続き

だったことを物語っているようなヒゴタイですとか、そ

ういう植物があったりとか、ほかでは見られないよう

な希少種の植物も生育していたり、あとは、植物が多

様であるからこそ、多様な動物の生息できる環境を育

んでいると。１つ取り上げますと、チョウなんかでは、熊

本県で見られるチョウ117種のうち109種がこの阿

蘇の草原で見られる、チョウの楽園とも言われるよう

な多様な生き物のすみかになっています。

　それから、観光資源としての価値、これも言うまでも

ないことかもしれませんけれども、ちょっと古いデータ

なんですけれども、観光客の方に阿蘇のどこがいいで

すかというのを聞いたアンケートがありまして、草原が

広がる風景というのを77％の人がいいと答えていた

りですとか、牛馬のいる放牧風景とか花やチョウなん

かの野生生物がある風景なんかを答えていらっしゃる

方もいて、かなり観光資源としても欠かせない存在に

なっていると言えます。

　それから、最近注目されているところでいうと、炭素

　今後どのようにしていくのかについては、町全体で決

めていくことだと思いますが、このような会も重ねたうえ

で、しっかりとプロジェクトの推進をしていければと思

います。

　最後になりますが本日は様々な意見が出ましたので、

町長より本会のまとめをよろしくお願いいたします。

○町長（太田長八）　本日は貴重なご意見を多数いた

だきまして、ありがとうございました。

いただいたご意見を基にこれから戦略を練り、推進し

ていきたいと思います。

　そういった中で、日本茅葺き文化協会の安藤様には、

茅葺きや茅の再利用という事について、また色々なご指

導をいただけますと、大変ありがたいと思います。

　本会を通じ、皆様が細野高原について真剣に考えて

いただいていることを、一層深く感じました。今後とも皆

様とは情報共有を行っていき、保全や利用について検

討していければと思います。

　また、最も大事なのは管理を行っていく後継者、これ

が一番重要だと思います。今のままでは必ず担い手不

足となってしまいますので、今後の体制をどのように変

化させていくか、そしていかに細野高原の素晴らしい自

然を保全していくか、これこそが最大の課題です。皆様

と一体となり、この保全にしっかりと取り組んでいきた

いと考えておりますので、その際にはまたご支援とご協

力の程をよろしくお願いいたしたいと思います。

　以上です。ありがとうございました。

○（一社）日本茅葺き文化協会（安藤邦廣）  申し訳ご

ざいません。最後によろしいでしょうか。

　この茅場の維持管理について、先ほど町教育委員会

の梅原さんよりご発言があった中で思い出しましたが、

文化庁の制度で文化財を守る資材を選定する、「ふるさ

と文化財の森」というものがあります。この中に茅場が

含まれていまして、現在、全国１９か所の茅場が選定さ

れており、静岡県だと朝霧高原が数年前に選定されて

います。各県に１か所程度ありますが、文化庁の中で一

番新しい制度となっています。文化財というのは法隆寺

などの建築物、それから、それを守る職人技、無形文化

財といいますが、それに加えて資材の文化財制度が一

番新しく、１０年ほど前にできたばかりです。例えばヒバ

塗装や漆です。その中にやはり茅がとても不足している

ので、茅場を保全、管理していきましょうということで、文

化財に出荷する茅として、そのエリア選定するというこ

とができます。

　私が本日見た限り、細野高原はこれに合致する場所

だと思います。ただし条件としましては、文化財への出

荷実績が多少なりとも必要ということになります。その

ためこの地域にある文化財、市町村指定や登録文化

財でも可能ですが、茅葺きの建物が伊豆半島にはたく

さんあると思います。例えば伊豆の国市にある国指定

重要文化財の江川邸もそうですが。そういうことで２～

３年程度の実績を積み、細野高原の茅場の質、量は問

題ないと思われますので、是非、茅刈りを始めていただ

き、選別したものを出荷する取組をしていただければ、

制度の対象として選定されると思います。選定される、

文化財の森から様々な助成制度受けられます。普及啓

発事業というもので毎年助成が出ていますので、最大

２００万円の満額補助となりますが、そこに町民の方々

が参加して、皆様と一緒に環境教育を推進していきな

がら茅刈りを行い、山焼きをやること、このような環境

保全全体の取組を体験、研修することで補助が受けら

れます。

　また、選定地の整備費用にも半額補助が受けられま

す。例えば農道整備や支障木の伐採、山焼きについても

環境整備事業となります。いずれも県を通じ、文化庁へ

の申請手続や調査の依頼を行い、町の文化財関係課

から県の文化財関係課の方に連絡を行います。私も文

化財のほうの選定委員となっていますので、私の見た

限り細野高原は是非、ふるさと文化財の森に選定して

いくことを２～３年の目標にしてやっていただくと良い

のではないかと思います。

　細野高原の観光利用というのは、長期的に一歩ずつ

やっていくことが必要ですけれども、取りあえず、文化財

制度を活用していくことは非常に利点が大きいと思い

ます。是非、文化庁への問い合わせやホームページを

ご確認いただき、ふるさと文化財の森という制度を調べ

てみてください。生物多様性の維持や環境教育というこ

とを推進していくために、とてもいい制度だと思います。

以上、補足となります。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

○司会　この後午後３時２０分より、各分科会場の方

にご出演いただき、WEB配信にて全体会を予定してい

ます。

　藤田さん、内山さんにおかれましては、全体会での発

表に向け意見をまとめていただきますので、東伊豆会

場の分科会はこれにて終了といたします。

　藤田さん、内山さん、鈴木さん、どうもありがとうござ

いました。

　それでは全体会までお時間がありますので、休憩を

お取りください。

の固定機能というのがかなり優れているらしいという

のが見えてきていまして、2013年の成果を基にします

と、阿蘇郡市の全世帯が１年間に排出するＣＯ２の量

の1.7倍ぐらい相当の炭素を草原が固定しているとい

うことで、阿蘇の中で見たら、排出よりも吸収が勝って

いるというようなことが言えて、地球温暖化防止の観点

からも未来に残す価値が高いというふうに考えられて

いたりします。

　それで、そういう様々な恵みがあるんですけれども、

過去から草原がどうなってきたのかというのを見ると、

かなり減ってきていると。100年前は阿蘇地域、ほとん

ど草原が広がっていたのが、見ていただいたら分かる

とおり、2007年にはかなりそれが森林に置き換わって

しまっているというような現状になります。

　草原再生協議会というところで議論をしていますけ

れども、じゃこの先どうなっていくんだろうって考えたと

きに、30年後の姿をちょっと想像しようみたいな話を

していまして、５年に１回牧野の調査がされている中で、

野焼きとか輪地切りをあとどのくらい継続できますかと

いうような調査項目があります。その中で、「10年以上

はできそうだ」と答えている牧野さん以外は、ちょっと

30年後まで管理を続けているのは難しいんじゃない

かというふうに仮定した場合なんですけれども、面積

で６割ぐらい減っているような予測になります。

　こういう状況もある中で、次世代へ残すべき姿で30

年後の目標というのを草原再生協議会の中で議論し

ていまして、先ほど申し上げた６割の草原面積減少と

いうのもあり得るかもしれないという中で、「今と変わ

らない規模の草原を残す」ということを目標に設定し

ようとしています。これ特に牧野組合さんの意向も大き

くて、やっぱりモチベーションを持ってやっていくため

にも、減少というところを目標にしてモチベーションも

上がらないだろうということで、最低限維持はしようと

いうような目標設定をしようとしています。

　そのために、３点目なんですけれども、そのために

は長年続いてきた生業による草原維持、これをどう支

援を強化していくのかというのを考えていく必要があり

ますけれども、もう一つ、今までもこれはやってきたんで

すけれども、もう一つ、近年、草原の持つ恵みというの

は、先ほどお話ししたような部分というのが注目され

ていますので、この草原の恵みを守るという観点から

も、草原を支える仕組みづくりというのを進めていく必

要があるかなというふうに思っています。今日は、この

草原の恵みを支える、守るための仕組みづくりというも

のを考える一つのきっかけにしたいなと思っておりま

す。そのために２つほどご講演をいただいて、その後

にパネルディスカッションということで進めさせていた

だければと思っておりますので、皆様よろしくお願いい

たします。

　私からは、駆け足になりましたが、以上です。

○司会　ありがとうございました。

２．講演

①阿蘇の草原がもたらす恩恵～最新の研究報告～

　それでは、早速、講演に移りたいと思います。

　お一人目は、熊本県立大学特別教授の島谷幸宏様

にお願いしたいと思っております。

　島谷先生は、現在多くの研究者が関わって進めてお

られる環境総合推進費研究の研究リーダーであり、今

日はその成果について、阿蘇の草原がもたらす恩恵、

最新の研究報告についてご講演をお願いいたします。

　それでは、島谷先生、よろしくお願いいたします。

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　皆さん、こん

にちは、島谷です。

　阿蘇の研究は、立場的には九州大学の特命教授と

してやっています。ただし、４月から熊本県立大学のほ

うにお世話になっていまして、私の実家が龍田なので、

熊本を今中心にしながらいろいろ仕事をしています。

　今ご紹介になったんですけれども、これが環境省の

推進費のテーマです。阿蘇をモデル地域とした地域循

環共生圏の構築と創造的復興に関する研究というこ

とで、大きく言うと３つのテーマでやっていて、そのそれ

ぞれのテーマがまた３つに分かれていて、９つの大き

な研究が集まった物すごく大きい研究です。私が全体

のリーダーをしていて、東海大の市川先生が特に地下

水のことをやられていて、慶応大の一ノ瀬先生が特に

後ろのほうの地域循環共生圏のほうの研究をされて

います。今日お見えになっています、実は。ちょっと驚き

ました、私も。

　研究の背景は、2017年に北部九州豪雨があって、

2016年に熊本地震があって、それで熊本県は創造的

復興というのを打ち出されました。その創造的な復興

を環境省が提案されている地域循環共生圏とどうやっ

てつなげていくかという研究になります。

　今日は特に草原のお話を中心にしますが、この阿

蘇は九州の中央部にあって、実は６本の１級河川、筑

後川、大野川、五ヶ瀬川、菊池川、白川、緑川という６

本の１級河川の水源になっています。ですから、玄海

灘から瀬戸内海から有明海からですね、いろいろなと

ころに水を注ぐ一番上流の地域になっています。流域

の人口が230万人と言われていて、しかも筑後川から

福岡導水で水を配っていますので、約480万人、500

発散、雨から蒸発散を引いたものが水資源量というこ

とになります。特に筑後川の場合はダムがありますの

で、雨が降ったときの水も全部ためてしまうので、基本

的には下流に流れていく水資源量は降った雨から蒸

発する量を引いたものということになります。

　そこで、こういう樹林とススキがどれぐらい蒸発散量

が違うかということを測定しています。宮沢先生という

先生が研究をしています。植物には、ちょっと難しくな

るんですが、光合成をするときにＣ３という植物、普通

の一般的なＣ３植物というスタイルと、ススキのように

Ｃ４植物というスタイルの光合成をやるタイプとがあり

ます。ススキはＣ４植物というタイプになります。Ｃ４植

物というのは、難しいんですけれども、機構がすごく

違って、非常に二酸化炭素を節約しながら光合成をす

ることができます。水を使う量も非常に少ない、節水型

の植物というふうに言われています。このＣ３植物とＣ

４植物というのは非常に重要なポイントになっていて、

阿蘇では草原にするとほとんどススキになります。スス

キになるということが蒸発散量を小さくしているという

ことになります。

　それで、今、牧野の方に協力していただいて、直接

葉っぱにこういう樹液流計というセンサーをつけて、

ここから今、直接測れるようになりました。一つ一つの

茎からどれぐらいの水分が蒸発しているかというのを

１年間測っています。それで分かってきたことは、これ

が杉で、ササやヤシャブシで、ススキとなりますが、１

年間ずっと積算していくと、杉とススキでは非常に大き

な蒸散量の違いがあるということが分かってきました。

これはもう光合成の仕組みが根本的に違うので、非常

に節水型の植物であるススキが生えているということ

がこの節水型だということが分かりました。

　今ちょっとそれを年間どれぐらいの蒸散量になるか

という推定を行っていて、ちょっとまだ低めの推定に

なっているんですが、これススキです。ススキがＣ４と

いう植物で、ほかのは全部Ｃ３植物なんですが、ススキ、

ササ、杉、ヒノキ、ヤシャブシというようなもので考えて

みると、恐らく杉・ヒノキに比べて１年間に年間の蒸発

散量が100ミリは最低違うだろうということが明らか

になってきました。

　現時点ですが、今年度の３月までで研究を終わりま

すので、それまでにはこの明確な数字が出てくると思

うんですが、水の使う量からすると、ススキ、ササ、ヤ

シャブシ、杉、ヒノキという順番になるであろうというこ

とがどうも明らかになってきました。これ非常に重要な

ことになります。

　ここに阿蘇がありまして、ここに、今見ている草原っ

てほんの一部の草原なんですが、もし樹林に替わって

しまうと、年間100ミリから200ミリぐらい、下流に流れ

るお水の量が減ってしまうということになります。100ミ

リというのは高さの単位ですね。１年間、大体この地域

が3,000何百ミリと降りますが、そのうちの100ミリ分

が蒸発、空中に出ていってしまうということになります。

ですので、草原があることによって、下流に水を配るこ

とができているということになります。大体その量は、

後でちょっとご説明しますが、年間1,000万トンとかそ

ういう量になります。実は、下筌、松原ダムという、ここ

に２つ、ちょうどこの阿蘇から出てくるところにダムが

あって、そこから平地に水が出ていくわけですけれども、

このダムでは発電を行ったり、下流への有明海に流れ

ていく水を供給したりしているわけですけれども、実は

有明海のノリが取れなくなった、冬場取れなくなったと

きには、このダムを操作して、水を放流して下流に栄

養物を送るという、栄養源を送る操作をしています。そ

の水の量は大体1,000万トンとか、大体それぐらいの

量なんですが、それは草原がなくなると、それがちょう

どできなくなるぐらいの量になります。非常に大きな量

です。

　今までに行われた松原、下筌ダムによる緊急放流と

いうことで、大体冬場です。冬場、ノリが行われるように

なって、ノリの色落ちと言って、色が落ちてくるんですね、

栄養塩がなくなると。窒素の濃度が低くなったときに松

原ダムを放流すると、窒素濃度がばあっと上がって

いって、色落ちしなくなるということで、実は草原の水と

いうのは、有明海のノリを支えているということにもつ

ながっているんですけれども、あまりそれは意識されて

いません。松原ダムの流域で例えば草原がもしなく

なってしまえば、約1,000万トンぐらいの水資源がなく

なってしまうということになります。それは、人口でいう

と11万人分ぐらいの水資源量になるということなので、

非常に大きい水の量だということが分かると思います。

今まで草原について、あまり定量的に水をどれぐらい

節約するかというのを分かっていなかったんですが、

それが今分かりつつあるということです。

　それともう一つは、今、立野ダムができているんです

が、こっちがカルデラと、下流の熊本の地下水がつな

がっているかどうかということに焦点を当てて研究を

しています。ずっとボーリング調査が、最近、地震の後

いっぱい行われまして、そのときの地下水を連ねてい

くと、これがつながっているということが明らかになっ

てきました。それがですね、量的にどれぐらいかという

と、これは熊本大学の嶋田先生たちがシミュレーショ

ン、１年間の水収支というのを示したものです。

万人の水源になっているということで、非常に重要な

地域になっています。

　しかし、これはあまり知られていないです。私、福岡

市民もやっているんですけれども、福岡市の人は、筑

後川から水をもらっているという意識はあるんですけ

れども、阿蘇から水をもらっているという意識はほとん

ど希薄なんですね。有明海の人も、筑後川とか白川と

か緑川とか菊池側から水が流れているというのはよく

知っているんですけれども、その上流は草原だという

のを皆さんご存じない。有明海は、よく泥の干潟で、阿

蘇の噴火物によってできているどろどろの干潟で、そ

れが非常に豊かだというのは言われているけれども、

その水の水源が阿蘇だというのはあまり言われてい

ないと。そういうところがあります。

　この９つの、サブテーマになるんですけれども、簡単

にいうと一番上が自然災害を生態系によってどうやっ

て守るかというような感じの研究です。自然資源を使

いながら災害を防ぎ、それを創造的復興につなげてい

こうというのがテーマ１。テーマ２は、熊本地震によっ

て地下水に影響が出たので、その地下水がどういう影

響を受けて、それがどういうふうに回復しているのか。

それから、その地下水が、１回カルデラの中に入った

水がどういうふうにほかのところとつながっているか

という研究。テーマ３は、自然資本と社会関係資本と

いうのは、人間関係とかいろいろな社会のことにも注

目して、地域循環共生圏というのをどういうふうに成

立していけばいいかという、文系の研究から理系の研

究まで、非常に幅広い研究となっています。

　簡単にいうと、阿蘇地区の中で自律分散型の社会

を構築しつつ、他の大都市圏等といろいろな交流をし

ながら、創造的復興と地域循環共生圏をどうつなげて

いけばいいかということの研究をしているということ

になります。

　扱っている自然資源としては、草原だとか森林、そ

れから石材、水田、湿地、水みたいなものを対象にし

ています。

　この図はですね、ここに中央の火山地帯があって、

カルデラがあって、外輪山があって、そういう色を示し

ていますが、この草原、災害との関係を示していますが、

集落の配置をどういうふうにすればいいのかとか、低

地の氾濫をどうやって防げばいいのかとか、田んぼダ

ムをどういうふうにしていいのかとか、こういうカルデ

ラと外輪山のランドスケープに基づいた自然の機能

も生かしたような防災はどうあるべきかというような研

究をしています。

　皆さんご存じのように、阿蘇はこの草地が外輪山の

上と斜面というのがあって、その下に林地があって、集

落があって水田があるという、一つの配置構造が単位

となって、一つの集落が草地から林地、水田、そういう

管理をしているという、そういう仕組みがあるというの

は皆さんご存じで、こういう関係が非常に重要だとい

うふうに思っています。

　まず、災害との関連を見ていくと、草原、これはです

ね、縦軸に崩壊の確率を書いてあって、これいろいろ

な植生について書いてあるんです。これを見ると、草原

が崩壊の確率が高い。しばしば崩れやすいということ

が分かりますが、そのときの崩壊の深さは小さいという

ことが分かっています。ですから、草原にすると、時々

崩れるけれども、大きな被害はもたらさないというよう

なことが分かっていて、しかも、傾斜が比較的緩いとこ

ろの樹林帯がこういう土石流とかを緩衝する機能が

あるということも分かっています。

　次に、水の機能についていろいろ研究しています。

特に筑後川と白川に着目して研究を実施しております。

　実は、筑後川というのは阿蘇の外輪山を水源として

福岡県を通りながら有明海に注いでいる九州一の大

河です。ここから福岡に導水を持っていって、福岡市の

水も供給して、約30％ぐらいの水を供給しているとい

う非常に重要な川になっています。松原ダムというダ

ムが筑後川の上流にあって、上流のこの地域の水を、

外輪山の水を集めて、１回、松原ダムでためて、それで

下流に供給しているということになります。流域の草原

の状況を見てみると、どんどんどんどん今減っていると。

1900年頃に比べて、半分ぐらいになっているというこ

とが分かります。

　それで、どういうことをやっているかというと、実は雨

が上から降って、雨が降ったものが植物とか地上から

蒸発とか発散、発散というのは葉っぱから出ていくの

を発散と言うんですが、蒸発散して上に向けていくと。

それ以外のものは表面に流れるのと地下に浸透する

のと、二通りで流れていくということになります。ですか

ら、下流に流れていく水の量は、この植物等からの蒸

を目的として、村長が火入れ責任者となって野焼き再

開を進めておられます。本日は、その事例を中心に南

阿蘇村の草原管理の取り組みについてご発表をいた

だきたいと思います。

　それでは、吉良村長、よろしくお願いいたします。

○南阿蘇村村長（吉良清一）　皆さん、こんにちは。今、

紹介がありました南阿蘇村の吉良と申します。

　今、村長ということでございますが、私はもともと農

家の長男で、無農薬の米とか、あるいは私自身も野焼

きとかに参加しておりました。これまで農地や草原を

守るためにいろんなことをやってきたんですが、もう農

家の１人、２人では、これはもう守れないということで、

村長を目指しました。しかしながら、なかなか簡単に

は合格させていただけませんで、今から17年前に南

阿蘇村が合併したときに初めて出まして、落ちて、落ち

て、落ちて、４回目にやっと合格いたしました。周りの人

は私のことを吉良清一の趣味は何か知っとるかいと、

吉良清一の趣味はね、選挙だもんなと。特技は何か

知っとるといったら、特技は落ちることだもんなという

ふうにからかわれておりました。

　そういうことで、私は本当にこの草原の水量を守る

と、このために村長になったようなもので、今いろんな

取組でしっかり頑張っております。私は、講演するほど

知識が豊富ではありませんので、地元の水分量など現

状をお話ししようと思って、この役を引き受けました。し

ばらくの間ですが、よろしくお願いします。

　それでは、早速、話に入っていきますけれども、話の

内容は、この画面のとおりで、途中に私の持論あたり

も少し述べさせていただきたいと思います。最後に、村

で作ったビデオがございますので、それをご覧いただ

ければと思います。

　まず、南阿蘇村の火入れ対象地は1,500ヘクター

ルございまして、27の牧野があります。うちの牧野の特

徴としましては、こっちの北側と比べまして急斜面が多

いということ、それから、谷が深いということがうちの

特徴だと思います。そのために輪地切りなどはとても

苦労しますし、また、放牧牛を見つけにくいという、そう

いう苦労もございます。そして、平成28年に３つの牧野

が中止をいたしました。原因は、これは慢性的なもの

なんですが、高齢化、あるいは担い手不足、また、火入

れ責任者の、これは区長さんなんですが、その責任が

大変重いということが原因です。死亡事故が28年に

発生しまして、区長さんが死亡事故の後に事情聴取と

か、あるいはいろんな事故後の手続とか、また、遺族へ

のお見舞いとか、ものすごくご心労をされております。

火入れ責任者についてはまた後ほどお話ししたいと

思います。

　そして、これは同じく28年に起こった熊本地震です。

牧野のあちこちでこういう牧道が被災を受けまして、２

つの牧野組合で野焼きを中止しております。

　これから再開に向けた取組ということを簡単にご説

明しますと、南阿蘇村と牧野組合、熊本県で連携協定

を結びました。真ん中にいらっしゃるのが白川牧野組

合の組合長さんです。白川水源の上辺りが野焼きが中

止されておりますので、そこら辺からまず復活したほう

がよかろうということにしました。村と熊本県で予算を

組みまして、防火帯の整備等を行いました。その白川

地区でも集会をして、野焼きの再開について議論が

あったんですが、野焼きの再開についても疑問視する、

つまり無理やりせんでもいいんじゃないかという意見

もありましたけれども、その中央の後藤区長さんの強

いリーダーシップで、野焼きは何としてもせないかんと

いうことで、再開することができました。

　火入れ責任者をですね、区長さんから村長、私とい

うことにしました。区長は現場の監督者。それから、こ

れまで区長が申請をして村が許可するという許可制

度でしたけども、これも届出だけでいいという届出制

にいたしました。

　重機により白川牧野を早朝、総延長で20.7キロ

メートル、800万ぐらいかかったと思いますが、整備を

いたしました。それによって、今年の３月に、これは野

焼きの様子ですが、４年ぶりの野焼きでしたので、多く

のカヤがあって、もうそれはそれはすさまじいほど、恐

ろしいほど燃え上がりました。

　これは５月の写真ですけれども、野焼きをしたところ

が緑色になっているかと思います。途中に防火帯があ

ります。中腹ほどには保安林がございます。

　これは、ちなみに私が朝に写真を撮ったんですが、

３月です。雪が降ったところが白くなっていますが、野

焼きをしたところは、野焼きをすれば草がありません

ので、もう地面に直接雪が積もります。ですから、こうい

う具合に白くなります。白くないところは、野焼きがして

いないところです。

　私の持論を少し話しますと、左が野焼きをしない場

合、右が野焼きをした場合で、梅雨の時期がですね、

梅雨は雨が降るわけですから、野焼きをしたところは

草が生えていますので、雨が、先ほど島谷先生の話に

もあったように、雨が地下に浸透します。しかし、左側

はススキがありますので、いわゆるかやぶき屋根状態

で、恐らくほとんど地下には浸透せんで、カヤを伝って

下に流れ下っているのではないかというふうに考え

ます。

　皆さん、水収支ってとっても分かりにくいんですけれ

ども、阿蘇のカルデラを一つのおけみたいに考えて、

上から降ってくるのが１年間に3,629ミリの雨が降っ

てきています。これシミュレーションで出てきたものな

ので、この辺の蒸発量というのはいろんなところの平

均になっています、建物とか水田とか山とか。大体その

うちの463ミリぐらいが蒸発していくよと。土の中に

2,600ミリぐらい入って、土から2,500ミリぐらい出て

きているということが分かります。蒸発するので、それ

が155ミリということで、地下水から７ミリ、それほど大

きな値じゃありません。地下水、つながってはいますけ

れども、ボリュームとしては大きい値ではないと。１年

間に3,000ミリぐらいの水がカルデラから下に出て

いっていると。

　これ非常に重要なのは、そのうち、3,000ミリのち

2,500ミリぐらいは１回土の中にもぐってゆっくりと出

てきているということです。ですから、洪水のときに出て

いっているのが大体500ミリぐらいということで、これ

は非常に、日本の川の中では大体洪水のときに出て

いく水の量とふだん出ていく水の量が１対１ぐらいだ

と言われているんですが、阿蘇の場合にはカルデラが

あるせいで非常にゆっくり水が出ていっていると。だ

から、下流の洪水も草原とか水田の涵養とかによって

減らしていると。だから、１回雨が降っても水が染み込

んでいきますので、それがゆっくりと湧き水という形で

出ていっているということになります。

　それで、大体の量は出てきたんですが、大体、阿蘇カ

ルデラから流出する白川の流量は年間７億トンと。そ

のうち大体１億トンぐらいが白川の中流域で、農地で

地下に浸透していると言われていますので、阿蘇カル

デラの中に降った雨のうち、１年間に約１億トンぐら

いの地下水は熊本市の地下水として供給されていると

いうことが大分明らかになってきました。ですから、今

まで定性的には言われていたんですが、こういう現象

は、一つは外輪山の草原は福岡の筑後川はじめほか

の地域の水の資源として非常に重要な役割を果たし

ていると。阿蘇カルデラから熊本に関しても、カルデラ

に降った水もちゃんと地下水を涵養するのに役立って

いるということが明らかになって、やっぱり草原を守る

ということは、非常に大きな水資源、九州北部の水資

源を守るのに非常に重要であるということが明らかに

なりました。

　私たちは、先ほどもちょっとお話ししましたように、

創造的復興と地域循環共生圏をどうやってくっつけて

いくかという研究をしています。私たちが考えている創

造的復興というのは、地域の資源の価値を創造する、

再発見する。社会的な課題を踏まえて再発見する。そ

れこそが創造的復興であると。価値創造こそが創造的

復興であると。

　草原の場合は、先ほど言いましたように、今までい

ろいろなことが言われていますが、特に今回の研究で

は、水資源の供給機能が非常に大きいということが明

らかになったと。防災機能もあるということも明らかに

なったということであります。

　そういう価値を創造して、今度は福岡や熊本市の水

資源として価値を共有する必要があります。有明海に

対しても、阿蘇は有明海の恋人というようなですね、そ

ういうフレーズを共有する必要があると。そういうこと

によって、都市からの資金だとか漁民からの応援だと

か、そういうふうな価値を認識することによって、さらに

いろいろな共生圏からの関わりが来るというふうに考

えています。

　また、今日ちょっとお話ししませんでしたが、どう

やって自律分散型の社会をつくっていくかというときに、

草原をどうやって維持するかというのは非常に重要な

ポイントになります。それについてもいろいろ、どういう

ふうにして管理すればいいのか、集落の主体力を形

成するにはどうすればいいのか。水源涵養保安林を

水源涵養保安林野というような水資源の涵養がある

草原を水源涵養林と同等のものとして位置づける必

要があるだとか、そういうことを今考えながら研究を

行っています。

　以上で私のお話を終わらせていただきます。どうも

ありがとうございました。（拍手）。

○司会　島谷先生、ありがとうございました。貴重なお

話をありがとうございます。

　それでは、ただいまの島谷先生のお話の中で、時間

の関係上、お一人だけご質問等ございましたら受けた

いと思いますが、どなたかいらっしゃいますでしょうか。

よろしいですかね。

　後でですね、島谷先生のほうにはパネルディスカッ

ションのほうにも参加していただきますので、またそ

れも併せてご質問等ありましたらよろしくお願いいた

します。

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　どうもありが

とうございました。

○司会　それでは、ありがとうございました。（拍手）

②南阿蘇村の草原管理の取り組み

○司会　続きまして、お二人目です。南阿蘇村村長の

吉良清一様にお願いしたいと思います。

　南阿蘇村は、平成31年度から水源涵養機能の保全

ができないような集落については、村で、例えば消防

署とか消防団員、あるいは警察官のＯＢさんたちで専

門のプロのチームをつくって、土日に計画的に野を焼

いていけば、かなりの面積をカバーできるのではない

かと思って、今、計画中です。

　それと、最後はですね、野焼き目的の認識の改革と

いうことを訴えております。これまで野焼きの必要性と

いうのは、例えば景観の維持だとか、あるいは病害虫

の防止とか、そんな目的で野焼きをやっておりました

けれども、それだけでは住民に、農家がもう野焼きはそ

れぐらいのことだったらもうやらなくてもいいんじゃな

いかと、そしてまた、地下水は森が育むという考え方が

ほとんどで、草原をそのままに放置すれば、やぶ化して、

山林というか、山林になるから、それでもいいんじゃな

いかと。森が育むという考えがありますからですね、野

焼きはそんなに無理してやらなくてもいいんじゃない

かという考えがありますので、その考えを少しずつ変え

ていかなければ、野焼きの存続は厳しいなというふう

に思っております。

　ですから、野焼きの目的は、もう水源保全と。特に南

阿蘇はそうなんですけれども、熊本市内の地下水の保

全に草原は大きく貢献しているということをしっかりこ

れからも訴えていきたいと考えております。

　大体、私の言いたいことは終わりまして、このビデオ

をですね、ユーチューブにもあります、阿蘇の地下水が

見られるというのをですね、これをちょっと流したいん

ですけれども。

（ビデオ視聴）

　阿蘇の地下水を未来へ。

　熊本は古くから水の都と呼ばれ、その中でも熊本市

は水道水減の100％を地下水だけで賄っているとい

う世界一の地下水都市とも呼ばれています。それには、

阿蘇のたくさんの湧き水が関係しています。なぜこんな

に水源となる湧水が多いのでしょうか。

　これから紹介する４つの条件と阿蘇の人々の暮らし

が深くつながっています。

　１つ目は阿蘇の地形です。阿蘇は、ほとんどの地域

で年間の降水量が3,000ミリを超える、全国的に見て

も非常に雨の量が多い地域です。火山の噴火活動で

できた大きなくぼみのことをカルデラと呼びます。この

広くて深いカルデラは、たくさんの水をためる役割が

あり、阿蘇は九州の水がめとも呼ばれています。

　２つ目は地質です。火山の噴火活動によって水を通

しやすい層と通しにくい層ができました。このことに

よってより多くの水が地面に染み込み、長い年月の間、

地中にためることができるのです。そして、この幾つも

の層は天然のフィルターとなり、きれいな湧き水を生む

のです。

　３つ目は水田です。もし水田がなければ、雨は川に

流れ、すぐに海に流れ出てしまいます。その一方で、水

田は雨水の多くを地下に浸透させます。また、大雨のと

きにはたくさんの雨水をためることができるため、天然

のダムとも呼ばれています。

　最後は草原です。阿蘇の草原は、地下水を育む力が

とても優れています。それはなぜでしょうか。森林に雨

が降ると、雨水が葉や枝で遮られるため、地面の染み

込む量は少なくなります。しかし、草原に雨が降ると、

地面に届く雨の量が多くなり、その分、地面に染み込む

量も多くなるのです。また、地面が吸収した水の一部は、

植物の根や葉を通して蒸発します。蒸発する水の量は、

森林に比べ草原のほうが少なく、同じ雨の量でも草原

のほうが地面に染み込む量が多くなるのです。そして、

何よりこの草原の維持に大切なのは野焼きです。野焼

きにより枯れ草がなくなり、新たな草原に生まれ変わり

ます。そして、その草原は、より多くの雨水を染み込ませ

ることができるようになるのです。このように主に４つ

の条件が重なって、たくさんのきれいな湧き水が生ま

れているのです。

　阿蘇の暮らし。

　古くからの阿蘇の人々の暮らしにも湧き水を守るの

に大切な役割がありました。阿蘇では昔から赤牛と共

に暮らしを営んできました。赤牛は、冬の間は牛小屋

で飼われ、春になると水田を耕します。そして、田植が

終わる夏には草原へ放牧されます。冬になると、赤牛

に草原の草や稲わらを与え、堆肥を作り、その堆肥を

水田に返します。こうした営みにより、阿蘇の稲作は維

持され、豊富な地下水を生む水田が保たれてきました。

草原と畜産の関係はヨーロッパでも見られますが、草

原、畜産、稲作、地下水が関係しているのは、世界でも

まれで阿蘇ならではの高度な循環システムとも言える

のです。

　ここ阿蘇では、このような地域循環が1000年以上

も続いてきました。世界の中でも安全に飲める水があ

るというのは、まさに宝とも言えます。自然と人との共生

によって守られてきた阿蘇の自然、地下水、これからも

みんなで守り、育てていきましょう。

○南阿蘇村村長（吉良清一）　これで終わります。

　最後にふるさと納税ということをちゃっかり言って

おきまして、これらの草原や水源を守るために、ふるさ

と納税で頑張ってお金を集めようかと考えています。

　それでは、拙い話でありましたが、これで終わりたい

と思います。ご清聴ありがとうございました。（拍手）

　下はですね、草原の雨量を表したものですが、右側

の野焼きをした場合は、先ほど言いましたように、秋は

茶色になって、それが野焼きをしたら真っ黒になりま

す。真っ黒になった後に雪が降れば白くなって、雪が

解ければまた黒になる。そして、野焼きをしていますの

で、一斉に新芽が湧きますので、もうほとんど一瞬、一

瞬といいますかね、短い時間に緑色に変わります。そ

して、そういう色の変化が野焼きをすれば、１年で色の

変化も楽しめるということが言えると思います。

　これは、ちょっと字がたくさんありますけれども、左側

が草原です。右側が未整備の保安林です。一番上に地

下水の保全能力とありますけれども、これも先ほど島

谷先生が話されたとおりですが、この図はですね、今

年の春に環境省さんが阿蘇の草原を見られるという

たしかチラシを作られていると思いますが、その中に

示された図です。もともとこれは20年ほど前にツカモ

ト先生という、東京工大と思いますが、その先生が20

年前に調整されたのを環境省さんが初めて、今回初め

て堂々といいますか、堂々とチラシに載せられました。

恐らく私が思いますに、森林と書いてありますので、農

水省、林野庁の森林増加に配慮して、この図が表に出

されなかったんじゃないかというふうに思います。初

めてですね、今年の春、これが環境省のパンフレット

に載りましたので、私はこれを積極的に使うことにして

おります。これほど草原のほうが地下に浸透する水の

量が多いということが、これを見れば一目瞭然だとい

うふうに思います。

　そして、２番目は、先ほど環境省の山下さんのほう

から話があったとおりです。ＣＯ２の吸収能力が割と知

られておりませんけれども、土壌中に有機物がたくさん

草原はありますので、炭素を固定しているということか

と思います。

　次は、大雨時の土壌を流出するから、大雨時の災害

はご覧のとおりです。大雨時の災害は、今全国各地で

洪水時の流木被害出ておりますけれども、これもやは

り整備をしていない森林の流木被害だというふうに思

います。

　それと、生物の多様性もご覧のとおり、それから、生

産性、利用効率につきましては、草原は毎年、野焼き、

放牧、そして採草と、毎年リセットがされますので、生産

性が高いと思います。農業との関わりは、草原は飼料

とか、堆肥の資材とかなっております。また、経済効果

につきましては、観光資源は草原の風景などがありま

すし、右側の中央火口丘、特に阿蘇ジオパークがあり

ます中央火口丘の保安林というのは、火山灰とか、あ

るいは火山ガスとか、そういうことで非常に育ちが大

分悪いことから、中ではもう既に枯れていって、保安林

の機能を有していないというふうなところもあります。

我々は地元では、あれは保安林ではなくて、不安林だ

というふうに言っております。

　それと、景観は先ほども申しましたように、草原はも

う四季折々の景色が楽しめます。また、文化的景観に

つきましては、阿蘇の草原は、平成29年だったと思い

ますが、国の重要文化的景観に指定を受けております。

それほど文化的景観にも優れているということで、これ

は高橋佳孝先生にアドバイスを受けながら、この表を

作りました。まだこれに漏れていることがあるかもしれ

ませんが、これほど草原は優れているということがお

分かりというふうに思います。

　これからの取組としましては、今年の春、950ヘク

タールで24牧野組合が実施しております。ただし、依

然550ヘクタールはまだ未再開となっております。それ

で、牧道や恒久防火帯の設置を進めたいと考えており

ます。しかしながら、これを見てもらうと分かりますが、

民有林との下のほうの防火帯はあまり傾斜がありませ

んので、そんなにお金もかかりません。ところが、上の

保安林との境の防火帯は急峻で、工事の人ももう

ちょっと考えないかんなというぐらい危険な場所も

あったそうで、上の防火帯を造るのは物すごいお金が

かかるということであります。保安林を何とか解除して

いただけないかということを再三、県の農政などにも

言っておりますけれども、なかなかハードルが高くて、

なかなか解除は難しいと、１ミリたりとも保安林は譲ら

ないというような、本当に強い姿勢が見られます。です

から、解除が無理なら、杉、ヒノキじゃなくて、火に強い

クヌギとか、そういう樹種を変えるという方法はどうか

ということで繰り返し繰り返し提案しています。

　そして、３番目に人手の確保ですけれども、やはり畜

産農家、特に放牧農家を増やしていかなければなりま

せん。放牧はいろいろ大変な面もありますので、今、牛

にセンサーをつけて、バーチャルフェンスといって、パ

ソコンでの架空の線で、そこに牛が通れば、そのセン

サーがびりびりとして、牛がそれ以上進めなくなります。

いわゆる架空のフェンスですね、パソコン上の架空の

フェンスから先には行かせないということが今年、福

島県で実証実験をやっておりますので、それをちゃん

と見て、うちも近い将来に導入を計画しております。２

つの牧野組合で実証をやろうという今計画をしており

ますので、そして、簡単に放牧ができるようになれば、

畜産農家も増えるというふうに思います。

　それから、ボランティアの皆さんが協力をいただい

ておりますし、専門部隊と書いておりますのは、野焼き

分かると思いますけれども、この牧野組合、東部のほう

に位置しています。滝室坂、57号線から箱石峠、265

号線の間を位置するところで、面積が430ヘクタール、

標高は約600メーターから900メーターあります。外

輪山内側は急傾斜で、上部は比較的緩やかな地形と

なっております。

　この道路線の部分ですね、こちら側が大分のほうに

水が流れていきます、大野川のほうにですね。そして、

こちら側が黒川や白川につながっております。阿蘇の

東部として、私の牧野は箱石という国土地理院の地図

にも載っている有名なところがありますし、もう一つ、こ

こに人の顔をした岩がありますけれども、国道265号

線沿いには人の顔をした岩も見られます。

　そして、こうした景観が見られますけれども、これは

野焼きの後ですね。ここはもう大野川水系の源流とな

る水の流れとなるところです。

　こちらは放牧の状況です。この中がやっぱり大野川

の水系になります。

　道のこちら側になるところを黒川、白川のほうに水

が流れていくというようになります。

　うちのほうの牧野では、特に今、32名とこれ書いて

ありますけれども、現在は30人になりました。最初、こ

の牧野組合がスタートした時点では100戸以上あっ

たんですけれども、私が入った頃は98戸の農家があ

りました。大体200頭以上の牛を飼っています。しかし、

年間放牧は70頭ぐらいで、草の利用もなされています

けれども、自分たちでは使い切れないくらいです。主な

活用としては、草原の維持というのが大切ですから、

野焼きとか、それから草刈りをやって、草原を維持する

こととか、最近は子供たちに野焼きの体験とか希少生

物の保護などの啓発なども行っております。それから、

野草堆肥で作った野菜を作って、啓発普及に励んで、

いろんなところに発送したりとかも取り組んでいますし、

カヤの出荷等も行っております。

　また、観光利用として、特に、私は普通、農家ですか

らなかなかできないんですけれども、牧野の中のいろ

んな宝物をぜひ皆さんにも知ってほしいということで、

牧野ガイド事業というのに取り組みました。ここでしか

ないものを楽しんでいただきたいと思って、まず、自転

車で草原の中を、牛がいないときに走り回ることがで

きる、そうしたことを取り組んだり、そのためには防疫

対策もしっかり取らなくてはいけませんので、石灰とか

クエン酸を使った消毒もして、いろんな外来種子とか

そういったものを持ち込まないような工夫をしながら、

遊び、学び、そして感動を味わうような、そういう体験

なども行っております。

　もちろん自転車だけではありません。トレイルウオー

クと言って、人々が歩いて草原を楽しんでいただくとい

うことは、ただ歩くだけじゃなく水がどのように流れて

いるかとか、そこにある希少植物、どんなものがあるか

とか、そういったものをなぜ保護するか、なぜ守ってい

かなくちゃいけないかということ、そして、阿蘇の草原

を通して、より多くの人々の心を癒すことができるとい

うことを訴えております。

　阿蘇には、大体年間180万以上の人たちが観光に

お見えになるそうですけれども、そうした人の一部でも、

私どもの牧野を通して、そうしたことを知っていただい

て、草原の大切さ、そうしたことを少しでも伝えられば

と。その他からものを後世に残せるようにしたいなと

いうふうに思っています。それで、こういう取組をやっ

ております。

　これからは、観光利用としての牧野ガイド事業でと

いうのは、今後、阿蘇地域のほかの牧野でも持続的な

維持管理に生かしてもらえるようにモデル化し、口蹄

疫などの疫病対策の情報共有とともに、牧野間の連携

を図っていきたいと思っております。現在、ほかにも、自

分のところでもやりたいという申込みがありますので、

先進事例じゃないですけれども、どの組合でもできるよ

うに支援できたらと思っております。

　それと同時に、地元の商工会や観光業ともタイアッ

プさせることで、地域の活性化にも寄与できるような取

組を発表させたいと考えております。

　こういった人たちは、私がガイドとして養成した人

たちですので、私が忙しくても、これらの人たちがガイ

ドとして活動できるようにしています。ガイドの申込み

は、道の駅阿蘇に申し込んでいただくと、こうしたガイ

ドさんたちを紹介してもらうことができます。トレイルウ

オークで大体基本ですね、二、三時間のガイドで１人

頭大体3,000円ぐらいの徴収をしております。1,000

円を牧野の維持管理に還元できるように取組をしてお

ります。また、自転車の場合は、そのガイドさんが自分

で値段を設定して、1,000円だけは牧野に還元できる

ようにやっております。現在までに300人以上の方が

観光を楽しんでおられます。

　本来は、オリンピックのときもより多くの人が来られ

る予定だったんですけれども、残念ながらコロナ禍で

活動ができない状態に置かれていました。これからさ

らにこういうのが改善で来たら、続けていきたいなと

いうふうに思っております。

　以上です。

○コーディネーター（坂本　正）　どうも市原さん、あ

りがとうございました。

場代だとか温泉だとか来たときのどうやって頂くのか

というのが大変大きな課題でございます。今日は幾つ

か問題提起もいただきましたので、実現可能な話をぜ

ひ進めていただきたいというふうに思います。

　次は、今日、講演のほうも大変ありがとうございまし

た。島谷さん、１時間ぐらいかかるのを20分ぐらいで

圧縮していただいたんで、やや欲求不満じゃないかな

というふうに思いますけれども、吉良さんの話を伺って

みると、島谷さんの話、重なりますよね。非常にエビデ

ンスというか、今まで言われていた九州の水がめ、福

岡に行ってもそういう話するんですが、筑後川だけ

じゃないと。もうもともとは阿蘇なんだよ。なかなか伝

わりにくいです。熊本市の世界で一番の地下水だと言

いながら、阿蘇の水が染み込んできて湧き出るんだと

言いながら、言いながら、恩恵は受けていますけれど

も、じゃ阿蘇をどうするかって、なかなかそういうふうに

いかない。今日は環境保全だけの問題ではなくて、価

値の創造として、今までのそうだなといったものをちゃ

んと再発見した、保全活用した、防災機能もやっていく

とですね、これからまだ新しい価値が生まれると、都市

圏を巻き込んでいくんだ。今日、最後に言われたところ

をやっぱり今度の課題としてぜひ強調していただきた

いことをお願いしたいと思います。

○パネラー（島谷幸宏）　この研究を始めるときに、い

ろいろお話を聞きにいって、やっぱり、草原が水資源

の涵養機能が森林より大きいことが明確に証明されて

いないんだよというのをすごく言われてですね、そこを

やっぱりターゲットしないといけないということで、今

日ちょっとお話ししたのは、樹液流計という草の木の

中を流れる水の量を測っているんです、実際に。それ

でどれくらい空中に水が出ているかというのが直接、

最近、センサーの技術が発達しまして、10年前にでき

なかったのが今はそうやって直接、どれぐらい植物が

水を空中に吸い上げているか測れるようになったんで、

それをちょっとやってみましょうということで始めたん

です。

　今日は、吉良さんがお話しになったのは、遮断蒸発

というやつで、１回、土の中に水が入って、それで植物

がどれぐらい利用するかという話なんです。もう一つは、

葉っぱなんかに降った雨が途中で蒸発してしまうとい

う２つの現象があって、その両方とも草原のほうが小

さいというのが分かっているので、だから、先ほど示さ

れたのと私が言ったのを２つ足したよとなるので、本

当はもうちょっと何百ミリ、今日、私100ミリと言ったん

だけれども、もっと大きい数なんですね。

　そういうことをいろいろ研究しながら、また、創造的

復興とは何かというのをすごい考えたんです。熊本県

で地震が起き、熊本地震があって、うちも熊本市内な

んで、その周りがもうみんな７割ぐらい被災してですね、

全半壊になって、何となく創造的復興というと、新たに

何かを創造するような、そういうイメージがあったん

だけれども、いろいろ研究してみると、やはり草原を守

ることこそが創造的復興なんですね。水源を守ること

こそが創造的復興なんだけれども、じゃ創造って何か

というと、価値を創造することなんです。今まで上手に

守れていなかったものに対して、もっと新たな価値が

実際にはあるんだけれども、見えていない価値を見つ

けたり、そういうことをやることによって、次の世代につ

なげる夢のある価値を創造して、それは自然を守り、

例えばもっと、私は草原をもっと増やしたいと思ってい

るんですけれども、そういうことをやるのが創造的復興

だと。

　それを環境省さんが言っている地域循環共生圏と

いうなかなか分かりにくい計画なんですけれども、地

域を育てて循環型社会をつくりながら、地域の中だけ

で自立するのがなかなか難しいので、ほかの地域と共

生しながら、できればこういう阿蘇みたいなところは

大都市圏と共生しながら、その大都市圏に当然恵みを、

水の恵みとかいろんな恵みを与えているので、それに

対するお返しをいただきましょうという、そういう考え

方なんですね。そのためには新しい価値を創造し、そ

の創造した価値を共有しないと絶対駄目ですよ。先ほ

どの話でもあったように、どうやって価値をこれからみ

んなで共有していくか。だから、できれば、有明海の人

に来てもらって、ここに大漁旗がね、阿蘇の草原に大

漁旗がはためきね、ああ私たちの草原はこうやって海

ともつながっているんだというのが何か目で見えるよ

うな風景ができるとか、そういうことが次の時代に何か

夢をもたらすんじゃないかなと。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうございま

した。

　今のお話の中で、やっぱりみんな気持ちで分かって

いるんだけれども、価値の創造とかね、新しく物をつ

くっていく、何かないものからつくっていくのは物すごく

大変だと思うんだけれども、今あるものの価値を認識

する、これがもちろん大事なことですよ。認識したら、

次に未来につながっていく。言葉は固いけれども、要

するに今やっていることを子供や孫につなげていって、

今の生活を守っていくということは、福岡の都市圏を

守り、有明海を守り、熊本市を守ることだと。今までは、

そんなこと意識しないで自分たちのなりわいでやって

いたけれども、そういうもんだということをみんなが共

　特に観光ガイドのところでは、ずっといろんなことを、

希少生物、植物だとか見ていただいて、水の話をして、

それで、そこのことを理解していただくというのは大変

すばらしい活動だと、観光とセットになっておりますけ

れども。それを含めて今後の課題というのをまた次回、

次の回にお伺いしたいと思います。

　じゃ次、三宅さん、お願いします。大体、若いですよ、

この中でもね。力あるし、エネルギーあるし、もうこれ

からの阿蘇のこういう課題はもう全部引き受けるとい

うような熱意で今日来ていただいております。今日はど

うも大変ありがとうございます。いろいろ注文が出ると

思いますが、どうぞよろしくお願いいたします。

○パネラー（三宅悠介）　ありがとうございます。環境

省の阿蘇くじゅう国立公園管理事務所、三宅と申します。

よろしくお願いいたします。

　私たちの事務所、この阿蘇市内にありまして、黒川

に事務所があって、大体職員10名ぐらいおります。何

をやっているかといいますと、この関係でいきますと、

草原再生の協議会の運営ですとか、そういった草原

再生の活動に取り組んでいます。それから、国立公園

ですので、阿蘇とくじゅうの国立公園の管理ということ

で、開発の規制をしたりですとか、生態系の保全をし

たりですとか、そういった仕事をしています。

　それからあと、最近は観光振興にも力を入れていま

して、特に政府全体としてインバウンド観光を推進して

いこうという中で、国立公園もですね、そういったイン

バウンドにも貢献していきたいと、そんなようなことも

やっておるような組織になっています。

　それで、今日はこういった場にお呼びいただきまし

てありがとうございます。坂本先生からご紹介いただき

ましたけれども、我々のほうもこの地域にある事務所と

して精いっぱいやることはやっていきたいと思ってお

ります。

　島谷先生、吉良村長からもお話しいただきました。

ありがとうございます。草原再生の活動は2005年から

スタートしています。2021年ですので、もう少しすると

20年かなというようなタイミングになっています。これ

までは地域の農家の方々の活動をどうやって支援して

いくかということで力を入れてきたんですけれども、今、

第３期の全体構想というのをつくっておりまして、それ

の大きな柱としては、なかなか産業だけで草原を維持

していくのが難しいような状況になっている中で、公益

的機能と少し難しい言葉ですけれども、産業だけでは

なくて、広く一般社会にも草原は役立つんだと、こう

いったような中で草原を維持していくと。一番分かりや

すいのは吉良村長からご紹介いただいたような、自治

体が火入れ責任になって野焼きするとかそういったこ

とだと思いますけれども、そういったことにこれから力

を入れていきたいと思っています。

　そういった中で、今日のお話ですね、有明海とつな

がっているとか、あるいは自治体のほうで火入れを積

極的にやっていただけるとか、草原再生にとっても、こ

れから新しい展開を考えていく上で、非常に重要なご

指摘をいただいたかなと思っていまして、また草原再

生協議会のほうでも今日のお話を受け止めて活動し

ていければというふうに思っておるところです。

　それから、市原組合長から観光利用の話をいただ

きました。我々国立公園を管理しておりまして、全国に

34の国立公園があります。この中には、九州の管内で

いけば、例えば屋久島も入っておりますし、それから知

床とか小笠原とか、世界自然遺産に登録されているよ

うなところも、この34の中に入っています。また、富士

山とか日光ですとか、いわゆる温泉とか自然が豊かな

観光地というのは大体34国立公園の中に入っている

んですけれども、あと、くじゅうもその中に入っています。

　皆さん、阿蘇くじゅうって国立公園の中でどれくらい

人が来ているかというイメージをお持ちですかね。実

は阿蘇くじゅうというのは、大体1,600万人ぐらい年

間利用者来ていまして、これは34の国立公園の中で

見ても上から５番目なんですね。日本全体で見ても、こ

ういった自然を生かした地域という中では、お客さん

が多く来ているエリアになっています。

　冒頭に紹介があったとおり、その中に来たお客さん

の８割ぐらいの方がですね、この中でも草原、阿蘇の

中で草原がやっぱり一番すばらしいというような回答

をされています。なので、草原というのは非常に観光に

とっても魅力的な資源であって、地域の外の人たちか

ら、どうやって草原の維持に協力してもらえるかという

のが今日のテーマの一つでもあると思うんですけれど

も、そういったときに、やっぱり観光の方に一部ご協力

いただく、市原組合長からご紹介いただいたように、

1,000円を草原の保全に還元するということもそうで

すけれども、最近ボランティアツーリズムとかもややは

やっておりまして、そういったボランティアでツーリズ

ムとして来ていただくとか、そういったことも含めて、地

域の外の力をこれからもっと活用していけるとよいの

かなというふうに思いました。

　私からひとまずコメントさせていただきました。あり

がとうございます。

○コーディネーター（坂本　正）　どうもありがとうご

ざいました。

　とにかく外からというのが結構難しくてですね、駐車

○司会　吉良村長、貴重なお話ありがとうございま

した。

　それでは、会場から１名だけですね、ご質問やご意

見ございましたらお願いいたします。挙手をお願いし

ます。

　一番後ろの方。

○参加者　私は熊本市民なんですけれども、先ほど野

焼きの意味を、草原を新しくして虫を殺すとか、景観を

守るとか、そういう趣旨で理解している熊本市民という

か、熊本県民と言っていいと思う、たくさんいらっしゃ

ると思うんですよ。その水源保全のためだということに

変えていかなくてはいけないというお話があったと思

うんです。私はそれとても共感するんですけれども、具

体的にどういう方法が一番手っ取り早いと考えられる

か、もしお考えがあればお聞かせいただければ。

○南阿蘇村村長（吉良清一）　ありがとうございます。

　まずは、うちの農家あたりもですね、実際、野焼きを

している農家あたりもそれを知らないということです

ので、まずその辺から、区長さん、区長会では定期的に

こういうことを述べますし、牧野組合が集まるときもそ

ういうことを言っております。また、今年の１月には全

戸に阿蘇の世界文化遺産を目指してというチラシを

作成し配布しました。阿蘇の地下水はこういう具合に

して育まれているということを機会あるごとに言うよう

にしています。

　とにかく草原のほうが地下水涵養能力は高いという

ことをこれまであまり言われてきませんでしたので、こ

れを強くこれからも機会あるごとに訴えていきたいと考

えております。

○司会　よろしいでしょうか。ありがとうございました。

　それでは、ここで、また吉良村長のほう、後でパネル

ディスカッションのほうにもご登壇いただきます。あり

がとうございました。（拍手）

　では、この後、パネルディスカッションに移りますの

で、少し会場の準備をさせていただきます。お手洗い

等ございましたら、皆様、この時間にお願いします。

３．パネルディスカッション

○司会　では、お待たせいたしました。

　それでは、パネルディスカッションに移りたいと思い

ます。

　冒頭の趣旨説明と２つのご講演を踏まえて、阿蘇草

原再生、新たなステージへ～草原の恵みを守るため

の仕組みづくり～をテーマに進めていただきます。

　ここで、ご登壇の皆様をご紹介させていただきます。

　今回のパネルディスカッションコーディネーターと

して、阿蘇草原再生千年委員会委員長の坂本正様、パ

ネラーとして、先ほどご講演いただきました熊本県立

大学特別教授の島谷幸宏様、南阿蘇村長の吉良清一

様、阿蘇市町古閑牧野組合長の市原啓吉様、環境省

阿蘇くじゅう国立公園管理事務所所長の三宅悠介様、

以上になります。どうぞよろしくお願いいたします。

　ここからは、コーディネーターの坂本先生に進行を

タッチしたいと思いますので、先生、よろしくお願いい

たします。

○コーディネーター（坂本　正）　坂本でございます。

　今日は、本当にコロナの厳しい中でございます。限

定的な人ということで、皆様方、今日お集まりいただき

まして、どうも大変ありがとうございます。

　今日はもうテーマもはっきりしていますように、今、

阿蘇、我々はですね、千年委員会世界文化遺産登録

に向けて今活動しているところでございまして、暫定リ

スト入り間近、と言うと誇大宣伝になるかもしませんが、

その暫定入りを目指して今やっている最中でございま

す。その中で一番コアになるのは草原ということです。

そして、九州の北部ですね、この阿蘇の水がめの役割

というのは非常に大きいと。今日その水がめの話をし

ていただいたわけですけれども、有明と福岡都市圏、

非常に大きな流域ですね。有明のノリを支えているの

もこの阿蘇の水だ。このカンデラが水をためているこ

とで、熊本市の世界一の地下水の源流になっているわ

けでございますし、その途中につながる水源が我々の

生活を守っている。それは災害からも大きな役割を果

たしている。その恩恵の部分を話していただきたいと。

当然これは、草原に行って楽しむ、観光客の人たくさん

いらっしゃるわけですよ。観光客の人にもぜひ、たくさ

ん水源がございますが、この水源と阿蘇はつながって

いるんだと、そういうことも分かってもらえればなとい

うことでございます。

　今日はもう既にお二人にご報告をいただいておりま

す。順番は、まず、市原組合長、それから三宅所長、島

谷教授、吉良村長という形で順番でやらせていただき

ます。あとはさんづけでいたしますので、よろしくお願い

します。

　市原さんも大変ご活躍でございまして、また、今日も

お忙しい中、引っ張り出して大変申し訳ありませんけ

れども、今日もガイドのことであるとか、新しい活動を

含めて、水資源の取組もございます。どうぞよろしくお

願いいたします。

○パネラー（市原啓吉）　私も牧野組合ですね、熊本

県北部、阿蘇の一番東側のほうに当たりますけれども、

一の宮町坂梨地区というのがあります。見ていただくと

が湧いているんだと、そういう認識がほとんどです。も

し仮に阿蘇に人が住んでいなくて、水田や草原がなく

て森だった、森林だったとすれば、恐らくこれほどの水

は湧いていないだろうというに思います。

　熊本県とか熊本市のホームページを見てみますと、

熊本の地下水ということで検索してみますと、絵が描

いてあります、地下水の流れがですね。ほとんどは西

原辺りを降った水が地下に浸透して、あるいは白川を

流れて、それがまた菊陽町周辺で地下に浸透して熊本

市に湧いているという絵がほとんどです。阿蘇のカル

デラの中とか外輪山を多く、大門堰にも水が流れると

いうのは書いてありません。それはなぜかというと、そ

ういう研究がこれまでされてこなかったせいです。それ

で、もちろん島谷先生が今日言われましたように、何と

か阿蘇の草原なり水田のそうした影響、大きな貢献し

ているんじゃないかということをですね、今度、研究で

その辺のところが分かってきたということで、これまで

の図とは違った図が恐らく出てくると思います。そうな

れば、多くの方々に草原、水田の大切さがお分かりい

ただけるかと思います。

　こういう機会があるごとに訴えていかなければなり

ませんが、私が最近思っているのは、それとはまた別

に、それだけでは、ああそうだなで終わってしまう。あ

そうかで、それからアクションが起きないというか、何

かそういう気もしますので、今、熊本市の地下水が減

少傾向にありまして、うちの水源の10か所で、先ほど

市川先生のほうから、市川先生で調べてもらって、そう

すると６割ほどの水源では減少傾向にあります。白川

水源は１分か60トンと言われていますが、今40トンし

かありません。それより最も湧水量の多い竹崎水源は

120トンですが、そこは１/３に減っているというような

調査結果が出ておりますので、もう水源、草原が減って

いることが恐らく原因だということで、危機感を与える。

先ほど熊本市の方は……と思いますけれども、熊本市

の水はこれからもう減りますよと、減っていきますよ、こ

のままでは減っていきますよということをもう危機感を

多少与えるような報道というのも、そういうことを何か

変えてもらうというか、先生方からもそういう報告をし

てもらうとか。危機感を与えることも一つの手かなと、

最近はそういうことも思っています。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうございま

した。

　大都市、熊本市のほうですが、これ100年ぐらい

たって地下水が市内に来るんで、今足りるとか足りな

いといっても、まだ大丈夫だという、そういう楽観的な

議論もないわけじゃない。先ほどあったように、水の涵

養とかいろいろは、草原よりも、それは樹木のほうが多

いんだから放っておけという話も結構あるわけですよ

ね、潜在的に。しかも、草原も人の手が入って草原だと

思っていない人も結構、そうするといろんな意味での

理解が及んでいないところで、新しい価値をつくって

やっていくというのはなかなか大変だと思うんですけ

れども、吉良さんが７市町村の中の１人だとすれば、

やっぱり今日の話は、市町村の人たちで県のほうにこ

ういうことだと、まだまだ認識足りないよと。こんなこと

で世界農業遺産取れないよというのをぜひ言ってほ

しいと思うんですが、いかがですか。

○パネラー（吉良清一）　今おっしゃるとおり、これは

阿蘇郡の首長さんが同じ気持ちで同じ方向を向いて、

歩調を合わせなければならないと考えております。そ

の辺は首長さんの会合の中である程度の合意はでき

ております。保安林の改良あたりもですね、これは私だ

け言っても駄目ですので……

○コーディネーター（坂本　正）　保安林の解除はし

てほしいなと。

○パネラー（吉良清一）　いろいろ言っているんです

けれども、ただ、阿蘇のほかの自治体の首長さんと行

動を共にしてやっていきたいと思っています。

○コーディネーター（坂本　正）　よろしくお願いし

ます。

　市原さん、ずっと長年活動してきて、今、ガイドの話も

して、いろんな問題ご存じですよね。それでやっぱり水

源の問題で、水が減っているとか、そういう危機的な状

況もあるんですか。

○パネラー（市川啓吉）　草原のあった時代、つまり

私が高校生ぐらいのとき、その時分はですね、山がま

だこんな大きくなかったもんですから、滝がいっぱい

あったんですね。その滝がですね、今、木が大きくなっ

た現在、だんだん消えてきているんです、なくなってき

ているんです。草原がいかに大切かということは、私

はその高校生のときに学んだことが第一の出発点な

んですけれども、私が高校生のときは、阿蘇くじゅうで

有して、福岡の人も、有明の人も、熊本市の人も、阿蘇

の価値を一緒に分かってもらう、このことが大事だと、

そのことですよね。

　そのことで、もう一つ必要なのは、普通、水源だとか

なんかって、人が住んでいなくて、山の奥から出てきた

ものだというようなこと、阿蘇はカルデラで、これが人

が住んでいるわけですよね。これだけの大きな都市圏

なんで、この都市圏でやってきている水の涵養に依存

している生活、一部の都市と都市をつないでいる、そ

のあたりの関係はどうお考えですか。

○パネラー（島谷幸宏）　昔からここは野焼きをして

いたわけですね。それがたまたまススキだったわけで

す。とても水を節約すると思うんですが、そういうことが

あったからこそ、福岡都市圏にあれだけの人口が集

積できるということなんですね、実は。これがなかった

ら、福岡市はもう水資源ない都市ですから。

○コーディネーター（坂本　正）　全然ないですか。

○パネラー（島谷幸宏）　ええ、全然ないですから、あ

んな人口を養えないわけです。ですから、本来はもう

少し、阿蘇を拝むじゃないけれども、敬意を払ってい

いはずなのに、そこの価値づけができていない間にみ

んながもっと阿蘇をＰＲしてください、最も大切な九州

の山ですからね。そういう意味での価値づけを行うこ

とが、やっぱりこれから持続的にこの阿蘇を維持する

ためには重要じゃないかなと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　僕は後でまた市原

さんにも伺いたいし、吉良さんにも伺いたいんですが、

阿蘇に住んでいて、生活していてですね、だんだん担

い手も少なくなっている。阿蘇の野焼きも大変だと、今

一生懸命やっている。僕はこの仕事に関わったときに、

あと５年たったら大変だよと言われて、本当に大変な

時期だったんですよ。これからまた３年、５年後大変

だよ、何とか延びてきているんだけれども、高齢化はも

ういや応なしに来ますよね。都市圏の人が無関心であ

れば、なおのこと厳しくなる。そこの働きかけ、例えば大

漁旗が来るとかね、そういう話もいいし、ほかの自治

体の人たちとの関係もあるんですが、島谷さんは福岡

に住んでいて、熊本に来て、今、水と環境のことをずっ

とおやりになっていて、それで実家がこちらにあってで

すね、火の山、しかし、水がめとしての阿蘇はそれほど

まだ認識されていない。インパクトはどこに持っていっ

たらいいと思いますか、島谷流の。

○パネラー（島谷幸宏）　私は、やっぱり海だろうと思

います。福岡にですね、志賀島という島があって、そこ

に志賀海神社という神社です。そこは海の神社なんで

す。その人たちは山を誉めるというお祭りをずっとやっ

ているんです。「ああらよい山繁った山」「ああらよい山

繁った山」「ああらよい山繁った山」と３度山を誉めて、

鹿もいるんですね。だから、やっぱり昔から山を管理

するということが海の神にとってどれほど大切だった

のか。一つは、船を造るのに木が要るということなんだ

と思うし、山からの栄養源とか恵みによって海産物が

取れるということも知っていただろうし。それを管理す

るために人間が鹿を射るとか野焼きをするとか、そう

いう行為が必要だということを分かっていた。そういう

ものを見ていくと、やはり海とのつながりを明瞭に意識

することによって、全てが、その間のものは全部つな

がってくるので、そこをつなげていくというのが面白い

かなと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　要するに自然に昔は知っていたんだけれども、だん

だん文明の中で分断されていって、都市圏が生まれて

きて、その生態系というのがだんだん切れてきた。なの

で、今、環境省さんが言っている共存していく生活圏で

す、物すごく壮大な絵なので、マンダラ絵というふうに

言っているらしいんですけれども、一見ね、ちょっと荒

唐無稽じゃないかと思うけれども、要するに昔に戻っ

てつながっていこうということだと思うんですよね。

　そのあたりの話、また後で伺いたいと思いますが、

吉良さん、お待たせいたしました。

　何か専門家じゃないみたいに言われていましたけ

れども、細部までずらっと見たら、島谷さんよりたくさん

書いていましたよね、その。流れをね。あの中の３分の

１ぐらいを島谷さんが今日証明した、科学的に証明し

た。でも、経験的にというか、もう大体分かっていて、し

かし、微妙なことを言われましたよね。なりわいでみん

な分かっているはずなのに、農業をやっている現実の

人は野焼きはやっている、大事だ。でも、景観のためだ

けだったらもうやだという気持ちもないわけじゃない。

それはそうだと思うんです。人のために景観でやっ

たってしようがない。今度はみずがめで、水がめになる

ためだという意識をやっぱりそれほど強くはないんで

しょうか、そのあたりの苦労話からお願いしたいと。

○パネラー（吉良清一）　じゃ本当に苦労話をします

けれども、うちの村は移住者が、結構、都会から移り住

む方がいらっしゃる。何でですかと聞くと、景観とか、き

れいな水がたくさんあるという理由が多いです。じゃき

れいな水は何でいいと思いますかと尋ねると、これに

答える人はまあいません。住民もはっきりとは答えられ

ません。先ほど大きな４つの要因があると言いました

けれども、それを答える人は本当にいなくて、昔から水

から野焼きのボランティアという形で、本当に大勢の

方に来ていただいていて、全国見渡してもなかなかこ

ういうふうな形で、近隣都市圏からこれだけ大規模に

協力を得て環境保全やっているところってそんなに多

くないんじゃないかなって思っています。そういった中

で、今回こういった科学的な知見もさらに明らかに

なってきたので、福岡、あるいは熊本の方に協力しても

らう具体的な意義というか、メリットもより説明しやすく

なってきたと思いますので、こういったことをうまくア

ピールするといいなと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　千年委員会というのは、もう福岡でもやっていますし、

福岡の経済界の人が任意でずっとおやりになってい

て、この話は、福岡の方も言うんですよ、水がめで。やっ

ぱり福岡都市圏は阿蘇で守られているんだという、経

済界のそういう方はおっしゃるんだ、なかなか市民に

浸透しない。これからだと思うんです。

　じゃ今日参加している方、あまり時間がありません

けれども、今までの話を聞いて、ちょっと一、二聞いて

みたいなという、全体でもいいですし、特定の方……

○参加者　野焼きボランティアをやっています。お世

話になっております。

　今日は、最初にお二方で水の重要性という、非常に

理論的に分かりまして、大変ありがたくお聞きしました。

　ボランティアやっていますが、昨日もそうだったんで

すが、阿蘇市にある牧野で輪地切りをやっていました

が、ボランティアの一般の方からこういう質問が来る

んですね。虫もいないのに何で焼かないかんのです

かって。そのときにやっぱり今日の水の話、ＣＯ２の話、

そして私の自分の専門の生物多様性の話とか、そうい

う話をしてあげると大変納得いただけるんですね。そ

ういう意味で、私はボランティアのリーダーもやってい

ますけれども、リーダーの役目というのは非常に重要

になってきているというふうにここ近年思います。ボラ

ンティアは今登録1,000名いますから、延べで昨年実

績ですと2,300名ぐらい出ています、コロナの中で。こ

れコロナが終わったら3,000名近くいくという。さてこ

こで問題なのは、草原の恵みを守るための仕組みづく

りという中で、私たちボランティアはこの先どう向かっ

ていけばいいのか、率直に、市原さんなんかとは初期

のほうから相当いろんな議論をさせていただきました

し、吉良村長は今日初めてなんですけれども、特に吉

良さんと市原さんあたり、我々ボランティアなんですけ

れども、今後どういうふうに向かって行けば、この仕組

み、新たな仕組みづくりとしてお役に立てるのかという

ことをご示唆いただければ大変ありがたい。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　多分、みんな考えて結論が出なくてですね、難しいと

ころではあるんですが、じゃお一方ずつその辺を伺っ

て、島谷さんのほうからいきましょうか。もう短く。

○パネラー（島谷幸宏）　簡単に、じゃ。

　今日ちょっとお話を聞いていて思ったのは、草原が

あって集落あって、水田があって、本当はそれ全体の

土地利用が草原の仕組みを支えているので、そういう

観点をやっぱり大事にしないと駄目かなと思っている

ということです。

○コーディネーター（坂本　正）　何かその仕組みの

中で……

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　コミュニティ

自体がそれ全体を管理して……

○コーディネーター（坂本　正）　何か一つのコミュ

ニティ全体を維持していくことで仕組みができると。

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　草原だけを

守ろうということじゃなくて、それを使う仕組みも守って

いく。

○コーディネーター（坂本　正）　草原を核にして、生

活圏、循環を守っていくという。

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　皆さんもそれ

重 ご々存じ……

○コーディネーター（坂本　正）　それは話が重いん

だけれども、そういうふうにしていかなければ維持でき

ないよということですね。

　じゃ吉良さんのほう、お願いします。

○パネラー（吉良清一）　うちの村にはボランティア

の方が来ていただいていまして、本当に感謝しており

ます。輪地切り、輪地焼き、大変ありがたく思っており

ます。

　ただ、先ほど言われたように、虫がいないのに何で

輪地切りとかやるのということは今日初めて知りまして、

そうだな、本当だな。だから、草原の野焼きの目的をも

う少し分かりやすくボランティアの方々にも伝わる方

法も考えていかなければならないなというふうに思い

ます。引き続き輪地切り、輪地焼き、本当に御協力をお

願いしたいと思います。

○パネラー（市川啓吉）　ボランティアの皆さんから、

私が持っているものが宝物だということを教えても

らったんです。それまでは邪魔物だったんです。これ

は何のためにどうしたらいいんだろうというね、邪魔

でしようがないと思ったら、それは宝物ですよって教え

られたから、ガイドを通して、それで多くの人に知って

５万ヘクタールぐらいの草原があると学んでいたんで

す。だから、ここはアメリカの牛肉と対抗するには阿蘇

ぐらいしかないと、そういう認識があったんです。

　それで、阿蘇は草原があって、みんなが豊かで。それ

は水だけじゃないんです。空気もですね、木よりも草の

ほうが浄化する、あるいは高いと言われているんです。

そっちのほうも目を向けんといかんとですね。ですか

ら、私はガイドのとき、そういったことを皆さんにお伝

えしているんです。だから、私、200人以上、去年、おと

としとガイドをしましたけれども、そういった人に一人

一人ね、みんな伝えて、阿蘇の草原はいいというけれ

ども、どんなところがいいですかって。空気がいいと。

景色が見れる。これは森林になったら景色は見えない

んですね。だから、森林はちょっと空気がいいように考

えるかもしれませんけれども、景色が見えないと、その

中での活動だけしかできないから。草原の場合は見

渡しができますね。阿蘇の山を見渡しながら草原を歩

くといかにすばらしいかというのがみんなが知ってい

るんです。そうすると、来られた方たちは、心が癒され

たと言って帰られるんです。ということはですね、私は

いつもみんなに訴えているんですけれども、あそこの

草原というのはね、名医だって。それがやぶ化してい

けば、やぶ医者になるって。だからね、草原は守ってい

かんといかんて。それをね、地元の人がやっぱり知る

必要があると思う。お医者さんをね、育てているから頑

張ろうと、そういう意識。そして周りから来る人たちの

癒やしてもらうんだったら治療代ぐらい払えと。ただで

来て帰っていくのはどういうことかと。そういう認識の

下に、より多くの人に、阿蘇を支えるためにはそういう

外部からの援助も必要なんだと。高齢化になったら、

ボランティアの皆さんが応援に来てくださっています。

ボランティアさんも高齢化しているんです。ですから、

より若い人たちにも訴えて、若い人の力も活用できるよ

うにしていかなくちゃいけないと。そういうふうに考え

て、阿蘇の草原の水だけでなく、空気を守るという、そ

れは全ての人に関係してくるので、ぜひそういったこと

を知ってほしいなと思って、今のところ頑張っています。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　でも、滝がなくなっている、減っているというのは、本

当にちょっと衝撃的な話ですよね、やっぱり環境問題

の中で。あるいは草原といったら、草原の場合は、崩れ

てもすぐ復活すると。だから、地震とかなんかあっても、

崩れたところから復活するというので、非常に強いも

んだという意識があるんですが、滝がなくなっていると

いうのは、ちょっと私も考えが及ばなかったんですけ

れども、やっぱりそれも一つの象徴ですね。滝の復活

も大事になるかなというふうに思いますね。

　コロナ禍にもですね、そういう地元の方もおられる

ので、そういうのを知っている方もおられると思うんで

すよ。やっぱり何が変化したかって。その後、島谷さん

に全部証明してもらうというのが一番やりやすい方法

かなというふうに思うんです。

　じゃ、最後というわけじゃありません、まだ一巡して

きたわけですけれども、今まで話を聞いて、三宅さん、

今まで北海道へ行って、熊本にこちら通ってきて、これ

からまた大きな活動があって、世界文化遺産を担うよ

うな、そんな話があって。今回の企画も関係者も非常

に大きな研究の課題、やっていると思うんですよね。

やっぱり子供の教育含めて、観光含めて、何を訴えて、

阿蘇をみんなと価値を共有していくっていう、その肝の

ところは何だとお考えですか。

○パネラー（三宅悠介）　なかなか難しいかなと思っ

ているんですけれども、分かりやすさというのは非常に

大事なのかなと思っています。島谷先生おっしゃって

いただいたみたいに、阿蘇で仮に草原が全部森林に

なってしまうと、1,000万トンぐらい水が減るので、有

明海のノリ養殖のための緊急放流がもうできなくなる

んだとかですね、福岡市であれだけの人口を維持でき

なくなるんだという、そういう分かりやすいメッセージ

と、あと、村長おっしゃっていたみたいに危機感を少し

あおっていくようなことも考えていく必要があるかと思

います。

○コーディネーター（坂本　正）　災害もひどくなりま

すよね、一気に流れてくるわけですから。

○パネラー（三宅悠介）　そういうのをうまくアピール

していくと。

　それで、地域循環共生圏、先ほど非常に分かりにく

いというようなお話もいただいていて、ちょっと私たち

の職員もなかなか理解することも難しいんですけれど

も、実はこの阿蘇は割とそういう意味では先進的な地

域だと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　あれは阿蘇を説明

するためにつくった地域循環圏だと私は思っておるん

ですね、ずっと、広いから。ただ欠点はですね、土地に

ずっと水道になって、いろんな都市部があって、海で

しょう、有明。遠いんですよ。だから、阿蘇だと思っても

つながりがぼんやりするんで、なかなか下流にいる人

たちが恩恵をですね、ぼんやりしか分かりにくいなと

いう、ちょっとそこのところですよね。

○パネラー（三宅悠介）　そうですね。ただ一方で、こ

のエリアには、今でも福岡県、あるいは熊本の都市圏

子供も大人もお年よりもですね、女性も男性も関係なく、

みんながそういったことを知る必要があると思うので、

それを情報として発信する。それが環境省さんなり、農

水省なりなんなりですね、大きなところからメディアを

通してでもなんでもですね、発信していくということは

大事だと思いますね。

　私も地元の農家に住んでいる限り、農家の人たちに

その宝物を守っていく必要があるんだよということを

強く訴えていきたいと思っているので、今取り組んでい

る小学生の草原学習とかですね、そういったものをぜ

ひ活用して、さらに将来のボランティアさんなり、地元

の担い手を構成できるように頑張っていきたいと思っ

ています。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　それでは最後に、大トリになります。三宅さん、お願

いします。

○パネラー（三宅悠介）　ありがとうございます。

　環境省は最近脱炭素、カーボンニュートラルという

ことで、環境省というか全政府を挙げて取り組んでい

ますけれども、先ほどご紹介あったとおり、阿蘇草原で、

このエリアの世帯の排出量の1.7倍の二酸化炭素を

固定しているということがあります。そういった観点か

らの重要性というのもこれから訴えていくと、社会の流

れにも乗っていけるのかなというふうには思っており

ます。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　今ある阿蘇の生活圏、これはやっぱりボランティア

の人を含めて草原を維持していく、水を守っていく。そ

のことが福岡都市圏、熊本の都市圏、多分、大分も入

ると思うんですね、北九州、九州の上のほう半分は阿

蘇に支えられているんだという意識は重要だと思いま

すが、何よりもこの仕組みを維持していくためには、子

供が、今日は残念ながら参加が難しかったわけです

けれども、やはりこの内容を共有する、防災意識として、

郷土の誇り、伝統というものを共有して、それを同じ地

域の世代がみんな使えていくような、そういう教育シス

テム含めてですね、これからの新しいステージづくり

が必要かなというふうに思います。

　今日はどうも大変ありがとうございました。（拍手）

○司会　坂本先生、パネラーの皆様、大変ありがとう

ございました。

　ご来場の皆様、限られた時間ではございましたが、

ありがとうございました。また、配信でご覧いただいて

いる皆様、お聞き苦しい点が多々あったと思いますが、

お許しください。

　阿蘇草原再生協議会では、本日いただいたアイデ

アも参考にさせていただきながら、今回の分科会の

テーマである草原の恵みを守るための仕組みづくりを

進めてまいりたいと思いますので、皆様、今後ともご協

力のほど、どうぞよろしくお願いいたします。

　それでは、阿蘇分科会はこれで終了とさせていただ

きます。

　皆様、もう一度拍手をお願いいたします。（拍手）

　ここで、皆様にご連絡ですが、この後、第13回全国

草原シンポジウム本会場と全国３分科会の開場をつ

ないでの全体会がオンラインにて開催されます。この

会場で流しますので、ご興味がございましたら引き続き

見ていただければと思います。

　皆様、本日は大変ありがとうございました。

もらう必要があるというふうに考えたわけで。というこ

とはですね、地元の人もそれを宝物とは思っていない

んです。ですから、ボランティアさんが地元の人と交流

するときに、そうした宝物を発見したら、ここにはこう

いうすばらしいものがありますよということをまず伝え

ていただきたいと、自分たちが発見したことをですね。

でも、多くの人は気づかないんですよ。それをまず教え

ていただくということ。

　そして、気づいたものをほかの人たち、つまり新たな

ボランティアさんが来れるように、そういうのをまた教

えていただくと。学校の生徒さんたちなんかもきても

らっているので、そのときにはね、本当に助かっていま

すけれども、そういった若い人たちですね、今後のそう

いう支援に回れるような、そういう仕組みづくりという

ものも大事かなと思います。

　今後そういうふうにして、農家さん、ボランティアさ

ん、お互いいろいろ、ほかの観光で来る人だって阿蘇

の草原の大切さというのをね、みんなに伝えていく必

要があると思うんです。生活環境を守るために何が必

要かという、そういった点で、私たちはみんなが草原

を通して生かされているということを認識できるように

伝えていくことが大事だなと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　今、もうボランティアさんも草原を守る非常に大きな

担い手で、やっぱりみんなで一緒に考えて出し合って

いくと。仕組みづくりは大体こう見えているんですけれ

ども、具体的なところはいま一歩手前かなという感じ

がします。

　三宅さんはそういう話を踏まえて、環境省としては、

このステージづくりをつくったら、絶対支えていくんだ

というような意気込みもあったらよろしくお願いします。

○パネラー（三宅悠介）　ありがとうございます。

　私もせっかく阿蘇に来たものですから、今年、個人

的ボランティアに参加させていただいて、非常にすば

らしい仕組みだなと思っています。あまり私自身は課

題は見当たらなくて、もうどうやってこの組織を継続、

発展させていくかというところかなと思っていますので、

我 と々してもしっかりサポートしていきたいと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうございま

した。

　もう大体時間がまいりましたので、今日は限られた

時間でございました。でも本当に２人のスピーカーの

方には簡潔に要点を絞ってお話しいただきましたし、

彼らの中で議論は大分深まってきたかなというふうに

思います。

　それでは最後に、今日の会を終えるに当たって一言、

今後の課題、あるいは自分が今考えていること、一言

ずつお話しいただいて、閉めたいと思います。

　じゃ島谷さんのほうからお願いします。

○パネラー（島谷幸宏）　今日ちょっといろいろやっ

ぱり聞いていて思ったのは、これからまたポストコロ

ナで地域分散というのが非常に重要で、その中で、子

供たちがこういうことに参加できると、すごいクリエイ

ティブな人間ができていくんだろうなというのをすごく

思っていて、環境省の方ともいろいろとお話ししている

んですけれども、やっぱり防災教育と環境教育を一緒

にするだとか、そういう形の新しい展開で、子供たちの

力をもっとつけないと、これからのサバイバル時代を

乗り切れないので。ボランティアみたいなものは、何か

学校教育としてちゃんとやっていく必要があるんかな

という話を聞いていていろいろと思いました。ありがと

うございました。

○コーディネーター（坂本　正）　じゃ吉良さん。

○パネラー（吉良清一）　私は特に自治体の首長とし

て、発信力が大事だと思います。島谷先生から情報を

いただいて、その情報で理論を武装して、強く訴えてい

きたいと思います。また、阿蘇の首長さんたちとも足並

みをそろえて、さらにどんどん盛り上げていきたいと思

いますので、これからもよろしくお願いいたします。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうございま

した。

　じゃ市原さん。

○パネラー（市原啓吉）　これは前の環境省の所長さ

んが私に教えてくれたことですけれども、イエロース

トーンが国立公園になったときですね、神が創造され

たもので、決して私有物にしたり、少数の利益のため

に開発すべきものではない。この地を国民のために永

久に保存するには国立公園にするという、そういうあ

れでこれをまず、イエローストーンが国立公園になっ

たと。それで、日本の昭和31年に国立公園法が制定さ

れて、1934年に初めての国立公園ができたと。その中

でも阿蘇もそういう国立公園になってきたということで

すね。

　そこには、やはり草原というのが大々的にあったわ

けで、だから国立公園になったわけで。阿蘇山があっ

ても、阿蘇山という山はないんですね。阿蘇山というの

は５つの山が成り立って阿蘇山って言うんで。その阿

蘇山は、草原があって初めて目立つんです。つまり主

役はですね、脇役がいないと目立たないんですよ。そ

の脇役である草原は、脇役だけでも重要な働きをして

いるんで、それをみんなに知っていただくためには、
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命的には窪地ができ、湿原ができ、それが消えていく段

階である中の現在、一断面を見ていることになりますの

で、人工的に何をしていくのかという事については、今

の時代に生きている私たちでしっかりと決めればいい

のではないかと思います。

　ただ、内山さんが先ほどおっしゃいましたけれども、

湿原という生態系が何も触れずに保存するということ

ができないものなので、例えば広いまま残そうとするの

であれば、三瓶山の姫逃池というところでは、毎年水草

をしっかり取るという作業をしています。そういうやり方

もありますので、その部分は地元に近い専門家の方な

どと一緒に、管理を考えていけばよろしいのではないか

と思います。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございます。

　ご質問へのご回答は以上でよろしいでしょうか。

○教育委員会事務局長（梅原　巧）　ありがとうござい

ました。

○稲取地区特別財産運営委員長（山田賢一）　財産区

の山田です。

　内山さんの話を今まで聞いてきまして、細野高原の一

番古い写真をお出しいただけますでしょうか。

　この下の方に見えるのがゴルフ場ですけれども、また

ずっと上のこちらの方、河津との境界以外のところにつ

いて、私たちが学生だった昭和47年以前にはすべて

入谷区で山焼きを行っていました。真ん中に熊口の水

源がありますが、こちらの方はゴルフ場で、ここからバイ

オパーク、ゴルフ場まで草原でした。さらにもっと上の

方、そこら辺までが草原でした。40年代後半、50年代

に高山通りということで植林をしまして、現在あまりいい

山だとは言えませんが、ほとんど植林されています。

　現在は、昔から比べれば３分の１ぐらいの広さです。

そういう意味で、先輩の皆さんがそれだけ頑張って、こ

の３倍、４倍の広さを管理してきたので、私たちも管理

していかなければという気持ちがありますが、どのよう

に維持していくのか、その部分で悩んでいます。

　今年、財産区の役員の皆さんと相談して、この部分は

急傾斜地で山焼きをすると岩が落ちてくる為、来年の山

焼きからやめることになりました。放棄という形になりま

すが、管理する人の安全の為です。

　また、これも内山さんがおっしゃっていたことですが、

ここが熊口水源ですけれども、ここからここまでの部分

は大体40～50ヘクタールになります。役員の皆様と現

在考えていることが、ここから上については水源地とな

りますので手は入れないですが、こちら側の部分を将来

的に、先ほどの体験学習や観光のためのイベントなど、

自然を保護しながら利用していただくことはできるかど

うか、その部分についてご意見をいただきたいと思いま

す。以上です。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

　この山の上の部分は保全を継続していくべき場所だ

というふうに、先ほど内山さんもおっしゃっていました

ので、この辺りの草原を保全していくために、利用する

方向にもっていければ良いのではないかと思いました。

○実行委員（内山義政）　特に保全すべきということで、

企業などどなたかに利用していただければという提案

であると思いますが、少しこれまでの話をまとめながら

になりますけれども、例えば観光利用、ちょっとした休憩

所や東屋を設けるとしても、茅葺きの使用やそれを体験

してもらうといった中で、防火線も含めた草刈り作業と

いうものにも触れていただき、現在、ベテランの方だけ

で頑張って維持している防火線の管理を、将来的には、

少しでも若い世代が山焼きに入っていけるようにする

ためのフィールドとして使用していくことができればい

いのではないかと私個人として受け止めましたが、会

場の皆さんはいかがでしょうか。

○ネイチャーガイドクラブ（富永眞弘）　下側を利用

する案が出ていますけれども、湿原は現在４つあり、３

つはそのエリアに入っていますので、特に芝原湿原の

水源というのがかなり上のほうに延びてきています。

その部分が荒らされないよう、注意していただきたいと

思います。

○実行委員（内山義政）　そうしたピンポイントに保全

すべき場所というのは、ネイチャーガイドクラブの皆様

やジオガイドの皆様など、地元で見てきた人にしか分

からない場所もありますので、情報共有を行っていく必

要があるのではないかと思います。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　皆様、ありがとうご

ざいます。

　茅葺きや環境教育としての利用、観光資源、あるいは

保全や利用の方法について、様々なことをお話しいた

だきました。

○司会　それでは、ただいまより東伊豆会場の分科会

のほうを始めさせていただきます。

　ここからの分科会の進行については、地域おこし協

力隊の藤田翔さんと実行委員の内山義政さんにお願

いをします。また、パネラーとして入谷区町内会長の鈴

木豊美様に御協力をいただきます。

　それでは、どうぞよろしくお願いいたします。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　地域おこし協力隊

の藤田と申します。本日はよろしくお願いいたします。

　最初に、ご存知の方もいらっしゃると思いますが、簡

単に自己紹介をさせていただきます。

　地域おこし協力隊の藤田翔と言います。東伊豆町に

来て今年で３年目となり、地域おこし協力隊の任期が

最終年度となります。東伊豆町に来る前は、笹岡先生も

おられるのですが、東京環境工科専門学校というところ

で自然について学習していました。本日はよろしくお願

いいたします。

○実行委員（内山義政）　皆さん、こんにちは。内山で

す。私は稲取の田町区出身でして、高校卒業後、大学に

進学しまして、就職して静岡県内に戻ってきましたが、

2019年から職場の休業制度を使いまして、東京都立

大学の大学院に通わせていただいています。草原生態

系の保全を研究テーマとして研究を行っていまして、

フィールドを細野高原とし、地元に通いながら調査を続

けています。本日はよろしくお願いいたします。

○パネリスト（鈴木豊美）　皆さん、こんにちは。私は細

野高原を管理する稲取の４つの町内会の１つ、入谷区

町内会の会長で、区長を務めています鈴木です。入谷

区は細野高原に隣接しておりまして、昔から関わりが深

い町内会でございます。以上です。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　それでは、東伊豆

会場分科会を開会いたします。

　東伊豆会場の分科会のテーマは、『利用・保全・継

承』の３点となります。

　まず、テーマに決めたこの３点ですが、午前中にも説

明がありましたが、それぞれがローテーションしてしっ

かり循環していかないと、細野高原というものはなく

なってしまう。若しくは、一つがマイナスの方向へ向かっ

てしまうと、その次へ次へとどんどんそのマイナスが引き

ずられ、負のスパイラルになってしまうということで、そ

れぞれの問題を全体的に考えていけたらなという思い

で、このテーマにさせていただきました。

　最初に、利用について、私、藤田がお話しさせていた

だきます。

　最初に、細野高原のこれまでの利用ということで、午

前中もお話が出ていましたが、細野高原は茅場として

利用されていました。茅は、茅葺きや、昔は畑を耕すた

めに牛などを使っていたので、そういった家畜の飼料と

して使われていました。また、ミカン畑に敷いて防寒や、

雑草が生えないようにしていたり、現在においても山菜

狩りなど、多くの需要がありました。特に昔の利用に関

しては、生活により密着した需要が多くありまして、現在

とは異なり、少子高齢化が問題視される以前のことでし

たので、担い手も十分に補充されており且つ、町民全体

で利用され、さらに町全体でしっかりと保全がされてい

ました。

　そして、現在の細野高原の利用ですが、現在は生活

というよりは観光やレジャー、体験というのが主な利用

方法になっていると感じます。他にも、ハイキングや

ツーリング、少しではありますけれども、畑、山菜狩りな

どもされています。

　昔と現在の利用の変化を見てみると、生活必需でし

たが、必需ではなくなってきているという見方ができると

思います。昔の生活にどうしても密着なものというのは

必然的に利用・保全・継承のサイクルが形成されていま

したが、その利用価値が現在は少なくなってきていると

いうことで、しっかり現在の姿に合う利用価値を見いだ

さなければならないと考えています。

　また、昔は町民、町全体で生活に必要なものでした

が、現在は担い手不足や利用価値の減少に伴い、管理

全体の費用も不足しているような状況だと思います。そ

の中で、この３つの循環をしっかり考えていかなければ

と思い、現在の利用についてですが、ハイキングやツー

リングについては、そこまでお金が落ちたりするような

ものではないと思っていまして、もっともっとその利用価

値を最大限に発揮できる何かを町全体で考えていく必

要があると考えています。

また、その利用からしっかり細野高原の背景や保全を

したいという、最近だと森づくりなどに興味関心がある

方もいらっしゃると思うので、そういった層に向けて体

験やレジャー、観光、教育、そして利用することで保全・

継承への誘導を見込んでいき、その負のスパイラルか

らいい方向へ改善していくことが必要ではないかと思

います。

　ここで、他地域における利用方法について事例を幾

つかご紹介します。

　ご存知の方もいらっしゃると思いますが、隣町の伊東

市の大室山ですが、大室山自体が国の天然記念物に

なっておりまして、こちらでも毎年山焼きを実施されてい

ますけれど、こちらはリフトで３分ぐらいで山頂まで上が

れるという、気楽に行けるレジャースポットになってい

ます。そこでは料金も掛かりますが、毎年山焼きの火入

れ体験ができるので、そういったところで人手を解消し

つつ、お金も落としていただいているというような場所

です。

　こちらは先ほども紹介がありましたが、生石高原でも

和歌山の大学と連携し、イベントを通じて保全や茅葺き

の文化を発信している場所です。やはり担い手不足の

解消や保全をする上では、どうしても人手が必要になり

ますが、そういった教育や、学生などと連携して学びの

場としても利用してもらいつつ、保全もしっかり手伝っ

ていただくというような場所です。先ほどもお話がありま

したけれど、クラウドファンディング、応援したい気持ち

をお金で送るというような資金集めもされています。

　こちらは阿蘇です。先ほどお話にも上がりましたが、

阿蘇では環境省との取組を進めていて、各教育機関で

教材も作成しており、地域での体験を含め、学ぶ場を作

られています。また、環境学習の講師も派遣されているな

ど、行政と町がしっかりと連携して進めている地域です。

　ほかにもエコ資源にということで、ＳＤＧｓについても

先ほどお話がありましたが、例えば茅葺きに使われた

茅というのは取替えの時期になると、いい具合にほぐれ

て柔らかくなり、畑の肥料や雑草がはえないように敷い

て利用することや、阿蘇でも利用例があったと思いまし

たが、家畜の飼料としていたり、海外の事例ですが、バ

イオマス燃料にしていたりします。こういったことは施

設や仕組みが整備されれば、幅広い活用を検討してい

けるのではないかと思います。

　利用についてまとめとなりますが、現在の利用という

のは、景色を楽しんでいただくことなどですが、そこから

もう一歩踏み込んで、例えば細野高原の山焼き文化や

山焼きすることでどういう種類の生き物が保全されるの

か、もう少し踏み込んだ部分について、少しでも関わっ

ていただく利用というのを検討していけるといいなと

思っています。例えば、教育機関での野外学習ですが、

授業の一環として細野高原の概要などを知りつつ、危

険なことはできませんが草刈りを体験していただくなど、

実際に関わるという利用方法が良いのではないかと思

います。

　また、一般の方の立ち入りはできませんが山焼きに

ついても例えば、安全地帯を設けて見学していただくこ

とや、大人の方だったら草刈りを体験していただくなど、

より深く知り、関わっていただくことが大事だなと思い

ます。

　そして、春は山菜狩り、秋はススキイベントを実施し

ていますが、一時的な、季節的なイベントではなく、通年

体験できるサービスを作るなど、知ってもらう・認知して

もらうということを意識して進めていけたらと思います。

最終的に、継続的な利用、収益化をして、継続させるこ

とが必要だと思います。これらのことは町全体で考え、

推進していくべきことではないかと思います。

　『利用・保全・継承』、このうち１つが抜けても細野高

原を守っていくことはできないので、３つともバランスよ

く循環させていくことが不可欠であると思います。以上、

「利用」についてとなります。

　続きまして、内山さんお願いします。

○実行委員（内山義政）　それでは続きまして私のほう

から、３つある『利用・保全・継承』のうち、「保全」の部

分に関して発表させていただきます。

　最初にですが、午前中もお話がありましたのでご存

じの方も多いと思いますけれども、草原をめぐる全国的

な課題をもう一度整理させていただきます。

　左の図が阿蘇ですけれども、1930年代にこの地図

で示しているグレーの部分が全て草原でしたが、2000

年、一番右側の図ではグレーの部分が入って、ほとんど

が黒の部分、森林に変わってしまっているという傾向が

筋山周辺により多く分布しているということが傾向とし

て見えてきました。

　次、お願いします。

　これと同じように重ね、こちらには植物の種がすべて

落ちていますが、代表的な種を抽出してみると、例えば

ジザゲタシ、カラナデシコ、リュウノウギクといった何種

類かの植物が、草原のこういった場所で見られる特徴

的な種類であると思います。

　こうした結果を基に考えていくと、草原特有の植物を

保全していくには、この三筋山の山頂から桃野とマナイ

タウラ、先ほど示したエリアですけれども、この周辺を今

後も確実に山焼きをして管理していくことが重要ではな

いかと思います。

　１つ、まずは保全の指標として、こうした場所だけに

分布する植物種を上げて、保全の目安として考えてみて

はどうかということ、２つ目に山焼き管理の後継者育成

という観点では、保全上特に重要な場所とそれ以外で

かつ安全、平場で作業してケガが起きないような場所

ということですけれども、そうした場所で、先ほど藤田さ

んからも話がありましたが、管理の点検、具体的には防

火線の草刈りですとか、そういうものが手鎌で、例えば

各区の作業で余ったエリアでもいいですし、そうした場

所が少しでも確保できるようになっていけばいいので

はないかと考えています。

　今回、細野は草原のほかにも湿原が４か所ありまし

て、そことその周辺に希少なラン類などの植物が見ら

れますが、こうした希少種に関しては共通のリスクもも

ちろん非常に高いものですから、財産委員会の専門員

ですとか、ネイチャーガイドグラブの方々の助言ですと

か情報交換を深めていくことが大切だと考えています。

　また、明日、現地でお時間があれば是非見ていただ

きたいのですが、富永さんにはお話をせず申し訳ござ

いませんが、駐車場の裏側の空いているところにネイ

チャーガイドクラブの皆さんでこのような細野で見られ

る希少種の種子を採取して、現場で保全をするという

試みをされております。こういう試みというのは、保全生

態学の研究者の中ではあまり聞かない話ですので、ぜ

ひ取組を進めていったほうがいいかなと私自身は考え

ております。

　私の方からは以上となります。ありがとうございました。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうございま

した。

　保全についてですが、山焼き管理の後継者育成とい

うことで、保全の場所を限定しながらも、しっかりと希少

な植物を保全できるように、重点的に行っていくという

ことでよろしいでしょうか。

○実行委員（内山義政）　今の山焼きの範囲をしっか

りと維持していくのは大前提ですけれども、確実に保護

すべき場所というのを知っておく必要があるのではな

いかと考えています。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　保全上、重要な場

所以外且つ安全な場所での管理体験というのも、保

全・利用ということで繋がりがあると思います。もう一歩

踏み込んで山焼きについても学習できるような体験が

あれば、その後もしっかりと後継者が現れてくるのでは

ないかと、利用の観点から思いました。

　それでは最後に「継承」について、鈴木さんよろしくお

願いします。

○パネリスト（鈴木豊美）　「継承」についてですけれ

ども、細野高原の景観維持とか害虫駆除、生態系の保

護のためには、山焼きが必要です。先ほども例に出てい

ましたけれども、山焼きをするには細野高原以外に燃

焼させないように管理をするため、まず20メートルぐら

いの防火帯を作ります。10月にその部分の草を刈り、

11月にそれを燃やし、2月に山焼きを行います。この作

業を現在、4区で行い、山を守っていますが、各区とも若

者が減り、高齢化が進んだことから、作業する人の確保

も難しくなってきています。先ほどお話がありましたが、

2008年に全国草原シンポジウムのときにも、山焼きを

続けるためにボランティアを募ったり、学校の総合的な

学習の時間で子供たちに野焼き体験をしてもらうことも

文化継承に必要だと言っています。ボランティアを募る

にしても、火が入ると風向きが変わります。初めは見学

するのでも経験の積み重ねが必要でしょうと思います。

　そしてまた、令和２年９月に細野高原を考える会を発

足しています。この会でもやはり細野高原の管理、山焼

き、防火帯などを今後同様に継続していくことは困難に

なりつつあるとしています。４区で細野高原の観光、産

業などの資源としての活用や周辺の地権者と協力した

新たな魅力の創出を図っていきたいということが、発足

の経緯となります。今後、どうしたら会として細野高原の

魅力を発信することができるか、良いご提案がありまし

たらご意見いただけますと幸いです。

　山との関わりがなくなりつつある今、細野高原を残し

ていくためには、守りたいと思う人を増やしながら、山

仕事を行っていくしかないと考えています。特に若者と

の連携が重要と考えます。若者は斬新なアイデア、企画

力、行動力、情報発信力、また体力など、地域活動に必

要なものを多く兼ね備えているかと思います。「継承」に

ついての私の発表については、以上となります。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうございま

した。

あります。もちろん阿蘇でも、全国のほかの地域でも再

生に向けた取組は進んでおりますが、全国の草原面積

というものを、右の図ですが、まとめてみると、1920年

代は３万から４万平方キロメートルあった草原が、

2000年頃になると5,000平方キロメートルまで大幅

に減少しているということが分かります。このことは細野

高原、全国どの草原でも同じですけれども、管理の手が

足りなかったり、土地の改変、植林であったり、開発行

為などによって面積の減少が進んできたということが原

因として上げられています。

　次、お願いします。

　植物に着目していきますけれども、草原特有に見られ

る植物への影響というものを考えてみると、今までお話

ししてきたような草原の面積の減少というものと、この

今も維持されている草原の中の管理、山焼きであったり、

草刈りであったり、この頻度が低下したり中断したりす

る。例えば細野は日本の中でも本当に珍しく、もしかし

たら中断された年もあったかもしれませんが、記録のあ

る限り、毎年山焼きをしてきているということで、非常に

貴重な草原となっています。全国的に見ると２年に一遍

だったり、例えば東日本大震災の頃に消火ヘリが飛ば

ず、仙石原では山焼きが中止になりましたけれども、そ

ういったように数年中断したり、なくなってしまったりと

いう場所も多いです。こうした２つの要因が複合的に絡

み合って、そこに出現している草原特有の植物に影響

を与えているのではないかということが近年様々な研

究で言われるようになってきました。

　今回の発表では、具体的なメカニズムですとか、専

門的な話まで踏み込みませんが、私が細野高原で植物

等のデータを取った結果を基に、どういった場所が「保

全」に適しているのかということですとか、あとは、これ

までの土地利用の変化というものを改めて航空写真で

振り返りながら、一緒に考えることができればと思って

います。

　それでは、次お願いします。

　ここが稲取の細野高原の現在の航空写真になります。

見ていただいている真ん中付近が細野高原で、右側に

ゴルフ場と伊豆アニマルキングダムがあります。

　次、お願いします。

　これと同じ2017年の写真、稲取の方はこれで分

かっていただけると思うんですが、今回初めて来ていた

だいた方は、先ほどの東伊豆町観光協会のパンフレッ

トを開いていただくと、真ん中に水源涵養保安林があっ

て、それがかなり目印として分かりやすいと思いますの

で、そこを見比べながら、過去の土地利用というものを

見比べていただければと思います。

　続いて、これが2000年です。これは今とほとんど変

わりないかと思います。

　次、お願いします。

　これが1989年ですけれども、これと先ほどの2000

年を比べると、植林が少し進み、西側の河津町のほうで

山焼きが、その前からされなくなっていたのが進んでき

たということが分かり、樹林化が進んできたということ

が分かると思います。

　これが1980年です。先ほどの水源涵養保安林の植

林がされる、外側に広がる前という感じです。

　これがかなり前になりますけれども、1964年です。こ

のあたりから多分、当時の状況をご存じの方もいらっ

しゃるかもしれませんが、まだ私が生まれていない時代

ですけれども、これと先ほどの写真を見比べていただけ

ると、今のゴルフ場の辺りですとか、茅場がかなり減った

ことが、河津町側のほうですけれども分かると思います。

　これがさらに昔の1947年ですけれども、こちらは先

ほどの写真より引いて写しているので、もう少し白田の

ほう、東側のほうまでずっと広く茅場が広がっていたと

いうことが分かると思います。

　次、お願いします。

　これをもう一回まとめてみると、1947年には、グレー

の部分が草原ですけれども、これだけ一面広がってい

たものが真ん中の水源涵養保安林の植林が進んだり、

河津町側のほうでの山焼きが中断したことによって樹

林化が進んだり、国有林、北西側のほうが山焼きしなく

なって樹林化が進んだりという傾向が分かるかと思い

ます。

　このデータを基に草原がどれぐらい減ってきたのか

というのを出しましたが、2013年から2015年に１か

月に１回程度、この遊歩道の道にほぼ沿った形になり

ますが、第１駐車場から熊口、マナイタウラというのが

真ん中の水源林ですけれども、そこから三筋山を登っ

て桃野を進んで、ＧからＨというこの区間です。パンフ

レットでいうと、６番から５番、４番に行くルートですが、

ここを歩いて道の分岐で区切った区間ごとに出てきた

植物の種類を記録しています。あとは、草刈りと山焼き

の多い区間を記録しています。

　これを統計的に解析して、詳細は省きますけれども、

山焼きと草原がどれぐらい周囲にあるのかという影響も

加味して、そこにいる植物の種類のパターンを比べて

みると、三筋山からマナイタウラのこの緑色で囲った範

囲に見られる植物と熊口の水源林の自然、青色で囲っ

た範囲で見られる植物というのは明らかに種類が違っ

てくるということが分かります。山焼きとまとまった草原、

両方の効果で維持されている植物というのが、この三

　一点ご質問よろしいでしょうか。４区一体で管理をさ

れていると思いますが、例えば小学校などの教育機関

に山焼きのやり方や、草刈りのやり方を伝えるときに、手

法については4区統一された管理等はされているので

しょうか。

○パネリスト（鈴木豊美）　管理自体は財産区が指導

していますけれども、大体４区とも同じような方法で防

火線刈りをやっています。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　財産区から教育機

関、子供や大人に管理体験を提供する事は可能なので

しょうか。

○パネリスト（鈴木豊美）　安全なところであれば可能

と思われますが、その指導を行う方を誰にお願いする

のか、要するに財産区で子どもたちを預かってやるとか、

学校のイベントとしてやることで先生も現地にきて子供

を見守ってくれるか、そのあたりの仕組みを整備してい

かないと難しいのではないかと思います。安全な場所

でそういった体験を提供できる場所はあります。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　行政と連携した取

り組みとして行うことも可能なのではないでしょうか。

○パネリスト（鈴木豊美）　可能だと思います。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

　その他に、それぞれの観点からご質問など有ります

でしょうか。

○パネリスト（鈴木豊美）　内山さんにお伺いしたい

のですが、山焼きをしていかないと、この希少種という

のは絶滅してしまうのでしょうか。

○実行委員（内山義政）　先ほど、箱根で2011年に山

焼きを中断したというお話をさせていただきましたが、

実際に見かけられなくなった種がありまして、その後数

年かけて追跡しても復活しなかったという例もあります

ので、できれば毎年焼いているところは、私個人の思い

として、維持していければと思っています。

○パネリスト（鈴木豊美）　先ほどのお話で、細野高原

の山焼きは継続してやってきたという事でしたが、実は

１年だけ実施していない時がありました。その翌年は、

野ネズミやモグラ、が増え、茅が枯れたところがだいぶ

あります。やはり、動物の生態系も崩れていくという事で

しょうか。

○実行委員（内山義政）　おそらく、動物の生態系にも

及んでいるのではないかと思われますが。

○パネリスト（鈴木豊美）　ありがとうございます。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）

　私共の方から、今後の『利用・保全・継承』について、

具体的にどのように進めた方が良いという事は言えな

いのですが、各視点からはこのような意見となりました。

　この後、会場の皆様からも、このような利用をしてみ

てはどうか又はこういう試みをしてみてはどうかという

ご意見がありましたら、そのことについて具体的な方針

や対策を模索していきたいと思います。

　現在、１時４０分ですので、１０分ほど休憩の時間とさ

せていただきます。休憩後に1時間ほどですが、皆様よ

り何かご意見を伺いたいと思いますので、よろしくお願

いいたします。

（休　憩）

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　それではご意見を

伺っていきたいと思いますが、先ほど休憩中に、細野高

原のススキを実際に茅として利用できるのかという事

で、日本茅葺き文化協会の安藤様にいろいろとお話を

伺いまして、とても興味深い内容でしたので、活用方法

等について是非お話をいただきたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。

○（一社）日本茅葺き文化協会（安藤邦廣）　皆さん、こ

んにちは。

　先ほど１時間ぐらいのお昼休みで、細野高原を初め

て拝見させていただきました。茅の質や量について実

際に確認させていただき、そのことについて私の意見と、

茅の利用ということ、特に茅葺きということについての

この地域でのこれからの可能性についてお話しさせて

いただきます。

　茅という資材ですけれども、建築資材としてのこれか

らの利用価値や可能性ということについては意見が

幾つかあります。この細野高原の茅の質、これは茅葺

きの材料として全く問題ないと思います。丈が多少短い

ということはそのとおりですが、山頂近くですと大体２ｍ

近くのものが十分ありますし、平均して背丈ほどですか

ら、御殿場のものに比べると50ｃｍほど低いという事に

なります。平地の茅も大きなものですと３ｍぐらいにな

りますけれども、平均的には大体２メーターちょっと、

2.5ｍぐらいですから、数十センチ低いということです。

　茅の利用ということでいうと、大体４尺から５尺あれ

ば一定の茅として十分に葺くことができます。短い茅と

してカリヤスという茅がありますが、これは最も上質な

茅であり、白川の合掌造りなど、北陸方面ではほとんど

カリヤスが主となっており、この背丈は大体平均的に人

の背丈以下の1.8ｍから低いものだと1.5ｍぐらいです。

そのため小茅、小さい茅といわれています。大茅は大き

いですが太くて重さもあって扱いにくい、また、葺いた後

の耐久性も低いということもあり、小茅は最上とされて

いう利用方法を検討されているのか教えてください。

○東伊豆観光協会長（石島専吉）　今年の６月24日に

町観光産業課が主体となり、東京にあるＫａｎａｔｔａという

ドローンの体験ツアーを行っている企業と、稲取の勤

労者体育館と稲取高原、クロスカントリーを範囲に、

（一社）美しい伊豆創造センターや伊豆急行㈱の皆さ

ん２０人ほどが集まり、体験を行いました。私も体験しま

したが、自分が体験できるとは思ってもいませんでした

ので、できるのかなという気持ちでしたが、意外と簡単

に200メートル～300メートル上昇させることや、横に

スライドさせることができました。稲取高原からですと、

焼却場の先の海の方まで行くことができますし、ゴルフ

場や細野高原の近くまで操縦できてしまいます。そのた

め、この秋にドローン体験ツアーとして、１泊２日若しく

は２泊３日ぐらいで、宿泊していただいたお客様に体

験していただこうという企画がございまして、具体的な

日程は決定していませんが、そのような予定となって

います。

○パネリスト（鈴木豊美）　どうもありがとうございま

した。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　すみません、また少

し話題が変わってしまいますが、今回、利用と保全と継

承を繋ぐアイデアの一つとして、環境教育を上げました

が、その観点について、笹岡先生よりコメントをいただ

けますと幸いです。よろしくお願いします。

○全国草原再生ネットワーク理事（笹岡達男）　これ

はむしろ藤田さんに返してあげたいぐらいです。例えば、

藤田さんが経験され、勉強されたことを活かし、学校の

学生たちをもし東伊豆町に呼ぶとするならば、どのよう

なことを考えているのかご意見をお伺いしたいです。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

　まず、私が地域おこし協力隊になった理由ですが、専

門学校のインターンシップで北海道の黒松内にある、

「ぶなの森自然学校」というところに行ったのですが、

その時に体験したことが私の中でとても感動しました。

自然について細かく言うような自然学校ではなくて、自

然の中で思い切り遊ぶというような場所でした。１週間

単位のプログラムで、長い子は１か月、夏休み丸 と々い

う子もいましたが、やはり子供たちは日常から学ぶ姿

勢がすごく、とても成長を感じられました。最近は家庭

用ゲーム機やスマートフォンなど、外に出る機会や公園

の遊具が危険という観点で、遊ぶ環境がだんだんと少

なくなっており、両親も共働きで忙しいという事なので、

なかなか自然と触れ合いながら思うように遊ぶ、体験す

るということが少なくなってきているというふうに思いま

す。北海道でのプログラムでは、大阪や東京、中には中

国の子供が一人で飛行機に乗って北海道に来て、自然

体験をしながら一緒に遊び、学ぶというような生活をし

ていました。ほんの１週間だけでも、すごく成長を感じる

ことができます。最初は虫も怖くて、「何でこんなところに

一人で来させられたんだろう」というように悲しむ子も

いましたが、知らない地域や大きな自然に囲まれ思いっ

きり遊ぶことで、一回り大きく成長したように感じました。

　その体験がすごく印象に残っていまして、実際、今年

の夏にはオンライン上のキッズコミュニティーと繋がり

があるのですが、子供たちが伊豆稲取に遊びに来て、

海への飛び込み体験や細野高原の草原で思いっきり

走ってみるという事をしました。他にも取ってきた竹を

割り、自分たちで一から流しそうめんを作る体験を通じ

て、お家の方もお子さんが、「一回り大きく、大人の顔に

なって帰ってきた」とか、「また伊豆に行きたい」とおっ

しゃっていました。子どもたちもお家の方に、「家に帰っ

たらノコギリ買って」と、創作意欲が溢れていました。

このように、小さい時の経験はとても重要だと考えてお

りまして、学習面においても空間把握能力や創作意欲

が溢れたりと、そのようなことを推進していきたいと思

い、私はこの東伊豆町に来ました。今後もこう言った取

り組みを進めていきたいと思います。

ありがとうございました、以上です。

○全国草原再生ネットワーク理事（笹岡達男）　あり

がとうございました。

　私は笹岡と申しますが、藤田さんの卒業された専門

学校に勤務しております。この度は実行委員という立場

で出席させていただいておりますけれども、藤田さんの

アイデアは大変良いものだと思います。

　私たちの学校は、自然環境や野生生物の好きな学生

が来ていますので、そういう学生は自ら進んでテントを

張って寝たり、喜んで虫を捕まえたり、植物観察をします。

藤田さんがおっしゃっていたような、様々な地域の小学

生や中学生などの子供たちの受入れ体制を整備する

ことは非常に重要です。そのときに一番大事なのは、学

います。

　この小茅が取れる様々な条件が、現在社会的に、あ

るいはその生態的に限定的になりましたので、白川の

ほうではやむを得ずほとんどを大茅、御殿場の茅を

使っているという現状になっています。これについては

あまり好ましい状態とは言えず、ユネスコからも本来の

その地域の茅を使うべきだという意見が出されており、

代替措置ということで、将来は小茅へ戻すということは

目指されていますが、温暖化の影響などがあり、小茅の

生息域がどんどん限定的になっているのが現状です。

　それから、本来茅場であったものが一旦失われてし

まいますと、再生が非常に困難であるということ、また、

材料を刈る組織も廃れつつあり、個人で刈るにはなか

なか難しいということですが、そのような観点からも、こ

の細野高原の1.8ｍ程度の茅は、本日見た限りの感想

ですが、細くしなやかで耐久性もあり、質が良いと思わ

れます。実際に刈ってみないと分かりませんが、少なくと

も茅の材料として不足はないと言えます。ただ、量につ

いてはかなりまばらなところもありまして、全体的にスス

キが、草原が広がっているところではないと思います。

これは阿蘇も同じですが、120ヘクタールということで

すので、例えばその３分の１が茅場という事であれば、

屋根に葺くには十分な量が確保できます。このことにつ

いては実証実験を行うことで、どの場所で茅が刈りやす

く運搬がしやすいのか、また、どの程度の量が確保でき

るのかを確認することは簡単にできることかと思います。

　本来この地域では茅を屋根に葺いて、そして牛馬を

肥やして、さらに時代的に柑橘類の生育のために地域

経済を支えたことは間違いないです。その地域経済を

支える重要な資源、資材であったということが、この細

野高原の茅場が今に受け継がれている最大の理由で

す。決して生物多様性の維持をしたわけでもなく、観光

のためにしたわけでもない。皆さんが支えてきた結果、

これだけの草原が今に残され、その習慣が良いことと

して、皆さんの努力が今に続けられているということだ

と思います。

　今後、細野高原の茅場がこれだけの面積を残してい

くという事であれば、これは地域経済、産業とどのように

結びついていくかという事を明確にしていかなければ、

一部の限定的なものになりますし、ほかの土地利用と

いうことを考えることも必要なのではないかと思います。

これから東伊豆町、伊豆地域において、茅場はどのよう

に役に立つかということを議論していくことが必要です。

　そのことについて、午前中にもお話があった範囲で

いいますと、この地域では観光が大きな産業の主軸に

なっているということですので、温泉、細野高原、ビーチ

ですね、この３つが揃っている観光地は、国内はもとよ

りコロナウイルスがある程度収束すれば、海外、アジア

地域にとっては非常に大きな可能性を持っているのは

ないでしょうか。そのとき、この茅資源が役に立つのか

と考えていくことが大事ではないかと思っています。

　それでは具体的にどのように活用していくのかという

事について、茅葺きの建物を観光施設に取り入れて復

活させていくということが、私は非常に大事であり可能

性があることだと思います。茅葺きの民家は戦前ほど姿

を消したと思います。戦後間もなく、エアコン生活の中

で流れとして、茅葺きの建物を民家に戻すということは、

一部にあるかもしれませんけれども、かなり現実的では

ないです。この地域の観光として、もう少し観光の質に

変わった滞在型の、あるいは自然と親しむような、ある

いは子供たちの教育とか体験ということを重視した観

光にシフトしていくことを考えれば、観光施設も緩やか

に木造で茅葺きの施設ということが一定割合、世界的

に、あるいは日本の中でも進んでいることは間違いな

いです。ヨーロッパで茅葺きが復活しているのは、まさし

くリゾート地において、オランダやデンマーク、北欧の地

域で最も質の高い観光地は茅葺きで造られる建物群

がつくる景観やその中での生活のゆっくりとした時間を

過ごす、あるいは都市生活で非常に疲れた心身を癒や

す、そういった観光がこれからの大きな流れになると思

います。

　今どき海で泳ぐ人は非常に少なくなったと、本当にそ

う思います。なぜかといえば、ホテルの冷房の効いた室

内にいれば、海岸に出るということとは非常に落差があ

り難しいためです。昔は海の家といって、必ず海辺に日

よけをつくるような東屋などの仮設の避暑地を造り、

人々が海辺で休むような施設があってはじめて海水浴

ができていました。今は冷房の効いた施設は整備され

ていますが、海辺の本来の自然の中で昼寝をしたり、風

を楽しむような施設というのはもうないように思えます。

　ですから、例えばこの海辺に茅葺きのリゾート施設を

これからまた復活していくということを考えるのであれ

ば、細野高原で星を見るとか、別な自然を楽しむような

施設を造る必要もあると思います。そういった本来の観

光にふさわしい施設を、この伊豆にある杉という、戦後

植えた木を活用し、この無尽蔵の茅の屋根を葺くという

ことを町を挙げて、あるいはこの地域の経済を挙げて、

そしてここに集まっている草原を大切にする人たちと一

体となって風景をつくっていく、この細野高原の茅とい

うのはこれだけ素晴らしい暮らしを実現できるというこ

とが分かれば、草原を守るということも非常に意義があ

り、自分たちの生活を支えていることが明確になれば、

多くの方が協力することは間違いないと思います。そう

いった茅を用いた観光施設を造っていただきたいと思

います。

　茅葺きの建物というのは、民家に葺くような50ｃｍ～

１ｍに及ぶ、30年、50年の間立派にもつ茅葺きもできま

すけれども、例えば３か月間もたせたいということだっ

たら、もっと簡単な茅葺きの東屋などの仮設建築も現

在では可能です。様々な技術を組み合わせることもでき

ますので、茅葺きの新しい観光施設利用ということから

始まり、その茅を農業資材に２次利用する、茅葺きとい

うのは必ず屋根に葺いて、再利用するということが本来

の姿です。そういったことも一部取り戻すことによって、

茅というのは本当にありがたい恵みなのだということ

が部分的にも始まれば、もう少し農業に取り入れていく

ことや、本来の生活の中に茅がどんどん浸透していくと

いうことについて、観光施設を突破口にぜひ切り開い

ていただきたいと思います。

我々の協会としても助言や技術者・職人の教育ができ

ると思います。とにかくこの細野高原の茅というのは素

晴らしい資源であるということは、未来を必ず保証する

と思いますので、是非そういったプロジェクトを、行政を

はじめ、この地域の観光協会の方などが集まることで、

進めていっていただきたい、新しい地域が見えてくると

いうようなことでこの会で想像していただくのがとても良

いことではないかと思います。それだけの資源としての

圧倒的な質・量が本日確認できましたので、是非ともこ

の地域をまた開いていくというふうに思えてなりません。

　少し長くなりましたけれども、ありがとうございました。

何かご質問あればお答えします。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうございま

した。

○（一社）日本茅葺き文化協会（安藤邦廣）　茅葺きに

ついては建築的に規制があります。都市部、この密集地

域では不燃材で葺かないといけないという規制があり

ますので、街中では厳しいところがあると思います。二

十二条地域という区域になりますけれども、それは特定

行政庁が解除できます。今まで都市化ということが非常

に進んできましたので、二十二条地域の区域指定はか

なり全域に広まっておりまして、現在、様々な地域でその

解除は特定行政庁で行えるということになっております

ので、必要に応じて限定的に外すということもできます。

恐らく細野高原は二十二条地域に該当していないと思

います。もし二十二条地域があれば、その部分を解除す

るということも今はできますし、様々な観光地、茅で地域

づくりをしようとする地域は、例えば宮城県石巻市では

非常に広大なヨシ原を持っている地域がありますが、

一部の市街化区域を除いて解除しておりますし、重要

な茅葺き集落を保有する市町村の場合も、あるいは１

戸１戸の重要な民家がある場合も、その部分を部分的

に解除するということも現在進んでおりますので、そう

いうことはあまり障害にはならないと思われます。あくま

で、地域の主体的な住民の総意があれば、できるという

ことも申し上げておきます。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうございま

した。

　茅葺きの建物を観光施設として造り、お客さんに楽し

んでいただくというのは、先ほど白川先生からお話があ

りました茅プロジェクトのように、町にしっかりと還元で

きるような収益を上げられるような施設であったり、茅

を葺き替えるタイミングでそれを体験するということも、

複合した施設ができる可能性があり、個人的に色 と々

検討してみたいという風に思いました。

○パネリスト（鈴木豊美）　ただいまの茅のことですけ

れども、この細野高原の茅は屋根に葺くことについて問

題はないという事でしたが、今の細野高原は肥料とい

うものを全然やっておりません。肥料と言えば山焼きで

燃やした後の灰ぐらいです。茅に対して人為的に肥料

を与えても問題ないのでしょうか。

○（一社）日本茅葺き文化協会（安藤邦廣）　茅に人為

的に肥料を与えるということはしない方が良いと思わ

れます。また、今まで例としてはほとんどないと思います。

唯一、刈り取ることと、その後、燃やすこと、これによって

１万年間続いてきたということは最近の学説で立証さ

れておりますので、環境条件的に余程の激変がない限

り、刈り取って火入れをすることで、屋根に使う材料とし

て持続可能なことは間違いありません。そんなに心配

することはないと思います。

○パネリスト（鈴木豊美）　どうもありがとうございま

した。

　利用について一点、東伊豆町観光協会の石島さんに

お聞きしたいのですが、今後、観光協会ではドローンの

操縦体験など計画があるようですが、具体的にはどう

自分ももっと細野高原を歩き、良いところを探し、皆様

にもご紹介出来たらと感じています。以上です。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございます。

　明日のオンライン見学会にて、お二人には現地説明

会にご出演いただいております。明日ご参加される方は

楽しみお待ちいただければ幸いです。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　私もジオガイドを

持っていまして、細野高原はよくガイドツアーをしていま

す。お客さんには、ここはこういう経緯で草原になり、昔

はこういう利用をされていて、毎年山焼きを行い管理し

ているという事をお話すると、「山焼きを見ることはでき

ませんか」という方や、「私も草刈りをやってみたいで

す」という方が多くいらっしゃいます。少しでも細野高原

に携わるきっかけとして、草刈り体験や、最初から火入

れ体験をすることは難しいですので、見学できるスペー

スを設けるなど、山焼きを一般に公開してみてはどうか

と思います。

○教育委員会事務局長（梅原　巧）　突然のご質問、

申し訳ありません。東伊豆町教育委員会事務局長の梅

原と申します。

　細野高原には、県の指定文化財として湿原が何か

所かございまして、その中に桃野湿原というところがあ

ります。私も小さい頃から遠足などでそこに行っていま

すけれども、先日確認しましたら、かなり浅くなってい

るように見え、いずれ消滅してしまうのではないかと思

いました。

　文化財ですので、人の手を入れず自然のままにして

あるというのが現状です。しかし、湿原を保つために修

正すべきか、形状が変わってしまうとしても自然のままに

しておくべきか、どちらが良いのか疑問に感じています。

　また、先ほど富永さんの方からもお話がありましたが、

鹿や猪が湿原の中に入り沼田場にしているため、掘り

返されて荒れてしまっています。ワイヤーなどを用いて、

周囲を全部囲ってしまえば入れないと思いますが、金

属なので錆が出ます。文化財的な面がありますので、自

然のままにしておこうという結論に現在はなっています

が、本来の管理はどのようにあるべきか、詳しい方がい

らっしゃればご教示いただけますと幸いです。

○実行委員（内山義政）　ご質問ありがとうございます。

　まず、文化財としての保存と、観光として利用しつつ

保存していくというのは相入れないものだと思います。

湿原の乾燥化や鹿柵を設けるというのは、私も専門で

はありませんのでお答えすることが難しいですが、会

場でもし詳しい方がいらっしゃいましたらお願いいた

します。

○芸北高原自然館主任学芸員（白川勝信）　私は元々

湿原が専門となりますが、大学を卒業後に草原のほう

に入りました。東伊豆町の気候だとおそらく低湿で細野

高原を見ても、窪地のようなところに水が集まり、湿原に

なっているのではないかと思います。いわゆる、栄養分

の少ない水が集まりその上にミズゴケが生え、そのミズ

ゴケがスポンジの役割をし、水を溜めてできるというの

が信州や北海道のような高層湿原ですが、それらとは

全く異なる低湿地です。低湿地は有機物や土砂が入っ

ていくと、長い目で見て埋まってしまう運命にあります。

　西日本を含め、低湿地がどうして長い間保たれてき

たのかについては、一方で草原を利用してきたというと

ころがありそうです。集水域でしっかりと草刈りをして有

機物が流れ込まないようにすることが、湿原の中の植

物の成長などが抑えられ、湿原の中に枯草などがたま

る量が減っていくことになります。あるいはカンスゲなど、

昔は草がとても大事でしたので、湿原のすぐ際まで草刈

りをしていたという話をよく聞きます。そのようなこともあ

り、里地といいますか、湿原の周りが積極的に利用され

てきた方が、長い間の人と自然の関わりの中で湿原が

残されてきていると思います。細野高原の現地を確認し

ておらず、写真や記憶での推測ですが。

　猪についてはおそらく、昔はそこまでの頻度で草原

の中に入ってくるような状況ではなかったと思います。

鹿も同じだと思います。現況ですが、逆に猪が沼田場に

して荒らすというのは、大きく見て悪いことではなく、湿

原の中に眠っている種子が表に出て、芽を出すという

こともあります。但し、このことも頻度が高過ぎると悪影

響になるのではないかと思います。

　錆などの鉄分につきましては、こちらの湿原の中には

ミズゴケなどはあるのでしょうか。

○ネイチャーガイドクラブ（富永眞弘）　あります。

○芸北高原自然館主任学芸員（白川勝信）　大体、酸

性のほうに偏っています。バクテリアが発生するため油

が浮いたとしても、そのことは特に自然な状態なので気

にすることではありません。やはり、現地を確認させてい

ただいてから、お話しさせていただければと思います。

よろしくお願いします。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございます。

　ただ今ご説明のありました細野高原のような低層湿

原の場合は、周りが森林だと木の葉などが幹に落ち、

蒸発や木の蒸発散があり水分が失われやすいのです

が、草原ではそれがないため、直接水が流れてきて水

源としてたくさん確保できるというご説明でよろしいで

しょうか。

○芸北高原自然館主任学芸員（白川勝信）　はい。

　私たちの一生に比べ湿原の一生は長いですが、運

校の先生でも実際に野外活動を自ら教えた経験のある

方はなかなかいらっしゃいませんから、こちらで安全に

引率して、また宿泊場所の提供ができるような、そういう

体制ができれば細野高原は明日からでも自然学校に

なるのではないかと思います。是非、そのような支援を

町として、地元として応援していただければと思います。

ありがとうございました。

○町長（太田長八）　ありがとうございました。藤田さん

には地域おこし協力隊での３年間、本当に良く頑張っ

ていただきました。

　その中でも良い活動だと思ったのが、今回コロナ禍

の中でしたが、子供たちを自然の中で楽しませて、その

間お家の方は仕事をやるという親子ワ―ケーションの

実施です。藤田さんが子供たちを見ていてくれたからこ

そ、子供たちは楽しく自然の中で学ぶことができ、お家

の方も集中して仕事をすることができたと思います。こ

れからの東伊豆町にとって、貴重な人材だと考えていま

すので、これを機にさらにご活躍いただき、活動の幅を

広げていっていただければありがたいと思います。今後

のご活躍に期待しています。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございました。

　藤田さんには引き続き、東伊豆町の環境教育の推進

を頑張っていただきたいです。今回、我 ３々人で準備を

していく中で、環境教育という言葉を上げましたけれど、

現在、細野高原の管理を主体となって行われています

４区の役員の皆様ですとか、私は田町区の出身ですが、

田町区の場合は役員のＯＢや有志による担い手が年々

増えていっていまして、私もメンバーとして活動していま

すが、そのような形で、主体となって管理を行っていく

方 と々一般の観光客との間に立ち、一般の方々を担い

手サイドにもう一歩踏み込んで誘い込むことができれ

ばと思いました。そういった中で環境教育というのは、

引き込み方の一つなのではないか思いますので、担い

手、作り手として頑張っていただくという事と、これまで

町内でそうした活動をネイチャーガイドの皆様ですと

か、ジオガイドの皆様でされてこられましたので、１３年

前のシンポジウムや今までの経緯を踏まえ、これからこ

のようにしていけば良いのではないかというご意見な

ど有りましたら、コメントをいただけますでしょうか。

○ネイチャーガイドクラブ（富永眞弘）　ネイチャーガ

イドクラブの富永と申します。

　１３年前には会長を務めさせていただきましたけれ

ども、それから細野高原の環境として大きく変わったこ

とは、鹿の食害が増えたことです。先ほど写真が出まし

たけれども、畑のようなものを作り、絶滅しそうな植物を

植え、保護するという活動を行っています。しかしながら、

鹿の食害が増えている今、保護した植物をすぐに元の

場所に戻すことはできませんので、鹿の食害が減少す

るまでは現在の活動をやり続けていかないと、種の保

存はできないものと考えております。

　もう一つはこちらも鹿に起因することですが、マダニ

がとても増えています。そのような中で、マダニが活動的

になる時期にお子さんが芝生であっても足を踏み入れ

ることは、危険なことだと思います。以上２つの違いが

確認できました。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございます。

　ジオガイドの鈴木さんはいかがでしょうか。

○ジオガイド（鈴木京子）　ジオガイドの鈴木と申します。

　私はジオガイドを案内して日が浅いので、この場で

特筆してお話をさせていただくのは難しいと思いますが、

やはりジオガイド協会的に細野高原はとても貴重な場

所で、ここを案内してお話ししたいというジオガイドは、

本部にも多いです。私個人といたしましては、小さい頃

からの思い出がありまして、ワラビの季節になれば家族

でワラビ刈りをし、山焼きも私の父、弟、私の主人、息子

も、みんなが体験しております。そのように、家族みんな

でずっと守ってきた細野高原でありますので、細野高原

の中に通っていますあの道路も、父たちの時代に造っ

ていました。造るたびに父が、「いい道ができたから行く

ぞ」と言い、誇らしげに細野高原に連れて行ってくれて、

素晴らしい景色が望める場所を紹介してくれました。

　学校的には遠足に行きまして、中学校の遠足では秋

の紅葉を見に出かけました。春にも行きましたが、その

時には桜の木がありましたので、後日、友達とまた歩い

て、桜を見に行こうって登ったものです。

　そしてもう一つの思い出が、夏休みに熊口まで行き、

学校でキャンプをしました。やはりそこでは綺麗な水が

出るということが先生たちも分かっていましたので、川

の水を汲みカレーを作り、飯盒でご飯を炊きました。

　そのように貴重なところですので、本当に残してい

きたいという気持ちはあります。私は残していくための

原動力の一部分になれませんので、観光の方で携

わっていますけれども、先ほどの白川先生のお話を

伺って、何か自分の経験を活かし、子供たちが思い出

作りをすることができれば、将来も大事にしていってく

れるのではないか、継承していってくれるのではない

かと考えています。自然学校もそうだと思いますが、そ

のような経験を幼い頃に積み重ねていくことが重要で

はないかと感じます。

　ジオという事ではあまり詳しくお話しできませんが、

１．開会

○司会　では、始めたいと思います。

　ご来場お皆様、そして配信でご覧くださっている皆

様、こんにちは。

　ただいまより第13回全国草原サミット・シンポジウ

ムｉｎ東伊豆、阿蘇分科会を開催いたします。

　私は、今回の進行役を務めさせていただきます公益

財団法人阿蘇グリーンストックの井上と申します。どう

ぞよろしくお願いいたします。（拍手）

　ありがとうございます。

　さて、今回の分科会では、阿蘇草原再生、新たなス

テージへ～草原の恵みを守るための仕組みづくり～

をテーマに２つの講演、また、その後、パネルディス

カッションを予定しております。パネルディスカッショ

ンでは、時間が許せば会場の皆様の声もお伺いでき

ればと思っておりますので、どうぞよろしくお願いいた

します。

　なお、今回は新型コロナウイルス感染防止対策とし

て、会場の人数を制限させていただいております。同時

にユーチューブでのオンラインの配信も視聴できるよ

うになっております。配信でお聞きの方もメッセージ等

でご意見をいただけましたら幸いです。

　それでは、講演に入ります前に、今回の分科会の趣

旨につきまして、環境省阿蘇くじゅう国立公園管理事

務所の山下さんからご説明をいたしますので、よろしく

お願いします。

○環境省阿蘇くじゅう国立公園管理事務所（山下淳一）

　皆さん、こんにちは。環境省阿蘇くじゅう国立公園管

理事務所の山下と申します。

　今日は、お集まりいただきまして、ありがとうござい

ます。

　私のほうから、まず今日のこの分科会の趣旨をごく

ごく簡単に３分ぐらいでご説明をさせていただきたいと

思います。

　それでは、早速まいります。

　もう皆さん、ご存じのとおりだと思いますけれども、阿

蘇の草原の特徴というのは、まず野草を主体とする草

原としては日本最大の規模であるということと、牛馬を

利用した農業生産とか草資源の循環という経済社会

の仕組みによって維持され続けた草原、あるいはその

まま放っておいてずっと草原であったということでは

なくて、生業によって維持され続けた草原というのが大

きな特徴であると思います。

　その草原ですけれども、いろんな恵みといいますか、

役割を持っていまして、まず、１つご紹介するのは多様

な生き物のすみかということで、植物で大陸と陸続き

だったことを物語っているようなヒゴタイですとか、そ

ういう植物があったりとか、ほかでは見られないよう

な希少種の植物も生育していたり、あとは、植物が多

様であるからこそ、多様な動物の生息できる環境を育

んでいると。１つ取り上げますと、チョウなんかでは、熊

本県で見られるチョウ117種のうち109種がこの阿

蘇の草原で見られる、チョウの楽園とも言われるよう

な多様な生き物のすみかになっています。

　それから、観光資源としての価値、これも言うまでも

ないことかもしれませんけれども、ちょっと古いデータ

なんですけれども、観光客の方に阿蘇のどこがいいで

すかというのを聞いたアンケートがありまして、草原が

広がる風景というのを77％の人がいいと答えていた

りですとか、牛馬のいる放牧風景とか花やチョウなん

かの野生生物がある風景なんかを答えていらっしゃる

方もいて、かなり観光資源としても欠かせない存在に

なっていると言えます。

　それから、最近注目されているところでいうと、炭素

　今後どのようにしていくのかについては、町全体で決

めていくことだと思いますが、このような会も重ねたうえ

で、しっかりとプロジェクトの推進をしていければと思

います。

　最後になりますが本日は様々な意見が出ましたので、

町長より本会のまとめをよろしくお願いいたします。

○町長（太田長八）　本日は貴重なご意見を多数いた

だきまして、ありがとうございました。

いただいたご意見を基にこれから戦略を練り、推進し

ていきたいと思います。

　そういった中で、日本茅葺き文化協会の安藤様には、

茅葺きや茅の再利用という事について、また色々なご指

導をいただけますと、大変ありがたいと思います。

　本会を通じ、皆様が細野高原について真剣に考えて

いただいていることを、一層深く感じました。今後とも皆

様とは情報共有を行っていき、保全や利用について検

討していければと思います。

　また、最も大事なのは管理を行っていく後継者、これ

が一番重要だと思います。今のままでは必ず担い手不

足となってしまいますので、今後の体制をどのように変

化させていくか、そしていかに細野高原の素晴らしい自

然を保全していくか、これこそが最大の課題です。皆様

と一体となり、この保全にしっかりと取り組んでいきた

いと考えておりますので、その際にはまたご支援とご協

力の程をよろしくお願いいたしたいと思います。

　以上です。ありがとうございました。

○（一社）日本茅葺き文化協会（安藤邦廣）  申し訳ご

ざいません。最後によろしいでしょうか。

　この茅場の維持管理について、先ほど町教育委員会

の梅原さんよりご発言があった中で思い出しましたが、

文化庁の制度で文化財を守る資材を選定する、「ふるさ

と文化財の森」というものがあります。この中に茅場が

含まれていまして、現在、全国１９か所の茅場が選定さ

れており、静岡県だと朝霧高原が数年前に選定されて

います。各県に１か所程度ありますが、文化庁の中で一

番新しい制度となっています。文化財というのは法隆寺

などの建築物、それから、それを守る職人技、無形文化

財といいますが、それに加えて資材の文化財制度が一

番新しく、１０年ほど前にできたばかりです。例えばヒバ

塗装や漆です。その中にやはり茅がとても不足している

ので、茅場を保全、管理していきましょうということで、文

化財に出荷する茅として、そのエリア選定するというこ

とができます。

　私が本日見た限り、細野高原はこれに合致する場所

だと思います。ただし条件としましては、文化財への出

荷実績が多少なりとも必要ということになります。その

ためこの地域にある文化財、市町村指定や登録文化

財でも可能ですが、茅葺きの建物が伊豆半島にはたく

さんあると思います。例えば伊豆の国市にある国指定

重要文化財の江川邸もそうですが。そういうことで２～

３年程度の実績を積み、細野高原の茅場の質、量は問

題ないと思われますので、是非、茅刈りを始めていただ

き、選別したものを出荷する取組をしていただければ、

制度の対象として選定されると思います。選定される、

文化財の森から様々な助成制度受けられます。普及啓

発事業というもので毎年助成が出ていますので、最大

２００万円の満額補助となりますが、そこに町民の方々

が参加して、皆様と一緒に環境教育を推進していきな

がら茅刈りを行い、山焼きをやること、このような環境

保全全体の取組を体験、研修することで補助が受けら

れます。

　また、選定地の整備費用にも半額補助が受けられま

す。例えば農道整備や支障木の伐採、山焼きについても

環境整備事業となります。いずれも県を通じ、文化庁へ

の申請手続や調査の依頼を行い、町の文化財関係課

から県の文化財関係課の方に連絡を行います。私も文

化財のほうの選定委員となっていますので、私の見た

限り細野高原は是非、ふるさと文化財の森に選定して

いくことを２～３年の目標にしてやっていただくと良い

のではないかと思います。

　細野高原の観光利用というのは、長期的に一歩ずつ

やっていくことが必要ですけれども、取りあえず、文化財

制度を活用していくことは非常に利点が大きいと思い

ます。是非、文化庁への問い合わせやホームページを

ご確認いただき、ふるさと文化財の森という制度を調べ

てみてください。生物多様性の維持や環境教育というこ

とを推進していくために、とてもいい制度だと思います。

以上、補足となります。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

○司会　この後午後３時２０分より、各分科会場の方

にご出演いただき、WEB配信にて全体会を予定してい

ます。

　藤田さん、内山さんにおかれましては、全体会での発

表に向け意見をまとめていただきますので、東伊豆会

場の分科会はこれにて終了といたします。

　藤田さん、内山さん、鈴木さん、どうもありがとうござ

いました。

　それでは全体会までお時間がありますので、休憩を

お取りください。

の固定機能というのがかなり優れているらしいという

のが見えてきていまして、2013年の成果を基にします

と、阿蘇郡市の全世帯が１年間に排出するＣＯ２の量

の1.7倍ぐらい相当の炭素を草原が固定しているとい

うことで、阿蘇の中で見たら、排出よりも吸収が勝って

いるというようなことが言えて、地球温暖化防止の観点

からも未来に残す価値が高いというふうに考えられて

いたりします。

　それで、そういう様々な恵みがあるんですけれども、

過去から草原がどうなってきたのかというのを見ると、

かなり減ってきていると。100年前は阿蘇地域、ほとん

ど草原が広がっていたのが、見ていただいたら分かる

とおり、2007年にはかなりそれが森林に置き換わって

しまっているというような現状になります。

　草原再生協議会というところで議論をしていますけ

れども、じゃこの先どうなっていくんだろうって考えたと

きに、30年後の姿をちょっと想像しようみたいな話を

していまして、５年に１回牧野の調査がされている中で、

野焼きとか輪地切りをあとどのくらい継続できますかと

いうような調査項目があります。その中で、「10年以上

はできそうだ」と答えている牧野さん以外は、ちょっと

30年後まで管理を続けているのは難しいんじゃない

かというふうに仮定した場合なんですけれども、面積

で６割ぐらい減っているような予測になります。

　こういう状況もある中で、次世代へ残すべき姿で30

年後の目標というのを草原再生協議会の中で議論し

ていまして、先ほど申し上げた６割の草原面積減少と

いうのもあり得るかもしれないという中で、「今と変わ

らない規模の草原を残す」ということを目標に設定し

ようとしています。これ特に牧野組合さんの意向も大き

くて、やっぱりモチベーションを持ってやっていくため

にも、減少というところを目標にしてモチベーションも

上がらないだろうということで、最低限維持はしようと

いうような目標設定をしようとしています。

　そのために、３点目なんですけれども、そのために

は長年続いてきた生業による草原維持、これをどう支

援を強化していくのかというのを考えていく必要があり

ますけれども、もう一つ、今までもこれはやってきたんで

すけれども、もう一つ、近年、草原の持つ恵みというの

は、先ほどお話ししたような部分というのが注目され

ていますので、この草原の恵みを守るという観点から

も、草原を支える仕組みづくりというのを進めていく必

要があるかなというふうに思っています。今日は、この

草原の恵みを支える、守るための仕組みづくりというも

のを考える一つのきっかけにしたいなと思っておりま

す。そのために２つほどご講演をいただいて、その後

にパネルディスカッションということで進めさせていた

だければと思っておりますので、皆様よろしくお願いい

たします。

　私からは、駆け足になりましたが、以上です。

○司会　ありがとうございました。

２．講演

①阿蘇の草原がもたらす恩恵～最新の研究報告～

　それでは、早速、講演に移りたいと思います。

　お一人目は、熊本県立大学特別教授の島谷幸宏様

にお願いしたいと思っております。

　島谷先生は、現在多くの研究者が関わって進めてお

られる環境総合推進費研究の研究リーダーであり、今

日はその成果について、阿蘇の草原がもたらす恩恵、

最新の研究報告についてご講演をお願いいたします。

　それでは、島谷先生、よろしくお願いいたします。

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　皆さん、こん

にちは、島谷です。

　阿蘇の研究は、立場的には九州大学の特命教授と

してやっています。ただし、４月から熊本県立大学のほ

うにお世話になっていまして、私の実家が龍田なので、

熊本を今中心にしながらいろいろ仕事をしています。

　今ご紹介になったんですけれども、これが環境省の

推進費のテーマです。阿蘇をモデル地域とした地域循

環共生圏の構築と創造的復興に関する研究というこ

とで、大きく言うと３つのテーマでやっていて、そのそれ

ぞれのテーマがまた３つに分かれていて、９つの大き

な研究が集まった物すごく大きい研究です。私が全体

のリーダーをしていて、東海大の市川先生が特に地下

水のことをやられていて、慶応大の一ノ瀬先生が特に

後ろのほうの地域循環共生圏のほうの研究をされて

います。今日お見えになっています、実は。ちょっと驚き

ました、私も。

　研究の背景は、2017年に北部九州豪雨があって、

2016年に熊本地震があって、それで熊本県は創造的

復興というのを打ち出されました。その創造的な復興

を環境省が提案されている地域循環共生圏とどうやっ

てつなげていくかという研究になります。

　今日は特に草原のお話を中心にしますが、この阿

蘇は九州の中央部にあって、実は６本の１級河川、筑

後川、大野川、五ヶ瀬川、菊池川、白川、緑川という６

本の１級河川の水源になっています。ですから、玄海

灘から瀬戸内海から有明海からですね、いろいろなと

ころに水を注ぐ一番上流の地域になっています。流域

の人口が230万人と言われていて、しかも筑後川から

福岡導水で水を配っていますので、約480万人、500

発散、雨から蒸発散を引いたものが水資源量というこ

とになります。特に筑後川の場合はダムがありますの

で、雨が降ったときの水も全部ためてしまうので、基本

的には下流に流れていく水資源量は降った雨から蒸

発する量を引いたものということになります。

　そこで、こういう樹林とススキがどれぐらい蒸発散量

が違うかということを測定しています。宮沢先生という

先生が研究をしています。植物には、ちょっと難しくな

るんですが、光合成をするときにＣ３という植物、普通

の一般的なＣ３植物というスタイルと、ススキのように

Ｃ４植物というスタイルの光合成をやるタイプとがあり

ます。ススキはＣ４植物というタイプになります。Ｃ４植

物というのは、難しいんですけれども、機構がすごく

違って、非常に二酸化炭素を節約しながら光合成をす

ることができます。水を使う量も非常に少ない、節水型

の植物というふうに言われています。このＣ３植物とＣ

４植物というのは非常に重要なポイントになっていて、

阿蘇では草原にするとほとんどススキになります。スス

キになるということが蒸発散量を小さくしているという

ことになります。

　それで、今、牧野の方に協力していただいて、直接

葉っぱにこういう樹液流計というセンサーをつけて、

ここから今、直接測れるようになりました。一つ一つの

茎からどれぐらいの水分が蒸発しているかというのを

１年間測っています。それで分かってきたことは、これ

が杉で、ササやヤシャブシで、ススキとなりますが、１

年間ずっと積算していくと、杉とススキでは非常に大き

な蒸散量の違いがあるということが分かってきました。

これはもう光合成の仕組みが根本的に違うので、非常

に節水型の植物であるススキが生えているということ

がこの節水型だということが分かりました。

　今ちょっとそれを年間どれぐらいの蒸散量になるか

という推定を行っていて、ちょっとまだ低めの推定に

なっているんですが、これススキです。ススキがＣ４と

いう植物で、ほかのは全部Ｃ３植物なんですが、ススキ、

ササ、杉、ヒノキ、ヤシャブシというようなもので考えて

みると、恐らく杉・ヒノキに比べて１年間に年間の蒸発

散量が100ミリは最低違うだろうということが明らか

になってきました。

　現時点ですが、今年度の３月までで研究を終わりま

すので、それまでにはこの明確な数字が出てくると思

うんですが、水の使う量からすると、ススキ、ササ、ヤ

シャブシ、杉、ヒノキという順番になるであろうというこ

とがどうも明らかになってきました。これ非常に重要な

ことになります。

　ここに阿蘇がありまして、ここに、今見ている草原っ

てほんの一部の草原なんですが、もし樹林に替わって

しまうと、年間100ミリから200ミリぐらい、下流に流れ

るお水の量が減ってしまうということになります。100ミ

リというのは高さの単位ですね。１年間、大体この地域

が3,000何百ミリと降りますが、そのうちの100ミリ分

が蒸発、空中に出ていってしまうということになります。

ですので、草原があることによって、下流に水を配るこ

とができているということになります。大体その量は、

後でちょっとご説明しますが、年間1,000万トンとかそ

ういう量になります。実は、下筌、松原ダムという、ここ

に２つ、ちょうどこの阿蘇から出てくるところにダムが

あって、そこから平地に水が出ていくわけですけれども、

このダムでは発電を行ったり、下流への有明海に流れ

ていく水を供給したりしているわけですけれども、実は

有明海のノリが取れなくなった、冬場取れなくなったと

きには、このダムを操作して、水を放流して下流に栄

養物を送るという、栄養源を送る操作をしています。そ

の水の量は大体1,000万トンとか、大体それぐらいの

量なんですが、それは草原がなくなると、それがちょう

どできなくなるぐらいの量になります。非常に大きな量

です。

　今までに行われた松原、下筌ダムによる緊急放流と

いうことで、大体冬場です。冬場、ノリが行われるように

なって、ノリの色落ちと言って、色が落ちてくるんですね、

栄養塩がなくなると。窒素の濃度が低くなったときに松

原ダムを放流すると、窒素濃度がばあっと上がって

いって、色落ちしなくなるということで、実は草原の水と

いうのは、有明海のノリを支えているということにもつ

ながっているんですけれども、あまりそれは意識されて

いません。松原ダムの流域で例えば草原がもしなく

なってしまえば、約1,000万トンぐらいの水資源がなく

なってしまうということになります。それは、人口でいう

と11万人分ぐらいの水資源量になるということなので、

非常に大きい水の量だということが分かると思います。

今まで草原について、あまり定量的に水をどれぐらい

節約するかというのを分かっていなかったんですが、

それが今分かりつつあるということです。

　それともう一つは、今、立野ダムができているんです

が、こっちがカルデラと、下流の熊本の地下水がつな

がっているかどうかということに焦点を当てて研究を

しています。ずっとボーリング調査が、最近、地震の後

いっぱい行われまして、そのときの地下水を連ねてい

くと、これがつながっているということが明らかになっ

てきました。それがですね、量的にどれぐらいかという

と、これは熊本大学の嶋田先生たちがシミュレーショ

ン、１年間の水収支というのを示したものです。

万人の水源になっているということで、非常に重要な

地域になっています。

　しかし、これはあまり知られていないです。私、福岡

市民もやっているんですけれども、福岡市の人は、筑

後川から水をもらっているという意識はあるんですけ

れども、阿蘇から水をもらっているという意識はほとん

ど希薄なんですね。有明海の人も、筑後川とか白川と

か緑川とか菊池側から水が流れているというのはよく

知っているんですけれども、その上流は草原だという

のを皆さんご存じない。有明海は、よく泥の干潟で、阿

蘇の噴火物によってできているどろどろの干潟で、そ

れが非常に豊かだというのは言われているけれども、

その水の水源が阿蘇だというのはあまり言われてい

ないと。そういうところがあります。

　この９つの、サブテーマになるんですけれども、簡単

にいうと一番上が自然災害を生態系によってどうやっ

て守るかというような感じの研究です。自然資源を使

いながら災害を防ぎ、それを創造的復興につなげてい

こうというのがテーマ１。テーマ２は、熊本地震によっ

て地下水に影響が出たので、その地下水がどういう影

響を受けて、それがどういうふうに回復しているのか。

それから、その地下水が、１回カルデラの中に入った

水がどういうふうにほかのところとつながっているか

という研究。テーマ３は、自然資本と社会関係資本と

いうのは、人間関係とかいろいろな社会のことにも注

目して、地域循環共生圏というのをどういうふうに成

立していけばいいかという、文系の研究から理系の研

究まで、非常に幅広い研究となっています。

　簡単にいうと、阿蘇地区の中で自律分散型の社会

を構築しつつ、他の大都市圏等といろいろな交流をし

ながら、創造的復興と地域循環共生圏をどうつなげて

いけばいいかということの研究をしているということ

になります。

　扱っている自然資源としては、草原だとか森林、そ

れから石材、水田、湿地、水みたいなものを対象にし

ています。

　この図はですね、ここに中央の火山地帯があって、

カルデラがあって、外輪山があって、そういう色を示し

ていますが、この草原、災害との関係を示していますが、

集落の配置をどういうふうにすればいいのかとか、低

地の氾濫をどうやって防げばいいのかとか、田んぼダ

ムをどういうふうにしていいのかとか、こういうカルデ

ラと外輪山のランドスケープに基づいた自然の機能

も生かしたような防災はどうあるべきかというような研

究をしています。

　皆さんご存じのように、阿蘇はこの草地が外輪山の

上と斜面というのがあって、その下に林地があって、集

落があって水田があるという、一つの配置構造が単位

となって、一つの集落が草地から林地、水田、そういう

管理をしているという、そういう仕組みがあるというの

は皆さんご存じで、こういう関係が非常に重要だとい

うふうに思っています。

　まず、災害との関連を見ていくと、草原、これはです

ね、縦軸に崩壊の確率を書いてあって、これいろいろ

な植生について書いてあるんです。これを見ると、草原

が崩壊の確率が高い。しばしば崩れやすいということ

が分かりますが、そのときの崩壊の深さは小さいという

ことが分かっています。ですから、草原にすると、時々

崩れるけれども、大きな被害はもたらさないというよう

なことが分かっていて、しかも、傾斜が比較的緩いとこ

ろの樹林帯がこういう土石流とかを緩衝する機能が

あるということも分かっています。

　次に、水の機能についていろいろ研究しています。

特に筑後川と白川に着目して研究を実施しております。

　実は、筑後川というのは阿蘇の外輪山を水源として

福岡県を通りながら有明海に注いでいる九州一の大

河です。ここから福岡に導水を持っていって、福岡市の

水も供給して、約30％ぐらいの水を供給しているとい

う非常に重要な川になっています。松原ダムというダ

ムが筑後川の上流にあって、上流のこの地域の水を、

外輪山の水を集めて、１回、松原ダムでためて、それで

下流に供給しているということになります。流域の草原

の状況を見てみると、どんどんどんどん今減っていると。

1900年頃に比べて、半分ぐらいになっているというこ

とが分かります。

　それで、どういうことをやっているかというと、実は雨

が上から降って、雨が降ったものが植物とか地上から

蒸発とか発散、発散というのは葉っぱから出ていくの

を発散と言うんですが、蒸発散して上に向けていくと。

それ以外のものは表面に流れるのと地下に浸透する

のと、二通りで流れていくということになります。ですか

ら、下流に流れていく水の量は、この植物等からの蒸

を目的として、村長が火入れ責任者となって野焼き再

開を進めておられます。本日は、その事例を中心に南

阿蘇村の草原管理の取り組みについてご発表をいた

だきたいと思います。

　それでは、吉良村長、よろしくお願いいたします。

○南阿蘇村村長（吉良清一）　皆さん、こんにちは。今、

紹介がありました南阿蘇村の吉良と申します。

　今、村長ということでございますが、私はもともと農

家の長男で、無農薬の米とか、あるいは私自身も野焼

きとかに参加しておりました。これまで農地や草原を

守るためにいろんなことをやってきたんですが、もう農

家の１人、２人では、これはもう守れないということで、

村長を目指しました。しかしながら、なかなか簡単に

は合格させていただけませんで、今から17年前に南

阿蘇村が合併したときに初めて出まして、落ちて、落ち

て、落ちて、４回目にやっと合格いたしました。周りの人

は私のことを吉良清一の趣味は何か知っとるかいと、

吉良清一の趣味はね、選挙だもんなと。特技は何か

知っとるといったら、特技は落ちることだもんなという

ふうにからかわれておりました。

　そういうことで、私は本当にこの草原の水量を守る

と、このために村長になったようなもので、今いろんな

取組でしっかり頑張っております。私は、講演するほど

知識が豊富ではありませんので、地元の水分量など現

状をお話ししようと思って、この役を引き受けました。し

ばらくの間ですが、よろしくお願いします。

　それでは、早速、話に入っていきますけれども、話の

内容は、この画面のとおりで、途中に私の持論あたり

も少し述べさせていただきたいと思います。最後に、村

で作ったビデオがございますので、それをご覧いただ

ければと思います。

　まず、南阿蘇村の火入れ対象地は1,500ヘクター

ルございまして、27の牧野があります。うちの牧野の特

徴としましては、こっちの北側と比べまして急斜面が多

いということ、それから、谷が深いということがうちの

特徴だと思います。そのために輪地切りなどはとても

苦労しますし、また、放牧牛を見つけにくいという、そう

いう苦労もございます。そして、平成28年に３つの牧野

が中止をいたしました。原因は、これは慢性的なもの

なんですが、高齢化、あるいは担い手不足、また、火入

れ責任者の、これは区長さんなんですが、その責任が

大変重いということが原因です。死亡事故が28年に

発生しまして、区長さんが死亡事故の後に事情聴取と

か、あるいはいろんな事故後の手続とか、また、遺族へ

のお見舞いとか、ものすごくご心労をされております。

火入れ責任者についてはまた後ほどお話ししたいと

思います。

　そして、これは同じく28年に起こった熊本地震です。

牧野のあちこちでこういう牧道が被災を受けまして、２

つの牧野組合で野焼きを中止しております。

　これから再開に向けた取組ということを簡単にご説

明しますと、南阿蘇村と牧野組合、熊本県で連携協定

を結びました。真ん中にいらっしゃるのが白川牧野組

合の組合長さんです。白川水源の上辺りが野焼きが中

止されておりますので、そこら辺からまず復活したほう

がよかろうということにしました。村と熊本県で予算を

組みまして、防火帯の整備等を行いました。その白川

地区でも集会をして、野焼きの再開について議論が

あったんですが、野焼きの再開についても疑問視する、

つまり無理やりせんでもいいんじゃないかという意見

もありましたけれども、その中央の後藤区長さんの強

いリーダーシップで、野焼きは何としてもせないかんと

いうことで、再開することができました。

　火入れ責任者をですね、区長さんから村長、私とい

うことにしました。区長は現場の監督者。それから、こ

れまで区長が申請をして村が許可するという許可制

度でしたけども、これも届出だけでいいという届出制

にいたしました。

　重機により白川牧野を早朝、総延長で20.7キロ

メートル、800万ぐらいかかったと思いますが、整備を

いたしました。それによって、今年の３月に、これは野

焼きの様子ですが、４年ぶりの野焼きでしたので、多く

のカヤがあって、もうそれはそれはすさまじいほど、恐

ろしいほど燃え上がりました。

　これは５月の写真ですけれども、野焼きをしたところ

が緑色になっているかと思います。途中に防火帯があ

ります。中腹ほどには保安林がございます。

　これは、ちなみに私が朝に写真を撮ったんですが、

３月です。雪が降ったところが白くなっていますが、野

焼きをしたところは、野焼きをすれば草がありません

ので、もう地面に直接雪が積もります。ですから、こうい

う具合に白くなります。白くないところは、野焼きがして

いないところです。

　私の持論を少し話しますと、左が野焼きをしない場

合、右が野焼きをした場合で、梅雨の時期がですね、

梅雨は雨が降るわけですから、野焼きをしたところは

草が生えていますので、雨が、先ほど島谷先生の話に

もあったように、雨が地下に浸透します。しかし、左側

はススキがありますので、いわゆるかやぶき屋根状態

で、恐らくほとんど地下には浸透せんで、カヤを伝って

下に流れ下っているのではないかというふうに考え

ます。

　皆さん、水収支ってとっても分かりにくいんですけれ

ども、阿蘇のカルデラを一つのおけみたいに考えて、

上から降ってくるのが１年間に3,629ミリの雨が降っ

てきています。これシミュレーションで出てきたものな

ので、この辺の蒸発量というのはいろんなところの平

均になっています、建物とか水田とか山とか。大体その

うちの463ミリぐらいが蒸発していくよと。土の中に

2,600ミリぐらい入って、土から2,500ミリぐらい出て

きているということが分かります。蒸発するので、それ

が155ミリということで、地下水から７ミリ、それほど大

きな値じゃありません。地下水、つながってはいますけ

れども、ボリュームとしては大きい値ではないと。１年

間に3,000ミリぐらいの水がカルデラから下に出て

いっていると。

　これ非常に重要なのは、そのうち、3,000ミリのち

2,500ミリぐらいは１回土の中にもぐってゆっくりと出

てきているということです。ですから、洪水のときに出て

いっているのが大体500ミリぐらいということで、これ

は非常に、日本の川の中では大体洪水のときに出て

いく水の量とふだん出ていく水の量が１対１ぐらいだ

と言われているんですが、阿蘇の場合にはカルデラが

あるせいで非常にゆっくり水が出ていっていると。だ

から、下流の洪水も草原とか水田の涵養とかによって

減らしていると。だから、１回雨が降っても水が染み込

んでいきますので、それがゆっくりと湧き水という形で

出ていっているということになります。

　それで、大体の量は出てきたんですが、大体、阿蘇カ

ルデラから流出する白川の流量は年間７億トンと。そ

のうち大体１億トンぐらいが白川の中流域で、農地で

地下に浸透していると言われていますので、阿蘇カル

デラの中に降った雨のうち、１年間に約１億トンぐら

いの地下水は熊本市の地下水として供給されていると

いうことが大分明らかになってきました。ですから、今

まで定性的には言われていたんですが、こういう現象

は、一つは外輪山の草原は福岡の筑後川はじめほか

の地域の水の資源として非常に重要な役割を果たし

ていると。阿蘇カルデラから熊本に関しても、カルデラ

に降った水もちゃんと地下水を涵養するのに役立って

いるということが明らかになって、やっぱり草原を守る

ということは、非常に大きな水資源、九州北部の水資

源を守るのに非常に重要であるということが明らかに

なりました。

　私たちは、先ほどもちょっとお話ししましたように、

創造的復興と地域循環共生圏をどうやってくっつけて

いくかという研究をしています。私たちが考えている創

造的復興というのは、地域の資源の価値を創造する、

再発見する。社会的な課題を踏まえて再発見する。そ

れこそが創造的復興であると。価値創造こそが創造的

復興であると。

　草原の場合は、先ほど言いましたように、今までい

ろいろなことが言われていますが、特に今回の研究で

は、水資源の供給機能が非常に大きいということが明

らかになったと。防災機能もあるということも明らかに

なったということであります。

　そういう価値を創造して、今度は福岡や熊本市の水

資源として価値を共有する必要があります。有明海に

対しても、阿蘇は有明海の恋人というようなですね、そ

ういうフレーズを共有する必要があると。そういうこと

によって、都市からの資金だとか漁民からの応援だと

か、そういうふうな価値を認識することによって、さらに

いろいろな共生圏からの関わりが来るというふうに考

えています。

　また、今日ちょっとお話ししませんでしたが、どう

やって自律分散型の社会をつくっていくかというときに、

草原をどうやって維持するかというのは非常に重要な

ポイントになります。それについてもいろいろ、どういう

ふうにして管理すればいいのか、集落の主体力を形

成するにはどうすればいいのか。水源涵養保安林を

水源涵養保安林野というような水資源の涵養がある

草原を水源涵養林と同等のものとして位置づける必

要があるだとか、そういうことを今考えながら研究を

行っています。

　以上で私のお話を終わらせていただきます。どうも

ありがとうございました。（拍手）。

○司会　島谷先生、ありがとうございました。貴重なお

話をありがとうございます。

　それでは、ただいまの島谷先生のお話の中で、時間

の関係上、お一人だけご質問等ございましたら受けた

いと思いますが、どなたかいらっしゃいますでしょうか。

よろしいですかね。

　後でですね、島谷先生のほうにはパネルディスカッ

ションのほうにも参加していただきますので、またそ

れも併せてご質問等ありましたらよろしくお願いいた

します。

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　どうもありが

とうございました。

○司会　それでは、ありがとうございました。（拍手）

②南阿蘇村の草原管理の取り組み

○司会　続きまして、お二人目です。南阿蘇村村長の

吉良清一様にお願いしたいと思います。

　南阿蘇村は、平成31年度から水源涵養機能の保全

ができないような集落については、村で、例えば消防

署とか消防団員、あるいは警察官のＯＢさんたちで専

門のプロのチームをつくって、土日に計画的に野を焼

いていけば、かなりの面積をカバーできるのではない

かと思って、今、計画中です。

　それと、最後はですね、野焼き目的の認識の改革と

いうことを訴えております。これまで野焼きの必要性と

いうのは、例えば景観の維持だとか、あるいは病害虫

の防止とか、そんな目的で野焼きをやっておりました

けれども、それだけでは住民に、農家がもう野焼きはそ

れぐらいのことだったらもうやらなくてもいいんじゃな

いかと、そしてまた、地下水は森が育むという考え方が

ほとんどで、草原をそのままに放置すれば、やぶ化して、

山林というか、山林になるから、それでもいいんじゃな

いかと。森が育むという考えがありますからですね、野

焼きはそんなに無理してやらなくてもいいんじゃない

かという考えがありますので、その考えを少しずつ変え

ていかなければ、野焼きの存続は厳しいなというふう

に思っております。

　ですから、野焼きの目的は、もう水源保全と。特に南

阿蘇はそうなんですけれども、熊本市内の地下水の保

全に草原は大きく貢献しているということをしっかりこ

れからも訴えていきたいと考えております。

　大体、私の言いたいことは終わりまして、このビデオ

をですね、ユーチューブにもあります、阿蘇の地下水が

見られるというのをですね、これをちょっと流したいん

ですけれども。

（ビデオ視聴）

　阿蘇の地下水を未来へ。

　熊本は古くから水の都と呼ばれ、その中でも熊本市

は水道水減の100％を地下水だけで賄っているとい

う世界一の地下水都市とも呼ばれています。それには、

阿蘇のたくさんの湧き水が関係しています。なぜこんな

に水源となる湧水が多いのでしょうか。

　これから紹介する４つの条件と阿蘇の人々の暮らし

が深くつながっています。

　１つ目は阿蘇の地形です。阿蘇は、ほとんどの地域

で年間の降水量が3,000ミリを超える、全国的に見て

も非常に雨の量が多い地域です。火山の噴火活動で

できた大きなくぼみのことをカルデラと呼びます。この

広くて深いカルデラは、たくさんの水をためる役割が

あり、阿蘇は九州の水がめとも呼ばれています。

　２つ目は地質です。火山の噴火活動によって水を通

しやすい層と通しにくい層ができました。このことに

よってより多くの水が地面に染み込み、長い年月の間、

地中にためることができるのです。そして、この幾つも

の層は天然のフィルターとなり、きれいな湧き水を生む

のです。

　３つ目は水田です。もし水田がなければ、雨は川に

流れ、すぐに海に流れ出てしまいます。その一方で、水

田は雨水の多くを地下に浸透させます。また、大雨のと

きにはたくさんの雨水をためることができるため、天然

のダムとも呼ばれています。

　最後は草原です。阿蘇の草原は、地下水を育む力が

とても優れています。それはなぜでしょうか。森林に雨

が降ると、雨水が葉や枝で遮られるため、地面の染み

込む量は少なくなります。しかし、草原に雨が降ると、

地面に届く雨の量が多くなり、その分、地面に染み込む

量も多くなるのです。また、地面が吸収した水の一部は、

植物の根や葉を通して蒸発します。蒸発する水の量は、

森林に比べ草原のほうが少なく、同じ雨の量でも草原

のほうが地面に染み込む量が多くなるのです。そして、

何よりこの草原の維持に大切なのは野焼きです。野焼

きにより枯れ草がなくなり、新たな草原に生まれ変わり

ます。そして、その草原は、より多くの雨水を染み込ませ

ることができるようになるのです。このように主に４つ

の条件が重なって、たくさんのきれいな湧き水が生ま

れているのです。

　阿蘇の暮らし。

　古くからの阿蘇の人々の暮らしにも湧き水を守るの

に大切な役割がありました。阿蘇では昔から赤牛と共

に暮らしを営んできました。赤牛は、冬の間は牛小屋

で飼われ、春になると水田を耕します。そして、田植が

終わる夏には草原へ放牧されます。冬になると、赤牛

に草原の草や稲わらを与え、堆肥を作り、その堆肥を

水田に返します。こうした営みにより、阿蘇の稲作は維

持され、豊富な地下水を生む水田が保たれてきました。

草原と畜産の関係はヨーロッパでも見られますが、草

原、畜産、稲作、地下水が関係しているのは、世界でも

まれで阿蘇ならではの高度な循環システムとも言える

のです。

　ここ阿蘇では、このような地域循環が1000年以上

も続いてきました。世界の中でも安全に飲める水があ

るというのは、まさに宝とも言えます。自然と人との共生

によって守られてきた阿蘇の自然、地下水、これからも

みんなで守り、育てていきましょう。

○南阿蘇村村長（吉良清一）　これで終わります。

　最後にふるさと納税ということをちゃっかり言って

おきまして、これらの草原や水源を守るために、ふるさ

と納税で頑張ってお金を集めようかと考えています。

　それでは、拙い話でありましたが、これで終わりたい

と思います。ご清聴ありがとうございました。（拍手）

　下はですね、草原の雨量を表したものですが、右側

の野焼きをした場合は、先ほど言いましたように、秋は

茶色になって、それが野焼きをしたら真っ黒になりま

す。真っ黒になった後に雪が降れば白くなって、雪が

解ければまた黒になる。そして、野焼きをしていますの

で、一斉に新芽が湧きますので、もうほとんど一瞬、一

瞬といいますかね、短い時間に緑色に変わります。そ

して、そういう色の変化が野焼きをすれば、１年で色の

変化も楽しめるということが言えると思います。

　これは、ちょっと字がたくさんありますけれども、左側

が草原です。右側が未整備の保安林です。一番上に地

下水の保全能力とありますけれども、これも先ほど島

谷先生が話されたとおりですが、この図はですね、今

年の春に環境省さんが阿蘇の草原を見られるという

たしかチラシを作られていると思いますが、その中に

示された図です。もともとこれは20年ほど前にツカモ

ト先生という、東京工大と思いますが、その先生が20

年前に調整されたのを環境省さんが初めて、今回初め

て堂々といいますか、堂々とチラシに載せられました。

恐らく私が思いますに、森林と書いてありますので、農

水省、林野庁の森林増加に配慮して、この図が表に出

されなかったんじゃないかというふうに思います。初

めてですね、今年の春、これが環境省のパンフレット

に載りましたので、私はこれを積極的に使うことにして

おります。これほど草原のほうが地下に浸透する水の

量が多いということが、これを見れば一目瞭然だとい

うふうに思います。

　そして、２番目は、先ほど環境省の山下さんのほう

から話があったとおりです。ＣＯ２の吸収能力が割と知

られておりませんけれども、土壌中に有機物がたくさん

草原はありますので、炭素を固定しているということか

と思います。

　次は、大雨時の土壌を流出するから、大雨時の災害

はご覧のとおりです。大雨時の災害は、今全国各地で

洪水時の流木被害出ておりますけれども、これもやは

り整備をしていない森林の流木被害だというふうに思

います。

　それと、生物の多様性もご覧のとおり、それから、生

産性、利用効率につきましては、草原は毎年、野焼き、

放牧、そして採草と、毎年リセットがされますので、生産

性が高いと思います。農業との関わりは、草原は飼料

とか、堆肥の資材とかなっております。また、経済効果

につきましては、観光資源は草原の風景などがありま

すし、右側の中央火口丘、特に阿蘇ジオパークがあり

ます中央火口丘の保安林というのは、火山灰とか、あ

るいは火山ガスとか、そういうことで非常に育ちが大

分悪いことから、中ではもう既に枯れていって、保安林

の機能を有していないというふうなところもあります。

我々は地元では、あれは保安林ではなくて、不安林だ

というふうに言っております。

　それと、景観は先ほども申しましたように、草原はも

う四季折々の景色が楽しめます。また、文化的景観に

つきましては、阿蘇の草原は、平成29年だったと思い

ますが、国の重要文化的景観に指定を受けております。

それほど文化的景観にも優れているということで、これ

は高橋佳孝先生にアドバイスを受けながら、この表を

作りました。まだこれに漏れていることがあるかもしれ

ませんが、これほど草原は優れているということがお

分かりというふうに思います。

　これからの取組としましては、今年の春、950ヘク

タールで24牧野組合が実施しております。ただし、依

然550ヘクタールはまだ未再開となっております。それ

で、牧道や恒久防火帯の設置を進めたいと考えており

ます。しかしながら、これを見てもらうと分かりますが、

民有林との下のほうの防火帯はあまり傾斜がありませ

んので、そんなにお金もかかりません。ところが、上の

保安林との境の防火帯は急峻で、工事の人ももう

ちょっと考えないかんなというぐらい危険な場所も

あったそうで、上の防火帯を造るのは物すごいお金が

かかるということであります。保安林を何とか解除して

いただけないかということを再三、県の農政などにも

言っておりますけれども、なかなかハードルが高くて、

なかなか解除は難しいと、１ミリたりとも保安林は譲ら

ないというような、本当に強い姿勢が見られます。です

から、解除が無理なら、杉、ヒノキじゃなくて、火に強い

クヌギとか、そういう樹種を変えるという方法はどうか

ということで繰り返し繰り返し提案しています。

　そして、３番目に人手の確保ですけれども、やはり畜

産農家、特に放牧農家を増やしていかなければなりま

せん。放牧はいろいろ大変な面もありますので、今、牛

にセンサーをつけて、バーチャルフェンスといって、パ

ソコンでの架空の線で、そこに牛が通れば、そのセン

サーがびりびりとして、牛がそれ以上進めなくなります。

いわゆる架空のフェンスですね、パソコン上の架空の

フェンスから先には行かせないということが今年、福

島県で実証実験をやっておりますので、それをちゃん

と見て、うちも近い将来に導入を計画しております。２

つの牧野組合で実証をやろうという今計画をしており

ますので、そして、簡単に放牧ができるようになれば、

畜産農家も増えるというふうに思います。

　それから、ボランティアの皆さんが協力をいただい

ておりますし、専門部隊と書いておりますのは、野焼き

分かると思いますけれども、この牧野組合、東部のほう

に位置しています。滝室坂、57号線から箱石峠、265

号線の間を位置するところで、面積が430ヘクタール、

標高は約600メーターから900メーターあります。外

輪山内側は急傾斜で、上部は比較的緩やかな地形と

なっております。

　この道路線の部分ですね、こちら側が大分のほうに

水が流れていきます、大野川のほうにですね。そして、

こちら側が黒川や白川につながっております。阿蘇の

東部として、私の牧野は箱石という国土地理院の地図

にも載っている有名なところがありますし、もう一つ、こ

こに人の顔をした岩がありますけれども、国道265号

線沿いには人の顔をした岩も見られます。

　そして、こうした景観が見られますけれども、これは

野焼きの後ですね。ここはもう大野川水系の源流とな

る水の流れとなるところです。

　こちらは放牧の状況です。この中がやっぱり大野川

の水系になります。

　道のこちら側になるところを黒川、白川のほうに水

が流れていくというようになります。

　うちのほうの牧野では、特に今、32名とこれ書いて

ありますけれども、現在は30人になりました。最初、こ

の牧野組合がスタートした時点では100戸以上あっ

たんですけれども、私が入った頃は98戸の農家があ

りました。大体200頭以上の牛を飼っています。しかし、

年間放牧は70頭ぐらいで、草の利用もなされています

けれども、自分たちでは使い切れないくらいです。主な

活用としては、草原の維持というのが大切ですから、

野焼きとか、それから草刈りをやって、草原を維持する

こととか、最近は子供たちに野焼きの体験とか希少生

物の保護などの啓発なども行っております。それから、

野草堆肥で作った野菜を作って、啓発普及に励んで、

いろんなところに発送したりとかも取り組んでいますし、

カヤの出荷等も行っております。

　また、観光利用として、特に、私は普通、農家ですか

らなかなかできないんですけれども、牧野の中のいろ

んな宝物をぜひ皆さんにも知ってほしいということで、

牧野ガイド事業というのに取り組みました。ここでしか

ないものを楽しんでいただきたいと思って、まず、自転

車で草原の中を、牛がいないときに走り回ることがで

きる、そうしたことを取り組んだり、そのためには防疫

対策もしっかり取らなくてはいけませんので、石灰とか

クエン酸を使った消毒もして、いろんな外来種子とか

そういったものを持ち込まないような工夫をしながら、

遊び、学び、そして感動を味わうような、そういう体験

なども行っております。

　もちろん自転車だけではありません。トレイルウオー

クと言って、人々が歩いて草原を楽しんでいただくとい

うことは、ただ歩くだけじゃなく水がどのように流れて

いるかとか、そこにある希少植物、どんなものがあるか

とか、そういったものをなぜ保護するか、なぜ守ってい

かなくちゃいけないかということ、そして、阿蘇の草原

を通して、より多くの人々の心を癒すことができるとい

うことを訴えております。

　阿蘇には、大体年間180万以上の人たちが観光に

お見えになるそうですけれども、そうした人の一部でも、

私どもの牧野を通して、そうしたことを知っていただい

て、草原の大切さ、そうしたことを少しでも伝えられば

と。その他からものを後世に残せるようにしたいなと

いうふうに思っています。それで、こういう取組をやっ

ております。

　これからは、観光利用としての牧野ガイド事業でと

いうのは、今後、阿蘇地域のほかの牧野でも持続的な

維持管理に生かしてもらえるようにモデル化し、口蹄

疫などの疫病対策の情報共有とともに、牧野間の連携

を図っていきたいと思っております。現在、ほかにも、自

分のところでもやりたいという申込みがありますので、

先進事例じゃないですけれども、どの組合でもできるよ

うに支援できたらと思っております。

　それと同時に、地元の商工会や観光業ともタイアッ

プさせることで、地域の活性化にも寄与できるような取

組を発表させたいと考えております。

　こういった人たちは、私がガイドとして養成した人

たちですので、私が忙しくても、これらの人たちがガイ

ドとして活動できるようにしています。ガイドの申込み

は、道の駅阿蘇に申し込んでいただくと、こうしたガイ

ドさんたちを紹介してもらうことができます。トレイルウ

オークで大体基本ですね、二、三時間のガイドで１人

頭大体3,000円ぐらいの徴収をしております。1,000

円を牧野の維持管理に還元できるように取組をしてお

ります。また、自転車の場合は、そのガイドさんが自分

で値段を設定して、1,000円だけは牧野に還元できる

ようにやっております。現在までに300人以上の方が

観光を楽しんでおられます。

　本来は、オリンピックのときもより多くの人が来られ

る予定だったんですけれども、残念ながらコロナ禍で

活動ができない状態に置かれていました。これからさ

らにこういうのが改善で来たら、続けていきたいなと

いうふうに思っております。

　以上です。

○コーディネーター（坂本　正）　どうも市原さん、あ

りがとうございました。

場代だとか温泉だとか来たときのどうやって頂くのか

というのが大変大きな課題でございます。今日は幾つ

か問題提起もいただきましたので、実現可能な話をぜ

ひ進めていただきたいというふうに思います。

　次は、今日、講演のほうも大変ありがとうございまし

た。島谷さん、１時間ぐらいかかるのを20分ぐらいで

圧縮していただいたんで、やや欲求不満じゃないかな

というふうに思いますけれども、吉良さんの話を伺って

みると、島谷さんの話、重なりますよね。非常にエビデ

ンスというか、今まで言われていた九州の水がめ、福

岡に行ってもそういう話するんですが、筑後川だけ

じゃないと。もうもともとは阿蘇なんだよ。なかなか伝

わりにくいです。熊本市の世界で一番の地下水だと言

いながら、阿蘇の水が染み込んできて湧き出るんだと

言いながら、言いながら、恩恵は受けていますけれど

も、じゃ阿蘇をどうするかって、なかなかそういうふうに

いかない。今日は環境保全だけの問題ではなくて、価

値の創造として、今までのそうだなといったものをちゃ

んと再発見した、保全活用した、防災機能もやっていく

とですね、これからまだ新しい価値が生まれると、都市

圏を巻き込んでいくんだ。今日、最後に言われたところ

をやっぱり今度の課題としてぜひ強調していただきた

いことをお願いしたいと思います。

○パネラー（島谷幸宏）　この研究を始めるときに、い

ろいろお話を聞きにいって、やっぱり、草原が水資源

の涵養機能が森林より大きいことが明確に証明されて

いないんだよというのをすごく言われてですね、そこを

やっぱりターゲットしないといけないということで、今

日ちょっとお話ししたのは、樹液流計という草の木の

中を流れる水の量を測っているんです、実際に。それ

でどれくらい空中に水が出ているかというのが直接、

最近、センサーの技術が発達しまして、10年前にでき

なかったのが今はそうやって直接、どれぐらい植物が

水を空中に吸い上げているか測れるようになったんで、

それをちょっとやってみましょうということで始めたん

です。

　今日は、吉良さんがお話しになったのは、遮断蒸発

というやつで、１回、土の中に水が入って、それで植物

がどれぐらい利用するかという話なんです。もう一つは、

葉っぱなんかに降った雨が途中で蒸発してしまうとい

う２つの現象があって、その両方とも草原のほうが小

さいというのが分かっているので、だから、先ほど示さ

れたのと私が言ったのを２つ足したよとなるので、本

当はもうちょっと何百ミリ、今日、私100ミリと言ったん

だけれども、もっと大きい数なんですね。

　そういうことをいろいろ研究しながら、また、創造的

復興とは何かというのをすごい考えたんです。熊本県

で地震が起き、熊本地震があって、うちも熊本市内な

んで、その周りがもうみんな７割ぐらい被災してですね、

全半壊になって、何となく創造的復興というと、新たに

何かを創造するような、そういうイメージがあったん

だけれども、いろいろ研究してみると、やはり草原を守

ることこそが創造的復興なんですね。水源を守ること

こそが創造的復興なんだけれども、じゃ創造って何か

というと、価値を創造することなんです。今まで上手に

守れていなかったものに対して、もっと新たな価値が

実際にはあるんだけれども、見えていない価値を見つ

けたり、そういうことをやることによって、次の世代につ

なげる夢のある価値を創造して、それは自然を守り、

例えばもっと、私は草原をもっと増やしたいと思ってい

るんですけれども、そういうことをやるのが創造的復興

だと。

　それを環境省さんが言っている地域循環共生圏と

いうなかなか分かりにくい計画なんですけれども、地

域を育てて循環型社会をつくりながら、地域の中だけ

で自立するのがなかなか難しいので、ほかの地域と共

生しながら、できればこういう阿蘇みたいなところは

大都市圏と共生しながら、その大都市圏に当然恵みを、

水の恵みとかいろんな恵みを与えているので、それに

対するお返しをいただきましょうという、そういう考え

方なんですね。そのためには新しい価値を創造し、そ

の創造した価値を共有しないと絶対駄目ですよ。先ほ

どの話でもあったように、どうやって価値をこれからみ

んなで共有していくか。だから、できれば、有明海の人

に来てもらって、ここに大漁旗がね、阿蘇の草原に大

漁旗がはためきね、ああ私たちの草原はこうやって海

ともつながっているんだというのが何か目で見えるよ

うな風景ができるとか、そういうことが次の時代に何か

夢をもたらすんじゃないかなと。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうございま

した。

　今のお話の中で、やっぱりみんな気持ちで分かって

いるんだけれども、価値の創造とかね、新しく物をつ

くっていく、何かないものからつくっていくのは物すごく

大変だと思うんだけれども、今あるものの価値を認識

する、これがもちろん大事なことですよ。認識したら、

次に未来につながっていく。言葉は固いけれども、要

するに今やっていることを子供や孫につなげていって、

今の生活を守っていくということは、福岡の都市圏を

守り、有明海を守り、熊本市を守ることだと。今までは、

そんなこと意識しないで自分たちのなりわいでやって

いたけれども、そういうもんだということをみんなが共

　特に観光ガイドのところでは、ずっといろんなことを、

希少生物、植物だとか見ていただいて、水の話をして、

それで、そこのことを理解していただくというのは大変

すばらしい活動だと、観光とセットになっておりますけ

れども。それを含めて今後の課題というのをまた次回、

次の回にお伺いしたいと思います。

　じゃ次、三宅さん、お願いします。大体、若いですよ、

この中でもね。力あるし、エネルギーあるし、もうこれ

からの阿蘇のこういう課題はもう全部引き受けるとい

うような熱意で今日来ていただいております。今日はど

うも大変ありがとうございます。いろいろ注文が出ると

思いますが、どうぞよろしくお願いいたします。

○パネラー（三宅悠介）　ありがとうございます。環境

省の阿蘇くじゅう国立公園管理事務所、三宅と申します。

よろしくお願いいたします。

　私たちの事務所、この阿蘇市内にありまして、黒川

に事務所があって、大体職員10名ぐらいおります。何

をやっているかといいますと、この関係でいきますと、

草原再生の協議会の運営ですとか、そういった草原

再生の活動に取り組んでいます。それから、国立公園

ですので、阿蘇とくじゅうの国立公園の管理ということ

で、開発の規制をしたりですとか、生態系の保全をし

たりですとか、そういった仕事をしています。

　それからあと、最近は観光振興にも力を入れていま

して、特に政府全体としてインバウンド観光を推進して

いこうという中で、国立公園もですね、そういったイン

バウンドにも貢献していきたいと、そんなようなことも

やっておるような組織になっています。

　それで、今日はこういった場にお呼びいただきまし

てありがとうございます。坂本先生からご紹介いただき

ましたけれども、我々のほうもこの地域にある事務所と

して精いっぱいやることはやっていきたいと思ってお

ります。

　島谷先生、吉良村長からもお話しいただきました。

ありがとうございます。草原再生の活動は2005年から

スタートしています。2021年ですので、もう少しすると

20年かなというようなタイミングになっています。これ

までは地域の農家の方々の活動をどうやって支援して

いくかということで力を入れてきたんですけれども、今、

第３期の全体構想というのをつくっておりまして、それ

の大きな柱としては、なかなか産業だけで草原を維持

していくのが難しいような状況になっている中で、公益

的機能と少し難しい言葉ですけれども、産業だけでは

なくて、広く一般社会にも草原は役立つんだと、こう

いったような中で草原を維持していくと。一番分かりや

すいのは吉良村長からご紹介いただいたような、自治

体が火入れ責任になって野焼きするとかそういったこ

とだと思いますけれども、そういったことにこれから力

を入れていきたいと思っています。

　そういった中で、今日のお話ですね、有明海とつな

がっているとか、あるいは自治体のほうで火入れを積

極的にやっていただけるとか、草原再生にとっても、こ

れから新しい展開を考えていく上で、非常に重要なご

指摘をいただいたかなと思っていまして、また草原再

生協議会のほうでも今日のお話を受け止めて活動し

ていければというふうに思っておるところです。

　それから、市原組合長から観光利用の話をいただ

きました。我々国立公園を管理しておりまして、全国に

34の国立公園があります。この中には、九州の管内で

いけば、例えば屋久島も入っておりますし、それから知

床とか小笠原とか、世界自然遺産に登録されているよ

うなところも、この34の中に入っています。また、富士

山とか日光ですとか、いわゆる温泉とか自然が豊かな

観光地というのは大体34国立公園の中に入っている

んですけれども、あと、くじゅうもその中に入っています。

　皆さん、阿蘇くじゅうって国立公園の中でどれくらい

人が来ているかというイメージをお持ちですかね。実

は阿蘇くじゅうというのは、大体1,600万人ぐらい年

間利用者来ていまして、これは34の国立公園の中で

見ても上から５番目なんですね。日本全体で見ても、こ

ういった自然を生かした地域という中では、お客さん

が多く来ているエリアになっています。

　冒頭に紹介があったとおり、その中に来たお客さん

の８割ぐらいの方がですね、この中でも草原、阿蘇の

中で草原がやっぱり一番すばらしいというような回答

をされています。なので、草原というのは非常に観光に

とっても魅力的な資源であって、地域の外の人たちか

ら、どうやって草原の維持に協力してもらえるかという

のが今日のテーマの一つでもあると思うんですけれど

も、そういったときに、やっぱり観光の方に一部ご協力

いただく、市原組合長からご紹介いただいたように、

1,000円を草原の保全に還元するということもそうで

すけれども、最近ボランティアツーリズムとかもややは

やっておりまして、そういったボランティアでツーリズ

ムとして来ていただくとか、そういったことも含めて、地

域の外の力をこれからもっと活用していけるとよいの

かなというふうに思いました。

　私からひとまずコメントさせていただきました。あり

がとうございます。

○コーディネーター（坂本　正）　どうもありがとうご

ざいました。

　とにかく外からというのが結構難しくてですね、駐車

○司会　吉良村長、貴重なお話ありがとうございま

した。

　それでは、会場から１名だけですね、ご質問やご意

見ございましたらお願いいたします。挙手をお願いし

ます。

　一番後ろの方。

○参加者　私は熊本市民なんですけれども、先ほど野

焼きの意味を、草原を新しくして虫を殺すとか、景観を

守るとか、そういう趣旨で理解している熊本市民という

か、熊本県民と言っていいと思う、たくさんいらっしゃ

ると思うんですよ。その水源保全のためだということに

変えていかなくてはいけないというお話があったと思

うんです。私はそれとても共感するんですけれども、具

体的にどういう方法が一番手っ取り早いと考えられる

か、もしお考えがあればお聞かせいただければ。

○南阿蘇村村長（吉良清一）　ありがとうございます。

　まずは、うちの農家あたりもですね、実際、野焼きを

している農家あたりもそれを知らないということです

ので、まずその辺から、区長さん、区長会では定期的に

こういうことを述べますし、牧野組合が集まるときもそ

ういうことを言っております。また、今年の１月には全

戸に阿蘇の世界文化遺産を目指してというチラシを

作成し配布しました。阿蘇の地下水はこういう具合に

して育まれているということを機会あるごとに言うよう

にしています。

　とにかく草原のほうが地下水涵養能力は高いという

ことをこれまであまり言われてきませんでしたので、こ

れを強くこれからも機会あるごとに訴えていきたいと考

えております。

○司会　よろしいでしょうか。ありがとうございました。

　それでは、ここで、また吉良村長のほう、後でパネル

ディスカッションのほうにもご登壇いただきます。あり

がとうございました。（拍手）

　では、この後、パネルディスカッションに移りますの

で、少し会場の準備をさせていただきます。お手洗い

等ございましたら、皆様、この時間にお願いします。

３．パネルディスカッション

○司会　では、お待たせいたしました。

　それでは、パネルディスカッションに移りたいと思い

ます。

　冒頭の趣旨説明と２つのご講演を踏まえて、阿蘇草

原再生、新たなステージへ～草原の恵みを守るため

の仕組みづくり～をテーマに進めていただきます。

　ここで、ご登壇の皆様をご紹介させていただきます。

　今回のパネルディスカッションコーディネーターと

して、阿蘇草原再生千年委員会委員長の坂本正様、パ

ネラーとして、先ほどご講演いただきました熊本県立

大学特別教授の島谷幸宏様、南阿蘇村長の吉良清一

様、阿蘇市町古閑牧野組合長の市原啓吉様、環境省

阿蘇くじゅう国立公園管理事務所所長の三宅悠介様、

以上になります。どうぞよろしくお願いいたします。

　ここからは、コーディネーターの坂本先生に進行を

タッチしたいと思いますので、先生、よろしくお願いい

たします。

○コーディネーター（坂本　正）　坂本でございます。

　今日は、本当にコロナの厳しい中でございます。限

定的な人ということで、皆様方、今日お集まりいただき

まして、どうも大変ありがとうございます。

　今日はもうテーマもはっきりしていますように、今、

阿蘇、我々はですね、千年委員会世界文化遺産登録

に向けて今活動しているところでございまして、暫定リ

スト入り間近、と言うと誇大宣伝になるかもしませんが、

その暫定入りを目指して今やっている最中でございま

す。その中で一番コアになるのは草原ということです。

そして、九州の北部ですね、この阿蘇の水がめの役割

というのは非常に大きいと。今日その水がめの話をし

ていただいたわけですけれども、有明と福岡都市圏、

非常に大きな流域ですね。有明のノリを支えているの

もこの阿蘇の水だ。このカンデラが水をためているこ

とで、熊本市の世界一の地下水の源流になっているわ

けでございますし、その途中につながる水源が我々の

生活を守っている。それは災害からも大きな役割を果

たしている。その恩恵の部分を話していただきたいと。

当然これは、草原に行って楽しむ、観光客の人たくさん

いらっしゃるわけですよ。観光客の人にもぜひ、たくさ

ん水源がございますが、この水源と阿蘇はつながって

いるんだと、そういうことも分かってもらえればなとい

うことでございます。

　今日はもう既にお二人にご報告をいただいておりま

す。順番は、まず、市原組合長、それから三宅所長、島

谷教授、吉良村長という形で順番でやらせていただき

ます。あとはさんづけでいたしますので、よろしくお願い

します。

　市原さんも大変ご活躍でございまして、また、今日も

お忙しい中、引っ張り出して大変申し訳ありませんけ

れども、今日もガイドのことであるとか、新しい活動を

含めて、水資源の取組もございます。どうぞよろしくお

願いいたします。

○パネラー（市原啓吉）　私も牧野組合ですね、熊本

県北部、阿蘇の一番東側のほうに当たりますけれども、

一の宮町坂梨地区というのがあります。見ていただくと

が湧いているんだと、そういう認識がほとんどです。も

し仮に阿蘇に人が住んでいなくて、水田や草原がなく

て森だった、森林だったとすれば、恐らくこれほどの水

は湧いていないだろうというに思います。

　熊本県とか熊本市のホームページを見てみますと、

熊本の地下水ということで検索してみますと、絵が描

いてあります、地下水の流れがですね。ほとんどは西

原辺りを降った水が地下に浸透して、あるいは白川を

流れて、それがまた菊陽町周辺で地下に浸透して熊本

市に湧いているという絵がほとんどです。阿蘇のカル

デラの中とか外輪山を多く、大門堰にも水が流れると

いうのは書いてありません。それはなぜかというと、そ

ういう研究がこれまでされてこなかったせいです。それ

で、もちろん島谷先生が今日言われましたように、何と

か阿蘇の草原なり水田のそうした影響、大きな貢献し

ているんじゃないかということをですね、今度、研究で

その辺のところが分かってきたということで、これまで

の図とは違った図が恐らく出てくると思います。そうな

れば、多くの方々に草原、水田の大切さがお分かりい

ただけるかと思います。

　こういう機会があるごとに訴えていかなければなり

ませんが、私が最近思っているのは、それとはまた別

に、それだけでは、ああそうだなで終わってしまう。あ

そうかで、それからアクションが起きないというか、何

かそういう気もしますので、今、熊本市の地下水が減

少傾向にありまして、うちの水源の10か所で、先ほど

市川先生のほうから、市川先生で調べてもらって、そう

すると６割ほどの水源では減少傾向にあります。白川

水源は１分か60トンと言われていますが、今40トンし

かありません。それより最も湧水量の多い竹崎水源は

120トンですが、そこは１/３に減っているというような

調査結果が出ておりますので、もう水源、草原が減って

いることが恐らく原因だということで、危機感を与える。

先ほど熊本市の方は……と思いますけれども、熊本市

の水はこれからもう減りますよと、減っていきますよ、こ

のままでは減っていきますよということをもう危機感を

多少与えるような報道というのも、そういうことを何か

変えてもらうというか、先生方からもそういう報告をし

てもらうとか。危機感を与えることも一つの手かなと、

最近はそういうことも思っています。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうございま

した。

　大都市、熊本市のほうですが、これ100年ぐらい

たって地下水が市内に来るんで、今足りるとか足りな

いといっても、まだ大丈夫だという、そういう楽観的な

議論もないわけじゃない。先ほどあったように、水の涵

養とかいろいろは、草原よりも、それは樹木のほうが多

いんだから放っておけという話も結構あるわけですよ

ね、潜在的に。しかも、草原も人の手が入って草原だと

思っていない人も結構、そうするといろんな意味での

理解が及んでいないところで、新しい価値をつくって

やっていくというのはなかなか大変だと思うんですけ

れども、吉良さんが７市町村の中の１人だとすれば、

やっぱり今日の話は、市町村の人たちで県のほうにこ

ういうことだと、まだまだ認識足りないよと。こんなこと

で世界農業遺産取れないよというのをぜひ言ってほ

しいと思うんですが、いかがですか。

○パネラー（吉良清一）　今おっしゃるとおり、これは

阿蘇郡の首長さんが同じ気持ちで同じ方向を向いて、

歩調を合わせなければならないと考えております。そ

の辺は首長さんの会合の中である程度の合意はでき

ております。保安林の改良あたりもですね、これは私だ

け言っても駄目ですので……

○コーディネーター（坂本　正）　保安林の解除はし

てほしいなと。

○パネラー（吉良清一）　いろいろ言っているんです

けれども、ただ、阿蘇のほかの自治体の首長さんと行

動を共にしてやっていきたいと思っています。

○コーディネーター（坂本　正）　よろしくお願いし

ます。

　市原さん、ずっと長年活動してきて、今、ガイドの話も

して、いろんな問題ご存じですよね。それでやっぱり水

源の問題で、水が減っているとか、そういう危機的な状

況もあるんですか。

○パネラー（市川啓吉）　草原のあった時代、つまり

私が高校生ぐらいのとき、その時分はですね、山がま

だこんな大きくなかったもんですから、滝がいっぱい

あったんですね。その滝がですね、今、木が大きくなっ

た現在、だんだん消えてきているんです、なくなってき

ているんです。草原がいかに大切かということは、私

はその高校生のときに学んだことが第一の出発点な

んですけれども、私が高校生のときは、阿蘇くじゅうで

有して、福岡の人も、有明の人も、熊本市の人も、阿蘇

の価値を一緒に分かってもらう、このことが大事だと、

そのことですよね。

　そのことで、もう一つ必要なのは、普通、水源だとか

なんかって、人が住んでいなくて、山の奥から出てきた

ものだというようなこと、阿蘇はカルデラで、これが人

が住んでいるわけですよね。これだけの大きな都市圏

なんで、この都市圏でやってきている水の涵養に依存

している生活、一部の都市と都市をつないでいる、そ

のあたりの関係はどうお考えですか。

○パネラー（島谷幸宏）　昔からここは野焼きをして

いたわけですね。それがたまたまススキだったわけで

す。とても水を節約すると思うんですが、そういうことが

あったからこそ、福岡都市圏にあれだけの人口が集

積できるということなんですね、実は。これがなかった

ら、福岡市はもう水資源ない都市ですから。

○コーディネーター（坂本　正）　全然ないですか。

○パネラー（島谷幸宏）　ええ、全然ないですから、あ

んな人口を養えないわけです。ですから、本来はもう

少し、阿蘇を拝むじゃないけれども、敬意を払ってい

いはずなのに、そこの価値づけができていない間にみ

んながもっと阿蘇をＰＲしてください、最も大切な九州

の山ですからね。そういう意味での価値づけを行うこ

とが、やっぱりこれから持続的にこの阿蘇を維持する

ためには重要じゃないかなと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　僕は後でまた市原

さんにも伺いたいし、吉良さんにも伺いたいんですが、

阿蘇に住んでいて、生活していてですね、だんだん担

い手も少なくなっている。阿蘇の野焼きも大変だと、今

一生懸命やっている。僕はこの仕事に関わったときに、

あと５年たったら大変だよと言われて、本当に大変な

時期だったんですよ。これからまた３年、５年後大変

だよ、何とか延びてきているんだけれども、高齢化はも

ういや応なしに来ますよね。都市圏の人が無関心であ

れば、なおのこと厳しくなる。そこの働きかけ、例えば大

漁旗が来るとかね、そういう話もいいし、ほかの自治

体の人たちとの関係もあるんですが、島谷さんは福岡

に住んでいて、熊本に来て、今、水と環境のことをずっ

とおやりになっていて、それで実家がこちらにあってで

すね、火の山、しかし、水がめとしての阿蘇はそれほど

まだ認識されていない。インパクトはどこに持っていっ

たらいいと思いますか、島谷流の。

○パネラー（島谷幸宏）　私は、やっぱり海だろうと思

います。福岡にですね、志賀島という島があって、そこ

に志賀海神社という神社です。そこは海の神社なんで

す。その人たちは山を誉めるというお祭りをずっとやっ

ているんです。「ああらよい山繁った山」「ああらよい山

繁った山」「ああらよい山繁った山」と３度山を誉めて、

鹿もいるんですね。だから、やっぱり昔から山を管理

するということが海の神にとってどれほど大切だった

のか。一つは、船を造るのに木が要るということなんだ

と思うし、山からの栄養源とか恵みによって海産物が

取れるということも知っていただろうし。それを管理す

るために人間が鹿を射るとか野焼きをするとか、そう

いう行為が必要だということを分かっていた。そういう

ものを見ていくと、やはり海とのつながりを明瞭に意識

することによって、全てが、その間のものは全部つな

がってくるので、そこをつなげていくというのが面白い

かなと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　要するに自然に昔は知っていたんだけれども、だん

だん文明の中で分断されていって、都市圏が生まれて

きて、その生態系というのがだんだん切れてきた。なの

で、今、環境省さんが言っている共存していく生活圏で

す、物すごく壮大な絵なので、マンダラ絵というふうに

言っているらしいんですけれども、一見ね、ちょっと荒

唐無稽じゃないかと思うけれども、要するに昔に戻っ

てつながっていこうということだと思うんですよね。

　そのあたりの話、また後で伺いたいと思いますが、

吉良さん、お待たせいたしました。

　何か専門家じゃないみたいに言われていましたけ

れども、細部までずらっと見たら、島谷さんよりたくさん

書いていましたよね、その。流れをね。あの中の３分の

１ぐらいを島谷さんが今日証明した、科学的に証明し

た。でも、経験的にというか、もう大体分かっていて、し

かし、微妙なことを言われましたよね。なりわいでみん

な分かっているはずなのに、農業をやっている現実の

人は野焼きはやっている、大事だ。でも、景観のためだ

けだったらもうやだという気持ちもないわけじゃない。

それはそうだと思うんです。人のために景観でやっ

たってしようがない。今度はみずがめで、水がめになる

ためだという意識をやっぱりそれほど強くはないんで

しょうか、そのあたりの苦労話からお願いしたいと。

○パネラー（吉良清一）　じゃ本当に苦労話をします

けれども、うちの村は移住者が、結構、都会から移り住

む方がいらっしゃる。何でですかと聞くと、景観とか、き

れいな水がたくさんあるという理由が多いです。じゃき

れいな水は何でいいと思いますかと尋ねると、これに

答える人はまあいません。住民もはっきりとは答えられ

ません。先ほど大きな４つの要因があると言いました

けれども、それを答える人は本当にいなくて、昔から水

から野焼きのボランティアという形で、本当に大勢の

方に来ていただいていて、全国見渡してもなかなかこ

ういうふうな形で、近隣都市圏からこれだけ大規模に

協力を得て環境保全やっているところってそんなに多

くないんじゃないかなって思っています。そういった中

で、今回こういった科学的な知見もさらに明らかに

なってきたので、福岡、あるいは熊本の方に協力しても

らう具体的な意義というか、メリットもより説明しやすく

なってきたと思いますので、こういったことをうまくア

ピールするといいなと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　千年委員会というのは、もう福岡でもやっていますし、

福岡の経済界の人が任意でずっとおやりになってい

て、この話は、福岡の方も言うんですよ、水がめで。やっ

ぱり福岡都市圏は阿蘇で守られているんだという、経

済界のそういう方はおっしゃるんだ、なかなか市民に

浸透しない。これからだと思うんです。

　じゃ今日参加している方、あまり時間がありません

けれども、今までの話を聞いて、ちょっと一、二聞いて

みたいなという、全体でもいいですし、特定の方……

○参加者　野焼きボランティアをやっています。お世

話になっております。

　今日は、最初にお二方で水の重要性という、非常に

理論的に分かりまして、大変ありがたくお聞きしました。

　ボランティアやっていますが、昨日もそうだったんで

すが、阿蘇市にある牧野で輪地切りをやっていました

が、ボランティアの一般の方からこういう質問が来る

んですね。虫もいないのに何で焼かないかんのです

かって。そのときにやっぱり今日の水の話、ＣＯ２の話、

そして私の自分の専門の生物多様性の話とか、そうい

う話をしてあげると大変納得いただけるんですね。そ

ういう意味で、私はボランティアのリーダーもやってい

ますけれども、リーダーの役目というのは非常に重要

になってきているというふうにここ近年思います。ボラ

ンティアは今登録1,000名いますから、延べで昨年実

績ですと2,300名ぐらい出ています、コロナの中で。こ

れコロナが終わったら3,000名近くいくという。さてこ

こで問題なのは、草原の恵みを守るための仕組みづく

りという中で、私たちボランティアはこの先どう向かっ

ていけばいいのか、率直に、市原さんなんかとは初期

のほうから相当いろんな議論をさせていただきました

し、吉良村長は今日初めてなんですけれども、特に吉

良さんと市原さんあたり、我々ボランティアなんですけ

れども、今後どういうふうに向かって行けば、この仕組

み、新たな仕組みづくりとしてお役に立てるのかという

ことをご示唆いただければ大変ありがたい。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　多分、みんな考えて結論が出なくてですね、難しいと

ころではあるんですが、じゃお一方ずつその辺を伺っ

て、島谷さんのほうからいきましょうか。もう短く。

○パネラー（島谷幸宏）　簡単に、じゃ。

　今日ちょっとお話を聞いていて思ったのは、草原が

あって集落あって、水田があって、本当はそれ全体の

土地利用が草原の仕組みを支えているので、そういう

観点をやっぱり大事にしないと駄目かなと思っている

ということです。

○コーディネーター（坂本　正）　何かその仕組みの

中で……

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　コミュニティ

自体がそれ全体を管理して……

○コーディネーター（坂本　正）　何か一つのコミュ

ニティ全体を維持していくことで仕組みができると。

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　草原だけを

守ろうということじゃなくて、それを使う仕組みも守って

いく。

○コーディネーター（坂本　正）　草原を核にして、生

活圏、循環を守っていくという。

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　皆さんもそれ

重 ご々存じ……

○コーディネーター（坂本　正）　それは話が重いん

だけれども、そういうふうにしていかなければ維持でき

ないよということですね。

　じゃ吉良さんのほう、お願いします。

○パネラー（吉良清一）　うちの村にはボランティア

の方が来ていただいていまして、本当に感謝しており

ます。輪地切り、輪地焼き、大変ありがたく思っており

ます。

　ただ、先ほど言われたように、虫がいないのに何で

輪地切りとかやるのということは今日初めて知りまして、

そうだな、本当だな。だから、草原の野焼きの目的をも

う少し分かりやすくボランティアの方々にも伝わる方

法も考えていかなければならないなというふうに思い

ます。引き続き輪地切り、輪地焼き、本当に御協力をお

願いしたいと思います。

○パネラー（市川啓吉）　ボランティアの皆さんから、

私が持っているものが宝物だということを教えても

らったんです。それまでは邪魔物だったんです。これ

は何のためにどうしたらいいんだろうというね、邪魔

でしようがないと思ったら、それは宝物ですよって教え

られたから、ガイドを通して、それで多くの人に知って

５万ヘクタールぐらいの草原があると学んでいたんで

す。だから、ここはアメリカの牛肉と対抗するには阿蘇

ぐらいしかないと、そういう認識があったんです。

　それで、阿蘇は草原があって、みんなが豊かで。それ

は水だけじゃないんです。空気もですね、木よりも草の

ほうが浄化する、あるいは高いと言われているんです。

そっちのほうも目を向けんといかんとですね。ですか

ら、私はガイドのとき、そういったことを皆さんにお伝

えしているんです。だから、私、200人以上、去年、おと

としとガイドをしましたけれども、そういった人に一人

一人ね、みんな伝えて、阿蘇の草原はいいというけれ

ども、どんなところがいいですかって。空気がいいと。

景色が見れる。これは森林になったら景色は見えない

んですね。だから、森林はちょっと空気がいいように考

えるかもしれませんけれども、景色が見えないと、その

中での活動だけしかできないから。草原の場合は見

渡しができますね。阿蘇の山を見渡しながら草原を歩

くといかにすばらしいかというのがみんなが知ってい

るんです。そうすると、来られた方たちは、心が癒され

たと言って帰られるんです。ということはですね、私は

いつもみんなに訴えているんですけれども、あそこの

草原というのはね、名医だって。それがやぶ化してい

けば、やぶ医者になるって。だからね、草原は守ってい

かんといかんて。それをね、地元の人がやっぱり知る

必要があると思う。お医者さんをね、育てているから頑

張ろうと、そういう意識。そして周りから来る人たちの

癒やしてもらうんだったら治療代ぐらい払えと。ただで

来て帰っていくのはどういうことかと。そういう認識の

下に、より多くの人に、阿蘇を支えるためにはそういう

外部からの援助も必要なんだと。高齢化になったら、

ボランティアの皆さんが応援に来てくださっています。

ボランティアさんも高齢化しているんです。ですから、

より若い人たちにも訴えて、若い人の力も活用できるよ

うにしていかなくちゃいけないと。そういうふうに考え

て、阿蘇の草原の水だけでなく、空気を守るという、そ

れは全ての人に関係してくるので、ぜひそういったこと

を知ってほしいなと思って、今のところ頑張っています。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　でも、滝がなくなっている、減っているというのは、本

当にちょっと衝撃的な話ですよね、やっぱり環境問題

の中で。あるいは草原といったら、草原の場合は、崩れ

てもすぐ復活すると。だから、地震とかなんかあっても、

崩れたところから復活するというので、非常に強いも

んだという意識があるんですが、滝がなくなっていると

いうのは、ちょっと私も考えが及ばなかったんですけ

れども、やっぱりそれも一つの象徴ですね。滝の復活

も大事になるかなというふうに思いますね。

　コロナ禍にもですね、そういう地元の方もおられる

ので、そういうのを知っている方もおられると思うんで

すよ。やっぱり何が変化したかって。その後、島谷さん

に全部証明してもらうというのが一番やりやすい方法

かなというふうに思うんです。

　じゃ、最後というわけじゃありません、まだ一巡して

きたわけですけれども、今まで話を聞いて、三宅さん、

今まで北海道へ行って、熊本にこちら通ってきて、これ

からまた大きな活動があって、世界文化遺産を担うよ

うな、そんな話があって。今回の企画も関係者も非常

に大きな研究の課題、やっていると思うんですよね。

やっぱり子供の教育含めて、観光含めて、何を訴えて、

阿蘇をみんなと価値を共有していくっていう、その肝の

ところは何だとお考えですか。

○パネラー（三宅悠介）　なかなか難しいかなと思っ

ているんですけれども、分かりやすさというのは非常に

大事なのかなと思っています。島谷先生おっしゃって

いただいたみたいに、阿蘇で仮に草原が全部森林に

なってしまうと、1,000万トンぐらい水が減るので、有

明海のノリ養殖のための緊急放流がもうできなくなる

んだとかですね、福岡市であれだけの人口を維持でき

なくなるんだという、そういう分かりやすいメッセージ

と、あと、村長おっしゃっていたみたいに危機感を少し

あおっていくようなことも考えていく必要があるかと思

います。

○コーディネーター（坂本　正）　災害もひどくなりま

すよね、一気に流れてくるわけですから。

○パネラー（三宅悠介）　そういうのをうまくアピール

していくと。

　それで、地域循環共生圏、先ほど非常に分かりにく

いというようなお話もいただいていて、ちょっと私たち

の職員もなかなか理解することも難しいんですけれど

も、実はこの阿蘇は割とそういう意味では先進的な地

域だと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　あれは阿蘇を説明

するためにつくった地域循環圏だと私は思っておるん

ですね、ずっと、広いから。ただ欠点はですね、土地に

ずっと水道になって、いろんな都市部があって、海で

しょう、有明。遠いんですよ。だから、阿蘇だと思っても

つながりがぼんやりするんで、なかなか下流にいる人

たちが恩恵をですね、ぼんやりしか分かりにくいなと

いう、ちょっとそこのところですよね。

○パネラー（三宅悠介）　そうですね。ただ一方で、こ

のエリアには、今でも福岡県、あるいは熊本の都市圏

子供も大人もお年よりもですね、女性も男性も関係なく、

みんながそういったことを知る必要があると思うので、

それを情報として発信する。それが環境省さんなり、農

水省なりなんなりですね、大きなところからメディアを

通してでもなんでもですね、発信していくということは

大事だと思いますね。

　私も地元の農家に住んでいる限り、農家の人たちに

その宝物を守っていく必要があるんだよということを

強く訴えていきたいと思っているので、今取り組んでい

る小学生の草原学習とかですね、そういったものをぜ

ひ活用して、さらに将来のボランティアさんなり、地元

の担い手を構成できるように頑張っていきたいと思っ

ています。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　それでは最後に、大トリになります。三宅さん、お願

いします。

○パネラー（三宅悠介）　ありがとうございます。

　環境省は最近脱炭素、カーボンニュートラルという

ことで、環境省というか全政府を挙げて取り組んでい

ますけれども、先ほどご紹介あったとおり、阿蘇草原で、

このエリアの世帯の排出量の1.7倍の二酸化炭素を

固定しているということがあります。そういった観点か

らの重要性というのもこれから訴えていくと、社会の流

れにも乗っていけるのかなというふうには思っており

ます。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　今ある阿蘇の生活圏、これはやっぱりボランティア

の人を含めて草原を維持していく、水を守っていく。そ

のことが福岡都市圏、熊本の都市圏、多分、大分も入

ると思うんですね、北九州、九州の上のほう半分は阿

蘇に支えられているんだという意識は重要だと思いま

すが、何よりもこの仕組みを維持していくためには、子

供が、今日は残念ながら参加が難しかったわけです

けれども、やはりこの内容を共有する、防災意識として、

郷土の誇り、伝統というものを共有して、それを同じ地

域の世代がみんな使えていくような、そういう教育シス

テム含めてですね、これからの新しいステージづくり

が必要かなというふうに思います。

　今日はどうも大変ありがとうございました。（拍手）

○司会　坂本先生、パネラーの皆様、大変ありがとう

ございました。

　ご来場の皆様、限られた時間ではございましたが、

ありがとうございました。また、配信でご覧いただいて

いる皆様、お聞き苦しい点が多々あったと思いますが、

お許しください。

　阿蘇草原再生協議会では、本日いただいたアイデ

アも参考にさせていただきながら、今回の分科会の

テーマである草原の恵みを守るための仕組みづくりを

進めてまいりたいと思いますので、皆様、今後ともご協

力のほど、どうぞよろしくお願いいたします。

　それでは、阿蘇分科会はこれで終了とさせていただ

きます。

　皆様、もう一度拍手をお願いいたします。（拍手）

　ここで、皆様にご連絡ですが、この後、第13回全国

草原シンポジウム本会場と全国３分科会の開場をつ

ないでの全体会がオンラインにて開催されます。この

会場で流しますので、ご興味がございましたら引き続き

見ていただければと思います。

　皆様、本日は大変ありがとうございました。

もらう必要があるというふうに考えたわけで。というこ

とはですね、地元の人もそれを宝物とは思っていない

んです。ですから、ボランティアさんが地元の人と交流

するときに、そうした宝物を発見したら、ここにはこう

いうすばらしいものがありますよということをまず伝え

ていただきたいと、自分たちが発見したことをですね。

でも、多くの人は気づかないんですよ。それをまず教え

ていただくということ。

　そして、気づいたものをほかの人たち、つまり新たな

ボランティアさんが来れるように、そういうのをまた教

えていただくと。学校の生徒さんたちなんかもきても

らっているので、そのときにはね、本当に助かっていま

すけれども、そういった若い人たちですね、今後のそう

いう支援に回れるような、そういう仕組みづくりという

ものも大事かなと思います。

　今後そういうふうにして、農家さん、ボランティアさ

ん、お互いいろいろ、ほかの観光で来る人だって阿蘇

の草原の大切さというのをね、みんなに伝えていく必

要があると思うんです。生活環境を守るために何が必

要かという、そういった点で、私たちはみんなが草原

を通して生かされているということを認識できるように

伝えていくことが大事だなと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　今、もうボランティアさんも草原を守る非常に大きな

担い手で、やっぱりみんなで一緒に考えて出し合って

いくと。仕組みづくりは大体こう見えているんですけれ

ども、具体的なところはいま一歩手前かなという感じ

がします。

　三宅さんはそういう話を踏まえて、環境省としては、

このステージづくりをつくったら、絶対支えていくんだ

というような意気込みもあったらよろしくお願いします。

○パネラー（三宅悠介）　ありがとうございます。

　私もせっかく阿蘇に来たものですから、今年、個人

的ボランティアに参加させていただいて、非常にすば

らしい仕組みだなと思っています。あまり私自身は課

題は見当たらなくて、もうどうやってこの組織を継続、

発展させていくかというところかなと思っていますので、

我 と々してもしっかりサポートしていきたいと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうございま

した。

　もう大体時間がまいりましたので、今日は限られた

時間でございました。でも本当に２人のスピーカーの

方には簡潔に要点を絞ってお話しいただきましたし、

彼らの中で議論は大分深まってきたかなというふうに

思います。

　それでは最後に、今日の会を終えるに当たって一言、

今後の課題、あるいは自分が今考えていること、一言

ずつお話しいただいて、閉めたいと思います。

　じゃ島谷さんのほうからお願いします。

○パネラー（島谷幸宏）　今日ちょっといろいろやっ

ぱり聞いていて思ったのは、これからまたポストコロ

ナで地域分散というのが非常に重要で、その中で、子

供たちがこういうことに参加できると、すごいクリエイ

ティブな人間ができていくんだろうなというのをすごく

思っていて、環境省の方ともいろいろとお話ししている

んですけれども、やっぱり防災教育と環境教育を一緒

にするだとか、そういう形の新しい展開で、子供たちの

力をもっとつけないと、これからのサバイバル時代を

乗り切れないので。ボランティアみたいなものは、何か

学校教育としてちゃんとやっていく必要があるんかな

という話を聞いていていろいろと思いました。ありがと

うございました。

○コーディネーター（坂本　正）　じゃ吉良さん。

○パネラー（吉良清一）　私は特に自治体の首長とし

て、発信力が大事だと思います。島谷先生から情報を

いただいて、その情報で理論を武装して、強く訴えてい

きたいと思います。また、阿蘇の首長さんたちとも足並

みをそろえて、さらにどんどん盛り上げていきたいと思

いますので、これからもよろしくお願いいたします。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうございま

した。

　じゃ市原さん。

○パネラー（市原啓吉）　これは前の環境省の所長さ

んが私に教えてくれたことですけれども、イエロース

トーンが国立公園になったときですね、神が創造され

たもので、決して私有物にしたり、少数の利益のため

に開発すべきものではない。この地を国民のために永

久に保存するには国立公園にするという、そういうあ

れでこれをまず、イエローストーンが国立公園になっ

たと。それで、日本の昭和31年に国立公園法が制定さ

れて、1934年に初めての国立公園ができたと。その中

でも阿蘇もそういう国立公園になってきたということで

すね。

　そこには、やはり草原というのが大々的にあったわ

けで、だから国立公園になったわけで。阿蘇山があっ

ても、阿蘇山という山はないんですね。阿蘇山というの

は５つの山が成り立って阿蘇山って言うんで。その阿

蘇山は、草原があって初めて目立つんです。つまり主

役はですね、脇役がいないと目立たないんですよ。そ

の脇役である草原は、脇役だけでも重要な働きをして

いるんで、それをみんなに知っていただくためには、
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原草全国 サミット・シンポジウム in 東伊豆

１．開会

○司会　では、始めたいと思います。

　ご来場お皆様、そして配信でご覧くださっている皆

様、こんにちは。

　ただいまより第13回全国草原サミット・シンポジウ

ムｉｎ東伊豆、阿蘇分科会を開催いたします。

　私は、今回の進行役を務めさせていただきます公益

財団法人阿蘇グリーンストックの井上と申します。どう

ぞよろしくお願いいたします。（拍手）

　ありがとうございます。

　さて、今回の分科会では、阿蘇草原再生、新たなス

テージへ～草原の恵みを守るための仕組みづくり～

をテーマに２つの講演、また、その後、パネルディス

カッションを予定しております。パネルディスカッショ

ンでは、時間が許せば会場の皆様の声もお伺いでき

ればと思っておりますので、どうぞよろしくお願いいた

します。

　なお、今回は新型コロナウイルス感染防止対策とし

て、会場の人数を制限させていただいております。同時

にユーチューブでのオンラインの配信も視聴できるよ

うになっております。配信でお聞きの方もメッセージ等

でご意見をいただけましたら幸いです。

　それでは、講演に入ります前に、今回の分科会の趣

旨につきまして、環境省阿蘇くじゅう国立公園管理事

務所の山下さんからご説明をいたしますので、よろしく

お願いします。

○環境省阿蘇くじゅう国立公園管理事務所（山下淳一）

　皆さん、こんにちは。環境省阿蘇くじゅう国立公園管

理事務所の山下と申します。

　今日は、お集まりいただきまして、ありがとうござい

ます。

　私のほうから、まず今日のこの分科会の趣旨をごく

ごく簡単に３分ぐらいでご説明をさせていただきたいと

思います。

　それでは、早速まいります。

　もう皆さん、ご存じのとおりだと思いますけれども、阿

蘇の草原の特徴というのは、まず野草を主体とする草

原としては日本最大の規模であるということと、牛馬を

利用した農業生産とか草資源の循環という経済社会

の仕組みによって維持され続けた草原、あるいはその

まま放っておいてずっと草原であったということでは

なくて、生業によって維持され続けた草原というのが大

きな特徴であると思います。

　その草原ですけれども、いろんな恵みといいますか、

役割を持っていまして、まず、１つご紹介するのは多様

な生き物のすみかということで、植物で大陸と陸続き

だったことを物語っているようなヒゴタイですとか、そ

ういう植物があったりとか、ほかでは見られないよう

な希少種の植物も生育していたり、あとは、植物が多

様であるからこそ、多様な動物の生息できる環境を育

んでいると。１つ取り上げますと、チョウなんかでは、熊

本県で見られるチョウ117種のうち109種がこの阿

蘇の草原で見られる、チョウの楽園とも言われるよう

な多様な生き物のすみかになっています。

　それから、観光資源としての価値、これも言うまでも

ないことかもしれませんけれども、ちょっと古いデータ

なんですけれども、観光客の方に阿蘇のどこがいいで

すかというのを聞いたアンケートがありまして、草原が

広がる風景というのを77％の人がいいと答えていた

りですとか、牛馬のいる放牧風景とか花やチョウなん

かの野生生物がある風景なんかを答えていらっしゃる

方もいて、かなり観光資源としても欠かせない存在に

なっていると言えます。

　それから、最近注目されているところでいうと、炭素

の固定機能というのがかなり優れているらしいという

のが見えてきていまして、2013年の成果を基にします

と、阿蘇郡市の全世帯が１年間に排出するＣＯ２の量

の1.7倍ぐらい相当の炭素を草原が固定しているとい

うことで、阿蘇の中で見たら、排出よりも吸収が勝って

いるというようなことが言えて、地球温暖化防止の観点

からも未来に残す価値が高いというふうに考えられて

いたりします。

　それで、そういう様々な恵みがあるんですけれども、

過去から草原がどうなってきたのかというのを見ると、

かなり減ってきていると。100年前は阿蘇地域、ほとん

ど草原が広がっていたのが、見ていただいたら分かる

とおり、2007年にはかなりそれが森林に置き換わって

しまっているというような現状になります。

　草原再生協議会というところで議論をしていますけ

れども、じゃこの先どうなっていくんだろうって考えたと

きに、30年後の姿をちょっと想像しようみたいな話を

していまして、５年に１回牧野の調査がされている中で、

野焼きとか輪地切りをあとどのくらい継続できますかと

いうような調査項目があります。その中で、「10年以上

はできそうだ」と答えている牧野さん以外は、ちょっと

30年後まで管理を続けているのは難しいんじゃない

かというふうに仮定した場合なんですけれども、面積

で６割ぐらい減っているような予測になります。

　こういう状況もある中で、次世代へ残すべき姿で30

年後の目標というのを草原再生協議会の中で議論し

ていまして、先ほど申し上げた６割の草原面積減少と

いうのもあり得るかもしれないという中で、「今と変わ

らない規模の草原を残す」ということを目標に設定し

ようとしています。これ特に牧野組合さんの意向も大き

くて、やっぱりモチベーションを持ってやっていくため

にも、減少というところを目標にしてモチベーションも

上がらないだろうということで、最低限維持はしようと

いうような目標設定をしようとしています。

　そのために、３点目なんですけれども、そのために

は長年続いてきた生業による草原維持、これをどう支

援を強化していくのかというのを考えていく必要があり

ますけれども、もう一つ、今までもこれはやってきたんで

すけれども、もう一つ、近年、草原の持つ恵みというの

は、先ほどお話ししたような部分というのが注目され

ていますので、この草原の恵みを守るという観点から

も、草原を支える仕組みづくりというのを進めていく必

要があるかなというふうに思っています。今日は、この

草原の恵みを支える、守るための仕組みづくりというも

のを考える一つのきっかけにしたいなと思っておりま

す。そのために２つほどご講演をいただいて、その後

にパネルディスカッションということで進めさせていた

だければと思っておりますので、皆様よろしくお願いい

たします。

　私からは、駆け足になりましたが、以上です。

○司会　ありがとうございました。

２．講演

①阿蘇の草原がもたらす恩恵～最新の研究報告～

　それでは、早速、講演に移りたいと思います。

　お一人目は、熊本県立大学特別教授の島谷幸宏様

にお願いしたいと思っております。

　島谷先生は、現在多くの研究者が関わって進めてお

られる環境総合推進費研究の研究リーダーであり、今

日はその成果について、阿蘇の草原がもたらす恩恵、

最新の研究報告についてご講演をお願いいたします。

　それでは、島谷先生、よろしくお願いいたします。

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　皆さん、こん

にちは、島谷です。

　阿蘇の研究は、立場的には九州大学の特命教授と

してやっています。ただし、４月から熊本県立大学のほ

うにお世話になっていまして、私の実家が龍田なので、

熊本を今中心にしながらいろいろ仕事をしています。

　今ご紹介になったんですけれども、これが環境省の

推進費のテーマです。阿蘇をモデル地域とした地域循

環共生圏の構築と創造的復興に関する研究というこ

とで、大きく言うと３つのテーマでやっていて、そのそれ

ぞれのテーマがまた３つに分かれていて、９つの大き

な研究が集まった物すごく大きい研究です。私が全体

のリーダーをしていて、東海大の市川先生が特に地下

水のことをやられていて、慶応大の一ノ瀬先生が特に

後ろのほうの地域循環共生圏のほうの研究をされて

います。今日お見えになっています、実は。ちょっと驚き

ました、私も。

　研究の背景は、2017年に北部九州豪雨があって、

2016年に熊本地震があって、それで熊本県は創造的

復興というのを打ち出されました。その創造的な復興

を環境省が提案されている地域循環共生圏とどうやっ

てつなげていくかという研究になります。

　今日は特に草原のお話を中心にしますが、この阿

蘇は九州の中央部にあって、実は６本の１級河川、筑

後川、大野川、五ヶ瀬川、菊池川、白川、緑川という６

本の１級河川の水源になっています。ですから、玄海

灘から瀬戸内海から有明海からですね、いろいろなと

ころに水を注ぐ一番上流の地域になっています。流域

の人口が230万人と言われていて、しかも筑後川から

福岡導水で水を配っていますので、約480万人、500

発散、雨から蒸発散を引いたものが水資源量というこ

とになります。特に筑後川の場合はダムがありますの

で、雨が降ったときの水も全部ためてしまうので、基本

的には下流に流れていく水資源量は降った雨から蒸

発する量を引いたものということになります。

　そこで、こういう樹林とススキがどれぐらい蒸発散量

が違うかということを測定しています。宮沢先生という

先生が研究をしています。植物には、ちょっと難しくな

るんですが、光合成をするときにＣ３という植物、普通

の一般的なＣ３植物というスタイルと、ススキのように

Ｃ４植物というスタイルの光合成をやるタイプとがあり

ます。ススキはＣ４植物というタイプになります。Ｃ４植

物というのは、難しいんですけれども、機構がすごく

違って、非常に二酸化炭素を節約しながら光合成をす

ることができます。水を使う量も非常に少ない、節水型

の植物というふうに言われています。このＣ３植物とＣ

４植物というのは非常に重要なポイントになっていて、

阿蘇では草原にするとほとんどススキになります。スス

キになるということが蒸発散量を小さくしているという

ことになります。

　それで、今、牧野の方に協力していただいて、直接

葉っぱにこういう樹液流計というセンサーをつけて、

ここから今、直接測れるようになりました。一つ一つの

茎からどれぐらいの水分が蒸発しているかというのを

１年間測っています。それで分かってきたことは、これ

が杉で、ササやヤシャブシで、ススキとなりますが、１

年間ずっと積算していくと、杉とススキでは非常に大き

な蒸散量の違いがあるということが分かってきました。

これはもう光合成の仕組みが根本的に違うので、非常

に節水型の植物であるススキが生えているということ

がこの節水型だということが分かりました。

　今ちょっとそれを年間どれぐらいの蒸散量になるか

という推定を行っていて、ちょっとまだ低めの推定に

なっているんですが、これススキです。ススキがＣ４と

いう植物で、ほかのは全部Ｃ３植物なんですが、ススキ、

ササ、杉、ヒノキ、ヤシャブシというようなもので考えて

みると、恐らく杉・ヒノキに比べて１年間に年間の蒸発

散量が100ミリは最低違うだろうということが明らか

になってきました。

　現時点ですが、今年度の３月までで研究を終わりま

すので、それまでにはこの明確な数字が出てくると思

うんですが、水の使う量からすると、ススキ、ササ、ヤ

シャブシ、杉、ヒノキという順番になるであろうというこ

とがどうも明らかになってきました。これ非常に重要な

ことになります。

　ここに阿蘇がありまして、ここに、今見ている草原っ

てほんの一部の草原なんですが、もし樹林に替わって

しまうと、年間100ミリから200ミリぐらい、下流に流れ

るお水の量が減ってしまうということになります。100ミ

リというのは高さの単位ですね。１年間、大体この地域

が3,000何百ミリと降りますが、そのうちの100ミリ分

が蒸発、空中に出ていってしまうということになります。

ですので、草原があることによって、下流に水を配るこ

とができているということになります。大体その量は、

後でちょっとご説明しますが、年間1,000万トンとかそ

ういう量になります。実は、下筌、松原ダムという、ここ

に２つ、ちょうどこの阿蘇から出てくるところにダムが

あって、そこから平地に水が出ていくわけですけれども、

このダムでは発電を行ったり、下流への有明海に流れ

ていく水を供給したりしているわけですけれども、実は

有明海のノリが取れなくなった、冬場取れなくなったと

きには、このダムを操作して、水を放流して下流に栄

養物を送るという、栄養源を送る操作をしています。そ

の水の量は大体1,000万トンとか、大体それぐらいの

量なんですが、それは草原がなくなると、それがちょう

どできなくなるぐらいの量になります。非常に大きな量

です。

　今までに行われた松原、下筌ダムによる緊急放流と

いうことで、大体冬場です。冬場、ノリが行われるように

なって、ノリの色落ちと言って、色が落ちてくるんですね、

栄養塩がなくなると。窒素の濃度が低くなったときに松

原ダムを放流すると、窒素濃度がばあっと上がって

いって、色落ちしなくなるということで、実は草原の水と

いうのは、有明海のノリを支えているということにもつ

ながっているんですけれども、あまりそれは意識されて

いません。松原ダムの流域で例えば草原がもしなく

なってしまえば、約1,000万トンぐらいの水資源がなく

なってしまうということになります。それは、人口でいう

と11万人分ぐらいの水資源量になるということなので、

非常に大きい水の量だということが分かると思います。

今まで草原について、あまり定量的に水をどれぐらい

節約するかというのを分かっていなかったんですが、

それが今分かりつつあるということです。

　それともう一つは、今、立野ダムができているんです

が、こっちがカルデラと、下流の熊本の地下水がつな

がっているかどうかということに焦点を当てて研究を

しています。ずっとボーリング調査が、最近、地震の後

いっぱい行われまして、そのときの地下水を連ねてい

くと、これがつながっているということが明らかになっ

てきました。それがですね、量的にどれぐらいかという

と、これは熊本大学の嶋田先生たちがシミュレーショ

ン、１年間の水収支というのを示したものです。

万人の水源になっているということで、非常に重要な

地域になっています。

　しかし、これはあまり知られていないです。私、福岡

市民もやっているんですけれども、福岡市の人は、筑

後川から水をもらっているという意識はあるんですけ

れども、阿蘇から水をもらっているという意識はほとん

ど希薄なんですね。有明海の人も、筑後川とか白川と

か緑川とか菊池側から水が流れているというのはよく

知っているんですけれども、その上流は草原だという

のを皆さんご存じない。有明海は、よく泥の干潟で、阿

蘇の噴火物によってできているどろどろの干潟で、そ

れが非常に豊かだというのは言われているけれども、

その水の水源が阿蘇だというのはあまり言われてい

ないと。そういうところがあります。

　この９つの、サブテーマになるんですけれども、簡単

にいうと一番上が自然災害を生態系によってどうやっ

て守るかというような感じの研究です。自然資源を使

いながら災害を防ぎ、それを創造的復興につなげてい

こうというのがテーマ１。テーマ２は、熊本地震によっ

て地下水に影響が出たので、その地下水がどういう影

響を受けて、それがどういうふうに回復しているのか。

それから、その地下水が、１回カルデラの中に入った

水がどういうふうにほかのところとつながっているか

という研究。テーマ３は、自然資本と社会関係資本と

いうのは、人間関係とかいろいろな社会のことにも注

目して、地域循環共生圏というのをどういうふうに成

立していけばいいかという、文系の研究から理系の研

究まで、非常に幅広い研究となっています。

　簡単にいうと、阿蘇地区の中で自律分散型の社会

を構築しつつ、他の大都市圏等といろいろな交流をし

ながら、創造的復興と地域循環共生圏をどうつなげて

いけばいいかということの研究をしているということ

になります。

　扱っている自然資源としては、草原だとか森林、そ

れから石材、水田、湿地、水みたいなものを対象にし

ています。

　この図はですね、ここに中央の火山地帯があって、

カルデラがあって、外輪山があって、そういう色を示し

ていますが、この草原、災害との関係を示していますが、

集落の配置をどういうふうにすればいいのかとか、低

地の氾濫をどうやって防げばいいのかとか、田んぼダ

ムをどういうふうにしていいのかとか、こういうカルデ

ラと外輪山のランドスケープに基づいた自然の機能

も生かしたような防災はどうあるべきかというような研

究をしています。

　皆さんご存じのように、阿蘇はこの草地が外輪山の

上と斜面というのがあって、その下に林地があって、集

落があって水田があるという、一つの配置構造が単位

となって、一つの集落が草地から林地、水田、そういう

管理をしているという、そういう仕組みがあるというの

は皆さんご存じで、こういう関係が非常に重要だとい

うふうに思っています。

　まず、災害との関連を見ていくと、草原、これはです

ね、縦軸に崩壊の確率を書いてあって、これいろいろ

な植生について書いてあるんです。これを見ると、草原

が崩壊の確率が高い。しばしば崩れやすいということ

が分かりますが、そのときの崩壊の深さは小さいという

ことが分かっています。ですから、草原にすると、時々

崩れるけれども、大きな被害はもたらさないというよう

なことが分かっていて、しかも、傾斜が比較的緩いとこ

ろの樹林帯がこういう土石流とかを緩衝する機能が

あるということも分かっています。

　次に、水の機能についていろいろ研究しています。

特に筑後川と白川に着目して研究を実施しております。

　実は、筑後川というのは阿蘇の外輪山を水源として

福岡県を通りながら有明海に注いでいる九州一の大

河です。ここから福岡に導水を持っていって、福岡市の

水も供給して、約30％ぐらいの水を供給しているとい

う非常に重要な川になっています。松原ダムというダ

ムが筑後川の上流にあって、上流のこの地域の水を、

外輪山の水を集めて、１回、松原ダムでためて、それで

下流に供給しているということになります。流域の草原

の状況を見てみると、どんどんどんどん今減っていると。

1900年頃に比べて、半分ぐらいになっているというこ

とが分かります。

　それで、どういうことをやっているかというと、実は雨

が上から降って、雨が降ったものが植物とか地上から

蒸発とか発散、発散というのは葉っぱから出ていくの

を発散と言うんですが、蒸発散して上に向けていくと。

それ以外のものは表面に流れるのと地下に浸透する

のと、二通りで流れていくということになります。ですか

ら、下流に流れていく水の量は、この植物等からの蒸

を目的として、村長が火入れ責任者となって野焼き再

開を進めておられます。本日は、その事例を中心に南

阿蘇村の草原管理の取り組みについてご発表をいた

だきたいと思います。

　それでは、吉良村長、よろしくお願いいたします。

○南阿蘇村村長（吉良清一）　皆さん、こんにちは。今、

紹介がありました南阿蘇村の吉良と申します。

　今、村長ということでございますが、私はもともと農

家の長男で、無農薬の米とか、あるいは私自身も野焼

きとかに参加しておりました。これまで農地や草原を

守るためにいろんなことをやってきたんですが、もう農

家の１人、２人では、これはもう守れないということで、

村長を目指しました。しかしながら、なかなか簡単に

は合格させていただけませんで、今から17年前に南

阿蘇村が合併したときに初めて出まして、落ちて、落ち

て、落ちて、４回目にやっと合格いたしました。周りの人

は私のことを吉良清一の趣味は何か知っとるかいと、

吉良清一の趣味はね、選挙だもんなと。特技は何か

知っとるといったら、特技は落ちることだもんなという

ふうにからかわれておりました。

　そういうことで、私は本当にこの草原の水量を守る

と、このために村長になったようなもので、今いろんな

取組でしっかり頑張っております。私は、講演するほど

知識が豊富ではありませんので、地元の水分量など現

状をお話ししようと思って、この役を引き受けました。し

ばらくの間ですが、よろしくお願いします。

　それでは、早速、話に入っていきますけれども、話の

内容は、この画面のとおりで、途中に私の持論あたり

も少し述べさせていただきたいと思います。最後に、村

で作ったビデオがございますので、それをご覧いただ

ければと思います。

　まず、南阿蘇村の火入れ対象地は1,500ヘクター

ルございまして、27の牧野があります。うちの牧野の特

徴としましては、こっちの北側と比べまして急斜面が多

いということ、それから、谷が深いということがうちの

特徴だと思います。そのために輪地切りなどはとても

苦労しますし、また、放牧牛を見つけにくいという、そう

いう苦労もございます。そして、平成28年に３つの牧野

が中止をいたしました。原因は、これは慢性的なもの

なんですが、高齢化、あるいは担い手不足、また、火入

れ責任者の、これは区長さんなんですが、その責任が

大変重いということが原因です。死亡事故が28年に

発生しまして、区長さんが死亡事故の後に事情聴取と

か、あるいはいろんな事故後の手続とか、また、遺族へ

のお見舞いとか、ものすごくご心労をされております。

火入れ責任者についてはまた後ほどお話ししたいと

思います。

　そして、これは同じく28年に起こった熊本地震です。

牧野のあちこちでこういう牧道が被災を受けまして、２

つの牧野組合で野焼きを中止しております。

　これから再開に向けた取組ということを簡単にご説

明しますと、南阿蘇村と牧野組合、熊本県で連携協定

を結びました。真ん中にいらっしゃるのが白川牧野組

合の組合長さんです。白川水源の上辺りが野焼きが中

止されておりますので、そこら辺からまず復活したほう

がよかろうということにしました。村と熊本県で予算を

組みまして、防火帯の整備等を行いました。その白川

地区でも集会をして、野焼きの再開について議論が

あったんですが、野焼きの再開についても疑問視する、

つまり無理やりせんでもいいんじゃないかという意見

もありましたけれども、その中央の後藤区長さんの強

いリーダーシップで、野焼きは何としてもせないかんと

いうことで、再開することができました。

　火入れ責任者をですね、区長さんから村長、私とい

うことにしました。区長は現場の監督者。それから、こ

れまで区長が申請をして村が許可するという許可制

度でしたけども、これも届出だけでいいという届出制

にいたしました。

　重機により白川牧野を早朝、総延長で20.7キロ

メートル、800万ぐらいかかったと思いますが、整備を

いたしました。それによって、今年の３月に、これは野

焼きの様子ですが、４年ぶりの野焼きでしたので、多く

のカヤがあって、もうそれはそれはすさまじいほど、恐

ろしいほど燃え上がりました。

　これは５月の写真ですけれども、野焼きをしたところ

が緑色になっているかと思います。途中に防火帯があ

ります。中腹ほどには保安林がございます。

　これは、ちなみに私が朝に写真を撮ったんですが、

３月です。雪が降ったところが白くなっていますが、野

焼きをしたところは、野焼きをすれば草がありません

ので、もう地面に直接雪が積もります。ですから、こうい

う具合に白くなります。白くないところは、野焼きがして

いないところです。

　私の持論を少し話しますと、左が野焼きをしない場

合、右が野焼きをした場合で、梅雨の時期がですね、

梅雨は雨が降るわけですから、野焼きをしたところは

草が生えていますので、雨が、先ほど島谷先生の話に

もあったように、雨が地下に浸透します。しかし、左側

はススキがありますので、いわゆるかやぶき屋根状態

で、恐らくほとんど地下には浸透せんで、カヤを伝って

下に流れ下っているのではないかというふうに考え

ます。

　皆さん、水収支ってとっても分かりにくいんですけれ

ども、阿蘇のカルデラを一つのおけみたいに考えて、

上から降ってくるのが１年間に3,629ミリの雨が降っ

てきています。これシミュレーションで出てきたものな

ので、この辺の蒸発量というのはいろんなところの平

均になっています、建物とか水田とか山とか。大体その

うちの463ミリぐらいが蒸発していくよと。土の中に

2,600ミリぐらい入って、土から2,500ミリぐらい出て

きているということが分かります。蒸発するので、それ

が155ミリということで、地下水から７ミリ、それほど大

きな値じゃありません。地下水、つながってはいますけ

れども、ボリュームとしては大きい値ではないと。１年

間に3,000ミリぐらいの水がカルデラから下に出て

いっていると。

　これ非常に重要なのは、そのうち、3,000ミリのち

2,500ミリぐらいは１回土の中にもぐってゆっくりと出

てきているということです。ですから、洪水のときに出て

いっているのが大体500ミリぐらいということで、これ

は非常に、日本の川の中では大体洪水のときに出て

いく水の量とふだん出ていく水の量が１対１ぐらいだ

と言われているんですが、阿蘇の場合にはカルデラが

あるせいで非常にゆっくり水が出ていっていると。だ

から、下流の洪水も草原とか水田の涵養とかによって

減らしていると。だから、１回雨が降っても水が染み込

んでいきますので、それがゆっくりと湧き水という形で

出ていっているということになります。

　それで、大体の量は出てきたんですが、大体、阿蘇カ

ルデラから流出する白川の流量は年間７億トンと。そ

のうち大体１億トンぐらいが白川の中流域で、農地で

地下に浸透していると言われていますので、阿蘇カル

デラの中に降った雨のうち、１年間に約１億トンぐら

いの地下水は熊本市の地下水として供給されていると

いうことが大分明らかになってきました。ですから、今

まで定性的には言われていたんですが、こういう現象

は、一つは外輪山の草原は福岡の筑後川はじめほか

の地域の水の資源として非常に重要な役割を果たし

ていると。阿蘇カルデラから熊本に関しても、カルデラ

に降った水もちゃんと地下水を涵養するのに役立って

いるということが明らかになって、やっぱり草原を守る

ということは、非常に大きな水資源、九州北部の水資

源を守るのに非常に重要であるということが明らかに

なりました。

　私たちは、先ほどもちょっとお話ししましたように、

創造的復興と地域循環共生圏をどうやってくっつけて

いくかという研究をしています。私たちが考えている創

造的復興というのは、地域の資源の価値を創造する、

再発見する。社会的な課題を踏まえて再発見する。そ

れこそが創造的復興であると。価値創造こそが創造的

復興であると。

　草原の場合は、先ほど言いましたように、今までい

ろいろなことが言われていますが、特に今回の研究で

は、水資源の供給機能が非常に大きいということが明

らかになったと。防災機能もあるということも明らかに

なったということであります。

　そういう価値を創造して、今度は福岡や熊本市の水

資源として価値を共有する必要があります。有明海に

対しても、阿蘇は有明海の恋人というようなですね、そ

ういうフレーズを共有する必要があると。そういうこと

によって、都市からの資金だとか漁民からの応援だと

か、そういうふうな価値を認識することによって、さらに

いろいろな共生圏からの関わりが来るというふうに考

えています。

　また、今日ちょっとお話ししませんでしたが、どう

やって自律分散型の社会をつくっていくかというときに、

草原をどうやって維持するかというのは非常に重要な

ポイントになります。それについてもいろいろ、どういう

ふうにして管理すればいいのか、集落の主体力を形

成するにはどうすればいいのか。水源涵養保安林を

水源涵養保安林野というような水資源の涵養がある

草原を水源涵養林と同等のものとして位置づける必

要があるだとか、そういうことを今考えながら研究を

行っています。

　以上で私のお話を終わらせていただきます。どうも

ありがとうございました。（拍手）。

○司会　島谷先生、ありがとうございました。貴重なお

話をありがとうございます。

　それでは、ただいまの島谷先生のお話の中で、時間

の関係上、お一人だけご質問等ございましたら受けた

いと思いますが、どなたかいらっしゃいますでしょうか。

よろしいですかね。

　後でですね、島谷先生のほうにはパネルディスカッ

ションのほうにも参加していただきますので、またそ

れも併せてご質問等ありましたらよろしくお願いいた

します。

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　どうもありが

とうございました。

○司会　それでは、ありがとうございました。（拍手）

②南阿蘇村の草原管理の取り組み

○司会　続きまして、お二人目です。南阿蘇村村長の

吉良清一様にお願いしたいと思います。

　南阿蘇村は、平成31年度から水源涵養機能の保全

ができないような集落については、村で、例えば消防

署とか消防団員、あるいは警察官のＯＢさんたちで専

門のプロのチームをつくって、土日に計画的に野を焼

いていけば、かなりの面積をカバーできるのではない

かと思って、今、計画中です。

　それと、最後はですね、野焼き目的の認識の改革と

いうことを訴えております。これまで野焼きの必要性と

いうのは、例えば景観の維持だとか、あるいは病害虫

の防止とか、そんな目的で野焼きをやっておりました

けれども、それだけでは住民に、農家がもう野焼きはそ

れぐらいのことだったらもうやらなくてもいいんじゃな

いかと、そしてまた、地下水は森が育むという考え方が

ほとんどで、草原をそのままに放置すれば、やぶ化して、

山林というか、山林になるから、それでもいいんじゃな

いかと。森が育むという考えがありますからですね、野

焼きはそんなに無理してやらなくてもいいんじゃない

かという考えがありますので、その考えを少しずつ変え

ていかなければ、野焼きの存続は厳しいなというふう

に思っております。

　ですから、野焼きの目的は、もう水源保全と。特に南

阿蘇はそうなんですけれども、熊本市内の地下水の保

全に草原は大きく貢献しているということをしっかりこ

れからも訴えていきたいと考えております。

　大体、私の言いたいことは終わりまして、このビデオ

をですね、ユーチューブにもあります、阿蘇の地下水が

見られるというのをですね、これをちょっと流したいん

ですけれども。

（ビデオ視聴）

　阿蘇の地下水を未来へ。

　熊本は古くから水の都と呼ばれ、その中でも熊本市

は水道水減の100％を地下水だけで賄っているとい

う世界一の地下水都市とも呼ばれています。それには、

阿蘇のたくさんの湧き水が関係しています。なぜこんな

に水源となる湧水が多いのでしょうか。

　これから紹介する４つの条件と阿蘇の人々の暮らし

が深くつながっています。

　１つ目は阿蘇の地形です。阿蘇は、ほとんどの地域

で年間の降水量が3,000ミリを超える、全国的に見て

も非常に雨の量が多い地域です。火山の噴火活動で

できた大きなくぼみのことをカルデラと呼びます。この

広くて深いカルデラは、たくさんの水をためる役割が

あり、阿蘇は九州の水がめとも呼ばれています。

　２つ目は地質です。火山の噴火活動によって水を通

しやすい層と通しにくい層ができました。このことに

よってより多くの水が地面に染み込み、長い年月の間、

地中にためることができるのです。そして、この幾つも

の層は天然のフィルターとなり、きれいな湧き水を生む

のです。

　３つ目は水田です。もし水田がなければ、雨は川に

流れ、すぐに海に流れ出てしまいます。その一方で、水

田は雨水の多くを地下に浸透させます。また、大雨のと

きにはたくさんの雨水をためることができるため、天然

のダムとも呼ばれています。

　最後は草原です。阿蘇の草原は、地下水を育む力が

とても優れています。それはなぜでしょうか。森林に雨

が降ると、雨水が葉や枝で遮られるため、地面の染み

込む量は少なくなります。しかし、草原に雨が降ると、

地面に届く雨の量が多くなり、その分、地面に染み込む

量も多くなるのです。また、地面が吸収した水の一部は、

植物の根や葉を通して蒸発します。蒸発する水の量は、

森林に比べ草原のほうが少なく、同じ雨の量でも草原

のほうが地面に染み込む量が多くなるのです。そして、

何よりこの草原の維持に大切なのは野焼きです。野焼

きにより枯れ草がなくなり、新たな草原に生まれ変わり

ます。そして、その草原は、より多くの雨水を染み込ませ

ることができるようになるのです。このように主に４つ

の条件が重なって、たくさんのきれいな湧き水が生ま

れているのです。

　阿蘇の暮らし。

　古くからの阿蘇の人々の暮らしにも湧き水を守るの

に大切な役割がありました。阿蘇では昔から赤牛と共

に暮らしを営んできました。赤牛は、冬の間は牛小屋

で飼われ、春になると水田を耕します。そして、田植が

終わる夏には草原へ放牧されます。冬になると、赤牛

に草原の草や稲わらを与え、堆肥を作り、その堆肥を

水田に返します。こうした営みにより、阿蘇の稲作は維

持され、豊富な地下水を生む水田が保たれてきました。

草原と畜産の関係はヨーロッパでも見られますが、草

原、畜産、稲作、地下水が関係しているのは、世界でも

まれで阿蘇ならではの高度な循環システムとも言える

のです。

　ここ阿蘇では、このような地域循環が1000年以上

も続いてきました。世界の中でも安全に飲める水があ

るというのは、まさに宝とも言えます。自然と人との共生

によって守られてきた阿蘇の自然、地下水、これからも

みんなで守り、育てていきましょう。

○南阿蘇村村長（吉良清一）　これで終わります。

　最後にふるさと納税ということをちゃっかり言って

おきまして、これらの草原や水源を守るために、ふるさ

と納税で頑張ってお金を集めようかと考えています。

　それでは、拙い話でありましたが、これで終わりたい

と思います。ご清聴ありがとうございました。（拍手）

　下はですね、草原の雨量を表したものですが、右側

の野焼きをした場合は、先ほど言いましたように、秋は

茶色になって、それが野焼きをしたら真っ黒になりま

す。真っ黒になった後に雪が降れば白くなって、雪が

解ければまた黒になる。そして、野焼きをしていますの

で、一斉に新芽が湧きますので、もうほとんど一瞬、一

瞬といいますかね、短い時間に緑色に変わります。そ

して、そういう色の変化が野焼きをすれば、１年で色の

変化も楽しめるということが言えると思います。

　これは、ちょっと字がたくさんありますけれども、左側

が草原です。右側が未整備の保安林です。一番上に地

下水の保全能力とありますけれども、これも先ほど島

谷先生が話されたとおりですが、この図はですね、今

年の春に環境省さんが阿蘇の草原を見られるという

たしかチラシを作られていると思いますが、その中に

示された図です。もともとこれは20年ほど前にツカモ

ト先生という、東京工大と思いますが、その先生が20

年前に調整されたのを環境省さんが初めて、今回初め

て堂々といいますか、堂々とチラシに載せられました。

恐らく私が思いますに、森林と書いてありますので、農

水省、林野庁の森林増加に配慮して、この図が表に出

されなかったんじゃないかというふうに思います。初

めてですね、今年の春、これが環境省のパンフレット

に載りましたので、私はこれを積極的に使うことにして

おります。これほど草原のほうが地下に浸透する水の

量が多いということが、これを見れば一目瞭然だとい

うふうに思います。

　そして、２番目は、先ほど環境省の山下さんのほう

から話があったとおりです。ＣＯ２の吸収能力が割と知

られておりませんけれども、土壌中に有機物がたくさん

草原はありますので、炭素を固定しているということか

と思います。

　次は、大雨時の土壌を流出するから、大雨時の災害

はご覧のとおりです。大雨時の災害は、今全国各地で

洪水時の流木被害出ておりますけれども、これもやは

り整備をしていない森林の流木被害だというふうに思

います。

　それと、生物の多様性もご覧のとおり、それから、生

産性、利用効率につきましては、草原は毎年、野焼き、

放牧、そして採草と、毎年リセットがされますので、生産

性が高いと思います。農業との関わりは、草原は飼料

とか、堆肥の資材とかなっております。また、経済効果

につきましては、観光資源は草原の風景などがありま

すし、右側の中央火口丘、特に阿蘇ジオパークがあり

ます中央火口丘の保安林というのは、火山灰とか、あ

るいは火山ガスとか、そういうことで非常に育ちが大

分悪いことから、中ではもう既に枯れていって、保安林

の機能を有していないというふうなところもあります。

我々は地元では、あれは保安林ではなくて、不安林だ

というふうに言っております。

　それと、景観は先ほども申しましたように、草原はも

う四季折々の景色が楽しめます。また、文化的景観に

つきましては、阿蘇の草原は、平成29年だったと思い

ますが、国の重要文化的景観に指定を受けております。

それほど文化的景観にも優れているということで、これ

は高橋佳孝先生にアドバイスを受けながら、この表を

作りました。まだこれに漏れていることがあるかもしれ

ませんが、これほど草原は優れているということがお

分かりというふうに思います。

　これからの取組としましては、今年の春、950ヘク

タールで24牧野組合が実施しております。ただし、依

然550ヘクタールはまだ未再開となっております。それ

で、牧道や恒久防火帯の設置を進めたいと考えており

ます。しかしながら、これを見てもらうと分かりますが、

民有林との下のほうの防火帯はあまり傾斜がありませ

んので、そんなにお金もかかりません。ところが、上の

保安林との境の防火帯は急峻で、工事の人ももう

ちょっと考えないかんなというぐらい危険な場所も

あったそうで、上の防火帯を造るのは物すごいお金が

かかるということであります。保安林を何とか解除して

いただけないかということを再三、県の農政などにも

言っておりますけれども、なかなかハードルが高くて、

なかなか解除は難しいと、１ミリたりとも保安林は譲ら

ないというような、本当に強い姿勢が見られます。です

から、解除が無理なら、杉、ヒノキじゃなくて、火に強い

クヌギとか、そういう樹種を変えるという方法はどうか

ということで繰り返し繰り返し提案しています。

　そして、３番目に人手の確保ですけれども、やはり畜

産農家、特に放牧農家を増やしていかなければなりま

せん。放牧はいろいろ大変な面もありますので、今、牛

にセンサーをつけて、バーチャルフェンスといって、パ

ソコンでの架空の線で、そこに牛が通れば、そのセン

サーがびりびりとして、牛がそれ以上進めなくなります。

いわゆる架空のフェンスですね、パソコン上の架空の

フェンスから先には行かせないということが今年、福

島県で実証実験をやっておりますので、それをちゃん

と見て、うちも近い将来に導入を計画しております。２

つの牧野組合で実証をやろうという今計画をしており

ますので、そして、簡単に放牧ができるようになれば、

畜産農家も増えるというふうに思います。

　それから、ボランティアの皆さんが協力をいただい

ておりますし、専門部隊と書いておりますのは、野焼き

分かると思いますけれども、この牧野組合、東部のほう

に位置しています。滝室坂、57号線から箱石峠、265

号線の間を位置するところで、面積が430ヘクタール、

標高は約600メーターから900メーターあります。外

輪山内側は急傾斜で、上部は比較的緩やかな地形と

なっております。

　この道路線の部分ですね、こちら側が大分のほうに

水が流れていきます、大野川のほうにですね。そして、

こちら側が黒川や白川につながっております。阿蘇の

東部として、私の牧野は箱石という国土地理院の地図

にも載っている有名なところがありますし、もう一つ、こ

こに人の顔をした岩がありますけれども、国道265号

線沿いには人の顔をした岩も見られます。

　そして、こうした景観が見られますけれども、これは

野焼きの後ですね。ここはもう大野川水系の源流とな

る水の流れとなるところです。

　こちらは放牧の状況です。この中がやっぱり大野川

の水系になります。

　道のこちら側になるところを黒川、白川のほうに水

が流れていくというようになります。

　うちのほうの牧野では、特に今、32名とこれ書いて

ありますけれども、現在は30人になりました。最初、こ

の牧野組合がスタートした時点では100戸以上あっ

たんですけれども、私が入った頃は98戸の農家があ

りました。大体200頭以上の牛を飼っています。しかし、

年間放牧は70頭ぐらいで、草の利用もなされています

けれども、自分たちでは使い切れないくらいです。主な

活用としては、草原の維持というのが大切ですから、

野焼きとか、それから草刈りをやって、草原を維持する

こととか、最近は子供たちに野焼きの体験とか希少生

物の保護などの啓発なども行っております。それから、

野草堆肥で作った野菜を作って、啓発普及に励んで、

いろんなところに発送したりとかも取り組んでいますし、

カヤの出荷等も行っております。

　また、観光利用として、特に、私は普通、農家ですか

らなかなかできないんですけれども、牧野の中のいろ

んな宝物をぜひ皆さんにも知ってほしいということで、

牧野ガイド事業というのに取り組みました。ここでしか

ないものを楽しんでいただきたいと思って、まず、自転

車で草原の中を、牛がいないときに走り回ることがで

きる、そうしたことを取り組んだり、そのためには防疫

対策もしっかり取らなくてはいけませんので、石灰とか

クエン酸を使った消毒もして、いろんな外来種子とか

そういったものを持ち込まないような工夫をしながら、

遊び、学び、そして感動を味わうような、そういう体験

なども行っております。

　もちろん自転車だけではありません。トレイルウオー

クと言って、人々が歩いて草原を楽しんでいただくとい

うことは、ただ歩くだけじゃなく水がどのように流れて

いるかとか、そこにある希少植物、どんなものがあるか

とか、そういったものをなぜ保護するか、なぜ守ってい

かなくちゃいけないかということ、そして、阿蘇の草原

を通して、より多くの人々の心を癒すことができるとい

うことを訴えております。

　阿蘇には、大体年間180万以上の人たちが観光に

お見えになるそうですけれども、そうした人の一部でも、

私どもの牧野を通して、そうしたことを知っていただい

て、草原の大切さ、そうしたことを少しでも伝えられば

と。その他からものを後世に残せるようにしたいなと

いうふうに思っています。それで、こういう取組をやっ

ております。

　これからは、観光利用としての牧野ガイド事業でと

いうのは、今後、阿蘇地域のほかの牧野でも持続的な

維持管理に生かしてもらえるようにモデル化し、口蹄

疫などの疫病対策の情報共有とともに、牧野間の連携

を図っていきたいと思っております。現在、ほかにも、自

分のところでもやりたいという申込みがありますので、

先進事例じゃないですけれども、どの組合でもできるよ

うに支援できたらと思っております。

　それと同時に、地元の商工会や観光業ともタイアッ

プさせることで、地域の活性化にも寄与できるような取

組を発表させたいと考えております。

　こういった人たちは、私がガイドとして養成した人

たちですので、私が忙しくても、これらの人たちがガイ

ドとして活動できるようにしています。ガイドの申込み

は、道の駅阿蘇に申し込んでいただくと、こうしたガイ

ドさんたちを紹介してもらうことができます。トレイルウ

オークで大体基本ですね、二、三時間のガイドで１人

頭大体3,000円ぐらいの徴収をしております。1,000

円を牧野の維持管理に還元できるように取組をしてお

ります。また、自転車の場合は、そのガイドさんが自分

で値段を設定して、1,000円だけは牧野に還元できる

ようにやっております。現在までに300人以上の方が

観光を楽しんでおられます。

　本来は、オリンピックのときもより多くの人が来られ

る予定だったんですけれども、残念ながらコロナ禍で

活動ができない状態に置かれていました。これからさ

らにこういうのが改善で来たら、続けていきたいなと

いうふうに思っております。

　以上です。

○コーディネーター（坂本　正）　どうも市原さん、あ

りがとうございました。

場代だとか温泉だとか来たときのどうやって頂くのか

というのが大変大きな課題でございます。今日は幾つ

か問題提起もいただきましたので、実現可能な話をぜ

ひ進めていただきたいというふうに思います。

　次は、今日、講演のほうも大変ありがとうございまし

た。島谷さん、１時間ぐらいかかるのを20分ぐらいで

圧縮していただいたんで、やや欲求不満じゃないかな

というふうに思いますけれども、吉良さんの話を伺って

みると、島谷さんの話、重なりますよね。非常にエビデ

ンスというか、今まで言われていた九州の水がめ、福

岡に行ってもそういう話するんですが、筑後川だけ

じゃないと。もうもともとは阿蘇なんだよ。なかなか伝

わりにくいです。熊本市の世界で一番の地下水だと言

いながら、阿蘇の水が染み込んできて湧き出るんだと

言いながら、言いながら、恩恵は受けていますけれど

も、じゃ阿蘇をどうするかって、なかなかそういうふうに

いかない。今日は環境保全だけの問題ではなくて、価

値の創造として、今までのそうだなといったものをちゃ

んと再発見した、保全活用した、防災機能もやっていく

とですね、これからまだ新しい価値が生まれると、都市

圏を巻き込んでいくんだ。今日、最後に言われたところ

をやっぱり今度の課題としてぜひ強調していただきた

いことをお願いしたいと思います。

○パネラー（島谷幸宏）　この研究を始めるときに、い

ろいろお話を聞きにいって、やっぱり、草原が水資源

の涵養機能が森林より大きいことが明確に証明されて

いないんだよというのをすごく言われてですね、そこを

やっぱりターゲットしないといけないということで、今

日ちょっとお話ししたのは、樹液流計という草の木の

中を流れる水の量を測っているんです、実際に。それ

でどれくらい空中に水が出ているかというのが直接、

最近、センサーの技術が発達しまして、10年前にでき

なかったのが今はそうやって直接、どれぐらい植物が

水を空中に吸い上げているか測れるようになったんで、

それをちょっとやってみましょうということで始めたん

です。

　今日は、吉良さんがお話しになったのは、遮断蒸発

というやつで、１回、土の中に水が入って、それで植物

がどれぐらい利用するかという話なんです。もう一つは、

葉っぱなんかに降った雨が途中で蒸発してしまうとい

う２つの現象があって、その両方とも草原のほうが小

さいというのが分かっているので、だから、先ほど示さ

れたのと私が言ったのを２つ足したよとなるので、本

当はもうちょっと何百ミリ、今日、私100ミリと言ったん

だけれども、もっと大きい数なんですね。

　そういうことをいろいろ研究しながら、また、創造的

復興とは何かというのをすごい考えたんです。熊本県

で地震が起き、熊本地震があって、うちも熊本市内な

んで、その周りがもうみんな７割ぐらい被災してですね、

全半壊になって、何となく創造的復興というと、新たに

何かを創造するような、そういうイメージがあったん

だけれども、いろいろ研究してみると、やはり草原を守

ることこそが創造的復興なんですね。水源を守ること

こそが創造的復興なんだけれども、じゃ創造って何か

というと、価値を創造することなんです。今まで上手に

守れていなかったものに対して、もっと新たな価値が

実際にはあるんだけれども、見えていない価値を見つ

けたり、そういうことをやることによって、次の世代につ

なげる夢のある価値を創造して、それは自然を守り、

例えばもっと、私は草原をもっと増やしたいと思ってい

るんですけれども、そういうことをやるのが創造的復興

だと。

　それを環境省さんが言っている地域循環共生圏と

いうなかなか分かりにくい計画なんですけれども、地

域を育てて循環型社会をつくりながら、地域の中だけ

で自立するのがなかなか難しいので、ほかの地域と共

生しながら、できればこういう阿蘇みたいなところは

大都市圏と共生しながら、その大都市圏に当然恵みを、

水の恵みとかいろんな恵みを与えているので、それに

対するお返しをいただきましょうという、そういう考え

方なんですね。そのためには新しい価値を創造し、そ

の創造した価値を共有しないと絶対駄目ですよ。先ほ

どの話でもあったように、どうやって価値をこれからみ

んなで共有していくか。だから、できれば、有明海の人

に来てもらって、ここに大漁旗がね、阿蘇の草原に大

漁旗がはためきね、ああ私たちの草原はこうやって海

ともつながっているんだというのが何か目で見えるよ

うな風景ができるとか、そういうことが次の時代に何か

夢をもたらすんじゃないかなと。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうございま

した。

　今のお話の中で、やっぱりみんな気持ちで分かって

いるんだけれども、価値の創造とかね、新しく物をつ

くっていく、何かないものからつくっていくのは物すごく

大変だと思うんだけれども、今あるものの価値を認識

する、これがもちろん大事なことですよ。認識したら、

次に未来につながっていく。言葉は固いけれども、要

するに今やっていることを子供や孫につなげていって、

今の生活を守っていくということは、福岡の都市圏を

守り、有明海を守り、熊本市を守ることだと。今までは、

そんなこと意識しないで自分たちのなりわいでやって

いたけれども、そういうもんだということをみんなが共

　特に観光ガイドのところでは、ずっといろんなことを、

希少生物、植物だとか見ていただいて、水の話をして、

それで、そこのことを理解していただくというのは大変

すばらしい活動だと、観光とセットになっておりますけ

れども。それを含めて今後の課題というのをまた次回、

次の回にお伺いしたいと思います。

　じゃ次、三宅さん、お願いします。大体、若いですよ、

この中でもね。力あるし、エネルギーあるし、もうこれ

からの阿蘇のこういう課題はもう全部引き受けるとい

うような熱意で今日来ていただいております。今日はど

うも大変ありがとうございます。いろいろ注文が出ると

思いますが、どうぞよろしくお願いいたします。

○パネラー（三宅悠介）　ありがとうございます。環境

省の阿蘇くじゅう国立公園管理事務所、三宅と申します。

よろしくお願いいたします。

　私たちの事務所、この阿蘇市内にありまして、黒川

に事務所があって、大体職員10名ぐらいおります。何

をやっているかといいますと、この関係でいきますと、

草原再生の協議会の運営ですとか、そういった草原

再生の活動に取り組んでいます。それから、国立公園

ですので、阿蘇とくじゅうの国立公園の管理ということ

で、開発の規制をしたりですとか、生態系の保全をし

たりですとか、そういった仕事をしています。

　それからあと、最近は観光振興にも力を入れていま

して、特に政府全体としてインバウンド観光を推進して

いこうという中で、国立公園もですね、そういったイン

バウンドにも貢献していきたいと、そんなようなことも

やっておるような組織になっています。

　それで、今日はこういった場にお呼びいただきまし

てありがとうございます。坂本先生からご紹介いただき

ましたけれども、我々のほうもこの地域にある事務所と

して精いっぱいやることはやっていきたいと思ってお

ります。

　島谷先生、吉良村長からもお話しいただきました。

ありがとうございます。草原再生の活動は2005年から

スタートしています。2021年ですので、もう少しすると

20年かなというようなタイミングになっています。これ

までは地域の農家の方々の活動をどうやって支援して

いくかということで力を入れてきたんですけれども、今、

第３期の全体構想というのをつくっておりまして、それ

の大きな柱としては、なかなか産業だけで草原を維持

していくのが難しいような状況になっている中で、公益

的機能と少し難しい言葉ですけれども、産業だけでは

なくて、広く一般社会にも草原は役立つんだと、こう

いったような中で草原を維持していくと。一番分かりや

すいのは吉良村長からご紹介いただいたような、自治

体が火入れ責任になって野焼きするとかそういったこ

とだと思いますけれども、そういったことにこれから力

を入れていきたいと思っています。

　そういった中で、今日のお話ですね、有明海とつな

がっているとか、あるいは自治体のほうで火入れを積

極的にやっていただけるとか、草原再生にとっても、こ

れから新しい展開を考えていく上で、非常に重要なご

指摘をいただいたかなと思っていまして、また草原再

生協議会のほうでも今日のお話を受け止めて活動し

ていければというふうに思っておるところです。

　それから、市原組合長から観光利用の話をいただ

きました。我々国立公園を管理しておりまして、全国に

34の国立公園があります。この中には、九州の管内で

いけば、例えば屋久島も入っておりますし、それから知

床とか小笠原とか、世界自然遺産に登録されているよ

うなところも、この34の中に入っています。また、富士

山とか日光ですとか、いわゆる温泉とか自然が豊かな

観光地というのは大体34国立公園の中に入っている

んですけれども、あと、くじゅうもその中に入っています。

　皆さん、阿蘇くじゅうって国立公園の中でどれくらい

人が来ているかというイメージをお持ちですかね。実

は阿蘇くじゅうというのは、大体1,600万人ぐらい年

間利用者来ていまして、これは34の国立公園の中で

見ても上から５番目なんですね。日本全体で見ても、こ

ういった自然を生かした地域という中では、お客さん

が多く来ているエリアになっています。

　冒頭に紹介があったとおり、その中に来たお客さん

の８割ぐらいの方がですね、この中でも草原、阿蘇の

中で草原がやっぱり一番すばらしいというような回答

をされています。なので、草原というのは非常に観光に

とっても魅力的な資源であって、地域の外の人たちか

ら、どうやって草原の維持に協力してもらえるかという

のが今日のテーマの一つでもあると思うんですけれど

も、そういったときに、やっぱり観光の方に一部ご協力

いただく、市原組合長からご紹介いただいたように、

1,000円を草原の保全に還元するということもそうで

すけれども、最近ボランティアツーリズムとかもややは

やっておりまして、そういったボランティアでツーリズ

ムとして来ていただくとか、そういったことも含めて、地

域の外の力をこれからもっと活用していけるとよいの

かなというふうに思いました。

　私からひとまずコメントさせていただきました。あり

がとうございます。

○コーディネーター（坂本　正）　どうもありがとうご

ざいました。

　とにかく外からというのが結構難しくてですね、駐車

○司会　吉良村長、貴重なお話ありがとうございま

した。

　それでは、会場から１名だけですね、ご質問やご意

見ございましたらお願いいたします。挙手をお願いし

ます。

　一番後ろの方。

○参加者　私は熊本市民なんですけれども、先ほど野

焼きの意味を、草原を新しくして虫を殺すとか、景観を

守るとか、そういう趣旨で理解している熊本市民という

か、熊本県民と言っていいと思う、たくさんいらっしゃ

ると思うんですよ。その水源保全のためだということに

変えていかなくてはいけないというお話があったと思

うんです。私はそれとても共感するんですけれども、具

体的にどういう方法が一番手っ取り早いと考えられる

か、もしお考えがあればお聞かせいただければ。

○南阿蘇村村長（吉良清一）　ありがとうございます。

　まずは、うちの農家あたりもですね、実際、野焼きを

している農家あたりもそれを知らないということです

ので、まずその辺から、区長さん、区長会では定期的に

こういうことを述べますし、牧野組合が集まるときもそ

ういうことを言っております。また、今年の１月には全

戸に阿蘇の世界文化遺産を目指してというチラシを

作成し配布しました。阿蘇の地下水はこういう具合に

して育まれているということを機会あるごとに言うよう

にしています。

　とにかく草原のほうが地下水涵養能力は高いという

ことをこれまであまり言われてきませんでしたので、こ

れを強くこれからも機会あるごとに訴えていきたいと考

えております。

○司会　よろしいでしょうか。ありがとうございました。

　それでは、ここで、また吉良村長のほう、後でパネル

ディスカッションのほうにもご登壇いただきます。あり

がとうございました。（拍手）

　では、この後、パネルディスカッションに移りますの

で、少し会場の準備をさせていただきます。お手洗い

等ございましたら、皆様、この時間にお願いします。

３．パネルディスカッション

○司会　では、お待たせいたしました。

　それでは、パネルディスカッションに移りたいと思い

ます。

　冒頭の趣旨説明と２つのご講演を踏まえて、阿蘇草

原再生、新たなステージへ～草原の恵みを守るため

の仕組みづくり～をテーマに進めていただきます。

　ここで、ご登壇の皆様をご紹介させていただきます。

　今回のパネルディスカッションコーディネーターと

して、阿蘇草原再生千年委員会委員長の坂本正様、パ

ネラーとして、先ほどご講演いただきました熊本県立

大学特別教授の島谷幸宏様、南阿蘇村長の吉良清一

様、阿蘇市町古閑牧野組合長の市原啓吉様、環境省

阿蘇くじゅう国立公園管理事務所所長の三宅悠介様、

以上になります。どうぞよろしくお願いいたします。

　ここからは、コーディネーターの坂本先生に進行を

タッチしたいと思いますので、先生、よろしくお願いい

たします。

○コーディネーター（坂本　正）　坂本でございます。

　今日は、本当にコロナの厳しい中でございます。限

定的な人ということで、皆様方、今日お集まりいただき

まして、どうも大変ありがとうございます。

　今日はもうテーマもはっきりしていますように、今、

阿蘇、我々はですね、千年委員会世界文化遺産登録

に向けて今活動しているところでございまして、暫定リ

スト入り間近、と言うと誇大宣伝になるかもしませんが、

その暫定入りを目指して今やっている最中でございま

す。その中で一番コアになるのは草原ということです。

そして、九州の北部ですね、この阿蘇の水がめの役割

というのは非常に大きいと。今日その水がめの話をし

ていただいたわけですけれども、有明と福岡都市圏、

非常に大きな流域ですね。有明のノリを支えているの

もこの阿蘇の水だ。このカンデラが水をためているこ

とで、熊本市の世界一の地下水の源流になっているわ

けでございますし、その途中につながる水源が我々の

生活を守っている。それは災害からも大きな役割を果

たしている。その恩恵の部分を話していただきたいと。

当然これは、草原に行って楽しむ、観光客の人たくさん

いらっしゃるわけですよ。観光客の人にもぜひ、たくさ

ん水源がございますが、この水源と阿蘇はつながって

いるんだと、そういうことも分かってもらえればなとい

うことでございます。

　今日はもう既にお二人にご報告をいただいておりま

す。順番は、まず、市原組合長、それから三宅所長、島

谷教授、吉良村長という形で順番でやらせていただき

ます。あとはさんづけでいたしますので、よろしくお願い

します。

　市原さんも大変ご活躍でございまして、また、今日も

お忙しい中、引っ張り出して大変申し訳ありませんけ

れども、今日もガイドのことであるとか、新しい活動を

含めて、水資源の取組もございます。どうぞよろしくお

願いいたします。

○パネラー（市原啓吉）　私も牧野組合ですね、熊本

県北部、阿蘇の一番東側のほうに当たりますけれども、

一の宮町坂梨地区というのがあります。見ていただくと

が湧いているんだと、そういう認識がほとんどです。も

し仮に阿蘇に人が住んでいなくて、水田や草原がなく

て森だった、森林だったとすれば、恐らくこれほどの水

は湧いていないだろうというに思います。

　熊本県とか熊本市のホームページを見てみますと、

熊本の地下水ということで検索してみますと、絵が描

いてあります、地下水の流れがですね。ほとんどは西

原辺りを降った水が地下に浸透して、あるいは白川を

流れて、それがまた菊陽町周辺で地下に浸透して熊本

市に湧いているという絵がほとんどです。阿蘇のカル

デラの中とか外輪山を多く、大門堰にも水が流れると

いうのは書いてありません。それはなぜかというと、そ

ういう研究がこれまでされてこなかったせいです。それ

で、もちろん島谷先生が今日言われましたように、何と

か阿蘇の草原なり水田のそうした影響、大きな貢献し

ているんじゃないかということをですね、今度、研究で

その辺のところが分かってきたということで、これまで

の図とは違った図が恐らく出てくると思います。そうな

れば、多くの方々に草原、水田の大切さがお分かりい

ただけるかと思います。

　こういう機会があるごとに訴えていかなければなり

ませんが、私が最近思っているのは、それとはまた別

に、それだけでは、ああそうだなで終わってしまう。あ

そうかで、それからアクションが起きないというか、何

かそういう気もしますので、今、熊本市の地下水が減

少傾向にありまして、うちの水源の10か所で、先ほど

市川先生のほうから、市川先生で調べてもらって、そう

すると６割ほどの水源では減少傾向にあります。白川

水源は１分か60トンと言われていますが、今40トンし

かありません。それより最も湧水量の多い竹崎水源は

120トンですが、そこは１/３に減っているというような

調査結果が出ておりますので、もう水源、草原が減って

いることが恐らく原因だということで、危機感を与える。

先ほど熊本市の方は……と思いますけれども、熊本市

の水はこれからもう減りますよと、減っていきますよ、こ

のままでは減っていきますよということをもう危機感を

多少与えるような報道というのも、そういうことを何か

変えてもらうというか、先生方からもそういう報告をし

てもらうとか。危機感を与えることも一つの手かなと、

最近はそういうことも思っています。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうございま

した。

　大都市、熊本市のほうですが、これ100年ぐらい

たって地下水が市内に来るんで、今足りるとか足りな

いといっても、まだ大丈夫だという、そういう楽観的な

議論もないわけじゃない。先ほどあったように、水の涵

養とかいろいろは、草原よりも、それは樹木のほうが多

いんだから放っておけという話も結構あるわけですよ

ね、潜在的に。しかも、草原も人の手が入って草原だと

思っていない人も結構、そうするといろんな意味での

理解が及んでいないところで、新しい価値をつくって

やっていくというのはなかなか大変だと思うんですけ

れども、吉良さんが７市町村の中の１人だとすれば、

やっぱり今日の話は、市町村の人たちで県のほうにこ

ういうことだと、まだまだ認識足りないよと。こんなこと

で世界農業遺産取れないよというのをぜひ言ってほ

しいと思うんですが、いかがですか。

○パネラー（吉良清一）　今おっしゃるとおり、これは

阿蘇郡の首長さんが同じ気持ちで同じ方向を向いて、

歩調を合わせなければならないと考えております。そ

の辺は首長さんの会合の中である程度の合意はでき

ております。保安林の改良あたりもですね、これは私だ

け言っても駄目ですので……

○コーディネーター（坂本　正）　保安林の解除はし

てほしいなと。

○パネラー（吉良清一）　いろいろ言っているんです

けれども、ただ、阿蘇のほかの自治体の首長さんと行

動を共にしてやっていきたいと思っています。

○コーディネーター（坂本　正）　よろしくお願いし

ます。

　市原さん、ずっと長年活動してきて、今、ガイドの話も

して、いろんな問題ご存じですよね。それでやっぱり水

源の問題で、水が減っているとか、そういう危機的な状

況もあるんですか。

○パネラー（市川啓吉）　草原のあった時代、つまり

私が高校生ぐらいのとき、その時分はですね、山がま

だこんな大きくなかったもんですから、滝がいっぱい

あったんですね。その滝がですね、今、木が大きくなっ

た現在、だんだん消えてきているんです、なくなってき

ているんです。草原がいかに大切かということは、私

はその高校生のときに学んだことが第一の出発点な

んですけれども、私が高校生のときは、阿蘇くじゅうで

有して、福岡の人も、有明の人も、熊本市の人も、阿蘇

の価値を一緒に分かってもらう、このことが大事だと、

そのことですよね。

　そのことで、もう一つ必要なのは、普通、水源だとか

なんかって、人が住んでいなくて、山の奥から出てきた

ものだというようなこと、阿蘇はカルデラで、これが人

が住んでいるわけですよね。これだけの大きな都市圏

なんで、この都市圏でやってきている水の涵養に依存

している生活、一部の都市と都市をつないでいる、そ

のあたりの関係はどうお考えですか。

○パネラー（島谷幸宏）　昔からここは野焼きをして

いたわけですね。それがたまたまススキだったわけで

す。とても水を節約すると思うんですが、そういうことが

あったからこそ、福岡都市圏にあれだけの人口が集

積できるということなんですね、実は。これがなかった

ら、福岡市はもう水資源ない都市ですから。

○コーディネーター（坂本　正）　全然ないですか。

○パネラー（島谷幸宏）　ええ、全然ないですから、あ

んな人口を養えないわけです。ですから、本来はもう

少し、阿蘇を拝むじゃないけれども、敬意を払ってい

いはずなのに、そこの価値づけができていない間にみ

んながもっと阿蘇をＰＲしてください、最も大切な九州

の山ですからね。そういう意味での価値づけを行うこ

とが、やっぱりこれから持続的にこの阿蘇を維持する

ためには重要じゃないかなと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　僕は後でまた市原

さんにも伺いたいし、吉良さんにも伺いたいんですが、

阿蘇に住んでいて、生活していてですね、だんだん担

い手も少なくなっている。阿蘇の野焼きも大変だと、今

一生懸命やっている。僕はこの仕事に関わったときに、

あと５年たったら大変だよと言われて、本当に大変な

時期だったんですよ。これからまた３年、５年後大変

だよ、何とか延びてきているんだけれども、高齢化はも

ういや応なしに来ますよね。都市圏の人が無関心であ

れば、なおのこと厳しくなる。そこの働きかけ、例えば大

漁旗が来るとかね、そういう話もいいし、ほかの自治

体の人たちとの関係もあるんですが、島谷さんは福岡

に住んでいて、熊本に来て、今、水と環境のことをずっ

とおやりになっていて、それで実家がこちらにあってで

すね、火の山、しかし、水がめとしての阿蘇はそれほど

まだ認識されていない。インパクトはどこに持っていっ

たらいいと思いますか、島谷流の。

○パネラー（島谷幸宏）　私は、やっぱり海だろうと思

います。福岡にですね、志賀島という島があって、そこ

に志賀海神社という神社です。そこは海の神社なんで

す。その人たちは山を誉めるというお祭りをずっとやっ

ているんです。「ああらよい山繁った山」「ああらよい山

繁った山」「ああらよい山繁った山」と３度山を誉めて、

鹿もいるんですね。だから、やっぱり昔から山を管理

するということが海の神にとってどれほど大切だった

のか。一つは、船を造るのに木が要るということなんだ

と思うし、山からの栄養源とか恵みによって海産物が

取れるということも知っていただろうし。それを管理す

るために人間が鹿を射るとか野焼きをするとか、そう

いう行為が必要だということを分かっていた。そういう

ものを見ていくと、やはり海とのつながりを明瞭に意識

することによって、全てが、その間のものは全部つな

がってくるので、そこをつなげていくというのが面白い

かなと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　要するに自然に昔は知っていたんだけれども、だん

だん文明の中で分断されていって、都市圏が生まれて

きて、その生態系というのがだんだん切れてきた。なの

で、今、環境省さんが言っている共存していく生活圏で

す、物すごく壮大な絵なので、マンダラ絵というふうに

言っているらしいんですけれども、一見ね、ちょっと荒

唐無稽じゃないかと思うけれども、要するに昔に戻っ

てつながっていこうということだと思うんですよね。

　そのあたりの話、また後で伺いたいと思いますが、

吉良さん、お待たせいたしました。

　何か専門家じゃないみたいに言われていましたけ

れども、細部までずらっと見たら、島谷さんよりたくさん

書いていましたよね、その。流れをね。あの中の３分の

１ぐらいを島谷さんが今日証明した、科学的に証明し

た。でも、経験的にというか、もう大体分かっていて、し

かし、微妙なことを言われましたよね。なりわいでみん

な分かっているはずなのに、農業をやっている現実の

人は野焼きはやっている、大事だ。でも、景観のためだ

けだったらもうやだという気持ちもないわけじゃない。

それはそうだと思うんです。人のために景観でやっ

たってしようがない。今度はみずがめで、水がめになる

ためだという意識をやっぱりそれほど強くはないんで

しょうか、そのあたりの苦労話からお願いしたいと。

○パネラー（吉良清一）　じゃ本当に苦労話をします

けれども、うちの村は移住者が、結構、都会から移り住

む方がいらっしゃる。何でですかと聞くと、景観とか、き

れいな水がたくさんあるという理由が多いです。じゃき

れいな水は何でいいと思いますかと尋ねると、これに

答える人はまあいません。住民もはっきりとは答えられ

ません。先ほど大きな４つの要因があると言いました

けれども、それを答える人は本当にいなくて、昔から水

から野焼きのボランティアという形で、本当に大勢の

方に来ていただいていて、全国見渡してもなかなかこ

ういうふうな形で、近隣都市圏からこれだけ大規模に

協力を得て環境保全やっているところってそんなに多

くないんじゃないかなって思っています。そういった中

で、今回こういった科学的な知見もさらに明らかに

なってきたので、福岡、あるいは熊本の方に協力しても

らう具体的な意義というか、メリットもより説明しやすく

なってきたと思いますので、こういったことをうまくア

ピールするといいなと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　千年委員会というのは、もう福岡でもやっていますし、

福岡の経済界の人が任意でずっとおやりになってい

て、この話は、福岡の方も言うんですよ、水がめで。やっ

ぱり福岡都市圏は阿蘇で守られているんだという、経

済界のそういう方はおっしゃるんだ、なかなか市民に

浸透しない。これからだと思うんです。

　じゃ今日参加している方、あまり時間がありません

けれども、今までの話を聞いて、ちょっと一、二聞いて

みたいなという、全体でもいいですし、特定の方……

○参加者　野焼きボランティアをやっています。お世

話になっております。

　今日は、最初にお二方で水の重要性という、非常に

理論的に分かりまして、大変ありがたくお聞きしました。

　ボランティアやっていますが、昨日もそうだったんで

すが、阿蘇市にある牧野で輪地切りをやっていました

が、ボランティアの一般の方からこういう質問が来る

んですね。虫もいないのに何で焼かないかんのです

かって。そのときにやっぱり今日の水の話、ＣＯ２の話、

そして私の自分の専門の生物多様性の話とか、そうい

う話をしてあげると大変納得いただけるんですね。そ

ういう意味で、私はボランティアのリーダーもやってい

ますけれども、リーダーの役目というのは非常に重要

になってきているというふうにここ近年思います。ボラ

ンティアは今登録1,000名いますから、延べで昨年実

績ですと2,300名ぐらい出ています、コロナの中で。こ

れコロナが終わったら3,000名近くいくという。さてこ

こで問題なのは、草原の恵みを守るための仕組みづく

りという中で、私たちボランティアはこの先どう向かっ

ていけばいいのか、率直に、市原さんなんかとは初期

のほうから相当いろんな議論をさせていただきました

し、吉良村長は今日初めてなんですけれども、特に吉

良さんと市原さんあたり、我々ボランティアなんですけ

れども、今後どういうふうに向かって行けば、この仕組

み、新たな仕組みづくりとしてお役に立てるのかという

ことをご示唆いただければ大変ありがたい。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　多分、みんな考えて結論が出なくてですね、難しいと

ころではあるんですが、じゃお一方ずつその辺を伺っ

て、島谷さんのほうからいきましょうか。もう短く。

○パネラー（島谷幸宏）　簡単に、じゃ。

　今日ちょっとお話を聞いていて思ったのは、草原が

あって集落あって、水田があって、本当はそれ全体の

土地利用が草原の仕組みを支えているので、そういう

観点をやっぱり大事にしないと駄目かなと思っている

ということです。

○コーディネーター（坂本　正）　何かその仕組みの

中で……

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　コミュニティ

自体がそれ全体を管理して……

○コーディネーター（坂本　正）　何か一つのコミュ

ニティ全体を維持していくことで仕組みができると。

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　草原だけを

守ろうということじゃなくて、それを使う仕組みも守って

いく。

○コーディネーター（坂本　正）　草原を核にして、生

活圏、循環を守っていくという。

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　皆さんもそれ

重 ご々存じ……

○コーディネーター（坂本　正）　それは話が重いん

だけれども、そういうふうにしていかなければ維持でき

ないよということですね。

　じゃ吉良さんのほう、お願いします。

○パネラー（吉良清一）　うちの村にはボランティア

の方が来ていただいていまして、本当に感謝しており

ます。輪地切り、輪地焼き、大変ありがたく思っており

ます。

　ただ、先ほど言われたように、虫がいないのに何で

輪地切りとかやるのということは今日初めて知りまして、

そうだな、本当だな。だから、草原の野焼きの目的をも

う少し分かりやすくボランティアの方々にも伝わる方

法も考えていかなければならないなというふうに思い

ます。引き続き輪地切り、輪地焼き、本当に御協力をお

願いしたいと思います。

○パネラー（市川啓吉）　ボランティアの皆さんから、

私が持っているものが宝物だということを教えても

らったんです。それまでは邪魔物だったんです。これ

は何のためにどうしたらいいんだろうというね、邪魔

でしようがないと思ったら、それは宝物ですよって教え

られたから、ガイドを通して、それで多くの人に知って

５万ヘクタールぐらいの草原があると学んでいたんで

す。だから、ここはアメリカの牛肉と対抗するには阿蘇

ぐらいしかないと、そういう認識があったんです。

　それで、阿蘇は草原があって、みんなが豊かで。それ

は水だけじゃないんです。空気もですね、木よりも草の

ほうが浄化する、あるいは高いと言われているんです。

そっちのほうも目を向けんといかんとですね。ですか

ら、私はガイドのとき、そういったことを皆さんにお伝

えしているんです。だから、私、200人以上、去年、おと

としとガイドをしましたけれども、そういった人に一人

一人ね、みんな伝えて、阿蘇の草原はいいというけれ

ども、どんなところがいいですかって。空気がいいと。

景色が見れる。これは森林になったら景色は見えない

んですね。だから、森林はちょっと空気がいいように考

えるかもしれませんけれども、景色が見えないと、その

中での活動だけしかできないから。草原の場合は見

渡しができますね。阿蘇の山を見渡しながら草原を歩

くといかにすばらしいかというのがみんなが知ってい

るんです。そうすると、来られた方たちは、心が癒され

たと言って帰られるんです。ということはですね、私は

いつもみんなに訴えているんですけれども、あそこの

草原というのはね、名医だって。それがやぶ化してい

けば、やぶ医者になるって。だからね、草原は守ってい

かんといかんて。それをね、地元の人がやっぱり知る

必要があると思う。お医者さんをね、育てているから頑

張ろうと、そういう意識。そして周りから来る人たちの

癒やしてもらうんだったら治療代ぐらい払えと。ただで

来て帰っていくのはどういうことかと。そういう認識の

下に、より多くの人に、阿蘇を支えるためにはそういう

外部からの援助も必要なんだと。高齢化になったら、

ボランティアの皆さんが応援に来てくださっています。

ボランティアさんも高齢化しているんです。ですから、

より若い人たちにも訴えて、若い人の力も活用できるよ

うにしていかなくちゃいけないと。そういうふうに考え

て、阿蘇の草原の水だけでなく、空気を守るという、そ

れは全ての人に関係してくるので、ぜひそういったこと

を知ってほしいなと思って、今のところ頑張っています。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　でも、滝がなくなっている、減っているというのは、本

当にちょっと衝撃的な話ですよね、やっぱり環境問題

の中で。あるいは草原といったら、草原の場合は、崩れ

てもすぐ復活すると。だから、地震とかなんかあっても、

崩れたところから復活するというので、非常に強いも

んだという意識があるんですが、滝がなくなっていると

いうのは、ちょっと私も考えが及ばなかったんですけ

れども、やっぱりそれも一つの象徴ですね。滝の復活

も大事になるかなというふうに思いますね。

　コロナ禍にもですね、そういう地元の方もおられる

ので、そういうのを知っている方もおられると思うんで

すよ。やっぱり何が変化したかって。その後、島谷さん

に全部証明してもらうというのが一番やりやすい方法

かなというふうに思うんです。

　じゃ、最後というわけじゃありません、まだ一巡して

きたわけですけれども、今まで話を聞いて、三宅さん、

今まで北海道へ行って、熊本にこちら通ってきて、これ

からまた大きな活動があって、世界文化遺産を担うよ

うな、そんな話があって。今回の企画も関係者も非常

に大きな研究の課題、やっていると思うんですよね。

やっぱり子供の教育含めて、観光含めて、何を訴えて、

阿蘇をみんなと価値を共有していくっていう、その肝の

ところは何だとお考えですか。

○パネラー（三宅悠介）　なかなか難しいかなと思っ

ているんですけれども、分かりやすさというのは非常に

大事なのかなと思っています。島谷先生おっしゃって

いただいたみたいに、阿蘇で仮に草原が全部森林に

なってしまうと、1,000万トンぐらい水が減るので、有

明海のノリ養殖のための緊急放流がもうできなくなる

んだとかですね、福岡市であれだけの人口を維持でき

なくなるんだという、そういう分かりやすいメッセージ

と、あと、村長おっしゃっていたみたいに危機感を少し

あおっていくようなことも考えていく必要があるかと思

います。

○コーディネーター（坂本　正）　災害もひどくなりま

すよね、一気に流れてくるわけですから。

○パネラー（三宅悠介）　そういうのをうまくアピール

していくと。

　それで、地域循環共生圏、先ほど非常に分かりにく

いというようなお話もいただいていて、ちょっと私たち

の職員もなかなか理解することも難しいんですけれど

も、実はこの阿蘇は割とそういう意味では先進的な地

域だと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　あれは阿蘇を説明

するためにつくった地域循環圏だと私は思っておるん

ですね、ずっと、広いから。ただ欠点はですね、土地に

ずっと水道になって、いろんな都市部があって、海で

しょう、有明。遠いんですよ。だから、阿蘇だと思っても

つながりがぼんやりするんで、なかなか下流にいる人

たちが恩恵をですね、ぼんやりしか分かりにくいなと

いう、ちょっとそこのところですよね。

○パネラー（三宅悠介）　そうですね。ただ一方で、こ

のエリアには、今でも福岡県、あるいは熊本の都市圏

子供も大人もお年よりもですね、女性も男性も関係なく、

みんながそういったことを知る必要があると思うので、

それを情報として発信する。それが環境省さんなり、農

水省なりなんなりですね、大きなところからメディアを

通してでもなんでもですね、発信していくということは

大事だと思いますね。

　私も地元の農家に住んでいる限り、農家の人たちに

その宝物を守っていく必要があるんだよということを

強く訴えていきたいと思っているので、今取り組んでい

る小学生の草原学習とかですね、そういったものをぜ

ひ活用して、さらに将来のボランティアさんなり、地元

の担い手を構成できるように頑張っていきたいと思っ

ています。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　それでは最後に、大トリになります。三宅さん、お願

いします。

○パネラー（三宅悠介）　ありがとうございます。

　環境省は最近脱炭素、カーボンニュートラルという

ことで、環境省というか全政府を挙げて取り組んでい

ますけれども、先ほどご紹介あったとおり、阿蘇草原で、

このエリアの世帯の排出量の1.7倍の二酸化炭素を

固定しているということがあります。そういった観点か

らの重要性というのもこれから訴えていくと、社会の流

れにも乗っていけるのかなというふうには思っており

ます。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　今ある阿蘇の生活圏、これはやっぱりボランティア

の人を含めて草原を維持していく、水を守っていく。そ

のことが福岡都市圏、熊本の都市圏、多分、大分も入

ると思うんですね、北九州、九州の上のほう半分は阿

蘇に支えられているんだという意識は重要だと思いま

すが、何よりもこの仕組みを維持していくためには、子

供が、今日は残念ながら参加が難しかったわけです

けれども、やはりこの内容を共有する、防災意識として、

郷土の誇り、伝統というものを共有して、それを同じ地

域の世代がみんな使えていくような、そういう教育シス

テム含めてですね、これからの新しいステージづくり

が必要かなというふうに思います。

　今日はどうも大変ありがとうございました。（拍手）

○司会　坂本先生、パネラーの皆様、大変ありがとう

ございました。

　ご来場の皆様、限られた時間ではございましたが、

ありがとうございました。また、配信でご覧いただいて

いる皆様、お聞き苦しい点が多々あったと思いますが、

お許しください。

　阿蘇草原再生協議会では、本日いただいたアイデ

アも参考にさせていただきながら、今回の分科会の

テーマである草原の恵みを守るための仕組みづくりを

進めてまいりたいと思いますので、皆様、今後ともご協

力のほど、どうぞよろしくお願いいたします。

　それでは、阿蘇分科会はこれで終了とさせていただ

きます。

　皆様、もう一度拍手をお願いいたします。（拍手）

　ここで、皆様にご連絡ですが、この後、第13回全国

草原シンポジウム本会場と全国３分科会の開場をつ

ないでの全体会がオンラインにて開催されます。この

会場で流しますので、ご興味がございましたら引き続き

見ていただければと思います。

　皆様、本日は大変ありがとうございました。

もらう必要があるというふうに考えたわけで。というこ

とはですね、地元の人もそれを宝物とは思っていない

んです。ですから、ボランティアさんが地元の人と交流

するときに、そうした宝物を発見したら、ここにはこう

いうすばらしいものがありますよということをまず伝え

ていただきたいと、自分たちが発見したことをですね。

でも、多くの人は気づかないんですよ。それをまず教え

ていただくということ。

　そして、気づいたものをほかの人たち、つまり新たな

ボランティアさんが来れるように、そういうのをまた教

えていただくと。学校の生徒さんたちなんかもきても

らっているので、そのときにはね、本当に助かっていま

すけれども、そういった若い人たちですね、今後のそう

いう支援に回れるような、そういう仕組みづくりという

ものも大事かなと思います。

　今後そういうふうにして、農家さん、ボランティアさ

ん、お互いいろいろ、ほかの観光で来る人だって阿蘇

の草原の大切さというのをね、みんなに伝えていく必

要があると思うんです。生活環境を守るために何が必

要かという、そういった点で、私たちはみんなが草原

を通して生かされているということを認識できるように

伝えていくことが大事だなと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　今、もうボランティアさんも草原を守る非常に大きな

担い手で、やっぱりみんなで一緒に考えて出し合って

いくと。仕組みづくりは大体こう見えているんですけれ

ども、具体的なところはいま一歩手前かなという感じ

がします。

　三宅さんはそういう話を踏まえて、環境省としては、

このステージづくりをつくったら、絶対支えていくんだ

というような意気込みもあったらよろしくお願いします。

○パネラー（三宅悠介）　ありがとうございます。

　私もせっかく阿蘇に来たものですから、今年、個人

的ボランティアに参加させていただいて、非常にすば

らしい仕組みだなと思っています。あまり私自身は課

題は見当たらなくて、もうどうやってこの組織を継続、

発展させていくかというところかなと思っていますので、

我 と々してもしっかりサポートしていきたいと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうございま

した。

　もう大体時間がまいりましたので、今日は限られた

時間でございました。でも本当に２人のスピーカーの

方には簡潔に要点を絞ってお話しいただきましたし、

彼らの中で議論は大分深まってきたかなというふうに

思います。

　それでは最後に、今日の会を終えるに当たって一言、

今後の課題、あるいは自分が今考えていること、一言

ずつお話しいただいて、閉めたいと思います。

　じゃ島谷さんのほうからお願いします。

○パネラー（島谷幸宏）　今日ちょっといろいろやっ

ぱり聞いていて思ったのは、これからまたポストコロ

ナで地域分散というのが非常に重要で、その中で、子

供たちがこういうことに参加できると、すごいクリエイ

ティブな人間ができていくんだろうなというのをすごく

思っていて、環境省の方ともいろいろとお話ししている

んですけれども、やっぱり防災教育と環境教育を一緒

にするだとか、そういう形の新しい展開で、子供たちの

力をもっとつけないと、これからのサバイバル時代を

乗り切れないので。ボランティアみたいなものは、何か

学校教育としてちゃんとやっていく必要があるんかな

という話を聞いていていろいろと思いました。ありがと

うございました。

○コーディネーター（坂本　正）　じゃ吉良さん。

○パネラー（吉良清一）　私は特に自治体の首長とし

て、発信力が大事だと思います。島谷先生から情報を

いただいて、その情報で理論を武装して、強く訴えてい

きたいと思います。また、阿蘇の首長さんたちとも足並

みをそろえて、さらにどんどん盛り上げていきたいと思

いますので、これからもよろしくお願いいたします。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうございま

した。

　じゃ市原さん。

○パネラー（市原啓吉）　これは前の環境省の所長さ

んが私に教えてくれたことですけれども、イエロース

トーンが国立公園になったときですね、神が創造され

たもので、決して私有物にしたり、少数の利益のため

に開発すべきものではない。この地を国民のために永

久に保存するには国立公園にするという、そういうあ

れでこれをまず、イエローストーンが国立公園になっ

たと。それで、日本の昭和31年に国立公園法が制定さ

れて、1934年に初めての国立公園ができたと。その中

でも阿蘇もそういう国立公園になってきたということで

すね。

　そこには、やはり草原というのが大々的にあったわ

けで、だから国立公園になったわけで。阿蘇山があっ

ても、阿蘇山という山はないんですね。阿蘇山というの

は５つの山が成り立って阿蘇山って言うんで。その阿

蘇山は、草原があって初めて目立つんです。つまり主

役はですね、脇役がいないと目立たないんですよ。そ

の脇役である草原は、脇役だけでも重要な働きをして

いるんで、それをみんなに知っていただくためには、
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原草全国 サミット・シンポジウム in 東伊豆

１．開会

○司会　では、始めたいと思います。

　ご来場お皆様、そして配信でご覧くださっている皆

様、こんにちは。

　ただいまより第13回全国草原サミット・シンポジウ

ムｉｎ東伊豆、阿蘇分科会を開催いたします。

　私は、今回の進行役を務めさせていただきます公益

財団法人阿蘇グリーンストックの井上と申します。どう

ぞよろしくお願いいたします。（拍手）

　ありがとうございます。

　さて、今回の分科会では、阿蘇草原再生、新たなス

テージへ～草原の恵みを守るための仕組みづくり～

をテーマに２つの講演、また、その後、パネルディス

カッションを予定しております。パネルディスカッショ

ンでは、時間が許せば会場の皆様の声もお伺いでき

ればと思っておりますので、どうぞよろしくお願いいた

します。

　なお、今回は新型コロナウイルス感染防止対策とし

て、会場の人数を制限させていただいております。同時

にユーチューブでのオンラインの配信も視聴できるよ

うになっております。配信でお聞きの方もメッセージ等

でご意見をいただけましたら幸いです。

　それでは、講演に入ります前に、今回の分科会の趣

旨につきまして、環境省阿蘇くじゅう国立公園管理事

務所の山下さんからご説明をいたしますので、よろしく

お願いします。

○環境省阿蘇くじゅう国立公園管理事務所（山下淳一）

　皆さん、こんにちは。環境省阿蘇くじゅう国立公園管

理事務所の山下と申します。

　今日は、お集まりいただきまして、ありがとうござい

ます。

　私のほうから、まず今日のこの分科会の趣旨をごく

ごく簡単に３分ぐらいでご説明をさせていただきたいと

思います。

　それでは、早速まいります。

　もう皆さん、ご存じのとおりだと思いますけれども、阿

蘇の草原の特徴というのは、まず野草を主体とする草

原としては日本最大の規模であるということと、牛馬を

利用した農業生産とか草資源の循環という経済社会

の仕組みによって維持され続けた草原、あるいはその

まま放っておいてずっと草原であったということでは

なくて、生業によって維持され続けた草原というのが大

きな特徴であると思います。

　その草原ですけれども、いろんな恵みといいますか、

役割を持っていまして、まず、１つご紹介するのは多様

な生き物のすみかということで、植物で大陸と陸続き

だったことを物語っているようなヒゴタイですとか、そ

ういう植物があったりとか、ほかでは見られないよう

な希少種の植物も生育していたり、あとは、植物が多

様であるからこそ、多様な動物の生息できる環境を育

んでいると。１つ取り上げますと、チョウなんかでは、熊

本県で見られるチョウ117種のうち109種がこの阿

蘇の草原で見られる、チョウの楽園とも言われるよう

な多様な生き物のすみかになっています。

　それから、観光資源としての価値、これも言うまでも

ないことかもしれませんけれども、ちょっと古いデータ

なんですけれども、観光客の方に阿蘇のどこがいいで

すかというのを聞いたアンケートがありまして、草原が

広がる風景というのを77％の人がいいと答えていた

りですとか、牛馬のいる放牧風景とか花やチョウなん

かの野生生物がある風景なんかを答えていらっしゃる

方もいて、かなり観光資源としても欠かせない存在に

なっていると言えます。

　それから、最近注目されているところでいうと、炭素

の固定機能というのがかなり優れているらしいという

のが見えてきていまして、2013年の成果を基にします

と、阿蘇郡市の全世帯が１年間に排出するＣＯ２の量

の1.7倍ぐらい相当の炭素を草原が固定しているとい

うことで、阿蘇の中で見たら、排出よりも吸収が勝って

いるというようなことが言えて、地球温暖化防止の観点

からも未来に残す価値が高いというふうに考えられて

いたりします。

　それで、そういう様々な恵みがあるんですけれども、

過去から草原がどうなってきたのかというのを見ると、

かなり減ってきていると。100年前は阿蘇地域、ほとん

ど草原が広がっていたのが、見ていただいたら分かる

とおり、2007年にはかなりそれが森林に置き換わって

しまっているというような現状になります。

　草原再生協議会というところで議論をしていますけ

れども、じゃこの先どうなっていくんだろうって考えたと

きに、30年後の姿をちょっと想像しようみたいな話を

していまして、５年に１回牧野の調査がされている中で、

野焼きとか輪地切りをあとどのくらい継続できますかと

いうような調査項目があります。その中で、「10年以上

はできそうだ」と答えている牧野さん以外は、ちょっと

30年後まで管理を続けているのは難しいんじゃない

かというふうに仮定した場合なんですけれども、面積

で６割ぐらい減っているような予測になります。

　こういう状況もある中で、次世代へ残すべき姿で30

年後の目標というのを草原再生協議会の中で議論し

ていまして、先ほど申し上げた６割の草原面積減少と

いうのもあり得るかもしれないという中で、「今と変わ

らない規模の草原を残す」ということを目標に設定し

ようとしています。これ特に牧野組合さんの意向も大き

くて、やっぱりモチベーションを持ってやっていくため

にも、減少というところを目標にしてモチベーションも

上がらないだろうということで、最低限維持はしようと

いうような目標設定をしようとしています。

　そのために、３点目なんですけれども、そのために

は長年続いてきた生業による草原維持、これをどう支

援を強化していくのかというのを考えていく必要があり

ますけれども、もう一つ、今までもこれはやってきたんで

すけれども、もう一つ、近年、草原の持つ恵みというの

は、先ほどお話ししたような部分というのが注目され

ていますので、この草原の恵みを守るという観点から

も、草原を支える仕組みづくりというのを進めていく必

要があるかなというふうに思っています。今日は、この

草原の恵みを支える、守るための仕組みづくりというも

のを考える一つのきっかけにしたいなと思っておりま

す。そのために２つほどご講演をいただいて、その後

にパネルディスカッションということで進めさせていた

だければと思っておりますので、皆様よろしくお願いい

たします。

　私からは、駆け足になりましたが、以上です。

○司会　ありがとうございました。

２．講演

①阿蘇の草原がもたらす恩恵～最新の研究報告～

　それでは、早速、講演に移りたいと思います。

　お一人目は、熊本県立大学特別教授の島谷幸宏様

にお願いしたいと思っております。

　島谷先生は、現在多くの研究者が関わって進めてお

られる環境総合推進費研究の研究リーダーであり、今

日はその成果について、阿蘇の草原がもたらす恩恵、

最新の研究報告についてご講演をお願いいたします。

　それでは、島谷先生、よろしくお願いいたします。

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　皆さん、こん

にちは、島谷です。

　阿蘇の研究は、立場的には九州大学の特命教授と

してやっています。ただし、４月から熊本県立大学のほ

うにお世話になっていまして、私の実家が龍田なので、

熊本を今中心にしながらいろいろ仕事をしています。

　今ご紹介になったんですけれども、これが環境省の

推進費のテーマです。阿蘇をモデル地域とした地域循

環共生圏の構築と創造的復興に関する研究というこ

とで、大きく言うと３つのテーマでやっていて、そのそれ

ぞれのテーマがまた３つに分かれていて、９つの大き

な研究が集まった物すごく大きい研究です。私が全体

のリーダーをしていて、東海大の市川先生が特に地下

水のことをやられていて、慶応大の一ノ瀬先生が特に

後ろのほうの地域循環共生圏のほうの研究をされて

います。今日お見えになっています、実は。ちょっと驚き

ました、私も。

　研究の背景は、2017年に北部九州豪雨があって、

2016年に熊本地震があって、それで熊本県は創造的

復興というのを打ち出されました。その創造的な復興

を環境省が提案されている地域循環共生圏とどうやっ

てつなげていくかという研究になります。

　今日は特に草原のお話を中心にしますが、この阿

蘇は九州の中央部にあって、実は６本の１級河川、筑

後川、大野川、五ヶ瀬川、菊池川、白川、緑川という６

本の１級河川の水源になっています。ですから、玄海

灘から瀬戸内海から有明海からですね、いろいろなと

ころに水を注ぐ一番上流の地域になっています。流域

の人口が230万人と言われていて、しかも筑後川から

福岡導水で水を配っていますので、約480万人、500

発散、雨から蒸発散を引いたものが水資源量というこ

とになります。特に筑後川の場合はダムがありますの

で、雨が降ったときの水も全部ためてしまうので、基本

的には下流に流れていく水資源量は降った雨から蒸

発する量を引いたものということになります。

　そこで、こういう樹林とススキがどれぐらい蒸発散量

が違うかということを測定しています。宮沢先生という

先生が研究をしています。植物には、ちょっと難しくな

るんですが、光合成をするときにＣ３という植物、普通

の一般的なＣ３植物というスタイルと、ススキのように

Ｃ４植物というスタイルの光合成をやるタイプとがあり

ます。ススキはＣ４植物というタイプになります。Ｃ４植

物というのは、難しいんですけれども、機構がすごく

違って、非常に二酸化炭素を節約しながら光合成をす

ることができます。水を使う量も非常に少ない、節水型

の植物というふうに言われています。このＣ３植物とＣ

４植物というのは非常に重要なポイントになっていて、

阿蘇では草原にするとほとんどススキになります。スス

キになるということが蒸発散量を小さくしているという

ことになります。

　それで、今、牧野の方に協力していただいて、直接

葉っぱにこういう樹液流計というセンサーをつけて、

ここから今、直接測れるようになりました。一つ一つの

茎からどれぐらいの水分が蒸発しているかというのを

１年間測っています。それで分かってきたことは、これ

が杉で、ササやヤシャブシで、ススキとなりますが、１

年間ずっと積算していくと、杉とススキでは非常に大き

な蒸散量の違いがあるということが分かってきました。

これはもう光合成の仕組みが根本的に違うので、非常

に節水型の植物であるススキが生えているということ

がこの節水型だということが分かりました。

　今ちょっとそれを年間どれぐらいの蒸散量になるか

という推定を行っていて、ちょっとまだ低めの推定に

なっているんですが、これススキです。ススキがＣ４と

いう植物で、ほかのは全部Ｃ３植物なんですが、ススキ、

ササ、杉、ヒノキ、ヤシャブシというようなもので考えて

みると、恐らく杉・ヒノキに比べて１年間に年間の蒸発

散量が100ミリは最低違うだろうということが明らか

になってきました。

　現時点ですが、今年度の３月までで研究を終わりま

すので、それまでにはこの明確な数字が出てくると思

うんですが、水の使う量からすると、ススキ、ササ、ヤ

シャブシ、杉、ヒノキという順番になるであろうというこ

とがどうも明らかになってきました。これ非常に重要な

ことになります。

　ここに阿蘇がありまして、ここに、今見ている草原っ

てほんの一部の草原なんですが、もし樹林に替わって

しまうと、年間100ミリから200ミリぐらい、下流に流れ

るお水の量が減ってしまうということになります。100ミ

リというのは高さの単位ですね。１年間、大体この地域

が3,000何百ミリと降りますが、そのうちの100ミリ分

が蒸発、空中に出ていってしまうということになります。

ですので、草原があることによって、下流に水を配るこ

とができているということになります。大体その量は、

後でちょっとご説明しますが、年間1,000万トンとかそ

ういう量になります。実は、下筌、松原ダムという、ここ

に２つ、ちょうどこの阿蘇から出てくるところにダムが

あって、そこから平地に水が出ていくわけですけれども、

このダムでは発電を行ったり、下流への有明海に流れ

ていく水を供給したりしているわけですけれども、実は

有明海のノリが取れなくなった、冬場取れなくなったと

きには、このダムを操作して、水を放流して下流に栄

養物を送るという、栄養源を送る操作をしています。そ

の水の量は大体1,000万トンとか、大体それぐらいの

量なんですが、それは草原がなくなると、それがちょう

どできなくなるぐらいの量になります。非常に大きな量

です。

　今までに行われた松原、下筌ダムによる緊急放流と

いうことで、大体冬場です。冬場、ノリが行われるように

なって、ノリの色落ちと言って、色が落ちてくるんですね、

栄養塩がなくなると。窒素の濃度が低くなったときに松

原ダムを放流すると、窒素濃度がばあっと上がって

いって、色落ちしなくなるということで、実は草原の水と

いうのは、有明海のノリを支えているということにもつ

ながっているんですけれども、あまりそれは意識されて

いません。松原ダムの流域で例えば草原がもしなく

なってしまえば、約1,000万トンぐらいの水資源がなく

なってしまうということになります。それは、人口でいう

と11万人分ぐらいの水資源量になるということなので、

非常に大きい水の量だということが分かると思います。

今まで草原について、あまり定量的に水をどれぐらい

節約するかというのを分かっていなかったんですが、

それが今分かりつつあるということです。

　それともう一つは、今、立野ダムができているんです

が、こっちがカルデラと、下流の熊本の地下水がつな

がっているかどうかということに焦点を当てて研究を

しています。ずっとボーリング調査が、最近、地震の後

いっぱい行われまして、そのときの地下水を連ねてい

くと、これがつながっているということが明らかになっ

てきました。それがですね、量的にどれぐらいかという

と、これは熊本大学の嶋田先生たちがシミュレーショ

ン、１年間の水収支というのを示したものです。

万人の水源になっているということで、非常に重要な

地域になっています。

　しかし、これはあまり知られていないです。私、福岡

市民もやっているんですけれども、福岡市の人は、筑

後川から水をもらっているという意識はあるんですけ

れども、阿蘇から水をもらっているという意識はほとん

ど希薄なんですね。有明海の人も、筑後川とか白川と

か緑川とか菊池側から水が流れているというのはよく

知っているんですけれども、その上流は草原だという

のを皆さんご存じない。有明海は、よく泥の干潟で、阿

蘇の噴火物によってできているどろどろの干潟で、そ

れが非常に豊かだというのは言われているけれども、

その水の水源が阿蘇だというのはあまり言われてい

ないと。そういうところがあります。

　この９つの、サブテーマになるんですけれども、簡単

にいうと一番上が自然災害を生態系によってどうやっ

て守るかというような感じの研究です。自然資源を使

いながら災害を防ぎ、それを創造的復興につなげてい

こうというのがテーマ１。テーマ２は、熊本地震によっ

て地下水に影響が出たので、その地下水がどういう影

響を受けて、それがどういうふうに回復しているのか。

それから、その地下水が、１回カルデラの中に入った

水がどういうふうにほかのところとつながっているか

という研究。テーマ３は、自然資本と社会関係資本と

いうのは、人間関係とかいろいろな社会のことにも注

目して、地域循環共生圏というのをどういうふうに成

立していけばいいかという、文系の研究から理系の研

究まで、非常に幅広い研究となっています。

　簡単にいうと、阿蘇地区の中で自律分散型の社会

を構築しつつ、他の大都市圏等といろいろな交流をし

ながら、創造的復興と地域循環共生圏をどうつなげて

いけばいいかということの研究をしているということ

になります。

　扱っている自然資源としては、草原だとか森林、そ

れから石材、水田、湿地、水みたいなものを対象にし

ています。

　この図はですね、ここに中央の火山地帯があって、

カルデラがあって、外輪山があって、そういう色を示し

ていますが、この草原、災害との関係を示していますが、

集落の配置をどういうふうにすればいいのかとか、低

地の氾濫をどうやって防げばいいのかとか、田んぼダ

ムをどういうふうにしていいのかとか、こういうカルデ

ラと外輪山のランドスケープに基づいた自然の機能

も生かしたような防災はどうあるべきかというような研

究をしています。

　皆さんご存じのように、阿蘇はこの草地が外輪山の

上と斜面というのがあって、その下に林地があって、集

落があって水田があるという、一つの配置構造が単位

となって、一つの集落が草地から林地、水田、そういう

管理をしているという、そういう仕組みがあるというの

は皆さんご存じで、こういう関係が非常に重要だとい

うふうに思っています。

　まず、災害との関連を見ていくと、草原、これはです

ね、縦軸に崩壊の確率を書いてあって、これいろいろ

な植生について書いてあるんです。これを見ると、草原

が崩壊の確率が高い。しばしば崩れやすいということ

が分かりますが、そのときの崩壊の深さは小さいという

ことが分かっています。ですから、草原にすると、時々

崩れるけれども、大きな被害はもたらさないというよう

なことが分かっていて、しかも、傾斜が比較的緩いとこ

ろの樹林帯がこういう土石流とかを緩衝する機能が

あるということも分かっています。

　次に、水の機能についていろいろ研究しています。

特に筑後川と白川に着目して研究を実施しております。

　実は、筑後川というのは阿蘇の外輪山を水源として

福岡県を通りながら有明海に注いでいる九州一の大

河です。ここから福岡に導水を持っていって、福岡市の

水も供給して、約30％ぐらいの水を供給しているとい

う非常に重要な川になっています。松原ダムというダ

ムが筑後川の上流にあって、上流のこの地域の水を、

外輪山の水を集めて、１回、松原ダムでためて、それで

下流に供給しているということになります。流域の草原

の状況を見てみると、どんどんどんどん今減っていると。

1900年頃に比べて、半分ぐらいになっているというこ

とが分かります。

　それで、どういうことをやっているかというと、実は雨

が上から降って、雨が降ったものが植物とか地上から

蒸発とか発散、発散というのは葉っぱから出ていくの

を発散と言うんですが、蒸発散して上に向けていくと。

それ以外のものは表面に流れるのと地下に浸透する

のと、二通りで流れていくということになります。ですか

ら、下流に流れていく水の量は、この植物等からの蒸

を目的として、村長が火入れ責任者となって野焼き再

開を進めておられます。本日は、その事例を中心に南

阿蘇村の草原管理の取り組みについてご発表をいた

だきたいと思います。

　それでは、吉良村長、よろしくお願いいたします。

○南阿蘇村村長（吉良清一）　皆さん、こんにちは。今、

紹介がありました南阿蘇村の吉良と申します。

　今、村長ということでございますが、私はもともと農

家の長男で、無農薬の米とか、あるいは私自身も野焼

きとかに参加しておりました。これまで農地や草原を

守るためにいろんなことをやってきたんですが、もう農

家の１人、２人では、これはもう守れないということで、

村長を目指しました。しかしながら、なかなか簡単に

は合格させていただけませんで、今から17年前に南

阿蘇村が合併したときに初めて出まして、落ちて、落ち

て、落ちて、４回目にやっと合格いたしました。周りの人

は私のことを吉良清一の趣味は何か知っとるかいと、

吉良清一の趣味はね、選挙だもんなと。特技は何か

知っとるといったら、特技は落ちることだもんなという

ふうにからかわれておりました。

　そういうことで、私は本当にこの草原の水量を守る

と、このために村長になったようなもので、今いろんな

取組でしっかり頑張っております。私は、講演するほど

知識が豊富ではありませんので、地元の水分量など現

状をお話ししようと思って、この役を引き受けました。し

ばらくの間ですが、よろしくお願いします。

　それでは、早速、話に入っていきますけれども、話の

内容は、この画面のとおりで、途中に私の持論あたり

も少し述べさせていただきたいと思います。最後に、村

で作ったビデオがございますので、それをご覧いただ

ければと思います。

　まず、南阿蘇村の火入れ対象地は1,500ヘクター

ルございまして、27の牧野があります。うちの牧野の特

徴としましては、こっちの北側と比べまして急斜面が多

いということ、それから、谷が深いということがうちの

特徴だと思います。そのために輪地切りなどはとても

苦労しますし、また、放牧牛を見つけにくいという、そう

いう苦労もございます。そして、平成28年に３つの牧野

が中止をいたしました。原因は、これは慢性的なもの

なんですが、高齢化、あるいは担い手不足、また、火入

れ責任者の、これは区長さんなんですが、その責任が

大変重いということが原因です。死亡事故が28年に

発生しまして、区長さんが死亡事故の後に事情聴取と

か、あるいはいろんな事故後の手続とか、また、遺族へ

のお見舞いとか、ものすごくご心労をされております。

火入れ責任者についてはまた後ほどお話ししたいと

思います。

　そして、これは同じく28年に起こった熊本地震です。

牧野のあちこちでこういう牧道が被災を受けまして、２

つの牧野組合で野焼きを中止しております。

　これから再開に向けた取組ということを簡単にご説

明しますと、南阿蘇村と牧野組合、熊本県で連携協定

を結びました。真ん中にいらっしゃるのが白川牧野組

合の組合長さんです。白川水源の上辺りが野焼きが中

止されておりますので、そこら辺からまず復活したほう

がよかろうということにしました。村と熊本県で予算を

組みまして、防火帯の整備等を行いました。その白川

地区でも集会をして、野焼きの再開について議論が

あったんですが、野焼きの再開についても疑問視する、

つまり無理やりせんでもいいんじゃないかという意見

もありましたけれども、その中央の後藤区長さんの強

いリーダーシップで、野焼きは何としてもせないかんと

いうことで、再開することができました。

　火入れ責任者をですね、区長さんから村長、私とい

うことにしました。区長は現場の監督者。それから、こ

れまで区長が申請をして村が許可するという許可制

度でしたけども、これも届出だけでいいという届出制

にいたしました。

　重機により白川牧野を早朝、総延長で20.7キロ

メートル、800万ぐらいかかったと思いますが、整備を

いたしました。それによって、今年の３月に、これは野

焼きの様子ですが、４年ぶりの野焼きでしたので、多く

のカヤがあって、もうそれはそれはすさまじいほど、恐

ろしいほど燃え上がりました。

　これは５月の写真ですけれども、野焼きをしたところ

が緑色になっているかと思います。途中に防火帯があ

ります。中腹ほどには保安林がございます。

　これは、ちなみに私が朝に写真を撮ったんですが、

３月です。雪が降ったところが白くなっていますが、野

焼きをしたところは、野焼きをすれば草がありません

ので、もう地面に直接雪が積もります。ですから、こうい

う具合に白くなります。白くないところは、野焼きがして

いないところです。

　私の持論を少し話しますと、左が野焼きをしない場

合、右が野焼きをした場合で、梅雨の時期がですね、

梅雨は雨が降るわけですから、野焼きをしたところは

草が生えていますので、雨が、先ほど島谷先生の話に

もあったように、雨が地下に浸透します。しかし、左側

はススキがありますので、いわゆるかやぶき屋根状態

で、恐らくほとんど地下には浸透せんで、カヤを伝って

下に流れ下っているのではないかというふうに考え

ます。

　皆さん、水収支ってとっても分かりにくいんですけれ

ども、阿蘇のカルデラを一つのおけみたいに考えて、

上から降ってくるのが１年間に3,629ミリの雨が降っ

てきています。これシミュレーションで出てきたものな

ので、この辺の蒸発量というのはいろんなところの平

均になっています、建物とか水田とか山とか。大体その

うちの463ミリぐらいが蒸発していくよと。土の中に

2,600ミリぐらい入って、土から2,500ミリぐらい出て

きているということが分かります。蒸発するので、それ

が155ミリということで、地下水から７ミリ、それほど大

きな値じゃありません。地下水、つながってはいますけ

れども、ボリュームとしては大きい値ではないと。１年

間に3,000ミリぐらいの水がカルデラから下に出て

いっていると。

　これ非常に重要なのは、そのうち、3,000ミリのち

2,500ミリぐらいは１回土の中にもぐってゆっくりと出

てきているということです。ですから、洪水のときに出て

いっているのが大体500ミリぐらいということで、これ

は非常に、日本の川の中では大体洪水のときに出て

いく水の量とふだん出ていく水の量が１対１ぐらいだ

と言われているんですが、阿蘇の場合にはカルデラが

あるせいで非常にゆっくり水が出ていっていると。だ

から、下流の洪水も草原とか水田の涵養とかによって

減らしていると。だから、１回雨が降っても水が染み込

んでいきますので、それがゆっくりと湧き水という形で

出ていっているということになります。

　それで、大体の量は出てきたんですが、大体、阿蘇カ

ルデラから流出する白川の流量は年間７億トンと。そ

のうち大体１億トンぐらいが白川の中流域で、農地で

地下に浸透していると言われていますので、阿蘇カル

デラの中に降った雨のうち、１年間に約１億トンぐら

いの地下水は熊本市の地下水として供給されていると

いうことが大分明らかになってきました。ですから、今

まで定性的には言われていたんですが、こういう現象

は、一つは外輪山の草原は福岡の筑後川はじめほか

の地域の水の資源として非常に重要な役割を果たし

ていると。阿蘇カルデラから熊本に関しても、カルデラ

に降った水もちゃんと地下水を涵養するのに役立って

いるということが明らかになって、やっぱり草原を守る

ということは、非常に大きな水資源、九州北部の水資

源を守るのに非常に重要であるということが明らかに

なりました。

　私たちは、先ほどもちょっとお話ししましたように、

創造的復興と地域循環共生圏をどうやってくっつけて

いくかという研究をしています。私たちが考えている創

造的復興というのは、地域の資源の価値を創造する、

再発見する。社会的な課題を踏まえて再発見する。そ

れこそが創造的復興であると。価値創造こそが創造的

復興であると。

　草原の場合は、先ほど言いましたように、今までい

ろいろなことが言われていますが、特に今回の研究で

は、水資源の供給機能が非常に大きいということが明

らかになったと。防災機能もあるということも明らかに

なったということであります。

　そういう価値を創造して、今度は福岡や熊本市の水

資源として価値を共有する必要があります。有明海に

対しても、阿蘇は有明海の恋人というようなですね、そ

ういうフレーズを共有する必要があると。そういうこと

によって、都市からの資金だとか漁民からの応援だと

か、そういうふうな価値を認識することによって、さらに

いろいろな共生圏からの関わりが来るというふうに考

えています。

　また、今日ちょっとお話ししませんでしたが、どう

やって自律分散型の社会をつくっていくかというときに、

草原をどうやって維持するかというのは非常に重要な

ポイントになります。それについてもいろいろ、どういう

ふうにして管理すればいいのか、集落の主体力を形

成するにはどうすればいいのか。水源涵養保安林を

水源涵養保安林野というような水資源の涵養がある

草原を水源涵養林と同等のものとして位置づける必

要があるだとか、そういうことを今考えながら研究を

行っています。

　以上で私のお話を終わらせていただきます。どうも

ありがとうございました。（拍手）。

○司会　島谷先生、ありがとうございました。貴重なお

話をありがとうございます。

　それでは、ただいまの島谷先生のお話の中で、時間

の関係上、お一人だけご質問等ございましたら受けた

いと思いますが、どなたかいらっしゃいますでしょうか。

よろしいですかね。

　後でですね、島谷先生のほうにはパネルディスカッ

ションのほうにも参加していただきますので、またそ

れも併せてご質問等ありましたらよろしくお願いいた

します。

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　どうもありが

とうございました。

○司会　それでは、ありがとうございました。（拍手）

②南阿蘇村の草原管理の取り組み

○司会　続きまして、お二人目です。南阿蘇村村長の

吉良清一様にお願いしたいと思います。

　南阿蘇村は、平成31年度から水源涵養機能の保全

ができないような集落については、村で、例えば消防

署とか消防団員、あるいは警察官のＯＢさんたちで専

門のプロのチームをつくって、土日に計画的に野を焼

いていけば、かなりの面積をカバーできるのではない

かと思って、今、計画中です。

　それと、最後はですね、野焼き目的の認識の改革と

いうことを訴えております。これまで野焼きの必要性と

いうのは、例えば景観の維持だとか、あるいは病害虫

の防止とか、そんな目的で野焼きをやっておりました

けれども、それだけでは住民に、農家がもう野焼きはそ

れぐらいのことだったらもうやらなくてもいいんじゃな

いかと、そしてまた、地下水は森が育むという考え方が

ほとんどで、草原をそのままに放置すれば、やぶ化して、

山林というか、山林になるから、それでもいいんじゃな

いかと。森が育むという考えがありますからですね、野

焼きはそんなに無理してやらなくてもいいんじゃない

かという考えがありますので、その考えを少しずつ変え

ていかなければ、野焼きの存続は厳しいなというふう

に思っております。

　ですから、野焼きの目的は、もう水源保全と。特に南

阿蘇はそうなんですけれども、熊本市内の地下水の保

全に草原は大きく貢献しているということをしっかりこ

れからも訴えていきたいと考えております。

　大体、私の言いたいことは終わりまして、このビデオ

をですね、ユーチューブにもあります、阿蘇の地下水が

見られるというのをですね、これをちょっと流したいん

ですけれども。

（ビデオ視聴）

　阿蘇の地下水を未来へ。

　熊本は古くから水の都と呼ばれ、その中でも熊本市

は水道水減の100％を地下水だけで賄っているとい

う世界一の地下水都市とも呼ばれています。それには、

阿蘇のたくさんの湧き水が関係しています。なぜこんな

に水源となる湧水が多いのでしょうか。

　これから紹介する４つの条件と阿蘇の人々の暮らし

が深くつながっています。

　１つ目は阿蘇の地形です。阿蘇は、ほとんどの地域

で年間の降水量が3,000ミリを超える、全国的に見て

も非常に雨の量が多い地域です。火山の噴火活動で

できた大きなくぼみのことをカルデラと呼びます。この

広くて深いカルデラは、たくさんの水をためる役割が

あり、阿蘇は九州の水がめとも呼ばれています。

　２つ目は地質です。火山の噴火活動によって水を通

しやすい層と通しにくい層ができました。このことに

よってより多くの水が地面に染み込み、長い年月の間、

地中にためることができるのです。そして、この幾つも

の層は天然のフィルターとなり、きれいな湧き水を生む

のです。

　３つ目は水田です。もし水田がなければ、雨は川に

流れ、すぐに海に流れ出てしまいます。その一方で、水

田は雨水の多くを地下に浸透させます。また、大雨のと

きにはたくさんの雨水をためることができるため、天然

のダムとも呼ばれています。

　最後は草原です。阿蘇の草原は、地下水を育む力が

とても優れています。それはなぜでしょうか。森林に雨

が降ると、雨水が葉や枝で遮られるため、地面の染み

込む量は少なくなります。しかし、草原に雨が降ると、

地面に届く雨の量が多くなり、その分、地面に染み込む

量も多くなるのです。また、地面が吸収した水の一部は、

植物の根や葉を通して蒸発します。蒸発する水の量は、

森林に比べ草原のほうが少なく、同じ雨の量でも草原

のほうが地面に染み込む量が多くなるのです。そして、

何よりこの草原の維持に大切なのは野焼きです。野焼

きにより枯れ草がなくなり、新たな草原に生まれ変わり

ます。そして、その草原は、より多くの雨水を染み込ませ

ることができるようになるのです。このように主に４つ

の条件が重なって、たくさんのきれいな湧き水が生ま

れているのです。

　阿蘇の暮らし。

　古くからの阿蘇の人々の暮らしにも湧き水を守るの

に大切な役割がありました。阿蘇では昔から赤牛と共

に暮らしを営んできました。赤牛は、冬の間は牛小屋

で飼われ、春になると水田を耕します。そして、田植が

終わる夏には草原へ放牧されます。冬になると、赤牛

に草原の草や稲わらを与え、堆肥を作り、その堆肥を

水田に返します。こうした営みにより、阿蘇の稲作は維

持され、豊富な地下水を生む水田が保たれてきました。

草原と畜産の関係はヨーロッパでも見られますが、草

原、畜産、稲作、地下水が関係しているのは、世界でも

まれで阿蘇ならではの高度な循環システムとも言える

のです。

　ここ阿蘇では、このような地域循環が1000年以上

も続いてきました。世界の中でも安全に飲める水があ

るというのは、まさに宝とも言えます。自然と人との共生

によって守られてきた阿蘇の自然、地下水、これからも

みんなで守り、育てていきましょう。

○南阿蘇村村長（吉良清一）　これで終わります。

　最後にふるさと納税ということをちゃっかり言って

おきまして、これらの草原や水源を守るために、ふるさ

と納税で頑張ってお金を集めようかと考えています。

　それでは、拙い話でありましたが、これで終わりたい

と思います。ご清聴ありがとうございました。（拍手）

　下はですね、草原の雨量を表したものですが、右側

の野焼きをした場合は、先ほど言いましたように、秋は

茶色になって、それが野焼きをしたら真っ黒になりま

す。真っ黒になった後に雪が降れば白くなって、雪が

解ければまた黒になる。そして、野焼きをしていますの

で、一斉に新芽が湧きますので、もうほとんど一瞬、一

瞬といいますかね、短い時間に緑色に変わります。そ

して、そういう色の変化が野焼きをすれば、１年で色の

変化も楽しめるということが言えると思います。

　これは、ちょっと字がたくさんありますけれども、左側

が草原です。右側が未整備の保安林です。一番上に地

下水の保全能力とありますけれども、これも先ほど島

谷先生が話されたとおりですが、この図はですね、今

年の春に環境省さんが阿蘇の草原を見られるという

たしかチラシを作られていると思いますが、その中に

示された図です。もともとこれは20年ほど前にツカモ

ト先生という、東京工大と思いますが、その先生が20

年前に調整されたのを環境省さんが初めて、今回初め

て堂々といいますか、堂々とチラシに載せられました。

恐らく私が思いますに、森林と書いてありますので、農

水省、林野庁の森林増加に配慮して、この図が表に出

されなかったんじゃないかというふうに思います。初

めてですね、今年の春、これが環境省のパンフレット

に載りましたので、私はこれを積極的に使うことにして

おります。これほど草原のほうが地下に浸透する水の

量が多いということが、これを見れば一目瞭然だとい

うふうに思います。

　そして、２番目は、先ほど環境省の山下さんのほう

から話があったとおりです。ＣＯ２の吸収能力が割と知

られておりませんけれども、土壌中に有機物がたくさん

草原はありますので、炭素を固定しているということか

と思います。

　次は、大雨時の土壌を流出するから、大雨時の災害

はご覧のとおりです。大雨時の災害は、今全国各地で

洪水時の流木被害出ておりますけれども、これもやは

り整備をしていない森林の流木被害だというふうに思

います。

　それと、生物の多様性もご覧のとおり、それから、生

産性、利用効率につきましては、草原は毎年、野焼き、

放牧、そして採草と、毎年リセットがされますので、生産

性が高いと思います。農業との関わりは、草原は飼料

とか、堆肥の資材とかなっております。また、経済効果

につきましては、観光資源は草原の風景などがありま

すし、右側の中央火口丘、特に阿蘇ジオパークがあり

ます中央火口丘の保安林というのは、火山灰とか、あ

るいは火山ガスとか、そういうことで非常に育ちが大

分悪いことから、中ではもう既に枯れていって、保安林

の機能を有していないというふうなところもあります。

我々は地元では、あれは保安林ではなくて、不安林だ

というふうに言っております。

　それと、景観は先ほども申しましたように、草原はも

う四季折々の景色が楽しめます。また、文化的景観に

つきましては、阿蘇の草原は、平成29年だったと思い

ますが、国の重要文化的景観に指定を受けております。

それほど文化的景観にも優れているということで、これ

は高橋佳孝先生にアドバイスを受けながら、この表を

作りました。まだこれに漏れていることがあるかもしれ

ませんが、これほど草原は優れているということがお

分かりというふうに思います。

　これからの取組としましては、今年の春、950ヘク

タールで24牧野組合が実施しております。ただし、依

然550ヘクタールはまだ未再開となっております。それ

で、牧道や恒久防火帯の設置を進めたいと考えており

ます。しかしながら、これを見てもらうと分かりますが、

民有林との下のほうの防火帯はあまり傾斜がありませ

んので、そんなにお金もかかりません。ところが、上の

保安林との境の防火帯は急峻で、工事の人ももう

ちょっと考えないかんなというぐらい危険な場所も

あったそうで、上の防火帯を造るのは物すごいお金が

かかるということであります。保安林を何とか解除して

いただけないかということを再三、県の農政などにも

言っておりますけれども、なかなかハードルが高くて、

なかなか解除は難しいと、１ミリたりとも保安林は譲ら

ないというような、本当に強い姿勢が見られます。です

から、解除が無理なら、杉、ヒノキじゃなくて、火に強い

クヌギとか、そういう樹種を変えるという方法はどうか

ということで繰り返し繰り返し提案しています。

　そして、３番目に人手の確保ですけれども、やはり畜

産農家、特に放牧農家を増やしていかなければなりま

せん。放牧はいろいろ大変な面もありますので、今、牛

にセンサーをつけて、バーチャルフェンスといって、パ

ソコンでの架空の線で、そこに牛が通れば、そのセン

サーがびりびりとして、牛がそれ以上進めなくなります。

いわゆる架空のフェンスですね、パソコン上の架空の

フェンスから先には行かせないということが今年、福

島県で実証実験をやっておりますので、それをちゃん

と見て、うちも近い将来に導入を計画しております。２

つの牧野組合で実証をやろうという今計画をしており

ますので、そして、簡単に放牧ができるようになれば、

畜産農家も増えるというふうに思います。

　それから、ボランティアの皆さんが協力をいただい

ておりますし、専門部隊と書いておりますのは、野焼き

分かると思いますけれども、この牧野組合、東部のほう

に位置しています。滝室坂、57号線から箱石峠、265

号線の間を位置するところで、面積が430ヘクタール、

標高は約600メーターから900メーターあります。外

輪山内側は急傾斜で、上部は比較的緩やかな地形と

なっております。

　この道路線の部分ですね、こちら側が大分のほうに

水が流れていきます、大野川のほうにですね。そして、

こちら側が黒川や白川につながっております。阿蘇の

東部として、私の牧野は箱石という国土地理院の地図

にも載っている有名なところがありますし、もう一つ、こ

こに人の顔をした岩がありますけれども、国道265号

線沿いには人の顔をした岩も見られます。

　そして、こうした景観が見られますけれども、これは

野焼きの後ですね。ここはもう大野川水系の源流とな

る水の流れとなるところです。

　こちらは放牧の状況です。この中がやっぱり大野川

の水系になります。

　道のこちら側になるところを黒川、白川のほうに水

が流れていくというようになります。

　うちのほうの牧野では、特に今、32名とこれ書いて

ありますけれども、現在は30人になりました。最初、こ

の牧野組合がスタートした時点では100戸以上あっ

たんですけれども、私が入った頃は98戸の農家があ

りました。大体200頭以上の牛を飼っています。しかし、

年間放牧は70頭ぐらいで、草の利用もなされています

けれども、自分たちでは使い切れないくらいです。主な

活用としては、草原の維持というのが大切ですから、

野焼きとか、それから草刈りをやって、草原を維持する

こととか、最近は子供たちに野焼きの体験とか希少生

物の保護などの啓発なども行っております。それから、

野草堆肥で作った野菜を作って、啓発普及に励んで、

いろんなところに発送したりとかも取り組んでいますし、

カヤの出荷等も行っております。

　また、観光利用として、特に、私は普通、農家ですか

らなかなかできないんですけれども、牧野の中のいろ

んな宝物をぜひ皆さんにも知ってほしいということで、

牧野ガイド事業というのに取り組みました。ここでしか

ないものを楽しんでいただきたいと思って、まず、自転

車で草原の中を、牛がいないときに走り回ることがで

きる、そうしたことを取り組んだり、そのためには防疫

対策もしっかり取らなくてはいけませんので、石灰とか

クエン酸を使った消毒もして、いろんな外来種子とか

そういったものを持ち込まないような工夫をしながら、

遊び、学び、そして感動を味わうような、そういう体験

なども行っております。

　もちろん自転車だけではありません。トレイルウオー

クと言って、人々が歩いて草原を楽しんでいただくとい

うことは、ただ歩くだけじゃなく水がどのように流れて

いるかとか、そこにある希少植物、どんなものがあるか

とか、そういったものをなぜ保護するか、なぜ守ってい

かなくちゃいけないかということ、そして、阿蘇の草原

を通して、より多くの人々の心を癒すことができるとい

うことを訴えております。

　阿蘇には、大体年間180万以上の人たちが観光に

お見えになるそうですけれども、そうした人の一部でも、

私どもの牧野を通して、そうしたことを知っていただい

て、草原の大切さ、そうしたことを少しでも伝えられば

と。その他からものを後世に残せるようにしたいなと

いうふうに思っています。それで、こういう取組をやっ

ております。

　これからは、観光利用としての牧野ガイド事業でと

いうのは、今後、阿蘇地域のほかの牧野でも持続的な

維持管理に生かしてもらえるようにモデル化し、口蹄

疫などの疫病対策の情報共有とともに、牧野間の連携

を図っていきたいと思っております。現在、ほかにも、自

分のところでもやりたいという申込みがありますので、

先進事例じゃないですけれども、どの組合でもできるよ

うに支援できたらと思っております。

　それと同時に、地元の商工会や観光業ともタイアッ

プさせることで、地域の活性化にも寄与できるような取

組を発表させたいと考えております。

　こういった人たちは、私がガイドとして養成した人

たちですので、私が忙しくても、これらの人たちがガイ

ドとして活動できるようにしています。ガイドの申込み

は、道の駅阿蘇に申し込んでいただくと、こうしたガイ

ドさんたちを紹介してもらうことができます。トレイルウ

オークで大体基本ですね、二、三時間のガイドで１人

頭大体3,000円ぐらいの徴収をしております。1,000

円を牧野の維持管理に還元できるように取組をしてお

ります。また、自転車の場合は、そのガイドさんが自分

で値段を設定して、1,000円だけは牧野に還元できる

ようにやっております。現在までに300人以上の方が

観光を楽しんでおられます。

　本来は、オリンピックのときもより多くの人が来られ

る予定だったんですけれども、残念ながらコロナ禍で

活動ができない状態に置かれていました。これからさ

らにこういうのが改善で来たら、続けていきたいなと

いうふうに思っております。

　以上です。

○コーディネーター（坂本　正）　どうも市原さん、あ

りがとうございました。

場代だとか温泉だとか来たときのどうやって頂くのか

というのが大変大きな課題でございます。今日は幾つ

か問題提起もいただきましたので、実現可能な話をぜ

ひ進めていただきたいというふうに思います。

　次は、今日、講演のほうも大変ありがとうございまし

た。島谷さん、１時間ぐらいかかるのを20分ぐらいで

圧縮していただいたんで、やや欲求不満じゃないかな

というふうに思いますけれども、吉良さんの話を伺って

みると、島谷さんの話、重なりますよね。非常にエビデ

ンスというか、今まで言われていた九州の水がめ、福

岡に行ってもそういう話するんですが、筑後川だけ

じゃないと。もうもともとは阿蘇なんだよ。なかなか伝

わりにくいです。熊本市の世界で一番の地下水だと言

いながら、阿蘇の水が染み込んできて湧き出るんだと

言いながら、言いながら、恩恵は受けていますけれど

も、じゃ阿蘇をどうするかって、なかなかそういうふうに

いかない。今日は環境保全だけの問題ではなくて、価

値の創造として、今までのそうだなといったものをちゃ

んと再発見した、保全活用した、防災機能もやっていく

とですね、これからまだ新しい価値が生まれると、都市

圏を巻き込んでいくんだ。今日、最後に言われたところ

をやっぱり今度の課題としてぜひ強調していただきた

いことをお願いしたいと思います。

○パネラー（島谷幸宏）　この研究を始めるときに、い

ろいろお話を聞きにいって、やっぱり、草原が水資源

の涵養機能が森林より大きいことが明確に証明されて

いないんだよというのをすごく言われてですね、そこを

やっぱりターゲットしないといけないということで、今

日ちょっとお話ししたのは、樹液流計という草の木の

中を流れる水の量を測っているんです、実際に。それ

でどれくらい空中に水が出ているかというのが直接、

最近、センサーの技術が発達しまして、10年前にでき

なかったのが今はそうやって直接、どれぐらい植物が

水を空中に吸い上げているか測れるようになったんで、

それをちょっとやってみましょうということで始めたん

です。

　今日は、吉良さんがお話しになったのは、遮断蒸発

というやつで、１回、土の中に水が入って、それで植物

がどれぐらい利用するかという話なんです。もう一つは、

葉っぱなんかに降った雨が途中で蒸発してしまうとい

う２つの現象があって、その両方とも草原のほうが小

さいというのが分かっているので、だから、先ほど示さ

れたのと私が言ったのを２つ足したよとなるので、本

当はもうちょっと何百ミリ、今日、私100ミリと言ったん

だけれども、もっと大きい数なんですね。

　そういうことをいろいろ研究しながら、また、創造的

復興とは何かというのをすごい考えたんです。熊本県

で地震が起き、熊本地震があって、うちも熊本市内な

んで、その周りがもうみんな７割ぐらい被災してですね、

全半壊になって、何となく創造的復興というと、新たに

何かを創造するような、そういうイメージがあったん

だけれども、いろいろ研究してみると、やはり草原を守

ることこそが創造的復興なんですね。水源を守ること

こそが創造的復興なんだけれども、じゃ創造って何か

というと、価値を創造することなんです。今まで上手に

守れていなかったものに対して、もっと新たな価値が

実際にはあるんだけれども、見えていない価値を見つ

けたり、そういうことをやることによって、次の世代につ

なげる夢のある価値を創造して、それは自然を守り、

例えばもっと、私は草原をもっと増やしたいと思ってい

るんですけれども、そういうことをやるのが創造的復興

だと。

　それを環境省さんが言っている地域循環共生圏と

いうなかなか分かりにくい計画なんですけれども、地

域を育てて循環型社会をつくりながら、地域の中だけ

で自立するのがなかなか難しいので、ほかの地域と共

生しながら、できればこういう阿蘇みたいなところは

大都市圏と共生しながら、その大都市圏に当然恵みを、

水の恵みとかいろんな恵みを与えているので、それに

対するお返しをいただきましょうという、そういう考え

方なんですね。そのためには新しい価値を創造し、そ

の創造した価値を共有しないと絶対駄目ですよ。先ほ

どの話でもあったように、どうやって価値をこれからみ

んなで共有していくか。だから、できれば、有明海の人

に来てもらって、ここに大漁旗がね、阿蘇の草原に大

漁旗がはためきね、ああ私たちの草原はこうやって海

ともつながっているんだというのが何か目で見えるよ

うな風景ができるとか、そういうことが次の時代に何か

夢をもたらすんじゃないかなと。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうございま

した。

　今のお話の中で、やっぱりみんな気持ちで分かって

いるんだけれども、価値の創造とかね、新しく物をつ

くっていく、何かないものからつくっていくのは物すごく

大変だと思うんだけれども、今あるものの価値を認識

する、これがもちろん大事なことですよ。認識したら、

次に未来につながっていく。言葉は固いけれども、要

するに今やっていることを子供や孫につなげていって、

今の生活を守っていくということは、福岡の都市圏を

守り、有明海を守り、熊本市を守ることだと。今までは、

そんなこと意識しないで自分たちのなりわいでやって

いたけれども、そういうもんだということをみんなが共

　特に観光ガイドのところでは、ずっといろんなことを、

希少生物、植物だとか見ていただいて、水の話をして、

それで、そこのことを理解していただくというのは大変

すばらしい活動だと、観光とセットになっておりますけ

れども。それを含めて今後の課題というのをまた次回、

次の回にお伺いしたいと思います。

　じゃ次、三宅さん、お願いします。大体、若いですよ、

この中でもね。力あるし、エネルギーあるし、もうこれ

からの阿蘇のこういう課題はもう全部引き受けるとい

うような熱意で今日来ていただいております。今日はど

うも大変ありがとうございます。いろいろ注文が出ると

思いますが、どうぞよろしくお願いいたします。

○パネラー（三宅悠介）　ありがとうございます。環境

省の阿蘇くじゅう国立公園管理事務所、三宅と申します。

よろしくお願いいたします。

　私たちの事務所、この阿蘇市内にありまして、黒川

に事務所があって、大体職員10名ぐらいおります。何

をやっているかといいますと、この関係でいきますと、

草原再生の協議会の運営ですとか、そういった草原

再生の活動に取り組んでいます。それから、国立公園

ですので、阿蘇とくじゅうの国立公園の管理ということ

で、開発の規制をしたりですとか、生態系の保全をし

たりですとか、そういった仕事をしています。

　それからあと、最近は観光振興にも力を入れていま

して、特に政府全体としてインバウンド観光を推進して

いこうという中で、国立公園もですね、そういったイン

バウンドにも貢献していきたいと、そんなようなことも

やっておるような組織になっています。

　それで、今日はこういった場にお呼びいただきまし

てありがとうございます。坂本先生からご紹介いただき

ましたけれども、我々のほうもこの地域にある事務所と

して精いっぱいやることはやっていきたいと思ってお

ります。

　島谷先生、吉良村長からもお話しいただきました。

ありがとうございます。草原再生の活動は2005年から

スタートしています。2021年ですので、もう少しすると

20年かなというようなタイミングになっています。これ

までは地域の農家の方々の活動をどうやって支援して

いくかということで力を入れてきたんですけれども、今、

第３期の全体構想というのをつくっておりまして、それ

の大きな柱としては、なかなか産業だけで草原を維持

していくのが難しいような状況になっている中で、公益

的機能と少し難しい言葉ですけれども、産業だけでは

なくて、広く一般社会にも草原は役立つんだと、こう

いったような中で草原を維持していくと。一番分かりや

すいのは吉良村長からご紹介いただいたような、自治

体が火入れ責任になって野焼きするとかそういったこ

とだと思いますけれども、そういったことにこれから力

を入れていきたいと思っています。

　そういった中で、今日のお話ですね、有明海とつな

がっているとか、あるいは自治体のほうで火入れを積

極的にやっていただけるとか、草原再生にとっても、こ

れから新しい展開を考えていく上で、非常に重要なご

指摘をいただいたかなと思っていまして、また草原再

生協議会のほうでも今日のお話を受け止めて活動し

ていければというふうに思っておるところです。

　それから、市原組合長から観光利用の話をいただ

きました。我々国立公園を管理しておりまして、全国に

34の国立公園があります。この中には、九州の管内で

いけば、例えば屋久島も入っておりますし、それから知

床とか小笠原とか、世界自然遺産に登録されているよ

うなところも、この34の中に入っています。また、富士

山とか日光ですとか、いわゆる温泉とか自然が豊かな

観光地というのは大体34国立公園の中に入っている

んですけれども、あと、くじゅうもその中に入っています。

　皆さん、阿蘇くじゅうって国立公園の中でどれくらい

人が来ているかというイメージをお持ちですかね。実

は阿蘇くじゅうというのは、大体1,600万人ぐらい年

間利用者来ていまして、これは34の国立公園の中で

見ても上から５番目なんですね。日本全体で見ても、こ

ういった自然を生かした地域という中では、お客さん

が多く来ているエリアになっています。

　冒頭に紹介があったとおり、その中に来たお客さん

の８割ぐらいの方がですね、この中でも草原、阿蘇の

中で草原がやっぱり一番すばらしいというような回答

をされています。なので、草原というのは非常に観光に

とっても魅力的な資源であって、地域の外の人たちか

ら、どうやって草原の維持に協力してもらえるかという

のが今日のテーマの一つでもあると思うんですけれど

も、そういったときに、やっぱり観光の方に一部ご協力

いただく、市原組合長からご紹介いただいたように、

1,000円を草原の保全に還元するということもそうで

すけれども、最近ボランティアツーリズムとかもややは

やっておりまして、そういったボランティアでツーリズ

ムとして来ていただくとか、そういったことも含めて、地

域の外の力をこれからもっと活用していけるとよいの

かなというふうに思いました。

　私からひとまずコメントさせていただきました。あり

がとうございます。

○コーディネーター（坂本　正）　どうもありがとうご

ざいました。

　とにかく外からというのが結構難しくてですね、駐車

○司会　吉良村長、貴重なお話ありがとうございま

した。

　それでは、会場から１名だけですね、ご質問やご意

見ございましたらお願いいたします。挙手をお願いし

ます。

　一番後ろの方。

○参加者　私は熊本市民なんですけれども、先ほど野

焼きの意味を、草原を新しくして虫を殺すとか、景観を

守るとか、そういう趣旨で理解している熊本市民という

か、熊本県民と言っていいと思う、たくさんいらっしゃ

ると思うんですよ。その水源保全のためだということに

変えていかなくてはいけないというお話があったと思

うんです。私はそれとても共感するんですけれども、具

体的にどういう方法が一番手っ取り早いと考えられる

か、もしお考えがあればお聞かせいただければ。

○南阿蘇村村長（吉良清一）　ありがとうございます。

　まずは、うちの農家あたりもですね、実際、野焼きを

している農家あたりもそれを知らないということです

ので、まずその辺から、区長さん、区長会では定期的に

こういうことを述べますし、牧野組合が集まるときもそ

ういうことを言っております。また、今年の１月には全

戸に阿蘇の世界文化遺産を目指してというチラシを

作成し配布しました。阿蘇の地下水はこういう具合に

して育まれているということを機会あるごとに言うよう

にしています。

　とにかく草原のほうが地下水涵養能力は高いという

ことをこれまであまり言われてきませんでしたので、こ

れを強くこれからも機会あるごとに訴えていきたいと考

えております。

○司会　よろしいでしょうか。ありがとうございました。

　それでは、ここで、また吉良村長のほう、後でパネル

ディスカッションのほうにもご登壇いただきます。あり

がとうございました。（拍手）

　では、この後、パネルディスカッションに移りますの

で、少し会場の準備をさせていただきます。お手洗い

等ございましたら、皆様、この時間にお願いします。

３．パネルディスカッション

○司会　では、お待たせいたしました。

　それでは、パネルディスカッションに移りたいと思い

ます。

　冒頭の趣旨説明と２つのご講演を踏まえて、阿蘇草

原再生、新たなステージへ～草原の恵みを守るため

の仕組みづくり～をテーマに進めていただきます。

　ここで、ご登壇の皆様をご紹介させていただきます。

　今回のパネルディスカッションコーディネーターと

して、阿蘇草原再生千年委員会委員長の坂本正様、パ

ネラーとして、先ほどご講演いただきました熊本県立

大学特別教授の島谷幸宏様、南阿蘇村長の吉良清一

様、阿蘇市町古閑牧野組合長の市原啓吉様、環境省

阿蘇くじゅう国立公園管理事務所所長の三宅悠介様、

以上になります。どうぞよろしくお願いいたします。

　ここからは、コーディネーターの坂本先生に進行を

タッチしたいと思いますので、先生、よろしくお願いい

たします。

○コーディネーター（坂本　正）　坂本でございます。

　今日は、本当にコロナの厳しい中でございます。限

定的な人ということで、皆様方、今日お集まりいただき

まして、どうも大変ありがとうございます。

　今日はもうテーマもはっきりしていますように、今、

阿蘇、我々はですね、千年委員会世界文化遺産登録

に向けて今活動しているところでございまして、暫定リ

スト入り間近、と言うと誇大宣伝になるかもしませんが、

その暫定入りを目指して今やっている最中でございま

す。その中で一番コアになるのは草原ということです。

そして、九州の北部ですね、この阿蘇の水がめの役割

というのは非常に大きいと。今日その水がめの話をし

ていただいたわけですけれども、有明と福岡都市圏、

非常に大きな流域ですね。有明のノリを支えているの

もこの阿蘇の水だ。このカンデラが水をためているこ

とで、熊本市の世界一の地下水の源流になっているわ

けでございますし、その途中につながる水源が我々の

生活を守っている。それは災害からも大きな役割を果

たしている。その恩恵の部分を話していただきたいと。

当然これは、草原に行って楽しむ、観光客の人たくさん

いらっしゃるわけですよ。観光客の人にもぜひ、たくさ

ん水源がございますが、この水源と阿蘇はつながって

いるんだと、そういうことも分かってもらえればなとい

うことでございます。

　今日はもう既にお二人にご報告をいただいておりま

す。順番は、まず、市原組合長、それから三宅所長、島

谷教授、吉良村長という形で順番でやらせていただき

ます。あとはさんづけでいたしますので、よろしくお願い

します。

　市原さんも大変ご活躍でございまして、また、今日も

お忙しい中、引っ張り出して大変申し訳ありませんけ

れども、今日もガイドのことであるとか、新しい活動を

含めて、水資源の取組もございます。どうぞよろしくお

願いいたします。

○パネラー（市原啓吉）　私も牧野組合ですね、熊本

県北部、阿蘇の一番東側のほうに当たりますけれども、

一の宮町坂梨地区というのがあります。見ていただくと

が湧いているんだと、そういう認識がほとんどです。も

し仮に阿蘇に人が住んでいなくて、水田や草原がなく

て森だった、森林だったとすれば、恐らくこれほどの水

は湧いていないだろうというに思います。

　熊本県とか熊本市のホームページを見てみますと、

熊本の地下水ということで検索してみますと、絵が描

いてあります、地下水の流れがですね。ほとんどは西

原辺りを降った水が地下に浸透して、あるいは白川を

流れて、それがまた菊陽町周辺で地下に浸透して熊本

市に湧いているという絵がほとんどです。阿蘇のカル

デラの中とか外輪山を多く、大門堰にも水が流れると

いうのは書いてありません。それはなぜかというと、そ

ういう研究がこれまでされてこなかったせいです。それ

で、もちろん島谷先生が今日言われましたように、何と

か阿蘇の草原なり水田のそうした影響、大きな貢献し

ているんじゃないかということをですね、今度、研究で

その辺のところが分かってきたということで、これまで

の図とは違った図が恐らく出てくると思います。そうな

れば、多くの方々に草原、水田の大切さがお分かりい

ただけるかと思います。

　こういう機会があるごとに訴えていかなければなり

ませんが、私が最近思っているのは、それとはまた別

に、それだけでは、ああそうだなで終わってしまう。あ

そうかで、それからアクションが起きないというか、何

かそういう気もしますので、今、熊本市の地下水が減

少傾向にありまして、うちの水源の10か所で、先ほど

市川先生のほうから、市川先生で調べてもらって、そう

すると６割ほどの水源では減少傾向にあります。白川

水源は１分か60トンと言われていますが、今40トンし

かありません。それより最も湧水量の多い竹崎水源は

120トンですが、そこは１/３に減っているというような

調査結果が出ておりますので、もう水源、草原が減って

いることが恐らく原因だということで、危機感を与える。

先ほど熊本市の方は……と思いますけれども、熊本市

の水はこれからもう減りますよと、減っていきますよ、こ

のままでは減っていきますよということをもう危機感を

多少与えるような報道というのも、そういうことを何か

変えてもらうというか、先生方からもそういう報告をし

てもらうとか。危機感を与えることも一つの手かなと、

最近はそういうことも思っています。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうございま

した。

　大都市、熊本市のほうですが、これ100年ぐらい

たって地下水が市内に来るんで、今足りるとか足りな

いといっても、まだ大丈夫だという、そういう楽観的な

議論もないわけじゃない。先ほどあったように、水の涵

養とかいろいろは、草原よりも、それは樹木のほうが多

いんだから放っておけという話も結構あるわけですよ

ね、潜在的に。しかも、草原も人の手が入って草原だと

思っていない人も結構、そうするといろんな意味での

理解が及んでいないところで、新しい価値をつくって

やっていくというのはなかなか大変だと思うんですけ

れども、吉良さんが７市町村の中の１人だとすれば、

やっぱり今日の話は、市町村の人たちで県のほうにこ

ういうことだと、まだまだ認識足りないよと。こんなこと

で世界農業遺産取れないよというのをぜひ言ってほ

しいと思うんですが、いかがですか。

○パネラー（吉良清一）　今おっしゃるとおり、これは

阿蘇郡の首長さんが同じ気持ちで同じ方向を向いて、

歩調を合わせなければならないと考えております。そ

の辺は首長さんの会合の中である程度の合意はでき

ております。保安林の改良あたりもですね、これは私だ

け言っても駄目ですので……

○コーディネーター（坂本　正）　保安林の解除はし

てほしいなと。

○パネラー（吉良清一）　いろいろ言っているんです

けれども、ただ、阿蘇のほかの自治体の首長さんと行

動を共にしてやっていきたいと思っています。

○コーディネーター（坂本　正）　よろしくお願いし

ます。

　市原さん、ずっと長年活動してきて、今、ガイドの話も

して、いろんな問題ご存じですよね。それでやっぱり水

源の問題で、水が減っているとか、そういう危機的な状

況もあるんですか。

○パネラー（市川啓吉）　草原のあった時代、つまり

私が高校生ぐらいのとき、その時分はですね、山がま

だこんな大きくなかったもんですから、滝がいっぱい

あったんですね。その滝がですね、今、木が大きくなっ

た現在、だんだん消えてきているんです、なくなってき

ているんです。草原がいかに大切かということは、私

はその高校生のときに学んだことが第一の出発点な

んですけれども、私が高校生のときは、阿蘇くじゅうで

有して、福岡の人も、有明の人も、熊本市の人も、阿蘇

の価値を一緒に分かってもらう、このことが大事だと、

そのことですよね。

　そのことで、もう一つ必要なのは、普通、水源だとか

なんかって、人が住んでいなくて、山の奥から出てきた

ものだというようなこと、阿蘇はカルデラで、これが人

が住んでいるわけですよね。これだけの大きな都市圏

なんで、この都市圏でやってきている水の涵養に依存

している生活、一部の都市と都市をつないでいる、そ

のあたりの関係はどうお考えですか。

○パネラー（島谷幸宏）　昔からここは野焼きをして

いたわけですね。それがたまたまススキだったわけで

す。とても水を節約すると思うんですが、そういうことが

あったからこそ、福岡都市圏にあれだけの人口が集

積できるということなんですね、実は。これがなかった

ら、福岡市はもう水資源ない都市ですから。

○コーディネーター（坂本　正）　全然ないですか。

○パネラー（島谷幸宏）　ええ、全然ないですから、あ

んな人口を養えないわけです。ですから、本来はもう

少し、阿蘇を拝むじゃないけれども、敬意を払ってい

いはずなのに、そこの価値づけができていない間にみ

んながもっと阿蘇をＰＲしてください、最も大切な九州

の山ですからね。そういう意味での価値づけを行うこ

とが、やっぱりこれから持続的にこの阿蘇を維持する

ためには重要じゃないかなと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　僕は後でまた市原

さんにも伺いたいし、吉良さんにも伺いたいんですが、

阿蘇に住んでいて、生活していてですね、だんだん担

い手も少なくなっている。阿蘇の野焼きも大変だと、今

一生懸命やっている。僕はこの仕事に関わったときに、

あと５年たったら大変だよと言われて、本当に大変な

時期だったんですよ。これからまた３年、５年後大変

だよ、何とか延びてきているんだけれども、高齢化はも

ういや応なしに来ますよね。都市圏の人が無関心であ

れば、なおのこと厳しくなる。そこの働きかけ、例えば大

漁旗が来るとかね、そういう話もいいし、ほかの自治

体の人たちとの関係もあるんですが、島谷さんは福岡

に住んでいて、熊本に来て、今、水と環境のことをずっ

とおやりになっていて、それで実家がこちらにあってで

すね、火の山、しかし、水がめとしての阿蘇はそれほど

まだ認識されていない。インパクトはどこに持っていっ

たらいいと思いますか、島谷流の。

○パネラー（島谷幸宏）　私は、やっぱり海だろうと思

います。福岡にですね、志賀島という島があって、そこ

に志賀海神社という神社です。そこは海の神社なんで

す。その人たちは山を誉めるというお祭りをずっとやっ

ているんです。「ああらよい山繁った山」「ああらよい山

繁った山」「ああらよい山繁った山」と３度山を誉めて、

鹿もいるんですね。だから、やっぱり昔から山を管理

するということが海の神にとってどれほど大切だった

のか。一つは、船を造るのに木が要るということなんだ

と思うし、山からの栄養源とか恵みによって海産物が

取れるということも知っていただろうし。それを管理す

るために人間が鹿を射るとか野焼きをするとか、そう

いう行為が必要だということを分かっていた。そういう

ものを見ていくと、やはり海とのつながりを明瞭に意識

することによって、全てが、その間のものは全部つな

がってくるので、そこをつなげていくというのが面白い

かなと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　要するに自然に昔は知っていたんだけれども、だん

だん文明の中で分断されていって、都市圏が生まれて

きて、その生態系というのがだんだん切れてきた。なの

で、今、環境省さんが言っている共存していく生活圏で

す、物すごく壮大な絵なので、マンダラ絵というふうに

言っているらしいんですけれども、一見ね、ちょっと荒

唐無稽じゃないかと思うけれども、要するに昔に戻っ

てつながっていこうということだと思うんですよね。

　そのあたりの話、また後で伺いたいと思いますが、

吉良さん、お待たせいたしました。

　何か専門家じゃないみたいに言われていましたけ

れども、細部までずらっと見たら、島谷さんよりたくさん

書いていましたよね、その。流れをね。あの中の３分の

１ぐらいを島谷さんが今日証明した、科学的に証明し

た。でも、経験的にというか、もう大体分かっていて、し

かし、微妙なことを言われましたよね。なりわいでみん

な分かっているはずなのに、農業をやっている現実の

人は野焼きはやっている、大事だ。でも、景観のためだ

けだったらもうやだという気持ちもないわけじゃない。

それはそうだと思うんです。人のために景観でやっ

たってしようがない。今度はみずがめで、水がめになる

ためだという意識をやっぱりそれほど強くはないんで

しょうか、そのあたりの苦労話からお願いしたいと。

○パネラー（吉良清一）　じゃ本当に苦労話をします

けれども、うちの村は移住者が、結構、都会から移り住

む方がいらっしゃる。何でですかと聞くと、景観とか、き

れいな水がたくさんあるという理由が多いです。じゃき

れいな水は何でいいと思いますかと尋ねると、これに

答える人はまあいません。住民もはっきりとは答えられ

ません。先ほど大きな４つの要因があると言いました

けれども、それを答える人は本当にいなくて、昔から水

から野焼きのボランティアという形で、本当に大勢の

方に来ていただいていて、全国見渡してもなかなかこ

ういうふうな形で、近隣都市圏からこれだけ大規模に

協力を得て環境保全やっているところってそんなに多

くないんじゃないかなって思っています。そういった中

で、今回こういった科学的な知見もさらに明らかに

なってきたので、福岡、あるいは熊本の方に協力しても

らう具体的な意義というか、メリットもより説明しやすく

なってきたと思いますので、こういったことをうまくア

ピールするといいなと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　千年委員会というのは、もう福岡でもやっていますし、

福岡の経済界の人が任意でずっとおやりになってい

て、この話は、福岡の方も言うんですよ、水がめで。やっ

ぱり福岡都市圏は阿蘇で守られているんだという、経

済界のそういう方はおっしゃるんだ、なかなか市民に

浸透しない。これからだと思うんです。

　じゃ今日参加している方、あまり時間がありません

けれども、今までの話を聞いて、ちょっと一、二聞いて

みたいなという、全体でもいいですし、特定の方……

○参加者　野焼きボランティアをやっています。お世

話になっております。

　今日は、最初にお二方で水の重要性という、非常に

理論的に分かりまして、大変ありがたくお聞きしました。

　ボランティアやっていますが、昨日もそうだったんで

すが、阿蘇市にある牧野で輪地切りをやっていました

が、ボランティアの一般の方からこういう質問が来る

んですね。虫もいないのに何で焼かないかんのです

かって。そのときにやっぱり今日の水の話、ＣＯ２の話、

そして私の自分の専門の生物多様性の話とか、そうい

う話をしてあげると大変納得いただけるんですね。そ

ういう意味で、私はボランティアのリーダーもやってい

ますけれども、リーダーの役目というのは非常に重要

になってきているというふうにここ近年思います。ボラ

ンティアは今登録1,000名いますから、延べで昨年実

績ですと2,300名ぐらい出ています、コロナの中で。こ

れコロナが終わったら3,000名近くいくという。さてこ

こで問題なのは、草原の恵みを守るための仕組みづく

りという中で、私たちボランティアはこの先どう向かっ

ていけばいいのか、率直に、市原さんなんかとは初期

のほうから相当いろんな議論をさせていただきました

し、吉良村長は今日初めてなんですけれども、特に吉

良さんと市原さんあたり、我々ボランティアなんですけ

れども、今後どういうふうに向かって行けば、この仕組

み、新たな仕組みづくりとしてお役に立てるのかという

ことをご示唆いただければ大変ありがたい。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　多分、みんな考えて結論が出なくてですね、難しいと

ころではあるんですが、じゃお一方ずつその辺を伺っ

て、島谷さんのほうからいきましょうか。もう短く。

○パネラー（島谷幸宏）　簡単に、じゃ。

　今日ちょっとお話を聞いていて思ったのは、草原が

あって集落あって、水田があって、本当はそれ全体の

土地利用が草原の仕組みを支えているので、そういう

観点をやっぱり大事にしないと駄目かなと思っている

ということです。

○コーディネーター（坂本　正）　何かその仕組みの

中で……

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　コミュニティ

自体がそれ全体を管理して……

○コーディネーター（坂本　正）　何か一つのコミュ

ニティ全体を維持していくことで仕組みができると。

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　草原だけを

守ろうということじゃなくて、それを使う仕組みも守って

いく。

○コーディネーター（坂本　正）　草原を核にして、生

活圏、循環を守っていくという。

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　皆さんもそれ

重 ご々存じ……

○コーディネーター（坂本　正）　それは話が重いん

だけれども、そういうふうにしていかなければ維持でき

ないよということですね。

　じゃ吉良さんのほう、お願いします。

○パネラー（吉良清一）　うちの村にはボランティア

の方が来ていただいていまして、本当に感謝しており

ます。輪地切り、輪地焼き、大変ありがたく思っており

ます。

　ただ、先ほど言われたように、虫がいないのに何で

輪地切りとかやるのということは今日初めて知りまして、

そうだな、本当だな。だから、草原の野焼きの目的をも

う少し分かりやすくボランティアの方々にも伝わる方

法も考えていかなければならないなというふうに思い

ます。引き続き輪地切り、輪地焼き、本当に御協力をお

願いしたいと思います。

○パネラー（市川啓吉）　ボランティアの皆さんから、

私が持っているものが宝物だということを教えても

らったんです。それまでは邪魔物だったんです。これ

は何のためにどうしたらいいんだろうというね、邪魔

でしようがないと思ったら、それは宝物ですよって教え

られたから、ガイドを通して、それで多くの人に知って

５万ヘクタールぐらいの草原があると学んでいたんで

す。だから、ここはアメリカの牛肉と対抗するには阿蘇

ぐらいしかないと、そういう認識があったんです。

　それで、阿蘇は草原があって、みんなが豊かで。それ

は水だけじゃないんです。空気もですね、木よりも草の

ほうが浄化する、あるいは高いと言われているんです。

そっちのほうも目を向けんといかんとですね。ですか

ら、私はガイドのとき、そういったことを皆さんにお伝

えしているんです。だから、私、200人以上、去年、おと

としとガイドをしましたけれども、そういった人に一人

一人ね、みんな伝えて、阿蘇の草原はいいというけれ

ども、どんなところがいいですかって。空気がいいと。

景色が見れる。これは森林になったら景色は見えない

んですね。だから、森林はちょっと空気がいいように考

えるかもしれませんけれども、景色が見えないと、その

中での活動だけしかできないから。草原の場合は見

渡しができますね。阿蘇の山を見渡しながら草原を歩

くといかにすばらしいかというのがみんなが知ってい

るんです。そうすると、来られた方たちは、心が癒され

たと言って帰られるんです。ということはですね、私は

いつもみんなに訴えているんですけれども、あそこの

草原というのはね、名医だって。それがやぶ化してい

けば、やぶ医者になるって。だからね、草原は守ってい

かんといかんて。それをね、地元の人がやっぱり知る

必要があると思う。お医者さんをね、育てているから頑

張ろうと、そういう意識。そして周りから来る人たちの

癒やしてもらうんだったら治療代ぐらい払えと。ただで

来て帰っていくのはどういうことかと。そういう認識の

下に、より多くの人に、阿蘇を支えるためにはそういう

外部からの援助も必要なんだと。高齢化になったら、

ボランティアの皆さんが応援に来てくださっています。

ボランティアさんも高齢化しているんです。ですから、

より若い人たちにも訴えて、若い人の力も活用できるよ

うにしていかなくちゃいけないと。そういうふうに考え

て、阿蘇の草原の水だけでなく、空気を守るという、そ

れは全ての人に関係してくるので、ぜひそういったこと

を知ってほしいなと思って、今のところ頑張っています。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　でも、滝がなくなっている、減っているというのは、本

当にちょっと衝撃的な話ですよね、やっぱり環境問題

の中で。あるいは草原といったら、草原の場合は、崩れ

てもすぐ復活すると。だから、地震とかなんかあっても、

崩れたところから復活するというので、非常に強いも

んだという意識があるんですが、滝がなくなっていると

いうのは、ちょっと私も考えが及ばなかったんですけ

れども、やっぱりそれも一つの象徴ですね。滝の復活

も大事になるかなというふうに思いますね。

　コロナ禍にもですね、そういう地元の方もおられる

ので、そういうのを知っている方もおられると思うんで

すよ。やっぱり何が変化したかって。その後、島谷さん

に全部証明してもらうというのが一番やりやすい方法

かなというふうに思うんです。

　じゃ、最後というわけじゃありません、まだ一巡して

きたわけですけれども、今まで話を聞いて、三宅さん、

今まで北海道へ行って、熊本にこちら通ってきて、これ

からまた大きな活動があって、世界文化遺産を担うよ

うな、そんな話があって。今回の企画も関係者も非常

に大きな研究の課題、やっていると思うんですよね。

やっぱり子供の教育含めて、観光含めて、何を訴えて、

阿蘇をみんなと価値を共有していくっていう、その肝の

ところは何だとお考えですか。

○パネラー（三宅悠介）　なかなか難しいかなと思っ

ているんですけれども、分かりやすさというのは非常に

大事なのかなと思っています。島谷先生おっしゃって

いただいたみたいに、阿蘇で仮に草原が全部森林に

なってしまうと、1,000万トンぐらい水が減るので、有

明海のノリ養殖のための緊急放流がもうできなくなる

んだとかですね、福岡市であれだけの人口を維持でき

なくなるんだという、そういう分かりやすいメッセージ

と、あと、村長おっしゃっていたみたいに危機感を少し

あおっていくようなことも考えていく必要があるかと思

います。

○コーディネーター（坂本　正）　災害もひどくなりま

すよね、一気に流れてくるわけですから。

○パネラー（三宅悠介）　そういうのをうまくアピール

していくと。

　それで、地域循環共生圏、先ほど非常に分かりにく

いというようなお話もいただいていて、ちょっと私たち

の職員もなかなか理解することも難しいんですけれど

も、実はこの阿蘇は割とそういう意味では先進的な地

域だと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　あれは阿蘇を説明

するためにつくった地域循環圏だと私は思っておるん

ですね、ずっと、広いから。ただ欠点はですね、土地に

ずっと水道になって、いろんな都市部があって、海で

しょう、有明。遠いんですよ。だから、阿蘇だと思っても

つながりがぼんやりするんで、なかなか下流にいる人

たちが恩恵をですね、ぼんやりしか分かりにくいなと

いう、ちょっとそこのところですよね。

○パネラー（三宅悠介）　そうですね。ただ一方で、こ

のエリアには、今でも福岡県、あるいは熊本の都市圏

子供も大人もお年よりもですね、女性も男性も関係なく、

みんながそういったことを知る必要があると思うので、

それを情報として発信する。それが環境省さんなり、農

水省なりなんなりですね、大きなところからメディアを

通してでもなんでもですね、発信していくということは

大事だと思いますね。

　私も地元の農家に住んでいる限り、農家の人たちに

その宝物を守っていく必要があるんだよということを

強く訴えていきたいと思っているので、今取り組んでい

る小学生の草原学習とかですね、そういったものをぜ

ひ活用して、さらに将来のボランティアさんなり、地元

の担い手を構成できるように頑張っていきたいと思っ

ています。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　それでは最後に、大トリになります。三宅さん、お願

いします。

○パネラー（三宅悠介）　ありがとうございます。

　環境省は最近脱炭素、カーボンニュートラルという

ことで、環境省というか全政府を挙げて取り組んでい

ますけれども、先ほどご紹介あったとおり、阿蘇草原で、

このエリアの世帯の排出量の1.7倍の二酸化炭素を

固定しているということがあります。そういった観点か

らの重要性というのもこれから訴えていくと、社会の流

れにも乗っていけるのかなというふうには思っており

ます。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　今ある阿蘇の生活圏、これはやっぱりボランティア

の人を含めて草原を維持していく、水を守っていく。そ

のことが福岡都市圏、熊本の都市圏、多分、大分も入

ると思うんですね、北九州、九州の上のほう半分は阿

蘇に支えられているんだという意識は重要だと思いま

すが、何よりもこの仕組みを維持していくためには、子

供が、今日は残念ながら参加が難しかったわけです

けれども、やはりこの内容を共有する、防災意識として、

郷土の誇り、伝統というものを共有して、それを同じ地

域の世代がみんな使えていくような、そういう教育シス

テム含めてですね、これからの新しいステージづくり

が必要かなというふうに思います。

　今日はどうも大変ありがとうございました。（拍手）

○司会　坂本先生、パネラーの皆様、大変ありがとう

ございました。

　ご来場の皆様、限られた時間ではございましたが、

ありがとうございました。また、配信でご覧いただいて

いる皆様、お聞き苦しい点が多々あったと思いますが、

お許しください。

　阿蘇草原再生協議会では、本日いただいたアイデ

アも参考にさせていただきながら、今回の分科会の

テーマである草原の恵みを守るための仕組みづくりを

進めてまいりたいと思いますので、皆様、今後ともご協

力のほど、どうぞよろしくお願いいたします。

　それでは、阿蘇分科会はこれで終了とさせていただ

きます。

　皆様、もう一度拍手をお願いいたします。（拍手）

　ここで、皆様にご連絡ですが、この後、第13回全国

草原シンポジウム本会場と全国３分科会の開場をつ

ないでの全体会がオンラインにて開催されます。この

会場で流しますので、ご興味がございましたら引き続き

見ていただければと思います。

　皆様、本日は大変ありがとうございました。

もらう必要があるというふうに考えたわけで。というこ

とはですね、地元の人もそれを宝物とは思っていない

んです。ですから、ボランティアさんが地元の人と交流

するときに、そうした宝物を発見したら、ここにはこう

いうすばらしいものがありますよということをまず伝え

ていただきたいと、自分たちが発見したことをですね。

でも、多くの人は気づかないんですよ。それをまず教え

ていただくということ。

　そして、気づいたものをほかの人たち、つまり新たな

ボランティアさんが来れるように、そういうのをまた教

えていただくと。学校の生徒さんたちなんかもきても

らっているので、そのときにはね、本当に助かっていま

すけれども、そういった若い人たちですね、今後のそう

いう支援に回れるような、そういう仕組みづくりという

ものも大事かなと思います。

　今後そういうふうにして、農家さん、ボランティアさ

ん、お互いいろいろ、ほかの観光で来る人だって阿蘇

の草原の大切さというのをね、みんなに伝えていく必

要があると思うんです。生活環境を守るために何が必

要かという、そういった点で、私たちはみんなが草原

を通して生かされているということを認識できるように

伝えていくことが大事だなと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　今、もうボランティアさんも草原を守る非常に大きな

担い手で、やっぱりみんなで一緒に考えて出し合って

いくと。仕組みづくりは大体こう見えているんですけれ

ども、具体的なところはいま一歩手前かなという感じ

がします。

　三宅さんはそういう話を踏まえて、環境省としては、

このステージづくりをつくったら、絶対支えていくんだ

というような意気込みもあったらよろしくお願いします。

○パネラー（三宅悠介）　ありがとうございます。

　私もせっかく阿蘇に来たものですから、今年、個人

的ボランティアに参加させていただいて、非常にすば

らしい仕組みだなと思っています。あまり私自身は課

題は見当たらなくて、もうどうやってこの組織を継続、

発展させていくかというところかなと思っていますので、

我 と々してもしっかりサポートしていきたいと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうございま

した。

　もう大体時間がまいりましたので、今日は限られた

時間でございました。でも本当に２人のスピーカーの

方には簡潔に要点を絞ってお話しいただきましたし、

彼らの中で議論は大分深まってきたかなというふうに

思います。

　それでは最後に、今日の会を終えるに当たって一言、

今後の課題、あるいは自分が今考えていること、一言

ずつお話しいただいて、閉めたいと思います。

　じゃ島谷さんのほうからお願いします。

○パネラー（島谷幸宏）　今日ちょっといろいろやっ

ぱり聞いていて思ったのは、これからまたポストコロ

ナで地域分散というのが非常に重要で、その中で、子

供たちがこういうことに参加できると、すごいクリエイ

ティブな人間ができていくんだろうなというのをすごく

思っていて、環境省の方ともいろいろとお話ししている

んですけれども、やっぱり防災教育と環境教育を一緒

にするだとか、そういう形の新しい展開で、子供たちの

力をもっとつけないと、これからのサバイバル時代を

乗り切れないので。ボランティアみたいなものは、何か

学校教育としてちゃんとやっていく必要があるんかな

という話を聞いていていろいろと思いました。ありがと

うございました。

○コーディネーター（坂本　正）　じゃ吉良さん。

○パネラー（吉良清一）　私は特に自治体の首長とし

て、発信力が大事だと思います。島谷先生から情報を

いただいて、その情報で理論を武装して、強く訴えてい

きたいと思います。また、阿蘇の首長さんたちとも足並

みをそろえて、さらにどんどん盛り上げていきたいと思

いますので、これからもよろしくお願いいたします。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうございま

した。

　じゃ市原さん。

○パネラー（市原啓吉）　これは前の環境省の所長さ

んが私に教えてくれたことですけれども、イエロース

トーンが国立公園になったときですね、神が創造され

たもので、決して私有物にしたり、少数の利益のため

に開発すべきものではない。この地を国民のために永

久に保存するには国立公園にするという、そういうあ

れでこれをまず、イエローストーンが国立公園になっ

たと。それで、日本の昭和31年に国立公園法が制定さ

れて、1934年に初めての国立公園ができたと。その中

でも阿蘇もそういう国立公園になってきたということで

すね。

　そこには、やはり草原というのが大々的にあったわ

けで、だから国立公園になったわけで。阿蘇山があっ

ても、阿蘇山という山はないんですね。阿蘇山というの

は５つの山が成り立って阿蘇山って言うんで。その阿

蘇山は、草原があって初めて目立つんです。つまり主

役はですね、脇役がいないと目立たないんですよ。そ

の脇役である草原は、脇役だけでも重要な働きをして

いるんで、それをみんなに知っていただくためには、
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原草全国 サミット・シンポジウム in 東伊豆

１．開会

○司会　では、始めたいと思います。

　ご来場お皆様、そして配信でご覧くださっている皆

様、こんにちは。

　ただいまより第13回全国草原サミット・シンポジウ

ムｉｎ東伊豆、阿蘇分科会を開催いたします。

　私は、今回の進行役を務めさせていただきます公益

財団法人阿蘇グリーンストックの井上と申します。どう

ぞよろしくお願いいたします。（拍手）

　ありがとうございます。

　さて、今回の分科会では、阿蘇草原再生、新たなス

テージへ～草原の恵みを守るための仕組みづくり～

をテーマに２つの講演、また、その後、パネルディス

カッションを予定しております。パネルディスカッショ

ンでは、時間が許せば会場の皆様の声もお伺いでき

ればと思っておりますので、どうぞよろしくお願いいた

します。

　なお、今回は新型コロナウイルス感染防止対策とし

て、会場の人数を制限させていただいております。同時

にユーチューブでのオンラインの配信も視聴できるよ

うになっております。配信でお聞きの方もメッセージ等

でご意見をいただけましたら幸いです。

　それでは、講演に入ります前に、今回の分科会の趣

旨につきまして、環境省阿蘇くじゅう国立公園管理事

務所の山下さんからご説明をいたしますので、よろしく

お願いします。

○環境省阿蘇くじゅう国立公園管理事務所（山下淳一）

　皆さん、こんにちは。環境省阿蘇くじゅう国立公園管

理事務所の山下と申します。

　今日は、お集まりいただきまして、ありがとうござい

ます。

　私のほうから、まず今日のこの分科会の趣旨をごく

ごく簡単に３分ぐらいでご説明をさせていただきたいと

思います。

　それでは、早速まいります。

　もう皆さん、ご存じのとおりだと思いますけれども、阿

蘇の草原の特徴というのは、まず野草を主体とする草

原としては日本最大の規模であるということと、牛馬を

利用した農業生産とか草資源の循環という経済社会

の仕組みによって維持され続けた草原、あるいはその

まま放っておいてずっと草原であったということでは

なくて、生業によって維持され続けた草原というのが大

きな特徴であると思います。

　その草原ですけれども、いろんな恵みといいますか、

役割を持っていまして、まず、１つご紹介するのは多様

な生き物のすみかということで、植物で大陸と陸続き

だったことを物語っているようなヒゴタイですとか、そ

ういう植物があったりとか、ほかでは見られないよう

な希少種の植物も生育していたり、あとは、植物が多

様であるからこそ、多様な動物の生息できる環境を育

んでいると。１つ取り上げますと、チョウなんかでは、熊

本県で見られるチョウ117種のうち109種がこの阿

蘇の草原で見られる、チョウの楽園とも言われるよう

な多様な生き物のすみかになっています。

　それから、観光資源としての価値、これも言うまでも

ないことかもしれませんけれども、ちょっと古いデータ

なんですけれども、観光客の方に阿蘇のどこがいいで

すかというのを聞いたアンケートがありまして、草原が

広がる風景というのを77％の人がいいと答えていた

りですとか、牛馬のいる放牧風景とか花やチョウなん

かの野生生物がある風景なんかを答えていらっしゃる

方もいて、かなり観光資源としても欠かせない存在に

なっていると言えます。

　それから、最近注目されているところでいうと、炭素

の固定機能というのがかなり優れているらしいという

のが見えてきていまして、2013年の成果を基にします

と、阿蘇郡市の全世帯が１年間に排出するＣＯ２の量

の1.7倍ぐらい相当の炭素を草原が固定しているとい

うことで、阿蘇の中で見たら、排出よりも吸収が勝って

いるというようなことが言えて、地球温暖化防止の観点

からも未来に残す価値が高いというふうに考えられて

いたりします。

　それで、そういう様々な恵みがあるんですけれども、

過去から草原がどうなってきたのかというのを見ると、

かなり減ってきていると。100年前は阿蘇地域、ほとん

ど草原が広がっていたのが、見ていただいたら分かる

とおり、2007年にはかなりそれが森林に置き換わって

しまっているというような現状になります。

　草原再生協議会というところで議論をしていますけ

れども、じゃこの先どうなっていくんだろうって考えたと

きに、30年後の姿をちょっと想像しようみたいな話を

していまして、５年に１回牧野の調査がされている中で、

野焼きとか輪地切りをあとどのくらい継続できますかと

いうような調査項目があります。その中で、「10年以上

はできそうだ」と答えている牧野さん以外は、ちょっと

30年後まで管理を続けているのは難しいんじゃない

かというふうに仮定した場合なんですけれども、面積

で６割ぐらい減っているような予測になります。

　こういう状況もある中で、次世代へ残すべき姿で30

年後の目標というのを草原再生協議会の中で議論し

ていまして、先ほど申し上げた６割の草原面積減少と

いうのもあり得るかもしれないという中で、「今と変わ

らない規模の草原を残す」ということを目標に設定し

ようとしています。これ特に牧野組合さんの意向も大き

くて、やっぱりモチベーションを持ってやっていくため

にも、減少というところを目標にしてモチベーションも

上がらないだろうということで、最低限維持はしようと

いうような目標設定をしようとしています。

　そのために、３点目なんですけれども、そのために

は長年続いてきた生業による草原維持、これをどう支

援を強化していくのかというのを考えていく必要があり

ますけれども、もう一つ、今までもこれはやってきたんで

すけれども、もう一つ、近年、草原の持つ恵みというの

は、先ほどお話ししたような部分というのが注目され

ていますので、この草原の恵みを守るという観点から

も、草原を支える仕組みづくりというのを進めていく必

要があるかなというふうに思っています。今日は、この

草原の恵みを支える、守るための仕組みづくりというも

のを考える一つのきっかけにしたいなと思っておりま

す。そのために２つほどご講演をいただいて、その後

にパネルディスカッションということで進めさせていた

だければと思っておりますので、皆様よろしくお願いい

たします。

　私からは、駆け足になりましたが、以上です。

○司会　ありがとうございました。

２．講演

①阿蘇の草原がもたらす恩恵～最新の研究報告～

　それでは、早速、講演に移りたいと思います。

　お一人目は、熊本県立大学特別教授の島谷幸宏様

にお願いしたいと思っております。

　島谷先生は、現在多くの研究者が関わって進めてお

られる環境総合推進費研究の研究リーダーであり、今

日はその成果について、阿蘇の草原がもたらす恩恵、

最新の研究報告についてご講演をお願いいたします。

　それでは、島谷先生、よろしくお願いいたします。

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　皆さん、こん

にちは、島谷です。

　阿蘇の研究は、立場的には九州大学の特命教授と

してやっています。ただし、４月から熊本県立大学のほ

うにお世話になっていまして、私の実家が龍田なので、

熊本を今中心にしながらいろいろ仕事をしています。

　今ご紹介になったんですけれども、これが環境省の

推進費のテーマです。阿蘇をモデル地域とした地域循

環共生圏の構築と創造的復興に関する研究というこ

とで、大きく言うと３つのテーマでやっていて、そのそれ

ぞれのテーマがまた３つに分かれていて、９つの大き

な研究が集まった物すごく大きい研究です。私が全体

のリーダーをしていて、東海大の市川先生が特に地下

水のことをやられていて、慶応大の一ノ瀬先生が特に

後ろのほうの地域循環共生圏のほうの研究をされて

います。今日お見えになっています、実は。ちょっと驚き

ました、私も。

　研究の背景は、2017年に北部九州豪雨があって、

2016年に熊本地震があって、それで熊本県は創造的

復興というのを打ち出されました。その創造的な復興

を環境省が提案されている地域循環共生圏とどうやっ

てつなげていくかという研究になります。

　今日は特に草原のお話を中心にしますが、この阿

蘇は九州の中央部にあって、実は６本の１級河川、筑

後川、大野川、五ヶ瀬川、菊池川、白川、緑川という６

本の１級河川の水源になっています。ですから、玄海

灘から瀬戸内海から有明海からですね、いろいろなと

ころに水を注ぐ一番上流の地域になっています。流域

の人口が230万人と言われていて、しかも筑後川から

福岡導水で水を配っていますので、約480万人、500

発散、雨から蒸発散を引いたものが水資源量というこ

とになります。特に筑後川の場合はダムがありますの

で、雨が降ったときの水も全部ためてしまうので、基本

的には下流に流れていく水資源量は降った雨から蒸

発する量を引いたものということになります。

　そこで、こういう樹林とススキがどれぐらい蒸発散量

が違うかということを測定しています。宮沢先生という

先生が研究をしています。植物には、ちょっと難しくな

るんですが、光合成をするときにＣ３という植物、普通

の一般的なＣ３植物というスタイルと、ススキのように

Ｃ４植物というスタイルの光合成をやるタイプとがあり

ます。ススキはＣ４植物というタイプになります。Ｃ４植

物というのは、難しいんですけれども、機構がすごく

違って、非常に二酸化炭素を節約しながら光合成をす

ることができます。水を使う量も非常に少ない、節水型

の植物というふうに言われています。このＣ３植物とＣ

４植物というのは非常に重要なポイントになっていて、

阿蘇では草原にするとほとんどススキになります。スス

キになるということが蒸発散量を小さくしているという

ことになります。

　それで、今、牧野の方に協力していただいて、直接

葉っぱにこういう樹液流計というセンサーをつけて、

ここから今、直接測れるようになりました。一つ一つの

茎からどれぐらいの水分が蒸発しているかというのを

１年間測っています。それで分かってきたことは、これ

が杉で、ササやヤシャブシで、ススキとなりますが、１

年間ずっと積算していくと、杉とススキでは非常に大き

な蒸散量の違いがあるということが分かってきました。

これはもう光合成の仕組みが根本的に違うので、非常

に節水型の植物であるススキが生えているということ

がこの節水型だということが分かりました。

　今ちょっとそれを年間どれぐらいの蒸散量になるか

という推定を行っていて、ちょっとまだ低めの推定に

なっているんですが、これススキです。ススキがＣ４と

いう植物で、ほかのは全部Ｃ３植物なんですが、ススキ、

ササ、杉、ヒノキ、ヤシャブシというようなもので考えて

みると、恐らく杉・ヒノキに比べて１年間に年間の蒸発

散量が100ミリは最低違うだろうということが明らか

になってきました。

　現時点ですが、今年度の３月までで研究を終わりま

すので、それまでにはこの明確な数字が出てくると思

うんですが、水の使う量からすると、ススキ、ササ、ヤ

シャブシ、杉、ヒノキという順番になるであろうというこ

とがどうも明らかになってきました。これ非常に重要な

ことになります。

　ここに阿蘇がありまして、ここに、今見ている草原っ

てほんの一部の草原なんですが、もし樹林に替わって

しまうと、年間100ミリから200ミリぐらい、下流に流れ

るお水の量が減ってしまうということになります。100ミ

リというのは高さの単位ですね。１年間、大体この地域

が3,000何百ミリと降りますが、そのうちの100ミリ分

が蒸発、空中に出ていってしまうということになります。

ですので、草原があることによって、下流に水を配るこ

とができているということになります。大体その量は、

後でちょっとご説明しますが、年間1,000万トンとかそ

ういう量になります。実は、下筌、松原ダムという、ここ

に２つ、ちょうどこの阿蘇から出てくるところにダムが

あって、そこから平地に水が出ていくわけですけれども、

このダムでは発電を行ったり、下流への有明海に流れ

ていく水を供給したりしているわけですけれども、実は

有明海のノリが取れなくなった、冬場取れなくなったと

きには、このダムを操作して、水を放流して下流に栄

養物を送るという、栄養源を送る操作をしています。そ

の水の量は大体1,000万トンとか、大体それぐらいの

量なんですが、それは草原がなくなると、それがちょう

どできなくなるぐらいの量になります。非常に大きな量

です。

　今までに行われた松原、下筌ダムによる緊急放流と

いうことで、大体冬場です。冬場、ノリが行われるように

なって、ノリの色落ちと言って、色が落ちてくるんですね、

栄養塩がなくなると。窒素の濃度が低くなったときに松

原ダムを放流すると、窒素濃度がばあっと上がって

いって、色落ちしなくなるということで、実は草原の水と

いうのは、有明海のノリを支えているということにもつ

ながっているんですけれども、あまりそれは意識されて

いません。松原ダムの流域で例えば草原がもしなく

なってしまえば、約1,000万トンぐらいの水資源がなく

なってしまうということになります。それは、人口でいう

と11万人分ぐらいの水資源量になるということなので、

非常に大きい水の量だということが分かると思います。

今まで草原について、あまり定量的に水をどれぐらい

節約するかというのを分かっていなかったんですが、

それが今分かりつつあるということです。

　それともう一つは、今、立野ダムができているんです

が、こっちがカルデラと、下流の熊本の地下水がつな

がっているかどうかということに焦点を当てて研究を

しています。ずっとボーリング調査が、最近、地震の後

いっぱい行われまして、そのときの地下水を連ねてい

くと、これがつながっているということが明らかになっ

てきました。それがですね、量的にどれぐらいかという

と、これは熊本大学の嶋田先生たちがシミュレーショ

ン、１年間の水収支というのを示したものです。

万人の水源になっているということで、非常に重要な

地域になっています。

　しかし、これはあまり知られていないです。私、福岡

市民もやっているんですけれども、福岡市の人は、筑

後川から水をもらっているという意識はあるんですけ

れども、阿蘇から水をもらっているという意識はほとん

ど希薄なんですね。有明海の人も、筑後川とか白川と

か緑川とか菊池側から水が流れているというのはよく

知っているんですけれども、その上流は草原だという

のを皆さんご存じない。有明海は、よく泥の干潟で、阿

蘇の噴火物によってできているどろどろの干潟で、そ

れが非常に豊かだというのは言われているけれども、

その水の水源が阿蘇だというのはあまり言われてい

ないと。そういうところがあります。

　この９つの、サブテーマになるんですけれども、簡単

にいうと一番上が自然災害を生態系によってどうやっ

て守るかというような感じの研究です。自然資源を使

いながら災害を防ぎ、それを創造的復興につなげてい

こうというのがテーマ１。テーマ２は、熊本地震によっ

て地下水に影響が出たので、その地下水がどういう影

響を受けて、それがどういうふうに回復しているのか。

それから、その地下水が、１回カルデラの中に入った

水がどういうふうにほかのところとつながっているか

という研究。テーマ３は、自然資本と社会関係資本と

いうのは、人間関係とかいろいろな社会のことにも注

目して、地域循環共生圏というのをどういうふうに成

立していけばいいかという、文系の研究から理系の研

究まで、非常に幅広い研究となっています。

　簡単にいうと、阿蘇地区の中で自律分散型の社会

を構築しつつ、他の大都市圏等といろいろな交流をし

ながら、創造的復興と地域循環共生圏をどうつなげて

いけばいいかということの研究をしているということ

になります。

　扱っている自然資源としては、草原だとか森林、そ

れから石材、水田、湿地、水みたいなものを対象にし

ています。

　この図はですね、ここに中央の火山地帯があって、

カルデラがあって、外輪山があって、そういう色を示し

ていますが、この草原、災害との関係を示していますが、

集落の配置をどういうふうにすればいいのかとか、低

地の氾濫をどうやって防げばいいのかとか、田んぼダ

ムをどういうふうにしていいのかとか、こういうカルデ

ラと外輪山のランドスケープに基づいた自然の機能

も生かしたような防災はどうあるべきかというような研

究をしています。

　皆さんご存じのように、阿蘇はこの草地が外輪山の

上と斜面というのがあって、その下に林地があって、集

落があって水田があるという、一つの配置構造が単位

となって、一つの集落が草地から林地、水田、そういう

管理をしているという、そういう仕組みがあるというの

は皆さんご存じで、こういう関係が非常に重要だとい

うふうに思っています。

　まず、災害との関連を見ていくと、草原、これはです

ね、縦軸に崩壊の確率を書いてあって、これいろいろ

な植生について書いてあるんです。これを見ると、草原

が崩壊の確率が高い。しばしば崩れやすいということ

が分かりますが、そのときの崩壊の深さは小さいという

ことが分かっています。ですから、草原にすると、時々

崩れるけれども、大きな被害はもたらさないというよう

なことが分かっていて、しかも、傾斜が比較的緩いとこ

ろの樹林帯がこういう土石流とかを緩衝する機能が

あるということも分かっています。

　次に、水の機能についていろいろ研究しています。

特に筑後川と白川に着目して研究を実施しております。

　実は、筑後川というのは阿蘇の外輪山を水源として

福岡県を通りながら有明海に注いでいる九州一の大

河です。ここから福岡に導水を持っていって、福岡市の

水も供給して、約30％ぐらいの水を供給しているとい

う非常に重要な川になっています。松原ダムというダ

ムが筑後川の上流にあって、上流のこの地域の水を、

外輪山の水を集めて、１回、松原ダムでためて、それで

下流に供給しているということになります。流域の草原

の状況を見てみると、どんどんどんどん今減っていると。

1900年頃に比べて、半分ぐらいになっているというこ

とが分かります。

　それで、どういうことをやっているかというと、実は雨

が上から降って、雨が降ったものが植物とか地上から

蒸発とか発散、発散というのは葉っぱから出ていくの

を発散と言うんですが、蒸発散して上に向けていくと。

それ以外のものは表面に流れるのと地下に浸透する

のと、二通りで流れていくということになります。ですか

ら、下流に流れていく水の量は、この植物等からの蒸

を目的として、村長が火入れ責任者となって野焼き再

開を進めておられます。本日は、その事例を中心に南

阿蘇村の草原管理の取り組みについてご発表をいた

だきたいと思います。

　それでは、吉良村長、よろしくお願いいたします。

○南阿蘇村村長（吉良清一）　皆さん、こんにちは。今、

紹介がありました南阿蘇村の吉良と申します。

　今、村長ということでございますが、私はもともと農

家の長男で、無農薬の米とか、あるいは私自身も野焼

きとかに参加しておりました。これまで農地や草原を

守るためにいろんなことをやってきたんですが、もう農

家の１人、２人では、これはもう守れないということで、

村長を目指しました。しかしながら、なかなか簡単に

は合格させていただけませんで、今から17年前に南

阿蘇村が合併したときに初めて出まして、落ちて、落ち

て、落ちて、４回目にやっと合格いたしました。周りの人

は私のことを吉良清一の趣味は何か知っとるかいと、

吉良清一の趣味はね、選挙だもんなと。特技は何か

知っとるといったら、特技は落ちることだもんなという

ふうにからかわれておりました。

　そういうことで、私は本当にこの草原の水量を守る

と、このために村長になったようなもので、今いろんな

取組でしっかり頑張っております。私は、講演するほど

知識が豊富ではありませんので、地元の水分量など現

状をお話ししようと思って、この役を引き受けました。し

ばらくの間ですが、よろしくお願いします。

　それでは、早速、話に入っていきますけれども、話の

内容は、この画面のとおりで、途中に私の持論あたり

も少し述べさせていただきたいと思います。最後に、村

で作ったビデオがございますので、それをご覧いただ

ければと思います。

　まず、南阿蘇村の火入れ対象地は1,500ヘクター

ルございまして、27の牧野があります。うちの牧野の特

徴としましては、こっちの北側と比べまして急斜面が多

いということ、それから、谷が深いということがうちの

特徴だと思います。そのために輪地切りなどはとても

苦労しますし、また、放牧牛を見つけにくいという、そう

いう苦労もございます。そして、平成28年に３つの牧野

が中止をいたしました。原因は、これは慢性的なもの

なんですが、高齢化、あるいは担い手不足、また、火入

れ責任者の、これは区長さんなんですが、その責任が

大変重いということが原因です。死亡事故が28年に

発生しまして、区長さんが死亡事故の後に事情聴取と

か、あるいはいろんな事故後の手続とか、また、遺族へ

のお見舞いとか、ものすごくご心労をされております。

火入れ責任者についてはまた後ほどお話ししたいと

思います。

　そして、これは同じく28年に起こった熊本地震です。

牧野のあちこちでこういう牧道が被災を受けまして、２

つの牧野組合で野焼きを中止しております。

　これから再開に向けた取組ということを簡単にご説

明しますと、南阿蘇村と牧野組合、熊本県で連携協定

を結びました。真ん中にいらっしゃるのが白川牧野組

合の組合長さんです。白川水源の上辺りが野焼きが中

止されておりますので、そこら辺からまず復活したほう

がよかろうということにしました。村と熊本県で予算を

組みまして、防火帯の整備等を行いました。その白川

地区でも集会をして、野焼きの再開について議論が

あったんですが、野焼きの再開についても疑問視する、

つまり無理やりせんでもいいんじゃないかという意見

もありましたけれども、その中央の後藤区長さんの強

いリーダーシップで、野焼きは何としてもせないかんと

いうことで、再開することができました。

　火入れ責任者をですね、区長さんから村長、私とい

うことにしました。区長は現場の監督者。それから、こ

れまで区長が申請をして村が許可するという許可制

度でしたけども、これも届出だけでいいという届出制

にいたしました。

　重機により白川牧野を早朝、総延長で20.7キロ

メートル、800万ぐらいかかったと思いますが、整備を

いたしました。それによって、今年の３月に、これは野

焼きの様子ですが、４年ぶりの野焼きでしたので、多く

のカヤがあって、もうそれはそれはすさまじいほど、恐

ろしいほど燃え上がりました。

　これは５月の写真ですけれども、野焼きをしたところ

が緑色になっているかと思います。途中に防火帯があ

ります。中腹ほどには保安林がございます。

　これは、ちなみに私が朝に写真を撮ったんですが、

３月です。雪が降ったところが白くなっていますが、野

焼きをしたところは、野焼きをすれば草がありません

ので、もう地面に直接雪が積もります。ですから、こうい

う具合に白くなります。白くないところは、野焼きがして

いないところです。

　私の持論を少し話しますと、左が野焼きをしない場

合、右が野焼きをした場合で、梅雨の時期がですね、

梅雨は雨が降るわけですから、野焼きをしたところは

草が生えていますので、雨が、先ほど島谷先生の話に

もあったように、雨が地下に浸透します。しかし、左側

はススキがありますので、いわゆるかやぶき屋根状態

で、恐らくほとんど地下には浸透せんで、カヤを伝って

下に流れ下っているのではないかというふうに考え

ます。

　皆さん、水収支ってとっても分かりにくいんですけれ

ども、阿蘇のカルデラを一つのおけみたいに考えて、

上から降ってくるのが１年間に3,629ミリの雨が降っ

てきています。これシミュレーションで出てきたものな

ので、この辺の蒸発量というのはいろんなところの平

均になっています、建物とか水田とか山とか。大体その

うちの463ミリぐらいが蒸発していくよと。土の中に

2,600ミリぐらい入って、土から2,500ミリぐらい出て

きているということが分かります。蒸発するので、それ

が155ミリということで、地下水から７ミリ、それほど大

きな値じゃありません。地下水、つながってはいますけ

れども、ボリュームとしては大きい値ではないと。１年

間に3,000ミリぐらいの水がカルデラから下に出て

いっていると。

　これ非常に重要なのは、そのうち、3,000ミリのち

2,500ミリぐらいは１回土の中にもぐってゆっくりと出

てきているということです。ですから、洪水のときに出て

いっているのが大体500ミリぐらいということで、これ

は非常に、日本の川の中では大体洪水のときに出て

いく水の量とふだん出ていく水の量が１対１ぐらいだ

と言われているんですが、阿蘇の場合にはカルデラが

あるせいで非常にゆっくり水が出ていっていると。だ

から、下流の洪水も草原とか水田の涵養とかによって

減らしていると。だから、１回雨が降っても水が染み込

んでいきますので、それがゆっくりと湧き水という形で

出ていっているということになります。

　それで、大体の量は出てきたんですが、大体、阿蘇カ

ルデラから流出する白川の流量は年間７億トンと。そ

のうち大体１億トンぐらいが白川の中流域で、農地で

地下に浸透していると言われていますので、阿蘇カル

デラの中に降った雨のうち、１年間に約１億トンぐら

いの地下水は熊本市の地下水として供給されていると

いうことが大分明らかになってきました。ですから、今

まで定性的には言われていたんですが、こういう現象

は、一つは外輪山の草原は福岡の筑後川はじめほか

の地域の水の資源として非常に重要な役割を果たし

ていると。阿蘇カルデラから熊本に関しても、カルデラ

に降った水もちゃんと地下水を涵養するのに役立って

いるということが明らかになって、やっぱり草原を守る

ということは、非常に大きな水資源、九州北部の水資

源を守るのに非常に重要であるということが明らかに

なりました。

　私たちは、先ほどもちょっとお話ししましたように、

創造的復興と地域循環共生圏をどうやってくっつけて

いくかという研究をしています。私たちが考えている創

造的復興というのは、地域の資源の価値を創造する、

再発見する。社会的な課題を踏まえて再発見する。そ

れこそが創造的復興であると。価値創造こそが創造的

復興であると。

　草原の場合は、先ほど言いましたように、今までい

ろいろなことが言われていますが、特に今回の研究で

は、水資源の供給機能が非常に大きいということが明

らかになったと。防災機能もあるということも明らかに

なったということであります。

　そういう価値を創造して、今度は福岡や熊本市の水

資源として価値を共有する必要があります。有明海に

対しても、阿蘇は有明海の恋人というようなですね、そ

ういうフレーズを共有する必要があると。そういうこと

によって、都市からの資金だとか漁民からの応援だと

か、そういうふうな価値を認識することによって、さらに

いろいろな共生圏からの関わりが来るというふうに考

えています。

　また、今日ちょっとお話ししませんでしたが、どう

やって自律分散型の社会をつくっていくかというときに、

草原をどうやって維持するかというのは非常に重要な

ポイントになります。それについてもいろいろ、どういう

ふうにして管理すればいいのか、集落の主体力を形

成するにはどうすればいいのか。水源涵養保安林を

水源涵養保安林野というような水資源の涵養がある

草原を水源涵養林と同等のものとして位置づける必

要があるだとか、そういうことを今考えながら研究を

行っています。

　以上で私のお話を終わらせていただきます。どうも

ありがとうございました。（拍手）。

○司会　島谷先生、ありがとうございました。貴重なお

話をありがとうございます。

　それでは、ただいまの島谷先生のお話の中で、時間

の関係上、お一人だけご質問等ございましたら受けた

いと思いますが、どなたかいらっしゃいますでしょうか。

よろしいですかね。

　後でですね、島谷先生のほうにはパネルディスカッ

ションのほうにも参加していただきますので、またそ

れも併せてご質問等ありましたらよろしくお願いいた

します。

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　どうもありが

とうございました。

○司会　それでは、ありがとうございました。（拍手）

②南阿蘇村の草原管理の取り組み

○司会　続きまして、お二人目です。南阿蘇村村長の

吉良清一様にお願いしたいと思います。

　南阿蘇村は、平成31年度から水源涵養機能の保全

ができないような集落については、村で、例えば消防

署とか消防団員、あるいは警察官のＯＢさんたちで専

門のプロのチームをつくって、土日に計画的に野を焼

いていけば、かなりの面積をカバーできるのではない

かと思って、今、計画中です。

　それと、最後はですね、野焼き目的の認識の改革と

いうことを訴えております。これまで野焼きの必要性と

いうのは、例えば景観の維持だとか、あるいは病害虫

の防止とか、そんな目的で野焼きをやっておりました

けれども、それだけでは住民に、農家がもう野焼きはそ

れぐらいのことだったらもうやらなくてもいいんじゃな

いかと、そしてまた、地下水は森が育むという考え方が

ほとんどで、草原をそのままに放置すれば、やぶ化して、

山林というか、山林になるから、それでもいいんじゃな

いかと。森が育むという考えがありますからですね、野

焼きはそんなに無理してやらなくてもいいんじゃない

かという考えがありますので、その考えを少しずつ変え

ていかなければ、野焼きの存続は厳しいなというふう

に思っております。

　ですから、野焼きの目的は、もう水源保全と。特に南

阿蘇はそうなんですけれども、熊本市内の地下水の保

全に草原は大きく貢献しているということをしっかりこ

れからも訴えていきたいと考えております。

　大体、私の言いたいことは終わりまして、このビデオ

をですね、ユーチューブにもあります、阿蘇の地下水が

見られるというのをですね、これをちょっと流したいん

ですけれども。

（ビデオ視聴）

　阿蘇の地下水を未来へ。

　熊本は古くから水の都と呼ばれ、その中でも熊本市

は水道水減の100％を地下水だけで賄っているとい

う世界一の地下水都市とも呼ばれています。それには、

阿蘇のたくさんの湧き水が関係しています。なぜこんな

に水源となる湧水が多いのでしょうか。

　これから紹介する４つの条件と阿蘇の人々の暮らし

が深くつながっています。

　１つ目は阿蘇の地形です。阿蘇は、ほとんどの地域

で年間の降水量が3,000ミリを超える、全国的に見て

も非常に雨の量が多い地域です。火山の噴火活動で

できた大きなくぼみのことをカルデラと呼びます。この

広くて深いカルデラは、たくさんの水をためる役割が

あり、阿蘇は九州の水がめとも呼ばれています。

　２つ目は地質です。火山の噴火活動によって水を通

しやすい層と通しにくい層ができました。このことに

よってより多くの水が地面に染み込み、長い年月の間、

地中にためることができるのです。そして、この幾つも

の層は天然のフィルターとなり、きれいな湧き水を生む

のです。

　３つ目は水田です。もし水田がなければ、雨は川に

流れ、すぐに海に流れ出てしまいます。その一方で、水

田は雨水の多くを地下に浸透させます。また、大雨のと

きにはたくさんの雨水をためることができるため、天然

のダムとも呼ばれています。

　最後は草原です。阿蘇の草原は、地下水を育む力が

とても優れています。それはなぜでしょうか。森林に雨

が降ると、雨水が葉や枝で遮られるため、地面の染み

込む量は少なくなります。しかし、草原に雨が降ると、

地面に届く雨の量が多くなり、その分、地面に染み込む

量も多くなるのです。また、地面が吸収した水の一部は、

植物の根や葉を通して蒸発します。蒸発する水の量は、

森林に比べ草原のほうが少なく、同じ雨の量でも草原

のほうが地面に染み込む量が多くなるのです。そして、

何よりこの草原の維持に大切なのは野焼きです。野焼

きにより枯れ草がなくなり、新たな草原に生まれ変わり

ます。そして、その草原は、より多くの雨水を染み込ませ

ることができるようになるのです。このように主に４つ

の条件が重なって、たくさんのきれいな湧き水が生ま

れているのです。

　阿蘇の暮らし。

　古くからの阿蘇の人々の暮らしにも湧き水を守るの

に大切な役割がありました。阿蘇では昔から赤牛と共

に暮らしを営んできました。赤牛は、冬の間は牛小屋

で飼われ、春になると水田を耕します。そして、田植が

終わる夏には草原へ放牧されます。冬になると、赤牛

に草原の草や稲わらを与え、堆肥を作り、その堆肥を

水田に返します。こうした営みにより、阿蘇の稲作は維

持され、豊富な地下水を生む水田が保たれてきました。

草原と畜産の関係はヨーロッパでも見られますが、草

原、畜産、稲作、地下水が関係しているのは、世界でも

まれで阿蘇ならではの高度な循環システムとも言える

のです。

　ここ阿蘇では、このような地域循環が1000年以上

も続いてきました。世界の中でも安全に飲める水があ

るというのは、まさに宝とも言えます。自然と人との共生

によって守られてきた阿蘇の自然、地下水、これからも

みんなで守り、育てていきましょう。

○南阿蘇村村長（吉良清一）　これで終わります。

　最後にふるさと納税ということをちゃっかり言って

おきまして、これらの草原や水源を守るために、ふるさ

と納税で頑張ってお金を集めようかと考えています。

　それでは、拙い話でありましたが、これで終わりたい

と思います。ご清聴ありがとうございました。（拍手）

　下はですね、草原の雨量を表したものですが、右側

の野焼きをした場合は、先ほど言いましたように、秋は

茶色になって、それが野焼きをしたら真っ黒になりま

す。真っ黒になった後に雪が降れば白くなって、雪が

解ければまた黒になる。そして、野焼きをしていますの

で、一斉に新芽が湧きますので、もうほとんど一瞬、一

瞬といいますかね、短い時間に緑色に変わります。そ

して、そういう色の変化が野焼きをすれば、１年で色の

変化も楽しめるということが言えると思います。

　これは、ちょっと字がたくさんありますけれども、左側

が草原です。右側が未整備の保安林です。一番上に地

下水の保全能力とありますけれども、これも先ほど島

谷先生が話されたとおりですが、この図はですね、今

年の春に環境省さんが阿蘇の草原を見られるという

たしかチラシを作られていると思いますが、その中に

示された図です。もともとこれは20年ほど前にツカモ

ト先生という、東京工大と思いますが、その先生が20

年前に調整されたのを環境省さんが初めて、今回初め

て堂々といいますか、堂々とチラシに載せられました。

恐らく私が思いますに、森林と書いてありますので、農

水省、林野庁の森林増加に配慮して、この図が表に出

されなかったんじゃないかというふうに思います。初

めてですね、今年の春、これが環境省のパンフレット

に載りましたので、私はこれを積極的に使うことにして

おります。これほど草原のほうが地下に浸透する水の

量が多いということが、これを見れば一目瞭然だとい

うふうに思います。

　そして、２番目は、先ほど環境省の山下さんのほう

から話があったとおりです。ＣＯ２の吸収能力が割と知

られておりませんけれども、土壌中に有機物がたくさん

草原はありますので、炭素を固定しているということか

と思います。

　次は、大雨時の土壌を流出するから、大雨時の災害

はご覧のとおりです。大雨時の災害は、今全国各地で

洪水時の流木被害出ておりますけれども、これもやは

り整備をしていない森林の流木被害だというふうに思

います。

　それと、生物の多様性もご覧のとおり、それから、生

産性、利用効率につきましては、草原は毎年、野焼き、

放牧、そして採草と、毎年リセットがされますので、生産

性が高いと思います。農業との関わりは、草原は飼料

とか、堆肥の資材とかなっております。また、経済効果

につきましては、観光資源は草原の風景などがありま

すし、右側の中央火口丘、特に阿蘇ジオパークがあり

ます中央火口丘の保安林というのは、火山灰とか、あ

るいは火山ガスとか、そういうことで非常に育ちが大

分悪いことから、中ではもう既に枯れていって、保安林

の機能を有していないというふうなところもあります。

我々は地元では、あれは保安林ではなくて、不安林だ

というふうに言っております。

　それと、景観は先ほども申しましたように、草原はも

う四季折々の景色が楽しめます。また、文化的景観に

つきましては、阿蘇の草原は、平成29年だったと思い

ますが、国の重要文化的景観に指定を受けております。

それほど文化的景観にも優れているということで、これ

は高橋佳孝先生にアドバイスを受けながら、この表を

作りました。まだこれに漏れていることがあるかもしれ

ませんが、これほど草原は優れているということがお

分かりというふうに思います。

　これからの取組としましては、今年の春、950ヘク

タールで24牧野組合が実施しております。ただし、依

然550ヘクタールはまだ未再開となっております。それ

で、牧道や恒久防火帯の設置を進めたいと考えており

ます。しかしながら、これを見てもらうと分かりますが、

民有林との下のほうの防火帯はあまり傾斜がありませ

んので、そんなにお金もかかりません。ところが、上の

保安林との境の防火帯は急峻で、工事の人ももう

ちょっと考えないかんなというぐらい危険な場所も

あったそうで、上の防火帯を造るのは物すごいお金が

かかるということであります。保安林を何とか解除して

いただけないかということを再三、県の農政などにも

言っておりますけれども、なかなかハードルが高くて、

なかなか解除は難しいと、１ミリたりとも保安林は譲ら

ないというような、本当に強い姿勢が見られます。です

から、解除が無理なら、杉、ヒノキじゃなくて、火に強い

クヌギとか、そういう樹種を変えるという方法はどうか

ということで繰り返し繰り返し提案しています。

　そして、３番目に人手の確保ですけれども、やはり畜

産農家、特に放牧農家を増やしていかなければなりま

せん。放牧はいろいろ大変な面もありますので、今、牛

にセンサーをつけて、バーチャルフェンスといって、パ

ソコンでの架空の線で、そこに牛が通れば、そのセン

サーがびりびりとして、牛がそれ以上進めなくなります。

いわゆる架空のフェンスですね、パソコン上の架空の

フェンスから先には行かせないということが今年、福

島県で実証実験をやっておりますので、それをちゃん

と見て、うちも近い将来に導入を計画しております。２

つの牧野組合で実証をやろうという今計画をしており

ますので、そして、簡単に放牧ができるようになれば、

畜産農家も増えるというふうに思います。

　それから、ボランティアの皆さんが協力をいただい

ておりますし、専門部隊と書いておりますのは、野焼き

分かると思いますけれども、この牧野組合、東部のほう

に位置しています。滝室坂、57号線から箱石峠、265

号線の間を位置するところで、面積が430ヘクタール、

標高は約600メーターから900メーターあります。外

輪山内側は急傾斜で、上部は比較的緩やかな地形と

なっております。

　この道路線の部分ですね、こちら側が大分のほうに

水が流れていきます、大野川のほうにですね。そして、

こちら側が黒川や白川につながっております。阿蘇の

東部として、私の牧野は箱石という国土地理院の地図

にも載っている有名なところがありますし、もう一つ、こ

こに人の顔をした岩がありますけれども、国道265号

線沿いには人の顔をした岩も見られます。

　そして、こうした景観が見られますけれども、これは

野焼きの後ですね。ここはもう大野川水系の源流とな

る水の流れとなるところです。

　こちらは放牧の状況です。この中がやっぱり大野川

の水系になります。

　道のこちら側になるところを黒川、白川のほうに水

が流れていくというようになります。

　うちのほうの牧野では、特に今、32名とこれ書いて

ありますけれども、現在は30人になりました。最初、こ

の牧野組合がスタートした時点では100戸以上あっ

たんですけれども、私が入った頃は98戸の農家があ

りました。大体200頭以上の牛を飼っています。しかし、

年間放牧は70頭ぐらいで、草の利用もなされています

けれども、自分たちでは使い切れないくらいです。主な

活用としては、草原の維持というのが大切ですから、

野焼きとか、それから草刈りをやって、草原を維持する

こととか、最近は子供たちに野焼きの体験とか希少生

物の保護などの啓発なども行っております。それから、

野草堆肥で作った野菜を作って、啓発普及に励んで、

いろんなところに発送したりとかも取り組んでいますし、

カヤの出荷等も行っております。

　また、観光利用として、特に、私は普通、農家ですか

らなかなかできないんですけれども、牧野の中のいろ

んな宝物をぜひ皆さんにも知ってほしいということで、

牧野ガイド事業というのに取り組みました。ここでしか

ないものを楽しんでいただきたいと思って、まず、自転

車で草原の中を、牛がいないときに走り回ることがで

きる、そうしたことを取り組んだり、そのためには防疫

対策もしっかり取らなくてはいけませんので、石灰とか

クエン酸を使った消毒もして、いろんな外来種子とか

そういったものを持ち込まないような工夫をしながら、

遊び、学び、そして感動を味わうような、そういう体験

なども行っております。

　もちろん自転車だけではありません。トレイルウオー

クと言って、人々が歩いて草原を楽しんでいただくとい

うことは、ただ歩くだけじゃなく水がどのように流れて

いるかとか、そこにある希少植物、どんなものがあるか

とか、そういったものをなぜ保護するか、なぜ守ってい

かなくちゃいけないかということ、そして、阿蘇の草原

を通して、より多くの人々の心を癒すことができるとい

うことを訴えております。

　阿蘇には、大体年間180万以上の人たちが観光に

お見えになるそうですけれども、そうした人の一部でも、

私どもの牧野を通して、そうしたことを知っていただい

て、草原の大切さ、そうしたことを少しでも伝えられば

と。その他からものを後世に残せるようにしたいなと

いうふうに思っています。それで、こういう取組をやっ

ております。

　これからは、観光利用としての牧野ガイド事業でと

いうのは、今後、阿蘇地域のほかの牧野でも持続的な

維持管理に生かしてもらえるようにモデル化し、口蹄

疫などの疫病対策の情報共有とともに、牧野間の連携

を図っていきたいと思っております。現在、ほかにも、自

分のところでもやりたいという申込みがありますので、

先進事例じゃないですけれども、どの組合でもできるよ

うに支援できたらと思っております。

　それと同時に、地元の商工会や観光業ともタイアッ

プさせることで、地域の活性化にも寄与できるような取

組を発表させたいと考えております。

　こういった人たちは、私がガイドとして養成した人

たちですので、私が忙しくても、これらの人たちがガイ

ドとして活動できるようにしています。ガイドの申込み

は、道の駅阿蘇に申し込んでいただくと、こうしたガイ

ドさんたちを紹介してもらうことができます。トレイルウ

オークで大体基本ですね、二、三時間のガイドで１人

頭大体3,000円ぐらいの徴収をしております。1,000

円を牧野の維持管理に還元できるように取組をしてお

ります。また、自転車の場合は、そのガイドさんが自分

で値段を設定して、1,000円だけは牧野に還元できる

ようにやっております。現在までに300人以上の方が

観光を楽しんでおられます。

　本来は、オリンピックのときもより多くの人が来られ

る予定だったんですけれども、残念ながらコロナ禍で

活動ができない状態に置かれていました。これからさ

らにこういうのが改善で来たら、続けていきたいなと

いうふうに思っております。

　以上です。

○コーディネーター（坂本　正）　どうも市原さん、あ

りがとうございました。

場代だとか温泉だとか来たときのどうやって頂くのか

というのが大変大きな課題でございます。今日は幾つ

か問題提起もいただきましたので、実現可能な話をぜ

ひ進めていただきたいというふうに思います。

　次は、今日、講演のほうも大変ありがとうございまし

た。島谷さん、１時間ぐらいかかるのを20分ぐらいで

圧縮していただいたんで、やや欲求不満じゃないかな

というふうに思いますけれども、吉良さんの話を伺って

みると、島谷さんの話、重なりますよね。非常にエビデ

ンスというか、今まで言われていた九州の水がめ、福

岡に行ってもそういう話するんですが、筑後川だけ

じゃないと。もうもともとは阿蘇なんだよ。なかなか伝

わりにくいです。熊本市の世界で一番の地下水だと言

いながら、阿蘇の水が染み込んできて湧き出るんだと

言いながら、言いながら、恩恵は受けていますけれど

も、じゃ阿蘇をどうするかって、なかなかそういうふうに

いかない。今日は環境保全だけの問題ではなくて、価

値の創造として、今までのそうだなといったものをちゃ

んと再発見した、保全活用した、防災機能もやっていく

とですね、これからまだ新しい価値が生まれると、都市

圏を巻き込んでいくんだ。今日、最後に言われたところ

をやっぱり今度の課題としてぜひ強調していただきた

いことをお願いしたいと思います。

○パネラー（島谷幸宏）　この研究を始めるときに、い

ろいろお話を聞きにいって、やっぱり、草原が水資源

の涵養機能が森林より大きいことが明確に証明されて

いないんだよというのをすごく言われてですね、そこを

やっぱりターゲットしないといけないということで、今

日ちょっとお話ししたのは、樹液流計という草の木の

中を流れる水の量を測っているんです、実際に。それ

でどれくらい空中に水が出ているかというのが直接、

最近、センサーの技術が発達しまして、10年前にでき

なかったのが今はそうやって直接、どれぐらい植物が

水を空中に吸い上げているか測れるようになったんで、

それをちょっとやってみましょうということで始めたん

です。

　今日は、吉良さんがお話しになったのは、遮断蒸発

というやつで、１回、土の中に水が入って、それで植物

がどれぐらい利用するかという話なんです。もう一つは、

葉っぱなんかに降った雨が途中で蒸発してしまうとい

う２つの現象があって、その両方とも草原のほうが小

さいというのが分かっているので、だから、先ほど示さ

れたのと私が言ったのを２つ足したよとなるので、本

当はもうちょっと何百ミリ、今日、私100ミリと言ったん

だけれども、もっと大きい数なんですね。

　そういうことをいろいろ研究しながら、また、創造的

復興とは何かというのをすごい考えたんです。熊本県

で地震が起き、熊本地震があって、うちも熊本市内な

んで、その周りがもうみんな７割ぐらい被災してですね、

全半壊になって、何となく創造的復興というと、新たに

何かを創造するような、そういうイメージがあったん

だけれども、いろいろ研究してみると、やはり草原を守

ることこそが創造的復興なんですね。水源を守ること

こそが創造的復興なんだけれども、じゃ創造って何か

というと、価値を創造することなんです。今まで上手に

守れていなかったものに対して、もっと新たな価値が

実際にはあるんだけれども、見えていない価値を見つ

けたり、そういうことをやることによって、次の世代につ

なげる夢のある価値を創造して、それは自然を守り、

例えばもっと、私は草原をもっと増やしたいと思ってい

るんですけれども、そういうことをやるのが創造的復興

だと。

　それを環境省さんが言っている地域循環共生圏と

いうなかなか分かりにくい計画なんですけれども、地

域を育てて循環型社会をつくりながら、地域の中だけ

で自立するのがなかなか難しいので、ほかの地域と共

生しながら、できればこういう阿蘇みたいなところは

大都市圏と共生しながら、その大都市圏に当然恵みを、

水の恵みとかいろんな恵みを与えているので、それに

対するお返しをいただきましょうという、そういう考え

方なんですね。そのためには新しい価値を創造し、そ

の創造した価値を共有しないと絶対駄目ですよ。先ほ

どの話でもあったように、どうやって価値をこれからみ

んなで共有していくか。だから、できれば、有明海の人

に来てもらって、ここに大漁旗がね、阿蘇の草原に大

漁旗がはためきね、ああ私たちの草原はこうやって海

ともつながっているんだというのが何か目で見えるよ

うな風景ができるとか、そういうことが次の時代に何か

夢をもたらすんじゃないかなと。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうございま

した。

　今のお話の中で、やっぱりみんな気持ちで分かって

いるんだけれども、価値の創造とかね、新しく物をつ

くっていく、何かないものからつくっていくのは物すごく

大変だと思うんだけれども、今あるものの価値を認識

する、これがもちろん大事なことですよ。認識したら、

次に未来につながっていく。言葉は固いけれども、要

するに今やっていることを子供や孫につなげていって、

今の生活を守っていくということは、福岡の都市圏を

守り、有明海を守り、熊本市を守ることだと。今までは、

そんなこと意識しないで自分たちのなりわいでやって

いたけれども、そういうもんだということをみんなが共

　特に観光ガイドのところでは、ずっといろんなことを、

希少生物、植物だとか見ていただいて、水の話をして、

それで、そこのことを理解していただくというのは大変

すばらしい活動だと、観光とセットになっておりますけ

れども。それを含めて今後の課題というのをまた次回、

次の回にお伺いしたいと思います。

　じゃ次、三宅さん、お願いします。大体、若いですよ、

この中でもね。力あるし、エネルギーあるし、もうこれ

からの阿蘇のこういう課題はもう全部引き受けるとい

うような熱意で今日来ていただいております。今日はど

うも大変ありがとうございます。いろいろ注文が出ると

思いますが、どうぞよろしくお願いいたします。

○パネラー（三宅悠介）　ありがとうございます。環境

省の阿蘇くじゅう国立公園管理事務所、三宅と申します。

よろしくお願いいたします。

　私たちの事務所、この阿蘇市内にありまして、黒川

に事務所があって、大体職員10名ぐらいおります。何

をやっているかといいますと、この関係でいきますと、

草原再生の協議会の運営ですとか、そういった草原

再生の活動に取り組んでいます。それから、国立公園

ですので、阿蘇とくじゅうの国立公園の管理ということ

で、開発の規制をしたりですとか、生態系の保全をし

たりですとか、そういった仕事をしています。

　それからあと、最近は観光振興にも力を入れていま

して、特に政府全体としてインバウンド観光を推進して

いこうという中で、国立公園もですね、そういったイン

バウンドにも貢献していきたいと、そんなようなことも

やっておるような組織になっています。

　それで、今日はこういった場にお呼びいただきまし

てありがとうございます。坂本先生からご紹介いただき

ましたけれども、我々のほうもこの地域にある事務所と

して精いっぱいやることはやっていきたいと思ってお

ります。

　島谷先生、吉良村長からもお話しいただきました。

ありがとうございます。草原再生の活動は2005年から

スタートしています。2021年ですので、もう少しすると

20年かなというようなタイミングになっています。これ

までは地域の農家の方々の活動をどうやって支援して

いくかということで力を入れてきたんですけれども、今、

第３期の全体構想というのをつくっておりまして、それ

の大きな柱としては、なかなか産業だけで草原を維持

していくのが難しいような状況になっている中で、公益

的機能と少し難しい言葉ですけれども、産業だけでは

なくて、広く一般社会にも草原は役立つんだと、こう

いったような中で草原を維持していくと。一番分かりや

すいのは吉良村長からご紹介いただいたような、自治

体が火入れ責任になって野焼きするとかそういったこ

とだと思いますけれども、そういったことにこれから力

を入れていきたいと思っています。

　そういった中で、今日のお話ですね、有明海とつな

がっているとか、あるいは自治体のほうで火入れを積

極的にやっていただけるとか、草原再生にとっても、こ

れから新しい展開を考えていく上で、非常に重要なご

指摘をいただいたかなと思っていまして、また草原再

生協議会のほうでも今日のお話を受け止めて活動し

ていければというふうに思っておるところです。

　それから、市原組合長から観光利用の話をいただ

きました。我々国立公園を管理しておりまして、全国に

34の国立公園があります。この中には、九州の管内で

いけば、例えば屋久島も入っておりますし、それから知

床とか小笠原とか、世界自然遺産に登録されているよ

うなところも、この34の中に入っています。また、富士

山とか日光ですとか、いわゆる温泉とか自然が豊かな

観光地というのは大体34国立公園の中に入っている

んですけれども、あと、くじゅうもその中に入っています。

　皆さん、阿蘇くじゅうって国立公園の中でどれくらい

人が来ているかというイメージをお持ちですかね。実

は阿蘇くじゅうというのは、大体1,600万人ぐらい年

間利用者来ていまして、これは34の国立公園の中で

見ても上から５番目なんですね。日本全体で見ても、こ

ういった自然を生かした地域という中では、お客さん

が多く来ているエリアになっています。

　冒頭に紹介があったとおり、その中に来たお客さん

の８割ぐらいの方がですね、この中でも草原、阿蘇の

中で草原がやっぱり一番すばらしいというような回答

をされています。なので、草原というのは非常に観光に

とっても魅力的な資源であって、地域の外の人たちか

ら、どうやって草原の維持に協力してもらえるかという

のが今日のテーマの一つでもあると思うんですけれど

も、そういったときに、やっぱり観光の方に一部ご協力

いただく、市原組合長からご紹介いただいたように、

1,000円を草原の保全に還元するということもそうで

すけれども、最近ボランティアツーリズムとかもややは

やっておりまして、そういったボランティアでツーリズ

ムとして来ていただくとか、そういったことも含めて、地

域の外の力をこれからもっと活用していけるとよいの

かなというふうに思いました。

　私からひとまずコメントさせていただきました。あり

がとうございます。

○コーディネーター（坂本　正）　どうもありがとうご

ざいました。

　とにかく外からというのが結構難しくてですね、駐車

○司会　吉良村長、貴重なお話ありがとうございま

した。

　それでは、会場から１名だけですね、ご質問やご意

見ございましたらお願いいたします。挙手をお願いし

ます。

　一番後ろの方。

○参加者　私は熊本市民なんですけれども、先ほど野

焼きの意味を、草原を新しくして虫を殺すとか、景観を

守るとか、そういう趣旨で理解している熊本市民という

か、熊本県民と言っていいと思う、たくさんいらっしゃ

ると思うんですよ。その水源保全のためだということに

変えていかなくてはいけないというお話があったと思

うんです。私はそれとても共感するんですけれども、具

体的にどういう方法が一番手っ取り早いと考えられる

か、もしお考えがあればお聞かせいただければ。

○南阿蘇村村長（吉良清一）　ありがとうございます。

　まずは、うちの農家あたりもですね、実際、野焼きを

している農家あたりもそれを知らないということです

ので、まずその辺から、区長さん、区長会では定期的に

こういうことを述べますし、牧野組合が集まるときもそ

ういうことを言っております。また、今年の１月には全

戸に阿蘇の世界文化遺産を目指してというチラシを

作成し配布しました。阿蘇の地下水はこういう具合に

して育まれているということを機会あるごとに言うよう

にしています。

　とにかく草原のほうが地下水涵養能力は高いという

ことをこれまであまり言われてきませんでしたので、こ

れを強くこれからも機会あるごとに訴えていきたいと考

えております。

○司会　よろしいでしょうか。ありがとうございました。

　それでは、ここで、また吉良村長のほう、後でパネル

ディスカッションのほうにもご登壇いただきます。あり

がとうございました。（拍手）

　では、この後、パネルディスカッションに移りますの

で、少し会場の準備をさせていただきます。お手洗い

等ございましたら、皆様、この時間にお願いします。

３．パネルディスカッション

○司会　では、お待たせいたしました。

　それでは、パネルディスカッションに移りたいと思い

ます。

　冒頭の趣旨説明と２つのご講演を踏まえて、阿蘇草

原再生、新たなステージへ～草原の恵みを守るため

の仕組みづくり～をテーマに進めていただきます。

　ここで、ご登壇の皆様をご紹介させていただきます。

　今回のパネルディスカッションコーディネーターと

して、阿蘇草原再生千年委員会委員長の坂本正様、パ

ネラーとして、先ほどご講演いただきました熊本県立

大学特別教授の島谷幸宏様、南阿蘇村長の吉良清一

様、阿蘇市町古閑牧野組合長の市原啓吉様、環境省

阿蘇くじゅう国立公園管理事務所所長の三宅悠介様、

以上になります。どうぞよろしくお願いいたします。

　ここからは、コーディネーターの坂本先生に進行を

タッチしたいと思いますので、先生、よろしくお願いい

たします。

○コーディネーター（坂本　正）　坂本でございます。

　今日は、本当にコロナの厳しい中でございます。限

定的な人ということで、皆様方、今日お集まりいただき

まして、どうも大変ありがとうございます。

　今日はもうテーマもはっきりしていますように、今、

阿蘇、我々はですね、千年委員会世界文化遺産登録

に向けて今活動しているところでございまして、暫定リ

スト入り間近、と言うと誇大宣伝になるかもしませんが、

その暫定入りを目指して今やっている最中でございま

す。その中で一番コアになるのは草原ということです。

そして、九州の北部ですね、この阿蘇の水がめの役割

というのは非常に大きいと。今日その水がめの話をし

ていただいたわけですけれども、有明と福岡都市圏、

非常に大きな流域ですね。有明のノリを支えているの

もこの阿蘇の水だ。このカンデラが水をためているこ

とで、熊本市の世界一の地下水の源流になっているわ

けでございますし、その途中につながる水源が我々の

生活を守っている。それは災害からも大きな役割を果

たしている。その恩恵の部分を話していただきたいと。

当然これは、草原に行って楽しむ、観光客の人たくさん

いらっしゃるわけですよ。観光客の人にもぜひ、たくさ

ん水源がございますが、この水源と阿蘇はつながって

いるんだと、そういうことも分かってもらえればなとい

うことでございます。

　今日はもう既にお二人にご報告をいただいておりま

す。順番は、まず、市原組合長、それから三宅所長、島

谷教授、吉良村長という形で順番でやらせていただき

ます。あとはさんづけでいたしますので、よろしくお願い

します。

　市原さんも大変ご活躍でございまして、また、今日も

お忙しい中、引っ張り出して大変申し訳ありませんけ

れども、今日もガイドのことであるとか、新しい活動を

含めて、水資源の取組もございます。どうぞよろしくお

願いいたします。

○パネラー（市原啓吉）　私も牧野組合ですね、熊本

県北部、阿蘇の一番東側のほうに当たりますけれども、

一の宮町坂梨地区というのがあります。見ていただくと

が湧いているんだと、そういう認識がほとんどです。も

し仮に阿蘇に人が住んでいなくて、水田や草原がなく

て森だった、森林だったとすれば、恐らくこれほどの水

は湧いていないだろうというに思います。

　熊本県とか熊本市のホームページを見てみますと、

熊本の地下水ということで検索してみますと、絵が描

いてあります、地下水の流れがですね。ほとんどは西

原辺りを降った水が地下に浸透して、あるいは白川を

流れて、それがまた菊陽町周辺で地下に浸透して熊本

市に湧いているという絵がほとんどです。阿蘇のカル

デラの中とか外輪山を多く、大門堰にも水が流れると

いうのは書いてありません。それはなぜかというと、そ

ういう研究がこれまでされてこなかったせいです。それ

で、もちろん島谷先生が今日言われましたように、何と

か阿蘇の草原なり水田のそうした影響、大きな貢献し

ているんじゃないかということをですね、今度、研究で

その辺のところが分かってきたということで、これまで

の図とは違った図が恐らく出てくると思います。そうな

れば、多くの方々に草原、水田の大切さがお分かりい

ただけるかと思います。

　こういう機会があるごとに訴えていかなければなり

ませんが、私が最近思っているのは、それとはまた別

に、それだけでは、ああそうだなで終わってしまう。あ

そうかで、それからアクションが起きないというか、何

かそういう気もしますので、今、熊本市の地下水が減

少傾向にありまして、うちの水源の10か所で、先ほど

市川先生のほうから、市川先生で調べてもらって、そう

すると６割ほどの水源では減少傾向にあります。白川

水源は１分か60トンと言われていますが、今40トンし

かありません。それより最も湧水量の多い竹崎水源は

120トンですが、そこは１/３に減っているというような

調査結果が出ておりますので、もう水源、草原が減って

いることが恐らく原因だということで、危機感を与える。

先ほど熊本市の方は……と思いますけれども、熊本市

の水はこれからもう減りますよと、減っていきますよ、こ

のままでは減っていきますよということをもう危機感を

多少与えるような報道というのも、そういうことを何か

変えてもらうというか、先生方からもそういう報告をし

てもらうとか。危機感を与えることも一つの手かなと、

最近はそういうことも思っています。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうございま

した。

　大都市、熊本市のほうですが、これ100年ぐらい

たって地下水が市内に来るんで、今足りるとか足りな

いといっても、まだ大丈夫だという、そういう楽観的な

議論もないわけじゃない。先ほどあったように、水の涵

養とかいろいろは、草原よりも、それは樹木のほうが多

いんだから放っておけという話も結構あるわけですよ

ね、潜在的に。しかも、草原も人の手が入って草原だと

思っていない人も結構、そうするといろんな意味での

理解が及んでいないところで、新しい価値をつくって

やっていくというのはなかなか大変だと思うんですけ

れども、吉良さんが７市町村の中の１人だとすれば、

やっぱり今日の話は、市町村の人たちで県のほうにこ

ういうことだと、まだまだ認識足りないよと。こんなこと

で世界農業遺産取れないよというのをぜひ言ってほ

しいと思うんですが、いかがですか。

○パネラー（吉良清一）　今おっしゃるとおり、これは

阿蘇郡の首長さんが同じ気持ちで同じ方向を向いて、

歩調を合わせなければならないと考えております。そ

の辺は首長さんの会合の中である程度の合意はでき

ております。保安林の改良あたりもですね、これは私だ

け言っても駄目ですので……

○コーディネーター（坂本　正）　保安林の解除はし

てほしいなと。

○パネラー（吉良清一）　いろいろ言っているんです

けれども、ただ、阿蘇のほかの自治体の首長さんと行

動を共にしてやっていきたいと思っています。

○コーディネーター（坂本　正）　よろしくお願いし

ます。

　市原さん、ずっと長年活動してきて、今、ガイドの話も

して、いろんな問題ご存じですよね。それでやっぱり水

源の問題で、水が減っているとか、そういう危機的な状

況もあるんですか。

○パネラー（市川啓吉）　草原のあった時代、つまり

私が高校生ぐらいのとき、その時分はですね、山がま

だこんな大きくなかったもんですから、滝がいっぱい

あったんですね。その滝がですね、今、木が大きくなっ

た現在、だんだん消えてきているんです、なくなってき

ているんです。草原がいかに大切かということは、私

はその高校生のときに学んだことが第一の出発点な

んですけれども、私が高校生のときは、阿蘇くじゅうで

有して、福岡の人も、有明の人も、熊本市の人も、阿蘇

の価値を一緒に分かってもらう、このことが大事だと、

そのことですよね。

　そのことで、もう一つ必要なのは、普通、水源だとか

なんかって、人が住んでいなくて、山の奥から出てきた

ものだというようなこと、阿蘇はカルデラで、これが人

が住んでいるわけですよね。これだけの大きな都市圏

なんで、この都市圏でやってきている水の涵養に依存

している生活、一部の都市と都市をつないでいる、そ

のあたりの関係はどうお考えですか。

○パネラー（島谷幸宏）　昔からここは野焼きをして

いたわけですね。それがたまたまススキだったわけで

す。とても水を節約すると思うんですが、そういうことが

あったからこそ、福岡都市圏にあれだけの人口が集

積できるということなんですね、実は。これがなかった

ら、福岡市はもう水資源ない都市ですから。

○コーディネーター（坂本　正）　全然ないですか。

○パネラー（島谷幸宏）　ええ、全然ないですから、あ

んな人口を養えないわけです。ですから、本来はもう

少し、阿蘇を拝むじゃないけれども、敬意を払ってい

いはずなのに、そこの価値づけができていない間にみ

んながもっと阿蘇をＰＲしてください、最も大切な九州

の山ですからね。そういう意味での価値づけを行うこ

とが、やっぱりこれから持続的にこの阿蘇を維持する

ためには重要じゃないかなと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　僕は後でまた市原

さんにも伺いたいし、吉良さんにも伺いたいんですが、

阿蘇に住んでいて、生活していてですね、だんだん担

い手も少なくなっている。阿蘇の野焼きも大変だと、今

一生懸命やっている。僕はこの仕事に関わったときに、

あと５年たったら大変だよと言われて、本当に大変な

時期だったんですよ。これからまた３年、５年後大変

だよ、何とか延びてきているんだけれども、高齢化はも

ういや応なしに来ますよね。都市圏の人が無関心であ

れば、なおのこと厳しくなる。そこの働きかけ、例えば大

漁旗が来るとかね、そういう話もいいし、ほかの自治

体の人たちとの関係もあるんですが、島谷さんは福岡

に住んでいて、熊本に来て、今、水と環境のことをずっ

とおやりになっていて、それで実家がこちらにあってで

すね、火の山、しかし、水がめとしての阿蘇はそれほど

まだ認識されていない。インパクトはどこに持っていっ

たらいいと思いますか、島谷流の。

○パネラー（島谷幸宏）　私は、やっぱり海だろうと思

います。福岡にですね、志賀島という島があって、そこ

に志賀海神社という神社です。そこは海の神社なんで

す。その人たちは山を誉めるというお祭りをずっとやっ

ているんです。「ああらよい山繁った山」「ああらよい山

繁った山」「ああらよい山繁った山」と３度山を誉めて、

鹿もいるんですね。だから、やっぱり昔から山を管理

するということが海の神にとってどれほど大切だった

のか。一つは、船を造るのに木が要るということなんだ

と思うし、山からの栄養源とか恵みによって海産物が

取れるということも知っていただろうし。それを管理す

るために人間が鹿を射るとか野焼きをするとか、そう

いう行為が必要だということを分かっていた。そういう

ものを見ていくと、やはり海とのつながりを明瞭に意識

することによって、全てが、その間のものは全部つな

がってくるので、そこをつなげていくというのが面白い

かなと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　要するに自然に昔は知っていたんだけれども、だん

だん文明の中で分断されていって、都市圏が生まれて

きて、その生態系というのがだんだん切れてきた。なの

で、今、環境省さんが言っている共存していく生活圏で

す、物すごく壮大な絵なので、マンダラ絵というふうに

言っているらしいんですけれども、一見ね、ちょっと荒

唐無稽じゃないかと思うけれども、要するに昔に戻っ

てつながっていこうということだと思うんですよね。

　そのあたりの話、また後で伺いたいと思いますが、

吉良さん、お待たせいたしました。

　何か専門家じゃないみたいに言われていましたけ

れども、細部までずらっと見たら、島谷さんよりたくさん

書いていましたよね、その。流れをね。あの中の３分の

１ぐらいを島谷さんが今日証明した、科学的に証明し

た。でも、経験的にというか、もう大体分かっていて、し

かし、微妙なことを言われましたよね。なりわいでみん

な分かっているはずなのに、農業をやっている現実の

人は野焼きはやっている、大事だ。でも、景観のためだ

けだったらもうやだという気持ちもないわけじゃない。

それはそうだと思うんです。人のために景観でやっ

たってしようがない。今度はみずがめで、水がめになる

ためだという意識をやっぱりそれほど強くはないんで

しょうか、そのあたりの苦労話からお願いしたいと。

○パネラー（吉良清一）　じゃ本当に苦労話をします

けれども、うちの村は移住者が、結構、都会から移り住

む方がいらっしゃる。何でですかと聞くと、景観とか、き

れいな水がたくさんあるという理由が多いです。じゃき

れいな水は何でいいと思いますかと尋ねると、これに

答える人はまあいません。住民もはっきりとは答えられ

ません。先ほど大きな４つの要因があると言いました

けれども、それを答える人は本当にいなくて、昔から水

から野焼きのボランティアという形で、本当に大勢の

方に来ていただいていて、全国見渡してもなかなかこ

ういうふうな形で、近隣都市圏からこれだけ大規模に

協力を得て環境保全やっているところってそんなに多

くないんじゃないかなって思っています。そういった中

で、今回こういった科学的な知見もさらに明らかに

なってきたので、福岡、あるいは熊本の方に協力しても

らう具体的な意義というか、メリットもより説明しやすく

なってきたと思いますので、こういったことをうまくア

ピールするといいなと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　千年委員会というのは、もう福岡でもやっていますし、

福岡の経済界の人が任意でずっとおやりになってい

て、この話は、福岡の方も言うんですよ、水がめで。やっ

ぱり福岡都市圏は阿蘇で守られているんだという、経

済界のそういう方はおっしゃるんだ、なかなか市民に

浸透しない。これからだと思うんです。

　じゃ今日参加している方、あまり時間がありません

けれども、今までの話を聞いて、ちょっと一、二聞いて

みたいなという、全体でもいいですし、特定の方……

○参加者　野焼きボランティアをやっています。お世

話になっております。

　今日は、最初にお二方で水の重要性という、非常に

理論的に分かりまして、大変ありがたくお聞きしました。

　ボランティアやっていますが、昨日もそうだったんで

すが、阿蘇市にある牧野で輪地切りをやっていました

が、ボランティアの一般の方からこういう質問が来る

んですね。虫もいないのに何で焼かないかんのです

かって。そのときにやっぱり今日の水の話、ＣＯ２の話、

そして私の自分の専門の生物多様性の話とか、そうい

う話をしてあげると大変納得いただけるんですね。そ

ういう意味で、私はボランティアのリーダーもやってい

ますけれども、リーダーの役目というのは非常に重要

になってきているというふうにここ近年思います。ボラ

ンティアは今登録1,000名いますから、延べで昨年実

績ですと2,300名ぐらい出ています、コロナの中で。こ

れコロナが終わったら3,000名近くいくという。さてこ

こで問題なのは、草原の恵みを守るための仕組みづく

りという中で、私たちボランティアはこの先どう向かっ

ていけばいいのか、率直に、市原さんなんかとは初期

のほうから相当いろんな議論をさせていただきました

し、吉良村長は今日初めてなんですけれども、特に吉

良さんと市原さんあたり、我々ボランティアなんですけ

れども、今後どういうふうに向かって行けば、この仕組

み、新たな仕組みづくりとしてお役に立てるのかという

ことをご示唆いただければ大変ありがたい。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　多分、みんな考えて結論が出なくてですね、難しいと

ころではあるんですが、じゃお一方ずつその辺を伺っ

て、島谷さんのほうからいきましょうか。もう短く。

○パネラー（島谷幸宏）　簡単に、じゃ。

　今日ちょっとお話を聞いていて思ったのは、草原が

あって集落あって、水田があって、本当はそれ全体の

土地利用が草原の仕組みを支えているので、そういう

観点をやっぱり大事にしないと駄目かなと思っている

ということです。

○コーディネーター（坂本　正）　何かその仕組みの

中で……

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　コミュニティ

自体がそれ全体を管理して……

○コーディネーター（坂本　正）　何か一つのコミュ

ニティ全体を維持していくことで仕組みができると。

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　草原だけを

守ろうということじゃなくて、それを使う仕組みも守って

いく。

○コーディネーター（坂本　正）　草原を核にして、生

活圏、循環を守っていくという。

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　皆さんもそれ

重 ご々存じ……

○コーディネーター（坂本　正）　それは話が重いん

だけれども、そういうふうにしていかなければ維持でき

ないよということですね。

　じゃ吉良さんのほう、お願いします。

○パネラー（吉良清一）　うちの村にはボランティア

の方が来ていただいていまして、本当に感謝しており

ます。輪地切り、輪地焼き、大変ありがたく思っており

ます。

　ただ、先ほど言われたように、虫がいないのに何で

輪地切りとかやるのということは今日初めて知りまして、

そうだな、本当だな。だから、草原の野焼きの目的をも

う少し分かりやすくボランティアの方々にも伝わる方

法も考えていかなければならないなというふうに思い

ます。引き続き輪地切り、輪地焼き、本当に御協力をお

願いしたいと思います。

○パネラー（市川啓吉）　ボランティアの皆さんから、

私が持っているものが宝物だということを教えても

らったんです。それまでは邪魔物だったんです。これ

は何のためにどうしたらいいんだろうというね、邪魔

でしようがないと思ったら、それは宝物ですよって教え

られたから、ガイドを通して、それで多くの人に知って

５万ヘクタールぐらいの草原があると学んでいたんで

す。だから、ここはアメリカの牛肉と対抗するには阿蘇

ぐらいしかないと、そういう認識があったんです。

　それで、阿蘇は草原があって、みんなが豊かで。それ

は水だけじゃないんです。空気もですね、木よりも草の

ほうが浄化する、あるいは高いと言われているんです。

そっちのほうも目を向けんといかんとですね。ですか

ら、私はガイドのとき、そういったことを皆さんにお伝

えしているんです。だから、私、200人以上、去年、おと

としとガイドをしましたけれども、そういった人に一人

一人ね、みんな伝えて、阿蘇の草原はいいというけれ

ども、どんなところがいいですかって。空気がいいと。

景色が見れる。これは森林になったら景色は見えない

んですね。だから、森林はちょっと空気がいいように考

えるかもしれませんけれども、景色が見えないと、その

中での活動だけしかできないから。草原の場合は見

渡しができますね。阿蘇の山を見渡しながら草原を歩

くといかにすばらしいかというのがみんなが知ってい

るんです。そうすると、来られた方たちは、心が癒され

たと言って帰られるんです。ということはですね、私は

いつもみんなに訴えているんですけれども、あそこの

草原というのはね、名医だって。それがやぶ化してい

けば、やぶ医者になるって。だからね、草原は守ってい

かんといかんて。それをね、地元の人がやっぱり知る

必要があると思う。お医者さんをね、育てているから頑

張ろうと、そういう意識。そして周りから来る人たちの

癒やしてもらうんだったら治療代ぐらい払えと。ただで

来て帰っていくのはどういうことかと。そういう認識の

下に、より多くの人に、阿蘇を支えるためにはそういう

外部からの援助も必要なんだと。高齢化になったら、

ボランティアの皆さんが応援に来てくださっています。

ボランティアさんも高齢化しているんです。ですから、

より若い人たちにも訴えて、若い人の力も活用できるよ

うにしていかなくちゃいけないと。そういうふうに考え

て、阿蘇の草原の水だけでなく、空気を守るという、そ

れは全ての人に関係してくるので、ぜひそういったこと

を知ってほしいなと思って、今のところ頑張っています。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　でも、滝がなくなっている、減っているというのは、本

当にちょっと衝撃的な話ですよね、やっぱり環境問題

の中で。あるいは草原といったら、草原の場合は、崩れ

てもすぐ復活すると。だから、地震とかなんかあっても、

崩れたところから復活するというので、非常に強いも

んだという意識があるんですが、滝がなくなっていると

いうのは、ちょっと私も考えが及ばなかったんですけ

れども、やっぱりそれも一つの象徴ですね。滝の復活

も大事になるかなというふうに思いますね。

　コロナ禍にもですね、そういう地元の方もおられる

ので、そういうのを知っている方もおられると思うんで

すよ。やっぱり何が変化したかって。その後、島谷さん

に全部証明してもらうというのが一番やりやすい方法

かなというふうに思うんです。

　じゃ、最後というわけじゃありません、まだ一巡して

きたわけですけれども、今まで話を聞いて、三宅さん、

今まで北海道へ行って、熊本にこちら通ってきて、これ

からまた大きな活動があって、世界文化遺産を担うよ

うな、そんな話があって。今回の企画も関係者も非常

に大きな研究の課題、やっていると思うんですよね。

やっぱり子供の教育含めて、観光含めて、何を訴えて、

阿蘇をみんなと価値を共有していくっていう、その肝の

ところは何だとお考えですか。

○パネラー（三宅悠介）　なかなか難しいかなと思っ

ているんですけれども、分かりやすさというのは非常に

大事なのかなと思っています。島谷先生おっしゃって

いただいたみたいに、阿蘇で仮に草原が全部森林に

なってしまうと、1,000万トンぐらい水が減るので、有

明海のノリ養殖のための緊急放流がもうできなくなる

んだとかですね、福岡市であれだけの人口を維持でき

なくなるんだという、そういう分かりやすいメッセージ

と、あと、村長おっしゃっていたみたいに危機感を少し

あおっていくようなことも考えていく必要があるかと思

います。

○コーディネーター（坂本　正）　災害もひどくなりま

すよね、一気に流れてくるわけですから。

○パネラー（三宅悠介）　そういうのをうまくアピール

していくと。

　それで、地域循環共生圏、先ほど非常に分かりにく

いというようなお話もいただいていて、ちょっと私たち

の職員もなかなか理解することも難しいんですけれど

も、実はこの阿蘇は割とそういう意味では先進的な地

域だと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　あれは阿蘇を説明

するためにつくった地域循環圏だと私は思っておるん

ですね、ずっと、広いから。ただ欠点はですね、土地に

ずっと水道になって、いろんな都市部があって、海で

しょう、有明。遠いんですよ。だから、阿蘇だと思っても

つながりがぼんやりするんで、なかなか下流にいる人

たちが恩恵をですね、ぼんやりしか分かりにくいなと

いう、ちょっとそこのところですよね。

○パネラー（三宅悠介）　そうですね。ただ一方で、こ

のエリアには、今でも福岡県、あるいは熊本の都市圏

子供も大人もお年よりもですね、女性も男性も関係なく、

みんながそういったことを知る必要があると思うので、

それを情報として発信する。それが環境省さんなり、農

水省なりなんなりですね、大きなところからメディアを

通してでもなんでもですね、発信していくということは

大事だと思いますね。

　私も地元の農家に住んでいる限り、農家の人たちに

その宝物を守っていく必要があるんだよということを

強く訴えていきたいと思っているので、今取り組んでい

る小学生の草原学習とかですね、そういったものをぜ

ひ活用して、さらに将来のボランティアさんなり、地元

の担い手を構成できるように頑張っていきたいと思っ

ています。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　それでは最後に、大トリになります。三宅さん、お願

いします。

○パネラー（三宅悠介）　ありがとうございます。

　環境省は最近脱炭素、カーボンニュートラルという

ことで、環境省というか全政府を挙げて取り組んでい

ますけれども、先ほどご紹介あったとおり、阿蘇草原で、

このエリアの世帯の排出量の1.7倍の二酸化炭素を

固定しているということがあります。そういった観点か

らの重要性というのもこれから訴えていくと、社会の流

れにも乗っていけるのかなというふうには思っており

ます。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　今ある阿蘇の生活圏、これはやっぱりボランティア

の人を含めて草原を維持していく、水を守っていく。そ

のことが福岡都市圏、熊本の都市圏、多分、大分も入

ると思うんですね、北九州、九州の上のほう半分は阿

蘇に支えられているんだという意識は重要だと思いま

すが、何よりもこの仕組みを維持していくためには、子

供が、今日は残念ながら参加が難しかったわけです

けれども、やはりこの内容を共有する、防災意識として、

郷土の誇り、伝統というものを共有して、それを同じ地

域の世代がみんな使えていくような、そういう教育シス

テム含めてですね、これからの新しいステージづくり

が必要かなというふうに思います。

　今日はどうも大変ありがとうございました。（拍手）

○司会　坂本先生、パネラーの皆様、大変ありがとう

ございました。

　ご来場の皆様、限られた時間ではございましたが、

ありがとうございました。また、配信でご覧いただいて

いる皆様、お聞き苦しい点が多々あったと思いますが、

お許しください。

　阿蘇草原再生協議会では、本日いただいたアイデ

アも参考にさせていただきながら、今回の分科会の

テーマである草原の恵みを守るための仕組みづくりを

進めてまいりたいと思いますので、皆様、今後ともご協

力のほど、どうぞよろしくお願いいたします。

　それでは、阿蘇分科会はこれで終了とさせていただ

きます。

　皆様、もう一度拍手をお願いいたします。（拍手）

　ここで、皆様にご連絡ですが、この後、第13回全国

草原シンポジウム本会場と全国３分科会の開場をつ

ないでの全体会がオンラインにて開催されます。この

会場で流しますので、ご興味がございましたら引き続き

見ていただければと思います。

　皆様、本日は大変ありがとうございました。

もらう必要があるというふうに考えたわけで。というこ

とはですね、地元の人もそれを宝物とは思っていない

んです。ですから、ボランティアさんが地元の人と交流

するときに、そうした宝物を発見したら、ここにはこう

いうすばらしいものがありますよということをまず伝え

ていただきたいと、自分たちが発見したことをですね。

でも、多くの人は気づかないんですよ。それをまず教え

ていただくということ。

　そして、気づいたものをほかの人たち、つまり新たな

ボランティアさんが来れるように、そういうのをまた教

えていただくと。学校の生徒さんたちなんかもきても

らっているので、そのときにはね、本当に助かっていま

すけれども、そういった若い人たちですね、今後のそう

いう支援に回れるような、そういう仕組みづくりという

ものも大事かなと思います。

　今後そういうふうにして、農家さん、ボランティアさ

ん、お互いいろいろ、ほかの観光で来る人だって阿蘇

の草原の大切さというのをね、みんなに伝えていく必

要があると思うんです。生活環境を守るために何が必

要かという、そういった点で、私たちはみんなが草原

を通して生かされているということを認識できるように

伝えていくことが大事だなと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　今、もうボランティアさんも草原を守る非常に大きな

担い手で、やっぱりみんなで一緒に考えて出し合って

いくと。仕組みづくりは大体こう見えているんですけれ

ども、具体的なところはいま一歩手前かなという感じ

がします。

　三宅さんはそういう話を踏まえて、環境省としては、

このステージづくりをつくったら、絶対支えていくんだ

というような意気込みもあったらよろしくお願いします。

○パネラー（三宅悠介）　ありがとうございます。

　私もせっかく阿蘇に来たものですから、今年、個人

的ボランティアに参加させていただいて、非常にすば

らしい仕組みだなと思っています。あまり私自身は課

題は見当たらなくて、もうどうやってこの組織を継続、

発展させていくかというところかなと思っていますので、

我 と々してもしっかりサポートしていきたいと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうございま

した。

　もう大体時間がまいりましたので、今日は限られた

時間でございました。でも本当に２人のスピーカーの

方には簡潔に要点を絞ってお話しいただきましたし、

彼らの中で議論は大分深まってきたかなというふうに

思います。

　それでは最後に、今日の会を終えるに当たって一言、

今後の課題、あるいは自分が今考えていること、一言

ずつお話しいただいて、閉めたいと思います。

　じゃ島谷さんのほうからお願いします。

○パネラー（島谷幸宏）　今日ちょっといろいろやっ

ぱり聞いていて思ったのは、これからまたポストコロ

ナで地域分散というのが非常に重要で、その中で、子

供たちがこういうことに参加できると、すごいクリエイ

ティブな人間ができていくんだろうなというのをすごく

思っていて、環境省の方ともいろいろとお話ししている

んですけれども、やっぱり防災教育と環境教育を一緒

にするだとか、そういう形の新しい展開で、子供たちの

力をもっとつけないと、これからのサバイバル時代を

乗り切れないので。ボランティアみたいなものは、何か

学校教育としてちゃんとやっていく必要があるんかな

という話を聞いていていろいろと思いました。ありがと

うございました。

○コーディネーター（坂本　正）　じゃ吉良さん。

○パネラー（吉良清一）　私は特に自治体の首長とし

て、発信力が大事だと思います。島谷先生から情報を

いただいて、その情報で理論を武装して、強く訴えてい

きたいと思います。また、阿蘇の首長さんたちとも足並

みをそろえて、さらにどんどん盛り上げていきたいと思

いますので、これからもよろしくお願いいたします。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうございま

した。

　じゃ市原さん。

○パネラー（市原啓吉）　これは前の環境省の所長さ

んが私に教えてくれたことですけれども、イエロース

トーンが国立公園になったときですね、神が創造され

たもので、決して私有物にしたり、少数の利益のため

に開発すべきものではない。この地を国民のために永

久に保存するには国立公園にするという、そういうあ

れでこれをまず、イエローストーンが国立公園になっ

たと。それで、日本の昭和31年に国立公園法が制定さ

れて、1934年に初めての国立公園ができたと。その中

でも阿蘇もそういう国立公園になってきたということで

すね。

　そこには、やはり草原というのが大々的にあったわ

けで、だから国立公園になったわけで。阿蘇山があっ

ても、阿蘇山という山はないんですね。阿蘇山というの

は５つの山が成り立って阿蘇山って言うんで。その阿

蘇山は、草原があって初めて目立つんです。つまり主

役はですね、脇役がいないと目立たないんですよ。そ

の脇役である草原は、脇役だけでも重要な働きをして

いるんで、それをみんなに知っていただくためには、
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原草全国 サミット・シンポジウム in 東伊豆

１．開会

○司会　では、始めたいと思います。

　ご来場お皆様、そして配信でご覧くださっている皆

様、こんにちは。

　ただいまより第13回全国草原サミット・シンポジウ

ムｉｎ東伊豆、阿蘇分科会を開催いたします。

　私は、今回の進行役を務めさせていただきます公益

財団法人阿蘇グリーンストックの井上と申します。どう

ぞよろしくお願いいたします。（拍手）

　ありがとうございます。

　さて、今回の分科会では、阿蘇草原再生、新たなス

テージへ～草原の恵みを守るための仕組みづくり～

をテーマに２つの講演、また、その後、パネルディス

カッションを予定しております。パネルディスカッショ

ンでは、時間が許せば会場の皆様の声もお伺いでき

ればと思っておりますので、どうぞよろしくお願いいた

します。

　なお、今回は新型コロナウイルス感染防止対策とし

て、会場の人数を制限させていただいております。同時

にユーチューブでのオンラインの配信も視聴できるよ

うになっております。配信でお聞きの方もメッセージ等

でご意見をいただけましたら幸いです。

　それでは、講演に入ります前に、今回の分科会の趣

旨につきまして、環境省阿蘇くじゅう国立公園管理事

務所の山下さんからご説明をいたしますので、よろしく

お願いします。

○環境省阿蘇くじゅう国立公園管理事務所（山下淳一）

　皆さん、こんにちは。環境省阿蘇くじゅう国立公園管

理事務所の山下と申します。

　今日は、お集まりいただきまして、ありがとうござい

ます。

　私のほうから、まず今日のこの分科会の趣旨をごく

ごく簡単に３分ぐらいでご説明をさせていただきたいと

思います。

　それでは、早速まいります。

　もう皆さん、ご存じのとおりだと思いますけれども、阿

蘇の草原の特徴というのは、まず野草を主体とする草

原としては日本最大の規模であるということと、牛馬を

利用した農業生産とか草資源の循環という経済社会

の仕組みによって維持され続けた草原、あるいはその

まま放っておいてずっと草原であったということでは

なくて、生業によって維持され続けた草原というのが大

きな特徴であると思います。

　その草原ですけれども、いろんな恵みといいますか、

役割を持っていまして、まず、１つご紹介するのは多様

な生き物のすみかということで、植物で大陸と陸続き

だったことを物語っているようなヒゴタイですとか、そ

ういう植物があったりとか、ほかでは見られないよう

な希少種の植物も生育していたり、あとは、植物が多

様であるからこそ、多様な動物の生息できる環境を育

んでいると。１つ取り上げますと、チョウなんかでは、熊

本県で見られるチョウ117種のうち109種がこの阿

蘇の草原で見られる、チョウの楽園とも言われるよう

な多様な生き物のすみかになっています。

　それから、観光資源としての価値、これも言うまでも

ないことかもしれませんけれども、ちょっと古いデータ

なんですけれども、観光客の方に阿蘇のどこがいいで

すかというのを聞いたアンケートがありまして、草原が

広がる風景というのを77％の人がいいと答えていた

りですとか、牛馬のいる放牧風景とか花やチョウなん

かの野生生物がある風景なんかを答えていらっしゃる

方もいて、かなり観光資源としても欠かせない存在に

なっていると言えます。

　それから、最近注目されているところでいうと、炭素

の固定機能というのがかなり優れているらしいという

のが見えてきていまして、2013年の成果を基にします

と、阿蘇郡市の全世帯が１年間に排出するＣＯ２の量

の1.7倍ぐらい相当の炭素を草原が固定しているとい

うことで、阿蘇の中で見たら、排出よりも吸収が勝って

いるというようなことが言えて、地球温暖化防止の観点

からも未来に残す価値が高いというふうに考えられて

いたりします。

　それで、そういう様々な恵みがあるんですけれども、

過去から草原がどうなってきたのかというのを見ると、

かなり減ってきていると。100年前は阿蘇地域、ほとん

ど草原が広がっていたのが、見ていただいたら分かる

とおり、2007年にはかなりそれが森林に置き換わって

しまっているというような現状になります。

　草原再生協議会というところで議論をしていますけ

れども、じゃこの先どうなっていくんだろうって考えたと

きに、30年後の姿をちょっと想像しようみたいな話を

していまして、５年に１回牧野の調査がされている中で、

野焼きとか輪地切りをあとどのくらい継続できますかと

いうような調査項目があります。その中で、「10年以上

はできそうだ」と答えている牧野さん以外は、ちょっと

30年後まで管理を続けているのは難しいんじゃない

かというふうに仮定した場合なんですけれども、面積

で６割ぐらい減っているような予測になります。

　こういう状況もある中で、次世代へ残すべき姿で30

年後の目標というのを草原再生協議会の中で議論し

ていまして、先ほど申し上げた６割の草原面積減少と

いうのもあり得るかもしれないという中で、「今と変わ

らない規模の草原を残す」ということを目標に設定し

ようとしています。これ特に牧野組合さんの意向も大き

くて、やっぱりモチベーションを持ってやっていくため

にも、減少というところを目標にしてモチベーションも

上がらないだろうということで、最低限維持はしようと

いうような目標設定をしようとしています。

　そのために、３点目なんですけれども、そのために

は長年続いてきた生業による草原維持、これをどう支

援を強化していくのかというのを考えていく必要があり

ますけれども、もう一つ、今までもこれはやってきたんで

すけれども、もう一つ、近年、草原の持つ恵みというの

は、先ほどお話ししたような部分というのが注目され

ていますので、この草原の恵みを守るという観点から

も、草原を支える仕組みづくりというのを進めていく必

要があるかなというふうに思っています。今日は、この

草原の恵みを支える、守るための仕組みづくりというも

のを考える一つのきっかけにしたいなと思っておりま

す。そのために２つほどご講演をいただいて、その後

にパネルディスカッションということで進めさせていた

だければと思っておりますので、皆様よろしくお願いい

たします。

　私からは、駆け足になりましたが、以上です。

○司会　ありがとうございました。

２．講演

①阿蘇の草原がもたらす恩恵～最新の研究報告～

　それでは、早速、講演に移りたいと思います。

　お一人目は、熊本県立大学特別教授の島谷幸宏様

にお願いしたいと思っております。

　島谷先生は、現在多くの研究者が関わって進めてお

られる環境総合推進費研究の研究リーダーであり、今

日はその成果について、阿蘇の草原がもたらす恩恵、

最新の研究報告についてご講演をお願いいたします。

　それでは、島谷先生、よろしくお願いいたします。

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　皆さん、こん

にちは、島谷です。

　阿蘇の研究は、立場的には九州大学の特命教授と

してやっています。ただし、４月から熊本県立大学のほ

うにお世話になっていまして、私の実家が龍田なので、

熊本を今中心にしながらいろいろ仕事をしています。

　今ご紹介になったんですけれども、これが環境省の

推進費のテーマです。阿蘇をモデル地域とした地域循

環共生圏の構築と創造的復興に関する研究というこ

とで、大きく言うと３つのテーマでやっていて、そのそれ

ぞれのテーマがまた３つに分かれていて、９つの大き

な研究が集まった物すごく大きい研究です。私が全体

のリーダーをしていて、東海大の市川先生が特に地下

水のことをやられていて、慶応大の一ノ瀬先生が特に

後ろのほうの地域循環共生圏のほうの研究をされて

います。今日お見えになっています、実は。ちょっと驚き

ました、私も。

　研究の背景は、2017年に北部九州豪雨があって、

2016年に熊本地震があって、それで熊本県は創造的

復興というのを打ち出されました。その創造的な復興

を環境省が提案されている地域循環共生圏とどうやっ

てつなげていくかという研究になります。

　今日は特に草原のお話を中心にしますが、この阿

蘇は九州の中央部にあって、実は６本の１級河川、筑

後川、大野川、五ヶ瀬川、菊池川、白川、緑川という６

本の１級河川の水源になっています。ですから、玄海

灘から瀬戸内海から有明海からですね、いろいろなと

ころに水を注ぐ一番上流の地域になっています。流域

の人口が230万人と言われていて、しかも筑後川から

福岡導水で水を配っていますので、約480万人、500

発散、雨から蒸発散を引いたものが水資源量というこ

とになります。特に筑後川の場合はダムがありますの

で、雨が降ったときの水も全部ためてしまうので、基本

的には下流に流れていく水資源量は降った雨から蒸

発する量を引いたものということになります。

　そこで、こういう樹林とススキがどれぐらい蒸発散量

が違うかということを測定しています。宮沢先生という

先生が研究をしています。植物には、ちょっと難しくな

るんですが、光合成をするときにＣ３という植物、普通

の一般的なＣ３植物というスタイルと、ススキのように

Ｃ４植物というスタイルの光合成をやるタイプとがあり

ます。ススキはＣ４植物というタイプになります。Ｃ４植

物というのは、難しいんですけれども、機構がすごく

違って、非常に二酸化炭素を節約しながら光合成をす

ることができます。水を使う量も非常に少ない、節水型

の植物というふうに言われています。このＣ３植物とＣ

４植物というのは非常に重要なポイントになっていて、

阿蘇では草原にするとほとんどススキになります。スス

キになるということが蒸発散量を小さくしているという

ことになります。

　それで、今、牧野の方に協力していただいて、直接

葉っぱにこういう樹液流計というセンサーをつけて、

ここから今、直接測れるようになりました。一つ一つの

茎からどれぐらいの水分が蒸発しているかというのを

１年間測っています。それで分かってきたことは、これ

が杉で、ササやヤシャブシで、ススキとなりますが、１

年間ずっと積算していくと、杉とススキでは非常に大き

な蒸散量の違いがあるということが分かってきました。

これはもう光合成の仕組みが根本的に違うので、非常

に節水型の植物であるススキが生えているということ

がこの節水型だということが分かりました。

　今ちょっとそれを年間どれぐらいの蒸散量になるか

という推定を行っていて、ちょっとまだ低めの推定に

なっているんですが、これススキです。ススキがＣ４と

いう植物で、ほかのは全部Ｃ３植物なんですが、ススキ、

ササ、杉、ヒノキ、ヤシャブシというようなもので考えて

みると、恐らく杉・ヒノキに比べて１年間に年間の蒸発

散量が100ミリは最低違うだろうということが明らか

になってきました。

　現時点ですが、今年度の３月までで研究を終わりま

すので、それまでにはこの明確な数字が出てくると思

うんですが、水の使う量からすると、ススキ、ササ、ヤ

シャブシ、杉、ヒノキという順番になるであろうというこ

とがどうも明らかになってきました。これ非常に重要な

ことになります。

　ここに阿蘇がありまして、ここに、今見ている草原っ

てほんの一部の草原なんですが、もし樹林に替わって

しまうと、年間100ミリから200ミリぐらい、下流に流れ

るお水の量が減ってしまうということになります。100ミ

リというのは高さの単位ですね。１年間、大体この地域

が3,000何百ミリと降りますが、そのうちの100ミリ分

が蒸発、空中に出ていってしまうということになります。

ですので、草原があることによって、下流に水を配るこ

とができているということになります。大体その量は、

後でちょっとご説明しますが、年間1,000万トンとかそ

ういう量になります。実は、下筌、松原ダムという、ここ

に２つ、ちょうどこの阿蘇から出てくるところにダムが

あって、そこから平地に水が出ていくわけですけれども、

このダムでは発電を行ったり、下流への有明海に流れ

ていく水を供給したりしているわけですけれども、実は

有明海のノリが取れなくなった、冬場取れなくなったと

きには、このダムを操作して、水を放流して下流に栄

養物を送るという、栄養源を送る操作をしています。そ

の水の量は大体1,000万トンとか、大体それぐらいの

量なんですが、それは草原がなくなると、それがちょう

どできなくなるぐらいの量になります。非常に大きな量

です。

　今までに行われた松原、下筌ダムによる緊急放流と

いうことで、大体冬場です。冬場、ノリが行われるように

なって、ノリの色落ちと言って、色が落ちてくるんですね、

栄養塩がなくなると。窒素の濃度が低くなったときに松

原ダムを放流すると、窒素濃度がばあっと上がって

いって、色落ちしなくなるということで、実は草原の水と

いうのは、有明海のノリを支えているということにもつ

ながっているんですけれども、あまりそれは意識されて

いません。松原ダムの流域で例えば草原がもしなく

なってしまえば、約1,000万トンぐらいの水資源がなく

なってしまうということになります。それは、人口でいう

と11万人分ぐらいの水資源量になるということなので、

非常に大きい水の量だということが分かると思います。

今まで草原について、あまり定量的に水をどれぐらい

節約するかというのを分かっていなかったんですが、

それが今分かりつつあるということです。

　それともう一つは、今、立野ダムができているんです

が、こっちがカルデラと、下流の熊本の地下水がつな

がっているかどうかということに焦点を当てて研究を

しています。ずっとボーリング調査が、最近、地震の後

いっぱい行われまして、そのときの地下水を連ねてい

くと、これがつながっているということが明らかになっ

てきました。それがですね、量的にどれぐらいかという

と、これは熊本大学の嶋田先生たちがシミュレーショ

ン、１年間の水収支というのを示したものです。

万人の水源になっているということで、非常に重要な

地域になっています。

　しかし、これはあまり知られていないです。私、福岡

市民もやっているんですけれども、福岡市の人は、筑

後川から水をもらっているという意識はあるんですけ

れども、阿蘇から水をもらっているという意識はほとん

ど希薄なんですね。有明海の人も、筑後川とか白川と

か緑川とか菊池側から水が流れているというのはよく

知っているんですけれども、その上流は草原だという

のを皆さんご存じない。有明海は、よく泥の干潟で、阿

蘇の噴火物によってできているどろどろの干潟で、そ

れが非常に豊かだというのは言われているけれども、

その水の水源が阿蘇だというのはあまり言われてい

ないと。そういうところがあります。

　この９つの、サブテーマになるんですけれども、簡単

にいうと一番上が自然災害を生態系によってどうやっ

て守るかというような感じの研究です。自然資源を使

いながら災害を防ぎ、それを創造的復興につなげてい

こうというのがテーマ１。テーマ２は、熊本地震によっ

て地下水に影響が出たので、その地下水がどういう影

響を受けて、それがどういうふうに回復しているのか。

それから、その地下水が、１回カルデラの中に入った

水がどういうふうにほかのところとつながっているか

という研究。テーマ３は、自然資本と社会関係資本と

いうのは、人間関係とかいろいろな社会のことにも注

目して、地域循環共生圏というのをどういうふうに成

立していけばいいかという、文系の研究から理系の研

究まで、非常に幅広い研究となっています。

　簡単にいうと、阿蘇地区の中で自律分散型の社会

を構築しつつ、他の大都市圏等といろいろな交流をし

ながら、創造的復興と地域循環共生圏をどうつなげて

いけばいいかということの研究をしているということ

になります。

　扱っている自然資源としては、草原だとか森林、そ

れから石材、水田、湿地、水みたいなものを対象にし

ています。

　この図はですね、ここに中央の火山地帯があって、

カルデラがあって、外輪山があって、そういう色を示し

ていますが、この草原、災害との関係を示していますが、

集落の配置をどういうふうにすればいいのかとか、低

地の氾濫をどうやって防げばいいのかとか、田んぼダ

ムをどういうふうにしていいのかとか、こういうカルデ

ラと外輪山のランドスケープに基づいた自然の機能

も生かしたような防災はどうあるべきかというような研

究をしています。

　皆さんご存じのように、阿蘇はこの草地が外輪山の

上と斜面というのがあって、その下に林地があって、集

落があって水田があるという、一つの配置構造が単位

となって、一つの集落が草地から林地、水田、そういう

管理をしているという、そういう仕組みがあるというの

は皆さんご存じで、こういう関係が非常に重要だとい

うふうに思っています。

　まず、災害との関連を見ていくと、草原、これはです

ね、縦軸に崩壊の確率を書いてあって、これいろいろ

な植生について書いてあるんです。これを見ると、草原

が崩壊の確率が高い。しばしば崩れやすいということ

が分かりますが、そのときの崩壊の深さは小さいという

ことが分かっています。ですから、草原にすると、時々

崩れるけれども、大きな被害はもたらさないというよう

なことが分かっていて、しかも、傾斜が比較的緩いとこ

ろの樹林帯がこういう土石流とかを緩衝する機能が

あるということも分かっています。

　次に、水の機能についていろいろ研究しています。

特に筑後川と白川に着目して研究を実施しております。

　実は、筑後川というのは阿蘇の外輪山を水源として

福岡県を通りながら有明海に注いでいる九州一の大

河です。ここから福岡に導水を持っていって、福岡市の

水も供給して、約30％ぐらいの水を供給しているとい

う非常に重要な川になっています。松原ダムというダ

ムが筑後川の上流にあって、上流のこの地域の水を、

外輪山の水を集めて、１回、松原ダムでためて、それで

下流に供給しているということになります。流域の草原

の状況を見てみると、どんどんどんどん今減っていると。

1900年頃に比べて、半分ぐらいになっているというこ

とが分かります。

　それで、どういうことをやっているかというと、実は雨

が上から降って、雨が降ったものが植物とか地上から

蒸発とか発散、発散というのは葉っぱから出ていくの

を発散と言うんですが、蒸発散して上に向けていくと。

それ以外のものは表面に流れるのと地下に浸透する

のと、二通りで流れていくということになります。ですか

ら、下流に流れていく水の量は、この植物等からの蒸

を目的として、村長が火入れ責任者となって野焼き再

開を進めておられます。本日は、その事例を中心に南

阿蘇村の草原管理の取り組みについてご発表をいた

だきたいと思います。

　それでは、吉良村長、よろしくお願いいたします。

○南阿蘇村村長（吉良清一）　皆さん、こんにちは。今、

紹介がありました南阿蘇村の吉良と申します。

　今、村長ということでございますが、私はもともと農

家の長男で、無農薬の米とか、あるいは私自身も野焼

きとかに参加しておりました。これまで農地や草原を

守るためにいろんなことをやってきたんですが、もう農

家の１人、２人では、これはもう守れないということで、

村長を目指しました。しかしながら、なかなか簡単に

は合格させていただけませんで、今から17年前に南

阿蘇村が合併したときに初めて出まして、落ちて、落ち

て、落ちて、４回目にやっと合格いたしました。周りの人

は私のことを吉良清一の趣味は何か知っとるかいと、

吉良清一の趣味はね、選挙だもんなと。特技は何か

知っとるといったら、特技は落ちることだもんなという

ふうにからかわれておりました。

　そういうことで、私は本当にこの草原の水量を守る

と、このために村長になったようなもので、今いろんな

取組でしっかり頑張っております。私は、講演するほど

知識が豊富ではありませんので、地元の水分量など現

状をお話ししようと思って、この役を引き受けました。し

ばらくの間ですが、よろしくお願いします。

　それでは、早速、話に入っていきますけれども、話の

内容は、この画面のとおりで、途中に私の持論あたり

も少し述べさせていただきたいと思います。最後に、村

で作ったビデオがございますので、それをご覧いただ

ければと思います。

　まず、南阿蘇村の火入れ対象地は1,500ヘクター

ルございまして、27の牧野があります。うちの牧野の特

徴としましては、こっちの北側と比べまして急斜面が多

いということ、それから、谷が深いということがうちの

特徴だと思います。そのために輪地切りなどはとても

苦労しますし、また、放牧牛を見つけにくいという、そう

いう苦労もございます。そして、平成28年に３つの牧野

が中止をいたしました。原因は、これは慢性的なもの

なんですが、高齢化、あるいは担い手不足、また、火入

れ責任者の、これは区長さんなんですが、その責任が

大変重いということが原因です。死亡事故が28年に

発生しまして、区長さんが死亡事故の後に事情聴取と

か、あるいはいろんな事故後の手続とか、また、遺族へ

のお見舞いとか、ものすごくご心労をされております。

火入れ責任者についてはまた後ほどお話ししたいと

思います。

　そして、これは同じく28年に起こった熊本地震です。

牧野のあちこちでこういう牧道が被災を受けまして、２

つの牧野組合で野焼きを中止しております。

　これから再開に向けた取組ということを簡単にご説

明しますと、南阿蘇村と牧野組合、熊本県で連携協定

を結びました。真ん中にいらっしゃるのが白川牧野組

合の組合長さんです。白川水源の上辺りが野焼きが中

止されておりますので、そこら辺からまず復活したほう

がよかろうということにしました。村と熊本県で予算を

組みまして、防火帯の整備等を行いました。その白川

地区でも集会をして、野焼きの再開について議論が

あったんですが、野焼きの再開についても疑問視する、

つまり無理やりせんでもいいんじゃないかという意見

もありましたけれども、その中央の後藤区長さんの強

いリーダーシップで、野焼きは何としてもせないかんと

いうことで、再開することができました。

　火入れ責任者をですね、区長さんから村長、私とい

うことにしました。区長は現場の監督者。それから、こ

れまで区長が申請をして村が許可するという許可制

度でしたけども、これも届出だけでいいという届出制

にいたしました。

　重機により白川牧野を早朝、総延長で20.7キロ

メートル、800万ぐらいかかったと思いますが、整備を

いたしました。それによって、今年の３月に、これは野

焼きの様子ですが、４年ぶりの野焼きでしたので、多く

のカヤがあって、もうそれはそれはすさまじいほど、恐

ろしいほど燃え上がりました。

　これは５月の写真ですけれども、野焼きをしたところ

が緑色になっているかと思います。途中に防火帯があ

ります。中腹ほどには保安林がございます。

　これは、ちなみに私が朝に写真を撮ったんですが、

３月です。雪が降ったところが白くなっていますが、野

焼きをしたところは、野焼きをすれば草がありません

ので、もう地面に直接雪が積もります。ですから、こうい

う具合に白くなります。白くないところは、野焼きがして

いないところです。

　私の持論を少し話しますと、左が野焼きをしない場

合、右が野焼きをした場合で、梅雨の時期がですね、

梅雨は雨が降るわけですから、野焼きをしたところは

草が生えていますので、雨が、先ほど島谷先生の話に

もあったように、雨が地下に浸透します。しかし、左側

はススキがありますので、いわゆるかやぶき屋根状態

で、恐らくほとんど地下には浸透せんで、カヤを伝って

下に流れ下っているのではないかというふうに考え

ます。

　皆さん、水収支ってとっても分かりにくいんですけれ

ども、阿蘇のカルデラを一つのおけみたいに考えて、

上から降ってくるのが１年間に3,629ミリの雨が降っ

てきています。これシミュレーションで出てきたものな

ので、この辺の蒸発量というのはいろんなところの平

均になっています、建物とか水田とか山とか。大体その

うちの463ミリぐらいが蒸発していくよと。土の中に

2,600ミリぐらい入って、土から2,500ミリぐらい出て

きているということが分かります。蒸発するので、それ

が155ミリということで、地下水から７ミリ、それほど大

きな値じゃありません。地下水、つながってはいますけ

れども、ボリュームとしては大きい値ではないと。１年

間に3,000ミリぐらいの水がカルデラから下に出て

いっていると。

　これ非常に重要なのは、そのうち、3,000ミリのち

2,500ミリぐらいは１回土の中にもぐってゆっくりと出

てきているということです。ですから、洪水のときに出て

いっているのが大体500ミリぐらいということで、これ

は非常に、日本の川の中では大体洪水のときに出て

いく水の量とふだん出ていく水の量が１対１ぐらいだ

と言われているんですが、阿蘇の場合にはカルデラが

あるせいで非常にゆっくり水が出ていっていると。だ

から、下流の洪水も草原とか水田の涵養とかによって

減らしていると。だから、１回雨が降っても水が染み込

んでいきますので、それがゆっくりと湧き水という形で

出ていっているということになります。

　それで、大体の量は出てきたんですが、大体、阿蘇カ

ルデラから流出する白川の流量は年間７億トンと。そ

のうち大体１億トンぐらいが白川の中流域で、農地で

地下に浸透していると言われていますので、阿蘇カル

デラの中に降った雨のうち、１年間に約１億トンぐら

いの地下水は熊本市の地下水として供給されていると

いうことが大分明らかになってきました。ですから、今

まで定性的には言われていたんですが、こういう現象

は、一つは外輪山の草原は福岡の筑後川はじめほか

の地域の水の資源として非常に重要な役割を果たし

ていると。阿蘇カルデラから熊本に関しても、カルデラ

に降った水もちゃんと地下水を涵養するのに役立って

いるということが明らかになって、やっぱり草原を守る

ということは、非常に大きな水資源、九州北部の水資

源を守るのに非常に重要であるということが明らかに

なりました。

　私たちは、先ほどもちょっとお話ししましたように、

創造的復興と地域循環共生圏をどうやってくっつけて

いくかという研究をしています。私たちが考えている創

造的復興というのは、地域の資源の価値を創造する、

再発見する。社会的な課題を踏まえて再発見する。そ

れこそが創造的復興であると。価値創造こそが創造的

復興であると。

　草原の場合は、先ほど言いましたように、今までい

ろいろなことが言われていますが、特に今回の研究で

は、水資源の供給機能が非常に大きいということが明

らかになったと。防災機能もあるということも明らかに

なったということであります。

　そういう価値を創造して、今度は福岡や熊本市の水

資源として価値を共有する必要があります。有明海に

対しても、阿蘇は有明海の恋人というようなですね、そ

ういうフレーズを共有する必要があると。そういうこと

によって、都市からの資金だとか漁民からの応援だと

か、そういうふうな価値を認識することによって、さらに

いろいろな共生圏からの関わりが来るというふうに考

えています。

　また、今日ちょっとお話ししませんでしたが、どう

やって自律分散型の社会をつくっていくかというときに、

草原をどうやって維持するかというのは非常に重要な

ポイントになります。それについてもいろいろ、どういう

ふうにして管理すればいいのか、集落の主体力を形

成するにはどうすればいいのか。水源涵養保安林を

水源涵養保安林野というような水資源の涵養がある

草原を水源涵養林と同等のものとして位置づける必

要があるだとか、そういうことを今考えながら研究を

行っています。

　以上で私のお話を終わらせていただきます。どうも

ありがとうございました。（拍手）。

○司会　島谷先生、ありがとうございました。貴重なお

話をありがとうございます。

　それでは、ただいまの島谷先生のお話の中で、時間

の関係上、お一人だけご質問等ございましたら受けた

いと思いますが、どなたかいらっしゃいますでしょうか。

よろしいですかね。

　後でですね、島谷先生のほうにはパネルディスカッ

ションのほうにも参加していただきますので、またそ

れも併せてご質問等ありましたらよろしくお願いいた

します。

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　どうもありが

とうございました。

○司会　それでは、ありがとうございました。（拍手）

②南阿蘇村の草原管理の取り組み

○司会　続きまして、お二人目です。南阿蘇村村長の

吉良清一様にお願いしたいと思います。

　南阿蘇村は、平成31年度から水源涵養機能の保全

ができないような集落については、村で、例えば消防

署とか消防団員、あるいは警察官のＯＢさんたちで専

門のプロのチームをつくって、土日に計画的に野を焼

いていけば、かなりの面積をカバーできるのではない

かと思って、今、計画中です。

　それと、最後はですね、野焼き目的の認識の改革と

いうことを訴えております。これまで野焼きの必要性と

いうのは、例えば景観の維持だとか、あるいは病害虫

の防止とか、そんな目的で野焼きをやっておりました

けれども、それだけでは住民に、農家がもう野焼きはそ

れぐらいのことだったらもうやらなくてもいいんじゃな

いかと、そしてまた、地下水は森が育むという考え方が

ほとんどで、草原をそのままに放置すれば、やぶ化して、

山林というか、山林になるから、それでもいいんじゃな

いかと。森が育むという考えがありますからですね、野

焼きはそんなに無理してやらなくてもいいんじゃない

かという考えがありますので、その考えを少しずつ変え

ていかなければ、野焼きの存続は厳しいなというふう

に思っております。

　ですから、野焼きの目的は、もう水源保全と。特に南

阿蘇はそうなんですけれども、熊本市内の地下水の保

全に草原は大きく貢献しているということをしっかりこ

れからも訴えていきたいと考えております。

　大体、私の言いたいことは終わりまして、このビデオ

をですね、ユーチューブにもあります、阿蘇の地下水が

見られるというのをですね、これをちょっと流したいん

ですけれども。

（ビデオ視聴）

　阿蘇の地下水を未来へ。

　熊本は古くから水の都と呼ばれ、その中でも熊本市

は水道水減の100％を地下水だけで賄っているとい

う世界一の地下水都市とも呼ばれています。それには、

阿蘇のたくさんの湧き水が関係しています。なぜこんな

に水源となる湧水が多いのでしょうか。

　これから紹介する４つの条件と阿蘇の人々の暮らし

が深くつながっています。

　１つ目は阿蘇の地形です。阿蘇は、ほとんどの地域

で年間の降水量が3,000ミリを超える、全国的に見て

も非常に雨の量が多い地域です。火山の噴火活動で

できた大きなくぼみのことをカルデラと呼びます。この

広くて深いカルデラは、たくさんの水をためる役割が

あり、阿蘇は九州の水がめとも呼ばれています。

　２つ目は地質です。火山の噴火活動によって水を通

しやすい層と通しにくい層ができました。このことに

よってより多くの水が地面に染み込み、長い年月の間、

地中にためることができるのです。そして、この幾つも

の層は天然のフィルターとなり、きれいな湧き水を生む

のです。

　３つ目は水田です。もし水田がなければ、雨は川に

流れ、すぐに海に流れ出てしまいます。その一方で、水

田は雨水の多くを地下に浸透させます。また、大雨のと

きにはたくさんの雨水をためることができるため、天然

のダムとも呼ばれています。

　最後は草原です。阿蘇の草原は、地下水を育む力が

とても優れています。それはなぜでしょうか。森林に雨

が降ると、雨水が葉や枝で遮られるため、地面の染み

込む量は少なくなります。しかし、草原に雨が降ると、

地面に届く雨の量が多くなり、その分、地面に染み込む

量も多くなるのです。また、地面が吸収した水の一部は、

植物の根や葉を通して蒸発します。蒸発する水の量は、

森林に比べ草原のほうが少なく、同じ雨の量でも草原

のほうが地面に染み込む量が多くなるのです。そして、

何よりこの草原の維持に大切なのは野焼きです。野焼

きにより枯れ草がなくなり、新たな草原に生まれ変わり

ます。そして、その草原は、より多くの雨水を染み込ませ

ることができるようになるのです。このように主に４つ

の条件が重なって、たくさんのきれいな湧き水が生ま

れているのです。

　阿蘇の暮らし。

　古くからの阿蘇の人々の暮らしにも湧き水を守るの

に大切な役割がありました。阿蘇では昔から赤牛と共

に暮らしを営んできました。赤牛は、冬の間は牛小屋

で飼われ、春になると水田を耕します。そして、田植が

終わる夏には草原へ放牧されます。冬になると、赤牛

に草原の草や稲わらを与え、堆肥を作り、その堆肥を

水田に返します。こうした営みにより、阿蘇の稲作は維

持され、豊富な地下水を生む水田が保たれてきました。

草原と畜産の関係はヨーロッパでも見られますが、草

原、畜産、稲作、地下水が関係しているのは、世界でも

まれで阿蘇ならではの高度な循環システムとも言える

のです。

　ここ阿蘇では、このような地域循環が1000年以上

も続いてきました。世界の中でも安全に飲める水があ

るというのは、まさに宝とも言えます。自然と人との共生

によって守られてきた阿蘇の自然、地下水、これからも

みんなで守り、育てていきましょう。

○南阿蘇村村長（吉良清一）　これで終わります。

　最後にふるさと納税ということをちゃっかり言って

おきまして、これらの草原や水源を守るために、ふるさ

と納税で頑張ってお金を集めようかと考えています。

　それでは、拙い話でありましたが、これで終わりたい

と思います。ご清聴ありがとうございました。（拍手）

　下はですね、草原の雨量を表したものですが、右側

の野焼きをした場合は、先ほど言いましたように、秋は

茶色になって、それが野焼きをしたら真っ黒になりま

す。真っ黒になった後に雪が降れば白くなって、雪が

解ければまた黒になる。そして、野焼きをしていますの

で、一斉に新芽が湧きますので、もうほとんど一瞬、一

瞬といいますかね、短い時間に緑色に変わります。そ

して、そういう色の変化が野焼きをすれば、１年で色の

変化も楽しめるということが言えると思います。

　これは、ちょっと字がたくさんありますけれども、左側

が草原です。右側が未整備の保安林です。一番上に地

下水の保全能力とありますけれども、これも先ほど島

谷先生が話されたとおりですが、この図はですね、今

年の春に環境省さんが阿蘇の草原を見られるという

たしかチラシを作られていると思いますが、その中に

示された図です。もともとこれは20年ほど前にツカモ

ト先生という、東京工大と思いますが、その先生が20

年前に調整されたのを環境省さんが初めて、今回初め

て堂々といいますか、堂々とチラシに載せられました。

恐らく私が思いますに、森林と書いてありますので、農

水省、林野庁の森林増加に配慮して、この図が表に出

されなかったんじゃないかというふうに思います。初

めてですね、今年の春、これが環境省のパンフレット

に載りましたので、私はこれを積極的に使うことにして

おります。これほど草原のほうが地下に浸透する水の

量が多いということが、これを見れば一目瞭然だとい

うふうに思います。

　そして、２番目は、先ほど環境省の山下さんのほう

から話があったとおりです。ＣＯ２の吸収能力が割と知

られておりませんけれども、土壌中に有機物がたくさん

草原はありますので、炭素を固定しているということか

と思います。

　次は、大雨時の土壌を流出するから、大雨時の災害

はご覧のとおりです。大雨時の災害は、今全国各地で

洪水時の流木被害出ておりますけれども、これもやは

り整備をしていない森林の流木被害だというふうに思

います。

　それと、生物の多様性もご覧のとおり、それから、生

産性、利用効率につきましては、草原は毎年、野焼き、

放牧、そして採草と、毎年リセットがされますので、生産

性が高いと思います。農業との関わりは、草原は飼料

とか、堆肥の資材とかなっております。また、経済効果

につきましては、観光資源は草原の風景などがありま

すし、右側の中央火口丘、特に阿蘇ジオパークがあり

ます中央火口丘の保安林というのは、火山灰とか、あ

るいは火山ガスとか、そういうことで非常に育ちが大

分悪いことから、中ではもう既に枯れていって、保安林

の機能を有していないというふうなところもあります。

我々は地元では、あれは保安林ではなくて、不安林だ

というふうに言っております。

　それと、景観は先ほども申しましたように、草原はも

う四季折々の景色が楽しめます。また、文化的景観に

つきましては、阿蘇の草原は、平成29年だったと思い

ますが、国の重要文化的景観に指定を受けております。

それほど文化的景観にも優れているということで、これ

は高橋佳孝先生にアドバイスを受けながら、この表を

作りました。まだこれに漏れていることがあるかもしれ

ませんが、これほど草原は優れているということがお

分かりというふうに思います。

　これからの取組としましては、今年の春、950ヘク

タールで24牧野組合が実施しております。ただし、依

然550ヘクタールはまだ未再開となっております。それ

で、牧道や恒久防火帯の設置を進めたいと考えており

ます。しかしながら、これを見てもらうと分かりますが、

民有林との下のほうの防火帯はあまり傾斜がありませ

んので、そんなにお金もかかりません。ところが、上の

保安林との境の防火帯は急峻で、工事の人ももう

ちょっと考えないかんなというぐらい危険な場所も

あったそうで、上の防火帯を造るのは物すごいお金が

かかるということであります。保安林を何とか解除して

いただけないかということを再三、県の農政などにも

言っておりますけれども、なかなかハードルが高くて、

なかなか解除は難しいと、１ミリたりとも保安林は譲ら

ないというような、本当に強い姿勢が見られます。です

から、解除が無理なら、杉、ヒノキじゃなくて、火に強い

クヌギとか、そういう樹種を変えるという方法はどうか

ということで繰り返し繰り返し提案しています。

　そして、３番目に人手の確保ですけれども、やはり畜

産農家、特に放牧農家を増やしていかなければなりま

せん。放牧はいろいろ大変な面もありますので、今、牛

にセンサーをつけて、バーチャルフェンスといって、パ

ソコンでの架空の線で、そこに牛が通れば、そのセン

サーがびりびりとして、牛がそれ以上進めなくなります。

いわゆる架空のフェンスですね、パソコン上の架空の

フェンスから先には行かせないということが今年、福

島県で実証実験をやっておりますので、それをちゃん

と見て、うちも近い将来に導入を計画しております。２

つの牧野組合で実証をやろうという今計画をしており

ますので、そして、簡単に放牧ができるようになれば、

畜産農家も増えるというふうに思います。

　それから、ボランティアの皆さんが協力をいただい

ておりますし、専門部隊と書いておりますのは、野焼き

分かると思いますけれども、この牧野組合、東部のほう

に位置しています。滝室坂、57号線から箱石峠、265

号線の間を位置するところで、面積が430ヘクタール、

標高は約600メーターから900メーターあります。外

輪山内側は急傾斜で、上部は比較的緩やかな地形と

なっております。

　この道路線の部分ですね、こちら側が大分のほうに

水が流れていきます、大野川のほうにですね。そして、

こちら側が黒川や白川につながっております。阿蘇の

東部として、私の牧野は箱石という国土地理院の地図

にも載っている有名なところがありますし、もう一つ、こ

こに人の顔をした岩がありますけれども、国道265号

線沿いには人の顔をした岩も見られます。

　そして、こうした景観が見られますけれども、これは

野焼きの後ですね。ここはもう大野川水系の源流とな

る水の流れとなるところです。

　こちらは放牧の状況です。この中がやっぱり大野川

の水系になります。

　道のこちら側になるところを黒川、白川のほうに水

が流れていくというようになります。

　うちのほうの牧野では、特に今、32名とこれ書いて

ありますけれども、現在は30人になりました。最初、こ

の牧野組合がスタートした時点では100戸以上あっ

たんですけれども、私が入った頃は98戸の農家があ

りました。大体200頭以上の牛を飼っています。しかし、

年間放牧は70頭ぐらいで、草の利用もなされています

けれども、自分たちでは使い切れないくらいです。主な

活用としては、草原の維持というのが大切ですから、

野焼きとか、それから草刈りをやって、草原を維持する

こととか、最近は子供たちに野焼きの体験とか希少生

物の保護などの啓発なども行っております。それから、

野草堆肥で作った野菜を作って、啓発普及に励んで、

いろんなところに発送したりとかも取り組んでいますし、

カヤの出荷等も行っております。

　また、観光利用として、特に、私は普通、農家ですか

らなかなかできないんですけれども、牧野の中のいろ

んな宝物をぜひ皆さんにも知ってほしいということで、

牧野ガイド事業というのに取り組みました。ここでしか

ないものを楽しんでいただきたいと思って、まず、自転

車で草原の中を、牛がいないときに走り回ることがで

きる、そうしたことを取り組んだり、そのためには防疫

対策もしっかり取らなくてはいけませんので、石灰とか

クエン酸を使った消毒もして、いろんな外来種子とか

そういったものを持ち込まないような工夫をしながら、

遊び、学び、そして感動を味わうような、そういう体験

なども行っております。

　もちろん自転車だけではありません。トレイルウオー

クと言って、人々が歩いて草原を楽しんでいただくとい

うことは、ただ歩くだけじゃなく水がどのように流れて

いるかとか、そこにある希少植物、どんなものがあるか

とか、そういったものをなぜ保護するか、なぜ守ってい

かなくちゃいけないかということ、そして、阿蘇の草原

を通して、より多くの人々の心を癒すことができるとい

うことを訴えております。

　阿蘇には、大体年間180万以上の人たちが観光に

お見えになるそうですけれども、そうした人の一部でも、

私どもの牧野を通して、そうしたことを知っていただい

て、草原の大切さ、そうしたことを少しでも伝えられば

と。その他からものを後世に残せるようにしたいなと

いうふうに思っています。それで、こういう取組をやっ

ております。

　これからは、観光利用としての牧野ガイド事業でと

いうのは、今後、阿蘇地域のほかの牧野でも持続的な

維持管理に生かしてもらえるようにモデル化し、口蹄

疫などの疫病対策の情報共有とともに、牧野間の連携

を図っていきたいと思っております。現在、ほかにも、自

分のところでもやりたいという申込みがありますので、

先進事例じゃないですけれども、どの組合でもできるよ

うに支援できたらと思っております。

　それと同時に、地元の商工会や観光業ともタイアッ

プさせることで、地域の活性化にも寄与できるような取

組を発表させたいと考えております。

　こういった人たちは、私がガイドとして養成した人

たちですので、私が忙しくても、これらの人たちがガイ

ドとして活動できるようにしています。ガイドの申込み

は、道の駅阿蘇に申し込んでいただくと、こうしたガイ

ドさんたちを紹介してもらうことができます。トレイルウ

オークで大体基本ですね、二、三時間のガイドで１人

頭大体3,000円ぐらいの徴収をしております。1,000

円を牧野の維持管理に還元できるように取組をしてお

ります。また、自転車の場合は、そのガイドさんが自分

で値段を設定して、1,000円だけは牧野に還元できる

ようにやっております。現在までに300人以上の方が

観光を楽しんでおられます。

　本来は、オリンピックのときもより多くの人が来られ

る予定だったんですけれども、残念ながらコロナ禍で

活動ができない状態に置かれていました。これからさ

らにこういうのが改善で来たら、続けていきたいなと

いうふうに思っております。

　以上です。

○コーディネーター（坂本　正）　どうも市原さん、あ

りがとうございました。

場代だとか温泉だとか来たときのどうやって頂くのか

というのが大変大きな課題でございます。今日は幾つ

か問題提起もいただきましたので、実現可能な話をぜ

ひ進めていただきたいというふうに思います。

　次は、今日、講演のほうも大変ありがとうございまし

た。島谷さん、１時間ぐらいかかるのを20分ぐらいで

圧縮していただいたんで、やや欲求不満じゃないかな

というふうに思いますけれども、吉良さんの話を伺って

みると、島谷さんの話、重なりますよね。非常にエビデ

ンスというか、今まで言われていた九州の水がめ、福

岡に行ってもそういう話するんですが、筑後川だけ

じゃないと。もうもともとは阿蘇なんだよ。なかなか伝

わりにくいです。熊本市の世界で一番の地下水だと言

いながら、阿蘇の水が染み込んできて湧き出るんだと

言いながら、言いながら、恩恵は受けていますけれど

も、じゃ阿蘇をどうするかって、なかなかそういうふうに

いかない。今日は環境保全だけの問題ではなくて、価

値の創造として、今までのそうだなといったものをちゃ

んと再発見した、保全活用した、防災機能もやっていく

とですね、これからまだ新しい価値が生まれると、都市

圏を巻き込んでいくんだ。今日、最後に言われたところ

をやっぱり今度の課題としてぜひ強調していただきた

いことをお願いしたいと思います。

○パネラー（島谷幸宏）　この研究を始めるときに、い

ろいろお話を聞きにいって、やっぱり、草原が水資源

の涵養機能が森林より大きいことが明確に証明されて

いないんだよというのをすごく言われてですね、そこを

やっぱりターゲットしないといけないということで、今

日ちょっとお話ししたのは、樹液流計という草の木の

中を流れる水の量を測っているんです、実際に。それ

でどれくらい空中に水が出ているかというのが直接、

最近、センサーの技術が発達しまして、10年前にでき

なかったのが今はそうやって直接、どれぐらい植物が

水を空中に吸い上げているか測れるようになったんで、

それをちょっとやってみましょうということで始めたん

です。

　今日は、吉良さんがお話しになったのは、遮断蒸発

というやつで、１回、土の中に水が入って、それで植物

がどれぐらい利用するかという話なんです。もう一つは、

葉っぱなんかに降った雨が途中で蒸発してしまうとい

う２つの現象があって、その両方とも草原のほうが小

さいというのが分かっているので、だから、先ほど示さ

れたのと私が言ったのを２つ足したよとなるので、本

当はもうちょっと何百ミリ、今日、私100ミリと言ったん

だけれども、もっと大きい数なんですね。

　そういうことをいろいろ研究しながら、また、創造的

復興とは何かというのをすごい考えたんです。熊本県

で地震が起き、熊本地震があって、うちも熊本市内な

んで、その周りがもうみんな７割ぐらい被災してですね、

全半壊になって、何となく創造的復興というと、新たに

何かを創造するような、そういうイメージがあったん

だけれども、いろいろ研究してみると、やはり草原を守

ることこそが創造的復興なんですね。水源を守ること

こそが創造的復興なんだけれども、じゃ創造って何か

というと、価値を創造することなんです。今まで上手に

守れていなかったものに対して、もっと新たな価値が

実際にはあるんだけれども、見えていない価値を見つ

けたり、そういうことをやることによって、次の世代につ

なげる夢のある価値を創造して、それは自然を守り、

例えばもっと、私は草原をもっと増やしたいと思ってい

るんですけれども、そういうことをやるのが創造的復興

だと。

　それを環境省さんが言っている地域循環共生圏と

いうなかなか分かりにくい計画なんですけれども、地

域を育てて循環型社会をつくりながら、地域の中だけ

で自立するのがなかなか難しいので、ほかの地域と共

生しながら、できればこういう阿蘇みたいなところは

大都市圏と共生しながら、その大都市圏に当然恵みを、

水の恵みとかいろんな恵みを与えているので、それに

対するお返しをいただきましょうという、そういう考え

方なんですね。そのためには新しい価値を創造し、そ

の創造した価値を共有しないと絶対駄目ですよ。先ほ

どの話でもあったように、どうやって価値をこれからみ

んなで共有していくか。だから、できれば、有明海の人

に来てもらって、ここに大漁旗がね、阿蘇の草原に大

漁旗がはためきね、ああ私たちの草原はこうやって海

ともつながっているんだというのが何か目で見えるよ

うな風景ができるとか、そういうことが次の時代に何か

夢をもたらすんじゃないかなと。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうございま

した。

　今のお話の中で、やっぱりみんな気持ちで分かって

いるんだけれども、価値の創造とかね、新しく物をつ

くっていく、何かないものからつくっていくのは物すごく

大変だと思うんだけれども、今あるものの価値を認識

する、これがもちろん大事なことですよ。認識したら、

次に未来につながっていく。言葉は固いけれども、要

するに今やっていることを子供や孫につなげていって、

今の生活を守っていくということは、福岡の都市圏を

守り、有明海を守り、熊本市を守ることだと。今までは、

そんなこと意識しないで自分たちのなりわいでやって

いたけれども、そういうもんだということをみんなが共

　特に観光ガイドのところでは、ずっといろんなことを、

希少生物、植物だとか見ていただいて、水の話をして、

それで、そこのことを理解していただくというのは大変

すばらしい活動だと、観光とセットになっておりますけ

れども。それを含めて今後の課題というのをまた次回、

次の回にお伺いしたいと思います。

　じゃ次、三宅さん、お願いします。大体、若いですよ、

この中でもね。力あるし、エネルギーあるし、もうこれ

からの阿蘇のこういう課題はもう全部引き受けるとい

うような熱意で今日来ていただいております。今日はど

うも大変ありがとうございます。いろいろ注文が出ると

思いますが、どうぞよろしくお願いいたします。

○パネラー（三宅悠介）　ありがとうございます。環境

省の阿蘇くじゅう国立公園管理事務所、三宅と申します。

よろしくお願いいたします。

　私たちの事務所、この阿蘇市内にありまして、黒川

に事務所があって、大体職員10名ぐらいおります。何

をやっているかといいますと、この関係でいきますと、

草原再生の協議会の運営ですとか、そういった草原

再生の活動に取り組んでいます。それから、国立公園

ですので、阿蘇とくじゅうの国立公園の管理ということ

で、開発の規制をしたりですとか、生態系の保全をし

たりですとか、そういった仕事をしています。

　それからあと、最近は観光振興にも力を入れていま

して、特に政府全体としてインバウンド観光を推進して

いこうという中で、国立公園もですね、そういったイン

バウンドにも貢献していきたいと、そんなようなことも

やっておるような組織になっています。

　それで、今日はこういった場にお呼びいただきまし

てありがとうございます。坂本先生からご紹介いただき

ましたけれども、我々のほうもこの地域にある事務所と

して精いっぱいやることはやっていきたいと思ってお

ります。

　島谷先生、吉良村長からもお話しいただきました。

ありがとうございます。草原再生の活動は2005年から

スタートしています。2021年ですので、もう少しすると

20年かなというようなタイミングになっています。これ

までは地域の農家の方々の活動をどうやって支援して

いくかということで力を入れてきたんですけれども、今、

第３期の全体構想というのをつくっておりまして、それ

の大きな柱としては、なかなか産業だけで草原を維持

していくのが難しいような状況になっている中で、公益

的機能と少し難しい言葉ですけれども、産業だけでは

なくて、広く一般社会にも草原は役立つんだと、こう

いったような中で草原を維持していくと。一番分かりや

すいのは吉良村長からご紹介いただいたような、自治

体が火入れ責任になって野焼きするとかそういったこ

とだと思いますけれども、そういったことにこれから力

を入れていきたいと思っています。

　そういった中で、今日のお話ですね、有明海とつな

がっているとか、あるいは自治体のほうで火入れを積

極的にやっていただけるとか、草原再生にとっても、こ

れから新しい展開を考えていく上で、非常に重要なご

指摘をいただいたかなと思っていまして、また草原再

生協議会のほうでも今日のお話を受け止めて活動し

ていければというふうに思っておるところです。

　それから、市原組合長から観光利用の話をいただ

きました。我々国立公園を管理しておりまして、全国に

34の国立公園があります。この中には、九州の管内で

いけば、例えば屋久島も入っておりますし、それから知

床とか小笠原とか、世界自然遺産に登録されているよ

うなところも、この34の中に入っています。また、富士

山とか日光ですとか、いわゆる温泉とか自然が豊かな

観光地というのは大体34国立公園の中に入っている

んですけれども、あと、くじゅうもその中に入っています。

　皆さん、阿蘇くじゅうって国立公園の中でどれくらい

人が来ているかというイメージをお持ちですかね。実

は阿蘇くじゅうというのは、大体1,600万人ぐらい年

間利用者来ていまして、これは34の国立公園の中で

見ても上から５番目なんですね。日本全体で見ても、こ

ういった自然を生かした地域という中では、お客さん

が多く来ているエリアになっています。

　冒頭に紹介があったとおり、その中に来たお客さん

の８割ぐらいの方がですね、この中でも草原、阿蘇の

中で草原がやっぱり一番すばらしいというような回答

をされています。なので、草原というのは非常に観光に

とっても魅力的な資源であって、地域の外の人たちか

ら、どうやって草原の維持に協力してもらえるかという

のが今日のテーマの一つでもあると思うんですけれど

も、そういったときに、やっぱり観光の方に一部ご協力

いただく、市原組合長からご紹介いただいたように、

1,000円を草原の保全に還元するということもそうで

すけれども、最近ボランティアツーリズムとかもややは

やっておりまして、そういったボランティアでツーリズ

ムとして来ていただくとか、そういったことも含めて、地

域の外の力をこれからもっと活用していけるとよいの

かなというふうに思いました。

　私からひとまずコメントさせていただきました。あり

がとうございます。

○コーディネーター（坂本　正）　どうもありがとうご

ざいました。

　とにかく外からというのが結構難しくてですね、駐車

○司会　吉良村長、貴重なお話ありがとうございま

した。

　それでは、会場から１名だけですね、ご質問やご意

見ございましたらお願いいたします。挙手をお願いし

ます。

　一番後ろの方。

○参加者　私は熊本市民なんですけれども、先ほど野

焼きの意味を、草原を新しくして虫を殺すとか、景観を

守るとか、そういう趣旨で理解している熊本市民という

か、熊本県民と言っていいと思う、たくさんいらっしゃ

ると思うんですよ。その水源保全のためだということに

変えていかなくてはいけないというお話があったと思

うんです。私はそれとても共感するんですけれども、具

体的にどういう方法が一番手っ取り早いと考えられる

か、もしお考えがあればお聞かせいただければ。

○南阿蘇村村長（吉良清一）　ありがとうございます。

　まずは、うちの農家あたりもですね、実際、野焼きを

している農家あたりもそれを知らないということです

ので、まずその辺から、区長さん、区長会では定期的に

こういうことを述べますし、牧野組合が集まるときもそ

ういうことを言っております。また、今年の１月には全

戸に阿蘇の世界文化遺産を目指してというチラシを

作成し配布しました。阿蘇の地下水はこういう具合に

して育まれているということを機会あるごとに言うよう

にしています。

　とにかく草原のほうが地下水涵養能力は高いという

ことをこれまであまり言われてきませんでしたので、こ

れを強くこれからも機会あるごとに訴えていきたいと考

えております。

○司会　よろしいでしょうか。ありがとうございました。

　それでは、ここで、また吉良村長のほう、後でパネル

ディスカッションのほうにもご登壇いただきます。あり

がとうございました。（拍手）

　では、この後、パネルディスカッションに移りますの

で、少し会場の準備をさせていただきます。お手洗い

等ございましたら、皆様、この時間にお願いします。

３．パネルディスカッション

○司会　では、お待たせいたしました。

　それでは、パネルディスカッションに移りたいと思い

ます。

　冒頭の趣旨説明と２つのご講演を踏まえて、阿蘇草

原再生、新たなステージへ～草原の恵みを守るため

の仕組みづくり～をテーマに進めていただきます。

　ここで、ご登壇の皆様をご紹介させていただきます。

　今回のパネルディスカッションコーディネーターと

して、阿蘇草原再生千年委員会委員長の坂本正様、パ

ネラーとして、先ほどご講演いただきました熊本県立

大学特別教授の島谷幸宏様、南阿蘇村長の吉良清一

様、阿蘇市町古閑牧野組合長の市原啓吉様、環境省

阿蘇くじゅう国立公園管理事務所所長の三宅悠介様、

以上になります。どうぞよろしくお願いいたします。

　ここからは、コーディネーターの坂本先生に進行を

タッチしたいと思いますので、先生、よろしくお願いい

たします。

○コーディネーター（坂本　正）　坂本でございます。

　今日は、本当にコロナの厳しい中でございます。限

定的な人ということで、皆様方、今日お集まりいただき

まして、どうも大変ありがとうございます。

　今日はもうテーマもはっきりしていますように、今、

阿蘇、我々はですね、千年委員会世界文化遺産登録

に向けて今活動しているところでございまして、暫定リ

スト入り間近、と言うと誇大宣伝になるかもしませんが、

その暫定入りを目指して今やっている最中でございま

す。その中で一番コアになるのは草原ということです。

そして、九州の北部ですね、この阿蘇の水がめの役割

というのは非常に大きいと。今日その水がめの話をし

ていただいたわけですけれども、有明と福岡都市圏、

非常に大きな流域ですね。有明のノリを支えているの

もこの阿蘇の水だ。このカンデラが水をためているこ

とで、熊本市の世界一の地下水の源流になっているわ

けでございますし、その途中につながる水源が我々の

生活を守っている。それは災害からも大きな役割を果

たしている。その恩恵の部分を話していただきたいと。

当然これは、草原に行って楽しむ、観光客の人たくさん

いらっしゃるわけですよ。観光客の人にもぜひ、たくさ

ん水源がございますが、この水源と阿蘇はつながって

いるんだと、そういうことも分かってもらえればなとい

うことでございます。

　今日はもう既にお二人にご報告をいただいておりま

す。順番は、まず、市原組合長、それから三宅所長、島

谷教授、吉良村長という形で順番でやらせていただき

ます。あとはさんづけでいたしますので、よろしくお願い

します。

　市原さんも大変ご活躍でございまして、また、今日も

お忙しい中、引っ張り出して大変申し訳ありませんけ

れども、今日もガイドのことであるとか、新しい活動を

含めて、水資源の取組もございます。どうぞよろしくお

願いいたします。

○パネラー（市原啓吉）　私も牧野組合ですね、熊本

県北部、阿蘇の一番東側のほうに当たりますけれども、

一の宮町坂梨地区というのがあります。見ていただくと

が湧いているんだと、そういう認識がほとんどです。も

し仮に阿蘇に人が住んでいなくて、水田や草原がなく

て森だった、森林だったとすれば、恐らくこれほどの水

は湧いていないだろうというに思います。

　熊本県とか熊本市のホームページを見てみますと、

熊本の地下水ということで検索してみますと、絵が描

いてあります、地下水の流れがですね。ほとんどは西

原辺りを降った水が地下に浸透して、あるいは白川を

流れて、それがまた菊陽町周辺で地下に浸透して熊本

市に湧いているという絵がほとんどです。阿蘇のカル

デラの中とか外輪山を多く、大門堰にも水が流れると

いうのは書いてありません。それはなぜかというと、そ

ういう研究がこれまでされてこなかったせいです。それ

で、もちろん島谷先生が今日言われましたように、何と

か阿蘇の草原なり水田のそうした影響、大きな貢献し

ているんじゃないかということをですね、今度、研究で

その辺のところが分かってきたということで、これまで

の図とは違った図が恐らく出てくると思います。そうな

れば、多くの方々に草原、水田の大切さがお分かりい

ただけるかと思います。

　こういう機会があるごとに訴えていかなければなり

ませんが、私が最近思っているのは、それとはまた別

に、それだけでは、ああそうだなで終わってしまう。あ

そうかで、それからアクションが起きないというか、何

かそういう気もしますので、今、熊本市の地下水が減

少傾向にありまして、うちの水源の10か所で、先ほど

市川先生のほうから、市川先生で調べてもらって、そう

すると６割ほどの水源では減少傾向にあります。白川

水源は１分か60トンと言われていますが、今40トンし

かありません。それより最も湧水量の多い竹崎水源は

120トンですが、そこは１/３に減っているというような

調査結果が出ておりますので、もう水源、草原が減って

いることが恐らく原因だということで、危機感を与える。

先ほど熊本市の方は……と思いますけれども、熊本市

の水はこれからもう減りますよと、減っていきますよ、こ

のままでは減っていきますよということをもう危機感を

多少与えるような報道というのも、そういうことを何か

変えてもらうというか、先生方からもそういう報告をし

てもらうとか。危機感を与えることも一つの手かなと、

最近はそういうことも思っています。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうございま

した。

　大都市、熊本市のほうですが、これ100年ぐらい

たって地下水が市内に来るんで、今足りるとか足りな

いといっても、まだ大丈夫だという、そういう楽観的な

議論もないわけじゃない。先ほどあったように、水の涵

養とかいろいろは、草原よりも、それは樹木のほうが多

いんだから放っておけという話も結構あるわけですよ

ね、潜在的に。しかも、草原も人の手が入って草原だと

思っていない人も結構、そうするといろんな意味での

理解が及んでいないところで、新しい価値をつくって

やっていくというのはなかなか大変だと思うんですけ

れども、吉良さんが７市町村の中の１人だとすれば、

やっぱり今日の話は、市町村の人たちで県のほうにこ

ういうことだと、まだまだ認識足りないよと。こんなこと

で世界農業遺産取れないよというのをぜひ言ってほ

しいと思うんですが、いかがですか。

○パネラー（吉良清一）　今おっしゃるとおり、これは

阿蘇郡の首長さんが同じ気持ちで同じ方向を向いて、

歩調を合わせなければならないと考えております。そ

の辺は首長さんの会合の中である程度の合意はでき

ております。保安林の改良あたりもですね、これは私だ

け言っても駄目ですので……

○コーディネーター（坂本　正）　保安林の解除はし

てほしいなと。

○パネラー（吉良清一）　いろいろ言っているんです

けれども、ただ、阿蘇のほかの自治体の首長さんと行

動を共にしてやっていきたいと思っています。

○コーディネーター（坂本　正）　よろしくお願いし

ます。

　市原さん、ずっと長年活動してきて、今、ガイドの話も

して、いろんな問題ご存じですよね。それでやっぱり水

源の問題で、水が減っているとか、そういう危機的な状

況もあるんですか。

○パネラー（市川啓吉）　草原のあった時代、つまり

私が高校生ぐらいのとき、その時分はですね、山がま

だこんな大きくなかったもんですから、滝がいっぱい

あったんですね。その滝がですね、今、木が大きくなっ

た現在、だんだん消えてきているんです、なくなってき

ているんです。草原がいかに大切かということは、私

はその高校生のときに学んだことが第一の出発点な

んですけれども、私が高校生のときは、阿蘇くじゅうで

有して、福岡の人も、有明の人も、熊本市の人も、阿蘇

の価値を一緒に分かってもらう、このことが大事だと、

そのことですよね。

　そのことで、もう一つ必要なのは、普通、水源だとか

なんかって、人が住んでいなくて、山の奥から出てきた

ものだというようなこと、阿蘇はカルデラで、これが人

が住んでいるわけですよね。これだけの大きな都市圏

なんで、この都市圏でやってきている水の涵養に依存

している生活、一部の都市と都市をつないでいる、そ

のあたりの関係はどうお考えですか。

○パネラー（島谷幸宏）　昔からここは野焼きをして

いたわけですね。それがたまたまススキだったわけで

す。とても水を節約すると思うんですが、そういうことが

あったからこそ、福岡都市圏にあれだけの人口が集

積できるということなんですね、実は。これがなかった

ら、福岡市はもう水資源ない都市ですから。

○コーディネーター（坂本　正）　全然ないですか。

○パネラー（島谷幸宏）　ええ、全然ないですから、あ

んな人口を養えないわけです。ですから、本来はもう

少し、阿蘇を拝むじゃないけれども、敬意を払ってい

いはずなのに、そこの価値づけができていない間にみ

んながもっと阿蘇をＰＲしてください、最も大切な九州

の山ですからね。そういう意味での価値づけを行うこ

とが、やっぱりこれから持続的にこの阿蘇を維持する

ためには重要じゃないかなと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　僕は後でまた市原

さんにも伺いたいし、吉良さんにも伺いたいんですが、

阿蘇に住んでいて、生活していてですね、だんだん担

い手も少なくなっている。阿蘇の野焼きも大変だと、今

一生懸命やっている。僕はこの仕事に関わったときに、

あと５年たったら大変だよと言われて、本当に大変な

時期だったんですよ。これからまた３年、５年後大変

だよ、何とか延びてきているんだけれども、高齢化はも

ういや応なしに来ますよね。都市圏の人が無関心であ

れば、なおのこと厳しくなる。そこの働きかけ、例えば大

漁旗が来るとかね、そういう話もいいし、ほかの自治

体の人たちとの関係もあるんですが、島谷さんは福岡

に住んでいて、熊本に来て、今、水と環境のことをずっ

とおやりになっていて、それで実家がこちらにあってで

すね、火の山、しかし、水がめとしての阿蘇はそれほど

まだ認識されていない。インパクトはどこに持っていっ

たらいいと思いますか、島谷流の。

○パネラー（島谷幸宏）　私は、やっぱり海だろうと思

います。福岡にですね、志賀島という島があって、そこ

に志賀海神社という神社です。そこは海の神社なんで

す。その人たちは山を誉めるというお祭りをずっとやっ

ているんです。「ああらよい山繁った山」「ああらよい山

繁った山」「ああらよい山繁った山」と３度山を誉めて、

鹿もいるんですね。だから、やっぱり昔から山を管理

するということが海の神にとってどれほど大切だった

のか。一つは、船を造るのに木が要るということなんだ

と思うし、山からの栄養源とか恵みによって海産物が

取れるということも知っていただろうし。それを管理す

るために人間が鹿を射るとか野焼きをするとか、そう

いう行為が必要だということを分かっていた。そういう

ものを見ていくと、やはり海とのつながりを明瞭に意識

することによって、全てが、その間のものは全部つな

がってくるので、そこをつなげていくというのが面白い

かなと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　要するに自然に昔は知っていたんだけれども、だん

だん文明の中で分断されていって、都市圏が生まれて

きて、その生態系というのがだんだん切れてきた。なの

で、今、環境省さんが言っている共存していく生活圏で

す、物すごく壮大な絵なので、マンダラ絵というふうに

言っているらしいんですけれども、一見ね、ちょっと荒

唐無稽じゃないかと思うけれども、要するに昔に戻っ

てつながっていこうということだと思うんですよね。

　そのあたりの話、また後で伺いたいと思いますが、

吉良さん、お待たせいたしました。

　何か専門家じゃないみたいに言われていましたけ

れども、細部までずらっと見たら、島谷さんよりたくさん

書いていましたよね、その。流れをね。あの中の３分の

１ぐらいを島谷さんが今日証明した、科学的に証明し

た。でも、経験的にというか、もう大体分かっていて、し

かし、微妙なことを言われましたよね。なりわいでみん

な分かっているはずなのに、農業をやっている現実の

人は野焼きはやっている、大事だ。でも、景観のためだ

けだったらもうやだという気持ちもないわけじゃない。

それはそうだと思うんです。人のために景観でやっ

たってしようがない。今度はみずがめで、水がめになる

ためだという意識をやっぱりそれほど強くはないんで

しょうか、そのあたりの苦労話からお願いしたいと。

○パネラー（吉良清一）　じゃ本当に苦労話をします

けれども、うちの村は移住者が、結構、都会から移り住

む方がいらっしゃる。何でですかと聞くと、景観とか、き

れいな水がたくさんあるという理由が多いです。じゃき

れいな水は何でいいと思いますかと尋ねると、これに

答える人はまあいません。住民もはっきりとは答えられ

ません。先ほど大きな４つの要因があると言いました

けれども、それを答える人は本当にいなくて、昔から水

から野焼きのボランティアという形で、本当に大勢の

方に来ていただいていて、全国見渡してもなかなかこ

ういうふうな形で、近隣都市圏からこれだけ大規模に

協力を得て環境保全やっているところってそんなに多

くないんじゃないかなって思っています。そういった中

で、今回こういった科学的な知見もさらに明らかに

なってきたので、福岡、あるいは熊本の方に協力しても

らう具体的な意義というか、メリットもより説明しやすく

なってきたと思いますので、こういったことをうまくア

ピールするといいなと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　千年委員会というのは、もう福岡でもやっていますし、

福岡の経済界の人が任意でずっとおやりになってい

て、この話は、福岡の方も言うんですよ、水がめで。やっ

ぱり福岡都市圏は阿蘇で守られているんだという、経

済界のそういう方はおっしゃるんだ、なかなか市民に

浸透しない。これからだと思うんです。

　じゃ今日参加している方、あまり時間がありません

けれども、今までの話を聞いて、ちょっと一、二聞いて

みたいなという、全体でもいいですし、特定の方……

○参加者　野焼きボランティアをやっています。お世

話になっております。

　今日は、最初にお二方で水の重要性という、非常に

理論的に分かりまして、大変ありがたくお聞きしました。

　ボランティアやっていますが、昨日もそうだったんで

すが、阿蘇市にある牧野で輪地切りをやっていました

が、ボランティアの一般の方からこういう質問が来る

んですね。虫もいないのに何で焼かないかんのです

かって。そのときにやっぱり今日の水の話、ＣＯ２の話、

そして私の自分の専門の生物多様性の話とか、そうい

う話をしてあげると大変納得いただけるんですね。そ

ういう意味で、私はボランティアのリーダーもやってい

ますけれども、リーダーの役目というのは非常に重要

になってきているというふうにここ近年思います。ボラ

ンティアは今登録1,000名いますから、延べで昨年実

績ですと2,300名ぐらい出ています、コロナの中で。こ

れコロナが終わったら3,000名近くいくという。さてこ

こで問題なのは、草原の恵みを守るための仕組みづく

りという中で、私たちボランティアはこの先どう向かっ

ていけばいいのか、率直に、市原さんなんかとは初期

のほうから相当いろんな議論をさせていただきました

し、吉良村長は今日初めてなんですけれども、特に吉

良さんと市原さんあたり、我々ボランティアなんですけ

れども、今後どういうふうに向かって行けば、この仕組

み、新たな仕組みづくりとしてお役に立てるのかという

ことをご示唆いただければ大変ありがたい。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　多分、みんな考えて結論が出なくてですね、難しいと

ころではあるんですが、じゃお一方ずつその辺を伺っ

て、島谷さんのほうからいきましょうか。もう短く。

○パネラー（島谷幸宏）　簡単に、じゃ。

　今日ちょっとお話を聞いていて思ったのは、草原が

あって集落あって、水田があって、本当はそれ全体の

土地利用が草原の仕組みを支えているので、そういう

観点をやっぱり大事にしないと駄目かなと思っている

ということです。

○コーディネーター（坂本　正）　何かその仕組みの

中で……

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　コミュニティ

自体がそれ全体を管理して……

○コーディネーター（坂本　正）　何か一つのコミュ

ニティ全体を維持していくことで仕組みができると。

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　草原だけを

守ろうということじゃなくて、それを使う仕組みも守って

いく。

○コーディネーター（坂本　正）　草原を核にして、生

活圏、循環を守っていくという。

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　皆さんもそれ

重 ご々存じ……

○コーディネーター（坂本　正）　それは話が重いん

だけれども、そういうふうにしていかなければ維持でき

ないよということですね。

　じゃ吉良さんのほう、お願いします。

○パネラー（吉良清一）　うちの村にはボランティア

の方が来ていただいていまして、本当に感謝しており

ます。輪地切り、輪地焼き、大変ありがたく思っており

ます。

　ただ、先ほど言われたように、虫がいないのに何で

輪地切りとかやるのということは今日初めて知りまして、

そうだな、本当だな。だから、草原の野焼きの目的をも

う少し分かりやすくボランティアの方々にも伝わる方

法も考えていかなければならないなというふうに思い

ます。引き続き輪地切り、輪地焼き、本当に御協力をお

願いしたいと思います。

○パネラー（市川啓吉）　ボランティアの皆さんから、

私が持っているものが宝物だということを教えても

らったんです。それまでは邪魔物だったんです。これ

は何のためにどうしたらいいんだろうというね、邪魔

でしようがないと思ったら、それは宝物ですよって教え

られたから、ガイドを通して、それで多くの人に知って

５万ヘクタールぐらいの草原があると学んでいたんで

す。だから、ここはアメリカの牛肉と対抗するには阿蘇

ぐらいしかないと、そういう認識があったんです。

　それで、阿蘇は草原があって、みんなが豊かで。それ

は水だけじゃないんです。空気もですね、木よりも草の

ほうが浄化する、あるいは高いと言われているんです。

そっちのほうも目を向けんといかんとですね。ですか

ら、私はガイドのとき、そういったことを皆さんにお伝

えしているんです。だから、私、200人以上、去年、おと

としとガイドをしましたけれども、そういった人に一人

一人ね、みんな伝えて、阿蘇の草原はいいというけれ

ども、どんなところがいいですかって。空気がいいと。

景色が見れる。これは森林になったら景色は見えない

んですね。だから、森林はちょっと空気がいいように考

えるかもしれませんけれども、景色が見えないと、その

中での活動だけしかできないから。草原の場合は見

渡しができますね。阿蘇の山を見渡しながら草原を歩

くといかにすばらしいかというのがみんなが知ってい

るんです。そうすると、来られた方たちは、心が癒され

たと言って帰られるんです。ということはですね、私は

いつもみんなに訴えているんですけれども、あそこの

草原というのはね、名医だって。それがやぶ化してい

けば、やぶ医者になるって。だからね、草原は守ってい

かんといかんて。それをね、地元の人がやっぱり知る

必要があると思う。お医者さんをね、育てているから頑

張ろうと、そういう意識。そして周りから来る人たちの

癒やしてもらうんだったら治療代ぐらい払えと。ただで

来て帰っていくのはどういうことかと。そういう認識の

下に、より多くの人に、阿蘇を支えるためにはそういう

外部からの援助も必要なんだと。高齢化になったら、

ボランティアの皆さんが応援に来てくださっています。

ボランティアさんも高齢化しているんです。ですから、

より若い人たちにも訴えて、若い人の力も活用できるよ

うにしていかなくちゃいけないと。そういうふうに考え

て、阿蘇の草原の水だけでなく、空気を守るという、そ

れは全ての人に関係してくるので、ぜひそういったこと

を知ってほしいなと思って、今のところ頑張っています。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　でも、滝がなくなっている、減っているというのは、本

当にちょっと衝撃的な話ですよね、やっぱり環境問題

の中で。あるいは草原といったら、草原の場合は、崩れ

てもすぐ復活すると。だから、地震とかなんかあっても、

崩れたところから復活するというので、非常に強いも

んだという意識があるんですが、滝がなくなっていると

いうのは、ちょっと私も考えが及ばなかったんですけ

れども、やっぱりそれも一つの象徴ですね。滝の復活

も大事になるかなというふうに思いますね。

　コロナ禍にもですね、そういう地元の方もおられる

ので、そういうのを知っている方もおられると思うんで

すよ。やっぱり何が変化したかって。その後、島谷さん

に全部証明してもらうというのが一番やりやすい方法

かなというふうに思うんです。

　じゃ、最後というわけじゃありません、まだ一巡して

きたわけですけれども、今まで話を聞いて、三宅さん、

今まで北海道へ行って、熊本にこちら通ってきて、これ

からまた大きな活動があって、世界文化遺産を担うよ

うな、そんな話があって。今回の企画も関係者も非常

に大きな研究の課題、やっていると思うんですよね。

やっぱり子供の教育含めて、観光含めて、何を訴えて、

阿蘇をみんなと価値を共有していくっていう、その肝の

ところは何だとお考えですか。

○パネラー（三宅悠介）　なかなか難しいかなと思っ

ているんですけれども、分かりやすさというのは非常に

大事なのかなと思っています。島谷先生おっしゃって

いただいたみたいに、阿蘇で仮に草原が全部森林に

なってしまうと、1,000万トンぐらい水が減るので、有

明海のノリ養殖のための緊急放流がもうできなくなる

んだとかですね、福岡市であれだけの人口を維持でき

なくなるんだという、そういう分かりやすいメッセージ

と、あと、村長おっしゃっていたみたいに危機感を少し

あおっていくようなことも考えていく必要があるかと思

います。

○コーディネーター（坂本　正）　災害もひどくなりま

すよね、一気に流れてくるわけですから。

○パネラー（三宅悠介）　そういうのをうまくアピール

していくと。

　それで、地域循環共生圏、先ほど非常に分かりにく

いというようなお話もいただいていて、ちょっと私たち

の職員もなかなか理解することも難しいんですけれど

も、実はこの阿蘇は割とそういう意味では先進的な地

域だと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　あれは阿蘇を説明

するためにつくった地域循環圏だと私は思っておるん

ですね、ずっと、広いから。ただ欠点はですね、土地に

ずっと水道になって、いろんな都市部があって、海で

しょう、有明。遠いんですよ。だから、阿蘇だと思っても

つながりがぼんやりするんで、なかなか下流にいる人

たちが恩恵をですね、ぼんやりしか分かりにくいなと

いう、ちょっとそこのところですよね。

○パネラー（三宅悠介）　そうですね。ただ一方で、こ

のエリアには、今でも福岡県、あるいは熊本の都市圏

子供も大人もお年よりもですね、女性も男性も関係なく、

みんながそういったことを知る必要があると思うので、

それを情報として発信する。それが環境省さんなり、農

水省なりなんなりですね、大きなところからメディアを

通してでもなんでもですね、発信していくということは

大事だと思いますね。

　私も地元の農家に住んでいる限り、農家の人たちに

その宝物を守っていく必要があるんだよということを

強く訴えていきたいと思っているので、今取り組んでい

る小学生の草原学習とかですね、そういったものをぜ

ひ活用して、さらに将来のボランティアさんなり、地元

の担い手を構成できるように頑張っていきたいと思っ

ています。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　それでは最後に、大トリになります。三宅さん、お願

いします。

○パネラー（三宅悠介）　ありがとうございます。

　環境省は最近脱炭素、カーボンニュートラルという

ことで、環境省というか全政府を挙げて取り組んでい

ますけれども、先ほどご紹介あったとおり、阿蘇草原で、

このエリアの世帯の排出量の1.7倍の二酸化炭素を

固定しているということがあります。そういった観点か

らの重要性というのもこれから訴えていくと、社会の流

れにも乗っていけるのかなというふうには思っており

ます。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　今ある阿蘇の生活圏、これはやっぱりボランティア

の人を含めて草原を維持していく、水を守っていく。そ

のことが福岡都市圏、熊本の都市圏、多分、大分も入

ると思うんですね、北九州、九州の上のほう半分は阿

蘇に支えられているんだという意識は重要だと思いま

すが、何よりもこの仕組みを維持していくためには、子

供が、今日は残念ながら参加が難しかったわけです

けれども、やはりこの内容を共有する、防災意識として、

郷土の誇り、伝統というものを共有して、それを同じ地

域の世代がみんな使えていくような、そういう教育シス

テム含めてですね、これからの新しいステージづくり

が必要かなというふうに思います。

　今日はどうも大変ありがとうございました。（拍手）

○司会　坂本先生、パネラーの皆様、大変ありがとう

ございました。

　ご来場の皆様、限られた時間ではございましたが、

ありがとうございました。また、配信でご覧いただいて

いる皆様、お聞き苦しい点が多々あったと思いますが、

お許しください。

　阿蘇草原再生協議会では、本日いただいたアイデ

アも参考にさせていただきながら、今回の分科会の

テーマである草原の恵みを守るための仕組みづくりを

進めてまいりたいと思いますので、皆様、今後ともご協

力のほど、どうぞよろしくお願いいたします。

　それでは、阿蘇分科会はこれで終了とさせていただ

きます。

　皆様、もう一度拍手をお願いいたします。（拍手）

　ここで、皆様にご連絡ですが、この後、第13回全国

草原シンポジウム本会場と全国３分科会の開場をつ

ないでの全体会がオンラインにて開催されます。この

会場で流しますので、ご興味がございましたら引き続き

見ていただければと思います。

　皆様、本日は大変ありがとうございました。

もらう必要があるというふうに考えたわけで。というこ

とはですね、地元の人もそれを宝物とは思っていない

んです。ですから、ボランティアさんが地元の人と交流

するときに、そうした宝物を発見したら、ここにはこう

いうすばらしいものがありますよということをまず伝え

ていただきたいと、自分たちが発見したことをですね。

でも、多くの人は気づかないんですよ。それをまず教え

ていただくということ。

　そして、気づいたものをほかの人たち、つまり新たな

ボランティアさんが来れるように、そういうのをまた教

えていただくと。学校の生徒さんたちなんかもきても

らっているので、そのときにはね、本当に助かっていま

すけれども、そういった若い人たちですね、今後のそう

いう支援に回れるような、そういう仕組みづくりという

ものも大事かなと思います。

　今後そういうふうにして、農家さん、ボランティアさ

ん、お互いいろいろ、ほかの観光で来る人だって阿蘇

の草原の大切さというのをね、みんなに伝えていく必

要があると思うんです。生活環境を守るために何が必

要かという、そういった点で、私たちはみんなが草原

を通して生かされているということを認識できるように

伝えていくことが大事だなと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　今、もうボランティアさんも草原を守る非常に大きな

担い手で、やっぱりみんなで一緒に考えて出し合って

いくと。仕組みづくりは大体こう見えているんですけれ

ども、具体的なところはいま一歩手前かなという感じ

がします。

　三宅さんはそういう話を踏まえて、環境省としては、

このステージづくりをつくったら、絶対支えていくんだ

というような意気込みもあったらよろしくお願いします。

○パネラー（三宅悠介）　ありがとうございます。

　私もせっかく阿蘇に来たものですから、今年、個人

的ボランティアに参加させていただいて、非常にすば

らしい仕組みだなと思っています。あまり私自身は課

題は見当たらなくて、もうどうやってこの組織を継続、

発展させていくかというところかなと思っていますので、

我 と々してもしっかりサポートしていきたいと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうございま

した。

　もう大体時間がまいりましたので、今日は限られた

時間でございました。でも本当に２人のスピーカーの

方には簡潔に要点を絞ってお話しいただきましたし、

彼らの中で議論は大分深まってきたかなというふうに

思います。

　それでは最後に、今日の会を終えるに当たって一言、

今後の課題、あるいは自分が今考えていること、一言

ずつお話しいただいて、閉めたいと思います。

　じゃ島谷さんのほうからお願いします。

○パネラー（島谷幸宏）　今日ちょっといろいろやっ

ぱり聞いていて思ったのは、これからまたポストコロ

ナで地域分散というのが非常に重要で、その中で、子

供たちがこういうことに参加できると、すごいクリエイ

ティブな人間ができていくんだろうなというのをすごく

思っていて、環境省の方ともいろいろとお話ししている

んですけれども、やっぱり防災教育と環境教育を一緒

にするだとか、そういう形の新しい展開で、子供たちの

力をもっとつけないと、これからのサバイバル時代を

乗り切れないので。ボランティアみたいなものは、何か

学校教育としてちゃんとやっていく必要があるんかな

という話を聞いていていろいろと思いました。ありがと

うございました。

○コーディネーター（坂本　正）　じゃ吉良さん。

○パネラー（吉良清一）　私は特に自治体の首長とし

て、発信力が大事だと思います。島谷先生から情報を

いただいて、その情報で理論を武装して、強く訴えてい

きたいと思います。また、阿蘇の首長さんたちとも足並

みをそろえて、さらにどんどん盛り上げていきたいと思

いますので、これからもよろしくお願いいたします。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうございま

した。

　じゃ市原さん。

○パネラー（市原啓吉）　これは前の環境省の所長さ

んが私に教えてくれたことですけれども、イエロース

トーンが国立公園になったときですね、神が創造され

たもので、決して私有物にしたり、少数の利益のため

に開発すべきものではない。この地を国民のために永

久に保存するには国立公園にするという、そういうあ

れでこれをまず、イエローストーンが国立公園になっ

たと。それで、日本の昭和31年に国立公園法が制定さ

れて、1934年に初めての国立公園ができたと。その中

でも阿蘇もそういう国立公園になってきたということで

すね。

　そこには、やはり草原というのが大々的にあったわ

けで、だから国立公園になったわけで。阿蘇山があっ

ても、阿蘇山という山はないんですね。阿蘇山というの

は５つの山が成り立って阿蘇山って言うんで。その阿

蘇山は、草原があって初めて目立つんです。つまり主

役はですね、脇役がいないと目立たないんですよ。そ

の脇役である草原は、脇役だけでも重要な働きをして

いるんで、それをみんなに知っていただくためには、
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１．開会

○司会　では、始めたいと思います。

　ご来場お皆様、そして配信でご覧くださっている皆

様、こんにちは。

　ただいまより第13回全国草原サミット・シンポジウ

ムｉｎ東伊豆、阿蘇分科会を開催いたします。

　私は、今回の進行役を務めさせていただきます公益

財団法人阿蘇グリーンストックの井上と申します。どう

ぞよろしくお願いいたします。（拍手）

　ありがとうございます。

　さて、今回の分科会では、阿蘇草原再生、新たなス

テージへ～草原の恵みを守るための仕組みづくり～

をテーマに２つの講演、また、その後、パネルディス

カッションを予定しております。パネルディスカッショ

ンでは、時間が許せば会場の皆様の声もお伺いでき

ればと思っておりますので、どうぞよろしくお願いいた

します。

　なお、今回は新型コロナウイルス感染防止対策とし

て、会場の人数を制限させていただいております。同時

にユーチューブでのオンラインの配信も視聴できるよ

うになっております。配信でお聞きの方もメッセージ等

でご意見をいただけましたら幸いです。

　それでは、講演に入ります前に、今回の分科会の趣

旨につきまして、環境省阿蘇くじゅう国立公園管理事

務所の山下さんからご説明をいたしますので、よろしく

お願いします。

○環境省阿蘇くじゅう国立公園管理事務所（山下淳一）

　皆さん、こんにちは。環境省阿蘇くじゅう国立公園管

理事務所の山下と申します。

　今日は、お集まりいただきまして、ありがとうござい

ます。

　私のほうから、まず今日のこの分科会の趣旨をごく

ごく簡単に３分ぐらいでご説明をさせていただきたいと

思います。

　それでは、早速まいります。

　もう皆さん、ご存じのとおりだと思いますけれども、阿

蘇の草原の特徴というのは、まず野草を主体とする草

原としては日本最大の規模であるということと、牛馬を

利用した農業生産とか草資源の循環という経済社会

の仕組みによって維持され続けた草原、あるいはその

まま放っておいてずっと草原であったということでは

なくて、生業によって維持され続けた草原というのが大

きな特徴であると思います。

　その草原ですけれども、いろんな恵みといいますか、

役割を持っていまして、まず、１つご紹介するのは多様

な生き物のすみかということで、植物で大陸と陸続き

だったことを物語っているようなヒゴタイですとか、そ

ういう植物があったりとか、ほかでは見られないよう

な希少種の植物も生育していたり、あとは、植物が多

様であるからこそ、多様な動物の生息できる環境を育

んでいると。１つ取り上げますと、チョウなんかでは、熊

本県で見られるチョウ117種のうち109種がこの阿

蘇の草原で見られる、チョウの楽園とも言われるよう

な多様な生き物のすみかになっています。

　それから、観光資源としての価値、これも言うまでも

ないことかもしれませんけれども、ちょっと古いデータ

なんですけれども、観光客の方に阿蘇のどこがいいで

すかというのを聞いたアンケートがありまして、草原が

広がる風景というのを77％の人がいいと答えていた

りですとか、牛馬のいる放牧風景とか花やチョウなん

かの野生生物がある風景なんかを答えていらっしゃる

方もいて、かなり観光資源としても欠かせない存在に

なっていると言えます。

　それから、最近注目されているところでいうと、炭素

の固定機能というのがかなり優れているらしいという

のが見えてきていまして、2013年の成果を基にします

と、阿蘇郡市の全世帯が１年間に排出するＣＯ２の量

の1.7倍ぐらい相当の炭素を草原が固定しているとい

うことで、阿蘇の中で見たら、排出よりも吸収が勝って

いるというようなことが言えて、地球温暖化防止の観点

からも未来に残す価値が高いというふうに考えられて

いたりします。

　それで、そういう様々な恵みがあるんですけれども、

過去から草原がどうなってきたのかというのを見ると、

かなり減ってきていると。100年前は阿蘇地域、ほとん

ど草原が広がっていたのが、見ていただいたら分かる

とおり、2007年にはかなりそれが森林に置き換わって

しまっているというような現状になります。

　草原再生協議会というところで議論をしていますけ

れども、じゃこの先どうなっていくんだろうって考えたと

きに、30年後の姿をちょっと想像しようみたいな話を

していまして、５年に１回牧野の調査がされている中で、

野焼きとか輪地切りをあとどのくらい継続できますかと

いうような調査項目があります。その中で、「10年以上

はできそうだ」と答えている牧野さん以外は、ちょっと

30年後まで管理を続けているのは難しいんじゃない

かというふうに仮定した場合なんですけれども、面積

で６割ぐらい減っているような予測になります。

　こういう状況もある中で、次世代へ残すべき姿で30

年後の目標というのを草原再生協議会の中で議論し

ていまして、先ほど申し上げた６割の草原面積減少と

いうのもあり得るかもしれないという中で、「今と変わ

らない規模の草原を残す」ということを目標に設定し

ようとしています。これ特に牧野組合さんの意向も大き

くて、やっぱりモチベーションを持ってやっていくため

にも、減少というところを目標にしてモチベーションも

上がらないだろうということで、最低限維持はしようと

いうような目標設定をしようとしています。

　そのために、３点目なんですけれども、そのために

は長年続いてきた生業による草原維持、これをどう支

援を強化していくのかというのを考えていく必要があり

ますけれども、もう一つ、今までもこれはやってきたんで

すけれども、もう一つ、近年、草原の持つ恵みというの

は、先ほどお話ししたような部分というのが注目され

ていますので、この草原の恵みを守るという観点から

も、草原を支える仕組みづくりというのを進めていく必

要があるかなというふうに思っています。今日は、この

草原の恵みを支える、守るための仕組みづくりというも

のを考える一つのきっかけにしたいなと思っておりま

す。そのために２つほどご講演をいただいて、その後

にパネルディスカッションということで進めさせていた

だければと思っておりますので、皆様よろしくお願いい

たします。

　私からは、駆け足になりましたが、以上です。

○司会　ありがとうございました。

２．講演

①阿蘇の草原がもたらす恩恵～最新の研究報告～

　それでは、早速、講演に移りたいと思います。

　お一人目は、熊本県立大学特別教授の島谷幸宏様

にお願いしたいと思っております。

　島谷先生は、現在多くの研究者が関わって進めてお

られる環境総合推進費研究の研究リーダーであり、今

日はその成果について、阿蘇の草原がもたらす恩恵、

最新の研究報告についてご講演をお願いいたします。

　それでは、島谷先生、よろしくお願いいたします。

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　皆さん、こん

にちは、島谷です。

　阿蘇の研究は、立場的には九州大学の特命教授と

してやっています。ただし、４月から熊本県立大学のほ

うにお世話になっていまして、私の実家が龍田なので、

熊本を今中心にしながらいろいろ仕事をしています。

　今ご紹介になったんですけれども、これが環境省の

推進費のテーマです。阿蘇をモデル地域とした地域循

環共生圏の構築と創造的復興に関する研究というこ

とで、大きく言うと３つのテーマでやっていて、そのそれ

ぞれのテーマがまた３つに分かれていて、９つの大き

な研究が集まった物すごく大きい研究です。私が全体

のリーダーをしていて、東海大の市川先生が特に地下

水のことをやられていて、慶応大の一ノ瀬先生が特に

後ろのほうの地域循環共生圏のほうの研究をされて

います。今日お見えになっています、実は。ちょっと驚き

ました、私も。

　研究の背景は、2017年に北部九州豪雨があって、

2016年に熊本地震があって、それで熊本県は創造的

復興というのを打ち出されました。その創造的な復興

を環境省が提案されている地域循環共生圏とどうやっ

てつなげていくかという研究になります。

　今日は特に草原のお話を中心にしますが、この阿

蘇は九州の中央部にあって、実は６本の１級河川、筑

後川、大野川、五ヶ瀬川、菊池川、白川、緑川という６

本の１級河川の水源になっています。ですから、玄海

灘から瀬戸内海から有明海からですね、いろいろなと

ころに水を注ぐ一番上流の地域になっています。流域

の人口が230万人と言われていて、しかも筑後川から

福岡導水で水を配っていますので、約480万人、500

発散、雨から蒸発散を引いたものが水資源量というこ

とになります。特に筑後川の場合はダムがありますの

で、雨が降ったときの水も全部ためてしまうので、基本

的には下流に流れていく水資源量は降った雨から蒸

発する量を引いたものということになります。

　そこで、こういう樹林とススキがどれぐらい蒸発散量

が違うかということを測定しています。宮沢先生という

先生が研究をしています。植物には、ちょっと難しくな

るんですが、光合成をするときにＣ３という植物、普通

の一般的なＣ３植物というスタイルと、ススキのように

Ｃ４植物というスタイルの光合成をやるタイプとがあり

ます。ススキはＣ４植物というタイプになります。Ｃ４植

物というのは、難しいんですけれども、機構がすごく

違って、非常に二酸化炭素を節約しながら光合成をす

ることができます。水を使う量も非常に少ない、節水型

の植物というふうに言われています。このＣ３植物とＣ

４植物というのは非常に重要なポイントになっていて、

阿蘇では草原にするとほとんどススキになります。スス

キになるということが蒸発散量を小さくしているという

ことになります。

　それで、今、牧野の方に協力していただいて、直接

葉っぱにこういう樹液流計というセンサーをつけて、

ここから今、直接測れるようになりました。一つ一つの

茎からどれぐらいの水分が蒸発しているかというのを

１年間測っています。それで分かってきたことは、これ

が杉で、ササやヤシャブシで、ススキとなりますが、１

年間ずっと積算していくと、杉とススキでは非常に大き

な蒸散量の違いがあるということが分かってきました。

これはもう光合成の仕組みが根本的に違うので、非常

に節水型の植物であるススキが生えているということ

がこの節水型だということが分かりました。

　今ちょっとそれを年間どれぐらいの蒸散量になるか

という推定を行っていて、ちょっとまだ低めの推定に

なっているんですが、これススキです。ススキがＣ４と

いう植物で、ほかのは全部Ｃ３植物なんですが、ススキ、

ササ、杉、ヒノキ、ヤシャブシというようなもので考えて

みると、恐らく杉・ヒノキに比べて１年間に年間の蒸発

散量が100ミリは最低違うだろうということが明らか

になってきました。

　現時点ですが、今年度の３月までで研究を終わりま

すので、それまでにはこの明確な数字が出てくると思

うんですが、水の使う量からすると、ススキ、ササ、ヤ

シャブシ、杉、ヒノキという順番になるであろうというこ

とがどうも明らかになってきました。これ非常に重要な

ことになります。

　ここに阿蘇がありまして、ここに、今見ている草原っ

てほんの一部の草原なんですが、もし樹林に替わって

しまうと、年間100ミリから200ミリぐらい、下流に流れ

るお水の量が減ってしまうということになります。100ミ

リというのは高さの単位ですね。１年間、大体この地域

が3,000何百ミリと降りますが、そのうちの100ミリ分

が蒸発、空中に出ていってしまうということになります。

ですので、草原があることによって、下流に水を配るこ

とができているということになります。大体その量は、

後でちょっとご説明しますが、年間1,000万トンとかそ

ういう量になります。実は、下筌、松原ダムという、ここ

に２つ、ちょうどこの阿蘇から出てくるところにダムが

あって、そこから平地に水が出ていくわけですけれども、

このダムでは発電を行ったり、下流への有明海に流れ

ていく水を供給したりしているわけですけれども、実は

有明海のノリが取れなくなった、冬場取れなくなったと

きには、このダムを操作して、水を放流して下流に栄

養物を送るという、栄養源を送る操作をしています。そ

の水の量は大体1,000万トンとか、大体それぐらいの

量なんですが、それは草原がなくなると、それがちょう

どできなくなるぐらいの量になります。非常に大きな量

です。

　今までに行われた松原、下筌ダムによる緊急放流と

いうことで、大体冬場です。冬場、ノリが行われるように

なって、ノリの色落ちと言って、色が落ちてくるんですね、

栄養塩がなくなると。窒素の濃度が低くなったときに松

原ダムを放流すると、窒素濃度がばあっと上がって

いって、色落ちしなくなるということで、実は草原の水と

いうのは、有明海のノリを支えているということにもつ

ながっているんですけれども、あまりそれは意識されて

いません。松原ダムの流域で例えば草原がもしなく

なってしまえば、約1,000万トンぐらいの水資源がなく

なってしまうということになります。それは、人口でいう

と11万人分ぐらいの水資源量になるということなので、

非常に大きい水の量だということが分かると思います。

今まで草原について、あまり定量的に水をどれぐらい

節約するかというのを分かっていなかったんですが、

それが今分かりつつあるということです。

　それともう一つは、今、立野ダムができているんです

が、こっちがカルデラと、下流の熊本の地下水がつな

がっているかどうかということに焦点を当てて研究を

しています。ずっとボーリング調査が、最近、地震の後

いっぱい行われまして、そのときの地下水を連ねてい

くと、これがつながっているということが明らかになっ

てきました。それがですね、量的にどれぐらいかという

と、これは熊本大学の嶋田先生たちがシミュレーショ

ン、１年間の水収支というのを示したものです。

万人の水源になっているということで、非常に重要な

地域になっています。

　しかし、これはあまり知られていないです。私、福岡

市民もやっているんですけれども、福岡市の人は、筑

後川から水をもらっているという意識はあるんですけ

れども、阿蘇から水をもらっているという意識はほとん

ど希薄なんですね。有明海の人も、筑後川とか白川と

か緑川とか菊池側から水が流れているというのはよく

知っているんですけれども、その上流は草原だという

のを皆さんご存じない。有明海は、よく泥の干潟で、阿

蘇の噴火物によってできているどろどろの干潟で、そ

れが非常に豊かだというのは言われているけれども、

その水の水源が阿蘇だというのはあまり言われてい

ないと。そういうところがあります。

　この９つの、サブテーマになるんですけれども、簡単

にいうと一番上が自然災害を生態系によってどうやっ

て守るかというような感じの研究です。自然資源を使

いながら災害を防ぎ、それを創造的復興につなげてい

こうというのがテーマ１。テーマ２は、熊本地震によっ

て地下水に影響が出たので、その地下水がどういう影

響を受けて、それがどういうふうに回復しているのか。

それから、その地下水が、１回カルデラの中に入った

水がどういうふうにほかのところとつながっているか

という研究。テーマ３は、自然資本と社会関係資本と

いうのは、人間関係とかいろいろな社会のことにも注

目して、地域循環共生圏というのをどういうふうに成

立していけばいいかという、文系の研究から理系の研

究まで、非常に幅広い研究となっています。

　簡単にいうと、阿蘇地区の中で自律分散型の社会

を構築しつつ、他の大都市圏等といろいろな交流をし

ながら、創造的復興と地域循環共生圏をどうつなげて

いけばいいかということの研究をしているということ

になります。

　扱っている自然資源としては、草原だとか森林、そ

れから石材、水田、湿地、水みたいなものを対象にし

ています。

　この図はですね、ここに中央の火山地帯があって、

カルデラがあって、外輪山があって、そういう色を示し

ていますが、この草原、災害との関係を示していますが、

集落の配置をどういうふうにすればいいのかとか、低

地の氾濫をどうやって防げばいいのかとか、田んぼダ

ムをどういうふうにしていいのかとか、こういうカルデ

ラと外輪山のランドスケープに基づいた自然の機能

も生かしたような防災はどうあるべきかというような研

究をしています。

　皆さんご存じのように、阿蘇はこの草地が外輪山の

上と斜面というのがあって、その下に林地があって、集

落があって水田があるという、一つの配置構造が単位

となって、一つの集落が草地から林地、水田、そういう

管理をしているという、そういう仕組みがあるというの

は皆さんご存じで、こういう関係が非常に重要だとい

うふうに思っています。

　まず、災害との関連を見ていくと、草原、これはです

ね、縦軸に崩壊の確率を書いてあって、これいろいろ

な植生について書いてあるんです。これを見ると、草原

が崩壊の確率が高い。しばしば崩れやすいということ

が分かりますが、そのときの崩壊の深さは小さいという

ことが分かっています。ですから、草原にすると、時々

崩れるけれども、大きな被害はもたらさないというよう

なことが分かっていて、しかも、傾斜が比較的緩いとこ

ろの樹林帯がこういう土石流とかを緩衝する機能が

あるということも分かっています。

　次に、水の機能についていろいろ研究しています。

特に筑後川と白川に着目して研究を実施しております。

　実は、筑後川というのは阿蘇の外輪山を水源として

福岡県を通りながら有明海に注いでいる九州一の大

河です。ここから福岡に導水を持っていって、福岡市の

水も供給して、約30％ぐらいの水を供給しているとい

う非常に重要な川になっています。松原ダムというダ

ムが筑後川の上流にあって、上流のこの地域の水を、

外輪山の水を集めて、１回、松原ダムでためて、それで

下流に供給しているということになります。流域の草原

の状況を見てみると、どんどんどんどん今減っていると。

1900年頃に比べて、半分ぐらいになっているというこ

とが分かります。

　それで、どういうことをやっているかというと、実は雨

が上から降って、雨が降ったものが植物とか地上から

蒸発とか発散、発散というのは葉っぱから出ていくの

を発散と言うんですが、蒸発散して上に向けていくと。

それ以外のものは表面に流れるのと地下に浸透する

のと、二通りで流れていくということになります。ですか

ら、下流に流れていく水の量は、この植物等からの蒸

を目的として、村長が火入れ責任者となって野焼き再

開を進めておられます。本日は、その事例を中心に南

阿蘇村の草原管理の取り組みについてご発表をいた

だきたいと思います。

　それでは、吉良村長、よろしくお願いいたします。

○南阿蘇村村長（吉良清一）　皆さん、こんにちは。今、

紹介がありました南阿蘇村の吉良と申します。

　今、村長ということでございますが、私はもともと農

家の長男で、無農薬の米とか、あるいは私自身も野焼

きとかに参加しておりました。これまで農地や草原を

守るためにいろんなことをやってきたんですが、もう農

家の１人、２人では、これはもう守れないということで、

村長を目指しました。しかしながら、なかなか簡単に

は合格させていただけませんで、今から17年前に南

阿蘇村が合併したときに初めて出まして、落ちて、落ち

て、落ちて、４回目にやっと合格いたしました。周りの人

は私のことを吉良清一の趣味は何か知っとるかいと、

吉良清一の趣味はね、選挙だもんなと。特技は何か

知っとるといったら、特技は落ちることだもんなという

ふうにからかわれておりました。

　そういうことで、私は本当にこの草原の水量を守る

と、このために村長になったようなもので、今いろんな

取組でしっかり頑張っております。私は、講演するほど

知識が豊富ではありませんので、地元の水分量など現

状をお話ししようと思って、この役を引き受けました。し

ばらくの間ですが、よろしくお願いします。

　それでは、早速、話に入っていきますけれども、話の

内容は、この画面のとおりで、途中に私の持論あたり

も少し述べさせていただきたいと思います。最後に、村

で作ったビデオがございますので、それをご覧いただ

ければと思います。

　まず、南阿蘇村の火入れ対象地は1,500ヘクター

ルございまして、27の牧野があります。うちの牧野の特

徴としましては、こっちの北側と比べまして急斜面が多

いということ、それから、谷が深いということがうちの

特徴だと思います。そのために輪地切りなどはとても

苦労しますし、また、放牧牛を見つけにくいという、そう

いう苦労もございます。そして、平成28年に３つの牧野

が中止をいたしました。原因は、これは慢性的なもの

なんですが、高齢化、あるいは担い手不足、また、火入

れ責任者の、これは区長さんなんですが、その責任が

大変重いということが原因です。死亡事故が28年に

発生しまして、区長さんが死亡事故の後に事情聴取と

か、あるいはいろんな事故後の手続とか、また、遺族へ

のお見舞いとか、ものすごくご心労をされております。

火入れ責任者についてはまた後ほどお話ししたいと

思います。

　そして、これは同じく28年に起こった熊本地震です。

牧野のあちこちでこういう牧道が被災を受けまして、２

つの牧野組合で野焼きを中止しております。

　これから再開に向けた取組ということを簡単にご説

明しますと、南阿蘇村と牧野組合、熊本県で連携協定

を結びました。真ん中にいらっしゃるのが白川牧野組

合の組合長さんです。白川水源の上辺りが野焼きが中

止されておりますので、そこら辺からまず復活したほう

がよかろうということにしました。村と熊本県で予算を

組みまして、防火帯の整備等を行いました。その白川

地区でも集会をして、野焼きの再開について議論が

あったんですが、野焼きの再開についても疑問視する、

つまり無理やりせんでもいいんじゃないかという意見

もありましたけれども、その中央の後藤区長さんの強

いリーダーシップで、野焼きは何としてもせないかんと

いうことで、再開することができました。

　火入れ責任者をですね、区長さんから村長、私とい

うことにしました。区長は現場の監督者。それから、こ

れまで区長が申請をして村が許可するという許可制

度でしたけども、これも届出だけでいいという届出制

にいたしました。

　重機により白川牧野を早朝、総延長で20.7キロ

メートル、800万ぐらいかかったと思いますが、整備を

いたしました。それによって、今年の３月に、これは野

焼きの様子ですが、４年ぶりの野焼きでしたので、多く

のカヤがあって、もうそれはそれはすさまじいほど、恐

ろしいほど燃え上がりました。

　これは５月の写真ですけれども、野焼きをしたところ

が緑色になっているかと思います。途中に防火帯があ

ります。中腹ほどには保安林がございます。

　これは、ちなみに私が朝に写真を撮ったんですが、

３月です。雪が降ったところが白くなっていますが、野

焼きをしたところは、野焼きをすれば草がありません

ので、もう地面に直接雪が積もります。ですから、こうい

う具合に白くなります。白くないところは、野焼きがして

いないところです。

　私の持論を少し話しますと、左が野焼きをしない場

合、右が野焼きをした場合で、梅雨の時期がですね、

梅雨は雨が降るわけですから、野焼きをしたところは

草が生えていますので、雨が、先ほど島谷先生の話に

もあったように、雨が地下に浸透します。しかし、左側

はススキがありますので、いわゆるかやぶき屋根状態

で、恐らくほとんど地下には浸透せんで、カヤを伝って

下に流れ下っているのではないかというふうに考え

ます。

　皆さん、水収支ってとっても分かりにくいんですけれ

ども、阿蘇のカルデラを一つのおけみたいに考えて、

上から降ってくるのが１年間に3,629ミリの雨が降っ

てきています。これシミュレーションで出てきたものな

ので、この辺の蒸発量というのはいろんなところの平

均になっています、建物とか水田とか山とか。大体その

うちの463ミリぐらいが蒸発していくよと。土の中に

2,600ミリぐらい入って、土から2,500ミリぐらい出て

きているということが分かります。蒸発するので、それ

が155ミリということで、地下水から７ミリ、それほど大

きな値じゃありません。地下水、つながってはいますけ

れども、ボリュームとしては大きい値ではないと。１年

間に3,000ミリぐらいの水がカルデラから下に出て

いっていると。

　これ非常に重要なのは、そのうち、3,000ミリのち

2,500ミリぐらいは１回土の中にもぐってゆっくりと出

てきているということです。ですから、洪水のときに出て

いっているのが大体500ミリぐらいということで、これ

は非常に、日本の川の中では大体洪水のときに出て

いく水の量とふだん出ていく水の量が１対１ぐらいだ

と言われているんですが、阿蘇の場合にはカルデラが

あるせいで非常にゆっくり水が出ていっていると。だ

から、下流の洪水も草原とか水田の涵養とかによって

減らしていると。だから、１回雨が降っても水が染み込

んでいきますので、それがゆっくりと湧き水という形で

出ていっているということになります。

　それで、大体の量は出てきたんですが、大体、阿蘇カ

ルデラから流出する白川の流量は年間７億トンと。そ

のうち大体１億トンぐらいが白川の中流域で、農地で

地下に浸透していると言われていますので、阿蘇カル

デラの中に降った雨のうち、１年間に約１億トンぐら

いの地下水は熊本市の地下水として供給されていると

いうことが大分明らかになってきました。ですから、今

まで定性的には言われていたんですが、こういう現象

は、一つは外輪山の草原は福岡の筑後川はじめほか

の地域の水の資源として非常に重要な役割を果たし

ていると。阿蘇カルデラから熊本に関しても、カルデラ

に降った水もちゃんと地下水を涵養するのに役立って

いるということが明らかになって、やっぱり草原を守る

ということは、非常に大きな水資源、九州北部の水資

源を守るのに非常に重要であるということが明らかに

なりました。

　私たちは、先ほどもちょっとお話ししましたように、

創造的復興と地域循環共生圏をどうやってくっつけて

いくかという研究をしています。私たちが考えている創

造的復興というのは、地域の資源の価値を創造する、

再発見する。社会的な課題を踏まえて再発見する。そ

れこそが創造的復興であると。価値創造こそが創造的

復興であると。

　草原の場合は、先ほど言いましたように、今までい

ろいろなことが言われていますが、特に今回の研究で

は、水資源の供給機能が非常に大きいということが明

らかになったと。防災機能もあるということも明らかに

なったということであります。

　そういう価値を創造して、今度は福岡や熊本市の水

資源として価値を共有する必要があります。有明海に

対しても、阿蘇は有明海の恋人というようなですね、そ

ういうフレーズを共有する必要があると。そういうこと

によって、都市からの資金だとか漁民からの応援だと

か、そういうふうな価値を認識することによって、さらに

いろいろな共生圏からの関わりが来るというふうに考

えています。

　また、今日ちょっとお話ししませんでしたが、どう

やって自律分散型の社会をつくっていくかというときに、

草原をどうやって維持するかというのは非常に重要な

ポイントになります。それについてもいろいろ、どういう

ふうにして管理すればいいのか、集落の主体力を形

成するにはどうすればいいのか。水源涵養保安林を

水源涵養保安林野というような水資源の涵養がある

草原を水源涵養林と同等のものとして位置づける必

要があるだとか、そういうことを今考えながら研究を

行っています。

　以上で私のお話を終わらせていただきます。どうも

ありがとうございました。（拍手）。

○司会　島谷先生、ありがとうございました。貴重なお

話をありがとうございます。

　それでは、ただいまの島谷先生のお話の中で、時間

の関係上、お一人だけご質問等ございましたら受けた

いと思いますが、どなたかいらっしゃいますでしょうか。

よろしいですかね。

　後でですね、島谷先生のほうにはパネルディスカッ

ションのほうにも参加していただきますので、またそ

れも併せてご質問等ありましたらよろしくお願いいた

します。

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　どうもありが

とうございました。

○司会　それでは、ありがとうございました。（拍手）

②南阿蘇村の草原管理の取り組み

○司会　続きまして、お二人目です。南阿蘇村村長の

吉良清一様にお願いしたいと思います。

　南阿蘇村は、平成31年度から水源涵養機能の保全

ができないような集落については、村で、例えば消防

署とか消防団員、あるいは警察官のＯＢさんたちで専

門のプロのチームをつくって、土日に計画的に野を焼

いていけば、かなりの面積をカバーできるのではない

かと思って、今、計画中です。

　それと、最後はですね、野焼き目的の認識の改革と

いうことを訴えております。これまで野焼きの必要性と

いうのは、例えば景観の維持だとか、あるいは病害虫

の防止とか、そんな目的で野焼きをやっておりました

けれども、それだけでは住民に、農家がもう野焼きはそ

れぐらいのことだったらもうやらなくてもいいんじゃな

いかと、そしてまた、地下水は森が育むという考え方が

ほとんどで、草原をそのままに放置すれば、やぶ化して、

山林というか、山林になるから、それでもいいんじゃな

いかと。森が育むという考えがありますからですね、野

焼きはそんなに無理してやらなくてもいいんじゃない

かという考えがありますので、その考えを少しずつ変え

ていかなければ、野焼きの存続は厳しいなというふう

に思っております。

　ですから、野焼きの目的は、もう水源保全と。特に南

阿蘇はそうなんですけれども、熊本市内の地下水の保

全に草原は大きく貢献しているということをしっかりこ

れからも訴えていきたいと考えております。

　大体、私の言いたいことは終わりまして、このビデオ

をですね、ユーチューブにもあります、阿蘇の地下水が

見られるというのをですね、これをちょっと流したいん

ですけれども。

（ビデオ視聴）

　阿蘇の地下水を未来へ。

　熊本は古くから水の都と呼ばれ、その中でも熊本市

は水道水減の100％を地下水だけで賄っているとい

う世界一の地下水都市とも呼ばれています。それには、

阿蘇のたくさんの湧き水が関係しています。なぜこんな

に水源となる湧水が多いのでしょうか。

　これから紹介する４つの条件と阿蘇の人々の暮らし

が深くつながっています。

　１つ目は阿蘇の地形です。阿蘇は、ほとんどの地域

で年間の降水量が3,000ミリを超える、全国的に見て

も非常に雨の量が多い地域です。火山の噴火活動で

できた大きなくぼみのことをカルデラと呼びます。この

広くて深いカルデラは、たくさんの水をためる役割が

あり、阿蘇は九州の水がめとも呼ばれています。

　２つ目は地質です。火山の噴火活動によって水を通

しやすい層と通しにくい層ができました。このことに

よってより多くの水が地面に染み込み、長い年月の間、

地中にためることができるのです。そして、この幾つも

の層は天然のフィルターとなり、きれいな湧き水を生む

のです。

　３つ目は水田です。もし水田がなければ、雨は川に

流れ、すぐに海に流れ出てしまいます。その一方で、水

田は雨水の多くを地下に浸透させます。また、大雨のと

きにはたくさんの雨水をためることができるため、天然

のダムとも呼ばれています。

　最後は草原です。阿蘇の草原は、地下水を育む力が

とても優れています。それはなぜでしょうか。森林に雨

が降ると、雨水が葉や枝で遮られるため、地面の染み

込む量は少なくなります。しかし、草原に雨が降ると、

地面に届く雨の量が多くなり、その分、地面に染み込む

量も多くなるのです。また、地面が吸収した水の一部は、

植物の根や葉を通して蒸発します。蒸発する水の量は、

森林に比べ草原のほうが少なく、同じ雨の量でも草原

のほうが地面に染み込む量が多くなるのです。そして、

何よりこの草原の維持に大切なのは野焼きです。野焼

きにより枯れ草がなくなり、新たな草原に生まれ変わり

ます。そして、その草原は、より多くの雨水を染み込ませ

ることができるようになるのです。このように主に４つ

の条件が重なって、たくさんのきれいな湧き水が生ま

れているのです。

　阿蘇の暮らし。

　古くからの阿蘇の人々の暮らしにも湧き水を守るの

に大切な役割がありました。阿蘇では昔から赤牛と共

に暮らしを営んできました。赤牛は、冬の間は牛小屋

で飼われ、春になると水田を耕します。そして、田植が

終わる夏には草原へ放牧されます。冬になると、赤牛

に草原の草や稲わらを与え、堆肥を作り、その堆肥を

水田に返します。こうした営みにより、阿蘇の稲作は維

持され、豊富な地下水を生む水田が保たれてきました。

草原と畜産の関係はヨーロッパでも見られますが、草

原、畜産、稲作、地下水が関係しているのは、世界でも

まれで阿蘇ならではの高度な循環システムとも言える

のです。

　ここ阿蘇では、このような地域循環が1000年以上

も続いてきました。世界の中でも安全に飲める水があ

るというのは、まさに宝とも言えます。自然と人との共生

によって守られてきた阿蘇の自然、地下水、これからも

みんなで守り、育てていきましょう。

○南阿蘇村村長（吉良清一）　これで終わります。

　最後にふるさと納税ということをちゃっかり言って

おきまして、これらの草原や水源を守るために、ふるさ

と納税で頑張ってお金を集めようかと考えています。

　それでは、拙い話でありましたが、これで終わりたい

と思います。ご清聴ありがとうございました。（拍手）

　下はですね、草原の雨量を表したものですが、右側

の野焼きをした場合は、先ほど言いましたように、秋は

茶色になって、それが野焼きをしたら真っ黒になりま

す。真っ黒になった後に雪が降れば白くなって、雪が

解ければまた黒になる。そして、野焼きをしていますの

で、一斉に新芽が湧きますので、もうほとんど一瞬、一

瞬といいますかね、短い時間に緑色に変わります。そ

して、そういう色の変化が野焼きをすれば、１年で色の

変化も楽しめるということが言えると思います。

　これは、ちょっと字がたくさんありますけれども、左側

が草原です。右側が未整備の保安林です。一番上に地

下水の保全能力とありますけれども、これも先ほど島

谷先生が話されたとおりですが、この図はですね、今

年の春に環境省さんが阿蘇の草原を見られるという

たしかチラシを作られていると思いますが、その中に

示された図です。もともとこれは20年ほど前にツカモ

ト先生という、東京工大と思いますが、その先生が20

年前に調整されたのを環境省さんが初めて、今回初め

て堂々といいますか、堂々とチラシに載せられました。

恐らく私が思いますに、森林と書いてありますので、農

水省、林野庁の森林増加に配慮して、この図が表に出

されなかったんじゃないかというふうに思います。初

めてですね、今年の春、これが環境省のパンフレット

に載りましたので、私はこれを積極的に使うことにして

おります。これほど草原のほうが地下に浸透する水の

量が多いということが、これを見れば一目瞭然だとい

うふうに思います。

　そして、２番目は、先ほど環境省の山下さんのほう

から話があったとおりです。ＣＯ２の吸収能力が割と知

られておりませんけれども、土壌中に有機物がたくさん

草原はありますので、炭素を固定しているということか

と思います。

　次は、大雨時の土壌を流出するから、大雨時の災害

はご覧のとおりです。大雨時の災害は、今全国各地で

洪水時の流木被害出ておりますけれども、これもやは

り整備をしていない森林の流木被害だというふうに思

います。

　それと、生物の多様性もご覧のとおり、それから、生

産性、利用効率につきましては、草原は毎年、野焼き、

放牧、そして採草と、毎年リセットがされますので、生産

性が高いと思います。農業との関わりは、草原は飼料

とか、堆肥の資材とかなっております。また、経済効果

につきましては、観光資源は草原の風景などがありま

すし、右側の中央火口丘、特に阿蘇ジオパークがあり

ます中央火口丘の保安林というのは、火山灰とか、あ

るいは火山ガスとか、そういうことで非常に育ちが大

分悪いことから、中ではもう既に枯れていって、保安林

の機能を有していないというふうなところもあります。

我々は地元では、あれは保安林ではなくて、不安林だ

というふうに言っております。

　それと、景観は先ほども申しましたように、草原はも

う四季折々の景色が楽しめます。また、文化的景観に

つきましては、阿蘇の草原は、平成29年だったと思い

ますが、国の重要文化的景観に指定を受けております。

それほど文化的景観にも優れているということで、これ

は高橋佳孝先生にアドバイスを受けながら、この表を

作りました。まだこれに漏れていることがあるかもしれ

ませんが、これほど草原は優れているということがお

分かりというふうに思います。

　これからの取組としましては、今年の春、950ヘク

タールで24牧野組合が実施しております。ただし、依

然550ヘクタールはまだ未再開となっております。それ

で、牧道や恒久防火帯の設置を進めたいと考えており

ます。しかしながら、これを見てもらうと分かりますが、

民有林との下のほうの防火帯はあまり傾斜がありませ

んので、そんなにお金もかかりません。ところが、上の

保安林との境の防火帯は急峻で、工事の人ももう

ちょっと考えないかんなというぐらい危険な場所も

あったそうで、上の防火帯を造るのは物すごいお金が

かかるということであります。保安林を何とか解除して

いただけないかということを再三、県の農政などにも

言っておりますけれども、なかなかハードルが高くて、

なかなか解除は難しいと、１ミリたりとも保安林は譲ら

ないというような、本当に強い姿勢が見られます。です

から、解除が無理なら、杉、ヒノキじゃなくて、火に強い

クヌギとか、そういう樹種を変えるという方法はどうか

ということで繰り返し繰り返し提案しています。

　そして、３番目に人手の確保ですけれども、やはり畜

産農家、特に放牧農家を増やしていかなければなりま

せん。放牧はいろいろ大変な面もありますので、今、牛

にセンサーをつけて、バーチャルフェンスといって、パ

ソコンでの架空の線で、そこに牛が通れば、そのセン

サーがびりびりとして、牛がそれ以上進めなくなります。

いわゆる架空のフェンスですね、パソコン上の架空の

フェンスから先には行かせないということが今年、福

島県で実証実験をやっておりますので、それをちゃん

と見て、うちも近い将来に導入を計画しております。２

つの牧野組合で実証をやろうという今計画をしており

ますので、そして、簡単に放牧ができるようになれば、

畜産農家も増えるというふうに思います。

　それから、ボランティアの皆さんが協力をいただい

ておりますし、専門部隊と書いておりますのは、野焼き

分かると思いますけれども、この牧野組合、東部のほう

に位置しています。滝室坂、57号線から箱石峠、265

号線の間を位置するところで、面積が430ヘクタール、

標高は約600メーターから900メーターあります。外

輪山内側は急傾斜で、上部は比較的緩やかな地形と

なっております。

　この道路線の部分ですね、こちら側が大分のほうに

水が流れていきます、大野川のほうにですね。そして、

こちら側が黒川や白川につながっております。阿蘇の

東部として、私の牧野は箱石という国土地理院の地図

にも載っている有名なところがありますし、もう一つ、こ

こに人の顔をした岩がありますけれども、国道265号

線沿いには人の顔をした岩も見られます。

　そして、こうした景観が見られますけれども、これは

野焼きの後ですね。ここはもう大野川水系の源流とな

る水の流れとなるところです。

　こちらは放牧の状況です。この中がやっぱり大野川

の水系になります。

　道のこちら側になるところを黒川、白川のほうに水

が流れていくというようになります。

　うちのほうの牧野では、特に今、32名とこれ書いて

ありますけれども、現在は30人になりました。最初、こ

の牧野組合がスタートした時点では100戸以上あっ

たんですけれども、私が入った頃は98戸の農家があ

りました。大体200頭以上の牛を飼っています。しかし、

年間放牧は70頭ぐらいで、草の利用もなされています

けれども、自分たちでは使い切れないくらいです。主な

活用としては、草原の維持というのが大切ですから、

野焼きとか、それから草刈りをやって、草原を維持する

こととか、最近は子供たちに野焼きの体験とか希少生

物の保護などの啓発なども行っております。それから、

野草堆肥で作った野菜を作って、啓発普及に励んで、

いろんなところに発送したりとかも取り組んでいますし、

カヤの出荷等も行っております。

　また、観光利用として、特に、私は普通、農家ですか

らなかなかできないんですけれども、牧野の中のいろ

んな宝物をぜひ皆さんにも知ってほしいということで、

牧野ガイド事業というのに取り組みました。ここでしか

ないものを楽しんでいただきたいと思って、まず、自転

車で草原の中を、牛がいないときに走り回ることがで

きる、そうしたことを取り組んだり、そのためには防疫

対策もしっかり取らなくてはいけませんので、石灰とか

クエン酸を使った消毒もして、いろんな外来種子とか

そういったものを持ち込まないような工夫をしながら、

遊び、学び、そして感動を味わうような、そういう体験

なども行っております。

　もちろん自転車だけではありません。トレイルウオー

クと言って、人々が歩いて草原を楽しんでいただくとい

うことは、ただ歩くだけじゃなく水がどのように流れて

いるかとか、そこにある希少植物、どんなものがあるか

とか、そういったものをなぜ保護するか、なぜ守ってい

かなくちゃいけないかということ、そして、阿蘇の草原

を通して、より多くの人々の心を癒すことができるとい

うことを訴えております。

　阿蘇には、大体年間180万以上の人たちが観光に

お見えになるそうですけれども、そうした人の一部でも、

私どもの牧野を通して、そうしたことを知っていただい

て、草原の大切さ、そうしたことを少しでも伝えられば

と。その他からものを後世に残せるようにしたいなと

いうふうに思っています。それで、こういう取組をやっ

ております。

　これからは、観光利用としての牧野ガイド事業でと

いうのは、今後、阿蘇地域のほかの牧野でも持続的な

維持管理に生かしてもらえるようにモデル化し、口蹄

疫などの疫病対策の情報共有とともに、牧野間の連携

を図っていきたいと思っております。現在、ほかにも、自

分のところでもやりたいという申込みがありますので、

先進事例じゃないですけれども、どの組合でもできるよ

うに支援できたらと思っております。

　それと同時に、地元の商工会や観光業ともタイアッ

プさせることで、地域の活性化にも寄与できるような取

組を発表させたいと考えております。

　こういった人たちは、私がガイドとして養成した人

たちですので、私が忙しくても、これらの人たちがガイ

ドとして活動できるようにしています。ガイドの申込み

は、道の駅阿蘇に申し込んでいただくと、こうしたガイ

ドさんたちを紹介してもらうことができます。トレイルウ

オークで大体基本ですね、二、三時間のガイドで１人

頭大体3,000円ぐらいの徴収をしております。1,000

円を牧野の維持管理に還元できるように取組をしてお

ります。また、自転車の場合は、そのガイドさんが自分

で値段を設定して、1,000円だけは牧野に還元できる

ようにやっております。現在までに300人以上の方が

観光を楽しんでおられます。

　本来は、オリンピックのときもより多くの人が来られ

る予定だったんですけれども、残念ながらコロナ禍で

活動ができない状態に置かれていました。これからさ

らにこういうのが改善で来たら、続けていきたいなと

いうふうに思っております。

　以上です。

○コーディネーター（坂本　正）　どうも市原さん、あ

りがとうございました。

場代だとか温泉だとか来たときのどうやって頂くのか

というのが大変大きな課題でございます。今日は幾つ

か問題提起もいただきましたので、実現可能な話をぜ

ひ進めていただきたいというふうに思います。

　次は、今日、講演のほうも大変ありがとうございまし

た。島谷さん、１時間ぐらいかかるのを20分ぐらいで

圧縮していただいたんで、やや欲求不満じゃないかな

というふうに思いますけれども、吉良さんの話を伺って

みると、島谷さんの話、重なりますよね。非常にエビデ

ンスというか、今まで言われていた九州の水がめ、福

岡に行ってもそういう話するんですが、筑後川だけ

じゃないと。もうもともとは阿蘇なんだよ。なかなか伝

わりにくいです。熊本市の世界で一番の地下水だと言

いながら、阿蘇の水が染み込んできて湧き出るんだと

言いながら、言いながら、恩恵は受けていますけれど

も、じゃ阿蘇をどうするかって、なかなかそういうふうに

いかない。今日は環境保全だけの問題ではなくて、価

値の創造として、今までのそうだなといったものをちゃ

んと再発見した、保全活用した、防災機能もやっていく

とですね、これからまだ新しい価値が生まれると、都市

圏を巻き込んでいくんだ。今日、最後に言われたところ

をやっぱり今度の課題としてぜひ強調していただきた

いことをお願いしたいと思います。

○パネラー（島谷幸宏）　この研究を始めるときに、い

ろいろお話を聞きにいって、やっぱり、草原が水資源

の涵養機能が森林より大きいことが明確に証明されて

いないんだよというのをすごく言われてですね、そこを

やっぱりターゲットしないといけないということで、今

日ちょっとお話ししたのは、樹液流計という草の木の

中を流れる水の量を測っているんです、実際に。それ

でどれくらい空中に水が出ているかというのが直接、

最近、センサーの技術が発達しまして、10年前にでき

なかったのが今はそうやって直接、どれぐらい植物が

水を空中に吸い上げているか測れるようになったんで、

それをちょっとやってみましょうということで始めたん

です。

　今日は、吉良さんがお話しになったのは、遮断蒸発

というやつで、１回、土の中に水が入って、それで植物

がどれぐらい利用するかという話なんです。もう一つは、

葉っぱなんかに降った雨が途中で蒸発してしまうとい

う２つの現象があって、その両方とも草原のほうが小

さいというのが分かっているので、だから、先ほど示さ

れたのと私が言ったのを２つ足したよとなるので、本

当はもうちょっと何百ミリ、今日、私100ミリと言ったん

だけれども、もっと大きい数なんですね。

　そういうことをいろいろ研究しながら、また、創造的

復興とは何かというのをすごい考えたんです。熊本県

で地震が起き、熊本地震があって、うちも熊本市内な

んで、その周りがもうみんな７割ぐらい被災してですね、

全半壊になって、何となく創造的復興というと、新たに

何かを創造するような、そういうイメージがあったん

だけれども、いろいろ研究してみると、やはり草原を守

ることこそが創造的復興なんですね。水源を守ること

こそが創造的復興なんだけれども、じゃ創造って何か

というと、価値を創造することなんです。今まで上手に

守れていなかったものに対して、もっと新たな価値が

実際にはあるんだけれども、見えていない価値を見つ

けたり、そういうことをやることによって、次の世代につ

なげる夢のある価値を創造して、それは自然を守り、

例えばもっと、私は草原をもっと増やしたいと思ってい

るんですけれども、そういうことをやるのが創造的復興

だと。

　それを環境省さんが言っている地域循環共生圏と

いうなかなか分かりにくい計画なんですけれども、地

域を育てて循環型社会をつくりながら、地域の中だけ

で自立するのがなかなか難しいので、ほかの地域と共

生しながら、できればこういう阿蘇みたいなところは

大都市圏と共生しながら、その大都市圏に当然恵みを、

水の恵みとかいろんな恵みを与えているので、それに

対するお返しをいただきましょうという、そういう考え

方なんですね。そのためには新しい価値を創造し、そ

の創造した価値を共有しないと絶対駄目ですよ。先ほ

どの話でもあったように、どうやって価値をこれからみ

んなで共有していくか。だから、できれば、有明海の人

に来てもらって、ここに大漁旗がね、阿蘇の草原に大

漁旗がはためきね、ああ私たちの草原はこうやって海

ともつながっているんだというのが何か目で見えるよ

うな風景ができるとか、そういうことが次の時代に何か

夢をもたらすんじゃないかなと。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうございま

した。

　今のお話の中で、やっぱりみんな気持ちで分かって

いるんだけれども、価値の創造とかね、新しく物をつ

くっていく、何かないものからつくっていくのは物すごく

大変だと思うんだけれども、今あるものの価値を認識

する、これがもちろん大事なことですよ。認識したら、

次に未来につながっていく。言葉は固いけれども、要

するに今やっていることを子供や孫につなげていって、

今の生活を守っていくということは、福岡の都市圏を

守り、有明海を守り、熊本市を守ることだと。今までは、

そんなこと意識しないで自分たちのなりわいでやって

いたけれども、そういうもんだということをみんなが共

　特に観光ガイドのところでは、ずっといろんなことを、

希少生物、植物だとか見ていただいて、水の話をして、

それで、そこのことを理解していただくというのは大変

すばらしい活動だと、観光とセットになっておりますけ

れども。それを含めて今後の課題というのをまた次回、

次の回にお伺いしたいと思います。

　じゃ次、三宅さん、お願いします。大体、若いですよ、

この中でもね。力あるし、エネルギーあるし、もうこれ

からの阿蘇のこういう課題はもう全部引き受けるとい

うような熱意で今日来ていただいております。今日はど

うも大変ありがとうございます。いろいろ注文が出ると

思いますが、どうぞよろしくお願いいたします。

○パネラー（三宅悠介）　ありがとうございます。環境

省の阿蘇くじゅう国立公園管理事務所、三宅と申します。

よろしくお願いいたします。

　私たちの事務所、この阿蘇市内にありまして、黒川

に事務所があって、大体職員10名ぐらいおります。何

をやっているかといいますと、この関係でいきますと、

草原再生の協議会の運営ですとか、そういった草原

再生の活動に取り組んでいます。それから、国立公園

ですので、阿蘇とくじゅうの国立公園の管理ということ

で、開発の規制をしたりですとか、生態系の保全をし

たりですとか、そういった仕事をしています。

　それからあと、最近は観光振興にも力を入れていま

して、特に政府全体としてインバウンド観光を推進して

いこうという中で、国立公園もですね、そういったイン

バウンドにも貢献していきたいと、そんなようなことも

やっておるような組織になっています。

　それで、今日はこういった場にお呼びいただきまし

てありがとうございます。坂本先生からご紹介いただき

ましたけれども、我々のほうもこの地域にある事務所と

して精いっぱいやることはやっていきたいと思ってお

ります。

　島谷先生、吉良村長からもお話しいただきました。

ありがとうございます。草原再生の活動は2005年から

スタートしています。2021年ですので、もう少しすると

20年かなというようなタイミングになっています。これ

までは地域の農家の方々の活動をどうやって支援して

いくかということで力を入れてきたんですけれども、今、

第３期の全体構想というのをつくっておりまして、それ

の大きな柱としては、なかなか産業だけで草原を維持

していくのが難しいような状況になっている中で、公益

的機能と少し難しい言葉ですけれども、産業だけでは

なくて、広く一般社会にも草原は役立つんだと、こう

いったような中で草原を維持していくと。一番分かりや

すいのは吉良村長からご紹介いただいたような、自治

体が火入れ責任になって野焼きするとかそういったこ

とだと思いますけれども、そういったことにこれから力

を入れていきたいと思っています。

　そういった中で、今日のお話ですね、有明海とつな

がっているとか、あるいは自治体のほうで火入れを積

極的にやっていただけるとか、草原再生にとっても、こ

れから新しい展開を考えていく上で、非常に重要なご

指摘をいただいたかなと思っていまして、また草原再

生協議会のほうでも今日のお話を受け止めて活動し

ていければというふうに思っておるところです。

　それから、市原組合長から観光利用の話をいただ

きました。我々国立公園を管理しておりまして、全国に

34の国立公園があります。この中には、九州の管内で

いけば、例えば屋久島も入っておりますし、それから知

床とか小笠原とか、世界自然遺産に登録されているよ

うなところも、この34の中に入っています。また、富士

山とか日光ですとか、いわゆる温泉とか自然が豊かな

観光地というのは大体34国立公園の中に入っている

んですけれども、あと、くじゅうもその中に入っています。

　皆さん、阿蘇くじゅうって国立公園の中でどれくらい

人が来ているかというイメージをお持ちですかね。実

は阿蘇くじゅうというのは、大体1,600万人ぐらい年

間利用者来ていまして、これは34の国立公園の中で

見ても上から５番目なんですね。日本全体で見ても、こ

ういった自然を生かした地域という中では、お客さん

が多く来ているエリアになっています。

　冒頭に紹介があったとおり、その中に来たお客さん

の８割ぐらいの方がですね、この中でも草原、阿蘇の

中で草原がやっぱり一番すばらしいというような回答

をされています。なので、草原というのは非常に観光に

とっても魅力的な資源であって、地域の外の人たちか

ら、どうやって草原の維持に協力してもらえるかという

のが今日のテーマの一つでもあると思うんですけれど

も、そういったときに、やっぱり観光の方に一部ご協力

いただく、市原組合長からご紹介いただいたように、

1,000円を草原の保全に還元するということもそうで

すけれども、最近ボランティアツーリズムとかもややは

やっておりまして、そういったボランティアでツーリズ

ムとして来ていただくとか、そういったことも含めて、地

域の外の力をこれからもっと活用していけるとよいの

かなというふうに思いました。

　私からひとまずコメントさせていただきました。あり

がとうございます。

○コーディネーター（坂本　正）　どうもありがとうご

ざいました。

　とにかく外からというのが結構難しくてですね、駐車

○司会　吉良村長、貴重なお話ありがとうございま

した。

　それでは、会場から１名だけですね、ご質問やご意

見ございましたらお願いいたします。挙手をお願いし

ます。

　一番後ろの方。

○参加者　私は熊本市民なんですけれども、先ほど野

焼きの意味を、草原を新しくして虫を殺すとか、景観を

守るとか、そういう趣旨で理解している熊本市民という

か、熊本県民と言っていいと思う、たくさんいらっしゃ

ると思うんですよ。その水源保全のためだということに

変えていかなくてはいけないというお話があったと思

うんです。私はそれとても共感するんですけれども、具

体的にどういう方法が一番手っ取り早いと考えられる

か、もしお考えがあればお聞かせいただければ。

○南阿蘇村村長（吉良清一）　ありがとうございます。

　まずは、うちの農家あたりもですね、実際、野焼きを

している農家あたりもそれを知らないということです

ので、まずその辺から、区長さん、区長会では定期的に

こういうことを述べますし、牧野組合が集まるときもそ

ういうことを言っております。また、今年の１月には全

戸に阿蘇の世界文化遺産を目指してというチラシを

作成し配布しました。阿蘇の地下水はこういう具合に

して育まれているということを機会あるごとに言うよう

にしています。

　とにかく草原のほうが地下水涵養能力は高いという

ことをこれまであまり言われてきませんでしたので、こ

れを強くこれからも機会あるごとに訴えていきたいと考

えております。

○司会　よろしいでしょうか。ありがとうございました。

　それでは、ここで、また吉良村長のほう、後でパネル

ディスカッションのほうにもご登壇いただきます。あり

がとうございました。（拍手）

　では、この後、パネルディスカッションに移りますの

で、少し会場の準備をさせていただきます。お手洗い

等ございましたら、皆様、この時間にお願いします。

３．パネルディスカッション

○司会　では、お待たせいたしました。

　それでは、パネルディスカッションに移りたいと思い

ます。

　冒頭の趣旨説明と２つのご講演を踏まえて、阿蘇草

原再生、新たなステージへ～草原の恵みを守るため

の仕組みづくり～をテーマに進めていただきます。

　ここで、ご登壇の皆様をご紹介させていただきます。

　今回のパネルディスカッションコーディネーターと

して、阿蘇草原再生千年委員会委員長の坂本正様、パ

ネラーとして、先ほどご講演いただきました熊本県立

大学特別教授の島谷幸宏様、南阿蘇村長の吉良清一

様、阿蘇市町古閑牧野組合長の市原啓吉様、環境省

阿蘇くじゅう国立公園管理事務所所長の三宅悠介様、

以上になります。どうぞよろしくお願いいたします。

　ここからは、コーディネーターの坂本先生に進行を

タッチしたいと思いますので、先生、よろしくお願いい

たします。

○コーディネーター（坂本　正）　坂本でございます。

　今日は、本当にコロナの厳しい中でございます。限

定的な人ということで、皆様方、今日お集まりいただき

まして、どうも大変ありがとうございます。

　今日はもうテーマもはっきりしていますように、今、

阿蘇、我々はですね、千年委員会世界文化遺産登録

に向けて今活動しているところでございまして、暫定リ

スト入り間近、と言うと誇大宣伝になるかもしませんが、

その暫定入りを目指して今やっている最中でございま

す。その中で一番コアになるのは草原ということです。

そして、九州の北部ですね、この阿蘇の水がめの役割

というのは非常に大きいと。今日その水がめの話をし

ていただいたわけですけれども、有明と福岡都市圏、

非常に大きな流域ですね。有明のノリを支えているの

もこの阿蘇の水だ。このカンデラが水をためているこ

とで、熊本市の世界一の地下水の源流になっているわ

けでございますし、その途中につながる水源が我々の

生活を守っている。それは災害からも大きな役割を果

たしている。その恩恵の部分を話していただきたいと。

当然これは、草原に行って楽しむ、観光客の人たくさん

いらっしゃるわけですよ。観光客の人にもぜひ、たくさ

ん水源がございますが、この水源と阿蘇はつながって

いるんだと、そういうことも分かってもらえればなとい

うことでございます。

　今日はもう既にお二人にご報告をいただいておりま

す。順番は、まず、市原組合長、それから三宅所長、島

谷教授、吉良村長という形で順番でやらせていただき

ます。あとはさんづけでいたしますので、よろしくお願い

します。

　市原さんも大変ご活躍でございまして、また、今日も

お忙しい中、引っ張り出して大変申し訳ありませんけ

れども、今日もガイドのことであるとか、新しい活動を

含めて、水資源の取組もございます。どうぞよろしくお

願いいたします。

○パネラー（市原啓吉）　私も牧野組合ですね、熊本

県北部、阿蘇の一番東側のほうに当たりますけれども、

一の宮町坂梨地区というのがあります。見ていただくと

が湧いているんだと、そういう認識がほとんどです。も

し仮に阿蘇に人が住んでいなくて、水田や草原がなく

て森だった、森林だったとすれば、恐らくこれほどの水

は湧いていないだろうというに思います。

　熊本県とか熊本市のホームページを見てみますと、

熊本の地下水ということで検索してみますと、絵が描

いてあります、地下水の流れがですね。ほとんどは西

原辺りを降った水が地下に浸透して、あるいは白川を

流れて、それがまた菊陽町周辺で地下に浸透して熊本

市に湧いているという絵がほとんどです。阿蘇のカル

デラの中とか外輪山を多く、大門堰にも水が流れると

いうのは書いてありません。それはなぜかというと、そ

ういう研究がこれまでされてこなかったせいです。それ

で、もちろん島谷先生が今日言われましたように、何と

か阿蘇の草原なり水田のそうした影響、大きな貢献し

ているんじゃないかということをですね、今度、研究で

その辺のところが分かってきたということで、これまで

の図とは違った図が恐らく出てくると思います。そうな

れば、多くの方々に草原、水田の大切さがお分かりい

ただけるかと思います。

　こういう機会があるごとに訴えていかなければなり

ませんが、私が最近思っているのは、それとはまた別

に、それだけでは、ああそうだなで終わってしまう。あ

そうかで、それからアクションが起きないというか、何

かそういう気もしますので、今、熊本市の地下水が減

少傾向にありまして、うちの水源の10か所で、先ほど

市川先生のほうから、市川先生で調べてもらって、そう

すると６割ほどの水源では減少傾向にあります。白川

水源は１分か60トンと言われていますが、今40トンし

かありません。それより最も湧水量の多い竹崎水源は

120トンですが、そこは１/３に減っているというような

調査結果が出ておりますので、もう水源、草原が減って

いることが恐らく原因だということで、危機感を与える。

先ほど熊本市の方は……と思いますけれども、熊本市

の水はこれからもう減りますよと、減っていきますよ、こ

のままでは減っていきますよということをもう危機感を

多少与えるような報道というのも、そういうことを何か

変えてもらうというか、先生方からもそういう報告をし

てもらうとか。危機感を与えることも一つの手かなと、

最近はそういうことも思っています。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうございま

した。

　大都市、熊本市のほうですが、これ100年ぐらい

たって地下水が市内に来るんで、今足りるとか足りな

いといっても、まだ大丈夫だという、そういう楽観的な

議論もないわけじゃない。先ほどあったように、水の涵

養とかいろいろは、草原よりも、それは樹木のほうが多

いんだから放っておけという話も結構あるわけですよ

ね、潜在的に。しかも、草原も人の手が入って草原だと

思っていない人も結構、そうするといろんな意味での

理解が及んでいないところで、新しい価値をつくって

やっていくというのはなかなか大変だと思うんですけ

れども、吉良さんが７市町村の中の１人だとすれば、

やっぱり今日の話は、市町村の人たちで県のほうにこ

ういうことだと、まだまだ認識足りないよと。こんなこと

で世界農業遺産取れないよというのをぜひ言ってほ

しいと思うんですが、いかがですか。

○パネラー（吉良清一）　今おっしゃるとおり、これは

阿蘇郡の首長さんが同じ気持ちで同じ方向を向いて、

歩調を合わせなければならないと考えております。そ

の辺は首長さんの会合の中である程度の合意はでき

ております。保安林の改良あたりもですね、これは私だ

け言っても駄目ですので……

○コーディネーター（坂本　正）　保安林の解除はし

てほしいなと。

○パネラー（吉良清一）　いろいろ言っているんです

けれども、ただ、阿蘇のほかの自治体の首長さんと行

動を共にしてやっていきたいと思っています。

○コーディネーター（坂本　正）　よろしくお願いし

ます。

　市原さん、ずっと長年活動してきて、今、ガイドの話も

して、いろんな問題ご存じですよね。それでやっぱり水

源の問題で、水が減っているとか、そういう危機的な状

況もあるんですか。

○パネラー（市川啓吉）　草原のあった時代、つまり

私が高校生ぐらいのとき、その時分はですね、山がま

だこんな大きくなかったもんですから、滝がいっぱい

あったんですね。その滝がですね、今、木が大きくなっ

た現在、だんだん消えてきているんです、なくなってき

ているんです。草原がいかに大切かということは、私

はその高校生のときに学んだことが第一の出発点な

んですけれども、私が高校生のときは、阿蘇くじゅうで

有して、福岡の人も、有明の人も、熊本市の人も、阿蘇

の価値を一緒に分かってもらう、このことが大事だと、

そのことですよね。

　そのことで、もう一つ必要なのは、普通、水源だとか

なんかって、人が住んでいなくて、山の奥から出てきた

ものだというようなこと、阿蘇はカルデラで、これが人

が住んでいるわけですよね。これだけの大きな都市圏

なんで、この都市圏でやってきている水の涵養に依存

している生活、一部の都市と都市をつないでいる、そ

のあたりの関係はどうお考えですか。

○パネラー（島谷幸宏）　昔からここは野焼きをして

いたわけですね。それがたまたまススキだったわけで

す。とても水を節約すると思うんですが、そういうことが

あったからこそ、福岡都市圏にあれだけの人口が集

積できるということなんですね、実は。これがなかった

ら、福岡市はもう水資源ない都市ですから。

○コーディネーター（坂本　正）　全然ないですか。

○パネラー（島谷幸宏）　ええ、全然ないですから、あ

んな人口を養えないわけです。ですから、本来はもう

少し、阿蘇を拝むじゃないけれども、敬意を払ってい

いはずなのに、そこの価値づけができていない間にみ

んながもっと阿蘇をＰＲしてください、最も大切な九州

の山ですからね。そういう意味での価値づけを行うこ

とが、やっぱりこれから持続的にこの阿蘇を維持する

ためには重要じゃないかなと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　僕は後でまた市原

さんにも伺いたいし、吉良さんにも伺いたいんですが、

阿蘇に住んでいて、生活していてですね、だんだん担

い手も少なくなっている。阿蘇の野焼きも大変だと、今

一生懸命やっている。僕はこの仕事に関わったときに、

あと５年たったら大変だよと言われて、本当に大変な

時期だったんですよ。これからまた３年、５年後大変

だよ、何とか延びてきているんだけれども、高齢化はも

ういや応なしに来ますよね。都市圏の人が無関心であ

れば、なおのこと厳しくなる。そこの働きかけ、例えば大

漁旗が来るとかね、そういう話もいいし、ほかの自治

体の人たちとの関係もあるんですが、島谷さんは福岡

に住んでいて、熊本に来て、今、水と環境のことをずっ

とおやりになっていて、それで実家がこちらにあってで

すね、火の山、しかし、水がめとしての阿蘇はそれほど

まだ認識されていない。インパクトはどこに持っていっ

たらいいと思いますか、島谷流の。

○パネラー（島谷幸宏）　私は、やっぱり海だろうと思

います。福岡にですね、志賀島という島があって、そこ

に志賀海神社という神社です。そこは海の神社なんで

す。その人たちは山を誉めるというお祭りをずっとやっ

ているんです。「ああらよい山繁った山」「ああらよい山

繁った山」「ああらよい山繁った山」と３度山を誉めて、

鹿もいるんですね。だから、やっぱり昔から山を管理

するということが海の神にとってどれほど大切だった

のか。一つは、船を造るのに木が要るということなんだ

と思うし、山からの栄養源とか恵みによって海産物が

取れるということも知っていただろうし。それを管理す

るために人間が鹿を射るとか野焼きをするとか、そう

いう行為が必要だということを分かっていた。そういう

ものを見ていくと、やはり海とのつながりを明瞭に意識

することによって、全てが、その間のものは全部つな

がってくるので、そこをつなげていくというのが面白い

かなと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　要するに自然に昔は知っていたんだけれども、だん

だん文明の中で分断されていって、都市圏が生まれて

きて、その生態系というのがだんだん切れてきた。なの

で、今、環境省さんが言っている共存していく生活圏で

す、物すごく壮大な絵なので、マンダラ絵というふうに

言っているらしいんですけれども、一見ね、ちょっと荒

唐無稽じゃないかと思うけれども、要するに昔に戻っ

てつながっていこうということだと思うんですよね。

　そのあたりの話、また後で伺いたいと思いますが、

吉良さん、お待たせいたしました。

　何か専門家じゃないみたいに言われていましたけ

れども、細部までずらっと見たら、島谷さんよりたくさん

書いていましたよね、その。流れをね。あの中の３分の

１ぐらいを島谷さんが今日証明した、科学的に証明し

た。でも、経験的にというか、もう大体分かっていて、し

かし、微妙なことを言われましたよね。なりわいでみん

な分かっているはずなのに、農業をやっている現実の

人は野焼きはやっている、大事だ。でも、景観のためだ

けだったらもうやだという気持ちもないわけじゃない。

それはそうだと思うんです。人のために景観でやっ

たってしようがない。今度はみずがめで、水がめになる

ためだという意識をやっぱりそれほど強くはないんで

しょうか、そのあたりの苦労話からお願いしたいと。

○パネラー（吉良清一）　じゃ本当に苦労話をします

けれども、うちの村は移住者が、結構、都会から移り住

む方がいらっしゃる。何でですかと聞くと、景観とか、き

れいな水がたくさんあるという理由が多いです。じゃき

れいな水は何でいいと思いますかと尋ねると、これに

答える人はまあいません。住民もはっきりとは答えられ

ません。先ほど大きな４つの要因があると言いました

けれども、それを答える人は本当にいなくて、昔から水

から野焼きのボランティアという形で、本当に大勢の

方に来ていただいていて、全国見渡してもなかなかこ

ういうふうな形で、近隣都市圏からこれだけ大規模に

協力を得て環境保全やっているところってそんなに多

くないんじゃないかなって思っています。そういった中

で、今回こういった科学的な知見もさらに明らかに

なってきたので、福岡、あるいは熊本の方に協力しても

らう具体的な意義というか、メリットもより説明しやすく

なってきたと思いますので、こういったことをうまくア

ピールするといいなと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　千年委員会というのは、もう福岡でもやっていますし、

福岡の経済界の人が任意でずっとおやりになってい

て、この話は、福岡の方も言うんですよ、水がめで。やっ

ぱり福岡都市圏は阿蘇で守られているんだという、経

済界のそういう方はおっしゃるんだ、なかなか市民に

浸透しない。これからだと思うんです。

　じゃ今日参加している方、あまり時間がありません

けれども、今までの話を聞いて、ちょっと一、二聞いて

みたいなという、全体でもいいですし、特定の方……

○参加者　野焼きボランティアをやっています。お世

話になっております。

　今日は、最初にお二方で水の重要性という、非常に

理論的に分かりまして、大変ありがたくお聞きしました。

　ボランティアやっていますが、昨日もそうだったんで

すが、阿蘇市にある牧野で輪地切りをやっていました

が、ボランティアの一般の方からこういう質問が来る

んですね。虫もいないのに何で焼かないかんのです

かって。そのときにやっぱり今日の水の話、ＣＯ２の話、

そして私の自分の専門の生物多様性の話とか、そうい

う話をしてあげると大変納得いただけるんですね。そ

ういう意味で、私はボランティアのリーダーもやってい

ますけれども、リーダーの役目というのは非常に重要

になってきているというふうにここ近年思います。ボラ

ンティアは今登録1,000名いますから、延べで昨年実

績ですと2,300名ぐらい出ています、コロナの中で。こ

れコロナが終わったら3,000名近くいくという。さてこ

こで問題なのは、草原の恵みを守るための仕組みづく

りという中で、私たちボランティアはこの先どう向かっ

ていけばいいのか、率直に、市原さんなんかとは初期

のほうから相当いろんな議論をさせていただきました

し、吉良村長は今日初めてなんですけれども、特に吉

良さんと市原さんあたり、我々ボランティアなんですけ

れども、今後どういうふうに向かって行けば、この仕組

み、新たな仕組みづくりとしてお役に立てるのかという

ことをご示唆いただければ大変ありがたい。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　多分、みんな考えて結論が出なくてですね、難しいと

ころではあるんですが、じゃお一方ずつその辺を伺っ

て、島谷さんのほうからいきましょうか。もう短く。

○パネラー（島谷幸宏）　簡単に、じゃ。

　今日ちょっとお話を聞いていて思ったのは、草原が

あって集落あって、水田があって、本当はそれ全体の

土地利用が草原の仕組みを支えているので、そういう

観点をやっぱり大事にしないと駄目かなと思っている

ということです。

○コーディネーター（坂本　正）　何かその仕組みの

中で……

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　コミュニティ

自体がそれ全体を管理して……

○コーディネーター（坂本　正）　何か一つのコミュ

ニティ全体を維持していくことで仕組みができると。

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　草原だけを

守ろうということじゃなくて、それを使う仕組みも守って

いく。

○コーディネーター（坂本　正）　草原を核にして、生

活圏、循環を守っていくという。

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　皆さんもそれ

重 ご々存じ……

○コーディネーター（坂本　正）　それは話が重いん

だけれども、そういうふうにしていかなければ維持でき

ないよということですね。

　じゃ吉良さんのほう、お願いします。

○パネラー（吉良清一）　うちの村にはボランティア

の方が来ていただいていまして、本当に感謝しており

ます。輪地切り、輪地焼き、大変ありがたく思っており

ます。

　ただ、先ほど言われたように、虫がいないのに何で

輪地切りとかやるのということは今日初めて知りまして、

そうだな、本当だな。だから、草原の野焼きの目的をも

う少し分かりやすくボランティアの方々にも伝わる方

法も考えていかなければならないなというふうに思い

ます。引き続き輪地切り、輪地焼き、本当に御協力をお

願いしたいと思います。

○パネラー（市川啓吉）　ボランティアの皆さんから、

私が持っているものが宝物だということを教えても

らったんです。それまでは邪魔物だったんです。これ

は何のためにどうしたらいいんだろうというね、邪魔

でしようがないと思ったら、それは宝物ですよって教え

られたから、ガイドを通して、それで多くの人に知って

５万ヘクタールぐらいの草原があると学んでいたんで

す。だから、ここはアメリカの牛肉と対抗するには阿蘇

ぐらいしかないと、そういう認識があったんです。

　それで、阿蘇は草原があって、みんなが豊かで。それ

は水だけじゃないんです。空気もですね、木よりも草の

ほうが浄化する、あるいは高いと言われているんです。

そっちのほうも目を向けんといかんとですね。ですか

ら、私はガイドのとき、そういったことを皆さんにお伝

えしているんです。だから、私、200人以上、去年、おと

としとガイドをしましたけれども、そういった人に一人

一人ね、みんな伝えて、阿蘇の草原はいいというけれ

ども、どんなところがいいですかって。空気がいいと。

景色が見れる。これは森林になったら景色は見えない

んですね。だから、森林はちょっと空気がいいように考

えるかもしれませんけれども、景色が見えないと、その

中での活動だけしかできないから。草原の場合は見

渡しができますね。阿蘇の山を見渡しながら草原を歩

くといかにすばらしいかというのがみんなが知ってい

るんです。そうすると、来られた方たちは、心が癒され

たと言って帰られるんです。ということはですね、私は

いつもみんなに訴えているんですけれども、あそこの

草原というのはね、名医だって。それがやぶ化してい

けば、やぶ医者になるって。だからね、草原は守ってい

かんといかんて。それをね、地元の人がやっぱり知る

必要があると思う。お医者さんをね、育てているから頑

張ろうと、そういう意識。そして周りから来る人たちの

癒やしてもらうんだったら治療代ぐらい払えと。ただで

来て帰っていくのはどういうことかと。そういう認識の

下に、より多くの人に、阿蘇を支えるためにはそういう

外部からの援助も必要なんだと。高齢化になったら、

ボランティアの皆さんが応援に来てくださっています。

ボランティアさんも高齢化しているんです。ですから、

より若い人たちにも訴えて、若い人の力も活用できるよ

うにしていかなくちゃいけないと。そういうふうに考え

て、阿蘇の草原の水だけでなく、空気を守るという、そ

れは全ての人に関係してくるので、ぜひそういったこと

を知ってほしいなと思って、今のところ頑張っています。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　でも、滝がなくなっている、減っているというのは、本

当にちょっと衝撃的な話ですよね、やっぱり環境問題

の中で。あるいは草原といったら、草原の場合は、崩れ

てもすぐ復活すると。だから、地震とかなんかあっても、

崩れたところから復活するというので、非常に強いも

んだという意識があるんですが、滝がなくなっていると

いうのは、ちょっと私も考えが及ばなかったんですけ

れども、やっぱりそれも一つの象徴ですね。滝の復活

も大事になるかなというふうに思いますね。

　コロナ禍にもですね、そういう地元の方もおられる

ので、そういうのを知っている方もおられると思うんで

すよ。やっぱり何が変化したかって。その後、島谷さん

に全部証明してもらうというのが一番やりやすい方法

かなというふうに思うんです。

　じゃ、最後というわけじゃありません、まだ一巡して

きたわけですけれども、今まで話を聞いて、三宅さん、

今まで北海道へ行って、熊本にこちら通ってきて、これ

からまた大きな活動があって、世界文化遺産を担うよ

うな、そんな話があって。今回の企画も関係者も非常

に大きな研究の課題、やっていると思うんですよね。

やっぱり子供の教育含めて、観光含めて、何を訴えて、

阿蘇をみんなと価値を共有していくっていう、その肝の

ところは何だとお考えですか。

○パネラー（三宅悠介）　なかなか難しいかなと思っ

ているんですけれども、分かりやすさというのは非常に

大事なのかなと思っています。島谷先生おっしゃって

いただいたみたいに、阿蘇で仮に草原が全部森林に

なってしまうと、1,000万トンぐらい水が減るので、有

明海のノリ養殖のための緊急放流がもうできなくなる

んだとかですね、福岡市であれだけの人口を維持でき

なくなるんだという、そういう分かりやすいメッセージ

と、あと、村長おっしゃっていたみたいに危機感を少し

あおっていくようなことも考えていく必要があるかと思

います。

○コーディネーター（坂本　正）　災害もひどくなりま

すよね、一気に流れてくるわけですから。

○パネラー（三宅悠介）　そういうのをうまくアピール

していくと。

　それで、地域循環共生圏、先ほど非常に分かりにく

いというようなお話もいただいていて、ちょっと私たち

の職員もなかなか理解することも難しいんですけれど

も、実はこの阿蘇は割とそういう意味では先進的な地

域だと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　あれは阿蘇を説明

するためにつくった地域循環圏だと私は思っておるん

ですね、ずっと、広いから。ただ欠点はですね、土地に

ずっと水道になって、いろんな都市部があって、海で

しょう、有明。遠いんですよ。だから、阿蘇だと思っても

つながりがぼんやりするんで、なかなか下流にいる人

たちが恩恵をですね、ぼんやりしか分かりにくいなと

いう、ちょっとそこのところですよね。

○パネラー（三宅悠介）　そうですね。ただ一方で、こ

のエリアには、今でも福岡県、あるいは熊本の都市圏

子供も大人もお年よりもですね、女性も男性も関係なく、

みんながそういったことを知る必要があると思うので、

それを情報として発信する。それが環境省さんなり、農

水省なりなんなりですね、大きなところからメディアを

通してでもなんでもですね、発信していくということは

大事だと思いますね。

　私も地元の農家に住んでいる限り、農家の人たちに

その宝物を守っていく必要があるんだよということを

強く訴えていきたいと思っているので、今取り組んでい

る小学生の草原学習とかですね、そういったものをぜ

ひ活用して、さらに将来のボランティアさんなり、地元

の担い手を構成できるように頑張っていきたいと思っ

ています。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　それでは最後に、大トリになります。三宅さん、お願

いします。

○パネラー（三宅悠介）　ありがとうございます。

　環境省は最近脱炭素、カーボンニュートラルという

ことで、環境省というか全政府を挙げて取り組んでい

ますけれども、先ほどご紹介あったとおり、阿蘇草原で、

このエリアの世帯の排出量の1.7倍の二酸化炭素を

固定しているということがあります。そういった観点か

らの重要性というのもこれから訴えていくと、社会の流

れにも乗っていけるのかなというふうには思っており

ます。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　今ある阿蘇の生活圏、これはやっぱりボランティア

の人を含めて草原を維持していく、水を守っていく。そ

のことが福岡都市圏、熊本の都市圏、多分、大分も入

ると思うんですね、北九州、九州の上のほう半分は阿

蘇に支えられているんだという意識は重要だと思いま

すが、何よりもこの仕組みを維持していくためには、子

供が、今日は残念ながら参加が難しかったわけです

けれども、やはりこの内容を共有する、防災意識として、

郷土の誇り、伝統というものを共有して、それを同じ地

域の世代がみんな使えていくような、そういう教育シス

テム含めてですね、これからの新しいステージづくり

が必要かなというふうに思います。

　今日はどうも大変ありがとうございました。（拍手）

○司会　坂本先生、パネラーの皆様、大変ありがとう

ございました。

　ご来場の皆様、限られた時間ではございましたが、

ありがとうございました。また、配信でご覧いただいて

いる皆様、お聞き苦しい点が多々あったと思いますが、

お許しください。

　阿蘇草原再生協議会では、本日いただいたアイデ

アも参考にさせていただきながら、今回の分科会の

テーマである草原の恵みを守るための仕組みづくりを

進めてまいりたいと思いますので、皆様、今後ともご協

力のほど、どうぞよろしくお願いいたします。

　それでは、阿蘇分科会はこれで終了とさせていただ

きます。

　皆様、もう一度拍手をお願いいたします。（拍手）

　ここで、皆様にご連絡ですが、この後、第13回全国

草原シンポジウム本会場と全国３分科会の開場をつ

ないでの全体会がオンラインにて開催されます。この

会場で流しますので、ご興味がございましたら引き続き

見ていただければと思います。

　皆様、本日は大変ありがとうございました。

もらう必要があるというふうに考えたわけで。というこ

とはですね、地元の人もそれを宝物とは思っていない

んです。ですから、ボランティアさんが地元の人と交流

するときに、そうした宝物を発見したら、ここにはこう

いうすばらしいものがありますよということをまず伝え

ていただきたいと、自分たちが発見したことをですね。

でも、多くの人は気づかないんですよ。それをまず教え

ていただくということ。

　そして、気づいたものをほかの人たち、つまり新たな

ボランティアさんが来れるように、そういうのをまた教

えていただくと。学校の生徒さんたちなんかもきても

らっているので、そのときにはね、本当に助かっていま

すけれども、そういった若い人たちですね、今後のそう

いう支援に回れるような、そういう仕組みづくりという

ものも大事かなと思います。

　今後そういうふうにして、農家さん、ボランティアさ

ん、お互いいろいろ、ほかの観光で来る人だって阿蘇

の草原の大切さというのをね、みんなに伝えていく必

要があると思うんです。生活環境を守るために何が必

要かという、そういった点で、私たちはみんなが草原

を通して生かされているということを認識できるように

伝えていくことが大事だなと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　今、もうボランティアさんも草原を守る非常に大きな

担い手で、やっぱりみんなで一緒に考えて出し合って

いくと。仕組みづくりは大体こう見えているんですけれ

ども、具体的なところはいま一歩手前かなという感じ

がします。

　三宅さんはそういう話を踏まえて、環境省としては、

このステージづくりをつくったら、絶対支えていくんだ

というような意気込みもあったらよろしくお願いします。

○パネラー（三宅悠介）　ありがとうございます。

　私もせっかく阿蘇に来たものですから、今年、個人

的ボランティアに参加させていただいて、非常にすば

らしい仕組みだなと思っています。あまり私自身は課

題は見当たらなくて、もうどうやってこの組織を継続、

発展させていくかというところかなと思っていますので、

我 と々してもしっかりサポートしていきたいと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうございま

した。

　もう大体時間がまいりましたので、今日は限られた

時間でございました。でも本当に２人のスピーカーの

方には簡潔に要点を絞ってお話しいただきましたし、

彼らの中で議論は大分深まってきたかなというふうに

思います。

　それでは最後に、今日の会を終えるに当たって一言、

今後の課題、あるいは自分が今考えていること、一言

ずつお話しいただいて、閉めたいと思います。

　じゃ島谷さんのほうからお願いします。

○パネラー（島谷幸宏）　今日ちょっといろいろやっ

ぱり聞いていて思ったのは、これからまたポストコロ

ナで地域分散というのが非常に重要で、その中で、子

供たちがこういうことに参加できると、すごいクリエイ

ティブな人間ができていくんだろうなというのをすごく

思っていて、環境省の方ともいろいろとお話ししている

んですけれども、やっぱり防災教育と環境教育を一緒

にするだとか、そういう形の新しい展開で、子供たちの

力をもっとつけないと、これからのサバイバル時代を

乗り切れないので。ボランティアみたいなものは、何か

学校教育としてちゃんとやっていく必要があるんかな

という話を聞いていていろいろと思いました。ありがと

うございました。

○コーディネーター（坂本　正）　じゃ吉良さん。

○パネラー（吉良清一）　私は特に自治体の首長とし

て、発信力が大事だと思います。島谷先生から情報を

いただいて、その情報で理論を武装して、強く訴えてい

きたいと思います。また、阿蘇の首長さんたちとも足並

みをそろえて、さらにどんどん盛り上げていきたいと思

いますので、これからもよろしくお願いいたします。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうございま

した。

　じゃ市原さん。

○パネラー（市原啓吉）　これは前の環境省の所長さ

んが私に教えてくれたことですけれども、イエロース

トーンが国立公園になったときですね、神が創造され

たもので、決して私有物にしたり、少数の利益のため

に開発すべきものではない。この地を国民のために永

久に保存するには国立公園にするという、そういうあ

れでこれをまず、イエローストーンが国立公園になっ

たと。それで、日本の昭和31年に国立公園法が制定さ

れて、1934年に初めての国立公園ができたと。その中

でも阿蘇もそういう国立公園になってきたということで

すね。

　そこには、やはり草原というのが大々的にあったわ

けで、だから国立公園になったわけで。阿蘇山があっ

ても、阿蘇山という山はないんですね。阿蘇山というの

は５つの山が成り立って阿蘇山って言うんで。その阿

蘇山は、草原があって初めて目立つんです。つまり主

役はですね、脇役がいないと目立たないんですよ。そ

の脇役である草原は、脇役だけでも重要な働きをして

いるんで、それをみんなに知っていただくためには、
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○司会　では、始めたいと思います。

　ご来場お皆様、そして配信でご覧くださっている皆

様、こんにちは。

　ただいまより第13回全国草原サミット・シンポジウ

ムｉｎ東伊豆、阿蘇分科会を開催いたします。

　私は、今回の進行役を務めさせていただきます公益

財団法人阿蘇グリーンストックの井上と申します。どう

ぞよろしくお願いいたします。（拍手）

　ありがとうございます。

　さて、今回の分科会では、阿蘇草原再生、新たなス

テージへ～草原の恵みを守るための仕組みづくり～

をテーマに２つの講演、また、その後、パネルディス

カッションを予定しております。パネルディスカッショ

ンでは、時間が許せば会場の皆様の声もお伺いでき

ればと思っておりますので、どうぞよろしくお願いいた

します。

　なお、今回は新型コロナウイルス感染防止対策とし

て、会場の人数を制限させていただいております。同時

にユーチューブでのオンラインの配信も視聴できるよ

うになっております。配信でお聞きの方もメッセージ等

でご意見をいただけましたら幸いです。

　それでは、講演に入ります前に、今回の分科会の趣

旨につきまして、環境省阿蘇くじゅう国立公園管理事

務所の山下さんからご説明をいたしますので、よろしく

お願いします。

○環境省阿蘇くじゅう国立公園管理事務所（山下淳一）

　皆さん、こんにちは。環境省阿蘇くじゅう国立公園管

理事務所の山下と申します。

　今日は、お集まりいただきまして、ありがとうござい

ます。

　私のほうから、まず今日のこの分科会の趣旨をごく

ごく簡単に３分ぐらいでご説明をさせていただきたいと

思います。

　それでは、早速まいります。

　もう皆さん、ご存じのとおりだと思いますけれども、阿

蘇の草原の特徴というのは、まず野草を主体とする草

原としては日本最大の規模であるということと、牛馬を

利用した農業生産とか草資源の循環という経済社会

の仕組みによって維持され続けた草原、あるいはその

まま放っておいてずっと草原であったということでは

なくて、生業によって維持され続けた草原というのが大

きな特徴であると思います。

　その草原ですけれども、いろんな恵みといいますか、

役割を持っていまして、まず、１つご紹介するのは多様

な生き物のすみかということで、植物で大陸と陸続き

だったことを物語っているようなヒゴタイですとか、そ

ういう植物があったりとか、ほかでは見られないよう

な希少種の植物も生育していたり、あとは、植物が多

様であるからこそ、多様な動物の生息できる環境を育

んでいると。１つ取り上げますと、チョウなんかでは、熊

本県で見られるチョウ117種のうち109種がこの阿

蘇の草原で見られる、チョウの楽園とも言われるよう

な多様な生き物のすみかになっています。

　それから、観光資源としての価値、これも言うまでも

ないことかもしれませんけれども、ちょっと古いデータ

なんですけれども、観光客の方に阿蘇のどこがいいで

すかというのを聞いたアンケートがありまして、草原が

広がる風景というのを77％の人がいいと答えていた

りですとか、牛馬のいる放牧風景とか花やチョウなん

かの野生生物がある風景なんかを答えていらっしゃる

方もいて、かなり観光資源としても欠かせない存在に

なっていると言えます。

　それから、最近注目されているところでいうと、炭素

の固定機能というのがかなり優れているらしいという

のが見えてきていまして、2013年の成果を基にします

と、阿蘇郡市の全世帯が１年間に排出するＣＯ２の量

の1.7倍ぐらい相当の炭素を草原が固定しているとい

うことで、阿蘇の中で見たら、排出よりも吸収が勝って

いるというようなことが言えて、地球温暖化防止の観点

からも未来に残す価値が高いというふうに考えられて

いたりします。

　それで、そういう様々な恵みがあるんですけれども、

過去から草原がどうなってきたのかというのを見ると、

かなり減ってきていると。100年前は阿蘇地域、ほとん

ど草原が広がっていたのが、見ていただいたら分かる

とおり、2007年にはかなりそれが森林に置き換わって

しまっているというような現状になります。

　草原再生協議会というところで議論をしていますけ

れども、じゃこの先どうなっていくんだろうって考えたと

きに、30年後の姿をちょっと想像しようみたいな話を

していまして、５年に１回牧野の調査がされている中で、

野焼きとか輪地切りをあとどのくらい継続できますかと

いうような調査項目があります。その中で、「10年以上

はできそうだ」と答えている牧野さん以外は、ちょっと

30年後まで管理を続けているのは難しいんじゃない

かというふうに仮定した場合なんですけれども、面積

で６割ぐらい減っているような予測になります。

　こういう状況もある中で、次世代へ残すべき姿で30

年後の目標というのを草原再生協議会の中で議論し

ていまして、先ほど申し上げた６割の草原面積減少と

いうのもあり得るかもしれないという中で、「今と変わ

らない規模の草原を残す」ということを目標に設定し

ようとしています。これ特に牧野組合さんの意向も大き

くて、やっぱりモチベーションを持ってやっていくため

にも、減少というところを目標にしてモチベーションも

上がらないだろうということで、最低限維持はしようと

いうような目標設定をしようとしています。

　そのために、３点目なんですけれども、そのために

は長年続いてきた生業による草原維持、これをどう支

援を強化していくのかというのを考えていく必要があり

ますけれども、もう一つ、今までもこれはやってきたんで

すけれども、もう一つ、近年、草原の持つ恵みというの

は、先ほどお話ししたような部分というのが注目され

ていますので、この草原の恵みを守るという観点から

も、草原を支える仕組みづくりというのを進めていく必

要があるかなというふうに思っています。今日は、この

草原の恵みを支える、守るための仕組みづくりというも

のを考える一つのきっかけにしたいなと思っておりま

す。そのために２つほどご講演をいただいて、その後

にパネルディスカッションということで進めさせていた

だければと思っておりますので、皆様よろしくお願いい

たします。

　私からは、駆け足になりましたが、以上です。

○司会　ありがとうございました。

２．講演

①阿蘇の草原がもたらす恩恵～最新の研究報告～

　それでは、早速、講演に移りたいと思います。

　お一人目は、熊本県立大学特別教授の島谷幸宏様

にお願いしたいと思っております。

　島谷先生は、現在多くの研究者が関わって進めてお

られる環境総合推進費研究の研究リーダーであり、今

日はその成果について、阿蘇の草原がもたらす恩恵、

最新の研究報告についてご講演をお願いいたします。

　それでは、島谷先生、よろしくお願いいたします。

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　皆さん、こん

にちは、島谷です。

　阿蘇の研究は、立場的には九州大学の特命教授と

してやっています。ただし、４月から熊本県立大学のほ

うにお世話になっていまして、私の実家が龍田なので、

熊本を今中心にしながらいろいろ仕事をしています。

　今ご紹介になったんですけれども、これが環境省の

推進費のテーマです。阿蘇をモデル地域とした地域循

環共生圏の構築と創造的復興に関する研究というこ

とで、大きく言うと３つのテーマでやっていて、そのそれ

ぞれのテーマがまた３つに分かれていて、９つの大き

な研究が集まった物すごく大きい研究です。私が全体

のリーダーをしていて、東海大の市川先生が特に地下

水のことをやられていて、慶応大の一ノ瀬先生が特に

後ろのほうの地域循環共生圏のほうの研究をされて

います。今日お見えになっています、実は。ちょっと驚き

ました、私も。

　研究の背景は、2017年に北部九州豪雨があって、

2016年に熊本地震があって、それで熊本県は創造的

復興というのを打ち出されました。その創造的な復興

を環境省が提案されている地域循環共生圏とどうやっ

てつなげていくかという研究になります。

　今日は特に草原のお話を中心にしますが、この阿

蘇は九州の中央部にあって、実は６本の１級河川、筑

後川、大野川、五ヶ瀬川、菊池川、白川、緑川という６

本の１級河川の水源になっています。ですから、玄海

灘から瀬戸内海から有明海からですね、いろいろなと

ころに水を注ぐ一番上流の地域になっています。流域

の人口が230万人と言われていて、しかも筑後川から

福岡導水で水を配っていますので、約480万人、500

発散、雨から蒸発散を引いたものが水資源量というこ

とになります。特に筑後川の場合はダムがありますの

で、雨が降ったときの水も全部ためてしまうので、基本

的には下流に流れていく水資源量は降った雨から蒸

発する量を引いたものということになります。

　そこで、こういう樹林とススキがどれぐらい蒸発散量

が違うかということを測定しています。宮沢先生という

先生が研究をしています。植物には、ちょっと難しくな

るんですが、光合成をするときにＣ３という植物、普通

の一般的なＣ３植物というスタイルと、ススキのように

Ｃ４植物というスタイルの光合成をやるタイプとがあり

ます。ススキはＣ４植物というタイプになります。Ｃ４植

物というのは、難しいんですけれども、機構がすごく

違って、非常に二酸化炭素を節約しながら光合成をす

ることができます。水を使う量も非常に少ない、節水型

の植物というふうに言われています。このＣ３植物とＣ

４植物というのは非常に重要なポイントになっていて、

阿蘇では草原にするとほとんどススキになります。スス

キになるということが蒸発散量を小さくしているという

ことになります。

　それで、今、牧野の方に協力していただいて、直接

葉っぱにこういう樹液流計というセンサーをつけて、

ここから今、直接測れるようになりました。一つ一つの

茎からどれぐらいの水分が蒸発しているかというのを

１年間測っています。それで分かってきたことは、これ

が杉で、ササやヤシャブシで、ススキとなりますが、１

年間ずっと積算していくと、杉とススキでは非常に大き

な蒸散量の違いがあるということが分かってきました。

これはもう光合成の仕組みが根本的に違うので、非常

に節水型の植物であるススキが生えているということ

がこの節水型だということが分かりました。

　今ちょっとそれを年間どれぐらいの蒸散量になるか

という推定を行っていて、ちょっとまだ低めの推定に

なっているんですが、これススキです。ススキがＣ４と

いう植物で、ほかのは全部Ｃ３植物なんですが、ススキ、

ササ、杉、ヒノキ、ヤシャブシというようなもので考えて

みると、恐らく杉・ヒノキに比べて１年間に年間の蒸発

散量が100ミリは最低違うだろうということが明らか

になってきました。

　現時点ですが、今年度の３月までで研究を終わりま

すので、それまでにはこの明確な数字が出てくると思

うんですが、水の使う量からすると、ススキ、ササ、ヤ

シャブシ、杉、ヒノキという順番になるであろうというこ

とがどうも明らかになってきました。これ非常に重要な

ことになります。

　ここに阿蘇がありまして、ここに、今見ている草原っ

てほんの一部の草原なんですが、もし樹林に替わって

しまうと、年間100ミリから200ミリぐらい、下流に流れ

るお水の量が減ってしまうということになります。100ミ

リというのは高さの単位ですね。１年間、大体この地域

が3,000何百ミリと降りますが、そのうちの100ミリ分

が蒸発、空中に出ていってしまうということになります。

ですので、草原があることによって、下流に水を配るこ

とができているということになります。大体その量は、

後でちょっとご説明しますが、年間1,000万トンとかそ

ういう量になります。実は、下筌、松原ダムという、ここ

に２つ、ちょうどこの阿蘇から出てくるところにダムが

あって、そこから平地に水が出ていくわけですけれども、

このダムでは発電を行ったり、下流への有明海に流れ

ていく水を供給したりしているわけですけれども、実は

有明海のノリが取れなくなった、冬場取れなくなったと

きには、このダムを操作して、水を放流して下流に栄

養物を送るという、栄養源を送る操作をしています。そ

の水の量は大体1,000万トンとか、大体それぐらいの

量なんですが、それは草原がなくなると、それがちょう

どできなくなるぐらいの量になります。非常に大きな量

です。

　今までに行われた松原、下筌ダムによる緊急放流と

いうことで、大体冬場です。冬場、ノリが行われるように

なって、ノリの色落ちと言って、色が落ちてくるんですね、

栄養塩がなくなると。窒素の濃度が低くなったときに松

原ダムを放流すると、窒素濃度がばあっと上がって

いって、色落ちしなくなるということで、実は草原の水と

いうのは、有明海のノリを支えているということにもつ

ながっているんですけれども、あまりそれは意識されて

いません。松原ダムの流域で例えば草原がもしなく

なってしまえば、約1,000万トンぐらいの水資源がなく

なってしまうということになります。それは、人口でいう

と11万人分ぐらいの水資源量になるということなので、

非常に大きい水の量だということが分かると思います。

今まで草原について、あまり定量的に水をどれぐらい

節約するかというのを分かっていなかったんですが、

それが今分かりつつあるということです。

　それともう一つは、今、立野ダムができているんです

が、こっちがカルデラと、下流の熊本の地下水がつな

がっているかどうかということに焦点を当てて研究を

しています。ずっとボーリング調査が、最近、地震の後

いっぱい行われまして、そのときの地下水を連ねてい

くと、これがつながっているということが明らかになっ

てきました。それがですね、量的にどれぐらいかという

と、これは熊本大学の嶋田先生たちがシミュレーショ

ン、１年間の水収支というのを示したものです。

万人の水源になっているということで、非常に重要な

地域になっています。

　しかし、これはあまり知られていないです。私、福岡

市民もやっているんですけれども、福岡市の人は、筑

後川から水をもらっているという意識はあるんですけ

れども、阿蘇から水をもらっているという意識はほとん

ど希薄なんですね。有明海の人も、筑後川とか白川と

か緑川とか菊池側から水が流れているというのはよく

知っているんですけれども、その上流は草原だという

のを皆さんご存じない。有明海は、よく泥の干潟で、阿

蘇の噴火物によってできているどろどろの干潟で、そ

れが非常に豊かだというのは言われているけれども、

その水の水源が阿蘇だというのはあまり言われてい

ないと。そういうところがあります。

　この９つの、サブテーマになるんですけれども、簡単

にいうと一番上が自然災害を生態系によってどうやっ

て守るかというような感じの研究です。自然資源を使

いながら災害を防ぎ、それを創造的復興につなげてい

こうというのがテーマ１。テーマ２は、熊本地震によっ

て地下水に影響が出たので、その地下水がどういう影

響を受けて、それがどういうふうに回復しているのか。

それから、その地下水が、１回カルデラの中に入った

水がどういうふうにほかのところとつながっているか

という研究。テーマ３は、自然資本と社会関係資本と

いうのは、人間関係とかいろいろな社会のことにも注

目して、地域循環共生圏というのをどういうふうに成

立していけばいいかという、文系の研究から理系の研

究まで、非常に幅広い研究となっています。

　簡単にいうと、阿蘇地区の中で自律分散型の社会

を構築しつつ、他の大都市圏等といろいろな交流をし

ながら、創造的復興と地域循環共生圏をどうつなげて

いけばいいかということの研究をしているということ

になります。

　扱っている自然資源としては、草原だとか森林、そ

れから石材、水田、湿地、水みたいなものを対象にし

ています。

　この図はですね、ここに中央の火山地帯があって、

カルデラがあって、外輪山があって、そういう色を示し

ていますが、この草原、災害との関係を示していますが、

集落の配置をどういうふうにすればいいのかとか、低

地の氾濫をどうやって防げばいいのかとか、田んぼダ

ムをどういうふうにしていいのかとか、こういうカルデ

ラと外輪山のランドスケープに基づいた自然の機能

も生かしたような防災はどうあるべきかというような研

究をしています。

　皆さんご存じのように、阿蘇はこの草地が外輪山の

上と斜面というのがあって、その下に林地があって、集

落があって水田があるという、一つの配置構造が単位

となって、一つの集落が草地から林地、水田、そういう

管理をしているという、そういう仕組みがあるというの

は皆さんご存じで、こういう関係が非常に重要だとい

うふうに思っています。

　まず、災害との関連を見ていくと、草原、これはです

ね、縦軸に崩壊の確率を書いてあって、これいろいろ

な植生について書いてあるんです。これを見ると、草原

が崩壊の確率が高い。しばしば崩れやすいということ

が分かりますが、そのときの崩壊の深さは小さいという

ことが分かっています。ですから、草原にすると、時々

崩れるけれども、大きな被害はもたらさないというよう

なことが分かっていて、しかも、傾斜が比較的緩いとこ

ろの樹林帯がこういう土石流とかを緩衝する機能が

あるということも分かっています。

　次に、水の機能についていろいろ研究しています。

特に筑後川と白川に着目して研究を実施しております。

　実は、筑後川というのは阿蘇の外輪山を水源として

福岡県を通りながら有明海に注いでいる九州一の大

河です。ここから福岡に導水を持っていって、福岡市の

水も供給して、約30％ぐらいの水を供給しているとい

う非常に重要な川になっています。松原ダムというダ

ムが筑後川の上流にあって、上流のこの地域の水を、

外輪山の水を集めて、１回、松原ダムでためて、それで

下流に供給しているということになります。流域の草原

の状況を見てみると、どんどんどんどん今減っていると。

1900年頃に比べて、半分ぐらいになっているというこ

とが分かります。

　それで、どういうことをやっているかというと、実は雨

が上から降って、雨が降ったものが植物とか地上から

蒸発とか発散、発散というのは葉っぱから出ていくの

を発散と言うんですが、蒸発散して上に向けていくと。

それ以外のものは表面に流れるのと地下に浸透する

のと、二通りで流れていくということになります。ですか

ら、下流に流れていく水の量は、この植物等からの蒸

を目的として、村長が火入れ責任者となって野焼き再

開を進めておられます。本日は、その事例を中心に南

阿蘇村の草原管理の取り組みについてご発表をいた

だきたいと思います。

　それでは、吉良村長、よろしくお願いいたします。

○南阿蘇村村長（吉良清一）　皆さん、こんにちは。今、

紹介がありました南阿蘇村の吉良と申します。

　今、村長ということでございますが、私はもともと農

家の長男で、無農薬の米とか、あるいは私自身も野焼

きとかに参加しておりました。これまで農地や草原を

守るためにいろんなことをやってきたんですが、もう農

家の１人、２人では、これはもう守れないということで、

村長を目指しました。しかしながら、なかなか簡単に

は合格させていただけませんで、今から17年前に南

阿蘇村が合併したときに初めて出まして、落ちて、落ち

て、落ちて、４回目にやっと合格いたしました。周りの人

は私のことを吉良清一の趣味は何か知っとるかいと、

吉良清一の趣味はね、選挙だもんなと。特技は何か

知っとるといったら、特技は落ちることだもんなという

ふうにからかわれておりました。

　そういうことで、私は本当にこの草原の水量を守る

と、このために村長になったようなもので、今いろんな

取組でしっかり頑張っております。私は、講演するほど

知識が豊富ではありませんので、地元の水分量など現

状をお話ししようと思って、この役を引き受けました。し

ばらくの間ですが、よろしくお願いします。

　それでは、早速、話に入っていきますけれども、話の

内容は、この画面のとおりで、途中に私の持論あたり

も少し述べさせていただきたいと思います。最後に、村

で作ったビデオがございますので、それをご覧いただ

ければと思います。

　まず、南阿蘇村の火入れ対象地は1,500ヘクター

ルございまして、27の牧野があります。うちの牧野の特

徴としましては、こっちの北側と比べまして急斜面が多

いということ、それから、谷が深いということがうちの

特徴だと思います。そのために輪地切りなどはとても

苦労しますし、また、放牧牛を見つけにくいという、そう

いう苦労もございます。そして、平成28年に３つの牧野

が中止をいたしました。原因は、これは慢性的なもの

なんですが、高齢化、あるいは担い手不足、また、火入

れ責任者の、これは区長さんなんですが、その責任が

大変重いということが原因です。死亡事故が28年に

発生しまして、区長さんが死亡事故の後に事情聴取と

か、あるいはいろんな事故後の手続とか、また、遺族へ

のお見舞いとか、ものすごくご心労をされております。

火入れ責任者についてはまた後ほどお話ししたいと

思います。

　そして、これは同じく28年に起こった熊本地震です。

牧野のあちこちでこういう牧道が被災を受けまして、２

つの牧野組合で野焼きを中止しております。

　これから再開に向けた取組ということを簡単にご説

明しますと、南阿蘇村と牧野組合、熊本県で連携協定

を結びました。真ん中にいらっしゃるのが白川牧野組

合の組合長さんです。白川水源の上辺りが野焼きが中

止されておりますので、そこら辺からまず復活したほう

がよかろうということにしました。村と熊本県で予算を

組みまして、防火帯の整備等を行いました。その白川

地区でも集会をして、野焼きの再開について議論が

あったんですが、野焼きの再開についても疑問視する、

つまり無理やりせんでもいいんじゃないかという意見

もありましたけれども、その中央の後藤区長さんの強

いリーダーシップで、野焼きは何としてもせないかんと

いうことで、再開することができました。

　火入れ責任者をですね、区長さんから村長、私とい

うことにしました。区長は現場の監督者。それから、こ

れまで区長が申請をして村が許可するという許可制

度でしたけども、これも届出だけでいいという届出制

にいたしました。

　重機により白川牧野を早朝、総延長で20.7キロ

メートル、800万ぐらいかかったと思いますが、整備を

いたしました。それによって、今年の３月に、これは野

焼きの様子ですが、４年ぶりの野焼きでしたので、多く

のカヤがあって、もうそれはそれはすさまじいほど、恐

ろしいほど燃え上がりました。

　これは５月の写真ですけれども、野焼きをしたところ

が緑色になっているかと思います。途中に防火帯があ

ります。中腹ほどには保安林がございます。

　これは、ちなみに私が朝に写真を撮ったんですが、

３月です。雪が降ったところが白くなっていますが、野

焼きをしたところは、野焼きをすれば草がありません

ので、もう地面に直接雪が積もります。ですから、こうい

う具合に白くなります。白くないところは、野焼きがして

いないところです。

　私の持論を少し話しますと、左が野焼きをしない場

合、右が野焼きをした場合で、梅雨の時期がですね、

梅雨は雨が降るわけですから、野焼きをしたところは

草が生えていますので、雨が、先ほど島谷先生の話に

もあったように、雨が地下に浸透します。しかし、左側

はススキがありますので、いわゆるかやぶき屋根状態

で、恐らくほとんど地下には浸透せんで、カヤを伝って

下に流れ下っているのではないかというふうに考え

ます。

　皆さん、水収支ってとっても分かりにくいんですけれ

ども、阿蘇のカルデラを一つのおけみたいに考えて、

上から降ってくるのが１年間に3,629ミリの雨が降っ

てきています。これシミュレーションで出てきたものな

ので、この辺の蒸発量というのはいろんなところの平

均になっています、建物とか水田とか山とか。大体その

うちの463ミリぐらいが蒸発していくよと。土の中に

2,600ミリぐらい入って、土から2,500ミリぐらい出て

きているということが分かります。蒸発するので、それ

が155ミリということで、地下水から７ミリ、それほど大

きな値じゃありません。地下水、つながってはいますけ

れども、ボリュームとしては大きい値ではないと。１年

間に3,000ミリぐらいの水がカルデラから下に出て

いっていると。

　これ非常に重要なのは、そのうち、3,000ミリのち

2,500ミリぐらいは１回土の中にもぐってゆっくりと出

てきているということです。ですから、洪水のときに出て

いっているのが大体500ミリぐらいということで、これ

は非常に、日本の川の中では大体洪水のときに出て

いく水の量とふだん出ていく水の量が１対１ぐらいだ

と言われているんですが、阿蘇の場合にはカルデラが

あるせいで非常にゆっくり水が出ていっていると。だ

から、下流の洪水も草原とか水田の涵養とかによって

減らしていると。だから、１回雨が降っても水が染み込

んでいきますので、それがゆっくりと湧き水という形で

出ていっているということになります。

　それで、大体の量は出てきたんですが、大体、阿蘇カ

ルデラから流出する白川の流量は年間７億トンと。そ

のうち大体１億トンぐらいが白川の中流域で、農地で

地下に浸透していると言われていますので、阿蘇カル

デラの中に降った雨のうち、１年間に約１億トンぐら

いの地下水は熊本市の地下水として供給されていると

いうことが大分明らかになってきました。ですから、今

まで定性的には言われていたんですが、こういう現象

は、一つは外輪山の草原は福岡の筑後川はじめほか

の地域の水の資源として非常に重要な役割を果たし

ていると。阿蘇カルデラから熊本に関しても、カルデラ

に降った水もちゃんと地下水を涵養するのに役立って

いるということが明らかになって、やっぱり草原を守る

ということは、非常に大きな水資源、九州北部の水資

源を守るのに非常に重要であるということが明らかに

なりました。

　私たちは、先ほどもちょっとお話ししましたように、

創造的復興と地域循環共生圏をどうやってくっつけて

いくかという研究をしています。私たちが考えている創

造的復興というのは、地域の資源の価値を創造する、

再発見する。社会的な課題を踏まえて再発見する。そ

れこそが創造的復興であると。価値創造こそが創造的

復興であると。

　草原の場合は、先ほど言いましたように、今までい

ろいろなことが言われていますが、特に今回の研究で

は、水資源の供給機能が非常に大きいということが明

らかになったと。防災機能もあるということも明らかに

なったということであります。

　そういう価値を創造して、今度は福岡や熊本市の水

資源として価値を共有する必要があります。有明海に

対しても、阿蘇は有明海の恋人というようなですね、そ

ういうフレーズを共有する必要があると。そういうこと

によって、都市からの資金だとか漁民からの応援だと

か、そういうふうな価値を認識することによって、さらに

いろいろな共生圏からの関わりが来るというふうに考

えています。

　また、今日ちょっとお話ししませんでしたが、どう

やって自律分散型の社会をつくっていくかというときに、

草原をどうやって維持するかというのは非常に重要な

ポイントになります。それについてもいろいろ、どういう

ふうにして管理すればいいのか、集落の主体力を形

成するにはどうすればいいのか。水源涵養保安林を

水源涵養保安林野というような水資源の涵養がある

草原を水源涵養林と同等のものとして位置づける必

要があるだとか、そういうことを今考えながら研究を

行っています。

　以上で私のお話を終わらせていただきます。どうも

ありがとうございました。（拍手）。

○司会　島谷先生、ありがとうございました。貴重なお

話をありがとうございます。

　それでは、ただいまの島谷先生のお話の中で、時間

の関係上、お一人だけご質問等ございましたら受けた

いと思いますが、どなたかいらっしゃいますでしょうか。

よろしいですかね。

　後でですね、島谷先生のほうにはパネルディスカッ

ションのほうにも参加していただきますので、またそ

れも併せてご質問等ありましたらよろしくお願いいた

します。

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　どうもありが

とうございました。

○司会　それでは、ありがとうございました。（拍手）

②南阿蘇村の草原管理の取り組み

○司会　続きまして、お二人目です。南阿蘇村村長の

吉良清一様にお願いしたいと思います。

　南阿蘇村は、平成31年度から水源涵養機能の保全

ができないような集落については、村で、例えば消防

署とか消防団員、あるいは警察官のＯＢさんたちで専

門のプロのチームをつくって、土日に計画的に野を焼

いていけば、かなりの面積をカバーできるのではない

かと思って、今、計画中です。

　それと、最後はですね、野焼き目的の認識の改革と

いうことを訴えております。これまで野焼きの必要性と

いうのは、例えば景観の維持だとか、あるいは病害虫

の防止とか、そんな目的で野焼きをやっておりました

けれども、それだけでは住民に、農家がもう野焼きはそ

れぐらいのことだったらもうやらなくてもいいんじゃな

いかと、そしてまた、地下水は森が育むという考え方が

ほとんどで、草原をそのままに放置すれば、やぶ化して、

山林というか、山林になるから、それでもいいんじゃな

いかと。森が育むという考えがありますからですね、野

焼きはそんなに無理してやらなくてもいいんじゃない

かという考えがありますので、その考えを少しずつ変え

ていかなければ、野焼きの存続は厳しいなというふう

に思っております。

　ですから、野焼きの目的は、もう水源保全と。特に南

阿蘇はそうなんですけれども、熊本市内の地下水の保

全に草原は大きく貢献しているということをしっかりこ

れからも訴えていきたいと考えております。

　大体、私の言いたいことは終わりまして、このビデオ

をですね、ユーチューブにもあります、阿蘇の地下水が

見られるというのをですね、これをちょっと流したいん

ですけれども。

（ビデオ視聴）

　阿蘇の地下水を未来へ。

　熊本は古くから水の都と呼ばれ、その中でも熊本市

は水道水減の100％を地下水だけで賄っているとい

う世界一の地下水都市とも呼ばれています。それには、

阿蘇のたくさんの湧き水が関係しています。なぜこんな

に水源となる湧水が多いのでしょうか。

　これから紹介する４つの条件と阿蘇の人々の暮らし

が深くつながっています。

　１つ目は阿蘇の地形です。阿蘇は、ほとんどの地域

で年間の降水量が3,000ミリを超える、全国的に見て

も非常に雨の量が多い地域です。火山の噴火活動で

できた大きなくぼみのことをカルデラと呼びます。この

広くて深いカルデラは、たくさんの水をためる役割が

あり、阿蘇は九州の水がめとも呼ばれています。

　２つ目は地質です。火山の噴火活動によって水を通

しやすい層と通しにくい層ができました。このことに

よってより多くの水が地面に染み込み、長い年月の間、

地中にためることができるのです。そして、この幾つも

の層は天然のフィルターとなり、きれいな湧き水を生む

のです。

　３つ目は水田です。もし水田がなければ、雨は川に

流れ、すぐに海に流れ出てしまいます。その一方で、水

田は雨水の多くを地下に浸透させます。また、大雨のと

きにはたくさんの雨水をためることができるため、天然

のダムとも呼ばれています。

　最後は草原です。阿蘇の草原は、地下水を育む力が

とても優れています。それはなぜでしょうか。森林に雨

が降ると、雨水が葉や枝で遮られるため、地面の染み

込む量は少なくなります。しかし、草原に雨が降ると、

地面に届く雨の量が多くなり、その分、地面に染み込む

量も多くなるのです。また、地面が吸収した水の一部は、

植物の根や葉を通して蒸発します。蒸発する水の量は、

森林に比べ草原のほうが少なく、同じ雨の量でも草原

のほうが地面に染み込む量が多くなるのです。そして、

何よりこの草原の維持に大切なのは野焼きです。野焼

きにより枯れ草がなくなり、新たな草原に生まれ変わり

ます。そして、その草原は、より多くの雨水を染み込ませ

ることができるようになるのです。このように主に４つ

の条件が重なって、たくさんのきれいな湧き水が生ま

れているのです。

　阿蘇の暮らし。

　古くからの阿蘇の人々の暮らしにも湧き水を守るの

に大切な役割がありました。阿蘇では昔から赤牛と共

に暮らしを営んできました。赤牛は、冬の間は牛小屋

で飼われ、春になると水田を耕します。そして、田植が

終わる夏には草原へ放牧されます。冬になると、赤牛

に草原の草や稲わらを与え、堆肥を作り、その堆肥を

水田に返します。こうした営みにより、阿蘇の稲作は維

持され、豊富な地下水を生む水田が保たれてきました。

草原と畜産の関係はヨーロッパでも見られますが、草

原、畜産、稲作、地下水が関係しているのは、世界でも

まれで阿蘇ならではの高度な循環システムとも言える

のです。

　ここ阿蘇では、このような地域循環が1000年以上

も続いてきました。世界の中でも安全に飲める水があ

るというのは、まさに宝とも言えます。自然と人との共生

によって守られてきた阿蘇の自然、地下水、これからも

みんなで守り、育てていきましょう。

○南阿蘇村村長（吉良清一）　これで終わります。

　最後にふるさと納税ということをちゃっかり言って

おきまして、これらの草原や水源を守るために、ふるさ

と納税で頑張ってお金を集めようかと考えています。

　それでは、拙い話でありましたが、これで終わりたい

と思います。ご清聴ありがとうございました。（拍手）

　下はですね、草原の雨量を表したものですが、右側

の野焼きをした場合は、先ほど言いましたように、秋は

茶色になって、それが野焼きをしたら真っ黒になりま

す。真っ黒になった後に雪が降れば白くなって、雪が

解ければまた黒になる。そして、野焼きをしていますの

で、一斉に新芽が湧きますので、もうほとんど一瞬、一

瞬といいますかね、短い時間に緑色に変わります。そ

して、そういう色の変化が野焼きをすれば、１年で色の

変化も楽しめるということが言えると思います。

　これは、ちょっと字がたくさんありますけれども、左側

が草原です。右側が未整備の保安林です。一番上に地

下水の保全能力とありますけれども、これも先ほど島

谷先生が話されたとおりですが、この図はですね、今

年の春に環境省さんが阿蘇の草原を見られるという

たしかチラシを作られていると思いますが、その中に

示された図です。もともとこれは20年ほど前にツカモ

ト先生という、東京工大と思いますが、その先生が20

年前に調整されたのを環境省さんが初めて、今回初め

て堂々といいますか、堂々とチラシに載せられました。

恐らく私が思いますに、森林と書いてありますので、農

水省、林野庁の森林増加に配慮して、この図が表に出

されなかったんじゃないかというふうに思います。初

めてですね、今年の春、これが環境省のパンフレット

に載りましたので、私はこれを積極的に使うことにして

おります。これほど草原のほうが地下に浸透する水の

量が多いということが、これを見れば一目瞭然だとい

うふうに思います。

　そして、２番目は、先ほど環境省の山下さんのほう

から話があったとおりです。ＣＯ２の吸収能力が割と知

られておりませんけれども、土壌中に有機物がたくさん

草原はありますので、炭素を固定しているということか

と思います。

　次は、大雨時の土壌を流出するから、大雨時の災害

はご覧のとおりです。大雨時の災害は、今全国各地で

洪水時の流木被害出ておりますけれども、これもやは

り整備をしていない森林の流木被害だというふうに思

います。

　それと、生物の多様性もご覧のとおり、それから、生

産性、利用効率につきましては、草原は毎年、野焼き、

放牧、そして採草と、毎年リセットがされますので、生産

性が高いと思います。農業との関わりは、草原は飼料

とか、堆肥の資材とかなっております。また、経済効果

につきましては、観光資源は草原の風景などがありま

すし、右側の中央火口丘、特に阿蘇ジオパークがあり

ます中央火口丘の保安林というのは、火山灰とか、あ

るいは火山ガスとか、そういうことで非常に育ちが大

分悪いことから、中ではもう既に枯れていって、保安林

の機能を有していないというふうなところもあります。

我々は地元では、あれは保安林ではなくて、不安林だ

というふうに言っております。

　それと、景観は先ほども申しましたように、草原はも

う四季折々の景色が楽しめます。また、文化的景観に

つきましては、阿蘇の草原は、平成29年だったと思い

ますが、国の重要文化的景観に指定を受けております。

それほど文化的景観にも優れているということで、これ

は高橋佳孝先生にアドバイスを受けながら、この表を

作りました。まだこれに漏れていることがあるかもしれ

ませんが、これほど草原は優れているということがお

分かりというふうに思います。

　これからの取組としましては、今年の春、950ヘク

タールで24牧野組合が実施しております。ただし、依

然550ヘクタールはまだ未再開となっております。それ

で、牧道や恒久防火帯の設置を進めたいと考えており

ます。しかしながら、これを見てもらうと分かりますが、

民有林との下のほうの防火帯はあまり傾斜がありませ

んので、そんなにお金もかかりません。ところが、上の

保安林との境の防火帯は急峻で、工事の人ももう

ちょっと考えないかんなというぐらい危険な場所も

あったそうで、上の防火帯を造るのは物すごいお金が

かかるということであります。保安林を何とか解除して

いただけないかということを再三、県の農政などにも

言っておりますけれども、なかなかハードルが高くて、

なかなか解除は難しいと、１ミリたりとも保安林は譲ら

ないというような、本当に強い姿勢が見られます。です

から、解除が無理なら、杉、ヒノキじゃなくて、火に強い

クヌギとか、そういう樹種を変えるという方法はどうか

ということで繰り返し繰り返し提案しています。

　そして、３番目に人手の確保ですけれども、やはり畜

産農家、特に放牧農家を増やしていかなければなりま

せん。放牧はいろいろ大変な面もありますので、今、牛

にセンサーをつけて、バーチャルフェンスといって、パ

ソコンでの架空の線で、そこに牛が通れば、そのセン

サーがびりびりとして、牛がそれ以上進めなくなります。

いわゆる架空のフェンスですね、パソコン上の架空の

フェンスから先には行かせないということが今年、福

島県で実証実験をやっておりますので、それをちゃん

と見て、うちも近い将来に導入を計画しております。２

つの牧野組合で実証をやろうという今計画をしており

ますので、そして、簡単に放牧ができるようになれば、

畜産農家も増えるというふうに思います。

　それから、ボランティアの皆さんが協力をいただい

ておりますし、専門部隊と書いておりますのは、野焼き

分かると思いますけれども、この牧野組合、東部のほう

に位置しています。滝室坂、57号線から箱石峠、265

号線の間を位置するところで、面積が430ヘクタール、

標高は約600メーターから900メーターあります。外

輪山内側は急傾斜で、上部は比較的緩やかな地形と

なっております。

　この道路線の部分ですね、こちら側が大分のほうに

水が流れていきます、大野川のほうにですね。そして、

こちら側が黒川や白川につながっております。阿蘇の

東部として、私の牧野は箱石という国土地理院の地図

にも載っている有名なところがありますし、もう一つ、こ

こに人の顔をした岩がありますけれども、国道265号

線沿いには人の顔をした岩も見られます。

　そして、こうした景観が見られますけれども、これは

野焼きの後ですね。ここはもう大野川水系の源流とな

る水の流れとなるところです。

　こちらは放牧の状況です。この中がやっぱり大野川

の水系になります。

　道のこちら側になるところを黒川、白川のほうに水

が流れていくというようになります。

　うちのほうの牧野では、特に今、32名とこれ書いて

ありますけれども、現在は30人になりました。最初、こ

の牧野組合がスタートした時点では100戸以上あっ

たんですけれども、私が入った頃は98戸の農家があ

りました。大体200頭以上の牛を飼っています。しかし、

年間放牧は70頭ぐらいで、草の利用もなされています

けれども、自分たちでは使い切れないくらいです。主な

活用としては、草原の維持というのが大切ですから、

野焼きとか、それから草刈りをやって、草原を維持する

こととか、最近は子供たちに野焼きの体験とか希少生

物の保護などの啓発なども行っております。それから、

野草堆肥で作った野菜を作って、啓発普及に励んで、

いろんなところに発送したりとかも取り組んでいますし、

カヤの出荷等も行っております。

　また、観光利用として、特に、私は普通、農家ですか

らなかなかできないんですけれども、牧野の中のいろ

んな宝物をぜひ皆さんにも知ってほしいということで、

牧野ガイド事業というのに取り組みました。ここでしか

ないものを楽しんでいただきたいと思って、まず、自転

車で草原の中を、牛がいないときに走り回ることがで

きる、そうしたことを取り組んだり、そのためには防疫

対策もしっかり取らなくてはいけませんので、石灰とか

クエン酸を使った消毒もして、いろんな外来種子とか

そういったものを持ち込まないような工夫をしながら、

遊び、学び、そして感動を味わうような、そういう体験

なども行っております。

　もちろん自転車だけではありません。トレイルウオー

クと言って、人々が歩いて草原を楽しんでいただくとい

うことは、ただ歩くだけじゃなく水がどのように流れて

いるかとか、そこにある希少植物、どんなものがあるか

とか、そういったものをなぜ保護するか、なぜ守ってい

かなくちゃいけないかということ、そして、阿蘇の草原

を通して、より多くの人々の心を癒すことができるとい

うことを訴えております。

　阿蘇には、大体年間180万以上の人たちが観光に

お見えになるそうですけれども、そうした人の一部でも、

私どもの牧野を通して、そうしたことを知っていただい

て、草原の大切さ、そうしたことを少しでも伝えられば

と。その他からものを後世に残せるようにしたいなと

いうふうに思っています。それで、こういう取組をやっ

ております。

　これからは、観光利用としての牧野ガイド事業でと

いうのは、今後、阿蘇地域のほかの牧野でも持続的な

維持管理に生かしてもらえるようにモデル化し、口蹄

疫などの疫病対策の情報共有とともに、牧野間の連携

を図っていきたいと思っております。現在、ほかにも、自

分のところでもやりたいという申込みがありますので、

先進事例じゃないですけれども、どの組合でもできるよ

うに支援できたらと思っております。

　それと同時に、地元の商工会や観光業ともタイアッ

プさせることで、地域の活性化にも寄与できるような取

組を発表させたいと考えております。

　こういった人たちは、私がガイドとして養成した人

たちですので、私が忙しくても、これらの人たちがガイ

ドとして活動できるようにしています。ガイドの申込み

は、道の駅阿蘇に申し込んでいただくと、こうしたガイ

ドさんたちを紹介してもらうことができます。トレイルウ

オークで大体基本ですね、二、三時間のガイドで１人

頭大体3,000円ぐらいの徴収をしております。1,000

円を牧野の維持管理に還元できるように取組をしてお

ります。また、自転車の場合は、そのガイドさんが自分

で値段を設定して、1,000円だけは牧野に還元できる

ようにやっております。現在までに300人以上の方が

観光を楽しんでおられます。

　本来は、オリンピックのときもより多くの人が来られ

る予定だったんですけれども、残念ながらコロナ禍で

活動ができない状態に置かれていました。これからさ

らにこういうのが改善で来たら、続けていきたいなと

いうふうに思っております。

　以上です。

○コーディネーター（坂本　正）　どうも市原さん、あ

りがとうございました。

場代だとか温泉だとか来たときのどうやって頂くのか

というのが大変大きな課題でございます。今日は幾つ

か問題提起もいただきましたので、実現可能な話をぜ

ひ進めていただきたいというふうに思います。

　次は、今日、講演のほうも大変ありがとうございまし

た。島谷さん、１時間ぐらいかかるのを20分ぐらいで

圧縮していただいたんで、やや欲求不満じゃないかな

というふうに思いますけれども、吉良さんの話を伺って

みると、島谷さんの話、重なりますよね。非常にエビデ

ンスというか、今まで言われていた九州の水がめ、福

岡に行ってもそういう話するんですが、筑後川だけ

じゃないと。もうもともとは阿蘇なんだよ。なかなか伝

わりにくいです。熊本市の世界で一番の地下水だと言

いながら、阿蘇の水が染み込んできて湧き出るんだと

言いながら、言いながら、恩恵は受けていますけれど

も、じゃ阿蘇をどうするかって、なかなかそういうふうに

いかない。今日は環境保全だけの問題ではなくて、価

値の創造として、今までのそうだなといったものをちゃ

んと再発見した、保全活用した、防災機能もやっていく

とですね、これからまだ新しい価値が生まれると、都市

圏を巻き込んでいくんだ。今日、最後に言われたところ

をやっぱり今度の課題としてぜひ強調していただきた

いことをお願いしたいと思います。

○パネラー（島谷幸宏）　この研究を始めるときに、い

ろいろお話を聞きにいって、やっぱり、草原が水資源

の涵養機能が森林より大きいことが明確に証明されて

いないんだよというのをすごく言われてですね、そこを

やっぱりターゲットしないといけないということで、今

日ちょっとお話ししたのは、樹液流計という草の木の

中を流れる水の量を測っているんです、実際に。それ

でどれくらい空中に水が出ているかというのが直接、

最近、センサーの技術が発達しまして、10年前にでき

なかったのが今はそうやって直接、どれぐらい植物が

水を空中に吸い上げているか測れるようになったんで、

それをちょっとやってみましょうということで始めたん

です。

　今日は、吉良さんがお話しになったのは、遮断蒸発

というやつで、１回、土の中に水が入って、それで植物

がどれぐらい利用するかという話なんです。もう一つは、

葉っぱなんかに降った雨が途中で蒸発してしまうとい

う２つの現象があって、その両方とも草原のほうが小

さいというのが分かっているので、だから、先ほど示さ

れたのと私が言ったのを２つ足したよとなるので、本

当はもうちょっと何百ミリ、今日、私100ミリと言ったん

だけれども、もっと大きい数なんですね。

　そういうことをいろいろ研究しながら、また、創造的

復興とは何かというのをすごい考えたんです。熊本県

で地震が起き、熊本地震があって、うちも熊本市内な

んで、その周りがもうみんな７割ぐらい被災してですね、

全半壊になって、何となく創造的復興というと、新たに

何かを創造するような、そういうイメージがあったん

だけれども、いろいろ研究してみると、やはり草原を守

ることこそが創造的復興なんですね。水源を守ること

こそが創造的復興なんだけれども、じゃ創造って何か

というと、価値を創造することなんです。今まで上手に

守れていなかったものに対して、もっと新たな価値が

実際にはあるんだけれども、見えていない価値を見つ

けたり、そういうことをやることによって、次の世代につ

なげる夢のある価値を創造して、それは自然を守り、

例えばもっと、私は草原をもっと増やしたいと思ってい

るんですけれども、そういうことをやるのが創造的復興

だと。

　それを環境省さんが言っている地域循環共生圏と

いうなかなか分かりにくい計画なんですけれども、地

域を育てて循環型社会をつくりながら、地域の中だけ

で自立するのがなかなか難しいので、ほかの地域と共

生しながら、できればこういう阿蘇みたいなところは

大都市圏と共生しながら、その大都市圏に当然恵みを、

水の恵みとかいろんな恵みを与えているので、それに

対するお返しをいただきましょうという、そういう考え

方なんですね。そのためには新しい価値を創造し、そ

の創造した価値を共有しないと絶対駄目ですよ。先ほ

どの話でもあったように、どうやって価値をこれからみ

んなで共有していくか。だから、できれば、有明海の人

に来てもらって、ここに大漁旗がね、阿蘇の草原に大

漁旗がはためきね、ああ私たちの草原はこうやって海

ともつながっているんだというのが何か目で見えるよ

うな風景ができるとか、そういうことが次の時代に何か

夢をもたらすんじゃないかなと。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうございま

した。

　今のお話の中で、やっぱりみんな気持ちで分かって

いるんだけれども、価値の創造とかね、新しく物をつ

くっていく、何かないものからつくっていくのは物すごく

大変だと思うんだけれども、今あるものの価値を認識

する、これがもちろん大事なことですよ。認識したら、

次に未来につながっていく。言葉は固いけれども、要

するに今やっていることを子供や孫につなげていって、

今の生活を守っていくということは、福岡の都市圏を

守り、有明海を守り、熊本市を守ることだと。今までは、

そんなこと意識しないで自分たちのなりわいでやって

いたけれども、そういうもんだということをみんなが共

　特に観光ガイドのところでは、ずっといろんなことを、

希少生物、植物だとか見ていただいて、水の話をして、

それで、そこのことを理解していただくというのは大変

すばらしい活動だと、観光とセットになっておりますけ

れども。それを含めて今後の課題というのをまた次回、

次の回にお伺いしたいと思います。

　じゃ次、三宅さん、お願いします。大体、若いですよ、

この中でもね。力あるし、エネルギーあるし、もうこれ

からの阿蘇のこういう課題はもう全部引き受けるとい

うような熱意で今日来ていただいております。今日はど

うも大変ありがとうございます。いろいろ注文が出ると

思いますが、どうぞよろしくお願いいたします。

○パネラー（三宅悠介）　ありがとうございます。環境

省の阿蘇くじゅう国立公園管理事務所、三宅と申します。

よろしくお願いいたします。

　私たちの事務所、この阿蘇市内にありまして、黒川

に事務所があって、大体職員10名ぐらいおります。何

をやっているかといいますと、この関係でいきますと、

草原再生の協議会の運営ですとか、そういった草原

再生の活動に取り組んでいます。それから、国立公園

ですので、阿蘇とくじゅうの国立公園の管理ということ

で、開発の規制をしたりですとか、生態系の保全をし

たりですとか、そういった仕事をしています。

　それからあと、最近は観光振興にも力を入れていま

して、特に政府全体としてインバウンド観光を推進して

いこうという中で、国立公園もですね、そういったイン

バウンドにも貢献していきたいと、そんなようなことも

やっておるような組織になっています。

　それで、今日はこういった場にお呼びいただきまし

てありがとうございます。坂本先生からご紹介いただき

ましたけれども、我々のほうもこの地域にある事務所と

して精いっぱいやることはやっていきたいと思ってお

ります。

　島谷先生、吉良村長からもお話しいただきました。

ありがとうございます。草原再生の活動は2005年から

スタートしています。2021年ですので、もう少しすると

20年かなというようなタイミングになっています。これ

までは地域の農家の方々の活動をどうやって支援して

いくかということで力を入れてきたんですけれども、今、

第３期の全体構想というのをつくっておりまして、それ

の大きな柱としては、なかなか産業だけで草原を維持

していくのが難しいような状況になっている中で、公益

的機能と少し難しい言葉ですけれども、産業だけでは

なくて、広く一般社会にも草原は役立つんだと、こう

いったような中で草原を維持していくと。一番分かりや

すいのは吉良村長からご紹介いただいたような、自治

体が火入れ責任になって野焼きするとかそういったこ

とだと思いますけれども、そういったことにこれから力

を入れていきたいと思っています。

　そういった中で、今日のお話ですね、有明海とつな

がっているとか、あるいは自治体のほうで火入れを積

極的にやっていただけるとか、草原再生にとっても、こ

れから新しい展開を考えていく上で、非常に重要なご

指摘をいただいたかなと思っていまして、また草原再

生協議会のほうでも今日のお話を受け止めて活動し

ていければというふうに思っておるところです。

　それから、市原組合長から観光利用の話をいただ

きました。我々国立公園を管理しておりまして、全国に

34の国立公園があります。この中には、九州の管内で

いけば、例えば屋久島も入っておりますし、それから知

床とか小笠原とか、世界自然遺産に登録されているよ

うなところも、この34の中に入っています。また、富士

山とか日光ですとか、いわゆる温泉とか自然が豊かな

観光地というのは大体34国立公園の中に入っている

んですけれども、あと、くじゅうもその中に入っています。

　皆さん、阿蘇くじゅうって国立公園の中でどれくらい

人が来ているかというイメージをお持ちですかね。実

は阿蘇くじゅうというのは、大体1,600万人ぐらい年

間利用者来ていまして、これは34の国立公園の中で

見ても上から５番目なんですね。日本全体で見ても、こ

ういった自然を生かした地域という中では、お客さん

が多く来ているエリアになっています。

　冒頭に紹介があったとおり、その中に来たお客さん

の８割ぐらいの方がですね、この中でも草原、阿蘇の

中で草原がやっぱり一番すばらしいというような回答

をされています。なので、草原というのは非常に観光に

とっても魅力的な資源であって、地域の外の人たちか

ら、どうやって草原の維持に協力してもらえるかという

のが今日のテーマの一つでもあると思うんですけれど

も、そういったときに、やっぱり観光の方に一部ご協力

いただく、市原組合長からご紹介いただいたように、

1,000円を草原の保全に還元するということもそうで

すけれども、最近ボランティアツーリズムとかもややは

やっておりまして、そういったボランティアでツーリズ

ムとして来ていただくとか、そういったことも含めて、地

域の外の力をこれからもっと活用していけるとよいの

かなというふうに思いました。

　私からひとまずコメントさせていただきました。あり

がとうございます。

○コーディネーター（坂本　正）　どうもありがとうご

ざいました。

　とにかく外からというのが結構難しくてですね、駐車

○司会　吉良村長、貴重なお話ありがとうございま

した。

　それでは、会場から１名だけですね、ご質問やご意

見ございましたらお願いいたします。挙手をお願いし

ます。

　一番後ろの方。

○参加者　私は熊本市民なんですけれども、先ほど野

焼きの意味を、草原を新しくして虫を殺すとか、景観を

守るとか、そういう趣旨で理解している熊本市民という

か、熊本県民と言っていいと思う、たくさんいらっしゃ

ると思うんですよ。その水源保全のためだということに

変えていかなくてはいけないというお話があったと思

うんです。私はそれとても共感するんですけれども、具

体的にどういう方法が一番手っ取り早いと考えられる

か、もしお考えがあればお聞かせいただければ。

○南阿蘇村村長（吉良清一）　ありがとうございます。

　まずは、うちの農家あたりもですね、実際、野焼きを

している農家あたりもそれを知らないということです

ので、まずその辺から、区長さん、区長会では定期的に

こういうことを述べますし、牧野組合が集まるときもそ

ういうことを言っております。また、今年の１月には全

戸に阿蘇の世界文化遺産を目指してというチラシを

作成し配布しました。阿蘇の地下水はこういう具合に

して育まれているということを機会あるごとに言うよう

にしています。

　とにかく草原のほうが地下水涵養能力は高いという

ことをこれまであまり言われてきませんでしたので、こ

れを強くこれからも機会あるごとに訴えていきたいと考

えております。

○司会　よろしいでしょうか。ありがとうございました。

　それでは、ここで、また吉良村長のほう、後でパネル

ディスカッションのほうにもご登壇いただきます。あり

がとうございました。（拍手）

　では、この後、パネルディスカッションに移りますの

で、少し会場の準備をさせていただきます。お手洗い

等ございましたら、皆様、この時間にお願いします。

３．パネルディスカッション

○司会　では、お待たせいたしました。

　それでは、パネルディスカッションに移りたいと思い

ます。

　冒頭の趣旨説明と２つのご講演を踏まえて、阿蘇草

原再生、新たなステージへ～草原の恵みを守るため

の仕組みづくり～をテーマに進めていただきます。

　ここで、ご登壇の皆様をご紹介させていただきます。

　今回のパネルディスカッションコーディネーターと

して、阿蘇草原再生千年委員会委員長の坂本正様、パ

ネラーとして、先ほどご講演いただきました熊本県立

大学特別教授の島谷幸宏様、南阿蘇村長の吉良清一

様、阿蘇市町古閑牧野組合長の市原啓吉様、環境省

阿蘇くじゅう国立公園管理事務所所長の三宅悠介様、

以上になります。どうぞよろしくお願いいたします。

　ここからは、コーディネーターの坂本先生に進行を

タッチしたいと思いますので、先生、よろしくお願いい

たします。

○コーディネーター（坂本　正）　坂本でございます。

　今日は、本当にコロナの厳しい中でございます。限

定的な人ということで、皆様方、今日お集まりいただき

まして、どうも大変ありがとうございます。

　今日はもうテーマもはっきりしていますように、今、

阿蘇、我々はですね、千年委員会世界文化遺産登録

に向けて今活動しているところでございまして、暫定リ

スト入り間近、と言うと誇大宣伝になるかもしませんが、

その暫定入りを目指して今やっている最中でございま

す。その中で一番コアになるのは草原ということです。

そして、九州の北部ですね、この阿蘇の水がめの役割

というのは非常に大きいと。今日その水がめの話をし

ていただいたわけですけれども、有明と福岡都市圏、

非常に大きな流域ですね。有明のノリを支えているの

もこの阿蘇の水だ。このカンデラが水をためているこ

とで、熊本市の世界一の地下水の源流になっているわ

けでございますし、その途中につながる水源が我々の

生活を守っている。それは災害からも大きな役割を果

たしている。その恩恵の部分を話していただきたいと。

当然これは、草原に行って楽しむ、観光客の人たくさん

いらっしゃるわけですよ。観光客の人にもぜひ、たくさ

ん水源がございますが、この水源と阿蘇はつながって

いるんだと、そういうことも分かってもらえればなとい

うことでございます。

　今日はもう既にお二人にご報告をいただいておりま

す。順番は、まず、市原組合長、それから三宅所長、島

谷教授、吉良村長という形で順番でやらせていただき

ます。あとはさんづけでいたしますので、よろしくお願い

します。

　市原さんも大変ご活躍でございまして、また、今日も

お忙しい中、引っ張り出して大変申し訳ありませんけ

れども、今日もガイドのことであるとか、新しい活動を

含めて、水資源の取組もございます。どうぞよろしくお

願いいたします。

○パネラー（市原啓吉）　私も牧野組合ですね、熊本

県北部、阿蘇の一番東側のほうに当たりますけれども、

一の宮町坂梨地区というのがあります。見ていただくと

が湧いているんだと、そういう認識がほとんどです。も

し仮に阿蘇に人が住んでいなくて、水田や草原がなく

て森だった、森林だったとすれば、恐らくこれほどの水

は湧いていないだろうというに思います。

　熊本県とか熊本市のホームページを見てみますと、

熊本の地下水ということで検索してみますと、絵が描

いてあります、地下水の流れがですね。ほとんどは西

原辺りを降った水が地下に浸透して、あるいは白川を

流れて、それがまた菊陽町周辺で地下に浸透して熊本

市に湧いているという絵がほとんどです。阿蘇のカル

デラの中とか外輪山を多く、大門堰にも水が流れると

いうのは書いてありません。それはなぜかというと、そ

ういう研究がこれまでされてこなかったせいです。それ

で、もちろん島谷先生が今日言われましたように、何と

か阿蘇の草原なり水田のそうした影響、大きな貢献し

ているんじゃないかということをですね、今度、研究で

その辺のところが分かってきたということで、これまで

の図とは違った図が恐らく出てくると思います。そうな

れば、多くの方々に草原、水田の大切さがお分かりい

ただけるかと思います。

　こういう機会があるごとに訴えていかなければなり

ませんが、私が最近思っているのは、それとはまた別

に、それだけでは、ああそうだなで終わってしまう。あ

そうかで、それからアクションが起きないというか、何

かそういう気もしますので、今、熊本市の地下水が減

少傾向にありまして、うちの水源の10か所で、先ほど

市川先生のほうから、市川先生で調べてもらって、そう

すると６割ほどの水源では減少傾向にあります。白川

水源は１分か60トンと言われていますが、今40トンし

かありません。それより最も湧水量の多い竹崎水源は

120トンですが、そこは１/３に減っているというような

調査結果が出ておりますので、もう水源、草原が減って

いることが恐らく原因だということで、危機感を与える。

先ほど熊本市の方は……と思いますけれども、熊本市

の水はこれからもう減りますよと、減っていきますよ、こ

のままでは減っていきますよということをもう危機感を

多少与えるような報道というのも、そういうことを何か

変えてもらうというか、先生方からもそういう報告をし

てもらうとか。危機感を与えることも一つの手かなと、

最近はそういうことも思っています。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうございま

した。

　大都市、熊本市のほうですが、これ100年ぐらい

たって地下水が市内に来るんで、今足りるとか足りな

いといっても、まだ大丈夫だという、そういう楽観的な

議論もないわけじゃない。先ほどあったように、水の涵

養とかいろいろは、草原よりも、それは樹木のほうが多

いんだから放っておけという話も結構あるわけですよ

ね、潜在的に。しかも、草原も人の手が入って草原だと

思っていない人も結構、そうするといろんな意味での

理解が及んでいないところで、新しい価値をつくって

やっていくというのはなかなか大変だと思うんですけ

れども、吉良さんが７市町村の中の１人だとすれば、

やっぱり今日の話は、市町村の人たちで県のほうにこ

ういうことだと、まだまだ認識足りないよと。こんなこと

で世界農業遺産取れないよというのをぜひ言ってほ

しいと思うんですが、いかがですか。

○パネラー（吉良清一）　今おっしゃるとおり、これは

阿蘇郡の首長さんが同じ気持ちで同じ方向を向いて、

歩調を合わせなければならないと考えております。そ

の辺は首長さんの会合の中である程度の合意はでき

ております。保安林の改良あたりもですね、これは私だ

け言っても駄目ですので……

○コーディネーター（坂本　正）　保安林の解除はし

てほしいなと。

○パネラー（吉良清一）　いろいろ言っているんです

けれども、ただ、阿蘇のほかの自治体の首長さんと行

動を共にしてやっていきたいと思っています。

○コーディネーター（坂本　正）　よろしくお願いし

ます。

　市原さん、ずっと長年活動してきて、今、ガイドの話も

して、いろんな問題ご存じですよね。それでやっぱり水

源の問題で、水が減っているとか、そういう危機的な状

況もあるんですか。

○パネラー（市川啓吉）　草原のあった時代、つまり

私が高校生ぐらいのとき、その時分はですね、山がま

だこんな大きくなかったもんですから、滝がいっぱい

あったんですね。その滝がですね、今、木が大きくなっ

た現在、だんだん消えてきているんです、なくなってき

ているんです。草原がいかに大切かということは、私

はその高校生のときに学んだことが第一の出発点な

んですけれども、私が高校生のときは、阿蘇くじゅうで

有して、福岡の人も、有明の人も、熊本市の人も、阿蘇

の価値を一緒に分かってもらう、このことが大事だと、

そのことですよね。

　そのことで、もう一つ必要なのは、普通、水源だとか

なんかって、人が住んでいなくて、山の奥から出てきた

ものだというようなこと、阿蘇はカルデラで、これが人

が住んでいるわけですよね。これだけの大きな都市圏

なんで、この都市圏でやってきている水の涵養に依存

している生活、一部の都市と都市をつないでいる、そ

のあたりの関係はどうお考えですか。

○パネラー（島谷幸宏）　昔からここは野焼きをして

いたわけですね。それがたまたまススキだったわけで

す。とても水を節約すると思うんですが、そういうことが

あったからこそ、福岡都市圏にあれだけの人口が集

積できるということなんですね、実は。これがなかった

ら、福岡市はもう水資源ない都市ですから。

○コーディネーター（坂本　正）　全然ないですか。

○パネラー（島谷幸宏）　ええ、全然ないですから、あ

んな人口を養えないわけです。ですから、本来はもう

少し、阿蘇を拝むじゃないけれども、敬意を払ってい

いはずなのに、そこの価値づけができていない間にみ

んながもっと阿蘇をＰＲしてください、最も大切な九州

の山ですからね。そういう意味での価値づけを行うこ

とが、やっぱりこれから持続的にこの阿蘇を維持する

ためには重要じゃないかなと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　僕は後でまた市原

さんにも伺いたいし、吉良さんにも伺いたいんですが、

阿蘇に住んでいて、生活していてですね、だんだん担

い手も少なくなっている。阿蘇の野焼きも大変だと、今

一生懸命やっている。僕はこの仕事に関わったときに、

あと５年たったら大変だよと言われて、本当に大変な

時期だったんですよ。これからまた３年、５年後大変

だよ、何とか延びてきているんだけれども、高齢化はも

ういや応なしに来ますよね。都市圏の人が無関心であ

れば、なおのこと厳しくなる。そこの働きかけ、例えば大

漁旗が来るとかね、そういう話もいいし、ほかの自治

体の人たちとの関係もあるんですが、島谷さんは福岡

に住んでいて、熊本に来て、今、水と環境のことをずっ

とおやりになっていて、それで実家がこちらにあってで

すね、火の山、しかし、水がめとしての阿蘇はそれほど

まだ認識されていない。インパクトはどこに持っていっ

たらいいと思いますか、島谷流の。

○パネラー（島谷幸宏）　私は、やっぱり海だろうと思

います。福岡にですね、志賀島という島があって、そこ

に志賀海神社という神社です。そこは海の神社なんで

す。その人たちは山を誉めるというお祭りをずっとやっ

ているんです。「ああらよい山繁った山」「ああらよい山

繁った山」「ああらよい山繁った山」と３度山を誉めて、

鹿もいるんですね。だから、やっぱり昔から山を管理

するということが海の神にとってどれほど大切だった

のか。一つは、船を造るのに木が要るということなんだ

と思うし、山からの栄養源とか恵みによって海産物が

取れるということも知っていただろうし。それを管理す

るために人間が鹿を射るとか野焼きをするとか、そう

いう行為が必要だということを分かっていた。そういう

ものを見ていくと、やはり海とのつながりを明瞭に意識

することによって、全てが、その間のものは全部つな

がってくるので、そこをつなげていくというのが面白い

かなと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　要するに自然に昔は知っていたんだけれども、だん

だん文明の中で分断されていって、都市圏が生まれて

きて、その生態系というのがだんだん切れてきた。なの

で、今、環境省さんが言っている共存していく生活圏で

す、物すごく壮大な絵なので、マンダラ絵というふうに

言っているらしいんですけれども、一見ね、ちょっと荒

唐無稽じゃないかと思うけれども、要するに昔に戻っ

てつながっていこうということだと思うんですよね。

　そのあたりの話、また後で伺いたいと思いますが、

吉良さん、お待たせいたしました。

　何か専門家じゃないみたいに言われていましたけ

れども、細部までずらっと見たら、島谷さんよりたくさん

書いていましたよね、その。流れをね。あの中の３分の

１ぐらいを島谷さんが今日証明した、科学的に証明し

た。でも、経験的にというか、もう大体分かっていて、し

かし、微妙なことを言われましたよね。なりわいでみん

な分かっているはずなのに、農業をやっている現実の

人は野焼きはやっている、大事だ。でも、景観のためだ

けだったらもうやだという気持ちもないわけじゃない。

それはそうだと思うんです。人のために景観でやっ

たってしようがない。今度はみずがめで、水がめになる

ためだという意識をやっぱりそれほど強くはないんで

しょうか、そのあたりの苦労話からお願いしたいと。

○パネラー（吉良清一）　じゃ本当に苦労話をします

けれども、うちの村は移住者が、結構、都会から移り住

む方がいらっしゃる。何でですかと聞くと、景観とか、き

れいな水がたくさんあるという理由が多いです。じゃき

れいな水は何でいいと思いますかと尋ねると、これに

答える人はまあいません。住民もはっきりとは答えられ

ません。先ほど大きな４つの要因があると言いました

けれども、それを答える人は本当にいなくて、昔から水

から野焼きのボランティアという形で、本当に大勢の

方に来ていただいていて、全国見渡してもなかなかこ

ういうふうな形で、近隣都市圏からこれだけ大規模に

協力を得て環境保全やっているところってそんなに多

くないんじゃないかなって思っています。そういった中

で、今回こういった科学的な知見もさらに明らかに

なってきたので、福岡、あるいは熊本の方に協力しても

らう具体的な意義というか、メリットもより説明しやすく

なってきたと思いますので、こういったことをうまくア

ピールするといいなと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　千年委員会というのは、もう福岡でもやっていますし、

福岡の経済界の人が任意でずっとおやりになってい

て、この話は、福岡の方も言うんですよ、水がめで。やっ

ぱり福岡都市圏は阿蘇で守られているんだという、経

済界のそういう方はおっしゃるんだ、なかなか市民に

浸透しない。これからだと思うんです。

　じゃ今日参加している方、あまり時間がありません

けれども、今までの話を聞いて、ちょっと一、二聞いて

みたいなという、全体でもいいですし、特定の方……

○参加者　野焼きボランティアをやっています。お世

話になっております。

　今日は、最初にお二方で水の重要性という、非常に

理論的に分かりまして、大変ありがたくお聞きしました。

　ボランティアやっていますが、昨日もそうだったんで

すが、阿蘇市にある牧野で輪地切りをやっていました

が、ボランティアの一般の方からこういう質問が来る

んですね。虫もいないのに何で焼かないかんのです

かって。そのときにやっぱり今日の水の話、ＣＯ２の話、

そして私の自分の専門の生物多様性の話とか、そうい

う話をしてあげると大変納得いただけるんですね。そ

ういう意味で、私はボランティアのリーダーもやってい

ますけれども、リーダーの役目というのは非常に重要

になってきているというふうにここ近年思います。ボラ

ンティアは今登録1,000名いますから、延べで昨年実

績ですと2,300名ぐらい出ています、コロナの中で。こ

れコロナが終わったら3,000名近くいくという。さてこ

こで問題なのは、草原の恵みを守るための仕組みづく

りという中で、私たちボランティアはこの先どう向かっ

ていけばいいのか、率直に、市原さんなんかとは初期

のほうから相当いろんな議論をさせていただきました

し、吉良村長は今日初めてなんですけれども、特に吉

良さんと市原さんあたり、我々ボランティアなんですけ

れども、今後どういうふうに向かって行けば、この仕組

み、新たな仕組みづくりとしてお役に立てるのかという

ことをご示唆いただければ大変ありがたい。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　多分、みんな考えて結論が出なくてですね、難しいと

ころではあるんですが、じゃお一方ずつその辺を伺っ

て、島谷さんのほうからいきましょうか。もう短く。

○パネラー（島谷幸宏）　簡単に、じゃ。

　今日ちょっとお話を聞いていて思ったのは、草原が

あって集落あって、水田があって、本当はそれ全体の

土地利用が草原の仕組みを支えているので、そういう

観点をやっぱり大事にしないと駄目かなと思っている

ということです。

○コーディネーター（坂本　正）　何かその仕組みの

中で……

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　コミュニティ

自体がそれ全体を管理して……

○コーディネーター（坂本　正）　何か一つのコミュ

ニティ全体を維持していくことで仕組みができると。

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　草原だけを

守ろうということじゃなくて、それを使う仕組みも守って

いく。

○コーディネーター（坂本　正）　草原を核にして、生

活圏、循環を守っていくという。

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　皆さんもそれ

重 ご々存じ……

○コーディネーター（坂本　正）　それは話が重いん

だけれども、そういうふうにしていかなければ維持でき

ないよということですね。

　じゃ吉良さんのほう、お願いします。

○パネラー（吉良清一）　うちの村にはボランティア

の方が来ていただいていまして、本当に感謝しており

ます。輪地切り、輪地焼き、大変ありがたく思っており

ます。

　ただ、先ほど言われたように、虫がいないのに何で

輪地切りとかやるのということは今日初めて知りまして、

そうだな、本当だな。だから、草原の野焼きの目的をも

う少し分かりやすくボランティアの方々にも伝わる方

法も考えていかなければならないなというふうに思い

ます。引き続き輪地切り、輪地焼き、本当に御協力をお

願いしたいと思います。

○パネラー（市川啓吉）　ボランティアの皆さんから、

私が持っているものが宝物だということを教えても

らったんです。それまでは邪魔物だったんです。これ

は何のためにどうしたらいいんだろうというね、邪魔

でしようがないと思ったら、それは宝物ですよって教え

られたから、ガイドを通して、それで多くの人に知って

５万ヘクタールぐらいの草原があると学んでいたんで

す。だから、ここはアメリカの牛肉と対抗するには阿蘇

ぐらいしかないと、そういう認識があったんです。

　それで、阿蘇は草原があって、みんなが豊かで。それ

は水だけじゃないんです。空気もですね、木よりも草の

ほうが浄化する、あるいは高いと言われているんです。

そっちのほうも目を向けんといかんとですね。ですか

ら、私はガイドのとき、そういったことを皆さんにお伝

えしているんです。だから、私、200人以上、去年、おと

としとガイドをしましたけれども、そういった人に一人

一人ね、みんな伝えて、阿蘇の草原はいいというけれ

ども、どんなところがいいですかって。空気がいいと。

景色が見れる。これは森林になったら景色は見えない

んですね。だから、森林はちょっと空気がいいように考

えるかもしれませんけれども、景色が見えないと、その

中での活動だけしかできないから。草原の場合は見

渡しができますね。阿蘇の山を見渡しながら草原を歩

くといかにすばらしいかというのがみんなが知ってい

るんです。そうすると、来られた方たちは、心が癒され

たと言って帰られるんです。ということはですね、私は

いつもみんなに訴えているんですけれども、あそこの

草原というのはね、名医だって。それがやぶ化してい

けば、やぶ医者になるって。だからね、草原は守ってい

かんといかんて。それをね、地元の人がやっぱり知る

必要があると思う。お医者さんをね、育てているから頑

張ろうと、そういう意識。そして周りから来る人たちの

癒やしてもらうんだったら治療代ぐらい払えと。ただで

来て帰っていくのはどういうことかと。そういう認識の

下に、より多くの人に、阿蘇を支えるためにはそういう

外部からの援助も必要なんだと。高齢化になったら、

ボランティアの皆さんが応援に来てくださっています。

ボランティアさんも高齢化しているんです。ですから、

より若い人たちにも訴えて、若い人の力も活用できるよ

うにしていかなくちゃいけないと。そういうふうに考え

て、阿蘇の草原の水だけでなく、空気を守るという、そ

れは全ての人に関係してくるので、ぜひそういったこと

を知ってほしいなと思って、今のところ頑張っています。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　でも、滝がなくなっている、減っているというのは、本

当にちょっと衝撃的な話ですよね、やっぱり環境問題

の中で。あるいは草原といったら、草原の場合は、崩れ

てもすぐ復活すると。だから、地震とかなんかあっても、

崩れたところから復活するというので、非常に強いも

んだという意識があるんですが、滝がなくなっていると

いうのは、ちょっと私も考えが及ばなかったんですけ

れども、やっぱりそれも一つの象徴ですね。滝の復活

も大事になるかなというふうに思いますね。

　コロナ禍にもですね、そういう地元の方もおられる

ので、そういうのを知っている方もおられると思うんで

すよ。やっぱり何が変化したかって。その後、島谷さん

に全部証明してもらうというのが一番やりやすい方法

かなというふうに思うんです。

　じゃ、最後というわけじゃありません、まだ一巡して

きたわけですけれども、今まで話を聞いて、三宅さん、

今まで北海道へ行って、熊本にこちら通ってきて、これ

からまた大きな活動があって、世界文化遺産を担うよ

うな、そんな話があって。今回の企画も関係者も非常

に大きな研究の課題、やっていると思うんですよね。

やっぱり子供の教育含めて、観光含めて、何を訴えて、

阿蘇をみんなと価値を共有していくっていう、その肝の

ところは何だとお考えですか。

○パネラー（三宅悠介）　なかなか難しいかなと思っ

ているんですけれども、分かりやすさというのは非常に

大事なのかなと思っています。島谷先生おっしゃって

いただいたみたいに、阿蘇で仮に草原が全部森林に

なってしまうと、1,000万トンぐらい水が減るので、有

明海のノリ養殖のための緊急放流がもうできなくなる

んだとかですね、福岡市であれだけの人口を維持でき

なくなるんだという、そういう分かりやすいメッセージ

と、あと、村長おっしゃっていたみたいに危機感を少し

あおっていくようなことも考えていく必要があるかと思

います。

○コーディネーター（坂本　正）　災害もひどくなりま

すよね、一気に流れてくるわけですから。

○パネラー（三宅悠介）　そういうのをうまくアピール

していくと。

　それで、地域循環共生圏、先ほど非常に分かりにく

いというようなお話もいただいていて、ちょっと私たち

の職員もなかなか理解することも難しいんですけれど

も、実はこの阿蘇は割とそういう意味では先進的な地

域だと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　あれは阿蘇を説明

するためにつくった地域循環圏だと私は思っておるん

ですね、ずっと、広いから。ただ欠点はですね、土地に

ずっと水道になって、いろんな都市部があって、海で

しょう、有明。遠いんですよ。だから、阿蘇だと思っても

つながりがぼんやりするんで、なかなか下流にいる人

たちが恩恵をですね、ぼんやりしか分かりにくいなと

いう、ちょっとそこのところですよね。

○パネラー（三宅悠介）　そうですね。ただ一方で、こ

のエリアには、今でも福岡県、あるいは熊本の都市圏

子供も大人もお年よりもですね、女性も男性も関係なく、

みんながそういったことを知る必要があると思うので、

それを情報として発信する。それが環境省さんなり、農

水省なりなんなりですね、大きなところからメディアを

通してでもなんでもですね、発信していくということは

大事だと思いますね。

　私も地元の農家に住んでいる限り、農家の人たちに

その宝物を守っていく必要があるんだよということを

強く訴えていきたいと思っているので、今取り組んでい

る小学生の草原学習とかですね、そういったものをぜ

ひ活用して、さらに将来のボランティアさんなり、地元

の担い手を構成できるように頑張っていきたいと思っ

ています。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　それでは最後に、大トリになります。三宅さん、お願

いします。

○パネラー（三宅悠介）　ありがとうございます。

　環境省は最近脱炭素、カーボンニュートラルという

ことで、環境省というか全政府を挙げて取り組んでい

ますけれども、先ほどご紹介あったとおり、阿蘇草原で、

このエリアの世帯の排出量の1.7倍の二酸化炭素を

固定しているということがあります。そういった観点か

らの重要性というのもこれから訴えていくと、社会の流

れにも乗っていけるのかなというふうには思っており

ます。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　今ある阿蘇の生活圏、これはやっぱりボランティア

の人を含めて草原を維持していく、水を守っていく。そ

のことが福岡都市圏、熊本の都市圏、多分、大分も入

ると思うんですね、北九州、九州の上のほう半分は阿

蘇に支えられているんだという意識は重要だと思いま

すが、何よりもこの仕組みを維持していくためには、子

供が、今日は残念ながら参加が難しかったわけです

けれども、やはりこの内容を共有する、防災意識として、

郷土の誇り、伝統というものを共有して、それを同じ地

域の世代がみんな使えていくような、そういう教育シス

テム含めてですね、これからの新しいステージづくり

が必要かなというふうに思います。

　今日はどうも大変ありがとうございました。（拍手）

○司会　坂本先生、パネラーの皆様、大変ありがとう

ございました。

　ご来場の皆様、限られた時間ではございましたが、

ありがとうございました。また、配信でご覧いただいて

いる皆様、お聞き苦しい点が多々あったと思いますが、

お許しください。

　阿蘇草原再生協議会では、本日いただいたアイデ

アも参考にさせていただきながら、今回の分科会の

テーマである草原の恵みを守るための仕組みづくりを

進めてまいりたいと思いますので、皆様、今後ともご協

力のほど、どうぞよろしくお願いいたします。

　それでは、阿蘇分科会はこれで終了とさせていただ

きます。

　皆様、もう一度拍手をお願いいたします。（拍手）

　ここで、皆様にご連絡ですが、この後、第13回全国

草原シンポジウム本会場と全国３分科会の開場をつ

ないでの全体会がオンラインにて開催されます。この

会場で流しますので、ご興味がございましたら引き続き

見ていただければと思います。

　皆様、本日は大変ありがとうございました。

もらう必要があるというふうに考えたわけで。というこ

とはですね、地元の人もそれを宝物とは思っていない

んです。ですから、ボランティアさんが地元の人と交流

するときに、そうした宝物を発見したら、ここにはこう

いうすばらしいものがありますよということをまず伝え

ていただきたいと、自分たちが発見したことをですね。

でも、多くの人は気づかないんですよ。それをまず教え

ていただくということ。

　そして、気づいたものをほかの人たち、つまり新たな

ボランティアさんが来れるように、そういうのをまた教

えていただくと。学校の生徒さんたちなんかもきても

らっているので、そのときにはね、本当に助かっていま

すけれども、そういった若い人たちですね、今後のそう

いう支援に回れるような、そういう仕組みづくりという

ものも大事かなと思います。

　今後そういうふうにして、農家さん、ボランティアさ

ん、お互いいろいろ、ほかの観光で来る人だって阿蘇

の草原の大切さというのをね、みんなに伝えていく必

要があると思うんです。生活環境を守るために何が必

要かという、そういった点で、私たちはみんなが草原

を通して生かされているということを認識できるように

伝えていくことが大事だなと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　今、もうボランティアさんも草原を守る非常に大きな

担い手で、やっぱりみんなで一緒に考えて出し合って

いくと。仕組みづくりは大体こう見えているんですけれ

ども、具体的なところはいま一歩手前かなという感じ

がします。

　三宅さんはそういう話を踏まえて、環境省としては、

このステージづくりをつくったら、絶対支えていくんだ

というような意気込みもあったらよろしくお願いします。

○パネラー（三宅悠介）　ありがとうございます。

　私もせっかく阿蘇に来たものですから、今年、個人

的ボランティアに参加させていただいて、非常にすば

らしい仕組みだなと思っています。あまり私自身は課

題は見当たらなくて、もうどうやってこの組織を継続、

発展させていくかというところかなと思っていますので、

我 と々してもしっかりサポートしていきたいと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうございま

した。

　もう大体時間がまいりましたので、今日は限られた

時間でございました。でも本当に２人のスピーカーの

方には簡潔に要点を絞ってお話しいただきましたし、

彼らの中で議論は大分深まってきたかなというふうに

思います。

　それでは最後に、今日の会を終えるに当たって一言、

今後の課題、あるいは自分が今考えていること、一言

ずつお話しいただいて、閉めたいと思います。

　じゃ島谷さんのほうからお願いします。

○パネラー（島谷幸宏）　今日ちょっといろいろやっ

ぱり聞いていて思ったのは、これからまたポストコロ

ナで地域分散というのが非常に重要で、その中で、子

供たちがこういうことに参加できると、すごいクリエイ

ティブな人間ができていくんだろうなというのをすごく

思っていて、環境省の方ともいろいろとお話ししている

んですけれども、やっぱり防災教育と環境教育を一緒

にするだとか、そういう形の新しい展開で、子供たちの

力をもっとつけないと、これからのサバイバル時代を

乗り切れないので。ボランティアみたいなものは、何か

学校教育としてちゃんとやっていく必要があるんかな

という話を聞いていていろいろと思いました。ありがと

うございました。

○コーディネーター（坂本　正）　じゃ吉良さん。

○パネラー（吉良清一）　私は特に自治体の首長とし

て、発信力が大事だと思います。島谷先生から情報を

いただいて、その情報で理論を武装して、強く訴えてい

きたいと思います。また、阿蘇の首長さんたちとも足並

みをそろえて、さらにどんどん盛り上げていきたいと思

いますので、これからもよろしくお願いいたします。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうございま

した。

　じゃ市原さん。

○パネラー（市原啓吉）　これは前の環境省の所長さ

んが私に教えてくれたことですけれども、イエロース

トーンが国立公園になったときですね、神が創造され

たもので、決して私有物にしたり、少数の利益のため

に開発すべきものではない。この地を国民のために永

久に保存するには国立公園にするという、そういうあ

れでこれをまず、イエローストーンが国立公園になっ

たと。それで、日本の昭和31年に国立公園法が制定さ

れて、1934年に初めての国立公園ができたと。その中

でも阿蘇もそういう国立公園になってきたということで

すね。

　そこには、やはり草原というのが大々的にあったわ

けで、だから国立公園になったわけで。阿蘇山があっ

ても、阿蘇山という山はないんですね。阿蘇山というの

は５つの山が成り立って阿蘇山って言うんで。その阿

蘇山は、草原があって初めて目立つんです。つまり主

役はですね、脇役がいないと目立たないんですよ。そ

の脇役である草原は、脇役だけでも重要な働きをして

いるんで、それをみんなに知っていただくためには、
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○司会　では、始めたいと思います。

　ご来場お皆様、そして配信でご覧くださっている皆

様、こんにちは。

　ただいまより第13回全国草原サミット・シンポジウ

ムｉｎ東伊豆、阿蘇分科会を開催いたします。

　私は、今回の進行役を務めさせていただきます公益

財団法人阿蘇グリーンストックの井上と申します。どう

ぞよろしくお願いいたします。（拍手）

　ありがとうございます。

　さて、今回の分科会では、阿蘇草原再生、新たなス

テージへ～草原の恵みを守るための仕組みづくり～

をテーマに２つの講演、また、その後、パネルディス

カッションを予定しております。パネルディスカッショ

ンでは、時間が許せば会場の皆様の声もお伺いでき

ればと思っておりますので、どうぞよろしくお願いいた

します。

　なお、今回は新型コロナウイルス感染防止対策とし

て、会場の人数を制限させていただいております。同時

にユーチューブでのオンラインの配信も視聴できるよ

うになっております。配信でお聞きの方もメッセージ等

でご意見をいただけましたら幸いです。

　それでは、講演に入ります前に、今回の分科会の趣

旨につきまして、環境省阿蘇くじゅう国立公園管理事

務所の山下さんからご説明をいたしますので、よろしく

お願いします。

○環境省阿蘇くじゅう国立公園管理事務所（山下淳一）

　皆さん、こんにちは。環境省阿蘇くじゅう国立公園管

理事務所の山下と申します。

　今日は、お集まりいただきまして、ありがとうござい

ます。

　私のほうから、まず今日のこの分科会の趣旨をごく

ごく簡単に３分ぐらいでご説明をさせていただきたいと

思います。

　それでは、早速まいります。

　もう皆さん、ご存じのとおりだと思いますけれども、阿

蘇の草原の特徴というのは、まず野草を主体とする草

原としては日本最大の規模であるということと、牛馬を

利用した農業生産とか草資源の循環という経済社会

の仕組みによって維持され続けた草原、あるいはその

まま放っておいてずっと草原であったということでは

なくて、生業によって維持され続けた草原というのが大

きな特徴であると思います。

　その草原ですけれども、いろんな恵みといいますか、

役割を持っていまして、まず、１つご紹介するのは多様

な生き物のすみかということで、植物で大陸と陸続き

だったことを物語っているようなヒゴタイですとか、そ

ういう植物があったりとか、ほかでは見られないよう

な希少種の植物も生育していたり、あとは、植物が多

様であるからこそ、多様な動物の生息できる環境を育

んでいると。１つ取り上げますと、チョウなんかでは、熊

本県で見られるチョウ117種のうち109種がこの阿

蘇の草原で見られる、チョウの楽園とも言われるよう

な多様な生き物のすみかになっています。

　それから、観光資源としての価値、これも言うまでも

ないことかもしれませんけれども、ちょっと古いデータ

なんですけれども、観光客の方に阿蘇のどこがいいで

すかというのを聞いたアンケートがありまして、草原が

広がる風景というのを77％の人がいいと答えていた

りですとか、牛馬のいる放牧風景とか花やチョウなん

かの野生生物がある風景なんかを答えていらっしゃる

方もいて、かなり観光資源としても欠かせない存在に

なっていると言えます。

　それから、最近注目されているところでいうと、炭素

の固定機能というのがかなり優れているらしいという

のが見えてきていまして、2013年の成果を基にします

と、阿蘇郡市の全世帯が１年間に排出するＣＯ２の量

の1.7倍ぐらい相当の炭素を草原が固定しているとい

うことで、阿蘇の中で見たら、排出よりも吸収が勝って

いるというようなことが言えて、地球温暖化防止の観点

からも未来に残す価値が高いというふうに考えられて

いたりします。

　それで、そういう様々な恵みがあるんですけれども、

過去から草原がどうなってきたのかというのを見ると、

かなり減ってきていると。100年前は阿蘇地域、ほとん

ど草原が広がっていたのが、見ていただいたら分かる

とおり、2007年にはかなりそれが森林に置き換わって

しまっているというような現状になります。

　草原再生協議会というところで議論をしていますけ

れども、じゃこの先どうなっていくんだろうって考えたと

きに、30年後の姿をちょっと想像しようみたいな話を

していまして、５年に１回牧野の調査がされている中で、

野焼きとか輪地切りをあとどのくらい継続できますかと

いうような調査項目があります。その中で、「10年以上

はできそうだ」と答えている牧野さん以外は、ちょっと

30年後まで管理を続けているのは難しいんじゃない

かというふうに仮定した場合なんですけれども、面積

で６割ぐらい減っているような予測になります。

　こういう状況もある中で、次世代へ残すべき姿で30

年後の目標というのを草原再生協議会の中で議論し

ていまして、先ほど申し上げた６割の草原面積減少と

いうのもあり得るかもしれないという中で、「今と変わ

らない規模の草原を残す」ということを目標に設定し

ようとしています。これ特に牧野組合さんの意向も大き

くて、やっぱりモチベーションを持ってやっていくため

にも、減少というところを目標にしてモチベーションも

上がらないだろうということで、最低限維持はしようと

いうような目標設定をしようとしています。

　そのために、３点目なんですけれども、そのために

は長年続いてきた生業による草原維持、これをどう支

援を強化していくのかというのを考えていく必要があり

ますけれども、もう一つ、今までもこれはやってきたんで

すけれども、もう一つ、近年、草原の持つ恵みというの

は、先ほどお話ししたような部分というのが注目され

ていますので、この草原の恵みを守るという観点から

も、草原を支える仕組みづくりというのを進めていく必

要があるかなというふうに思っています。今日は、この

草原の恵みを支える、守るための仕組みづくりというも

のを考える一つのきっかけにしたいなと思っておりま

す。そのために２つほどご講演をいただいて、その後

にパネルディスカッションということで進めさせていた

だければと思っておりますので、皆様よろしくお願いい

たします。

　私からは、駆け足になりましたが、以上です。

○司会　ありがとうございました。

２．講演

①阿蘇の草原がもたらす恩恵～最新の研究報告～

　それでは、早速、講演に移りたいと思います。

　お一人目は、熊本県立大学特別教授の島谷幸宏様

にお願いしたいと思っております。

　島谷先生は、現在多くの研究者が関わって進めてお

られる環境総合推進費研究の研究リーダーであり、今

日はその成果について、阿蘇の草原がもたらす恩恵、

最新の研究報告についてご講演をお願いいたします。

　それでは、島谷先生、よろしくお願いいたします。

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　皆さん、こん

にちは、島谷です。

　阿蘇の研究は、立場的には九州大学の特命教授と

してやっています。ただし、４月から熊本県立大学のほ

うにお世話になっていまして、私の実家が龍田なので、

熊本を今中心にしながらいろいろ仕事をしています。

　今ご紹介になったんですけれども、これが環境省の

推進費のテーマです。阿蘇をモデル地域とした地域循

環共生圏の構築と創造的復興に関する研究というこ

とで、大きく言うと３つのテーマでやっていて、そのそれ

ぞれのテーマがまた３つに分かれていて、９つの大き

な研究が集まった物すごく大きい研究です。私が全体

のリーダーをしていて、東海大の市川先生が特に地下

水のことをやられていて、慶応大の一ノ瀬先生が特に

後ろのほうの地域循環共生圏のほうの研究をされて

います。今日お見えになっています、実は。ちょっと驚き

ました、私も。

　研究の背景は、2017年に北部九州豪雨があって、

2016年に熊本地震があって、それで熊本県は創造的

復興というのを打ち出されました。その創造的な復興

を環境省が提案されている地域循環共生圏とどうやっ

てつなげていくかという研究になります。

　今日は特に草原のお話を中心にしますが、この阿

蘇は九州の中央部にあって、実は６本の１級河川、筑

後川、大野川、五ヶ瀬川、菊池川、白川、緑川という６

本の１級河川の水源になっています。ですから、玄海

灘から瀬戸内海から有明海からですね、いろいろなと

ころに水を注ぐ一番上流の地域になっています。流域

の人口が230万人と言われていて、しかも筑後川から

福岡導水で水を配っていますので、約480万人、500

発散、雨から蒸発散を引いたものが水資源量というこ

とになります。特に筑後川の場合はダムがありますの

で、雨が降ったときの水も全部ためてしまうので、基本

的には下流に流れていく水資源量は降った雨から蒸

発する量を引いたものということになります。

　そこで、こういう樹林とススキがどれぐらい蒸発散量

が違うかということを測定しています。宮沢先生という

先生が研究をしています。植物には、ちょっと難しくな

るんですが、光合成をするときにＣ３という植物、普通

の一般的なＣ３植物というスタイルと、ススキのように

Ｃ４植物というスタイルの光合成をやるタイプとがあり

ます。ススキはＣ４植物というタイプになります。Ｃ４植

物というのは、難しいんですけれども、機構がすごく

違って、非常に二酸化炭素を節約しながら光合成をす

ることができます。水を使う量も非常に少ない、節水型

の植物というふうに言われています。このＣ３植物とＣ

４植物というのは非常に重要なポイントになっていて、

阿蘇では草原にするとほとんどススキになります。スス

キになるということが蒸発散量を小さくしているという

ことになります。

　それで、今、牧野の方に協力していただいて、直接

葉っぱにこういう樹液流計というセンサーをつけて、

ここから今、直接測れるようになりました。一つ一つの

茎からどれぐらいの水分が蒸発しているかというのを

１年間測っています。それで分かってきたことは、これ

が杉で、ササやヤシャブシで、ススキとなりますが、１

年間ずっと積算していくと、杉とススキでは非常に大き

な蒸散量の違いがあるということが分かってきました。

これはもう光合成の仕組みが根本的に違うので、非常

に節水型の植物であるススキが生えているということ

がこの節水型だということが分かりました。

　今ちょっとそれを年間どれぐらいの蒸散量になるか

という推定を行っていて、ちょっとまだ低めの推定に

なっているんですが、これススキです。ススキがＣ４と

いう植物で、ほかのは全部Ｃ３植物なんですが、ススキ、

ササ、杉、ヒノキ、ヤシャブシというようなもので考えて

みると、恐らく杉・ヒノキに比べて１年間に年間の蒸発

散量が100ミリは最低違うだろうということが明らか

になってきました。

　現時点ですが、今年度の３月までで研究を終わりま

すので、それまでにはこの明確な数字が出てくると思

うんですが、水の使う量からすると、ススキ、ササ、ヤ

シャブシ、杉、ヒノキという順番になるであろうというこ

とがどうも明らかになってきました。これ非常に重要な

ことになります。

　ここに阿蘇がありまして、ここに、今見ている草原っ

てほんの一部の草原なんですが、もし樹林に替わって

しまうと、年間100ミリから200ミリぐらい、下流に流れ

るお水の量が減ってしまうということになります。100ミ

リというのは高さの単位ですね。１年間、大体この地域

が3,000何百ミリと降りますが、そのうちの100ミリ分

が蒸発、空中に出ていってしまうということになります。

ですので、草原があることによって、下流に水を配るこ

とができているということになります。大体その量は、

後でちょっとご説明しますが、年間1,000万トンとかそ

ういう量になります。実は、下筌、松原ダムという、ここ

に２つ、ちょうどこの阿蘇から出てくるところにダムが

あって、そこから平地に水が出ていくわけですけれども、

このダムでは発電を行ったり、下流への有明海に流れ

ていく水を供給したりしているわけですけれども、実は

有明海のノリが取れなくなった、冬場取れなくなったと

きには、このダムを操作して、水を放流して下流に栄

養物を送るという、栄養源を送る操作をしています。そ

の水の量は大体1,000万トンとか、大体それぐらいの

量なんですが、それは草原がなくなると、それがちょう

どできなくなるぐらいの量になります。非常に大きな量

です。

　今までに行われた松原、下筌ダムによる緊急放流と

いうことで、大体冬場です。冬場、ノリが行われるように

なって、ノリの色落ちと言って、色が落ちてくるんですね、

栄養塩がなくなると。窒素の濃度が低くなったときに松

原ダムを放流すると、窒素濃度がばあっと上がって

いって、色落ちしなくなるということで、実は草原の水と

いうのは、有明海のノリを支えているということにもつ

ながっているんですけれども、あまりそれは意識されて

いません。松原ダムの流域で例えば草原がもしなく

なってしまえば、約1,000万トンぐらいの水資源がなく

なってしまうということになります。それは、人口でいう

と11万人分ぐらいの水資源量になるということなので、

非常に大きい水の量だということが分かると思います。

今まで草原について、あまり定量的に水をどれぐらい

節約するかというのを分かっていなかったんですが、

それが今分かりつつあるということです。

　それともう一つは、今、立野ダムができているんです

が、こっちがカルデラと、下流の熊本の地下水がつな

がっているかどうかということに焦点を当てて研究を

しています。ずっとボーリング調査が、最近、地震の後

いっぱい行われまして、そのときの地下水を連ねてい

くと、これがつながっているということが明らかになっ

てきました。それがですね、量的にどれぐらいかという

と、これは熊本大学の嶋田先生たちがシミュレーショ

ン、１年間の水収支というのを示したものです。

万人の水源になっているということで、非常に重要な

地域になっています。

　しかし、これはあまり知られていないです。私、福岡

市民もやっているんですけれども、福岡市の人は、筑

後川から水をもらっているという意識はあるんですけ

れども、阿蘇から水をもらっているという意識はほとん

ど希薄なんですね。有明海の人も、筑後川とか白川と

か緑川とか菊池側から水が流れているというのはよく

知っているんですけれども、その上流は草原だという

のを皆さんご存じない。有明海は、よく泥の干潟で、阿

蘇の噴火物によってできているどろどろの干潟で、そ

れが非常に豊かだというのは言われているけれども、

その水の水源が阿蘇だというのはあまり言われてい

ないと。そういうところがあります。

　この９つの、サブテーマになるんですけれども、簡単

にいうと一番上が自然災害を生態系によってどうやっ

て守るかというような感じの研究です。自然資源を使

いながら災害を防ぎ、それを創造的復興につなげてい

こうというのがテーマ１。テーマ２は、熊本地震によっ

て地下水に影響が出たので、その地下水がどういう影

響を受けて、それがどういうふうに回復しているのか。

それから、その地下水が、１回カルデラの中に入った

水がどういうふうにほかのところとつながっているか

という研究。テーマ３は、自然資本と社会関係資本と

いうのは、人間関係とかいろいろな社会のことにも注

目して、地域循環共生圏というのをどういうふうに成

立していけばいいかという、文系の研究から理系の研

究まで、非常に幅広い研究となっています。

　簡単にいうと、阿蘇地区の中で自律分散型の社会

を構築しつつ、他の大都市圏等といろいろな交流をし

ながら、創造的復興と地域循環共生圏をどうつなげて

いけばいいかということの研究をしているということ

になります。

　扱っている自然資源としては、草原だとか森林、そ

れから石材、水田、湿地、水みたいなものを対象にし

ています。

　この図はですね、ここに中央の火山地帯があって、

カルデラがあって、外輪山があって、そういう色を示し

ていますが、この草原、災害との関係を示していますが、

集落の配置をどういうふうにすればいいのかとか、低

地の氾濫をどうやって防げばいいのかとか、田んぼダ

ムをどういうふうにしていいのかとか、こういうカルデ

ラと外輪山のランドスケープに基づいた自然の機能

も生かしたような防災はどうあるべきかというような研

究をしています。

　皆さんご存じのように、阿蘇はこの草地が外輪山の

上と斜面というのがあって、その下に林地があって、集

落があって水田があるという、一つの配置構造が単位

となって、一つの集落が草地から林地、水田、そういう

管理をしているという、そういう仕組みがあるというの

は皆さんご存じで、こういう関係が非常に重要だとい

うふうに思っています。

　まず、災害との関連を見ていくと、草原、これはです

ね、縦軸に崩壊の確率を書いてあって、これいろいろ

な植生について書いてあるんです。これを見ると、草原

が崩壊の確率が高い。しばしば崩れやすいということ

が分かりますが、そのときの崩壊の深さは小さいという

ことが分かっています。ですから、草原にすると、時々

崩れるけれども、大きな被害はもたらさないというよう

なことが分かっていて、しかも、傾斜が比較的緩いとこ

ろの樹林帯がこういう土石流とかを緩衝する機能が

あるということも分かっています。

　次に、水の機能についていろいろ研究しています。

特に筑後川と白川に着目して研究を実施しております。

　実は、筑後川というのは阿蘇の外輪山を水源として

福岡県を通りながら有明海に注いでいる九州一の大

河です。ここから福岡に導水を持っていって、福岡市の

水も供給して、約30％ぐらいの水を供給しているとい

う非常に重要な川になっています。松原ダムというダ

ムが筑後川の上流にあって、上流のこの地域の水を、

外輪山の水を集めて、１回、松原ダムでためて、それで

下流に供給しているということになります。流域の草原

の状況を見てみると、どんどんどんどん今減っていると。

1900年頃に比べて、半分ぐらいになっているというこ

とが分かります。

　それで、どういうことをやっているかというと、実は雨

が上から降って、雨が降ったものが植物とか地上から

蒸発とか発散、発散というのは葉っぱから出ていくの

を発散と言うんですが、蒸発散して上に向けていくと。

それ以外のものは表面に流れるのと地下に浸透する

のと、二通りで流れていくということになります。ですか

ら、下流に流れていく水の量は、この植物等からの蒸

を目的として、村長が火入れ責任者となって野焼き再

開を進めておられます。本日は、その事例を中心に南

阿蘇村の草原管理の取り組みについてご発表をいた

だきたいと思います。

　それでは、吉良村長、よろしくお願いいたします。

○南阿蘇村村長（吉良清一）　皆さん、こんにちは。今、

紹介がありました南阿蘇村の吉良と申します。

　今、村長ということでございますが、私はもともと農

家の長男で、無農薬の米とか、あるいは私自身も野焼

きとかに参加しておりました。これまで農地や草原を

守るためにいろんなことをやってきたんですが、もう農

家の１人、２人では、これはもう守れないということで、

村長を目指しました。しかしながら、なかなか簡単に

は合格させていただけませんで、今から17年前に南

阿蘇村が合併したときに初めて出まして、落ちて、落ち

て、落ちて、４回目にやっと合格いたしました。周りの人

は私のことを吉良清一の趣味は何か知っとるかいと、

吉良清一の趣味はね、選挙だもんなと。特技は何か

知っとるといったら、特技は落ちることだもんなという

ふうにからかわれておりました。

　そういうことで、私は本当にこの草原の水量を守る

と、このために村長になったようなもので、今いろんな

取組でしっかり頑張っております。私は、講演するほど

知識が豊富ではありませんので、地元の水分量など現

状をお話ししようと思って、この役を引き受けました。し

ばらくの間ですが、よろしくお願いします。

　それでは、早速、話に入っていきますけれども、話の

内容は、この画面のとおりで、途中に私の持論あたり

も少し述べさせていただきたいと思います。最後に、村

で作ったビデオがございますので、それをご覧いただ

ければと思います。

　まず、南阿蘇村の火入れ対象地は1,500ヘクター

ルございまして、27の牧野があります。うちの牧野の特

徴としましては、こっちの北側と比べまして急斜面が多

いということ、それから、谷が深いということがうちの

特徴だと思います。そのために輪地切りなどはとても

苦労しますし、また、放牧牛を見つけにくいという、そう

いう苦労もございます。そして、平成28年に３つの牧野

が中止をいたしました。原因は、これは慢性的なもの

なんですが、高齢化、あるいは担い手不足、また、火入

れ責任者の、これは区長さんなんですが、その責任が

大変重いということが原因です。死亡事故が28年に

発生しまして、区長さんが死亡事故の後に事情聴取と

か、あるいはいろんな事故後の手続とか、また、遺族へ

のお見舞いとか、ものすごくご心労をされております。

火入れ責任者についてはまた後ほどお話ししたいと

思います。

　そして、これは同じく28年に起こった熊本地震です。

牧野のあちこちでこういう牧道が被災を受けまして、２

つの牧野組合で野焼きを中止しております。

　これから再開に向けた取組ということを簡単にご説

明しますと、南阿蘇村と牧野組合、熊本県で連携協定

を結びました。真ん中にいらっしゃるのが白川牧野組

合の組合長さんです。白川水源の上辺りが野焼きが中

止されておりますので、そこら辺からまず復活したほう

がよかろうということにしました。村と熊本県で予算を

組みまして、防火帯の整備等を行いました。その白川

地区でも集会をして、野焼きの再開について議論が

あったんですが、野焼きの再開についても疑問視する、

つまり無理やりせんでもいいんじゃないかという意見

もありましたけれども、その中央の後藤区長さんの強

いリーダーシップで、野焼きは何としてもせないかんと

いうことで、再開することができました。

　火入れ責任者をですね、区長さんから村長、私とい

うことにしました。区長は現場の監督者。それから、こ

れまで区長が申請をして村が許可するという許可制

度でしたけども、これも届出だけでいいという届出制

にいたしました。

　重機により白川牧野を早朝、総延長で20.7キロ

メートル、800万ぐらいかかったと思いますが、整備を

いたしました。それによって、今年の３月に、これは野

焼きの様子ですが、４年ぶりの野焼きでしたので、多く

のカヤがあって、もうそれはそれはすさまじいほど、恐

ろしいほど燃え上がりました。

　これは５月の写真ですけれども、野焼きをしたところ

が緑色になっているかと思います。途中に防火帯があ

ります。中腹ほどには保安林がございます。

　これは、ちなみに私が朝に写真を撮ったんですが、

３月です。雪が降ったところが白くなっていますが、野

焼きをしたところは、野焼きをすれば草がありません

ので、もう地面に直接雪が積もります。ですから、こうい

う具合に白くなります。白くないところは、野焼きがして

いないところです。

　私の持論を少し話しますと、左が野焼きをしない場

合、右が野焼きをした場合で、梅雨の時期がですね、

梅雨は雨が降るわけですから、野焼きをしたところは

草が生えていますので、雨が、先ほど島谷先生の話に

もあったように、雨が地下に浸透します。しかし、左側

はススキがありますので、いわゆるかやぶき屋根状態

で、恐らくほとんど地下には浸透せんで、カヤを伝って

下に流れ下っているのではないかというふうに考え

ます。

　皆さん、水収支ってとっても分かりにくいんですけれ

ども、阿蘇のカルデラを一つのおけみたいに考えて、

上から降ってくるのが１年間に3,629ミリの雨が降っ

てきています。これシミュレーションで出てきたものな

ので、この辺の蒸発量というのはいろんなところの平

均になっています、建物とか水田とか山とか。大体その

うちの463ミリぐらいが蒸発していくよと。土の中に

2,600ミリぐらい入って、土から2,500ミリぐらい出て

きているということが分かります。蒸発するので、それ

が155ミリということで、地下水から７ミリ、それほど大

きな値じゃありません。地下水、つながってはいますけ

れども、ボリュームとしては大きい値ではないと。１年

間に3,000ミリぐらいの水がカルデラから下に出て

いっていると。

　これ非常に重要なのは、そのうち、3,000ミリのち

2,500ミリぐらいは１回土の中にもぐってゆっくりと出

てきているということです。ですから、洪水のときに出て

いっているのが大体500ミリぐらいということで、これ

は非常に、日本の川の中では大体洪水のときに出て

いく水の量とふだん出ていく水の量が１対１ぐらいだ

と言われているんですが、阿蘇の場合にはカルデラが

あるせいで非常にゆっくり水が出ていっていると。だ

から、下流の洪水も草原とか水田の涵養とかによって

減らしていると。だから、１回雨が降っても水が染み込

んでいきますので、それがゆっくりと湧き水という形で

出ていっているということになります。

　それで、大体の量は出てきたんですが、大体、阿蘇カ

ルデラから流出する白川の流量は年間７億トンと。そ

のうち大体１億トンぐらいが白川の中流域で、農地で

地下に浸透していると言われていますので、阿蘇カル

デラの中に降った雨のうち、１年間に約１億トンぐら

いの地下水は熊本市の地下水として供給されていると

いうことが大分明らかになってきました。ですから、今

まで定性的には言われていたんですが、こういう現象

は、一つは外輪山の草原は福岡の筑後川はじめほか

の地域の水の資源として非常に重要な役割を果たし

ていると。阿蘇カルデラから熊本に関しても、カルデラ

に降った水もちゃんと地下水を涵養するのに役立って

いるということが明らかになって、やっぱり草原を守る

ということは、非常に大きな水資源、九州北部の水資

源を守るのに非常に重要であるということが明らかに

なりました。

　私たちは、先ほどもちょっとお話ししましたように、

創造的復興と地域循環共生圏をどうやってくっつけて

いくかという研究をしています。私たちが考えている創

造的復興というのは、地域の資源の価値を創造する、

再発見する。社会的な課題を踏まえて再発見する。そ

れこそが創造的復興であると。価値創造こそが創造的

復興であると。

　草原の場合は、先ほど言いましたように、今までい

ろいろなことが言われていますが、特に今回の研究で

は、水資源の供給機能が非常に大きいということが明

らかになったと。防災機能もあるということも明らかに

なったということであります。

　そういう価値を創造して、今度は福岡や熊本市の水

資源として価値を共有する必要があります。有明海に

対しても、阿蘇は有明海の恋人というようなですね、そ

ういうフレーズを共有する必要があると。そういうこと

によって、都市からの資金だとか漁民からの応援だと

か、そういうふうな価値を認識することによって、さらに

いろいろな共生圏からの関わりが来るというふうに考

えています。

　また、今日ちょっとお話ししませんでしたが、どう

やって自律分散型の社会をつくっていくかというときに、

草原をどうやって維持するかというのは非常に重要な

ポイントになります。それについてもいろいろ、どういう

ふうにして管理すればいいのか、集落の主体力を形

成するにはどうすればいいのか。水源涵養保安林を

水源涵養保安林野というような水資源の涵養がある

草原を水源涵養林と同等のものとして位置づける必

要があるだとか、そういうことを今考えながら研究を

行っています。

　以上で私のお話を終わらせていただきます。どうも

ありがとうございました。（拍手）。

○司会　島谷先生、ありがとうございました。貴重なお

話をありがとうございます。

　それでは、ただいまの島谷先生のお話の中で、時間

の関係上、お一人だけご質問等ございましたら受けた

いと思いますが、どなたかいらっしゃいますでしょうか。

よろしいですかね。

　後でですね、島谷先生のほうにはパネルディスカッ

ションのほうにも参加していただきますので、またそ

れも併せてご質問等ありましたらよろしくお願いいた

します。

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　どうもありが

とうございました。

○司会　それでは、ありがとうございました。（拍手）

②南阿蘇村の草原管理の取り組み

○司会　続きまして、お二人目です。南阿蘇村村長の

吉良清一様にお願いしたいと思います。

　南阿蘇村は、平成31年度から水源涵養機能の保全

ができないような集落については、村で、例えば消防

署とか消防団員、あるいは警察官のＯＢさんたちで専

門のプロのチームをつくって、土日に計画的に野を焼

いていけば、かなりの面積をカバーできるのではない

かと思って、今、計画中です。

　それと、最後はですね、野焼き目的の認識の改革と

いうことを訴えております。これまで野焼きの必要性と

いうのは、例えば景観の維持だとか、あるいは病害虫

の防止とか、そんな目的で野焼きをやっておりました

けれども、それだけでは住民に、農家がもう野焼きはそ

れぐらいのことだったらもうやらなくてもいいんじゃな

いかと、そしてまた、地下水は森が育むという考え方が

ほとんどで、草原をそのままに放置すれば、やぶ化して、

山林というか、山林になるから、それでもいいんじゃな

いかと。森が育むという考えがありますからですね、野

焼きはそんなに無理してやらなくてもいいんじゃない

かという考えがありますので、その考えを少しずつ変え

ていかなければ、野焼きの存続は厳しいなというふう

に思っております。

　ですから、野焼きの目的は、もう水源保全と。特に南

阿蘇はそうなんですけれども、熊本市内の地下水の保

全に草原は大きく貢献しているということをしっかりこ

れからも訴えていきたいと考えております。

　大体、私の言いたいことは終わりまして、このビデオ

をですね、ユーチューブにもあります、阿蘇の地下水が

見られるというのをですね、これをちょっと流したいん

ですけれども。

（ビデオ視聴）

　阿蘇の地下水を未来へ。

　熊本は古くから水の都と呼ばれ、その中でも熊本市

は水道水減の100％を地下水だけで賄っているとい

う世界一の地下水都市とも呼ばれています。それには、

阿蘇のたくさんの湧き水が関係しています。なぜこんな

に水源となる湧水が多いのでしょうか。

　これから紹介する４つの条件と阿蘇の人々の暮らし

が深くつながっています。

　１つ目は阿蘇の地形です。阿蘇は、ほとんどの地域

で年間の降水量が3,000ミリを超える、全国的に見て

も非常に雨の量が多い地域です。火山の噴火活動で

できた大きなくぼみのことをカルデラと呼びます。この

広くて深いカルデラは、たくさんの水をためる役割が

あり、阿蘇は九州の水がめとも呼ばれています。

　２つ目は地質です。火山の噴火活動によって水を通

しやすい層と通しにくい層ができました。このことに

よってより多くの水が地面に染み込み、長い年月の間、

地中にためることができるのです。そして、この幾つも

の層は天然のフィルターとなり、きれいな湧き水を生む

のです。

　３つ目は水田です。もし水田がなければ、雨は川に

流れ、すぐに海に流れ出てしまいます。その一方で、水

田は雨水の多くを地下に浸透させます。また、大雨のと

きにはたくさんの雨水をためることができるため、天然

のダムとも呼ばれています。

　最後は草原です。阿蘇の草原は、地下水を育む力が

とても優れています。それはなぜでしょうか。森林に雨

が降ると、雨水が葉や枝で遮られるため、地面の染み

込む量は少なくなります。しかし、草原に雨が降ると、

地面に届く雨の量が多くなり、その分、地面に染み込む

量も多くなるのです。また、地面が吸収した水の一部は、

植物の根や葉を通して蒸発します。蒸発する水の量は、

森林に比べ草原のほうが少なく、同じ雨の量でも草原

のほうが地面に染み込む量が多くなるのです。そして、

何よりこの草原の維持に大切なのは野焼きです。野焼

きにより枯れ草がなくなり、新たな草原に生まれ変わり

ます。そして、その草原は、より多くの雨水を染み込ませ

ることができるようになるのです。このように主に４つ

の条件が重なって、たくさんのきれいな湧き水が生ま

れているのです。

　阿蘇の暮らし。

　古くからの阿蘇の人々の暮らしにも湧き水を守るの

に大切な役割がありました。阿蘇では昔から赤牛と共

に暮らしを営んできました。赤牛は、冬の間は牛小屋

で飼われ、春になると水田を耕します。そして、田植が

終わる夏には草原へ放牧されます。冬になると、赤牛

に草原の草や稲わらを与え、堆肥を作り、その堆肥を

水田に返します。こうした営みにより、阿蘇の稲作は維

持され、豊富な地下水を生む水田が保たれてきました。

草原と畜産の関係はヨーロッパでも見られますが、草

原、畜産、稲作、地下水が関係しているのは、世界でも

まれで阿蘇ならではの高度な循環システムとも言える

のです。

　ここ阿蘇では、このような地域循環が1000年以上

も続いてきました。世界の中でも安全に飲める水があ

るというのは、まさに宝とも言えます。自然と人との共生

によって守られてきた阿蘇の自然、地下水、これからも

みんなで守り、育てていきましょう。

○南阿蘇村村長（吉良清一）　これで終わります。

　最後にふるさと納税ということをちゃっかり言って

おきまして、これらの草原や水源を守るために、ふるさ

と納税で頑張ってお金を集めようかと考えています。

　それでは、拙い話でありましたが、これで終わりたい

と思います。ご清聴ありがとうございました。（拍手）

　下はですね、草原の雨量を表したものですが、右側

の野焼きをした場合は、先ほど言いましたように、秋は

茶色になって、それが野焼きをしたら真っ黒になりま

す。真っ黒になった後に雪が降れば白くなって、雪が

解ければまた黒になる。そして、野焼きをしていますの

で、一斉に新芽が湧きますので、もうほとんど一瞬、一

瞬といいますかね、短い時間に緑色に変わります。そ

して、そういう色の変化が野焼きをすれば、１年で色の

変化も楽しめるということが言えると思います。

　これは、ちょっと字がたくさんありますけれども、左側

が草原です。右側が未整備の保安林です。一番上に地

下水の保全能力とありますけれども、これも先ほど島

谷先生が話されたとおりですが、この図はですね、今

年の春に環境省さんが阿蘇の草原を見られるという

たしかチラシを作られていると思いますが、その中に

示された図です。もともとこれは20年ほど前にツカモ

ト先生という、東京工大と思いますが、その先生が20

年前に調整されたのを環境省さんが初めて、今回初め

て堂々といいますか、堂々とチラシに載せられました。

恐らく私が思いますに、森林と書いてありますので、農

水省、林野庁の森林増加に配慮して、この図が表に出

されなかったんじゃないかというふうに思います。初

めてですね、今年の春、これが環境省のパンフレット

に載りましたので、私はこれを積極的に使うことにして

おります。これほど草原のほうが地下に浸透する水の

量が多いということが、これを見れば一目瞭然だとい

うふうに思います。

　そして、２番目は、先ほど環境省の山下さんのほう

から話があったとおりです。ＣＯ２の吸収能力が割と知

られておりませんけれども、土壌中に有機物がたくさん

草原はありますので、炭素を固定しているということか

と思います。

　次は、大雨時の土壌を流出するから、大雨時の災害

はご覧のとおりです。大雨時の災害は、今全国各地で

洪水時の流木被害出ておりますけれども、これもやは

り整備をしていない森林の流木被害だというふうに思

います。

　それと、生物の多様性もご覧のとおり、それから、生

産性、利用効率につきましては、草原は毎年、野焼き、

放牧、そして採草と、毎年リセットがされますので、生産

性が高いと思います。農業との関わりは、草原は飼料

とか、堆肥の資材とかなっております。また、経済効果

につきましては、観光資源は草原の風景などがありま

すし、右側の中央火口丘、特に阿蘇ジオパークがあり

ます中央火口丘の保安林というのは、火山灰とか、あ

るいは火山ガスとか、そういうことで非常に育ちが大

分悪いことから、中ではもう既に枯れていって、保安林

の機能を有していないというふうなところもあります。

我々は地元では、あれは保安林ではなくて、不安林だ

というふうに言っております。

　それと、景観は先ほども申しましたように、草原はも

う四季折々の景色が楽しめます。また、文化的景観に

つきましては、阿蘇の草原は、平成29年だったと思い

ますが、国の重要文化的景観に指定を受けております。

それほど文化的景観にも優れているということで、これ

は高橋佳孝先生にアドバイスを受けながら、この表を

作りました。まだこれに漏れていることがあるかもしれ

ませんが、これほど草原は優れているということがお

分かりというふうに思います。

　これからの取組としましては、今年の春、950ヘク

タールで24牧野組合が実施しております。ただし、依

然550ヘクタールはまだ未再開となっております。それ

で、牧道や恒久防火帯の設置を進めたいと考えており

ます。しかしながら、これを見てもらうと分かりますが、

民有林との下のほうの防火帯はあまり傾斜がありませ

んので、そんなにお金もかかりません。ところが、上の

保安林との境の防火帯は急峻で、工事の人ももう

ちょっと考えないかんなというぐらい危険な場所も

あったそうで、上の防火帯を造るのは物すごいお金が

かかるということであります。保安林を何とか解除して

いただけないかということを再三、県の農政などにも

言っておりますけれども、なかなかハードルが高くて、

なかなか解除は難しいと、１ミリたりとも保安林は譲ら

ないというような、本当に強い姿勢が見られます。です

から、解除が無理なら、杉、ヒノキじゃなくて、火に強い

クヌギとか、そういう樹種を変えるという方法はどうか

ということで繰り返し繰り返し提案しています。

　そして、３番目に人手の確保ですけれども、やはり畜

産農家、特に放牧農家を増やしていかなければなりま

せん。放牧はいろいろ大変な面もありますので、今、牛

にセンサーをつけて、バーチャルフェンスといって、パ

ソコンでの架空の線で、そこに牛が通れば、そのセン

サーがびりびりとして、牛がそれ以上進めなくなります。

いわゆる架空のフェンスですね、パソコン上の架空の

フェンスから先には行かせないということが今年、福

島県で実証実験をやっておりますので、それをちゃん

と見て、うちも近い将来に導入を計画しております。２

つの牧野組合で実証をやろうという今計画をしており

ますので、そして、簡単に放牧ができるようになれば、

畜産農家も増えるというふうに思います。

　それから、ボランティアの皆さんが協力をいただい

ておりますし、専門部隊と書いておりますのは、野焼き

分かると思いますけれども、この牧野組合、東部のほう

に位置しています。滝室坂、57号線から箱石峠、265

号線の間を位置するところで、面積が430ヘクタール、

標高は約600メーターから900メーターあります。外

輪山内側は急傾斜で、上部は比較的緩やかな地形と

なっております。

　この道路線の部分ですね、こちら側が大分のほうに

水が流れていきます、大野川のほうにですね。そして、

こちら側が黒川や白川につながっております。阿蘇の

東部として、私の牧野は箱石という国土地理院の地図

にも載っている有名なところがありますし、もう一つ、こ

こに人の顔をした岩がありますけれども、国道265号

線沿いには人の顔をした岩も見られます。

　そして、こうした景観が見られますけれども、これは

野焼きの後ですね。ここはもう大野川水系の源流とな

る水の流れとなるところです。

　こちらは放牧の状況です。この中がやっぱり大野川

の水系になります。

　道のこちら側になるところを黒川、白川のほうに水

が流れていくというようになります。

　うちのほうの牧野では、特に今、32名とこれ書いて

ありますけれども、現在は30人になりました。最初、こ

の牧野組合がスタートした時点では100戸以上あっ

たんですけれども、私が入った頃は98戸の農家があ

りました。大体200頭以上の牛を飼っています。しかし、

年間放牧は70頭ぐらいで、草の利用もなされています

けれども、自分たちでは使い切れないくらいです。主な

活用としては、草原の維持というのが大切ですから、

野焼きとか、それから草刈りをやって、草原を維持する

こととか、最近は子供たちに野焼きの体験とか希少生

物の保護などの啓発なども行っております。それから、

野草堆肥で作った野菜を作って、啓発普及に励んで、

いろんなところに発送したりとかも取り組んでいますし、

カヤの出荷等も行っております。

　また、観光利用として、特に、私は普通、農家ですか

らなかなかできないんですけれども、牧野の中のいろ

んな宝物をぜひ皆さんにも知ってほしいということで、

牧野ガイド事業というのに取り組みました。ここでしか

ないものを楽しんでいただきたいと思って、まず、自転

車で草原の中を、牛がいないときに走り回ることがで

きる、そうしたことを取り組んだり、そのためには防疫

対策もしっかり取らなくてはいけませんので、石灰とか

クエン酸を使った消毒もして、いろんな外来種子とか

そういったものを持ち込まないような工夫をしながら、

遊び、学び、そして感動を味わうような、そういう体験

なども行っております。

　もちろん自転車だけではありません。トレイルウオー

クと言って、人々が歩いて草原を楽しんでいただくとい

うことは、ただ歩くだけじゃなく水がどのように流れて

いるかとか、そこにある希少植物、どんなものがあるか

とか、そういったものをなぜ保護するか、なぜ守ってい

かなくちゃいけないかということ、そして、阿蘇の草原

を通して、より多くの人々の心を癒すことができるとい

うことを訴えております。

　阿蘇には、大体年間180万以上の人たちが観光に

お見えになるそうですけれども、そうした人の一部でも、

私どもの牧野を通して、そうしたことを知っていただい

て、草原の大切さ、そうしたことを少しでも伝えられば

と。その他からものを後世に残せるようにしたいなと

いうふうに思っています。それで、こういう取組をやっ

ております。

　これからは、観光利用としての牧野ガイド事業でと

いうのは、今後、阿蘇地域のほかの牧野でも持続的な

維持管理に生かしてもらえるようにモデル化し、口蹄

疫などの疫病対策の情報共有とともに、牧野間の連携

を図っていきたいと思っております。現在、ほかにも、自

分のところでもやりたいという申込みがありますので、

先進事例じゃないですけれども、どの組合でもできるよ

うに支援できたらと思っております。

　それと同時に、地元の商工会や観光業ともタイアッ

プさせることで、地域の活性化にも寄与できるような取

組を発表させたいと考えております。

　こういった人たちは、私がガイドとして養成した人

たちですので、私が忙しくても、これらの人たちがガイ

ドとして活動できるようにしています。ガイドの申込み

は、道の駅阿蘇に申し込んでいただくと、こうしたガイ

ドさんたちを紹介してもらうことができます。トレイルウ

オークで大体基本ですね、二、三時間のガイドで１人

頭大体3,000円ぐらいの徴収をしております。1,000

円を牧野の維持管理に還元できるように取組をしてお

ります。また、自転車の場合は、そのガイドさんが自分

で値段を設定して、1,000円だけは牧野に還元できる

ようにやっております。現在までに300人以上の方が

観光を楽しんでおられます。

　本来は、オリンピックのときもより多くの人が来られ

る予定だったんですけれども、残念ながらコロナ禍で

活動ができない状態に置かれていました。これからさ

らにこういうのが改善で来たら、続けていきたいなと

いうふうに思っております。

　以上です。

○コーディネーター（坂本　正）　どうも市原さん、あ

りがとうございました。

場代だとか温泉だとか来たときのどうやって頂くのか

というのが大変大きな課題でございます。今日は幾つ

か問題提起もいただきましたので、実現可能な話をぜ

ひ進めていただきたいというふうに思います。

　次は、今日、講演のほうも大変ありがとうございまし

た。島谷さん、１時間ぐらいかかるのを20分ぐらいで

圧縮していただいたんで、やや欲求不満じゃないかな

というふうに思いますけれども、吉良さんの話を伺って

みると、島谷さんの話、重なりますよね。非常にエビデ

ンスというか、今まで言われていた九州の水がめ、福

岡に行ってもそういう話するんですが、筑後川だけ

じゃないと。もうもともとは阿蘇なんだよ。なかなか伝

わりにくいです。熊本市の世界で一番の地下水だと言

いながら、阿蘇の水が染み込んできて湧き出るんだと

言いながら、言いながら、恩恵は受けていますけれど

も、じゃ阿蘇をどうするかって、なかなかそういうふうに

いかない。今日は環境保全だけの問題ではなくて、価

値の創造として、今までのそうだなといったものをちゃ

んと再発見した、保全活用した、防災機能もやっていく

とですね、これからまだ新しい価値が生まれると、都市

圏を巻き込んでいくんだ。今日、最後に言われたところ

をやっぱり今度の課題としてぜひ強調していただきた

いことをお願いしたいと思います。

○パネラー（島谷幸宏）　この研究を始めるときに、い

ろいろお話を聞きにいって、やっぱり、草原が水資源

の涵養機能が森林より大きいことが明確に証明されて

いないんだよというのをすごく言われてですね、そこを

やっぱりターゲットしないといけないということで、今

日ちょっとお話ししたのは、樹液流計という草の木の

中を流れる水の量を測っているんです、実際に。それ

でどれくらい空中に水が出ているかというのが直接、

最近、センサーの技術が発達しまして、10年前にでき

なかったのが今はそうやって直接、どれぐらい植物が

水を空中に吸い上げているか測れるようになったんで、

それをちょっとやってみましょうということで始めたん

です。

　今日は、吉良さんがお話しになったのは、遮断蒸発

というやつで、１回、土の中に水が入って、それで植物

がどれぐらい利用するかという話なんです。もう一つは、

葉っぱなんかに降った雨が途中で蒸発してしまうとい

う２つの現象があって、その両方とも草原のほうが小

さいというのが分かっているので、だから、先ほど示さ

れたのと私が言ったのを２つ足したよとなるので、本

当はもうちょっと何百ミリ、今日、私100ミリと言ったん

だけれども、もっと大きい数なんですね。

　そういうことをいろいろ研究しながら、また、創造的

復興とは何かというのをすごい考えたんです。熊本県

で地震が起き、熊本地震があって、うちも熊本市内な

んで、その周りがもうみんな７割ぐらい被災してですね、

全半壊になって、何となく創造的復興というと、新たに

何かを創造するような、そういうイメージがあったん

だけれども、いろいろ研究してみると、やはり草原を守

ることこそが創造的復興なんですね。水源を守ること

こそが創造的復興なんだけれども、じゃ創造って何か

というと、価値を創造することなんです。今まで上手に

守れていなかったものに対して、もっと新たな価値が

実際にはあるんだけれども、見えていない価値を見つ

けたり、そういうことをやることによって、次の世代につ

なげる夢のある価値を創造して、それは自然を守り、

例えばもっと、私は草原をもっと増やしたいと思ってい

るんですけれども、そういうことをやるのが創造的復興

だと。

　それを環境省さんが言っている地域循環共生圏と

いうなかなか分かりにくい計画なんですけれども、地

域を育てて循環型社会をつくりながら、地域の中だけ

で自立するのがなかなか難しいので、ほかの地域と共

生しながら、できればこういう阿蘇みたいなところは

大都市圏と共生しながら、その大都市圏に当然恵みを、

水の恵みとかいろんな恵みを与えているので、それに

対するお返しをいただきましょうという、そういう考え

方なんですね。そのためには新しい価値を創造し、そ

の創造した価値を共有しないと絶対駄目ですよ。先ほ

どの話でもあったように、どうやって価値をこれからみ

んなで共有していくか。だから、できれば、有明海の人

に来てもらって、ここに大漁旗がね、阿蘇の草原に大

漁旗がはためきね、ああ私たちの草原はこうやって海

ともつながっているんだというのが何か目で見えるよ

うな風景ができるとか、そういうことが次の時代に何か

夢をもたらすんじゃないかなと。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうございま

した。

　今のお話の中で、やっぱりみんな気持ちで分かって

いるんだけれども、価値の創造とかね、新しく物をつ

くっていく、何かないものからつくっていくのは物すごく

大変だと思うんだけれども、今あるものの価値を認識

する、これがもちろん大事なことですよ。認識したら、

次に未来につながっていく。言葉は固いけれども、要

するに今やっていることを子供や孫につなげていって、

今の生活を守っていくということは、福岡の都市圏を

守り、有明海を守り、熊本市を守ることだと。今までは、

そんなこと意識しないで自分たちのなりわいでやって

いたけれども、そういうもんだということをみんなが共

　特に観光ガイドのところでは、ずっといろんなことを、

希少生物、植物だとか見ていただいて、水の話をして、

それで、そこのことを理解していただくというのは大変

すばらしい活動だと、観光とセットになっておりますけ

れども。それを含めて今後の課題というのをまた次回、

次の回にお伺いしたいと思います。

　じゃ次、三宅さん、お願いします。大体、若いですよ、

この中でもね。力あるし、エネルギーあるし、もうこれ

からの阿蘇のこういう課題はもう全部引き受けるとい

うような熱意で今日来ていただいております。今日はど

うも大変ありがとうございます。いろいろ注文が出ると

思いますが、どうぞよろしくお願いいたします。

○パネラー（三宅悠介）　ありがとうございます。環境

省の阿蘇くじゅう国立公園管理事務所、三宅と申します。

よろしくお願いいたします。

　私たちの事務所、この阿蘇市内にありまして、黒川

に事務所があって、大体職員10名ぐらいおります。何

をやっているかといいますと、この関係でいきますと、

草原再生の協議会の運営ですとか、そういった草原

再生の活動に取り組んでいます。それから、国立公園

ですので、阿蘇とくじゅうの国立公園の管理ということ

で、開発の規制をしたりですとか、生態系の保全をし

たりですとか、そういった仕事をしています。

　それからあと、最近は観光振興にも力を入れていま

して、特に政府全体としてインバウンド観光を推進して

いこうという中で、国立公園もですね、そういったイン

バウンドにも貢献していきたいと、そんなようなことも

やっておるような組織になっています。

　それで、今日はこういった場にお呼びいただきまし

てありがとうございます。坂本先生からご紹介いただき

ましたけれども、我々のほうもこの地域にある事務所と

して精いっぱいやることはやっていきたいと思ってお

ります。

　島谷先生、吉良村長からもお話しいただきました。

ありがとうございます。草原再生の活動は2005年から

スタートしています。2021年ですので、もう少しすると

20年かなというようなタイミングになっています。これ

までは地域の農家の方々の活動をどうやって支援して

いくかということで力を入れてきたんですけれども、今、

第３期の全体構想というのをつくっておりまして、それ

の大きな柱としては、なかなか産業だけで草原を維持

していくのが難しいような状況になっている中で、公益

的機能と少し難しい言葉ですけれども、産業だけでは

なくて、広く一般社会にも草原は役立つんだと、こう

いったような中で草原を維持していくと。一番分かりや

すいのは吉良村長からご紹介いただいたような、自治

体が火入れ責任になって野焼きするとかそういったこ

とだと思いますけれども、そういったことにこれから力

を入れていきたいと思っています。

　そういった中で、今日のお話ですね、有明海とつな

がっているとか、あるいは自治体のほうで火入れを積

極的にやっていただけるとか、草原再生にとっても、こ

れから新しい展開を考えていく上で、非常に重要なご

指摘をいただいたかなと思っていまして、また草原再

生協議会のほうでも今日のお話を受け止めて活動し

ていければというふうに思っておるところです。

　それから、市原組合長から観光利用の話をいただ

きました。我々国立公園を管理しておりまして、全国に

34の国立公園があります。この中には、九州の管内で

いけば、例えば屋久島も入っておりますし、それから知

床とか小笠原とか、世界自然遺産に登録されているよ

うなところも、この34の中に入っています。また、富士

山とか日光ですとか、いわゆる温泉とか自然が豊かな

観光地というのは大体34国立公園の中に入っている

んですけれども、あと、くじゅうもその中に入っています。

　皆さん、阿蘇くじゅうって国立公園の中でどれくらい

人が来ているかというイメージをお持ちですかね。実

は阿蘇くじゅうというのは、大体1,600万人ぐらい年

間利用者来ていまして、これは34の国立公園の中で

見ても上から５番目なんですね。日本全体で見ても、こ

ういった自然を生かした地域という中では、お客さん

が多く来ているエリアになっています。

　冒頭に紹介があったとおり、その中に来たお客さん

の８割ぐらいの方がですね、この中でも草原、阿蘇の

中で草原がやっぱり一番すばらしいというような回答

をされています。なので、草原というのは非常に観光に

とっても魅力的な資源であって、地域の外の人たちか

ら、どうやって草原の維持に協力してもらえるかという

のが今日のテーマの一つでもあると思うんですけれど

も、そういったときに、やっぱり観光の方に一部ご協力

いただく、市原組合長からご紹介いただいたように、

1,000円を草原の保全に還元するということもそうで

すけれども、最近ボランティアツーリズムとかもややは

やっておりまして、そういったボランティアでツーリズ

ムとして来ていただくとか、そういったことも含めて、地

域の外の力をこれからもっと活用していけるとよいの

かなというふうに思いました。

　私からひとまずコメントさせていただきました。あり

がとうございます。

○コーディネーター（坂本　正）　どうもありがとうご

ざいました。

　とにかく外からというのが結構難しくてですね、駐車

○司会　吉良村長、貴重なお話ありがとうございま

した。

　それでは、会場から１名だけですね、ご質問やご意

見ございましたらお願いいたします。挙手をお願いし

ます。

　一番後ろの方。

○参加者　私は熊本市民なんですけれども、先ほど野

焼きの意味を、草原を新しくして虫を殺すとか、景観を

守るとか、そういう趣旨で理解している熊本市民という

か、熊本県民と言っていいと思う、たくさんいらっしゃ

ると思うんですよ。その水源保全のためだということに

変えていかなくてはいけないというお話があったと思

うんです。私はそれとても共感するんですけれども、具

体的にどういう方法が一番手っ取り早いと考えられる

か、もしお考えがあればお聞かせいただければ。

○南阿蘇村村長（吉良清一）　ありがとうございます。

　まずは、うちの農家あたりもですね、実際、野焼きを

している農家あたりもそれを知らないということです

ので、まずその辺から、区長さん、区長会では定期的に

こういうことを述べますし、牧野組合が集まるときもそ

ういうことを言っております。また、今年の１月には全

戸に阿蘇の世界文化遺産を目指してというチラシを

作成し配布しました。阿蘇の地下水はこういう具合に

して育まれているということを機会あるごとに言うよう

にしています。

　とにかく草原のほうが地下水涵養能力は高いという

ことをこれまであまり言われてきませんでしたので、こ

れを強くこれからも機会あるごとに訴えていきたいと考

えております。

○司会　よろしいでしょうか。ありがとうございました。

　それでは、ここで、また吉良村長のほう、後でパネル

ディスカッションのほうにもご登壇いただきます。あり

がとうございました。（拍手）

　では、この後、パネルディスカッションに移りますの

で、少し会場の準備をさせていただきます。お手洗い

等ございましたら、皆様、この時間にお願いします。

３．パネルディスカッション

○司会　では、お待たせいたしました。

　それでは、パネルディスカッションに移りたいと思い

ます。

　冒頭の趣旨説明と２つのご講演を踏まえて、阿蘇草

原再生、新たなステージへ～草原の恵みを守るため

の仕組みづくり～をテーマに進めていただきます。

　ここで、ご登壇の皆様をご紹介させていただきます。

　今回のパネルディスカッションコーディネーターと

して、阿蘇草原再生千年委員会委員長の坂本正様、パ

ネラーとして、先ほどご講演いただきました熊本県立

大学特別教授の島谷幸宏様、南阿蘇村長の吉良清一

様、阿蘇市町古閑牧野組合長の市原啓吉様、環境省

阿蘇くじゅう国立公園管理事務所所長の三宅悠介様、

以上になります。どうぞよろしくお願いいたします。

　ここからは、コーディネーターの坂本先生に進行を

タッチしたいと思いますので、先生、よろしくお願いい

たします。

○コーディネーター（坂本　正）　坂本でございます。

　今日は、本当にコロナの厳しい中でございます。限

定的な人ということで、皆様方、今日お集まりいただき

まして、どうも大変ありがとうございます。

　今日はもうテーマもはっきりしていますように、今、

阿蘇、我々はですね、千年委員会世界文化遺産登録

に向けて今活動しているところでございまして、暫定リ

スト入り間近、と言うと誇大宣伝になるかもしませんが、

その暫定入りを目指して今やっている最中でございま

す。その中で一番コアになるのは草原ということです。

そして、九州の北部ですね、この阿蘇の水がめの役割

というのは非常に大きいと。今日その水がめの話をし

ていただいたわけですけれども、有明と福岡都市圏、

非常に大きな流域ですね。有明のノリを支えているの

もこの阿蘇の水だ。このカンデラが水をためているこ

とで、熊本市の世界一の地下水の源流になっているわ

けでございますし、その途中につながる水源が我々の

生活を守っている。それは災害からも大きな役割を果

たしている。その恩恵の部分を話していただきたいと。

当然これは、草原に行って楽しむ、観光客の人たくさん

いらっしゃるわけですよ。観光客の人にもぜひ、たくさ

ん水源がございますが、この水源と阿蘇はつながって

いるんだと、そういうことも分かってもらえればなとい

うことでございます。

　今日はもう既にお二人にご報告をいただいておりま

す。順番は、まず、市原組合長、それから三宅所長、島

谷教授、吉良村長という形で順番でやらせていただき

ます。あとはさんづけでいたしますので、よろしくお願い

します。

　市原さんも大変ご活躍でございまして、また、今日も

お忙しい中、引っ張り出して大変申し訳ありませんけ

れども、今日もガイドのことであるとか、新しい活動を

含めて、水資源の取組もございます。どうぞよろしくお

願いいたします。

○パネラー（市原啓吉）　私も牧野組合ですね、熊本

県北部、阿蘇の一番東側のほうに当たりますけれども、

一の宮町坂梨地区というのがあります。見ていただくと

が湧いているんだと、そういう認識がほとんどです。も

し仮に阿蘇に人が住んでいなくて、水田や草原がなく

て森だった、森林だったとすれば、恐らくこれほどの水

は湧いていないだろうというに思います。

　熊本県とか熊本市のホームページを見てみますと、

熊本の地下水ということで検索してみますと、絵が描

いてあります、地下水の流れがですね。ほとんどは西

原辺りを降った水が地下に浸透して、あるいは白川を

流れて、それがまた菊陽町周辺で地下に浸透して熊本

市に湧いているという絵がほとんどです。阿蘇のカル

デラの中とか外輪山を多く、大門堰にも水が流れると

いうのは書いてありません。それはなぜかというと、そ

ういう研究がこれまでされてこなかったせいです。それ

で、もちろん島谷先生が今日言われましたように、何と

か阿蘇の草原なり水田のそうした影響、大きな貢献し

ているんじゃないかということをですね、今度、研究で

その辺のところが分かってきたということで、これまで

の図とは違った図が恐らく出てくると思います。そうな

れば、多くの方々に草原、水田の大切さがお分かりい

ただけるかと思います。

　こういう機会があるごとに訴えていかなければなり

ませんが、私が最近思っているのは、それとはまた別

に、それだけでは、ああそうだなで終わってしまう。あ

そうかで、それからアクションが起きないというか、何

かそういう気もしますので、今、熊本市の地下水が減

少傾向にありまして、うちの水源の10か所で、先ほど

市川先生のほうから、市川先生で調べてもらって、そう

すると６割ほどの水源では減少傾向にあります。白川

水源は１分か60トンと言われていますが、今40トンし

かありません。それより最も湧水量の多い竹崎水源は

120トンですが、そこは１/３に減っているというような

調査結果が出ておりますので、もう水源、草原が減って

いることが恐らく原因だということで、危機感を与える。

先ほど熊本市の方は……と思いますけれども、熊本市

の水はこれからもう減りますよと、減っていきますよ、こ

のままでは減っていきますよということをもう危機感を

多少与えるような報道というのも、そういうことを何か

変えてもらうというか、先生方からもそういう報告をし

てもらうとか。危機感を与えることも一つの手かなと、

最近はそういうことも思っています。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうございま

した。

　大都市、熊本市のほうですが、これ100年ぐらい

たって地下水が市内に来るんで、今足りるとか足りな

いといっても、まだ大丈夫だという、そういう楽観的な

議論もないわけじゃない。先ほどあったように、水の涵

養とかいろいろは、草原よりも、それは樹木のほうが多

いんだから放っておけという話も結構あるわけですよ

ね、潜在的に。しかも、草原も人の手が入って草原だと

思っていない人も結構、そうするといろんな意味での

理解が及んでいないところで、新しい価値をつくって

やっていくというのはなかなか大変だと思うんですけ

れども、吉良さんが７市町村の中の１人だとすれば、

やっぱり今日の話は、市町村の人たちで県のほうにこ

ういうことだと、まだまだ認識足りないよと。こんなこと

で世界農業遺産取れないよというのをぜひ言ってほ

しいと思うんですが、いかがですか。

○パネラー（吉良清一）　今おっしゃるとおり、これは

阿蘇郡の首長さんが同じ気持ちで同じ方向を向いて、

歩調を合わせなければならないと考えております。そ

の辺は首長さんの会合の中である程度の合意はでき

ております。保安林の改良あたりもですね、これは私だ

け言っても駄目ですので……

○コーディネーター（坂本　正）　保安林の解除はし

てほしいなと。

○パネラー（吉良清一）　いろいろ言っているんです

けれども、ただ、阿蘇のほかの自治体の首長さんと行

動を共にしてやっていきたいと思っています。

○コーディネーター（坂本　正）　よろしくお願いし

ます。

　市原さん、ずっと長年活動してきて、今、ガイドの話も

して、いろんな問題ご存じですよね。それでやっぱり水

源の問題で、水が減っているとか、そういう危機的な状

況もあるんですか。

○パネラー（市川啓吉）　草原のあった時代、つまり

私が高校生ぐらいのとき、その時分はですね、山がま

だこんな大きくなかったもんですから、滝がいっぱい

あったんですね。その滝がですね、今、木が大きくなっ

た現在、だんだん消えてきているんです、なくなってき

ているんです。草原がいかに大切かということは、私

はその高校生のときに学んだことが第一の出発点な

んですけれども、私が高校生のときは、阿蘇くじゅうで

有して、福岡の人も、有明の人も、熊本市の人も、阿蘇

の価値を一緒に分かってもらう、このことが大事だと、

そのことですよね。

　そのことで、もう一つ必要なのは、普通、水源だとか

なんかって、人が住んでいなくて、山の奥から出てきた

ものだというようなこと、阿蘇はカルデラで、これが人

が住んでいるわけですよね。これだけの大きな都市圏

なんで、この都市圏でやってきている水の涵養に依存

している生活、一部の都市と都市をつないでいる、そ

のあたりの関係はどうお考えですか。

○パネラー（島谷幸宏）　昔からここは野焼きをして

いたわけですね。それがたまたまススキだったわけで

す。とても水を節約すると思うんですが、そういうことが

あったからこそ、福岡都市圏にあれだけの人口が集

積できるということなんですね、実は。これがなかった

ら、福岡市はもう水資源ない都市ですから。

○コーディネーター（坂本　正）　全然ないですか。

○パネラー（島谷幸宏）　ええ、全然ないですから、あ

んな人口を養えないわけです。ですから、本来はもう

少し、阿蘇を拝むじゃないけれども、敬意を払ってい

いはずなのに、そこの価値づけができていない間にみ

んながもっと阿蘇をＰＲしてください、最も大切な九州

の山ですからね。そういう意味での価値づけを行うこ

とが、やっぱりこれから持続的にこの阿蘇を維持する

ためには重要じゃないかなと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　僕は後でまた市原

さんにも伺いたいし、吉良さんにも伺いたいんですが、

阿蘇に住んでいて、生活していてですね、だんだん担

い手も少なくなっている。阿蘇の野焼きも大変だと、今

一生懸命やっている。僕はこの仕事に関わったときに、

あと５年たったら大変だよと言われて、本当に大変な

時期だったんですよ。これからまた３年、５年後大変

だよ、何とか延びてきているんだけれども、高齢化はも

ういや応なしに来ますよね。都市圏の人が無関心であ

れば、なおのこと厳しくなる。そこの働きかけ、例えば大

漁旗が来るとかね、そういう話もいいし、ほかの自治

体の人たちとの関係もあるんですが、島谷さんは福岡

に住んでいて、熊本に来て、今、水と環境のことをずっ

とおやりになっていて、それで実家がこちらにあってで

すね、火の山、しかし、水がめとしての阿蘇はそれほど

まだ認識されていない。インパクトはどこに持っていっ

たらいいと思いますか、島谷流の。

○パネラー（島谷幸宏）　私は、やっぱり海だろうと思

います。福岡にですね、志賀島という島があって、そこ

に志賀海神社という神社です。そこは海の神社なんで

す。その人たちは山を誉めるというお祭りをずっとやっ

ているんです。「ああらよい山繁った山」「ああらよい山

繁った山」「ああらよい山繁った山」と３度山を誉めて、

鹿もいるんですね。だから、やっぱり昔から山を管理

するということが海の神にとってどれほど大切だった

のか。一つは、船を造るのに木が要るということなんだ

と思うし、山からの栄養源とか恵みによって海産物が

取れるということも知っていただろうし。それを管理す

るために人間が鹿を射るとか野焼きをするとか、そう

いう行為が必要だということを分かっていた。そういう

ものを見ていくと、やはり海とのつながりを明瞭に意識

することによって、全てが、その間のものは全部つな

がってくるので、そこをつなげていくというのが面白い

かなと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　要するに自然に昔は知っていたんだけれども、だん

だん文明の中で分断されていって、都市圏が生まれて

きて、その生態系というのがだんだん切れてきた。なの

で、今、環境省さんが言っている共存していく生活圏で

す、物すごく壮大な絵なので、マンダラ絵というふうに

言っているらしいんですけれども、一見ね、ちょっと荒

唐無稽じゃないかと思うけれども、要するに昔に戻っ

てつながっていこうということだと思うんですよね。

　そのあたりの話、また後で伺いたいと思いますが、

吉良さん、お待たせいたしました。

　何か専門家じゃないみたいに言われていましたけ

れども、細部までずらっと見たら、島谷さんよりたくさん

書いていましたよね、その。流れをね。あの中の３分の

１ぐらいを島谷さんが今日証明した、科学的に証明し

た。でも、経験的にというか、もう大体分かっていて、し

かし、微妙なことを言われましたよね。なりわいでみん

な分かっているはずなのに、農業をやっている現実の

人は野焼きはやっている、大事だ。でも、景観のためだ

けだったらもうやだという気持ちもないわけじゃない。

それはそうだと思うんです。人のために景観でやっ

たってしようがない。今度はみずがめで、水がめになる

ためだという意識をやっぱりそれほど強くはないんで

しょうか、そのあたりの苦労話からお願いしたいと。

○パネラー（吉良清一）　じゃ本当に苦労話をします

けれども、うちの村は移住者が、結構、都会から移り住

む方がいらっしゃる。何でですかと聞くと、景観とか、き

れいな水がたくさんあるという理由が多いです。じゃき

れいな水は何でいいと思いますかと尋ねると、これに

答える人はまあいません。住民もはっきりとは答えられ

ません。先ほど大きな４つの要因があると言いました

けれども、それを答える人は本当にいなくて、昔から水

から野焼きのボランティアという形で、本当に大勢の

方に来ていただいていて、全国見渡してもなかなかこ

ういうふうな形で、近隣都市圏からこれだけ大規模に

協力を得て環境保全やっているところってそんなに多

くないんじゃないかなって思っています。そういった中

で、今回こういった科学的な知見もさらに明らかに

なってきたので、福岡、あるいは熊本の方に協力しても

らう具体的な意義というか、メリットもより説明しやすく

なってきたと思いますので、こういったことをうまくア

ピールするといいなと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　千年委員会というのは、もう福岡でもやっていますし、

福岡の経済界の人が任意でずっとおやりになってい

て、この話は、福岡の方も言うんですよ、水がめで。やっ

ぱり福岡都市圏は阿蘇で守られているんだという、経

済界のそういう方はおっしゃるんだ、なかなか市民に

浸透しない。これからだと思うんです。

　じゃ今日参加している方、あまり時間がありません

けれども、今までの話を聞いて、ちょっと一、二聞いて

みたいなという、全体でもいいですし、特定の方……

○参加者　野焼きボランティアをやっています。お世

話になっております。

　今日は、最初にお二方で水の重要性という、非常に

理論的に分かりまして、大変ありがたくお聞きしました。

　ボランティアやっていますが、昨日もそうだったんで

すが、阿蘇市にある牧野で輪地切りをやっていました

が、ボランティアの一般の方からこういう質問が来る

んですね。虫もいないのに何で焼かないかんのです

かって。そのときにやっぱり今日の水の話、ＣＯ２の話、

そして私の自分の専門の生物多様性の話とか、そうい

う話をしてあげると大変納得いただけるんですね。そ

ういう意味で、私はボランティアのリーダーもやってい

ますけれども、リーダーの役目というのは非常に重要

になってきているというふうにここ近年思います。ボラ

ンティアは今登録1,000名いますから、延べで昨年実

績ですと2,300名ぐらい出ています、コロナの中で。こ

れコロナが終わったら3,000名近くいくという。さてこ

こで問題なのは、草原の恵みを守るための仕組みづく

りという中で、私たちボランティアはこの先どう向かっ

ていけばいいのか、率直に、市原さんなんかとは初期

のほうから相当いろんな議論をさせていただきました

し、吉良村長は今日初めてなんですけれども、特に吉

良さんと市原さんあたり、我々ボランティアなんですけ

れども、今後どういうふうに向かって行けば、この仕組

み、新たな仕組みづくりとしてお役に立てるのかという

ことをご示唆いただければ大変ありがたい。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　多分、みんな考えて結論が出なくてですね、難しいと

ころではあるんですが、じゃお一方ずつその辺を伺っ

て、島谷さんのほうからいきましょうか。もう短く。

○パネラー（島谷幸宏）　簡単に、じゃ。

　今日ちょっとお話を聞いていて思ったのは、草原が

あって集落あって、水田があって、本当はそれ全体の

土地利用が草原の仕組みを支えているので、そういう

観点をやっぱり大事にしないと駄目かなと思っている

ということです。

○コーディネーター（坂本　正）　何かその仕組みの

中で……

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　コミュニティ

自体がそれ全体を管理して……

○コーディネーター（坂本　正）　何か一つのコミュ

ニティ全体を維持していくことで仕組みができると。

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　草原だけを

守ろうということじゃなくて、それを使う仕組みも守って

いく。

○コーディネーター（坂本　正）　草原を核にして、生

活圏、循環を守っていくという。

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　皆さんもそれ

重 ご々存じ……

○コーディネーター（坂本　正）　それは話が重いん

だけれども、そういうふうにしていかなければ維持でき

ないよということですね。

　じゃ吉良さんのほう、お願いします。

○パネラー（吉良清一）　うちの村にはボランティア

の方が来ていただいていまして、本当に感謝しており

ます。輪地切り、輪地焼き、大変ありがたく思っており

ます。

　ただ、先ほど言われたように、虫がいないのに何で

輪地切りとかやるのということは今日初めて知りまして、

そうだな、本当だな。だから、草原の野焼きの目的をも

う少し分かりやすくボランティアの方々にも伝わる方

法も考えていかなければならないなというふうに思い

ます。引き続き輪地切り、輪地焼き、本当に御協力をお

願いしたいと思います。

○パネラー（市川啓吉）　ボランティアの皆さんから、

私が持っているものが宝物だということを教えても

らったんです。それまでは邪魔物だったんです。これ

は何のためにどうしたらいいんだろうというね、邪魔

でしようがないと思ったら、それは宝物ですよって教え

られたから、ガイドを通して、それで多くの人に知って

５万ヘクタールぐらいの草原があると学んでいたんで

す。だから、ここはアメリカの牛肉と対抗するには阿蘇

ぐらいしかないと、そういう認識があったんです。

　それで、阿蘇は草原があって、みんなが豊かで。それ

は水だけじゃないんです。空気もですね、木よりも草の

ほうが浄化する、あるいは高いと言われているんです。

そっちのほうも目を向けんといかんとですね。ですか

ら、私はガイドのとき、そういったことを皆さんにお伝

えしているんです。だから、私、200人以上、去年、おと

としとガイドをしましたけれども、そういった人に一人

一人ね、みんな伝えて、阿蘇の草原はいいというけれ

ども、どんなところがいいですかって。空気がいいと。

景色が見れる。これは森林になったら景色は見えない

んですね。だから、森林はちょっと空気がいいように考

えるかもしれませんけれども、景色が見えないと、その

中での活動だけしかできないから。草原の場合は見

渡しができますね。阿蘇の山を見渡しながら草原を歩

くといかにすばらしいかというのがみんなが知ってい

るんです。そうすると、来られた方たちは、心が癒され

たと言って帰られるんです。ということはですね、私は

いつもみんなに訴えているんですけれども、あそこの

草原というのはね、名医だって。それがやぶ化してい

けば、やぶ医者になるって。だからね、草原は守ってい

かんといかんて。それをね、地元の人がやっぱり知る

必要があると思う。お医者さんをね、育てているから頑

張ろうと、そういう意識。そして周りから来る人たちの

癒やしてもらうんだったら治療代ぐらい払えと。ただで

来て帰っていくのはどういうことかと。そういう認識の

下に、より多くの人に、阿蘇を支えるためにはそういう

外部からの援助も必要なんだと。高齢化になったら、

ボランティアの皆さんが応援に来てくださっています。

ボランティアさんも高齢化しているんです。ですから、

より若い人たちにも訴えて、若い人の力も活用できるよ

うにしていかなくちゃいけないと。そういうふうに考え

て、阿蘇の草原の水だけでなく、空気を守るという、そ

れは全ての人に関係してくるので、ぜひそういったこと

を知ってほしいなと思って、今のところ頑張っています。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　でも、滝がなくなっている、減っているというのは、本

当にちょっと衝撃的な話ですよね、やっぱり環境問題

の中で。あるいは草原といったら、草原の場合は、崩れ

てもすぐ復活すると。だから、地震とかなんかあっても、

崩れたところから復活するというので、非常に強いも

んだという意識があるんですが、滝がなくなっていると

いうのは、ちょっと私も考えが及ばなかったんですけ

れども、やっぱりそれも一つの象徴ですね。滝の復活

も大事になるかなというふうに思いますね。

　コロナ禍にもですね、そういう地元の方もおられる

ので、そういうのを知っている方もおられると思うんで

すよ。やっぱり何が変化したかって。その後、島谷さん

に全部証明してもらうというのが一番やりやすい方法

かなというふうに思うんです。

　じゃ、最後というわけじゃありません、まだ一巡して

きたわけですけれども、今まで話を聞いて、三宅さん、

今まで北海道へ行って、熊本にこちら通ってきて、これ

からまた大きな活動があって、世界文化遺産を担うよ

うな、そんな話があって。今回の企画も関係者も非常

に大きな研究の課題、やっていると思うんですよね。

やっぱり子供の教育含めて、観光含めて、何を訴えて、

阿蘇をみんなと価値を共有していくっていう、その肝の

ところは何だとお考えですか。

○パネラー（三宅悠介）　なかなか難しいかなと思っ

ているんですけれども、分かりやすさというのは非常に

大事なのかなと思っています。島谷先生おっしゃって

いただいたみたいに、阿蘇で仮に草原が全部森林に

なってしまうと、1,000万トンぐらい水が減るので、有

明海のノリ養殖のための緊急放流がもうできなくなる

んだとかですね、福岡市であれだけの人口を維持でき

なくなるんだという、そういう分かりやすいメッセージ

と、あと、村長おっしゃっていたみたいに危機感を少し

あおっていくようなことも考えていく必要があるかと思

います。

○コーディネーター（坂本　正）　災害もひどくなりま

すよね、一気に流れてくるわけですから。

○パネラー（三宅悠介）　そういうのをうまくアピール

していくと。

　それで、地域循環共生圏、先ほど非常に分かりにく

いというようなお話もいただいていて、ちょっと私たち

の職員もなかなか理解することも難しいんですけれど

も、実はこの阿蘇は割とそういう意味では先進的な地

域だと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　あれは阿蘇を説明

するためにつくった地域循環圏だと私は思っておるん

ですね、ずっと、広いから。ただ欠点はですね、土地に

ずっと水道になって、いろんな都市部があって、海で

しょう、有明。遠いんですよ。だから、阿蘇だと思っても

つながりがぼんやりするんで、なかなか下流にいる人

たちが恩恵をですね、ぼんやりしか分かりにくいなと

いう、ちょっとそこのところですよね。

○パネラー（三宅悠介）　そうですね。ただ一方で、こ

のエリアには、今でも福岡県、あるいは熊本の都市圏

子供も大人もお年よりもですね、女性も男性も関係なく、

みんながそういったことを知る必要があると思うので、

それを情報として発信する。それが環境省さんなり、農

水省なりなんなりですね、大きなところからメディアを

通してでもなんでもですね、発信していくということは

大事だと思いますね。

　私も地元の農家に住んでいる限り、農家の人たちに

その宝物を守っていく必要があるんだよということを

強く訴えていきたいと思っているので、今取り組んでい

る小学生の草原学習とかですね、そういったものをぜ

ひ活用して、さらに将来のボランティアさんなり、地元

の担い手を構成できるように頑張っていきたいと思っ

ています。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　それでは最後に、大トリになります。三宅さん、お願

いします。

○パネラー（三宅悠介）　ありがとうございます。

　環境省は最近脱炭素、カーボンニュートラルという

ことで、環境省というか全政府を挙げて取り組んでい

ますけれども、先ほどご紹介あったとおり、阿蘇草原で、

このエリアの世帯の排出量の1.7倍の二酸化炭素を

固定しているということがあります。そういった観点か

らの重要性というのもこれから訴えていくと、社会の流

れにも乗っていけるのかなというふうには思っており

ます。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　今ある阿蘇の生活圏、これはやっぱりボランティア

の人を含めて草原を維持していく、水を守っていく。そ

のことが福岡都市圏、熊本の都市圏、多分、大分も入

ると思うんですね、北九州、九州の上のほう半分は阿

蘇に支えられているんだという意識は重要だと思いま

すが、何よりもこの仕組みを維持していくためには、子

供が、今日は残念ながら参加が難しかったわけです

けれども、やはりこの内容を共有する、防災意識として、

郷土の誇り、伝統というものを共有して、それを同じ地

域の世代がみんな使えていくような、そういう教育シス

テム含めてですね、これからの新しいステージづくり

が必要かなというふうに思います。

　今日はどうも大変ありがとうございました。（拍手）

○司会　坂本先生、パネラーの皆様、大変ありがとう

ございました。

　ご来場の皆様、限られた時間ではございましたが、

ありがとうございました。また、配信でご覧いただいて

いる皆様、お聞き苦しい点が多々あったと思いますが、

お許しください。

　阿蘇草原再生協議会では、本日いただいたアイデ

アも参考にさせていただきながら、今回の分科会の

テーマである草原の恵みを守るための仕組みづくりを

進めてまいりたいと思いますので、皆様、今後ともご協

力のほど、どうぞよろしくお願いいたします。

　それでは、阿蘇分科会はこれで終了とさせていただ

きます。

　皆様、もう一度拍手をお願いいたします。（拍手）

　ここで、皆様にご連絡ですが、この後、第13回全国

草原シンポジウム本会場と全国３分科会の開場をつ

ないでの全体会がオンラインにて開催されます。この

会場で流しますので、ご興味がございましたら引き続き

見ていただければと思います。

　皆様、本日は大変ありがとうございました。

もらう必要があるというふうに考えたわけで。というこ

とはですね、地元の人もそれを宝物とは思っていない

んです。ですから、ボランティアさんが地元の人と交流

するときに、そうした宝物を発見したら、ここにはこう

いうすばらしいものがありますよということをまず伝え

ていただきたいと、自分たちが発見したことをですね。

でも、多くの人は気づかないんですよ。それをまず教え

ていただくということ。

　そして、気づいたものをほかの人たち、つまり新たな

ボランティアさんが来れるように、そういうのをまた教

えていただくと。学校の生徒さんたちなんかもきても

らっているので、そのときにはね、本当に助かっていま

すけれども、そういった若い人たちですね、今後のそう

いう支援に回れるような、そういう仕組みづくりという

ものも大事かなと思います。

　今後そういうふうにして、農家さん、ボランティアさ

ん、お互いいろいろ、ほかの観光で来る人だって阿蘇

の草原の大切さというのをね、みんなに伝えていく必

要があると思うんです。生活環境を守るために何が必

要かという、そういった点で、私たちはみんなが草原

を通して生かされているということを認識できるように

伝えていくことが大事だなと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　今、もうボランティアさんも草原を守る非常に大きな

担い手で、やっぱりみんなで一緒に考えて出し合って

いくと。仕組みづくりは大体こう見えているんですけれ

ども、具体的なところはいま一歩手前かなという感じ

がします。

　三宅さんはそういう話を踏まえて、環境省としては、

このステージづくりをつくったら、絶対支えていくんだ

というような意気込みもあったらよろしくお願いします。

○パネラー（三宅悠介）　ありがとうございます。

　私もせっかく阿蘇に来たものですから、今年、個人

的ボランティアに参加させていただいて、非常にすば

らしい仕組みだなと思っています。あまり私自身は課

題は見当たらなくて、もうどうやってこの組織を継続、

発展させていくかというところかなと思っていますので、

我 と々してもしっかりサポートしていきたいと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうございま

した。

　もう大体時間がまいりましたので、今日は限られた

時間でございました。でも本当に２人のスピーカーの

方には簡潔に要点を絞ってお話しいただきましたし、

彼らの中で議論は大分深まってきたかなというふうに

思います。

　それでは最後に、今日の会を終えるに当たって一言、

今後の課題、あるいは自分が今考えていること、一言

ずつお話しいただいて、閉めたいと思います。

　じゃ島谷さんのほうからお願いします。

○パネラー（島谷幸宏）　今日ちょっといろいろやっ

ぱり聞いていて思ったのは、これからまたポストコロ

ナで地域分散というのが非常に重要で、その中で、子

供たちがこういうことに参加できると、すごいクリエイ

ティブな人間ができていくんだろうなというのをすごく

思っていて、環境省の方ともいろいろとお話ししている

んですけれども、やっぱり防災教育と環境教育を一緒

にするだとか、そういう形の新しい展開で、子供たちの

力をもっとつけないと、これからのサバイバル時代を

乗り切れないので。ボランティアみたいなものは、何か

学校教育としてちゃんとやっていく必要があるんかな

という話を聞いていていろいろと思いました。ありがと

うございました。

○コーディネーター（坂本　正）　じゃ吉良さん。

○パネラー（吉良清一）　私は特に自治体の首長とし

て、発信力が大事だと思います。島谷先生から情報を

いただいて、その情報で理論を武装して、強く訴えてい

きたいと思います。また、阿蘇の首長さんたちとも足並

みをそろえて、さらにどんどん盛り上げていきたいと思

いますので、これからもよろしくお願いいたします。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうございま

した。

　じゃ市原さん。

○パネラー（市原啓吉）　これは前の環境省の所長さ

んが私に教えてくれたことですけれども、イエロース

トーンが国立公園になったときですね、神が創造され

たもので、決して私有物にしたり、少数の利益のため

に開発すべきものではない。この地を国民のために永

久に保存するには国立公園にするという、そういうあ

れでこれをまず、イエローストーンが国立公園になっ

たと。それで、日本の昭和31年に国立公園法が制定さ

れて、1934年に初めての国立公園ができたと。その中

でも阿蘇もそういう国立公園になってきたということで

すね。

　そこには、やはり草原というのが大々的にあったわ

けで、だから国立公園になったわけで。阿蘇山があっ

ても、阿蘇山という山はないんですね。阿蘇山というの

は５つの山が成り立って阿蘇山って言うんで。その阿

蘇山は、草原があって初めて目立つんです。つまり主

役はですね、脇役がいないと目立たないんですよ。そ

の脇役である草原は、脇役だけでも重要な働きをして

いるんで、それをみんなに知っていただくためには、
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○司会　では、始めたいと思います。

　ご来場お皆様、そして配信でご覧くださっている皆

様、こんにちは。

　ただいまより第13回全国草原サミット・シンポジウ

ムｉｎ東伊豆、阿蘇分科会を開催いたします。

　私は、今回の進行役を務めさせていただきます公益

財団法人阿蘇グリーンストックの井上と申します。どう

ぞよろしくお願いいたします。（拍手）

　ありがとうございます。

　さて、今回の分科会では、阿蘇草原再生、新たなス

テージへ～草原の恵みを守るための仕組みづくり～

をテーマに２つの講演、また、その後、パネルディス

カッションを予定しております。パネルディスカッショ

ンでは、時間が許せば会場の皆様の声もお伺いでき

ればと思っておりますので、どうぞよろしくお願いいた

します。

　なお、今回は新型コロナウイルス感染防止対策とし

て、会場の人数を制限させていただいております。同時

にユーチューブでのオンラインの配信も視聴できるよ

うになっております。配信でお聞きの方もメッセージ等

でご意見をいただけましたら幸いです。

　それでは、講演に入ります前に、今回の分科会の趣

旨につきまして、環境省阿蘇くじゅう国立公園管理事

務所の山下さんからご説明をいたしますので、よろしく

お願いします。

○環境省阿蘇くじゅう国立公園管理事務所（山下淳一）

　皆さん、こんにちは。環境省阿蘇くじゅう国立公園管

理事務所の山下と申します。

　今日は、お集まりいただきまして、ありがとうござい

ます。

　私のほうから、まず今日のこの分科会の趣旨をごく

ごく簡単に３分ぐらいでご説明をさせていただきたいと

思います。

　それでは、早速まいります。

　もう皆さん、ご存じのとおりだと思いますけれども、阿

蘇の草原の特徴というのは、まず野草を主体とする草

原としては日本最大の規模であるということと、牛馬を

利用した農業生産とか草資源の循環という経済社会

の仕組みによって維持され続けた草原、あるいはその

まま放っておいてずっと草原であったということでは

なくて、生業によって維持され続けた草原というのが大

きな特徴であると思います。

　その草原ですけれども、いろんな恵みといいますか、

役割を持っていまして、まず、１つご紹介するのは多様

な生き物のすみかということで、植物で大陸と陸続き

だったことを物語っているようなヒゴタイですとか、そ

ういう植物があったりとか、ほかでは見られないよう

な希少種の植物も生育していたり、あとは、植物が多

様であるからこそ、多様な動物の生息できる環境を育

んでいると。１つ取り上げますと、チョウなんかでは、熊

本県で見られるチョウ117種のうち109種がこの阿

蘇の草原で見られる、チョウの楽園とも言われるよう

な多様な生き物のすみかになっています。

　それから、観光資源としての価値、これも言うまでも

ないことかもしれませんけれども、ちょっと古いデータ

なんですけれども、観光客の方に阿蘇のどこがいいで

すかというのを聞いたアンケートがありまして、草原が

広がる風景というのを77％の人がいいと答えていた

りですとか、牛馬のいる放牧風景とか花やチョウなん

かの野生生物がある風景なんかを答えていらっしゃる

方もいて、かなり観光資源としても欠かせない存在に

なっていると言えます。

　それから、最近注目されているところでいうと、炭素

の固定機能というのがかなり優れているらしいという

のが見えてきていまして、2013年の成果を基にします

と、阿蘇郡市の全世帯が１年間に排出するＣＯ２の量

の1.7倍ぐらい相当の炭素を草原が固定しているとい

うことで、阿蘇の中で見たら、排出よりも吸収が勝って

いるというようなことが言えて、地球温暖化防止の観点

からも未来に残す価値が高いというふうに考えられて

いたりします。

　それで、そういう様々な恵みがあるんですけれども、

過去から草原がどうなってきたのかというのを見ると、

かなり減ってきていると。100年前は阿蘇地域、ほとん

ど草原が広がっていたのが、見ていただいたら分かる

とおり、2007年にはかなりそれが森林に置き換わって

しまっているというような現状になります。

　草原再生協議会というところで議論をしていますけ

れども、じゃこの先どうなっていくんだろうって考えたと

きに、30年後の姿をちょっと想像しようみたいな話を

していまして、５年に１回牧野の調査がされている中で、

野焼きとか輪地切りをあとどのくらい継続できますかと

いうような調査項目があります。その中で、「10年以上

はできそうだ」と答えている牧野さん以外は、ちょっと

30年後まで管理を続けているのは難しいんじゃない

かというふうに仮定した場合なんですけれども、面積

で６割ぐらい減っているような予測になります。

　こういう状況もある中で、次世代へ残すべき姿で30

年後の目標というのを草原再生協議会の中で議論し

ていまして、先ほど申し上げた６割の草原面積減少と

いうのもあり得るかもしれないという中で、「今と変わ

らない規模の草原を残す」ということを目標に設定し

ようとしています。これ特に牧野組合さんの意向も大き

くて、やっぱりモチベーションを持ってやっていくため

にも、減少というところを目標にしてモチベーションも

上がらないだろうということで、最低限維持はしようと

いうような目標設定をしようとしています。

　そのために、３点目なんですけれども、そのために

は長年続いてきた生業による草原維持、これをどう支

援を強化していくのかというのを考えていく必要があり

ますけれども、もう一つ、今までもこれはやってきたんで

すけれども、もう一つ、近年、草原の持つ恵みというの

は、先ほどお話ししたような部分というのが注目され

ていますので、この草原の恵みを守るという観点から

も、草原を支える仕組みづくりというのを進めていく必

要があるかなというふうに思っています。今日は、この

草原の恵みを支える、守るための仕組みづくりというも

のを考える一つのきっかけにしたいなと思っておりま

す。そのために２つほどご講演をいただいて、その後

にパネルディスカッションということで進めさせていた

だければと思っておりますので、皆様よろしくお願いい

たします。

　私からは、駆け足になりましたが、以上です。

○司会　ありがとうございました。

２．講演

①阿蘇の草原がもたらす恩恵～最新の研究報告～

　それでは、早速、講演に移りたいと思います。

　お一人目は、熊本県立大学特別教授の島谷幸宏様

にお願いしたいと思っております。

　島谷先生は、現在多くの研究者が関わって進めてお

られる環境総合推進費研究の研究リーダーであり、今

日はその成果について、阿蘇の草原がもたらす恩恵、

最新の研究報告についてご講演をお願いいたします。

　それでは、島谷先生、よろしくお願いいたします。

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　皆さん、こん

にちは、島谷です。

　阿蘇の研究は、立場的には九州大学の特命教授と

してやっています。ただし、４月から熊本県立大学のほ

うにお世話になっていまして、私の実家が龍田なので、

熊本を今中心にしながらいろいろ仕事をしています。

　今ご紹介になったんですけれども、これが環境省の

推進費のテーマです。阿蘇をモデル地域とした地域循

環共生圏の構築と創造的復興に関する研究というこ

とで、大きく言うと３つのテーマでやっていて、そのそれ

ぞれのテーマがまた３つに分かれていて、９つの大き

な研究が集まった物すごく大きい研究です。私が全体

のリーダーをしていて、東海大の市川先生が特に地下

水のことをやられていて、慶応大の一ノ瀬先生が特に

後ろのほうの地域循環共生圏のほうの研究をされて

います。今日お見えになっています、実は。ちょっと驚き

ました、私も。

　研究の背景は、2017年に北部九州豪雨があって、

2016年に熊本地震があって、それで熊本県は創造的

復興というのを打ち出されました。その創造的な復興

を環境省が提案されている地域循環共生圏とどうやっ

てつなげていくかという研究になります。

　今日は特に草原のお話を中心にしますが、この阿

蘇は九州の中央部にあって、実は６本の１級河川、筑

後川、大野川、五ヶ瀬川、菊池川、白川、緑川という６

本の１級河川の水源になっています。ですから、玄海

灘から瀬戸内海から有明海からですね、いろいろなと

ころに水を注ぐ一番上流の地域になっています。流域

の人口が230万人と言われていて、しかも筑後川から

福岡導水で水を配っていますので、約480万人、500

発散、雨から蒸発散を引いたものが水資源量というこ

とになります。特に筑後川の場合はダムがありますの

で、雨が降ったときの水も全部ためてしまうので、基本

的には下流に流れていく水資源量は降った雨から蒸

発する量を引いたものということになります。

　そこで、こういう樹林とススキがどれぐらい蒸発散量

が違うかということを測定しています。宮沢先生という

先生が研究をしています。植物には、ちょっと難しくな

るんですが、光合成をするときにＣ３という植物、普通

の一般的なＣ３植物というスタイルと、ススキのように

Ｃ４植物というスタイルの光合成をやるタイプとがあり

ます。ススキはＣ４植物というタイプになります。Ｃ４植

物というのは、難しいんですけれども、機構がすごく

違って、非常に二酸化炭素を節約しながら光合成をす

ることができます。水を使う量も非常に少ない、節水型

の植物というふうに言われています。このＣ３植物とＣ

４植物というのは非常に重要なポイントになっていて、

阿蘇では草原にするとほとんどススキになります。スス

キになるということが蒸発散量を小さくしているという

ことになります。

　それで、今、牧野の方に協力していただいて、直接

葉っぱにこういう樹液流計というセンサーをつけて、

ここから今、直接測れるようになりました。一つ一つの

茎からどれぐらいの水分が蒸発しているかというのを

１年間測っています。それで分かってきたことは、これ

が杉で、ササやヤシャブシで、ススキとなりますが、１

年間ずっと積算していくと、杉とススキでは非常に大き

な蒸散量の違いがあるということが分かってきました。

これはもう光合成の仕組みが根本的に違うので、非常

に節水型の植物であるススキが生えているということ

がこの節水型だということが分かりました。

　今ちょっとそれを年間どれぐらいの蒸散量になるか

という推定を行っていて、ちょっとまだ低めの推定に

なっているんですが、これススキです。ススキがＣ４と

いう植物で、ほかのは全部Ｃ３植物なんですが、ススキ、

ササ、杉、ヒノキ、ヤシャブシというようなもので考えて

みると、恐らく杉・ヒノキに比べて１年間に年間の蒸発

散量が100ミリは最低違うだろうということが明らか

になってきました。

　現時点ですが、今年度の３月までで研究を終わりま

すので、それまでにはこの明確な数字が出てくると思

うんですが、水の使う量からすると、ススキ、ササ、ヤ

シャブシ、杉、ヒノキという順番になるであろうというこ

とがどうも明らかになってきました。これ非常に重要な

ことになります。

　ここに阿蘇がありまして、ここに、今見ている草原っ

てほんの一部の草原なんですが、もし樹林に替わって

しまうと、年間100ミリから200ミリぐらい、下流に流れ

るお水の量が減ってしまうということになります。100ミ

リというのは高さの単位ですね。１年間、大体この地域

が3,000何百ミリと降りますが、そのうちの100ミリ分

が蒸発、空中に出ていってしまうということになります。

ですので、草原があることによって、下流に水を配るこ

とができているということになります。大体その量は、

後でちょっとご説明しますが、年間1,000万トンとかそ

ういう量になります。実は、下筌、松原ダムという、ここ

に２つ、ちょうどこの阿蘇から出てくるところにダムが

あって、そこから平地に水が出ていくわけですけれども、

このダムでは発電を行ったり、下流への有明海に流れ

ていく水を供給したりしているわけですけれども、実は

有明海のノリが取れなくなった、冬場取れなくなったと

きには、このダムを操作して、水を放流して下流に栄

養物を送るという、栄養源を送る操作をしています。そ

の水の量は大体1,000万トンとか、大体それぐらいの

量なんですが、それは草原がなくなると、それがちょう

どできなくなるぐらいの量になります。非常に大きな量

です。

　今までに行われた松原、下筌ダムによる緊急放流と

いうことで、大体冬場です。冬場、ノリが行われるように

なって、ノリの色落ちと言って、色が落ちてくるんですね、

栄養塩がなくなると。窒素の濃度が低くなったときに松

原ダムを放流すると、窒素濃度がばあっと上がって

いって、色落ちしなくなるということで、実は草原の水と

いうのは、有明海のノリを支えているということにもつ

ながっているんですけれども、あまりそれは意識されて

いません。松原ダムの流域で例えば草原がもしなく

なってしまえば、約1,000万トンぐらいの水資源がなく

なってしまうということになります。それは、人口でいう

と11万人分ぐらいの水資源量になるということなので、

非常に大きい水の量だということが分かると思います。

今まで草原について、あまり定量的に水をどれぐらい

節約するかというのを分かっていなかったんですが、

それが今分かりつつあるということです。

　それともう一つは、今、立野ダムができているんです

が、こっちがカルデラと、下流の熊本の地下水がつな

がっているかどうかということに焦点を当てて研究を

しています。ずっとボーリング調査が、最近、地震の後

いっぱい行われまして、そのときの地下水を連ねてい

くと、これがつながっているということが明らかになっ

てきました。それがですね、量的にどれぐらいかという

と、これは熊本大学の嶋田先生たちがシミュレーショ

ン、１年間の水収支というのを示したものです。

万人の水源になっているということで、非常に重要な

地域になっています。

　しかし、これはあまり知られていないです。私、福岡

市民もやっているんですけれども、福岡市の人は、筑

後川から水をもらっているという意識はあるんですけ

れども、阿蘇から水をもらっているという意識はほとん

ど希薄なんですね。有明海の人も、筑後川とか白川と

か緑川とか菊池側から水が流れているというのはよく

知っているんですけれども、その上流は草原だという

のを皆さんご存じない。有明海は、よく泥の干潟で、阿

蘇の噴火物によってできているどろどろの干潟で、そ

れが非常に豊かだというのは言われているけれども、

その水の水源が阿蘇だというのはあまり言われてい

ないと。そういうところがあります。

　この９つの、サブテーマになるんですけれども、簡単

にいうと一番上が自然災害を生態系によってどうやっ

て守るかというような感じの研究です。自然資源を使

いながら災害を防ぎ、それを創造的復興につなげてい

こうというのがテーマ１。テーマ２は、熊本地震によっ

て地下水に影響が出たので、その地下水がどういう影

響を受けて、それがどういうふうに回復しているのか。

それから、その地下水が、１回カルデラの中に入った

水がどういうふうにほかのところとつながっているか

という研究。テーマ３は、自然資本と社会関係資本と

いうのは、人間関係とかいろいろな社会のことにも注

目して、地域循環共生圏というのをどういうふうに成

立していけばいいかという、文系の研究から理系の研

究まで、非常に幅広い研究となっています。

　簡単にいうと、阿蘇地区の中で自律分散型の社会

を構築しつつ、他の大都市圏等といろいろな交流をし

ながら、創造的復興と地域循環共生圏をどうつなげて

いけばいいかということの研究をしているということ

になります。

　扱っている自然資源としては、草原だとか森林、そ

れから石材、水田、湿地、水みたいなものを対象にし

ています。

　この図はですね、ここに中央の火山地帯があって、

カルデラがあって、外輪山があって、そういう色を示し

ていますが、この草原、災害との関係を示していますが、

集落の配置をどういうふうにすればいいのかとか、低

地の氾濫をどうやって防げばいいのかとか、田んぼダ

ムをどういうふうにしていいのかとか、こういうカルデ

ラと外輪山のランドスケープに基づいた自然の機能

も生かしたような防災はどうあるべきかというような研

究をしています。

　皆さんご存じのように、阿蘇はこの草地が外輪山の

上と斜面というのがあって、その下に林地があって、集

落があって水田があるという、一つの配置構造が単位

となって、一つの集落が草地から林地、水田、そういう

管理をしているという、そういう仕組みがあるというの

は皆さんご存じで、こういう関係が非常に重要だとい

うふうに思っています。

　まず、災害との関連を見ていくと、草原、これはです

ね、縦軸に崩壊の確率を書いてあって、これいろいろ

な植生について書いてあるんです。これを見ると、草原

が崩壊の確率が高い。しばしば崩れやすいということ

が分かりますが、そのときの崩壊の深さは小さいという

ことが分かっています。ですから、草原にすると、時々

崩れるけれども、大きな被害はもたらさないというよう

なことが分かっていて、しかも、傾斜が比較的緩いとこ

ろの樹林帯がこういう土石流とかを緩衝する機能が

あるということも分かっています。

　次に、水の機能についていろいろ研究しています。

特に筑後川と白川に着目して研究を実施しております。

　実は、筑後川というのは阿蘇の外輪山を水源として

福岡県を通りながら有明海に注いでいる九州一の大

河です。ここから福岡に導水を持っていって、福岡市の

水も供給して、約30％ぐらいの水を供給しているとい

う非常に重要な川になっています。松原ダムというダ

ムが筑後川の上流にあって、上流のこの地域の水を、

外輪山の水を集めて、１回、松原ダムでためて、それで

下流に供給しているということになります。流域の草原

の状況を見てみると、どんどんどんどん今減っていると。

1900年頃に比べて、半分ぐらいになっているというこ

とが分かります。

　それで、どういうことをやっているかというと、実は雨

が上から降って、雨が降ったものが植物とか地上から

蒸発とか発散、発散というのは葉っぱから出ていくの

を発散と言うんですが、蒸発散して上に向けていくと。

それ以外のものは表面に流れるのと地下に浸透する

のと、二通りで流れていくということになります。ですか

ら、下流に流れていく水の量は、この植物等からの蒸

を目的として、村長が火入れ責任者となって野焼き再

開を進めておられます。本日は、その事例を中心に南

阿蘇村の草原管理の取り組みについてご発表をいた

だきたいと思います。

　それでは、吉良村長、よろしくお願いいたします。

○南阿蘇村村長（吉良清一）　皆さん、こんにちは。今、

紹介がありました南阿蘇村の吉良と申します。

　今、村長ということでございますが、私はもともと農

家の長男で、無農薬の米とか、あるいは私自身も野焼

きとかに参加しておりました。これまで農地や草原を

守るためにいろんなことをやってきたんですが、もう農

家の１人、２人では、これはもう守れないということで、

村長を目指しました。しかしながら、なかなか簡単に

は合格させていただけませんで、今から17年前に南

阿蘇村が合併したときに初めて出まして、落ちて、落ち

て、落ちて、４回目にやっと合格いたしました。周りの人

は私のことを吉良清一の趣味は何か知っとるかいと、

吉良清一の趣味はね、選挙だもんなと。特技は何か

知っとるといったら、特技は落ちることだもんなという

ふうにからかわれておりました。

　そういうことで、私は本当にこの草原の水量を守る

と、このために村長になったようなもので、今いろんな

取組でしっかり頑張っております。私は、講演するほど

知識が豊富ではありませんので、地元の水分量など現

状をお話ししようと思って、この役を引き受けました。し

ばらくの間ですが、よろしくお願いします。

　それでは、早速、話に入っていきますけれども、話の

内容は、この画面のとおりで、途中に私の持論あたり

も少し述べさせていただきたいと思います。最後に、村

で作ったビデオがございますので、それをご覧いただ

ければと思います。

　まず、南阿蘇村の火入れ対象地は1,500ヘクター

ルございまして、27の牧野があります。うちの牧野の特

徴としましては、こっちの北側と比べまして急斜面が多

いということ、それから、谷が深いということがうちの

特徴だと思います。そのために輪地切りなどはとても

苦労しますし、また、放牧牛を見つけにくいという、そう

いう苦労もございます。そして、平成28年に３つの牧野

が中止をいたしました。原因は、これは慢性的なもの

なんですが、高齢化、あるいは担い手不足、また、火入

れ責任者の、これは区長さんなんですが、その責任が

大変重いということが原因です。死亡事故が28年に

発生しまして、区長さんが死亡事故の後に事情聴取と

か、あるいはいろんな事故後の手続とか、また、遺族へ

のお見舞いとか、ものすごくご心労をされております。

火入れ責任者についてはまた後ほどお話ししたいと

思います。

　そして、これは同じく28年に起こった熊本地震です。

牧野のあちこちでこういう牧道が被災を受けまして、２

つの牧野組合で野焼きを中止しております。

　これから再開に向けた取組ということを簡単にご説

明しますと、南阿蘇村と牧野組合、熊本県で連携協定

を結びました。真ん中にいらっしゃるのが白川牧野組

合の組合長さんです。白川水源の上辺りが野焼きが中

止されておりますので、そこら辺からまず復活したほう

がよかろうということにしました。村と熊本県で予算を

組みまして、防火帯の整備等を行いました。その白川

地区でも集会をして、野焼きの再開について議論が

あったんですが、野焼きの再開についても疑問視する、

つまり無理やりせんでもいいんじゃないかという意見

もありましたけれども、その中央の後藤区長さんの強

いリーダーシップで、野焼きは何としてもせないかんと

いうことで、再開することができました。

　火入れ責任者をですね、区長さんから村長、私とい

うことにしました。区長は現場の監督者。それから、こ

れまで区長が申請をして村が許可するという許可制

度でしたけども、これも届出だけでいいという届出制

にいたしました。

　重機により白川牧野を早朝、総延長で20.7キロ

メートル、800万ぐらいかかったと思いますが、整備を

いたしました。それによって、今年の３月に、これは野

焼きの様子ですが、４年ぶりの野焼きでしたので、多く

のカヤがあって、もうそれはそれはすさまじいほど、恐

ろしいほど燃え上がりました。

　これは５月の写真ですけれども、野焼きをしたところ

が緑色になっているかと思います。途中に防火帯があ

ります。中腹ほどには保安林がございます。

　これは、ちなみに私が朝に写真を撮ったんですが、

３月です。雪が降ったところが白くなっていますが、野

焼きをしたところは、野焼きをすれば草がありません

ので、もう地面に直接雪が積もります。ですから、こうい

う具合に白くなります。白くないところは、野焼きがして

いないところです。

　私の持論を少し話しますと、左が野焼きをしない場

合、右が野焼きをした場合で、梅雨の時期がですね、

梅雨は雨が降るわけですから、野焼きをしたところは

草が生えていますので、雨が、先ほど島谷先生の話に

もあったように、雨が地下に浸透します。しかし、左側

はススキがありますので、いわゆるかやぶき屋根状態

で、恐らくほとんど地下には浸透せんで、カヤを伝って

下に流れ下っているのではないかというふうに考え

ます。

　皆さん、水収支ってとっても分かりにくいんですけれ

ども、阿蘇のカルデラを一つのおけみたいに考えて、

上から降ってくるのが１年間に3,629ミリの雨が降っ

てきています。これシミュレーションで出てきたものな

ので、この辺の蒸発量というのはいろんなところの平

均になっています、建物とか水田とか山とか。大体その

うちの463ミリぐらいが蒸発していくよと。土の中に

2,600ミリぐらい入って、土から2,500ミリぐらい出て

きているということが分かります。蒸発するので、それ

が155ミリということで、地下水から７ミリ、それほど大

きな値じゃありません。地下水、つながってはいますけ

れども、ボリュームとしては大きい値ではないと。１年

間に3,000ミリぐらいの水がカルデラから下に出て

いっていると。

　これ非常に重要なのは、そのうち、3,000ミリのち

2,500ミリぐらいは１回土の中にもぐってゆっくりと出

てきているということです。ですから、洪水のときに出て

いっているのが大体500ミリぐらいということで、これ

は非常に、日本の川の中では大体洪水のときに出て

いく水の量とふだん出ていく水の量が１対１ぐらいだ

と言われているんですが、阿蘇の場合にはカルデラが

あるせいで非常にゆっくり水が出ていっていると。だ

から、下流の洪水も草原とか水田の涵養とかによって

減らしていると。だから、１回雨が降っても水が染み込

んでいきますので、それがゆっくりと湧き水という形で

出ていっているということになります。

　それで、大体の量は出てきたんですが、大体、阿蘇カ

ルデラから流出する白川の流量は年間７億トンと。そ

のうち大体１億トンぐらいが白川の中流域で、農地で

地下に浸透していると言われていますので、阿蘇カル

デラの中に降った雨のうち、１年間に約１億トンぐら

いの地下水は熊本市の地下水として供給されていると

いうことが大分明らかになってきました。ですから、今

まで定性的には言われていたんですが、こういう現象

は、一つは外輪山の草原は福岡の筑後川はじめほか

の地域の水の資源として非常に重要な役割を果たし

ていると。阿蘇カルデラから熊本に関しても、カルデラ

に降った水もちゃんと地下水を涵養するのに役立って

いるということが明らかになって、やっぱり草原を守る

ということは、非常に大きな水資源、九州北部の水資

源を守るのに非常に重要であるということが明らかに

なりました。

　私たちは、先ほどもちょっとお話ししましたように、

創造的復興と地域循環共生圏をどうやってくっつけて

いくかという研究をしています。私たちが考えている創

造的復興というのは、地域の資源の価値を創造する、

再発見する。社会的な課題を踏まえて再発見する。そ

れこそが創造的復興であると。価値創造こそが創造的

復興であると。

　草原の場合は、先ほど言いましたように、今までい

ろいろなことが言われていますが、特に今回の研究で

は、水資源の供給機能が非常に大きいということが明

らかになったと。防災機能もあるということも明らかに

なったということであります。

　そういう価値を創造して、今度は福岡や熊本市の水

資源として価値を共有する必要があります。有明海に

対しても、阿蘇は有明海の恋人というようなですね、そ

ういうフレーズを共有する必要があると。そういうこと

によって、都市からの資金だとか漁民からの応援だと

か、そういうふうな価値を認識することによって、さらに

いろいろな共生圏からの関わりが来るというふうに考

えています。

　また、今日ちょっとお話ししませんでしたが、どう

やって自律分散型の社会をつくっていくかというときに、

草原をどうやって維持するかというのは非常に重要な

ポイントになります。それについてもいろいろ、どういう

ふうにして管理すればいいのか、集落の主体力を形

成するにはどうすればいいのか。水源涵養保安林を

水源涵養保安林野というような水資源の涵養がある

草原を水源涵養林と同等のものとして位置づける必

要があるだとか、そういうことを今考えながら研究を

行っています。

　以上で私のお話を終わらせていただきます。どうも

ありがとうございました。（拍手）。

○司会　島谷先生、ありがとうございました。貴重なお

話をありがとうございます。

　それでは、ただいまの島谷先生のお話の中で、時間

の関係上、お一人だけご質問等ございましたら受けた

いと思いますが、どなたかいらっしゃいますでしょうか。

よろしいですかね。

　後でですね、島谷先生のほうにはパネルディスカッ

ションのほうにも参加していただきますので、またそ

れも併せてご質問等ありましたらよろしくお願いいた

します。

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　どうもありが

とうございました。

○司会　それでは、ありがとうございました。（拍手）

②南阿蘇村の草原管理の取り組み

○司会　続きまして、お二人目です。南阿蘇村村長の

吉良清一様にお願いしたいと思います。

　南阿蘇村は、平成31年度から水源涵養機能の保全

ができないような集落については、村で、例えば消防

署とか消防団員、あるいは警察官のＯＢさんたちで専

門のプロのチームをつくって、土日に計画的に野を焼

いていけば、かなりの面積をカバーできるのではない

かと思って、今、計画中です。

　それと、最後はですね、野焼き目的の認識の改革と

いうことを訴えております。これまで野焼きの必要性と

いうのは、例えば景観の維持だとか、あるいは病害虫

の防止とか、そんな目的で野焼きをやっておりました

けれども、それだけでは住民に、農家がもう野焼きはそ

れぐらいのことだったらもうやらなくてもいいんじゃな

いかと、そしてまた、地下水は森が育むという考え方が

ほとんどで、草原をそのままに放置すれば、やぶ化して、

山林というか、山林になるから、それでもいいんじゃな

いかと。森が育むという考えがありますからですね、野

焼きはそんなに無理してやらなくてもいいんじゃない

かという考えがありますので、その考えを少しずつ変え

ていかなければ、野焼きの存続は厳しいなというふう

に思っております。

　ですから、野焼きの目的は、もう水源保全と。特に南

阿蘇はそうなんですけれども、熊本市内の地下水の保

全に草原は大きく貢献しているということをしっかりこ

れからも訴えていきたいと考えております。

　大体、私の言いたいことは終わりまして、このビデオ

をですね、ユーチューブにもあります、阿蘇の地下水が

見られるというのをですね、これをちょっと流したいん

ですけれども。

（ビデオ視聴）

　阿蘇の地下水を未来へ。

　熊本は古くから水の都と呼ばれ、その中でも熊本市

は水道水減の100％を地下水だけで賄っているとい

う世界一の地下水都市とも呼ばれています。それには、

阿蘇のたくさんの湧き水が関係しています。なぜこんな

に水源となる湧水が多いのでしょうか。

　これから紹介する４つの条件と阿蘇の人々の暮らし

が深くつながっています。

　１つ目は阿蘇の地形です。阿蘇は、ほとんどの地域

で年間の降水量が3,000ミリを超える、全国的に見て

も非常に雨の量が多い地域です。火山の噴火活動で

できた大きなくぼみのことをカルデラと呼びます。この

広くて深いカルデラは、たくさんの水をためる役割が

あり、阿蘇は九州の水がめとも呼ばれています。

　２つ目は地質です。火山の噴火活動によって水を通

しやすい層と通しにくい層ができました。このことに

よってより多くの水が地面に染み込み、長い年月の間、

地中にためることができるのです。そして、この幾つも

の層は天然のフィルターとなり、きれいな湧き水を生む

のです。

　３つ目は水田です。もし水田がなければ、雨は川に

流れ、すぐに海に流れ出てしまいます。その一方で、水

田は雨水の多くを地下に浸透させます。また、大雨のと

きにはたくさんの雨水をためることができるため、天然

のダムとも呼ばれています。

　最後は草原です。阿蘇の草原は、地下水を育む力が

とても優れています。それはなぜでしょうか。森林に雨

が降ると、雨水が葉や枝で遮られるため、地面の染み

込む量は少なくなります。しかし、草原に雨が降ると、

地面に届く雨の量が多くなり、その分、地面に染み込む

量も多くなるのです。また、地面が吸収した水の一部は、

植物の根や葉を通して蒸発します。蒸発する水の量は、

森林に比べ草原のほうが少なく、同じ雨の量でも草原

のほうが地面に染み込む量が多くなるのです。そして、

何よりこの草原の維持に大切なのは野焼きです。野焼

きにより枯れ草がなくなり、新たな草原に生まれ変わり

ます。そして、その草原は、より多くの雨水を染み込ませ

ることができるようになるのです。このように主に４つ

の条件が重なって、たくさんのきれいな湧き水が生ま

れているのです。

　阿蘇の暮らし。

　古くからの阿蘇の人々の暮らしにも湧き水を守るの

に大切な役割がありました。阿蘇では昔から赤牛と共

に暮らしを営んできました。赤牛は、冬の間は牛小屋

で飼われ、春になると水田を耕します。そして、田植が

終わる夏には草原へ放牧されます。冬になると、赤牛

に草原の草や稲わらを与え、堆肥を作り、その堆肥を

水田に返します。こうした営みにより、阿蘇の稲作は維

持され、豊富な地下水を生む水田が保たれてきました。

草原と畜産の関係はヨーロッパでも見られますが、草

原、畜産、稲作、地下水が関係しているのは、世界でも

まれで阿蘇ならではの高度な循環システムとも言える

のです。

　ここ阿蘇では、このような地域循環が1000年以上

も続いてきました。世界の中でも安全に飲める水があ

るというのは、まさに宝とも言えます。自然と人との共生

によって守られてきた阿蘇の自然、地下水、これからも

みんなで守り、育てていきましょう。

○南阿蘇村村長（吉良清一）　これで終わります。

　最後にふるさと納税ということをちゃっかり言って

おきまして、これらの草原や水源を守るために、ふるさ

と納税で頑張ってお金を集めようかと考えています。

　それでは、拙い話でありましたが、これで終わりたい

と思います。ご清聴ありがとうございました。（拍手）

　下はですね、草原の雨量を表したものですが、右側

の野焼きをした場合は、先ほど言いましたように、秋は

茶色になって、それが野焼きをしたら真っ黒になりま

す。真っ黒になった後に雪が降れば白くなって、雪が

解ければまた黒になる。そして、野焼きをしていますの

で、一斉に新芽が湧きますので、もうほとんど一瞬、一

瞬といいますかね、短い時間に緑色に変わります。そ

して、そういう色の変化が野焼きをすれば、１年で色の

変化も楽しめるということが言えると思います。

　これは、ちょっと字がたくさんありますけれども、左側

が草原です。右側が未整備の保安林です。一番上に地

下水の保全能力とありますけれども、これも先ほど島

谷先生が話されたとおりですが、この図はですね、今

年の春に環境省さんが阿蘇の草原を見られるという

たしかチラシを作られていると思いますが、その中に

示された図です。もともとこれは20年ほど前にツカモ

ト先生という、東京工大と思いますが、その先生が20

年前に調整されたのを環境省さんが初めて、今回初め

て堂々といいますか、堂々とチラシに載せられました。

恐らく私が思いますに、森林と書いてありますので、農

水省、林野庁の森林増加に配慮して、この図が表に出

されなかったんじゃないかというふうに思います。初

めてですね、今年の春、これが環境省のパンフレット

に載りましたので、私はこれを積極的に使うことにして

おります。これほど草原のほうが地下に浸透する水の

量が多いということが、これを見れば一目瞭然だとい

うふうに思います。

　そして、２番目は、先ほど環境省の山下さんのほう

から話があったとおりです。ＣＯ２の吸収能力が割と知

られておりませんけれども、土壌中に有機物がたくさん

草原はありますので、炭素を固定しているということか

と思います。

　次は、大雨時の土壌を流出するから、大雨時の災害

はご覧のとおりです。大雨時の災害は、今全国各地で

洪水時の流木被害出ておりますけれども、これもやは

り整備をしていない森林の流木被害だというふうに思

います。

　それと、生物の多様性もご覧のとおり、それから、生

産性、利用効率につきましては、草原は毎年、野焼き、

放牧、そして採草と、毎年リセットがされますので、生産

性が高いと思います。農業との関わりは、草原は飼料

とか、堆肥の資材とかなっております。また、経済効果

につきましては、観光資源は草原の風景などがありま

すし、右側の中央火口丘、特に阿蘇ジオパークがあり

ます中央火口丘の保安林というのは、火山灰とか、あ

るいは火山ガスとか、そういうことで非常に育ちが大

分悪いことから、中ではもう既に枯れていって、保安林

の機能を有していないというふうなところもあります。

我々は地元では、あれは保安林ではなくて、不安林だ

というふうに言っております。

　それと、景観は先ほども申しましたように、草原はも

う四季折々の景色が楽しめます。また、文化的景観に

つきましては、阿蘇の草原は、平成29年だったと思い

ますが、国の重要文化的景観に指定を受けております。

それほど文化的景観にも優れているということで、これ

は高橋佳孝先生にアドバイスを受けながら、この表を

作りました。まだこれに漏れていることがあるかもしれ

ませんが、これほど草原は優れているということがお

分かりというふうに思います。

　これからの取組としましては、今年の春、950ヘク

タールで24牧野組合が実施しております。ただし、依

然550ヘクタールはまだ未再開となっております。それ

で、牧道や恒久防火帯の設置を進めたいと考えており

ます。しかしながら、これを見てもらうと分かりますが、

民有林との下のほうの防火帯はあまり傾斜がありませ

んので、そんなにお金もかかりません。ところが、上の

保安林との境の防火帯は急峻で、工事の人ももう

ちょっと考えないかんなというぐらい危険な場所も

あったそうで、上の防火帯を造るのは物すごいお金が

かかるということであります。保安林を何とか解除して

いただけないかということを再三、県の農政などにも

言っておりますけれども、なかなかハードルが高くて、

なかなか解除は難しいと、１ミリたりとも保安林は譲ら

ないというような、本当に強い姿勢が見られます。です

から、解除が無理なら、杉、ヒノキじゃなくて、火に強い

クヌギとか、そういう樹種を変えるという方法はどうか

ということで繰り返し繰り返し提案しています。

　そして、３番目に人手の確保ですけれども、やはり畜

産農家、特に放牧農家を増やしていかなければなりま

せん。放牧はいろいろ大変な面もありますので、今、牛

にセンサーをつけて、バーチャルフェンスといって、パ

ソコンでの架空の線で、そこに牛が通れば、そのセン

サーがびりびりとして、牛がそれ以上進めなくなります。

いわゆる架空のフェンスですね、パソコン上の架空の

フェンスから先には行かせないということが今年、福

島県で実証実験をやっておりますので、それをちゃん

と見て、うちも近い将来に導入を計画しております。２

つの牧野組合で実証をやろうという今計画をしており

ますので、そして、簡単に放牧ができるようになれば、

畜産農家も増えるというふうに思います。

　それから、ボランティアの皆さんが協力をいただい

ておりますし、専門部隊と書いておりますのは、野焼き

分かると思いますけれども、この牧野組合、東部のほう

に位置しています。滝室坂、57号線から箱石峠、265

号線の間を位置するところで、面積が430ヘクタール、

標高は約600メーターから900メーターあります。外

輪山内側は急傾斜で、上部は比較的緩やかな地形と

なっております。

　この道路線の部分ですね、こちら側が大分のほうに

水が流れていきます、大野川のほうにですね。そして、

こちら側が黒川や白川につながっております。阿蘇の

東部として、私の牧野は箱石という国土地理院の地図

にも載っている有名なところがありますし、もう一つ、こ

こに人の顔をした岩がありますけれども、国道265号

線沿いには人の顔をした岩も見られます。

　そして、こうした景観が見られますけれども、これは

野焼きの後ですね。ここはもう大野川水系の源流とな

る水の流れとなるところです。

　こちらは放牧の状況です。この中がやっぱり大野川

の水系になります。

　道のこちら側になるところを黒川、白川のほうに水

が流れていくというようになります。

　うちのほうの牧野では、特に今、32名とこれ書いて

ありますけれども、現在は30人になりました。最初、こ

の牧野組合がスタートした時点では100戸以上あっ

たんですけれども、私が入った頃は98戸の農家があ

りました。大体200頭以上の牛を飼っています。しかし、

年間放牧は70頭ぐらいで、草の利用もなされています

けれども、自分たちでは使い切れないくらいです。主な

活用としては、草原の維持というのが大切ですから、

野焼きとか、それから草刈りをやって、草原を維持する

こととか、最近は子供たちに野焼きの体験とか希少生

物の保護などの啓発なども行っております。それから、

野草堆肥で作った野菜を作って、啓発普及に励んで、

いろんなところに発送したりとかも取り組んでいますし、

カヤの出荷等も行っております。

　また、観光利用として、特に、私は普通、農家ですか

らなかなかできないんですけれども、牧野の中のいろ

んな宝物をぜひ皆さんにも知ってほしいということで、

牧野ガイド事業というのに取り組みました。ここでしか

ないものを楽しんでいただきたいと思って、まず、自転

車で草原の中を、牛がいないときに走り回ることがで

きる、そうしたことを取り組んだり、そのためには防疫

対策もしっかり取らなくてはいけませんので、石灰とか

クエン酸を使った消毒もして、いろんな外来種子とか

そういったものを持ち込まないような工夫をしながら、

遊び、学び、そして感動を味わうような、そういう体験

なども行っております。

　もちろん自転車だけではありません。トレイルウオー

クと言って、人々が歩いて草原を楽しんでいただくとい

うことは、ただ歩くだけじゃなく水がどのように流れて

いるかとか、そこにある希少植物、どんなものがあるか

とか、そういったものをなぜ保護するか、なぜ守ってい

かなくちゃいけないかということ、そして、阿蘇の草原

を通して、より多くの人々の心を癒すことができるとい

うことを訴えております。

　阿蘇には、大体年間180万以上の人たちが観光に

お見えになるそうですけれども、そうした人の一部でも、

私どもの牧野を通して、そうしたことを知っていただい

て、草原の大切さ、そうしたことを少しでも伝えられば

と。その他からものを後世に残せるようにしたいなと

いうふうに思っています。それで、こういう取組をやっ

ております。

　これからは、観光利用としての牧野ガイド事業でと

いうのは、今後、阿蘇地域のほかの牧野でも持続的な

維持管理に生かしてもらえるようにモデル化し、口蹄

疫などの疫病対策の情報共有とともに、牧野間の連携

を図っていきたいと思っております。現在、ほかにも、自

分のところでもやりたいという申込みがありますので、

先進事例じゃないですけれども、どの組合でもできるよ

うに支援できたらと思っております。

　それと同時に、地元の商工会や観光業ともタイアッ

プさせることで、地域の活性化にも寄与できるような取

組を発表させたいと考えております。

　こういった人たちは、私がガイドとして養成した人

たちですので、私が忙しくても、これらの人たちがガイ

ドとして活動できるようにしています。ガイドの申込み

は、道の駅阿蘇に申し込んでいただくと、こうしたガイ

ドさんたちを紹介してもらうことができます。トレイルウ

オークで大体基本ですね、二、三時間のガイドで１人

頭大体3,000円ぐらいの徴収をしております。1,000

円を牧野の維持管理に還元できるように取組をしてお

ります。また、自転車の場合は、そのガイドさんが自分

で値段を設定して、1,000円だけは牧野に還元できる

ようにやっております。現在までに300人以上の方が

観光を楽しんでおられます。

　本来は、オリンピックのときもより多くの人が来られ

る予定だったんですけれども、残念ながらコロナ禍で

活動ができない状態に置かれていました。これからさ

らにこういうのが改善で来たら、続けていきたいなと

いうふうに思っております。

　以上です。

○コーディネーター（坂本　正）　どうも市原さん、あ

りがとうございました。

場代だとか温泉だとか来たときのどうやって頂くのか

というのが大変大きな課題でございます。今日は幾つ

か問題提起もいただきましたので、実現可能な話をぜ

ひ進めていただきたいというふうに思います。

　次は、今日、講演のほうも大変ありがとうございまし

た。島谷さん、１時間ぐらいかかるのを20分ぐらいで

圧縮していただいたんで、やや欲求不満じゃないかな

というふうに思いますけれども、吉良さんの話を伺って

みると、島谷さんの話、重なりますよね。非常にエビデ

ンスというか、今まで言われていた九州の水がめ、福

岡に行ってもそういう話するんですが、筑後川だけ

じゃないと。もうもともとは阿蘇なんだよ。なかなか伝

わりにくいです。熊本市の世界で一番の地下水だと言

いながら、阿蘇の水が染み込んできて湧き出るんだと

言いながら、言いながら、恩恵は受けていますけれど

も、じゃ阿蘇をどうするかって、なかなかそういうふうに

いかない。今日は環境保全だけの問題ではなくて、価

値の創造として、今までのそうだなといったものをちゃ

んと再発見した、保全活用した、防災機能もやっていく

とですね、これからまだ新しい価値が生まれると、都市

圏を巻き込んでいくんだ。今日、最後に言われたところ

をやっぱり今度の課題としてぜひ強調していただきた

いことをお願いしたいと思います。

○パネラー（島谷幸宏）　この研究を始めるときに、い

ろいろお話を聞きにいって、やっぱり、草原が水資源

の涵養機能が森林より大きいことが明確に証明されて

いないんだよというのをすごく言われてですね、そこを

やっぱりターゲットしないといけないということで、今

日ちょっとお話ししたのは、樹液流計という草の木の

中を流れる水の量を測っているんです、実際に。それ

でどれくらい空中に水が出ているかというのが直接、

最近、センサーの技術が発達しまして、10年前にでき

なかったのが今はそうやって直接、どれぐらい植物が

水を空中に吸い上げているか測れるようになったんで、

それをちょっとやってみましょうということで始めたん

です。

　今日は、吉良さんがお話しになったのは、遮断蒸発

というやつで、１回、土の中に水が入って、それで植物

がどれぐらい利用するかという話なんです。もう一つは、

葉っぱなんかに降った雨が途中で蒸発してしまうとい

う２つの現象があって、その両方とも草原のほうが小

さいというのが分かっているので、だから、先ほど示さ

れたのと私が言ったのを２つ足したよとなるので、本

当はもうちょっと何百ミリ、今日、私100ミリと言ったん

だけれども、もっと大きい数なんですね。

　そういうことをいろいろ研究しながら、また、創造的

復興とは何かというのをすごい考えたんです。熊本県

で地震が起き、熊本地震があって、うちも熊本市内な

んで、その周りがもうみんな７割ぐらい被災してですね、

全半壊になって、何となく創造的復興というと、新たに

何かを創造するような、そういうイメージがあったん

だけれども、いろいろ研究してみると、やはり草原を守

ることこそが創造的復興なんですね。水源を守ること

こそが創造的復興なんだけれども、じゃ創造って何か

というと、価値を創造することなんです。今まで上手に

守れていなかったものに対して、もっと新たな価値が

実際にはあるんだけれども、見えていない価値を見つ

けたり、そういうことをやることによって、次の世代につ

なげる夢のある価値を創造して、それは自然を守り、

例えばもっと、私は草原をもっと増やしたいと思ってい

るんですけれども、そういうことをやるのが創造的復興

だと。

　それを環境省さんが言っている地域循環共生圏と

いうなかなか分かりにくい計画なんですけれども、地

域を育てて循環型社会をつくりながら、地域の中だけ

で自立するのがなかなか難しいので、ほかの地域と共

生しながら、できればこういう阿蘇みたいなところは

大都市圏と共生しながら、その大都市圏に当然恵みを、

水の恵みとかいろんな恵みを与えているので、それに

対するお返しをいただきましょうという、そういう考え

方なんですね。そのためには新しい価値を創造し、そ

の創造した価値を共有しないと絶対駄目ですよ。先ほ

どの話でもあったように、どうやって価値をこれからみ

んなで共有していくか。だから、できれば、有明海の人

に来てもらって、ここに大漁旗がね、阿蘇の草原に大

漁旗がはためきね、ああ私たちの草原はこうやって海

ともつながっているんだというのが何か目で見えるよ

うな風景ができるとか、そういうことが次の時代に何か

夢をもたらすんじゃないかなと。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうございま

した。

　今のお話の中で、やっぱりみんな気持ちで分かって

いるんだけれども、価値の創造とかね、新しく物をつ

くっていく、何かないものからつくっていくのは物すごく

大変だと思うんだけれども、今あるものの価値を認識

する、これがもちろん大事なことですよ。認識したら、

次に未来につながっていく。言葉は固いけれども、要

するに今やっていることを子供や孫につなげていって、

今の生活を守っていくということは、福岡の都市圏を

守り、有明海を守り、熊本市を守ることだと。今までは、

そんなこと意識しないで自分たちのなりわいでやって

いたけれども、そういうもんだということをみんなが共

　特に観光ガイドのところでは、ずっといろんなことを、

希少生物、植物だとか見ていただいて、水の話をして、

それで、そこのことを理解していただくというのは大変

すばらしい活動だと、観光とセットになっておりますけ

れども。それを含めて今後の課題というのをまた次回、

次の回にお伺いしたいと思います。

　じゃ次、三宅さん、お願いします。大体、若いですよ、

この中でもね。力あるし、エネルギーあるし、もうこれ

からの阿蘇のこういう課題はもう全部引き受けるとい

うような熱意で今日来ていただいております。今日はど

うも大変ありがとうございます。いろいろ注文が出ると

思いますが、どうぞよろしくお願いいたします。

○パネラー（三宅悠介）　ありがとうございます。環境

省の阿蘇くじゅう国立公園管理事務所、三宅と申します。

よろしくお願いいたします。

　私たちの事務所、この阿蘇市内にありまして、黒川

に事務所があって、大体職員10名ぐらいおります。何

をやっているかといいますと、この関係でいきますと、

草原再生の協議会の運営ですとか、そういった草原

再生の活動に取り組んでいます。それから、国立公園

ですので、阿蘇とくじゅうの国立公園の管理ということ

で、開発の規制をしたりですとか、生態系の保全をし

たりですとか、そういった仕事をしています。

　それからあと、最近は観光振興にも力を入れていま

して、特に政府全体としてインバウンド観光を推進して

いこうという中で、国立公園もですね、そういったイン

バウンドにも貢献していきたいと、そんなようなことも

やっておるような組織になっています。

　それで、今日はこういった場にお呼びいただきまし

てありがとうございます。坂本先生からご紹介いただき

ましたけれども、我々のほうもこの地域にある事務所と

して精いっぱいやることはやっていきたいと思ってお

ります。

　島谷先生、吉良村長からもお話しいただきました。

ありがとうございます。草原再生の活動は2005年から

スタートしています。2021年ですので、もう少しすると

20年かなというようなタイミングになっています。これ

までは地域の農家の方々の活動をどうやって支援して

いくかということで力を入れてきたんですけれども、今、

第３期の全体構想というのをつくっておりまして、それ

の大きな柱としては、なかなか産業だけで草原を維持

していくのが難しいような状況になっている中で、公益

的機能と少し難しい言葉ですけれども、産業だけでは

なくて、広く一般社会にも草原は役立つんだと、こう

いったような中で草原を維持していくと。一番分かりや

すいのは吉良村長からご紹介いただいたような、自治

体が火入れ責任になって野焼きするとかそういったこ

とだと思いますけれども、そういったことにこれから力

を入れていきたいと思っています。

　そういった中で、今日のお話ですね、有明海とつな

がっているとか、あるいは自治体のほうで火入れを積

極的にやっていただけるとか、草原再生にとっても、こ

れから新しい展開を考えていく上で、非常に重要なご

指摘をいただいたかなと思っていまして、また草原再

生協議会のほうでも今日のお話を受け止めて活動し

ていければというふうに思っておるところです。

　それから、市原組合長から観光利用の話をいただ

きました。我々国立公園を管理しておりまして、全国に

34の国立公園があります。この中には、九州の管内で

いけば、例えば屋久島も入っておりますし、それから知

床とか小笠原とか、世界自然遺産に登録されているよ

うなところも、この34の中に入っています。また、富士

山とか日光ですとか、いわゆる温泉とか自然が豊かな

観光地というのは大体34国立公園の中に入っている

んですけれども、あと、くじゅうもその中に入っています。

　皆さん、阿蘇くじゅうって国立公園の中でどれくらい

人が来ているかというイメージをお持ちですかね。実

は阿蘇くじゅうというのは、大体1,600万人ぐらい年

間利用者来ていまして、これは34の国立公園の中で

見ても上から５番目なんですね。日本全体で見ても、こ

ういった自然を生かした地域という中では、お客さん

が多く来ているエリアになっています。

　冒頭に紹介があったとおり、その中に来たお客さん

の８割ぐらいの方がですね、この中でも草原、阿蘇の

中で草原がやっぱり一番すばらしいというような回答

をされています。なので、草原というのは非常に観光に

とっても魅力的な資源であって、地域の外の人たちか

ら、どうやって草原の維持に協力してもらえるかという

のが今日のテーマの一つでもあると思うんですけれど

も、そういったときに、やっぱり観光の方に一部ご協力

いただく、市原組合長からご紹介いただいたように、

1,000円を草原の保全に還元するということもそうで

すけれども、最近ボランティアツーリズムとかもややは

やっておりまして、そういったボランティアでツーリズ

ムとして来ていただくとか、そういったことも含めて、地

域の外の力をこれからもっと活用していけるとよいの

かなというふうに思いました。

　私からひとまずコメントさせていただきました。あり

がとうございます。

○コーディネーター（坂本　正）　どうもありがとうご

ざいました。

　とにかく外からというのが結構難しくてですね、駐車

○司会　吉良村長、貴重なお話ありがとうございま

した。

　それでは、会場から１名だけですね、ご質問やご意

見ございましたらお願いいたします。挙手をお願いし

ます。

　一番後ろの方。

○参加者　私は熊本市民なんですけれども、先ほど野

焼きの意味を、草原を新しくして虫を殺すとか、景観を

守るとか、そういう趣旨で理解している熊本市民という

か、熊本県民と言っていいと思う、たくさんいらっしゃ

ると思うんですよ。その水源保全のためだということに

変えていかなくてはいけないというお話があったと思

うんです。私はそれとても共感するんですけれども、具

体的にどういう方法が一番手っ取り早いと考えられる

か、もしお考えがあればお聞かせいただければ。

○南阿蘇村村長（吉良清一）　ありがとうございます。

　まずは、うちの農家あたりもですね、実際、野焼きを

している農家あたりもそれを知らないということです

ので、まずその辺から、区長さん、区長会では定期的に

こういうことを述べますし、牧野組合が集まるときもそ

ういうことを言っております。また、今年の１月には全

戸に阿蘇の世界文化遺産を目指してというチラシを

作成し配布しました。阿蘇の地下水はこういう具合に

して育まれているということを機会あるごとに言うよう

にしています。

　とにかく草原のほうが地下水涵養能力は高いという

ことをこれまであまり言われてきませんでしたので、こ

れを強くこれからも機会あるごとに訴えていきたいと考

えております。

○司会　よろしいでしょうか。ありがとうございました。

　それでは、ここで、また吉良村長のほう、後でパネル

ディスカッションのほうにもご登壇いただきます。あり

がとうございました。（拍手）

　では、この後、パネルディスカッションに移りますの

で、少し会場の準備をさせていただきます。お手洗い

等ございましたら、皆様、この時間にお願いします。

３．パネルディスカッション

○司会　では、お待たせいたしました。

　それでは、パネルディスカッションに移りたいと思い

ます。

　冒頭の趣旨説明と２つのご講演を踏まえて、阿蘇草

原再生、新たなステージへ～草原の恵みを守るため

の仕組みづくり～をテーマに進めていただきます。

　ここで、ご登壇の皆様をご紹介させていただきます。

　今回のパネルディスカッションコーディネーターと

して、阿蘇草原再生千年委員会委員長の坂本正様、パ

ネラーとして、先ほどご講演いただきました熊本県立

大学特別教授の島谷幸宏様、南阿蘇村長の吉良清一

様、阿蘇市町古閑牧野組合長の市原啓吉様、環境省

阿蘇くじゅう国立公園管理事務所所長の三宅悠介様、

以上になります。どうぞよろしくお願いいたします。

　ここからは、コーディネーターの坂本先生に進行を

タッチしたいと思いますので、先生、よろしくお願いい

たします。

○コーディネーター（坂本　正）　坂本でございます。

　今日は、本当にコロナの厳しい中でございます。限

定的な人ということで、皆様方、今日お集まりいただき

まして、どうも大変ありがとうございます。

　今日はもうテーマもはっきりしていますように、今、

阿蘇、我々はですね、千年委員会世界文化遺産登録

に向けて今活動しているところでございまして、暫定リ

スト入り間近、と言うと誇大宣伝になるかもしませんが、

その暫定入りを目指して今やっている最中でございま

す。その中で一番コアになるのは草原ということです。

そして、九州の北部ですね、この阿蘇の水がめの役割

というのは非常に大きいと。今日その水がめの話をし

ていただいたわけですけれども、有明と福岡都市圏、

非常に大きな流域ですね。有明のノリを支えているの

もこの阿蘇の水だ。このカンデラが水をためているこ

とで、熊本市の世界一の地下水の源流になっているわ

けでございますし、その途中につながる水源が我々の

生活を守っている。それは災害からも大きな役割を果

たしている。その恩恵の部分を話していただきたいと。

当然これは、草原に行って楽しむ、観光客の人たくさん

いらっしゃるわけですよ。観光客の人にもぜひ、たくさ

ん水源がございますが、この水源と阿蘇はつながって

いるんだと、そういうことも分かってもらえればなとい

うことでございます。

　今日はもう既にお二人にご報告をいただいておりま

す。順番は、まず、市原組合長、それから三宅所長、島

谷教授、吉良村長という形で順番でやらせていただき

ます。あとはさんづけでいたしますので、よろしくお願い

します。

　市原さんも大変ご活躍でございまして、また、今日も

お忙しい中、引っ張り出して大変申し訳ありませんけ

れども、今日もガイドのことであるとか、新しい活動を

含めて、水資源の取組もございます。どうぞよろしくお

願いいたします。

○パネラー（市原啓吉）　私も牧野組合ですね、熊本

県北部、阿蘇の一番東側のほうに当たりますけれども、

一の宮町坂梨地区というのがあります。見ていただくと

が湧いているんだと、そういう認識がほとんどです。も

し仮に阿蘇に人が住んでいなくて、水田や草原がなく

て森だった、森林だったとすれば、恐らくこれほどの水

は湧いていないだろうというに思います。

　熊本県とか熊本市のホームページを見てみますと、

熊本の地下水ということで検索してみますと、絵が描

いてあります、地下水の流れがですね。ほとんどは西

原辺りを降った水が地下に浸透して、あるいは白川を

流れて、それがまた菊陽町周辺で地下に浸透して熊本

市に湧いているという絵がほとんどです。阿蘇のカル

デラの中とか外輪山を多く、大門堰にも水が流れると

いうのは書いてありません。それはなぜかというと、そ

ういう研究がこれまでされてこなかったせいです。それ

で、もちろん島谷先生が今日言われましたように、何と

か阿蘇の草原なり水田のそうした影響、大きな貢献し

ているんじゃないかということをですね、今度、研究で

その辺のところが分かってきたということで、これまで

の図とは違った図が恐らく出てくると思います。そうな

れば、多くの方々に草原、水田の大切さがお分かりい

ただけるかと思います。

　こういう機会があるごとに訴えていかなければなり

ませんが、私が最近思っているのは、それとはまた別

に、それだけでは、ああそうだなで終わってしまう。あ

そうかで、それからアクションが起きないというか、何

かそういう気もしますので、今、熊本市の地下水が減

少傾向にありまして、うちの水源の10か所で、先ほど

市川先生のほうから、市川先生で調べてもらって、そう

すると６割ほどの水源では減少傾向にあります。白川

水源は１分か60トンと言われていますが、今40トンし

かありません。それより最も湧水量の多い竹崎水源は

120トンですが、そこは１/３に減っているというような

調査結果が出ておりますので、もう水源、草原が減って

いることが恐らく原因だということで、危機感を与える。

先ほど熊本市の方は……と思いますけれども、熊本市

の水はこれからもう減りますよと、減っていきますよ、こ

のままでは減っていきますよということをもう危機感を

多少与えるような報道というのも、そういうことを何か

変えてもらうというか、先生方からもそういう報告をし

てもらうとか。危機感を与えることも一つの手かなと、

最近はそういうことも思っています。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうございま

した。

　大都市、熊本市のほうですが、これ100年ぐらい

たって地下水が市内に来るんで、今足りるとか足りな

いといっても、まだ大丈夫だという、そういう楽観的な

議論もないわけじゃない。先ほどあったように、水の涵

養とかいろいろは、草原よりも、それは樹木のほうが多

いんだから放っておけという話も結構あるわけですよ

ね、潜在的に。しかも、草原も人の手が入って草原だと

思っていない人も結構、そうするといろんな意味での

理解が及んでいないところで、新しい価値をつくって

やっていくというのはなかなか大変だと思うんですけ

れども、吉良さんが７市町村の中の１人だとすれば、

やっぱり今日の話は、市町村の人たちで県のほうにこ

ういうことだと、まだまだ認識足りないよと。こんなこと

で世界農業遺産取れないよというのをぜひ言ってほ

しいと思うんですが、いかがですか。

○パネラー（吉良清一）　今おっしゃるとおり、これは

阿蘇郡の首長さんが同じ気持ちで同じ方向を向いて、

歩調を合わせなければならないと考えております。そ

の辺は首長さんの会合の中である程度の合意はでき

ております。保安林の改良あたりもですね、これは私だ

け言っても駄目ですので……

○コーディネーター（坂本　正）　保安林の解除はし

てほしいなと。

○パネラー（吉良清一）　いろいろ言っているんです

けれども、ただ、阿蘇のほかの自治体の首長さんと行

動を共にしてやっていきたいと思っています。

○コーディネーター（坂本　正）　よろしくお願いし

ます。

　市原さん、ずっと長年活動してきて、今、ガイドの話も

して、いろんな問題ご存じですよね。それでやっぱり水

源の問題で、水が減っているとか、そういう危機的な状

況もあるんですか。

○パネラー（市川啓吉）　草原のあった時代、つまり

私が高校生ぐらいのとき、その時分はですね、山がま

だこんな大きくなかったもんですから、滝がいっぱい

あったんですね。その滝がですね、今、木が大きくなっ

た現在、だんだん消えてきているんです、なくなってき

ているんです。草原がいかに大切かということは、私

はその高校生のときに学んだことが第一の出発点な

んですけれども、私が高校生のときは、阿蘇くじゅうで

有して、福岡の人も、有明の人も、熊本市の人も、阿蘇

の価値を一緒に分かってもらう、このことが大事だと、

そのことですよね。

　そのことで、もう一つ必要なのは、普通、水源だとか

なんかって、人が住んでいなくて、山の奥から出てきた

ものだというようなこと、阿蘇はカルデラで、これが人

が住んでいるわけですよね。これだけの大きな都市圏

なんで、この都市圏でやってきている水の涵養に依存

している生活、一部の都市と都市をつないでいる、そ

のあたりの関係はどうお考えですか。

○パネラー（島谷幸宏）　昔からここは野焼きをして

いたわけですね。それがたまたまススキだったわけで

す。とても水を節約すると思うんですが、そういうことが

あったからこそ、福岡都市圏にあれだけの人口が集

積できるということなんですね、実は。これがなかった

ら、福岡市はもう水資源ない都市ですから。

○コーディネーター（坂本　正）　全然ないですか。

○パネラー（島谷幸宏）　ええ、全然ないですから、あ

んな人口を養えないわけです。ですから、本来はもう

少し、阿蘇を拝むじゃないけれども、敬意を払ってい

いはずなのに、そこの価値づけができていない間にみ

んながもっと阿蘇をＰＲしてください、最も大切な九州

の山ですからね。そういう意味での価値づけを行うこ

とが、やっぱりこれから持続的にこの阿蘇を維持する

ためには重要じゃないかなと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　僕は後でまた市原

さんにも伺いたいし、吉良さんにも伺いたいんですが、

阿蘇に住んでいて、生活していてですね、だんだん担

い手も少なくなっている。阿蘇の野焼きも大変だと、今

一生懸命やっている。僕はこの仕事に関わったときに、

あと５年たったら大変だよと言われて、本当に大変な

時期だったんですよ。これからまた３年、５年後大変

だよ、何とか延びてきているんだけれども、高齢化はも

ういや応なしに来ますよね。都市圏の人が無関心であ

れば、なおのこと厳しくなる。そこの働きかけ、例えば大

漁旗が来るとかね、そういう話もいいし、ほかの自治

体の人たちとの関係もあるんですが、島谷さんは福岡

に住んでいて、熊本に来て、今、水と環境のことをずっ

とおやりになっていて、それで実家がこちらにあってで

すね、火の山、しかし、水がめとしての阿蘇はそれほど

まだ認識されていない。インパクトはどこに持っていっ

たらいいと思いますか、島谷流の。

○パネラー（島谷幸宏）　私は、やっぱり海だろうと思

います。福岡にですね、志賀島という島があって、そこ

に志賀海神社という神社です。そこは海の神社なんで

す。その人たちは山を誉めるというお祭りをずっとやっ

ているんです。「ああらよい山繁った山」「ああらよい山

繁った山」「ああらよい山繁った山」と３度山を誉めて、

鹿もいるんですね。だから、やっぱり昔から山を管理

するということが海の神にとってどれほど大切だった

のか。一つは、船を造るのに木が要るということなんだ

と思うし、山からの栄養源とか恵みによって海産物が

取れるということも知っていただろうし。それを管理す

るために人間が鹿を射るとか野焼きをするとか、そう

いう行為が必要だということを分かっていた。そういう

ものを見ていくと、やはり海とのつながりを明瞭に意識

することによって、全てが、その間のものは全部つな

がってくるので、そこをつなげていくというのが面白い

かなと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　要するに自然に昔は知っていたんだけれども、だん

だん文明の中で分断されていって、都市圏が生まれて

きて、その生態系というのがだんだん切れてきた。なの

で、今、環境省さんが言っている共存していく生活圏で

す、物すごく壮大な絵なので、マンダラ絵というふうに

言っているらしいんですけれども、一見ね、ちょっと荒

唐無稽じゃないかと思うけれども、要するに昔に戻っ

てつながっていこうということだと思うんですよね。

　そのあたりの話、また後で伺いたいと思いますが、

吉良さん、お待たせいたしました。

　何か専門家じゃないみたいに言われていましたけ

れども、細部までずらっと見たら、島谷さんよりたくさん

書いていましたよね、その。流れをね。あの中の３分の

１ぐらいを島谷さんが今日証明した、科学的に証明し

た。でも、経験的にというか、もう大体分かっていて、し

かし、微妙なことを言われましたよね。なりわいでみん

な分かっているはずなのに、農業をやっている現実の

人は野焼きはやっている、大事だ。でも、景観のためだ

けだったらもうやだという気持ちもないわけじゃない。

それはそうだと思うんです。人のために景観でやっ

たってしようがない。今度はみずがめで、水がめになる

ためだという意識をやっぱりそれほど強くはないんで

しょうか、そのあたりの苦労話からお願いしたいと。

○パネラー（吉良清一）　じゃ本当に苦労話をします

けれども、うちの村は移住者が、結構、都会から移り住

む方がいらっしゃる。何でですかと聞くと、景観とか、き

れいな水がたくさんあるという理由が多いです。じゃき

れいな水は何でいいと思いますかと尋ねると、これに

答える人はまあいません。住民もはっきりとは答えられ

ません。先ほど大きな４つの要因があると言いました

けれども、それを答える人は本当にいなくて、昔から水

から野焼きのボランティアという形で、本当に大勢の

方に来ていただいていて、全国見渡してもなかなかこ

ういうふうな形で、近隣都市圏からこれだけ大規模に

協力を得て環境保全やっているところってそんなに多

くないんじゃないかなって思っています。そういった中

で、今回こういった科学的な知見もさらに明らかに

なってきたので、福岡、あるいは熊本の方に協力しても

らう具体的な意義というか、メリットもより説明しやすく

なってきたと思いますので、こういったことをうまくア

ピールするといいなと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　千年委員会というのは、もう福岡でもやっていますし、

福岡の経済界の人が任意でずっとおやりになってい

て、この話は、福岡の方も言うんですよ、水がめで。やっ

ぱり福岡都市圏は阿蘇で守られているんだという、経

済界のそういう方はおっしゃるんだ、なかなか市民に

浸透しない。これからだと思うんです。

　じゃ今日参加している方、あまり時間がありません

けれども、今までの話を聞いて、ちょっと一、二聞いて

みたいなという、全体でもいいですし、特定の方……

○参加者　野焼きボランティアをやっています。お世

話になっております。

　今日は、最初にお二方で水の重要性という、非常に

理論的に分かりまして、大変ありがたくお聞きしました。

　ボランティアやっていますが、昨日もそうだったんで

すが、阿蘇市にある牧野で輪地切りをやっていました

が、ボランティアの一般の方からこういう質問が来る

んですね。虫もいないのに何で焼かないかんのです

かって。そのときにやっぱり今日の水の話、ＣＯ２の話、

そして私の自分の専門の生物多様性の話とか、そうい

う話をしてあげると大変納得いただけるんですね。そ

ういう意味で、私はボランティアのリーダーもやってい

ますけれども、リーダーの役目というのは非常に重要

になってきているというふうにここ近年思います。ボラ

ンティアは今登録1,000名いますから、延べで昨年実

績ですと2,300名ぐらい出ています、コロナの中で。こ

れコロナが終わったら3,000名近くいくという。さてこ

こで問題なのは、草原の恵みを守るための仕組みづく

りという中で、私たちボランティアはこの先どう向かっ

ていけばいいのか、率直に、市原さんなんかとは初期

のほうから相当いろんな議論をさせていただきました

し、吉良村長は今日初めてなんですけれども、特に吉

良さんと市原さんあたり、我々ボランティアなんですけ

れども、今後どういうふうに向かって行けば、この仕組

み、新たな仕組みづくりとしてお役に立てるのかという

ことをご示唆いただければ大変ありがたい。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　多分、みんな考えて結論が出なくてですね、難しいと

ころではあるんですが、じゃお一方ずつその辺を伺っ

て、島谷さんのほうからいきましょうか。もう短く。

○パネラー（島谷幸宏）　簡単に、じゃ。

　今日ちょっとお話を聞いていて思ったのは、草原が

あって集落あって、水田があって、本当はそれ全体の

土地利用が草原の仕組みを支えているので、そういう

観点をやっぱり大事にしないと駄目かなと思っている

ということです。

○コーディネーター（坂本　正）　何かその仕組みの

中で……

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　コミュニティ

自体がそれ全体を管理して……

○コーディネーター（坂本　正）　何か一つのコミュ

ニティ全体を維持していくことで仕組みができると。

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　草原だけを

守ろうということじゃなくて、それを使う仕組みも守って

いく。

○コーディネーター（坂本　正）　草原を核にして、生

活圏、循環を守っていくという。

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　皆さんもそれ

重 ご々存じ……

○コーディネーター（坂本　正）　それは話が重いん

だけれども、そういうふうにしていかなければ維持でき

ないよということですね。

　じゃ吉良さんのほう、お願いします。

○パネラー（吉良清一）　うちの村にはボランティア

の方が来ていただいていまして、本当に感謝しており

ます。輪地切り、輪地焼き、大変ありがたく思っており

ます。

　ただ、先ほど言われたように、虫がいないのに何で

輪地切りとかやるのということは今日初めて知りまして、

そうだな、本当だな。だから、草原の野焼きの目的をも

う少し分かりやすくボランティアの方々にも伝わる方

法も考えていかなければならないなというふうに思い

ます。引き続き輪地切り、輪地焼き、本当に御協力をお

願いしたいと思います。

○パネラー（市川啓吉）　ボランティアの皆さんから、

私が持っているものが宝物だということを教えても

らったんです。それまでは邪魔物だったんです。これ

は何のためにどうしたらいいんだろうというね、邪魔

でしようがないと思ったら、それは宝物ですよって教え

られたから、ガイドを通して、それで多くの人に知って

５万ヘクタールぐらいの草原があると学んでいたんで

す。だから、ここはアメリカの牛肉と対抗するには阿蘇

ぐらいしかないと、そういう認識があったんです。

　それで、阿蘇は草原があって、みんなが豊かで。それ

は水だけじゃないんです。空気もですね、木よりも草の

ほうが浄化する、あるいは高いと言われているんです。

そっちのほうも目を向けんといかんとですね。ですか

ら、私はガイドのとき、そういったことを皆さんにお伝

えしているんです。だから、私、200人以上、去年、おと

としとガイドをしましたけれども、そういった人に一人

一人ね、みんな伝えて、阿蘇の草原はいいというけれ

ども、どんなところがいいですかって。空気がいいと。

景色が見れる。これは森林になったら景色は見えない

んですね。だから、森林はちょっと空気がいいように考

えるかもしれませんけれども、景色が見えないと、その

中での活動だけしかできないから。草原の場合は見

渡しができますね。阿蘇の山を見渡しながら草原を歩

くといかにすばらしいかというのがみんなが知ってい

るんです。そうすると、来られた方たちは、心が癒され

たと言って帰られるんです。ということはですね、私は

いつもみんなに訴えているんですけれども、あそこの

草原というのはね、名医だって。それがやぶ化してい

けば、やぶ医者になるって。だからね、草原は守ってい

かんといかんて。それをね、地元の人がやっぱり知る

必要があると思う。お医者さんをね、育てているから頑

張ろうと、そういう意識。そして周りから来る人たちの

癒やしてもらうんだったら治療代ぐらい払えと。ただで

来て帰っていくのはどういうことかと。そういう認識の

下に、より多くの人に、阿蘇を支えるためにはそういう

外部からの援助も必要なんだと。高齢化になったら、

ボランティアの皆さんが応援に来てくださっています。

ボランティアさんも高齢化しているんです。ですから、

より若い人たちにも訴えて、若い人の力も活用できるよ

うにしていかなくちゃいけないと。そういうふうに考え

て、阿蘇の草原の水だけでなく、空気を守るという、そ

れは全ての人に関係してくるので、ぜひそういったこと

を知ってほしいなと思って、今のところ頑張っています。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　でも、滝がなくなっている、減っているというのは、本

当にちょっと衝撃的な話ですよね、やっぱり環境問題

の中で。あるいは草原といったら、草原の場合は、崩れ

てもすぐ復活すると。だから、地震とかなんかあっても、

崩れたところから復活するというので、非常に強いも

んだという意識があるんですが、滝がなくなっていると

いうのは、ちょっと私も考えが及ばなかったんですけ

れども、やっぱりそれも一つの象徴ですね。滝の復活

も大事になるかなというふうに思いますね。

　コロナ禍にもですね、そういう地元の方もおられる

ので、そういうのを知っている方もおられると思うんで

すよ。やっぱり何が変化したかって。その後、島谷さん

に全部証明してもらうというのが一番やりやすい方法

かなというふうに思うんです。

　じゃ、最後というわけじゃありません、まだ一巡して

きたわけですけれども、今まで話を聞いて、三宅さん、

今まで北海道へ行って、熊本にこちら通ってきて、これ

からまた大きな活動があって、世界文化遺産を担うよ

うな、そんな話があって。今回の企画も関係者も非常

に大きな研究の課題、やっていると思うんですよね。

やっぱり子供の教育含めて、観光含めて、何を訴えて、

阿蘇をみんなと価値を共有していくっていう、その肝の

ところは何だとお考えですか。

○パネラー（三宅悠介）　なかなか難しいかなと思っ

ているんですけれども、分かりやすさというのは非常に

大事なのかなと思っています。島谷先生おっしゃって

いただいたみたいに、阿蘇で仮に草原が全部森林に

なってしまうと、1,000万トンぐらい水が減るので、有

明海のノリ養殖のための緊急放流がもうできなくなる

んだとかですね、福岡市であれだけの人口を維持でき

なくなるんだという、そういう分かりやすいメッセージ

と、あと、村長おっしゃっていたみたいに危機感を少し

あおっていくようなことも考えていく必要があるかと思

います。

○コーディネーター（坂本　正）　災害もひどくなりま

すよね、一気に流れてくるわけですから。

○パネラー（三宅悠介）　そういうのをうまくアピール

していくと。

　それで、地域循環共生圏、先ほど非常に分かりにく

いというようなお話もいただいていて、ちょっと私たち

の職員もなかなか理解することも難しいんですけれど

も、実はこの阿蘇は割とそういう意味では先進的な地

域だと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　あれは阿蘇を説明

するためにつくった地域循環圏だと私は思っておるん

ですね、ずっと、広いから。ただ欠点はですね、土地に

ずっと水道になって、いろんな都市部があって、海で

しょう、有明。遠いんですよ。だから、阿蘇だと思っても

つながりがぼんやりするんで、なかなか下流にいる人

たちが恩恵をですね、ぼんやりしか分かりにくいなと

いう、ちょっとそこのところですよね。

○パネラー（三宅悠介）　そうですね。ただ一方で、こ

のエリアには、今でも福岡県、あるいは熊本の都市圏

子供も大人もお年よりもですね、女性も男性も関係なく、

みんながそういったことを知る必要があると思うので、

それを情報として発信する。それが環境省さんなり、農

水省なりなんなりですね、大きなところからメディアを

通してでもなんでもですね、発信していくということは

大事だと思いますね。

　私も地元の農家に住んでいる限り、農家の人たちに

その宝物を守っていく必要があるんだよということを

強く訴えていきたいと思っているので、今取り組んでい

る小学生の草原学習とかですね、そういったものをぜ

ひ活用して、さらに将来のボランティアさんなり、地元

の担い手を構成できるように頑張っていきたいと思っ

ています。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　それでは最後に、大トリになります。三宅さん、お願

いします。

○パネラー（三宅悠介）　ありがとうございます。

　環境省は最近脱炭素、カーボンニュートラルという

ことで、環境省というか全政府を挙げて取り組んでい

ますけれども、先ほどご紹介あったとおり、阿蘇草原で、

このエリアの世帯の排出量の1.7倍の二酸化炭素を

固定しているということがあります。そういった観点か

らの重要性というのもこれから訴えていくと、社会の流

れにも乗っていけるのかなというふうには思っており

ます。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　今ある阿蘇の生活圏、これはやっぱりボランティア

の人を含めて草原を維持していく、水を守っていく。そ

のことが福岡都市圏、熊本の都市圏、多分、大分も入

ると思うんですね、北九州、九州の上のほう半分は阿

蘇に支えられているんだという意識は重要だと思いま

すが、何よりもこの仕組みを維持していくためには、子

供が、今日は残念ながら参加が難しかったわけです

けれども、やはりこの内容を共有する、防災意識として、

郷土の誇り、伝統というものを共有して、それを同じ地

域の世代がみんな使えていくような、そういう教育シス

テム含めてですね、これからの新しいステージづくり

が必要かなというふうに思います。

　今日はどうも大変ありがとうございました。（拍手）

○司会　坂本先生、パネラーの皆様、大変ありがとう

ございました。

　ご来場の皆様、限られた時間ではございましたが、

ありがとうございました。また、配信でご覧いただいて

いる皆様、お聞き苦しい点が多々あったと思いますが、

お許しください。

　阿蘇草原再生協議会では、本日いただいたアイデ

アも参考にさせていただきながら、今回の分科会の

テーマである草原の恵みを守るための仕組みづくりを

進めてまいりたいと思いますので、皆様、今後ともご協

力のほど、どうぞよろしくお願いいたします。

　それでは、阿蘇分科会はこれで終了とさせていただ

きます。

　皆様、もう一度拍手をお願いいたします。（拍手）

　ここで、皆様にご連絡ですが、この後、第13回全国

草原シンポジウム本会場と全国３分科会の開場をつ

ないでの全体会がオンラインにて開催されます。この

会場で流しますので、ご興味がございましたら引き続き

見ていただければと思います。

　皆様、本日は大変ありがとうございました。

もらう必要があるというふうに考えたわけで。というこ

とはですね、地元の人もそれを宝物とは思っていない

んです。ですから、ボランティアさんが地元の人と交流

するときに、そうした宝物を発見したら、ここにはこう

いうすばらしいものがありますよということをまず伝え

ていただきたいと、自分たちが発見したことをですね。

でも、多くの人は気づかないんですよ。それをまず教え

ていただくということ。

　そして、気づいたものをほかの人たち、つまり新たな

ボランティアさんが来れるように、そういうのをまた教

えていただくと。学校の生徒さんたちなんかもきても

らっているので、そのときにはね、本当に助かっていま

すけれども、そういった若い人たちですね、今後のそう

いう支援に回れるような、そういう仕組みづくりという

ものも大事かなと思います。

　今後そういうふうにして、農家さん、ボランティアさ

ん、お互いいろいろ、ほかの観光で来る人だって阿蘇

の草原の大切さというのをね、みんなに伝えていく必

要があると思うんです。生活環境を守るために何が必

要かという、そういった点で、私たちはみんなが草原

を通して生かされているということを認識できるように

伝えていくことが大事だなと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　今、もうボランティアさんも草原を守る非常に大きな

担い手で、やっぱりみんなで一緒に考えて出し合って

いくと。仕組みづくりは大体こう見えているんですけれ

ども、具体的なところはいま一歩手前かなという感じ

がします。

　三宅さんはそういう話を踏まえて、環境省としては、

このステージづくりをつくったら、絶対支えていくんだ

というような意気込みもあったらよろしくお願いします。

○パネラー（三宅悠介）　ありがとうございます。

　私もせっかく阿蘇に来たものですから、今年、個人

的ボランティアに参加させていただいて、非常にすば

らしい仕組みだなと思っています。あまり私自身は課

題は見当たらなくて、もうどうやってこの組織を継続、

発展させていくかというところかなと思っていますので、

我 と々してもしっかりサポートしていきたいと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうございま

した。

　もう大体時間がまいりましたので、今日は限られた

時間でございました。でも本当に２人のスピーカーの

方には簡潔に要点を絞ってお話しいただきましたし、

彼らの中で議論は大分深まってきたかなというふうに

思います。

　それでは最後に、今日の会を終えるに当たって一言、

今後の課題、あるいは自分が今考えていること、一言

ずつお話しいただいて、閉めたいと思います。

　じゃ島谷さんのほうからお願いします。

○パネラー（島谷幸宏）　今日ちょっといろいろやっ

ぱり聞いていて思ったのは、これからまたポストコロ

ナで地域分散というのが非常に重要で、その中で、子

供たちがこういうことに参加できると、すごいクリエイ

ティブな人間ができていくんだろうなというのをすごく

思っていて、環境省の方ともいろいろとお話ししている

んですけれども、やっぱり防災教育と環境教育を一緒

にするだとか、そういう形の新しい展開で、子供たちの

力をもっとつけないと、これからのサバイバル時代を

乗り切れないので。ボランティアみたいなものは、何か

学校教育としてちゃんとやっていく必要があるんかな

という話を聞いていていろいろと思いました。ありがと

うございました。

○コーディネーター（坂本　正）　じゃ吉良さん。

○パネラー（吉良清一）　私は特に自治体の首長とし

て、発信力が大事だと思います。島谷先生から情報を

いただいて、その情報で理論を武装して、強く訴えてい

きたいと思います。また、阿蘇の首長さんたちとも足並

みをそろえて、さらにどんどん盛り上げていきたいと思

いますので、これからもよろしくお願いいたします。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうございま

した。

　じゃ市原さん。

○パネラー（市原啓吉）　これは前の環境省の所長さ

んが私に教えてくれたことですけれども、イエロース

トーンが国立公園になったときですね、神が創造され

たもので、決して私有物にしたり、少数の利益のため

に開発すべきものではない。この地を国民のために永

久に保存するには国立公園にするという、そういうあ

れでこれをまず、イエローストーンが国立公園になっ

たと。それで、日本の昭和31年に国立公園法が制定さ

れて、1934年に初めての国立公園ができたと。その中

でも阿蘇もそういう国立公園になってきたということで

すね。

　そこには、やはり草原というのが大々的にあったわ

けで、だから国立公園になったわけで。阿蘇山があっ

ても、阿蘇山という山はないんですね。阿蘇山というの

は５つの山が成り立って阿蘇山って言うんで。その阿

蘇山は、草原があって初めて目立つんです。つまり主

役はですね、脇役がいないと目立たないんですよ。そ

の脇役である草原は、脇役だけでも重要な働きをして

いるんで、それをみんなに知っていただくためには、
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原草全国 サミット・シンポジウム in 東伊豆

１．開会

○司会　では、始めたいと思います。

　ご来場お皆様、そして配信でご覧くださっている皆

様、こんにちは。

　ただいまより第13回全国草原サミット・シンポジウ

ムｉｎ東伊豆、阿蘇分科会を開催いたします。

　私は、今回の進行役を務めさせていただきます公益

財団法人阿蘇グリーンストックの井上と申します。どう

ぞよろしくお願いいたします。（拍手）

　ありがとうございます。

　さて、今回の分科会では、阿蘇草原再生、新たなス

テージへ～草原の恵みを守るための仕組みづくり～

をテーマに２つの講演、また、その後、パネルディス

カッションを予定しております。パネルディスカッショ

ンでは、時間が許せば会場の皆様の声もお伺いでき

ればと思っておりますので、どうぞよろしくお願いいた

します。

　なお、今回は新型コロナウイルス感染防止対策とし

て、会場の人数を制限させていただいております。同時

にユーチューブでのオンラインの配信も視聴できるよ

うになっております。配信でお聞きの方もメッセージ等

でご意見をいただけましたら幸いです。

　それでは、講演に入ります前に、今回の分科会の趣

旨につきまして、環境省阿蘇くじゅう国立公園管理事

務所の山下さんからご説明をいたしますので、よろしく

お願いします。

○環境省阿蘇くじゅう国立公園管理事務所（山下淳一）

　皆さん、こんにちは。環境省阿蘇くじゅう国立公園管

理事務所の山下と申します。

　今日は、お集まりいただきまして、ありがとうござい

ます。

　私のほうから、まず今日のこの分科会の趣旨をごく

ごく簡単に３分ぐらいでご説明をさせていただきたいと

思います。

　それでは、早速まいります。

　もう皆さん、ご存じのとおりだと思いますけれども、阿

蘇の草原の特徴というのは、まず野草を主体とする草

原としては日本最大の規模であるということと、牛馬を

利用した農業生産とか草資源の循環という経済社会

の仕組みによって維持され続けた草原、あるいはその

まま放っておいてずっと草原であったということでは

なくて、生業によって維持され続けた草原というのが大

きな特徴であると思います。

　その草原ですけれども、いろんな恵みといいますか、

役割を持っていまして、まず、１つご紹介するのは多様

な生き物のすみかということで、植物で大陸と陸続き

だったことを物語っているようなヒゴタイですとか、そ

ういう植物があったりとか、ほかでは見られないよう

な希少種の植物も生育していたり、あとは、植物が多

様であるからこそ、多様な動物の生息できる環境を育

んでいると。１つ取り上げますと、チョウなんかでは、熊

本県で見られるチョウ117種のうち109種がこの阿

蘇の草原で見られる、チョウの楽園とも言われるよう

な多様な生き物のすみかになっています。

　それから、観光資源としての価値、これも言うまでも

ないことかもしれませんけれども、ちょっと古いデータ

なんですけれども、観光客の方に阿蘇のどこがいいで

すかというのを聞いたアンケートがありまして、草原が

広がる風景というのを77％の人がいいと答えていた

りですとか、牛馬のいる放牧風景とか花やチョウなん

かの野生生物がある風景なんかを答えていらっしゃる

方もいて、かなり観光資源としても欠かせない存在に

なっていると言えます。

　それから、最近注目されているところでいうと、炭素

の固定機能というのがかなり優れているらしいという

のが見えてきていまして、2013年の成果を基にします

と、阿蘇郡市の全世帯が１年間に排出するＣＯ２の量

の1.7倍ぐらい相当の炭素を草原が固定しているとい

うことで、阿蘇の中で見たら、排出よりも吸収が勝って

いるというようなことが言えて、地球温暖化防止の観点

からも未来に残す価値が高いというふうに考えられて

いたりします。

　それで、そういう様々な恵みがあるんですけれども、

過去から草原がどうなってきたのかというのを見ると、

かなり減ってきていると。100年前は阿蘇地域、ほとん

ど草原が広がっていたのが、見ていただいたら分かる

とおり、2007年にはかなりそれが森林に置き換わって

しまっているというような現状になります。

　草原再生協議会というところで議論をしていますけ

れども、じゃこの先どうなっていくんだろうって考えたと

きに、30年後の姿をちょっと想像しようみたいな話を

していまして、５年に１回牧野の調査がされている中で、

野焼きとか輪地切りをあとどのくらい継続できますかと

いうような調査項目があります。その中で、「10年以上

はできそうだ」と答えている牧野さん以外は、ちょっと

30年後まで管理を続けているのは難しいんじゃない

かというふうに仮定した場合なんですけれども、面積

で６割ぐらい減っているような予測になります。

　こういう状況もある中で、次世代へ残すべき姿で30

年後の目標というのを草原再生協議会の中で議論し

ていまして、先ほど申し上げた６割の草原面積減少と

いうのもあり得るかもしれないという中で、「今と変わ

らない規模の草原を残す」ということを目標に設定し

ようとしています。これ特に牧野組合さんの意向も大き

くて、やっぱりモチベーションを持ってやっていくため

にも、減少というところを目標にしてモチベーションも

上がらないだろうということで、最低限維持はしようと

いうような目標設定をしようとしています。

　そのために、３点目なんですけれども、そのために

は長年続いてきた生業による草原維持、これをどう支

援を強化していくのかというのを考えていく必要があり

ますけれども、もう一つ、今までもこれはやってきたんで

すけれども、もう一つ、近年、草原の持つ恵みというの

は、先ほどお話ししたような部分というのが注目され

ていますので、この草原の恵みを守るという観点から

も、草原を支える仕組みづくりというのを進めていく必

要があるかなというふうに思っています。今日は、この

草原の恵みを支える、守るための仕組みづくりというも

のを考える一つのきっかけにしたいなと思っておりま

す。そのために２つほどご講演をいただいて、その後

にパネルディスカッションということで進めさせていた

だければと思っておりますので、皆様よろしくお願いい

たします。

　私からは、駆け足になりましたが、以上です。

○司会　ありがとうございました。

２．講演

①阿蘇の草原がもたらす恩恵～最新の研究報告～

　それでは、早速、講演に移りたいと思います。

　お一人目は、熊本県立大学特別教授の島谷幸宏様

にお願いしたいと思っております。

　島谷先生は、現在多くの研究者が関わって進めてお

られる環境総合推進費研究の研究リーダーであり、今

日はその成果について、阿蘇の草原がもたらす恩恵、

最新の研究報告についてご講演をお願いいたします。

　それでは、島谷先生、よろしくお願いいたします。

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　皆さん、こん

にちは、島谷です。

　阿蘇の研究は、立場的には九州大学の特命教授と

してやっています。ただし、４月から熊本県立大学のほ

うにお世話になっていまして、私の実家が龍田なので、

熊本を今中心にしながらいろいろ仕事をしています。

　今ご紹介になったんですけれども、これが環境省の

推進費のテーマです。阿蘇をモデル地域とした地域循

環共生圏の構築と創造的復興に関する研究というこ

とで、大きく言うと３つのテーマでやっていて、そのそれ

ぞれのテーマがまた３つに分かれていて、９つの大き

な研究が集まった物すごく大きい研究です。私が全体

のリーダーをしていて、東海大の市川先生が特に地下

水のことをやられていて、慶応大の一ノ瀬先生が特に

後ろのほうの地域循環共生圏のほうの研究をされて

います。今日お見えになっています、実は。ちょっと驚き

ました、私も。

　研究の背景は、2017年に北部九州豪雨があって、

2016年に熊本地震があって、それで熊本県は創造的

復興というのを打ち出されました。その創造的な復興

を環境省が提案されている地域循環共生圏とどうやっ

てつなげていくかという研究になります。

　今日は特に草原のお話を中心にしますが、この阿

蘇は九州の中央部にあって、実は６本の１級河川、筑

後川、大野川、五ヶ瀬川、菊池川、白川、緑川という６

本の１級河川の水源になっています。ですから、玄海

灘から瀬戸内海から有明海からですね、いろいろなと

ころに水を注ぐ一番上流の地域になっています。流域

の人口が230万人と言われていて、しかも筑後川から

福岡導水で水を配っていますので、約480万人、500

発散、雨から蒸発散を引いたものが水資源量というこ

とになります。特に筑後川の場合はダムがありますの

で、雨が降ったときの水も全部ためてしまうので、基本

的には下流に流れていく水資源量は降った雨から蒸

発する量を引いたものということになります。

　そこで、こういう樹林とススキがどれぐらい蒸発散量

が違うかということを測定しています。宮沢先生という

先生が研究をしています。植物には、ちょっと難しくな

るんですが、光合成をするときにＣ３という植物、普通

の一般的なＣ３植物というスタイルと、ススキのように

Ｃ４植物というスタイルの光合成をやるタイプとがあり

ます。ススキはＣ４植物というタイプになります。Ｃ４植

物というのは、難しいんですけれども、機構がすごく

違って、非常に二酸化炭素を節約しながら光合成をす

ることができます。水を使う量も非常に少ない、節水型

の植物というふうに言われています。このＣ３植物とＣ

４植物というのは非常に重要なポイントになっていて、

阿蘇では草原にするとほとんどススキになります。スス

キになるということが蒸発散量を小さくしているという

ことになります。

　それで、今、牧野の方に協力していただいて、直接

葉っぱにこういう樹液流計というセンサーをつけて、

ここから今、直接測れるようになりました。一つ一つの

茎からどれぐらいの水分が蒸発しているかというのを

１年間測っています。それで分かってきたことは、これ

が杉で、ササやヤシャブシで、ススキとなりますが、１

年間ずっと積算していくと、杉とススキでは非常に大き

な蒸散量の違いがあるということが分かってきました。

これはもう光合成の仕組みが根本的に違うので、非常

に節水型の植物であるススキが生えているということ

がこの節水型だということが分かりました。

　今ちょっとそれを年間どれぐらいの蒸散量になるか

という推定を行っていて、ちょっとまだ低めの推定に

なっているんですが、これススキです。ススキがＣ４と

いう植物で、ほかのは全部Ｃ３植物なんですが、ススキ、

ササ、杉、ヒノキ、ヤシャブシというようなもので考えて

みると、恐らく杉・ヒノキに比べて１年間に年間の蒸発

散量が100ミリは最低違うだろうということが明らか

になってきました。

　現時点ですが、今年度の３月までで研究を終わりま

すので、それまでにはこの明確な数字が出てくると思

うんですが、水の使う量からすると、ススキ、ササ、ヤ

シャブシ、杉、ヒノキという順番になるであろうというこ

とがどうも明らかになってきました。これ非常に重要な

ことになります。

　ここに阿蘇がありまして、ここに、今見ている草原っ

てほんの一部の草原なんですが、もし樹林に替わって

しまうと、年間100ミリから200ミリぐらい、下流に流れ

るお水の量が減ってしまうということになります。100ミ

リというのは高さの単位ですね。１年間、大体この地域

が3,000何百ミリと降りますが、そのうちの100ミリ分

が蒸発、空中に出ていってしまうということになります。

ですので、草原があることによって、下流に水を配るこ

とができているということになります。大体その量は、

後でちょっとご説明しますが、年間1,000万トンとかそ

ういう量になります。実は、下筌、松原ダムという、ここ

に２つ、ちょうどこの阿蘇から出てくるところにダムが

あって、そこから平地に水が出ていくわけですけれども、

このダムでは発電を行ったり、下流への有明海に流れ

ていく水を供給したりしているわけですけれども、実は

有明海のノリが取れなくなった、冬場取れなくなったと

きには、このダムを操作して、水を放流して下流に栄

養物を送るという、栄養源を送る操作をしています。そ

の水の量は大体1,000万トンとか、大体それぐらいの

量なんですが、それは草原がなくなると、それがちょう

どできなくなるぐらいの量になります。非常に大きな量

です。

　今までに行われた松原、下筌ダムによる緊急放流と

いうことで、大体冬場です。冬場、ノリが行われるように

なって、ノリの色落ちと言って、色が落ちてくるんですね、

栄養塩がなくなると。窒素の濃度が低くなったときに松

原ダムを放流すると、窒素濃度がばあっと上がって

いって、色落ちしなくなるということで、実は草原の水と

いうのは、有明海のノリを支えているということにもつ

ながっているんですけれども、あまりそれは意識されて

いません。松原ダムの流域で例えば草原がもしなく

なってしまえば、約1,000万トンぐらいの水資源がなく

なってしまうということになります。それは、人口でいう

と11万人分ぐらいの水資源量になるということなので、

非常に大きい水の量だということが分かると思います。

今まで草原について、あまり定量的に水をどれぐらい

節約するかというのを分かっていなかったんですが、

それが今分かりつつあるということです。

　それともう一つは、今、立野ダムができているんです

が、こっちがカルデラと、下流の熊本の地下水がつな

がっているかどうかということに焦点を当てて研究を

しています。ずっとボーリング調査が、最近、地震の後

いっぱい行われまして、そのときの地下水を連ねてい

くと、これがつながっているということが明らかになっ

てきました。それがですね、量的にどれぐらいかという

と、これは熊本大学の嶋田先生たちがシミュレーショ

ン、１年間の水収支というのを示したものです。

万人の水源になっているということで、非常に重要な

地域になっています。

　しかし、これはあまり知られていないです。私、福岡

市民もやっているんですけれども、福岡市の人は、筑

後川から水をもらっているという意識はあるんですけ

れども、阿蘇から水をもらっているという意識はほとん

ど希薄なんですね。有明海の人も、筑後川とか白川と

か緑川とか菊池側から水が流れているというのはよく

知っているんですけれども、その上流は草原だという

のを皆さんご存じない。有明海は、よく泥の干潟で、阿

蘇の噴火物によってできているどろどろの干潟で、そ

れが非常に豊かだというのは言われているけれども、

その水の水源が阿蘇だというのはあまり言われてい

ないと。そういうところがあります。

　この９つの、サブテーマになるんですけれども、簡単

にいうと一番上が自然災害を生態系によってどうやっ

て守るかというような感じの研究です。自然資源を使

いながら災害を防ぎ、それを創造的復興につなげてい

こうというのがテーマ１。テーマ２は、熊本地震によっ

て地下水に影響が出たので、その地下水がどういう影

響を受けて、それがどういうふうに回復しているのか。

それから、その地下水が、１回カルデラの中に入った

水がどういうふうにほかのところとつながっているか

という研究。テーマ３は、自然資本と社会関係資本と

いうのは、人間関係とかいろいろな社会のことにも注

目して、地域循環共生圏というのをどういうふうに成

立していけばいいかという、文系の研究から理系の研

究まで、非常に幅広い研究となっています。

　簡単にいうと、阿蘇地区の中で自律分散型の社会

を構築しつつ、他の大都市圏等といろいろな交流をし

ながら、創造的復興と地域循環共生圏をどうつなげて

いけばいいかということの研究をしているということ

になります。

　扱っている自然資源としては、草原だとか森林、そ

れから石材、水田、湿地、水みたいなものを対象にし

ています。

　この図はですね、ここに中央の火山地帯があって、

カルデラがあって、外輪山があって、そういう色を示し

ていますが、この草原、災害との関係を示していますが、

集落の配置をどういうふうにすればいいのかとか、低

地の氾濫をどうやって防げばいいのかとか、田んぼダ

ムをどういうふうにしていいのかとか、こういうカルデ

ラと外輪山のランドスケープに基づいた自然の機能

も生かしたような防災はどうあるべきかというような研

究をしています。

　皆さんご存じのように、阿蘇はこの草地が外輪山の

上と斜面というのがあって、その下に林地があって、集

落があって水田があるという、一つの配置構造が単位

となって、一つの集落が草地から林地、水田、そういう

管理をしているという、そういう仕組みがあるというの

は皆さんご存じで、こういう関係が非常に重要だとい

うふうに思っています。

　まず、災害との関連を見ていくと、草原、これはです

ね、縦軸に崩壊の確率を書いてあって、これいろいろ

な植生について書いてあるんです。これを見ると、草原

が崩壊の確率が高い。しばしば崩れやすいということ

が分かりますが、そのときの崩壊の深さは小さいという

ことが分かっています。ですから、草原にすると、時々

崩れるけれども、大きな被害はもたらさないというよう

なことが分かっていて、しかも、傾斜が比較的緩いとこ

ろの樹林帯がこういう土石流とかを緩衝する機能が

あるということも分かっています。

　次に、水の機能についていろいろ研究しています。

特に筑後川と白川に着目して研究を実施しております。

　実は、筑後川というのは阿蘇の外輪山を水源として

福岡県を通りながら有明海に注いでいる九州一の大

河です。ここから福岡に導水を持っていって、福岡市の

水も供給して、約30％ぐらいの水を供給しているとい

う非常に重要な川になっています。松原ダムというダ

ムが筑後川の上流にあって、上流のこの地域の水を、

外輪山の水を集めて、１回、松原ダムでためて、それで

下流に供給しているということになります。流域の草原

の状況を見てみると、どんどんどんどん今減っていると。

1900年頃に比べて、半分ぐらいになっているというこ

とが分かります。

　それで、どういうことをやっているかというと、実は雨

が上から降って、雨が降ったものが植物とか地上から

蒸発とか発散、発散というのは葉っぱから出ていくの

を発散と言うんですが、蒸発散して上に向けていくと。

それ以外のものは表面に流れるのと地下に浸透する

のと、二通りで流れていくということになります。ですか

ら、下流に流れていく水の量は、この植物等からの蒸

を目的として、村長が火入れ責任者となって野焼き再

開を進めておられます。本日は、その事例を中心に南

阿蘇村の草原管理の取り組みについてご発表をいた

だきたいと思います。

　それでは、吉良村長、よろしくお願いいたします。

○南阿蘇村村長（吉良清一）　皆さん、こんにちは。今、

紹介がありました南阿蘇村の吉良と申します。

　今、村長ということでございますが、私はもともと農

家の長男で、無農薬の米とか、あるいは私自身も野焼

きとかに参加しておりました。これまで農地や草原を

守るためにいろんなことをやってきたんですが、もう農

家の１人、２人では、これはもう守れないということで、

村長を目指しました。しかしながら、なかなか簡単に

は合格させていただけませんで、今から17年前に南

阿蘇村が合併したときに初めて出まして、落ちて、落ち

て、落ちて、４回目にやっと合格いたしました。周りの人

は私のことを吉良清一の趣味は何か知っとるかいと、

吉良清一の趣味はね、選挙だもんなと。特技は何か

知っとるといったら、特技は落ちることだもんなという

ふうにからかわれておりました。

　そういうことで、私は本当にこの草原の水量を守る

と、このために村長になったようなもので、今いろんな

取組でしっかり頑張っております。私は、講演するほど

知識が豊富ではありませんので、地元の水分量など現

状をお話ししようと思って、この役を引き受けました。し

ばらくの間ですが、よろしくお願いします。

　それでは、早速、話に入っていきますけれども、話の

内容は、この画面のとおりで、途中に私の持論あたり

も少し述べさせていただきたいと思います。最後に、村

で作ったビデオがございますので、それをご覧いただ

ければと思います。

　まず、南阿蘇村の火入れ対象地は1,500ヘクター

ルございまして、27の牧野があります。うちの牧野の特

徴としましては、こっちの北側と比べまして急斜面が多

いということ、それから、谷が深いということがうちの

特徴だと思います。そのために輪地切りなどはとても

苦労しますし、また、放牧牛を見つけにくいという、そう

いう苦労もございます。そして、平成28年に３つの牧野

が中止をいたしました。原因は、これは慢性的なもの

なんですが、高齢化、あるいは担い手不足、また、火入

れ責任者の、これは区長さんなんですが、その責任が

大変重いということが原因です。死亡事故が28年に

発生しまして、区長さんが死亡事故の後に事情聴取と

か、あるいはいろんな事故後の手続とか、また、遺族へ

のお見舞いとか、ものすごくご心労をされております。

火入れ責任者についてはまた後ほどお話ししたいと

思います。

　そして、これは同じく28年に起こった熊本地震です。

牧野のあちこちでこういう牧道が被災を受けまして、２

つの牧野組合で野焼きを中止しております。

　これから再開に向けた取組ということを簡単にご説

明しますと、南阿蘇村と牧野組合、熊本県で連携協定

を結びました。真ん中にいらっしゃるのが白川牧野組

合の組合長さんです。白川水源の上辺りが野焼きが中

止されておりますので、そこら辺からまず復活したほう

がよかろうということにしました。村と熊本県で予算を

組みまして、防火帯の整備等を行いました。その白川

地区でも集会をして、野焼きの再開について議論が

あったんですが、野焼きの再開についても疑問視する、

つまり無理やりせんでもいいんじゃないかという意見

もありましたけれども、その中央の後藤区長さんの強

いリーダーシップで、野焼きは何としてもせないかんと

いうことで、再開することができました。

　火入れ責任者をですね、区長さんから村長、私とい

うことにしました。区長は現場の監督者。それから、こ

れまで区長が申請をして村が許可するという許可制

度でしたけども、これも届出だけでいいという届出制

にいたしました。

　重機により白川牧野を早朝、総延長で20.7キロ

メートル、800万ぐらいかかったと思いますが、整備を

いたしました。それによって、今年の３月に、これは野

焼きの様子ですが、４年ぶりの野焼きでしたので、多く

のカヤがあって、もうそれはそれはすさまじいほど、恐

ろしいほど燃え上がりました。

　これは５月の写真ですけれども、野焼きをしたところ

が緑色になっているかと思います。途中に防火帯があ

ります。中腹ほどには保安林がございます。

　これは、ちなみに私が朝に写真を撮ったんですが、

３月です。雪が降ったところが白くなっていますが、野

焼きをしたところは、野焼きをすれば草がありません

ので、もう地面に直接雪が積もります。ですから、こうい

う具合に白くなります。白くないところは、野焼きがして

いないところです。

　私の持論を少し話しますと、左が野焼きをしない場

合、右が野焼きをした場合で、梅雨の時期がですね、

梅雨は雨が降るわけですから、野焼きをしたところは

草が生えていますので、雨が、先ほど島谷先生の話に

もあったように、雨が地下に浸透します。しかし、左側

はススキがありますので、いわゆるかやぶき屋根状態

で、恐らくほとんど地下には浸透せんで、カヤを伝って

下に流れ下っているのではないかというふうに考え

ます。

　皆さん、水収支ってとっても分かりにくいんですけれ

ども、阿蘇のカルデラを一つのおけみたいに考えて、

上から降ってくるのが１年間に3,629ミリの雨が降っ

てきています。これシミュレーションで出てきたものな

ので、この辺の蒸発量というのはいろんなところの平

均になっています、建物とか水田とか山とか。大体その

うちの463ミリぐらいが蒸発していくよと。土の中に

2,600ミリぐらい入って、土から2,500ミリぐらい出て

きているということが分かります。蒸発するので、それ

が155ミリということで、地下水から７ミリ、それほど大

きな値じゃありません。地下水、つながってはいますけ

れども、ボリュームとしては大きい値ではないと。１年

間に3,000ミリぐらいの水がカルデラから下に出て

いっていると。

　これ非常に重要なのは、そのうち、3,000ミリのち

2,500ミリぐらいは１回土の中にもぐってゆっくりと出

てきているということです。ですから、洪水のときに出て

いっているのが大体500ミリぐらいということで、これ

は非常に、日本の川の中では大体洪水のときに出て

いく水の量とふだん出ていく水の量が１対１ぐらいだ

と言われているんですが、阿蘇の場合にはカルデラが

あるせいで非常にゆっくり水が出ていっていると。だ

から、下流の洪水も草原とか水田の涵養とかによって

減らしていると。だから、１回雨が降っても水が染み込

んでいきますので、それがゆっくりと湧き水という形で

出ていっているということになります。

　それで、大体の量は出てきたんですが、大体、阿蘇カ

ルデラから流出する白川の流量は年間７億トンと。そ

のうち大体１億トンぐらいが白川の中流域で、農地で

地下に浸透していると言われていますので、阿蘇カル

デラの中に降った雨のうち、１年間に約１億トンぐら

いの地下水は熊本市の地下水として供給されていると

いうことが大分明らかになってきました。ですから、今

まで定性的には言われていたんですが、こういう現象

は、一つは外輪山の草原は福岡の筑後川はじめほか

の地域の水の資源として非常に重要な役割を果たし

ていると。阿蘇カルデラから熊本に関しても、カルデラ

に降った水もちゃんと地下水を涵養するのに役立って

いるということが明らかになって、やっぱり草原を守る

ということは、非常に大きな水資源、九州北部の水資

源を守るのに非常に重要であるということが明らかに

なりました。

　私たちは、先ほどもちょっとお話ししましたように、

創造的復興と地域循環共生圏をどうやってくっつけて

いくかという研究をしています。私たちが考えている創

造的復興というのは、地域の資源の価値を創造する、

再発見する。社会的な課題を踏まえて再発見する。そ

れこそが創造的復興であると。価値創造こそが創造的

復興であると。

　草原の場合は、先ほど言いましたように、今までい

ろいろなことが言われていますが、特に今回の研究で

は、水資源の供給機能が非常に大きいということが明

らかになったと。防災機能もあるということも明らかに

なったということであります。

　そういう価値を創造して、今度は福岡や熊本市の水

資源として価値を共有する必要があります。有明海に

対しても、阿蘇は有明海の恋人というようなですね、そ

ういうフレーズを共有する必要があると。そういうこと

によって、都市からの資金だとか漁民からの応援だと

か、そういうふうな価値を認識することによって、さらに

いろいろな共生圏からの関わりが来るというふうに考

えています。

　また、今日ちょっとお話ししませんでしたが、どう

やって自律分散型の社会をつくっていくかというときに、

草原をどうやって維持するかというのは非常に重要な

ポイントになります。それについてもいろいろ、どういう

ふうにして管理すればいいのか、集落の主体力を形

成するにはどうすればいいのか。水源涵養保安林を

水源涵養保安林野というような水資源の涵養がある

草原を水源涵養林と同等のものとして位置づける必

要があるだとか、そういうことを今考えながら研究を

行っています。

　以上で私のお話を終わらせていただきます。どうも

ありがとうございました。（拍手）。

○司会　島谷先生、ありがとうございました。貴重なお

話をありがとうございます。

　それでは、ただいまの島谷先生のお話の中で、時間

の関係上、お一人だけご質問等ございましたら受けた

いと思いますが、どなたかいらっしゃいますでしょうか。

よろしいですかね。

　後でですね、島谷先生のほうにはパネルディスカッ

ションのほうにも参加していただきますので、またそ

れも併せてご質問等ありましたらよろしくお願いいた

します。

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　どうもありが

とうございました。

○司会　それでは、ありがとうございました。（拍手）

②南阿蘇村の草原管理の取り組み

○司会　続きまして、お二人目です。南阿蘇村村長の

吉良清一様にお願いしたいと思います。

　南阿蘇村は、平成31年度から水源涵養機能の保全

ができないような集落については、村で、例えば消防

署とか消防団員、あるいは警察官のＯＢさんたちで専

門のプロのチームをつくって、土日に計画的に野を焼

いていけば、かなりの面積をカバーできるのではない

かと思って、今、計画中です。

　それと、最後はですね、野焼き目的の認識の改革と

いうことを訴えております。これまで野焼きの必要性と

いうのは、例えば景観の維持だとか、あるいは病害虫

の防止とか、そんな目的で野焼きをやっておりました

けれども、それだけでは住民に、農家がもう野焼きはそ

れぐらいのことだったらもうやらなくてもいいんじゃな

いかと、そしてまた、地下水は森が育むという考え方が

ほとんどで、草原をそのままに放置すれば、やぶ化して、

山林というか、山林になるから、それでもいいんじゃな

いかと。森が育むという考えがありますからですね、野

焼きはそんなに無理してやらなくてもいいんじゃない

かという考えがありますので、その考えを少しずつ変え

ていかなければ、野焼きの存続は厳しいなというふう

に思っております。

　ですから、野焼きの目的は、もう水源保全と。特に南

阿蘇はそうなんですけれども、熊本市内の地下水の保

全に草原は大きく貢献しているということをしっかりこ

れからも訴えていきたいと考えております。

　大体、私の言いたいことは終わりまして、このビデオ

をですね、ユーチューブにもあります、阿蘇の地下水が

見られるというのをですね、これをちょっと流したいん

ですけれども。

（ビデオ視聴）

　阿蘇の地下水を未来へ。

　熊本は古くから水の都と呼ばれ、その中でも熊本市

は水道水減の100％を地下水だけで賄っているとい

う世界一の地下水都市とも呼ばれています。それには、

阿蘇のたくさんの湧き水が関係しています。なぜこんな

に水源となる湧水が多いのでしょうか。

　これから紹介する４つの条件と阿蘇の人々の暮らし

が深くつながっています。

　１つ目は阿蘇の地形です。阿蘇は、ほとんどの地域

で年間の降水量が3,000ミリを超える、全国的に見て

も非常に雨の量が多い地域です。火山の噴火活動で

できた大きなくぼみのことをカルデラと呼びます。この

広くて深いカルデラは、たくさんの水をためる役割が

あり、阿蘇は九州の水がめとも呼ばれています。

　２つ目は地質です。火山の噴火活動によって水を通

しやすい層と通しにくい層ができました。このことに

よってより多くの水が地面に染み込み、長い年月の間、

地中にためることができるのです。そして、この幾つも

の層は天然のフィルターとなり、きれいな湧き水を生む

のです。

　３つ目は水田です。もし水田がなければ、雨は川に

流れ、すぐに海に流れ出てしまいます。その一方で、水

田は雨水の多くを地下に浸透させます。また、大雨のと

きにはたくさんの雨水をためることができるため、天然

のダムとも呼ばれています。

　最後は草原です。阿蘇の草原は、地下水を育む力が

とても優れています。それはなぜでしょうか。森林に雨

が降ると、雨水が葉や枝で遮られるため、地面の染み

込む量は少なくなります。しかし、草原に雨が降ると、

地面に届く雨の量が多くなり、その分、地面に染み込む

量も多くなるのです。また、地面が吸収した水の一部は、

植物の根や葉を通して蒸発します。蒸発する水の量は、

森林に比べ草原のほうが少なく、同じ雨の量でも草原

のほうが地面に染み込む量が多くなるのです。そして、

何よりこの草原の維持に大切なのは野焼きです。野焼

きにより枯れ草がなくなり、新たな草原に生まれ変わり

ます。そして、その草原は、より多くの雨水を染み込ませ

ることができるようになるのです。このように主に４つ

の条件が重なって、たくさんのきれいな湧き水が生ま

れているのです。

　阿蘇の暮らし。

　古くからの阿蘇の人々の暮らしにも湧き水を守るの

に大切な役割がありました。阿蘇では昔から赤牛と共

に暮らしを営んできました。赤牛は、冬の間は牛小屋

で飼われ、春になると水田を耕します。そして、田植が

終わる夏には草原へ放牧されます。冬になると、赤牛

に草原の草や稲わらを与え、堆肥を作り、その堆肥を

水田に返します。こうした営みにより、阿蘇の稲作は維

持され、豊富な地下水を生む水田が保たれてきました。

草原と畜産の関係はヨーロッパでも見られますが、草

原、畜産、稲作、地下水が関係しているのは、世界でも

まれで阿蘇ならではの高度な循環システムとも言える

のです。

　ここ阿蘇では、このような地域循環が1000年以上

も続いてきました。世界の中でも安全に飲める水があ

るというのは、まさに宝とも言えます。自然と人との共生

によって守られてきた阿蘇の自然、地下水、これからも

みんなで守り、育てていきましょう。

○南阿蘇村村長（吉良清一）　これで終わります。

　最後にふるさと納税ということをちゃっかり言って

おきまして、これらの草原や水源を守るために、ふるさ

と納税で頑張ってお金を集めようかと考えています。

　それでは、拙い話でありましたが、これで終わりたい

と思います。ご清聴ありがとうございました。（拍手）

　下はですね、草原の雨量を表したものですが、右側

の野焼きをした場合は、先ほど言いましたように、秋は

茶色になって、それが野焼きをしたら真っ黒になりま

す。真っ黒になった後に雪が降れば白くなって、雪が

解ければまた黒になる。そして、野焼きをしていますの

で、一斉に新芽が湧きますので、もうほとんど一瞬、一

瞬といいますかね、短い時間に緑色に変わります。そ

して、そういう色の変化が野焼きをすれば、１年で色の

変化も楽しめるということが言えると思います。

　これは、ちょっと字がたくさんありますけれども、左側

が草原です。右側が未整備の保安林です。一番上に地

下水の保全能力とありますけれども、これも先ほど島

谷先生が話されたとおりですが、この図はですね、今

年の春に環境省さんが阿蘇の草原を見られるという

たしかチラシを作られていると思いますが、その中に

示された図です。もともとこれは20年ほど前にツカモ

ト先生という、東京工大と思いますが、その先生が20

年前に調整されたのを環境省さんが初めて、今回初め

て堂々といいますか、堂々とチラシに載せられました。

恐らく私が思いますに、森林と書いてありますので、農

水省、林野庁の森林増加に配慮して、この図が表に出

されなかったんじゃないかというふうに思います。初

めてですね、今年の春、これが環境省のパンフレット

に載りましたので、私はこれを積極的に使うことにして

おります。これほど草原のほうが地下に浸透する水の

量が多いということが、これを見れば一目瞭然だとい

うふうに思います。

　そして、２番目は、先ほど環境省の山下さんのほう

から話があったとおりです。ＣＯ２の吸収能力が割と知

られておりませんけれども、土壌中に有機物がたくさん

草原はありますので、炭素を固定しているということか

と思います。

　次は、大雨時の土壌を流出するから、大雨時の災害

はご覧のとおりです。大雨時の災害は、今全国各地で

洪水時の流木被害出ておりますけれども、これもやは

り整備をしていない森林の流木被害だというふうに思

います。

　それと、生物の多様性もご覧のとおり、それから、生

産性、利用効率につきましては、草原は毎年、野焼き、

放牧、そして採草と、毎年リセットがされますので、生産

性が高いと思います。農業との関わりは、草原は飼料

とか、堆肥の資材とかなっております。また、経済効果

につきましては、観光資源は草原の風景などがありま

すし、右側の中央火口丘、特に阿蘇ジオパークがあり

ます中央火口丘の保安林というのは、火山灰とか、あ

るいは火山ガスとか、そういうことで非常に育ちが大

分悪いことから、中ではもう既に枯れていって、保安林

の機能を有していないというふうなところもあります。

我々は地元では、あれは保安林ではなくて、不安林だ

というふうに言っております。

　それと、景観は先ほども申しましたように、草原はも

う四季折々の景色が楽しめます。また、文化的景観に

つきましては、阿蘇の草原は、平成29年だったと思い

ますが、国の重要文化的景観に指定を受けております。

それほど文化的景観にも優れているということで、これ

は高橋佳孝先生にアドバイスを受けながら、この表を

作りました。まだこれに漏れていることがあるかもしれ

ませんが、これほど草原は優れているということがお

分かりというふうに思います。

　これからの取組としましては、今年の春、950ヘク

タールで24牧野組合が実施しております。ただし、依

然550ヘクタールはまだ未再開となっております。それ

で、牧道や恒久防火帯の設置を進めたいと考えており

ます。しかしながら、これを見てもらうと分かりますが、

民有林との下のほうの防火帯はあまり傾斜がありませ

んので、そんなにお金もかかりません。ところが、上の

保安林との境の防火帯は急峻で、工事の人ももう

ちょっと考えないかんなというぐらい危険な場所も

あったそうで、上の防火帯を造るのは物すごいお金が

かかるということであります。保安林を何とか解除して

いただけないかということを再三、県の農政などにも

言っておりますけれども、なかなかハードルが高くて、

なかなか解除は難しいと、１ミリたりとも保安林は譲ら

ないというような、本当に強い姿勢が見られます。です

から、解除が無理なら、杉、ヒノキじゃなくて、火に強い

クヌギとか、そういう樹種を変えるという方法はどうか

ということで繰り返し繰り返し提案しています。

　そして、３番目に人手の確保ですけれども、やはり畜

産農家、特に放牧農家を増やしていかなければなりま

せん。放牧はいろいろ大変な面もありますので、今、牛

にセンサーをつけて、バーチャルフェンスといって、パ

ソコンでの架空の線で、そこに牛が通れば、そのセン

サーがびりびりとして、牛がそれ以上進めなくなります。

いわゆる架空のフェンスですね、パソコン上の架空の

フェンスから先には行かせないということが今年、福

島県で実証実験をやっておりますので、それをちゃん

と見て、うちも近い将来に導入を計画しております。２

つの牧野組合で実証をやろうという今計画をしており

ますので、そして、簡単に放牧ができるようになれば、

畜産農家も増えるというふうに思います。

　それから、ボランティアの皆さんが協力をいただい

ておりますし、専門部隊と書いておりますのは、野焼き

分かると思いますけれども、この牧野組合、東部のほう

に位置しています。滝室坂、57号線から箱石峠、265

号線の間を位置するところで、面積が430ヘクタール、

標高は約600メーターから900メーターあります。外

輪山内側は急傾斜で、上部は比較的緩やかな地形と

なっております。

　この道路線の部分ですね、こちら側が大分のほうに

水が流れていきます、大野川のほうにですね。そして、

こちら側が黒川や白川につながっております。阿蘇の

東部として、私の牧野は箱石という国土地理院の地図

にも載っている有名なところがありますし、もう一つ、こ

こに人の顔をした岩がありますけれども、国道265号

線沿いには人の顔をした岩も見られます。

　そして、こうした景観が見られますけれども、これは

野焼きの後ですね。ここはもう大野川水系の源流とな

る水の流れとなるところです。

　こちらは放牧の状況です。この中がやっぱり大野川

の水系になります。

　道のこちら側になるところを黒川、白川のほうに水

が流れていくというようになります。

　うちのほうの牧野では、特に今、32名とこれ書いて

ありますけれども、現在は30人になりました。最初、こ

の牧野組合がスタートした時点では100戸以上あっ

たんですけれども、私が入った頃は98戸の農家があ

りました。大体200頭以上の牛を飼っています。しかし、

年間放牧は70頭ぐらいで、草の利用もなされています

けれども、自分たちでは使い切れないくらいです。主な

活用としては、草原の維持というのが大切ですから、

野焼きとか、それから草刈りをやって、草原を維持する

こととか、最近は子供たちに野焼きの体験とか希少生

物の保護などの啓発なども行っております。それから、

野草堆肥で作った野菜を作って、啓発普及に励んで、

いろんなところに発送したりとかも取り組んでいますし、

カヤの出荷等も行っております。

　また、観光利用として、特に、私は普通、農家ですか

らなかなかできないんですけれども、牧野の中のいろ

んな宝物をぜひ皆さんにも知ってほしいということで、

牧野ガイド事業というのに取り組みました。ここでしか

ないものを楽しんでいただきたいと思って、まず、自転

車で草原の中を、牛がいないときに走り回ることがで

きる、そうしたことを取り組んだり、そのためには防疫

対策もしっかり取らなくてはいけませんので、石灰とか

クエン酸を使った消毒もして、いろんな外来種子とか

そういったものを持ち込まないような工夫をしながら、

遊び、学び、そして感動を味わうような、そういう体験

なども行っております。

　もちろん自転車だけではありません。トレイルウオー

クと言って、人々が歩いて草原を楽しんでいただくとい

うことは、ただ歩くだけじゃなく水がどのように流れて

いるかとか、そこにある希少植物、どんなものがあるか

とか、そういったものをなぜ保護するか、なぜ守ってい

かなくちゃいけないかということ、そして、阿蘇の草原

を通して、より多くの人々の心を癒すことができるとい

うことを訴えております。

　阿蘇には、大体年間180万以上の人たちが観光に

お見えになるそうですけれども、そうした人の一部でも、

私どもの牧野を通して、そうしたことを知っていただい

て、草原の大切さ、そうしたことを少しでも伝えられば

と。その他からものを後世に残せるようにしたいなと

いうふうに思っています。それで、こういう取組をやっ

ております。

　これからは、観光利用としての牧野ガイド事業でと

いうのは、今後、阿蘇地域のほかの牧野でも持続的な

維持管理に生かしてもらえるようにモデル化し、口蹄

疫などの疫病対策の情報共有とともに、牧野間の連携

を図っていきたいと思っております。現在、ほかにも、自

分のところでもやりたいという申込みがありますので、

先進事例じゃないですけれども、どの組合でもできるよ

うに支援できたらと思っております。

　それと同時に、地元の商工会や観光業ともタイアッ

プさせることで、地域の活性化にも寄与できるような取

組を発表させたいと考えております。

　こういった人たちは、私がガイドとして養成した人

たちですので、私が忙しくても、これらの人たちがガイ

ドとして活動できるようにしています。ガイドの申込み

は、道の駅阿蘇に申し込んでいただくと、こうしたガイ

ドさんたちを紹介してもらうことができます。トレイルウ

オークで大体基本ですね、二、三時間のガイドで１人

頭大体3,000円ぐらいの徴収をしております。1,000

円を牧野の維持管理に還元できるように取組をしてお

ります。また、自転車の場合は、そのガイドさんが自分

で値段を設定して、1,000円だけは牧野に還元できる

ようにやっております。現在までに300人以上の方が

観光を楽しんでおられます。

　本来は、オリンピックのときもより多くの人が来られ

る予定だったんですけれども、残念ながらコロナ禍で

活動ができない状態に置かれていました。これからさ

らにこういうのが改善で来たら、続けていきたいなと

いうふうに思っております。

　以上です。

○コーディネーター（坂本　正）　どうも市原さん、あ

りがとうございました。

場代だとか温泉だとか来たときのどうやって頂くのか

というのが大変大きな課題でございます。今日は幾つ

か問題提起もいただきましたので、実現可能な話をぜ

ひ進めていただきたいというふうに思います。

　次は、今日、講演のほうも大変ありがとうございまし

た。島谷さん、１時間ぐらいかかるのを20分ぐらいで

圧縮していただいたんで、やや欲求不満じゃないかな

というふうに思いますけれども、吉良さんの話を伺って

みると、島谷さんの話、重なりますよね。非常にエビデ

ンスというか、今まで言われていた九州の水がめ、福

岡に行ってもそういう話するんですが、筑後川だけ

じゃないと。もうもともとは阿蘇なんだよ。なかなか伝

わりにくいです。熊本市の世界で一番の地下水だと言

いながら、阿蘇の水が染み込んできて湧き出るんだと

言いながら、言いながら、恩恵は受けていますけれど

も、じゃ阿蘇をどうするかって、なかなかそういうふうに

いかない。今日は環境保全だけの問題ではなくて、価

値の創造として、今までのそうだなといったものをちゃ

んと再発見した、保全活用した、防災機能もやっていく

とですね、これからまだ新しい価値が生まれると、都市

圏を巻き込んでいくんだ。今日、最後に言われたところ

をやっぱり今度の課題としてぜひ強調していただきた

いことをお願いしたいと思います。

○パネラー（島谷幸宏）　この研究を始めるときに、い

ろいろお話を聞きにいって、やっぱり、草原が水資源

の涵養機能が森林より大きいことが明確に証明されて

いないんだよというのをすごく言われてですね、そこを

やっぱりターゲットしないといけないということで、今

日ちょっとお話ししたのは、樹液流計という草の木の

中を流れる水の量を測っているんです、実際に。それ

でどれくらい空中に水が出ているかというのが直接、

最近、センサーの技術が発達しまして、10年前にでき

なかったのが今はそうやって直接、どれぐらい植物が

水を空中に吸い上げているか測れるようになったんで、

それをちょっとやってみましょうということで始めたん

です。

　今日は、吉良さんがお話しになったのは、遮断蒸発

というやつで、１回、土の中に水が入って、それで植物

がどれぐらい利用するかという話なんです。もう一つは、

葉っぱなんかに降った雨が途中で蒸発してしまうとい

う２つの現象があって、その両方とも草原のほうが小

さいというのが分かっているので、だから、先ほど示さ

れたのと私が言ったのを２つ足したよとなるので、本

当はもうちょっと何百ミリ、今日、私100ミリと言ったん

だけれども、もっと大きい数なんですね。

　そういうことをいろいろ研究しながら、また、創造的

復興とは何かというのをすごい考えたんです。熊本県

で地震が起き、熊本地震があって、うちも熊本市内な

んで、その周りがもうみんな７割ぐらい被災してですね、

全半壊になって、何となく創造的復興というと、新たに

何かを創造するような、そういうイメージがあったん

だけれども、いろいろ研究してみると、やはり草原を守

ることこそが創造的復興なんですね。水源を守ること

こそが創造的復興なんだけれども、じゃ創造って何か

というと、価値を創造することなんです。今まで上手に

守れていなかったものに対して、もっと新たな価値が

実際にはあるんだけれども、見えていない価値を見つ

けたり、そういうことをやることによって、次の世代につ

なげる夢のある価値を創造して、それは自然を守り、

例えばもっと、私は草原をもっと増やしたいと思ってい

るんですけれども、そういうことをやるのが創造的復興

だと。

　それを環境省さんが言っている地域循環共生圏と

いうなかなか分かりにくい計画なんですけれども、地

域を育てて循環型社会をつくりながら、地域の中だけ

で自立するのがなかなか難しいので、ほかの地域と共

生しながら、できればこういう阿蘇みたいなところは

大都市圏と共生しながら、その大都市圏に当然恵みを、

水の恵みとかいろんな恵みを与えているので、それに

対するお返しをいただきましょうという、そういう考え

方なんですね。そのためには新しい価値を創造し、そ

の創造した価値を共有しないと絶対駄目ですよ。先ほ

どの話でもあったように、どうやって価値をこれからみ

んなで共有していくか。だから、できれば、有明海の人

に来てもらって、ここに大漁旗がね、阿蘇の草原に大

漁旗がはためきね、ああ私たちの草原はこうやって海

ともつながっているんだというのが何か目で見えるよ

うな風景ができるとか、そういうことが次の時代に何か

夢をもたらすんじゃないかなと。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうございま

した。

　今のお話の中で、やっぱりみんな気持ちで分かって

いるんだけれども、価値の創造とかね、新しく物をつ

くっていく、何かないものからつくっていくのは物すごく

大変だと思うんだけれども、今あるものの価値を認識

する、これがもちろん大事なことですよ。認識したら、

次に未来につながっていく。言葉は固いけれども、要

するに今やっていることを子供や孫につなげていって、

今の生活を守っていくということは、福岡の都市圏を

守り、有明海を守り、熊本市を守ることだと。今までは、

そんなこと意識しないで自分たちのなりわいでやって

いたけれども、そういうもんだということをみんなが共

　特に観光ガイドのところでは、ずっといろんなことを、

希少生物、植物だとか見ていただいて、水の話をして、

それで、そこのことを理解していただくというのは大変

すばらしい活動だと、観光とセットになっておりますけ

れども。それを含めて今後の課題というのをまた次回、

次の回にお伺いしたいと思います。

　じゃ次、三宅さん、お願いします。大体、若いですよ、

この中でもね。力あるし、エネルギーあるし、もうこれ

からの阿蘇のこういう課題はもう全部引き受けるとい

うような熱意で今日来ていただいております。今日はど

うも大変ありがとうございます。いろいろ注文が出ると

思いますが、どうぞよろしくお願いいたします。

○パネラー（三宅悠介）　ありがとうございます。環境

省の阿蘇くじゅう国立公園管理事務所、三宅と申します。

よろしくお願いいたします。

　私たちの事務所、この阿蘇市内にありまして、黒川

に事務所があって、大体職員10名ぐらいおります。何

をやっているかといいますと、この関係でいきますと、

草原再生の協議会の運営ですとか、そういった草原

再生の活動に取り組んでいます。それから、国立公園

ですので、阿蘇とくじゅうの国立公園の管理ということ

で、開発の規制をしたりですとか、生態系の保全をし

たりですとか、そういった仕事をしています。

　それからあと、最近は観光振興にも力を入れていま

して、特に政府全体としてインバウンド観光を推進して

いこうという中で、国立公園もですね、そういったイン

バウンドにも貢献していきたいと、そんなようなことも

やっておるような組織になっています。

　それで、今日はこういった場にお呼びいただきまし

てありがとうございます。坂本先生からご紹介いただき

ましたけれども、我々のほうもこの地域にある事務所と

して精いっぱいやることはやっていきたいと思ってお

ります。

　島谷先生、吉良村長からもお話しいただきました。

ありがとうございます。草原再生の活動は2005年から

スタートしています。2021年ですので、もう少しすると

20年かなというようなタイミングになっています。これ

までは地域の農家の方々の活動をどうやって支援して

いくかということで力を入れてきたんですけれども、今、

第３期の全体構想というのをつくっておりまして、それ

の大きな柱としては、なかなか産業だけで草原を維持

していくのが難しいような状況になっている中で、公益

的機能と少し難しい言葉ですけれども、産業だけでは

なくて、広く一般社会にも草原は役立つんだと、こう

いったような中で草原を維持していくと。一番分かりや

すいのは吉良村長からご紹介いただいたような、自治

体が火入れ責任になって野焼きするとかそういったこ

とだと思いますけれども、そういったことにこれから力

を入れていきたいと思っています。

　そういった中で、今日のお話ですね、有明海とつな

がっているとか、あるいは自治体のほうで火入れを積

極的にやっていただけるとか、草原再生にとっても、こ

れから新しい展開を考えていく上で、非常に重要なご

指摘をいただいたかなと思っていまして、また草原再

生協議会のほうでも今日のお話を受け止めて活動し

ていければというふうに思っておるところです。

　それから、市原組合長から観光利用の話をいただ

きました。我々国立公園を管理しておりまして、全国に

34の国立公園があります。この中には、九州の管内で

いけば、例えば屋久島も入っておりますし、それから知

床とか小笠原とか、世界自然遺産に登録されているよ

うなところも、この34の中に入っています。また、富士

山とか日光ですとか、いわゆる温泉とか自然が豊かな

観光地というのは大体34国立公園の中に入っている

んですけれども、あと、くじゅうもその中に入っています。

　皆さん、阿蘇くじゅうって国立公園の中でどれくらい

人が来ているかというイメージをお持ちですかね。実

は阿蘇くじゅうというのは、大体1,600万人ぐらい年

間利用者来ていまして、これは34の国立公園の中で

見ても上から５番目なんですね。日本全体で見ても、こ

ういった自然を生かした地域という中では、お客さん

が多く来ているエリアになっています。

　冒頭に紹介があったとおり、その中に来たお客さん

の８割ぐらいの方がですね、この中でも草原、阿蘇の

中で草原がやっぱり一番すばらしいというような回答

をされています。なので、草原というのは非常に観光に

とっても魅力的な資源であって、地域の外の人たちか

ら、どうやって草原の維持に協力してもらえるかという

のが今日のテーマの一つでもあると思うんですけれど

も、そういったときに、やっぱり観光の方に一部ご協力

いただく、市原組合長からご紹介いただいたように、

1,000円を草原の保全に還元するということもそうで

すけれども、最近ボランティアツーリズムとかもややは

やっておりまして、そういったボランティアでツーリズ

ムとして来ていただくとか、そういったことも含めて、地

域の外の力をこれからもっと活用していけるとよいの

かなというふうに思いました。

　私からひとまずコメントさせていただきました。あり

がとうございます。

○コーディネーター（坂本　正）　どうもありがとうご

ざいました。

　とにかく外からというのが結構難しくてですね、駐車

○司会　吉良村長、貴重なお話ありがとうございま

した。

　それでは、会場から１名だけですね、ご質問やご意

見ございましたらお願いいたします。挙手をお願いし

ます。

　一番後ろの方。

○参加者　私は熊本市民なんですけれども、先ほど野

焼きの意味を、草原を新しくして虫を殺すとか、景観を

守るとか、そういう趣旨で理解している熊本市民という

か、熊本県民と言っていいと思う、たくさんいらっしゃ

ると思うんですよ。その水源保全のためだということに

変えていかなくてはいけないというお話があったと思

うんです。私はそれとても共感するんですけれども、具

体的にどういう方法が一番手っ取り早いと考えられる

か、もしお考えがあればお聞かせいただければ。

○南阿蘇村村長（吉良清一）　ありがとうございます。

　まずは、うちの農家あたりもですね、実際、野焼きを

している農家あたりもそれを知らないということです

ので、まずその辺から、区長さん、区長会では定期的に

こういうことを述べますし、牧野組合が集まるときもそ

ういうことを言っております。また、今年の１月には全

戸に阿蘇の世界文化遺産を目指してというチラシを

作成し配布しました。阿蘇の地下水はこういう具合に

して育まれているということを機会あるごとに言うよう

にしています。

　とにかく草原のほうが地下水涵養能力は高いという

ことをこれまであまり言われてきませんでしたので、こ

れを強くこれからも機会あるごとに訴えていきたいと考

えております。

○司会　よろしいでしょうか。ありがとうございました。

　それでは、ここで、また吉良村長のほう、後でパネル

ディスカッションのほうにもご登壇いただきます。あり

がとうございました。（拍手）

　では、この後、パネルディスカッションに移りますの

で、少し会場の準備をさせていただきます。お手洗い

等ございましたら、皆様、この時間にお願いします。

３．パネルディスカッション

○司会　では、お待たせいたしました。

　それでは、パネルディスカッションに移りたいと思い

ます。

　冒頭の趣旨説明と２つのご講演を踏まえて、阿蘇草

原再生、新たなステージへ～草原の恵みを守るため

の仕組みづくり～をテーマに進めていただきます。

　ここで、ご登壇の皆様をご紹介させていただきます。

　今回のパネルディスカッションコーディネーターと

して、阿蘇草原再生千年委員会委員長の坂本正様、パ

ネラーとして、先ほどご講演いただきました熊本県立

大学特別教授の島谷幸宏様、南阿蘇村長の吉良清一

様、阿蘇市町古閑牧野組合長の市原啓吉様、環境省

阿蘇くじゅう国立公園管理事務所所長の三宅悠介様、

以上になります。どうぞよろしくお願いいたします。

　ここからは、コーディネーターの坂本先生に進行を

タッチしたいと思いますので、先生、よろしくお願いい

たします。

○コーディネーター（坂本　正）　坂本でございます。

　今日は、本当にコロナの厳しい中でございます。限

定的な人ということで、皆様方、今日お集まりいただき

まして、どうも大変ありがとうございます。

　今日はもうテーマもはっきりしていますように、今、

阿蘇、我々はですね、千年委員会世界文化遺産登録

に向けて今活動しているところでございまして、暫定リ

スト入り間近、と言うと誇大宣伝になるかもしませんが、

その暫定入りを目指して今やっている最中でございま

す。その中で一番コアになるのは草原ということです。

そして、九州の北部ですね、この阿蘇の水がめの役割

というのは非常に大きいと。今日その水がめの話をし

ていただいたわけですけれども、有明と福岡都市圏、

非常に大きな流域ですね。有明のノリを支えているの

もこの阿蘇の水だ。このカンデラが水をためているこ

とで、熊本市の世界一の地下水の源流になっているわ

けでございますし、その途中につながる水源が我々の

生活を守っている。それは災害からも大きな役割を果

たしている。その恩恵の部分を話していただきたいと。

当然これは、草原に行って楽しむ、観光客の人たくさん

いらっしゃるわけですよ。観光客の人にもぜひ、たくさ

ん水源がございますが、この水源と阿蘇はつながって

いるんだと、そういうことも分かってもらえればなとい

うことでございます。

　今日はもう既にお二人にご報告をいただいておりま

す。順番は、まず、市原組合長、それから三宅所長、島

谷教授、吉良村長という形で順番でやらせていただき

ます。あとはさんづけでいたしますので、よろしくお願い

します。

　市原さんも大変ご活躍でございまして、また、今日も

お忙しい中、引っ張り出して大変申し訳ありませんけ

れども、今日もガイドのことであるとか、新しい活動を

含めて、水資源の取組もございます。どうぞよろしくお

願いいたします。

○パネラー（市原啓吉）　私も牧野組合ですね、熊本

県北部、阿蘇の一番東側のほうに当たりますけれども、

一の宮町坂梨地区というのがあります。見ていただくと

が湧いているんだと、そういう認識がほとんどです。も

し仮に阿蘇に人が住んでいなくて、水田や草原がなく

て森だった、森林だったとすれば、恐らくこれほどの水

は湧いていないだろうというに思います。

　熊本県とか熊本市のホームページを見てみますと、

熊本の地下水ということで検索してみますと、絵が描

いてあります、地下水の流れがですね。ほとんどは西

原辺りを降った水が地下に浸透して、あるいは白川を

流れて、それがまた菊陽町周辺で地下に浸透して熊本

市に湧いているという絵がほとんどです。阿蘇のカル

デラの中とか外輪山を多く、大門堰にも水が流れると

いうのは書いてありません。それはなぜかというと、そ

ういう研究がこれまでされてこなかったせいです。それ

で、もちろん島谷先生が今日言われましたように、何と

か阿蘇の草原なり水田のそうした影響、大きな貢献し

ているんじゃないかということをですね、今度、研究で

その辺のところが分かってきたということで、これまで

の図とは違った図が恐らく出てくると思います。そうな

れば、多くの方々に草原、水田の大切さがお分かりい

ただけるかと思います。

　こういう機会があるごとに訴えていかなければなり

ませんが、私が最近思っているのは、それとはまた別

に、それだけでは、ああそうだなで終わってしまう。あ

そうかで、それからアクションが起きないというか、何

かそういう気もしますので、今、熊本市の地下水が減

少傾向にありまして、うちの水源の10か所で、先ほど

市川先生のほうから、市川先生で調べてもらって、そう

すると６割ほどの水源では減少傾向にあります。白川

水源は１分か60トンと言われていますが、今40トンし

かありません。それより最も湧水量の多い竹崎水源は

120トンですが、そこは１/３に減っているというような

調査結果が出ておりますので、もう水源、草原が減って

いることが恐らく原因だということで、危機感を与える。

先ほど熊本市の方は……と思いますけれども、熊本市

の水はこれからもう減りますよと、減っていきますよ、こ

のままでは減っていきますよということをもう危機感を

多少与えるような報道というのも、そういうことを何か

変えてもらうというか、先生方からもそういう報告をし

てもらうとか。危機感を与えることも一つの手かなと、

最近はそういうことも思っています。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうございま

した。

　大都市、熊本市のほうですが、これ100年ぐらい

たって地下水が市内に来るんで、今足りるとか足りな

いといっても、まだ大丈夫だという、そういう楽観的な

議論もないわけじゃない。先ほどあったように、水の涵

養とかいろいろは、草原よりも、それは樹木のほうが多

いんだから放っておけという話も結構あるわけですよ

ね、潜在的に。しかも、草原も人の手が入って草原だと

思っていない人も結構、そうするといろんな意味での

理解が及んでいないところで、新しい価値をつくって

やっていくというのはなかなか大変だと思うんですけ

れども、吉良さんが７市町村の中の１人だとすれば、

やっぱり今日の話は、市町村の人たちで県のほうにこ

ういうことだと、まだまだ認識足りないよと。こんなこと

で世界農業遺産取れないよというのをぜひ言ってほ

しいと思うんですが、いかがですか。

○パネラー（吉良清一）　今おっしゃるとおり、これは

阿蘇郡の首長さんが同じ気持ちで同じ方向を向いて、

歩調を合わせなければならないと考えております。そ

の辺は首長さんの会合の中である程度の合意はでき

ております。保安林の改良あたりもですね、これは私だ

け言っても駄目ですので……

○コーディネーター（坂本　正）　保安林の解除はし

てほしいなと。

○パネラー（吉良清一）　いろいろ言っているんです

けれども、ただ、阿蘇のほかの自治体の首長さんと行

動を共にしてやっていきたいと思っています。

○コーディネーター（坂本　正）　よろしくお願いし

ます。

　市原さん、ずっと長年活動してきて、今、ガイドの話も

して、いろんな問題ご存じですよね。それでやっぱり水

源の問題で、水が減っているとか、そういう危機的な状

況もあるんですか。

○パネラー（市川啓吉）　草原のあった時代、つまり

私が高校生ぐらいのとき、その時分はですね、山がま

だこんな大きくなかったもんですから、滝がいっぱい

あったんですね。その滝がですね、今、木が大きくなっ

た現在、だんだん消えてきているんです、なくなってき

ているんです。草原がいかに大切かということは、私

はその高校生のときに学んだことが第一の出発点な

んですけれども、私が高校生のときは、阿蘇くじゅうで

有して、福岡の人も、有明の人も、熊本市の人も、阿蘇

の価値を一緒に分かってもらう、このことが大事だと、

そのことですよね。

　そのことで、もう一つ必要なのは、普通、水源だとか

なんかって、人が住んでいなくて、山の奥から出てきた

ものだというようなこと、阿蘇はカルデラで、これが人

が住んでいるわけですよね。これだけの大きな都市圏

なんで、この都市圏でやってきている水の涵養に依存

している生活、一部の都市と都市をつないでいる、そ

のあたりの関係はどうお考えですか。

○パネラー（島谷幸宏）　昔からここは野焼きをして

いたわけですね。それがたまたまススキだったわけで

す。とても水を節約すると思うんですが、そういうことが

あったからこそ、福岡都市圏にあれだけの人口が集

積できるということなんですね、実は。これがなかった

ら、福岡市はもう水資源ない都市ですから。

○コーディネーター（坂本　正）　全然ないですか。

○パネラー（島谷幸宏）　ええ、全然ないですから、あ

んな人口を養えないわけです。ですから、本来はもう

少し、阿蘇を拝むじゃないけれども、敬意を払ってい

いはずなのに、そこの価値づけができていない間にみ

んながもっと阿蘇をＰＲしてください、最も大切な九州

の山ですからね。そういう意味での価値づけを行うこ

とが、やっぱりこれから持続的にこの阿蘇を維持する

ためには重要じゃないかなと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　僕は後でまた市原

さんにも伺いたいし、吉良さんにも伺いたいんですが、

阿蘇に住んでいて、生活していてですね、だんだん担

い手も少なくなっている。阿蘇の野焼きも大変だと、今

一生懸命やっている。僕はこの仕事に関わったときに、

あと５年たったら大変だよと言われて、本当に大変な

時期だったんですよ。これからまた３年、５年後大変

だよ、何とか延びてきているんだけれども、高齢化はも

ういや応なしに来ますよね。都市圏の人が無関心であ

れば、なおのこと厳しくなる。そこの働きかけ、例えば大

漁旗が来るとかね、そういう話もいいし、ほかの自治

体の人たちとの関係もあるんですが、島谷さんは福岡

に住んでいて、熊本に来て、今、水と環境のことをずっ

とおやりになっていて、それで実家がこちらにあってで

すね、火の山、しかし、水がめとしての阿蘇はそれほど

まだ認識されていない。インパクトはどこに持っていっ

たらいいと思いますか、島谷流の。

○パネラー（島谷幸宏）　私は、やっぱり海だろうと思

います。福岡にですね、志賀島という島があって、そこ

に志賀海神社という神社です。そこは海の神社なんで

す。その人たちは山を誉めるというお祭りをずっとやっ

ているんです。「ああらよい山繁った山」「ああらよい山

繁った山」「ああらよい山繁った山」と３度山を誉めて、

鹿もいるんですね。だから、やっぱり昔から山を管理

するということが海の神にとってどれほど大切だった

のか。一つは、船を造るのに木が要るということなんだ

と思うし、山からの栄養源とか恵みによって海産物が

取れるということも知っていただろうし。それを管理す

るために人間が鹿を射るとか野焼きをするとか、そう

いう行為が必要だということを分かっていた。そういう

ものを見ていくと、やはり海とのつながりを明瞭に意識

することによって、全てが、その間のものは全部つな

がってくるので、そこをつなげていくというのが面白い

かなと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　要するに自然に昔は知っていたんだけれども、だん

だん文明の中で分断されていって、都市圏が生まれて

きて、その生態系というのがだんだん切れてきた。なの

で、今、環境省さんが言っている共存していく生活圏で

す、物すごく壮大な絵なので、マンダラ絵というふうに

言っているらしいんですけれども、一見ね、ちょっと荒

唐無稽じゃないかと思うけれども、要するに昔に戻っ

てつながっていこうということだと思うんですよね。

　そのあたりの話、また後で伺いたいと思いますが、

吉良さん、お待たせいたしました。

　何か専門家じゃないみたいに言われていましたけ

れども、細部までずらっと見たら、島谷さんよりたくさん

書いていましたよね、その。流れをね。あの中の３分の

１ぐらいを島谷さんが今日証明した、科学的に証明し

た。でも、経験的にというか、もう大体分かっていて、し

かし、微妙なことを言われましたよね。なりわいでみん

な分かっているはずなのに、農業をやっている現実の

人は野焼きはやっている、大事だ。でも、景観のためだ

けだったらもうやだという気持ちもないわけじゃない。

それはそうだと思うんです。人のために景観でやっ

たってしようがない。今度はみずがめで、水がめになる

ためだという意識をやっぱりそれほど強くはないんで

しょうか、そのあたりの苦労話からお願いしたいと。

○パネラー（吉良清一）　じゃ本当に苦労話をします

けれども、うちの村は移住者が、結構、都会から移り住

む方がいらっしゃる。何でですかと聞くと、景観とか、き

れいな水がたくさんあるという理由が多いです。じゃき

れいな水は何でいいと思いますかと尋ねると、これに

答える人はまあいません。住民もはっきりとは答えられ

ません。先ほど大きな４つの要因があると言いました

けれども、それを答える人は本当にいなくて、昔から水

から野焼きのボランティアという形で、本当に大勢の

方に来ていただいていて、全国見渡してもなかなかこ

ういうふうな形で、近隣都市圏からこれだけ大規模に

協力を得て環境保全やっているところってそんなに多

くないんじゃないかなって思っています。そういった中

で、今回こういった科学的な知見もさらに明らかに

なってきたので、福岡、あるいは熊本の方に協力しても

らう具体的な意義というか、メリットもより説明しやすく

なってきたと思いますので、こういったことをうまくア

ピールするといいなと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　千年委員会というのは、もう福岡でもやっていますし、

福岡の経済界の人が任意でずっとおやりになってい

て、この話は、福岡の方も言うんですよ、水がめで。やっ

ぱり福岡都市圏は阿蘇で守られているんだという、経

済界のそういう方はおっしゃるんだ、なかなか市民に

浸透しない。これからだと思うんです。

　じゃ今日参加している方、あまり時間がありません

けれども、今までの話を聞いて、ちょっと一、二聞いて

みたいなという、全体でもいいですし、特定の方……

○参加者　野焼きボランティアをやっています。お世

話になっております。

　今日は、最初にお二方で水の重要性という、非常に

理論的に分かりまして、大変ありがたくお聞きしました。

　ボランティアやっていますが、昨日もそうだったんで

すが、阿蘇市にある牧野で輪地切りをやっていました

が、ボランティアの一般の方からこういう質問が来る

んですね。虫もいないのに何で焼かないかんのです

かって。そのときにやっぱり今日の水の話、ＣＯ２の話、

そして私の自分の専門の生物多様性の話とか、そうい

う話をしてあげると大変納得いただけるんですね。そ

ういう意味で、私はボランティアのリーダーもやってい

ますけれども、リーダーの役目というのは非常に重要

になってきているというふうにここ近年思います。ボラ

ンティアは今登録1,000名いますから、延べで昨年実

績ですと2,300名ぐらい出ています、コロナの中で。こ

れコロナが終わったら3,000名近くいくという。さてこ

こで問題なのは、草原の恵みを守るための仕組みづく

りという中で、私たちボランティアはこの先どう向かっ

ていけばいいのか、率直に、市原さんなんかとは初期

のほうから相当いろんな議論をさせていただきました

し、吉良村長は今日初めてなんですけれども、特に吉

良さんと市原さんあたり、我々ボランティアなんですけ

れども、今後どういうふうに向かって行けば、この仕組

み、新たな仕組みづくりとしてお役に立てるのかという

ことをご示唆いただければ大変ありがたい。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　多分、みんな考えて結論が出なくてですね、難しいと

ころではあるんですが、じゃお一方ずつその辺を伺っ

て、島谷さんのほうからいきましょうか。もう短く。

○パネラー（島谷幸宏）　簡単に、じゃ。

　今日ちょっとお話を聞いていて思ったのは、草原が

あって集落あって、水田があって、本当はそれ全体の

土地利用が草原の仕組みを支えているので、そういう

観点をやっぱり大事にしないと駄目かなと思っている

ということです。

○コーディネーター（坂本　正）　何かその仕組みの

中で……

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　コミュニティ

自体がそれ全体を管理して……

○コーディネーター（坂本　正）　何か一つのコミュ

ニティ全体を維持していくことで仕組みができると。

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　草原だけを

守ろうということじゃなくて、それを使う仕組みも守って

いく。

○コーディネーター（坂本　正）　草原を核にして、生

活圏、循環を守っていくという。

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　皆さんもそれ

重 ご々存じ……

○コーディネーター（坂本　正）　それは話が重いん

だけれども、そういうふうにしていかなければ維持でき

ないよということですね。

　じゃ吉良さんのほう、お願いします。

○パネラー（吉良清一）　うちの村にはボランティア

の方が来ていただいていまして、本当に感謝しており

ます。輪地切り、輪地焼き、大変ありがたく思っており

ます。

　ただ、先ほど言われたように、虫がいないのに何で

輪地切りとかやるのということは今日初めて知りまして、

そうだな、本当だな。だから、草原の野焼きの目的をも

う少し分かりやすくボランティアの方々にも伝わる方

法も考えていかなければならないなというふうに思い

ます。引き続き輪地切り、輪地焼き、本当に御協力をお

願いしたいと思います。

○パネラー（市川啓吉）　ボランティアの皆さんから、

私が持っているものが宝物だということを教えても

らったんです。それまでは邪魔物だったんです。これ

は何のためにどうしたらいいんだろうというね、邪魔

でしようがないと思ったら、それは宝物ですよって教え

られたから、ガイドを通して、それで多くの人に知って

５万ヘクタールぐらいの草原があると学んでいたんで

す。だから、ここはアメリカの牛肉と対抗するには阿蘇

ぐらいしかないと、そういう認識があったんです。

　それで、阿蘇は草原があって、みんなが豊かで。それ

は水だけじゃないんです。空気もですね、木よりも草の

ほうが浄化する、あるいは高いと言われているんです。

そっちのほうも目を向けんといかんとですね。ですか

ら、私はガイドのとき、そういったことを皆さんにお伝

えしているんです。だから、私、200人以上、去年、おと

としとガイドをしましたけれども、そういった人に一人

一人ね、みんな伝えて、阿蘇の草原はいいというけれ

ども、どんなところがいいですかって。空気がいいと。

景色が見れる。これは森林になったら景色は見えない

んですね。だから、森林はちょっと空気がいいように考

えるかもしれませんけれども、景色が見えないと、その

中での活動だけしかできないから。草原の場合は見

渡しができますね。阿蘇の山を見渡しながら草原を歩

くといかにすばらしいかというのがみんなが知ってい

るんです。そうすると、来られた方たちは、心が癒され

たと言って帰られるんです。ということはですね、私は

いつもみんなに訴えているんですけれども、あそこの

草原というのはね、名医だって。それがやぶ化してい

けば、やぶ医者になるって。だからね、草原は守ってい

かんといかんて。それをね、地元の人がやっぱり知る

必要があると思う。お医者さんをね、育てているから頑

張ろうと、そういう意識。そして周りから来る人たちの

癒やしてもらうんだったら治療代ぐらい払えと。ただで

来て帰っていくのはどういうことかと。そういう認識の

下に、より多くの人に、阿蘇を支えるためにはそういう

外部からの援助も必要なんだと。高齢化になったら、

ボランティアの皆さんが応援に来てくださっています。

ボランティアさんも高齢化しているんです。ですから、

より若い人たちにも訴えて、若い人の力も活用できるよ

うにしていかなくちゃいけないと。そういうふうに考え

て、阿蘇の草原の水だけでなく、空気を守るという、そ

れは全ての人に関係してくるので、ぜひそういったこと

を知ってほしいなと思って、今のところ頑張っています。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　でも、滝がなくなっている、減っているというのは、本

当にちょっと衝撃的な話ですよね、やっぱり環境問題

の中で。あるいは草原といったら、草原の場合は、崩れ

てもすぐ復活すると。だから、地震とかなんかあっても、

崩れたところから復活するというので、非常に強いも

んだという意識があるんですが、滝がなくなっていると

いうのは、ちょっと私も考えが及ばなかったんですけ

れども、やっぱりそれも一つの象徴ですね。滝の復活

も大事になるかなというふうに思いますね。

　コロナ禍にもですね、そういう地元の方もおられる

ので、そういうのを知っている方もおられると思うんで

すよ。やっぱり何が変化したかって。その後、島谷さん

に全部証明してもらうというのが一番やりやすい方法

かなというふうに思うんです。

　じゃ、最後というわけじゃありません、まだ一巡して

きたわけですけれども、今まで話を聞いて、三宅さん、

今まで北海道へ行って、熊本にこちら通ってきて、これ

からまた大きな活動があって、世界文化遺産を担うよ

うな、そんな話があって。今回の企画も関係者も非常

に大きな研究の課題、やっていると思うんですよね。

やっぱり子供の教育含めて、観光含めて、何を訴えて、

阿蘇をみんなと価値を共有していくっていう、その肝の

ところは何だとお考えですか。

○パネラー（三宅悠介）　なかなか難しいかなと思っ

ているんですけれども、分かりやすさというのは非常に

大事なのかなと思っています。島谷先生おっしゃって

いただいたみたいに、阿蘇で仮に草原が全部森林に

なってしまうと、1,000万トンぐらい水が減るので、有

明海のノリ養殖のための緊急放流がもうできなくなる

んだとかですね、福岡市であれだけの人口を維持でき

なくなるんだという、そういう分かりやすいメッセージ

と、あと、村長おっしゃっていたみたいに危機感を少し

あおっていくようなことも考えていく必要があるかと思

います。

○コーディネーター（坂本　正）　災害もひどくなりま

すよね、一気に流れてくるわけですから。

○パネラー（三宅悠介）　そういうのをうまくアピール

していくと。

　それで、地域循環共生圏、先ほど非常に分かりにく

いというようなお話もいただいていて、ちょっと私たち

の職員もなかなか理解することも難しいんですけれど

も、実はこの阿蘇は割とそういう意味では先進的な地

域だと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　あれは阿蘇を説明

するためにつくった地域循環圏だと私は思っておるん

ですね、ずっと、広いから。ただ欠点はですね、土地に

ずっと水道になって、いろんな都市部があって、海で

しょう、有明。遠いんですよ。だから、阿蘇だと思っても

つながりがぼんやりするんで、なかなか下流にいる人

たちが恩恵をですね、ぼんやりしか分かりにくいなと

いう、ちょっとそこのところですよね。

○パネラー（三宅悠介）　そうですね。ただ一方で、こ

のエリアには、今でも福岡県、あるいは熊本の都市圏

子供も大人もお年よりもですね、女性も男性も関係なく、

みんながそういったことを知る必要があると思うので、

それを情報として発信する。それが環境省さんなり、農

水省なりなんなりですね、大きなところからメディアを

通してでもなんでもですね、発信していくということは

大事だと思いますね。

　私も地元の農家に住んでいる限り、農家の人たちに

その宝物を守っていく必要があるんだよということを

強く訴えていきたいと思っているので、今取り組んでい

る小学生の草原学習とかですね、そういったものをぜ

ひ活用して、さらに将来のボランティアさんなり、地元

の担い手を構成できるように頑張っていきたいと思っ

ています。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　それでは最後に、大トリになります。三宅さん、お願

いします。

○パネラー（三宅悠介）　ありがとうございます。

　環境省は最近脱炭素、カーボンニュートラルという

ことで、環境省というか全政府を挙げて取り組んでい

ますけれども、先ほどご紹介あったとおり、阿蘇草原で、

このエリアの世帯の排出量の1.7倍の二酸化炭素を

固定しているということがあります。そういった観点か

らの重要性というのもこれから訴えていくと、社会の流

れにも乗っていけるのかなというふうには思っており

ます。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　今ある阿蘇の生活圏、これはやっぱりボランティア

の人を含めて草原を維持していく、水を守っていく。そ

のことが福岡都市圏、熊本の都市圏、多分、大分も入

ると思うんですね、北九州、九州の上のほう半分は阿

蘇に支えられているんだという意識は重要だと思いま

すが、何よりもこの仕組みを維持していくためには、子

供が、今日は残念ながら参加が難しかったわけです

けれども、やはりこの内容を共有する、防災意識として、

郷土の誇り、伝統というものを共有して、それを同じ地

域の世代がみんな使えていくような、そういう教育シス

テム含めてですね、これからの新しいステージづくり

が必要かなというふうに思います。

　今日はどうも大変ありがとうございました。（拍手）

○司会　坂本先生、パネラーの皆様、大変ありがとう

ございました。

　ご来場の皆様、限られた時間ではございましたが、

ありがとうございました。また、配信でご覧いただいて

いる皆様、お聞き苦しい点が多々あったと思いますが、

お許しください。

　阿蘇草原再生協議会では、本日いただいたアイデ

アも参考にさせていただきながら、今回の分科会の

テーマである草原の恵みを守るための仕組みづくりを

進めてまいりたいと思いますので、皆様、今後ともご協

力のほど、どうぞよろしくお願いいたします。

　それでは、阿蘇分科会はこれで終了とさせていただ

きます。

　皆様、もう一度拍手をお願いいたします。（拍手）

　ここで、皆様にご連絡ですが、この後、第13回全国

草原シンポジウム本会場と全国３分科会の開場をつ

ないでの全体会がオンラインにて開催されます。この

会場で流しますので、ご興味がございましたら引き続き

見ていただければと思います。

　皆様、本日は大変ありがとうございました。

もらう必要があるというふうに考えたわけで。というこ

とはですね、地元の人もそれを宝物とは思っていない

んです。ですから、ボランティアさんが地元の人と交流

するときに、そうした宝物を発見したら、ここにはこう

いうすばらしいものがありますよということをまず伝え

ていただきたいと、自分たちが発見したことをですね。

でも、多くの人は気づかないんですよ。それをまず教え

ていただくということ。

　そして、気づいたものをほかの人たち、つまり新たな

ボランティアさんが来れるように、そういうのをまた教

えていただくと。学校の生徒さんたちなんかもきても

らっているので、そのときにはね、本当に助かっていま

すけれども、そういった若い人たちですね、今後のそう

いう支援に回れるような、そういう仕組みづくりという

ものも大事かなと思います。

　今後そういうふうにして、農家さん、ボランティアさ

ん、お互いいろいろ、ほかの観光で来る人だって阿蘇

の草原の大切さというのをね、みんなに伝えていく必

要があると思うんです。生活環境を守るために何が必

要かという、そういった点で、私たちはみんなが草原

を通して生かされているということを認識できるように

伝えていくことが大事だなと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　今、もうボランティアさんも草原を守る非常に大きな

担い手で、やっぱりみんなで一緒に考えて出し合って

いくと。仕組みづくりは大体こう見えているんですけれ

ども、具体的なところはいま一歩手前かなという感じ

がします。

　三宅さんはそういう話を踏まえて、環境省としては、

このステージづくりをつくったら、絶対支えていくんだ

というような意気込みもあったらよろしくお願いします。

○パネラー（三宅悠介）　ありがとうございます。

　私もせっかく阿蘇に来たものですから、今年、個人

的ボランティアに参加させていただいて、非常にすば

らしい仕組みだなと思っています。あまり私自身は課

題は見当たらなくて、もうどうやってこの組織を継続、

発展させていくかというところかなと思っていますので、

我 と々してもしっかりサポートしていきたいと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうございま

した。

　もう大体時間がまいりましたので、今日は限られた

時間でございました。でも本当に２人のスピーカーの

方には簡潔に要点を絞ってお話しいただきましたし、

彼らの中で議論は大分深まってきたかなというふうに

思います。

　それでは最後に、今日の会を終えるに当たって一言、

今後の課題、あるいは自分が今考えていること、一言

ずつお話しいただいて、閉めたいと思います。

　じゃ島谷さんのほうからお願いします。

○パネラー（島谷幸宏）　今日ちょっといろいろやっ

ぱり聞いていて思ったのは、これからまたポストコロ

ナで地域分散というのが非常に重要で、その中で、子

供たちがこういうことに参加できると、すごいクリエイ

ティブな人間ができていくんだろうなというのをすごく

思っていて、環境省の方ともいろいろとお話ししている

んですけれども、やっぱり防災教育と環境教育を一緒

にするだとか、そういう形の新しい展開で、子供たちの

力をもっとつけないと、これからのサバイバル時代を

乗り切れないので。ボランティアみたいなものは、何か

学校教育としてちゃんとやっていく必要があるんかな

という話を聞いていていろいろと思いました。ありがと

うございました。

○コーディネーター（坂本　正）　じゃ吉良さん。

○パネラー（吉良清一）　私は特に自治体の首長とし

て、発信力が大事だと思います。島谷先生から情報を

いただいて、その情報で理論を武装して、強く訴えてい

きたいと思います。また、阿蘇の首長さんたちとも足並

みをそろえて、さらにどんどん盛り上げていきたいと思

いますので、これからもよろしくお願いいたします。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうございま

した。

　じゃ市原さん。

○パネラー（市原啓吉）　これは前の環境省の所長さ

んが私に教えてくれたことですけれども、イエロース

トーンが国立公園になったときですね、神が創造され

たもので、決して私有物にしたり、少数の利益のため

に開発すべきものではない。この地を国民のために永

久に保存するには国立公園にするという、そういうあ

れでこれをまず、イエローストーンが国立公園になっ

たと。それで、日本の昭和31年に国立公園法が制定さ

れて、1934年に初めての国立公園ができたと。その中

でも阿蘇もそういう国立公園になってきたということで

すね。

　そこには、やはり草原というのが大々的にあったわ

けで、だから国立公園になったわけで。阿蘇山があっ

ても、阿蘇山という山はないんですね。阿蘇山というの

は５つの山が成り立って阿蘇山って言うんで。その阿

蘇山は、草原があって初めて目立つんです。つまり主

役はですね、脇役がいないと目立たないんですよ。そ

の脇役である草原は、脇役だけでも重要な働きをして

いるんで、それをみんなに知っていただくためには、
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原草全国 サミット・シンポジウム in 東伊豆

１．開会

○司会　では、始めたいと思います。

　ご来場お皆様、そして配信でご覧くださっている皆

様、こんにちは。

　ただいまより第13回全国草原サミット・シンポジウ

ムｉｎ東伊豆、阿蘇分科会を開催いたします。

　私は、今回の進行役を務めさせていただきます公益

財団法人阿蘇グリーンストックの井上と申します。どう

ぞよろしくお願いいたします。（拍手）

　ありがとうございます。

　さて、今回の分科会では、阿蘇草原再生、新たなス

テージへ～草原の恵みを守るための仕組みづくり～

をテーマに２つの講演、また、その後、パネルディス

カッションを予定しております。パネルディスカッショ

ンでは、時間が許せば会場の皆様の声もお伺いでき

ればと思っておりますので、どうぞよろしくお願いいた

します。

　なお、今回は新型コロナウイルス感染防止対策とし

て、会場の人数を制限させていただいております。同時

にユーチューブでのオンラインの配信も視聴できるよ

うになっております。配信でお聞きの方もメッセージ等

でご意見をいただけましたら幸いです。

　それでは、講演に入ります前に、今回の分科会の趣

旨につきまして、環境省阿蘇くじゅう国立公園管理事

務所の山下さんからご説明をいたしますので、よろしく

お願いします。

○環境省阿蘇くじゅう国立公園管理事務所（山下淳一）

　皆さん、こんにちは。環境省阿蘇くじゅう国立公園管

理事務所の山下と申します。

　今日は、お集まりいただきまして、ありがとうござい

ます。

　私のほうから、まず今日のこの分科会の趣旨をごく

ごく簡単に３分ぐらいでご説明をさせていただきたいと

思います。

　それでは、早速まいります。

　もう皆さん、ご存じのとおりだと思いますけれども、阿

蘇の草原の特徴というのは、まず野草を主体とする草

原としては日本最大の規模であるということと、牛馬を

利用した農業生産とか草資源の循環という経済社会

の仕組みによって維持され続けた草原、あるいはその

まま放っておいてずっと草原であったということでは

なくて、生業によって維持され続けた草原というのが大

きな特徴であると思います。

　その草原ですけれども、いろんな恵みといいますか、

役割を持っていまして、まず、１つご紹介するのは多様

な生き物のすみかということで、植物で大陸と陸続き

だったことを物語っているようなヒゴタイですとか、そ

ういう植物があったりとか、ほかでは見られないよう

な希少種の植物も生育していたり、あとは、植物が多

様であるからこそ、多様な動物の生息できる環境を育

んでいると。１つ取り上げますと、チョウなんかでは、熊

本県で見られるチョウ117種のうち109種がこの阿

蘇の草原で見られる、チョウの楽園とも言われるよう

な多様な生き物のすみかになっています。

　それから、観光資源としての価値、これも言うまでも

ないことかもしれませんけれども、ちょっと古いデータ

なんですけれども、観光客の方に阿蘇のどこがいいで

すかというのを聞いたアンケートがありまして、草原が

広がる風景というのを77％の人がいいと答えていた

りですとか、牛馬のいる放牧風景とか花やチョウなん

かの野生生物がある風景なんかを答えていらっしゃる

方もいて、かなり観光資源としても欠かせない存在に

なっていると言えます。

　それから、最近注目されているところでいうと、炭素

の固定機能というのがかなり優れているらしいという

のが見えてきていまして、2013年の成果を基にします

と、阿蘇郡市の全世帯が１年間に排出するＣＯ２の量

の1.7倍ぐらい相当の炭素を草原が固定しているとい

うことで、阿蘇の中で見たら、排出よりも吸収が勝って

いるというようなことが言えて、地球温暖化防止の観点

からも未来に残す価値が高いというふうに考えられて

いたりします。

　それで、そういう様々な恵みがあるんですけれども、

過去から草原がどうなってきたのかというのを見ると、

かなり減ってきていると。100年前は阿蘇地域、ほとん

ど草原が広がっていたのが、見ていただいたら分かる

とおり、2007年にはかなりそれが森林に置き換わって

しまっているというような現状になります。

　草原再生協議会というところで議論をしていますけ

れども、じゃこの先どうなっていくんだろうって考えたと

きに、30年後の姿をちょっと想像しようみたいな話を

していまして、５年に１回牧野の調査がされている中で、

野焼きとか輪地切りをあとどのくらい継続できますかと

いうような調査項目があります。その中で、「10年以上

はできそうだ」と答えている牧野さん以外は、ちょっと

30年後まで管理を続けているのは難しいんじゃない

かというふうに仮定した場合なんですけれども、面積

で６割ぐらい減っているような予測になります。

　こういう状況もある中で、次世代へ残すべき姿で30

年後の目標というのを草原再生協議会の中で議論し

ていまして、先ほど申し上げた６割の草原面積減少と

いうのもあり得るかもしれないという中で、「今と変わ

らない規模の草原を残す」ということを目標に設定し

ようとしています。これ特に牧野組合さんの意向も大き

くて、やっぱりモチベーションを持ってやっていくため

にも、減少というところを目標にしてモチベーションも

上がらないだろうということで、最低限維持はしようと

いうような目標設定をしようとしています。

　そのために、３点目なんですけれども、そのために

は長年続いてきた生業による草原維持、これをどう支

援を強化していくのかというのを考えていく必要があり

ますけれども、もう一つ、今までもこれはやってきたんで

すけれども、もう一つ、近年、草原の持つ恵みというの

は、先ほどお話ししたような部分というのが注目され

ていますので、この草原の恵みを守るという観点から

も、草原を支える仕組みづくりというのを進めていく必

要があるかなというふうに思っています。今日は、この

草原の恵みを支える、守るための仕組みづくりというも

のを考える一つのきっかけにしたいなと思っておりま

す。そのために２つほどご講演をいただいて、その後

にパネルディスカッションということで進めさせていた

だければと思っておりますので、皆様よろしくお願いい

たします。

　私からは、駆け足になりましたが、以上です。

○司会　ありがとうございました。

２．講演

①阿蘇の草原がもたらす恩恵～最新の研究報告～

　それでは、早速、講演に移りたいと思います。

　お一人目は、熊本県立大学特別教授の島谷幸宏様

にお願いしたいと思っております。

　島谷先生は、現在多くの研究者が関わって進めてお

られる環境総合推進費研究の研究リーダーであり、今

日はその成果について、阿蘇の草原がもたらす恩恵、

最新の研究報告についてご講演をお願いいたします。

　それでは、島谷先生、よろしくお願いいたします。

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　皆さん、こん

にちは、島谷です。

　阿蘇の研究は、立場的には九州大学の特命教授と

してやっています。ただし、４月から熊本県立大学のほ

うにお世話になっていまして、私の実家が龍田なので、

熊本を今中心にしながらいろいろ仕事をしています。

　今ご紹介になったんですけれども、これが環境省の

推進費のテーマです。阿蘇をモデル地域とした地域循

環共生圏の構築と創造的復興に関する研究というこ

とで、大きく言うと３つのテーマでやっていて、そのそれ

ぞれのテーマがまた３つに分かれていて、９つの大き

な研究が集まった物すごく大きい研究です。私が全体

のリーダーをしていて、東海大の市川先生が特に地下

水のことをやられていて、慶応大の一ノ瀬先生が特に

後ろのほうの地域循環共生圏のほうの研究をされて

います。今日お見えになっています、実は。ちょっと驚き

ました、私も。

　研究の背景は、2017年に北部九州豪雨があって、

2016年に熊本地震があって、それで熊本県は創造的

復興というのを打ち出されました。その創造的な復興

を環境省が提案されている地域循環共生圏とどうやっ

てつなげていくかという研究になります。

　今日は特に草原のお話を中心にしますが、この阿

蘇は九州の中央部にあって、実は６本の１級河川、筑

後川、大野川、五ヶ瀬川、菊池川、白川、緑川という６

本の１級河川の水源になっています。ですから、玄海

灘から瀬戸内海から有明海からですね、いろいろなと

ころに水を注ぐ一番上流の地域になっています。流域

の人口が230万人と言われていて、しかも筑後川から

福岡導水で水を配っていますので、約480万人、500

発散、雨から蒸発散を引いたものが水資源量というこ

とになります。特に筑後川の場合はダムがありますの

で、雨が降ったときの水も全部ためてしまうので、基本

的には下流に流れていく水資源量は降った雨から蒸

発する量を引いたものということになります。

　そこで、こういう樹林とススキがどれぐらい蒸発散量

が違うかということを測定しています。宮沢先生という

先生が研究をしています。植物には、ちょっと難しくな

るんですが、光合成をするときにＣ３という植物、普通

の一般的なＣ３植物というスタイルと、ススキのように

Ｃ４植物というスタイルの光合成をやるタイプとがあり

ます。ススキはＣ４植物というタイプになります。Ｃ４植

物というのは、難しいんですけれども、機構がすごく

違って、非常に二酸化炭素を節約しながら光合成をす

ることができます。水を使う量も非常に少ない、節水型

の植物というふうに言われています。このＣ３植物とＣ

４植物というのは非常に重要なポイントになっていて、

阿蘇では草原にするとほとんどススキになります。スス

キになるということが蒸発散量を小さくしているという

ことになります。

　それで、今、牧野の方に協力していただいて、直接

葉っぱにこういう樹液流計というセンサーをつけて、

ここから今、直接測れるようになりました。一つ一つの

茎からどれぐらいの水分が蒸発しているかというのを

１年間測っています。それで分かってきたことは、これ

が杉で、ササやヤシャブシで、ススキとなりますが、１

年間ずっと積算していくと、杉とススキでは非常に大き

な蒸散量の違いがあるということが分かってきました。

これはもう光合成の仕組みが根本的に違うので、非常

に節水型の植物であるススキが生えているということ

がこの節水型だということが分かりました。

　今ちょっとそれを年間どれぐらいの蒸散量になるか

という推定を行っていて、ちょっとまだ低めの推定に

なっているんですが、これススキです。ススキがＣ４と

いう植物で、ほかのは全部Ｃ３植物なんですが、ススキ、

ササ、杉、ヒノキ、ヤシャブシというようなもので考えて

みると、恐らく杉・ヒノキに比べて１年間に年間の蒸発

散量が100ミリは最低違うだろうということが明らか

になってきました。

　現時点ですが、今年度の３月までで研究を終わりま

すので、それまでにはこの明確な数字が出てくると思

うんですが、水の使う量からすると、ススキ、ササ、ヤ

シャブシ、杉、ヒノキという順番になるであろうというこ

とがどうも明らかになってきました。これ非常に重要な

ことになります。

　ここに阿蘇がありまして、ここに、今見ている草原っ

てほんの一部の草原なんですが、もし樹林に替わって

しまうと、年間100ミリから200ミリぐらい、下流に流れ

るお水の量が減ってしまうということになります。100ミ

リというのは高さの単位ですね。１年間、大体この地域

が3,000何百ミリと降りますが、そのうちの100ミリ分

が蒸発、空中に出ていってしまうということになります。

ですので、草原があることによって、下流に水を配るこ

とができているということになります。大体その量は、

後でちょっとご説明しますが、年間1,000万トンとかそ

ういう量になります。実は、下筌、松原ダムという、ここ

に２つ、ちょうどこの阿蘇から出てくるところにダムが

あって、そこから平地に水が出ていくわけですけれども、

このダムでは発電を行ったり、下流への有明海に流れ

ていく水を供給したりしているわけですけれども、実は

有明海のノリが取れなくなった、冬場取れなくなったと

きには、このダムを操作して、水を放流して下流に栄

養物を送るという、栄養源を送る操作をしています。そ

の水の量は大体1,000万トンとか、大体それぐらいの

量なんですが、それは草原がなくなると、それがちょう

どできなくなるぐらいの量になります。非常に大きな量

です。

　今までに行われた松原、下筌ダムによる緊急放流と

いうことで、大体冬場です。冬場、ノリが行われるように

なって、ノリの色落ちと言って、色が落ちてくるんですね、

栄養塩がなくなると。窒素の濃度が低くなったときに松

原ダムを放流すると、窒素濃度がばあっと上がって

いって、色落ちしなくなるということで、実は草原の水と

いうのは、有明海のノリを支えているということにもつ

ながっているんですけれども、あまりそれは意識されて

いません。松原ダムの流域で例えば草原がもしなく

なってしまえば、約1,000万トンぐらいの水資源がなく

なってしまうということになります。それは、人口でいう

と11万人分ぐらいの水資源量になるということなので、

非常に大きい水の量だということが分かると思います。

今まで草原について、あまり定量的に水をどれぐらい

節約するかというのを分かっていなかったんですが、

それが今分かりつつあるということです。

　それともう一つは、今、立野ダムができているんです

が、こっちがカルデラと、下流の熊本の地下水がつな

がっているかどうかということに焦点を当てて研究を

しています。ずっとボーリング調査が、最近、地震の後

いっぱい行われまして、そのときの地下水を連ねてい

くと、これがつながっているということが明らかになっ

てきました。それがですね、量的にどれぐらいかという

と、これは熊本大学の嶋田先生たちがシミュレーショ

ン、１年間の水収支というのを示したものです。

万人の水源になっているということで、非常に重要な

地域になっています。

　しかし、これはあまり知られていないです。私、福岡

市民もやっているんですけれども、福岡市の人は、筑

後川から水をもらっているという意識はあるんですけ

れども、阿蘇から水をもらっているという意識はほとん

ど希薄なんですね。有明海の人も、筑後川とか白川と

か緑川とか菊池側から水が流れているというのはよく

知っているんですけれども、その上流は草原だという

のを皆さんご存じない。有明海は、よく泥の干潟で、阿

蘇の噴火物によってできているどろどろの干潟で、そ

れが非常に豊かだというのは言われているけれども、

その水の水源が阿蘇だというのはあまり言われてい

ないと。そういうところがあります。

　この９つの、サブテーマになるんですけれども、簡単

にいうと一番上が自然災害を生態系によってどうやっ

て守るかというような感じの研究です。自然資源を使

いながら災害を防ぎ、それを創造的復興につなげてい

こうというのがテーマ１。テーマ２は、熊本地震によっ

て地下水に影響が出たので、その地下水がどういう影

響を受けて、それがどういうふうに回復しているのか。

それから、その地下水が、１回カルデラの中に入った

水がどういうふうにほかのところとつながっているか

という研究。テーマ３は、自然資本と社会関係資本と

いうのは、人間関係とかいろいろな社会のことにも注

目して、地域循環共生圏というのをどういうふうに成

立していけばいいかという、文系の研究から理系の研

究まで、非常に幅広い研究となっています。

　簡単にいうと、阿蘇地区の中で自律分散型の社会

を構築しつつ、他の大都市圏等といろいろな交流をし

ながら、創造的復興と地域循環共生圏をどうつなげて

いけばいいかということの研究をしているということ

になります。

　扱っている自然資源としては、草原だとか森林、そ

れから石材、水田、湿地、水みたいなものを対象にし

ています。

　この図はですね、ここに中央の火山地帯があって、

カルデラがあって、外輪山があって、そういう色を示し

ていますが、この草原、災害との関係を示していますが、

集落の配置をどういうふうにすればいいのかとか、低

地の氾濫をどうやって防げばいいのかとか、田んぼダ

ムをどういうふうにしていいのかとか、こういうカルデ

ラと外輪山のランドスケープに基づいた自然の機能

も生かしたような防災はどうあるべきかというような研

究をしています。

　皆さんご存じのように、阿蘇はこの草地が外輪山の

上と斜面というのがあって、その下に林地があって、集

落があって水田があるという、一つの配置構造が単位

となって、一つの集落が草地から林地、水田、そういう

管理をしているという、そういう仕組みがあるというの

は皆さんご存じで、こういう関係が非常に重要だとい

うふうに思っています。

　まず、災害との関連を見ていくと、草原、これはです

ね、縦軸に崩壊の確率を書いてあって、これいろいろ

な植生について書いてあるんです。これを見ると、草原

が崩壊の確率が高い。しばしば崩れやすいということ

が分かりますが、そのときの崩壊の深さは小さいという

ことが分かっています。ですから、草原にすると、時々

崩れるけれども、大きな被害はもたらさないというよう

なことが分かっていて、しかも、傾斜が比較的緩いとこ

ろの樹林帯がこういう土石流とかを緩衝する機能が

あるということも分かっています。

　次に、水の機能についていろいろ研究しています。

特に筑後川と白川に着目して研究を実施しております。

　実は、筑後川というのは阿蘇の外輪山を水源として

福岡県を通りながら有明海に注いでいる九州一の大

河です。ここから福岡に導水を持っていって、福岡市の

水も供給して、約30％ぐらいの水を供給しているとい

う非常に重要な川になっています。松原ダムというダ

ムが筑後川の上流にあって、上流のこの地域の水を、

外輪山の水を集めて、１回、松原ダムでためて、それで

下流に供給しているということになります。流域の草原

の状況を見てみると、どんどんどんどん今減っていると。

1900年頃に比べて、半分ぐらいになっているというこ

とが分かります。

　それで、どういうことをやっているかというと、実は雨

が上から降って、雨が降ったものが植物とか地上から

蒸発とか発散、発散というのは葉っぱから出ていくの

を発散と言うんですが、蒸発散して上に向けていくと。

それ以外のものは表面に流れるのと地下に浸透する

のと、二通りで流れていくということになります。ですか

ら、下流に流れていく水の量は、この植物等からの蒸

を目的として、村長が火入れ責任者となって野焼き再

開を進めておられます。本日は、その事例を中心に南

阿蘇村の草原管理の取り組みについてご発表をいた

だきたいと思います。

　それでは、吉良村長、よろしくお願いいたします。

○南阿蘇村村長（吉良清一）　皆さん、こんにちは。今、

紹介がありました南阿蘇村の吉良と申します。

　今、村長ということでございますが、私はもともと農

家の長男で、無農薬の米とか、あるいは私自身も野焼

きとかに参加しておりました。これまで農地や草原を

守るためにいろんなことをやってきたんですが、もう農

家の１人、２人では、これはもう守れないということで、

村長を目指しました。しかしながら、なかなか簡単に

は合格させていただけませんで、今から17年前に南

阿蘇村が合併したときに初めて出まして、落ちて、落ち

て、落ちて、４回目にやっと合格いたしました。周りの人

は私のことを吉良清一の趣味は何か知っとるかいと、

吉良清一の趣味はね、選挙だもんなと。特技は何か

知っとるといったら、特技は落ちることだもんなという

ふうにからかわれておりました。

　そういうことで、私は本当にこの草原の水量を守る

と、このために村長になったようなもので、今いろんな

取組でしっかり頑張っております。私は、講演するほど

知識が豊富ではありませんので、地元の水分量など現

状をお話ししようと思って、この役を引き受けました。し

ばらくの間ですが、よろしくお願いします。

　それでは、早速、話に入っていきますけれども、話の

内容は、この画面のとおりで、途中に私の持論あたり

も少し述べさせていただきたいと思います。最後に、村

で作ったビデオがございますので、それをご覧いただ

ければと思います。

　まず、南阿蘇村の火入れ対象地は1,500ヘクター

ルございまして、27の牧野があります。うちの牧野の特

徴としましては、こっちの北側と比べまして急斜面が多

いということ、それから、谷が深いということがうちの

特徴だと思います。そのために輪地切りなどはとても

苦労しますし、また、放牧牛を見つけにくいという、そう

いう苦労もございます。そして、平成28年に３つの牧野

が中止をいたしました。原因は、これは慢性的なもの

なんですが、高齢化、あるいは担い手不足、また、火入

れ責任者の、これは区長さんなんですが、その責任が

大変重いということが原因です。死亡事故が28年に

発生しまして、区長さんが死亡事故の後に事情聴取と

か、あるいはいろんな事故後の手続とか、また、遺族へ

のお見舞いとか、ものすごくご心労をされております。

火入れ責任者についてはまた後ほどお話ししたいと

思います。

　そして、これは同じく28年に起こった熊本地震です。

牧野のあちこちでこういう牧道が被災を受けまして、２

つの牧野組合で野焼きを中止しております。

　これから再開に向けた取組ということを簡単にご説

明しますと、南阿蘇村と牧野組合、熊本県で連携協定

を結びました。真ん中にいらっしゃるのが白川牧野組

合の組合長さんです。白川水源の上辺りが野焼きが中

止されておりますので、そこら辺からまず復活したほう

がよかろうということにしました。村と熊本県で予算を

組みまして、防火帯の整備等を行いました。その白川

地区でも集会をして、野焼きの再開について議論が

あったんですが、野焼きの再開についても疑問視する、

つまり無理やりせんでもいいんじゃないかという意見

もありましたけれども、その中央の後藤区長さんの強

いリーダーシップで、野焼きは何としてもせないかんと

いうことで、再開することができました。

　火入れ責任者をですね、区長さんから村長、私とい

うことにしました。区長は現場の監督者。それから、こ

れまで区長が申請をして村が許可するという許可制

度でしたけども、これも届出だけでいいという届出制

にいたしました。

　重機により白川牧野を早朝、総延長で20.7キロ

メートル、800万ぐらいかかったと思いますが、整備を

いたしました。それによって、今年の３月に、これは野

焼きの様子ですが、４年ぶりの野焼きでしたので、多く

のカヤがあって、もうそれはそれはすさまじいほど、恐

ろしいほど燃え上がりました。

　これは５月の写真ですけれども、野焼きをしたところ

が緑色になっているかと思います。途中に防火帯があ

ります。中腹ほどには保安林がございます。

　これは、ちなみに私が朝に写真を撮ったんですが、

３月です。雪が降ったところが白くなっていますが、野

焼きをしたところは、野焼きをすれば草がありません

ので、もう地面に直接雪が積もります。ですから、こうい

う具合に白くなります。白くないところは、野焼きがして

いないところです。

　私の持論を少し話しますと、左が野焼きをしない場

合、右が野焼きをした場合で、梅雨の時期がですね、

梅雨は雨が降るわけですから、野焼きをしたところは

草が生えていますので、雨が、先ほど島谷先生の話に

もあったように、雨が地下に浸透します。しかし、左側

はススキがありますので、いわゆるかやぶき屋根状態

で、恐らくほとんど地下には浸透せんで、カヤを伝って

下に流れ下っているのではないかというふうに考え

ます。

　皆さん、水収支ってとっても分かりにくいんですけれ

ども、阿蘇のカルデラを一つのおけみたいに考えて、

上から降ってくるのが１年間に3,629ミリの雨が降っ

てきています。これシミュレーションで出てきたものな

ので、この辺の蒸発量というのはいろんなところの平

均になっています、建物とか水田とか山とか。大体その

うちの463ミリぐらいが蒸発していくよと。土の中に

2,600ミリぐらい入って、土から2,500ミリぐらい出て

きているということが分かります。蒸発するので、それ

が155ミリということで、地下水から７ミリ、それほど大

きな値じゃありません。地下水、つながってはいますけ

れども、ボリュームとしては大きい値ではないと。１年

間に3,000ミリぐらいの水がカルデラから下に出て

いっていると。

　これ非常に重要なのは、そのうち、3,000ミリのち

2,500ミリぐらいは１回土の中にもぐってゆっくりと出

てきているということです。ですから、洪水のときに出て

いっているのが大体500ミリぐらいということで、これ

は非常に、日本の川の中では大体洪水のときに出て

いく水の量とふだん出ていく水の量が１対１ぐらいだ

と言われているんですが、阿蘇の場合にはカルデラが

あるせいで非常にゆっくり水が出ていっていると。だ

から、下流の洪水も草原とか水田の涵養とかによって

減らしていると。だから、１回雨が降っても水が染み込

んでいきますので、それがゆっくりと湧き水という形で

出ていっているということになります。

　それで、大体の量は出てきたんですが、大体、阿蘇カ

ルデラから流出する白川の流量は年間７億トンと。そ

のうち大体１億トンぐらいが白川の中流域で、農地で

地下に浸透していると言われていますので、阿蘇カル

デラの中に降った雨のうち、１年間に約１億トンぐら

いの地下水は熊本市の地下水として供給されていると

いうことが大分明らかになってきました。ですから、今

まで定性的には言われていたんですが、こういう現象

は、一つは外輪山の草原は福岡の筑後川はじめほか

の地域の水の資源として非常に重要な役割を果たし

ていると。阿蘇カルデラから熊本に関しても、カルデラ

に降った水もちゃんと地下水を涵養するのに役立って

いるということが明らかになって、やっぱり草原を守る

ということは、非常に大きな水資源、九州北部の水資

源を守るのに非常に重要であるということが明らかに

なりました。

　私たちは、先ほどもちょっとお話ししましたように、

創造的復興と地域循環共生圏をどうやってくっつけて

いくかという研究をしています。私たちが考えている創

造的復興というのは、地域の資源の価値を創造する、

再発見する。社会的な課題を踏まえて再発見する。そ

れこそが創造的復興であると。価値創造こそが創造的

復興であると。

　草原の場合は、先ほど言いましたように、今までい

ろいろなことが言われていますが、特に今回の研究で

は、水資源の供給機能が非常に大きいということが明

らかになったと。防災機能もあるということも明らかに

なったということであります。

　そういう価値を創造して、今度は福岡や熊本市の水

資源として価値を共有する必要があります。有明海に

対しても、阿蘇は有明海の恋人というようなですね、そ

ういうフレーズを共有する必要があると。そういうこと

によって、都市からの資金だとか漁民からの応援だと

か、そういうふうな価値を認識することによって、さらに

いろいろな共生圏からの関わりが来るというふうに考

えています。

　また、今日ちょっとお話ししませんでしたが、どう

やって自律分散型の社会をつくっていくかというときに、

草原をどうやって維持するかというのは非常に重要な

ポイントになります。それについてもいろいろ、どういう

ふうにして管理すればいいのか、集落の主体力を形

成するにはどうすればいいのか。水源涵養保安林を

水源涵養保安林野というような水資源の涵養がある

草原を水源涵養林と同等のものとして位置づける必

要があるだとか、そういうことを今考えながら研究を

行っています。

　以上で私のお話を終わらせていただきます。どうも

ありがとうございました。（拍手）。

○司会　島谷先生、ありがとうございました。貴重なお

話をありがとうございます。

　それでは、ただいまの島谷先生のお話の中で、時間

の関係上、お一人だけご質問等ございましたら受けた

いと思いますが、どなたかいらっしゃいますでしょうか。

よろしいですかね。

　後でですね、島谷先生のほうにはパネルディスカッ

ションのほうにも参加していただきますので、またそ

れも併せてご質問等ありましたらよろしくお願いいた

します。

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　どうもありが

とうございました。

○司会　それでは、ありがとうございました。（拍手）

②南阿蘇村の草原管理の取り組み

○司会　続きまして、お二人目です。南阿蘇村村長の

吉良清一様にお願いしたいと思います。

　南阿蘇村は、平成31年度から水源涵養機能の保全

ができないような集落については、村で、例えば消防

署とか消防団員、あるいは警察官のＯＢさんたちで専

門のプロのチームをつくって、土日に計画的に野を焼

いていけば、かなりの面積をカバーできるのではない

かと思って、今、計画中です。

　それと、最後はですね、野焼き目的の認識の改革と

いうことを訴えております。これまで野焼きの必要性と

いうのは、例えば景観の維持だとか、あるいは病害虫

の防止とか、そんな目的で野焼きをやっておりました

けれども、それだけでは住民に、農家がもう野焼きはそ

れぐらいのことだったらもうやらなくてもいいんじゃな

いかと、そしてまた、地下水は森が育むという考え方が

ほとんどで、草原をそのままに放置すれば、やぶ化して、

山林というか、山林になるから、それでもいいんじゃな

いかと。森が育むという考えがありますからですね、野

焼きはそんなに無理してやらなくてもいいんじゃない

かという考えがありますので、その考えを少しずつ変え

ていかなければ、野焼きの存続は厳しいなというふう

に思っております。

　ですから、野焼きの目的は、もう水源保全と。特に南

阿蘇はそうなんですけれども、熊本市内の地下水の保

全に草原は大きく貢献しているということをしっかりこ

れからも訴えていきたいと考えております。

　大体、私の言いたいことは終わりまして、このビデオ

をですね、ユーチューブにもあります、阿蘇の地下水が

見られるというのをですね、これをちょっと流したいん

ですけれども。

（ビデオ視聴）

　阿蘇の地下水を未来へ。

　熊本は古くから水の都と呼ばれ、その中でも熊本市

は水道水減の100％を地下水だけで賄っているとい

う世界一の地下水都市とも呼ばれています。それには、

阿蘇のたくさんの湧き水が関係しています。なぜこんな

に水源となる湧水が多いのでしょうか。

　これから紹介する４つの条件と阿蘇の人々の暮らし

が深くつながっています。

　１つ目は阿蘇の地形です。阿蘇は、ほとんどの地域

で年間の降水量が3,000ミリを超える、全国的に見て

も非常に雨の量が多い地域です。火山の噴火活動で

できた大きなくぼみのことをカルデラと呼びます。この

広くて深いカルデラは、たくさんの水をためる役割が

あり、阿蘇は九州の水がめとも呼ばれています。

　２つ目は地質です。火山の噴火活動によって水を通

しやすい層と通しにくい層ができました。このことに

よってより多くの水が地面に染み込み、長い年月の間、

地中にためることができるのです。そして、この幾つも

の層は天然のフィルターとなり、きれいな湧き水を生む

のです。

　３つ目は水田です。もし水田がなければ、雨は川に

流れ、すぐに海に流れ出てしまいます。その一方で、水

田は雨水の多くを地下に浸透させます。また、大雨のと

きにはたくさんの雨水をためることができるため、天然

のダムとも呼ばれています。

　最後は草原です。阿蘇の草原は、地下水を育む力が

とても優れています。それはなぜでしょうか。森林に雨

が降ると、雨水が葉や枝で遮られるため、地面の染み

込む量は少なくなります。しかし、草原に雨が降ると、

地面に届く雨の量が多くなり、その分、地面に染み込む

量も多くなるのです。また、地面が吸収した水の一部は、

植物の根や葉を通して蒸発します。蒸発する水の量は、

森林に比べ草原のほうが少なく、同じ雨の量でも草原

のほうが地面に染み込む量が多くなるのです。そして、

何よりこの草原の維持に大切なのは野焼きです。野焼

きにより枯れ草がなくなり、新たな草原に生まれ変わり

ます。そして、その草原は、より多くの雨水を染み込ませ

ることができるようになるのです。このように主に４つ

の条件が重なって、たくさんのきれいな湧き水が生ま

れているのです。

　阿蘇の暮らし。

　古くからの阿蘇の人々の暮らしにも湧き水を守るの

に大切な役割がありました。阿蘇では昔から赤牛と共

に暮らしを営んできました。赤牛は、冬の間は牛小屋

で飼われ、春になると水田を耕します。そして、田植が

終わる夏には草原へ放牧されます。冬になると、赤牛

に草原の草や稲わらを与え、堆肥を作り、その堆肥を

水田に返します。こうした営みにより、阿蘇の稲作は維

持され、豊富な地下水を生む水田が保たれてきました。

草原と畜産の関係はヨーロッパでも見られますが、草

原、畜産、稲作、地下水が関係しているのは、世界でも

まれで阿蘇ならではの高度な循環システムとも言える

のです。

　ここ阿蘇では、このような地域循環が1000年以上

も続いてきました。世界の中でも安全に飲める水があ

るというのは、まさに宝とも言えます。自然と人との共生

によって守られてきた阿蘇の自然、地下水、これからも

みんなで守り、育てていきましょう。

○南阿蘇村村長（吉良清一）　これで終わります。

　最後にふるさと納税ということをちゃっかり言って

おきまして、これらの草原や水源を守るために、ふるさ

と納税で頑張ってお金を集めようかと考えています。

　それでは、拙い話でありましたが、これで終わりたい

と思います。ご清聴ありがとうございました。（拍手）

　下はですね、草原の雨量を表したものですが、右側

の野焼きをした場合は、先ほど言いましたように、秋は

茶色になって、それが野焼きをしたら真っ黒になりま

す。真っ黒になった後に雪が降れば白くなって、雪が

解ければまた黒になる。そして、野焼きをしていますの

で、一斉に新芽が湧きますので、もうほとんど一瞬、一

瞬といいますかね、短い時間に緑色に変わります。そ

して、そういう色の変化が野焼きをすれば、１年で色の

変化も楽しめるということが言えると思います。

　これは、ちょっと字がたくさんありますけれども、左側

が草原です。右側が未整備の保安林です。一番上に地

下水の保全能力とありますけれども、これも先ほど島

谷先生が話されたとおりですが、この図はですね、今

年の春に環境省さんが阿蘇の草原を見られるという

たしかチラシを作られていると思いますが、その中に

示された図です。もともとこれは20年ほど前にツカモ

ト先生という、東京工大と思いますが、その先生が20

年前に調整されたのを環境省さんが初めて、今回初め

て堂々といいますか、堂々とチラシに載せられました。

恐らく私が思いますに、森林と書いてありますので、農

水省、林野庁の森林増加に配慮して、この図が表に出

されなかったんじゃないかというふうに思います。初

めてですね、今年の春、これが環境省のパンフレット

に載りましたので、私はこれを積極的に使うことにして

おります。これほど草原のほうが地下に浸透する水の

量が多いということが、これを見れば一目瞭然だとい

うふうに思います。

　そして、２番目は、先ほど環境省の山下さんのほう

から話があったとおりです。ＣＯ２の吸収能力が割と知

られておりませんけれども、土壌中に有機物がたくさん

草原はありますので、炭素を固定しているということか

と思います。

　次は、大雨時の土壌を流出するから、大雨時の災害

はご覧のとおりです。大雨時の災害は、今全国各地で

洪水時の流木被害出ておりますけれども、これもやは

り整備をしていない森林の流木被害だというふうに思

います。

　それと、生物の多様性もご覧のとおり、それから、生

産性、利用効率につきましては、草原は毎年、野焼き、

放牧、そして採草と、毎年リセットがされますので、生産

性が高いと思います。農業との関わりは、草原は飼料

とか、堆肥の資材とかなっております。また、経済効果

につきましては、観光資源は草原の風景などがありま

すし、右側の中央火口丘、特に阿蘇ジオパークがあり

ます中央火口丘の保安林というのは、火山灰とか、あ

るいは火山ガスとか、そういうことで非常に育ちが大

分悪いことから、中ではもう既に枯れていって、保安林

の機能を有していないというふうなところもあります。

我々は地元では、あれは保安林ではなくて、不安林だ

というふうに言っております。

　それと、景観は先ほども申しましたように、草原はも

う四季折々の景色が楽しめます。また、文化的景観に

つきましては、阿蘇の草原は、平成29年だったと思い

ますが、国の重要文化的景観に指定を受けております。

それほど文化的景観にも優れているということで、これ

は高橋佳孝先生にアドバイスを受けながら、この表を

作りました。まだこれに漏れていることがあるかもしれ

ませんが、これほど草原は優れているということがお

分かりというふうに思います。

　これからの取組としましては、今年の春、950ヘク

タールで24牧野組合が実施しております。ただし、依

然550ヘクタールはまだ未再開となっております。それ

で、牧道や恒久防火帯の設置を進めたいと考えており

ます。しかしながら、これを見てもらうと分かりますが、

民有林との下のほうの防火帯はあまり傾斜がありませ

んので、そんなにお金もかかりません。ところが、上の

保安林との境の防火帯は急峻で、工事の人ももう

ちょっと考えないかんなというぐらい危険な場所も

あったそうで、上の防火帯を造るのは物すごいお金が

かかるということであります。保安林を何とか解除して

いただけないかということを再三、県の農政などにも

言っておりますけれども、なかなかハードルが高くて、

なかなか解除は難しいと、１ミリたりとも保安林は譲ら

ないというような、本当に強い姿勢が見られます。です

から、解除が無理なら、杉、ヒノキじゃなくて、火に強い

クヌギとか、そういう樹種を変えるという方法はどうか

ということで繰り返し繰り返し提案しています。

　そして、３番目に人手の確保ですけれども、やはり畜

産農家、特に放牧農家を増やしていかなければなりま

せん。放牧はいろいろ大変な面もありますので、今、牛

にセンサーをつけて、バーチャルフェンスといって、パ

ソコンでの架空の線で、そこに牛が通れば、そのセン

サーがびりびりとして、牛がそれ以上進めなくなります。

いわゆる架空のフェンスですね、パソコン上の架空の

フェンスから先には行かせないということが今年、福

島県で実証実験をやっておりますので、それをちゃん

と見て、うちも近い将来に導入を計画しております。２

つの牧野組合で実証をやろうという今計画をしており

ますので、そして、簡単に放牧ができるようになれば、

畜産農家も増えるというふうに思います。

　それから、ボランティアの皆さんが協力をいただい

ておりますし、専門部隊と書いておりますのは、野焼き

分かると思いますけれども、この牧野組合、東部のほう

に位置しています。滝室坂、57号線から箱石峠、265

号線の間を位置するところで、面積が430ヘクタール、

標高は約600メーターから900メーターあります。外

輪山内側は急傾斜で、上部は比較的緩やかな地形と

なっております。

　この道路線の部分ですね、こちら側が大分のほうに

水が流れていきます、大野川のほうにですね。そして、

こちら側が黒川や白川につながっております。阿蘇の

東部として、私の牧野は箱石という国土地理院の地図

にも載っている有名なところがありますし、もう一つ、こ

こに人の顔をした岩がありますけれども、国道265号

線沿いには人の顔をした岩も見られます。

　そして、こうした景観が見られますけれども、これは

野焼きの後ですね。ここはもう大野川水系の源流とな

る水の流れとなるところです。

　こちらは放牧の状況です。この中がやっぱり大野川

の水系になります。

　道のこちら側になるところを黒川、白川のほうに水

が流れていくというようになります。

　うちのほうの牧野では、特に今、32名とこれ書いて

ありますけれども、現在は30人になりました。最初、こ

の牧野組合がスタートした時点では100戸以上あっ

たんですけれども、私が入った頃は98戸の農家があ

りました。大体200頭以上の牛を飼っています。しかし、

年間放牧は70頭ぐらいで、草の利用もなされています

けれども、自分たちでは使い切れないくらいです。主な

活用としては、草原の維持というのが大切ですから、

野焼きとか、それから草刈りをやって、草原を維持する

こととか、最近は子供たちに野焼きの体験とか希少生

物の保護などの啓発なども行っております。それから、

野草堆肥で作った野菜を作って、啓発普及に励んで、

いろんなところに発送したりとかも取り組んでいますし、

カヤの出荷等も行っております。

　また、観光利用として、特に、私は普通、農家ですか

らなかなかできないんですけれども、牧野の中のいろ

んな宝物をぜひ皆さんにも知ってほしいということで、

牧野ガイド事業というのに取り組みました。ここでしか

ないものを楽しんでいただきたいと思って、まず、自転

車で草原の中を、牛がいないときに走り回ることがで

きる、そうしたことを取り組んだり、そのためには防疫

対策もしっかり取らなくてはいけませんので、石灰とか

クエン酸を使った消毒もして、いろんな外来種子とか

そういったものを持ち込まないような工夫をしながら、

遊び、学び、そして感動を味わうような、そういう体験

なども行っております。

　もちろん自転車だけではありません。トレイルウオー

クと言って、人々が歩いて草原を楽しんでいただくとい

うことは、ただ歩くだけじゃなく水がどのように流れて

いるかとか、そこにある希少植物、どんなものがあるか

とか、そういったものをなぜ保護するか、なぜ守ってい

かなくちゃいけないかということ、そして、阿蘇の草原

を通して、より多くの人々の心を癒すことができるとい

うことを訴えております。

　阿蘇には、大体年間180万以上の人たちが観光に

お見えになるそうですけれども、そうした人の一部でも、

私どもの牧野を通して、そうしたことを知っていただい

て、草原の大切さ、そうしたことを少しでも伝えられば

と。その他からものを後世に残せるようにしたいなと

いうふうに思っています。それで、こういう取組をやっ

ております。

　これからは、観光利用としての牧野ガイド事業でと

いうのは、今後、阿蘇地域のほかの牧野でも持続的な

維持管理に生かしてもらえるようにモデル化し、口蹄

疫などの疫病対策の情報共有とともに、牧野間の連携

を図っていきたいと思っております。現在、ほかにも、自

分のところでもやりたいという申込みがありますので、

先進事例じゃないですけれども、どの組合でもできるよ

うに支援できたらと思っております。

　それと同時に、地元の商工会や観光業ともタイアッ

プさせることで、地域の活性化にも寄与できるような取

組を発表させたいと考えております。

　こういった人たちは、私がガイドとして養成した人

たちですので、私が忙しくても、これらの人たちがガイ

ドとして活動できるようにしています。ガイドの申込み

は、道の駅阿蘇に申し込んでいただくと、こうしたガイ

ドさんたちを紹介してもらうことができます。トレイルウ

オークで大体基本ですね、二、三時間のガイドで１人

頭大体3,000円ぐらいの徴収をしております。1,000

円を牧野の維持管理に還元できるように取組をしてお

ります。また、自転車の場合は、そのガイドさんが自分

で値段を設定して、1,000円だけは牧野に還元できる

ようにやっております。現在までに300人以上の方が

観光を楽しんでおられます。

　本来は、オリンピックのときもより多くの人が来られ

る予定だったんですけれども、残念ながらコロナ禍で

活動ができない状態に置かれていました。これからさ

らにこういうのが改善で来たら、続けていきたいなと

いうふうに思っております。

　以上です。

○コーディネーター（坂本　正）　どうも市原さん、あ

りがとうございました。

場代だとか温泉だとか来たときのどうやって頂くのか

というのが大変大きな課題でございます。今日は幾つ

か問題提起もいただきましたので、実現可能な話をぜ

ひ進めていただきたいというふうに思います。

　次は、今日、講演のほうも大変ありがとうございまし

た。島谷さん、１時間ぐらいかかるのを20分ぐらいで

圧縮していただいたんで、やや欲求不満じゃないかな

というふうに思いますけれども、吉良さんの話を伺って

みると、島谷さんの話、重なりますよね。非常にエビデ

ンスというか、今まで言われていた九州の水がめ、福

岡に行ってもそういう話するんですが、筑後川だけ

じゃないと。もうもともとは阿蘇なんだよ。なかなか伝

わりにくいです。熊本市の世界で一番の地下水だと言

いながら、阿蘇の水が染み込んできて湧き出るんだと

言いながら、言いながら、恩恵は受けていますけれど

も、じゃ阿蘇をどうするかって、なかなかそういうふうに

いかない。今日は環境保全だけの問題ではなくて、価

値の創造として、今までのそうだなといったものをちゃ

んと再発見した、保全活用した、防災機能もやっていく

とですね、これからまだ新しい価値が生まれると、都市

圏を巻き込んでいくんだ。今日、最後に言われたところ

をやっぱり今度の課題としてぜひ強調していただきた

いことをお願いしたいと思います。

○パネラー（島谷幸宏）　この研究を始めるときに、い

ろいろお話を聞きにいって、やっぱり、草原が水資源

の涵養機能が森林より大きいことが明確に証明されて

いないんだよというのをすごく言われてですね、そこを

やっぱりターゲットしないといけないということで、今

日ちょっとお話ししたのは、樹液流計という草の木の

中を流れる水の量を測っているんです、実際に。それ

でどれくらい空中に水が出ているかというのが直接、

最近、センサーの技術が発達しまして、10年前にでき

なかったのが今はそうやって直接、どれぐらい植物が

水を空中に吸い上げているか測れるようになったんで、

それをちょっとやってみましょうということで始めたん

です。

　今日は、吉良さんがお話しになったのは、遮断蒸発

というやつで、１回、土の中に水が入って、それで植物

がどれぐらい利用するかという話なんです。もう一つは、

葉っぱなんかに降った雨が途中で蒸発してしまうとい

う２つの現象があって、その両方とも草原のほうが小

さいというのが分かっているので、だから、先ほど示さ

れたのと私が言ったのを２つ足したよとなるので、本

当はもうちょっと何百ミリ、今日、私100ミリと言ったん

だけれども、もっと大きい数なんですね。

　そういうことをいろいろ研究しながら、また、創造的

復興とは何かというのをすごい考えたんです。熊本県

で地震が起き、熊本地震があって、うちも熊本市内な

んで、その周りがもうみんな７割ぐらい被災してですね、

全半壊になって、何となく創造的復興というと、新たに

何かを創造するような、そういうイメージがあったん

だけれども、いろいろ研究してみると、やはり草原を守

ることこそが創造的復興なんですね。水源を守ること

こそが創造的復興なんだけれども、じゃ創造って何か

というと、価値を創造することなんです。今まで上手に

守れていなかったものに対して、もっと新たな価値が

実際にはあるんだけれども、見えていない価値を見つ

けたり、そういうことをやることによって、次の世代につ

なげる夢のある価値を創造して、それは自然を守り、

例えばもっと、私は草原をもっと増やしたいと思ってい

るんですけれども、そういうことをやるのが創造的復興

だと。

　それを環境省さんが言っている地域循環共生圏と

いうなかなか分かりにくい計画なんですけれども、地

域を育てて循環型社会をつくりながら、地域の中だけ

で自立するのがなかなか難しいので、ほかの地域と共

生しながら、できればこういう阿蘇みたいなところは

大都市圏と共生しながら、その大都市圏に当然恵みを、

水の恵みとかいろんな恵みを与えているので、それに

対するお返しをいただきましょうという、そういう考え

方なんですね。そのためには新しい価値を創造し、そ

の創造した価値を共有しないと絶対駄目ですよ。先ほ

どの話でもあったように、どうやって価値をこれからみ

んなで共有していくか。だから、できれば、有明海の人

に来てもらって、ここに大漁旗がね、阿蘇の草原に大

漁旗がはためきね、ああ私たちの草原はこうやって海

ともつながっているんだというのが何か目で見えるよ

うな風景ができるとか、そういうことが次の時代に何か

夢をもたらすんじゃないかなと。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうございま

した。

　今のお話の中で、やっぱりみんな気持ちで分かって

いるんだけれども、価値の創造とかね、新しく物をつ

くっていく、何かないものからつくっていくのは物すごく

大変だと思うんだけれども、今あるものの価値を認識

する、これがもちろん大事なことですよ。認識したら、

次に未来につながっていく。言葉は固いけれども、要

するに今やっていることを子供や孫につなげていって、

今の生活を守っていくということは、福岡の都市圏を

守り、有明海を守り、熊本市を守ることだと。今までは、

そんなこと意識しないで自分たちのなりわいでやって

いたけれども、そういうもんだということをみんなが共

　特に観光ガイドのところでは、ずっといろんなことを、

希少生物、植物だとか見ていただいて、水の話をして、

それで、そこのことを理解していただくというのは大変

すばらしい活動だと、観光とセットになっておりますけ

れども。それを含めて今後の課題というのをまた次回、

次の回にお伺いしたいと思います。

　じゃ次、三宅さん、お願いします。大体、若いですよ、

この中でもね。力あるし、エネルギーあるし、もうこれ

からの阿蘇のこういう課題はもう全部引き受けるとい

うような熱意で今日来ていただいております。今日はど

うも大変ありがとうございます。いろいろ注文が出ると

思いますが、どうぞよろしくお願いいたします。

○パネラー（三宅悠介）　ありがとうございます。環境

省の阿蘇くじゅう国立公園管理事務所、三宅と申します。

よろしくお願いいたします。

　私たちの事務所、この阿蘇市内にありまして、黒川

に事務所があって、大体職員10名ぐらいおります。何

をやっているかといいますと、この関係でいきますと、

草原再生の協議会の運営ですとか、そういった草原

再生の活動に取り組んでいます。それから、国立公園

ですので、阿蘇とくじゅうの国立公園の管理ということ

で、開発の規制をしたりですとか、生態系の保全をし

たりですとか、そういった仕事をしています。

　それからあと、最近は観光振興にも力を入れていま

して、特に政府全体としてインバウンド観光を推進して

いこうという中で、国立公園もですね、そういったイン

バウンドにも貢献していきたいと、そんなようなことも

やっておるような組織になっています。

　それで、今日はこういった場にお呼びいただきまし

てありがとうございます。坂本先生からご紹介いただき

ましたけれども、我々のほうもこの地域にある事務所と

して精いっぱいやることはやっていきたいと思ってお

ります。

　島谷先生、吉良村長からもお話しいただきました。

ありがとうございます。草原再生の活動は2005年から

スタートしています。2021年ですので、もう少しすると

20年かなというようなタイミングになっています。これ

までは地域の農家の方々の活動をどうやって支援して

いくかということで力を入れてきたんですけれども、今、

第３期の全体構想というのをつくっておりまして、それ

の大きな柱としては、なかなか産業だけで草原を維持

していくのが難しいような状況になっている中で、公益

的機能と少し難しい言葉ですけれども、産業だけでは

なくて、広く一般社会にも草原は役立つんだと、こう

いったような中で草原を維持していくと。一番分かりや

すいのは吉良村長からご紹介いただいたような、自治

体が火入れ責任になって野焼きするとかそういったこ

とだと思いますけれども、そういったことにこれから力

を入れていきたいと思っています。

　そういった中で、今日のお話ですね、有明海とつな

がっているとか、あるいは自治体のほうで火入れを積

極的にやっていただけるとか、草原再生にとっても、こ

れから新しい展開を考えていく上で、非常に重要なご

指摘をいただいたかなと思っていまして、また草原再

生協議会のほうでも今日のお話を受け止めて活動し

ていければというふうに思っておるところです。

　それから、市原組合長から観光利用の話をいただ

きました。我々国立公園を管理しておりまして、全国に

34の国立公園があります。この中には、九州の管内で

いけば、例えば屋久島も入っておりますし、それから知

床とか小笠原とか、世界自然遺産に登録されているよ

うなところも、この34の中に入っています。また、富士

山とか日光ですとか、いわゆる温泉とか自然が豊かな

観光地というのは大体34国立公園の中に入っている

んですけれども、あと、くじゅうもその中に入っています。

　皆さん、阿蘇くじゅうって国立公園の中でどれくらい

人が来ているかというイメージをお持ちですかね。実

は阿蘇くじゅうというのは、大体1,600万人ぐらい年

間利用者来ていまして、これは34の国立公園の中で

見ても上から５番目なんですね。日本全体で見ても、こ

ういった自然を生かした地域という中では、お客さん

が多く来ているエリアになっています。

　冒頭に紹介があったとおり、その中に来たお客さん

の８割ぐらいの方がですね、この中でも草原、阿蘇の

中で草原がやっぱり一番すばらしいというような回答

をされています。なので、草原というのは非常に観光に

とっても魅力的な資源であって、地域の外の人たちか

ら、どうやって草原の維持に協力してもらえるかという

のが今日のテーマの一つでもあると思うんですけれど

も、そういったときに、やっぱり観光の方に一部ご協力

いただく、市原組合長からご紹介いただいたように、

1,000円を草原の保全に還元するということもそうで

すけれども、最近ボランティアツーリズムとかもややは

やっておりまして、そういったボランティアでツーリズ

ムとして来ていただくとか、そういったことも含めて、地

域の外の力をこれからもっと活用していけるとよいの

かなというふうに思いました。

　私からひとまずコメントさせていただきました。あり

がとうございます。

○コーディネーター（坂本　正）　どうもありがとうご

ざいました。

　とにかく外からというのが結構難しくてですね、駐車

○司会　吉良村長、貴重なお話ありがとうございま

した。

　それでは、会場から１名だけですね、ご質問やご意

見ございましたらお願いいたします。挙手をお願いし

ます。

　一番後ろの方。

○参加者　私は熊本市民なんですけれども、先ほど野

焼きの意味を、草原を新しくして虫を殺すとか、景観を

守るとか、そういう趣旨で理解している熊本市民という

か、熊本県民と言っていいと思う、たくさんいらっしゃ

ると思うんですよ。その水源保全のためだということに

変えていかなくてはいけないというお話があったと思

うんです。私はそれとても共感するんですけれども、具

体的にどういう方法が一番手っ取り早いと考えられる

か、もしお考えがあればお聞かせいただければ。

○南阿蘇村村長（吉良清一）　ありがとうございます。

　まずは、うちの農家あたりもですね、実際、野焼きを

している農家あたりもそれを知らないということです

ので、まずその辺から、区長さん、区長会では定期的に

こういうことを述べますし、牧野組合が集まるときもそ

ういうことを言っております。また、今年の１月には全

戸に阿蘇の世界文化遺産を目指してというチラシを

作成し配布しました。阿蘇の地下水はこういう具合に

して育まれているということを機会あるごとに言うよう

にしています。

　とにかく草原のほうが地下水涵養能力は高いという

ことをこれまであまり言われてきませんでしたので、こ

れを強くこれからも機会あるごとに訴えていきたいと考

えております。

○司会　よろしいでしょうか。ありがとうございました。

　それでは、ここで、また吉良村長のほう、後でパネル

ディスカッションのほうにもご登壇いただきます。あり

がとうございました。（拍手）

　では、この後、パネルディスカッションに移りますの

で、少し会場の準備をさせていただきます。お手洗い

等ございましたら、皆様、この時間にお願いします。

３．パネルディスカッション

○司会　では、お待たせいたしました。

　それでは、パネルディスカッションに移りたいと思い

ます。

　冒頭の趣旨説明と２つのご講演を踏まえて、阿蘇草

原再生、新たなステージへ～草原の恵みを守るため

の仕組みづくり～をテーマに進めていただきます。

　ここで、ご登壇の皆様をご紹介させていただきます。

　今回のパネルディスカッションコーディネーターと

して、阿蘇草原再生千年委員会委員長の坂本正様、パ

ネラーとして、先ほどご講演いただきました熊本県立

大学特別教授の島谷幸宏様、南阿蘇村長の吉良清一

様、阿蘇市町古閑牧野組合長の市原啓吉様、環境省

阿蘇くじゅう国立公園管理事務所所長の三宅悠介様、

以上になります。どうぞよろしくお願いいたします。

　ここからは、コーディネーターの坂本先生に進行を

タッチしたいと思いますので、先生、よろしくお願いい

たします。

○コーディネーター（坂本　正）　坂本でございます。

　今日は、本当にコロナの厳しい中でございます。限

定的な人ということで、皆様方、今日お集まりいただき

まして、どうも大変ありがとうございます。

　今日はもうテーマもはっきりしていますように、今、

阿蘇、我々はですね、千年委員会世界文化遺産登録

に向けて今活動しているところでございまして、暫定リ

スト入り間近、と言うと誇大宣伝になるかもしませんが、

その暫定入りを目指して今やっている最中でございま

す。その中で一番コアになるのは草原ということです。

そして、九州の北部ですね、この阿蘇の水がめの役割

というのは非常に大きいと。今日その水がめの話をし

ていただいたわけですけれども、有明と福岡都市圏、

非常に大きな流域ですね。有明のノリを支えているの

もこの阿蘇の水だ。このカンデラが水をためているこ

とで、熊本市の世界一の地下水の源流になっているわ

けでございますし、その途中につながる水源が我々の

生活を守っている。それは災害からも大きな役割を果

たしている。その恩恵の部分を話していただきたいと。

当然これは、草原に行って楽しむ、観光客の人たくさん

いらっしゃるわけですよ。観光客の人にもぜひ、たくさ

ん水源がございますが、この水源と阿蘇はつながって

いるんだと、そういうことも分かってもらえればなとい

うことでございます。

　今日はもう既にお二人にご報告をいただいておりま

す。順番は、まず、市原組合長、それから三宅所長、島

谷教授、吉良村長という形で順番でやらせていただき

ます。あとはさんづけでいたしますので、よろしくお願い

します。

　市原さんも大変ご活躍でございまして、また、今日も

お忙しい中、引っ張り出して大変申し訳ありませんけ

れども、今日もガイドのことであるとか、新しい活動を

含めて、水資源の取組もございます。どうぞよろしくお

願いいたします。

○パネラー（市原啓吉）　私も牧野組合ですね、熊本

県北部、阿蘇の一番東側のほうに当たりますけれども、

一の宮町坂梨地区というのがあります。見ていただくと

が湧いているんだと、そういう認識がほとんどです。も

し仮に阿蘇に人が住んでいなくて、水田や草原がなく

て森だった、森林だったとすれば、恐らくこれほどの水

は湧いていないだろうというに思います。

　熊本県とか熊本市のホームページを見てみますと、

熊本の地下水ということで検索してみますと、絵が描

いてあります、地下水の流れがですね。ほとんどは西

原辺りを降った水が地下に浸透して、あるいは白川を

流れて、それがまた菊陽町周辺で地下に浸透して熊本

市に湧いているという絵がほとんどです。阿蘇のカル

デラの中とか外輪山を多く、大門堰にも水が流れると

いうのは書いてありません。それはなぜかというと、そ

ういう研究がこれまでされてこなかったせいです。それ

で、もちろん島谷先生が今日言われましたように、何と

か阿蘇の草原なり水田のそうした影響、大きな貢献し

ているんじゃないかということをですね、今度、研究で

その辺のところが分かってきたということで、これまで

の図とは違った図が恐らく出てくると思います。そうな

れば、多くの方々に草原、水田の大切さがお分かりい

ただけるかと思います。

　こういう機会があるごとに訴えていかなければなり

ませんが、私が最近思っているのは、それとはまた別

に、それだけでは、ああそうだなで終わってしまう。あ

そうかで、それからアクションが起きないというか、何

かそういう気もしますので、今、熊本市の地下水が減

少傾向にありまして、うちの水源の10か所で、先ほど

市川先生のほうから、市川先生で調べてもらって、そう

すると６割ほどの水源では減少傾向にあります。白川

水源は１分か60トンと言われていますが、今40トンし

かありません。それより最も湧水量の多い竹崎水源は

120トンですが、そこは１/３に減っているというような

調査結果が出ておりますので、もう水源、草原が減って

いることが恐らく原因だということで、危機感を与える。

先ほど熊本市の方は……と思いますけれども、熊本市

の水はこれからもう減りますよと、減っていきますよ、こ

のままでは減っていきますよということをもう危機感を

多少与えるような報道というのも、そういうことを何か

変えてもらうというか、先生方からもそういう報告をし

てもらうとか。危機感を与えることも一つの手かなと、

最近はそういうことも思っています。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうございま

した。

　大都市、熊本市のほうですが、これ100年ぐらい

たって地下水が市内に来るんで、今足りるとか足りな

いといっても、まだ大丈夫だという、そういう楽観的な

議論もないわけじゃない。先ほどあったように、水の涵

養とかいろいろは、草原よりも、それは樹木のほうが多

いんだから放っておけという話も結構あるわけですよ

ね、潜在的に。しかも、草原も人の手が入って草原だと

思っていない人も結構、そうするといろんな意味での

理解が及んでいないところで、新しい価値をつくって

やっていくというのはなかなか大変だと思うんですけ

れども、吉良さんが７市町村の中の１人だとすれば、

やっぱり今日の話は、市町村の人たちで県のほうにこ

ういうことだと、まだまだ認識足りないよと。こんなこと

で世界農業遺産取れないよというのをぜひ言ってほ

しいと思うんですが、いかがですか。

○パネラー（吉良清一）　今おっしゃるとおり、これは

阿蘇郡の首長さんが同じ気持ちで同じ方向を向いて、

歩調を合わせなければならないと考えております。そ

の辺は首長さんの会合の中である程度の合意はでき

ております。保安林の改良あたりもですね、これは私だ

け言っても駄目ですので……

○コーディネーター（坂本　正）　保安林の解除はし

てほしいなと。

○パネラー（吉良清一）　いろいろ言っているんです

けれども、ただ、阿蘇のほかの自治体の首長さんと行

動を共にしてやっていきたいと思っています。

○コーディネーター（坂本　正）　よろしくお願いし

ます。

　市原さん、ずっと長年活動してきて、今、ガイドの話も

して、いろんな問題ご存じですよね。それでやっぱり水

源の問題で、水が減っているとか、そういう危機的な状

況もあるんですか。

○パネラー（市川啓吉）　草原のあった時代、つまり

私が高校生ぐらいのとき、その時分はですね、山がま

だこんな大きくなかったもんですから、滝がいっぱい

あったんですね。その滝がですね、今、木が大きくなっ

た現在、だんだん消えてきているんです、なくなってき

ているんです。草原がいかに大切かということは、私

はその高校生のときに学んだことが第一の出発点な

んですけれども、私が高校生のときは、阿蘇くじゅうで

有して、福岡の人も、有明の人も、熊本市の人も、阿蘇

の価値を一緒に分かってもらう、このことが大事だと、

そのことですよね。

　そのことで、もう一つ必要なのは、普通、水源だとか

なんかって、人が住んでいなくて、山の奥から出てきた

ものだというようなこと、阿蘇はカルデラで、これが人

が住んでいるわけですよね。これだけの大きな都市圏

なんで、この都市圏でやってきている水の涵養に依存

している生活、一部の都市と都市をつないでいる、そ

のあたりの関係はどうお考えですか。

○パネラー（島谷幸宏）　昔からここは野焼きをして

いたわけですね。それがたまたまススキだったわけで

す。とても水を節約すると思うんですが、そういうことが

あったからこそ、福岡都市圏にあれだけの人口が集

積できるということなんですね、実は。これがなかった

ら、福岡市はもう水資源ない都市ですから。

○コーディネーター（坂本　正）　全然ないですか。

○パネラー（島谷幸宏）　ええ、全然ないですから、あ

んな人口を養えないわけです。ですから、本来はもう

少し、阿蘇を拝むじゃないけれども、敬意を払ってい

いはずなのに、そこの価値づけができていない間にみ

んながもっと阿蘇をＰＲしてください、最も大切な九州

の山ですからね。そういう意味での価値づけを行うこ

とが、やっぱりこれから持続的にこの阿蘇を維持する

ためには重要じゃないかなと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　僕は後でまた市原

さんにも伺いたいし、吉良さんにも伺いたいんですが、

阿蘇に住んでいて、生活していてですね、だんだん担

い手も少なくなっている。阿蘇の野焼きも大変だと、今

一生懸命やっている。僕はこの仕事に関わったときに、

あと５年たったら大変だよと言われて、本当に大変な

時期だったんですよ。これからまた３年、５年後大変

だよ、何とか延びてきているんだけれども、高齢化はも

ういや応なしに来ますよね。都市圏の人が無関心であ

れば、なおのこと厳しくなる。そこの働きかけ、例えば大

漁旗が来るとかね、そういう話もいいし、ほかの自治

体の人たちとの関係もあるんですが、島谷さんは福岡

に住んでいて、熊本に来て、今、水と環境のことをずっ

とおやりになっていて、それで実家がこちらにあってで

すね、火の山、しかし、水がめとしての阿蘇はそれほど

まだ認識されていない。インパクトはどこに持っていっ

たらいいと思いますか、島谷流の。

○パネラー（島谷幸宏）　私は、やっぱり海だろうと思

います。福岡にですね、志賀島という島があって、そこ

に志賀海神社という神社です。そこは海の神社なんで

す。その人たちは山を誉めるというお祭りをずっとやっ

ているんです。「ああらよい山繁った山」「ああらよい山

繁った山」「ああらよい山繁った山」と３度山を誉めて、

鹿もいるんですね。だから、やっぱり昔から山を管理

するということが海の神にとってどれほど大切だった

のか。一つは、船を造るのに木が要るということなんだ

と思うし、山からの栄養源とか恵みによって海産物が

取れるということも知っていただろうし。それを管理す

るために人間が鹿を射るとか野焼きをするとか、そう

いう行為が必要だということを分かっていた。そういう

ものを見ていくと、やはり海とのつながりを明瞭に意識

することによって、全てが、その間のものは全部つな

がってくるので、そこをつなげていくというのが面白い

かなと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　要するに自然に昔は知っていたんだけれども、だん

だん文明の中で分断されていって、都市圏が生まれて

きて、その生態系というのがだんだん切れてきた。なの

で、今、環境省さんが言っている共存していく生活圏で

す、物すごく壮大な絵なので、マンダラ絵というふうに

言っているらしいんですけれども、一見ね、ちょっと荒

唐無稽じゃないかと思うけれども、要するに昔に戻っ

てつながっていこうということだと思うんですよね。

　そのあたりの話、また後で伺いたいと思いますが、

吉良さん、お待たせいたしました。

　何か専門家じゃないみたいに言われていましたけ

れども、細部までずらっと見たら、島谷さんよりたくさん

書いていましたよね、その。流れをね。あの中の３分の

１ぐらいを島谷さんが今日証明した、科学的に証明し

た。でも、経験的にというか、もう大体分かっていて、し

かし、微妙なことを言われましたよね。なりわいでみん

な分かっているはずなのに、農業をやっている現実の

人は野焼きはやっている、大事だ。でも、景観のためだ

けだったらもうやだという気持ちもないわけじゃない。

それはそうだと思うんです。人のために景観でやっ

たってしようがない。今度はみずがめで、水がめになる

ためだという意識をやっぱりそれほど強くはないんで

しょうか、そのあたりの苦労話からお願いしたいと。

○パネラー（吉良清一）　じゃ本当に苦労話をします

けれども、うちの村は移住者が、結構、都会から移り住

む方がいらっしゃる。何でですかと聞くと、景観とか、き

れいな水がたくさんあるという理由が多いです。じゃき

れいな水は何でいいと思いますかと尋ねると、これに

答える人はまあいません。住民もはっきりとは答えられ

ません。先ほど大きな４つの要因があると言いました

けれども、それを答える人は本当にいなくて、昔から水

から野焼きのボランティアという形で、本当に大勢の

方に来ていただいていて、全国見渡してもなかなかこ

ういうふうな形で、近隣都市圏からこれだけ大規模に

協力を得て環境保全やっているところってそんなに多

くないんじゃないかなって思っています。そういった中

で、今回こういった科学的な知見もさらに明らかに

なってきたので、福岡、あるいは熊本の方に協力しても

らう具体的な意義というか、メリットもより説明しやすく

なってきたと思いますので、こういったことをうまくア

ピールするといいなと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　千年委員会というのは、もう福岡でもやっていますし、

福岡の経済界の人が任意でずっとおやりになってい

て、この話は、福岡の方も言うんですよ、水がめで。やっ

ぱり福岡都市圏は阿蘇で守られているんだという、経

済界のそういう方はおっしゃるんだ、なかなか市民に

浸透しない。これからだと思うんです。

　じゃ今日参加している方、あまり時間がありません

けれども、今までの話を聞いて、ちょっと一、二聞いて

みたいなという、全体でもいいですし、特定の方……

○参加者　野焼きボランティアをやっています。お世

話になっております。

　今日は、最初にお二方で水の重要性という、非常に

理論的に分かりまして、大変ありがたくお聞きしました。

　ボランティアやっていますが、昨日もそうだったんで

すが、阿蘇市にある牧野で輪地切りをやっていました

が、ボランティアの一般の方からこういう質問が来る

んですね。虫もいないのに何で焼かないかんのです

かって。そのときにやっぱり今日の水の話、ＣＯ２の話、

そして私の自分の専門の生物多様性の話とか、そうい

う話をしてあげると大変納得いただけるんですね。そ

ういう意味で、私はボランティアのリーダーもやってい

ますけれども、リーダーの役目というのは非常に重要

になってきているというふうにここ近年思います。ボラ

ンティアは今登録1,000名いますから、延べで昨年実

績ですと2,300名ぐらい出ています、コロナの中で。こ

れコロナが終わったら3,000名近くいくという。さてこ

こで問題なのは、草原の恵みを守るための仕組みづく

りという中で、私たちボランティアはこの先どう向かっ

ていけばいいのか、率直に、市原さんなんかとは初期

のほうから相当いろんな議論をさせていただきました

し、吉良村長は今日初めてなんですけれども、特に吉

良さんと市原さんあたり、我々ボランティアなんですけ

れども、今後どういうふうに向かって行けば、この仕組

み、新たな仕組みづくりとしてお役に立てるのかという

ことをご示唆いただければ大変ありがたい。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　多分、みんな考えて結論が出なくてですね、難しいと

ころではあるんですが、じゃお一方ずつその辺を伺っ

て、島谷さんのほうからいきましょうか。もう短く。

○パネラー（島谷幸宏）　簡単に、じゃ。

　今日ちょっとお話を聞いていて思ったのは、草原が

あって集落あって、水田があって、本当はそれ全体の

土地利用が草原の仕組みを支えているので、そういう

観点をやっぱり大事にしないと駄目かなと思っている

ということです。

○コーディネーター（坂本　正）　何かその仕組みの

中で……

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　コミュニティ

自体がそれ全体を管理して……

○コーディネーター（坂本　正）　何か一つのコミュ

ニティ全体を維持していくことで仕組みができると。

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　草原だけを

守ろうということじゃなくて、それを使う仕組みも守って

いく。

○コーディネーター（坂本　正）　草原を核にして、生

活圏、循環を守っていくという。

○熊本県立大学特別教授（島谷幸宏）　皆さんもそれ

重 ご々存じ……

○コーディネーター（坂本　正）　それは話が重いん

だけれども、そういうふうにしていかなければ維持でき

ないよということですね。

　じゃ吉良さんのほう、お願いします。

○パネラー（吉良清一）　うちの村にはボランティア

の方が来ていただいていまして、本当に感謝しており

ます。輪地切り、輪地焼き、大変ありがたく思っており

ます。

　ただ、先ほど言われたように、虫がいないのに何で

輪地切りとかやるのということは今日初めて知りまして、

そうだな、本当だな。だから、草原の野焼きの目的をも

う少し分かりやすくボランティアの方々にも伝わる方

法も考えていかなければならないなというふうに思い

ます。引き続き輪地切り、輪地焼き、本当に御協力をお

願いしたいと思います。

○パネラー（市川啓吉）　ボランティアの皆さんから、

私が持っているものが宝物だということを教えても

らったんです。それまでは邪魔物だったんです。これ

は何のためにどうしたらいいんだろうというね、邪魔

でしようがないと思ったら、それは宝物ですよって教え

られたから、ガイドを通して、それで多くの人に知って

５万ヘクタールぐらいの草原があると学んでいたんで

す。だから、ここはアメリカの牛肉と対抗するには阿蘇

ぐらいしかないと、そういう認識があったんです。

　それで、阿蘇は草原があって、みんなが豊かで。それ

は水だけじゃないんです。空気もですね、木よりも草の

ほうが浄化する、あるいは高いと言われているんです。

そっちのほうも目を向けんといかんとですね。ですか

ら、私はガイドのとき、そういったことを皆さんにお伝

えしているんです。だから、私、200人以上、去年、おと

としとガイドをしましたけれども、そういった人に一人

一人ね、みんな伝えて、阿蘇の草原はいいというけれ

ども、どんなところがいいですかって。空気がいいと。

景色が見れる。これは森林になったら景色は見えない

んですね。だから、森林はちょっと空気がいいように考

えるかもしれませんけれども、景色が見えないと、その

中での活動だけしかできないから。草原の場合は見

渡しができますね。阿蘇の山を見渡しながら草原を歩

くといかにすばらしいかというのがみんなが知ってい

るんです。そうすると、来られた方たちは、心が癒され

たと言って帰られるんです。ということはですね、私は

いつもみんなに訴えているんですけれども、あそこの

草原というのはね、名医だって。それがやぶ化してい

けば、やぶ医者になるって。だからね、草原は守ってい

かんといかんて。それをね、地元の人がやっぱり知る

必要があると思う。お医者さんをね、育てているから頑

張ろうと、そういう意識。そして周りから来る人たちの

癒やしてもらうんだったら治療代ぐらい払えと。ただで

来て帰っていくのはどういうことかと。そういう認識の

下に、より多くの人に、阿蘇を支えるためにはそういう

外部からの援助も必要なんだと。高齢化になったら、

ボランティアの皆さんが応援に来てくださっています。

ボランティアさんも高齢化しているんです。ですから、

より若い人たちにも訴えて、若い人の力も活用できるよ

うにしていかなくちゃいけないと。そういうふうに考え

て、阿蘇の草原の水だけでなく、空気を守るという、そ

れは全ての人に関係してくるので、ぜひそういったこと

を知ってほしいなと思って、今のところ頑張っています。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　でも、滝がなくなっている、減っているというのは、本

当にちょっと衝撃的な話ですよね、やっぱり環境問題

の中で。あるいは草原といったら、草原の場合は、崩れ

てもすぐ復活すると。だから、地震とかなんかあっても、

崩れたところから復活するというので、非常に強いも

んだという意識があるんですが、滝がなくなっていると

いうのは、ちょっと私も考えが及ばなかったんですけ

れども、やっぱりそれも一つの象徴ですね。滝の復活

も大事になるかなというふうに思いますね。

　コロナ禍にもですね、そういう地元の方もおられる

ので、そういうのを知っている方もおられると思うんで

すよ。やっぱり何が変化したかって。その後、島谷さん

に全部証明してもらうというのが一番やりやすい方法

かなというふうに思うんです。

　じゃ、最後というわけじゃありません、まだ一巡して

きたわけですけれども、今まで話を聞いて、三宅さん、

今まで北海道へ行って、熊本にこちら通ってきて、これ

からまた大きな活動があって、世界文化遺産を担うよ

うな、そんな話があって。今回の企画も関係者も非常

に大きな研究の課題、やっていると思うんですよね。

やっぱり子供の教育含めて、観光含めて、何を訴えて、

阿蘇をみんなと価値を共有していくっていう、その肝の

ところは何だとお考えですか。

○パネラー（三宅悠介）　なかなか難しいかなと思っ

ているんですけれども、分かりやすさというのは非常に

大事なのかなと思っています。島谷先生おっしゃって

いただいたみたいに、阿蘇で仮に草原が全部森林に

なってしまうと、1,000万トンぐらい水が減るので、有

明海のノリ養殖のための緊急放流がもうできなくなる

んだとかですね、福岡市であれだけの人口を維持でき

なくなるんだという、そういう分かりやすいメッセージ

と、あと、村長おっしゃっていたみたいに危機感を少し

あおっていくようなことも考えていく必要があるかと思

います。

○コーディネーター（坂本　正）　災害もひどくなりま

すよね、一気に流れてくるわけですから。

○パネラー（三宅悠介）　そういうのをうまくアピール

していくと。

　それで、地域循環共生圏、先ほど非常に分かりにく

いというようなお話もいただいていて、ちょっと私たち

の職員もなかなか理解することも難しいんですけれど

も、実はこの阿蘇は割とそういう意味では先進的な地

域だと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　あれは阿蘇を説明

するためにつくった地域循環圏だと私は思っておるん

ですね、ずっと、広いから。ただ欠点はですね、土地に

ずっと水道になって、いろんな都市部があって、海で

しょう、有明。遠いんですよ。だから、阿蘇だと思っても

つながりがぼんやりするんで、なかなか下流にいる人

たちが恩恵をですね、ぼんやりしか分かりにくいなと

いう、ちょっとそこのところですよね。

○パネラー（三宅悠介）　そうですね。ただ一方で、こ

のエリアには、今でも福岡県、あるいは熊本の都市圏

子供も大人もお年よりもですね、女性も男性も関係なく、

みんながそういったことを知る必要があると思うので、

それを情報として発信する。それが環境省さんなり、農

水省なりなんなりですね、大きなところからメディアを

通してでもなんでもですね、発信していくということは

大事だと思いますね。

　私も地元の農家に住んでいる限り、農家の人たちに

その宝物を守っていく必要があるんだよということを

強く訴えていきたいと思っているので、今取り組んでい

る小学生の草原学習とかですね、そういったものをぜ

ひ活用して、さらに将来のボランティアさんなり、地元

の担い手を構成できるように頑張っていきたいと思っ

ています。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　それでは最後に、大トリになります。三宅さん、お願

いします。

○パネラー（三宅悠介）　ありがとうございます。

　環境省は最近脱炭素、カーボンニュートラルという

ことで、環境省というか全政府を挙げて取り組んでい

ますけれども、先ほどご紹介あったとおり、阿蘇草原で、

このエリアの世帯の排出量の1.7倍の二酸化炭素を

固定しているということがあります。そういった観点か

らの重要性というのもこれから訴えていくと、社会の流

れにも乗っていけるのかなというふうには思っており

ます。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　今ある阿蘇の生活圏、これはやっぱりボランティア

の人を含めて草原を維持していく、水を守っていく。そ

のことが福岡都市圏、熊本の都市圏、多分、大分も入

ると思うんですね、北九州、九州の上のほう半分は阿

蘇に支えられているんだという意識は重要だと思いま

すが、何よりもこの仕組みを維持していくためには、子

供が、今日は残念ながら参加が難しかったわけです

けれども、やはりこの内容を共有する、防災意識として、

郷土の誇り、伝統というものを共有して、それを同じ地

域の世代がみんな使えていくような、そういう教育シス

テム含めてですね、これからの新しいステージづくり

が必要かなというふうに思います。

　今日はどうも大変ありがとうございました。（拍手）

○司会　坂本先生、パネラーの皆様、大変ありがとう

ございました。

　ご来場の皆様、限られた時間ではございましたが、

ありがとうございました。また、配信でご覧いただいて

いる皆様、お聞き苦しい点が多々あったと思いますが、

お許しください。

　阿蘇草原再生協議会では、本日いただいたアイデ

アも参考にさせていただきながら、今回の分科会の

テーマである草原の恵みを守るための仕組みづくりを

進めてまいりたいと思いますので、皆様、今後ともご協

力のほど、どうぞよろしくお願いいたします。

　それでは、阿蘇分科会はこれで終了とさせていただ

きます。

　皆様、もう一度拍手をお願いいたします。（拍手）

　ここで、皆様にご連絡ですが、この後、第13回全国

草原シンポジウム本会場と全国３分科会の開場をつ

ないでの全体会がオンラインにて開催されます。この

会場で流しますので、ご興味がございましたら引き続き

見ていただければと思います。

　皆様、本日は大変ありがとうございました。

もらう必要があるというふうに考えたわけで。というこ

とはですね、地元の人もそれを宝物とは思っていない

んです。ですから、ボランティアさんが地元の人と交流

するときに、そうした宝物を発見したら、ここにはこう

いうすばらしいものがありますよということをまず伝え

ていただきたいと、自分たちが発見したことをですね。

でも、多くの人は気づかないんですよ。それをまず教え

ていただくということ。

　そして、気づいたものをほかの人たち、つまり新たな

ボランティアさんが来れるように、そういうのをまた教

えていただくと。学校の生徒さんたちなんかもきても

らっているので、そのときにはね、本当に助かっていま

すけれども、そういった若い人たちですね、今後のそう

いう支援に回れるような、そういう仕組みづくりという

ものも大事かなと思います。

　今後そういうふうにして、農家さん、ボランティアさ

ん、お互いいろいろ、ほかの観光で来る人だって阿蘇

の草原の大切さというのをね、みんなに伝えていく必

要があると思うんです。生活環境を守るために何が必

要かという、そういった点で、私たちはみんなが草原

を通して生かされているということを認識できるように

伝えていくことが大事だなと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうござい

ます。

　今、もうボランティアさんも草原を守る非常に大きな

担い手で、やっぱりみんなで一緒に考えて出し合って

いくと。仕組みづくりは大体こう見えているんですけれ

ども、具体的なところはいま一歩手前かなという感じ

がします。

　三宅さんはそういう話を踏まえて、環境省としては、

このステージづくりをつくったら、絶対支えていくんだ

というような意気込みもあったらよろしくお願いします。

○パネラー（三宅悠介）　ありがとうございます。

　私もせっかく阿蘇に来たものですから、今年、個人

的ボランティアに参加させていただいて、非常にすば

らしい仕組みだなと思っています。あまり私自身は課

題は見当たらなくて、もうどうやってこの組織を継続、

発展させていくかというところかなと思っていますので、

我 と々してもしっかりサポートしていきたいと思います。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうございま

した。

　もう大体時間がまいりましたので、今日は限られた

時間でございました。でも本当に２人のスピーカーの

方には簡潔に要点を絞ってお話しいただきましたし、

彼らの中で議論は大分深まってきたかなというふうに

思います。

　それでは最後に、今日の会を終えるに当たって一言、

今後の課題、あるいは自分が今考えていること、一言

ずつお話しいただいて、閉めたいと思います。

　じゃ島谷さんのほうからお願いします。

○パネラー（島谷幸宏）　今日ちょっといろいろやっ

ぱり聞いていて思ったのは、これからまたポストコロ

ナで地域分散というのが非常に重要で、その中で、子

供たちがこういうことに参加できると、すごいクリエイ

ティブな人間ができていくんだろうなというのをすごく

思っていて、環境省の方ともいろいろとお話ししている

んですけれども、やっぱり防災教育と環境教育を一緒

にするだとか、そういう形の新しい展開で、子供たちの

力をもっとつけないと、これからのサバイバル時代を

乗り切れないので。ボランティアみたいなものは、何か

学校教育としてちゃんとやっていく必要があるんかな

という話を聞いていていろいろと思いました。ありがと

うございました。

○コーディネーター（坂本　正）　じゃ吉良さん。

○パネラー（吉良清一）　私は特に自治体の首長とし

て、発信力が大事だと思います。島谷先生から情報を

いただいて、その情報で理論を武装して、強く訴えてい

きたいと思います。また、阿蘇の首長さんたちとも足並

みをそろえて、さらにどんどん盛り上げていきたいと思

いますので、これからもよろしくお願いいたします。

○コーディネーター（坂本　正）　ありがとうございま

した。

　じゃ市原さん。

○パネラー（市原啓吉）　これは前の環境省の所長さ

んが私に教えてくれたことですけれども、イエロース

トーンが国立公園になったときですね、神が創造され

たもので、決して私有物にしたり、少数の利益のため

に開発すべきものではない。この地を国民のために永

久に保存するには国立公園にするという、そういうあ

れでこれをまず、イエローストーンが国立公園になっ

たと。それで、日本の昭和31年に国立公園法が制定さ

れて、1934年に初めての国立公園ができたと。その中

でも阿蘇もそういう国立公園になってきたということで

すね。

　そこには、やはり草原というのが大々的にあったわ

けで、だから国立公園になったわけで。阿蘇山があっ

ても、阿蘇山という山はないんですね。阿蘇山というの

は５つの山が成り立って阿蘇山って言うんで。その阿

蘇山は、草原があって初めて目立つんです。つまり主

役はですね、脇役がいないと目立たないんですよ。そ

の脇役である草原は、脇役だけでも重要な働きをして

いるんで、それをみんなに知っていただくためには、



��

原草全国 サミット・シンポジウム in 東伊豆

 １．開会

○司会　では、皆様、それでは時間になりましたので、こ

れより、「使うことで守られる自然、人と自然の関係性の

再生を目指して」ということで、草原シンポジウムを開催

させていただきます。

　私は、司会を務める真庭市役所産業政策課の増井と

申します。どうぞよろしくお願いいたします。ありがとうご

ざいます。

　さて、今、我々はグリーナブルヒルゼンという施設に立

つパビリオン（風の葉）にいるんですけれども、ちょっと

目を移していただいて、あちらですね、サイクリングセン

ターが建っているのですけれども、あちらに見えるグリー

ナブルのサイクリングセンターには蒜山の茅、ススキが

使われていることは皆さんご存じでしょうか。この蒜山に

は広い草原があり、そこで採れたススキを使用してこの

サイクリングセンターは建てられています。

　今日は、なぜススキを使用したのか、蒜山と草原の関

わりやその自然との付き合い方、そして、サイクリングセ

ンターの茅葺きを手がけた茅葺き職人さんのお話を聞

きながら、蒜山の人と自然との関係について考えてみた

いと思います。

２．講演

①蒜山の人と草原の関わりあい

　－蒜山の草原の歴史－

○司会　それでは、早速、蒜山郷土博物館の前原館長

にお話をいただきたいと思います。

　前原館長には、蒜山の人と自然との関わり合いという

ことでお話をいただきます。

　それでは、前原館長、どうぞよろしくお願いいたします。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　皆さん、こんにちは。

どうぞよろしくお願いいたします。

　蒜山郷土博物館及びこちらの蒜山ミュージアムの館

長もしております前原茂雄と申します。今日はどうぞよろ

しくお願いします。

　私が今日お話しさせていただくのは、最初でございま

すけれども、茅、草そのものの役割というものが蒜山の

人 と々どういうものとして受け継がれてきているのかとい

う、少し歴史のような話をさせていただこうかと思ってい

ます。

　この地、真庭市は、林業の里として非常に最近脚光を

浴びておりまして、認知度も高まっております。この今お

話をしておりますＣＬＴパビリオンなんかもその代表的な

ものでございますけれども、これは、実は今、急に盛り上

がったというよりは、随分歴史的には古くから、この真庭

というところは林業の里として知られています。京都や奈

良、大阪といったところの有力な神社、お寺、それから首

都、京都にあります公家とか天皇家とか、そういったとこ

ろの御殿を建てるための建築用材といったものを出す

のがこの真庭ではとても多かったということもあって、都

にも知られた木材供給の地であったということでござい

ます。

　江戸時代になると、津山城の中に粟積櫓というやぐら

があって、それもこの蒜山地域の東茅部というところの

粟住というところから山の木を切って持っていって、やぐ

らを造ったという、粟積櫓というものがあるんだというの

も伝わっておりまして、古くから歴史を通じて木材という

ものが注目されたところでもございました。

　ただし、草とか茅はどうだったのかということなんで

すけれども、草や茅というのは、そんな権力者たちが注

目する材料ということはあまりなくて、どちらかというと庶

民の人々が大切にみんなで守って使っていくということ

が主流だったのでございます。

　ただ、この真庭の中でも牧場とか御牧、オンマキと書

うことで、地域にお金が残りいいことありますよというも

のです。

　２番目が二次的自然からの生産物出荷で、オオタカ

の森の松材なんかがそうですね。茅を売るというのも、も

ちろんそういうものになると思います。

　３番目が自然観光資源でエコツーリズム、これは日

南町のような例で、自然を見に来る。自然に関与しに来

る人たちが増えると、宿泊、交通、土産物購入とか環境

保全協力金が入ります。これはコロナ後を見据えてやる

必要があると思います。

　４番目は企業活動による支援で、例は鏡ヶ成の生態

系管理の場合、サントリーが支援してくれているんです

けれども、サントリーは本業では水が大事ですから。ＣＳ

Ｒ活動というのもあります。それから、生物多様性オフ

セット、これはちょっと難しいんですけれども、小さい字

で書いてありますが、人間活動が生態系に与えた影響

を何か違う場所で補償するみたいな制度ですけれども、

こういうものが例えば制度化されると、今、カーボンオフ

セットってありますけれども、そういうのと同じになってく

ると、自然再生にお金を出すという企業は急に増えるだ

ろうと思います。

　二、三のアイデア。蒜山でやったらいいなって思う私

の個人的アイデアです。

　自然再生塾をつくる、仮称ですね。自然再生について

学びたい人が蒜山に滞在して調査や作業のノウハウを

身につけることができる塾。自然再生の推進、人的ネッ

トワークの構築、滞在による経済効果が期待できる。そう

いう場所をつくったらどうかなということですね。

　次は、ＯＥＣＭという考え方。これは次の生物多様性国

家戦略、今策定中ですが、のりそうです。Ｏｔｈｅｒ　Ｅｆｆｅｃｔｉ

ｖｅ　ａｒｅａ－Ｃｏｎｓｅｒｖａｔｉｏｎ　Ｍｅａｓｕｒｅｓというね、難し

い名前がついていますが、要は、利用や管理の目標に

かかわらず、実質的に生物多様性の保全に貢献してい

る保護区以外の地域ということで、これでも難しいです

が、要するに現に自然を守ったり再生していることが実

際にできているところというのを何か認定して大事にし

ていきましょう。これは今後、国とかが推進していく可能

性が十分にあるので、さっきのこの蒜山高原の小さな湿

原みたいなものは、これに当てはめることで、あるいは

草原もそうかもしれませんけれども、何か進む可能性は

あるんじゃないかなと思います。

　これで終わりですね。ちょっと駆け足でしたが、私の話

はこれで終わります。

　ご清聴ありがとうございました。（拍手）

○司会　日置先生、ありがとうございました。

　質問はちょっと最後のほうに回させていただきたいと

思います。

③あたらしい関わり、あたらしい芽ぶき

○司会　続きまして、茅葺き職人さんのお二人にお話を

伺いたいと思います。

　次はプレゼンじゃなくて、クロストークということで、お

二方にお話をいただこうかなというふうに思っておるん

ですけれども、沖元さんと相良さんです。お二人は若手の

茅葺き職人さんとして、全国各地の茅葺きを手がけてい

るというふうにお聞きしています。その中でも、茅葺きとい

うとね、特に古民家とかそういったことを思いつくんです

が、それ以外の、修復だけではない新たな茅葺き、まさ

にサイクリングセンターもそうなんですけれども、そう

いったことにチャレンジをしているというふうにお聞き

しております。そういった新しいことにチャレンジをして

いる思いですとか、自然とのつながり、そういったことに

ついて、少しざっくばらんにお話しいただければと思い

ますので、どうぞよろしくお願いいたします。

　それでは、前のほうにお願いいたします。

○茅葺き職人（沖元太一）　茅葺き屋根の仕事をしてい

ます株式会社Ｅａｒｔｈ Ｂｕｉｌｄｉｎｇの沖元と申します。

　今回、サイクリングセンターの茅葺きを担当させてい

ただきました。住んでいるところは東北の宮城県石巻市

なんですけれども、生まれも育ちも広島でして、今、広島

のほうで仕事をしています。古民家からこういった新し

い茅葺きまでやっているんですけれども、何とかこれか

らの後世にというか、未来に茅葺きをつなげたいという

思いでやっています。今日はよろしくお願いします。

○茅葺き職人（相良育弥）　私は神戸市の北区という、

神戸市とは名ばかりのすごい農村が広がる地域で、くさ

かんむりという名前で茅葺きの仕事をしています、茅葺

き職人の相良育弥と申します。

　僕も沖元さんと同じようにふだんは伝統的な茅葺き屋

根の修復をなりわいとしているんですが、それに併せて、

茅葺きの民家はどんどん減っていますので、このままいく

と我々の仕事もそうですし、若手の茅葺き職人の将来の

仕事もなくなってしまうなという危惧がありまして、いろ

いろ茅を使って、茅葺きの技術を使って現代的な何か新

しい取組ができないかと思って仕事をしています。よろし

くお願いします。

○司会　相良さんと沖元さんとは、私はお付き合いをさ

せていただいて、いろんな思いを聞いたこともあるんで

すけれども、今日は最初ですので、なぜ茅葺き職人さん

になったのか、ちょっとそこら辺、お二人ともちょっと変

わった経歴というか、茅葺き職人さんは全体的に変わっ

ている方が多いんですけれども、ちょっとそこら辺につい

いてミマキというふうに読んでいます、御牧さんという名

字がところどころにあるんですけれどもね。そういったよ

うな形で、この地が馬などが権力者によって飼われると

いうような場面もどうもあったようでございます。

　さて、この蒜山にも多く広がってあります草原ですけれ

ども、これは草原とか森林、木材だけが重要なんじゃなく

て、その山から生み出される森林資源というものを丸ご

と使うということが特に大事なことでございました。建築

の材料であるとか、あるいはたきぎとか炭焼きに使うも

の、それから、木を切った後は、そこを焼いて、焼き畑の

ような形にして、畑にもします。野菜を作るわけです。それ

から、山には小さな動物、ウサギなんかもいますから、そ

れも獲物になりますし、山には鳥もおります。山菜やキノ

コといったものもある。あらゆるものを資源として使うと

いうことをしてきましたので、草とか茅だけが人々にとっ

て中心的なものであったとまでは言えないんですよね。

みんなそれを丸ごと使っていたという歴史が実はあるわ

けなんです。

　そういった歴史がありますけれども、今日は特に

ちょっと草と茅についてお話ししてみようかなと思って

います。

　今日、私が最初に話をする人間ですので、じゃ何で草

がたくさん必要だったのかという話から少しだけさせて

もらおうと思います。

　皆さんの中には、よくご存じだと言われる方も多いと

思うんですけれども、何で人々が草原、草を必要としたの

か。それはもうすなわち肥料にするためにとても大事だ

からです。古い時代、江戸時代より前あたりは、肥料とい

うのはなかなか今のようないいものがありませんでした

の、草、特に若くて柔らかいような葉っぱをそのまま田ん

ぼに入れる、畑に入れるとか、あるいは枯葉を田んぼ、

畑に入れるというようなことぐらいしか目立った肥料と

いうものはありませんでした。ところが、江戸時代以降に

なってきますと、牛というものが一般の家庭にもいるよう

になりまして、山に草を取りにいって、その草を牛に食べ

させる、そして牛の背中に刈った草を乗せて家まで持っ

て帰って、牛のふんと一緒に混ぜたりしまして、田んぼや

畑に入れるということで、肥料にすると。それは堆肥と言

いますけれども、そういうものに使っていた。つまり草と

いうのは農業を行う上にとっては、欠くことができないも

のとして役割があったわけです。そして、それは、どの家

がどのくらい田んぼを持っているのか、耕作しているの

かという面積に応じて必要とする草の量も決まってきま

した。

　それからもう一つは、自分の持っている田んぼ、畑が

どんな土なのかということも、実は草が必要となる大きな

条件になります。あまりいい土じゃない、条件が悪いよう

な土の場合だと、どんどん肥料を入れて土壌を改良して

いかなきゃいけないから、その分、牛に食べさせる草の

量も多くなっていくということになります。

　それから、その家がどのぐらい牛を飼っているのかと

いうことも、その家で草がどのくらい必要かということに

も関わってきます。ただ、一般家庭で自分の持っている田

んぼ以上に牛を何十頭も持っているということは最近で

したら酪農とか肉牛とかを飼っている場合でありますけ

れども、農業をするだけだったら田んぼの数に比例した

頭数で牛を持っていることが多いので、おのずと草を利

用する面積というのが決まってくるわけなんですが、牛

を飼うのに必要な草をとにかく草原から刈ってきて家に

持って帰るという作業をしなきゃいけません。そうなると、

家と草原（蒜山では草場と言ったりすることもあります

が）、そこと往復するという作業を毎日のように繰り返さ

なければいけません。牛は毎日、餌としての草を食べた

りするわけですからね。

　ではどこの草を刈っていたのでしょうか？まず、田ん

ぼに生えた草といったものが手頃に刈ることができます。

この写真は蒜山のものではないですが、５月ぐらいの水

が張った田んぼの写真でございます。あぜが見えている

と思うんです。こうして見ますと、やっぱり田んぼと田ん

ぼの間にあぜに生えている草というのは、家から近いか

ら刈りやすいけれども、量そのものはとても少ないんで

すよね。だから、どうしても家の周りの草というものは

刈ってしまったら伸びるまで時間がかかる。そのために

は遠くに、やっぱり草があるところにちゃんと刈りにいか

なければいけないということがございました。

　そして、これは蒜山の風景ですけれども、山と家との往

復をしている風景でございます。牛にいっぱい刈った草

を乗せて家路に向かっているというところですね。この

牛に乗せている草の中には、その時々、折々の花なんか

も咲いていたりして、実は遠目に見たら、実際に作業し

ている人は大変だけれども、結構美しいものだったんだ、

季節を感じさせる風景だったんですよというふうに言っ

てくださる地元の古老もおられました。

　しかし、牛を山の上のほうまで連れていくということは、

オオカミであるとか、今はいませんけれども、オオカミ、そ

れからクマといったものに襲われる可能性もありますか

ら、牛そのものに鈴をつけるということをして、熊よけに

したりしたということもあります。私が勤めております蒜

山郷土博物館というところには、この熊よけの牛の鈴と

いうものも残っております。

　そして、これは牛用のわらじです。山の上のほう、結構

遠くまで牛を連れていかなければいけないということに

です。上草場山という表現で書かれているということは、

資料に残っていないんだけれども、中蒜山、下蒜山も、中

草場山、あるいは下草場山というふうに地域の人にとっ

ては呼ばれていた可能性を示しています。そして、集落

があって、その後ろにちょっとした林があって、そしてそ

の後ろに畑があって、そして草原、草山というふうに続い

ていくというのが蒜山の村の風景であったということな

んです。

　これは戦後すぐ、あるいはひょっとしたら戦前かもし

れませんが、このグリーナブルの山を越えた湯船集落辺

りから蒜山三座を写したものです。ちょっと下蒜山は

写っていませんが、左側が上蒜山、右側が中蒜山になり

ますが、上蒜山を見ていただくと、山頂付近までほとんど

草山なんですよね。立ち木がありません。左側の、本当に

左側のところにちょっと黒いところが見えるのが、これが

立ち木です。これは江戸時代の絵図にも、さっき立ち木

が見えていて、山の中でもここの部分は立ち木、木材を

取るための場所なんだよということは、江戸時代から計

画的に決められていた範囲です。それに対して画面の

真ん中辺りにあるところは全て草山。さっきの草場山と

いうふうに言われていた、山の草を利用するという。本

当に山頂付近まで草山として管理されていたということ

が分かります。

　そして、これは山頂付近ではなくて、現在のひるぜん

ジャージーランド付近よりもう少し南の辺りかと思いま

すが、本当に一面が全て草原でございまして、立ち木が

ほとんど見えないというふうになっています。

　そして、これは、今度は下蒜山のほうになります。真ん

中辺りに下蒜山が写っておりますが、少し白黒の写真で

すので、見えにくいかもしれませんけれども、この下蒜山

のほうも、実は現在ほとんどもう山頂近くまで樹木が生

い茂っておりますけれども、これは戦前の写真でござい

ますが、よく見ますと、むしろ樹木のほうが少なくて、草が

非常に多くなっている。ただ、完全な上蒜山みたいに全

部が草というんじゃなくて、結構立ち木も生えかけてきて

いますので、もう山焼きというものが終わってから何年か

たとうとしているという、そういうふうな状況が戦前なの

かなというふうに思われます。

　そして、この写真はジュウロクヤマという、中津加茂と

いうところの奥にある山でして、花園という集落の奥でも

あるんですが、手前のところは、もうこれは蒜山三座では

ございませんが、草山なんですね。蒜山三座じゃない部

分、旭川より南側の部分も草山というのは結構たくさん

あったということが分かっています。

　そして、画面の上の辺りは、これは今度は下蒜山から

現在の犬狭トンネル方面に向けての部分なんですけれ

ども、これもほとんどが全部草山、草原であったというこ

とが分かりまして、つまり上蒜山の辺りから、もうずっと下

蒜山、もう犬狭トンネルの辺りまで山の裾野はほとんど

全てが草原であったということが分かります。

　そして、これも戦後すぐの頃の写真ですけれども、中蒜

山が右、そして左に上蒜山が写っておりますが、その裾

野も含めてほとんどが草山であったということが分かり

ます。

　そして、この写真は手前のところに少し斜面が写って

いますが、これも経塚山というところで、戦前から戦後に

かけてはスキー場としても利用されました。少し斜面が

きついところではありますけれども、ここも草山として使

われていたところです。

　これらの風景写真から分かるように集落の近く、至る

ところに草を取るための草場、草山というものが設定さ

れていたというのが蒜山でございます。

　これはちょっとね、なかなか見づらいかもしれません

が、戦後すぐぐらいのアメリカ軍が作った航空写真、空

中写真なんです。これを見ますと、見づらいとは思います

けれども、画面の上半分ぐらいのところがほとんど白く

写っているかと思います。これは実は草原なんです。だ

から、今はもうこんなことありません。ほとんどがもう森林

地帯になってしまっておりますけれども、草原面積という

のが本当に非常に多かったんだなということが分かり

ます。空中写真というのはそれぞれ年代ごとにいろんな

写真がありますので、それを比較していくことで、どんな

ふうに草原がなくなっていったのかということを追って

いくことも可能だという、そういうふうな研究の使い方も

できる写真なんです。

　そして、今度は茅の話も少ししていきたいと思うんで

すけれども、今、草の話をいたしましたが、今日またテー

マの一つであります茅というものも非常に重要です。茅

も、これは草場と同じように茅場というのが設定されて

おりまして、これは草場とはちょっと別の場所なんかに

あったりします。そこで刈ってきた茅、具体的にはこの後

の方のお話にいっぱい出てくると思いますが、まずは束

にして、そして現場で束にして持って帰るわけです。そし

て家のところに置くわけですが、この写真の中に、長屋

のようなものが真ん中辺りに写っていますが、実はこれ

も茅でふいている屋根なんですね。そして、その中には、

茅を立てて入れます。納屋のようなところに茅をずっと保

存しておくということをやります。これがほかのところの

地域だったら、茅というのはなかなか貴重品でございま

すから、だから、茅をとても大事に扱っていて、あまり野

ざらしにするということもなくて、やっぱり茅ぶき屋根の

ふきかえをしたりするために必要な材料なので、屋根つ

なりますと、悪い道を通ることもある、石がごろごろした

道を通ることもある。そうすると、牛のひづめに傷がつい

て、そこから病気が入ったりして、牛そのものが弱ってし

まうと。それはいけないということで、こういうわらじを編

んで牛に履かせるということを蒜山の人々はやっており

ました。ですから、こういったものを作る文化があったわ

けです。蒜山は、蒜山百日雪の下という諺があって、本当

に冬が長い。なかなか冬は外に出て作業ができません。

その代わり家の中で、春夏秋の農作業等に必要な道具

の準備をするわけです。そういう中で、この牛のわらじと

いうものも雪の中でずっとこつこつと１年間のものを見

越して作りためていくということをやっておりました。

　これはおじいさんがいろりの横でいろいろと冬に、ガ

マと茅で作った春夏秋に使うものを作っているという風

景です。こういうふうな感じで牛のわらじも作っておりま

した。おじいさんの上にはいろんなものがつり下げられ

ています。これがどんどんどんどん増えていくにしたがっ

て、春が近づいてきているというのが蒜山の風景でも

あったようでございます。

　そして、この写真の中で、真ん中に茅葺き屋根の家が

写っていますけれども、その左側のところにちょっとこん

もりとこう盛り上がったところがございまして、これがグ

ロというものですね、これは。グロというのは塊という意

味なんですけれども、コエグロと言います。草を食べさせ

て牛がふんをする。そして、それにまた草とかを混ぜて牛

に踏ませて柔らかくしたものがだんだん発酵していくと。

それを堆肥と言いますけれども、それをどんどんどんどん

冬の間はためて、家の外に積んでおくわけですよ。それ

を積めば積むほど、そこの家は働き者だというふうに言

われたそうでございます。家の横にこうしたコエグロと

いうものがあるというのが蒜山の昔からの風景でもあっ

たわけでございます。

　そして、その堆肥といったものは、冬の間ずっとこの家

の横に置いているかといえば、そうではありません。これ

今写ってありますのは、これは馬ぞりというもので、馬ぞ

りと言うのですけれども、実際は牛に引かせたりするん

です。これの上に、籠に堆肥を乗せて、そして冬の雪がま

だある時に、自分の田んぼのところまで運んでいきます。

　これは空になったところですね。雪の中、牛がそりを

引いています。そして、後ろにおじさんが１人立っていま

すね。

　そして、これが実際に田んぼのほうに向かって雪道を

行っている、馬ぞりに乗せた堆肥を運んでいるところで

す。前に牛がいまして、牛を引っ張っているおじさんがい

て、後ろからそりを支えて、方向なんかをかじを取ったり

するようなおばさんが後ろからついていくと。これも蒜山

では本当によく見られた風景です。

　なぜ雪の中から肥料をまくかというと、雪が解けるの

を待っていたら、蒜山ではもう農業が始まるのが遅いで

すから、駄目なんですよね。だから、雪があるうちにもう

自分のところにまいてしまう。堆肥というのはもともと発

酵したり、ちょっと温かいですから、だんだんその雪が解

けていき、本当に耕作を始めようかなという頃には、土

の表面の上にちゃんと落ち着いているという、そういう

状態であった。そして、雪が消えたらすぐに、今度はまた

牛を使ってすき込んでいくというような、そういうこともよ

く行われていました。

　そして、蒜山の土というのは、ただ、いつからこういう

ふうに草をみんなが必要になったのかということはな

かなか難しいんですけれども、皆さんもご存じかもしれま

せんが、蒜山の土はこういうクロボコという土でござい

ます。真っ黒です。ですから、普通、黒土というのは農業

をするのにはとてもいい土だと言われていますけれども、

実際のところは、火山灰が堆積して、それに植物プラン

クトンなんかと混じり合って黒く化学変化したものです

ので、とても火山性の特に酸性が強い土なんです。酸性

が強い土というのは、なかなか野菜作り、農耕には適し

ていないとされておりますので、そこの中で野菜、農業を

やっていこうと思うと、どうしても土の質を変えていく、土

壌改良していくということが求められるわけです。

　蒜山の人の農業の歴史というのは、土壌改良の歴史

そのものだというふうに言ってもよいぐらいだと思ってお

ります。そのためには、大変広大な草といったものを管

理して、そして、そこから得られる柔らかい草を牛に食べ

させ、堆肥を作るということがどうしても求められてきます。

今日は後にもお話が出ると思いますけれども、そういっ

た柔らかい草、いい草を生やすためには、やはりどうし

ても山焼きというものをしなければなりません。山焼きを

しないと、いろんな樹木が成長してきますので、草そのも

のではなくなってしまうということで、共同で管理して、こ

の草山を守っていくという作業、火入れというものがとて

も大事になってくるわけです。

　そして、これは、江戸時代の蒜山の絵図が残っている

んですね。蒜山中福田というところの中福田村というと

ころに、江戸時代の終わりのほうだと思いますが、絵図

が残っています。その真ん中辺りに、上蒜山が書かれて

おります。でも絵図には上蒜山と書いていないんですよ

ね。ではどのように書いてあるかというと、上草場山とい

うふうな書き方をしています。蒜山という呼称自体は江

戸時代からちゃんとあります。しかし、地域の人にとって

みれば、これはあくまで草場山、草を取るための山なん

だというふうな認識で絵図には書かれているということ

うか、小屋の軒先に茅の束をずっと立てかけています。

何に使うというわけじゃなく立てかけているわけですね。

　これは、畑の一角に、これはまた茅を立てかけている。

これも川上地区です。白髪集落というところですけれども

ね、そういったところに茅を立てている。

　これは、実は、さっきあまり文化がないんだと言いまし

たけれども、この八束地域のところには、やはりこういう

ふうに、新しい茅ですけれども、束ねているところがあり

ます。奥のほうにはまた茅もありますね。

　そして、これは田んぼの中にそのまま茅を立てている。

　じゃ、なぜ茅囲いに使わない、屋根に使わない茅をそ

のまま立てておくかということなんですけれども、冬の間、

風雪にさらしますと、そこにいろんなよい栄養価が高

まっていくということが効果がありまして、それを春先に

なって、さっきの茅囲いもそうですけれども、ちょきちょき

切って、畑とか田んぼにすり込むことによって、肥料とし

て、土壌改良のための役立ちにもなっていくということが

あるんです。そういったものを蒜山の人々は、何か理屈

がどうだとか、どういう栄養価なんだということを全然そ

んな知らなくても、こうするものだというふうな先人から

の知恵というものがあって、それを愚直に紡いでいくと

いう形で土壌改良というものを行ってきたという、そうい

う歴史があるわけなんですよね。

　これもまた、もう畑そのものに茅を切ったものをぼー

んと置いておいて、冬を一冬越させていくというパターン

ですね。

　これが実は蒜山の冬の風景ということになります。手

前にありますのが、これはわらです。ワラグロというやつ

ですね、わらで作ったものがありますが、真ん中辺りに、

家と家の間にコエグロが重なっている。そして雪が左側

からずっとこう積もってきていますけれども、その方向に

向かって茅囲いが作られている。そして、実は、ちょっと

見にくいですけれども、この中には茅を立てているという

ふうな風景もあるわけです。

　最後になりましたけれども、今日は、この蒜山と草原、

そして茅というものについてお話を、どんな歴史があっ

たのかというのをかいつまんでお話ししてきましたけれ

ども、これは最後のほうのトークセッションにも関わりが

出てきますけれども、それをどう生かしていくかということ

が求められているということになっていきます。自然を再

生するということは大切で、こういう草とか茅と人々が結

びついていく文化というものを大切にしたいんだという、

そういう思いというものは、皆さん共通しているかと思い

ますけれども、蒜山というのは、ただ単に生産の場として、

農耕の牛のためだけのものとして草原とか茅場を使っ

ていたわけではありません。お話をお年寄りの方に聞い

てみますと、茅場なんかには、お父さんに怒られて、

ちょっと寂しいから１人で悲しみを紛らわすために行っ

ていた、嫁姑で疲れて、お嫁さんがちょっと１人になりた

いなと思ったときに子供をおぶりながら茅場、草場に

行ったというような話も聞くことがあります。

　それから、歌を詠む、短歌を詠む、俳句を詠むというよ

うな人は、やっぱり草原の瑞 し々いものをどうしても題材

と選びたいということで、地域の人が草場に行って、茅

場に行って作品を詠んだという文芸もあります。

　それから、この写真にありますように、草原のところに、

春を迎えてやっとうれしいなということで、みんなで集

まって酒を酌み交わす、そういうふうな喜びの場、ねぎ

らいの場、懇親の場としても草場、草原は使われてきま

した。

　それから、そういうふうに立ち木がないということは、

この蒜山がとても、岡山県でも発祥の地と言われるス

キーにとってもいいわけなんですね。実はこの写真が

写っているところは、経塚スキー場というスキー場にも

なっております。つまり草原があるということは、スキーを

するのにもとても大事。蒜山の観光文化を支えるところ

にも大きく寄与してきたんだということです。

　そして最後に、大宮踊という盆踊りがあります、国の重

要無形文化財になっています。その大宮踊の中の一つ

の歌詞にこういうのがあるんです。「わしが殿御の草刈

山は、ごぜん・たご平・中の茅」、私とあなたがあいびき

する草山はごぜんという場所、たご平というところ、中の

茅という、それは全部地名なんですけれどもね、そこなん

ですよ。つまり里でなかなかあいびきできない、そういっ

た人々がこっそり内緒で出会って愛を育む、そういった

ものも実は草場にありました。

　だから、生産の場だけではなくて、人間の孤独、心の

問題、喜びの問題、文芸、それからねぎらい、懇親ですね、

それからスポーツ、そして恋愛、様々な人々の、蒜山の

人々の暮らしに、喜びや悲しみの場として寄り添う存在

が草原でもあった。暮らし全般に関わる、人 と々分かち

難い存在の一つが草原であったということも申し上げ

たいと思います。

　それについてどう生かしていくかということは今後の

話になりますが、草原と人 と々いうのが本当にこの蒜山

の人々にとって、喜びや楽しみというものを伴うような新

しい関係性が構築されていくかどうか。そういったところ

はこれからの人々の英知にかかっているんではないか

なというふうに思っています。

　蒜山の歴史をたどりながら、草原との関わり、人間と

の関係性というものを少し、短い時間ですが、たどって

みました。どうもありがとうございます。（拍手）

きのところに大切に保管するということが多いんです

けれども、蒜山の場合は、結構やっぱり茅場という、茅

山がとても多かったので、大事にしないわけじゃない

んですけれども、結構いろいろ野ざらしにしたりすると

いうこともありました。こういうふうな屋根つきのところ

に入れるというのは、屋根ふき用の茅なのかなという

気はしています。

　では茅は人々にとってどういうふうに使われていた

のか。これは雪囲いという、これ茅囲いとも、茅垣とも

言ったりしますけれども、それを作っている風景です。

冬の蒜山はとても風がきつい、そして雪もきつい。となり

ますと、そのままだと家が傷んでしまうんですね。です

から、風雪が激しい方向に茅を束ねたものを生垣のよ

うに立て並べていって、家を守っていくということをやる

ことがありました。

　11月ぐらいになってきますと、蒜山ではだんだん雪

が降るかなというような気候になってきます。この地域

には山のことを「セン」とよびますが、「センワタシ」とい

う言葉があって、大山、烏ヶ山、皆ヶ山など、標高の高い、

いろんなセンがつく山がだんだん雪化粧してきて、最

後に蒜山三座が雪化粧すると、里にも雪が降ってくると

いうふうな言い伝えがあります。蒜山の人々はそういう

山の景色を見ながら、来るべき冬の到来といったもの

を強く意識していて、そして、その中で冬構え、こういっ

た茅を立てて冬に備えていくということを暮らしの中で

やっていたわけです。

　この写真は茅囲いの完成したものですね。この茅囲

いというのをやっている家が今ほとんどなくなってし

まって、私が蒜山に来てから六、七年になるんですが、

その頃はまだ10軒ほどはあったんですけれども、今は

毎年やっているというのは１軒か２軒しかないんじゃ

ないでしょう茅っぱり高齢者のこういう技術を持って

いる方しか作らないというところなんですが、この写真

を見ていただきますと、家の一定方向のところに茅を

束ねたものを立てかけて、そして竹のところにくくって安

定させています。

　そして、これは別の家ですね。やっぱり茅をずっと立

て並べて、雪から家を守る。特に屋根からずり落ちてきた

雪が家の中に逆流したりするのを守るというような意味

でも、雪囲い、茅囲いをします。だから、蒜山の昔の家と

いうのは本当に暗かったんだというようなことを言いま

す。雪が解けて、この茅囲いを取って明るくなったら、

やっと蒜山にも春が来たのかなというふうなことを意識

したということも昔の方はよく言っていますね。

　これが現存している、毎年更新している茅囲いのとこ

ろですね。天王という地区のものですけれども、これは家

全体じゃなくて、家の庭の辺りのところにこの茅囲いを

しています。

　これがその新しい、最近やっているところですね。こ

れは家そのものに立てかけるんじゃなくて、本当に垣根

のように作ります。これ裏から見たものです。棒くいを立

てたり、竹で結んだりして、そのまま立てているだけです

ね。家そのものに密着させているわけではありません。

　これは家そのものに密着させているパターンもある

ということです。こういうふうにもう本当に家の壁全体に

張りつけるような感じで作っているものもあります。

　これはまた別の家ですね。これももう本当に家という

か、小屋のあらゆる面のところにこう立てます。あらゆる

面といいますけれども、それはやっぱり風雪が激しい方

向というものがどうしても中心になります。

　そして、これはちょっと見づらいかもしれませんが、家

と家の裏手のところにちょっとだけ隙間がある、空いた

ところがあると。そういうところにこの茅をちょっと突っ

込んで風止めにしているんですよね。こういうふうな、

少し僅かでありますけれども、茅を今でも使っているお

宅はあります。

　それから、これは畑の茅囲いです。畑の中には白菜と

かいろんなものが冬の間は置いてあるわけですけれど

も、それなんかが本当に雪まみれになってしまったら、

なかなか大変だということで、畑の雪がかぶってしまう

方向だけ、この茅囲いというのをする場合もあります。

　そして、これは今度は樹木とか、そういったものにもこ

ういうふうな茅囲い、茅だけで覆うということをやります。

　これもそうですね。これはツバキです。ツバキが積雪

なんかで傷まないように、枝が折れないようにというこ

とで、茅を全面に立てかけるような形で守るということも

やっています。

　そして、これは今度は草花です。地面に生えている草

花が駄目になってしまわないように、葉っぱが駄目に

なってしまわないようにということで、茅を少し切ったも

のを敷き詰めて、マルチのような感じにもなりますけれ

ども、保温しながら冬の厳寒をしのいでいくということも

されています。

　今写ってきた写真というのは、全部残っているのは、

旧川上地区だけなんですよ。だから、茅が今入手しや

すいところはこういう文化が残っているんですが、茅山

があまりなくなってきた、茅場が少なくなってきた八束地

区にはなかなかこの茅の文化というのが今残りにくく

なっているという現状があります。

　そして、これなんかも、実はこの屋敷のすぐ上の辺りに

は茅を立てているところもあります。これはまた川上地区

ですけれども、これは現在もやっています。家の軒先とい

○司会　前原館長、ありがとうございました。草原が生

産の場だけじゃなくて、心のよりどころというところ、とて

もいい言葉だなというふうに思いました。

　本来であればちょっと一、二問、質問を受け付けたい

んですけれども、前原館長、ちょっと時間も押しています

ので、最後のほうに回して、次の演者のほうに移りたい

と思います。

②自然再生と地域づくり

　－自然を再生するとなにかいいことあるの？－

○司会　続きまして、鳥取大学の日置教授に自然再生

と地域づくりということでお話を伺いたいと思います。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　ご紹介いただきま

した鳥取大学の日置です。今日はよろしくお願いします。

　私、前原先生のお話が面白くて聞き入ってしまいまし

たけれども、ちょっとここ風通しがいいので、茅囲いが欲

しいなというふうに思いました。本当にここ、冬は茅囲い

したらいいかもしれませんね。

　私からは、「自然再生と地域づくり」という題で少しお

話しします。

　自然を再生するということは、最近全国のあちこちで

行われているんですけれども、それによって何かいい事

があるんですかということを、ちょっと考えてみたいと思

います。

　私からは４つほど、それぞれ短いですが、お話しし

ます。

　まず、1つ目に「自然再生とは」。次に、「この地域の近

隣の地域での自然再生の事例」のお話をします。３番目

は、「この蒜山でもし自然を再生するとすればどういうの

が大事なのかな」という点。そして最後には、「自然再生

の進め方」という話をしたいと思います。

　皆さん、自然再生という言葉は聞いたことはきっとあ

ると思うんですけれども、改めて定義みたいなものを話

すと、「過去に失われた自然環境を取り戻すこと」という

ことになっていますね。つまり人間の活動でたくさん自然

がなくなっているので、今残っている自然だけでは足り

ませんということで、それを積極的に再生させるのが自

然再生です。その直接的な目的というのは生物多様性

の保全、これちょっと難しいんですけれども、絶滅に瀕し

ている生物とかを救ったりしていくと言ったら分かりや

すいかもしれませんが、そういうことだとされているんで

すが、実は自然再生というのは、単にそういう生き物、生

物の話にとどまらないわけですね。自然を再生すると、

その再生した自然、難しく言うと生態系なんですけれど

も、生態系からいろんな恵みを受けられます。その恵み

を生態系サービスというふうに言ったりするんですが、

それが確保できたり、享受、受け取ったりできますという

ことで、その中には基盤、調整、供給、文化といろいろな

カテゴリーに分けられているんですが、そういう難しい

話は今日はちょっと省略したいと思います。

　１つだけご紹介すると、文化サービスという点ですと、

さっきね、前原先生の最後の話にあった様々な草原の

恵みがまさに文化サービスです。それからもう一つは、持

続可能な地域づくり。最近はＳＤＧｓという言葉で紹介さ

れることが多いですけれども、その持続可能な地域づく

りに結びつくということですね。自然を再生して大事に

することで、地域が活性化すると。かつてはどんどん開発

して、自然がなくてもいろいろ工場ができたり、雇用が生

まれれば地域が繁栄するというふうに信じられていた時

代もありますが、今はそうではなくて、地域にもともとある

もの、特に自然を大事にすることがかえって持続的に地

域を発展させるんだというふうに考え直されるように

なってきていると思います。

　自然再生のための法律があります。「自然再生推進

法」というんですけれども、これで自然再生協議会という

のを設置することができるんですが、現在26か所、全国

で進行中ということになります。この近くですと、例えば兵

庫県の上山高原とか島根県の中海とか、広島県の八幡

湿原なんかがあります。

　こういうのもののほかに、この法定協議会を設置して

いない小さな自然再生というのもいっぱいあるんです

ね。法定協議会があるのはかなりでかい事業なんです

けれども、そうではない、もっと地域の小さなグループで

やっているような自然再生というのがいっぱいありまし

て、環境省は2015年、ちょっと古いですけれども、小さな

自然再生活動事例集というのを紹介しています。これは

ホームページにも載っていますけれども、これを見ると、

あちこちで取り組まれているのが分かります。

　岡山県ですと、龍泉寺というお寺があるんですけれど

も、その中の小さな湿原の再生なんかがこの近くの事例

としてあります。私、おととい見に行ってきたんですけれ

ども、そういったところがあります。

　今日、私はですね、この近くの事例を４か所ほどご紹

介したいと思います。全部、大学で取り組んでいるもので

す。人がやっているのを聞いてきた話じゃなくて、自分で

やっている話をしたいと思います。

　まず、蒜山高原の地図でいったら右側ですね、東のほ

うに津黒高原というところがありますが、小さい観光地

なんですけれども、そこで湿原を再生している事例です。

ここは最初にエコツアーをやりたいという団体の方が

来られまして、今日も関係の方来られているんですけれ

ども、何か湿原を再生して、そこを環境学習とかに使えま

ようにということで、シャトルバスを運行しているんです

が、シャトルバスの起点は道の駅です。道の駅にこういう

のがあって、ホタルの時期だけ道の駅をやたら夜遅くま

で開けているんですね。そこでアイスクリームを売ったり、

それから、環境保全協力金を500円ぐらいもらったりし

て、頑張っています。それによる収入がないと、やっぱり

ホタルの保全も長続きしませんので、何でもかんでもボ

ランティアでただでいいというんじゃなくて、ちゃんとお

金が回る仕組みというのを考え始めようとしています。

　ここは林業をしているところなんですよ。普通に平凡、

平凡というか、これ人工林なんですけれども、そこにホタ

ルがいっぱいいるんですね。これはかなり手入れがい

い状態に見えると思いますが、実際そうで、間伐をしてい

ます。間伐をすると光が当たって林床植生が豊かになる。

林床に草が生えるとヒメボタルが生息しやすくなります。

つまりここでは林業でちゃんと手入れをするということ

とホタルを守るということが同じ方向を向いているんで

すね。

　さっきのオオタカの森もそうですけれども、林業と生き

物というのをいかに両立させるかというところが大事か

なと思います。

　最後のほうになりますけれども、蒜山で再生すべき自

然環境とは何かということですけれども、さっきから出て

いる二次草原ですね。難しく言うと二次草原、半自然草

原とも言いますが、人手によって維持されてきた草原で

すね。これについては、もうさっき前原先生からいっぱ

い話がありましたので、繰り返しません。課題としては、

山焼き、草刈りの人手確保とかノウハウの伝承、発展、そ

れから利用ということで、草原産物の伝統的、さらに現

代的な利用だと思います。

　私、面白いなと思うんですけれども、こういうふうにみ

んな人が作業しているところ、必ずですね、17世紀のブ

リューゲルの絵みたいになるんですよね。何か本当に昔

のオランダと日本と変わらんなというふうにいつも思う

んですけれどもね。人が作業するって、多分そういうこと

なんですよね。

　次は半自然湿原です。普通、湿原って自然にできてい

るというふうに思うんですが、この西日本の草原は必ず

しも人手が入っていないわけじゃなくて、様々な人手が

入ったんだけれども、自然と人為で絶妙にバランスを

保って湿原になっているところが多いです。最近、蒜山

高原の湿原に赴きまして色 と々調べたりしているんです

けれども、たくさん湿原がありまして、でも放っておいたら

駄目になるんじゃないかなということも分かってきて、今

後どういうふうにしていくのかということが課題だと思い

ます。課題は保全、再生の枠組みづくりとかノウハウの確

立で、利用としてはやっぱりエコツーリズムなのかなと

いうふうに思います。

　あともう一つは二次林ですね。これは伝統的にはた

たら製鉄とか、燃料、肥料の採取の場として維持されて

きたんだと思います。課題は萌芽更新できるのかなと、あ

まりにも大きくなっているのですね。それからナラ枯れが

進行しています。利用としては、やはりバイオマス利用と

か、あとは新炭材、これもバイオマスですけれども、あと

キノコのほだ木みたいな、様々な利用を図っていく必要

があると思います。

　最後のほうね、字ばっかりなんですけれども、自然再

生の必須事項と手順と書いてありますが、簡単に説明す

ると、まず台帳を作りましょう、どこにどんな自然があるか。

２番目に目標を決めましょう。目標を決めるときにどんな

効果があるかを共有しましょう。みんな何か、同床異夢

で違うことを考えていることもあるんですけれども、様々

ないいこともあると思うので、そういう効果を共有してお

きましょうと。

　３番目は土地を確認する。必ず誰かの土地なので、所

有者、それから土地利用の履歴ですね。さっきの前原先

生のお話もすごい参考になりますけれども、それから法

規制がどうなっているかですね。土地所有者の意向とい

うのも大事です。

　４番目が活動できる人材の確保です。地元はもちろん

ですけれども、外部から呼ぶ招聘とか、行事をやるとか、

あるいは企業の社会貢献活動を招くとかいろいろあると

思います。

　５番目がお金です。資金集めなきゃ。市の予算、市単と

いうのは市の単独予算のことですけれども、これ行政用

語ですね。それから、交付金、国や県。それからクラウド

ファンディングもあるだろうし、企業の社会貢献活動もあ

るでしょう。こういうのを一つどれかに絞る必要はなくて、

いろいろ組み合わせてもいいと思います。

　６番目が経済が回る仕組みづくりですね。生産物の利

用や観光ということになると思います。ほかにもあるかも

しれませんけれども、取りあえずそんなところかな。

　７番目が土地利用と人の交流を巡る地元との関係づ

くりですね。地元の人がどう思っているのかなということ

がとても大事ですので、よい関係を構築しながら進める

ことが大事だと思います。

　これが最後かな。自然再生と地域経済の関係ですけ

れども、自然を守る、あるいは再生すると、地域の経済も

活性化する仕組みというのが大事ですよね。４つほどあ

るんですけれども、１番目の地域内経済循環は、さっき

津黒の事例で紹介した薪ボイラーみたいな利用で、よ

そから油買ってきたものが、地元の物に置き換わるとい

せんかという相談があったので、じゃやりましょうという

ことで始めました。最初はほとんど何もない、お金もない

し、土地は誰のだか分からないし、データもないし、何も

ないんですが、やろうよということで調査を始めてやっ

たら、土地は真庭市の土地でした。なので、真庭市の了

解をいただいて、自然再生が小さく芽生えてだんだん大

きく成長していったというところです。

　この自然再生は2012年に開始したので、ほぼ10年

ぐらいたっています。これが自然再生の計画図なんです

が、どういうふうになってきたかというと、まずこれお金

全くないんですけれども、お金は最初にセブンイレブン

に申請したら100万円頂けました。その後は、岡山県の

森づくり基金と真庭市の予算で少しずつ進めています。

　労力ないのはどうするんだということなんですけれど

も、協議会の構成メンバーですね。大学生も入っている

んですけれども、それが毎年作業をしたり、それから後で

紹介する自然再生士研修会なるものを立ち上げまして、

それで労力を賄っています。

　湿原の問題は、大体幾つかあるんですけれども、日当

たりが悪くなるというのがとても多い問題です。特にです

ね、この近くの小さな湿原、大体もう小さいので、周りの

樹林が大きくなると、日当たり悪くなっちゃうんですね。

木を切る必要があるんですが、その木を切るのは大変

です。ここの場合には、近くの津黒高原荘という観光施

設、宿泊施設にたまたま薪ボイラーが導入されたんです。

これは真庭市の方針で、森林バイオマスエネルギーの

利用を進めるということで導入されたと聞いています。そ

れで、その薪ボイラーができたので、真庭市が木を切っ

てくれたんですね。それで一気に湿原が明るくなりました。

だから、薪ボイラーというのがなかったら、つまり森林、

バイオマス利用という発想がなかったら、湿原は再生で

きなかったと思います。

　もう一つは、交流人口を使うということです。都市部か

ら自然再生士を呼んできて研修を行うということをやっ

ています。これはそういう民間資格があるんですけれども、

何か自然を再生したいと思って資格を取った人だけれ

ども、実際にやる場があまりありませんという人をですね、

宿泊していただいて、参加料も少し頂いて、作業もしても

らうということです。これは体験型の観光なんですけれど

も、それによって一気に仕事が進みました。地域側にとっ

ては、観光客や宿泊客が増えますし、我々にとっては作

業が進むし、参加者たちにとっては自身のスキルを活か

した活動の場ができたと思います。

　この津黒湿原の生態系の再生というのは進んでいま

して、ちょっとミニ尾瀬みたいな感じで小さい湿原が再

生できていますけれども、その後は、環境学習施設として

木道を整備したり、展望台を造ったり、パンフレットを刊

行したり、いろいろやっています。今後はこれをどういう

ふうに活用していくかということが課題だと思います。

　２番目の事例は、鳥取県の大山オオタカの森です。こ

こはもともとゴルフ場、リゾート開発が持ち上がったとこ

ろで、開発寸前までいったんですが、バブル崩壊と、それ

からオオタカという希少猛禽類、今写真にあるやつです

けれども、こういう猛禽類の生息が見つかったので、い

ろいろあったあげくにリゾート開発は中止、その土地は

鳥取県に売却されました。その土地を活用して県立のオ

オタカの森をつくりました。猛禽類保護のために100ヘ

クタールの土地を県が買って保護しているところは、日

本で１か所だけだと思います。

　全部マツ林なんですが、これをどのように管理して

いったらいいのかということで、鳥取県から相談を受け

ました。

　ここは、鳥取県のほかに日本野鳥の会鳥取県支部と、

それから大学、この三者の連携でずっと進めています。

2003年からやっているので、もう20年近くやっているん

ですが、松を管理していこうということですね。松林を

放っておくと、だんだんオオタカが住みにくくなります。難

しいことはちょっと省略せざるを得ませんけれども、基本

的には松の密度が高過ぎて、オオタカが中を飛んで餌

になる鳥を取りにくくなるとかですね、松の一番上の層

に次の層が接近して、飛ぶ空間が少なくなるとかいう問

題がありますので、松を間伐したり、ほかの木を除伐す

ることで、５年ぐらい森林を改良していきました。結果的

にすいぶんとよくなったんですが、さらに100年先まで

考えて、実際にはこれ70年なんですけれども、輪伐して

いこうと。輪伐というのは、松を大体ざっくり切っちゃうん

ですけれども、それを計画的に配置して、いつでもオオタ

カが営巣できるけれども、松が更新していくと、そういう

複雑な陣取りゲームみたいな、計算するんですけれども、

それを考えました。これ実際に実行されています。

　どんなふうになるかって、こんな感じで、まずはざっくり

切るんですね。そうすると、天然下種更新と言って、松の

種がいっぱい飛んできて、もう物すごい数飛んできて、自

然に松が再生していきます。ですから、１本も松を植えま

せん。やっているのは、下刈りと言って、生えてきた草を５

年ぐらい刈るだけです。３年目ぐらいになると、こういう

ススキ草原みたいになるんです。ススキ草原の中に松

が点 と々あるような状態になりますが、やがて松のほう

が大きくなって、ススキは消えていきます。

　この松がね、すばらしい松。これダイセンマツと言うん

ですけれども、昔からブランド材で、特に日本家屋のは

り材に使われています。マツヂカラという言葉があるそ

うですけれども、はりには松が最適。ところが、この松が

だんだん衰退していたのを、このオオタカを守ることに

よって松を切る。松を切ることによって、それがお金にな

る。そのお金をオオタカの森の維持費に充てるという自

立経営可能な自然保護区を目指しています。

　３番目は、隣の江府町。これドローンで撮った写真な

んですけれども、湿原がど真ん中にあって草原がある、

鏡ヶ成というところです。蒜山と並んで人気のある観光

地です。ここよりも標高が500メートルぐらい高いところ

で、より寒いところです。国立公園の集団施設地区という

のになっていまして、宿泊施設、スキー場、キャンプ場な

どが一緒にあります。近くにある象山という山に登って写

真を撮ると、こんなふうになっているんですけれども、こ

の広 と々した草原がなぜ維持されているかというと、古く

はもちろん放牧です。明治期より軍馬の放牧地があった

そうで、もっと古くから草原だったと思いますけれども、

昭和中期ぐらいまでは広く草原でした。

　ですが、戦後、燃料革命以降だと思いますが、特にこ

の草原は放棄されるわけですけれども、ここに限っては、

宿泊施設があって、休暇村なので、スキー場として維持

してきたんですね。維持の仕方は、火入れじゃなくて、も

うひたすら草刈り。休暇村の職員が直営で、もうこれ全

部草刈っているんですよ、もう信じられないぐらいなん

です。ただし、ど真ん中の湿原だけは刈らないんですね。

なので、湿原だけちょっと木が生えたりしていると思いま

すが、こういうところです。ですが、さすがにそれは無理

だろうということで、数年前から火入れを再開しています。

　この黒で囲ったところが火入れと草刈り、山焼きと草

刈りをミックスさせているところで、ほかのところはまだ

依然として草刈りのみですが、だんだん山焼きを増やし

ています。真ん中の湿原は、放っておいたらだんだん木

が生えてきたりして、湿原じゃなくなってきたので、これも

何とかしなきゃということになっています。

　やっていることなんですけれども、数年前から湿原の

再生ということで、これは生えてきちゃった木を切ったり、

それから堰を作って地下水を上げるという、よく湿原再

生では行う仕事なんですけれども、こういうことを環境省

と、それから休暇村、地元の江府町、大学、自然公園財

団、それからここの場合には、サントリーが水源地にし

ていますので、サントリーも参画して進んでいます。そう

いういろんな関係者が連携してやっています。

　こういういろいろ新聞記事になったりしているんです

けれども、ハイイヌツゲという湿原の中に入りやすい木

を切ることによって、大分明るくなりました。

　これは堰を作ったんですけれども、思い切って切り貼

りして、湿原を増やしています。こうしないと、あまりにも

湿原の面積が狭いので、お客さんが来ても、どこが湿原

ですかということになりかねないので、かなり思い切っ

たことをやっています。これは環境省の予算でやっても

らいました。

　最初に、先に湿原の再生をしていたんですけれども、

周りの草原の維持がまた問題だということになって、草

原管理の効率化とか、それから質の向上ですね。どうし

ても草刈りしていると、草刈りだけだと、草原の中に低木

が生えてきます。ここだと多いのがサワフタギという木と

かが多いんですけれども、いつの間にかそういうのが混

じっているんですよ。そうなので、火入れをしてみた。火

入れは最初、おっかなびっくりだったんですけれども、

やっているうちにだんだんノウハウがみんな分かってき

まして、面積も増えています。やっぱり山焼きをすると、草

原の質がよくなります。木が減りススキだけになったり、

それから、山焼きと草刈りを組み合わせたところでは野

草が明らかに増えて色とりどりの花がみられるというこ

とで、とても観光上もいい草原になってきていると思い

ます。

　最後は、日南町という鳥取県で一番南西部にある町

のホタルによるエコツーリズムですね。ここのホタルは、

特徴がヒメボタルとゲンジボタル両方見れますよという

ことで、これヒメボタルと言うんですけれども、完全に陸

生のホタルです。１年中１回も水の中で生活しない。ゲ

ンジボタルはみなさんよく知っているように、幼虫が水

生ですけれども、ヒメボタルは山の中にいます。ここでは

２つ、両方同時に見れるというのが最大の売りです。

　ここは2005年から調査を開始しまして、何といっても

地元が熱心です。地元のまちづくりの会がですね、もう何

が何でもホタルを守ってまちおこしをしたいというすご

い強い熱意を持っていまして、ここに書いてあるように、

日南町では地域振興とホタル保全というのを両立させ

て、エコツーリズムに結びつけて、そしてお客さんを増や

そうというかなり明確な戦略があります。現在、エコツー

リズム推進法の認定を受けようとして、今年３年目で鋭

意検討中というところになります。ですが、ここまで来る

のに15年ぐらいかかっています。

　これが地元で取り組んでいることなんですけれども、

ホタル、当然、光害に弱いので、車が来ないように、最初

お願いしていたんですけれども、最近は道路交通法を適

用して、一時的に通行止めにしたり、様々な観察のため

のルール、これを取り決めています。それもあまり押しつ

けがましくないようにいろいろ工夫して楽しくやるように

されていますね。

　それから、結構商魂もたくましくて、ホタル関連の様々

な製品が開発されて売られているんです。車が行かない

てお伺いできればと思うんですけれども、お願いできま

すか。

○茅葺き職人（沖元太一）　じゃ僕から、よくどうして茅

葺き職人になったんですかって行く先々で聞かれるんで

すけれども、実は最初、特に茅葺き職人になりたいと

思ってなったわけではなくて、たまたま学生時代のとき

に茅葺きの会社の社長さんと出会って、何か面白いこと

やっているなと思って、来たかったら来ればと言われた

ので行ったのがきっかけだったんですけれども、それで

ただそこで、ここはススキですけれども、ヨシの刈り取り

をやっているところでして、ヨシの刈り取りと茅葺きの仕

事をやっているところで、やっぱりヨシわらも、ヨシを刈

らないと、そこに生きる生き物も生きていけないし、刈り

取ることで鳥もやってくるし、今度それがまた土に返って

いくという、何かそういう循環する素材だというのがすご

く面白いなと思っていて、その頃、ヨーロッパで新築の茅

葺きも建てられている写真を見せてもらって、それがすご

く格好いいなと思って、それが今に至っております。

○茅葺き職人（相良育弥）　僕もですね、よく茅葺きを始

めたきっかけを聞かれるんですけれども、一言で言うと、

たまたまでして、何だろう、もともとお百姓さんになりた

くて、何か米作ったりしていたんですけれども、あるとき

ちょっとお米を作って、米は食えるけれども、飯食えな

いみたいな、お金がないような20代前半を過ごしてい

たんですけれども、１、２、３月と農閑期にちょっと現金

収入を得るために茅葺きのアルバイトに行く機会があ

りまして、そこで親方に出会って、阪神・淡路大震災を

経験したというのがあるので、何か自分の食べる物は

自分で作って、身の回りのことは自分でできるようにな

りたいなという意味で、100の技を持った者という意

味で百姓になりたかったんですけれども、そういう思い

で茅葺きのアルバイトに行ったときに、茅葺きの親方に、

百姓になりたいんですけれども、まだ３つぐらいしか技

がないんで三姓ですみたいな言い方をしたときに、

じゃ茅葺きやったらいいじゃないかと言われて、茅葺

きの仕事の中に100のうちの10ぐらいの技があるの

で、よかったらやってみないかと言われたのがきっか

けで茅葺きの道に入りました。

○司会　ありがとうございます。

　２人とも最初からなりたいというわけではなくて、やっ

てみたら、その中で面白さに気づいたというところだと

思うんですけれども、具体的にやってみて面白い、今もお

仕事でやっていると思うんですけれども、面白い点とか、

ここが魅力だというところがあったらちょっと教えていた

だきたいんですけれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね。結構、僕が思う

には、茅葺きの技術って単純と言えば単純だと思うんで

すけれども、ただ、例えば素材であったりとか、そこにあ

る屋根であったりとか、前の職人さんがやった仕事で

あったりとか、それによってすごく同じものがないぐらい、

常に考えて、いかに水をきれいに流して長くもつ屋根を

作っていくかというところがすごく大事だと思っています

けれども、それを考えて、その場その場でどうやったらい

いんだろうってやっていくのが面白いのと、何ていうんで

すかね、あとはある意味、腐れていくのが面白いという

か、もちろん長もちはさせないといけないんですけれども、

腐れることで完全になくなっていくというか、土に返って

いくので、その辺もすごく面白いんですよね。

　今、古い屋根を修理しているんですけれども、屋根の

上でも土になっていて、そこからもうごろごろカブトムシ

の幼虫とかが出てくるし、だからもう、その場で土になっ

ているということも、普通、何か今ある、身の回りにあるも

ので置きっ放しにしていたら土になるっていうのはまず

ないよなと思いながら仕事をしています。

○茅葺き職人（相良育弥）　面白さって色々あるんです

けれども、技術的にもやっぱり、茅といっても自然のもの

なので、同じような茅はないので、それを一つ一つ見て

考えながら屋根に収めていくというのと、あと、人間の都

合で仕事しているんですけれども、そこに人間以外のも

のが物すごくたくさん関わっていて、まさに先ほどお話が

あったように茅場のいろんな動植物とかも関わってきま

すし、もしかしたら茅葺きの家に代々住んできたご先祖

様ももしかしたら喜んでいるかもしれないなとか。何か

人間の存在を超えた中で仕事しているような感覚に陥

るときがたまにあって、何かそういうところにつながれた

瞬間は、ものすごく幸せですし、何か面白いなと思うよう

なことはあります。

○司会　ありがとうございます。何となく自然とつながる

みたいなところが、さっき沖元さんは土になるというよ

うな話があったり、自然とつながるというところなのか

なというふうに思ったんですけれども、なかなか茅葺き

だけやっていると、瞬間瞬間にはあるのかもしれませ

んが、その裏側というか、例えば蒜山なんかちょっと草

原みたいなところがあるんですけれども、実際、茅葺き

職人さんがそういった草原に行かれたりとかっていう

のはあるんですかね。もしあれば、例えば蒜山の草原

に来て感じた感想とか、ちょっと蒜山の草原の魅力的

なところが、もし何か感じるところがあれば教えていた

だきたいんですけれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　あまり植物のこと詳しくない

んですけれども、ただ、僕は茅葺き屋根を残していくとい

うか、そういうものをやっていくとなると、やっぱり今、茅

で動ける環境をつくるのが僕の仕事だったので、ふだん

親方して、現場を仕切ってやっているんですけれども、２

番目っていいなというのをここですごい、あとちょっと向

いているなというのを思いながらやっていたんですけれ

ども。でも、本当にこんなに大きな規模で新しい落とし込

みの茅葺きというか、デザインの茅葺きをやることはな

かなかなくてですね、やっぱり沖元さん言ったように、後

半、追い込まれていろんなところに声をかけまくって、集

まってくれた若い十何人かのメンバーでやれたというの

が一つとても大きなことだったと思うし、これから恐らく

こういう類いの茅葺きの仕事が増えてくると思うので、今

回来てもらったような若い連中が今度は親方をはって、

何か新しい茅葺きの取組をしてくれればいいなという意

味で、何かすごくターニングポイントというか、意味のあ

る仕事だったなというふうに思います。

○司会　ありがとうございます。

　オープニングセレモニーのときにも時代の変換点に

なる建物じゃないかというお話を相良さんがしていたの

がすごく印象に残っているんですけれども、具体的にこ

れまでの茅葺きと、もしあるとすれば、これからの茅葺き

みたいなところで、何が違うのか。例えば国内と国外を

比べてかもしれませんけれども、どういった茅葺きが今

後広まっていく、広まればいいなというふうな思いがあ

ればちょっとお聞かせいただきたいんですけれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね、何ていうんで

すかね。僕はこういった新しいものがどんどん増えて

いってほしいという思いがあるんですけれども、それは

古いものというか、今までの伝統的なものを否定するん

ではなくて、やっぱり新しいものがあるからこそ古いほう

にも目が向けられるし、古いものがあるからこそ新しい

ものにも目が向けられると思っているんですけれども、何

かそこを相乗的に茅葺きが残るじゃないですけれども、

どんどん次に次につながっていけばいいなと思ってい

るんですね。そのためには、もちろん屋根もなんですけ

れども、こういう天井であったりとか、こういう壁であっ

たりとか、もっと若い人が、若い人というか、いろんな人

がこれ格好いいねとか、何か昔ながらのではなくて、原

風景的でいいねという、そういう価値観のほかに、こう

いう格好いいねとか、何かきれいだねとか、何かそうい

う別の価値観のものをまた新たに創造していって、こう

いうものと今までのものがある時代というか、何かそう

いったものを目指していけたらいいなって思っています。

そうすることで、ただ単に茅葺きだけではなくて、そのた

めには、そのためにというわけではないですけれども、

そういうことがあると、草原も維持されていくし、技術も

残っていくし、しかも環境云 と々言われている時代の中で、

自然素材ですし、土には返っていくし、何かいろんな意

味で、いろんな意味というか、いろんな価値が残っていく

ような、何かそういうものをつくっていけたらいいなと思

いながらやっていました。

○茅葺き職人（相良育弥）　何か僕も同じような思いな

んですけれども、何か10年ぐらい前から新しい何か茅

葺きでできないかと思っていろいろやってきたんですけ

れども、最近、今まさにこうやって目の前に現実として現

れたり、社会実装されてくることが当たり前になってきた

ので、何か逆に茅葺きの持っている当たり前のものを当

たり前に大切にするというのがすごく大事で、例えばここ

も蒜山の茅を使っているから僕は応援に来ましたけれ

ども、何かこれを使いやすいから外国の茅でやるからと

いったら、僕は来なかったんです。何かそういう何だろ

うな、形だけ茅葺きが残ればいいとは一切思っていなく

て、やっぱり草原にしっかり関わったりとかですね、それ

で最後はこれちゃんと土に返すと。地元の人が手伝って

くれるとか、何か茅葺きの持っていた伝統的ないいとこ

ろをしっかりと引き継いで、伝統の延長線上にある現代

のものというか、何かアップデートしたようなものを僕も

沖元さんもつくっていきたいなと思うので、恐らくこれか

ら日本中にいろんな茅葺きの見たことないようなものが

ちらほら出ると思うんですけれども、そういうのに皆さん

出会ったときに、そこのバックグラウンドまでちゃんと見

て、これは茅葺きなのか、茅葺きっぽいものなのかみた

いなところを見極めていくことが大事かなと思うので。

我々はそういう意味では、うそをついていないというか、

ご先祖様が見ても怒られないようなものをつくっていき

たいなというふうには思います。

○司会　まさに冒頭の前原館長のお話、歴史の下にこ

れからの利用をどう考えていくかというところにつながる

のかなというふうに思いました。とてもいい話だと思いま

す。ありがとうございます。

　ちょっと最後の質問になるんですけれども、今回これ

をオンラインで配信もしていますし、今後アーカイブもし

ていこうというふうに思っています。そこでちょっとお聞き

したいんですけれども、あのサイクリングセンター、来ら

れる方も、今もすごい多いんですけれども、見どころとい

うか、こういったところを見てほしいとか、ポイントにつ

いてちょっと職人さんに聞きたいんですけれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　遠くから見てきれいだなっ

て見てもらいたいですけれども、あとは、何ていうんです

かね、施工しているときに一番僕がいいなと思ったのは、

やっぱり天井の中心があるんですけれども、そこを見上

げると、茅の向きによって外にすごい広がっていくように

見えるんですね。あまり触らないでほしいんですけれど

葺きがある意味というのが、ただ単体として茅葺き屋根

を残していきましょうではなくて、その先のつながり、何か

こうもっと複合的な見方として、例えば草原を守っていく

とか維持していくとか、何かそういうつながりがあること

で茅葺きがある意味というのがあるんじゃないのかなと

思っていて、そうすると、草原に行くと、こんなふうに生え

ているのかなとか、またそこに植物があったりとか。ここ

では植物を守るために何かきちんと手入れされていたり

と茅っぱりそれを人が関わって維持していくことで残っ

ていくというか、そういう自然というかですね、植物で

あったりとか、動物であったりとか、何かそういうものが

あるんだなというのをすごく何か行くことで実感できるな

というのがありますね。

○茅葺き職人（相良育弥）　僕も、何でしょう、茅場とい

うのは必ず茅葺き職人と関わる場所で、大工さんにとっ

て山みたいなもんなんですけれども、意外と茅場に関

わっている茅葺き職人って少ないというか、屋根ふきだ

けしている人が多いんですけれども、何か単純に植物

が昔から好きだというのがあるので、何か屋根をふくと

きに茅の束をほどいて並べていくんですけれども、ほど

いたときに、何かリンドウとか、キキョウはなかなかない

んですけれども、オミナエシとかツリガネニンジンと茅

マラッキョウとか、いろんな草原に咲いている植物が混

ざっていると、本当はススキ以外に入っているとあまり

よくないんですけれども、何かにたにたと眺めて集めて

しまうというか、というような喜びがあったりするので。

今日来ている２人は茅刈りとかも含めて草原には思い

切り関わっているんですけれども、何か全国の茅葺き職

人ももっと草原に関わって、自分たちが使っている材料

がどういうふうに育って、そこはどういう場所で、どんな

人たちが思いを持って管理しているかというのを知っ

てほしいなと思います。

○司会　そうですね。蒜山だと、今日のシンポジウム以

外にも茅刈りのイベントをやったりとか、そういったつな

がりが見えるというところが一つ面白いところなのかな

というふうに思います。まさにこちらのサイクリングセン

ターもそういったつながりが見える一つなのかなという

ふうに思うんですけれども、そこのサイクリングセンター

の茅葺きをやってみて、ちょっとほかの茅葺きとの違いと

か、苦労した話とか、多分積もる話があると思うんですけ

れども、このサイクリングセンターの茅葺きについてお

話をいただけないでしょうか、沖元さん。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね。今までやった

ことのないようなことをやったので、どういうふうにやっ

たらいいのかなというのが一番悩みでもあり、何かすご

く楽しみでもあったんですけれども。今回、蒜山にある建

物を蒜山の茅を使って、しかも、ススキってすごく２メート

ル以上あって長いんですけれども、今回のこの建物の場

合は屋根というか、天井が厚みがあまりないので、切っ

て使っているんですけれども、その切って束ねる作業を

地元の方に手伝っていただいて、地元の方、11人の方

に手伝ってもらって、僕らが来てふいたんですけれども。

なかなかそういう地元の素材を使って、地元の人にもた

くさんの人に関わってもらって、そういった建物を造ると

いうのがなかなか今ないことだなと思って、それがすごく、

もちろん隈研吾さんという有名な方が設計されて、それ

に茅葺きが取り入れられたというのはすごくうれしいこ

となんですけれども、それ以上にたくさんの地元の方で

あり、地元の素材が使われてできたということがすごく意

義のあることだったんじゃないかなというふうに思って

います。

○茅葺き職人（相良育弥）　沖元さん、もっと苦労した

話をしたほうがいいんじゃないですか。

○茅葺き職人（沖元太一）　苦労は、本当に、ふだんは

上から屋根なんで、立ってこう作業をするんですけれど

も、見てのとおり逆さまなんで、本当にこう見上げた状態

でずっとやっていたんですよね。例えばネックピローを

買ってきて、何かこう楽になるかなとか、いろいろやって

みたんですけれども、あとは常にどうやって収めたらい

いのか、例えばガラスの際であったりとか、どうやったら

いいんだろうなって、もう常に考えていないといけないと

いうか、考えてもできるものではないんですけれども。何

かそこがすごく大変だったのと、ただ、大変の中で、さっ

き言った地元との関わりもありつつ、あと、最後の１週間、

本当に若手というか、僕ら世代から下の職人たちが全

国から十何人か来てくれて、最後、みんなでこう、何とか

完成しないといけないという、ちょっと工期がない中

やっていたんで、その一つの目標に向かってみんなが

助けてくれて、それで収まったという、何かいろいろ考え

て、ずっと黙 と々やっていた、その苦労がすごく報われた

というか、すごくありがたくて。なかなかふだん現場に

行っても、大体四、五人とかでやるんですけれども、職人

が十何人がいる現場って、どこを探してもないんですね。

だから、本当にそういった意味では、それも本当に一つ

貴重な経験というか、貴重な機会だったなというふうに

思っています。

○茅葺き職人（相良育弥）　もうほとんど沖元さんが話

してくれましたけれども、ここのサイクリングセンターは

沖元さんが仕事を受けて、くさかんむりが応援に行った

というような形なので、僕は２番目でやいやい言ってい

ればすごい楽だったので、沖元さんが感じたような苦労

は僕は感じてはいないんですけれども、沖元さんが全力

ろにも、この茅を、大いに蒜山のものを使っていっていた

だけたらいいんじゃないかな。そういうふうなことで、本

当に地元の人々が地元の材料で、そしてその地元の材

料で造られたお堂をみんなが大切なものとして使って

いこうというふうな、言葉としてはそれこそ本当ＳＤＧｓ的

なものがですね、見た目でも、あるいは心のよりどころと

しても残っていくんじゃないかなという、そういうふうな

活用の仕方ということも、今後は地域的な特性としては

大事にしていったらいいんじゃないかなというふうに今

は思っています。

○司会　ありがとうございます。

　伝統の中で残すというところの大切さかなというふう

に思うんですけれども、日置先生、自然再生と伝統技術

みたいなところのつながりというか、関係性というのは

具体的に何かあったりするんでしょうか。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　生態系を再生す

る技術そのものは、技術的に追及していけばできるんで

すけれども、一番僕らに欠けているのは、自然から出てく

るものをどう利用するかということです。今日もね、茅囲

いの話とか、私、不勉強であまりよく知らなくて、非常に新

鮮だったんですけれども、その自然再生に関わってくれ

る人たちも、それがどういうふうに利用されて、例えば茅

なら茅がどういうふうに利用されているとかあまり意識

していないし、分かっていない。私も分かっていない。そ

れが分かると、もっと深くできる。こういうふうな茅にする

んだったら、こういう焼き方したほうがいいのかなとか、

だんだんそういうふうになっていくと思うんですね。利用

を考えた上での自然再生というのができたらもっといい

んじゃないかなというふうに思っています。

　松林の場合にははり材ということで非常にいいのが

できる。あれもやっぱり間伐したりしていいのをつくろう

としているんですけれども、例えばですけれども、そういう

のがあると思います。

○司会　なるほど。つながりの中での見える化ですね。

そういったところなのかなというふうに思います。

　そういった意味では、まさに茅葺きなんかも、草原と人

をつなぐ一つのツールというような見え方もあるのかな

というふうに思うんですけれども、具体的に例えば茅を

通して、都市部の人と交流したりとか、何かそういったと

ころが現実的にできるのかどうか、実際にやられている

事例もあるのかどうか、茅葺き職人さんお二人にお伺い

したいと思うんですけれども、何かそういったつながり

のつくり方みたいなところについてご紹介いただければ

と思います。

○茅葺き職人（相良育弥）　何か事前に写真を送って

いたんで、それでしゃべってもいいですかね。何ていうん

ですかね、新しい需要をつくってみるというのも結構大

事だなと思っていて、既存の茅葺き民家は修復があるの

で、必ず葺き替えがあるので、そこには大量のススキと

かが必要になってくるんで、使われるんですけれども、と

はいえ、初めに話したように、茅葺きの家って減っている

ので、何か新しい需要、今の世の中の中で探っていくと、

こうやって壁面に茅を用いたりとかですね、これはイベ

ントのステージとか、こういうふうに仮設物で法的に建

てれる場合は、こういうふうにつくってみたり。これは竹

と稲わらを使っています。

　次、お願いします。

　これは何かこれぐらいの大きさの壁かけのアートワー

クなんですけれども、最近、何か芸術系、アート系、美術

系みたいな人たちが結構純粋に素材の面白さとして茅

を見てくれているので、そういう注文とか需要があって、

こういう壁かけの作品を作ったりとかですね、次、お願

いします。こういうオブジェなんですけれども、ちょっと日

常的な使い方じゃない使い方でこういう作品を作った

りとかですね。

　次、お願いします。

　これはこの間納品したんですけれども、お花の作家さ

んが花を飾るための背景が欲しいということで、ススキ

と稲わらで作った作品です。

　次、お願いします。

　こんな感じで、美容室の内装であったりとか、何か伝

統的になかったようなマーケットとか需要というのが現

代には結構あるなということが分かってきたので、何か

逆に出口を先につくってから茅を使っていくような流れ

というのも、何か一つありなんじゃないかなというふうに

思います。

　沖元さん、何かありますか。これがまさにそうでしょう

けれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね、僕も何か頼ま

れて、茅葺きのソファーを作ったりとか、何かそうですね、

茅葺きというか、そういうススキでできた、何でできてい

るんですかとか、そういうきっかけづくりですかね。そこ

から何かつながっていけば面白いなと思ってやってい

るんですけれども。

○司会　ありがとうございます。きっかけというところで、

草原だけじゃないと思うんですけれども、自然とどう関わ

るか、そのきっかけをどうつくるかというところが非常に

大事になってくるのかなと。そういった部分で、前原館長

の話も一番最初にあったんですけれども、なかなか草原

に入らなくなってきていると、自然に入らなくなってきて

いるということで、もう一度そのきっかけをつくろうと。そ

ういった一つのツールとして茅葺きがあったりとか、自

も、見上げて何かこういう空間もあるんだなというところ

を見てもらえたらいいなと思うのと、最初に言ったように、

あまりこうじっと見ていると、いろんなところにあらが見

えてくるので、ぼやっと見てもらったほうがいいのかなと

思います。

○茅葺き職人（相良育弥）　何かふだん、普通の茅葺き

屋根ってもっと高くて遠いところにあるんですけれども、

これは本当に、触っちゃいけないんですけれども、触れ

るぐらいの距離にあるので、何かこの距離感で茅葺き見

れるところってなかなかないので、そういう身近に茅を

感じてもらえたらいいなと思います。

○司会　ありがとうございます。私も次、そういった目で

見たいなというふうに思います。

　もしよければ、このシンポジウムが終わったとき、

ちょっとご案内いただくことは可能ですよね。ありがとう

ございます。では、終わった後に、職人さんがちょっとサ

イクリングセンターのほうも案内していただけるそうな

ので、お時間のある方はご同行いただければと思います。

　では、沖元さん、相良さん、ありがとうございました。

○茅葺き職人（相良育弥）　ありがとうございます。

○茅葺き職人（沖元太一）　ありがとうございました。

○司会　これからトークセッションのほうに移りたい

と思います。少々お待ちください。

３．トークセッション

　－これからの人と自然との関係について－

○司会　準備ができましたので、これからトークセッ

ションに移りたいと思うんですけれども、その前に、前原

館長、日置先生、それから茅葺き職人さんにお話を伺い

まして、質問の時間を取れませんでしたので、何かこれま

での発表の中でご質問等ある方おられましたら、先に受

けたいと思うんですけれども、会場のほう、いかがでしょ

うか。大丈夫ですかね。

　では、大丈夫そうなので、トークセッションのほうに移

らせていただきたいと思います。

　では、先ほどお話の中で非常に印象的だった部分と

しましては、歴史を基にこれからの利活用を考えるとい

うところが前原館長の話にしても、それから日置先生の

話にしても、過去どういう利用だったかというところが大

事だというお話もあったかと思います。

　そういったところで、具体的にどういった蒜山の歴史

ですとか、職人さんの技術を残していけばいいかという

ところについて、なかなかアイデアがないのかなという

ふうに思います。そういったところについて、何か今思っ

ていることがあれば、こういった形で歴史が残っていく

のじゃないか、技術が残っていくんじゃないかというとこ

ろについて、皆さんにお話を伺いたいと思うんですけれ

ども、前原館長、最後のほうでもお話しいただいていたと

思うんですけれども、歴史の残し方といいますか、そう

いったところについてちょっとお話をお伺いしてもよろし

いでしょうか。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　草原は非常に農耕

と結びついていた歴史というものがやっぱり解体したと

いいますかね、衰退しましたんで、地域の共同体でそれ

を管理していくということがなかなかしにくくなってきた

ということもありますから、その草原を守りたいという目

的を持った人々が緩やかにつながっていくという形で管

理していったり、維持していくということが大事になって

きているんじゃないかなと思っているんです。

　今日、日置さんのお話にもありましたような生物多様

性を本当に維持していくために、とても尽力する、あるい

はお二人の話にあったような建物の屋根を造っていく

ための材として茅を大切にしていくとか。いろいろなそ

れぞれの目的を持った方が集まっていくということがあ

ります。

　一方、歴史的なことということになってくると、少し限定

されてくるかもしれませんけれども、やっぱり茅とか、ある

いは草原といったものを維持したり活用していくための

道具とか技術といったものが継承されていくということ

が必要かと思いますし、それから、新しい茅の利用の中

で、先ほども新しいものと古いものというのは、やっぱり

それぞれの価値がちゃんとあって、それをどちらかに偏

るんじゃなくて、そういったものをお互いを意識していく

というのかな、そういったことが大事で、そのためにはか

つての技術とか道具といったものをどういうふうに新し

く使っていくかとか、かつてはどうだったのかというよう

なことを改めて知っていくということが必要になってくる

かなと思います。

　それからもう一つ、茅に限定していくと、どういうふうに

利用していくかということになってくると、実はこの真庭と

か美作地域というのは、辻堂とか、村の堂が多いんです

よね。それはほとんど今もう瓦ぶきになったり、あるいは

トタンぶきになってきています。特にこの真庭市の中は、

ただ単にお堂があるというんじゃなくて、そのお堂を中

心として本当に人々の結束が強くて、盆踊りなんかがそ

こで行われていたりとかすることもあります。特にこの蒜

山地域なんかの盆踊りは、先ほどもちょっと言いました

けれども、かなり歴史的に古いものが残っていて、そのお

堂を改修しようというような話があるときに、ただ単に瓦

ぶきとかトタンぶきとかにするんじゃなくて、かつての茅

葺きのようなものに風景を戻していくというか、歴史的な

風景といったものに復元、修復していくというようなとこ

○茅葺き職人（相良育弥）　ワークショップもすごくたく

さんやっているんですけれども、年々、何だろう、参加者

が増えたり、あとお母さんと子供というセットになってき

たなというのがあって、やっぱり子供、まちに住んでいる

と、なかなか自然と接する機会がないんで、子供に何か

そういう自然に触れさせたり、文化的なことをさせてあげ

たいなという需要というか、思いがあるみたいで。そうい

うお母さん方がたくさん近年、何か参加してくれるように

なって、潜在的に、特にコロナから後はワークショップ

あまりできていないんですけれども、逆にコロナから後

のほうがそういうものに参加したいという声が強くなっ

たり、増えたりしているような感じは、最近の感触として

あります。

○茅葺き職人（沖元太一）　僕、最近あれですけれども、

学生さんたちと一緒に茅刈りとかしていると、仕事、自分

の職業は職業で、茅刈りとか自然とか何かそういう自分

が体を動かして楽しむことは楽しむことみたいな、何か

ちょっとこう割り切った考え方なのかなというか。だけれ

ども、全く興味がないわけではなくて、やっぱり関心が

あって、だけれども、だからといって、茅葺き職人になり

たいとかではないんですけれども。何かそういう関わり

方も結構最近多いのかなというか。その分、気軽にとい

うか、ちょっととにかくやってみたいといって関わってくる

人も多いのかなって思うのと、あとは、なかなかそういう、

ふだん身の回りのものって、何かそういう、例えば自然の

ものであったり、自分が何か体験したりとか、なかなか

ないのかなというか、それをあえてそれこそ休みの日と

かに、それを求めて郊外に行ったり、何かそういう体験

のワークショップに参加したりとか、何かそういう風潮と

いうか考えを持っている方が多いのかなというふうには

感じます。

○司会　なるほど。休みの日だけ、例えば蒜山に来たり

とか、何かその中で自然に触れあったりとか、そういう部

分ですかね。前原館長にちょっとお聞きしたいんですけ

れども、そういった地域をつくっていったり、盛り上げて

いくようなところがなかなか難しいという話もさっき会っ

たんですけれども、外の人がうまく入ってみたいな、連携

の仕方みたいなところは、これまで蒜山というのはあっ

たんでしょうか。もしあったとしたら、どういったものが

あって、それが参考になるんでしたら、どういったことが

今後考えられるとか、ちょっとそういった外の視点の入

り方みたいなところについて、教えていただけたらなと

いうふうに思うんですけれども。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　蒜山地域というの

は、やっぱり観光の地としてやってきたので、よその方が

訪れて自然と楽しむ、あるいはこういう施設を楽しんで、

思い出とかよいところを持ち帰るということの繰り返し

であったわけなんですよね。だから、そういう意味では、

やっぱりこの蒜山の地で何か行うことでいいますと、観

光といったものと結びつかないところはちょっと難しい

んじゃないかなと思っています。地元の人たちがそれに

関わっていくということが、先ほど、特に草原との関わり

というのは希薄になってきたというお話を申したんです

が、やっぱり山焼きとかを行うという行事のときに、地域

の人々が参加できる余地というのはまだまだ実はあるん

じゃないかなと。その技術的なところの伝え方とか、ある

いはそのときのかつての経験をお話ししてもらうとか、あ

るいはそういう都市部からお越しになった方々に、この

地域の歴史はこうだったんだよとか、あるいはその地域

で取れたもので一緒にねぎらいをするとか、振る舞うと

か、そういうふうな形での交流の仕方というのはあるん

じゃないかと思うんです。

　これは、草原だからなかなかやりにくいかもしれない

けれども、オーナー制度みたいな、例えば棚田だったら、

棚田のオーナー制度みたいなのがあって、都市部の方

と交流するという、そういう中にあって、田植、収穫、そこ

に地域の人々が関わっておもてなしをするというような、

そういうことは今までもあったわけなんです。この蒜山

地域も、おもてなし文化というのはずっとこう受け継がれ

てきたところですので、特に草原とか茅といったものを

利用したような外部との活動を推し進めるのならば、

やっぱり蒜山地域の人 も々そこに参画できるような形で

加わっていくという形を模索したらいいんじゃないかな。

　それからもう一つは、今のところ山焼きをやっていると

ころというのはちょっとやっぱり人里から離れたところ

なんですよね。だから、観光的要素を求めるときも、求め

にくいところがあるんですが、少し場所なんかを工夫し

たり、地元の了解を得たりして、少し離れたところでも見

ることができるような場所といったものも新たに見いだ

していくとか、そういったようなことも少し考えてみたりす

ると、もうより近くなってくるんじゃないかなというような、

そういう気はいたしております。

○司会　ありがとうございます。

　いろんな活動の見える化というところかなというふう

に思うんですけれども、日置先生もいろんなところで自

然再生活動とか山焼き等やっていると思いますけれども、

そういった何か配慮というか、何か見える化ですね。観

光客だけじゃないと思うんですけれども、そこに住んで

いる集落の方とか観光客の方とかに見てもらう工夫み

たいなところがもし何かあれば教えていただきたいんで

すけれども。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　日南町のホタル

然再生みたいな方法があったりとか、きっかけの話なの

かなというふうに思うんですけれども、前原館長、どうで

すか。六、七年蒜山にいて、新しい草原との関わりみた

いな。昔は、おっしゃったように物を取る場としての関わ

りだった、そこで恋愛みたいな話も昔はあったという話

なんですけれども、逆に今になって出てきている動きとか、

こういった草原の利用が面白いんじゃないかとか、もし

何かお知恵があればお聞きしたいんですけれども。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　何年か住んでいる

中で、新しい利用を進めていくための知恵とか、あるい

は実践が行われているというのは、なかなか見いだしに

くいなというのが現実です。それはやっぱり本当にこの

地域の人々にとってみて、草原というものがかけ離れた

存在になってきてしまっているという現実があまりにも大

きいから。それからもう一つは、これは生物多様性の維

持、その思想と行動というのは本当にすばらしいものな

んですけれども、そこを強調するということはとても大事

なんだけれども、そのことによって逆に自分たちとは遠

い世界のものに草原がなってしまったんじゃないかと

いうふうに距離感を感じてしまうというか、むしろ拒否反

応を示してしまうような人も出てきている面もあって、自

分たちとは違う人たちが使っているというか、自分たち

の本来のものだったものを違う人たちが違うふうに利

用してしまっているということの、自分たちでどうしようも

ないんだけれども、どうしたらいいだろうかという悲しみ

みたいなものがやっぱり一方であって、それが多分、新

しい動きをつくっていくというのを距離を置く方向にむし

ろいっているんじゃないかなというのもちょっと実感とし

てはあるんです。一生懸命、生物多様性の維持のために

されている方を否定するわけでも何でもないんですけれ

ども。そういう意味では、本当にどういうふうにその関係

性といったものを再構築していくかということが見いだ

しにくいけれども、見いださなきゃいけないときになって

いると感じます。

　今、日置さんのお話にもあった自然再生という言葉で

すけれども、本当にそのとおりなんですが、景観とか植生

とかを再生していくということと同時に、やっぱり新しい

人 と々の関係性みたいなものをどういうふうに、再生と

いうよりも、構築していくかとか、創造していくかというこ

とを考えなきゃいけない段階になっているのかなという

ふうに思っていて、だから、今の問いに対してはなかな

か答えが見いだしにくいです。それは経済的な利用もあ

るかもしれないし、それから、そうですね、地域の人々の

癒しの場として活用するとか、いろんな多分目的があっ

て、ただ、いろんな多様な目的を持った人が集まるけれ

ども、実際にそれを行うための共通するテーマとしては、

火入れ、山焼きがあるとかですね。そういったところの同

じ自然との共生といったようなものの価値を共有する

人々たちによる、先ほども言いましたけれども、緩やかな

関わり方というものを求めていくという、何か一つの目的

だけに執着していくという方向性ではない形にしていか

ないと、これからはやっぱり草原と人々の関係というも

のが必ずしも協調的にいかないんじゃないかなという

心配のほうは持っています。もちろんそれは否定してい

るんじゃなくて、これからいい方向に向かっていくための

方法を見つけたいという、まだそこの段階じゃないかな

というふうに思っています。

○司会　ありがとうございます。なかなか難しいというご

指摘と緩やかな関わりというキーワードが出たのかなと

いうふうに思いますけれども、日置先生、何かそういった

ところについてアドバイス等ないでしょうか。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　アドバイスという

のは難しいんですけれども、まさにそれこそがこれから

の課題ですね。自然再生と人の関係性の再生ということ

は、一くくりにしてやっていかないと長続きできないんだ

ろうと思います。

　１つ、さっきの茅の話に戻るんですけれども、鏡ヶ成で

ずっと草刈りをして維持してきた人たち、休暇村の人た

ちはすごいと思うんですね。ただ、刈った草の搬出まで

はできないんです。あくまでも刈りっ放しなんです。搬出

すればバイオマスが減って、野草とかにいいということ

もご本人たちも分かっているんだけれども、できないんで

す。３年前に１回やってみようよというんで出してみたの、

草を。そうしたら、あまりにも大変で、草を刈る時の倍ぐら

い、草の搬出に大変でした。そうなるとやっぱり翌年か

らやめようってなっちゃったんですが、草は利用しない

限りは絶対搬出しないよなということはつくづく身をもっ

て分かりました。昔は使うから出した、それがよかったん

ですけれども、今、使わなかったらどうしようもできない。

使うことがいかに大事かということをそのときに身を

もって知りました。

○司会　まさに利用という部分の大事さについて教えて

いただいたのかなというふうに思います。地元との関わ

りという部分では、なかなか自然という部分の文脈だけ

じゃ難しいという、前原さんのご意見ごもっともかなとい

うふうに思うんですけれども、逆に相良さんとか沖元さん、

結構、都市部でもイベント等やられていたりすると思うん

ですけれども、そういった都市部の方の茅への目線とか

自然への目線みたいなところについて、いろいろね、イ

ベントでの参加者のお話とか実感とか、そういったとこ

ろでちょっと教えていただけないかなというふうに思う

んですけれども、いかがでしょうか。

ども、一緒にそういう何か同じような志を持っている人

が集まって、今まで知らなかった人が知り合っていくと

いう、それが楽しいというのはすごくあります。その一つ

の手段として、直会とかの、飲み会みたいな、今はなか

なかできないけれども、そのうちできるようになると思い

ますが、そういうのが大きいと思いますね。だから、そう

いう会は必ずやったほうがいいんだと思います、作業

の後に。すぐ解散だと、ビジネスみたいなのはあまりよく

ないと思いますね。

○茅葺き職人（相良育弥）　何だろう、草原って、最近

ちょっとあまり身近じゃなくなっちゃったと思うんですけ

れども、僕らがまだ子供の頃は空き地とか原っぱとかた

くさんあって、茅場なんかもそうなんですけれども、比較

的安全に自然の中で楽しむことができるというか、何か

山とかに行っちゃうと、ちょっと危険も多かったりですと

か、命に関わるような生き物がいたりとかするんですけ

れども、草原って、人間と自然のちょっとお互いの間に存

在するちょうどいい空間というか。なので、人間が人間ら

しくもありますし、そこで自然を感じることもできますし、

何かちょっとこう現代、恐らく人間と自然の関係って大分

離れちゃっているんですけれども、何かそういう、現代人

が自然と関係を取り戻すための場としてもう一度機能す

るんじゃないかなと思うので、例えばお子様がいる家庭

とかだったら、子供を自然に触れさせてあげたいけれど

も、いきなり家族で山を登るのはちょっと危ないから、草

原でちょっと遊んでみようと。そこにいろんな動植物がい

て、それを観察してみようみたいな。田んぼにちょっと近

いと思うんですけれども、何かそういう場として、草原の

関わり方とか使い方とかいうのがまた生まれてきたらい

いなと。何かその辺が現代における草原の魅力かなと

いうふうに思います。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね、もう何かぱっと

思い浮かんだのは、うそつかなくていいというか、気持ち

よかったら気持ちいいなとか、茅刈っても、本当、自分が

刈った分しか刈れないし、何かそのままでいれる場所な

んだなというのが、ちょっとぱっと聞いたときに思い浮か

んで、それが今、お二方言われたようなことにつながっ

ていくのかなという気がしました。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　草原というものが、

やっぱりほかの地形と何が違うんだろうかなというふう

に考えたときに、開放感だと思うんです。それから、日常

の村里に住んでいるところから、先ほど私の話の中でも、

少しこう子供さんをあやしたりとか、家族との争いとかに

疲れて行ったりとかいうこともありました、恋愛もそうで

す。つまり日常の世界の中にある、範疇にあるんだけれ

ども、その中にある非日常というか。そういったものの空

間が草原でもあるんじゃないかと思うんですよね。つま

りどういったらいいんですかね、集えるとかっていうもち

ろん面もあるんだけれども、むしろ孤独を感じるとかで

すね、それから人生を見詰め直すとか、そういうふうなこ

と。例えば私なんかも、疲れておりますから、時々草原に

行きまして寝転がっております。ちゃんと真庭市の市有

地の草原に転がっておりますけれども、そういうときに、

やっぱり自然と一体になっているということで癒される

こともあるし、一体、何のために自分は生きているんだろ

うかなとか、なぜ蒜山にいるんだろうかなとかいうような、

自分を見詰め直すというか、生産活動だけじゃなくて、

知的な思想の生産といいますかね、経済的な生産だけ

じゃない。そういったものを行っていく。やっぱり自分の

生き方みたいなものを見詰め直したり、再構築したりす

るというところにも、僕は非常に大いに意味がある場所

じゃないかなと思っていて、日常の中にある非日常の場

所という、そういうものの一つとしても僕は位置づけられ

ていいんじゃないかなというふうに思っていますし、そう

いうのをほかの人も実は求めているんじゃないかなと

いう気もしているんですよ。そういうふうに思います。

○司会　ありがとうございます。

　今、４名のお話を聞いてすごく感じたのは、昔は資源

の生産の場だったんですけれども、今はどちらかという

とつながりをつくったり、仲間をつくったり、それから自

分を見詰め直したり。心の中をどうするかという部分に、

草原だけでなくて、自然全体そうだと思うんですけれども、

大事になってきたのかなと。まさに自然とどうつながるか

というところをこれから深く考えていくことが大事なん

じゃないのかなというふうに思いました。ありがとうござ

います。

　まだまだお聞きしたいこともたくさんあるんですけれ

ども、そろそろお決まりの時間ですね、３時になりますの

で、トークセッションはこの辺で終了したいと思います。

　４名の方に拍手をお願いします。（拍手）

　ありがとうございます。

　この後、先ほど茅葺き職人さんのほうにサイクリング

センターのほうをご案内いただけるということでお話い

ただきましたので、これから10分程度、茅葺き職人さん

のほうにあちらご案内いただければというふうに思い

ます。ちょっと準備をしたら出発したいと思いますので、

もしこの後もお時間ある方はご同行いただければと思

います。

　では、こちらでこのシンポジウムのほうは終了させて

いただきます。

　本日はお忙しい中、皆様どうも最後までありがとうご

ざいました。

の例は非常に分かりやすいんですけれども、もう地元

の熱意なんです。あれは外の人はほとんど全く関わって

いません。地元の思いは、もう本当に家が１軒か２軒し

かなくなっちゃったところを何とかしようということで、

何が何でもやるという意志が強いんですね。全国のホ

タルのサミットまで招聘するような勢いだったんですけ

れども、そういう力もあるんですよね、地元にはね。でも、

そういうのを引き出すとか、それから、外から関わって

いる人と関係をつくるというところがとても難しくて、時

間がかかっていますね。時間がかかっているけれども、

できないことはない。

　だから、具体的に完全に見える化するというノウハウ

を私はまだ別に持っていないですけれども、何かあるん

じゃないかと思います、共通項は。

　１つ、逆の例ですけれども、蒜山の火入れは私も時々、

時 と々いうか、毎年お手伝いに来ているんですけれども、

前はね、おもてなしがあったんですよ。そのおもてなしは、

おもてなしじゃなくて、地元の人たちの集落のねぎらい

だったんですね。そっちが楽しみで山焼きしていたんだ

と思うんですが、外からの人が中心になったら、それが

なくなったので、何か終わりました、解散というのがすご

い味気なくて、やっぱり何かおいしいもの食べたいじゃ

んとかって思う。そういうものが復活して、そこで地元の

人との関係ができたら、それをきっかけに広がるんじゃ

ないかなというふうに思います。

○司会　ありがとうございます。多くの人を巻き込みなが

らというところなのかなというふうに思うんですけれども、

茅葺きも同じようなところがあるのかなというふうに思

いまして、例えばワークショップとか、あとは、昔でしたら、

結みたいな形で集落の方が茅葺きをやっていたみたい

な話も聞いたことがあるんですけれども、そうやって茅葺

きを通じて集落の輪が広がったりとか、今ですとそう

いった同じ志を持つ人の輪が広がったりみたいなとこ

ろは、今でもそういった結みたいなところは残っていた

りとか、何か活性化というか、そういったところに茅葺き

が使われていたりというような事例はあるんでしょうか。

○茅葺き職人（相良育弥）　どうなんですかね。意外と

あるんかな。その何だろう、結とか伝統そういう相互扶

助のシステムがあって成り立っていてというお話なん

ですけれども、結って裏を返せば血のおきてなので、そ

れに参加しないと村八分になるみたいなという強制

力があったから成り立っているというところもあるんで

すよね。

　さっき日置先生がおっしゃったように、おもてなし、直

会があるから人が来たとかっていうのがあって、茅葺き

のいろんな取組を見ていても思うのが、何か続いている

ところというのは大義名分があるか、何かの快楽がある

という。快楽というと何かちょっと誤解を招くような言葉

ですけれども、楽しみであったり、自分にとって何かこう

満たされるようなものが得られるきっかけがある。例え

ば何か新しくいろいろ作っているのも、何か格好いいか

らとか、最近だとＳＤＧｓだからみたいな理由もあるんで

すけれども。きっかけは何でもよくて、そのきっかけから

茅葺きの持っている奥深さに導いていけるかどうかとい

うところが大事なので、なので、そういうところをしっか

りと今後つくっていく、表層的に終わらないように、ちゃ

んとあれも蒜山の茅を使っていますみたいなところまで

含めて伝えていったり、そういうみんなにとっての何か

の快楽が、喜びが得られるようなきっかけをつくってい

くというのが多分、我々世代の仕事かなというふうには

思います。

○茅葺き職人（沖元太一）　結というのは、お互い様み

たいなところも昔、多分あったと思うんですけれども、み

んな茅葺きが多くて、今年うちだから、来年そっちみたい

な。だけれども、今はもうお互い様がもう成り立たないと

いうか、実際、僕らが仕事に行くところでも、家の人が手

伝えればまだいいほうで、もうやっぱり働きに出ている

から、ちょっと皆お願いしますということも多いし。なか

なか生活のスタイルが変わってきていると、昔ながらの

それを何かこう結みたいなものを維持していくのは難し

いと思うんですよ。

　ただ、今、相良君みたいに、何かこう違う形というか、

何か違う形であったり価値観であったりとか、何かそこ

でまた相互扶助であったりとか、何かそういうことという

のがどうやっていったらいいのか分からないですけれ

ども、これからだからこそ生まれてくるものでもあるのか

なとは思ったりもします。

○司会　ありがとうございます。

　やはり楽しさというのは一つのキーワードなのかなと

いうふうに思います。

　ちょっと時間も短くなってきたんですけれども、ちょっと

変な質問なんですけれども、草原とか、自然でもいいん

ですけれども、茅葺きでもいいんですけれども、どこに楽

しさがある……、さっき前原館長のお写真だと、草原で１

杯やっているような写真があって、楽しそうだなって私

思ったんですけれども、どういったところに具体的に自

然と触れ合う楽しさがあるのかというところについて、

ちょっと皆さんにお聞きしたいんですけれども。日置先

生のほうから順番にお願いしてもよろしいでしょうか。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　仲間ができるとい

うのがすごく大きいと思いますね。一緒に作業をして汗

を流す、そこで技が身につくということもあるんですけれ

ま き ば
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原草全国 サミット・シンポジウム in 東伊豆

 １．開会

○司会　では、皆様、それでは時間になりましたので、こ

れより、「使うことで守られる自然、人と自然の関係性の

再生を目指して」ということで、草原シンポジウムを開催

させていただきます。

　私は、司会を務める真庭市役所産業政策課の増井と

申します。どうぞよろしくお願いいたします。ありがとうご

ざいます。

　さて、今、我々はグリーナブルヒルゼンという施設に立

つパビリオン（風の葉）にいるんですけれども、ちょっと

目を移していただいて、あちらですね、サイクリングセン

ターが建っているのですけれども、あちらに見えるグリー

ナブルのサイクリングセンターには蒜山の茅、ススキが

使われていることは皆さんご存じでしょうか。この蒜山に

は広い草原があり、そこで採れたススキを使用してこの

サイクリングセンターは建てられています。

　今日は、なぜススキを使用したのか、蒜山と草原の関

わりやその自然との付き合い方、そして、サイクリングセ

ンターの茅葺きを手がけた茅葺き職人さんのお話を聞

きながら、蒜山の人と自然との関係について考えてみた

いと思います。

２．講演

①蒜山の人と草原の関わりあい

　－蒜山の草原の歴史－

○司会　それでは、早速、蒜山郷土博物館の前原館長

にお話をいただきたいと思います。

　前原館長には、蒜山の人と自然との関わり合いという

ことでお話をいただきます。

　それでは、前原館長、どうぞよろしくお願いいたします。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　皆さん、こんにちは。

どうぞよろしくお願いいたします。

　蒜山郷土博物館及びこちらの蒜山ミュージアムの館

長もしております前原茂雄と申します。今日はどうぞよろ

しくお願いします。

　私が今日お話しさせていただくのは、最初でございま

すけれども、茅、草そのものの役割というものが蒜山の

人 と々どういうものとして受け継がれてきているのかとい

う、少し歴史のような話をさせていただこうかと思ってい

ます。

　この地、真庭市は、林業の里として非常に最近脚光を

浴びておりまして、認知度も高まっております。この今お

話をしておりますＣＬＴパビリオンなんかもその代表的な

ものでございますけれども、これは、実は今、急に盛り上

がったというよりは、随分歴史的には古くから、この真庭

というところは林業の里として知られています。京都や奈

良、大阪といったところの有力な神社、お寺、それから首

都、京都にあります公家とか天皇家とか、そういったとこ

ろの御殿を建てるための建築用材といったものを出す

のがこの真庭ではとても多かったということもあって、都

にも知られた木材供給の地であったということでござい

ます。

　江戸時代になると、津山城の中に粟積櫓というやぐら

があって、それもこの蒜山地域の東茅部というところの

粟住というところから山の木を切って持っていって、やぐ

らを造ったという、粟積櫓というものがあるんだというの

も伝わっておりまして、古くから歴史を通じて木材という

ものが注目されたところでもございました。

　ただし、草とか茅はどうだったのかということなんで

すけれども、草や茅というのは、そんな権力者たちが注

目する材料ということはあまりなくて、どちらかというと庶

民の人々が大切にみんなで守って使っていくということ

が主流だったのでございます。

　ただ、この真庭の中でも牧場とか御牧、オンマキと書

うことで、地域にお金が残りいいことありますよというも

のです。

　２番目が二次的自然からの生産物出荷で、オオタカ

の森の松材なんかがそうですね。茅を売るというのも、も

ちろんそういうものになると思います。

　３番目が自然観光資源でエコツーリズム、これは日

南町のような例で、自然を見に来る。自然に関与しに来

る人たちが増えると、宿泊、交通、土産物購入とか環境

保全協力金が入ります。これはコロナ後を見据えてやる

必要があると思います。

　４番目は企業活動による支援で、例は鏡ヶ成の生態

系管理の場合、サントリーが支援してくれているんです

けれども、サントリーは本業では水が大事ですから。ＣＳ

Ｒ活動というのもあります。それから、生物多様性オフ

セット、これはちょっと難しいんですけれども、小さい字

で書いてありますが、人間活動が生態系に与えた影響

を何か違う場所で補償するみたいな制度ですけれども、

こういうものが例えば制度化されると、今、カーボンオフ

セットってありますけれども、そういうのと同じになってく

ると、自然再生にお金を出すという企業は急に増えるだ

ろうと思います。

　二、三のアイデア。蒜山でやったらいいなって思う私

の個人的アイデアです。

　自然再生塾をつくる、仮称ですね。自然再生について

学びたい人が蒜山に滞在して調査や作業のノウハウを

身につけることができる塾。自然再生の推進、人的ネッ

トワークの構築、滞在による経済効果が期待できる。そう

いう場所をつくったらどうかなということですね。

　次は、ＯＥＣＭという考え方。これは次の生物多様性国

家戦略、今策定中ですが、のりそうです。Ｏｔｈｅｒ　Ｅｆｆｅｃｔｉ

ｖｅ　ａｒｅａ－Ｃｏｎｓｅｒｖａｔｉｏｎ　Ｍｅａｓｕｒｅｓというね、難し

い名前がついていますが、要は、利用や管理の目標に

かかわらず、実質的に生物多様性の保全に貢献してい

る保護区以外の地域ということで、これでも難しいです

が、要するに現に自然を守ったり再生していることが実

際にできているところというのを何か認定して大事にし

ていきましょう。これは今後、国とかが推進していく可能

性が十分にあるので、さっきのこの蒜山高原の小さな湿

原みたいなものは、これに当てはめることで、あるいは

草原もそうかもしれませんけれども、何か進む可能性は

あるんじゃないかなと思います。

　これで終わりですね。ちょっと駆け足でしたが、私の話

はこれで終わります。

　ご清聴ありがとうございました。（拍手）

○司会　日置先生、ありがとうございました。

　質問はちょっと最後のほうに回させていただきたいと

思います。

③あたらしい関わり、あたらしい芽ぶき

○司会　続きまして、茅葺き職人さんのお二人にお話を

伺いたいと思います。

　次はプレゼンじゃなくて、クロストークということで、お

二方にお話をいただこうかなというふうに思っておるん

ですけれども、沖元さんと相良さんです。お二人は若手の

茅葺き職人さんとして、全国各地の茅葺きを手がけてい

るというふうにお聞きしています。その中でも、茅葺きとい

うとね、特に古民家とかそういったことを思いつくんです

が、それ以外の、修復だけではない新たな茅葺き、まさ

にサイクリングセンターもそうなんですけれども、そう

いったことにチャレンジをしているというふうにお聞き

しております。そういった新しいことにチャレンジをして

いる思いですとか、自然とのつながり、そういったことに

ついて、少しざっくばらんにお話しいただければと思い

ますので、どうぞよろしくお願いいたします。

　それでは、前のほうにお願いいたします。

○茅葺き職人（沖元太一）　茅葺き屋根の仕事をしてい

ます株式会社Ｅａｒｔｈ Ｂｕｉｌｄｉｎｇの沖元と申します。

　今回、サイクリングセンターの茅葺きを担当させてい

ただきました。住んでいるところは東北の宮城県石巻市

なんですけれども、生まれも育ちも広島でして、今、広島

のほうで仕事をしています。古民家からこういった新し

い茅葺きまでやっているんですけれども、何とかこれか

らの後世にというか、未来に茅葺きをつなげたいという

思いでやっています。今日はよろしくお願いします。

○茅葺き職人（相良育弥）　私は神戸市の北区という、

神戸市とは名ばかりのすごい農村が広がる地域で、くさ

かんむりという名前で茅葺きの仕事をしています、茅葺

き職人の相良育弥と申します。

　僕も沖元さんと同じようにふだんは伝統的な茅葺き屋

根の修復をなりわいとしているんですが、それに併せて、

茅葺きの民家はどんどん減っていますので、このままいく

と我々の仕事もそうですし、若手の茅葺き職人の将来の

仕事もなくなってしまうなという危惧がありまして、いろ

いろ茅を使って、茅葺きの技術を使って現代的な何か新

しい取組ができないかと思って仕事をしています。よろし

くお願いします。

○司会　相良さんと沖元さんとは、私はお付き合いをさ

せていただいて、いろんな思いを聞いたこともあるんで

すけれども、今日は最初ですので、なぜ茅葺き職人さん

になったのか、ちょっとそこら辺、お二人ともちょっと変

わった経歴というか、茅葺き職人さんは全体的に変わっ

ている方が多いんですけれども、ちょっとそこら辺につい

いてミマキというふうに読んでいます、御牧さんという名

字がところどころにあるんですけれどもね。そういったよ

うな形で、この地が馬などが権力者によって飼われると

いうような場面もどうもあったようでございます。

　さて、この蒜山にも多く広がってあります草原ですけれ

ども、これは草原とか森林、木材だけが重要なんじゃなく

て、その山から生み出される森林資源というものを丸ご

と使うということが特に大事なことでございました。建築

の材料であるとか、あるいはたきぎとか炭焼きに使うも

の、それから、木を切った後は、そこを焼いて、焼き畑の

ような形にして、畑にもします。野菜を作るわけです。それ

から、山には小さな動物、ウサギなんかもいますから、そ

れも獲物になりますし、山には鳥もおります。山菜やキノ

コといったものもある。あらゆるものを資源として使うと

いうことをしてきましたので、草とか茅だけが人々にとっ

て中心的なものであったとまでは言えないんですよね。

みんなそれを丸ごと使っていたという歴史が実はあるわ

けなんです。

　そういった歴史がありますけれども、今日は特に

ちょっと草と茅についてお話ししてみようかなと思って

います。

　今日、私が最初に話をする人間ですので、じゃ何で草

がたくさん必要だったのかという話から少しだけさせて

もらおうと思います。

　皆さんの中には、よくご存じだと言われる方も多いと

思うんですけれども、何で人々が草原、草を必要としたの

か。それはもうすなわち肥料にするためにとても大事だ

からです。古い時代、江戸時代より前あたりは、肥料とい

うのはなかなか今のようないいものがありませんでした

の、草、特に若くて柔らかいような葉っぱをそのまま田ん

ぼに入れる、畑に入れるとか、あるいは枯葉を田んぼ、

畑に入れるというようなことぐらいしか目立った肥料と

いうものはありませんでした。ところが、江戸時代以降に

なってきますと、牛というものが一般の家庭にもいるよう

になりまして、山に草を取りにいって、その草を牛に食べ

させる、そして牛の背中に刈った草を乗せて家まで持っ

て帰って、牛のふんと一緒に混ぜたりしまして、田んぼや

畑に入れるということで、肥料にすると。それは堆肥と言

いますけれども、そういうものに使っていた。つまり草と

いうのは農業を行う上にとっては、欠くことができないも

のとして役割があったわけです。そして、それは、どの家

がどのくらい田んぼを持っているのか、耕作しているの

かという面積に応じて必要とする草の量も決まってきま

した。

　それからもう一つは、自分の持っている田んぼ、畑が

どんな土なのかということも、実は草が必要となる大きな

条件になります。あまりいい土じゃない、条件が悪いよう

な土の場合だと、どんどん肥料を入れて土壌を改良して

いかなきゃいけないから、その分、牛に食べさせる草の

量も多くなっていくということになります。

　それから、その家がどのぐらい牛を飼っているのかと

いうことも、その家で草がどのくらい必要かということに

も関わってきます。ただ、一般家庭で自分の持っている田

んぼ以上に牛を何十頭も持っているということは最近で

したら酪農とか肉牛とかを飼っている場合でありますけ

れども、農業をするだけだったら田んぼの数に比例した

頭数で牛を持っていることが多いので、おのずと草を利

用する面積というのが決まってくるわけなんですが、牛

を飼うのに必要な草をとにかく草原から刈ってきて家に

持って帰るという作業をしなきゃいけません。そうなると、

家と草原（蒜山では草場と言ったりすることもあります

が）、そこと往復するという作業を毎日のように繰り返さ

なければいけません。牛は毎日、餌としての草を食べた

りするわけですからね。

　ではどこの草を刈っていたのでしょうか？まず、田ん

ぼに生えた草といったものが手頃に刈ることができます。

この写真は蒜山のものではないですが、５月ぐらいの水

が張った田んぼの写真でございます。あぜが見えている

と思うんです。こうして見ますと、やっぱり田んぼと田ん

ぼの間にあぜに生えている草というのは、家から近いか

ら刈りやすいけれども、量そのものはとても少ないんで

すよね。だから、どうしても家の周りの草というものは

刈ってしまったら伸びるまで時間がかかる。そのために

は遠くに、やっぱり草があるところにちゃんと刈りにいか

なければいけないということがございました。

　そして、これは蒜山の風景ですけれども、山と家との往

復をしている風景でございます。牛にいっぱい刈った草

を乗せて家路に向かっているというところですね。この

牛に乗せている草の中には、その時々、折々の花なんか

も咲いていたりして、実は遠目に見たら、実際に作業し

ている人は大変だけれども、結構美しいものだったんだ、

季節を感じさせる風景だったんですよというふうに言っ

てくださる地元の古老もおられました。

　しかし、牛を山の上のほうまで連れていくということは、

オオカミであるとか、今はいませんけれども、オオカミ、そ

れからクマといったものに襲われる可能性もありますか

ら、牛そのものに鈴をつけるということをして、熊よけに

したりしたということもあります。私が勤めております蒜

山郷土博物館というところには、この熊よけの牛の鈴と

いうものも残っております。

　そして、これは牛用のわらじです。山の上のほう、結構

遠くまで牛を連れていかなければいけないということに

です。上草場山という表現で書かれているということは、

資料に残っていないんだけれども、中蒜山、下蒜山も、中

草場山、あるいは下草場山というふうに地域の人にとっ

ては呼ばれていた可能性を示しています。そして、集落

があって、その後ろにちょっとした林があって、そしてそ

の後ろに畑があって、そして草原、草山というふうに続い

ていくというのが蒜山の村の風景であったということな

んです。

　これは戦後すぐ、あるいはひょっとしたら戦前かもし

れませんが、このグリーナブルの山を越えた湯船集落辺

りから蒜山三座を写したものです。ちょっと下蒜山は

写っていませんが、左側が上蒜山、右側が中蒜山になり

ますが、上蒜山を見ていただくと、山頂付近までほとんど

草山なんですよね。立ち木がありません。左側の、本当に

左側のところにちょっと黒いところが見えるのが、これが

立ち木です。これは江戸時代の絵図にも、さっき立ち木

が見えていて、山の中でもここの部分は立ち木、木材を

取るための場所なんだよということは、江戸時代から計

画的に決められていた範囲です。それに対して画面の

真ん中辺りにあるところは全て草山。さっきの草場山と

いうふうに言われていた、山の草を利用するという。本

当に山頂付近まで草山として管理されていたということ

が分かります。

　そして、これは山頂付近ではなくて、現在のひるぜん

ジャージーランド付近よりもう少し南の辺りかと思いま

すが、本当に一面が全て草原でございまして、立ち木が

ほとんど見えないというふうになっています。

　そして、これは、今度は下蒜山のほうになります。真ん

中辺りに下蒜山が写っておりますが、少し白黒の写真で

すので、見えにくいかもしれませんけれども、この下蒜山

のほうも、実は現在ほとんどもう山頂近くまで樹木が生

い茂っておりますけれども、これは戦前の写真でござい

ますが、よく見ますと、むしろ樹木のほうが少なくて、草が

非常に多くなっている。ただ、完全な上蒜山みたいに全

部が草というんじゃなくて、結構立ち木も生えかけてきて

いますので、もう山焼きというものが終わってから何年か

たとうとしているという、そういうふうな状況が戦前なの

かなというふうに思われます。

　そして、この写真はジュウロクヤマという、中津加茂と

いうところの奥にある山でして、花園という集落の奥でも

あるんですが、手前のところは、もうこれは蒜山三座では

ございませんが、草山なんですね。蒜山三座じゃない部

分、旭川より南側の部分も草山というのは結構たくさん

あったということが分かっています。

　そして、画面の上の辺りは、これは今度は下蒜山から

現在の犬狭トンネル方面に向けての部分なんですけれ

ども、これもほとんどが全部草山、草原であったというこ

とが分かりまして、つまり上蒜山の辺りから、もうずっと下

蒜山、もう犬狭トンネルの辺りまで山の裾野はほとんど

全てが草原であったということが分かります。

　そして、これも戦後すぐの頃の写真ですけれども、中蒜

山が右、そして左に上蒜山が写っておりますが、その裾

野も含めてほとんどが草山であったということが分かり

ます。

　そして、この写真は手前のところに少し斜面が写って

いますが、これも経塚山というところで、戦前から戦後に

かけてはスキー場としても利用されました。少し斜面が

きついところではありますけれども、ここも草山として使

われていたところです。

　これらの風景写真から分かるように集落の近く、至る

ところに草を取るための草場、草山というものが設定さ

れていたというのが蒜山でございます。

　これはちょっとね、なかなか見づらいかもしれません

が、戦後すぐぐらいのアメリカ軍が作った航空写真、空

中写真なんです。これを見ますと、見づらいとは思います

けれども、画面の上半分ぐらいのところがほとんど白く

写っているかと思います。これは実は草原なんです。だ

から、今はもうこんなことありません。ほとんどがもう森林

地帯になってしまっておりますけれども、草原面積という

のが本当に非常に多かったんだなということが分かり

ます。空中写真というのはそれぞれ年代ごとにいろんな

写真がありますので、それを比較していくことで、どんな

ふうに草原がなくなっていったのかということを追って

いくことも可能だという、そういうふうな研究の使い方も

できる写真なんです。

　そして、今度は茅の話も少ししていきたいと思うんで

すけれども、今、草の話をいたしましたが、今日またテー

マの一つであります茅というものも非常に重要です。茅

も、これは草場と同じように茅場というのが設定されて

おりまして、これは草場とはちょっと別の場所なんかに

あったりします。そこで刈ってきた茅、具体的にはこの後

の方のお話にいっぱい出てくると思いますが、まずは束

にして、そして現場で束にして持って帰るわけです。そし

て家のところに置くわけですが、この写真の中に、長屋

のようなものが真ん中辺りに写っていますが、実はこれ

も茅でふいている屋根なんですね。そして、その中には、

茅を立てて入れます。納屋のようなところに茅をずっと保

存しておくということをやります。これがほかのところの

地域だったら、茅というのはなかなか貴重品でございま

すから、だから、茅をとても大事に扱っていて、あまり野

ざらしにするということもなくて、やっぱり茅ぶき屋根の

ふきかえをしたりするために必要な材料なので、屋根つ

なりますと、悪い道を通ることもある、石がごろごろした

道を通ることもある。そうすると、牛のひづめに傷がつい

て、そこから病気が入ったりして、牛そのものが弱ってし

まうと。それはいけないということで、こういうわらじを編

んで牛に履かせるということを蒜山の人々はやっており

ました。ですから、こういったものを作る文化があったわ

けです。蒜山は、蒜山百日雪の下という諺があって、本当

に冬が長い。なかなか冬は外に出て作業ができません。

その代わり家の中で、春夏秋の農作業等に必要な道具

の準備をするわけです。そういう中で、この牛のわらじと

いうものも雪の中でずっとこつこつと１年間のものを見

越して作りためていくということをやっておりました。

　これはおじいさんがいろりの横でいろいろと冬に、ガ

マと茅で作った春夏秋に使うものを作っているという風

景です。こういうふうな感じで牛のわらじも作っておりま

した。おじいさんの上にはいろんなものがつり下げられ

ています。これがどんどんどんどん増えていくにしたがっ

て、春が近づいてきているというのが蒜山の風景でも

あったようでございます。

　そして、この写真の中で、真ん中に茅葺き屋根の家が

写っていますけれども、その左側のところにちょっとこん

もりとこう盛り上がったところがございまして、これがグ

ロというものですね、これは。グロというのは塊という意

味なんですけれども、コエグロと言います。草を食べさせ

て牛がふんをする。そして、それにまた草とかを混ぜて牛

に踏ませて柔らかくしたものがだんだん発酵していくと。

それを堆肥と言いますけれども、それをどんどんどんどん

冬の間はためて、家の外に積んでおくわけですよ。それ

を積めば積むほど、そこの家は働き者だというふうに言

われたそうでございます。家の横にこうしたコエグロと

いうものがあるというのが蒜山の昔からの風景でもあっ

たわけでございます。

　そして、その堆肥といったものは、冬の間ずっとこの家

の横に置いているかといえば、そうではありません。これ

今写ってありますのは、これは馬ぞりというもので、馬ぞ

りと言うのですけれども、実際は牛に引かせたりするん

です。これの上に、籠に堆肥を乗せて、そして冬の雪がま

だある時に、自分の田んぼのところまで運んでいきます。

　これは空になったところですね。雪の中、牛がそりを

引いています。そして、後ろにおじさんが１人立っていま

すね。

　そして、これが実際に田んぼのほうに向かって雪道を

行っている、馬ぞりに乗せた堆肥を運んでいるところで

す。前に牛がいまして、牛を引っ張っているおじさんがい

て、後ろからそりを支えて、方向なんかをかじを取ったり

するようなおばさんが後ろからついていくと。これも蒜山

では本当によく見られた風景です。

　なぜ雪の中から肥料をまくかというと、雪が解けるの

を待っていたら、蒜山ではもう農業が始まるのが遅いで

すから、駄目なんですよね。だから、雪があるうちにもう

自分のところにまいてしまう。堆肥というのはもともと発

酵したり、ちょっと温かいですから、だんだんその雪が解

けていき、本当に耕作を始めようかなという頃には、土

の表面の上にちゃんと落ち着いているという、そういう

状態であった。そして、雪が消えたらすぐに、今度はまた

牛を使ってすき込んでいくというような、そういうこともよ

く行われていました。

　そして、蒜山の土というのは、ただ、いつからこういう

ふうに草をみんなが必要になったのかということはな

かなか難しいんですけれども、皆さんもご存じかもしれま

せんが、蒜山の土はこういうクロボコという土でござい

ます。真っ黒です。ですから、普通、黒土というのは農業

をするのにはとてもいい土だと言われていますけれども、

実際のところは、火山灰が堆積して、それに植物プラン

クトンなんかと混じり合って黒く化学変化したものです

ので、とても火山性の特に酸性が強い土なんです。酸性

が強い土というのは、なかなか野菜作り、農耕には適し

ていないとされておりますので、そこの中で野菜、農業を

やっていこうと思うと、どうしても土の質を変えていく、土

壌改良していくということが求められるわけです。

　蒜山の人の農業の歴史というのは、土壌改良の歴史

そのものだというふうに言ってもよいぐらいだと思ってお

ります。そのためには、大変広大な草といったものを管

理して、そして、そこから得られる柔らかい草を牛に食べ

させ、堆肥を作るということがどうしても求められてきます。

今日は後にもお話が出ると思いますけれども、そういっ

た柔らかい草、いい草を生やすためには、やはりどうし

ても山焼きというものをしなければなりません。山焼きを

しないと、いろんな樹木が成長してきますので、草そのも

のではなくなってしまうということで、共同で管理して、こ

の草山を守っていくという作業、火入れというものがとて

も大事になってくるわけです。

　そして、これは、江戸時代の蒜山の絵図が残っている

んですね。蒜山中福田というところの中福田村というと

ころに、江戸時代の終わりのほうだと思いますが、絵図

が残っています。その真ん中辺りに、上蒜山が書かれて

おります。でも絵図には上蒜山と書いていないんですよ

ね。ではどのように書いてあるかというと、上草場山とい

うふうな書き方をしています。蒜山という呼称自体は江

戸時代からちゃんとあります。しかし、地域の人にとって

みれば、これはあくまで草場山、草を取るための山なん

だというふうな認識で絵図には書かれているということ

うか、小屋の軒先に茅の束をずっと立てかけています。

何に使うというわけじゃなく立てかけているわけですね。

　これは、畑の一角に、これはまた茅を立てかけている。

これも川上地区です。白髪集落というところですけれども

ね、そういったところに茅を立てている。

　これは、実は、さっきあまり文化がないんだと言いまし

たけれども、この八束地域のところには、やはりこういう

ふうに、新しい茅ですけれども、束ねているところがあり

ます。奥のほうにはまた茅もありますね。

　そして、これは田んぼの中にそのまま茅を立てている。

　じゃ、なぜ茅囲いに使わない、屋根に使わない茅をそ

のまま立てておくかということなんですけれども、冬の間、

風雪にさらしますと、そこにいろんなよい栄養価が高

まっていくということが効果がありまして、それを春先に

なって、さっきの茅囲いもそうですけれども、ちょきちょき

切って、畑とか田んぼにすり込むことによって、肥料とし

て、土壌改良のための役立ちにもなっていくということが

あるんです。そういったものを蒜山の人々は、何か理屈

がどうだとか、どういう栄養価なんだということを全然そ

んな知らなくても、こうするものだというふうな先人から

の知恵というものがあって、それを愚直に紡いでいくと

いう形で土壌改良というものを行ってきたという、そうい

う歴史があるわけなんですよね。

　これもまた、もう畑そのものに茅を切ったものをぼー

んと置いておいて、冬を一冬越させていくというパターン

ですね。

　これが実は蒜山の冬の風景ということになります。手

前にありますのが、これはわらです。ワラグロというやつ

ですね、わらで作ったものがありますが、真ん中辺りに、

家と家の間にコエグロが重なっている。そして雪が左側

からずっとこう積もってきていますけれども、その方向に

向かって茅囲いが作られている。そして、実は、ちょっと

見にくいですけれども、この中には茅を立てているという

ふうな風景もあるわけです。

　最後になりましたけれども、今日は、この蒜山と草原、

そして茅というものについてお話を、どんな歴史があっ

たのかというのをかいつまんでお話ししてきましたけれ

ども、これは最後のほうのトークセッションにも関わりが

出てきますけれども、それをどう生かしていくかということ

が求められているということになっていきます。自然を再

生するということは大切で、こういう草とか茅と人々が結

びついていく文化というものを大切にしたいんだという、

そういう思いというものは、皆さん共通しているかと思い

ますけれども、蒜山というのは、ただ単に生産の場として、

農耕の牛のためだけのものとして草原とか茅場を使っ

ていたわけではありません。お話をお年寄りの方に聞い

てみますと、茅場なんかには、お父さんに怒られて、

ちょっと寂しいから１人で悲しみを紛らわすために行っ

ていた、嫁姑で疲れて、お嫁さんがちょっと１人になりた

いなと思ったときに子供をおぶりながら茅場、草場に

行ったというような話も聞くことがあります。

　それから、歌を詠む、短歌を詠む、俳句を詠むというよ

うな人は、やっぱり草原の瑞 し々いものをどうしても題材

と選びたいということで、地域の人が草場に行って、茅

場に行って作品を詠んだという文芸もあります。

　それから、この写真にありますように、草原のところに、

春を迎えてやっとうれしいなということで、みんなで集

まって酒を酌み交わす、そういうふうな喜びの場、ねぎ

らいの場、懇親の場としても草場、草原は使われてきま

した。

　それから、そういうふうに立ち木がないということは、

この蒜山がとても、岡山県でも発祥の地と言われるス

キーにとってもいいわけなんですね。実はこの写真が

写っているところは、経塚スキー場というスキー場にも

なっております。つまり草原があるということは、スキーを

するのにもとても大事。蒜山の観光文化を支えるところ

にも大きく寄与してきたんだということです。

　そして最後に、大宮踊という盆踊りがあります、国の重

要無形文化財になっています。その大宮踊の中の一つ

の歌詞にこういうのがあるんです。「わしが殿御の草刈

山は、ごぜん・たご平・中の茅」、私とあなたがあいびき

する草山はごぜんという場所、たご平というところ、中の

茅という、それは全部地名なんですけれどもね、そこなん

ですよ。つまり里でなかなかあいびきできない、そういっ

た人々がこっそり内緒で出会って愛を育む、そういった

ものも実は草場にありました。

　だから、生産の場だけではなくて、人間の孤独、心の

問題、喜びの問題、文芸、それからねぎらい、懇親ですね、

それからスポーツ、そして恋愛、様々な人々の、蒜山の

人々の暮らしに、喜びや悲しみの場として寄り添う存在

が草原でもあった。暮らし全般に関わる、人 と々分かち

難い存在の一つが草原であったということも申し上げ

たいと思います。

　それについてどう生かしていくかということは今後の

話になりますが、草原と人 と々いうのが本当にこの蒜山

の人々にとって、喜びや楽しみというものを伴うような新

しい関係性が構築されていくかどうか。そういったところ

はこれからの人々の英知にかかっているんではないか

なというふうに思っています。

　蒜山の歴史をたどりながら、草原との関わり、人間と

の関係性というものを少し、短い時間ですが、たどって

みました。どうもありがとうございます。（拍手）

きのところに大切に保管するということが多いんです

けれども、蒜山の場合は、結構やっぱり茅場という、茅

山がとても多かったので、大事にしないわけじゃない

んですけれども、結構いろいろ野ざらしにしたりすると

いうこともありました。こういうふうな屋根つきのところ

に入れるというのは、屋根ふき用の茅なのかなという

気はしています。

　では茅は人々にとってどういうふうに使われていた

のか。これは雪囲いという、これ茅囲いとも、茅垣とも

言ったりしますけれども、それを作っている風景です。

冬の蒜山はとても風がきつい、そして雪もきつい。となり

ますと、そのままだと家が傷んでしまうんですね。です

から、風雪が激しい方向に茅を束ねたものを生垣のよ

うに立て並べていって、家を守っていくということをやる

ことがありました。

　11月ぐらいになってきますと、蒜山ではだんだん雪

が降るかなというような気候になってきます。この地域

には山のことを「セン」とよびますが、「センワタシ」とい

う言葉があって、大山、烏ヶ山、皆ヶ山など、標高の高い、

いろんなセンがつく山がだんだん雪化粧してきて、最

後に蒜山三座が雪化粧すると、里にも雪が降ってくると

いうふうな言い伝えがあります。蒜山の人々はそういう

山の景色を見ながら、来るべき冬の到来といったもの

を強く意識していて、そして、その中で冬構え、こういっ

た茅を立てて冬に備えていくということを暮らしの中で

やっていたわけです。

　この写真は茅囲いの完成したものですね。この茅囲

いというのをやっている家が今ほとんどなくなってし

まって、私が蒜山に来てから六、七年になるんですが、

その頃はまだ10軒ほどはあったんですけれども、今は

毎年やっているというのは１軒か２軒しかないんじゃ

ないでしょう茅っぱり高齢者のこういう技術を持って

いる方しか作らないというところなんですが、この写真

を見ていただきますと、家の一定方向のところに茅を

束ねたものを立てかけて、そして竹のところにくくって安

定させています。

　そして、これは別の家ですね。やっぱり茅をずっと立

て並べて、雪から家を守る。特に屋根からずり落ちてきた

雪が家の中に逆流したりするのを守るというような意味

でも、雪囲い、茅囲いをします。だから、蒜山の昔の家と

いうのは本当に暗かったんだというようなことを言いま

す。雪が解けて、この茅囲いを取って明るくなったら、

やっと蒜山にも春が来たのかなというふうなことを意識

したということも昔の方はよく言っていますね。

　これが現存している、毎年更新している茅囲いのとこ

ろですね。天王という地区のものですけれども、これは家

全体じゃなくて、家の庭の辺りのところにこの茅囲いを

しています。

　これがその新しい、最近やっているところですね。こ

れは家そのものに立てかけるんじゃなくて、本当に垣根

のように作ります。これ裏から見たものです。棒くいを立

てたり、竹で結んだりして、そのまま立てているだけです

ね。家そのものに密着させているわけではありません。

　これは家そのものに密着させているパターンもある

ということです。こういうふうにもう本当に家の壁全体に

張りつけるような感じで作っているものもあります。

　これはまた別の家ですね。これももう本当に家という

か、小屋のあらゆる面のところにこう立てます。あらゆる

面といいますけれども、それはやっぱり風雪が激しい方

向というものがどうしても中心になります。

　そして、これはちょっと見づらいかもしれませんが、家

と家の裏手のところにちょっとだけ隙間がある、空いた

ところがあると。そういうところにこの茅をちょっと突っ

込んで風止めにしているんですよね。こういうふうな、

少し僅かでありますけれども、茅を今でも使っているお

宅はあります。

　それから、これは畑の茅囲いです。畑の中には白菜と

かいろんなものが冬の間は置いてあるわけですけれど

も、それなんかが本当に雪まみれになってしまったら、

なかなか大変だということで、畑の雪がかぶってしまう

方向だけ、この茅囲いというのをする場合もあります。

　そして、これは今度は樹木とか、そういったものにもこ

ういうふうな茅囲い、茅だけで覆うということをやります。

　これもそうですね。これはツバキです。ツバキが積雪

なんかで傷まないように、枝が折れないようにというこ

とで、茅を全面に立てかけるような形で守るということも

やっています。

　そして、これは今度は草花です。地面に生えている草

花が駄目になってしまわないように、葉っぱが駄目に

なってしまわないようにということで、茅を少し切ったも

のを敷き詰めて、マルチのような感じにもなりますけれ

ども、保温しながら冬の厳寒をしのいでいくということも

されています。

　今写ってきた写真というのは、全部残っているのは、

旧川上地区だけなんですよ。だから、茅が今入手しや

すいところはこういう文化が残っているんですが、茅山

があまりなくなってきた、茅場が少なくなってきた八束地

区にはなかなかこの茅の文化というのが今残りにくく

なっているという現状があります。

　そして、これなんかも、実はこの屋敷のすぐ上の辺りに

は茅を立てているところもあります。これはまた川上地区

ですけれども、これは現在もやっています。家の軒先とい

○司会　前原館長、ありがとうございました。草原が生

産の場だけじゃなくて、心のよりどころというところ、とて

もいい言葉だなというふうに思いました。

　本来であればちょっと一、二問、質問を受け付けたい

んですけれども、前原館長、ちょっと時間も押しています

ので、最後のほうに回して、次の演者のほうに移りたい

と思います。

②自然再生と地域づくり

　－自然を再生するとなにかいいことあるの？－

○司会　続きまして、鳥取大学の日置教授に自然再生

と地域づくりということでお話を伺いたいと思います。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　ご紹介いただきま

した鳥取大学の日置です。今日はよろしくお願いします。

　私、前原先生のお話が面白くて聞き入ってしまいまし

たけれども、ちょっとここ風通しがいいので、茅囲いが欲

しいなというふうに思いました。本当にここ、冬は茅囲い

したらいいかもしれませんね。

　私からは、「自然再生と地域づくり」という題で少しお

話しします。

　自然を再生するということは、最近全国のあちこちで

行われているんですけれども、それによって何かいい事

があるんですかということを、ちょっと考えてみたいと思

います。

　私からは４つほど、それぞれ短いですが、お話しし

ます。

　まず、1つ目に「自然再生とは」。次に、「この地域の近

隣の地域での自然再生の事例」のお話をします。３番目

は、「この蒜山でもし自然を再生するとすればどういうの

が大事なのかな」という点。そして最後には、「自然再生

の進め方」という話をしたいと思います。

　皆さん、自然再生という言葉は聞いたことはきっとあ

ると思うんですけれども、改めて定義みたいなものを話

すと、「過去に失われた自然環境を取り戻すこと」という

ことになっていますね。つまり人間の活動でたくさん自然

がなくなっているので、今残っている自然だけでは足り

ませんということで、それを積極的に再生させるのが自

然再生です。その直接的な目的というのは生物多様性

の保全、これちょっと難しいんですけれども、絶滅に瀕し

ている生物とかを救ったりしていくと言ったら分かりや

すいかもしれませんが、そういうことだとされているんで

すが、実は自然再生というのは、単にそういう生き物、生

物の話にとどまらないわけですね。自然を再生すると、

その再生した自然、難しく言うと生態系なんですけれど

も、生態系からいろんな恵みを受けられます。その恵み

を生態系サービスというふうに言ったりするんですが、

それが確保できたり、享受、受け取ったりできますという

ことで、その中には基盤、調整、供給、文化といろいろな

カテゴリーに分けられているんですが、そういう難しい

話は今日はちょっと省略したいと思います。

　１つだけご紹介すると、文化サービスという点ですと、

さっきね、前原先生の最後の話にあった様々な草原の

恵みがまさに文化サービスです。それからもう一つは、持

続可能な地域づくり。最近はＳＤＧｓという言葉で紹介さ

れることが多いですけれども、その持続可能な地域づく

りに結びつくということですね。自然を再生して大事に

することで、地域が活性化すると。かつてはどんどん開発

して、自然がなくてもいろいろ工場ができたり、雇用が生

まれれば地域が繁栄するというふうに信じられていた時

代もありますが、今はそうではなくて、地域にもともとある

もの、特に自然を大事にすることがかえって持続的に地

域を発展させるんだというふうに考え直されるように

なってきていると思います。

　自然再生のための法律があります。「自然再生推進

法」というんですけれども、これで自然再生協議会という

のを設置することができるんですが、現在26か所、全国

で進行中ということになります。この近くですと、例えば兵

庫県の上山高原とか島根県の中海とか、広島県の八幡

湿原なんかがあります。

　こういうのもののほかに、この法定協議会を設置して

いない小さな自然再生というのもいっぱいあるんです

ね。法定協議会があるのはかなりでかい事業なんです

けれども、そうではない、もっと地域の小さなグループで

やっているような自然再生というのがいっぱいありまし

て、環境省は2015年、ちょっと古いですけれども、小さな

自然再生活動事例集というのを紹介しています。これは

ホームページにも載っていますけれども、これを見ると、

あちこちで取り組まれているのが分かります。

　岡山県ですと、龍泉寺というお寺があるんですけれど

も、その中の小さな湿原の再生なんかがこの近くの事例

としてあります。私、おととい見に行ってきたんですけれ

ども、そういったところがあります。

　今日、私はですね、この近くの事例を４か所ほどご紹

介したいと思います。全部、大学で取り組んでいるもので

す。人がやっているのを聞いてきた話じゃなくて、自分で

やっている話をしたいと思います。

　まず、蒜山高原の地図でいったら右側ですね、東のほ

うに津黒高原というところがありますが、小さい観光地

なんですけれども、そこで湿原を再生している事例です。

ここは最初にエコツアーをやりたいという団体の方が

来られまして、今日も関係の方来られているんですけれ

ども、何か湿原を再生して、そこを環境学習とかに使えま

ようにということで、シャトルバスを運行しているんです

が、シャトルバスの起点は道の駅です。道の駅にこういう

のがあって、ホタルの時期だけ道の駅をやたら夜遅くま

で開けているんですね。そこでアイスクリームを売ったり、

それから、環境保全協力金を500円ぐらいもらったりし

て、頑張っています。それによる収入がないと、やっぱり

ホタルの保全も長続きしませんので、何でもかんでもボ

ランティアでただでいいというんじゃなくて、ちゃんとお

金が回る仕組みというのを考え始めようとしています。

　ここは林業をしているところなんですよ。普通に平凡、

平凡というか、これ人工林なんですけれども、そこにホタ

ルがいっぱいいるんですね。これはかなり手入れがい

い状態に見えると思いますが、実際そうで、間伐をしてい

ます。間伐をすると光が当たって林床植生が豊かになる。

林床に草が生えるとヒメボタルが生息しやすくなります。

つまりここでは林業でちゃんと手入れをするということ

とホタルを守るということが同じ方向を向いているんで

すね。

　さっきのオオタカの森もそうですけれども、林業と生き

物というのをいかに両立させるかというところが大事か

なと思います。

　最後のほうになりますけれども、蒜山で再生すべき自

然環境とは何かということですけれども、さっきから出て

いる二次草原ですね。難しく言うと二次草原、半自然草

原とも言いますが、人手によって維持されてきた草原で

すね。これについては、もうさっき前原先生からいっぱ

い話がありましたので、繰り返しません。課題としては、

山焼き、草刈りの人手確保とかノウハウの伝承、発展、そ

れから利用ということで、草原産物の伝統的、さらに現

代的な利用だと思います。

　私、面白いなと思うんですけれども、こういうふうにみ

んな人が作業しているところ、必ずですね、17世紀のブ

リューゲルの絵みたいになるんですよね。何か本当に昔

のオランダと日本と変わらんなというふうにいつも思う

んですけれどもね。人が作業するって、多分そういうこと

なんですよね。

　次は半自然湿原です。普通、湿原って自然にできてい

るというふうに思うんですが、この西日本の草原は必ず

しも人手が入っていないわけじゃなくて、様々な人手が

入ったんだけれども、自然と人為で絶妙にバランスを

保って湿原になっているところが多いです。最近、蒜山

高原の湿原に赴きまして色 と々調べたりしているんです

けれども、たくさん湿原がありまして、でも放っておいたら

駄目になるんじゃないかなということも分かってきて、今

後どういうふうにしていくのかということが課題だと思い

ます。課題は保全、再生の枠組みづくりとかノウハウの確

立で、利用としてはやっぱりエコツーリズムなのかなと

いうふうに思います。

　あともう一つは二次林ですね。これは伝統的にはた

たら製鉄とか、燃料、肥料の採取の場として維持されて

きたんだと思います。課題は萌芽更新できるのかなと、あ

まりにも大きくなっているのですね。それからナラ枯れが

進行しています。利用としては、やはりバイオマス利用と

か、あとは新炭材、これもバイオマスですけれども、あと

キノコのほだ木みたいな、様々な利用を図っていく必要

があると思います。

　最後のほうね、字ばっかりなんですけれども、自然再

生の必須事項と手順と書いてありますが、簡単に説明す

ると、まず台帳を作りましょう、どこにどんな自然があるか。

２番目に目標を決めましょう。目標を決めるときにどんな

効果があるかを共有しましょう。みんな何か、同床異夢

で違うことを考えていることもあるんですけれども、様々

ないいこともあると思うので、そういう効果を共有してお

きましょうと。

　３番目は土地を確認する。必ず誰かの土地なので、所

有者、それから土地利用の履歴ですね。さっきの前原先

生のお話もすごい参考になりますけれども、それから法

規制がどうなっているかですね。土地所有者の意向とい

うのも大事です。

　４番目が活動できる人材の確保です。地元はもちろん

ですけれども、外部から呼ぶ招聘とか、行事をやるとか、

あるいは企業の社会貢献活動を招くとかいろいろあると

思います。

　５番目がお金です。資金集めなきゃ。市の予算、市単と

いうのは市の単独予算のことですけれども、これ行政用

語ですね。それから、交付金、国や県。それからクラウド

ファンディングもあるだろうし、企業の社会貢献活動もあ

るでしょう。こういうのを一つどれかに絞る必要はなくて、

いろいろ組み合わせてもいいと思います。

　６番目が経済が回る仕組みづくりですね。生産物の利

用や観光ということになると思います。ほかにもあるかも

しれませんけれども、取りあえずそんなところかな。

　７番目が土地利用と人の交流を巡る地元との関係づ

くりですね。地元の人がどう思っているのかなということ

がとても大事ですので、よい関係を構築しながら進める

ことが大事だと思います。

　これが最後かな。自然再生と地域経済の関係ですけ

れども、自然を守る、あるいは再生すると、地域の経済も

活性化する仕組みというのが大事ですよね。４つほどあ

るんですけれども、１番目の地域内経済循環は、さっき

津黒の事例で紹介した薪ボイラーみたいな利用で、よ

そから油買ってきたものが、地元の物に置き換わるとい

せんかという相談があったので、じゃやりましょうという

ことで始めました。最初はほとんど何もない、お金もない

し、土地は誰のだか分からないし、データもないし、何も

ないんですが、やろうよということで調査を始めてやっ

たら、土地は真庭市の土地でした。なので、真庭市の了

解をいただいて、自然再生が小さく芽生えてだんだん大

きく成長していったというところです。

　この自然再生は2012年に開始したので、ほぼ10年

ぐらいたっています。これが自然再生の計画図なんです

が、どういうふうになってきたかというと、まずこれお金

全くないんですけれども、お金は最初にセブンイレブン

に申請したら100万円頂けました。その後は、岡山県の

森づくり基金と真庭市の予算で少しずつ進めています。

　労力ないのはどうするんだということなんですけれど

も、協議会の構成メンバーですね。大学生も入っている

んですけれども、それが毎年作業をしたり、それから後で

紹介する自然再生士研修会なるものを立ち上げまして、

それで労力を賄っています。

　湿原の問題は、大体幾つかあるんですけれども、日当

たりが悪くなるというのがとても多い問題です。特にです

ね、この近くの小さな湿原、大体もう小さいので、周りの

樹林が大きくなると、日当たり悪くなっちゃうんですね。

木を切る必要があるんですが、その木を切るのは大変

です。ここの場合には、近くの津黒高原荘という観光施

設、宿泊施設にたまたま薪ボイラーが導入されたんです。

これは真庭市の方針で、森林バイオマスエネルギーの

利用を進めるということで導入されたと聞いています。そ

れで、その薪ボイラーができたので、真庭市が木を切っ

てくれたんですね。それで一気に湿原が明るくなりました。

だから、薪ボイラーというのがなかったら、つまり森林、

バイオマス利用という発想がなかったら、湿原は再生で

きなかったと思います。

　もう一つは、交流人口を使うということです。都市部か

ら自然再生士を呼んできて研修を行うということをやっ

ています。これはそういう民間資格があるんですけれども、

何か自然を再生したいと思って資格を取った人だけれ

ども、実際にやる場があまりありませんという人をですね、

宿泊していただいて、参加料も少し頂いて、作業もしても

らうということです。これは体験型の観光なんですけれど

も、それによって一気に仕事が進みました。地域側にとっ

ては、観光客や宿泊客が増えますし、我々にとっては作

業が進むし、参加者たちにとっては自身のスキルを活か

した活動の場ができたと思います。

　この津黒湿原の生態系の再生というのは進んでいま

して、ちょっとミニ尾瀬みたいな感じで小さい湿原が再

生できていますけれども、その後は、環境学習施設として

木道を整備したり、展望台を造ったり、パンフレットを刊

行したり、いろいろやっています。今後はこれをどういう

ふうに活用していくかということが課題だと思います。

　２番目の事例は、鳥取県の大山オオタカの森です。こ

こはもともとゴルフ場、リゾート開発が持ち上がったとこ

ろで、開発寸前までいったんですが、バブル崩壊と、それ

からオオタカという希少猛禽類、今写真にあるやつです

けれども、こういう猛禽類の生息が見つかったので、い

ろいろあったあげくにリゾート開発は中止、その土地は

鳥取県に売却されました。その土地を活用して県立のオ

オタカの森をつくりました。猛禽類保護のために100ヘ

クタールの土地を県が買って保護しているところは、日

本で１か所だけだと思います。

　全部マツ林なんですが、これをどのように管理して

いったらいいのかということで、鳥取県から相談を受け

ました。

　ここは、鳥取県のほかに日本野鳥の会鳥取県支部と、

それから大学、この三者の連携でずっと進めています。

2003年からやっているので、もう20年近くやっているん

ですが、松を管理していこうということですね。松林を

放っておくと、だんだんオオタカが住みにくくなります。難

しいことはちょっと省略せざるを得ませんけれども、基本

的には松の密度が高過ぎて、オオタカが中を飛んで餌

になる鳥を取りにくくなるとかですね、松の一番上の層

に次の層が接近して、飛ぶ空間が少なくなるとかいう問

題がありますので、松を間伐したり、ほかの木を除伐す

ることで、５年ぐらい森林を改良していきました。結果的

にすいぶんとよくなったんですが、さらに100年先まで

考えて、実際にはこれ70年なんですけれども、輪伐して

いこうと。輪伐というのは、松を大体ざっくり切っちゃうん

ですけれども、それを計画的に配置して、いつでもオオタ

カが営巣できるけれども、松が更新していくと、そういう

複雑な陣取りゲームみたいな、計算するんですけれども、

それを考えました。これ実際に実行されています。

　どんなふうになるかって、こんな感じで、まずはざっくり

切るんですね。そうすると、天然下種更新と言って、松の

種がいっぱい飛んできて、もう物すごい数飛んできて、自

然に松が再生していきます。ですから、１本も松を植えま

せん。やっているのは、下刈りと言って、生えてきた草を５

年ぐらい刈るだけです。３年目ぐらいになると、こういう

ススキ草原みたいになるんです。ススキ草原の中に松

が点 と々あるような状態になりますが、やがて松のほう

が大きくなって、ススキは消えていきます。

　この松がね、すばらしい松。これダイセンマツと言うん

ですけれども、昔からブランド材で、特に日本家屋のは

り材に使われています。マツヂカラという言葉があるそ

うですけれども、はりには松が最適。ところが、この松が

だんだん衰退していたのを、このオオタカを守ることに

よって松を切る。松を切ることによって、それがお金にな

る。そのお金をオオタカの森の維持費に充てるという自

立経営可能な自然保護区を目指しています。

　３番目は、隣の江府町。これドローンで撮った写真な

んですけれども、湿原がど真ん中にあって草原がある、

鏡ヶ成というところです。蒜山と並んで人気のある観光

地です。ここよりも標高が500メートルぐらい高いところ

で、より寒いところです。国立公園の集団施設地区という

のになっていまして、宿泊施設、スキー場、キャンプ場な

どが一緒にあります。近くにある象山という山に登って写

真を撮ると、こんなふうになっているんですけれども、こ

の広 と々した草原がなぜ維持されているかというと、古く

はもちろん放牧です。明治期より軍馬の放牧地があった

そうで、もっと古くから草原だったと思いますけれども、

昭和中期ぐらいまでは広く草原でした。

　ですが、戦後、燃料革命以降だと思いますが、特にこ

の草原は放棄されるわけですけれども、ここに限っては、

宿泊施設があって、休暇村なので、スキー場として維持

してきたんですね。維持の仕方は、火入れじゃなくて、も

うひたすら草刈り。休暇村の職員が直営で、もうこれ全

部草刈っているんですよ、もう信じられないぐらいなん

です。ただし、ど真ん中の湿原だけは刈らないんですね。

なので、湿原だけちょっと木が生えたりしていると思いま

すが、こういうところです。ですが、さすがにそれは無理

だろうということで、数年前から火入れを再開しています。

　この黒で囲ったところが火入れと草刈り、山焼きと草

刈りをミックスさせているところで、ほかのところはまだ

依然として草刈りのみですが、だんだん山焼きを増やし

ています。真ん中の湿原は、放っておいたらだんだん木

が生えてきたりして、湿原じゃなくなってきたので、これも

何とかしなきゃということになっています。

　やっていることなんですけれども、数年前から湿原の

再生ということで、これは生えてきちゃった木を切ったり、

それから堰を作って地下水を上げるという、よく湿原再

生では行う仕事なんですけれども、こういうことを環境省

と、それから休暇村、地元の江府町、大学、自然公園財

団、それからここの場合には、サントリーが水源地にし

ていますので、サントリーも参画して進んでいます。そう

いういろんな関係者が連携してやっています。

　こういういろいろ新聞記事になったりしているんです

けれども、ハイイヌツゲという湿原の中に入りやすい木

を切ることによって、大分明るくなりました。

　これは堰を作ったんですけれども、思い切って切り貼

りして、湿原を増やしています。こうしないと、あまりにも

湿原の面積が狭いので、お客さんが来ても、どこが湿原

ですかということになりかねないので、かなり思い切っ

たことをやっています。これは環境省の予算でやっても

らいました。

　最初に、先に湿原の再生をしていたんですけれども、

周りの草原の維持がまた問題だということになって、草

原管理の効率化とか、それから質の向上ですね。どうし

ても草刈りしていると、草刈りだけだと、草原の中に低木

が生えてきます。ここだと多いのがサワフタギという木と

かが多いんですけれども、いつの間にかそういうのが混

じっているんですよ。そうなので、火入れをしてみた。火

入れは最初、おっかなびっくりだったんですけれども、

やっているうちにだんだんノウハウがみんな分かってき

まして、面積も増えています。やっぱり山焼きをすると、草

原の質がよくなります。木が減りススキだけになったり、

それから、山焼きと草刈りを組み合わせたところでは野

草が明らかに増えて色とりどりの花がみられるというこ

とで、とても観光上もいい草原になってきていると思い

ます。

　最後は、日南町という鳥取県で一番南西部にある町

のホタルによるエコツーリズムですね。ここのホタルは、

特徴がヒメボタルとゲンジボタル両方見れますよという

ことで、これヒメボタルと言うんですけれども、完全に陸

生のホタルです。１年中１回も水の中で生活しない。ゲ

ンジボタルはみなさんよく知っているように、幼虫が水

生ですけれども、ヒメボタルは山の中にいます。ここでは

２つ、両方同時に見れるというのが最大の売りです。

　ここは2005年から調査を開始しまして、何といっても

地元が熱心です。地元のまちづくりの会がですね、もう何

が何でもホタルを守ってまちおこしをしたいというすご

い強い熱意を持っていまして、ここに書いてあるように、

日南町では地域振興とホタル保全というのを両立させ

て、エコツーリズムに結びつけて、そしてお客さんを増や

そうというかなり明確な戦略があります。現在、エコツー

リズム推進法の認定を受けようとして、今年３年目で鋭

意検討中というところになります。ですが、ここまで来る

のに15年ぐらいかかっています。

　これが地元で取り組んでいることなんですけれども、

ホタル、当然、光害に弱いので、車が来ないように、最初

お願いしていたんですけれども、最近は道路交通法を適

用して、一時的に通行止めにしたり、様々な観察のため

のルール、これを取り決めています。それもあまり押しつ

けがましくないようにいろいろ工夫して楽しくやるように

されていますね。

　それから、結構商魂もたくましくて、ホタル関連の様々

な製品が開発されて売られているんです。車が行かない

てお伺いできればと思うんですけれども、お願いできま

すか。

○茅葺き職人（沖元太一）　じゃ僕から、よくどうして茅

葺き職人になったんですかって行く先々で聞かれるんで

すけれども、実は最初、特に茅葺き職人になりたいと

思ってなったわけではなくて、たまたま学生時代のとき

に茅葺きの会社の社長さんと出会って、何か面白いこと

やっているなと思って、来たかったら来ればと言われた

ので行ったのがきっかけだったんですけれども、それで

ただそこで、ここはススキですけれども、ヨシの刈り取り

をやっているところでして、ヨシの刈り取りと茅葺きの仕

事をやっているところで、やっぱりヨシわらも、ヨシを刈

らないと、そこに生きる生き物も生きていけないし、刈り

取ることで鳥もやってくるし、今度それがまた土に返って

いくという、何かそういう循環する素材だというのがすご

く面白いなと思っていて、その頃、ヨーロッパで新築の茅

葺きも建てられている写真を見せてもらって、それがすご

く格好いいなと思って、それが今に至っております。

○茅葺き職人（相良育弥）　僕もですね、よく茅葺きを始

めたきっかけを聞かれるんですけれども、一言で言うと、

たまたまでして、何だろう、もともとお百姓さんになりた

くて、何か米作ったりしていたんですけれども、あるとき

ちょっとお米を作って、米は食えるけれども、飯食えな

いみたいな、お金がないような20代前半を過ごしてい

たんですけれども、１、２、３月と農閑期にちょっと現金

収入を得るために茅葺きのアルバイトに行く機会があ

りまして、そこで親方に出会って、阪神・淡路大震災を

経験したというのがあるので、何か自分の食べる物は

自分で作って、身の回りのことは自分でできるようにな

りたいなという意味で、100の技を持った者という意

味で百姓になりたかったんですけれども、そういう思い

で茅葺きのアルバイトに行ったときに、茅葺きの親方に、

百姓になりたいんですけれども、まだ３つぐらいしか技

がないんで三姓ですみたいな言い方をしたときに、

じゃ茅葺きやったらいいじゃないかと言われて、茅葺

きの仕事の中に100のうちの10ぐらいの技があるの

で、よかったらやってみないかと言われたのがきっか

けで茅葺きの道に入りました。

○司会　ありがとうございます。

　２人とも最初からなりたいというわけではなくて、やっ

てみたら、その中で面白さに気づいたというところだと

思うんですけれども、具体的にやってみて面白い、今もお

仕事でやっていると思うんですけれども、面白い点とか、

ここが魅力だというところがあったらちょっと教えていた

だきたいんですけれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね。結構、僕が思う

には、茅葺きの技術って単純と言えば単純だと思うんで

すけれども、ただ、例えば素材であったりとか、そこにあ

る屋根であったりとか、前の職人さんがやった仕事で

あったりとか、それによってすごく同じものがないぐらい、

常に考えて、いかに水をきれいに流して長くもつ屋根を

作っていくかというところがすごく大事だと思っています

けれども、それを考えて、その場その場でどうやったらい

いんだろうってやっていくのが面白いのと、何ていうんで

すかね、あとはある意味、腐れていくのが面白いという

か、もちろん長もちはさせないといけないんですけれども、

腐れることで完全になくなっていくというか、土に返って

いくので、その辺もすごく面白いんですよね。

　今、古い屋根を修理しているんですけれども、屋根の

上でも土になっていて、そこからもうごろごろカブトムシ

の幼虫とかが出てくるし、だからもう、その場で土になっ

ているということも、普通、何か今ある、身の回りにあるも

ので置きっ放しにしていたら土になるっていうのはまず

ないよなと思いながら仕事をしています。

○茅葺き職人（相良育弥）　面白さって色々あるんです

けれども、技術的にもやっぱり、茅といっても自然のもの

なので、同じような茅はないので、それを一つ一つ見て

考えながら屋根に収めていくというのと、あと、人間の都

合で仕事しているんですけれども、そこに人間以外のも

のが物すごくたくさん関わっていて、まさに先ほどお話が

あったように茅場のいろんな動植物とかも関わってきま

すし、もしかしたら茅葺きの家に代々住んできたご先祖

様ももしかしたら喜んでいるかもしれないなとか。何か

人間の存在を超えた中で仕事しているような感覚に陥

るときがたまにあって、何かそういうところにつながれた

瞬間は、ものすごく幸せですし、何か面白いなと思うよう

なことはあります。

○司会　ありがとうございます。何となく自然とつながる

みたいなところが、さっき沖元さんは土になるというよ

うな話があったり、自然とつながるというところなのか

なというふうに思ったんですけれども、なかなか茅葺き

だけやっていると、瞬間瞬間にはあるのかもしれませ

んが、その裏側というか、例えば蒜山なんかちょっと草

原みたいなところがあるんですけれども、実際、茅葺き

職人さんがそういった草原に行かれたりとかっていう

のはあるんですかね。もしあれば、例えば蒜山の草原

に来て感じた感想とか、ちょっと蒜山の草原の魅力的

なところが、もし何か感じるところがあれば教えていた

だきたいんですけれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　あまり植物のこと詳しくない

んですけれども、ただ、僕は茅葺き屋根を残していくとい

うか、そういうものをやっていくとなると、やっぱり今、茅

で動ける環境をつくるのが僕の仕事だったので、ふだん

親方して、現場を仕切ってやっているんですけれども、２

番目っていいなというのをここですごい、あとちょっと向

いているなというのを思いながらやっていたんですけれ

ども。でも、本当にこんなに大きな規模で新しい落とし込

みの茅葺きというか、デザインの茅葺きをやることはな

かなかなくてですね、やっぱり沖元さん言ったように、後

半、追い込まれていろんなところに声をかけまくって、集

まってくれた若い十何人かのメンバーでやれたというの

が一つとても大きなことだったと思うし、これから恐らく

こういう類いの茅葺きの仕事が増えてくると思うので、今

回来てもらったような若い連中が今度は親方をはって、

何か新しい茅葺きの取組をしてくれればいいなという意

味で、何かすごくターニングポイントというか、意味のあ

る仕事だったなというふうに思います。

○司会　ありがとうございます。

　オープニングセレモニーのときにも時代の変換点に

なる建物じゃないかというお話を相良さんがしていたの

がすごく印象に残っているんですけれども、具体的にこ

れまでの茅葺きと、もしあるとすれば、これからの茅葺き

みたいなところで、何が違うのか。例えば国内と国外を

比べてかもしれませんけれども、どういった茅葺きが今

後広まっていく、広まればいいなというふうな思いがあ

ればちょっとお聞かせいただきたいんですけれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね、何ていうんで

すかね。僕はこういった新しいものがどんどん増えて

いってほしいという思いがあるんですけれども、それは

古いものというか、今までの伝統的なものを否定するん

ではなくて、やっぱり新しいものがあるからこそ古いほう

にも目が向けられるし、古いものがあるからこそ新しい

ものにも目が向けられると思っているんですけれども、何

かそこを相乗的に茅葺きが残るじゃないですけれども、

どんどん次に次につながっていけばいいなと思ってい

るんですね。そのためには、もちろん屋根もなんですけ

れども、こういう天井であったりとか、こういう壁であっ

たりとか、もっと若い人が、若い人というか、いろんな人

がこれ格好いいねとか、何か昔ながらのではなくて、原

風景的でいいねという、そういう価値観のほかに、こう

いう格好いいねとか、何かきれいだねとか、何かそうい

う別の価値観のものをまた新たに創造していって、こう

いうものと今までのものがある時代というか、何かそう

いったものを目指していけたらいいなって思っています。

そうすることで、ただ単に茅葺きだけではなくて、そのた

めには、そのためにというわけではないですけれども、

そういうことがあると、草原も維持されていくし、技術も

残っていくし、しかも環境云 と々言われている時代の中で、

自然素材ですし、土には返っていくし、何かいろんな意

味で、いろんな意味というか、いろんな価値が残っていく

ような、何かそういうものをつくっていけたらいいなと思

いながらやっていました。

○茅葺き職人（相良育弥）　何か僕も同じような思いな

んですけれども、何か10年ぐらい前から新しい何か茅

葺きでできないかと思っていろいろやってきたんですけ

れども、最近、今まさにこうやって目の前に現実として現

れたり、社会実装されてくることが当たり前になってきた

ので、何か逆に茅葺きの持っている当たり前のものを当

たり前に大切にするというのがすごく大事で、例えばここ

も蒜山の茅を使っているから僕は応援に来ましたけれ

ども、何かこれを使いやすいから外国の茅でやるからと

いったら、僕は来なかったんです。何かそういう何だろ

うな、形だけ茅葺きが残ればいいとは一切思っていなく

て、やっぱり草原にしっかり関わったりとかですね、それ

で最後はこれちゃんと土に返すと。地元の人が手伝って

くれるとか、何か茅葺きの持っていた伝統的ないいとこ

ろをしっかりと引き継いで、伝統の延長線上にある現代

のものというか、何かアップデートしたようなものを僕も

沖元さんもつくっていきたいなと思うので、恐らくこれか

ら日本中にいろんな茅葺きの見たことないようなものが

ちらほら出ると思うんですけれども、そういうのに皆さん

出会ったときに、そこのバックグラウンドまでちゃんと見

て、これは茅葺きなのか、茅葺きっぽいものなのかみた

いなところを見極めていくことが大事かなと思うので。

我々はそういう意味では、うそをついていないというか、

ご先祖様が見ても怒られないようなものをつくっていき

たいなというふうには思います。

○司会　まさに冒頭の前原館長のお話、歴史の下にこ

れからの利用をどう考えていくかというところにつながる

のかなというふうに思いました。とてもいい話だと思いま

す。ありがとうございます。

　ちょっと最後の質問になるんですけれども、今回これ

をオンラインで配信もしていますし、今後アーカイブもし

ていこうというふうに思っています。そこでちょっとお聞き

したいんですけれども、あのサイクリングセンター、来ら

れる方も、今もすごい多いんですけれども、見どころとい

うか、こういったところを見てほしいとか、ポイントにつ

いてちょっと職人さんに聞きたいんですけれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　遠くから見てきれいだなっ

て見てもらいたいですけれども、あとは、何ていうんです

かね、施工しているときに一番僕がいいなと思ったのは、

やっぱり天井の中心があるんですけれども、そこを見上

げると、茅の向きによって外にすごい広がっていくように

見えるんですね。あまり触らないでほしいんですけれど

葺きがある意味というのが、ただ単体として茅葺き屋根

を残していきましょうではなくて、その先のつながり、何か

こうもっと複合的な見方として、例えば草原を守っていく

とか維持していくとか、何かそういうつながりがあること

で茅葺きがある意味というのがあるんじゃないのかなと

思っていて、そうすると、草原に行くと、こんなふうに生え

ているのかなとか、またそこに植物があったりとか。ここ

では植物を守るために何かきちんと手入れされていたり

と茅っぱりそれを人が関わって維持していくことで残っ

ていくというか、そういう自然というかですね、植物で

あったりとか、動物であったりとか、何かそういうものが

あるんだなというのをすごく何か行くことで実感できるな

というのがありますね。

○茅葺き職人（相良育弥）　僕も、何でしょう、茅場とい

うのは必ず茅葺き職人と関わる場所で、大工さんにとっ

て山みたいなもんなんですけれども、意外と茅場に関

わっている茅葺き職人って少ないというか、屋根ふきだ

けしている人が多いんですけれども、何か単純に植物

が昔から好きだというのがあるので、何か屋根をふくと

きに茅の束をほどいて並べていくんですけれども、ほど

いたときに、何かリンドウとか、キキョウはなかなかない

んですけれども、オミナエシとかツリガネニンジンと茅

マラッキョウとか、いろんな草原に咲いている植物が混

ざっていると、本当はススキ以外に入っているとあまり

よくないんですけれども、何かにたにたと眺めて集めて

しまうというか、というような喜びがあったりするので。

今日来ている２人は茅刈りとかも含めて草原には思い

切り関わっているんですけれども、何か全国の茅葺き職

人ももっと草原に関わって、自分たちが使っている材料

がどういうふうに育って、そこはどういう場所で、どんな

人たちが思いを持って管理しているかというのを知っ

てほしいなと思います。

○司会　そうですね。蒜山だと、今日のシンポジウム以

外にも茅刈りのイベントをやったりとか、そういったつな

がりが見えるというところが一つ面白いところなのかな

というふうに思います。まさにこちらのサイクリングセン

ターもそういったつながりが見える一つなのかなという

ふうに思うんですけれども、そこのサイクリングセンター

の茅葺きをやってみて、ちょっとほかの茅葺きとの違いと

か、苦労した話とか、多分積もる話があると思うんですけ

れども、このサイクリングセンターの茅葺きについてお

話をいただけないでしょうか、沖元さん。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね。今までやった

ことのないようなことをやったので、どういうふうにやっ

たらいいのかなというのが一番悩みでもあり、何かすご

く楽しみでもあったんですけれども。今回、蒜山にある建

物を蒜山の茅を使って、しかも、ススキってすごく２メート

ル以上あって長いんですけれども、今回のこの建物の場

合は屋根というか、天井が厚みがあまりないので、切っ

て使っているんですけれども、その切って束ねる作業を

地元の方に手伝っていただいて、地元の方、11人の方

に手伝ってもらって、僕らが来てふいたんですけれども。

なかなかそういう地元の素材を使って、地元の人にもた

くさんの人に関わってもらって、そういった建物を造ると

いうのがなかなか今ないことだなと思って、それがすごく、

もちろん隈研吾さんという有名な方が設計されて、それ

に茅葺きが取り入れられたというのはすごくうれしいこ

となんですけれども、それ以上にたくさんの地元の方で

あり、地元の素材が使われてできたということがすごく意

義のあることだったんじゃないかなというふうに思って

います。

○茅葺き職人（相良育弥）　沖元さん、もっと苦労した

話をしたほうがいいんじゃないですか。

○茅葺き職人（沖元太一）　苦労は、本当に、ふだんは

上から屋根なんで、立ってこう作業をするんですけれど

も、見てのとおり逆さまなんで、本当にこう見上げた状態

でずっとやっていたんですよね。例えばネックピローを

買ってきて、何かこう楽になるかなとか、いろいろやって

みたんですけれども、あとは常にどうやって収めたらい

いのか、例えばガラスの際であったりとか、どうやったら

いいんだろうなって、もう常に考えていないといけないと

いうか、考えてもできるものではないんですけれども。何

かそこがすごく大変だったのと、ただ、大変の中で、さっ

き言った地元との関わりもありつつ、あと、最後の１週間、

本当に若手というか、僕ら世代から下の職人たちが全

国から十何人か来てくれて、最後、みんなでこう、何とか

完成しないといけないという、ちょっと工期がない中

やっていたんで、その一つの目標に向かってみんなが

助けてくれて、それで収まったという、何かいろいろ考え

て、ずっと黙 と々やっていた、その苦労がすごく報われた

というか、すごくありがたくて。なかなかふだん現場に

行っても、大体四、五人とかでやるんですけれども、職人

が十何人がいる現場って、どこを探してもないんですね。

だから、本当にそういった意味では、それも本当に一つ

貴重な経験というか、貴重な機会だったなというふうに

思っています。

○茅葺き職人（相良育弥）　もうほとんど沖元さんが話

してくれましたけれども、ここのサイクリングセンターは

沖元さんが仕事を受けて、くさかんむりが応援に行った

というような形なので、僕は２番目でやいやい言ってい

ればすごい楽だったので、沖元さんが感じたような苦労

は僕は感じてはいないんですけれども、沖元さんが全力

ろにも、この茅を、大いに蒜山のものを使っていっていた

だけたらいいんじゃないかな。そういうふうなことで、本

当に地元の人々が地元の材料で、そしてその地元の材

料で造られたお堂をみんなが大切なものとして使って

いこうというふうな、言葉としてはそれこそ本当ＳＤＧｓ的

なものがですね、見た目でも、あるいは心のよりどころと

しても残っていくんじゃないかなという、そういうふうな

活用の仕方ということも、今後は地域的な特性としては

大事にしていったらいいんじゃないかなというふうに今

は思っています。

○司会　ありがとうございます。

　伝統の中で残すというところの大切さかなというふう

に思うんですけれども、日置先生、自然再生と伝統技術

みたいなところのつながりというか、関係性というのは

具体的に何かあったりするんでしょうか。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　生態系を再生す

る技術そのものは、技術的に追及していけばできるんで

すけれども、一番僕らに欠けているのは、自然から出てく

るものをどう利用するかということです。今日もね、茅囲

いの話とか、私、不勉強であまりよく知らなくて、非常に新

鮮だったんですけれども、その自然再生に関わってくれ

る人たちも、それがどういうふうに利用されて、例えば茅

なら茅がどういうふうに利用されているとかあまり意識

していないし、分かっていない。私も分かっていない。そ

れが分かると、もっと深くできる。こういうふうな茅にする

んだったら、こういう焼き方したほうがいいのかなとか、

だんだんそういうふうになっていくと思うんですね。利用

を考えた上での自然再生というのができたらもっといい

んじゃないかなというふうに思っています。

　松林の場合にははり材ということで非常にいいのが

できる。あれもやっぱり間伐したりしていいのをつくろう

としているんですけれども、例えばですけれども、そういう

のがあると思います。

○司会　なるほど。つながりの中での見える化ですね。

そういったところなのかなというふうに思います。

　そういった意味では、まさに茅葺きなんかも、草原と人

をつなぐ一つのツールというような見え方もあるのかな

というふうに思うんですけれども、具体的に例えば茅を

通して、都市部の人と交流したりとか、何かそういったと

ころが現実的にできるのかどうか、実際にやられている

事例もあるのかどうか、茅葺き職人さんお二人にお伺い

したいと思うんですけれども、何かそういったつながり

のつくり方みたいなところについてご紹介いただければ

と思います。

○茅葺き職人（相良育弥）　何か事前に写真を送って

いたんで、それでしゃべってもいいですかね。何ていうん

ですかね、新しい需要をつくってみるというのも結構大

事だなと思っていて、既存の茅葺き民家は修復があるの

で、必ず葺き替えがあるので、そこには大量のススキと

かが必要になってくるんで、使われるんですけれども、と

はいえ、初めに話したように、茅葺きの家って減っている

ので、何か新しい需要、今の世の中の中で探っていくと、

こうやって壁面に茅を用いたりとかですね、これはイベ

ントのステージとか、こういうふうに仮設物で法的に建

てれる場合は、こういうふうにつくってみたり。これは竹

と稲わらを使っています。

　次、お願いします。

　これは何かこれぐらいの大きさの壁かけのアートワー

クなんですけれども、最近、何か芸術系、アート系、美術

系みたいな人たちが結構純粋に素材の面白さとして茅

を見てくれているので、そういう注文とか需要があって、

こういう壁かけの作品を作ったりとかですね、次、お願

いします。こういうオブジェなんですけれども、ちょっと日

常的な使い方じゃない使い方でこういう作品を作った

りとかですね。

　次、お願いします。

　これはこの間納品したんですけれども、お花の作家さ

んが花を飾るための背景が欲しいということで、ススキ

と稲わらで作った作品です。

　次、お願いします。

　こんな感じで、美容室の内装であったりとか、何か伝

統的になかったようなマーケットとか需要というのが現

代には結構あるなということが分かってきたので、何か

逆に出口を先につくってから茅を使っていくような流れ

というのも、何か一つありなんじゃないかなというふうに

思います。

　沖元さん、何かありますか。これがまさにそうでしょう

けれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね、僕も何か頼ま

れて、茅葺きのソファーを作ったりとか、何かそうですね、

茅葺きというか、そういうススキでできた、何でできてい

るんですかとか、そういうきっかけづくりですかね。そこ

から何かつながっていけば面白いなと思ってやってい

るんですけれども。

○司会　ありがとうございます。きっかけというところで、

草原だけじゃないと思うんですけれども、自然とどう関わ

るか、そのきっかけをどうつくるかというところが非常に

大事になってくるのかなと。そういった部分で、前原館長

の話も一番最初にあったんですけれども、なかなか草原

に入らなくなってきていると、自然に入らなくなってきて

いるということで、もう一度そのきっかけをつくろうと。そ

ういった一つのツールとして茅葺きがあったりとか、自

も、見上げて何かこういう空間もあるんだなというところ

を見てもらえたらいいなと思うのと、最初に言ったように、

あまりこうじっと見ていると、いろんなところにあらが見

えてくるので、ぼやっと見てもらったほうがいいのかなと

思います。

○茅葺き職人（相良育弥）　何かふだん、普通の茅葺き

屋根ってもっと高くて遠いところにあるんですけれども、

これは本当に、触っちゃいけないんですけれども、触れ

るぐらいの距離にあるので、何かこの距離感で茅葺き見

れるところってなかなかないので、そういう身近に茅を

感じてもらえたらいいなと思います。

○司会　ありがとうございます。私も次、そういった目で

見たいなというふうに思います。

　もしよければ、このシンポジウムが終わったとき、

ちょっとご案内いただくことは可能ですよね。ありがとう

ございます。では、終わった後に、職人さんがちょっとサ

イクリングセンターのほうも案内していただけるそうな

ので、お時間のある方はご同行いただければと思います。

　では、沖元さん、相良さん、ありがとうございました。

○茅葺き職人（相良育弥）　ありがとうございます。

○茅葺き職人（沖元太一）　ありがとうございました。

○司会　これからトークセッションのほうに移りたい

と思います。少々お待ちください。

３．トークセッション

　－これからの人と自然との関係について－

○司会　準備ができましたので、これからトークセッ

ションに移りたいと思うんですけれども、その前に、前原

館長、日置先生、それから茅葺き職人さんにお話を伺い

まして、質問の時間を取れませんでしたので、何かこれま

での発表の中でご質問等ある方おられましたら、先に受

けたいと思うんですけれども、会場のほう、いかがでしょ

うか。大丈夫ですかね。

　では、大丈夫そうなので、トークセッションのほうに移

らせていただきたいと思います。

　では、先ほどお話の中で非常に印象的だった部分と

しましては、歴史を基にこれからの利活用を考えるとい

うところが前原館長の話にしても、それから日置先生の

話にしても、過去どういう利用だったかというところが大

事だというお話もあったかと思います。

　そういったところで、具体的にどういった蒜山の歴史

ですとか、職人さんの技術を残していけばいいかという

ところについて、なかなかアイデアがないのかなという

ふうに思います。そういったところについて、何か今思っ

ていることがあれば、こういった形で歴史が残っていく

のじゃないか、技術が残っていくんじゃないかというとこ

ろについて、皆さんにお話を伺いたいと思うんですけれ

ども、前原館長、最後のほうでもお話しいただいていたと

思うんですけれども、歴史の残し方といいますか、そう

いったところについてちょっとお話をお伺いしてもよろし

いでしょうか。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　草原は非常に農耕

と結びついていた歴史というものがやっぱり解体したと

いいますかね、衰退しましたんで、地域の共同体でそれ

を管理していくということがなかなかしにくくなってきた

ということもありますから、その草原を守りたいという目

的を持った人々が緩やかにつながっていくという形で管

理していったり、維持していくということが大事になって

きているんじゃないかなと思っているんです。

　今日、日置さんのお話にもありましたような生物多様

性を本当に維持していくために、とても尽力する、あるい

はお二人の話にあったような建物の屋根を造っていく

ための材として茅を大切にしていくとか。いろいろなそ

れぞれの目的を持った方が集まっていくということがあ

ります。

　一方、歴史的なことということになってくると、少し限定

されてくるかもしれませんけれども、やっぱり茅とか、ある

いは草原といったものを維持したり活用していくための

道具とか技術といったものが継承されていくということ

が必要かと思いますし、それから、新しい茅の利用の中

で、先ほども新しいものと古いものというのは、やっぱり

それぞれの価値がちゃんとあって、それをどちらかに偏

るんじゃなくて、そういったものをお互いを意識していく

というのかな、そういったことが大事で、そのためにはか

つての技術とか道具といったものをどういうふうに新し

く使っていくかとか、かつてはどうだったのかというよう

なことを改めて知っていくということが必要になってくる

かなと思います。

　それからもう一つ、茅に限定していくと、どういうふうに

利用していくかということになってくると、実はこの真庭と

か美作地域というのは、辻堂とか、村の堂が多いんです

よね。それはほとんど今もう瓦ぶきになったり、あるいは

トタンぶきになってきています。特にこの真庭市の中は、

ただ単にお堂があるというんじゃなくて、そのお堂を中

心として本当に人々の結束が強くて、盆踊りなんかがそ

こで行われていたりとかすることもあります。特にこの蒜

山地域なんかの盆踊りは、先ほどもちょっと言いました

けれども、かなり歴史的に古いものが残っていて、そのお

堂を改修しようというような話があるときに、ただ単に瓦

ぶきとかトタンぶきとかにするんじゃなくて、かつての茅

葺きのようなものに風景を戻していくというか、歴史的な

風景といったものに復元、修復していくというようなとこ

○茅葺き職人（相良育弥）　ワークショップもすごくたく

さんやっているんですけれども、年々、何だろう、参加者

が増えたり、あとお母さんと子供というセットになってき

たなというのがあって、やっぱり子供、まちに住んでいる

と、なかなか自然と接する機会がないんで、子供に何か

そういう自然に触れさせたり、文化的なことをさせてあげ

たいなという需要というか、思いがあるみたいで。そうい

うお母さん方がたくさん近年、何か参加してくれるように

なって、潜在的に、特にコロナから後はワークショップ

あまりできていないんですけれども、逆にコロナから後

のほうがそういうものに参加したいという声が強くなっ

たり、増えたりしているような感じは、最近の感触として

あります。

○茅葺き職人（沖元太一）　僕、最近あれですけれども、

学生さんたちと一緒に茅刈りとかしていると、仕事、自分

の職業は職業で、茅刈りとか自然とか何かそういう自分

が体を動かして楽しむことは楽しむことみたいな、何か

ちょっとこう割り切った考え方なのかなというか。だけれ

ども、全く興味がないわけではなくて、やっぱり関心が

あって、だけれども、だからといって、茅葺き職人になり

たいとかではないんですけれども。何かそういう関わり

方も結構最近多いのかなというか。その分、気軽にとい

うか、ちょっととにかくやってみたいといって関わってくる

人も多いのかなって思うのと、あとは、なかなかそういう、

ふだん身の回りのものって、何かそういう、例えば自然の

ものであったり、自分が何か体験したりとか、なかなか

ないのかなというか、それをあえてそれこそ休みの日と

かに、それを求めて郊外に行ったり、何かそういう体験

のワークショップに参加したりとか、何かそういう風潮と

いうか考えを持っている方が多いのかなというふうには

感じます。

○司会　なるほど。休みの日だけ、例えば蒜山に来たり

とか、何かその中で自然に触れあったりとか、そういう部

分ですかね。前原館長にちょっとお聞きしたいんですけ

れども、そういった地域をつくっていったり、盛り上げて

いくようなところがなかなか難しいという話もさっき会っ

たんですけれども、外の人がうまく入ってみたいな、連携

の仕方みたいなところは、これまで蒜山というのはあっ

たんでしょうか。もしあったとしたら、どういったものが

あって、それが参考になるんでしたら、どういったことが

今後考えられるとか、ちょっとそういった外の視点の入

り方みたいなところについて、教えていただけたらなと

いうふうに思うんですけれども。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　蒜山地域というの

は、やっぱり観光の地としてやってきたので、よその方が

訪れて自然と楽しむ、あるいはこういう施設を楽しんで、

思い出とかよいところを持ち帰るということの繰り返し

であったわけなんですよね。だから、そういう意味では、

やっぱりこの蒜山の地で何か行うことでいいますと、観

光といったものと結びつかないところはちょっと難しい

んじゃないかなと思っています。地元の人たちがそれに

関わっていくということが、先ほど、特に草原との関わり

というのは希薄になってきたというお話を申したんです

が、やっぱり山焼きとかを行うという行事のときに、地域

の人々が参加できる余地というのはまだまだ実はあるん

じゃないかなと。その技術的なところの伝え方とか、ある

いはそのときのかつての経験をお話ししてもらうとか、あ

るいはそういう都市部からお越しになった方々に、この

地域の歴史はこうだったんだよとか、あるいはその地域

で取れたもので一緒にねぎらいをするとか、振る舞うと

か、そういうふうな形での交流の仕方というのはあるん

じゃないかと思うんです。

　これは、草原だからなかなかやりにくいかもしれない

けれども、オーナー制度みたいな、例えば棚田だったら、

棚田のオーナー制度みたいなのがあって、都市部の方

と交流するという、そういう中にあって、田植、収穫、そこ

に地域の人々が関わっておもてなしをするというような、

そういうことは今までもあったわけなんです。この蒜山

地域も、おもてなし文化というのはずっとこう受け継がれ

てきたところですので、特に草原とか茅といったものを

利用したような外部との活動を推し進めるのならば、

やっぱり蒜山地域の人 も々そこに参画できるような形で

加わっていくという形を模索したらいいんじゃないかな。

　それからもう一つは、今のところ山焼きをやっていると

ころというのはちょっとやっぱり人里から離れたところ

なんですよね。だから、観光的要素を求めるときも、求め

にくいところがあるんですが、少し場所なんかを工夫し

たり、地元の了解を得たりして、少し離れたところでも見

ることができるような場所といったものも新たに見いだ

していくとか、そういったようなことも少し考えてみたりす

ると、もうより近くなってくるんじゃないかなというような、

そういう気はいたしております。

○司会　ありがとうございます。

　いろんな活動の見える化というところかなというふう

に思うんですけれども、日置先生もいろんなところで自

然再生活動とか山焼き等やっていると思いますけれども、

そういった何か配慮というか、何か見える化ですね。観

光客だけじゃないと思うんですけれども、そこに住んで

いる集落の方とか観光客の方とかに見てもらう工夫み

たいなところがもし何かあれば教えていただきたいんで

すけれども。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　日南町のホタル

然再生みたいな方法があったりとか、きっかけの話なの

かなというふうに思うんですけれども、前原館長、どうで

すか。六、七年蒜山にいて、新しい草原との関わりみた

いな。昔は、おっしゃったように物を取る場としての関わ

りだった、そこで恋愛みたいな話も昔はあったという話

なんですけれども、逆に今になって出てきている動きとか、

こういった草原の利用が面白いんじゃないかとか、もし

何かお知恵があればお聞きしたいんですけれども。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　何年か住んでいる

中で、新しい利用を進めていくための知恵とか、あるい

は実践が行われているというのは、なかなか見いだしに

くいなというのが現実です。それはやっぱり本当にこの

地域の人々にとってみて、草原というものがかけ離れた

存在になってきてしまっているという現実があまりにも大

きいから。それからもう一つは、これは生物多様性の維

持、その思想と行動というのは本当にすばらしいものな

んですけれども、そこを強調するということはとても大事

なんだけれども、そのことによって逆に自分たちとは遠

い世界のものに草原がなってしまったんじゃないかと

いうふうに距離感を感じてしまうというか、むしろ拒否反

応を示してしまうような人も出てきている面もあって、自

分たちとは違う人たちが使っているというか、自分たち

の本来のものだったものを違う人たちが違うふうに利

用してしまっているということの、自分たちでどうしようも

ないんだけれども、どうしたらいいだろうかという悲しみ

みたいなものがやっぱり一方であって、それが多分、新

しい動きをつくっていくというのを距離を置く方向にむし

ろいっているんじゃないかなというのもちょっと実感とし

てはあるんです。一生懸命、生物多様性の維持のために

されている方を否定するわけでも何でもないんですけれ

ども。そういう意味では、本当にどういうふうにその関係

性といったものを再構築していくかということが見いだ

しにくいけれども、見いださなきゃいけないときになって

いると感じます。

　今、日置さんのお話にもあった自然再生という言葉で

すけれども、本当にそのとおりなんですが、景観とか植生

とかを再生していくということと同時に、やっぱり新しい

人 と々の関係性みたいなものをどういうふうに、再生と

いうよりも、構築していくかとか、創造していくかというこ

とを考えなきゃいけない段階になっているのかなという

ふうに思っていて、だから、今の問いに対してはなかな

か答えが見いだしにくいです。それは経済的な利用もあ

るかもしれないし、それから、そうですね、地域の人々の

癒しの場として活用するとか、いろんな多分目的があっ

て、ただ、いろんな多様な目的を持った人が集まるけれ

ども、実際にそれを行うための共通するテーマとしては、

火入れ、山焼きがあるとかですね。そういったところの同

じ自然との共生といったようなものの価値を共有する

人々たちによる、先ほども言いましたけれども、緩やかな

関わり方というものを求めていくという、何か一つの目的

だけに執着していくという方向性ではない形にしていか

ないと、これからはやっぱり草原と人々の関係というも

のが必ずしも協調的にいかないんじゃないかなという

心配のほうは持っています。もちろんそれは否定してい

るんじゃなくて、これからいい方向に向かっていくための

方法を見つけたいという、まだそこの段階じゃないかな

というふうに思っています。

○司会　ありがとうございます。なかなか難しいというご

指摘と緩やかな関わりというキーワードが出たのかなと

いうふうに思いますけれども、日置先生、何かそういった

ところについてアドバイス等ないでしょうか。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　アドバイスという

のは難しいんですけれども、まさにそれこそがこれから

の課題ですね。自然再生と人の関係性の再生ということ

は、一くくりにしてやっていかないと長続きできないんだ

ろうと思います。

　１つ、さっきの茅の話に戻るんですけれども、鏡ヶ成で

ずっと草刈りをして維持してきた人たち、休暇村の人た

ちはすごいと思うんですね。ただ、刈った草の搬出まで

はできないんです。あくまでも刈りっ放しなんです。搬出

すればバイオマスが減って、野草とかにいいということ

もご本人たちも分かっているんだけれども、できないんで

す。３年前に１回やってみようよというんで出してみたの、

草を。そうしたら、あまりにも大変で、草を刈る時の倍ぐら

い、草の搬出に大変でした。そうなるとやっぱり翌年か

らやめようってなっちゃったんですが、草は利用しない

限りは絶対搬出しないよなということはつくづく身をもっ

て分かりました。昔は使うから出した、それがよかったん

ですけれども、今、使わなかったらどうしようもできない。

使うことがいかに大事かということをそのときに身を

もって知りました。

○司会　まさに利用という部分の大事さについて教えて

いただいたのかなというふうに思います。地元との関わ

りという部分では、なかなか自然という部分の文脈だけ

じゃ難しいという、前原さんのご意見ごもっともかなとい

うふうに思うんですけれども、逆に相良さんとか沖元さん、

結構、都市部でもイベント等やられていたりすると思うん

ですけれども、そういった都市部の方の茅への目線とか

自然への目線みたいなところについて、いろいろね、イ

ベントでの参加者のお話とか実感とか、そういったとこ

ろでちょっと教えていただけないかなというふうに思う

んですけれども、いかがでしょうか。

ども、一緒にそういう何か同じような志を持っている人

が集まって、今まで知らなかった人が知り合っていくと

いう、それが楽しいというのはすごくあります。その一つ

の手段として、直会とかの、飲み会みたいな、今はなか

なかできないけれども、そのうちできるようになると思い

ますが、そういうのが大きいと思いますね。だから、そう

いう会は必ずやったほうがいいんだと思います、作業

の後に。すぐ解散だと、ビジネスみたいなのはあまりよく

ないと思いますね。

○茅葺き職人（相良育弥）　何だろう、草原って、最近

ちょっとあまり身近じゃなくなっちゃったと思うんですけ

れども、僕らがまだ子供の頃は空き地とか原っぱとかた

くさんあって、茅場なんかもそうなんですけれども、比較

的安全に自然の中で楽しむことができるというか、何か

山とかに行っちゃうと、ちょっと危険も多かったりですと

か、命に関わるような生き物がいたりとかするんですけ

れども、草原って、人間と自然のちょっとお互いの間に存

在するちょうどいい空間というか。なので、人間が人間ら

しくもありますし、そこで自然を感じることもできますし、

何かちょっとこう現代、恐らく人間と自然の関係って大分

離れちゃっているんですけれども、何かそういう、現代人

が自然と関係を取り戻すための場としてもう一度機能す

るんじゃないかなと思うので、例えばお子様がいる家庭

とかだったら、子供を自然に触れさせてあげたいけれど

も、いきなり家族で山を登るのはちょっと危ないから、草

原でちょっと遊んでみようと。そこにいろんな動植物がい

て、それを観察してみようみたいな。田んぼにちょっと近

いと思うんですけれども、何かそういう場として、草原の

関わり方とか使い方とかいうのがまた生まれてきたらい

いなと。何かその辺が現代における草原の魅力かなと

いうふうに思います。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね、もう何かぱっと

思い浮かんだのは、うそつかなくていいというか、気持ち

よかったら気持ちいいなとか、茅刈っても、本当、自分が

刈った分しか刈れないし、何かそのままでいれる場所な

んだなというのが、ちょっとぱっと聞いたときに思い浮か

んで、それが今、お二方言われたようなことにつながっ

ていくのかなという気がしました。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　草原というものが、

やっぱりほかの地形と何が違うんだろうかなというふう

に考えたときに、開放感だと思うんです。それから、日常

の村里に住んでいるところから、先ほど私の話の中でも、

少しこう子供さんをあやしたりとか、家族との争いとかに

疲れて行ったりとかいうこともありました、恋愛もそうで

す。つまり日常の世界の中にある、範疇にあるんだけれ

ども、その中にある非日常というか。そういったものの空

間が草原でもあるんじゃないかと思うんですよね。つま

りどういったらいいんですかね、集えるとかっていうもち

ろん面もあるんだけれども、むしろ孤独を感じるとかで

すね、それから人生を見詰め直すとか、そういうふうなこ

と。例えば私なんかも、疲れておりますから、時々草原に

行きまして寝転がっております。ちゃんと真庭市の市有

地の草原に転がっておりますけれども、そういうときに、

やっぱり自然と一体になっているということで癒される

こともあるし、一体、何のために自分は生きているんだろ

うかなとか、なぜ蒜山にいるんだろうかなとかいうような、

自分を見詰め直すというか、生産活動だけじゃなくて、

知的な思想の生産といいますかね、経済的な生産だけ

じゃない。そういったものを行っていく。やっぱり自分の

生き方みたいなものを見詰め直したり、再構築したりす

るというところにも、僕は非常に大いに意味がある場所

じゃないかなと思っていて、日常の中にある非日常の場

所という、そういうものの一つとしても僕は位置づけられ

ていいんじゃないかなというふうに思っていますし、そう

いうのをほかの人も実は求めているんじゃないかなと

いう気もしているんですよ。そういうふうに思います。

○司会　ありがとうございます。

　今、４名のお話を聞いてすごく感じたのは、昔は資源

の生産の場だったんですけれども、今はどちらかという

とつながりをつくったり、仲間をつくったり、それから自

分を見詰め直したり。心の中をどうするかという部分に、

草原だけでなくて、自然全体そうだと思うんですけれども、

大事になってきたのかなと。まさに自然とどうつながるか

というところをこれから深く考えていくことが大事なん

じゃないのかなというふうに思いました。ありがとうござ

います。

　まだまだお聞きしたいこともたくさんあるんですけれ

ども、そろそろお決まりの時間ですね、３時になりますの

で、トークセッションはこの辺で終了したいと思います。

　４名の方に拍手をお願いします。（拍手）

　ありがとうございます。

　この後、先ほど茅葺き職人さんのほうにサイクリング

センターのほうをご案内いただけるということでお話い

ただきましたので、これから10分程度、茅葺き職人さん

のほうにあちらご案内いただければというふうに思い

ます。ちょっと準備をしたら出発したいと思いますので、

もしこの後もお時間ある方はご同行いただければと思

います。

　では、こちらでこのシンポジウムのほうは終了させて

いただきます。

　本日はお忙しい中、皆様どうも最後までありがとうご

ざいました。

の例は非常に分かりやすいんですけれども、もう地元

の熱意なんです。あれは外の人はほとんど全く関わって

いません。地元の思いは、もう本当に家が１軒か２軒し

かなくなっちゃったところを何とかしようということで、

何が何でもやるという意志が強いんですね。全国のホ

タルのサミットまで招聘するような勢いだったんですけ

れども、そういう力もあるんですよね、地元にはね。でも、

そういうのを引き出すとか、それから、外から関わって

いる人と関係をつくるというところがとても難しくて、時

間がかかっていますね。時間がかかっているけれども、

できないことはない。

　だから、具体的に完全に見える化するというノウハウ

を私はまだ別に持っていないですけれども、何かあるん

じゃないかと思います、共通項は。

　１つ、逆の例ですけれども、蒜山の火入れは私も時々、

時 と々いうか、毎年お手伝いに来ているんですけれども、

前はね、おもてなしがあったんですよ。そのおもてなしは、

おもてなしじゃなくて、地元の人たちの集落のねぎらい

だったんですね。そっちが楽しみで山焼きしていたんだ

と思うんですが、外からの人が中心になったら、それが

なくなったので、何か終わりました、解散というのがすご

い味気なくて、やっぱり何かおいしいもの食べたいじゃ

んとかって思う。そういうものが復活して、そこで地元の

人との関係ができたら、それをきっかけに広がるんじゃ

ないかなというふうに思います。

○司会　ありがとうございます。多くの人を巻き込みなが

らというところなのかなというふうに思うんですけれども、

茅葺きも同じようなところがあるのかなというふうに思

いまして、例えばワークショップとか、あとは、昔でしたら、

結みたいな形で集落の方が茅葺きをやっていたみたい

な話も聞いたことがあるんですけれども、そうやって茅葺

きを通じて集落の輪が広がったりとか、今ですとそう

いった同じ志を持つ人の輪が広がったりみたいなとこ

ろは、今でもそういった結みたいなところは残っていた

りとか、何か活性化というか、そういったところに茅葺き

が使われていたりというような事例はあるんでしょうか。

○茅葺き職人（相良育弥）　どうなんですかね。意外と

あるんかな。その何だろう、結とか伝統そういう相互扶

助のシステムがあって成り立っていてというお話なん

ですけれども、結って裏を返せば血のおきてなので、そ

れに参加しないと村八分になるみたいなという強制

力があったから成り立っているというところもあるんで

すよね。

　さっき日置先生がおっしゃったように、おもてなし、直

会があるから人が来たとかっていうのがあって、茅葺き

のいろんな取組を見ていても思うのが、何か続いている

ところというのは大義名分があるか、何かの快楽がある

という。快楽というと何かちょっと誤解を招くような言葉

ですけれども、楽しみであったり、自分にとって何かこう

満たされるようなものが得られるきっかけがある。例え

ば何か新しくいろいろ作っているのも、何か格好いいか

らとか、最近だとＳＤＧｓだからみたいな理由もあるんで

すけれども。きっかけは何でもよくて、そのきっかけから

茅葺きの持っている奥深さに導いていけるかどうかとい

うところが大事なので、なので、そういうところをしっか

りと今後つくっていく、表層的に終わらないように、ちゃ

んとあれも蒜山の茅を使っていますみたいなところまで

含めて伝えていったり、そういうみんなにとっての何か

の快楽が、喜びが得られるようなきっかけをつくってい

くというのが多分、我々世代の仕事かなというふうには

思います。

○茅葺き職人（沖元太一）　結というのは、お互い様み

たいなところも昔、多分あったと思うんですけれども、み

んな茅葺きが多くて、今年うちだから、来年そっちみたい

な。だけれども、今はもうお互い様がもう成り立たないと

いうか、実際、僕らが仕事に行くところでも、家の人が手

伝えればまだいいほうで、もうやっぱり働きに出ている

から、ちょっと皆お願いしますということも多いし。なか

なか生活のスタイルが変わってきていると、昔ながらの

それを何かこう結みたいなものを維持していくのは難し

いと思うんですよ。

　ただ、今、相良君みたいに、何かこう違う形というか、

何か違う形であったり価値観であったりとか、何かそこ

でまた相互扶助であったりとか、何かそういうことという

のがどうやっていったらいいのか分からないですけれ

ども、これからだからこそ生まれてくるものでもあるのか

なとは思ったりもします。

○司会　ありがとうございます。

　やはり楽しさというのは一つのキーワードなのかなと

いうふうに思います。

　ちょっと時間も短くなってきたんですけれども、ちょっと

変な質問なんですけれども、草原とか、自然でもいいん

ですけれども、茅葺きでもいいんですけれども、どこに楽

しさがある……、さっき前原館長のお写真だと、草原で１

杯やっているような写真があって、楽しそうだなって私

思ったんですけれども、どういったところに具体的に自

然と触れ合う楽しさがあるのかというところについて、

ちょっと皆さんにお聞きしたいんですけれども。日置先

生のほうから順番にお願いしてもよろしいでしょうか。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　仲間ができるとい

うのがすごく大きいと思いますね。一緒に作業をして汗

を流す、そこで技が身につくということもあるんですけれ

く さ ば
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 １．開会

○司会　では、皆様、それでは時間になりましたので、こ

れより、「使うことで守られる自然、人と自然の関係性の

再生を目指して」ということで、草原シンポジウムを開催

させていただきます。

　私は、司会を務める真庭市役所産業政策課の増井と

申します。どうぞよろしくお願いいたします。ありがとうご

ざいます。

　さて、今、我々はグリーナブルヒルゼンという施設に立

つパビリオン（風の葉）にいるんですけれども、ちょっと

目を移していただいて、あちらですね、サイクリングセン

ターが建っているのですけれども、あちらに見えるグリー

ナブルのサイクリングセンターには蒜山の茅、ススキが

使われていることは皆さんご存じでしょうか。この蒜山に

は広い草原があり、そこで採れたススキを使用してこの

サイクリングセンターは建てられています。

　今日は、なぜススキを使用したのか、蒜山と草原の関

わりやその自然との付き合い方、そして、サイクリングセ

ンターの茅葺きを手がけた茅葺き職人さんのお話を聞

きながら、蒜山の人と自然との関係について考えてみた

いと思います。

２．講演

①蒜山の人と草原の関わりあい

　－蒜山の草原の歴史－

○司会　それでは、早速、蒜山郷土博物館の前原館長

にお話をいただきたいと思います。

　前原館長には、蒜山の人と自然との関わり合いという

ことでお話をいただきます。

　それでは、前原館長、どうぞよろしくお願いいたします。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　皆さん、こんにちは。

どうぞよろしくお願いいたします。

　蒜山郷土博物館及びこちらの蒜山ミュージアムの館

長もしております前原茂雄と申します。今日はどうぞよろ

しくお願いします。

　私が今日お話しさせていただくのは、最初でございま

すけれども、茅、草そのものの役割というものが蒜山の

人 と々どういうものとして受け継がれてきているのかとい

う、少し歴史のような話をさせていただこうかと思ってい

ます。

　この地、真庭市は、林業の里として非常に最近脚光を

浴びておりまして、認知度も高まっております。この今お

話をしておりますＣＬＴパビリオンなんかもその代表的な

ものでございますけれども、これは、実は今、急に盛り上

がったというよりは、随分歴史的には古くから、この真庭

というところは林業の里として知られています。京都や奈

良、大阪といったところの有力な神社、お寺、それから首

都、京都にあります公家とか天皇家とか、そういったとこ

ろの御殿を建てるための建築用材といったものを出す

のがこの真庭ではとても多かったということもあって、都

にも知られた木材供給の地であったということでござい

ます。

　江戸時代になると、津山城の中に粟積櫓というやぐら

があって、それもこの蒜山地域の東茅部というところの

粟住というところから山の木を切って持っていって、やぐ

らを造ったという、粟積櫓というものがあるんだというの

も伝わっておりまして、古くから歴史を通じて木材という

ものが注目されたところでもございました。

　ただし、草とか茅はどうだったのかということなんで

すけれども、草や茅というのは、そんな権力者たちが注

目する材料ということはあまりなくて、どちらかというと庶

民の人々が大切にみんなで守って使っていくということ

が主流だったのでございます。

　ただ、この真庭の中でも牧場とか御牧、オンマキと書

うことで、地域にお金が残りいいことありますよというも

のです。

　２番目が二次的自然からの生産物出荷で、オオタカ

の森の松材なんかがそうですね。茅を売るというのも、も

ちろんそういうものになると思います。

　３番目が自然観光資源でエコツーリズム、これは日

南町のような例で、自然を見に来る。自然に関与しに来

る人たちが増えると、宿泊、交通、土産物購入とか環境

保全協力金が入ります。これはコロナ後を見据えてやる

必要があると思います。

　４番目は企業活動による支援で、例は鏡ヶ成の生態

系管理の場合、サントリーが支援してくれているんです

けれども、サントリーは本業では水が大事ですから。ＣＳ

Ｒ活動というのもあります。それから、生物多様性オフ

セット、これはちょっと難しいんですけれども、小さい字

で書いてありますが、人間活動が生態系に与えた影響

を何か違う場所で補償するみたいな制度ですけれども、

こういうものが例えば制度化されると、今、カーボンオフ

セットってありますけれども、そういうのと同じになってく

ると、自然再生にお金を出すという企業は急に増えるだ

ろうと思います。

　二、三のアイデア。蒜山でやったらいいなって思う私

の個人的アイデアです。

　自然再生塾をつくる、仮称ですね。自然再生について

学びたい人が蒜山に滞在して調査や作業のノウハウを

身につけることができる塾。自然再生の推進、人的ネッ

トワークの構築、滞在による経済効果が期待できる。そう

いう場所をつくったらどうかなということですね。

　次は、ＯＥＣＭという考え方。これは次の生物多様性国

家戦略、今策定中ですが、のりそうです。Ｏｔｈｅｒ　Ｅｆｆｅｃｔｉ

ｖｅ　ａｒｅａ－Ｃｏｎｓｅｒｖａｔｉｏｎ　Ｍｅａｓｕｒｅｓというね、難し

い名前がついていますが、要は、利用や管理の目標に

かかわらず、実質的に生物多様性の保全に貢献してい

る保護区以外の地域ということで、これでも難しいです

が、要するに現に自然を守ったり再生していることが実

際にできているところというのを何か認定して大事にし

ていきましょう。これは今後、国とかが推進していく可能

性が十分にあるので、さっきのこの蒜山高原の小さな湿

原みたいなものは、これに当てはめることで、あるいは

草原もそうかもしれませんけれども、何か進む可能性は

あるんじゃないかなと思います。

　これで終わりですね。ちょっと駆け足でしたが、私の話

はこれで終わります。

　ご清聴ありがとうございました。（拍手）

○司会　日置先生、ありがとうございました。

　質問はちょっと最後のほうに回させていただきたいと

思います。

③あたらしい関わり、あたらしい芽ぶき

○司会　続きまして、茅葺き職人さんのお二人にお話を

伺いたいと思います。

　次はプレゼンじゃなくて、クロストークということで、お

二方にお話をいただこうかなというふうに思っておるん

ですけれども、沖元さんと相良さんです。お二人は若手の

茅葺き職人さんとして、全国各地の茅葺きを手がけてい

るというふうにお聞きしています。その中でも、茅葺きとい

うとね、特に古民家とかそういったことを思いつくんです

が、それ以外の、修復だけではない新たな茅葺き、まさ

にサイクリングセンターもそうなんですけれども、そう

いったことにチャレンジをしているというふうにお聞き

しております。そういった新しいことにチャレンジをして

いる思いですとか、自然とのつながり、そういったことに

ついて、少しざっくばらんにお話しいただければと思い

ますので、どうぞよろしくお願いいたします。

　それでは、前のほうにお願いいたします。

○茅葺き職人（沖元太一）　茅葺き屋根の仕事をしてい

ます株式会社Ｅａｒｔｈ Ｂｕｉｌｄｉｎｇの沖元と申します。

　今回、サイクリングセンターの茅葺きを担当させてい

ただきました。住んでいるところは東北の宮城県石巻市

なんですけれども、生まれも育ちも広島でして、今、広島

のほうで仕事をしています。古民家からこういった新し

い茅葺きまでやっているんですけれども、何とかこれか

らの後世にというか、未来に茅葺きをつなげたいという

思いでやっています。今日はよろしくお願いします。

○茅葺き職人（相良育弥）　私は神戸市の北区という、

神戸市とは名ばかりのすごい農村が広がる地域で、くさ

かんむりという名前で茅葺きの仕事をしています、茅葺

き職人の相良育弥と申します。

　僕も沖元さんと同じようにふだんは伝統的な茅葺き屋

根の修復をなりわいとしているんですが、それに併せて、

茅葺きの民家はどんどん減っていますので、このままいく

と我々の仕事もそうですし、若手の茅葺き職人の将来の

仕事もなくなってしまうなという危惧がありまして、いろ

いろ茅を使って、茅葺きの技術を使って現代的な何か新

しい取組ができないかと思って仕事をしています。よろし

くお願いします。

○司会　相良さんと沖元さんとは、私はお付き合いをさ

せていただいて、いろんな思いを聞いたこともあるんで

すけれども、今日は最初ですので、なぜ茅葺き職人さん

になったのか、ちょっとそこら辺、お二人ともちょっと変

わった経歴というか、茅葺き職人さんは全体的に変わっ

ている方が多いんですけれども、ちょっとそこら辺につい

いてミマキというふうに読んでいます、御牧さんという名

字がところどころにあるんですけれどもね。そういったよ

うな形で、この地が馬などが権力者によって飼われると

いうような場面もどうもあったようでございます。

　さて、この蒜山にも多く広がってあります草原ですけれ

ども、これは草原とか森林、木材だけが重要なんじゃなく

て、その山から生み出される森林資源というものを丸ご

と使うということが特に大事なことでございました。建築

の材料であるとか、あるいはたきぎとか炭焼きに使うも

の、それから、木を切った後は、そこを焼いて、焼き畑の

ような形にして、畑にもします。野菜を作るわけです。それ

から、山には小さな動物、ウサギなんかもいますから、そ

れも獲物になりますし、山には鳥もおります。山菜やキノ

コといったものもある。あらゆるものを資源として使うと

いうことをしてきましたので、草とか茅だけが人々にとっ

て中心的なものであったとまでは言えないんですよね。

みんなそれを丸ごと使っていたという歴史が実はあるわ

けなんです。

　そういった歴史がありますけれども、今日は特に

ちょっと草と茅についてお話ししてみようかなと思って

います。

　今日、私が最初に話をする人間ですので、じゃ何で草

がたくさん必要だったのかという話から少しだけさせて

もらおうと思います。

　皆さんの中には、よくご存じだと言われる方も多いと

思うんですけれども、何で人々が草原、草を必要としたの

か。それはもうすなわち肥料にするためにとても大事だ

からです。古い時代、江戸時代より前あたりは、肥料とい

うのはなかなか今のようないいものがありませんでした

の、草、特に若くて柔らかいような葉っぱをそのまま田ん

ぼに入れる、畑に入れるとか、あるいは枯葉を田んぼ、

畑に入れるというようなことぐらいしか目立った肥料と

いうものはありませんでした。ところが、江戸時代以降に

なってきますと、牛というものが一般の家庭にもいるよう

になりまして、山に草を取りにいって、その草を牛に食べ

させる、そして牛の背中に刈った草を乗せて家まで持っ

て帰って、牛のふんと一緒に混ぜたりしまして、田んぼや

畑に入れるということで、肥料にすると。それは堆肥と言

いますけれども、そういうものに使っていた。つまり草と

いうのは農業を行う上にとっては、欠くことができないも

のとして役割があったわけです。そして、それは、どの家

がどのくらい田んぼを持っているのか、耕作しているの

かという面積に応じて必要とする草の量も決まってきま

した。

　それからもう一つは、自分の持っている田んぼ、畑が

どんな土なのかということも、実は草が必要となる大きな

条件になります。あまりいい土じゃない、条件が悪いよう

な土の場合だと、どんどん肥料を入れて土壌を改良して

いかなきゃいけないから、その分、牛に食べさせる草の

量も多くなっていくということになります。

　それから、その家がどのぐらい牛を飼っているのかと

いうことも、その家で草がどのくらい必要かということに

も関わってきます。ただ、一般家庭で自分の持っている田

んぼ以上に牛を何十頭も持っているということは最近で

したら酪農とか肉牛とかを飼っている場合でありますけ

れども、農業をするだけだったら田んぼの数に比例した

頭数で牛を持っていることが多いので、おのずと草を利

用する面積というのが決まってくるわけなんですが、牛

を飼うのに必要な草をとにかく草原から刈ってきて家に

持って帰るという作業をしなきゃいけません。そうなると、

家と草原（蒜山では草場と言ったりすることもあります

が）、そこと往復するという作業を毎日のように繰り返さ

なければいけません。牛は毎日、餌としての草を食べた

りするわけですからね。

　ではどこの草を刈っていたのでしょうか？まず、田ん

ぼに生えた草といったものが手頃に刈ることができます。

この写真は蒜山のものではないですが、５月ぐらいの水

が張った田んぼの写真でございます。あぜが見えている

と思うんです。こうして見ますと、やっぱり田んぼと田ん

ぼの間にあぜに生えている草というのは、家から近いか

ら刈りやすいけれども、量そのものはとても少ないんで

すよね。だから、どうしても家の周りの草というものは

刈ってしまったら伸びるまで時間がかかる。そのために

は遠くに、やっぱり草があるところにちゃんと刈りにいか

なければいけないということがございました。

　そして、これは蒜山の風景ですけれども、山と家との往

復をしている風景でございます。牛にいっぱい刈った草

を乗せて家路に向かっているというところですね。この

牛に乗せている草の中には、その時々、折々の花なんか

も咲いていたりして、実は遠目に見たら、実際に作業し

ている人は大変だけれども、結構美しいものだったんだ、

季節を感じさせる風景だったんですよというふうに言っ

てくださる地元の古老もおられました。

　しかし、牛を山の上のほうまで連れていくということは、

オオカミであるとか、今はいませんけれども、オオカミ、そ

れからクマといったものに襲われる可能性もありますか

ら、牛そのものに鈴をつけるということをして、熊よけに

したりしたということもあります。私が勤めております蒜

山郷土博物館というところには、この熊よけの牛の鈴と

いうものも残っております。

　そして、これは牛用のわらじです。山の上のほう、結構

遠くまで牛を連れていかなければいけないということに

です。上草場山という表現で書かれているということは、

資料に残っていないんだけれども、中蒜山、下蒜山も、中

草場山、あるいは下草場山というふうに地域の人にとっ

ては呼ばれていた可能性を示しています。そして、集落

があって、その後ろにちょっとした林があって、そしてそ

の後ろに畑があって、そして草原、草山というふうに続い

ていくというのが蒜山の村の風景であったということな

んです。

　これは戦後すぐ、あるいはひょっとしたら戦前かもし

れませんが、このグリーナブルの山を越えた湯船集落辺

りから蒜山三座を写したものです。ちょっと下蒜山は

写っていませんが、左側が上蒜山、右側が中蒜山になり

ますが、上蒜山を見ていただくと、山頂付近までほとんど

草山なんですよね。立ち木がありません。左側の、本当に

左側のところにちょっと黒いところが見えるのが、これが

立ち木です。これは江戸時代の絵図にも、さっき立ち木

が見えていて、山の中でもここの部分は立ち木、木材を

取るための場所なんだよということは、江戸時代から計

画的に決められていた範囲です。それに対して画面の

真ん中辺りにあるところは全て草山。さっきの草場山と

いうふうに言われていた、山の草を利用するという。本

当に山頂付近まで草山として管理されていたということ

が分かります。

　そして、これは山頂付近ではなくて、現在のひるぜん

ジャージーランド付近よりもう少し南の辺りかと思いま

すが、本当に一面が全て草原でございまして、立ち木が

ほとんど見えないというふうになっています。

　そして、これは、今度は下蒜山のほうになります。真ん

中辺りに下蒜山が写っておりますが、少し白黒の写真で

すので、見えにくいかもしれませんけれども、この下蒜山

のほうも、実は現在ほとんどもう山頂近くまで樹木が生

い茂っておりますけれども、これは戦前の写真でござい

ますが、よく見ますと、むしろ樹木のほうが少なくて、草が

非常に多くなっている。ただ、完全な上蒜山みたいに全

部が草というんじゃなくて、結構立ち木も生えかけてきて

いますので、もう山焼きというものが終わってから何年か

たとうとしているという、そういうふうな状況が戦前なの

かなというふうに思われます。

　そして、この写真はジュウロクヤマという、中津加茂と

いうところの奥にある山でして、花園という集落の奥でも

あるんですが、手前のところは、もうこれは蒜山三座では

ございませんが、草山なんですね。蒜山三座じゃない部

分、旭川より南側の部分も草山というのは結構たくさん

あったということが分かっています。

　そして、画面の上の辺りは、これは今度は下蒜山から

現在の犬狭トンネル方面に向けての部分なんですけれ

ども、これもほとんどが全部草山、草原であったというこ

とが分かりまして、つまり上蒜山の辺りから、もうずっと下

蒜山、もう犬狭トンネルの辺りまで山の裾野はほとんど

全てが草原であったということが分かります。

　そして、これも戦後すぐの頃の写真ですけれども、中蒜

山が右、そして左に上蒜山が写っておりますが、その裾

野も含めてほとんどが草山であったということが分かり

ます。

　そして、この写真は手前のところに少し斜面が写って

いますが、これも経塚山というところで、戦前から戦後に

かけてはスキー場としても利用されました。少し斜面が

きついところではありますけれども、ここも草山として使

われていたところです。

　これらの風景写真から分かるように集落の近く、至る

ところに草を取るための草場、草山というものが設定さ

れていたというのが蒜山でございます。

　これはちょっとね、なかなか見づらいかもしれません

が、戦後すぐぐらいのアメリカ軍が作った航空写真、空

中写真なんです。これを見ますと、見づらいとは思います

けれども、画面の上半分ぐらいのところがほとんど白く

写っているかと思います。これは実は草原なんです。だ

から、今はもうこんなことありません。ほとんどがもう森林

地帯になってしまっておりますけれども、草原面積という

のが本当に非常に多かったんだなということが分かり

ます。空中写真というのはそれぞれ年代ごとにいろんな

写真がありますので、それを比較していくことで、どんな

ふうに草原がなくなっていったのかということを追って

いくことも可能だという、そういうふうな研究の使い方も

できる写真なんです。

　そして、今度は茅の話も少ししていきたいと思うんで

すけれども、今、草の話をいたしましたが、今日またテー

マの一つであります茅というものも非常に重要です。茅

も、これは草場と同じように茅場というのが設定されて

おりまして、これは草場とはちょっと別の場所なんかに

あったりします。そこで刈ってきた茅、具体的にはこの後

の方のお話にいっぱい出てくると思いますが、まずは束

にして、そして現場で束にして持って帰るわけです。そし

て家のところに置くわけですが、この写真の中に、長屋

のようなものが真ん中辺りに写っていますが、実はこれ

も茅でふいている屋根なんですね。そして、その中には、

茅を立てて入れます。納屋のようなところに茅をずっと保

存しておくということをやります。これがほかのところの

地域だったら、茅というのはなかなか貴重品でございま

すから、だから、茅をとても大事に扱っていて、あまり野

ざらしにするということもなくて、やっぱり茅ぶき屋根の

ふきかえをしたりするために必要な材料なので、屋根つ

なりますと、悪い道を通ることもある、石がごろごろした

道を通ることもある。そうすると、牛のひづめに傷がつい

て、そこから病気が入ったりして、牛そのものが弱ってし

まうと。それはいけないということで、こういうわらじを編

んで牛に履かせるということを蒜山の人々はやっており

ました。ですから、こういったものを作る文化があったわ

けです。蒜山は、蒜山百日雪の下という諺があって、本当

に冬が長い。なかなか冬は外に出て作業ができません。

その代わり家の中で、春夏秋の農作業等に必要な道具

の準備をするわけです。そういう中で、この牛のわらじと

いうものも雪の中でずっとこつこつと１年間のものを見

越して作りためていくということをやっておりました。

　これはおじいさんがいろりの横でいろいろと冬に、ガ

マと茅で作った春夏秋に使うものを作っているという風

景です。こういうふうな感じで牛のわらじも作っておりま

した。おじいさんの上にはいろんなものがつり下げられ

ています。これがどんどんどんどん増えていくにしたがっ

て、春が近づいてきているというのが蒜山の風景でも

あったようでございます。

　そして、この写真の中で、真ん中に茅葺き屋根の家が

写っていますけれども、その左側のところにちょっとこん

もりとこう盛り上がったところがございまして、これがグ

ロというものですね、これは。グロというのは塊という意

味なんですけれども、コエグロと言います。草を食べさせ

て牛がふんをする。そして、それにまた草とかを混ぜて牛

に踏ませて柔らかくしたものがだんだん発酵していくと。

それを堆肥と言いますけれども、それをどんどんどんどん

冬の間はためて、家の外に積んでおくわけですよ。それ

を積めば積むほど、そこの家は働き者だというふうに言

われたそうでございます。家の横にこうしたコエグロと

いうものがあるというのが蒜山の昔からの風景でもあっ

たわけでございます。

　そして、その堆肥といったものは、冬の間ずっとこの家

の横に置いているかといえば、そうではありません。これ

今写ってありますのは、これは馬ぞりというもので、馬ぞ

りと言うのですけれども、実際は牛に引かせたりするん

です。これの上に、籠に堆肥を乗せて、そして冬の雪がま

だある時に、自分の田んぼのところまで運んでいきます。

　これは空になったところですね。雪の中、牛がそりを

引いています。そして、後ろにおじさんが１人立っていま

すね。

　そして、これが実際に田んぼのほうに向かって雪道を

行っている、馬ぞりに乗せた堆肥を運んでいるところで

す。前に牛がいまして、牛を引っ張っているおじさんがい

て、後ろからそりを支えて、方向なんかをかじを取ったり

するようなおばさんが後ろからついていくと。これも蒜山

では本当によく見られた風景です。

　なぜ雪の中から肥料をまくかというと、雪が解けるの

を待っていたら、蒜山ではもう農業が始まるのが遅いで

すから、駄目なんですよね。だから、雪があるうちにもう

自分のところにまいてしまう。堆肥というのはもともと発

酵したり、ちょっと温かいですから、だんだんその雪が解

けていき、本当に耕作を始めようかなという頃には、土

の表面の上にちゃんと落ち着いているという、そういう

状態であった。そして、雪が消えたらすぐに、今度はまた

牛を使ってすき込んでいくというような、そういうこともよ

く行われていました。

　そして、蒜山の土というのは、ただ、いつからこういう

ふうに草をみんなが必要になったのかということはな

かなか難しいんですけれども、皆さんもご存じかもしれま

せんが、蒜山の土はこういうクロボコという土でござい

ます。真っ黒です。ですから、普通、黒土というのは農業

をするのにはとてもいい土だと言われていますけれども、

実際のところは、火山灰が堆積して、それに植物プラン

クトンなんかと混じり合って黒く化学変化したものです

ので、とても火山性の特に酸性が強い土なんです。酸性

が強い土というのは、なかなか野菜作り、農耕には適し

ていないとされておりますので、そこの中で野菜、農業を

やっていこうと思うと、どうしても土の質を変えていく、土

壌改良していくということが求められるわけです。

　蒜山の人の農業の歴史というのは、土壌改良の歴史

そのものだというふうに言ってもよいぐらいだと思ってお

ります。そのためには、大変広大な草といったものを管

理して、そして、そこから得られる柔らかい草を牛に食べ

させ、堆肥を作るということがどうしても求められてきます。

今日は後にもお話が出ると思いますけれども、そういっ

た柔らかい草、いい草を生やすためには、やはりどうし

ても山焼きというものをしなければなりません。山焼きを

しないと、いろんな樹木が成長してきますので、草そのも

のではなくなってしまうということで、共同で管理して、こ

の草山を守っていくという作業、火入れというものがとて

も大事になってくるわけです。

　そして、これは、江戸時代の蒜山の絵図が残っている

んですね。蒜山中福田というところの中福田村というと

ころに、江戸時代の終わりのほうだと思いますが、絵図

が残っています。その真ん中辺りに、上蒜山が書かれて

おります。でも絵図には上蒜山と書いていないんですよ

ね。ではどのように書いてあるかというと、上草場山とい

うふうな書き方をしています。蒜山という呼称自体は江

戸時代からちゃんとあります。しかし、地域の人にとって

みれば、これはあくまで草場山、草を取るための山なん

だというふうな認識で絵図には書かれているということ

うか、小屋の軒先に茅の束をずっと立てかけています。

何に使うというわけじゃなく立てかけているわけですね。

　これは、畑の一角に、これはまた茅を立てかけている。

これも川上地区です。白髪集落というところですけれども

ね、そういったところに茅を立てている。

　これは、実は、さっきあまり文化がないんだと言いまし

たけれども、この八束地域のところには、やはりこういう

ふうに、新しい茅ですけれども、束ねているところがあり

ます。奥のほうにはまた茅もありますね。

　そして、これは田んぼの中にそのまま茅を立てている。

　じゃ、なぜ茅囲いに使わない、屋根に使わない茅をそ

のまま立てておくかということなんですけれども、冬の間、

風雪にさらしますと、そこにいろんなよい栄養価が高

まっていくということが効果がありまして、それを春先に

なって、さっきの茅囲いもそうですけれども、ちょきちょき

切って、畑とか田んぼにすり込むことによって、肥料とし

て、土壌改良のための役立ちにもなっていくということが

あるんです。そういったものを蒜山の人々は、何か理屈

がどうだとか、どういう栄養価なんだということを全然そ

んな知らなくても、こうするものだというふうな先人から

の知恵というものがあって、それを愚直に紡いでいくと

いう形で土壌改良というものを行ってきたという、そうい

う歴史があるわけなんですよね。

　これもまた、もう畑そのものに茅を切ったものをぼー

んと置いておいて、冬を一冬越させていくというパターン

ですね。

　これが実は蒜山の冬の風景ということになります。手

前にありますのが、これはわらです。ワラグロというやつ

ですね、わらで作ったものがありますが、真ん中辺りに、

家と家の間にコエグロが重なっている。そして雪が左側

からずっとこう積もってきていますけれども、その方向に

向かって茅囲いが作られている。そして、実は、ちょっと

見にくいですけれども、この中には茅を立てているという

ふうな風景もあるわけです。

　最後になりましたけれども、今日は、この蒜山と草原、

そして茅というものについてお話を、どんな歴史があっ

たのかというのをかいつまんでお話ししてきましたけれ

ども、これは最後のほうのトークセッションにも関わりが

出てきますけれども、それをどう生かしていくかということ

が求められているということになっていきます。自然を再

生するということは大切で、こういう草とか茅と人々が結

びついていく文化というものを大切にしたいんだという、

そういう思いというものは、皆さん共通しているかと思い

ますけれども、蒜山というのは、ただ単に生産の場として、

農耕の牛のためだけのものとして草原とか茅場を使っ

ていたわけではありません。お話をお年寄りの方に聞い

てみますと、茅場なんかには、お父さんに怒られて、

ちょっと寂しいから１人で悲しみを紛らわすために行っ

ていた、嫁姑で疲れて、お嫁さんがちょっと１人になりた

いなと思ったときに子供をおぶりながら茅場、草場に

行ったというような話も聞くことがあります。

　それから、歌を詠む、短歌を詠む、俳句を詠むというよ

うな人は、やっぱり草原の瑞 し々いものをどうしても題材

と選びたいということで、地域の人が草場に行って、茅

場に行って作品を詠んだという文芸もあります。

　それから、この写真にありますように、草原のところに、

春を迎えてやっとうれしいなということで、みんなで集

まって酒を酌み交わす、そういうふうな喜びの場、ねぎ

らいの場、懇親の場としても草場、草原は使われてきま

した。

　それから、そういうふうに立ち木がないということは、

この蒜山がとても、岡山県でも発祥の地と言われるス

キーにとってもいいわけなんですね。実はこの写真が

写っているところは、経塚スキー場というスキー場にも

なっております。つまり草原があるということは、スキーを

するのにもとても大事。蒜山の観光文化を支えるところ

にも大きく寄与してきたんだということです。

　そして最後に、大宮踊という盆踊りがあります、国の重

要無形文化財になっています。その大宮踊の中の一つ

の歌詞にこういうのがあるんです。「わしが殿御の草刈

山は、ごぜん・たご平・中の茅」、私とあなたがあいびき

する草山はごぜんという場所、たご平というところ、中の

茅という、それは全部地名なんですけれどもね、そこなん

ですよ。つまり里でなかなかあいびきできない、そういっ

た人々がこっそり内緒で出会って愛を育む、そういった

ものも実は草場にありました。

　だから、生産の場だけではなくて、人間の孤独、心の

問題、喜びの問題、文芸、それからねぎらい、懇親ですね、

それからスポーツ、そして恋愛、様々な人々の、蒜山の

人々の暮らしに、喜びや悲しみの場として寄り添う存在

が草原でもあった。暮らし全般に関わる、人 と々分かち

難い存在の一つが草原であったということも申し上げ

たいと思います。

　それについてどう生かしていくかということは今後の

話になりますが、草原と人 と々いうのが本当にこの蒜山

の人々にとって、喜びや楽しみというものを伴うような新

しい関係性が構築されていくかどうか。そういったところ

はこれからの人々の英知にかかっているんではないか

なというふうに思っています。

　蒜山の歴史をたどりながら、草原との関わり、人間と

の関係性というものを少し、短い時間ですが、たどって

みました。どうもありがとうございます。（拍手）

きのところに大切に保管するということが多いんです

けれども、蒜山の場合は、結構やっぱり茅場という、茅

山がとても多かったので、大事にしないわけじゃない

んですけれども、結構いろいろ野ざらしにしたりすると

いうこともありました。こういうふうな屋根つきのところ

に入れるというのは、屋根ふき用の茅なのかなという

気はしています。

　では茅は人々にとってどういうふうに使われていた

のか。これは雪囲いという、これ茅囲いとも、茅垣とも

言ったりしますけれども、それを作っている風景です。

冬の蒜山はとても風がきつい、そして雪もきつい。となり

ますと、そのままだと家が傷んでしまうんですね。です

から、風雪が激しい方向に茅を束ねたものを生垣のよ

うに立て並べていって、家を守っていくということをやる

ことがありました。

　11月ぐらいになってきますと、蒜山ではだんだん雪

が降るかなというような気候になってきます。この地域

には山のことを「セン」とよびますが、「センワタシ」とい

う言葉があって、大山、烏ヶ山、皆ヶ山など、標高の高い、

いろんなセンがつく山がだんだん雪化粧してきて、最

後に蒜山三座が雪化粧すると、里にも雪が降ってくると

いうふうな言い伝えがあります。蒜山の人々はそういう

山の景色を見ながら、来るべき冬の到来といったもの

を強く意識していて、そして、その中で冬構え、こういっ

た茅を立てて冬に備えていくということを暮らしの中で

やっていたわけです。

　この写真は茅囲いの完成したものですね。この茅囲

いというのをやっている家が今ほとんどなくなってし

まって、私が蒜山に来てから六、七年になるんですが、

その頃はまだ10軒ほどはあったんですけれども、今は

毎年やっているというのは１軒か２軒しかないんじゃ

ないでしょう茅っぱり高齢者のこういう技術を持って

いる方しか作らないというところなんですが、この写真

を見ていただきますと、家の一定方向のところに茅を

束ねたものを立てかけて、そして竹のところにくくって安

定させています。

　そして、これは別の家ですね。やっぱり茅をずっと立

て並べて、雪から家を守る。特に屋根からずり落ちてきた

雪が家の中に逆流したりするのを守るというような意味

でも、雪囲い、茅囲いをします。だから、蒜山の昔の家と

いうのは本当に暗かったんだというようなことを言いま

す。雪が解けて、この茅囲いを取って明るくなったら、

やっと蒜山にも春が来たのかなというふうなことを意識

したということも昔の方はよく言っていますね。

　これが現存している、毎年更新している茅囲いのとこ

ろですね。天王という地区のものですけれども、これは家

全体じゃなくて、家の庭の辺りのところにこの茅囲いを

しています。

　これがその新しい、最近やっているところですね。こ

れは家そのものに立てかけるんじゃなくて、本当に垣根

のように作ります。これ裏から見たものです。棒くいを立

てたり、竹で結んだりして、そのまま立てているだけです

ね。家そのものに密着させているわけではありません。

　これは家そのものに密着させているパターンもある

ということです。こういうふうにもう本当に家の壁全体に

張りつけるような感じで作っているものもあります。

　これはまた別の家ですね。これももう本当に家という

か、小屋のあらゆる面のところにこう立てます。あらゆる

面といいますけれども、それはやっぱり風雪が激しい方

向というものがどうしても中心になります。

　そして、これはちょっと見づらいかもしれませんが、家

と家の裏手のところにちょっとだけ隙間がある、空いた

ところがあると。そういうところにこの茅をちょっと突っ

込んで風止めにしているんですよね。こういうふうな、

少し僅かでありますけれども、茅を今でも使っているお

宅はあります。

　それから、これは畑の茅囲いです。畑の中には白菜と

かいろんなものが冬の間は置いてあるわけですけれど

も、それなんかが本当に雪まみれになってしまったら、

なかなか大変だということで、畑の雪がかぶってしまう

方向だけ、この茅囲いというのをする場合もあります。

　そして、これは今度は樹木とか、そういったものにもこ

ういうふうな茅囲い、茅だけで覆うということをやります。

　これもそうですね。これはツバキです。ツバキが積雪

なんかで傷まないように、枝が折れないようにというこ

とで、茅を全面に立てかけるような形で守るということも

やっています。

　そして、これは今度は草花です。地面に生えている草

花が駄目になってしまわないように、葉っぱが駄目に

なってしまわないようにということで、茅を少し切ったも

のを敷き詰めて、マルチのような感じにもなりますけれ

ども、保温しながら冬の厳寒をしのいでいくということも

されています。

　今写ってきた写真というのは、全部残っているのは、

旧川上地区だけなんですよ。だから、茅が今入手しや

すいところはこういう文化が残っているんですが、茅山

があまりなくなってきた、茅場が少なくなってきた八束地

区にはなかなかこの茅の文化というのが今残りにくく

なっているという現状があります。

　そして、これなんかも、実はこの屋敷のすぐ上の辺りに

は茅を立てているところもあります。これはまた川上地区

ですけれども、これは現在もやっています。家の軒先とい

○司会　前原館長、ありがとうございました。草原が生

産の場だけじゃなくて、心のよりどころというところ、とて

もいい言葉だなというふうに思いました。

　本来であればちょっと一、二問、質問を受け付けたい

んですけれども、前原館長、ちょっと時間も押しています

ので、最後のほうに回して、次の演者のほうに移りたい

と思います。

②自然再生と地域づくり

　－自然を再生するとなにかいいことあるの？－

○司会　続きまして、鳥取大学の日置教授に自然再生

と地域づくりということでお話を伺いたいと思います。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　ご紹介いただきま

した鳥取大学の日置です。今日はよろしくお願いします。

　私、前原先生のお話が面白くて聞き入ってしまいまし

たけれども、ちょっとここ風通しがいいので、茅囲いが欲

しいなというふうに思いました。本当にここ、冬は茅囲い

したらいいかもしれませんね。

　私からは、「自然再生と地域づくり」という題で少しお

話しします。

　自然を再生するということは、最近全国のあちこちで

行われているんですけれども、それによって何かいい事

があるんですかということを、ちょっと考えてみたいと思

います。

　私からは４つほど、それぞれ短いですが、お話しし

ます。

　まず、1つ目に「自然再生とは」。次に、「この地域の近

隣の地域での自然再生の事例」のお話をします。３番目

は、「この蒜山でもし自然を再生するとすればどういうの

が大事なのかな」という点。そして最後には、「自然再生

の進め方」という話をしたいと思います。

　皆さん、自然再生という言葉は聞いたことはきっとあ

ると思うんですけれども、改めて定義みたいなものを話

すと、「過去に失われた自然環境を取り戻すこと」という

ことになっていますね。つまり人間の活動でたくさん自然

がなくなっているので、今残っている自然だけでは足り

ませんということで、それを積極的に再生させるのが自

然再生です。その直接的な目的というのは生物多様性

の保全、これちょっと難しいんですけれども、絶滅に瀕し

ている生物とかを救ったりしていくと言ったら分かりや

すいかもしれませんが、そういうことだとされているんで

すが、実は自然再生というのは、単にそういう生き物、生

物の話にとどまらないわけですね。自然を再生すると、

その再生した自然、難しく言うと生態系なんですけれど

も、生態系からいろんな恵みを受けられます。その恵み

を生態系サービスというふうに言ったりするんですが、

それが確保できたり、享受、受け取ったりできますという

ことで、その中には基盤、調整、供給、文化といろいろな

カテゴリーに分けられているんですが、そういう難しい

話は今日はちょっと省略したいと思います。

　１つだけご紹介すると、文化サービスという点ですと、

さっきね、前原先生の最後の話にあった様々な草原の

恵みがまさに文化サービスです。それからもう一つは、持

続可能な地域づくり。最近はＳＤＧｓという言葉で紹介さ

れることが多いですけれども、その持続可能な地域づく

りに結びつくということですね。自然を再生して大事に

することで、地域が活性化すると。かつてはどんどん開発

して、自然がなくてもいろいろ工場ができたり、雇用が生

まれれば地域が繁栄するというふうに信じられていた時

代もありますが、今はそうではなくて、地域にもともとある

もの、特に自然を大事にすることがかえって持続的に地

域を発展させるんだというふうに考え直されるように

なってきていると思います。

　自然再生のための法律があります。「自然再生推進

法」というんですけれども、これで自然再生協議会という

のを設置することができるんですが、現在26か所、全国

で進行中ということになります。この近くですと、例えば兵

庫県の上山高原とか島根県の中海とか、広島県の八幡

湿原なんかがあります。

　こういうのもののほかに、この法定協議会を設置して

いない小さな自然再生というのもいっぱいあるんです

ね。法定協議会があるのはかなりでかい事業なんです

けれども、そうではない、もっと地域の小さなグループで

やっているような自然再生というのがいっぱいありまし

て、環境省は2015年、ちょっと古いですけれども、小さな

自然再生活動事例集というのを紹介しています。これは

ホームページにも載っていますけれども、これを見ると、

あちこちで取り組まれているのが分かります。

　岡山県ですと、龍泉寺というお寺があるんですけれど

も、その中の小さな湿原の再生なんかがこの近くの事例

としてあります。私、おととい見に行ってきたんですけれ

ども、そういったところがあります。

　今日、私はですね、この近くの事例を４か所ほどご紹

介したいと思います。全部、大学で取り組んでいるもので

す。人がやっているのを聞いてきた話じゃなくて、自分で

やっている話をしたいと思います。

　まず、蒜山高原の地図でいったら右側ですね、東のほ

うに津黒高原というところがありますが、小さい観光地

なんですけれども、そこで湿原を再生している事例です。

ここは最初にエコツアーをやりたいという団体の方が

来られまして、今日も関係の方来られているんですけれ

ども、何か湿原を再生して、そこを環境学習とかに使えま

ようにということで、シャトルバスを運行しているんです

が、シャトルバスの起点は道の駅です。道の駅にこういう

のがあって、ホタルの時期だけ道の駅をやたら夜遅くま

で開けているんですね。そこでアイスクリームを売ったり、

それから、環境保全協力金を500円ぐらいもらったりし

て、頑張っています。それによる収入がないと、やっぱり

ホタルの保全も長続きしませんので、何でもかんでもボ

ランティアでただでいいというんじゃなくて、ちゃんとお

金が回る仕組みというのを考え始めようとしています。

　ここは林業をしているところなんですよ。普通に平凡、

平凡というか、これ人工林なんですけれども、そこにホタ

ルがいっぱいいるんですね。これはかなり手入れがい

い状態に見えると思いますが、実際そうで、間伐をしてい

ます。間伐をすると光が当たって林床植生が豊かになる。

林床に草が生えるとヒメボタルが生息しやすくなります。

つまりここでは林業でちゃんと手入れをするということ

とホタルを守るということが同じ方向を向いているんで

すね。

　さっきのオオタカの森もそうですけれども、林業と生き

物というのをいかに両立させるかというところが大事か

なと思います。

　最後のほうになりますけれども、蒜山で再生すべき自

然環境とは何かということですけれども、さっきから出て

いる二次草原ですね。難しく言うと二次草原、半自然草

原とも言いますが、人手によって維持されてきた草原で

すね。これについては、もうさっき前原先生からいっぱ

い話がありましたので、繰り返しません。課題としては、

山焼き、草刈りの人手確保とかノウハウの伝承、発展、そ

れから利用ということで、草原産物の伝統的、さらに現

代的な利用だと思います。

　私、面白いなと思うんですけれども、こういうふうにみ

んな人が作業しているところ、必ずですね、17世紀のブ

リューゲルの絵みたいになるんですよね。何か本当に昔

のオランダと日本と変わらんなというふうにいつも思う

んですけれどもね。人が作業するって、多分そういうこと

なんですよね。

　次は半自然湿原です。普通、湿原って自然にできてい

るというふうに思うんですが、この西日本の草原は必ず

しも人手が入っていないわけじゃなくて、様々な人手が

入ったんだけれども、自然と人為で絶妙にバランスを

保って湿原になっているところが多いです。最近、蒜山

高原の湿原に赴きまして色 と々調べたりしているんです

けれども、たくさん湿原がありまして、でも放っておいたら

駄目になるんじゃないかなということも分かってきて、今

後どういうふうにしていくのかということが課題だと思い

ます。課題は保全、再生の枠組みづくりとかノウハウの確

立で、利用としてはやっぱりエコツーリズムなのかなと

いうふうに思います。

　あともう一つは二次林ですね。これは伝統的にはた

たら製鉄とか、燃料、肥料の採取の場として維持されて

きたんだと思います。課題は萌芽更新できるのかなと、あ

まりにも大きくなっているのですね。それからナラ枯れが

進行しています。利用としては、やはりバイオマス利用と

か、あとは新炭材、これもバイオマスですけれども、あと

キノコのほだ木みたいな、様々な利用を図っていく必要

があると思います。

　最後のほうね、字ばっかりなんですけれども、自然再

生の必須事項と手順と書いてありますが、簡単に説明す

ると、まず台帳を作りましょう、どこにどんな自然があるか。

２番目に目標を決めましょう。目標を決めるときにどんな

効果があるかを共有しましょう。みんな何か、同床異夢

で違うことを考えていることもあるんですけれども、様々

ないいこともあると思うので、そういう効果を共有してお

きましょうと。

　３番目は土地を確認する。必ず誰かの土地なので、所

有者、それから土地利用の履歴ですね。さっきの前原先

生のお話もすごい参考になりますけれども、それから法

規制がどうなっているかですね。土地所有者の意向とい

うのも大事です。

　４番目が活動できる人材の確保です。地元はもちろん

ですけれども、外部から呼ぶ招聘とか、行事をやるとか、

あるいは企業の社会貢献活動を招くとかいろいろあると

思います。

　５番目がお金です。資金集めなきゃ。市の予算、市単と

いうのは市の単独予算のことですけれども、これ行政用

語ですね。それから、交付金、国や県。それからクラウド

ファンディングもあるだろうし、企業の社会貢献活動もあ

るでしょう。こういうのを一つどれかに絞る必要はなくて、

いろいろ組み合わせてもいいと思います。

　６番目が経済が回る仕組みづくりですね。生産物の利

用や観光ということになると思います。ほかにもあるかも

しれませんけれども、取りあえずそんなところかな。

　７番目が土地利用と人の交流を巡る地元との関係づ

くりですね。地元の人がどう思っているのかなということ

がとても大事ですので、よい関係を構築しながら進める

ことが大事だと思います。

　これが最後かな。自然再生と地域経済の関係ですけ

れども、自然を守る、あるいは再生すると、地域の経済も

活性化する仕組みというのが大事ですよね。４つほどあ

るんですけれども、１番目の地域内経済循環は、さっき

津黒の事例で紹介した薪ボイラーみたいな利用で、よ

そから油買ってきたものが、地元の物に置き換わるとい

せんかという相談があったので、じゃやりましょうという

ことで始めました。最初はほとんど何もない、お金もない

し、土地は誰のだか分からないし、データもないし、何も

ないんですが、やろうよということで調査を始めてやっ

たら、土地は真庭市の土地でした。なので、真庭市の了

解をいただいて、自然再生が小さく芽生えてだんだん大

きく成長していったというところです。

　この自然再生は2012年に開始したので、ほぼ10年

ぐらいたっています。これが自然再生の計画図なんです

が、どういうふうになってきたかというと、まずこれお金

全くないんですけれども、お金は最初にセブンイレブン

に申請したら100万円頂けました。その後は、岡山県の

森づくり基金と真庭市の予算で少しずつ進めています。

　労力ないのはどうするんだということなんですけれど

も、協議会の構成メンバーですね。大学生も入っている

んですけれども、それが毎年作業をしたり、それから後で

紹介する自然再生士研修会なるものを立ち上げまして、

それで労力を賄っています。

　湿原の問題は、大体幾つかあるんですけれども、日当

たりが悪くなるというのがとても多い問題です。特にです

ね、この近くの小さな湿原、大体もう小さいので、周りの

樹林が大きくなると、日当たり悪くなっちゃうんですね。

木を切る必要があるんですが、その木を切るのは大変

です。ここの場合には、近くの津黒高原荘という観光施

設、宿泊施設にたまたま薪ボイラーが導入されたんです。

これは真庭市の方針で、森林バイオマスエネルギーの

利用を進めるということで導入されたと聞いています。そ

れで、その薪ボイラーができたので、真庭市が木を切っ

てくれたんですね。それで一気に湿原が明るくなりました。

だから、薪ボイラーというのがなかったら、つまり森林、

バイオマス利用という発想がなかったら、湿原は再生で

きなかったと思います。

　もう一つは、交流人口を使うということです。都市部か

ら自然再生士を呼んできて研修を行うということをやっ

ています。これはそういう民間資格があるんですけれども、

何か自然を再生したいと思って資格を取った人だけれ

ども、実際にやる場があまりありませんという人をですね、

宿泊していただいて、参加料も少し頂いて、作業もしても

らうということです。これは体験型の観光なんですけれど

も、それによって一気に仕事が進みました。地域側にとっ

ては、観光客や宿泊客が増えますし、我々にとっては作

業が進むし、参加者たちにとっては自身のスキルを活か

した活動の場ができたと思います。

　この津黒湿原の生態系の再生というのは進んでいま

して、ちょっとミニ尾瀬みたいな感じで小さい湿原が再

生できていますけれども、その後は、環境学習施設として

木道を整備したり、展望台を造ったり、パンフレットを刊

行したり、いろいろやっています。今後はこれをどういう

ふうに活用していくかということが課題だと思います。

　２番目の事例は、鳥取県の大山オオタカの森です。こ

こはもともとゴルフ場、リゾート開発が持ち上がったとこ

ろで、開発寸前までいったんですが、バブル崩壊と、それ

からオオタカという希少猛禽類、今写真にあるやつです

けれども、こういう猛禽類の生息が見つかったので、い

ろいろあったあげくにリゾート開発は中止、その土地は

鳥取県に売却されました。その土地を活用して県立のオ

オタカの森をつくりました。猛禽類保護のために100ヘ

クタールの土地を県が買って保護しているところは、日

本で１か所だけだと思います。

　全部マツ林なんですが、これをどのように管理して

いったらいいのかということで、鳥取県から相談を受け

ました。

　ここは、鳥取県のほかに日本野鳥の会鳥取県支部と、

それから大学、この三者の連携でずっと進めています。

2003年からやっているので、もう20年近くやっているん

ですが、松を管理していこうということですね。松林を

放っておくと、だんだんオオタカが住みにくくなります。難

しいことはちょっと省略せざるを得ませんけれども、基本

的には松の密度が高過ぎて、オオタカが中を飛んで餌

になる鳥を取りにくくなるとかですね、松の一番上の層

に次の層が接近して、飛ぶ空間が少なくなるとかいう問

題がありますので、松を間伐したり、ほかの木を除伐す

ることで、５年ぐらい森林を改良していきました。結果的

にすいぶんとよくなったんですが、さらに100年先まで

考えて、実際にはこれ70年なんですけれども、輪伐して

いこうと。輪伐というのは、松を大体ざっくり切っちゃうん

ですけれども、それを計画的に配置して、いつでもオオタ

カが営巣できるけれども、松が更新していくと、そういう

複雑な陣取りゲームみたいな、計算するんですけれども、

それを考えました。これ実際に実行されています。

　どんなふうになるかって、こんな感じで、まずはざっくり

切るんですね。そうすると、天然下種更新と言って、松の

種がいっぱい飛んできて、もう物すごい数飛んできて、自

然に松が再生していきます。ですから、１本も松を植えま

せん。やっているのは、下刈りと言って、生えてきた草を５

年ぐらい刈るだけです。３年目ぐらいになると、こういう

ススキ草原みたいになるんです。ススキ草原の中に松

が点 と々あるような状態になりますが、やがて松のほう

が大きくなって、ススキは消えていきます。

　この松がね、すばらしい松。これダイセンマツと言うん

ですけれども、昔からブランド材で、特に日本家屋のは

り材に使われています。マツヂカラという言葉があるそ

うですけれども、はりには松が最適。ところが、この松が

だんだん衰退していたのを、このオオタカを守ることに

よって松を切る。松を切ることによって、それがお金にな

る。そのお金をオオタカの森の維持費に充てるという自

立経営可能な自然保護区を目指しています。

　３番目は、隣の江府町。これドローンで撮った写真な

んですけれども、湿原がど真ん中にあって草原がある、

鏡ヶ成というところです。蒜山と並んで人気のある観光

地です。ここよりも標高が500メートルぐらい高いところ

で、より寒いところです。国立公園の集団施設地区という

のになっていまして、宿泊施設、スキー場、キャンプ場な

どが一緒にあります。近くにある象山という山に登って写

真を撮ると、こんなふうになっているんですけれども、こ

の広 と々した草原がなぜ維持されているかというと、古く

はもちろん放牧です。明治期より軍馬の放牧地があった

そうで、もっと古くから草原だったと思いますけれども、

昭和中期ぐらいまでは広く草原でした。

　ですが、戦後、燃料革命以降だと思いますが、特にこ

の草原は放棄されるわけですけれども、ここに限っては、

宿泊施設があって、休暇村なので、スキー場として維持

してきたんですね。維持の仕方は、火入れじゃなくて、も

うひたすら草刈り。休暇村の職員が直営で、もうこれ全

部草刈っているんですよ、もう信じられないぐらいなん

です。ただし、ど真ん中の湿原だけは刈らないんですね。

なので、湿原だけちょっと木が生えたりしていると思いま

すが、こういうところです。ですが、さすがにそれは無理

だろうということで、数年前から火入れを再開しています。

　この黒で囲ったところが火入れと草刈り、山焼きと草

刈りをミックスさせているところで、ほかのところはまだ

依然として草刈りのみですが、だんだん山焼きを増やし

ています。真ん中の湿原は、放っておいたらだんだん木

が生えてきたりして、湿原じゃなくなってきたので、これも

何とかしなきゃということになっています。

　やっていることなんですけれども、数年前から湿原の

再生ということで、これは生えてきちゃった木を切ったり、

それから堰を作って地下水を上げるという、よく湿原再

生では行う仕事なんですけれども、こういうことを環境省

と、それから休暇村、地元の江府町、大学、自然公園財

団、それからここの場合には、サントリーが水源地にし

ていますので、サントリーも参画して進んでいます。そう

いういろんな関係者が連携してやっています。

　こういういろいろ新聞記事になったりしているんです

けれども、ハイイヌツゲという湿原の中に入りやすい木

を切ることによって、大分明るくなりました。

　これは堰を作ったんですけれども、思い切って切り貼

りして、湿原を増やしています。こうしないと、あまりにも

湿原の面積が狭いので、お客さんが来ても、どこが湿原

ですかということになりかねないので、かなり思い切っ

たことをやっています。これは環境省の予算でやっても

らいました。

　最初に、先に湿原の再生をしていたんですけれども、

周りの草原の維持がまた問題だということになって、草

原管理の効率化とか、それから質の向上ですね。どうし

ても草刈りしていると、草刈りだけだと、草原の中に低木

が生えてきます。ここだと多いのがサワフタギという木と

かが多いんですけれども、いつの間にかそういうのが混

じっているんですよ。そうなので、火入れをしてみた。火

入れは最初、おっかなびっくりだったんですけれども、

やっているうちにだんだんノウハウがみんな分かってき

まして、面積も増えています。やっぱり山焼きをすると、草

原の質がよくなります。木が減りススキだけになったり、

それから、山焼きと草刈りを組み合わせたところでは野

草が明らかに増えて色とりどりの花がみられるというこ

とで、とても観光上もいい草原になってきていると思い

ます。

　最後は、日南町という鳥取県で一番南西部にある町

のホタルによるエコツーリズムですね。ここのホタルは、

特徴がヒメボタルとゲンジボタル両方見れますよという

ことで、これヒメボタルと言うんですけれども、完全に陸

生のホタルです。１年中１回も水の中で生活しない。ゲ

ンジボタルはみなさんよく知っているように、幼虫が水

生ですけれども、ヒメボタルは山の中にいます。ここでは

２つ、両方同時に見れるというのが最大の売りです。

　ここは2005年から調査を開始しまして、何といっても

地元が熱心です。地元のまちづくりの会がですね、もう何

が何でもホタルを守ってまちおこしをしたいというすご

い強い熱意を持っていまして、ここに書いてあるように、

日南町では地域振興とホタル保全というのを両立させ

て、エコツーリズムに結びつけて、そしてお客さんを増や

そうというかなり明確な戦略があります。現在、エコツー

リズム推進法の認定を受けようとして、今年３年目で鋭

意検討中というところになります。ですが、ここまで来る

のに15年ぐらいかかっています。

　これが地元で取り組んでいることなんですけれども、

ホタル、当然、光害に弱いので、車が来ないように、最初

お願いしていたんですけれども、最近は道路交通法を適

用して、一時的に通行止めにしたり、様々な観察のため

のルール、これを取り決めています。それもあまり押しつ

けがましくないようにいろいろ工夫して楽しくやるように

されていますね。

　それから、結構商魂もたくましくて、ホタル関連の様々

な製品が開発されて売られているんです。車が行かない

てお伺いできればと思うんですけれども、お願いできま

すか。

○茅葺き職人（沖元太一）　じゃ僕から、よくどうして茅

葺き職人になったんですかって行く先々で聞かれるんで

すけれども、実は最初、特に茅葺き職人になりたいと

思ってなったわけではなくて、たまたま学生時代のとき

に茅葺きの会社の社長さんと出会って、何か面白いこと

やっているなと思って、来たかったら来ればと言われた

ので行ったのがきっかけだったんですけれども、それで

ただそこで、ここはススキですけれども、ヨシの刈り取り

をやっているところでして、ヨシの刈り取りと茅葺きの仕

事をやっているところで、やっぱりヨシわらも、ヨシを刈

らないと、そこに生きる生き物も生きていけないし、刈り

取ることで鳥もやってくるし、今度それがまた土に返って

いくという、何かそういう循環する素材だというのがすご

く面白いなと思っていて、その頃、ヨーロッパで新築の茅

葺きも建てられている写真を見せてもらって、それがすご

く格好いいなと思って、それが今に至っております。

○茅葺き職人（相良育弥）　僕もですね、よく茅葺きを始

めたきっかけを聞かれるんですけれども、一言で言うと、

たまたまでして、何だろう、もともとお百姓さんになりた

くて、何か米作ったりしていたんですけれども、あるとき

ちょっとお米を作って、米は食えるけれども、飯食えな

いみたいな、お金がないような20代前半を過ごしてい

たんですけれども、１、２、３月と農閑期にちょっと現金

収入を得るために茅葺きのアルバイトに行く機会があ

りまして、そこで親方に出会って、阪神・淡路大震災を

経験したというのがあるので、何か自分の食べる物は

自分で作って、身の回りのことは自分でできるようにな

りたいなという意味で、100の技を持った者という意

味で百姓になりたかったんですけれども、そういう思い

で茅葺きのアルバイトに行ったときに、茅葺きの親方に、

百姓になりたいんですけれども、まだ３つぐらいしか技

がないんで三姓ですみたいな言い方をしたときに、

じゃ茅葺きやったらいいじゃないかと言われて、茅葺

きの仕事の中に100のうちの10ぐらいの技があるの

で、よかったらやってみないかと言われたのがきっか

けで茅葺きの道に入りました。

○司会　ありがとうございます。

　２人とも最初からなりたいというわけではなくて、やっ

てみたら、その中で面白さに気づいたというところだと

思うんですけれども、具体的にやってみて面白い、今もお

仕事でやっていると思うんですけれども、面白い点とか、

ここが魅力だというところがあったらちょっと教えていた

だきたいんですけれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね。結構、僕が思う

には、茅葺きの技術って単純と言えば単純だと思うんで

すけれども、ただ、例えば素材であったりとか、そこにあ

る屋根であったりとか、前の職人さんがやった仕事で

あったりとか、それによってすごく同じものがないぐらい、

常に考えて、いかに水をきれいに流して長くもつ屋根を

作っていくかというところがすごく大事だと思っています

けれども、それを考えて、その場その場でどうやったらい

いんだろうってやっていくのが面白いのと、何ていうんで

すかね、あとはある意味、腐れていくのが面白いという

か、もちろん長もちはさせないといけないんですけれども、

腐れることで完全になくなっていくというか、土に返って

いくので、その辺もすごく面白いんですよね。

　今、古い屋根を修理しているんですけれども、屋根の

上でも土になっていて、そこからもうごろごろカブトムシ

の幼虫とかが出てくるし、だからもう、その場で土になっ

ているということも、普通、何か今ある、身の回りにあるも

ので置きっ放しにしていたら土になるっていうのはまず

ないよなと思いながら仕事をしています。

○茅葺き職人（相良育弥）　面白さって色々あるんです

けれども、技術的にもやっぱり、茅といっても自然のもの

なので、同じような茅はないので、それを一つ一つ見て

考えながら屋根に収めていくというのと、あと、人間の都

合で仕事しているんですけれども、そこに人間以外のも

のが物すごくたくさん関わっていて、まさに先ほどお話が

あったように茅場のいろんな動植物とかも関わってきま

すし、もしかしたら茅葺きの家に代々住んできたご先祖

様ももしかしたら喜んでいるかもしれないなとか。何か

人間の存在を超えた中で仕事しているような感覚に陥

るときがたまにあって、何かそういうところにつながれた

瞬間は、ものすごく幸せですし、何か面白いなと思うよう

なことはあります。

○司会　ありがとうございます。何となく自然とつながる

みたいなところが、さっき沖元さんは土になるというよ

うな話があったり、自然とつながるというところなのか

なというふうに思ったんですけれども、なかなか茅葺き

だけやっていると、瞬間瞬間にはあるのかもしれませ

んが、その裏側というか、例えば蒜山なんかちょっと草

原みたいなところがあるんですけれども、実際、茅葺き

職人さんがそういった草原に行かれたりとかっていう

のはあるんですかね。もしあれば、例えば蒜山の草原

に来て感じた感想とか、ちょっと蒜山の草原の魅力的

なところが、もし何か感じるところがあれば教えていた

だきたいんですけれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　あまり植物のこと詳しくない

んですけれども、ただ、僕は茅葺き屋根を残していくとい

うか、そういうものをやっていくとなると、やっぱり今、茅

で動ける環境をつくるのが僕の仕事だったので、ふだん

親方して、現場を仕切ってやっているんですけれども、２

番目っていいなというのをここですごい、あとちょっと向

いているなというのを思いながらやっていたんですけれ

ども。でも、本当にこんなに大きな規模で新しい落とし込

みの茅葺きというか、デザインの茅葺きをやることはな

かなかなくてですね、やっぱり沖元さん言ったように、後

半、追い込まれていろんなところに声をかけまくって、集

まってくれた若い十何人かのメンバーでやれたというの

が一つとても大きなことだったと思うし、これから恐らく

こういう類いの茅葺きの仕事が増えてくると思うので、今

回来てもらったような若い連中が今度は親方をはって、

何か新しい茅葺きの取組をしてくれればいいなという意

味で、何かすごくターニングポイントというか、意味のあ

る仕事だったなというふうに思います。

○司会　ありがとうございます。

　オープニングセレモニーのときにも時代の変換点に

なる建物じゃないかというお話を相良さんがしていたの

がすごく印象に残っているんですけれども、具体的にこ

れまでの茅葺きと、もしあるとすれば、これからの茅葺き

みたいなところで、何が違うのか。例えば国内と国外を

比べてかもしれませんけれども、どういった茅葺きが今

後広まっていく、広まればいいなというふうな思いがあ

ればちょっとお聞かせいただきたいんですけれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね、何ていうんで

すかね。僕はこういった新しいものがどんどん増えて

いってほしいという思いがあるんですけれども、それは

古いものというか、今までの伝統的なものを否定するん

ではなくて、やっぱり新しいものがあるからこそ古いほう

にも目が向けられるし、古いものがあるからこそ新しい

ものにも目が向けられると思っているんですけれども、何

かそこを相乗的に茅葺きが残るじゃないですけれども、

どんどん次に次につながっていけばいいなと思ってい

るんですね。そのためには、もちろん屋根もなんですけ

れども、こういう天井であったりとか、こういう壁であっ

たりとか、もっと若い人が、若い人というか、いろんな人

がこれ格好いいねとか、何か昔ながらのではなくて、原

風景的でいいねという、そういう価値観のほかに、こう

いう格好いいねとか、何かきれいだねとか、何かそうい

う別の価値観のものをまた新たに創造していって、こう

いうものと今までのものがある時代というか、何かそう

いったものを目指していけたらいいなって思っています。

そうすることで、ただ単に茅葺きだけではなくて、そのた

めには、そのためにというわけではないですけれども、

そういうことがあると、草原も維持されていくし、技術も

残っていくし、しかも環境云 と々言われている時代の中で、

自然素材ですし、土には返っていくし、何かいろんな意

味で、いろんな意味というか、いろんな価値が残っていく

ような、何かそういうものをつくっていけたらいいなと思

いながらやっていました。

○茅葺き職人（相良育弥）　何か僕も同じような思いな

んですけれども、何か10年ぐらい前から新しい何か茅

葺きでできないかと思っていろいろやってきたんですけ

れども、最近、今まさにこうやって目の前に現実として現

れたり、社会実装されてくることが当たり前になってきた

ので、何か逆に茅葺きの持っている当たり前のものを当

たり前に大切にするというのがすごく大事で、例えばここ

も蒜山の茅を使っているから僕は応援に来ましたけれ

ども、何かこれを使いやすいから外国の茅でやるからと

いったら、僕は来なかったんです。何かそういう何だろ

うな、形だけ茅葺きが残ればいいとは一切思っていなく

て、やっぱり草原にしっかり関わったりとかですね、それ

で最後はこれちゃんと土に返すと。地元の人が手伝って

くれるとか、何か茅葺きの持っていた伝統的ないいとこ

ろをしっかりと引き継いで、伝統の延長線上にある現代

のものというか、何かアップデートしたようなものを僕も

沖元さんもつくっていきたいなと思うので、恐らくこれか

ら日本中にいろんな茅葺きの見たことないようなものが

ちらほら出ると思うんですけれども、そういうのに皆さん

出会ったときに、そこのバックグラウンドまでちゃんと見

て、これは茅葺きなのか、茅葺きっぽいものなのかみた

いなところを見極めていくことが大事かなと思うので。

我々はそういう意味では、うそをついていないというか、

ご先祖様が見ても怒られないようなものをつくっていき

たいなというふうには思います。

○司会　まさに冒頭の前原館長のお話、歴史の下にこ

れからの利用をどう考えていくかというところにつながる

のかなというふうに思いました。とてもいい話だと思いま

す。ありがとうございます。

　ちょっと最後の質問になるんですけれども、今回これ

をオンラインで配信もしていますし、今後アーカイブもし

ていこうというふうに思っています。そこでちょっとお聞き

したいんですけれども、あのサイクリングセンター、来ら

れる方も、今もすごい多いんですけれども、見どころとい

うか、こういったところを見てほしいとか、ポイントにつ

いてちょっと職人さんに聞きたいんですけれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　遠くから見てきれいだなっ

て見てもらいたいですけれども、あとは、何ていうんです

かね、施工しているときに一番僕がいいなと思ったのは、

やっぱり天井の中心があるんですけれども、そこを見上

げると、茅の向きによって外にすごい広がっていくように

見えるんですね。あまり触らないでほしいんですけれど

葺きがある意味というのが、ただ単体として茅葺き屋根

を残していきましょうではなくて、その先のつながり、何か

こうもっと複合的な見方として、例えば草原を守っていく

とか維持していくとか、何かそういうつながりがあること

で茅葺きがある意味というのがあるんじゃないのかなと

思っていて、そうすると、草原に行くと、こんなふうに生え

ているのかなとか、またそこに植物があったりとか。ここ

では植物を守るために何かきちんと手入れされていたり

と茅っぱりそれを人が関わって維持していくことで残っ

ていくというか、そういう自然というかですね、植物で

あったりとか、動物であったりとか、何かそういうものが

あるんだなというのをすごく何か行くことで実感できるな

というのがありますね。

○茅葺き職人（相良育弥）　僕も、何でしょう、茅場とい

うのは必ず茅葺き職人と関わる場所で、大工さんにとっ

て山みたいなもんなんですけれども、意外と茅場に関

わっている茅葺き職人って少ないというか、屋根ふきだ

けしている人が多いんですけれども、何か単純に植物

が昔から好きだというのがあるので、何か屋根をふくと

きに茅の束をほどいて並べていくんですけれども、ほど

いたときに、何かリンドウとか、キキョウはなかなかない

んですけれども、オミナエシとかツリガネニンジンと茅

マラッキョウとか、いろんな草原に咲いている植物が混

ざっていると、本当はススキ以外に入っているとあまり

よくないんですけれども、何かにたにたと眺めて集めて

しまうというか、というような喜びがあったりするので。

今日来ている２人は茅刈りとかも含めて草原には思い

切り関わっているんですけれども、何か全国の茅葺き職

人ももっと草原に関わって、自分たちが使っている材料

がどういうふうに育って、そこはどういう場所で、どんな

人たちが思いを持って管理しているかというのを知っ

てほしいなと思います。

○司会　そうですね。蒜山だと、今日のシンポジウム以

外にも茅刈りのイベントをやったりとか、そういったつな

がりが見えるというところが一つ面白いところなのかな

というふうに思います。まさにこちらのサイクリングセン

ターもそういったつながりが見える一つなのかなという

ふうに思うんですけれども、そこのサイクリングセンター

の茅葺きをやってみて、ちょっとほかの茅葺きとの違いと

か、苦労した話とか、多分積もる話があると思うんですけ

れども、このサイクリングセンターの茅葺きについてお

話をいただけないでしょうか、沖元さん。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね。今までやった

ことのないようなことをやったので、どういうふうにやっ

たらいいのかなというのが一番悩みでもあり、何かすご

く楽しみでもあったんですけれども。今回、蒜山にある建

物を蒜山の茅を使って、しかも、ススキってすごく２メート

ル以上あって長いんですけれども、今回のこの建物の場

合は屋根というか、天井が厚みがあまりないので、切っ

て使っているんですけれども、その切って束ねる作業を

地元の方に手伝っていただいて、地元の方、11人の方

に手伝ってもらって、僕らが来てふいたんですけれども。

なかなかそういう地元の素材を使って、地元の人にもた

くさんの人に関わってもらって、そういった建物を造ると

いうのがなかなか今ないことだなと思って、それがすごく、

もちろん隈研吾さんという有名な方が設計されて、それ

に茅葺きが取り入れられたというのはすごくうれしいこ

となんですけれども、それ以上にたくさんの地元の方で

あり、地元の素材が使われてできたということがすごく意

義のあることだったんじゃないかなというふうに思って

います。

○茅葺き職人（相良育弥）　沖元さん、もっと苦労した

話をしたほうがいいんじゃないですか。

○茅葺き職人（沖元太一）　苦労は、本当に、ふだんは

上から屋根なんで、立ってこう作業をするんですけれど

も、見てのとおり逆さまなんで、本当にこう見上げた状態

でずっとやっていたんですよね。例えばネックピローを

買ってきて、何かこう楽になるかなとか、いろいろやって

みたんですけれども、あとは常にどうやって収めたらい

いのか、例えばガラスの際であったりとか、どうやったら

いいんだろうなって、もう常に考えていないといけないと

いうか、考えてもできるものではないんですけれども。何

かそこがすごく大変だったのと、ただ、大変の中で、さっ

き言った地元との関わりもありつつ、あと、最後の１週間、

本当に若手というか、僕ら世代から下の職人たちが全

国から十何人か来てくれて、最後、みんなでこう、何とか

完成しないといけないという、ちょっと工期がない中

やっていたんで、その一つの目標に向かってみんなが

助けてくれて、それで収まったという、何かいろいろ考え

て、ずっと黙 と々やっていた、その苦労がすごく報われた

というか、すごくありがたくて。なかなかふだん現場に

行っても、大体四、五人とかでやるんですけれども、職人

が十何人がいる現場って、どこを探してもないんですね。

だから、本当にそういった意味では、それも本当に一つ

貴重な経験というか、貴重な機会だったなというふうに

思っています。

○茅葺き職人（相良育弥）　もうほとんど沖元さんが話

してくれましたけれども、ここのサイクリングセンターは

沖元さんが仕事を受けて、くさかんむりが応援に行った

というような形なので、僕は２番目でやいやい言ってい

ればすごい楽だったので、沖元さんが感じたような苦労

は僕は感じてはいないんですけれども、沖元さんが全力

ろにも、この茅を、大いに蒜山のものを使っていっていた

だけたらいいんじゃないかな。そういうふうなことで、本

当に地元の人々が地元の材料で、そしてその地元の材

料で造られたお堂をみんなが大切なものとして使って

いこうというふうな、言葉としてはそれこそ本当ＳＤＧｓ的

なものがですね、見た目でも、あるいは心のよりどころと

しても残っていくんじゃないかなという、そういうふうな

活用の仕方ということも、今後は地域的な特性としては

大事にしていったらいいんじゃないかなというふうに今

は思っています。

○司会　ありがとうございます。

　伝統の中で残すというところの大切さかなというふう

に思うんですけれども、日置先生、自然再生と伝統技術

みたいなところのつながりというか、関係性というのは

具体的に何かあったりするんでしょうか。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　生態系を再生す

る技術そのものは、技術的に追及していけばできるんで

すけれども、一番僕らに欠けているのは、自然から出てく

るものをどう利用するかということです。今日もね、茅囲

いの話とか、私、不勉強であまりよく知らなくて、非常に新

鮮だったんですけれども、その自然再生に関わってくれ

る人たちも、それがどういうふうに利用されて、例えば茅

なら茅がどういうふうに利用されているとかあまり意識

していないし、分かっていない。私も分かっていない。そ

れが分かると、もっと深くできる。こういうふうな茅にする

んだったら、こういう焼き方したほうがいいのかなとか、

だんだんそういうふうになっていくと思うんですね。利用

を考えた上での自然再生というのができたらもっといい

んじゃないかなというふうに思っています。

　松林の場合にははり材ということで非常にいいのが

できる。あれもやっぱり間伐したりしていいのをつくろう

としているんですけれども、例えばですけれども、そういう

のがあると思います。

○司会　なるほど。つながりの中での見える化ですね。

そういったところなのかなというふうに思います。

　そういった意味では、まさに茅葺きなんかも、草原と人

をつなぐ一つのツールというような見え方もあるのかな

というふうに思うんですけれども、具体的に例えば茅を

通して、都市部の人と交流したりとか、何かそういったと

ころが現実的にできるのかどうか、実際にやられている

事例もあるのかどうか、茅葺き職人さんお二人にお伺い

したいと思うんですけれども、何かそういったつながり

のつくり方みたいなところについてご紹介いただければ

と思います。

○茅葺き職人（相良育弥）　何か事前に写真を送って

いたんで、それでしゃべってもいいですかね。何ていうん

ですかね、新しい需要をつくってみるというのも結構大

事だなと思っていて、既存の茅葺き民家は修復があるの

で、必ず葺き替えがあるので、そこには大量のススキと

かが必要になってくるんで、使われるんですけれども、と

はいえ、初めに話したように、茅葺きの家って減っている

ので、何か新しい需要、今の世の中の中で探っていくと、

こうやって壁面に茅を用いたりとかですね、これはイベ

ントのステージとか、こういうふうに仮設物で法的に建

てれる場合は、こういうふうにつくってみたり。これは竹

と稲わらを使っています。

　次、お願いします。

　これは何かこれぐらいの大きさの壁かけのアートワー

クなんですけれども、最近、何か芸術系、アート系、美術

系みたいな人たちが結構純粋に素材の面白さとして茅

を見てくれているので、そういう注文とか需要があって、

こういう壁かけの作品を作ったりとかですね、次、お願

いします。こういうオブジェなんですけれども、ちょっと日

常的な使い方じゃない使い方でこういう作品を作った

りとかですね。

　次、お願いします。

　これはこの間納品したんですけれども、お花の作家さ

んが花を飾るための背景が欲しいということで、ススキ

と稲わらで作った作品です。

　次、お願いします。

　こんな感じで、美容室の内装であったりとか、何か伝

統的になかったようなマーケットとか需要というのが現

代には結構あるなということが分かってきたので、何か

逆に出口を先につくってから茅を使っていくような流れ

というのも、何か一つありなんじゃないかなというふうに

思います。

　沖元さん、何かありますか。これがまさにそうでしょう

けれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね、僕も何か頼ま

れて、茅葺きのソファーを作ったりとか、何かそうですね、

茅葺きというか、そういうススキでできた、何でできてい

るんですかとか、そういうきっかけづくりですかね。そこ

から何かつながっていけば面白いなと思ってやってい

るんですけれども。

○司会　ありがとうございます。きっかけというところで、

草原だけじゃないと思うんですけれども、自然とどう関わ

るか、そのきっかけをどうつくるかというところが非常に

大事になってくるのかなと。そういった部分で、前原館長

の話も一番最初にあったんですけれども、なかなか草原

に入らなくなってきていると、自然に入らなくなってきて

いるということで、もう一度そのきっかけをつくろうと。そ

ういった一つのツールとして茅葺きがあったりとか、自

も、見上げて何かこういう空間もあるんだなというところ

を見てもらえたらいいなと思うのと、最初に言ったように、

あまりこうじっと見ていると、いろんなところにあらが見

えてくるので、ぼやっと見てもらったほうがいいのかなと

思います。

○茅葺き職人（相良育弥）　何かふだん、普通の茅葺き

屋根ってもっと高くて遠いところにあるんですけれども、

これは本当に、触っちゃいけないんですけれども、触れ

るぐらいの距離にあるので、何かこの距離感で茅葺き見

れるところってなかなかないので、そういう身近に茅を

感じてもらえたらいいなと思います。

○司会　ありがとうございます。私も次、そういった目で

見たいなというふうに思います。

　もしよければ、このシンポジウムが終わったとき、

ちょっとご案内いただくことは可能ですよね。ありがとう

ございます。では、終わった後に、職人さんがちょっとサ

イクリングセンターのほうも案内していただけるそうな

ので、お時間のある方はご同行いただければと思います。

　では、沖元さん、相良さん、ありがとうございました。

○茅葺き職人（相良育弥）　ありがとうございます。

○茅葺き職人（沖元太一）　ありがとうございました。

○司会　これからトークセッションのほうに移りたい

と思います。少々お待ちください。

３．トークセッション

　－これからの人と自然との関係について－

○司会　準備ができましたので、これからトークセッ

ションに移りたいと思うんですけれども、その前に、前原

館長、日置先生、それから茅葺き職人さんにお話を伺い

まして、質問の時間を取れませんでしたので、何かこれま

での発表の中でご質問等ある方おられましたら、先に受

けたいと思うんですけれども、会場のほう、いかがでしょ

うか。大丈夫ですかね。

　では、大丈夫そうなので、トークセッションのほうに移

らせていただきたいと思います。

　では、先ほどお話の中で非常に印象的だった部分と

しましては、歴史を基にこれからの利活用を考えるとい

うところが前原館長の話にしても、それから日置先生の

話にしても、過去どういう利用だったかというところが大

事だというお話もあったかと思います。

　そういったところで、具体的にどういった蒜山の歴史

ですとか、職人さんの技術を残していけばいいかという

ところについて、なかなかアイデアがないのかなという

ふうに思います。そういったところについて、何か今思っ

ていることがあれば、こういった形で歴史が残っていく

のじゃないか、技術が残っていくんじゃないかというとこ

ろについて、皆さんにお話を伺いたいと思うんですけれ

ども、前原館長、最後のほうでもお話しいただいていたと

思うんですけれども、歴史の残し方といいますか、そう

いったところについてちょっとお話をお伺いしてもよろし

いでしょうか。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　草原は非常に農耕

と結びついていた歴史というものがやっぱり解体したと

いいますかね、衰退しましたんで、地域の共同体でそれ

を管理していくということがなかなかしにくくなってきた

ということもありますから、その草原を守りたいという目

的を持った人々が緩やかにつながっていくという形で管

理していったり、維持していくということが大事になって

きているんじゃないかなと思っているんです。

　今日、日置さんのお話にもありましたような生物多様

性を本当に維持していくために、とても尽力する、あるい

はお二人の話にあったような建物の屋根を造っていく

ための材として茅を大切にしていくとか。いろいろなそ

れぞれの目的を持った方が集まっていくということがあ

ります。

　一方、歴史的なことということになってくると、少し限定

されてくるかもしれませんけれども、やっぱり茅とか、ある

いは草原といったものを維持したり活用していくための

道具とか技術といったものが継承されていくということ

が必要かと思いますし、それから、新しい茅の利用の中

で、先ほども新しいものと古いものというのは、やっぱり

それぞれの価値がちゃんとあって、それをどちらかに偏

るんじゃなくて、そういったものをお互いを意識していく

というのかな、そういったことが大事で、そのためにはか

つての技術とか道具といったものをどういうふうに新し

く使っていくかとか、かつてはどうだったのかというよう

なことを改めて知っていくということが必要になってくる

かなと思います。

　それからもう一つ、茅に限定していくと、どういうふうに

利用していくかということになってくると、実はこの真庭と

か美作地域というのは、辻堂とか、村の堂が多いんです

よね。それはほとんど今もう瓦ぶきになったり、あるいは

トタンぶきになってきています。特にこの真庭市の中は、

ただ単にお堂があるというんじゃなくて、そのお堂を中

心として本当に人々の結束が強くて、盆踊りなんかがそ

こで行われていたりとかすることもあります。特にこの蒜

山地域なんかの盆踊りは、先ほどもちょっと言いました

けれども、かなり歴史的に古いものが残っていて、そのお

堂を改修しようというような話があるときに、ただ単に瓦

ぶきとかトタンぶきとかにするんじゃなくて、かつての茅

葺きのようなものに風景を戻していくというか、歴史的な

風景といったものに復元、修復していくというようなとこ

○茅葺き職人（相良育弥）　ワークショップもすごくたく

さんやっているんですけれども、年々、何だろう、参加者

が増えたり、あとお母さんと子供というセットになってき

たなというのがあって、やっぱり子供、まちに住んでいる

と、なかなか自然と接する機会がないんで、子供に何か

そういう自然に触れさせたり、文化的なことをさせてあげ

たいなという需要というか、思いがあるみたいで。そうい

うお母さん方がたくさん近年、何か参加してくれるように

なって、潜在的に、特にコロナから後はワークショップ

あまりできていないんですけれども、逆にコロナから後

のほうがそういうものに参加したいという声が強くなっ

たり、増えたりしているような感じは、最近の感触として

あります。

○茅葺き職人（沖元太一）　僕、最近あれですけれども、

学生さんたちと一緒に茅刈りとかしていると、仕事、自分

の職業は職業で、茅刈りとか自然とか何かそういう自分

が体を動かして楽しむことは楽しむことみたいな、何か

ちょっとこう割り切った考え方なのかなというか。だけれ

ども、全く興味がないわけではなくて、やっぱり関心が

あって、だけれども、だからといって、茅葺き職人になり

たいとかではないんですけれども。何かそういう関わり

方も結構最近多いのかなというか。その分、気軽にとい

うか、ちょっととにかくやってみたいといって関わってくる

人も多いのかなって思うのと、あとは、なかなかそういう、

ふだん身の回りのものって、何かそういう、例えば自然の

ものであったり、自分が何か体験したりとか、なかなか

ないのかなというか、それをあえてそれこそ休みの日と

かに、それを求めて郊外に行ったり、何かそういう体験

のワークショップに参加したりとか、何かそういう風潮と

いうか考えを持っている方が多いのかなというふうには

感じます。

○司会　なるほど。休みの日だけ、例えば蒜山に来たり

とか、何かその中で自然に触れあったりとか、そういう部

分ですかね。前原館長にちょっとお聞きしたいんですけ

れども、そういった地域をつくっていったり、盛り上げて

いくようなところがなかなか難しいという話もさっき会っ

たんですけれども、外の人がうまく入ってみたいな、連携

の仕方みたいなところは、これまで蒜山というのはあっ

たんでしょうか。もしあったとしたら、どういったものが

あって、それが参考になるんでしたら、どういったことが

今後考えられるとか、ちょっとそういった外の視点の入

り方みたいなところについて、教えていただけたらなと

いうふうに思うんですけれども。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　蒜山地域というの

は、やっぱり観光の地としてやってきたので、よその方が

訪れて自然と楽しむ、あるいはこういう施設を楽しんで、

思い出とかよいところを持ち帰るということの繰り返し

であったわけなんですよね。だから、そういう意味では、

やっぱりこの蒜山の地で何か行うことでいいますと、観

光といったものと結びつかないところはちょっと難しい

んじゃないかなと思っています。地元の人たちがそれに

関わっていくということが、先ほど、特に草原との関わり

というのは希薄になってきたというお話を申したんです

が、やっぱり山焼きとかを行うという行事のときに、地域

の人々が参加できる余地というのはまだまだ実はあるん

じゃないかなと。その技術的なところの伝え方とか、ある

いはそのときのかつての経験をお話ししてもらうとか、あ

るいはそういう都市部からお越しになった方々に、この

地域の歴史はこうだったんだよとか、あるいはその地域

で取れたもので一緒にねぎらいをするとか、振る舞うと

か、そういうふうな形での交流の仕方というのはあるん

じゃないかと思うんです。

　これは、草原だからなかなかやりにくいかもしれない

けれども、オーナー制度みたいな、例えば棚田だったら、

棚田のオーナー制度みたいなのがあって、都市部の方

と交流するという、そういう中にあって、田植、収穫、そこ

に地域の人々が関わっておもてなしをするというような、

そういうことは今までもあったわけなんです。この蒜山

地域も、おもてなし文化というのはずっとこう受け継がれ

てきたところですので、特に草原とか茅といったものを

利用したような外部との活動を推し進めるのならば、

やっぱり蒜山地域の人 も々そこに参画できるような形で

加わっていくという形を模索したらいいんじゃないかな。

　それからもう一つは、今のところ山焼きをやっていると

ころというのはちょっとやっぱり人里から離れたところ

なんですよね。だから、観光的要素を求めるときも、求め

にくいところがあるんですが、少し場所なんかを工夫し

たり、地元の了解を得たりして、少し離れたところでも見

ることができるような場所といったものも新たに見いだ

していくとか、そういったようなことも少し考えてみたりす

ると、もうより近くなってくるんじゃないかなというような、

そういう気はいたしております。

○司会　ありがとうございます。

　いろんな活動の見える化というところかなというふう

に思うんですけれども、日置先生もいろんなところで自

然再生活動とか山焼き等やっていると思いますけれども、

そういった何か配慮というか、何か見える化ですね。観

光客だけじゃないと思うんですけれども、そこに住んで

いる集落の方とか観光客の方とかに見てもらう工夫み

たいなところがもし何かあれば教えていただきたいんで

すけれども。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　日南町のホタル

然再生みたいな方法があったりとか、きっかけの話なの

かなというふうに思うんですけれども、前原館長、どうで

すか。六、七年蒜山にいて、新しい草原との関わりみた

いな。昔は、おっしゃったように物を取る場としての関わ

りだった、そこで恋愛みたいな話も昔はあったという話

なんですけれども、逆に今になって出てきている動きとか、

こういった草原の利用が面白いんじゃないかとか、もし

何かお知恵があればお聞きしたいんですけれども。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　何年か住んでいる

中で、新しい利用を進めていくための知恵とか、あるい

は実践が行われているというのは、なかなか見いだしに

くいなというのが現実です。それはやっぱり本当にこの

地域の人々にとってみて、草原というものがかけ離れた

存在になってきてしまっているという現実があまりにも大

きいから。それからもう一つは、これは生物多様性の維

持、その思想と行動というのは本当にすばらしいものな

んですけれども、そこを強調するということはとても大事

なんだけれども、そのことによって逆に自分たちとは遠

い世界のものに草原がなってしまったんじゃないかと

いうふうに距離感を感じてしまうというか、むしろ拒否反

応を示してしまうような人も出てきている面もあって、自

分たちとは違う人たちが使っているというか、自分たち

の本来のものだったものを違う人たちが違うふうに利

用してしまっているということの、自分たちでどうしようも

ないんだけれども、どうしたらいいだろうかという悲しみ

みたいなものがやっぱり一方であって、それが多分、新

しい動きをつくっていくというのを距離を置く方向にむし

ろいっているんじゃないかなというのもちょっと実感とし

てはあるんです。一生懸命、生物多様性の維持のために

されている方を否定するわけでも何でもないんですけれ

ども。そういう意味では、本当にどういうふうにその関係

性といったものを再構築していくかということが見いだ

しにくいけれども、見いださなきゃいけないときになって

いると感じます。

　今、日置さんのお話にもあった自然再生という言葉で

すけれども、本当にそのとおりなんですが、景観とか植生

とかを再生していくということと同時に、やっぱり新しい

人 と々の関係性みたいなものをどういうふうに、再生と

いうよりも、構築していくかとか、創造していくかというこ

とを考えなきゃいけない段階になっているのかなという

ふうに思っていて、だから、今の問いに対してはなかな

か答えが見いだしにくいです。それは経済的な利用もあ

るかもしれないし、それから、そうですね、地域の人々の

癒しの場として活用するとか、いろんな多分目的があっ

て、ただ、いろんな多様な目的を持った人が集まるけれ

ども、実際にそれを行うための共通するテーマとしては、

火入れ、山焼きがあるとかですね。そういったところの同

じ自然との共生といったようなものの価値を共有する

人々たちによる、先ほども言いましたけれども、緩やかな

関わり方というものを求めていくという、何か一つの目的

だけに執着していくという方向性ではない形にしていか

ないと、これからはやっぱり草原と人々の関係というも

のが必ずしも協調的にいかないんじゃないかなという

心配のほうは持っています。もちろんそれは否定してい

るんじゃなくて、これからいい方向に向かっていくための

方法を見つけたいという、まだそこの段階じゃないかな

というふうに思っています。

○司会　ありがとうございます。なかなか難しいというご

指摘と緩やかな関わりというキーワードが出たのかなと

いうふうに思いますけれども、日置先生、何かそういった

ところについてアドバイス等ないでしょうか。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　アドバイスという

のは難しいんですけれども、まさにそれこそがこれから

の課題ですね。自然再生と人の関係性の再生ということ

は、一くくりにしてやっていかないと長続きできないんだ

ろうと思います。

　１つ、さっきの茅の話に戻るんですけれども、鏡ヶ成で

ずっと草刈りをして維持してきた人たち、休暇村の人た

ちはすごいと思うんですね。ただ、刈った草の搬出まで

はできないんです。あくまでも刈りっ放しなんです。搬出

すればバイオマスが減って、野草とかにいいということ

もご本人たちも分かっているんだけれども、できないんで

す。３年前に１回やってみようよというんで出してみたの、

草を。そうしたら、あまりにも大変で、草を刈る時の倍ぐら

い、草の搬出に大変でした。そうなるとやっぱり翌年か

らやめようってなっちゃったんですが、草は利用しない

限りは絶対搬出しないよなということはつくづく身をもっ

て分かりました。昔は使うから出した、それがよかったん

ですけれども、今、使わなかったらどうしようもできない。

使うことがいかに大事かということをそのときに身を

もって知りました。

○司会　まさに利用という部分の大事さについて教えて

いただいたのかなというふうに思います。地元との関わ

りという部分では、なかなか自然という部分の文脈だけ

じゃ難しいという、前原さんのご意見ごもっともかなとい

うふうに思うんですけれども、逆に相良さんとか沖元さん、

結構、都市部でもイベント等やられていたりすると思うん

ですけれども、そういった都市部の方の茅への目線とか

自然への目線みたいなところについて、いろいろね、イ

ベントでの参加者のお話とか実感とか、そういったとこ

ろでちょっと教えていただけないかなというふうに思う

んですけれども、いかがでしょうか。

ども、一緒にそういう何か同じような志を持っている人

が集まって、今まで知らなかった人が知り合っていくと

いう、それが楽しいというのはすごくあります。その一つ

の手段として、直会とかの、飲み会みたいな、今はなか

なかできないけれども、そのうちできるようになると思い

ますが、そういうのが大きいと思いますね。だから、そう

いう会は必ずやったほうがいいんだと思います、作業

の後に。すぐ解散だと、ビジネスみたいなのはあまりよく

ないと思いますね。

○茅葺き職人（相良育弥）　何だろう、草原って、最近

ちょっとあまり身近じゃなくなっちゃったと思うんですけ

れども、僕らがまだ子供の頃は空き地とか原っぱとかた

くさんあって、茅場なんかもそうなんですけれども、比較

的安全に自然の中で楽しむことができるというか、何か

山とかに行っちゃうと、ちょっと危険も多かったりですと

か、命に関わるような生き物がいたりとかするんですけ

れども、草原って、人間と自然のちょっとお互いの間に存

在するちょうどいい空間というか。なので、人間が人間ら

しくもありますし、そこで自然を感じることもできますし、

何かちょっとこう現代、恐らく人間と自然の関係って大分

離れちゃっているんですけれども、何かそういう、現代人

が自然と関係を取り戻すための場としてもう一度機能す

るんじゃないかなと思うので、例えばお子様がいる家庭

とかだったら、子供を自然に触れさせてあげたいけれど

も、いきなり家族で山を登るのはちょっと危ないから、草

原でちょっと遊んでみようと。そこにいろんな動植物がい

て、それを観察してみようみたいな。田んぼにちょっと近

いと思うんですけれども、何かそういう場として、草原の

関わり方とか使い方とかいうのがまた生まれてきたらい

いなと。何かその辺が現代における草原の魅力かなと

いうふうに思います。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね、もう何かぱっと

思い浮かんだのは、うそつかなくていいというか、気持ち

よかったら気持ちいいなとか、茅刈っても、本当、自分が

刈った分しか刈れないし、何かそのままでいれる場所な

んだなというのが、ちょっとぱっと聞いたときに思い浮か

んで、それが今、お二方言われたようなことにつながっ

ていくのかなという気がしました。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　草原というものが、

やっぱりほかの地形と何が違うんだろうかなというふう

に考えたときに、開放感だと思うんです。それから、日常

の村里に住んでいるところから、先ほど私の話の中でも、

少しこう子供さんをあやしたりとか、家族との争いとかに

疲れて行ったりとかいうこともありました、恋愛もそうで

す。つまり日常の世界の中にある、範疇にあるんだけれ

ども、その中にある非日常というか。そういったものの空

間が草原でもあるんじゃないかと思うんですよね。つま

りどういったらいいんですかね、集えるとかっていうもち

ろん面もあるんだけれども、むしろ孤独を感じるとかで

すね、それから人生を見詰め直すとか、そういうふうなこ

と。例えば私なんかも、疲れておりますから、時々草原に

行きまして寝転がっております。ちゃんと真庭市の市有

地の草原に転がっておりますけれども、そういうときに、

やっぱり自然と一体になっているということで癒される

こともあるし、一体、何のために自分は生きているんだろ

うかなとか、なぜ蒜山にいるんだろうかなとかいうような、

自分を見詰め直すというか、生産活動だけじゃなくて、

知的な思想の生産といいますかね、経済的な生産だけ

じゃない。そういったものを行っていく。やっぱり自分の

生き方みたいなものを見詰め直したり、再構築したりす

るというところにも、僕は非常に大いに意味がある場所

じゃないかなと思っていて、日常の中にある非日常の場

所という、そういうものの一つとしても僕は位置づけられ

ていいんじゃないかなというふうに思っていますし、そう

いうのをほかの人も実は求めているんじゃないかなと

いう気もしているんですよ。そういうふうに思います。

○司会　ありがとうございます。

　今、４名のお話を聞いてすごく感じたのは、昔は資源

の生産の場だったんですけれども、今はどちらかという

とつながりをつくったり、仲間をつくったり、それから自

分を見詰め直したり。心の中をどうするかという部分に、

草原だけでなくて、自然全体そうだと思うんですけれども、

大事になってきたのかなと。まさに自然とどうつながるか

というところをこれから深く考えていくことが大事なん

じゃないのかなというふうに思いました。ありがとうござ

います。

　まだまだお聞きしたいこともたくさんあるんですけれ

ども、そろそろお決まりの時間ですね、３時になりますの

で、トークセッションはこの辺で終了したいと思います。

　４名の方に拍手をお願いします。（拍手）

　ありがとうございます。

　この後、先ほど茅葺き職人さんのほうにサイクリング

センターのほうをご案内いただけるということでお話い

ただきましたので、これから10分程度、茅葺き職人さん

のほうにあちらご案内いただければというふうに思い

ます。ちょっと準備をしたら出発したいと思いますので、

もしこの後もお時間ある方はご同行いただければと思

います。

　では、こちらでこのシンポジウムのほうは終了させて

いただきます。

　本日はお忙しい中、皆様どうも最後までありがとうご

ざいました。

の例は非常に分かりやすいんですけれども、もう地元

の熱意なんです。あれは外の人はほとんど全く関わって

いません。地元の思いは、もう本当に家が１軒か２軒し

かなくなっちゃったところを何とかしようということで、

何が何でもやるという意志が強いんですね。全国のホ

タルのサミットまで招聘するような勢いだったんですけ

れども、そういう力もあるんですよね、地元にはね。でも、

そういうのを引き出すとか、それから、外から関わって

いる人と関係をつくるというところがとても難しくて、時

間がかかっていますね。時間がかかっているけれども、

できないことはない。

　だから、具体的に完全に見える化するというノウハウ

を私はまだ別に持っていないですけれども、何かあるん

じゃないかと思います、共通項は。

　１つ、逆の例ですけれども、蒜山の火入れは私も時々、

時 と々いうか、毎年お手伝いに来ているんですけれども、

前はね、おもてなしがあったんですよ。そのおもてなしは、

おもてなしじゃなくて、地元の人たちの集落のねぎらい

だったんですね。そっちが楽しみで山焼きしていたんだ

と思うんですが、外からの人が中心になったら、それが

なくなったので、何か終わりました、解散というのがすご

い味気なくて、やっぱり何かおいしいもの食べたいじゃ

んとかって思う。そういうものが復活して、そこで地元の

人との関係ができたら、それをきっかけに広がるんじゃ

ないかなというふうに思います。

○司会　ありがとうございます。多くの人を巻き込みなが

らというところなのかなというふうに思うんですけれども、

茅葺きも同じようなところがあるのかなというふうに思

いまして、例えばワークショップとか、あとは、昔でしたら、

結みたいな形で集落の方が茅葺きをやっていたみたい

な話も聞いたことがあるんですけれども、そうやって茅葺

きを通じて集落の輪が広がったりとか、今ですとそう

いった同じ志を持つ人の輪が広がったりみたいなとこ

ろは、今でもそういった結みたいなところは残っていた

りとか、何か活性化というか、そういったところに茅葺き

が使われていたりというような事例はあるんでしょうか。

○茅葺き職人（相良育弥）　どうなんですかね。意外と

あるんかな。その何だろう、結とか伝統そういう相互扶

助のシステムがあって成り立っていてというお話なん

ですけれども、結って裏を返せば血のおきてなので、そ

れに参加しないと村八分になるみたいなという強制

力があったから成り立っているというところもあるんで

すよね。

　さっき日置先生がおっしゃったように、おもてなし、直

会があるから人が来たとかっていうのがあって、茅葺き

のいろんな取組を見ていても思うのが、何か続いている

ところというのは大義名分があるか、何かの快楽がある

という。快楽というと何かちょっと誤解を招くような言葉

ですけれども、楽しみであったり、自分にとって何かこう

満たされるようなものが得られるきっかけがある。例え

ば何か新しくいろいろ作っているのも、何か格好いいか

らとか、最近だとＳＤＧｓだからみたいな理由もあるんで

すけれども。きっかけは何でもよくて、そのきっかけから

茅葺きの持っている奥深さに導いていけるかどうかとい

うところが大事なので、なので、そういうところをしっか

りと今後つくっていく、表層的に終わらないように、ちゃ

んとあれも蒜山の茅を使っていますみたいなところまで

含めて伝えていったり、そういうみんなにとっての何か

の快楽が、喜びが得られるようなきっかけをつくってい

くというのが多分、我々世代の仕事かなというふうには

思います。

○茅葺き職人（沖元太一）　結というのは、お互い様み

たいなところも昔、多分あったと思うんですけれども、み

んな茅葺きが多くて、今年うちだから、来年そっちみたい

な。だけれども、今はもうお互い様がもう成り立たないと

いうか、実際、僕らが仕事に行くところでも、家の人が手

伝えればまだいいほうで、もうやっぱり働きに出ている

から、ちょっと皆お願いしますということも多いし。なか

なか生活のスタイルが変わってきていると、昔ながらの

それを何かこう結みたいなものを維持していくのは難し

いと思うんですよ。

　ただ、今、相良君みたいに、何かこう違う形というか、

何か違う形であったり価値観であったりとか、何かそこ

でまた相互扶助であったりとか、何かそういうことという

のがどうやっていったらいいのか分からないですけれ

ども、これからだからこそ生まれてくるものでもあるのか

なとは思ったりもします。

○司会　ありがとうございます。

　やはり楽しさというのは一つのキーワードなのかなと

いうふうに思います。

　ちょっと時間も短くなってきたんですけれども、ちょっと

変な質問なんですけれども、草原とか、自然でもいいん

ですけれども、茅葺きでもいいんですけれども、どこに楽

しさがある……、さっき前原館長のお写真だと、草原で１

杯やっているような写真があって、楽しそうだなって私

思ったんですけれども、どういったところに具体的に自

然と触れ合う楽しさがあるのかというところについて、

ちょっと皆さんにお聞きしたいんですけれども。日置先

生のほうから順番にお願いしてもよろしいでしょうか。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　仲間ができるとい

うのがすごく大きいと思いますね。一緒に作業をして汗

を流す、そこで技が身につくということもあるんですけれ

か み ひ る ぜ ん

か み く さ  ば  や ま
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原草全国 サミット・シンポジウム in 東伊豆

 １．開会

○司会　では、皆様、それでは時間になりましたので、こ

れより、「使うことで守られる自然、人と自然の関係性の

再生を目指して」ということで、草原シンポジウムを開催

させていただきます。

　私は、司会を務める真庭市役所産業政策課の増井と

申します。どうぞよろしくお願いいたします。ありがとうご

ざいます。

　さて、今、我々はグリーナブルヒルゼンという施設に立

つパビリオン（風の葉）にいるんですけれども、ちょっと

目を移していただいて、あちらですね、サイクリングセン

ターが建っているのですけれども、あちらに見えるグリー

ナブルのサイクリングセンターには蒜山の茅、ススキが

使われていることは皆さんご存じでしょうか。この蒜山に

は広い草原があり、そこで採れたススキを使用してこの

サイクリングセンターは建てられています。

　今日は、なぜススキを使用したのか、蒜山と草原の関

わりやその自然との付き合い方、そして、サイクリングセ

ンターの茅葺きを手がけた茅葺き職人さんのお話を聞

きながら、蒜山の人と自然との関係について考えてみた

いと思います。

２．講演

①蒜山の人と草原の関わりあい

　－蒜山の草原の歴史－

○司会　それでは、早速、蒜山郷土博物館の前原館長

にお話をいただきたいと思います。

　前原館長には、蒜山の人と自然との関わり合いという

ことでお話をいただきます。

　それでは、前原館長、どうぞよろしくお願いいたします。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　皆さん、こんにちは。

どうぞよろしくお願いいたします。

　蒜山郷土博物館及びこちらの蒜山ミュージアムの館

長もしております前原茂雄と申します。今日はどうぞよろ

しくお願いします。

　私が今日お話しさせていただくのは、最初でございま

すけれども、茅、草そのものの役割というものが蒜山の

人 と々どういうものとして受け継がれてきているのかとい

う、少し歴史のような話をさせていただこうかと思ってい

ます。

　この地、真庭市は、林業の里として非常に最近脚光を

浴びておりまして、認知度も高まっております。この今お

話をしておりますＣＬＴパビリオンなんかもその代表的な

ものでございますけれども、これは、実は今、急に盛り上

がったというよりは、随分歴史的には古くから、この真庭

というところは林業の里として知られています。京都や奈

良、大阪といったところの有力な神社、お寺、それから首

都、京都にあります公家とか天皇家とか、そういったとこ

ろの御殿を建てるための建築用材といったものを出す

のがこの真庭ではとても多かったということもあって、都

にも知られた木材供給の地であったということでござい

ます。

　江戸時代になると、津山城の中に粟積櫓というやぐら

があって、それもこの蒜山地域の東茅部というところの

粟住というところから山の木を切って持っていって、やぐ

らを造ったという、粟積櫓というものがあるんだというの

も伝わっておりまして、古くから歴史を通じて木材という

ものが注目されたところでもございました。

　ただし、草とか茅はどうだったのかということなんで

すけれども、草や茅というのは、そんな権力者たちが注

目する材料ということはあまりなくて、どちらかというと庶

民の人々が大切にみんなで守って使っていくということ

が主流だったのでございます。

　ただ、この真庭の中でも牧場とか御牧、オンマキと書

うことで、地域にお金が残りいいことありますよというも

のです。

　２番目が二次的自然からの生産物出荷で、オオタカ

の森の松材なんかがそうですね。茅を売るというのも、も

ちろんそういうものになると思います。

　３番目が自然観光資源でエコツーリズム、これは日

南町のような例で、自然を見に来る。自然に関与しに来

る人たちが増えると、宿泊、交通、土産物購入とか環境

保全協力金が入ります。これはコロナ後を見据えてやる

必要があると思います。

　４番目は企業活動による支援で、例は鏡ヶ成の生態

系管理の場合、サントリーが支援してくれているんです

けれども、サントリーは本業では水が大事ですから。ＣＳ

Ｒ活動というのもあります。それから、生物多様性オフ

セット、これはちょっと難しいんですけれども、小さい字

で書いてありますが、人間活動が生態系に与えた影響

を何か違う場所で補償するみたいな制度ですけれども、

こういうものが例えば制度化されると、今、カーボンオフ

セットってありますけれども、そういうのと同じになってく

ると、自然再生にお金を出すという企業は急に増えるだ

ろうと思います。

　二、三のアイデア。蒜山でやったらいいなって思う私

の個人的アイデアです。

　自然再生塾をつくる、仮称ですね。自然再生について

学びたい人が蒜山に滞在して調査や作業のノウハウを

身につけることができる塾。自然再生の推進、人的ネッ

トワークの構築、滞在による経済効果が期待できる。そう

いう場所をつくったらどうかなということですね。

　次は、ＯＥＣＭという考え方。これは次の生物多様性国

家戦略、今策定中ですが、のりそうです。Ｏｔｈｅｒ　Ｅｆｆｅｃｔｉ

ｖｅ　ａｒｅａ－Ｃｏｎｓｅｒｖａｔｉｏｎ　Ｍｅａｓｕｒｅｓというね、難し

い名前がついていますが、要は、利用や管理の目標に

かかわらず、実質的に生物多様性の保全に貢献してい

る保護区以外の地域ということで、これでも難しいです

が、要するに現に自然を守ったり再生していることが実

際にできているところというのを何か認定して大事にし

ていきましょう。これは今後、国とかが推進していく可能

性が十分にあるので、さっきのこの蒜山高原の小さな湿

原みたいなものは、これに当てはめることで、あるいは

草原もそうかもしれませんけれども、何か進む可能性は

あるんじゃないかなと思います。

　これで終わりですね。ちょっと駆け足でしたが、私の話

はこれで終わります。

　ご清聴ありがとうございました。（拍手）

○司会　日置先生、ありがとうございました。

　質問はちょっと最後のほうに回させていただきたいと

思います。

③あたらしい関わり、あたらしい芽ぶき

○司会　続きまして、茅葺き職人さんのお二人にお話を

伺いたいと思います。

　次はプレゼンじゃなくて、クロストークということで、お

二方にお話をいただこうかなというふうに思っておるん

ですけれども、沖元さんと相良さんです。お二人は若手の

茅葺き職人さんとして、全国各地の茅葺きを手がけてい

るというふうにお聞きしています。その中でも、茅葺きとい

うとね、特に古民家とかそういったことを思いつくんです

が、それ以外の、修復だけではない新たな茅葺き、まさ

にサイクリングセンターもそうなんですけれども、そう

いったことにチャレンジをしているというふうにお聞き

しております。そういった新しいことにチャレンジをして

いる思いですとか、自然とのつながり、そういったことに

ついて、少しざっくばらんにお話しいただければと思い

ますので、どうぞよろしくお願いいたします。

　それでは、前のほうにお願いいたします。

○茅葺き職人（沖元太一）　茅葺き屋根の仕事をしてい

ます株式会社Ｅａｒｔｈ Ｂｕｉｌｄｉｎｇの沖元と申します。

　今回、サイクリングセンターの茅葺きを担当させてい

ただきました。住んでいるところは東北の宮城県石巻市

なんですけれども、生まれも育ちも広島でして、今、広島

のほうで仕事をしています。古民家からこういった新し

い茅葺きまでやっているんですけれども、何とかこれか

らの後世にというか、未来に茅葺きをつなげたいという

思いでやっています。今日はよろしくお願いします。

○茅葺き職人（相良育弥）　私は神戸市の北区という、

神戸市とは名ばかりのすごい農村が広がる地域で、くさ

かんむりという名前で茅葺きの仕事をしています、茅葺

き職人の相良育弥と申します。

　僕も沖元さんと同じようにふだんは伝統的な茅葺き屋

根の修復をなりわいとしているんですが、それに併せて、

茅葺きの民家はどんどん減っていますので、このままいく

と我々の仕事もそうですし、若手の茅葺き職人の将来の

仕事もなくなってしまうなという危惧がありまして、いろ

いろ茅を使って、茅葺きの技術を使って現代的な何か新

しい取組ができないかと思って仕事をしています。よろし

くお願いします。

○司会　相良さんと沖元さんとは、私はお付き合いをさ

せていただいて、いろんな思いを聞いたこともあるんで

すけれども、今日は最初ですので、なぜ茅葺き職人さん

になったのか、ちょっとそこら辺、お二人ともちょっと変

わった経歴というか、茅葺き職人さんは全体的に変わっ

ている方が多いんですけれども、ちょっとそこら辺につい

いてミマキというふうに読んでいます、御牧さんという名

字がところどころにあるんですけれどもね。そういったよ

うな形で、この地が馬などが権力者によって飼われると

いうような場面もどうもあったようでございます。

　さて、この蒜山にも多く広がってあります草原ですけれ

ども、これは草原とか森林、木材だけが重要なんじゃなく

て、その山から生み出される森林資源というものを丸ご

と使うということが特に大事なことでございました。建築

の材料であるとか、あるいはたきぎとか炭焼きに使うも

の、それから、木を切った後は、そこを焼いて、焼き畑の

ような形にして、畑にもします。野菜を作るわけです。それ

から、山には小さな動物、ウサギなんかもいますから、そ

れも獲物になりますし、山には鳥もおります。山菜やキノ

コといったものもある。あらゆるものを資源として使うと

いうことをしてきましたので、草とか茅だけが人々にとっ

て中心的なものであったとまでは言えないんですよね。

みんなそれを丸ごと使っていたという歴史が実はあるわ

けなんです。

　そういった歴史がありますけれども、今日は特に

ちょっと草と茅についてお話ししてみようかなと思って

います。

　今日、私が最初に話をする人間ですので、じゃ何で草

がたくさん必要だったのかという話から少しだけさせて

もらおうと思います。

　皆さんの中には、よくご存じだと言われる方も多いと

思うんですけれども、何で人々が草原、草を必要としたの

か。それはもうすなわち肥料にするためにとても大事だ

からです。古い時代、江戸時代より前あたりは、肥料とい

うのはなかなか今のようないいものがありませんでした

の、草、特に若くて柔らかいような葉っぱをそのまま田ん

ぼに入れる、畑に入れるとか、あるいは枯葉を田んぼ、

畑に入れるというようなことぐらいしか目立った肥料と

いうものはありませんでした。ところが、江戸時代以降に

なってきますと、牛というものが一般の家庭にもいるよう

になりまして、山に草を取りにいって、その草を牛に食べ

させる、そして牛の背中に刈った草を乗せて家まで持っ

て帰って、牛のふんと一緒に混ぜたりしまして、田んぼや

畑に入れるということで、肥料にすると。それは堆肥と言

いますけれども、そういうものに使っていた。つまり草と

いうのは農業を行う上にとっては、欠くことができないも

のとして役割があったわけです。そして、それは、どの家

がどのくらい田んぼを持っているのか、耕作しているの

かという面積に応じて必要とする草の量も決まってきま

した。

　それからもう一つは、自分の持っている田んぼ、畑が

どんな土なのかということも、実は草が必要となる大きな

条件になります。あまりいい土じゃない、条件が悪いよう

な土の場合だと、どんどん肥料を入れて土壌を改良して

いかなきゃいけないから、その分、牛に食べさせる草の

量も多くなっていくということになります。

　それから、その家がどのぐらい牛を飼っているのかと

いうことも、その家で草がどのくらい必要かということに

も関わってきます。ただ、一般家庭で自分の持っている田

んぼ以上に牛を何十頭も持っているということは最近で

したら酪農とか肉牛とかを飼っている場合でありますけ

れども、農業をするだけだったら田んぼの数に比例した

頭数で牛を持っていることが多いので、おのずと草を利

用する面積というのが決まってくるわけなんですが、牛

を飼うのに必要な草をとにかく草原から刈ってきて家に

持って帰るという作業をしなきゃいけません。そうなると、

家と草原（蒜山では草場と言ったりすることもあります

が）、そこと往復するという作業を毎日のように繰り返さ

なければいけません。牛は毎日、餌としての草を食べた

りするわけですからね。

　ではどこの草を刈っていたのでしょうか？まず、田ん

ぼに生えた草といったものが手頃に刈ることができます。

この写真は蒜山のものではないですが、５月ぐらいの水

が張った田んぼの写真でございます。あぜが見えている

と思うんです。こうして見ますと、やっぱり田んぼと田ん

ぼの間にあぜに生えている草というのは、家から近いか

ら刈りやすいけれども、量そのものはとても少ないんで

すよね。だから、どうしても家の周りの草というものは

刈ってしまったら伸びるまで時間がかかる。そのために

は遠くに、やっぱり草があるところにちゃんと刈りにいか

なければいけないということがございました。

　そして、これは蒜山の風景ですけれども、山と家との往

復をしている風景でございます。牛にいっぱい刈った草

を乗せて家路に向かっているというところですね。この

牛に乗せている草の中には、その時々、折々の花なんか

も咲いていたりして、実は遠目に見たら、実際に作業し

ている人は大変だけれども、結構美しいものだったんだ、

季節を感じさせる風景だったんですよというふうに言っ

てくださる地元の古老もおられました。

　しかし、牛を山の上のほうまで連れていくということは、

オオカミであるとか、今はいませんけれども、オオカミ、そ

れからクマといったものに襲われる可能性もありますか

ら、牛そのものに鈴をつけるということをして、熊よけに

したりしたということもあります。私が勤めております蒜

山郷土博物館というところには、この熊よけの牛の鈴と

いうものも残っております。

　そして、これは牛用のわらじです。山の上のほう、結構

遠くまで牛を連れていかなければいけないということに

です。上草場山という表現で書かれているということは、

資料に残っていないんだけれども、中蒜山、下蒜山も、中

草場山、あるいは下草場山というふうに地域の人にとっ

ては呼ばれていた可能性を示しています。そして、集落

があって、その後ろにちょっとした林があって、そしてそ

の後ろに畑があって、そして草原、草山というふうに続い

ていくというのが蒜山の村の風景であったということな

んです。

　これは戦後すぐ、あるいはひょっとしたら戦前かもし

れませんが、このグリーナブルの山を越えた湯船集落辺

りから蒜山三座を写したものです。ちょっと下蒜山は

写っていませんが、左側が上蒜山、右側が中蒜山になり

ますが、上蒜山を見ていただくと、山頂付近までほとんど

草山なんですよね。立ち木がありません。左側の、本当に

左側のところにちょっと黒いところが見えるのが、これが

立ち木です。これは江戸時代の絵図にも、さっき立ち木

が見えていて、山の中でもここの部分は立ち木、木材を

取るための場所なんだよということは、江戸時代から計

画的に決められていた範囲です。それに対して画面の

真ん中辺りにあるところは全て草山。さっきの草場山と

いうふうに言われていた、山の草を利用するという。本

当に山頂付近まで草山として管理されていたということ

が分かります。

　そして、これは山頂付近ではなくて、現在のひるぜん

ジャージーランド付近よりもう少し南の辺りかと思いま

すが、本当に一面が全て草原でございまして、立ち木が

ほとんど見えないというふうになっています。

　そして、これは、今度は下蒜山のほうになります。真ん

中辺りに下蒜山が写っておりますが、少し白黒の写真で

すので、見えにくいかもしれませんけれども、この下蒜山

のほうも、実は現在ほとんどもう山頂近くまで樹木が生

い茂っておりますけれども、これは戦前の写真でござい

ますが、よく見ますと、むしろ樹木のほうが少なくて、草が

非常に多くなっている。ただ、完全な上蒜山みたいに全

部が草というんじゃなくて、結構立ち木も生えかけてきて

いますので、もう山焼きというものが終わってから何年か

たとうとしているという、そういうふうな状況が戦前なの

かなというふうに思われます。

　そして、この写真はジュウロクヤマという、中津加茂と

いうところの奥にある山でして、花園という集落の奥でも

あるんですが、手前のところは、もうこれは蒜山三座では

ございませんが、草山なんですね。蒜山三座じゃない部

分、旭川より南側の部分も草山というのは結構たくさん

あったということが分かっています。

　そして、画面の上の辺りは、これは今度は下蒜山から

現在の犬狭トンネル方面に向けての部分なんですけれ

ども、これもほとんどが全部草山、草原であったというこ

とが分かりまして、つまり上蒜山の辺りから、もうずっと下

蒜山、もう犬狭トンネルの辺りまで山の裾野はほとんど

全てが草原であったということが分かります。

　そして、これも戦後すぐの頃の写真ですけれども、中蒜

山が右、そして左に上蒜山が写っておりますが、その裾

野も含めてほとんどが草山であったということが分かり

ます。

　そして、この写真は手前のところに少し斜面が写って

いますが、これも経塚山というところで、戦前から戦後に

かけてはスキー場としても利用されました。少し斜面が

きついところではありますけれども、ここも草山として使

われていたところです。

　これらの風景写真から分かるように集落の近く、至る

ところに草を取るための草場、草山というものが設定さ

れていたというのが蒜山でございます。

　これはちょっとね、なかなか見づらいかもしれません

が、戦後すぐぐらいのアメリカ軍が作った航空写真、空

中写真なんです。これを見ますと、見づらいとは思います

けれども、画面の上半分ぐらいのところがほとんど白く

写っているかと思います。これは実は草原なんです。だ

から、今はもうこんなことありません。ほとんどがもう森林

地帯になってしまっておりますけれども、草原面積という

のが本当に非常に多かったんだなということが分かり

ます。空中写真というのはそれぞれ年代ごとにいろんな

写真がありますので、それを比較していくことで、どんな

ふうに草原がなくなっていったのかということを追って

いくことも可能だという、そういうふうな研究の使い方も

できる写真なんです。

　そして、今度は茅の話も少ししていきたいと思うんで

すけれども、今、草の話をいたしましたが、今日またテー

マの一つであります茅というものも非常に重要です。茅

も、これは草場と同じように茅場というのが設定されて

おりまして、これは草場とはちょっと別の場所なんかに

あったりします。そこで刈ってきた茅、具体的にはこの後

の方のお話にいっぱい出てくると思いますが、まずは束

にして、そして現場で束にして持って帰るわけです。そし

て家のところに置くわけですが、この写真の中に、長屋

のようなものが真ん中辺りに写っていますが、実はこれ

も茅でふいている屋根なんですね。そして、その中には、

茅を立てて入れます。納屋のようなところに茅をずっと保

存しておくということをやります。これがほかのところの

地域だったら、茅というのはなかなか貴重品でございま

すから、だから、茅をとても大事に扱っていて、あまり野

ざらしにするということもなくて、やっぱり茅ぶき屋根の

ふきかえをしたりするために必要な材料なので、屋根つ

なりますと、悪い道を通ることもある、石がごろごろした

道を通ることもある。そうすると、牛のひづめに傷がつい

て、そこから病気が入ったりして、牛そのものが弱ってし

まうと。それはいけないということで、こういうわらじを編

んで牛に履かせるということを蒜山の人々はやっており

ました。ですから、こういったものを作る文化があったわ

けです。蒜山は、蒜山百日雪の下という諺があって、本当

に冬が長い。なかなか冬は外に出て作業ができません。

その代わり家の中で、春夏秋の農作業等に必要な道具

の準備をするわけです。そういう中で、この牛のわらじと

いうものも雪の中でずっとこつこつと１年間のものを見

越して作りためていくということをやっておりました。

　これはおじいさんがいろりの横でいろいろと冬に、ガ

マと茅で作った春夏秋に使うものを作っているという風

景です。こういうふうな感じで牛のわらじも作っておりま

した。おじいさんの上にはいろんなものがつり下げられ

ています。これがどんどんどんどん増えていくにしたがっ

て、春が近づいてきているというのが蒜山の風景でも

あったようでございます。

　そして、この写真の中で、真ん中に茅葺き屋根の家が

写っていますけれども、その左側のところにちょっとこん

もりとこう盛り上がったところがございまして、これがグ

ロというものですね、これは。グロというのは塊という意

味なんですけれども、コエグロと言います。草を食べさせ

て牛がふんをする。そして、それにまた草とかを混ぜて牛

に踏ませて柔らかくしたものがだんだん発酵していくと。

それを堆肥と言いますけれども、それをどんどんどんどん

冬の間はためて、家の外に積んでおくわけですよ。それ

を積めば積むほど、そこの家は働き者だというふうに言

われたそうでございます。家の横にこうしたコエグロと

いうものがあるというのが蒜山の昔からの風景でもあっ

たわけでございます。

　そして、その堆肥といったものは、冬の間ずっとこの家

の横に置いているかといえば、そうではありません。これ

今写ってありますのは、これは馬ぞりというもので、馬ぞ

りと言うのですけれども、実際は牛に引かせたりするん

です。これの上に、籠に堆肥を乗せて、そして冬の雪がま

だある時に、自分の田んぼのところまで運んでいきます。

　これは空になったところですね。雪の中、牛がそりを

引いています。そして、後ろにおじさんが１人立っていま

すね。

　そして、これが実際に田んぼのほうに向かって雪道を

行っている、馬ぞりに乗せた堆肥を運んでいるところで

す。前に牛がいまして、牛を引っ張っているおじさんがい

て、後ろからそりを支えて、方向なんかをかじを取ったり

するようなおばさんが後ろからついていくと。これも蒜山

では本当によく見られた風景です。

　なぜ雪の中から肥料をまくかというと、雪が解けるの

を待っていたら、蒜山ではもう農業が始まるのが遅いで

すから、駄目なんですよね。だから、雪があるうちにもう

自分のところにまいてしまう。堆肥というのはもともと発

酵したり、ちょっと温かいですから、だんだんその雪が解

けていき、本当に耕作を始めようかなという頃には、土

の表面の上にちゃんと落ち着いているという、そういう

状態であった。そして、雪が消えたらすぐに、今度はまた

牛を使ってすき込んでいくというような、そういうこともよ

く行われていました。

　そして、蒜山の土というのは、ただ、いつからこういう

ふうに草をみんなが必要になったのかということはな

かなか難しいんですけれども、皆さんもご存じかもしれま

せんが、蒜山の土はこういうクロボコという土でござい

ます。真っ黒です。ですから、普通、黒土というのは農業

をするのにはとてもいい土だと言われていますけれども、

実際のところは、火山灰が堆積して、それに植物プラン

クトンなんかと混じり合って黒く化学変化したものです

ので、とても火山性の特に酸性が強い土なんです。酸性

が強い土というのは、なかなか野菜作り、農耕には適し

ていないとされておりますので、そこの中で野菜、農業を

やっていこうと思うと、どうしても土の質を変えていく、土

壌改良していくということが求められるわけです。

　蒜山の人の農業の歴史というのは、土壌改良の歴史

そのものだというふうに言ってもよいぐらいだと思ってお

ります。そのためには、大変広大な草といったものを管

理して、そして、そこから得られる柔らかい草を牛に食べ

させ、堆肥を作るということがどうしても求められてきます。

今日は後にもお話が出ると思いますけれども、そういっ

た柔らかい草、いい草を生やすためには、やはりどうし

ても山焼きというものをしなければなりません。山焼きを

しないと、いろんな樹木が成長してきますので、草そのも

のではなくなってしまうということで、共同で管理して、こ

の草山を守っていくという作業、火入れというものがとて

も大事になってくるわけです。

　そして、これは、江戸時代の蒜山の絵図が残っている

んですね。蒜山中福田というところの中福田村というと

ころに、江戸時代の終わりのほうだと思いますが、絵図

が残っています。その真ん中辺りに、上蒜山が書かれて

おります。でも絵図には上蒜山と書いていないんですよ

ね。ではどのように書いてあるかというと、上草場山とい

うふうな書き方をしています。蒜山という呼称自体は江

戸時代からちゃんとあります。しかし、地域の人にとって

みれば、これはあくまで草場山、草を取るための山なん

だというふうな認識で絵図には書かれているということ

うか、小屋の軒先に茅の束をずっと立てかけています。

何に使うというわけじゃなく立てかけているわけですね。

　これは、畑の一角に、これはまた茅を立てかけている。

これも川上地区です。白髪集落というところですけれども

ね、そういったところに茅を立てている。

　これは、実は、さっきあまり文化がないんだと言いまし

たけれども、この八束地域のところには、やはりこういう

ふうに、新しい茅ですけれども、束ねているところがあり

ます。奥のほうにはまた茅もありますね。

　そして、これは田んぼの中にそのまま茅を立てている。

　じゃ、なぜ茅囲いに使わない、屋根に使わない茅をそ

のまま立てておくかということなんですけれども、冬の間、

風雪にさらしますと、そこにいろんなよい栄養価が高

まっていくということが効果がありまして、それを春先に

なって、さっきの茅囲いもそうですけれども、ちょきちょき

切って、畑とか田んぼにすり込むことによって、肥料とし

て、土壌改良のための役立ちにもなっていくということが

あるんです。そういったものを蒜山の人々は、何か理屈

がどうだとか、どういう栄養価なんだということを全然そ

んな知らなくても、こうするものだというふうな先人から

の知恵というものがあって、それを愚直に紡いでいくと

いう形で土壌改良というものを行ってきたという、そうい

う歴史があるわけなんですよね。

　これもまた、もう畑そのものに茅を切ったものをぼー

んと置いておいて、冬を一冬越させていくというパターン

ですね。

　これが実は蒜山の冬の風景ということになります。手

前にありますのが、これはわらです。ワラグロというやつ

ですね、わらで作ったものがありますが、真ん中辺りに、

家と家の間にコエグロが重なっている。そして雪が左側

からずっとこう積もってきていますけれども、その方向に

向かって茅囲いが作られている。そして、実は、ちょっと

見にくいですけれども、この中には茅を立てているという

ふうな風景もあるわけです。

　最後になりましたけれども、今日は、この蒜山と草原、

そして茅というものについてお話を、どんな歴史があっ

たのかというのをかいつまんでお話ししてきましたけれ

ども、これは最後のほうのトークセッションにも関わりが

出てきますけれども、それをどう生かしていくかということ

が求められているということになっていきます。自然を再

生するということは大切で、こういう草とか茅と人々が結

びついていく文化というものを大切にしたいんだという、

そういう思いというものは、皆さん共通しているかと思い

ますけれども、蒜山というのは、ただ単に生産の場として、

農耕の牛のためだけのものとして草原とか茅場を使っ

ていたわけではありません。お話をお年寄りの方に聞い

てみますと、茅場なんかには、お父さんに怒られて、

ちょっと寂しいから１人で悲しみを紛らわすために行っ

ていた、嫁姑で疲れて、お嫁さんがちょっと１人になりた

いなと思ったときに子供をおぶりながら茅場、草場に

行ったというような話も聞くことがあります。

　それから、歌を詠む、短歌を詠む、俳句を詠むというよ

うな人は、やっぱり草原の瑞 し々いものをどうしても題材

と選びたいということで、地域の人が草場に行って、茅

場に行って作品を詠んだという文芸もあります。

　それから、この写真にありますように、草原のところに、

春を迎えてやっとうれしいなということで、みんなで集

まって酒を酌み交わす、そういうふうな喜びの場、ねぎ

らいの場、懇親の場としても草場、草原は使われてきま

した。

　それから、そういうふうに立ち木がないということは、

この蒜山がとても、岡山県でも発祥の地と言われるス

キーにとってもいいわけなんですね。実はこの写真が

写っているところは、経塚スキー場というスキー場にも

なっております。つまり草原があるということは、スキーを

するのにもとても大事。蒜山の観光文化を支えるところ

にも大きく寄与してきたんだということです。

　そして最後に、大宮踊という盆踊りがあります、国の重

要無形文化財になっています。その大宮踊の中の一つ

の歌詞にこういうのがあるんです。「わしが殿御の草刈

山は、ごぜん・たご平・中の茅」、私とあなたがあいびき

する草山はごぜんという場所、たご平というところ、中の

茅という、それは全部地名なんですけれどもね、そこなん

ですよ。つまり里でなかなかあいびきできない、そういっ

た人々がこっそり内緒で出会って愛を育む、そういった

ものも実は草場にありました。

　だから、生産の場だけではなくて、人間の孤独、心の

問題、喜びの問題、文芸、それからねぎらい、懇親ですね、

それからスポーツ、そして恋愛、様々な人々の、蒜山の

人々の暮らしに、喜びや悲しみの場として寄り添う存在

が草原でもあった。暮らし全般に関わる、人 と々分かち

難い存在の一つが草原であったということも申し上げ

たいと思います。

　それについてどう生かしていくかということは今後の

話になりますが、草原と人 と々いうのが本当にこの蒜山

の人々にとって、喜びや楽しみというものを伴うような新

しい関係性が構築されていくかどうか。そういったところ

はこれからの人々の英知にかかっているんではないか

なというふうに思っています。

　蒜山の歴史をたどりながら、草原との関わり、人間と

の関係性というものを少し、短い時間ですが、たどって

みました。どうもありがとうございます。（拍手）

きのところに大切に保管するということが多いんです

けれども、蒜山の場合は、結構やっぱり茅場という、茅

山がとても多かったので、大事にしないわけじゃない

んですけれども、結構いろいろ野ざらしにしたりすると

いうこともありました。こういうふうな屋根つきのところ

に入れるというのは、屋根ふき用の茅なのかなという

気はしています。

　では茅は人々にとってどういうふうに使われていた

のか。これは雪囲いという、これ茅囲いとも、茅垣とも

言ったりしますけれども、それを作っている風景です。

冬の蒜山はとても風がきつい、そして雪もきつい。となり

ますと、そのままだと家が傷んでしまうんですね。です

から、風雪が激しい方向に茅を束ねたものを生垣のよ

うに立て並べていって、家を守っていくということをやる

ことがありました。

　11月ぐらいになってきますと、蒜山ではだんだん雪

が降るかなというような気候になってきます。この地域

には山のことを「セン」とよびますが、「センワタシ」とい

う言葉があって、大山、烏ヶ山、皆ヶ山など、標高の高い、

いろんなセンがつく山がだんだん雪化粧してきて、最

後に蒜山三座が雪化粧すると、里にも雪が降ってくると

いうふうな言い伝えがあります。蒜山の人々はそういう

山の景色を見ながら、来るべき冬の到来といったもの

を強く意識していて、そして、その中で冬構え、こういっ

た茅を立てて冬に備えていくということを暮らしの中で

やっていたわけです。

　この写真は茅囲いの完成したものですね。この茅囲

いというのをやっている家が今ほとんどなくなってし

まって、私が蒜山に来てから六、七年になるんですが、

その頃はまだ10軒ほどはあったんですけれども、今は

毎年やっているというのは１軒か２軒しかないんじゃ

ないでしょう茅っぱり高齢者のこういう技術を持って

いる方しか作らないというところなんですが、この写真

を見ていただきますと、家の一定方向のところに茅を

束ねたものを立てかけて、そして竹のところにくくって安

定させています。

　そして、これは別の家ですね。やっぱり茅をずっと立

て並べて、雪から家を守る。特に屋根からずり落ちてきた

雪が家の中に逆流したりするのを守るというような意味

でも、雪囲い、茅囲いをします。だから、蒜山の昔の家と

いうのは本当に暗かったんだというようなことを言いま

す。雪が解けて、この茅囲いを取って明るくなったら、

やっと蒜山にも春が来たのかなというふうなことを意識

したということも昔の方はよく言っていますね。

　これが現存している、毎年更新している茅囲いのとこ

ろですね。天王という地区のものですけれども、これは家

全体じゃなくて、家の庭の辺りのところにこの茅囲いを

しています。

　これがその新しい、最近やっているところですね。こ

れは家そのものに立てかけるんじゃなくて、本当に垣根

のように作ります。これ裏から見たものです。棒くいを立

てたり、竹で結んだりして、そのまま立てているだけです

ね。家そのものに密着させているわけではありません。

　これは家そのものに密着させているパターンもある

ということです。こういうふうにもう本当に家の壁全体に

張りつけるような感じで作っているものもあります。

　これはまた別の家ですね。これももう本当に家という

か、小屋のあらゆる面のところにこう立てます。あらゆる

面といいますけれども、それはやっぱり風雪が激しい方

向というものがどうしても中心になります。

　そして、これはちょっと見づらいかもしれませんが、家

と家の裏手のところにちょっとだけ隙間がある、空いた

ところがあると。そういうところにこの茅をちょっと突っ

込んで風止めにしているんですよね。こういうふうな、

少し僅かでありますけれども、茅を今でも使っているお

宅はあります。

　それから、これは畑の茅囲いです。畑の中には白菜と

かいろんなものが冬の間は置いてあるわけですけれど

も、それなんかが本当に雪まみれになってしまったら、

なかなか大変だということで、畑の雪がかぶってしまう

方向だけ、この茅囲いというのをする場合もあります。

　そして、これは今度は樹木とか、そういったものにもこ

ういうふうな茅囲い、茅だけで覆うということをやります。

　これもそうですね。これはツバキです。ツバキが積雪

なんかで傷まないように、枝が折れないようにというこ

とで、茅を全面に立てかけるような形で守るということも

やっています。

　そして、これは今度は草花です。地面に生えている草

花が駄目になってしまわないように、葉っぱが駄目に

なってしまわないようにということで、茅を少し切ったも

のを敷き詰めて、マルチのような感じにもなりますけれ

ども、保温しながら冬の厳寒をしのいでいくということも

されています。

　今写ってきた写真というのは、全部残っているのは、

旧川上地区だけなんですよ。だから、茅が今入手しや

すいところはこういう文化が残っているんですが、茅山

があまりなくなってきた、茅場が少なくなってきた八束地

区にはなかなかこの茅の文化というのが今残りにくく

なっているという現状があります。

　そして、これなんかも、実はこの屋敷のすぐ上の辺りに

は茅を立てているところもあります。これはまた川上地区

ですけれども、これは現在もやっています。家の軒先とい

○司会　前原館長、ありがとうございました。草原が生

産の場だけじゃなくて、心のよりどころというところ、とて

もいい言葉だなというふうに思いました。

　本来であればちょっと一、二問、質問を受け付けたい

んですけれども、前原館長、ちょっと時間も押しています

ので、最後のほうに回して、次の演者のほうに移りたい

と思います。

②自然再生と地域づくり

　－自然を再生するとなにかいいことあるの？－

○司会　続きまして、鳥取大学の日置教授に自然再生

と地域づくりということでお話を伺いたいと思います。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　ご紹介いただきま

した鳥取大学の日置です。今日はよろしくお願いします。

　私、前原先生のお話が面白くて聞き入ってしまいまし

たけれども、ちょっとここ風通しがいいので、茅囲いが欲

しいなというふうに思いました。本当にここ、冬は茅囲い

したらいいかもしれませんね。

　私からは、「自然再生と地域づくり」という題で少しお

話しします。

　自然を再生するということは、最近全国のあちこちで

行われているんですけれども、それによって何かいい事

があるんですかということを、ちょっと考えてみたいと思

います。

　私からは４つほど、それぞれ短いですが、お話しし

ます。

　まず、1つ目に「自然再生とは」。次に、「この地域の近

隣の地域での自然再生の事例」のお話をします。３番目

は、「この蒜山でもし自然を再生するとすればどういうの

が大事なのかな」という点。そして最後には、「自然再生

の進め方」という話をしたいと思います。

　皆さん、自然再生という言葉は聞いたことはきっとあ

ると思うんですけれども、改めて定義みたいなものを話

すと、「過去に失われた自然環境を取り戻すこと」という

ことになっていますね。つまり人間の活動でたくさん自然

がなくなっているので、今残っている自然だけでは足り

ませんということで、それを積極的に再生させるのが自

然再生です。その直接的な目的というのは生物多様性

の保全、これちょっと難しいんですけれども、絶滅に瀕し

ている生物とかを救ったりしていくと言ったら分かりや

すいかもしれませんが、そういうことだとされているんで

すが、実は自然再生というのは、単にそういう生き物、生

物の話にとどまらないわけですね。自然を再生すると、

その再生した自然、難しく言うと生態系なんですけれど

も、生態系からいろんな恵みを受けられます。その恵み

を生態系サービスというふうに言ったりするんですが、

それが確保できたり、享受、受け取ったりできますという

ことで、その中には基盤、調整、供給、文化といろいろな

カテゴリーに分けられているんですが、そういう難しい

話は今日はちょっと省略したいと思います。

　１つだけご紹介すると、文化サービスという点ですと、

さっきね、前原先生の最後の話にあった様々な草原の

恵みがまさに文化サービスです。それからもう一つは、持

続可能な地域づくり。最近はＳＤＧｓという言葉で紹介さ

れることが多いですけれども、その持続可能な地域づく

りに結びつくということですね。自然を再生して大事に

することで、地域が活性化すると。かつてはどんどん開発

して、自然がなくてもいろいろ工場ができたり、雇用が生

まれれば地域が繁栄するというふうに信じられていた時

代もありますが、今はそうではなくて、地域にもともとある

もの、特に自然を大事にすることがかえって持続的に地

域を発展させるんだというふうに考え直されるように

なってきていると思います。

　自然再生のための法律があります。「自然再生推進

法」というんですけれども、これで自然再生協議会という

のを設置することができるんですが、現在26か所、全国

で進行中ということになります。この近くですと、例えば兵

庫県の上山高原とか島根県の中海とか、広島県の八幡

湿原なんかがあります。

　こういうのもののほかに、この法定協議会を設置して

いない小さな自然再生というのもいっぱいあるんです

ね。法定協議会があるのはかなりでかい事業なんです

けれども、そうではない、もっと地域の小さなグループで

やっているような自然再生というのがいっぱいありまし

て、環境省は2015年、ちょっと古いですけれども、小さな

自然再生活動事例集というのを紹介しています。これは

ホームページにも載っていますけれども、これを見ると、

あちこちで取り組まれているのが分かります。

　岡山県ですと、龍泉寺というお寺があるんですけれど

も、その中の小さな湿原の再生なんかがこの近くの事例

としてあります。私、おととい見に行ってきたんですけれ

ども、そういったところがあります。

　今日、私はですね、この近くの事例を４か所ほどご紹

介したいと思います。全部、大学で取り組んでいるもので

す。人がやっているのを聞いてきた話じゃなくて、自分で

やっている話をしたいと思います。

　まず、蒜山高原の地図でいったら右側ですね、東のほ

うに津黒高原というところがありますが、小さい観光地

なんですけれども、そこで湿原を再生している事例です。

ここは最初にエコツアーをやりたいという団体の方が

来られまして、今日も関係の方来られているんですけれ

ども、何か湿原を再生して、そこを環境学習とかに使えま

ようにということで、シャトルバスを運行しているんです

が、シャトルバスの起点は道の駅です。道の駅にこういう

のがあって、ホタルの時期だけ道の駅をやたら夜遅くま

で開けているんですね。そこでアイスクリームを売ったり、

それから、環境保全協力金を500円ぐらいもらったりし

て、頑張っています。それによる収入がないと、やっぱり

ホタルの保全も長続きしませんので、何でもかんでもボ

ランティアでただでいいというんじゃなくて、ちゃんとお

金が回る仕組みというのを考え始めようとしています。

　ここは林業をしているところなんですよ。普通に平凡、

平凡というか、これ人工林なんですけれども、そこにホタ

ルがいっぱいいるんですね。これはかなり手入れがい

い状態に見えると思いますが、実際そうで、間伐をしてい

ます。間伐をすると光が当たって林床植生が豊かになる。

林床に草が生えるとヒメボタルが生息しやすくなります。

つまりここでは林業でちゃんと手入れをするということ

とホタルを守るということが同じ方向を向いているんで

すね。

　さっきのオオタカの森もそうですけれども、林業と生き

物というのをいかに両立させるかというところが大事か

なと思います。

　最後のほうになりますけれども、蒜山で再生すべき自

然環境とは何かということですけれども、さっきから出て

いる二次草原ですね。難しく言うと二次草原、半自然草

原とも言いますが、人手によって維持されてきた草原で

すね。これについては、もうさっき前原先生からいっぱ

い話がありましたので、繰り返しません。課題としては、

山焼き、草刈りの人手確保とかノウハウの伝承、発展、そ

れから利用ということで、草原産物の伝統的、さらに現

代的な利用だと思います。

　私、面白いなと思うんですけれども、こういうふうにみ

んな人が作業しているところ、必ずですね、17世紀のブ

リューゲルの絵みたいになるんですよね。何か本当に昔

のオランダと日本と変わらんなというふうにいつも思う

んですけれどもね。人が作業するって、多分そういうこと

なんですよね。

　次は半自然湿原です。普通、湿原って自然にできてい

るというふうに思うんですが、この西日本の草原は必ず

しも人手が入っていないわけじゃなくて、様々な人手が

入ったんだけれども、自然と人為で絶妙にバランスを

保って湿原になっているところが多いです。最近、蒜山

高原の湿原に赴きまして色 と々調べたりしているんです

けれども、たくさん湿原がありまして、でも放っておいたら

駄目になるんじゃないかなということも分かってきて、今

後どういうふうにしていくのかということが課題だと思い

ます。課題は保全、再生の枠組みづくりとかノウハウの確

立で、利用としてはやっぱりエコツーリズムなのかなと

いうふうに思います。

　あともう一つは二次林ですね。これは伝統的にはた

たら製鉄とか、燃料、肥料の採取の場として維持されて

きたんだと思います。課題は萌芽更新できるのかなと、あ

まりにも大きくなっているのですね。それからナラ枯れが

進行しています。利用としては、やはりバイオマス利用と

か、あとは新炭材、これもバイオマスですけれども、あと

キノコのほだ木みたいな、様々な利用を図っていく必要

があると思います。

　最後のほうね、字ばっかりなんですけれども、自然再

生の必須事項と手順と書いてありますが、簡単に説明す

ると、まず台帳を作りましょう、どこにどんな自然があるか。

２番目に目標を決めましょう。目標を決めるときにどんな

効果があるかを共有しましょう。みんな何か、同床異夢

で違うことを考えていることもあるんですけれども、様々

ないいこともあると思うので、そういう効果を共有してお

きましょうと。

　３番目は土地を確認する。必ず誰かの土地なので、所

有者、それから土地利用の履歴ですね。さっきの前原先

生のお話もすごい参考になりますけれども、それから法

規制がどうなっているかですね。土地所有者の意向とい

うのも大事です。

　４番目が活動できる人材の確保です。地元はもちろん

ですけれども、外部から呼ぶ招聘とか、行事をやるとか、

あるいは企業の社会貢献活動を招くとかいろいろあると

思います。

　５番目がお金です。資金集めなきゃ。市の予算、市単と

いうのは市の単独予算のことですけれども、これ行政用

語ですね。それから、交付金、国や県。それからクラウド

ファンディングもあるだろうし、企業の社会貢献活動もあ

るでしょう。こういうのを一つどれかに絞る必要はなくて、

いろいろ組み合わせてもいいと思います。

　６番目が経済が回る仕組みづくりですね。生産物の利

用や観光ということになると思います。ほかにもあるかも

しれませんけれども、取りあえずそんなところかな。

　７番目が土地利用と人の交流を巡る地元との関係づ

くりですね。地元の人がどう思っているのかなということ

がとても大事ですので、よい関係を構築しながら進める

ことが大事だと思います。

　これが最後かな。自然再生と地域経済の関係ですけ

れども、自然を守る、あるいは再生すると、地域の経済も

活性化する仕組みというのが大事ですよね。４つほどあ

るんですけれども、１番目の地域内経済循環は、さっき

津黒の事例で紹介した薪ボイラーみたいな利用で、よ

そから油買ってきたものが、地元の物に置き換わるとい

せんかという相談があったので、じゃやりましょうという

ことで始めました。最初はほとんど何もない、お金もない

し、土地は誰のだか分からないし、データもないし、何も

ないんですが、やろうよということで調査を始めてやっ

たら、土地は真庭市の土地でした。なので、真庭市の了

解をいただいて、自然再生が小さく芽生えてだんだん大

きく成長していったというところです。

　この自然再生は2012年に開始したので、ほぼ10年

ぐらいたっています。これが自然再生の計画図なんです

が、どういうふうになってきたかというと、まずこれお金

全くないんですけれども、お金は最初にセブンイレブン

に申請したら100万円頂けました。その後は、岡山県の

森づくり基金と真庭市の予算で少しずつ進めています。

　労力ないのはどうするんだということなんですけれど

も、協議会の構成メンバーですね。大学生も入っている

んですけれども、それが毎年作業をしたり、それから後で

紹介する自然再生士研修会なるものを立ち上げまして、

それで労力を賄っています。

　湿原の問題は、大体幾つかあるんですけれども、日当

たりが悪くなるというのがとても多い問題です。特にです

ね、この近くの小さな湿原、大体もう小さいので、周りの

樹林が大きくなると、日当たり悪くなっちゃうんですね。

木を切る必要があるんですが、その木を切るのは大変

です。ここの場合には、近くの津黒高原荘という観光施

設、宿泊施設にたまたま薪ボイラーが導入されたんです。

これは真庭市の方針で、森林バイオマスエネルギーの

利用を進めるということで導入されたと聞いています。そ

れで、その薪ボイラーができたので、真庭市が木を切っ

てくれたんですね。それで一気に湿原が明るくなりました。

だから、薪ボイラーというのがなかったら、つまり森林、

バイオマス利用という発想がなかったら、湿原は再生で

きなかったと思います。

　もう一つは、交流人口を使うということです。都市部か

ら自然再生士を呼んできて研修を行うということをやっ

ています。これはそういう民間資格があるんですけれども、

何か自然を再生したいと思って資格を取った人だけれ

ども、実際にやる場があまりありませんという人をですね、

宿泊していただいて、参加料も少し頂いて、作業もしても

らうということです。これは体験型の観光なんですけれど

も、それによって一気に仕事が進みました。地域側にとっ

ては、観光客や宿泊客が増えますし、我々にとっては作

業が進むし、参加者たちにとっては自身のスキルを活か

した活動の場ができたと思います。

　この津黒湿原の生態系の再生というのは進んでいま

して、ちょっとミニ尾瀬みたいな感じで小さい湿原が再

生できていますけれども、その後は、環境学習施設として

木道を整備したり、展望台を造ったり、パンフレットを刊

行したり、いろいろやっています。今後はこれをどういう

ふうに活用していくかということが課題だと思います。

　２番目の事例は、鳥取県の大山オオタカの森です。こ

こはもともとゴルフ場、リゾート開発が持ち上がったとこ

ろで、開発寸前までいったんですが、バブル崩壊と、それ

からオオタカという希少猛禽類、今写真にあるやつです

けれども、こういう猛禽類の生息が見つかったので、い

ろいろあったあげくにリゾート開発は中止、その土地は

鳥取県に売却されました。その土地を活用して県立のオ

オタカの森をつくりました。猛禽類保護のために100ヘ

クタールの土地を県が買って保護しているところは、日

本で１か所だけだと思います。

　全部マツ林なんですが、これをどのように管理して

いったらいいのかということで、鳥取県から相談を受け

ました。

　ここは、鳥取県のほかに日本野鳥の会鳥取県支部と、

それから大学、この三者の連携でずっと進めています。

2003年からやっているので、もう20年近くやっているん

ですが、松を管理していこうということですね。松林を

放っておくと、だんだんオオタカが住みにくくなります。難

しいことはちょっと省略せざるを得ませんけれども、基本

的には松の密度が高過ぎて、オオタカが中を飛んで餌

になる鳥を取りにくくなるとかですね、松の一番上の層

に次の層が接近して、飛ぶ空間が少なくなるとかいう問

題がありますので、松を間伐したり、ほかの木を除伐す

ることで、５年ぐらい森林を改良していきました。結果的

にすいぶんとよくなったんですが、さらに100年先まで

考えて、実際にはこれ70年なんですけれども、輪伐して

いこうと。輪伐というのは、松を大体ざっくり切っちゃうん

ですけれども、それを計画的に配置して、いつでもオオタ

カが営巣できるけれども、松が更新していくと、そういう

複雑な陣取りゲームみたいな、計算するんですけれども、

それを考えました。これ実際に実行されています。

　どんなふうになるかって、こんな感じで、まずはざっくり

切るんですね。そうすると、天然下種更新と言って、松の

種がいっぱい飛んできて、もう物すごい数飛んできて、自

然に松が再生していきます。ですから、１本も松を植えま

せん。やっているのは、下刈りと言って、生えてきた草を５

年ぐらい刈るだけです。３年目ぐらいになると、こういう

ススキ草原みたいになるんです。ススキ草原の中に松

が点 と々あるような状態になりますが、やがて松のほう

が大きくなって、ススキは消えていきます。

　この松がね、すばらしい松。これダイセンマツと言うん

ですけれども、昔からブランド材で、特に日本家屋のは

り材に使われています。マツヂカラという言葉があるそ

うですけれども、はりには松が最適。ところが、この松が

だんだん衰退していたのを、このオオタカを守ることに

よって松を切る。松を切ることによって、それがお金にな

る。そのお金をオオタカの森の維持費に充てるという自

立経営可能な自然保護区を目指しています。

　３番目は、隣の江府町。これドローンで撮った写真な

んですけれども、湿原がど真ん中にあって草原がある、

鏡ヶ成というところです。蒜山と並んで人気のある観光

地です。ここよりも標高が500メートルぐらい高いところ

で、より寒いところです。国立公園の集団施設地区という

のになっていまして、宿泊施設、スキー場、キャンプ場な

どが一緒にあります。近くにある象山という山に登って写

真を撮ると、こんなふうになっているんですけれども、こ

の広 と々した草原がなぜ維持されているかというと、古く

はもちろん放牧です。明治期より軍馬の放牧地があった

そうで、もっと古くから草原だったと思いますけれども、

昭和中期ぐらいまでは広く草原でした。

　ですが、戦後、燃料革命以降だと思いますが、特にこ

の草原は放棄されるわけですけれども、ここに限っては、

宿泊施設があって、休暇村なので、スキー場として維持

してきたんですね。維持の仕方は、火入れじゃなくて、も

うひたすら草刈り。休暇村の職員が直営で、もうこれ全

部草刈っているんですよ、もう信じられないぐらいなん

です。ただし、ど真ん中の湿原だけは刈らないんですね。

なので、湿原だけちょっと木が生えたりしていると思いま

すが、こういうところです。ですが、さすがにそれは無理

だろうということで、数年前から火入れを再開しています。

　この黒で囲ったところが火入れと草刈り、山焼きと草

刈りをミックスさせているところで、ほかのところはまだ

依然として草刈りのみですが、だんだん山焼きを増やし

ています。真ん中の湿原は、放っておいたらだんだん木

が生えてきたりして、湿原じゃなくなってきたので、これも

何とかしなきゃということになっています。

　やっていることなんですけれども、数年前から湿原の

再生ということで、これは生えてきちゃった木を切ったり、

それから堰を作って地下水を上げるという、よく湿原再

生では行う仕事なんですけれども、こういうことを環境省

と、それから休暇村、地元の江府町、大学、自然公園財

団、それからここの場合には、サントリーが水源地にし

ていますので、サントリーも参画して進んでいます。そう

いういろんな関係者が連携してやっています。

　こういういろいろ新聞記事になったりしているんです

けれども、ハイイヌツゲという湿原の中に入りやすい木

を切ることによって、大分明るくなりました。

　これは堰を作ったんですけれども、思い切って切り貼

りして、湿原を増やしています。こうしないと、あまりにも

湿原の面積が狭いので、お客さんが来ても、どこが湿原

ですかということになりかねないので、かなり思い切っ

たことをやっています。これは環境省の予算でやっても

らいました。

　最初に、先に湿原の再生をしていたんですけれども、

周りの草原の維持がまた問題だということになって、草

原管理の効率化とか、それから質の向上ですね。どうし

ても草刈りしていると、草刈りだけだと、草原の中に低木

が生えてきます。ここだと多いのがサワフタギという木と

かが多いんですけれども、いつの間にかそういうのが混

じっているんですよ。そうなので、火入れをしてみた。火

入れは最初、おっかなびっくりだったんですけれども、

やっているうちにだんだんノウハウがみんな分かってき

まして、面積も増えています。やっぱり山焼きをすると、草

原の質がよくなります。木が減りススキだけになったり、

それから、山焼きと草刈りを組み合わせたところでは野

草が明らかに増えて色とりどりの花がみられるというこ

とで、とても観光上もいい草原になってきていると思い

ます。

　最後は、日南町という鳥取県で一番南西部にある町

のホタルによるエコツーリズムですね。ここのホタルは、

特徴がヒメボタルとゲンジボタル両方見れますよという

ことで、これヒメボタルと言うんですけれども、完全に陸

生のホタルです。１年中１回も水の中で生活しない。ゲ

ンジボタルはみなさんよく知っているように、幼虫が水

生ですけれども、ヒメボタルは山の中にいます。ここでは

２つ、両方同時に見れるというのが最大の売りです。

　ここは2005年から調査を開始しまして、何といっても

地元が熱心です。地元のまちづくりの会がですね、もう何

が何でもホタルを守ってまちおこしをしたいというすご

い強い熱意を持っていまして、ここに書いてあるように、

日南町では地域振興とホタル保全というのを両立させ

て、エコツーリズムに結びつけて、そしてお客さんを増や

そうというかなり明確な戦略があります。現在、エコツー

リズム推進法の認定を受けようとして、今年３年目で鋭

意検討中というところになります。ですが、ここまで来る

のに15年ぐらいかかっています。

　これが地元で取り組んでいることなんですけれども、

ホタル、当然、光害に弱いので、車が来ないように、最初

お願いしていたんですけれども、最近は道路交通法を適

用して、一時的に通行止めにしたり、様々な観察のため

のルール、これを取り決めています。それもあまり押しつ

けがましくないようにいろいろ工夫して楽しくやるように

されていますね。

　それから、結構商魂もたくましくて、ホタル関連の様々

な製品が開発されて売られているんです。車が行かない

てお伺いできればと思うんですけれども、お願いできま

すか。

○茅葺き職人（沖元太一）　じゃ僕から、よくどうして茅

葺き職人になったんですかって行く先々で聞かれるんで

すけれども、実は最初、特に茅葺き職人になりたいと

思ってなったわけではなくて、たまたま学生時代のとき

に茅葺きの会社の社長さんと出会って、何か面白いこと

やっているなと思って、来たかったら来ればと言われた

ので行ったのがきっかけだったんですけれども、それで

ただそこで、ここはススキですけれども、ヨシの刈り取り

をやっているところでして、ヨシの刈り取りと茅葺きの仕

事をやっているところで、やっぱりヨシわらも、ヨシを刈

らないと、そこに生きる生き物も生きていけないし、刈り

取ることで鳥もやってくるし、今度それがまた土に返って

いくという、何かそういう循環する素材だというのがすご

く面白いなと思っていて、その頃、ヨーロッパで新築の茅

葺きも建てられている写真を見せてもらって、それがすご

く格好いいなと思って、それが今に至っております。

○茅葺き職人（相良育弥）　僕もですね、よく茅葺きを始

めたきっかけを聞かれるんですけれども、一言で言うと、

たまたまでして、何だろう、もともとお百姓さんになりた

くて、何か米作ったりしていたんですけれども、あるとき

ちょっとお米を作って、米は食えるけれども、飯食えな

いみたいな、お金がないような20代前半を過ごしてい

たんですけれども、１、２、３月と農閑期にちょっと現金

収入を得るために茅葺きのアルバイトに行く機会があ

りまして、そこで親方に出会って、阪神・淡路大震災を

経験したというのがあるので、何か自分の食べる物は

自分で作って、身の回りのことは自分でできるようにな

りたいなという意味で、100の技を持った者という意

味で百姓になりたかったんですけれども、そういう思い

で茅葺きのアルバイトに行ったときに、茅葺きの親方に、

百姓になりたいんですけれども、まだ３つぐらいしか技

がないんで三姓ですみたいな言い方をしたときに、

じゃ茅葺きやったらいいじゃないかと言われて、茅葺

きの仕事の中に100のうちの10ぐらいの技があるの

で、よかったらやってみないかと言われたのがきっか

けで茅葺きの道に入りました。

○司会　ありがとうございます。

　２人とも最初からなりたいというわけではなくて、やっ

てみたら、その中で面白さに気づいたというところだと

思うんですけれども、具体的にやってみて面白い、今もお

仕事でやっていると思うんですけれども、面白い点とか、

ここが魅力だというところがあったらちょっと教えていた

だきたいんですけれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね。結構、僕が思う

には、茅葺きの技術って単純と言えば単純だと思うんで

すけれども、ただ、例えば素材であったりとか、そこにあ

る屋根であったりとか、前の職人さんがやった仕事で

あったりとか、それによってすごく同じものがないぐらい、

常に考えて、いかに水をきれいに流して長くもつ屋根を

作っていくかというところがすごく大事だと思っています

けれども、それを考えて、その場その場でどうやったらい

いんだろうってやっていくのが面白いのと、何ていうんで

すかね、あとはある意味、腐れていくのが面白いという

か、もちろん長もちはさせないといけないんですけれども、

腐れることで完全になくなっていくというか、土に返って

いくので、その辺もすごく面白いんですよね。

　今、古い屋根を修理しているんですけれども、屋根の

上でも土になっていて、そこからもうごろごろカブトムシ

の幼虫とかが出てくるし、だからもう、その場で土になっ

ているということも、普通、何か今ある、身の回りにあるも

ので置きっ放しにしていたら土になるっていうのはまず

ないよなと思いながら仕事をしています。

○茅葺き職人（相良育弥）　面白さって色々あるんです

けれども、技術的にもやっぱり、茅といっても自然のもの

なので、同じような茅はないので、それを一つ一つ見て

考えながら屋根に収めていくというのと、あと、人間の都

合で仕事しているんですけれども、そこに人間以外のも

のが物すごくたくさん関わっていて、まさに先ほどお話が

あったように茅場のいろんな動植物とかも関わってきま

すし、もしかしたら茅葺きの家に代々住んできたご先祖

様ももしかしたら喜んでいるかもしれないなとか。何か

人間の存在を超えた中で仕事しているような感覚に陥

るときがたまにあって、何かそういうところにつながれた

瞬間は、ものすごく幸せですし、何か面白いなと思うよう

なことはあります。

○司会　ありがとうございます。何となく自然とつながる

みたいなところが、さっき沖元さんは土になるというよ

うな話があったり、自然とつながるというところなのか

なというふうに思ったんですけれども、なかなか茅葺き

だけやっていると、瞬間瞬間にはあるのかもしれませ

んが、その裏側というか、例えば蒜山なんかちょっと草

原みたいなところがあるんですけれども、実際、茅葺き

職人さんがそういった草原に行かれたりとかっていう

のはあるんですかね。もしあれば、例えば蒜山の草原

に来て感じた感想とか、ちょっと蒜山の草原の魅力的

なところが、もし何か感じるところがあれば教えていた

だきたいんですけれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　あまり植物のこと詳しくない

んですけれども、ただ、僕は茅葺き屋根を残していくとい

うか、そういうものをやっていくとなると、やっぱり今、茅

で動ける環境をつくるのが僕の仕事だったので、ふだん

親方して、現場を仕切ってやっているんですけれども、２

番目っていいなというのをここですごい、あとちょっと向

いているなというのを思いながらやっていたんですけれ

ども。でも、本当にこんなに大きな規模で新しい落とし込

みの茅葺きというか、デザインの茅葺きをやることはな

かなかなくてですね、やっぱり沖元さん言ったように、後

半、追い込まれていろんなところに声をかけまくって、集

まってくれた若い十何人かのメンバーでやれたというの

が一つとても大きなことだったと思うし、これから恐らく

こういう類いの茅葺きの仕事が増えてくると思うので、今

回来てもらったような若い連中が今度は親方をはって、

何か新しい茅葺きの取組をしてくれればいいなという意

味で、何かすごくターニングポイントというか、意味のあ

る仕事だったなというふうに思います。

○司会　ありがとうございます。

　オープニングセレモニーのときにも時代の変換点に

なる建物じゃないかというお話を相良さんがしていたの

がすごく印象に残っているんですけれども、具体的にこ

れまでの茅葺きと、もしあるとすれば、これからの茅葺き

みたいなところで、何が違うのか。例えば国内と国外を

比べてかもしれませんけれども、どういった茅葺きが今

後広まっていく、広まればいいなというふうな思いがあ

ればちょっとお聞かせいただきたいんですけれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね、何ていうんで

すかね。僕はこういった新しいものがどんどん増えて

いってほしいという思いがあるんですけれども、それは

古いものというか、今までの伝統的なものを否定するん

ではなくて、やっぱり新しいものがあるからこそ古いほう

にも目が向けられるし、古いものがあるからこそ新しい

ものにも目が向けられると思っているんですけれども、何

かそこを相乗的に茅葺きが残るじゃないですけれども、

どんどん次に次につながっていけばいいなと思ってい

るんですね。そのためには、もちろん屋根もなんですけ

れども、こういう天井であったりとか、こういう壁であっ

たりとか、もっと若い人が、若い人というか、いろんな人

がこれ格好いいねとか、何か昔ながらのではなくて、原

風景的でいいねという、そういう価値観のほかに、こう

いう格好いいねとか、何かきれいだねとか、何かそうい

う別の価値観のものをまた新たに創造していって、こう

いうものと今までのものがある時代というか、何かそう

いったものを目指していけたらいいなって思っています。

そうすることで、ただ単に茅葺きだけではなくて、そのた

めには、そのためにというわけではないですけれども、

そういうことがあると、草原も維持されていくし、技術も

残っていくし、しかも環境云 と々言われている時代の中で、

自然素材ですし、土には返っていくし、何かいろんな意

味で、いろんな意味というか、いろんな価値が残っていく

ような、何かそういうものをつくっていけたらいいなと思

いながらやっていました。

○茅葺き職人（相良育弥）　何か僕も同じような思いな

んですけれども、何か10年ぐらい前から新しい何か茅

葺きでできないかと思っていろいろやってきたんですけ

れども、最近、今まさにこうやって目の前に現実として現

れたり、社会実装されてくることが当たり前になってきた

ので、何か逆に茅葺きの持っている当たり前のものを当

たり前に大切にするというのがすごく大事で、例えばここ

も蒜山の茅を使っているから僕は応援に来ましたけれ

ども、何かこれを使いやすいから外国の茅でやるからと

いったら、僕は来なかったんです。何かそういう何だろ

うな、形だけ茅葺きが残ればいいとは一切思っていなく

て、やっぱり草原にしっかり関わったりとかですね、それ

で最後はこれちゃんと土に返すと。地元の人が手伝って

くれるとか、何か茅葺きの持っていた伝統的ないいとこ

ろをしっかりと引き継いで、伝統の延長線上にある現代

のものというか、何かアップデートしたようなものを僕も

沖元さんもつくっていきたいなと思うので、恐らくこれか

ら日本中にいろんな茅葺きの見たことないようなものが

ちらほら出ると思うんですけれども、そういうのに皆さん

出会ったときに、そこのバックグラウンドまでちゃんと見

て、これは茅葺きなのか、茅葺きっぽいものなのかみた

いなところを見極めていくことが大事かなと思うので。

我々はそういう意味では、うそをついていないというか、

ご先祖様が見ても怒られないようなものをつくっていき

たいなというふうには思います。

○司会　まさに冒頭の前原館長のお話、歴史の下にこ

れからの利用をどう考えていくかというところにつながる

のかなというふうに思いました。とてもいい話だと思いま

す。ありがとうございます。

　ちょっと最後の質問になるんですけれども、今回これ

をオンラインで配信もしていますし、今後アーカイブもし

ていこうというふうに思っています。そこでちょっとお聞き

したいんですけれども、あのサイクリングセンター、来ら

れる方も、今もすごい多いんですけれども、見どころとい

うか、こういったところを見てほしいとか、ポイントにつ

いてちょっと職人さんに聞きたいんですけれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　遠くから見てきれいだなっ

て見てもらいたいですけれども、あとは、何ていうんです

かね、施工しているときに一番僕がいいなと思ったのは、

やっぱり天井の中心があるんですけれども、そこを見上

げると、茅の向きによって外にすごい広がっていくように

見えるんですね。あまり触らないでほしいんですけれど

葺きがある意味というのが、ただ単体として茅葺き屋根

を残していきましょうではなくて、その先のつながり、何か

こうもっと複合的な見方として、例えば草原を守っていく

とか維持していくとか、何かそういうつながりがあること

で茅葺きがある意味というのがあるんじゃないのかなと

思っていて、そうすると、草原に行くと、こんなふうに生え

ているのかなとか、またそこに植物があったりとか。ここ

では植物を守るために何かきちんと手入れされていたり

と茅っぱりそれを人が関わって維持していくことで残っ

ていくというか、そういう自然というかですね、植物で

あったりとか、動物であったりとか、何かそういうものが

あるんだなというのをすごく何か行くことで実感できるな

というのがありますね。

○茅葺き職人（相良育弥）　僕も、何でしょう、茅場とい

うのは必ず茅葺き職人と関わる場所で、大工さんにとっ

て山みたいなもんなんですけれども、意外と茅場に関

わっている茅葺き職人って少ないというか、屋根ふきだ

けしている人が多いんですけれども、何か単純に植物

が昔から好きだというのがあるので、何か屋根をふくと

きに茅の束をほどいて並べていくんですけれども、ほど

いたときに、何かリンドウとか、キキョウはなかなかない

んですけれども、オミナエシとかツリガネニンジンと茅

マラッキョウとか、いろんな草原に咲いている植物が混

ざっていると、本当はススキ以外に入っているとあまり

よくないんですけれども、何かにたにたと眺めて集めて

しまうというか、というような喜びがあったりするので。

今日来ている２人は茅刈りとかも含めて草原には思い

切り関わっているんですけれども、何か全国の茅葺き職

人ももっと草原に関わって、自分たちが使っている材料

がどういうふうに育って、そこはどういう場所で、どんな

人たちが思いを持って管理しているかというのを知っ

てほしいなと思います。

○司会　そうですね。蒜山だと、今日のシンポジウム以

外にも茅刈りのイベントをやったりとか、そういったつな

がりが見えるというところが一つ面白いところなのかな

というふうに思います。まさにこちらのサイクリングセン

ターもそういったつながりが見える一つなのかなという

ふうに思うんですけれども、そこのサイクリングセンター

の茅葺きをやってみて、ちょっとほかの茅葺きとの違いと

か、苦労した話とか、多分積もる話があると思うんですけ

れども、このサイクリングセンターの茅葺きについてお

話をいただけないでしょうか、沖元さん。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね。今までやった

ことのないようなことをやったので、どういうふうにやっ

たらいいのかなというのが一番悩みでもあり、何かすご

く楽しみでもあったんですけれども。今回、蒜山にある建

物を蒜山の茅を使って、しかも、ススキってすごく２メート

ル以上あって長いんですけれども、今回のこの建物の場

合は屋根というか、天井が厚みがあまりないので、切っ

て使っているんですけれども、その切って束ねる作業を

地元の方に手伝っていただいて、地元の方、11人の方

に手伝ってもらって、僕らが来てふいたんですけれども。

なかなかそういう地元の素材を使って、地元の人にもた

くさんの人に関わってもらって、そういった建物を造ると

いうのがなかなか今ないことだなと思って、それがすごく、

もちろん隈研吾さんという有名な方が設計されて、それ

に茅葺きが取り入れられたというのはすごくうれしいこ

となんですけれども、それ以上にたくさんの地元の方で

あり、地元の素材が使われてできたということがすごく意

義のあることだったんじゃないかなというふうに思って

います。

○茅葺き職人（相良育弥）　沖元さん、もっと苦労した

話をしたほうがいいんじゃないですか。

○茅葺き職人（沖元太一）　苦労は、本当に、ふだんは

上から屋根なんで、立ってこう作業をするんですけれど

も、見てのとおり逆さまなんで、本当にこう見上げた状態

でずっとやっていたんですよね。例えばネックピローを

買ってきて、何かこう楽になるかなとか、いろいろやって

みたんですけれども、あとは常にどうやって収めたらい

いのか、例えばガラスの際であったりとか、どうやったら

いいんだろうなって、もう常に考えていないといけないと

いうか、考えてもできるものではないんですけれども。何

かそこがすごく大変だったのと、ただ、大変の中で、さっ

き言った地元との関わりもありつつ、あと、最後の１週間、

本当に若手というか、僕ら世代から下の職人たちが全

国から十何人か来てくれて、最後、みんなでこう、何とか

完成しないといけないという、ちょっと工期がない中

やっていたんで、その一つの目標に向かってみんなが

助けてくれて、それで収まったという、何かいろいろ考え

て、ずっと黙 と々やっていた、その苦労がすごく報われた

というか、すごくありがたくて。なかなかふだん現場に

行っても、大体四、五人とかでやるんですけれども、職人

が十何人がいる現場って、どこを探してもないんですね。

だから、本当にそういった意味では、それも本当に一つ

貴重な経験というか、貴重な機会だったなというふうに

思っています。

○茅葺き職人（相良育弥）　もうほとんど沖元さんが話

してくれましたけれども、ここのサイクリングセンターは

沖元さんが仕事を受けて、くさかんむりが応援に行った

というような形なので、僕は２番目でやいやい言ってい

ればすごい楽だったので、沖元さんが感じたような苦労

は僕は感じてはいないんですけれども、沖元さんが全力

ろにも、この茅を、大いに蒜山のものを使っていっていた

だけたらいいんじゃないかな。そういうふうなことで、本

当に地元の人々が地元の材料で、そしてその地元の材

料で造られたお堂をみんなが大切なものとして使って

いこうというふうな、言葉としてはそれこそ本当ＳＤＧｓ的

なものがですね、見た目でも、あるいは心のよりどころと

しても残っていくんじゃないかなという、そういうふうな

活用の仕方ということも、今後は地域的な特性としては

大事にしていったらいいんじゃないかなというふうに今

は思っています。

○司会　ありがとうございます。

　伝統の中で残すというところの大切さかなというふう

に思うんですけれども、日置先生、自然再生と伝統技術

みたいなところのつながりというか、関係性というのは

具体的に何かあったりするんでしょうか。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　生態系を再生す

る技術そのものは、技術的に追及していけばできるんで

すけれども、一番僕らに欠けているのは、自然から出てく

るものをどう利用するかということです。今日もね、茅囲

いの話とか、私、不勉強であまりよく知らなくて、非常に新

鮮だったんですけれども、その自然再生に関わってくれ

る人たちも、それがどういうふうに利用されて、例えば茅

なら茅がどういうふうに利用されているとかあまり意識

していないし、分かっていない。私も分かっていない。そ

れが分かると、もっと深くできる。こういうふうな茅にする

んだったら、こういう焼き方したほうがいいのかなとか、

だんだんそういうふうになっていくと思うんですね。利用

を考えた上での自然再生というのができたらもっといい

んじゃないかなというふうに思っています。

　松林の場合にははり材ということで非常にいいのが

できる。あれもやっぱり間伐したりしていいのをつくろう

としているんですけれども、例えばですけれども、そういう

のがあると思います。

○司会　なるほど。つながりの中での見える化ですね。

そういったところなのかなというふうに思います。

　そういった意味では、まさに茅葺きなんかも、草原と人

をつなぐ一つのツールというような見え方もあるのかな

というふうに思うんですけれども、具体的に例えば茅を

通して、都市部の人と交流したりとか、何かそういったと

ころが現実的にできるのかどうか、実際にやられている

事例もあるのかどうか、茅葺き職人さんお二人にお伺い

したいと思うんですけれども、何かそういったつながり

のつくり方みたいなところについてご紹介いただければ

と思います。

○茅葺き職人（相良育弥）　何か事前に写真を送って

いたんで、それでしゃべってもいいですかね。何ていうん

ですかね、新しい需要をつくってみるというのも結構大

事だなと思っていて、既存の茅葺き民家は修復があるの

で、必ず葺き替えがあるので、そこには大量のススキと

かが必要になってくるんで、使われるんですけれども、と

はいえ、初めに話したように、茅葺きの家って減っている

ので、何か新しい需要、今の世の中の中で探っていくと、

こうやって壁面に茅を用いたりとかですね、これはイベ

ントのステージとか、こういうふうに仮設物で法的に建

てれる場合は、こういうふうにつくってみたり。これは竹

と稲わらを使っています。

　次、お願いします。

　これは何かこれぐらいの大きさの壁かけのアートワー

クなんですけれども、最近、何か芸術系、アート系、美術

系みたいな人たちが結構純粋に素材の面白さとして茅

を見てくれているので、そういう注文とか需要があって、

こういう壁かけの作品を作ったりとかですね、次、お願

いします。こういうオブジェなんですけれども、ちょっと日

常的な使い方じゃない使い方でこういう作品を作った

りとかですね。

　次、お願いします。

　これはこの間納品したんですけれども、お花の作家さ

んが花を飾るための背景が欲しいということで、ススキ

と稲わらで作った作品です。

　次、お願いします。

　こんな感じで、美容室の内装であったりとか、何か伝

統的になかったようなマーケットとか需要というのが現

代には結構あるなということが分かってきたので、何か

逆に出口を先につくってから茅を使っていくような流れ

というのも、何か一つありなんじゃないかなというふうに

思います。

　沖元さん、何かありますか。これがまさにそうでしょう

けれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね、僕も何か頼ま

れて、茅葺きのソファーを作ったりとか、何かそうですね、

茅葺きというか、そういうススキでできた、何でできてい

るんですかとか、そういうきっかけづくりですかね。そこ

から何かつながっていけば面白いなと思ってやってい

るんですけれども。

○司会　ありがとうございます。きっかけというところで、

草原だけじゃないと思うんですけれども、自然とどう関わ

るか、そのきっかけをどうつくるかというところが非常に

大事になってくるのかなと。そういった部分で、前原館長

の話も一番最初にあったんですけれども、なかなか草原

に入らなくなってきていると、自然に入らなくなってきて

いるということで、もう一度そのきっかけをつくろうと。そ

ういった一つのツールとして茅葺きがあったりとか、自

も、見上げて何かこういう空間もあるんだなというところ

を見てもらえたらいいなと思うのと、最初に言ったように、

あまりこうじっと見ていると、いろんなところにあらが見

えてくるので、ぼやっと見てもらったほうがいいのかなと

思います。

○茅葺き職人（相良育弥）　何かふだん、普通の茅葺き

屋根ってもっと高くて遠いところにあるんですけれども、

これは本当に、触っちゃいけないんですけれども、触れ

るぐらいの距離にあるので、何かこの距離感で茅葺き見

れるところってなかなかないので、そういう身近に茅を

感じてもらえたらいいなと思います。

○司会　ありがとうございます。私も次、そういった目で

見たいなというふうに思います。

　もしよければ、このシンポジウムが終わったとき、

ちょっとご案内いただくことは可能ですよね。ありがとう

ございます。では、終わった後に、職人さんがちょっとサ

イクリングセンターのほうも案内していただけるそうな

ので、お時間のある方はご同行いただければと思います。

　では、沖元さん、相良さん、ありがとうございました。

○茅葺き職人（相良育弥）　ありがとうございます。

○茅葺き職人（沖元太一）　ありがとうございました。

○司会　これからトークセッションのほうに移りたい

と思います。少々お待ちください。

３．トークセッション

　－これからの人と自然との関係について－

○司会　準備ができましたので、これからトークセッ

ションに移りたいと思うんですけれども、その前に、前原

館長、日置先生、それから茅葺き職人さんにお話を伺い

まして、質問の時間を取れませんでしたので、何かこれま

での発表の中でご質問等ある方おられましたら、先に受

けたいと思うんですけれども、会場のほう、いかがでしょ

うか。大丈夫ですかね。

　では、大丈夫そうなので、トークセッションのほうに移

らせていただきたいと思います。

　では、先ほどお話の中で非常に印象的だった部分と

しましては、歴史を基にこれからの利活用を考えるとい

うところが前原館長の話にしても、それから日置先生の

話にしても、過去どういう利用だったかというところが大

事だというお話もあったかと思います。

　そういったところで、具体的にどういった蒜山の歴史

ですとか、職人さんの技術を残していけばいいかという

ところについて、なかなかアイデアがないのかなという

ふうに思います。そういったところについて、何か今思っ

ていることがあれば、こういった形で歴史が残っていく

のじゃないか、技術が残っていくんじゃないかというとこ

ろについて、皆さんにお話を伺いたいと思うんですけれ

ども、前原館長、最後のほうでもお話しいただいていたと

思うんですけれども、歴史の残し方といいますか、そう

いったところについてちょっとお話をお伺いしてもよろし

いでしょうか。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　草原は非常に農耕

と結びついていた歴史というものがやっぱり解体したと

いいますかね、衰退しましたんで、地域の共同体でそれ

を管理していくということがなかなかしにくくなってきた

ということもありますから、その草原を守りたいという目

的を持った人々が緩やかにつながっていくという形で管

理していったり、維持していくということが大事になって

きているんじゃないかなと思っているんです。

　今日、日置さんのお話にもありましたような生物多様

性を本当に維持していくために、とても尽力する、あるい

はお二人の話にあったような建物の屋根を造っていく

ための材として茅を大切にしていくとか。いろいろなそ

れぞれの目的を持った方が集まっていくということがあ

ります。

　一方、歴史的なことということになってくると、少し限定

されてくるかもしれませんけれども、やっぱり茅とか、ある

いは草原といったものを維持したり活用していくための

道具とか技術といったものが継承されていくということ

が必要かと思いますし、それから、新しい茅の利用の中

で、先ほども新しいものと古いものというのは、やっぱり

それぞれの価値がちゃんとあって、それをどちらかに偏

るんじゃなくて、そういったものをお互いを意識していく

というのかな、そういったことが大事で、そのためにはか

つての技術とか道具といったものをどういうふうに新し

く使っていくかとか、かつてはどうだったのかというよう

なことを改めて知っていくということが必要になってくる

かなと思います。

　それからもう一つ、茅に限定していくと、どういうふうに

利用していくかということになってくると、実はこの真庭と

か美作地域というのは、辻堂とか、村の堂が多いんです

よね。それはほとんど今もう瓦ぶきになったり、あるいは

トタンぶきになってきています。特にこの真庭市の中は、

ただ単にお堂があるというんじゃなくて、そのお堂を中

心として本当に人々の結束が強くて、盆踊りなんかがそ

こで行われていたりとかすることもあります。特にこの蒜

山地域なんかの盆踊りは、先ほどもちょっと言いました

けれども、かなり歴史的に古いものが残っていて、そのお

堂を改修しようというような話があるときに、ただ単に瓦

ぶきとかトタンぶきとかにするんじゃなくて、かつての茅

葺きのようなものに風景を戻していくというか、歴史的な

風景といったものに復元、修復していくというようなとこ

○茅葺き職人（相良育弥）　ワークショップもすごくたく

さんやっているんですけれども、年々、何だろう、参加者

が増えたり、あとお母さんと子供というセットになってき

たなというのがあって、やっぱり子供、まちに住んでいる

と、なかなか自然と接する機会がないんで、子供に何か

そういう自然に触れさせたり、文化的なことをさせてあげ

たいなという需要というか、思いがあるみたいで。そうい

うお母さん方がたくさん近年、何か参加してくれるように

なって、潜在的に、特にコロナから後はワークショップ

あまりできていないんですけれども、逆にコロナから後

のほうがそういうものに参加したいという声が強くなっ

たり、増えたりしているような感じは、最近の感触として

あります。

○茅葺き職人（沖元太一）　僕、最近あれですけれども、

学生さんたちと一緒に茅刈りとかしていると、仕事、自分

の職業は職業で、茅刈りとか自然とか何かそういう自分

が体を動かして楽しむことは楽しむことみたいな、何か

ちょっとこう割り切った考え方なのかなというか。だけれ

ども、全く興味がないわけではなくて、やっぱり関心が

あって、だけれども、だからといって、茅葺き職人になり

たいとかではないんですけれども。何かそういう関わり

方も結構最近多いのかなというか。その分、気軽にとい

うか、ちょっととにかくやってみたいといって関わってくる

人も多いのかなって思うのと、あとは、なかなかそういう、

ふだん身の回りのものって、何かそういう、例えば自然の

ものであったり、自分が何か体験したりとか、なかなか

ないのかなというか、それをあえてそれこそ休みの日と

かに、それを求めて郊外に行ったり、何かそういう体験

のワークショップに参加したりとか、何かそういう風潮と

いうか考えを持っている方が多いのかなというふうには

感じます。

○司会　なるほど。休みの日だけ、例えば蒜山に来たり

とか、何かその中で自然に触れあったりとか、そういう部

分ですかね。前原館長にちょっとお聞きしたいんですけ

れども、そういった地域をつくっていったり、盛り上げて

いくようなところがなかなか難しいという話もさっき会っ

たんですけれども、外の人がうまく入ってみたいな、連携

の仕方みたいなところは、これまで蒜山というのはあっ

たんでしょうか。もしあったとしたら、どういったものが

あって、それが参考になるんでしたら、どういったことが

今後考えられるとか、ちょっとそういった外の視点の入

り方みたいなところについて、教えていただけたらなと

いうふうに思うんですけれども。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　蒜山地域というの

は、やっぱり観光の地としてやってきたので、よその方が

訪れて自然と楽しむ、あるいはこういう施設を楽しんで、

思い出とかよいところを持ち帰るということの繰り返し

であったわけなんですよね。だから、そういう意味では、

やっぱりこの蒜山の地で何か行うことでいいますと、観

光といったものと結びつかないところはちょっと難しい

んじゃないかなと思っています。地元の人たちがそれに

関わっていくということが、先ほど、特に草原との関わり

というのは希薄になってきたというお話を申したんです

が、やっぱり山焼きとかを行うという行事のときに、地域

の人々が参加できる余地というのはまだまだ実はあるん

じゃないかなと。その技術的なところの伝え方とか、ある

いはそのときのかつての経験をお話ししてもらうとか、あ

るいはそういう都市部からお越しになった方々に、この

地域の歴史はこうだったんだよとか、あるいはその地域

で取れたもので一緒にねぎらいをするとか、振る舞うと

か、そういうふうな形での交流の仕方というのはあるん

じゃないかと思うんです。

　これは、草原だからなかなかやりにくいかもしれない

けれども、オーナー制度みたいな、例えば棚田だったら、

棚田のオーナー制度みたいなのがあって、都市部の方

と交流するという、そういう中にあって、田植、収穫、そこ

に地域の人々が関わっておもてなしをするというような、

そういうことは今までもあったわけなんです。この蒜山

地域も、おもてなし文化というのはずっとこう受け継がれ

てきたところですので、特に草原とか茅といったものを

利用したような外部との活動を推し進めるのならば、

やっぱり蒜山地域の人 も々そこに参画できるような形で

加わっていくという形を模索したらいいんじゃないかな。

　それからもう一つは、今のところ山焼きをやっていると

ころというのはちょっとやっぱり人里から離れたところ

なんですよね。だから、観光的要素を求めるときも、求め

にくいところがあるんですが、少し場所なんかを工夫し

たり、地元の了解を得たりして、少し離れたところでも見

ることができるような場所といったものも新たに見いだ

していくとか、そういったようなことも少し考えてみたりす

ると、もうより近くなってくるんじゃないかなというような、

そういう気はいたしております。

○司会　ありがとうございます。

　いろんな活動の見える化というところかなというふう

に思うんですけれども、日置先生もいろんなところで自

然再生活動とか山焼き等やっていると思いますけれども、

そういった何か配慮というか、何か見える化ですね。観

光客だけじゃないと思うんですけれども、そこに住んで

いる集落の方とか観光客の方とかに見てもらう工夫み

たいなところがもし何かあれば教えていただきたいんで

すけれども。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　日南町のホタル

然再生みたいな方法があったりとか、きっかけの話なの

かなというふうに思うんですけれども、前原館長、どうで

すか。六、七年蒜山にいて、新しい草原との関わりみた

いな。昔は、おっしゃったように物を取る場としての関わ

りだった、そこで恋愛みたいな話も昔はあったという話

なんですけれども、逆に今になって出てきている動きとか、

こういった草原の利用が面白いんじゃないかとか、もし

何かお知恵があればお聞きしたいんですけれども。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　何年か住んでいる

中で、新しい利用を進めていくための知恵とか、あるい

は実践が行われているというのは、なかなか見いだしに

くいなというのが現実です。それはやっぱり本当にこの

地域の人々にとってみて、草原というものがかけ離れた

存在になってきてしまっているという現実があまりにも大

きいから。それからもう一つは、これは生物多様性の維

持、その思想と行動というのは本当にすばらしいものな

んですけれども、そこを強調するということはとても大事

なんだけれども、そのことによって逆に自分たちとは遠

い世界のものに草原がなってしまったんじゃないかと

いうふうに距離感を感じてしまうというか、むしろ拒否反

応を示してしまうような人も出てきている面もあって、自

分たちとは違う人たちが使っているというか、自分たち

の本来のものだったものを違う人たちが違うふうに利

用してしまっているということの、自分たちでどうしようも

ないんだけれども、どうしたらいいだろうかという悲しみ

みたいなものがやっぱり一方であって、それが多分、新

しい動きをつくっていくというのを距離を置く方向にむし

ろいっているんじゃないかなというのもちょっと実感とし

てはあるんです。一生懸命、生物多様性の維持のために

されている方を否定するわけでも何でもないんですけれ

ども。そういう意味では、本当にどういうふうにその関係

性といったものを再構築していくかということが見いだ

しにくいけれども、見いださなきゃいけないときになって

いると感じます。

　今、日置さんのお話にもあった自然再生という言葉で

すけれども、本当にそのとおりなんですが、景観とか植生

とかを再生していくということと同時に、やっぱり新しい

人 と々の関係性みたいなものをどういうふうに、再生と

いうよりも、構築していくかとか、創造していくかというこ

とを考えなきゃいけない段階になっているのかなという

ふうに思っていて、だから、今の問いに対してはなかな

か答えが見いだしにくいです。それは経済的な利用もあ

るかもしれないし、それから、そうですね、地域の人々の

癒しの場として活用するとか、いろんな多分目的があっ

て、ただ、いろんな多様な目的を持った人が集まるけれ

ども、実際にそれを行うための共通するテーマとしては、

火入れ、山焼きがあるとかですね。そういったところの同

じ自然との共生といったようなものの価値を共有する

人々たちによる、先ほども言いましたけれども、緩やかな

関わり方というものを求めていくという、何か一つの目的

だけに執着していくという方向性ではない形にしていか

ないと、これからはやっぱり草原と人々の関係というも

のが必ずしも協調的にいかないんじゃないかなという

心配のほうは持っています。もちろんそれは否定してい

るんじゃなくて、これからいい方向に向かっていくための

方法を見つけたいという、まだそこの段階じゃないかな

というふうに思っています。

○司会　ありがとうございます。なかなか難しいというご

指摘と緩やかな関わりというキーワードが出たのかなと

いうふうに思いますけれども、日置先生、何かそういった

ところについてアドバイス等ないでしょうか。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　アドバイスという

のは難しいんですけれども、まさにそれこそがこれから

の課題ですね。自然再生と人の関係性の再生ということ

は、一くくりにしてやっていかないと長続きできないんだ

ろうと思います。

　１つ、さっきの茅の話に戻るんですけれども、鏡ヶ成で

ずっと草刈りをして維持してきた人たち、休暇村の人た

ちはすごいと思うんですね。ただ、刈った草の搬出まで

はできないんです。あくまでも刈りっ放しなんです。搬出

すればバイオマスが減って、野草とかにいいということ

もご本人たちも分かっているんだけれども、できないんで

す。３年前に１回やってみようよというんで出してみたの、

草を。そうしたら、あまりにも大変で、草を刈る時の倍ぐら

い、草の搬出に大変でした。そうなるとやっぱり翌年か

らやめようってなっちゃったんですが、草は利用しない

限りは絶対搬出しないよなということはつくづく身をもっ

て分かりました。昔は使うから出した、それがよかったん

ですけれども、今、使わなかったらどうしようもできない。

使うことがいかに大事かということをそのときに身を

もって知りました。

○司会　まさに利用という部分の大事さについて教えて

いただいたのかなというふうに思います。地元との関わ

りという部分では、なかなか自然という部分の文脈だけ

じゃ難しいという、前原さんのご意見ごもっともかなとい

うふうに思うんですけれども、逆に相良さんとか沖元さん、

結構、都市部でもイベント等やられていたりすると思うん

ですけれども、そういった都市部の方の茅への目線とか

自然への目線みたいなところについて、いろいろね、イ

ベントでの参加者のお話とか実感とか、そういったとこ

ろでちょっと教えていただけないかなというふうに思う

んですけれども、いかがでしょうか。

ども、一緒にそういう何か同じような志を持っている人

が集まって、今まで知らなかった人が知り合っていくと

いう、それが楽しいというのはすごくあります。その一つ

の手段として、直会とかの、飲み会みたいな、今はなか

なかできないけれども、そのうちできるようになると思い

ますが、そういうのが大きいと思いますね。だから、そう

いう会は必ずやったほうがいいんだと思います、作業

の後に。すぐ解散だと、ビジネスみたいなのはあまりよく

ないと思いますね。

○茅葺き職人（相良育弥）　何だろう、草原って、最近

ちょっとあまり身近じゃなくなっちゃったと思うんですけ

れども、僕らがまだ子供の頃は空き地とか原っぱとかた

くさんあって、茅場なんかもそうなんですけれども、比較

的安全に自然の中で楽しむことができるというか、何か

山とかに行っちゃうと、ちょっと危険も多かったりですと

か、命に関わるような生き物がいたりとかするんですけ

れども、草原って、人間と自然のちょっとお互いの間に存

在するちょうどいい空間というか。なので、人間が人間ら

しくもありますし、そこで自然を感じることもできますし、

何かちょっとこう現代、恐らく人間と自然の関係って大分

離れちゃっているんですけれども、何かそういう、現代人

が自然と関係を取り戻すための場としてもう一度機能す

るんじゃないかなと思うので、例えばお子様がいる家庭

とかだったら、子供を自然に触れさせてあげたいけれど

も、いきなり家族で山を登るのはちょっと危ないから、草

原でちょっと遊んでみようと。そこにいろんな動植物がい

て、それを観察してみようみたいな。田んぼにちょっと近

いと思うんですけれども、何かそういう場として、草原の

関わり方とか使い方とかいうのがまた生まれてきたらい

いなと。何かその辺が現代における草原の魅力かなと

いうふうに思います。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね、もう何かぱっと

思い浮かんだのは、うそつかなくていいというか、気持ち

よかったら気持ちいいなとか、茅刈っても、本当、自分が

刈った分しか刈れないし、何かそのままでいれる場所な

んだなというのが、ちょっとぱっと聞いたときに思い浮か

んで、それが今、お二方言われたようなことにつながっ

ていくのかなという気がしました。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　草原というものが、

やっぱりほかの地形と何が違うんだろうかなというふう

に考えたときに、開放感だと思うんです。それから、日常

の村里に住んでいるところから、先ほど私の話の中でも、

少しこう子供さんをあやしたりとか、家族との争いとかに

疲れて行ったりとかいうこともありました、恋愛もそうで

す。つまり日常の世界の中にある、範疇にあるんだけれ

ども、その中にある非日常というか。そういったものの空

間が草原でもあるんじゃないかと思うんですよね。つま

りどういったらいいんですかね、集えるとかっていうもち

ろん面もあるんだけれども、むしろ孤独を感じるとかで

すね、それから人生を見詰め直すとか、そういうふうなこ

と。例えば私なんかも、疲れておりますから、時々草原に

行きまして寝転がっております。ちゃんと真庭市の市有

地の草原に転がっておりますけれども、そういうときに、

やっぱり自然と一体になっているということで癒される

こともあるし、一体、何のために自分は生きているんだろ

うかなとか、なぜ蒜山にいるんだろうかなとかいうような、

自分を見詰め直すというか、生産活動だけじゃなくて、

知的な思想の生産といいますかね、経済的な生産だけ

じゃない。そういったものを行っていく。やっぱり自分の

生き方みたいなものを見詰め直したり、再構築したりす

るというところにも、僕は非常に大いに意味がある場所

じゃないかなと思っていて、日常の中にある非日常の場

所という、そういうものの一つとしても僕は位置づけられ

ていいんじゃないかなというふうに思っていますし、そう

いうのをほかの人も実は求めているんじゃないかなと

いう気もしているんですよ。そういうふうに思います。

○司会　ありがとうございます。

　今、４名のお話を聞いてすごく感じたのは、昔は資源

の生産の場だったんですけれども、今はどちらかという

とつながりをつくったり、仲間をつくったり、それから自

分を見詰め直したり。心の中をどうするかという部分に、

草原だけでなくて、自然全体そうだと思うんですけれども、

大事になってきたのかなと。まさに自然とどうつながるか

というところをこれから深く考えていくことが大事なん

じゃないのかなというふうに思いました。ありがとうござ

います。

　まだまだお聞きしたいこともたくさんあるんですけれ

ども、そろそろお決まりの時間ですね、３時になりますの

で、トークセッションはこの辺で終了したいと思います。

　４名の方に拍手をお願いします。（拍手）

　ありがとうございます。

　この後、先ほど茅葺き職人さんのほうにサイクリング

センターのほうをご案内いただけるということでお話い

ただきましたので、これから10分程度、茅葺き職人さん

のほうにあちらご案内いただければというふうに思い

ます。ちょっと準備をしたら出発したいと思いますので、

もしこの後もお時間ある方はご同行いただければと思

います。

　では、こちらでこのシンポジウムのほうは終了させて

いただきます。

　本日はお忙しい中、皆様どうも最後までありがとうご

ざいました。

の例は非常に分かりやすいんですけれども、もう地元

の熱意なんです。あれは外の人はほとんど全く関わって

いません。地元の思いは、もう本当に家が１軒か２軒し

かなくなっちゃったところを何とかしようということで、

何が何でもやるという意志が強いんですね。全国のホ

タルのサミットまで招聘するような勢いだったんですけ

れども、そういう力もあるんですよね、地元にはね。でも、

そういうのを引き出すとか、それから、外から関わって

いる人と関係をつくるというところがとても難しくて、時

間がかかっていますね。時間がかかっているけれども、

できないことはない。

　だから、具体的に完全に見える化するというノウハウ

を私はまだ別に持っていないですけれども、何かあるん

じゃないかと思います、共通項は。

　１つ、逆の例ですけれども、蒜山の火入れは私も時々、

時 と々いうか、毎年お手伝いに来ているんですけれども、

前はね、おもてなしがあったんですよ。そのおもてなしは、

おもてなしじゃなくて、地元の人たちの集落のねぎらい

だったんですね。そっちが楽しみで山焼きしていたんだ

と思うんですが、外からの人が中心になったら、それが

なくなったので、何か終わりました、解散というのがすご

い味気なくて、やっぱり何かおいしいもの食べたいじゃ

んとかって思う。そういうものが復活して、そこで地元の

人との関係ができたら、それをきっかけに広がるんじゃ

ないかなというふうに思います。

○司会　ありがとうございます。多くの人を巻き込みなが

らというところなのかなというふうに思うんですけれども、

茅葺きも同じようなところがあるのかなというふうに思

いまして、例えばワークショップとか、あとは、昔でしたら、

結みたいな形で集落の方が茅葺きをやっていたみたい

な話も聞いたことがあるんですけれども、そうやって茅葺

きを通じて集落の輪が広がったりとか、今ですとそう

いった同じ志を持つ人の輪が広がったりみたいなとこ

ろは、今でもそういった結みたいなところは残っていた

りとか、何か活性化というか、そういったところに茅葺き

が使われていたりというような事例はあるんでしょうか。

○茅葺き職人（相良育弥）　どうなんですかね。意外と

あるんかな。その何だろう、結とか伝統そういう相互扶

助のシステムがあって成り立っていてというお話なん

ですけれども、結って裏を返せば血のおきてなので、そ

れに参加しないと村八分になるみたいなという強制

力があったから成り立っているというところもあるんで

すよね。

　さっき日置先生がおっしゃったように、おもてなし、直

会があるから人が来たとかっていうのがあって、茅葺き

のいろんな取組を見ていても思うのが、何か続いている

ところというのは大義名分があるか、何かの快楽がある

という。快楽というと何かちょっと誤解を招くような言葉

ですけれども、楽しみであったり、自分にとって何かこう

満たされるようなものが得られるきっかけがある。例え

ば何か新しくいろいろ作っているのも、何か格好いいか

らとか、最近だとＳＤＧｓだからみたいな理由もあるんで

すけれども。きっかけは何でもよくて、そのきっかけから

茅葺きの持っている奥深さに導いていけるかどうかとい

うところが大事なので、なので、そういうところをしっか

りと今後つくっていく、表層的に終わらないように、ちゃ

んとあれも蒜山の茅を使っていますみたいなところまで

含めて伝えていったり、そういうみんなにとっての何か

の快楽が、喜びが得られるようなきっかけをつくってい

くというのが多分、我々世代の仕事かなというふうには

思います。

○茅葺き職人（沖元太一）　結というのは、お互い様み

たいなところも昔、多分あったと思うんですけれども、み

んな茅葺きが多くて、今年うちだから、来年そっちみたい

な。だけれども、今はもうお互い様がもう成り立たないと

いうか、実際、僕らが仕事に行くところでも、家の人が手

伝えればまだいいほうで、もうやっぱり働きに出ている

から、ちょっと皆お願いしますということも多いし。なか

なか生活のスタイルが変わってきていると、昔ながらの

それを何かこう結みたいなものを維持していくのは難し

いと思うんですよ。

　ただ、今、相良君みたいに、何かこう違う形というか、

何か違う形であったり価値観であったりとか、何かそこ

でまた相互扶助であったりとか、何かそういうことという

のがどうやっていったらいいのか分からないですけれ

ども、これからだからこそ生まれてくるものでもあるのか

なとは思ったりもします。

○司会　ありがとうございます。

　やはり楽しさというのは一つのキーワードなのかなと

いうふうに思います。

　ちょっと時間も短くなってきたんですけれども、ちょっと

変な質問なんですけれども、草原とか、自然でもいいん

ですけれども、茅葺きでもいいんですけれども、どこに楽

しさがある……、さっき前原館長のお写真だと、草原で１

杯やっているような写真があって、楽しそうだなって私

思ったんですけれども、どういったところに具体的に自

然と触れ合う楽しさがあるのかというところについて、

ちょっと皆さんにお聞きしたいんですけれども。日置先

生のほうから順番にお願いしてもよろしいでしょうか。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　仲間ができるとい

うのがすごく大きいと思いますね。一緒に作業をして汗

を流す、そこで技が身につくということもあるんですけれ


